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阪神 @淡路大震災復興誌
[第4巻]の発行によせて



阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年が過ぎ、 被災地 で は 、 仮設住宅が

全面解消 し ま し た が、 恒久的 な 「住 ま い」 に お け る 生活復興や

経済毎興 な ど、 な お重い課題が残 っ て お り 、 本格的 な 復興 は 、

今後の 5 年 間 に かか っ て お り ま す。

そ の よ う な 中 で世界 に 目 を 転ずれば、 ト ル コ や台湾の地震 に

み ら れ る よ う に 大規模 自 然災害が多発 し 、 兵庫県や神戸市 を は

じ め 阪神 ・ 淡路大震災 を 経験 し た多 く の 方 々 がそ の教訓 を 生か

し 、 そ れ ら の 国 々 の復興支援 に か け つ け 、 あ の 阪神 ・ 淡路大震

災の時の思返 し が少 し で も で き た と 開 き 、 安堵 し て お り ま す。

し か し 、 我が国 に お い て も 、 東海地震や首都直下型の地震の

危 険性がか な り 切迫 し て い る と 防災 白 書が指摘 し て い る と お り

常 に 自 然災害 と 背 中合わせ に い る こ と を 充分認識 し 、 災害への

備 え を 決 し て怠 っ て は い け ま せ ん。

こ の た め 、 阪神 ・ 淡路地域で は 、 震災か ら 5 年 目 を 迎 え る こ

と を 契機 に こ れ ま での復興過程 を 国際的視点 か ら 検証 ・ 評価 し 、

後期 5 ヶ 年 の復興推進 に資す る と と も に 、 新 し い 世紀 に 向 け て

様 々 な 報告 や提言 を 広 く 内外に発信 し 、 自 然 災害への備 え を

鐘 し て お り ま す。

「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [ 第 4 巻J J は 、 1998年 4 月 か ら 1999

年 3 月 末 に 至 る ま で の 1 ヶ 年 を 対象 に し て 、 既存資料や取材 を

も と に 客観的 な 復興の過程 を 記録 し た も の で す 。

こ の記録 に あ た っ て は 、 こ れ ま で の復興の 成果や課題 を 振 り

返 っ て 、 各分野 の 中 で横断的 に ひ と ま と め に し て整理す る 必要

の あ る テ ー マ や 、 よ り 詳細 に記述す る 必要の あ る 重要 な テ ー マ

に つ い て 、 編集委員 か ら 問題提起 し て い た だ き 、 全 国 や 世界 の

国 々 の今後の地域づ く り や 紡災対策 に役立て て い た だ け る よ う

新 た に 「編集委員 の 限」 と い う 章 を 起 こ し て お り ま す 。

本書が大い に 活用 さ れ る こ と を 期待い た し ま す と と も に 、 皆

様の さ ら な る ご支援 と ご協力 を 賜 り ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま

す 。

2000年 3 月 31 日

財 団 法 人 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

理事長 Z言 及 信 雄
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19号8年4月1 8からl争99年3月318までの出来事 J 

1 998年(平成 1 0年)

UU 0インフラ等の復!日ー復興
古文化財等の復11-1 復興
。千E主復興関係の出来事
※生1211:主D[\t!t司係の出来*
Oその他の王安な出来事

4 月1日(水) I 神戸市消防局、 災害現場の状況を災害対策本部等でリア ルタイムに把握でき

る「ヘリコブター画像伝送システム」の運用を開始

2日(木) I 会兵庫県と北淡町が整備を進めてきた、 北淡町震災記念公盤と里子島断層保存簡

がオーブン

5 日(日 10皇太子ご夫妻、 村岡兼造官房長官などが出席し、 明石海峡大橋開通記念式典

開催。 同大橋の開通に伴い、 山陽自動車道三木JCT�神戸西IC間など関連道

路4路線が開通するとともに、 本弁I�淡路間のフェリーなど14航路か廃止され

る

7 日(火) I 神戸水上消防署六甲アイランド出張所完成式

10日(金) I (QJ兵庫県は3月末現在で伊丹市と五色町の 仮設住宅が解消されたと発表。 3月

末契約数は21，47]世帯

11日(土) i 市民主導型!組織NPOネットワ ークとして県内初の宝塚NPOセンター (代表、

小主主原 暁宝塚まち づくり 研究所理事長)発会式

間 (月) I ※神戸市市街地の6区で初めて、 灘区の!日避難所が解消し、 市内避難者が100

人を割る (市内避難者97 人)

日 (水) I (QJ兵庫県などは、 被災者向け災害復興公営住宅6，953戸の募集を4124から行 う

と発表

問 (金) I 兵庫県、 県外被災者が県内に戻る際、 宿泊費を部補助する「ふるさとひょ

うごカムバック応援事業」を開始

20日(月) I ※参議院災害対策 特別委員会、 自然災害被災者への公的支援法案を自民党提出

の「被災者生活再建支援法案」をベースにした形で一本化することに合意する

阪神・淡路大震災復興支援 館 2 階に、 生活復興NPO プラザがオープン(神

戸市中央区)

21日(火) i， ※与野党 6 党の共同提案として被災者生活再建支援法案、 参議院に提出(参議

院可決は4/24)

24日(金) I 紀宮さまをお 招きし、 WH O神戸センターの本事務所開設記念式典開催(神

戸市中央区 ， IH D センターピル)

25日(土) I チ ュー1) "Jプの花びらで道 路に絵を描く「インフイオラータこ うべ' 98J、 元

国I穴町商底街とポートアイランドの市民広場も会場に加 えて損保 (�5/4)

26日間 | 初来日 中の胡錦寝中盟国家副主席が神戸市を訪問し、 中央区の神戸港震災メ

モリア ルパークなどを視察

5月1日(金) I 公営貸工場としては全国最大規模となる神戸市復興支援工場が供用開始 (神

戸市兵庫区)

ラジオ関西と兵庫県私立中学高等学校連合会は、 全災害を対象とした「学校情

その時。全記録 9 



1 998i手(平成 1 0年)

報緊急システム」を運用開始

2日(土) 兵庫県、 第49回目の県功労者を発表。 新設の「防災功労」部門に、 室崎益輝

神戸大学工学部教授を選ぶ

6 日(水 ※兵庫県、 中高年自立支援金の第1自支給を開始。 対象世帯数 は18，924世帯、

支給総額は22億2，000万円

8汀(金 ※兵康県・市町連絡協議会が開催され、 市町側から「被災者 生活再建支援法案」

付帯決議に基 づく被災者への支給について、 一括支給を求める意 克などが出る

13日(水) I g兵庫県、 5 月 1 日現視の仮設住宅入居数を18，1 61世帯と発表、 初めて2 万世

帯を切る

問(木) I 神戸市、 震災による建物被寄と地盤の関係や 活断層についてまとめたデータ

ベース 「神戸JI BANKUNJ の完成を発表

15日(金) I ※衆議院本会議で被災者生活再建支援法が可決、 成立(公布は5/22、 基金額600

億円、 支給額は 1 世帯あたり最高100万円) 。 阪神・淡路大震災の被災者に対し

ては、 付帯決議による行政措置により対応

阪神銀行の矢野恵一朗頭取とみどり銀行の米田 准三頭取は、 阪神銀行がみど

り銀行を99年 4 月 l日 に吸収合併すると発表

間(月 ※兵庫県は 仮設住宅から賠:復興公営住宅への転居が決まっているが、当該公

営住宅の完成待ちである被災者を対象に、 民間賃貸住宅の家賃を月7 万円まで

補助する一時入居制 度を開始

20日(水) 1 0阪神・淡路大震災を教訓に「都市の安全」などを討議するため、 都市交通計

両全国会議が神戸で初めて開催 (� 22日 、 神戸市中央区など)

22日(金) I 兵庫県、 厳しい雇用情 勢に対応するため 「県総合経済 雇用対策推進本部」

を設置

258 (丹) I ※被災者生活再建支援法の制定運動を続けた「自然災害に対する由民的制度を

求める留民会議」 は代表者会議を開き、 住宅再建支援制度創設に向けた連絡会

を結成するのに伴い5 月 末で発展的解消を決定

。震j L復興土地区画整理事業の芦屋市西部第一地区の事業計画が建設大臣から

を受け、 阪神間の復興土地区画整理事業が全てスタートする

非常時にボ ランテイアで被害状況などを調査、 報告する兵庫県防災エキス

パートの発足式 。 国、 自治体08なとぐ243人の防災エキスパートが誕生

28日(木) I ※被災者生活再建支援法の制定運動を続けた「自然災害に対する国民的制度を

求める兵庫県民会議J (代表世話人:竹本成徳コープこうべ理事長ら24人) は、

兵庫県公館で代表世話人会議を開催し、 解散を決定

29日(金) I ※兵牒は被災者生活再建支暖法による行政措置について、 支給額を最高100

万円、 支給対象を約134，000依帯、 支給金を被災者へ一括支給する、 必要財源

は約540億円であること等を与党限神・淡路大震災復興プロ ジェクトチーム(谷

i羊一座長) に要望し、 同チームはこれを了承

31日(日 ) 皇太子ご夫妻、 兵庫県に来県。 世界59カ国の新聞関係者が参加 した「第51回

新開世界大会・第5回世界編集者フォーラム」に出席、 尼崎市の「県営尼崎金

楽寺ふれあい住宅」と神戸港震災メモリアルパークを視察 ( � 6/l) 

6月1日(月) I ※公的援助法実現ネットワ ーク (1嶋絢子事務局長) ほか 1団体は兵庫県に対

し、 被災者生活再建支援法に基 づく行政措置の拡充を求める要望書:を提出

10 そのlI�i。会記録



1 998年(平成 1 0年)

4 日(木) I g兵庫県、 97年度の新規住宅着工戸数が79，923戸、 前年度上ヒ36 .4%減と震災後

初めて減少したと発表

5 日(金) I ※兵庫県、 被災者生活再建支援法に伴う被災者への行政措置の名称は「被災者

自立支援金制度」、 事業開始は7/1、 募集は 7 月末、 支給は11丹、 既存の生活再

建支援金と中高年自立支援金は行 政措置に統合することを発表(新対象の約

98，000世帯を含め約134，000世帯が支給対象。 支給額は交流経費加算を含め最

高150万円。 実際の支給は既存制度による支給額との差額のみ)

※芦屋市議会は、 被災地の議会では初めて巨に支援拡大を求める 「被災者への

公的支援拡充に関する意見書 」を全会一致で可決

8口(月) 1 0神戸市、 神戸空港の開港時期が1年遅れ2005年秋の見通しになることを発表

海上保安庁が95年度より 実施の海底活断層調査の結果を発表。 神戸市和田町

沖から紀淡海峡方面に伸びる大i攻湾断層は r A級に近い B級」と、 i現神・淡路

大震災で震源となった野島断層は r B級と A級の中間J の 活発さ

9 B (火) I g兵庫県は6/1現在の 仮設住宅 人情状況について、 津名郡津名釘の入 活者が ゼ

ロ になったと発表

土木学 会関西支部 「阪神・淡路大震災調査 研究委員会」の最 終 報汚会が開催

され、 災害からの100日間の緊急対応43項目が 示される(- 10 目、 神戸市中央区)

11 B (木) 1 0神戸市 譲興・活性化推進 懇話会 (座長:亮天義久神戸大学名誉教援) の初会
h、口

12日(金 o経済企画庁が発表した国民所得統計速報で、 97年震の実質経済 成長率がマイ

ナ ス 0. 7%となり、 事実上戦投最悪の 成長率だったことが 明らかになる

15日(月) I 阪神 淡路 産業復興推進機構の産業復興推進委員会 (委員長:三木信一前神

戸商科大学長)、 企業誘致の 立地コスト低減策などを柱とした報告書 「阪神・

淡路地域の本舘的な 産業復興に向けて」を発表

16自(火 o神戸市、 97年の人口が震災後初めて6，357人増加し、 12月現 在でし426，333人

と発表

震災で神戸市兵庫区内の ホ テ ルが 倒壊し、 死亡した 2人の遺族が ホ テル経営

会社に損害賠償を求めていた訴訟で、 神戸地裁はホ テル増築に欠陥を認 め、 震

災 倒壊死として初めて損害賠償を命ずる

間 (金 g震災復興土地区画整理事業地域では初完成となる共同再建 住宅の 「シヤレー

ド、若松 」完工式 (神戸市長田 豆)

※m民:議員 立法実現推進本部 (小田実代表)、 公的支援制 度 実現運動の経過

報告会を開催し、 す べての被災者が救われるまで運動を推進するとした r6 ・19

声明Jを採択

。兵庫県都市計画地方審議会、 神戸~宝塚間約30kmの 桶林による砂防事業

甲山系グリーンベルト計磁」に伴う 緑地保全地区の見直しなどを決定し、 河構

想が正式に都市計画に位置 づけされる

20日(土) I g神戸市内の 仮設住宅自治 会役員・住民らで構成する 「神戸 仮設住宅ネット

ワ ーク」が開催した 「 仮設住宅自治 会・住民交流会」で、 98年 9月予定の 仮設

住宅廃止 に反対する決議を行 う

被災高齢者宅等を訪問し、 交流の 輪を広げることを目的とした「いきいきネッ

ト」発足式 (いきいき仕事塾修了者654人で発足)

26日(金) I ※震災当日 に発生した神戸市東灘区の火災に伴う火災保険金請求訴訟で、 神戸

地裁は麓災当日 発生の火事では初めて保険金の支払いを命ずる判決を行う

その時。令記録 11 
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。兵庫県、 4 �5月に募集 していた災害復興公営住宅6，953戸のうち、 4，323戸

(うち 仮設 居 住佐帯2，594戸)の当選を発表

大地震で被災した世界13都市の代表らが集まった「世界震災都市会議」、 福

井地震から50罵年を記念して 福井市で開催。 馬場願三西宮市長が阪神・淡路大

震災の被災体験や復興状況を報告(�6128) 

7 月 1臼(水) I 0神戸港、 水先案内人の乗船を船舶に義務づける基準を300 tから10，000 tに

緩和し、 初入港する外国船舶の入港料と公共岸壁の使用料を免除することを柱

とした活性化策を実施

。兵庫県、 ヘリコブ ターの「防災対応臨時発着場」として県内164カ所を追加

指定し、 震災前比約 3倍増の243カ所、 県下全市町に指定笛所ができたと発表

兵庫盲ろう者友の会( 吉田正行会長)、 全国初の富ろう者作業所「夢ふうせん 」

開設 (神戸市中央医)

3日(金) I g芦屋市、 市 立浜刷、学校の 仮設住宅入居者退去に伴い、 学校内 仮設住宅臼

月末までに 撤去すると発表

。兵庫県、 神戸市外の空き棟仮設住宅を 撤去するとして、 東加 古川 仮設住宅を

皮切りに住民説明会開 枯

大北淡町の野島断層保存館、 開 館約3ヶ月で人館者100万人達 成

6日(月) I g ]R新長田駅北地区のまちづくり 協議会のうち、 東部の6協議会 (約1，200世

帯) は「い えなみ基準」を神戸市景観都市条例に基 づく景観形成市民協定とし

て 中請。 同協定を申請にこぎ着けた市内初のケース

7 日(火) I ※「被災者自立支援金」の申請書配布、 神戸市を皮切りに被災10布10町で開始

( �7 /21) 

川崎) 1 g兵庫県、 仮設住宅の入居戸数が川 00戸を割り、 川西市と 稲美恥仮設住宅

が解消したと発表

大野島断層の切り 取り 標本が県 立人と自然の博物館 ( 三田市) で 常設展示開始

11日(土) I I日北野小学校の校舎を再利用し、 洋菓子、 婦人靴など神戸ブランド21社の工

麗を集めた 「北野工房のまち」開業 ( 神戸市中央臨)

12 E3 (日 ) I 0第17回参議院選挙実施。 即日 開禦の結果、 兵庫選挙区では本 間昭次氏と大沢

辰美氏が当選

(次点までの開票結果 本 凋昭次氏=902，338 大沢長美氏=582，244芦尾長司

氏=531，053 投票率=56.95%)

14日(火) 1 0兵庫県、 景気対策としては過去最大の1，668信ム 500万円の補正予算案を発表

16日( 木) I ※長野市で開催した全国知事会議、 被災者生活再建支援法に基づく基金の総額

を600億円に決定

神戸東部新都心で 言十回中のヘルスケアパーク ( 仮称) の事業主体として、 第

三セクター「ひょうごヒューマンケア株式会社」設 立

17 E3 (金) I 0震災発生から 3 年半が経過

。 貝原俊民兵庫県知事、 イ反設住宅の入居期摂を半年延長し、 99年 3丹まで延長

すると発表

18日比) I I神戸空港 住民投票の会J(代表世話人 田中康夫氏ら8人) は、 神戸市

内で開いた第3回世話人会で住民投票条開案の原 案を 承認

21 E3 (火) ※被災者自立支援金の申請受け付け、 被災10市10町で 一斉に開始

12  その日寺。全記録
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(財)阪神・淡路大震災記念協会、 震災関連資料を一般公開する資料室を開設

問 (水) I 0兵庫県、 国の99年度予算編 成に向けた要望を発表し、 住宅再建支援の検討や

住まい復興などに関する震災特例 措置の延長 などを求める

23臼(木) I 兵庫県と神戸市、 震災で被災した中小企業向けの「緊急災苦A復旧資金融資」

の返済 据置期間を4 年から5年に、 融資期間も11年から12年に 延 長すると発表。

同融資の延長は昨年に続いて2回目 (申請は10/1� ) 
24日(金) I ※日本 赤十字社、 震災を教訓|に「義援金取り扱いの ガイドラインJ を作成した

と発表

27日(丹 o兵庫県防災会議は大規模地震による被害想定を都道府県で初めて 季節・時間

帯ごとに見直し、 最悪の ケースで死者12，073入、 理物の全半壊約31万棟とする

地域防災計画修正案を策定

28日(火) I 阪神 淡路 産業復興推進機構、 情報 通信関連のニュービ、ジ、ネスを創出する

ことを目的に「阪神・淡路マルチ メ ディア 産業交流会」を設 立

30日(木) I 0小潟恵三自民党総裁が臨時国会で 首相に指名され、 小部内閣発足。 阪神・淡

路 復興対策担当 には野中広務官房長官が、 政府復興本部副ホ部長には柳沢伯夫

国土庁長官がそれぞれ就任

。アジア22カ国が、参加し、 自然災害の研究を進める「アジア防災セン ター」開

所式(神戸市中央区)

31日(金) I 大北淡町の野島断層、 由の天然記念物として 正式に指定

阪神・淡路大震災復興基金は、 被災中小企業を対象に政府系金融機関が実施

している融資への利子補給をI年間延 長 し、 99年7 月まで延長すると発表

8月1日(土) I 淡路島内のI市10町、 災害発生時に相互に職員派遣等の応援を行 う「淡路地

域災害時等相互応援に関する協定」を施行

4 日(火) I ※「被災者自立支援金」に集約される「生活再建支援金」と「中高年自立支援

金」の最後の支給が洲本市分を皮切りに始まる(�8 /17)

神戸市、 市内の 仮設住宅入間数が9，994世帯となり、 1万世帯を 割ったと発

俳優の故渥美清さんを象った「 寅地蔵J、 ]R新長田駅構内で除幕式

6日(木) I 棚J?J-{1á夫国土庁長官、 就任後初めて被災地を視察。 貝原俊民兵庫県知事は被

災者の生活再建、 地場 産業振興による経済復興を要望。 柳沢長官は兵庫県が実

現を要望する住宅共済制度は困難との認識 を 示す

11司(火) I 小潟恵三首相、 参議院代表質問で震災復興対策について「今後とも、 心のケ

アを含め被災者の生活再建支援など復興に努めていきたい」と答弁

12日(水 神戸市、 六甲道駅南地区再開発事業で最後となる第二地民事業計画について、

灘医役所移転計画と共に決定

13日(木) I 0神戸市、 市内 91Xごとに過去の災害や 犯罪傾向等をまとめた 安全カルテJ

を各区?支所で閲覧開始

17日(丹) I 0兵庫票、 9 7年度の一般会計決算が震災以後初めて約 4 億円の実質黒字になる

一方、 起債制 限比率は初の 2 ケ タとなる10 . 2%になったと発表

。芦屋市、 震災後初めて市外避難 者や 一般も含めた市営住宅の入居登録者受け

付けを開始

21日(金) I CQ)兵庫県住宅供給公社、 震災後初めて 一般世帯を対象とした賃貸住宅308戸の

その時。全記録 13 
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募集を開始

。神戸空港・住民投票の会、 神戸空港建設の是非を 問う住民投票条例制 定の直

接請求に必要な署名集 めを開始

神戸市、 何年における須磨海水浴場の海水浴客数が約103万 人と、 震災後初

めて100万人を超えたと発表

26日(水) I g芦屋市、 市内の仮設住宅入居者数カfゼロになったと発表

27日(木 AM神戸と兵庫県下のコミュニティーFM全7 杜は、 災害時に共同番組等を

制作することを目的に「兵庫県地域ラジオネットワ ーク協議会」を発足

288 (金) I 99年 4 月に合併する販神銀行とみどり銀行は、 新銀行の名称を「みなと銀行」

にすると発表

30日(日 震災で全壊した兵庫県朝鮮商工会館が再建、 竣工記念式典開催(神戸市中央

[R) 
31日(月) 1 0甲子園高速 ブエリー・西宮フ エリーが共同運航する西宮 津名航 路、 廃止

く〉神戸市「市民のすまい再生懇 談会一J (座長・尭天義久神戸大学名誉教授)、 仮

設住宅からの被災者の円滑 な移行について、 市街地の民間住宅への誘導などを

検討するように求めた提言を神戸市に要望

9月18 (火) I 0兵庫県、 自治 体としては最大規模となる13機の航空機を使用した総合防災司Ij

練をf旦馬地域全体で実施

。神戸市、 市内の商府街や小売市場の業界団体、 百貨屈など10団体・企業と防

災 協定を締結。 尚昆街や小売市場と自治 体の間で締結された防災協定は全国初

川崎重工神戸 工場、 震災で休止 していた船舶の建 造を3年8ヶ月ぶ りに再開

2日(水 神戸市、 96年10月 l現在で行った「事業所 企業統計調査」の結果を発表。

91年10月現在の前回調査と比較し全体で1l. 3%、 9，695事業所が減 少し、 特に

長出毘で24.2%、 ;難民で21.5%と大幅に減 少

3百(木) I 最高裁、 震災により倒壊した借家の敷金について、 借家人に全額返還すべき

との判決を出す

O第50回都市計画全国大会開催。 全国の都市計画事業関係者に震災課輿の現状

を報告(� 9/4) 

10日(木 o笹山幸俊神戸市長、 次世代のまちづくりの柱として「医療産業都市構想」研

究に着手することを発表

※兵庫県、 「ふるさとひょう ごカムバックプラン」の第 2弾と し て、 県外転出

被災者のうち県内に帰る意志のある者の登録を11月から行うと発表

。政府、 8月末に 福島、 茨城、 栃木を中心に襲ったí8月末豪指災害J に対し、

被災者生活再建支援j去を実質的に繰り上げ適用することを決定

日日(火) I ※震災の火災保険金訴訟の!広告団が初の交流会開催(神戸市中央区、 ベアーレ

神戸)

16 f3 (水) I 神戸空港建設と住民投票をテーマにしたテレビ討論会が、 サ ンテレビ、ジ、ヨン

で放映

18日(金 神戸市、 震災により 閉鎖 された六甲アイランドのレジャー施設A OIA (アオ

イア) の用地約12haを約160億円 で買い戻すことで所有会社と合意したと市議

会港湾交通委員会に報告

19日(土) I 被災地の商業 活性化を白的とした「復興大バザール111尼崎J、 板神電鉄 尼崎

は その時。全記録
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駅北の中央公園・立体遊歩道 橋で開催(� 11/8の土・日 )

21日(丹) i y兵庫県、 9/15現 在の仮設住宅入居戸数が9，571世帯と 1 万世帯を初めて艶っ

たと発表

22日(火 o台風7号に伴う大雨のため、 麓災復旧工事中の新湊川が神戸市兵庫区内では

んらん、 約15，000人に避難勧告が出され、 政府は兵庫 察内で麓災以来初めて災

害救助法の適用を決定

24日(木 o兵庫県、 NPO活動を後押しする拠点整備などの独自支援策を盛り込んだ「県

民ボラン タリー活動の健進等に関する条11しを制定

兵庫県は県内市町の97年度決 算見込みを発表し、 被災10市 10町の実質収支が

94年度以来3年ぶ りに黒字となったことが 明らかとなる

2513 (金 o神戸空港建設の是非を問う住民投票条例制定を求め、 「神戸空港・住民投票

の会J(代表世話人・須田勇元神戸大学長)は、 神戸市選挙管理委員会に352，755

人の署名を提出(10/15に間選管が発表の確定署名数=307，797人)

26日(土) 震災による空地をミニ公開などとして有効活用する神戸市の 「まちづくりス

ポット創生事業」の適用第 l号として、 神戸市灘亙岸地通S丁目に 「なかよし

ラントソが完成

28日(月 o神戸常港島埋め 立てに伴う環境影響評価書 案を審議していた神戸市環境影響

審査会 (会長 ・田中茂神戸大名誉教授) が、 提山幸俊神戸市長 に対し 「おおむ

ね 適切」とする答申を提出したことにより、 空港建設に必要な環境アセスメ ン

トはす べて終 了

10月1El (木) I g兵庫県と被災市町は住宅復興の歩みを発信する 「住まい復興の集い」を、 国

の「住宅月間中央イベント・98スーパーハウジングフェアm兵庫」と合同開催。

記念式典には高円 宮 ご夫妻も出席(� 4日 神戸市東灘区・神戸ファッション

マートほか)

兵庫県、 新 産業キャピタル制 度の対象地域を県:下全域に拡大

西宮市、 同|ぢ退職職員で、構成される 「西宮市友会」と 「被害情 報の通報に関

新湊;1 1 の は ん ら ん に よ り 避
裁す る 子 ど も 達z神戸 市兵
庫区 (神戸新開社提供)

その時。会記録 1 5  



1 998年(平成 1 0年)

する協定」を締結

2日(金) I 兵庫県、台風7 号による洪水の浸水被害を調査する災害調査委員会(委員長

中川博次京都大名誉教授) の初会合開催

3日(土) I � 地域型 仮設住宅の経験を生かそうという公開シンポジウム 「 仮設住宅からシ

ルパーハウジングへ そしてこれから求められるもの」開催(神戸市中央区・

兵庫県教育会館)

6日(火) I 0兵庫県、 震災後遺症と景気低迷で厳しさを増す県内の経済靖勢に対応するた

め、 地元 経済・労働j団体も加 わった「緊急経済 ・雇用対策会議」を創設

7 日(水 �兵庫県、 9 丹末現 在の恨設住宅契約戸数が9，563戸と初めて 1 万戸を割り、

宝塚市では契約戸数がゼ口になったと発表(入居戸数8，951戸)

神戸市、 関市中央藍東遊園地に設置予定の「態霊と復興のモニュメント」の

概嬰を発表するとともに、 建設 費を募金で賠うための設置実行委員会 (委員長

新野幸次郎神戸大学名誉教授)も活動開始

※兵庫県、 仮設住宅入居iやでも被災者白 立支援金が特例として支給する場合、

生活支援マネジメ ントシステムの県・市町生活支護 委員会で不服申 し 立てを11

月の自 立支援金支給後に受け付 けることを発表

神戸市長関区の「長田東部ま ち づくり 協議会J(柳輝美会長) は、 同市内12

カ所で指定している密集住宅市能 地促進整備事業で初めてまち づくり案を神戸

市に提出。 主 な内容は、 6m幅の生活道 路と防災公園の新設など

間(月) I 0神戸東部新都心の震災復興住宅HA T神戸 灘の浜 と、 JR六甲道駅聞を結

ぶ 神戸市営パス 路線 開通

13日(火 o神戸市、 敷 地内に公開空地などを設けたピルの容 積率を緩和する 「総合設計

制 度」で、 防火水槽や備蓄倉庫を設けた場合に容 積率を緩和する特例制度を創

したと発表

出(木) I 神戸市の「コンパクトシティ講 想」をテーマにしたシンポジウム 世紀に

向けた暮らしやす く働 きやすいまち ーコンパクトシティ」開催(神戸市中央氏

神戸国瞭会議場)

間(余) I 衿戸商工会議所創 立問周年記念式 典開催。 震災復興プロ ジェ クトの推進や

中小企業向け金融対策の強化などを柱とした「経済危機突破決議文Jを採択(神

戸市中央区・ポートピア ホ ール)

聞(日 ) I 中国地方を通過した台風10号の影響に伴い、 兵庫県内でも被害が発生。 西宮

市では防潮扉の関め遅れにより合計約6 haが浸水被害を受ける

20日(火) I ※復興公営住宅約920}iを合む兵庫県件、 神戸市営など約ム000戸の公営住宅入

居者募集開始 。 この募集から震災後初めて一般枠を設ける一方、 仮設住宅優先

枠が廃止 され、 代わりに被災者優先枠を新設

21日(水) I 0後興土地芭画整理事業地区の新長田 駅北地区内の 「松ーまちづくり協議会」

(岸熊旦会長)と 「細田神楽まちづくり協議会」は神戸市に対し、 商業の復興

を目的として 「アジアギャラリー構想J を提案

22日(木) I I震災と一刻ゾしなどの分科会を設置し、 「日本女性会議'98あまがさき」開催

(�23司「己崎市・アルカイック ホ ール)

問(金) I シサ ノ モザンピーク大統領などアフリカの政府関係者らがフェニツクスフ 。

16  その時。全記録

ラザなど被災地を視察

政府は日本長期信用銀行の金融法第36条に基 づく特別公的管理 申請を受理し、

同法による 初の同有銀行とし て破たん 処理過程に入る (国有化正式決定は
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12/13) 

24日 比) I 会震災により建物が全半壊した寺社 教会などへの 寄 付で税金が控除される震

災特例 措置「指定 寄付金制度」の適用第1号となった神戸市兵庫豆の 福海寺(中

野多間住職)、 「震災復興奉ifi法要」を開く

25日(日 ) I 0兵庫県知事選挙実施。 郎自 開票の結果、 現職の貝原俊民氏カず4 選を果たす

(得票 結 果 貝 原 俊 民氏し230，723票 梶 本修史氏 452，332票 投 票 率

39‘90%) 

川西市長選 実施。 叩日 開票の結果、 現職の 柴月二進氏が3選を果たす

30日(金) I ※被災者生活再建支援法の施行令 が閣議決定。 主な内容は、 対象世帯すべてに

70万円が上 限の通常経費と、 住居移転や 治療等の実費分を対象とした30万円が

上 限の特別経費を支給し、 うち特別経費の半額を含む最高85万円が前払いされ

るO 施行自 は11/6、 対象となる災害は99年 4 月 1 日 以降に発生した

0 4 選を果たした良原俊民兵庫県知事が初登庁。 「鷺災復興と繋急経済雇用対

策J rひょうご2001年計画の総仕上 げ、J r成熟社会への 転換」の 3項目を大きな

課題として挙げる

く〉神戸空港建設の是非を問う住民投票条例の制定を求め、 「神戸空港・住民投

票の会」は笹山幸俊神戸市長あてに条例制定請求書と条例案を提出

兵庫県が剣設した -雇用対策会議」の第 l凶全体会議が開催

II月3日(火) I rこれからの地震 研究」をテーマにγ日 米地震ブ才一ラム'98 in 神戸」開催。

日米の地震研究家ら 9名が最新の研究 成果等を発表 (神戸 市中央区・パ ル レ

ホール)

4 日(水) I ※兵庫県、 水道 契約戸数から 独自に計 算した試 算人口によると、 川現在の人

口は5，538，872人と震災前を上回 ったと発表 (95年10月の国勢調査に基 づく推

兵庫県知事選で過去最高の得票を受
け 当 選 し た貝原俊民氏 (神戸新同社
提f共)

そのIlS。全記録 1 7  
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定人口では同日 現在5，470，169人)

5 呂(木) I ※被災者自立支援金、 洲本市を度切りに願次支給開始(�11/18まで)。 今自の

支給対象者は107，166世帯、 所要額は約864億円

日 本銀行神戸支官、 98年7 - 9月期の兵庫県内完全失業率5. 6%、 完全失業

者数約l49，600人と発表

6日(金) I 0兵庫県教育委員会、 震災が原因で PTSD に近い症状を示し、 こころのケアが

必要な県内の小中学生は7/]現イEで4，006人 (前年比17人増) であると発表

7日(土 阪神 淡路復興支援10年委員会委員会、 「地域の食丈化を 活かしたまらづく

り」をテーマに「第3回丈化復興支長フォーラム 」を開催(神戸市中央区・神

戸市勤労会館)

9 E3 (月) I ※被災者復興支援会議( 座長・小西康生神戸大学経済経営研究所教授)、 「支援

会議カず果たした役部」をテーマに、 フォーラム「支援会議の40ヵ月J を開催(神

戸市中央区・兵庫県民会館)

兵庫県、 災害復興公営住宅でのコミュニティーづくりを支援することを目的

とした「コミュニティーづくり 移動相談チーム 」派遣事業を開飴

13日(金) I く〉神戸市両区内の仮設住宅で住人の女性が死亡しているのが発見され、 兵庫県

まとめによる仮設住宅での「独居死」が200人に達する

15日(日 ) I 尼崎市長選実施、 即日 開票の結果現職の宮'田良雄氏が再選

16日(月) I 阪神・淡路産業復興推進機構(理事長・牧冬彦神戸商工会議所会頭) は、 被

災地の産業復興への課題や 策の検討を目的とした「 産業復興推進 懇話会J「委

員長・三木信一神戸商科大学長) の第l出会合を開催

[l士界73カ国・地域の代表132選手が集まり、 ア マチコア世界一ーを決める「ボー

リング・ワールドカップ」開催(�21日 神戸市灘区・六甲ボ ール)

17日(火) 1 0参議院災害特別委員会 (海野義孝委員長) の8名が被災地を視察。 貝原俊民

兵庫県知事は地域経済や住宅再建支援制度 実現などに支援を求め、 公的援助法

実現ネットワーク被災者支援センター (rl'島絢子事務局長) も被災者相談に基

づく意見書を海野委員長に提出

18日(水) I 0神戸市議会の臨時会本会議において、 神戸空港建設の是非を問う住民投票条

iJú案が否決される( 賛成12、 皮対50)

21日(土) 1 0復旧工事が進められていた阪急伊丹 駅の工事が完成し、 震災から 3 年10ヶ 丹

ぶりに阪急伊丹線が全線開通( 駅構内の高業施設は10/20にオープン、 間線の

完全復!日は99年 3丹6 日 )

24日(火 o兵庫県が三木市内に整備する 「三木震災記念公園J(仮称)の準備工事着工

。震災で被災した神戸家庭裁判所、 再建された新庁舎で業務開始 (神戸市兵庫

区)

。運輸省鉄道耐度情j計九十f委民会、 阪神・淡路大医災を教訓に鉄道構 i貴物の新

耐震基準を策定

震災の追悼行'与をけíl亡レベルで継 続させることを目的に、 「阪衿大震災被災

地元 NGO 救援連絡会ぷI 一代表ら6人が発起人となり 「市民による追

悼行事を考える会」先見

26日(木) 1 ※県・市町生活支援委員会、 恒久住宅への移転が確定している仮設住宅入居者

に対し被災者自立支援金を最高30万円高官貸しすることと、 支給時期についても

年 4固から 1 カ月ごとに変更することを決定

1 8  そのß:，}o全記録

。震災により被害を受けた神戸税 関本庁舎の改修仁事落成式 (神戸市中央区)
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大震災で昌重要文化財の表大門が半壊するなどの被害を受けた西宮神社、 再建

工事の竣工式

29日(日 ) I 震災復興と平和 への願いを込 め、 日 本全国と世界各地から1.013人のチェロ

奏者が集まりílOOO人のチェロ ・コ ンサート J 開催 。 高円宮殿下も演奏に参加

(神戸市中央[K . ワールド記念 ホール)

12月 1 日(火 特定非営利活動促進法(NPO法)施行。 兵庫県では、 「日 本災害救援ボラン

ティアネットワークJ(田中稔昭理事長代行) ほか 1 団体が兵庫県庁で法人格

取得を申請する

仮設住宅を痴ほう症の被災高齢者のためのグループハウス に改築する工事が、

神戸市西匿の高塚台仮設住宅で始まる (完成式は99年1月1Hj )

兵庫・大阪・京都など6 府県の20公営工業用水道事業者が、 「 近畿 2 府 4 県

内の工業水道事業者の震災時等の相互応援に関する覚書」を締結

神戸市、 NPO法人への支援策として法人市民税 の均等割 (年5万円) を減

免することを発表

2日(水 ※兵庫県、 県営災害復興住宅入屑者のうち、 高齢者の割合が34. 4% と既存県営

住宅の3t音以ヒであると発表

9日(水) I 兵庫県が設置した「緊急経済 雇用対策会議J(座長 新野幸次郎神戸大学

名誉教授) は、 県内の経済環境を「戦後最悪の危機的状況」とし、 経済と雇用

の安定に向けた54項目の対策を貝原俊民知事に提言

11日(金) I ※ 「日本を地震から守る国会議員の会」 発展させ、 被災者生活再建支援法に盛

り込まれた住宅再建策等の検討を目的に、 超党派の国会議員で構成する「自然

災害から国民を守る国会議員の会J(原田昇左右会長) が発足

問 (日 災害看護に関する知識 技術の体系づけを自的に、「日本災害看護学会J(事

務局・兵庫県立看護大学) が発足

14日(月) I 企業の神戸支庖長らが結 成した「神戸復興支援!何か支屈長会J(代表幹事

山口竹彦日本銀行神戸支庄長) は、「目的は達した」と 活動を休止

15日(火) I g 神戸市議会決算特別委員会で、 前野保夫助役は99年 4 月以降に公営住宅ヘ移

N Pü 法 施 工 初 日 に申請を
行 う 「 日 本災害救援 ボ ラ ン
テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 出
中稔昭理事長代行 (左) ら
= 兵庫県)1 (神戸新聞社提
供)

その時。全記録 19 
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転予定の仮設住宅居住世帯を対象に開年 6月までの最高 3ヶ月間を特例の移行

期 間とし、 仮設住宅の継続使用を認める方針を明らかにするO また、 鶴来紘一

助役 は市 営住宅の新規供給を 当盟行わない方針を明らかにする

17日(木) I ※神戸市、 中央区内のi日小学校で、避難生活を続けていた被災者が飯設住宅に

移ったことにより、 被災地最後の!日待機所が解消したと発表

18日(金) 1 rg兵庫県住宅供給公社、 99年 2月から|司公社管理の復興公営杭宅を対象に「い

きいきり県住推進員制度 」を開始することを発表 (;}任進員16名)

問(上) I ボ ランテイア 活動を体系的に研究する「日本 ボ ランテイア学会」設立総会決i

催(東京・冒立オ リンピック記念青少年総合センター)

兵庫県、 何年 9月に発生した神戸市兵庫区の新湊川浸水災存対策の第1r日i補
会(委員長・ 西原道雄神戸大学名誉教授)を開催し、 水 害の被災 全1，102

戸を対象に被害調査を実施することを決定

21日(月) I ※兵庫県、 98年10月に実施した住宅・土地統計調査に基づいた「推定人口J を

発表 。 兵庫県内で は震災前比2，000人増の5，529，000人、被災10市10聞で は46，000

人減の3，5 43，000人

※全国知事会、 この日 開いた総会で被災者生活再建支援基金の各都道府県の拠

出割合について、 世帯数と均等割の比率を 8 : 2 にすることを 正式決定 。 兵庫

県の拠出額 は11億4，621JJ円

※兵庫県、 震災により生業を 営めなくなった人等を対象に、 最高30万円を 貸し

付ける「臨時生活資金J 制度創設

神戸市、 寸i心市街地 活性化法に基 づき、 「 くつのまちながた構想」 などを杭

とした.JR新長田駅国辺約113haの活性化基本計画をまとめる

221:::1 (火) I rg神戸市と住宅都市整備公rilは、 被災した肉ほう性老人の居住を目的に、 全同

初のグループホーム 明公常住宅を東灘区と須磨区に合計28戸建設すると発表

神戸市消防局、 燐安と水を混合し、 水の消費量を通 常の2�5%で消火可能

な新型消防車を開発し、 初披露

25日(金) i 兵康県、 震災による被害 状況変更 。 県内の重傷者数8，583人(9名増) 、 全壊

178，364世帯( 2 世平野増) など。 今回、 初めて死者・行方不明数に変更なし

神戸 ルミナ1)エ閉幕 。 総来場者数は過去最高のが]516万人 (�12/11)

28日(月) 1 <)尼崎市、 市内の仮設住宅が解消したのに伴い災害対策本部も解散したと発表

く〉政府、 地震等の非常事態緊急初動体制を明文化した危機管理対応 策を発表

9月に発生した神戸市兵庫況の新湊)1\はん らん で、 調交委員会は河川工

を増 大させたとする内符の最終報庁書を県に提出

1 999年(平成1 1年)

lfJ6FI(水 rg兵庫県、 1月1f:l現在で尼崎市と 三木市の仮設住宅入居者がゼロ になったと

発表

8日 ( 金) 阪神・淡路復興委11 i長の下河辺淳 氏などで構成する ニュメ

ン ト マップ作成委討会」、 被災地内の地蔵や慰霊碑など55カ所を掲載した

災モニュメ ン ト マァブJ10万部を発行

9 EH七) I 震災 遺見の支援施設としてあ しなが育英会が建設を進めてきた「レ インボー

20 その11;]'。令!記録
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ハウス」竣E式 (神戸市東瀧区)

11日(月 ※兵庫県社会福祉協議会が震災 直後、 被災者に貸し付けた 「生活福祉資金特別

貸付」のうち、 98年12月末で約8，400入、 10億9，400万円が所在不明と発表

12 E3 (火) I ※兵庫県、 全労済、 E本生活協開組合連合会などで構成する「自然災害に対す

る由民的保障制度を求める国民会議」は、 被災者生活再建支援法に盛り込まれ

た性宅再建公的支援策の検討を目的に、 開会議をベースに「自然災害被災者支

援促進協議会Jを発足させ、 第1 囲協議会を神戸市内で開催

「都市の地震訪災」をテーマに第6同日米都Tlî防災会議開能 (� 151J 神戸

国際会議場)

13 E3 (水) ※震災義援金第1 次配分の「住宅損壊見舞金J(支給額10万円 )が、 尼崎市で

は98年末現在で対象世帯の21.5%、 13 ，469世帯に未支給であることが明らかに

なる

く〉兵庫県とラジオ関西は、 察庁から 直接ラジオによる防災 情報を提供すること

を自的とした、 「紡災 情報の提供と放送に関する覚書」を締結。 自治体とAM

放送局が災害協定を締結するのは全国初。 発効は1/17より

く〉笹山幸俊神戸市長は震災 4 年を前に記者会見を行い、 この 1年を「検証の年」

と位襲づけ、 復興の現状について「不況がなければ、9 割近く復興していた。 5

年間で復興したい気持ち だが、 ブレーキがかかった」との認識を示す

市民ニニニ議員立法実現推進本部 (小m実代表) ら31il体は、 新たに「同による

自然災害被災者のた めの生活基盤 出復等を促進するための公的援護 措置法案」

(略称・ 生活基盤 回復提護法案) を発表。 Èな内容は被災iH:帝に最高500万円

の支給と、 屈に「災害援護斤」を常設することなど

14日(木) I ※被災者謹興支援会議(康長・小西康生神戸大学経済経営研究所教授)は最終

となる13 囲自の提言として、 「被災者向け恒久住宅でのコミュニティーづくり

を支援する第三者機関の設置」を県に行う一方、 同会議の役割は終えたとして

3 月末に解散すると発表

。 兵庫県と被災市町は、 仮設住宅を99年度中に全戸 撤去する方針を固める

自民党と自由党の連立による小湖改造内閣発足。 阪神・淡路短興対策拐当 は

野中広務宮房長官

政府の阪神・淡路復興対策本部(本部長・小淵恵三首相)は第10回本部会議

を開催し、 99年度の復興関連施策として、 被災者向け公営住宅の家貫を入居後

5 年間引き下 げる制度の継続などを関係関僚が説明

士会連合会の人権擁護委員会は仮設住宅で独居死が発生しているこ

とについて、 兵庫県と神戸市に対し、 「生存権を保障した憲法に反し、 人権侵

需に該当する恐れがあるJと改善を求める要望書を提出

15 臼(金) I 国内外で発生した大災害の被災地を緊急支援することを目的に、 コープこう

べが設立した 「災害繋急、支援基金」の募金受付開始

神戸市長田区と河IRI付のコミュニテ ィ� FM放送局の'FMわいわし勺、 災

に1，引1jの電波を利用し区役所からl宣岳災害情 報を発信するシステ ム を稼働

開始

斤都摺の震災被災者が横浜 で「被災者による只庫県人会 (仮称) を発足

16日(土 貝原俊民兵庫県知事は麓災 4 年を前に記者会見を行い、 99年を節自の年とし

て過去の復興対策を検証することを明らかにするとともに、 「昨年の 5 割復興

から足踏み状態にあるJとの現状認識を示す

そのiL)\;全l記録 21 
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「市民とNGOのJ[(方jU国際フォーラム 実行委員会Jは、 シンポジウム 「復

興の “踊り場" から探る5年目への道筋Jを開催、 井戸敏夫兵庫県副知事など

が震災復興について 討論

17日(日 ) I 震災から濡4 年が経過

秋篠宮殿下ご夫妻、 小淵恵三首相、 斉藤十郎参議院議長らの出席の下、 兵庫

県は阪神・淡路大震災 4 周年犠牲者追悼式開催。 席上、 r 1. 17人類の安全と

共生を考える兵庫会議J代表の新野幸次郎神戸大学名誉教授が‘2 回目のr 1 . 

17宣言」を朗読(神戸市中央区・兵庫県公館)

神戸市、 震災犠牲者の追悼式を初めて 神戸文化 ホールに移 して 実施 。 また、

震災犠牲者が 2番目に 多かった西宮市が99年の震災追悼式を取りやめる

神戸市や被災者支護団体などで構成する r1 . 17KOBEに “灯り" をともす

会」、 竹筒に 15.000本のろうそく を灯し 鎮魂の祈り を捧げる 集 い r 1・

17KOBEに “灯り" を」 を神戸市1)'1 4箇所で実施

神戸復興塾 (小森星児塾長) などのボランテイア団体が主催し 、 第l囲「i

ウオ ーク」 を神戸市長田区から中央区のfFU 10 kmで、実施

18日(月) I ※兵庫県、 県生活穫興資金貸付制度を 1 年間延長し、 2000年 3 月まで申請を受

け付けると発表

神戸市、 震災で死亡した身元不明者 9 名の遺骨を安置するため、 北区の鵜越

霊冨内に慰霊碑を建立

。兵庫県、 災害復興公営住宅514戸の入居者追加 募集を発表

兵庫県百貨脳協会、 98年の神戸市内の百貨庖売上高が前年比2. 1% 減 、 2，011

億8，400万円と震災後初の前年割れになったと発表

19日(火) I 財)阪神 淡路大震災記念協会、 震災 4周年記念事業「総合フォ ーラム

21世紀への展望シンポジウム 」 開催 (神戸市中央区・兵庫県民会舘)

20日(水) I 財) 神戸国際協力センターとAMDA の共 催で、「神戸から世界へ」 をテー

マに、 20カ国の代表らが集まり「第1回AP RO (アジア太平洋緊急救援機構)

神戸会議」 開催 日 )

スーパー業界最大手のダイエーは、 中内功会長兼社長が社長を退任し、 後任

に 鳥羽薫副社長の昇格 を発表

川(木 小判恵 三首相、 参議院本会議の施政方針 演説で「叶も早く 被災者が気持ち

を新たに生活に 時めるよう最善の努力 をしたい」 と述 べる

問(士 。兵庫県、 災害復興公営住宅に設置 しているコミュニテイプラザを 般の県営

住宅にも設置することを決定

日(月) I ※被災者生活再建支援法に基 づく行政措置として 、 大阪府内震災被災者に対す

る支援金支給申請の受付開始 。 支給は3/31-

国土庁のインターネット ホームペ ージで広域的な地震被害などを想定する

「地震被害想定支援ツ ール」 一般公開開始 。 また、 阪神・淡路大震災級の地震

を想定した 液状化危険度 地図作 成用のマニュア ルも作 成

兵庫県と県内被災10市10r灯、「安心で、安 全なまちをめ ざして」 のテーマで防

災シンポジウム 開催

26日(火 o神戸市、 神戸空港島埋め立て免許取得に関する認 可申請書を運輸省に提出

政府、 1/25に発生したコロ ンピアの地震に対し、 震災での救援経験を持つ 兵

庫県警機動隊の5名を含む国際緊急援助隊の派遣を決定。 国際緊急援助隊に兵

庫県警から参加するのは初めて

22 そのi待。会記録



1 999年(平成 1 1年)

27日(水) I 神戸税 関、 98年の神戸港貿易総額が6兆8，601億円と前年比5. 6%減 (震災前

の 何年比3. 4%減) となり、 3年ぶ りに減少したと発表

28日( 木) I 兵庫罪、 特定非営利活動促進法 (NPO法)に基づく NPO法人に対し、 法

人県民税の悶等割 (年額 2 万円)を全額免除することを決定。 施行は2/1 �

29日(金 兵庫県南部地震災害義援金募集委員会、 匿画整理事業等の理由で住宅再建が

できず、 99年 3 月までの申請期 限までに住宅助成金 (30万円)の申請要件を満

たせない世帯を対象に、 特例的に事前申請を受け付けると発表。 対象晃込み約

7，000世帯

外罰人のための災害情 報提供システ ム のあり方などを提案するシンポジウム

「 多言 語で災害時情報を!J 開催(神戸市中央区・ひょうご国際プラザ)

31日(日 ) I 貝原俊民兵庫県知事、 下河辺淳 元 阪神・淡路復興委員長らが参加 し、 ボ ラン

ティ ア 活動などについて話し合うシンポジウム 「むすぶ ・つなぐ」 開催(神戸

市中央区・サンボーホール)

市民団体が神戸市内10カ所で、 神戸空港建設の是非を 問う自主投票「しみん

投票」 を実施

2 丹1 E3 (月) I 北京市を訪問した笹山幸俊神戸市長、 中国側にジ‘ャイアントパンダの一時提

供を申し入れ、 2000年 6 月から10年間、 神戸市灘区の王子動物属で館育される

ことが決定

兵i市'!果 、「インフラシンポジウム 99- 震災から 明日 の社会資本整備に向けて」

開催(神戸市中央豆・神戸新聞松方ホール 約700人参加)

神戸経済同友会、 神戸の観光 復権に向けた提言「 観光 の復興と地元 経済の発

展に向けて」を発表。主な内容は、 環境に優しい交通アクセスの整備や “体験・

学習型" イベン トの積極展開など

2 E3 (火 ※政府、 被災者生活再建法に基づく被災者生活再建基金の財源を都道府県が地

方債で調達した場合、 元手Ij償還金の8 割を交付税措置することを決定

。神戸市住環境審議会 (会長・安岡丑作神戸大学教授) は、 建築基準法の緩和

により密集市街地の住民の発案を支援し、 防災と老朽家屋の建て替えを進める

全国初の 試 みとして「近隣住環境計画制度 (仮称)Jの創設を答申

5 fl (金 o神戸市、 大災害時に市民がガソ リンスタンドで機材を 借 りることなどができ

る 「大災害時協力 ガソ リンスタンド登録制度」 を2/10から開始すると発表

8 日(月) ! ※被災者生活再建支援法に基づく被災者生活再建支援基金の管理・運営、 支援

金の支給などにあたる法人として (財)都道府県会舘 (東京都)が指定される

神戸市が発表した99年度 の「市税 の取り扱 い方針 」 に、 阪神・淡路大震災に

伴う特例 措賓 の延長が盛り込 まれる

1口HJ(木 食i津空名郡i津章名町に移 設される 「祈神1戸戸A の 壁 」の移転起了

1吃2日(金 (Q)兵産察と神戸市は、 仮設住宅の使用期 隈の廷長を摩生省に申詰すると発表O

最終期 限は原則6 丹末

神戸市、 総額 2兆703億円 (うち震災関連1，420信、円) の99年度当初予算案を

発表し、 神戸空港建設費として 378億円を初めて 計仁する

神戸市、 4 月以降 に入居者が残 る仮設住宅について、 6月末を最終期限とし

て入居 者 ごとに期限を延 長する方針 を 固める ( 4 月以降 の 残留 見込み数は約

3、700世帯)

その時。令記録 23 
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13日けJ

14日(日 )

15日(月)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

20R (土)

24 そのli与。令記録

「毘|経ボ ランテイア'手会」設立総会開催(大阪大学 人間科学部)

大震災で損壊した神戸市中央!){の関帝廟、 修復JよFが終了し落慶 法要

く〉神戸市、 98年の観光客数が2，528万人となり、 震災前の例年 (2，440万人)を

上回ったと発表

兵庫県、 総額3兆1，387億円 (うち震災関連4，041億円)の99年度当初予算案

を発表 。 震災後の復興対策を国際的な視点で、検証する「震災対策国際総合検託

会議」を新設する 企庁、 99年度 を「行財政構造改革元 年」と位置づけ 、 淡路島

で計画巾の日仏友好モニユメ ン ト 「アルク21Jや知事公舎建設を凍結

による特別職の給与カットを最後まで続けていた西宮市は、 カットを99

年3月で終了すると発表

アジアを中心に21カ問、約250人が参加 し「アジア妨災シンポジウム 」開催(神

戸市中央区・兵庫県公館)

(財 ) 阪神・淡路大震災記念協会 、 第1同震災メモリアルセンター恭 本構 想、

検討委員会開催

※被災者生活再建支援法の付異Ijに基づき設置された「被災者の住宅再建支援の

在り方に関する検討委員会J(委員長・庫井惰東大教捜)の初会合開催(東京)

兵庫品都市計画地方審議会 (多ì)j推計討会長) は、 神戸市長問区・長出東部地

区の防災街区整備地区計同i を、 97年に施行された密集市街地整備法に基 づく同

計画としては 全国で初めて 承認する

※加 l古川市 、 被災地外の仮設住宅で唯 」職員が常駐し、 入居者の生活相談など

にあたってきた東加 古川団地の束加 古川サービスコーナーを3月末で閉鎖する

と発表

「子供たちの証言 を 残 そう」をテーマに、 震災からの教訓を語り継ぐ 「メモ

リアル・コ ンブアレンス・イン神戸NJ開催(神戸市中央ば ・神戸 海洋惇物館)

撤去が進 む仮設住宅ι加古川 市 ・ 東)JIlt1，
J I I仮設住ιと (神戸新聞社提供)
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新聞記者らが4 年間の震災報道を検証するシンポジウム 「 語り合おう、

報道99一立ち上がる街 新聞は 」開催(神戸市中央|疋・神戸市教育会指)

23自(火) I g兵庫県、 災害復興公営住宅の一元募集を行ってきた「災害復興住宅管理協議

会jについて、 住宅管理面を強化させた形で継続させることを発表

※前野保夫神戸市助役、 神戸市議会本会議の答弁で、 神戸市内6 カ所に残るj日

避難所も期 限を仮設住宅と問様に 3 月末、 移行期間を 4- 6 月とする方針を明

らかにする

24日(水) I 震災発生から1，500日 経過

北淡町震災記念公開、震災の体験談などを同公園入場会者に伝える 「語り部」

の養 成講座を開始

芦屋市などが進めている芦屋1fT中央地区の土地医両整理事p業について、 住民

が建設大臣に事業認可の取り消しを求めた提訴審で、大阪高裁は控訴を棄却

25呂( 木) 1， ※ 垂水英司神戸市住宅局長、 開会中の同市議会予算委員会で、 2000年 春に一部

世帯で期 限が切れる復興公営住宅家賃低減策について、 2001年 7月まで延長す

ることを明らかにする

貝原俊民兵庫県知ドドは、神戸東部新都心に計画中の「ヘル スケアパークJ(仮

柱、) の開業を l年延長 して2002年 春にすることを 明らかにする

神戸市商問街連合会などは同市内約3，000Q:i鵠で使用できる プレミアム 付き

荷品券!こ うべ買っ得(か っとく) 商品券Jの発光開始 (販売額10億円、 額面

11億円)

26日(金) I ]R来 海 開日 本のi尚子J:が震災を制11に建設した、 東 海道・山陽新幹線

二総合司令所」完成記念式典

2お8R(什}日=Jり) 神7打戸干寸汗îrr一T可市rr

となる共i河司ピルが着工

臓器移植法が施行されてから初の脳死移肢を大阪大学などで実施

3月 1日(月) I 2000年3月� 9月に淡路島で開催される国際i京|芸 岩国博「ジ、ヤパンフロー

ラ2000Jの前売券、 全国で一斉に発売開始

2 日(火) I g一部損壊のり災証明書等を持つ県外被災者が県営住宅入居申し込み可能とな

る条例改正案可決

3日 (吋味オ水() I οωf岡百宮剖司市7は7市↑有T議会本会議において、 同市内の仮設住宅解j消百時却期jを幻9ω9年判l日附(

の見i通忌しを 明らカかミにする

4 R (水 県内のNPOメ ンバーらが集まり、 兵庫県が神戸東部新都心に建設計filij 91の

ランテイア 活動支援センター (仮称) について意見を集 める「市民 活動

の基盤を考える3・ 4 兵庫フォーラム 」開催

「阪神・淡路コミュニテ ィ基金」がボ ランテイア司体 「阪神生活汚建の会」

を相手 取り、不正に徳用した助 成金 300万円の返還を求めた裁判で、 助 成金を

全額返還することで和 解が 成立

5 日(金) I g兵庫県、 3 月 1 B現在の仮設住宅入居世帯数が札809世帯と5，000世帯を切っ

たと発表

6 f:l 

j毎ヒ自衛隊阪神基地隊と神戸市東瀧区消防署が大災害を想定し、 初の合同訓

練実施

※被災者自立支援金の申請を却下された被災者ら約2011が集まり、 と

その時司令記録 25 
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に被災者自立支援金を考える会」を開催(神戸市中央r:><>兵庫県民会館)

9 a (火) I g神戸市東灘区の「森南町・本山中町まちづくり協議会」は、 神戸市にまちづ

くり提案を提出。 これにより、 震災のため復興土地臣画整理事業に指定された

18 地区全ての事業計商がまとまる

芦屋市中央地区の復興土地[x:両整理事業で、 住民が事業を請け負う住宅・ 者15

市整備公団を相手取り仮換地処分の取り消しを求め神戸地裁に提訴。 被災地の

区画整理事業で仮換地の取り消しを求めた裁判は初めて

神戸市の「市民のすまい再生懇 談会J(座長 ・亮天義久神戸大学名誉教授)は、

恒久住宅への移行後も必要な被災者支援を継 続することなど 4 項目を盛り込ん

だ最終 提言をまとめ、 この日 に解散する

10日(水) I g兵庫県などは、 被災地 9 市 6 町の公営住宅へ被災者が新たに入居した場合、

家賃減免制度の受付期間を2001年 3丹まで 1 年間延長すると発表

。 笹山幸俊神戸市長は、 99年度からの市営住宅の入措者募集について、 新婚や

母子世帯などの優先枠を麓災以来初めて復活することを明らかにする

2000年3月に淡路島で閉幕する「ジャパンフローラ2000Jの名誉総裁に、 ノj、

淵恵 三首相が就任

11日(木) I r神戸市復興 活性化推進 懇話会J(座長 嘉夫義久神戸大学名誉教授) は

2盟会 を開催し、 99年度 のテーマを「複興の総括と検証」に決定する

12日(金 経済企画庁が発表した98年10-12月期の国民所得統計速報によると菌内 総生

(GDP)はマイナス0.8%となり、 現行統計が始まった55年以来初の 5 ・ 4

半期連続マイナス 成長となるO この結果、 98年の国内 総生産の成長率は戦後最

マイナス2. 8%となり、 堺屋太一経済企画庁長官は「みぞうの長期不況J

との認識を示す

※市民=議員立法実現推進本部の小田実代表らは、 新たにまとめた「生活基盤

回復援護法案」について初めての議員説明会を参議院議員会館で行 う

]4日(口 ) I 震災同から復興を主 に担当した溜水義久兵庫県副知事の任期尚了(退任

ェには3/15)

宝塚市長選挙実施。 即日 開票の結果、 現職の正司泰一郎氏が 三選を果たす

16日(火) I ※ 版神・淡路大震災復興基金は、 「民間賃貸住宅家賃負担軽減事業」など11

業の受付期間を 1 年間延長し、 「政府系中小企業金融機関災害復旧資金利子補

給」の利子補給期間1 年間延長など 6 事業の拡充を決める

兵庫県が整備中の広域防災拠点の第1号として、 赤穂郡上郡町の西播磨広域

防災拠点の完成式典開催

19日(金) I g震災前に神戸市で居住し、 震災後に神戸市外に住民票を移した被災者につい

て、 一部損壊のり災証明書を持つ人を原則に市営住宅の申し込み資格を認 める

市営住宅条例案が神戸市議会で可決される

20R (土) I 日 本NPO学会、 発足設立総会開催(東京・ 慶躍義塾大学 �22日 )

21日(日 ) I g 神戸市長田区の野田北部地区で復興住宅「エヴァ ・ タウン海道」の完成に伴

い、 野田北部まちづくり協議会 (浅山三郎会長)は、 被災地の都市計画事業指

定地匿では最も早い復興宣言となる「コミュニティ宣言J を行う

神戸市内で最も早く 仮設住宅が解消された須磨区の友が丘仮設住宅跡地に、

宮療法人慈恵会が建設を進めていた老人 福祉施設「いきいきの郷」が完成

22日(月) I 犬神戸市灘豆の「沢の鶴」資料館が再建。 灘五郷のj時間:ト館全てが再開

23日(火) 麓災後興特定事業「上海・長江交易促進事業」の一環として、 中国の天津市

お その待。令記録
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が神戸市中央区に設置した 「天津・神戸経済貿易連絡事務所」の関所式

24日(水 g神戸市は31 7に西[:><:内の仮設住宅で火災が発生し、住民が焼死したことを受け、

警察や消防などと連携し市内全区で一斉に仮設住宅復間特別ノfトロ ール開始

25臼( 木) I 上海・長江交易促進事業で、 日本の「日 中上海・長江一神戸・販神交流促進

日本委員会」と、 中国の「盟家発展計画委員会」カず初会合を行い、 問事業初の

政府レベル公式協議となる

26日 (企⑥金釦) I 消防庁のヘリコ フプ。夕一広域支援検討委貝会、 大災害時に白帥が他の白治

からヘリコ プ夕一支t譲麦を受けることにf儒蕗え、 活動拠点の確保や燃料補給方法の

マニュア ル化、 指揮系統や運行管理を事前に定めることなどを柱とした報告 書

をまとめる

問(月) I ※大蔵省、 地震保険の再保険制度 について、 支払限度 額を約川引きとげて4

兆1，000億円とし、政府が発動する再保険の被害額を業界負担額1，140億円→750

億円に引き下げることを発表。 実施は4/1から

30自(火) I 上海・長江交易促進事業の「臼 中上海・長江一神戸・阪神交流促進日本委員

会jは第4間総会を開催し、 問委員会の解散を決定。 事業は被災地で結成する

「交流促進連絡協議会」に継承

31日(水) I g阪神・淡路大震災による仮設住宅の使用期眼。 公営住宅の完成待ちなどの理

由で館設住宅に居住していた世帯は、 99年 6 月までを移行期間として引き続き

信設住宅に住むことが認められる

※お詫び、 本誌第3巻. P 9 (1997年 4 月 1日 から1998年3月31日 までの出来事)、 4 月 1日

(火) の記述で「兵庫県組織改正を実施。 主 な内容は、 危機管理専門の防災監の設置、

企画部と知事公室を統合して新たな知事公宗とする、 仮設住宅からJ恒久住宅への円滑

な移行を支援する住まい復興局の新設など」と されている部分については、 何年 4 月

1日 付 けの出来事です。

謹ん で、お詫び申し上げます。

そのIl!j。全記録 27 
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すまいの復興



�) に関する帯察
大阪大学i 判1\教授 鳴海 手[1碩

じ

阪神・ 淡路大震災か ら の復興のLf'. さ は 、 諸外国 の 人 た ち の 目 か ら み れば、 奇跡的 と も 見

え る の で は な い だ ろ う か。 筆者 は 、 震 災後 イ ン ドネ シ ア に行 く 機会があ り 、 現地 の研究者

と 地震 か ら の復興 に つ い て 、 意見交換 し た 。 そ の 時の 報め て 率 直 な 次 の よ う な 意見 は ノ?で

も J忘れ る こ と カfで き な い 。

r �1二本の被災地の復興の ス ピ ー ド は素晴 ら し い 。 さ す が経済 大 同 臼 本で あ る 。 ま た 、 地

震 の被災者 た ち の冷静で、 秩序 だ っ た行動 に は感動 し た 。 し か し 、 ま だ使 え そ う な住

宅 ま で壊 し て し ま っ た の に は 、 疑 問 が残 る 。 な ぜ、な ら こ こ イ ン ド ネ シ ア で は 、 瓦瞭 も 利用

し て 再建 し な け れ ばな ら な い と 忠 う か ら だ。 こ れ も 経済大国 な ら で は の こ と か も し れ な いJo

こ の イ ン ド ネ シ ア の研究者 の 発 言 は 、 基本的 に は 、 日 本 と イ ン ド ネ シ ア の 経済や建設能

力 の レ ベ ル差 を 再確 認 さ せ ら れ た こ と に つ い て 述べ て い る の だが、 そ の L に 、 大 き な経済

力 ゆ え に 資 源 を 大 量 に 破棄 し た こ と に対す る 疑問 と 、 復興 に お い て個 人が何 を な し た の か

と い う こ と に 対す る 関心 を 表明 し て い る 。 つ ま り 、 H 本で は住 宅 は 供給 さ れ る も の で あ る

の に 対 し 、 イ ン ドネ シ ア で は 仁l ら 造 ら な け れ ば な ら な い か ら だ。

イ ン ド ネ シ ア の研究者のす認識 し て い る と お り 、 震災復興は 千早 く 、 そ れ も 大掛か り に

め ら れ た 。 そ の 成巣は 、 震災か ら 5 {ド 絞 っ た今、 震災夜後の こ と を 知 ら な い 人が被災地 を

歩 け ば、 ほ と ん ど震災の被存の 痕跡 を 発見す る こ と がで き な い ほ ど に な っ て い る 。 本稿で

は 、 住宅復興 に 関連 し て 、 市街地の 具体的 な 状況 を 概観 し 、 さ ら な る 復興 の 課題 を 論 じ る

と と も に 、 戸 建 て 宅 の援興状況 を 数字 的 に 整哩 し 、 こ の こ と を 通 じ て 、 「 自 力仮設」 あ

る い は 「個 人仮設」 、 「現地似設」 に つ い て 考察す る こ と と す る 。

る の緩興の轍況

等 の グ ル ー プ を 合 む複数の グ ル ー プが、 復興の定点 調 査 を 進 め て お り 、 そ の報告書

が、 平成 9 年 3 月 、 ヂ成10{j'. 3 月 、 平成11年 3 月 と 3 巻が既に刊行 さ れ、 第 4 巻が平成12

jl'. 3 月 に刊行 さ れ る 子定 で あ る 。 詳 し く は そ れ ら を 参照 し て い た だ き た い が、 市街地の復

興の概況 を と り ま と め る と 以 下 の よ う に な る 。

復興 カ ル テ (注 1 ) に よ る い く つ か の 地はの 定点調官に よ れ ば、 地域的 な 違 い があ る が、

被災後更地化 し た 敷地の60�80% が再建a 設興 し て お り 、 こ の 数字 は 急速 に は の びな い傾

向 に あ る 。 つ ま り 、 PT建 ・ 復興 は ほ ぼ落 ち 着 い て い る と い う こ と で あ る 。

こ の こ と は 、 �}jで 、 被災地 に は復興が停滞 し て い る 空地がか な り の割合で、残 っ て い る
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こ と を 示 し て い る O こ の空地 に は駐車場化 し て い る も の も 多 い。 再建 ・ 復 興率が一定の段

階で止 り 、 他方復興が停滞 し て 空地が残 っ て い る こ と の理由 と し て 、 所有者 に 再建意欲 な

い し再建力 がな い こ と 、 宅地 に 建築法規 に 照 し 再建で き な い 条{午があ る こ と 、 あ る い は従

前貸 し 地 で あ り そ の契約が解約 さ れ た こ と 、 あ る い は契約の更新が滞 っ て い る こ と な ど、

さ ま ざ ま な 理 由 が考 え ら れ る O

復興の 真 の 問 題 は 、 こ う し た復興停滞空地の現象 に 潜 ん で い る と 考 え ら れ る の だが、 土

地 な どの不動産 に 関す る さ ま ざ ま な権利関係や震災後の経済状況が不動産活用 に 与 え て い

る 影響な どが複雑 に絡 ま り 合 っ て お り 、 そ れ を 解 き ほ ぐ し分析す る こ と は な か な か困 難 な

課題で あ る O

市街地 を 構成 し て い る の は 、 住 宅 ばか り で は な く 、 生 き 生 き と し た ま ち の復興 は ;事業所

の復興 を 伴 わ な け ればな ら な し ミ 。 神戸市瀧区南東地 区 の調査 に よ れ ば、 新規事業所数は滅

失事業所数の 7 割 を 下 回 っ て お り 、 総事業所数でみ る と 震災前 の79% と な っ て い る O 詳細

に 見 れ ば、 小 売庖舗の比率が減少 し オ フ ィ ス の比重が高 ま っ て い る と い う 。

事業所 は 、 一旦他所 に 移転 し て事業 を 開始す れ ば、 自 分が所有 す る 資 産 が元の場所 に な

い場合 は 、 元 に戻 る 必要性は そ れ ほ ど な い 。 ま た 、 商屈 な どの地域 に サ ー ピ ス す る 事業 は 、

人Eが回復 し な け れ ば経営が国難 に な る O さ ら に は 中心市街地問題 と し て捉 え ら れ る よ う

な 、 小売業 を 巡 る 構造的 な 問題 も あ る O こ う し た 要 因 が複雑 に絡 ま り 合 っ て 、 事業所復興

の停滞 と り わ け小売庖舗の再建・復興の停滞が生 じ て い る も の と 考 え ら れ る 。

震災か ら ま る 5 年が経過 し 、 震災直 後 を 知 ら な い 目 でみ れ ば、 震災の影響は ほ と ん ど元

に 戻 っ た と 認識 さ れ る か も し れ な い。 空地は元か ら そ こ に あ っ た よ う に 見 え る し 、 そ れが

か え っ て 空間 的 な ゆ と り に 見 え る か も し れ な い。 し か し 、 そ う し た 光景 の 背後 に は 、 「生

き 生 き と し た ま ち の復興」 が真の 意味で、 は展 開 し て い な い と い う 、 深裂な 問題が潜ん で い

る の で あ る O

2 . 戸建て持家住宅の再建

さ て 、 住 宅 の 再建 に つ い て 、 公的住宅の建設 や マ ン シ ョ ン 再建 に つ い て は よ く 報告 さ れ

論 じ ら れて い る が、 戸建て持家住宅が どの よ う に展 開 し て い る か に つ い て は 、 必ず し も 充

分 に 情報が整理 さ れて い な い。 こ こ で は 兵庫県等 に よ っ て示 さ れ て い る 情報 に 基づい て 、

戸建て持家 の 再建 に つ い て概観す る こ と と す る O

兵庫県 が公費解体処理 申 請書 を 再調査 し 、 戸 数単位 に 集計 し た 結果が公表 さ れて い る O

こ れ に よ れ ば件数で82 ， 978件、 戸 数で87 ， 289戸 の戸建て・長屋建て住宅が解体処理 さ れた

こ と に な る O こ の 数字か ら 長屋建 て I 棟 6 戸 で算定 し で も 、 戸 建 て 住 宅 は 8 ， 200戸 と な る O

被災10市10 町 か ら 震災後98年12月 ま で の 累 積新設住宅着工数 を 見 る と 、 持家住宅区分で

73 ， 936戸、 戸建て住宅区分で76 ， 884戸 と な っ て い る O こ の全 て が被災 し た戸建て住宅の再

建 と は み な す こ と がで き ず、 ま た 、 戸建て住宅が再建 さ れて 集合住宅 に な っ た ケ ー ス も 少
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な く は な い。 し か し 、 復興 カ ル テ に よ れば、 ほ ぼ こ の こ ろ 更地化 し た 宅 地 で の 再建が落 ち

着 い て き て お り 、 7 万 を 超 え る 持家 な い し 戸建て住宅の新設着工の過半が再建住宅 に 当 た

る の で は な い か と 考 え ら れ る o 98年 に 実施 さ れ た 住宅需要実態調査結果か ら 、 全半壊 し た

住宅の う ち 6 . 6万戸が建て 替 え ら れ た と 兵庫 県 は推定 し て い る 。 こ の戸 数 は 、 新設住宅着

工戸数か ら 考 え ら れ る 戸数か ら 見 て も 妥当性があ る 。

第 2 部第 3 章 「住宅J に 示 さ れた住宅再建支援制度 の 実績 を み る と 、 99年 3 月 現在 、 被

災者住宅再建支援事業祷助 の 申 請件数が16 ， 723件、 高齢者住宅再建支援事業補助が8 ， 458件、

合わせてお， 181件で あ る 。 ま た 、 住宅金融公庫 の 災害復興住宅融資 に よ る 再建が、 新築お

よ び補修 を 合わ せ て 98年末で25 ， 353件 と な っ て お り 、 上 の 件数 に 近 い も の と な っ て い る O

こ の 2 万 5 千件が公的 な 支援 を 得て の再建 と 見 て い い で あ ろ う 。

こ の資料か ら の み で は 判 断で き な い が、 既 に 再建 さ れて い る 戸建て持家住宅の大半が、

上 の 数字か ら す れ ば、 被災戸建て住宅の 6 割余 り が、 支援無 し で再建 さ れて い る 可能性が

あ る 。 一見立派 に 再建 さ れ た よ う に 見 え る 新 し い 町並み は 、 多 額 の 個 人負 担 で で き あ が っ

て い る こ と が改め て認識 さ れ る O

震災 に あ た っ て 、 全 国 の 人び と か ら 多額の義損金が寄せ ら れ た が、 被災者が余 り に も 多

い た め 、 一 人一人が受 け取 っ た 金額 は あ ま り に も 小額 で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 住宅被害

に 対 す る 個 人補償が強 く 求め ら れ た が、 「 自 然災害 に よ る 住宅 の 被害 に つ い て は 国 に 責任

は な い」 、 「個人 の 資 産形成 に つ な がる 個 人保障的 な 事業 は好 ま し く な い」 と い う 原 則 が貫

か れ た 。 し か し 、 こ れで は最善で は な い こ と は誰 も が認識す る と こ ろ で あ る O 地震保険の

拡充や 、 被災者住宅共済制 定 な ど、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 、 新 し い災害復興支援 の シ

ス テ ム が確立 さ れ な け ればな ら な い 。

3 . 自力仮設、 個人保設あ る いは現地仮設住宅について

被災 に 対 す る 個 人補償の 問題 と 軌 を ー に す る が、 自 力 仮設、 個 人仮設 あ る い は現地仮設

住宅 に 関 す る 問題 も 、 今後一層議論 さ れる べ き 課題であ る 。

震災後の95年 2 月 16 日 に 、 ひ ょ う ご住宅復興会議が設置 さ れ、 そ こ での議論 を 踏 ま え て

「ひ ょ う ご住宅復興 に 向 け て の提言J が作成 さ れた 。 こ の 会議 に筆者 も 参加 し て お り 、 被

災の現場への仮設住 宅 の 建設 を 巡 っ て 大 い に議論が湧 い た こ と が今で も 記憶 に新 し い 。 こ

の議論 で は 必ず し も 、 い わ ゆ る 厚生省管轄の 応急仮設住宅の こ と の み で は な く 、 仮設住宅

叶支 に つ い て議論 さ れた 。

-応急仮設住宅 は被災地 に 近 い と こ ろ に供給 さ れ る べ き で あ る 。

-瓦醸の搬 出 が終 わ り 次第 、 )1出次、 被災地 に 仮設住宅 を 建設す る べ き で あ る 。

-民地 で も い い か ら 借 り 上 げて 応急仮設住宅 を 、 で き る だ け被災地 に 近 い と こ ろ に供給

す る べ き で あ る 。

-家 を 失 っ た持家の宅地 に 仮設住宅 を 建設す れ ば、 避難所の避難者数 を 早急 に 減 ら す こ
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と がで き る し 、 時急仮設住 宅の 数 も 減 ら す こ と がで き る 。

- 仮設住宅 に こ だ わ ら ず、 モ ー ビ ル ハ ウ ス な ど、 そ の ま ま 搬入 し て利用 で き る も の を 積

極 的 に 活用 すべ き で あ る 。

こ の よ う な 議論が繰 り 返 し な さ れ た が、 結昂提 言 に 盛 り 込 ま れた の は 、 以下の よ う な も

の で あ っ た。

「土地 を 所有 し て い る 被災者の再建行動 と し て 、 多 く の建設が集iドす る 時期 を 意 図 的 に

外 し て 、 ゆ っ く り 再建 し た い と い う 人 も 少 な く な い と 考 え ら れ る 。 こ う し た ニ ー ズ に応 え

る た め に 、 さ ま ざ、 ま な タ イ プの一時 的 な く居住装置 〉 の活用 が必要で、 あ り 、 そ の ーっ と し

て 移動型住宅等 に 関 す る 情報提供等 を 実施す る J o

こ の よ う な 議論 と 並行 し て 、 応急仮設住宅の供給事業 は着 々 と 進め ら れて お り 、 国 が設

置す る 応急仮設住 宅 は 個 人 の 敷地 に は 建設 し な い と い う 原 則 が貫かれ、 皮肉 に も 先の提言

が兵産 県知事 に 手渡 さ れ た そ の 日 、 39 ， 241戸 の応急仮設住宅の完成 を み て い る 。 5 月 29 日

の こ と で あ っ た 。

99年11 月 16 日 付 け の 毎 日 新 聞 は 、 神戸市東灘区で震災後 ト レ ー ラ ー ハ ウ ス に 住 ん で い る

S さ ん に つ い て報道 し て い る (注 2 ) 。 二 人暮 ら し だ っ た が、 木造 2 階建 て の 自 宅が倒壊 し 、

息子 さ んが亡 く な ら れ た の だ そ う だ。 近所の娘 さ ん の嫁ぎ先 に 身 を 寄せ、 仮設住宅に応募

し た が、 身 寄 り の な い 人が擾先 だ っ た た め あ き ら め た と い う 。

い つ ま で も 娘 さ ん の 世話 に な っ て い る わ け に も い かず、 家 を 再建 し よ う と し た が、 高齢

で ロ ー ン が組 め ず、困 っ て い た と こ ろ 、 ト レ ー ラ ー ハウ ス の存在 を 知 っ て 、 こ れ を 購 入 し 、

芦屋市内に設置された仮設建物
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何年 5 月 か ら 住 ん で、 い る と い う 。 約40m2 で、 家 具 ・ 食器 も つ い て 850万円 だ、 っ た と い う O 老

後資金 を は た い て購入 し た が、 将来、 災害援護資金 も 返済 し て い か な け れば な ら ず、 不安

を 抱 え て い る と い う O

復興 カ ル テ の神戸 市灘毘南東地区 の97年 1 月 の調査 に よ れば、 何等かの状態 で仮設建物

の 存 在 し て い る 敷地 が、 調査地 区 の 会敷地 に 対 し て 、 6 % 、 敷地数で232 件 あ り (注 3 ) 、

そ れが99年 1 月 に は 156件 に 減少 し て い る (注 4 ) 。 同 じ 復興 カ ル テ 調査の芦屋 で の96年 7

月 調査で は 、 震災後更地 に な っ た 建物敷地 の 5 . 0 % 、 件数で287件が仮設建物 で あ り (注 5 ) 、

2 年後 の 98年 7 月 に は そ れが15件 に ま で減少 し て い る (注 6 ) ( 写真参照) 。 地 域 に よ っ て 、

仮設建物 の 分布 に違 い があ る こ と が推測で き る が、 神戸大塩崎賢 明助教授等が97年 8 月 に

行 っ た 調査 に よ れば、 神戸市 内 に 「個 人仮設」 が約2 ， 700棟 あ っ た と い う ( 注 7 ) 0 全 て 自

費 で 設置 さ れ た と み ら れて い る O

4 . 仮設建物について

振 り 返 っ て 見 れば、 震災直後、 仮設建物 、 仮設住宅 に 関 し て 、 情報が混乱 し て い た よ う

に思 う O 建築制 限 と 仮設建物 、 応急仮設住宅 と 自 力 な い し 個 人仮設住宅 な どが、 絡 ま り 合

い 、 新 聞 報道等で も 明確 に 区別 さ れて い な か っ た き ら い があ る O

震災後、 復興 ま ち づ く り への提言 を ま と め よ う と 、 何 人 か の メ ン バー が 自 主的 に 集 ま り 、

何年 2 月 24 日 の 最 初 の 会合 を 皮切 り に 検討が進め ら れ、 7 月 に提言 を 公表 し た (注 8 ) 0 上

記の よ う な 仮設 を 巡 る 混乱 し た状況があ り 、 そ の 中 で筆者が執筆 し た部分で、 仮設建物 に

関 す る 情報 を 整理 し て い る o <以下 引 用 部分 〉

〔住み続 け な が ら の復興〕

被災地 に 住 み 続 け な が ら 、 地 区 の復興 に 参加 し 、 こ れ を 見守 り た い と い う の が被災者の

気持 ち で は な い だ ろ う か。 し か し 、 被災市街地復興推進地域 に指定 さ れれば、 完成す る ま

で は そ こ にイ主 む こ と がで き な い の で は な い か、 と い う 誤角卒カfあ る よ う に思 う O し か し 、 制

度 的 に は そ の よ う な こ と は な い 。 復興法第 7 条 関 連 に は 、 く 自 己 の居住、 業 務 の 用 に 供 す

る 建築物で、 階数が二以下で地階 を 有 し な い も の 、 木造、 鉄骨造、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

造 の も の 、 容易 に 移転 し ま た は 除却 がで き る も の 〉 は 建設で き る こ と が示 さ れて い る O た

だ し 、 土地の形質の 変 更 を と も な う も の は 、 敷地面積が300ば以下で、 な け れば な ら な し ミ 。

4 月 8 日 の読売新 聞 は 、 神戸市の対応 を 次の よ う に 報 じ て い る O こ の よ う な 動 き は事業

の推進 を 考 え る 上 で 示唆 的 で あ る 。

1" rÌi は通常、 事業認可後 に 仮設住宅 を 建設す る O 神戸市の あ る 再開発事業地区 で は 、 協

議会が認可 ま で に 時間 を 要す る こ と か ら 、 事業の邪魔 に な ら な い よ う 、 1 カ 所 に ま と め て

先行建設す る こ と を 市 に提案 し た。 市 は こ れ を 受入 れ、 住宅、 庄舗 を 認可後 に買 い取 る 方

主十J o (以下略)

(今回加筆 : 復興区 凶整理事業地 区 で は 、 木造建築等の建設 を 認 め た地 区 と 、 住民の巾し 合せで建て な い よ う
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に し た地区があ る 。 )

〔仮設 か ら 本設へ〕

公共が設置 す る 応急仮設住宅 の立地等 に 関 し て 、 大 き な 問題が指摘 さ れて い る o <立地

場所が不便す ぎ る > <住居 と し て の 質 があ ま り に も 低水準 だ 〉 く知合 い 社 会 を 分断 し て し ま

う 〉 等々 。 姫路短大 ( 当 時) の小森学長 は 、 「応急仮設住 宅 の 配 置 を 分節 化 し 、 長 田 通 り

と か六 甲 地 区 と か名 付 け 、 近所同士 に 居住 し て も ら う 工夫が必 要 だ」 と 提案 し て い る 。 ま

た 「雨 の 時期 も あ る の だか ら 洗濯物 を 干せ る よ う 庇 を 設け る べ き 」 と い っ た提案 も あ る 。

し か し 、 お役所 に は お 役所 の 論理があ る よ う で、 な か な か そ う し た提案 は 実現 し な い 。

そ の よ う な 過程 で 、 「被災市街地 内 の 民 地 に 応急仮設住宅 を 建設すべ し 」 の 意見が多数

出 さ れた 。 こ れ も 「低質 な 住 宅 の 固 定化 に つ な が り かね な い」 と い う 危倶か ら 、 実施 さ れ

て い な い 。 し か し 、 〈低質 な 住宅 の 固 定化 > ( の 可能性は : 今 回加筆) は ど こ の応急仮設住

宅 に も あ る わ け で、 〈仮設 か ら 本設へ 〉 の 住 み 替 え シ ス テ ム の確立が必 要 な の で あ る 。

仮設で重要 な の は 、 個 人住 宅 の 仮設で あ る O 被災者の立場で考 え れ ば、 被 災後直 ち に住

宅再建 に 取 り 組む の は な か な か難 し い の で は な い だ ろ う か。 被災者 に は そ れぞれの状況が

あ り 、 さ ま ざ ま な情報 を 集め 、 じ っ く り と 考 え て か ら 住宅再建 に 取 り 掛か り た い と 考 え て

い る よ う に患 う O そ の 聞 の仮の住 ま い と し て個 人仮設住宅の利用 が考 え ら れ る O

実際の と こ ろ 、 被災者が儒人仮設住 宅 を 建設 な い し設置す る こ と は 、 以 下 の 条件内 で 自 由

で あ る 。 建築基準法85条 に よ れば、 災害後 1 カ 月 以内 に 設置 に 着手 し30m2 以 内 の も の は 、 建

築基準法の適用外 (防火地域 を 除 く ) と な り 、 設置議 3 カ 月 を 越 え る 場合 は 2 年 需 の 範 囲 に

お い て一定の条件下で認め ら れる 。 と こ ろ が災害後 l カ 月 を 過 ぎ て 設置す る 場合は 、 仮設住

宅 と い え ど も 建築基準法が適用 さ れる O こ れ も く低質住宅の 固定化への危倶 〉 か ら であ る O

仮設建築物 と し て コ ン テ ナ や そ ー ビ、 ルハ ウ ス の 活用 が考 え ら れ る が、 こ れ を 長期 に 設置

す る 場合 は 、 建築基準法が適用 さ れ る こ と に な る O し か し 、 こ の 場合、 く長期 〉 が どれ く

ら い の期 間 を 指すの か に つ い て は 明確 で、 は な い 。

公共が行 う 瓦瞭の 処理 も 遅れ て い る 。 こ の よ う な 状況 で 、 〈災害後 l カ 月 以 内 に 設置 に

着手 〉 と い う 限定 に は説得力 が な い。 非常事態で あ り 、 仮設 と い え ど も 住宅 の 供給不足の

お り 、 使用期 間 に 一定の枠 を 設定 し た 上 で 、 さ ま ざ ま な タ イ プの く居住 装 置 〉 を 積極的 に

活用 す る 必要があ る の で は な い だ ろ う か。

復興 ・ 再 建 を 目 指す 人 び と に と っ て 、 具体的 な 情報がな に よ り 必要 で あ っ て 、 さ ま ざ ま

な 個別 的 な復興 の実現例 や復興活動例 な ど を 盛 り 込ん だ く復興住宅 ・ ま ち づ く り 情報誌 〉

と い っ た も の が あ れ ば随分元気づけ ら れ る の で は な い だ ろ う か。 コ ス ト や材料、 あ る い は

業 者 に 関 す る 情報提供 も 期待 さ れ る O く以上 引 用 部分 〉

5 . 木造 コ ン テ ナ タ イ プの仮設住宅の提案 I ウ ッ デ ィ コ ン テ ナj

先 に紹 介 し た筆者等 の グ ル ー プで、 〈住み 続 け な が ら の復興 〉、 〈仮設 か ら 本設へ 〉 の考
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え 方 を 実現す る 方法 と し て 、 「ウ ッ デ イ コ ン テ ナJ に よ る 仮設の ま ち づ く り の提案 を 作成

し た 。 そ れ を 以 下 に 紹 介す る 。 〈以下引 用 部分 〉

〔復住いの環境提案J (注 9 ) 咽 i 参照)

芦屋浜や公爵! な ど に 、 仮設住宅が延 々 と 並 ん で い る O 住み慣れた場所 を 離れ、 ど ち ら を

向 い て も 同 じ単調 な 風景 の 続 く 仮設住宅地で も 、 そ こ に 住 め る こ と が、 現状での最低限の

す ま い の 出発点であ ろ う O で き る だ け住み'慣れた と こ ろ の近 く に 住 み た い 、 少 し で も 快適

で あ り た い と い う の は 、 ご く 自 然 な 願 い で あ ろ う 。

一 般 市街地 で は 、 仮設が恒久化す る こ と が懸念 さ れ る が、 復興 に 時 間 が か な り かか る こ

と も 考 え ら れ る 。 事業地区 で も 、 一挙に ま ち が も ど る わ け で は な い 。 再利用 の で き る 少 し

長 く 使 え る 仮設 も 必要 で は な い か。 「ウ ッ デ イ コ ン テ ナ」 は 考 え る 時 間 を つ く る 装 置 と し

て 考 え た い 。

区画整理等 の 事業 地 区 で は 、 事業仮設が可 能 で あ る 。 「ウ ッ デ イ コ ン テ ナ」 の集合化 シ

ス テ ム は 、 ①仮設 の居住密度 を 高 め ら れ る 、 ②街区単位でつ く る こ と で居住環境街区 が経

験で き る 、 ③再利用 し な が ら 組み合わせ を 変 え て使 え る な ど、 再生 プ ロ セ ス を 支援す る 。 〈以

上 引 用 部分 〉

6 . コ ン テ ナ ・ ピ レ ッ ジ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プの活動

仮設住宅 、 仮設の ま ち の提案 は そ の 他 に も さ ま ざ ま に あ っ た が、 そ の な か で 、 コ ン テ ナ ・

ピ レ ッ ジ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プの提案お よ び活動 は 、 試行 を と も な っ た本格的 な も の で あ っ た

( 図 2 参照) 。

95年 3 月 、 東 京で コ ン サ ル タ ン ト を や っ て い る 潰 田 甚 三郎 を 代表 に 、 く C . V . W : コ

ン テ ナ ・ ピ レ ッ ジ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 〉 設立支援の呼びかけが行 わ れた 。 そ の 中 に次の よ う

な 一丈があ る O

i (避難所で の 困難 な 生活が続い て い る が) こ う し た状況 に 対 し て 国 ・ 県 ・ 市 は 、 応急

仮設住宅の 迅速 な 供給、 既設公営住宅の空室への入居 な どの処置 に よ る 対応策 を 講 じ て き

て い ま す O し か し 、 ①応急仮設住宅建設 に 係 わ る 労働者不足、 ①従前居住地 と 供給 さ れ る

住宅の距離の 問 題等 々 に よ っ て 、 早期 の 問題解決は疑問視 さ れ て い ま す。 何 は と も あ れ、

避難所生活者及 びそ れ に準 ず る 夜 間 の み帰宅 し て い る 生活者の窮状は 、 一刻 も 早 く 打開 し

な け ればな り ま せ ん。 そ れは全国民の願い で も あ り ま す。 私 た ち は そ の 打 開策 と し て 、 æ、

急仮設住宅の ピ ン チ ヒ ッ タ ー に な る も の と し て 、 中 立; コ ン テ ナ の改造 を 提唱 し ま す。 中 吉

コ ン テ ナ は 、 儒便 に 、 大量 に 、 低価格でか つ 迅速 に代替応急住宅 と し て 、 ま た は 第 二次避

難所 ( あ ん し ん避難所) と し て改造 ・ 供給す る こ と が可 能 で、すJ (浅川 。

こ の呼 びか け に 先立 っ て 、 コ ン テ ナハ ウ ス 設賓の 試行が進め ら れて い た 。 95年 2 月 24 日

付け朝 日 新聞 は 、 神戸市長 田 区真野地 区 で 実 捺 に二戸の コ ン テ ナ ハ ウ ス づ く り を 始め る こ

と を 報 じ て い る O ま た 、 2 月 26 日 付 け 産経新聞 は 、 こ の試みが始 ま っ た こ と を伝 え る と と

第 一主主@すまいの復興 39 



-基本キ ッ ト

(207 ィ ー ト 義本キ ッ ト ]

・ 紹体キ ッ ト
(1，夕、 庇付)

- 内主主キ ッ ト
�パネル
天井パネル
床パネル
配電セ ッ ト
床仕上げ
枠仕上げ

. 適正磁

[407 ィ ー ト 義本キ ッ ト ]

. 1<<体キッ ト
(向上〉

- 内蓑キ フ ト

- 基礎

底鈍 と 集合住宅

立 面 図 断 萄 図

1 =  =: ， ， : ' _  �' ， I 

| 白 白 百 円 |
rr 萄 図

1 9 9 5年 5!ì

- コ ンテナ ピ レ ッ ジ 一 一住宅 も 事業所 (J苫錦、 事務所、 工場、 倉庫) も集ま っ て
- コ ンテナ ・ ピ レ y ジi立、 コ ンテナを改造 し た仮設的な

住宅や事業所 (J苫舗 ・ 事務所 ・ ヱ場 ・ 倉庫な ど) を グ

ノレープ (数件以上のま と ま り 田原則 と して は 5 件以

上} で、 被災 した市街地に段使 し、 復興ま での生活の

足僚か り に し よ う と い う も の です.

- コ ンテナ ・ ピ レ y ジl士、 も と 住んでいた土地を活用 し

ていただ く こ と が義本 と な り ますが、 被災 し た借家人

の方々 な どが、 も と の居住地の近 く に グループで土地

を借 り て建設する 、 と いった方式も考え られまやf

* 1析 し く は、 glJIDI r" ンテナ ・ ピ レ シ ジ燈紋の御案内 j 及u r コ ンテナ ・

5 フ a ーム システ ムの御案内j をお読み く だ さ い.

( 図 2 ) コ ン テ ナ ・ ホ ー ム & ビ レ ッ ジの提案 (c . v .  w の パ ン フ レ ッ 卜 か ら )
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も に 、 ほ と ん どの 商脂 や住宅が消失 し た高取商庖街 に 、 ト ラ ッ ク 用 の コ ン テ ナ を 利用 し た

酒庖がオ ー プ ン し た こ と を 伝 え て い る O こ の コ ン テ ナ ハ ウ ス は 、 4 月 22 日 に 公 開 さ れ る 運

び、 と な っ た 。

先 に ひ ょ う ご住宅復興会議 に お け る 議論の紹介で も 示 し た よ う に 、 こ の よ う な仮設住宅

供給の考 え 方 を 支持す る 者 も 多 く あ っ た 。 そ の よ う に 考 え た 人 た ち の考 え 方 を 示す も の と

し て 、 当 時、 神 戸大学講師 で あ っ た 平 山洋介の意見 を }J、下 に 紹介す る O

「民間 の 仮設建設 に 一部で も 補助 を 投入 す れ ば効果は 大 き く 、 避難所 は も っ と 早 く 解消

で き る はず で あ る O 神戸市 と 兵庫県 は 国 に対 し て 、 自 力仮設への補助制 度 を 要望 し た 。 し

か し厚 生省 の 反応 は冷 た い 。 ( 中 略) で は 、 仮設 に 入居 で き た 者 と で き な い 者の公平性は

ど う な る の か。 仮設入居 を 断念 し 、 親戚の 家 に 気 を使 い な が ら 住 ん で、 る 者は ど う な る の か。

そ こ に公平性 は あ る の か 。 自 力 で避難所か ら 脱出 し た 人 び と は 、 仮設需 要の 減少 と 避難所

の解消 に 貢 献 し て い る の で は な い かJ (注1 1) 。

c . v . w は 、 コ ン テ ナ利用 に よ っ て 、 プ レ ハ ブ仮設住宅 の 3 分の 1 の 費用 です む こ と

を 基本 と し て 、 コ ン テ ナ の確保方法、 資金計画、 搬入 ・ 改造 ・ 設置方法の 検討 を 進 め 、 こ

れ を も っ て神戸市、 兵庫県 、 あ る い は 国 に 勢力 的 に働 き か け た が、 国が固執す る 原則 の 壁

は厚か っ た 。 c . v . w は 、 神戸市東灘区魚崎地 区 に 50世帯 の 団地 を 計 画 し た が、 実現に

は い た ら な か っ た 。

神戸市長田 区真野地区 に 95年 4 月 22 日 に 公 開 さ れ た 二 戸 の コ ン テ ナハ ウ ス は 、 20 フ ィ ー

ト の も の が95年 12月 末 に 移動 さ れ真 野 ま ち づ く り 事務所の 集会所兼物置 に 活用 さ れ、 40

フ ィ ー ト の も の は 96年10月 末 に 下水道工事の た め撤去 さ れて い る O

7 . 今和次郎が観察 し た 関東大震災後の仮設住宅
自 力仮設 な い し 個 人仮設 に公 的 な 援助 があ っ た ら 、 復興は どの よ う に 進 ん だ の だ ろ う か。

そ れ を 今 さ ら 議論 し で も 、 復興の過程 は元 に は も ど ら な い 。 だか ら そ の よ う な 議論 は 無駄

だ、 と 決め つ け て し ま う こ と は で き な い 。 販神淡路大震災の 経験 を 将来 に 活 かす た め に も 、

充分議論 し て お く 必要があ る の で は な い か と 思 う O

時代が違 い 、 社会的経済的 な 条件 は異 な る が、 関 東大震災後 の 東京 に 数多 く の 自 力仮設

な い し 個人仮設が生 ま れ た 。 建築学者の 今和次郎 は 、 大震災 の後 の東京の焼野が原 を 歩 き 、

被災者 た ち が避難小屋か ら バ ラ ッ ク へ と 自 力 で、造 っ た住 い の 調査 を 行い 、 そ の 記録 を 残 し

て い る (注1 2) 0

今 は 、 「災害か ら か ろ う じ て の が れ て 、 安全だ と 気の つ い た さ さ や か な 場所 に す わ り 、

そ れ か ら く る 夜 、 雨 や 風 に 対 し て の休息の 聞 な き 心配 の た め に 、 せ っ せ と 焼 け跡か ら ト タ

ン 板 を 寄せ集め た 、 人 間 の 心 の 骨 があ ら わ に さ れ た よ う な む ざん な 態度 で 、 は り つ め ね ば

な ら な か っ た 人 た ち の仕事 を 説明 す る 勇 気が出 ま せ ん」 と 述べ、 ひ た す ら 淡々 と 、 避難小

屋やバ ラ ッ ク に つ い て 記録 し 説 明 し て い る 。
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(図 3 -- 1 )  (注1 2の 文献 か ら )

「 と に か く 大都会の 人 た ち の小屋 を 造 る 力 量 がそ れ ら でみ ら れ る と い う 千載一遇の機会

が、 不意 に大 き く 与 え ら れ たJ と い う 観点 か ら 、 ま ず震災直後 に 現 れ た避難小原 に つ い て 、

詳細 な 観察 を し て い る 。 図 3 1 がそ の 時採集 さ れた も の の例 で あ る O

や が て 、 人 び と は 自 ら 再建 ・ 援興 に 取 り 掛か っ た 。 今 は 、 そ の状況 を 以下 の よ う に 記 し

て い る O 「大 ビ ル デ イ ン グ な ど は 、 ま だ そ の ま ま 放置 さ れ て 、 町 そ の も の は い つ復興す る

の か見 当 がつ か な い。 し か し 、 大商庖 は 別 と し て 、 小商宿 は 、 新 聞 の 活字 の よ う に 活躍 し

て 建 て ら れ た の です 。 そ し て 高 台 か ら の 焼 け 野 の 見晴 ら し は 、 そ れ ら の ト タ ン 屋根の輝 き

で お お わ れ て し ま っ た の で し たJ o

(図 3 - 2 )  (注1 2の文献 か ら )

ヨ�ij-.; ι 川 下五L枝

， (宅 地 に は ) 人 間 が休息す る 場所が、 宅 地 の 片 す み に 焼 け ト タ ン を 集 め て造 ら れた り

す る 。 そ れ は ぞん ざい な小屋で あ る 。 け れ ど も そ れ は 、 占有 し て い る 土地へ新 た に 営 む 建

築 を 空想す る 基地 と し て 、 概観 を 超越 し た価値あ る も の だ と 想像で き る 。 大工に相談 し て
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で き 上が る バ ラ ッ ク に住 ま え る 日 時 を 指折 り 数 え る こ と が待遠 し く 思 え て 、 そ れで急 ご し

ら え の か た わ な 小屋が、 家 を 思 う こ と の影法的かの よ う に 、 宅 地 の 一 隅 に み ら れ る の が多

い の で、す 」 。 図 3 2 が こ う し て で き 上が っ た バ ラ ッ ク の例 の一 つ で あ る O

さ ら に 、 収容バ ラ ッ ク な い し 共 同 バ ラ ッ ク が、 公的 な 事業お よ び三井の 寄贈 に よ っ て供

給 さ れ た 。 大小合わせて 東京市 内 に100 ヵ 所 も 設置 さ れ、 1924年秋 ま で (大震災 は23年 9 月 )

取 り 払い がで き な か っ た と い う O 収容バ ラ ッ ク 建設 に つ い て 、 今 は 次の よ う に 述べ て い る 。

「市民 に 対 し て 責任 を 持つ立場 に い る 人た ち は 、 こ の非常の 際の救護 の 仕事 を 、 仮 の 堂 に

集 っ て 合議 を 急が な け れ ばな ら な か っ た の です 。 そ の ひ と つ の仕事は 、 家 な き 人 た ち へ、

ど う し て も 家 を 造 る こ と の で き な い 人 た ち へ、 さ さ や かで も 、 ほ ん の仮 に で も 、 ひ ざ を 置

き 、 身 を 横 た え る 家 を 提供 し な け れ ば、 と い う 本 能 か ら 誘 わ れ る 仕事 な の で し た」 。 国 3

- 3 が そ の 一 例 で あ る 。

( 図 3 - 3 )  (注1 2の 文献 か ら )

8 . 被災者の力 を 引 き 出す支援の方法の模索

1999年 、 震災対策総合検証事業が実施 さ れ、 筆者は こ の事業 に 検証会議委員 と し て 参加

し た 。 こ の事業 に お い て 、 〈住宅再建支援 〉 の セ ク シ ョ ン で 国 内 検証委員 を 担当 し た 、 横

浜田立大学の村 乞慮直教授 と 意見交換 し た 際、 同 氏 は以下の よ う な 意見 を 述べ た 。

'1972年12月 の ニ カ ラ グ ア の マ ナ グ ア 地震 と 、 1976年 2 月 に起 き た グ ア テ マ ラ 地震の復

興の比較が参考 に な る 。 ニ カ ラ グ ア で は 首都が壊滅的 に被害 を 受 け 、 安全な 防災都市計画

を 立案す る と し た が、 結果的 に は 内乱状態 と な り 、 復興が連れて し ま っ た 。 そ れ ま で住 ん

で い た 街や 建物 か ら 、 人 び と を 追 い 出 し た事が失敗だ っ た 。 こ れ に 対 し て グ ア テ マ ラ で は 、

震災後、 使 え る も の は使 い な が ら 自 力 で経済復興 に 努め よ う と い う キ ャ ン ペ ー ン を 行 い 、

見事 l 年 で震災前の経済的 レ ベ ル ま で 回復 し て い た。 こ の こ つ の 例 を 見 て 、 ま ち づ く り で
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大切 な の は 人 間 の 活力 な の だ と 思 う よ う に な っ た 。 ど う せ公的資金 を 導入 す る の で あ れ ば、

人 び と が元気 を 出せ る よ う な 出 し方が望 ま し いJo

杓子定規 な 対策 は 、 被災者の折角 の復興への気力 を 萎 え さ せて し ま う O こ れ ま で述べて

き た 自 力仮設 な い し 個 人仮設の 問題 も 、 こ の よ う な 観点か ら 捉 ら え ら れ な け れ ばな ら な い

の で は な い だ ろ う か。

震災後、 首相の諮問機関 と し て 設置 さ れ た 阪神 ・ 淡路復興委員 会の委員 で あ っ た 、 長崎

純心大学 の 一 番 ケ 瀬康子教授 は 、 以下の よ う な こ と を 指摘 し て い る O 「救助 法 は 昭和22年

の制定で、 想定 し て い る 災害 も 中 く ら い の も のO 阪神大震災 に 適用 す る こ と 自 体に無理が

あ っ た 。 被災地か ら 遠 く 離れた東京ですべ て 、 決め よ う と す る か ら そ の お か し さ に気づか

な い。 現地の実情 を 一番 よ く わ か っ て い る 地方 自 治体 に 幅広 い権 限 を 委譲 し 、 あ く ま で現

地主義で対臨すべ き だ、 っ た J (注13) 。

こ の よ う な 観点 か ら 震災復興支援 を 捉 ら え て み る と 、 そ の構 造 は 途上 国援助 の構造 と 類

似 し て い る こ と に気付 く O 長年、 途上国援助 の 方策の研究 を 行 っ て き たハ ー ヴ ァ ー ド大学

の ア マ ル テ イ ア ・ セ ン 教授 は 、 「人が ど ん な 財 を 手 に い れた か と か、 そ の財 か ら どれ ほ ど

の効用 を 引 き 出 し て い る か と い っ た情報 に 基づい て 分配の正義 を 決定す る の で は な く 、 関

係 者 が ど ん な 生 き 方 を 選 びかっ そ れ を 自 ら ど う 評価 し て い る か と い っ た福祉情報 を 最優

先」 し て 決定 さ れ な け れ ば な ら な い 、 と 述べ て い る (注14) 。 つ ま り 、 単純 な 公正論、 公平

論 で は な く 、 人 間が も っ て い る く基本的潜在能力 〉 こ そ が、 平等 ・ 不平等 を 判 定す る 、 尺

度 に な ら な け れ ばな ら な い と い う の で あ る O

こ の よ う な 観点 は 、 村上がい う 「 人 び と が元気 を 出せ る よ う な 公的資金の 出 し 方」 の 考

え 方や 、 一 番 ケ 瀬がい う 「現地主義」 に 通 じ る も の があ る O こ の こ と は理解で き て も 、 い

ざ方法 と な る と な か な か難 し い 。 し か し 、 こ れ ま で述べて き た 、 個 人補償や 自 力仮設、 個

人仮設住宅の援助 の 問 題 は 、 こ の よ う な 観 点 か ら 一層 深 く 検討 さ れ る 必要があ る O

手慣れ た 方法で な い と 、 非常時 に採用す る こ と は極め て 難 し い 。 震災後、 被災市街地復

興特別措置法が制定 さ れ、 こ の 中 で 、 区画整理 に 新 し い工夫が盛 り 込 ま れた 。 し か し 、 実

際 に は 、 従来通 り の 区画整理の方法が と ら れた の も こ れが理由 で あ る O 平常時 に 非常 時 の

こ と を 考 え る に は な か な か難 し い こ と だが、 そ れ を 怠 れ ば、 ま た 同 じ こ と を 繰 り 返 し て し

ま う 可能性があ る O

〈注 〉
1 .  rî告の復興 カ ル テ 1 998年度版 』 側阪神 ・ 淡路大震災記念協会、 1999年 3 月
2 .  r毎 日 新聞J 1999年 1 1 月 16 E3 
3 .  r街の復興 カ ル テ』 兵庫県 ・ (jt1)21慌紀 ひ ょ う ご創造協会、 1997年 3 月
4 . 注 1 に 同 じ
5 . 注 3 に 同 じ
6 .  ì主 1 に 向 じ
7 . 朝 日 新開J 1999年 1 月 1 5 日
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8 .  �震災復興 ま ち づ く り への提言j ASHIYA 倶楽部、 1995年 7 月
9 . 注 8 に 同 じ
10. � C  . V . W ( コ ン テ ナ ・ ビ レ ッ ジ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ) 設立への支援のお願いJ 1995年 3 月
1 1 . 平山洋介 「j壁難所生活か ら 脱却す る 戦略J r週間金曜 日 J 1995年 4 月 21 13 号
12. 今和次郎 「震災バ ラ ッ ク の思い出J r住居論 : 今和次郎集』 ド メ ス 出版、 1971年
13 .  �朝 日 新開j 1999年 1 月 15 日
14. ) 1 1本陵史 『現代倫理学の 習 検』 創文社、 1995年
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第二章

ま ち の復興



被災地の景観 @ 空地調査か ら
阪神大震災復興市民ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ク 代表世話人 小林 郁雄

1 .  r ど こ で も 同 じ 属景に な っ てい る J の だ ろ う か

震災後、 5 年 日 に は い る と 、 住宅再建の動 き は鈍 く な っ た 。 再建で き る と こ ろ は す で に

再建 さ れ、 再建で き な い 、 あ る い は使 い 方 の 決 ま ら な い敷地が、 更地の ま ま 地域 に 残 る こ

と に な る O そ し て 、 新 た に 建 て ら れ た 住 宅 は 、 塗装パ ネ ル に 覆わ れた箱形の プ レ フ ァ ブ型

住宅が多 く 、 こ れ ま で と は異 な る 風景 が現れて き た 。 阪神 間 で も 長田 で も 同 じ よ う な 町並

み と な っ て き た こ と が、 気 に な り 始め る O

再建市街地の現状 を 見 る と 、 「 ど こ で も 同 じ風景 に な っ て き て い る 」 と い わ れ る が、 ほ

ん と う に そ う な の だ ろ う か。 密集市街地 で は 、 再建 に よ っ て 住宅性能 は 向 上 し て い る が、

基本的 な 倍区構造や 敷地の密集性 は 変 わ ら な い 。 狭 い 敷地 に 、 プ レ フ ァ ブ風 の 木造 3 階建

て住宅が設ぶ。 比較的敷地規模 の 大 き い神戸市東部や 阪神 間 で は 、 同 じ よ う な プ レ フ ァ ブ

型住宅が建 て ら れて い る が、 敷地 に ゆ と り があ る O し か し 敷 き 際 に駐 車 ス ペ ー ス が と ら れ、

庭の取 り 方や塀や 柵 の っ く り 方が こ れ ま で と は違 う O 生 け垣や塀越 し に見 え る 庭木 の 緑 に

代 わ り 、 敷 き 際が オ ー プ ン な通 り の風景が現れて き て い る O

確 か に住 宅 そ の も の は 、 現在の住宅生産 シ ス テ ム を 反映 し 、 地域性がな く な っ て き て い

る が、 そ れで も 、 そ れぞれの場所 に 蓄積 さ れて き た暮 ら し の 地域牲が、 現在の景観に も 現

れ て き て い る の で は な い だ ろ う か。

被災地 に お い て 、 住宅再建か ら ま ち づ く り へ と 復興 プ ロ セ ス が移行 し て い く に あ た っ て 、

次の ま ち づ く り を 、 今あ る 風景 か ら 探 っ て み よ う 。 個 々 の住宅 の デ ザ イ ン 、 家並み を つ な

い でい く 外構や敷 き 際の作 り 方、 道 と の 関係、 空地の使い 方 な ど に よ る 景観形成 の な か に 、

次の ま ち づ く り の 手がか り が見 い だせ る の で は な い か と い う 問題意識か ら 、 震災復興 ・ 実

態調査ネ ッ ト ワ ー ク (代表 : 粛木崇人神戸芸術工科大学教授) が主体 と な っ て 、 景観 ・ 空

地調査チ ー ム (主査 : 小 浦久子大板大学大学院助教授 ) を つ く り 、 空地活用 や 景観形成 の

提案 に つ な が る 調査 と 検討 を 始め た 。 HAR 基金 (阪神淡路 ル ネ ッ サ ン ス フ ァ ン ド) か ら

の助成 を 得 、 メ ン バ ー が こ れ ま で調査や ま ち づ く り を 通 し て 関 わ っ て き た 地域 を 中心 に 、

実際の ま ち の状況 を 読 み解 く こ と を め ざ し た 。

被災地 は 、 市街地更新が短時 間 に 急激 に 進 ん だ、 と こ ろ で あ る 。 そ こ に は 、 現在の住宅や

市街地特性、 ラ イ フ ス タ イ ル と そ れ を 支 え る 住宅供給 シ ス テ ム が濃厚 に 反映 さ れて い る 。

こ の よ う な 再建市街地の 姿 に は 、 こ れか ら 全国 で進 む は ずの市街地更新で現 れて く る 10年

後 の 町並み に つ な がる 特徴や景観形成 の 課題が、 集 中 的 に現れて し ま っ た と い え よ う O こ

う し た ホ ゾ を か む よ う な 調査作業 の結果が、 今後 ま ち がい な く 経験す る に違 い な い全 国 の

大都市市街地の再生 に お い て 、 参考 に な る と 考 え る 。
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2 . 新 しい晦並 み の 兆 し を 発見す る

阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 被災市能地の 9 割 の 市街地の再建 は 、 個 々 の 敷 地 に お け る 自 力

再建が基本で あ る 。 震災後 4 '年が経過 し 、 更地化 し た 要再建宅地の 約 6 � 7 割程度 ま で は

再建が進 ん で き た。 こ う し た 市指地の再建で は 、 荷 区構造や 宅地割 な どの 基本 的 な 空 間 構

造 は そ の ま ま で あ る が、 そ こ に 建 て ら れ る 住宅や宅地の使い方が変化 し て き て い る O ま た 、

再建過程で は 、 土地利 用 の 変化 も 見 ら れ る 。 土 地 の 分割 ・ 併合、 特 に被 災市街地東部 で は 、

大規模敷地で の ミ ニ 開発や マ ン シ ョ ン の建設や住 戸 の 再建 と あ わせ た ア パ ー ト 経営等 も 見

ら れ る 。

こ れ ま で は 、 再建敷地数が復興の指標 と な っ て い た が、 そ れ だ け で は 、 こ う し た 土地利

用 の 変化 や 町並 み の 変化 は と ら え き れ な い。 震災前の風景 を 喪失 し た な かで は 、 新 た に 住

宅 を 建て る に も 、 頼 る べ き 軒並 み は な い 。 経済的事情、 生産 シ ス テ ム や安 全 に 関 す る 情報

な どの社会的条件、 生活ス タ イ ル の 変化 に よ り 、 新 た な住宅様式が選択 さ れ る こ と に な る 。

そ の結果が、 現在の 軒並 み で あ る 。

ま た 、 必ず し も 被災 し た 人が戻 っ て く る わ け で は な く 、 人 口 の 入れ替わ り や新 し い住民

の 流入が認め ら れ る O 地域の暮 ら し 方が再生 さ れ る わ け で は な い 。

こ の よ う な状況 を ふ ま え 、 生活の場が確保 さ れ る こ と が再建の 第 一歩 と す る と 、 こ れか

ら 新 た な 地域の生活嵐景 を 創 出 し て い く ま ち づ く り へ と 復興 プ ロ セ ス が移行 し て い く こ と

に な る 。 そ れ は 、 震災前 の 町並 み に 戻す こ と で は な い 。 こ れか ら の 町並 み 形成 を 考 え て い

く た め に は 、 形成 さ れて き た 町並 み の 実態 を 確認 し 、 そ れ を 読み解 く 作業が必要で、 あ る 。

地域での 生 活 の 表現 と な っ て い る 新 し い 軒並み景観の な か に 、 こ れか ら の 景観形成 に つ な

が る 芽 を み つ け て い く こ と が、 個 々 の住宅 を つ な い で い く こ と に つ な がる O

新 た な 景観形成 は 、 地域の生活や地域活動 と 関 わ っ て お り 、 必ず し も デザイ ン や作 り 方

を 提示す る こ と が景観形成 に 直結す る の で は な い。 こ の調査で は 、 実態 を 読み解 く こ と に

重点 を お い た 。

景観の 実態 を 読み解 く と い う 観点 か ら 、

① ど こ で も 同 じ よ う な 町並 み がで き て い る と い わ れ る 再建市街地の 実 態 を 確認す る 。

②そ の よ う な 再建市街地 の な かで 、 新 し い 町並み の 兆 し を 示す景観要素や こ れか ら の 町

並み形成 に つ な がる 事例 を 発見す る O

と い う 2 点 を 目 的 に 、 景観 の実態調査 を 行 っ た 。

被災地の 大部分の市街地再建は 、 ひ と つ ひ と つ の 敷地単位 で の住宅再建の 積 み 重 ね で あ

る 。 確 か に 短期 間 に 大量の住宅需要が発生 し た た め 、 そ れ に対応で き た プ レ フ ァ ブ住宅が

増 え た 。 し か し そ れ も 含め て 、 住宅の っ く り 手の 生活ニ ー ズや 近所 と の 関 わ り 方、 住宅へ

の こ だ わ り が並 ん で い る の が、 現在の 町並み で あ る 。

通常 の 景観調 査 は 、 な ぜそ の よ う な 町並 み がで き る の か、 どの よ う な 景観が美 し い の か 、

ま し い の か を 、 客観的物理的指標で実証 的 に 説明 し よ う と す る 。 し か し そ こ か ら は 、 現
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在 の 再建市街地で見 ら れ る よ う な 、 時 間 の経過 と と も に増 え て き た植木鉢や 、 生活の場 と

し て使 わ れ て い る 家 の前 の 道、 庭先の 空 間 の つ く ら れ方や使い方の変化 な ど は 、 ぬ け お ち

て い く 。

今回 の調査の 日 的 は 、 地域性が な く な っ て い く こ と を確認す る こ と と 、 新 し い 同牟並み の

兆 し を 発見す る こ と で あ る 。 被災地の景観の全体像 を 説明 す る の で は な く 、 再 建 さ れて き

た住宅地 を 歩 い て 、 実感 に も と づい て考 え て み た 。 特 に新 し い 町並 み の 兆 し に つ い て は 、

自 に 見 え る 現象の 中 か ら 、 生活環境 を つ く っ て い る 新 た な 町並 み 要素 を 、 実 際 の 生活の場

に発見 し て い く こ と を 目 的 と し て い る 。

3 . 景観 ・ 空地調査で わ か っ た こ と

1 ) 町並み の均震化

再建 市街地で、 は 、 「 ど こ も 同 じ よ う な 罰I並み に な っ て い る 」 と 言 わ れ て い る が、 実際 は

ど う で あ ろ う か。 ど こ で も 同 じ風景 と な っ て い る 要因 と し て 、 kJ、下の 6 つ の 要素 に 注 目 す

る こ と と し た 。

①塗装パ ネ ル に 援 わ れ た箱形住宅

構造 (木造、 軽量鉄骨) や工法 ( プ レ フ ァ ブ、 2 x 4 、 在来工法等) に 関 わ ら ず、 外壁

の 仕 I � げ に 乾 い た 質感 の 塗装パ ネ ル ( サ イ デ イ ン グ ボ ー ド ) を 用 い て い る 住宅 が多 く な っ

て い る 。 ま た 、 多 く の場合、 総 2 階 、 総 3 階建 て と な り 、 軒が浅 く 陰影 の 少 な い 、 箱形の

形態が見 ら れ る 。

目 視観察か ら は 、 構造 ・ 工法の 区別 は っ き に く い が、 普通の 生活者の 日 か ら み る と 、 ど

れ も い わ ゆ る プ レ ブ ア ブ風の往宅 に 見 え る 。 敷地 い っ ぱい に 建 て ら れ て お り 、 通 り か ら は 、

北入 り の場合 は壁面が、 南入 り の場合 は ベ ラ ン ダ の 出 が意識 さ れ る 。

② リ ブ型 ブ ロ ッ ク 塀 と 黒 い柵

震災後 の塀の素材 と し て 、 リ ブ型 ブ ロ ッ ク と 黒 い 柵 の 組み合わせが典型 的 で あ る 。 震災

パー ジ ョ ン と 呼べ る ほ ど、 被災地 に 多 い 。 ほ と ん ど空地の と れ な い よ う な 場合で も 、 境界

に現れ る 。 こ れ ま で よ り 塀の 高 さ は 、 少 し低め に な っ て い る が、 ど こ で も 同 じ よ う な塀が

現れて い る 。 こ れ ま で に 見 ら れ な か っ た組み合わせで、 あ る 。

③囲 い の な い敷 き 際 に 建つ 玄 関 ポ ー ル

比較的狭小 な 宅地 で は 、 敷 き 際 に塀や柵がな く 、 直接玄 関 が道路 に 面 し て住宅が建 て ら

れ て い る 。 こ の よ う な 建 て 方が さ れて い る 場合、 イ ン タ ー フ ォ ン 、 郵領受 け 、 表札 な どが

セ ッ ト さ れ た 、 玄 関 ボ ー ル が敷 き 際 に で て く る 。 駐車ス ペ ー ス があ る 場合 と な い場合があ

る が、 いずれ も 黒系 の ポ ー ル が玄 関脇 に た て ら れて い る 。

④敷 き 際の コ ン ク リ ー ト 敷 き の駐車ス ペ ー ス

敷 き 際がオ ー プ ン に な り 、 建物の前i面、 ま た は一部建物 内 に 食 い 込 む よ う に 駐車ス ペ ー

ス が と ら れ る 建 て 方が多 く 克 ら れ る 。 当 初 は 、 コ ン ク リ ー ト で仕 と げ ら れ、 真夏の 日 差 し
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の 巾 で 、 白 く ま ぶ し い風景が生 ま れて い た。 し だい に 、 タ イ ル や 石 、 イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ

に よ る 仕上 げや 植栽 な どデザ イ ン に工夫がほ ど こ さ れ る も の がみ ら れ る よ う に な り た じ

⑤木賃 に 代 わ っ て で き て き た プ レ フ ァ ブ ・ ア パ ー ト

都市部の集fì1f:'むの 煎 明 で も あ っ た 、 木泣氏陣 1tH 古や長起 は 、 震災 で法滅的被;与 を

う け た の こ れ に 代 わ り 、 再建 さ れ て き た も の に 、 2 f明建て の プ レ フ ァ ブ ・ ア パ … ト があ る 。

多 く の 場 介 、 物 1，す 凶 に 駐 EI� ス ペ ー ス が と ら れて い る し

〈か ゴぃ ル ド ク レ ス ト や レ ッ ド ロ ビ ン と い っ たたldt1寸料

再建 さ れた佐官のIj:. け が に 成 長が比較的 王子市 い レ ッ ド ロ ビ ン が よ く 使わ れ て い る 。

ら 初反 に か け て 、 多 く の 生 けNが赤 く 色づ く 。 ま た 、 こ れ ま で ほ と ん どみ ら れ な か っ

た 緑化材料で、 震災後多 く 凡 ら れ る よ う に な っ た樹種 に 、 ゴー ル ド ク レ ス ト があ る 。

2 ) 均質化要素の地域性

景観の均質化要素 に注 目 し て 、 調査対象地域 を 歩 い て み た υ いずれ の 地 区 に お い て も 、

均 質化要素の典型風景 は 見 い だ せ た が、 そ の頻度や タ イ プ に は 地域性があ る よ う であ っ た 。

例 え ば、 灘 小 央地 区 で は 、 玄 関 ポ ー ル は ほ と ん どみ ら れ な か っ た が、 深江や芦原地lべ で

は オ ー ブ ン な 敷 がつ く ら れて い る ケ ー ス に 多 く 見 ら れ た υ

レ ッ ド ロ ビ ン の 1\'. けlU の 出 現制度 も 地域 に よ っ て こ と な る よ う で あ る 。 難 中央地区 で は 、

l 例確認で き る れ皮 で あ っ た し

i之 出 地 lべ で は 、 地域の 安主の特散 と し て 、 隣枝問 に 通 り J友 け で き る よ う な 隙間 がつ

く ら れ て い た り 、 地崎市ii]が析 し い住宅の な か に 再建 さ れて い る 様 子が報告 さ れ た 。 地蔵，niìj

は 、 宇皮りとj也弁 H地iべ な ど、 歴 史的集落 を 継承 し て い る と こ ろ で は 、 い ろ い ろ

な か た ち で再住 さ れ て い る の が傑 l忍で き る 。

ま た 、 プ レ フ ァ ブ胤住宅 や 1) ブ型 ブ ロ ッ ク と 黒 い柵 を 合わ せ た塀 な ど、 工業化製 品 の 組

み 合 わ せ に よ る 要素 は 、 個別 に 比較す る と 場所性は見 い だせ な い が、 敷地規模や敷地形状

の違い や 街区構成 な ど、 市街地条 件 に よ っ て 、 空 間性や現れ方 に 違い がで て く る の で は な

い だ ろ う か。

3 ) 新 し い景観に つ な が る 地域性に か か わ る 饗葉

震災後の住宅再建で、 ま ず求め ら れ た こ と は 、 'Þ-..: く 、 工期 の短い 、 安全で、快適 な住宅で

あ っ た 。 こ れ に 応 え る こ と がで き た の が、 ま ず住宅 メ ー カ ー で あ っ た 。 住 宅展示場 に あ る

よ う な タ イ プ ばか り で な く 、 狭小宅地用 の 被 災 地 パ ー ジ ョ ン の パ ン フ レ ッ ト を 持 っ て ま

わ っ た と 言わ れ る 。 商 品 で あ る か ぎ り 、 {時 々 の 「住宅J t土地域性 を 持つ も の で は な い 。 実

際 に 建 っ て い る 住宅 は 、 必ず し も プ レ フ ァ ブ ・ メ ー カ ー 住 宅 ばか り で は な い が、 在来 工法

に よ る も の で あ っ て も 、 こ こ 20年来の外壁材の 変化 に よ り 、 見 た 目 は どれ も 同 じ よ う に見

え る 。

当初想定 し た 6 つ の均 質化要素の う ち 、 塗装パ ネ ル ( サ イ デ イ ン グ ボ ー ド ) に 覆 わ れ た

箱型!住宅 と プ レ フ ァ ブア パ ー ト に 地域性が な い の は 、 い ずれ も 伺 々 の高 品 と し て み る こ と
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典itQ的な箱形ブ。 レ ブ ア ブ Ü '1:;

囲いの な い敷 き 際 に!縫っ玄関 ポ ー ル

木震 に代わ る ブ レ フ ァ ブ ・ ア パ ー ト
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レ ッ ド ロ ビ ン の生け垣



がで き る か ら であ ろ う 。

ふ つ う の ま ち の 多 く は 、 こ う し た柱宅が立 ち 並ぶ こ と に な っ た 。 狭小宅 地 が多 い 密集市

街地で は 、 3 階建 て 住宅が多 く 、 D (建物 の 高 さ ) / 日 (前回道路 の 幅) の 関係が変 わ り 、

通 り の 空間構成が大 き く 変化 し つ つ あ る 。 比較的敷地規模があ っ て も 、 よ り 大 き な 住 宅 を

求 め て 、 敷地い っ ぱい に建 て ら れ る と 、 単調 な 壁崩が通 り に せ ま っ て く る 。 南北背割 り 街

区 の 場合 は 、 道 を は さ ん で南側敷地の 単調 な 北面壁面 と 北側敷地 の 南面ベ ラ ン ダが向 き 合

う 。 こ の よ う に 同 じ 箱型住宅が並 ん で も 、 地域や市街地構造 に よ っ て 、 通 り の構成 は 違 っ

て く る 。

一方、 外構要素 に つ い て は 、 ま だ ま だ手 を か け て い く 余地があ り 、 そ こ に は 地域性がで

て く る の で は な い だ ろ う か。 典型的 な 塀 の っ く り で も 、 塀の外側 に 好 き な 植木鉢が並ぶ と

こ ろ と 、 玄 関 周 り や柵 に ガ ー デニ ン グ さ れ た鉢が飾 ら れ る と こ ろ 、 生 け 垣 の樹種の 選 び方

な ど、 地域 に よ っ て植木鉢の置 き 方 な どの傾向 に 違 い が見 ら れ る 。

確 か に 、 住宅の外装、 形、 塀や欄の材料、 玄 関 ポ ー ル 、 駐車ス ペ ー ス の コ ン ク リ ー ト の

仕上げ等 、 工業製品 がつ く る 要素 に は 、 地域性 は な い。 た だ、 そ こ を どの よ う に使 う か は 、

暮 ら し 方 に よ る 。 今は生活様式 も 、 隣地 と の 関係、 近所 と の つ き あ い方 も い ろ い ろ で あ り 、

地域性が消 え つ つ あ る O そ れが、 構成要素 は均 質 で あ り な が ら 、 雑然 と し た風景 に つ な がっ

て い る の か も し れな い が、 洗濯物や花や緑、 車の{吏 い 方 な どの暮 ら し 方 が、 地域性の現れ

に も な っ て い る O

4 . 再建市街地の 景観形成 と ま ち づ く り 支援制度

再建 さ れて き た市街地の景観は 、 個 々 の 敷地 で の 再建が積み 重 な っ て 現 れ て く る 。 こ う

し た再建 を つ な い で い く ま ち づ く り を 支援す る 制度 に つ い て 、 景観 と 空地 の 2 つ の視点 か

ら 整理 し 、 そ の 制度の概要 を ま と め た 。

1 ) 景観か ら の ま ち づ く り

景観 は 、 目 に見 え る 地区 の 環境の総体であ り 、 地 区 の ま ち づ く り の 目 標 を 共有化 し て い

く う え で も 、 わ か り や す い 手がか り と な る 。 景観 を て がか り に し た ま ち の イ メ ー ジ を 、 ま

ち づ く り の ル ー ル と し て 決め て い く 方法 と し て 、 神戸市 で は以下の 3 つ の 制度があ る O

① ま ち づ く り 協定 (地 区計画及 び ま ち づ く り 協定 に 関 す る 条例 )

②景観形成市民協定 (都高景観条例)

③地区計画 (都市計画法)

こ れ ら は 、 対象地区 内 で の 建築行為 に つ い て の ガ イ ド ラ イ ン と な る ル ー ル で あ る 。

こ う し た ま ち づ く り の協定の あ る 地区 で 、 住宅が密 集 し て い る 地域や景観形成 上 の 問 題

の あ る 地域 に 対 し て は 、 住環境整備 と い う 観点 か ら 、 道路や公園 な どの整備、 建物への 景

観助成 を 行 う 事業制度 と し て 、 街 な み環境整備事業があ る O ①~③に も と づ く 協定地区の

う ち 、 4 地区 (魚崎郷 、 新在家、 新長 田 、 野 田 北部) に お い て事業が行 わ れて い る 。
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こ の よ う な 地 区 を 設定 し て 、 ま ち づ く り 協議会 を 設置 し 、 ま ち づ く り と し て の景観形成

を 支 え る 制度 の ほ か に 、 個 々 の住宅再建で の緑化 を 促進 し 、 緑豊か な 町並 み を 形成 し て い

く た め の 生垣助成制度があ る 。

芦屋市 で は 、 震災後、 助成内容 を 拡充 し 、 ま ち の緑の 同復 を 図 っ て い る O ま た 、 復興基

金 を 活用 し た ま ち な み緑化制定 (平成14 年 ま での 期 間 限定制度) を 創 設 し 、 通 り 単位や小

規模 な ま と ま り で の住民主体の ま ち な み級化 を 促進 し て い る 。

ま た 、 芦屋市や 西宮市 で は 、 戸建て住宅の景観形成の手がか り と な る パ ン フ レ ッ ト を つ

く っ て い る 。

2 ) 空地 か ら の ま ち づ く り

震災後 5 年近 く が経過 し て い る が、 市街地 に は ま だ ま だ多 く の 再建停滞空地が存在 し て

い る 。 こ う し た 京地 は 、 再建が遅れて い る と 見 る と マ イ ナ ス の指標 と な る が、 土地利 用 が

決 ま ら な い 、 再建 し な く て も い い と い う 放置 さ れた土地で、 こ れか ら の ま ち づ く り の資 源

と み る こ と も で き る 。

こ う し た 空地 は 、 放 っ て お く と 、 ゴ ミ が投棄 さ れた り 、 防犯や 防 災 t も 問題があ る 。 む

し ろ 積極 的 に 地元組織が主体 と な っ て 活用 し て い け ば、 地域の ま ち づ く り 活動 に も つ な が

る の で は な い か と い う 観点 か ら 、 地元組織の活動場所 を つ く り だす事業 と し て 、 神戸市 は

「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業」 を 創 設 し た。

地域 に よ っ て は 、 空地が広場化 し た り 、 菜 国 に な っ た り 、 い ろ い ろ な 利用 が 自 然発生 し

て い る と こ ろ も 見 ら れ る 。
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- ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業

. ま ち づ く り ス ポ ッ ト と は

j三災で大 き な被)�: を 受 け た 地域で は 、 壊れたill

物がjl設 );c さ れ yi地 に な っ た ま ま の ヤltllが数
多 く fげt: し て い る 。 こ れ ら の空地が長い Ii\J 市街地

に取 り 残 さ れ て い く と 、 防 犯 j二 も líJj 災 上 も 1111践が
I[ じ 、 ゴ ミ の イくが、投棄 を お く な
?警 も 懸念 さ れ る 。

1-ーでのJ官、影

こ う い っ た 空地 を 活用 し て 、 子供の遊 び場や ご1

ミ ェ ニ テ ィ 広場あ る い は )�二常時の j;lj 災治動J処l( と

な る よ う に 幣備 し 、 j也jじ組織の活動場所 在? 作 り !tl
す 事 業が 「 ま ち づ く り ス ボ ソ ト 創 /主 'jf で あ る 。

市JI支 と し て は 、 '/�:l也 を ドfl ) i rb竹中れζ 的 に 11\ り l ゐ
げ\ ま ち づ く り 協 l議 会 な どの地花組織 に

し 付 け る と と も に 、 核俄宍 やT'Î'Jfjl授の 祁 を 補助

まちづく り スポ ッ ト創生事業の し く み

ま ちづ く り スポッ ト

す る と い う も の で あ る 。
刷 7 地区の ま ち づ く り スポ ッ ト

平成 11年10月 現在、 市 内 7 地 区 で ま ち づ く り ス
ポ ッ ト が整備 さ れ た。

①灘 中央地[え
名 利 な か よ し ラ ン ド
面積 : 約554m2

内容 ・ 遊 び場、 花屋 な ど
調設 : 平成10年1 1 月

② 吾妻地区
名 称 : ま ち か ど広場
荷積 : 約1 20m2

内容 : 立体花昼、 ベ ン チ な ど
開設 : 子成 1 1 年 4 月

③ ト ア ロ ー ド地 医
名 称 : ト ア ガー デ ン
函積 : 約370m2

内容 : 木製デ ッ キ 、 花培、 情 報 コ ー ナ ー な ど
開設 : 平成1 1 年 4 月

④関本地区

名 称、 : 岡本花苑
面 積 : %'0 151  m2 

内 容 : 緑地、 広場、 ベ ン チ な ど
開設 ・ 平成1 1 午 5 月

③新在家南地区
名 称 : 街 か ど広場
面積 : 約 139m2

内容 : 緑地、 広場、 ベ ン チ な ど
開設 : 平成11年 8 月

⑥新開地地区
名称、 : え え と こ 広場
面積 : 約256m2

内容 : ァjç と 土の広場、 木製ゲー ト 、 花壇 な ど
開設 : 平成11{下 8 月

⑦野田北部地区
名 称 : き ん ぼ う じ ゅ 広場
而積 : 約94m'

内容 : 広場、 花壇、 すべ り 台 な ど
開設 : 平成11年 9 月
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灘中央地区 : な かよ し ラ ン ド 手作り スポ ッ ト

「 な か よ し ラ ン ド」 は岸地通 5 了 B に整備 さ れ

た面積約550m2 の 東西 に 細 長 い 広 場 で 、 ま ち づ く

り ス ポ ッ ト 創生事業の 適用 第 1 号で あ る 。

(元扇の情報は地域の人ザ苧瓦よ く 知つ ていそ!

1997年12月 、 灘 小央地医 ま ち づ く り 協 議 会 は 全
体会議で 「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創 生事業」 に 協議

会 と し て取 り 組 む こ と を 決定 し 、 候補地の選定に
取 り かか っ た 。 そ し て 、 各委員 か ら 計13 カ 所の候
補地情報が寄せ ら れ、 所有者の意向等の情報収集

に あ た っ た 結果、 何年 3 月 、 中井病院の 中井氏に

快諾 し て い た だ き 、 候補地が決定 し た こ と で、 事
業実施 に拍車がかか っ た。

| 周辺住民 を い か に く 5GJ霊瓦

そ こ で、 協議会 で は 、 候補地の局辺住民への広
場整備 に 対す る 協 力 依 頼 に 1 軒ずつ ま わ り 、 何 と
か承諾 を 得 る こ と がで き た が、 こ の こ と も 、

が成功 し た 一 つ の ポ イ ン ト と な っ た。

市長3 ら 実際の広場づ く り れ 手作 り で ;

同年 6 月 に は 、 子供、 近隣住民、 土地所有若等
に よ る 使 い 方 ワ ー ク シ ョ ッ ブ を 開 き (写真①) 、

名 称 を 「 な か よ し ラ ン ド」 に 決定 し 、 整備内存、

利 用 方 向等 を 検討 し た 。 そ し て 、 8 月 に整備工事
に は い り 、 9 月 26 日 、 な か よ し ラ ン ド は完成 し 、
オ ー プニ ン グ イ ベ ン ト が盛大 に 行 わ れ た 。

な か よ し ラ ン ド は 面積が広 く 、 限 ら れた整備費
で魅力 あ る “ ま ち " の ス ポ ッ ト を つ く る 工夫の

っ と し て 、 道路沿い に 木榔 と 花壌 を 設置 し て い る 。
そ れ を 、 な か よ し ラ ン ド整備 の総仕上 げ と し て

み ん な で汗 を 流 し て 水槌 を 振 り iご ろ し 、 レ ン ガ を
積み上げて作 っ た ( 写真②) こ と が、 鍵 の 開 閉 や
散水、 花 の植 え 替 え な ど そ の 後の管理がう ま く 行
わ れ て い る こ と に つ な カfっ て い る 。

ま た 、 ま ち づ く り 協議会が中心に な っ て 、 候補

地探 し か ら は じ ま り 、 計耐づ く り 、 実際の広場づ

く り 、 そ し て維持 ・ t資理 を 行 う こ と は 、 地域住民
自 ら が 自 分た ち の “ ま ち " を つ く る と い う 意味で
許{屈 さ れ る 。

た だ、 完成 か ら l 年が過 ぎ、 幼稚 園 の 迷動会や
バザー 等 に は利 用 さ れ て い る (写真③) が、 ふ だ
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写真犯 : f<ji ， 、 か り い ク シ ョ y ブの係 jて

写真(2 : 本織 と イヒh1 を つ く っ て い る 十王 子

写真③ : 幼税同 のi主動会風景 ( 子前 に よよ え る のが、 み
ん な で作 っ た 木櫛 と 花1�1J

ん の 利 用 が今一つ の た め 、 協 議会 で は も う 一工夫
を 模索 し て い る 。 本 当 の “ ま ち づ く り ス ポ ッ ト "

に な る か は も う し ば ら く 見 守 る 必 要があ る 。



新世家南地区 新設家南海T 3 了 自 街 か ど広場
ー コ ン ビ ニ も な か っ た ま ち に 、 買物広場 が誕生/新在家 ま ち づ く り 委員会の ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業

国道43 号Aの南 に広がる新在家南地区。 地域の 中 に
は医院 も な く 、 コ ン ピニ エ ン ス ス ト ア ー も な い。 日

常の買い物 に も 不使 を 強い ら れ て い る 地院であ っ たo

l 純家南に 質物施設が誕生 し た l 
そ の新在家予誌 に 、 平成11年 8 月 29 日 、 八百屋が

オ ー ブ ン し た。 た だ し 、 八 百屋 と い っ て も 建物 は

な い 。 広場 に 張 ら れ た テ ン ト の F で野菜や果物 を
並べて販売 し て い る 。 い わ ゆ る 青空市場ス タ イ ル

の八百屋で あ る 。

買物施設誘致 と 地域 内 の 宅地活用 と を あ わせ て 、
新在家 ま ち づ く り 委員 会が、 ま ち づ く り ス ポ ッ ト

創 生事業 を 活用 し た 「買物広場」 整備 を 行 っ た の
で あ る 。

; 土地探 し よ り も 出庖業者探 し カ竺竺一一
平成10年 1 1 月 、 ま ち づ く り 委員 会 に ス ポ ッ ト 創

生事業の活用の話が も ち あ がっ た 。 地域 と し て は

花壇や公演 よ り も 買 物施設 を 整備 し た い と い う こ

と に な り 、 候縞地探 し がは じ ま っ た 。 地 区 内 の 2
割がま だ更地 と い う 状態 で は あ っ た が、 地権者の

面積等の条件 を ク リ ア す る 土地 は 少 な く 、

最 終的 に 地域の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 43 号 沿 道 の
139m'の数地 を 借 り てjfu め る こ と と な っ た 。

ー ヅj 、 ill 出 業 cf，ゐ も 掠 さ な け れ ば な ら ず、 こ ち ら
の ほ う は 出 張奴光の リ ス ク の た め か、 な か な か見

つ か ら な か り た り そ の う ち 近 く の 市営住宅 に 来 る

移動販売 ボの八 r'íJ)誌の存在 を 知 り 、 開 く と 、 か な

り tfWi ，意向があ っ た の で 、 話 を 進 め 、 出 伍 し て も

ら う こ と と な っ た 。
整備内符 と し て は 、 予算 と の兼ね合い も あ り 、

ア ス フ ア ル ト 舗装 を 基本 に 、 周 辺 に 木製 ト レ リ ス
を 設置 し 、 ツ タ や シ ン ボル ツ リ ー与で紙化す る こ

と に し た。 接j車部分 に ，ìf;べた lド il二め を 萩 ね た 樽 の

プ ラ ン タ ー 8 1簡 は住民の 子で製frご と 続 え付 け が行

わ れ た 。 電気 と 水道 も 終備 さ れ 、 二[ は ま ち

づ く り 協議会の役員 で も あ る 地元の業行 に発注 し た。

現在 は 、 過 に 3 日 ペ ー ス で八 百屋が朝 か ら 夕 方

ま で営業 し て い る 。 夏の暑い時期 を 乗 り 越 え て 少

し ずつ 客数 も 培 え て い る よ う で あ る 。

今後l 土 、 白舗j:)、外の 利 用 や ま ち づ く り イ ベ ン ト

の企画等 を 考 え て い く こ と が ま ち づ く り 委員 会 の

当 面 の 課題 で あ る 。 花 の 南 を 配布 す る 緑花 フ ェ
ア ー や 、 酒造 メ ー カ ー と の協 力 に よ る き き 酒会 、

そ の他交流 イ ベ ン ト な ど、 言l'画 当 初Jか ら い ろ い ろ

と 検討 は さ れて い る 。

な か な かす ぐ に と い う わ け に は い か な いが、 広

場が地域の 人の流れ を つ く る き っ かけ に な れ ばい
い の で は な い か と 思 っ て い る 。

オ ー ブ ン に あ わせて憾ブ ラ ン タ ー を み ん な の f で製行ゃO

オ ー プニ ン グ フ ェ ア ー の [ 1 、 広 場 に 多 く の 人が訪れた。

普段の嵐長。 月 水余は八百屋が出 屈 し て い る 。
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新開地地臣 : え え と こ 広場 一 「え え と こ 、 え え と こ 新開地」 新開地のエ コ ス ポ ッ ト に !

「 え え と こ !よj蕩」 は新開地 2 丁 目 高)苫1�Jに接 し
た 面積256m2 、 間 口 約 8 m 、 奥行 き 24 m の 納 長 い

敷地で、 蔀庖1tf 内 で の ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事

業の適用 第 一号で あ る 。

候補地 と し て 取 り とげた土地 は 、 阪神 ・ 淡路大

震 災以 前 は 川 村 博美氏が中J I I 屋靴庖 と し て営業 さ
れ て い たが、 震災後、 営業 は再開 さ れ ず に 更地の
状態、で フ ェ ン ス に よ っ て 間 わ れ た ま ま であ っ た 。

1999 年 3 月 、 新 開 地 2 丁 目 尚 !市 街振興組合の
方 々 と 土地所布 者の!日付一博美氏及 び神戸市 ア ー パ
ン デザ イ ン 広 ・ 兵時q ズ ま ち づ く り 推進!深の 4 f'nこ
で協 主 の 結 果、 ま ち っ く り ス ポ ソ ト 剣 /主 'ji 業 IIl J也
と し て{をIII で 主 る こ と と な っ た

こ のJl l 地 は 「 緊涼211日」 跡地の北側 に 0 1n し ア ー
ケ ー ド の あ る 尚 お に lÍIÎ し て い る c

ft百九行1h に 活気 を 取 り 記す た め に い ろ い

ろ な 'F :t や イ ベ ン ト が尖泌 さ れ て い る が、 こ れ と
い っ て 段 た の策が見つ か っ て い な い rt' で の 、 'jí-*

決定て、 あ っ た と

・計画の イ メ ー ジ

し た 条件 を 活 か し 、 来街者 の 憩 い の

場 と 活性化の拠点、 と し

I rに ぎ や か さ と た の し さ の あ る 広場」

I rあ た た か さ と や さ し さ を 持つ広場」

副計画方針

* 材料 と し て木製品 を 主 に 使用 す る 。
* r土の広場」 と 「 木の広場」 を 設け る 。
* 既存 の フ ェ ン ス を 残 し 、 阪 と 束 に 人 口 を 設置す
る 。 特 に 、 東側 の |蔀防衛に面 し た 入 口 は [f百応1誌の
顔 と し て 「ゲー ト 性」 を も たせ る 。

IU十蘭内容

* ブ エ ン ス 沿い の 敷地周辺 に幅約 1 m の緑地 を 設
け る 。
* 敷地の2/3程度 は 、 況の-了ー」 あ る い は 「木

煉1LJ に よ る 木の広場 を 設 け 、 残 り の部分は 仁の
広場 と し 、 イ ベ ン ト な ど様 々 な 使 い 方がで き る ま

と ま っ た 空 間 を 確保す る 。
* 住民参加 に よ る 花壇 を 設 け る 。
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使用材料 と し て の 「木」 は株式会社高 島屋の協力
に よ り 1 998年 の台風 7 号 に よ り 森林被害 を 受 け た

千平 赤阪村 を 抱 く 金制 ・ 葛 城 山 系 の 風倒 木 を 利用
す る こ と に な っ た 。 3 年 間 と い う 短い期 間 に 限定
さ れた こ の広場が、 地域の 人 々 に と っ て の 憩 い の

場 と な り 、 来街者 に やす ら ぎ を Iエ え る こ と がで き
る よ う に 「 ひ の き 」 を イ史用 す る こ と に し た。 「 ひ

の き 」 に は 、 気持 ち を 落 ち 着 け る 「 かお り 」 と 人 々
に安 ら ぎ を う え る 「木肌の ぬ く も り J があ り 、 日

に も や さ し い 絶好の素材であ っ た 。
1 999年 8 月 7 日 、 iL容 に よ り 廃材 に な る べ き 木

材が新た な生命 を と り も ど し 、 環境 に優 し い 市民
の 憩 い の 「 え え と こ 広 と し て オ ー プ ン し た。

今後の 運営及 び管理は新i沼地 2 T Fl 尚市街振興組
合が中心 と な っ て行 う こ と に な っ て い る 。 オ ー ブ

ン 時 に は 、 新開地 ア ー ト ピ レ ッ ジ の フ ェ ス テ ィ パ

ル と 共催 で 、 地域の 方 々 の 参加 に よ る 「 フ リ ー マ ー
ケ ッ ト 」 な どの オ ー プニ ン グ イ ベ ン ト が実施 さ れ

た 。 新開地商庖街地 区 の 有益 な ま ち づ く り ス ポ ッ

ト に な る こ と を 思E っ て い る 。

主主主主(1 ア ー ケ ー ド か ら 本の広I訟 を 恨 む

写真② : 土の広場か ら ア ー ケ ー ド を 望 む



5 . 生活がつ く る 新 しい属景に向 けて

1 ) 再建市街地の景観実態

こ の調査で は 、 震災か ら 4 年 を 経た被災地 の 景 観 に つ い て 、 事例 を 集 め 、 再建市信地 の

実態 を 提示す る こ と を 第 l の 臼 的 と し た 。

被災地の 9 割 は 、 い わ ゆ る 白 地地区 と 呼ばれる 地域で、 そ の再建は、 個 々 の 敷地 に お け

る 自 力 再建が基本で あ る 。 被災後 l 年 � 2 年 に か け て 、 急激 に 再建が進 ん だが、 3 年 を 過

ぎ る 頃か ら 再建 は停滞 し た 。 そ の ‘方で、 現在 も い っ た ん更 地 に な っ た 敷地 の 2 割 � 3 割

は 空気自の ま ま で あ る 。

再建 さ れ た 住 宅 に よ っ て新 し い 町並みが現れて き た 。 身 近 な 生活 の 場 の 風景が急激 に 大

き く 変化 し つつ あ る 。 こ の 実態 を 調査結果ーか ら ま と め る と 以下 の よ う な 特徴が指摘で き る 。

① 「 ど こ で も 同 じ よ う な風景 に な っ て き た」 と い う 点 に つ い て 、 実 際 に 事例 を 重ね て み る

と 、

@ プ レ フ ァ ブ風の住宅が多 く 建 ち 、 確 か に 伺 々 の住宅 レ ベ ル で は 、 均 質 で類型 的 で 、 ほ

と ん ど地域性 は な い。

@ し か し 、 道 と 敷 き 際 と の 関 係 や 、 敷地規模 ・ 形状 に よ る 建物 と 道がつ く る 空 間性、 柵

や塀周 り に 現れる 植木鉢や植栽 デザイ ン 、 玄 関 周 り の衣 出 な ど に 、 地域性が見 ら れ る 。

@ 外躍 の 素材 や 単純 な 形態 と い っ た住宅の特性か ら 、 均 質 で無機質 な 家並 み と な っ て い

る 。

@ そ れ に も か か わ ら ず、 個 々 の住宅が、 そ れぞれの住要求 に も と づい て 建 て ら れて お り 、

建物床面碩の増大、 敷地内で の駐車ス ペ ー ス の確保が、 個別敷地 ご と に 解決 さ れ て い

る た め 、 l つ l つ は 同 じ よ う な構成 で あ る の に 、 近隣相互の配慮 は み ら れず、 ど こ か

雑然 と し た 印象 に な っ て い る 。

② 「 こ れか ら の 町並み形成 に つ な がる 景観要素」 を 探 る 試み の な かで確認で き た こ と は 、

@ 新 し い 町並み形成 に つ な がる と と ら え ら れた 景観 に は 、 ガ ー デニ ン グや 敷 き 際の植栽、

二項道路拡幅部 (注) で の 花壇づ く り 、 敷 き i容 に並べ ら れ る 植木 鉢 な ど、 住み手が家

や ま ち に 千 を か け て い く な か で 生み 出 さ れて い る 要素が多 い。 特 に 、 緑や花 な ど、 時

間 と と も に な じ ん で い く 素材 の 力 も 大 き い 。

(注) 二項道路 : 建築基準法第43条第 2 項の道路 ( み な し 道路)

@ 敷地 問 、 敷地 と 道 と の 関係 や 建物 と 建物 の 関 係 な ど、 際 の相互性、 関 係 性 を どの よ う

に 作 っ て い く かが、 町並み形成 に 大 き な 力 を 持 っ て い る こ と がわ か る 。 外構の協調化

や 地域の作法づ く り な どの提案 も 、 こ の 関係性の作 り 方の デザ イ ン と い え る 。

@ 敷 き 際が オ ー プ ン に な っ て い る と い う の は 、 物理的 に 敷 き 際要素がな い と い う だ け で

な く 、 こ れ ま で の 因 わ れ た涯の緑で、は な く 、 ま ち に む け て装 う デザ イ ン が見 ら れ る こ

と に も よ る 。 外 に 向 か う 敷 き 際 を う ま く つ な い でい く こ と が町並み形成 に つ な が り そ

う で あ る 。
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@ 同 じ よ う な 住 宅 が並 ん でい る が、 建 て 売 り 住宅以外、 建物が連続す る 風景 は な い 。 建

物形態 よ り も 、 木質素材 を 鈍 う 、 塀 の 素材や 高 さ が似 て い る な ど、 要 素 の 連携が町並

み に つ な がっ て い る 例がみ ら れ る 。 柵 に 飾 ら れ る 植木鉢な ど も 含め 、 小 さ な 点 の 要素

が連携 し て い く こ と で生 ま れて く る つ な が り があ る 。

@ 街角 の樹木や小 さ な 屈 な ど、 通 り や ま ち に働 き か け る 要素 も 重要で あ る 。

@ 地域 に ま ち づ く り 協議会や ま ち づ く り の ル ー ル の あ る と こ ろ で は 、 そ の効 果が少 し ず

つ現れつつ あ る 。

こ の よ う に 、 そ れ ぞれの地域で見 い だ さ れて き た 町並み形成 に つ な がる よ う な 景観要素

を み る と 、 少 し の 空 間 的 ゆ と り があ れ ば、 IJ寺 間 を か け て 育 て て い く こ と がで き る も のが多

く 見 い だ さ れて い る 。

2 ) 景観実態 に み る 3 つの手がか り

再建市 街地 の 景観 は 、 確か に 地域性が希薄 に な り 、 住 ま い手の工夫 は見 ら れ る も の の 、

地域の住 ま い方 が多様化 し て 、 な か な か住 ま い の か た ち が地域の住 ま い方 の 表現 に な っ て

い な い。 し か し 、 こ れ は あ る ;意味 で 、 阪神 ・ 神戸地域 に 限 ら ず、 こ れか ら 都市部の市街地

更新の な かで ど こ で も 起 こ っ て く る 現象であ ろ う 。 先進的 に変化が起 こ っ て い る 再建市街

地の現象 の な か に は 、 こ れか ら の 町並み形成 に お い て 考 え て行 く べ き こ と を 見い だ し て い

く こ と がで き る の で は な い だ ろ う か。

景観実態の な かか ら 、 こ れか ら の 軒並み形成で、考 え て い く 視点 を 整理 し て み る と 、 以 下

の 3 点があ る O

①均質 で あ る こ と と 生 き 生 き し た ま ち な み の ま と ま り は違 う 。

@ プ レ フ ァ ブ住 宅 は均 質 で、類 型 的 で あ る が、 個 々 に 敷地 に お かれ て い る だ け で は 、 ま ち

な み に な っ て い か な い よ う であ る 。

・ 伝統 的 な ま ち な み を 構成す る 建物 は 、 暮 ら し 方 と 一体 に な っ て い る 。 生 き 生 き し た ま

ち な み は 、 住 ま い方 の表現か ら 生 ま れ る 。

②住宅 の デザ イ ン よ り も 、 敷地 と 敷地 、 敷地 と 道 な ど際の 関係性の デザイ ン の ま ち な みへ

の効果が大 き い

@ 味泥地区で提案 さ れて い る よ う な 、 密集市街地で、 の新 し い都市住宅の協 調 的 建て 方 に

よ る 敷地 空 間 の 使 い 方 も 、 そ の l つ で あ る 0

・ ま た 、 神 戸 市の新 し い制 度 であ る 近隣住環境計画 で は 、 生活道路沿道 の 住 ま い手が合

意 す れ ば、 4 m の空 間 を 確保す る こ と を 条件 に 、 道路内 に 植栽や花壇 を 設 け た路地的

な 道づ く り を 可 能 に し て い る 。 こ の調査で指摘 し て い る 二項道路拡幅部の花壇の快適

さ を 積極 的 に 評価す る こ と に つ な がる 。

・ 通 り に む け て 置か れて い る 植木鉢の連携 も 敷 き 際 の デ ザ イ ン と し て の 可能性があ る O

@ いずれ も 住み子が近 隣 と 相互 に協調 し て い く こ と で、 生活空間 の ゆ と り がで き る 。

③敷 き 際が開 い て い く と と も に 、 内 か ら 外 に 向 か う パ ブ リ ッ ク 性の 創 出 が必 要 で、あ る こ と 。
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@ こ れ ま で は塀 で固 ま れた プ ラ イ ベ ー ト な 庭 と 公共 空 間 の道 と い う 関係 があ り 、 敷 き 際

の作 り 方 は どの よ う に 閉 じ る か と い う デザ イ ン であ っ た 。 そ れが震災後の住宅の建て

方 で は 、 敷 き 際が開放的 に な っ て き て い る O 塀や柵 も 低 く な り 、 透過性が高い 。 そ こ

に 通 り に 向 け て 鉢植 え が飾 ら れた り 、 塀の外側 に 植栽 さ れ、 塀や外壁 を 背景 と し た緑

が増 え て い る O 生垣 も 比較的低い。

@ 敷 き 際 は 、 道 に 対 し て 閉 じ る と 同 時 に 、 外 に 向 か う 表現がで で き て い る 。 そ こ に新 し

い ま ち に対す る パ ブ リ ッ ク 牲の デザ イ ン の 可 能性があ る 。

こ れ ら ①~③の 内 容 は 、 い ずれ も 地域の 町並み形成 の ル ー ル や外構協調 の デザ イ ン に つ

な が る 視点 で も あ る 。

3 ) 町並み形成 に む け て

ょ う や く ま ち が少 し 落 ち 着 い て き た よ う で あ る 。 再建 と と も に植 え ら れ た 植栽 も 育 ち つ

つ あ る O し か し 、 ま ち と の 関係 に つ い て の手がか り の な い被災地で、 個 別 に 再建が進 ん だ

結果、 突然現れて き た ま ち な み に つ い て 、 新 し い 景観の類型 と し て指摘 し て い る よ う に 、

い か に 時 間 を 蓄積 さ せて い く か、 どの よ う に 地域性 を つ な い で い く か、 ど の よ う に 敷地 と

通 り ・ ま ち と の 関係 を つ く っ て い く か は 、 こ れか ら で あ る 。

そ れ で、 も 、 こ れか ら の 町並み形成 に つ な がる 芽がで て き て い る こ と が確認で き た の で は

な い だ ろ う か。 そ れ ら を 確認 し 、 評価 し て い く こ と が、 こ れか ら の 町並 み形成の ス タ ー ト

に な る と 考 え て い る O

付. 調査の概要
1 ) 震災復興 ・ 実態調査 ネ ッ ト ワ ー ク 景観 ・ 空地調査 チ ー ム

調査参加者/所属 〈調査地 区 〉

粛木崇 人 ( ネ ッ ト 代表) /神戸芸術工科大学 〈長 田 〉

小浦久子 ( チ ー ム 主査) /大阪大学 〈芦屋 〉

天J l I 雅晴/ ア ッ プ ル プ ラ ン く灘 中 央 〉

伊勢博幸/ オ オ パ 〈西宮 〉

上 山 卓/ コ ー ・ プ ラ ン 〈灘 中 央 〉

小林郁雄/ コ ー ・ プ ラ ン

佐 田 高一/芦屋市

末 イホ 吾/神戸大学 く野 田 北部 ・ 味泥 〉

辻 信 一/環境緑地設計研究所 〈深江 〉

浜 田有 司 /神戸市 〈離東部 〉

藤井 高/芦屋市

三輪康一/神戸大学 〈野 田 北部 ・ 味泥 〉
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吉 ) J 1 1:建一部/ コ ー ・ プ ラ ン 〈兵産 〉

2 ) 謂査対象地域

調査対象 は 、 こ れ ま で実態調査や復興 ま ち づ く り 支援 を 行 っ て き た住宅系市街地 と し 、

①長 出 、 ②野 田 北部、 ③味泥、 ④兵車 、 ⑤灘 中央、 ⑥ 東部、 ⑦深江、 ⑧芦屋 、 ⑨酉官 、

の 9 地 |又 に お い て 調査 を 行 っ た 。

(凶 1 ) 調査対象地区

-E

 

、、弘
、J‘一，、 - --、 ，'-.' ‘ f'v. 、、， 匂 句f 神戸市 伊丹市V.\ ， 一、

西区

淡路 ④ 。 。f大阪市

3 ) 調査期間

1997年12月 第 5 回 HAR 基金助成決定 「震災再建市街地 に お け る 景観 ・ 7R地 の実態調

査」

1998{1三 l 月 震災復興 ・ 実態調査 ネ ッ ト ワ ー ク に景観 ・ 空地調査チ ー ム 設置

1998年 4 月 � 1999年 9 月 調査

] 999年12月 報 告書作成、 結果発表

4 ) 調査項 目 と 方法

調査項 目 は 以 下 の 3 点で あ る 。

①地域性の喪失 の確認

箱形住宅、 塀 と 柵、 玄 関 ポ ー ル 、 駐車ス ペ ー ス 、 プ レ フ ァ ブア パ ー ト 、 緑化材料の 6 つ

の 要素ー に 注 目 し 、 そ れ ぞれの地域で、 こ の 共通要素の あ る 典型的 な 町 、投み を 確認す る 。

6 要素が現 れて い る 地医景観 を 収集 し 、 そ の事例 を 比較 し て 、 地域性の喪失の実態 を 検

討す る O

②新 し い景観 に つ な が る 要素 を 探 る

調資対象地 区 の フ ィ ー ル ド調査 に よ っ て 、 新 し い景観の 芽 を 探す発見塑の 調査 と す る 。

フ ィ ー ル ド調査 に よ り 発見 し た景 観 に つ い て 、 ま ち な み の視点 と 注 目 す る 景観要素 を 写

真撮影 し 、 撮影位 置 の 図 示 と そ の 町並み に つ い て の コ メ ン ト を 整理 し て 、 地 区 ご と に 町並

み事例 シ ー ト を 作成す る 。 そ れ を 基 に し て フ リ ー デ イ ス カ ッ シ ョ ン と 現地調査 を 重ね る こ
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と に よ り 、 新 し い景観の類型化 を 試み る O

③町並 み づ く り に 関 わ る 制度 と 事例

各市で行 わ れて い る 町並み緑化や 町並み整備 を 支援す る 制度 と 事例 を 収集す る 。

制度概要 と 適用 事例 を 資料 と し て ま と め る 。
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観興特需で遅れ た構造改革
大阪大学大学院i主i際公共政策研究科教授 林 敏彦

大阪大学大学院国際公共政府1脱科惇 日照課税 永松 仲吾

1 . 変化激 しい被災地の雇嬬

被災地の経済情勢 に は l つ の 際 立 っ た特長が見 ら れ る 。 そ れ は 、 平成 6 年度 末の震災後

か ら 平成 8 年度 ま で、 全IcE] 的景気田復の速度 を j二 回 る 勢 い で経済活動が活発化 し た 後、 平

成 9 年度 、 10年度 と 今度 は 全国 の ベ ー ス を 上 回 る 勢い で経済活動が悪化 し た こ と で あ る 。

図 l は 震災以前か ら の有効求人倍 を 全国 、 兵庫県お よ び神戸市 に つ い て 比較 し た も の

で あ る 。 [ìJ か ら 明 ら か な よ う に 、 平成 6 年度 か ら 8 年定へか け て 、 兵庫県お よ び神 戸 市 の

有効求人倍率 は急速 に 上昇 し て い る 。 代 わ り に 8 年震か ら 10年度 に か け て の 有効求人倍率

の ド務 は 、 兵庫県 も 神戸 市 も 全国平均 に 比べ て 著 し く 大 き い 。

( 出 1 ) 有効求人倍率

1 . 2 

。 圃 8

トー

。 剛 6 ← 

0 . 4  トー ト一一 トー

0 . 2  トー トー トー

O 
-+成 4 年度 6 年度 8 年度 1 0年度

図 2 は 労働 市場の裏側 に あ る 経済活動全般 に つ い て 見 た も の で あ る 。 市 内 総生産統計は

平成 8 度 の 数字 が最 も 新 し い が、 I;;cJ は神戸市の総生産が震災後急激 に 上 昇 し た こ と を 示

し て い る 。 10兆円 と 見積 も ら れた震災の経済被害 は 、 公共 セ ク タ ー お よ び民 間 セ ク タ ー に

蓄積 さ れた ス ト ッ ク 滅失 の被害であ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 総生産統計あ る い は 有効求人情

率 に代表 さ れ る 雇用 統計 は 、 復興の た め の年 々 の経済活動 を 反映す る フ ロ ー の デー タ で あ

る 。 し た が っ て 、 こ こ に 現 れ た 現象 は 、 「災害 は GNP を 増大 さ せ る oJ と い う i古典的 な 経

済学の常識 だ っ た と 言 え よ う 。
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( 同 2 ) 神戸市内総生産 (平成 6 年= 1 00)
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震災後の 雇用 情勢が復興需 要 を 反映 し た ら し い こ と は 、 次の 図 3 か ら も 読み取る こ と が

で き る 。 こ れ は 兵庫県全体の有効求人倍率 を 45歳以上の 中 高年就職率 と 対比 さ せた も の で

あ る 。 い ずれ も 平成 6 年度 の 水準 を 100 と し て 基準化 し で あ る 。 こ れ に よ る と 、 兵庫県全

体 に つ い て の 求 人倍率の急上昇お よ び急持下 と い う 現象 は 、 'tJ 高年労働市 場 に は見 ら れ な

い 。 す な わ ち 、 こ こ で確認 し て お か な け ればな ら な い こ と は 、 第 l に 、 震 災後 の 雇 用 情勢

の 激変 は ほ と ん ど記長以 下 の 労鵠市場 に起 こ っ て い た と い う 事実で あ り 、 第 2 に 、 中 高年

の就職状況が厳 し い と の指植が正 し い と し て も 、 そ れ は ほ と ん ど震 災 と は 無 関 係 な 構造的

問 題 だ と 考 え ら れ る こ と で あ る 。

( 1苅 3 ) 有効求人倍率の推移 (兵庫県)
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2 . 経済循環の中の雇用

と こ ろ で、 平成10年度現荘被災地で雇用 が低迷 し て い る と い う 事実 は 明 白 に存在す る と

な ぜそ う な の か と い う 伺 い に は 簡 単 に 答 え る こ と は で き な い 。 な ぜ な ら 雇用 と は

す な わ ち 労働 力 の ;誌を: と 供帝合

古5 と し て 存在 し て い る の で あ る 。

ま た 、 雇 用 の低迷は被災地 だ け の 問題 で は な く 、 不況 に あ え ぐ わ が国 の �で 問 的 な現象 で

し た が っ て 被災地の雇用 を 震災従興の 問題 と し て考 え る に 際 し て は 、 被災地 固 有 の

要 因 で あ る 先の 大震災が被災地経済 に 与 え た 影響 を あ ら た め て 整理 し な け れ ばな ら な い 。

こ う し た 問題意識 に 立脚 し て 、 被災地経済全体 を 単 純 に モ デル化 し た も の が図 4 で あ る 。

の 問題で は な く 、 様 々 な 市場が有機

し で も 、

単 に 企業 と 家計

的 に作用 し あ う 被災地経済の

あ る 。

供

高合

語。

被災地の経済 モ デル

資本破壊

(民 4 ) 

需

要
資産j成 品 i 需要滅 I 所得j成

人 口 j成 品 | 1 " 1 

震
災
発
生

{即l

震災が被災地経済 に 与 え た 直接的被害 は 主 に ス ト ッ ク の被害であ っ た 。 ま ず企業 な ど供

給側 に 与 え た 被害 と し て 、 民間資本ス ト ッ ク の破壊、 な ら び に イ ン フ ラ な ど社 会資本ス ト ッ

ク の破壊があ る 。 こ の 2 つ は 、 必然的 に企業の生産活動 を 停滞 さ せ る こ と に な る 。

ま た需 要慨 に も 主 に 2 つ の 被害 を 与 え て お り 、 そ れ ら は住 宅 な ど家計資 産 の 破壊 な ら び

に 、 家康倒壊、 火災 な どの犠牲や被災地外の避難 な ど に よ る 人 口 減少があ げ ら れ よ う 。 下、ー伊

の 2 つ は被災地 に お け る 需要 を 低下 さ せ る 原 因 と な る O

こ れ ら の諸要 因 に よ っ て 、 被災地経済 は か つ て の規模 に比べて 縮小す る こ と に な る が、

こ の縮小 し た 経 済 に お い て は い く つ かの企業 は 淘 汰 さ れね

ばな ら な い し 、 そ れだ け雇用 も 減少す る であ ろ う 。 そ の こ と は被災地 と い う 都 市 に生活す

る こ と の価値 を j北少 さ せ、 人 口 の 更 な る ド落 を 招 き 需要 を 低下 さ せ る 。

雇用 の 問 題 は こ れ ま で 産業側 、 す な わ ち 図 4 で い え ば供給側 の 問題 と し て 考 え ら れ る こ

問題は そ れ だ け に留 ま ら な い 。

し か し こ の モ デ ル が示唆 し て い る こ と は 、 家計 側 す な わ ち 需要側 の 問題 と

こ の需要慨 の 要国 は 、 第 l 節で 見 た よ う に 、し て こ の 問 題 を 考 え る こ と の重要性で あ る 。
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平成 8 年定 ま で の イ ン フ ラ 再建や住宅復興需 要 の 上 昇 に よ っ て 覆 い 隠 さ れて い た が、 そ れ

ら が一段落 し た平成 9 年度以降、 全 国 的 な 不況 と あ い ま っ て被災地の経済復興お よ び し ご

と の復興 に 大 き な 足 かせ と な っ て い る こ と が判 明 し た 。

3 . 市場規模縮小にあ え ぐ産業

95年 l 月 の 震災発生時、 被災地経済 は 産業構造 の 転換期 に あ っ た 。 す な わ ち 、 造船や重

機械、 電気機械、 鉄鋼 な ど の 製造業 を 中心 と し た 産業構造か ら 、 都市の発達 と と も に 、 企

業の本社部 門 、 企画部 門 、 大規模小売宿、 各種サ ー ビ ス 産業が立地す る す る よ う に な っ た 。

震災直前 に お い て は ア パ レ ル や真珠、 清酒、 洋家具、 洋葉 子 な どが 「神戸」 と い う ブ ラ ン

ド を 生 か し 、 観光産業 と の相乗効果 に よ り 、 付加価値 を 高 め つ つ あ っ た 。

し か し 、 震 災 は こ の変革の流れ を 立 ち き っ た かの よ う に 思 わ れ る 。 関 5 は 神戸 と 同 じ港

湾都市 で あ る 横浜 を 擁 し た神 奈川 県 と 兵庫県の 産業構造の推移 を 比較 し た も ので あ る が、

こ れ に よ る と 、 神奈川 県が製造業か ら サ ー ピ ス 業へ の 構造変化 を 順調 に進 め て い る の に対

し て 、 兵庫県 は サ ー ビ ス 業の シ ェ ア を 低下 さ せ、 構造変化 の 流 れ に 逆行 す る 動 き を 示 し て

い る 。 復興過程 に お け る 何 ら か の 要 因 が、 本来進 む はずで、 あ っ た 産業構造の 転換 を 逆 に 遅

ら せ た の で は な い か と 疑わせ る 。

こ の現象の背景 に は 、 こ れ ま で、 の 産 業復興政策が、 被災企業への融資 な ど既存企業 を 中

心 と し た も の で あ っ た こ と が第 l の 原 因 と し て挙 げ ら れ る だ ろ う 。 平成11年度予算 ま で に

( 凶 5 ) 兵庫県 (上) と 神奈川県 (下) の産業構造

H{i手'1J6j{ド

平成 3 年

平成 8 {ド

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

H百平1 161#二

平成 3 年

平成 8 年

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

-圃農林漁業
醐鉱業
囚建設業
口製造業
翻活気.ii7. .熱供給.;]\送業
四運輸・通信業
国卸業・小売業、 飲食庖
障費金融・保険業
匡ヨ不動産業
仁コサービス業

圃園農林漁業
醐鉱業
回建設業
にコ製造業
隆翠電気・ガス・熱供給・水道業
rJJIjJJ運輸・通信楽
団卸業・小売業、 飲食宿
臨璽金融・保険業
圏不動産業
仁コサービス業
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産業復興の た め に投 じ ら れた 公的 資金は 1 兆2957信、 円 に 上 る が、 う ち 9720億 円 は被災企業

へ の 融 資 で あ っ た ( た と え ば、 安 旧 ・ 内 河 ・ 永松 (2000) 参照) 。 し か し 、 そ の こ と ばか

り が原 因 と も 忠 わ れ な い 。

第 2 に 、 よ り 重要 な の は復興格差の存在 で あ る 。 そ れ は鉱工業 に 対 し て 観光 、 小売業、

サ ー ピス 業 な どの設興が遅 れ て い る と い っ た 業種 間 格差 と し て だ け で は な く 、 大企業 に 対

し て 中小企業の復興が遅れて い る と い う 事業規模 開 の格売 と し て存在 し て い る し (阪神 ・

淡路産業復興推進機構 ( 1 998) ) 、 ま た そ う し た現象が 一部の地域 に お い て 色 濃 く 発作 し て

い る と い っ た 地 域 開 の 格差 と し て も 存在す る 。 産業構造 の 歪 み は こ う し た復 興格差が表面

化 し た も の と 考 え ら れ る 。

で は 、 な ぜ こ の よ う な 格差が生 じ た の か。 モ デル で示 し た様 に 震災 の 直接 的 影響 は資本

ス ト ッ ク の破壊であ る か ら 、 程度の差 は あ れ ほ と ん どの企業が被害 を 受 け て い る 。 そ こ か

ら の復興 に お い て 製造業、 あ る い は 大企業 の 立 ち 直 り が早 い と い う の は 、 そ れ ら が 日 本全

問、 あ る い は 世界 と い う 震災の影響か ら ほ と ん ど無縁のマ ー ケ ッ ト を 対象 と し て い る か ら

で あ る と 思 わ れ る 。 逆 に小売、 サ ー ビ ス 菜、 な い し は 中小企業 は 、 ほ と ん どが被災地 内 を

マ ー ケ ッ ト と し て い る か ら 、 先 の モ デル で示 し た よ う な 被災地の市場規模縮小の ダ メ ー ジ

を 夜譲被 っ た 。

こ の こ と は 図 6 を 見 る と よ り 鮮明 に な る 。 小売業 を 例 に と っ て み る と 売上 高 の 回復率は

人 口 の 回復率 と 明 白 な 相 関 関係が存在す る 。 こ れ は ま さ に被災地の市場規模の縮小が産業

復興 を 闇害 し て い る こ と の証 明 で あ ろ う 。

(間 6 ) 人 口 と 販売 高の散布図
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4 . た く ま しい被災地家計

被災地の家計行動 に つ い て は 永松 (1999) 、 林 ・ 松浦 (1999) な どがい く つ かの興味深い

発見 を 行 っ て い る 。 す で に モ デル で示 し た よ う に 、 被災地経済 を マ ク ロ 的 に考 え た 場合、

需要が低迷す る 要因 と し て考 え ら れ る の は 、 住宅の倒壊、 そ の再建の た め の 負債増加 と い っ

た 家計保有資産の減少、 そ し て 人 口 の 減少、 被災地経済の低迷 に よ る 所得 の 低迷 な どであ る 。

し か し な が ら 、 非常 に 逆説的 で は あ る が、 個 々 の被災家計は平均 的 に み れば決 し て消費

を 減 ら し て は い な い 。 そ れ ど こ ろ か、 所得、 資産 と も に震災前 の 水準 を 上 回 り 、 む し ろ 消

費 は拡大 し た額向す ら 見 ら れ る 。

例 え ば永松 (1999) は 、 マ ク ロ デー タ を 用 い震災が家計資産 に 与 え た影響 を 論 じ て い る が、

住 宅 な どの実物資産 も 預貯金残高 も 震災以後増加 し て お り 、 一方で負債 は そ れほ どの増加

を 見せ て お ら ず、 被災地 に お い て 家計保有資産が減少 し た と は か な ら ず し も 言 え な い こ と

を 論 じ て い る 。 ま た、 林 ・ 松浦 (1999) は総務庁家計調査 な ら びに貯蓄動向調査 な どの ミ

ク ロ デー タ を 用 い て 同様の分析 を 行い 、 永松の分析結果 に ほ ぼ一致 し た結論 を 得て い る 。

図 7 は被災地 (神戸市、 伊丹 市、 西宮市) と 大坂 ilî に つ い て 、 消費支 出 の 世帯平均 を 月

次で集計 し た も の で あ る 。 折 れ線 グ ラ ブ がそ の推移 を 示 し て い る 。 大阪市 は 震災の被害 を

ほ と ん ど受 け て お ら ず、 ま た 同 じ 関西割 に 属 す る 大都市 と い う 点 で 、 震災以外の諸条件 は

被災地 と 同 一だ と 考 え ら れ る 。 な お 、 集計世帯 数 は 集計年 月 、 地域 に よ っ て 異 な る た め 、

棒 グ ラ フ で示 し た 。

こ れ を 克 る と 震災発生時 l 月 に は被災地の泊 費 額 は大阪市 を 大幅 に 下 回 っ て お り 、 こ れ

は 商業施設の営業が事実上ス ト ッ プ し た こ と や 、 そ の 間義疑物 資 な どで被災者が生活 を 維

持 し て い た こ と の影響 と 考 え ら れ る c し か し な が ら 、 平成 ? 年 3 月 以降 は 一貫 し て被災地

(関 7 ) 消費支出客員の世帯平均 な ら びに サ ン プル数推移
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に お け る 消 費水準が大阪市の そ れ を 上 回 っ て い る 。 ミ ク ロ レ ベ ル で見 た場合、 家計は決 し

て 消 費 支 出 を 減少 さ せ て お ら ず、 む し ろ 増加 さ せ た の であ る O

も ち ろ ん こ の結 果 は 、 サ ン プル 世帯数の影響か ら 無縁で は な い だ ろ う O 震 災時 は調査票

への 回答が不可能 な 世帯が続出 し た た め 、 棒 グ ラ フ で示 さ れ る 様 に通常 よ り も は る か に 少

な い世帯 し か 回答で き て い な い。 し た がっ て こ の 数値 は 、 調査票 に 回答が可 能 な 程度 し か

し か し な が ら 、震災の被害 を 受 け て い な い 世帯 に 限定 さ れて い る と い う 制約 を 持 っ て い る 。

何 年 の 夏 ご ろ に は調査世帯数 も 概ね震災前の水準 に 間復 し て い る た め 、 単 に サ ン プル の 問

題で あ る と の批判 は 当 た ら な し ミ 。

そ れ で は な ぜ消費水準 は上昇 し た の だ ろ う か。 被災地 に お け る 勤労者世帯 に つ い て は 、

消 費 が増加 し た の と 同 時期 か つ 同程度 に 可処分所得 も 増大 し て い る 。 閉 じ デー タ で消 費 関

数 を 推計 し た と こ ろ 、 震災前後で そ の パ ラ メ ー タ に 有意 な 変化がな い と い う 結論 も 得 ら れ

て い る こ と か ら 、 被災家計の消費行動 は 、 震災 に よ っ て特 に 変化 し た と は 言 え な い の で あ

る 。

ま た 、 負 の資産効果 に よ る 消費低迷 と い っ た 現象 も 分析か ら は う かがえ な い 。 図 8 は家

計保有資産残高 の純額 (保有資産 か ら 負債 を 控除 し た も の 。 但 し実物資産 は 含 ま れ な い )

の推移 を 示 し た も の であ る が、 む し ろ 被災家計は震災後 に 大 き く 資産 を 増加 さ せ て い る の

で あ る 。

家計資産残高の推移
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所得増 や資産増 と い つ た 逆説的 な 現象 が な ぜ

ら な る 研研A究 を 待つ し か な し ミ 、O し カか、 し 、 1 つ だ け 説 明 を 加 え る な ら ば、 こ の現 象 は 産業復興

判パ」

と 同 じ く 、 すべて の 家計 に均等かっ安定 的 に党生 し て い る わ け で は な い。

被災地の 家計資産 に つ い て 、 年 間 世帯収入 1000万 円 以 と の高 所得崩 と 300万 円 以 下 の 低

所得層 に 分け て そ の推移 を み る と 、 高所得層 は94年末 か ら 97年末 ま ででお よ そ1000万 円 ほ

ど資産 を 増加 さ せ て い る が、 一方で、低所得層 は300万 円 ほ ど減少 さ せて い る 。 こ れ ら の デー
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タ か ら 得 ら れ た被災家計の資産配分の ジ ニ 係 数は 、 例年末 に は0 . 16であ っ た の が、 95年度

末 に は0 . 14 と 、 �E'L格差 は 減少す る も の の 、 何年末 に は0 . 20 と 大 き く 拡大 す る O こ の よ う

に 、 産業復興 と 同様 に 、 家 計の経済復興 に も 格差が見 ら れ る と い う こ と は 注意 し て お か ね

ばな ら な い 。

5 . こ れ か ら の し ご と の復興

上 に 見 た よ う に 、 被災家計は 震災か ら わずか半年後 に は 、 そ れ以前 を 上 回 る 消費 活動 を

見せて い る O あ れだ け の大震災 を 経験 し つ つ も 消費行動 に ほ と ん ど変化が見 ら れ な い と い

う の は 、 被災家計の た く ま し さ を 示 し て い る と 言 え よ う 。 も し も 家計単位で の 経済規模の

縮小が発生 し て い た な ら ば、 今 日 の被災地経済 は よ り 深刻 な 状況で あ っ た だ ろ う 。

こ う 見 て く る と 、 被災地の 雇用低迷、 言 い 換 え る な ら ば被災地経済低迷 の 要 因 の 多 く は 、

被災地の 人 口 減 に 起 因 す る も の が大 き い と 思 わ れ る O 神戸市 だ け に 限 っ て み る と 、 震災直

前ー か ら 比較 し て い ま だ 3 万人 ほ とミの 人 口 が失 わ れ た ま ま な の で あ る 。 も ち ろ ん 、 雇用 の 減

少 は 一方 で 人 口 の減少 を 促す だ ろ う か ら 、 一概 に ど ち ら が涼 因 で ど ち ら が結果であ る の か

を 断定 は で き な い し 、 ま た そ の必要 も な い。 あ く ま で重 要 な こ と は 、 雇 用 減→ 人 口 減→雇

用 減 と い う 悪循 環 を 断 ち 切 る こ と な く て は 、 被災地 の 雇 用 問題 は 根本的 な 解決 を み な い と

い う こ と な の で あ る 。

被災地経済 は 、 震災直後か ら 3年 龍 、 復 旧復興の特需 に う る お っ た 。 こ の 間公的資金の

投入、 イ ン フ ラ の復 i 日 を は じ め と す る さ ま ざ ま な 支援策がな か っ た な ら 、 被災地の復興は

お ぼつ か な か っ た で あ ろ う 。 し か し 、 皮 肉 な こ と に 、 公的支援に よ る 復興 需 要 は少 な く と

も 2 つ の 副 作用 を も た ら し た 。 そ の 1 つ は 、 第 4 節 で若干説明 し た よ う に 、 復興の過程 に

お い て被災地経済 に さ ま ざ ま な 格差が拡大 し た こ と であ る 。

も う l つ は 、 復興需要 に よ る 被災地経済 の 一 時 的 回復が、 本来進め な け ればな ら な い 産

業構造転換の ベ ー ス を 遅 ら せ、 被災地経済再生へ の方 向 を 見失 わ せ た 可能性があ る こ と で

あ る 。 復興需要が一巡 し て よ う や く 構造問題が厳 し い姿 を 現 し た い ま 、 被災地経済 は 本格

的 に 世界市場 に ど う 立 ち 向 か っ て い く か、 どの よ う な 産業で付加価値 を 生産 し て 地域の暮

ら し を 支 え て い く の か 、 どの よ う な し ご と を 地域の 人 々 に提供 し て い く の か 、 と い っ た 向

い に正面か ら 取 り 組 ま な け れ ばな ら な い。
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担い手の復興一一帯民主導社会への麟動
神戸新聞情報科 学研究所副所長 松本 誠

1 . “ ;f ラ ン テ ィ ア讃歌刊 か ら 「新 しい市民社会」 の胎動へ

阪神 ・ 淡路大震災の年、 1995年 は 後 に 「 ボ、 ラ ン テ ィ ア 元年J と 称 さ れ た 。 ボ、 ラ ン テ ィ ア

は 、 こ の震災で 初 め て登場 し た わ け で は も ち ろ ん な い し 、 さ ま ざ ま な 形の ボ ラ ン テ イ ア 活

動 は近年 ひ ろ が り を みせ、 と り わ け1990年代 に 入 っ て か ら は市民運動、 市民活動 と し て 多

種多様 に急速 な展 開 を みせ て い た 。

こ の 震災で ボ ラ ン テ ィ ア が説 日 さ れ た の は 、 災初期の被災地 に 集 中 し た 160万人 と い

う 膨大 な ボ ラ ン テ ィ ア の 数 だ け で は な く 、 災害発生直後 に機能不全 に 陥 っ た 行 政 に 対 し て 、

I�j 分の判断で 自 由 に行動 で き た ボ ラ ン テ ィ ア た ち が、 行政 に は で き な い 、 あ る い は 難 し い

行動 を 多彩 に展 開 し て 、 急場の被災者救援 ・ 支援 に 行 政 を 越 え る 大 き な サ ー ピ ス を 提供 で

き る 主体 と し て認め ら れた か ら だ っ た 。

こ う し た震災時の市民活動 の 立 ち ヒが り は 、 5 年 の 聞 に そ の機能 と 役割 を さ ま ざ ま に 変

化 さ せ な が ら 、 震災復興の大 き な 担い手 と な っ て社会的 ウ エ ー ト を 増 し て き た 。 震災復興

は被災地外か ら の支援ボ ラ ン テ ィ ア だ け で な く 、 被災地 内 の 市民活動や被災者 自 ら が広範

な 住民主体の ま ち づ く り へ動 く こ と に よ っ て 、 社会の担い千の構造 を 根底 か ら 揺 さ ぶ っ て

き た 。 90年代 に 入 っ て 全国 的 に は市民主導社会の砧 芽が各地で生 ま れて い た が 、 行政主導

色 の 強 か っ た 神 戸 市 、 兵庫県 に お い て も 震災 を 契機 に よ う や く 市民が社会の担い手 と し て

意識 さ れ、 震災直後の混乱期j は も ち ろ ん 、 そ の授 の復興過程 で も 実践面で市民の活動が大

き な存在!惑 を も つ こ と が認め ら れ は じ め た 。

震災か ら 5 年 間 の復興時期 は 、 歴 史 的 に み て も 世界 も 日 本 も 世紀末 に ふ さ わ し い政治、

経済、 社会の大転換期 と 重 な っ た 。 と り わ け 臼 本社会 に お い て は 、 明 治以 i時根 強 く 続い て

き た 中 央集権 と 行政主導の政治 ・ 経済 ・ 社会 シ ス テ ム か ら 、 r1J>民 主導の分権型社会 に 転換

し て い く 入 り 口 に 立 っ て い る 。 社会の担い手構造 に 、 大 き な 変化が始 ま ろ う と し て い る か

ら であ る 。 21世紀 に 幕 開 く と い わ れ る 「新 し い市民社会」 の担い手 と し て模索 し 、 復興 と

新 し い社会 シ ス テ ム の構築 に 影響 を 与 え て き た 市民 ・ 住民活動の 経緯 を 、 震災復興 と ま ち

づ く り の担い手の側面か ら 軌跡 を た ど っ て み る 。

2 . 被 災地にお け る 市民活動、 5 年開の軌麟

震災か ら 5 年 需 に お よ ぶ復 旧 ・ 復興の展 開 の 巾 で 、 被災地で市民 ・ 住民 の 動 き は大 き な

変 化 を 見 せ た 。 ま ず、 そ の変化 を 概観 し て み た い 。

内 と 外か ら の 自 覚 め

震災亘後 の 市民 ・ 住民 の動 き は 、 2 つ の 側 [flîか ら こ れ ま で に な い顕著 な 行動 を 見せ た 。
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一つ は 、 地震直後の激震地 の修羅場の 中 で、 避難 と 緊急救出活動 な ど に 被 災者住民 自 身

が見せ た助 け合い と 相互扶助 の行動で あ る 。 火災や、 生 き i里め に な っ た 隣人の救出 、 緊急

避難先で叡 り 合 え ず励 ま し 合 い 、 助 け 合い、 分か ち 合 っ て 生 き 延 びた体験 は 、 行政 を は じ

め と し た さ ま ざ ま な 生活サ ー ピ ス に依存 し た “ お ま かせ" 体賀で は 、 非常時 に は生 き 抜け

な い こ と を 知 っ た 。 あ ら た め て 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の大切 さ を 思 い知 っ た 時期 だ っ た 。

も う 一つ は 自 然発生的 に 沸 き 上が っ た 、 被災者救援 ・ 支援の ボ ラ ン テ イ ア の う ね り だ っ

た 。 全国 か ら 駆 けつ け た ボ ラ ン テ ィ ア た ち は 、 震災直後の 緊急災害救援活動が一段落す る

と 、 避難所 を 中 心 と し た被災者の避難生活の支援活動 に 重点 を 移 し 、 5 、 6 月 ご ろ ま で続

く 。 並行 し て 建設 さ れ た 4 万8 ， 300戸 の応急仮設住宅へ被 災者が移動す る と 、 夏 ご ろ か ら

は仮設住宅の被災者の生活サ ポ ー ト 活動 が始 ま る 。 同 時 に ガ レ キ の撤去 を 終え た被災地の

ま ち づ く り へ地域住民が動 き だす の に 合 わ せ て 、 さ ま ざ ま な 専 門 家や 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア な

ど に よ る 住民主体の ま ち づ く り 支援活動 も 始 ま っ た 。

復興 2 年 日 の何年 に 入 る と 、 仮設住宅の生活支援が本格的 に 始 ま る と と も に 、 孤独死 の

続発や 仮設暮 ら し が長期化す る 見通 し の 中 で 、 被災者の “見守 り 態勢" が課題 に な り 、 ボ

ラ ン テ イ ア の 支援体制 も 仮設住宅が大量建設 さ れた 郊外の地元住民 と 、 専 門 的 に仮設支援

す る NGO、 NPO が 中 期 的 な 支語体制 を 整 え 始め る 。 他方、 被災者の生活再建への公的支

援の拡大 を 求め て 中 央政府 に 対す る 市民 と 被災者の運動が盛 り ヒが り 、 災 害被災者等支援

法 を 市民 ニ 議 員 立 法 に よ り 成立 さ せ る 運動 が 自 治体 を 巻 き 込 ん で、広 がっ た 。

市民の役割分担の意識へ

3 年 巨 の97年 に 人 る と 、 復興住宅への移転が始 ま る と と も に仮設住 宅 の高齢化が--層 進

ん で 、 新 た な 支援策が求め ら れ る よ う に な っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア に 頼 っ て い た仮設住 宅 の 生

活支援 に 、 行政側 も 生活支援 ア ド バ イ ザー や 生活復興相談員 な とぐの体制 を 整 え は じ め 、 市

民 ボ ラ ン テ イ ア の活動は次第 に 、 ニ ー ズ対 応型か ら 行政 と 市民の役割分担 を 意識 し て長期

的 な復興支援 の 中 で の市民活動 団体の役割 を 考 え 始め る 。 置 き 去 り に さ れて い た 県外避難

者 の 問 題 や 、 政治問題化 し た ll'_活再建資金の公的支援 を 求め る 運動 を 通 じ て 、 市民活動 と

行政の ス タ ン ス の 違 い と と も に 、 共 同 歩調 を と っ て い か ね ばな ら な い こ と な ど も 明確 に

な っ て き た 。

こ の こ ろ す で に 、 在住外国 人救援か ら 出 発 し た 多文化共生 を め ざす NGO や 地域 で の福

祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の支援活動 に取 り 組む グ ル ー プ、 地域 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ ー の再建 と

共 同居住の 取 り 組み を 支援す る 住民の ま ち づ く り 支援 グ ル ー プ、 文化 ・ 芸術活動 の 支援や

市民手づ く り の情報発信事業 に取 り 組 む 団体、 市民 ・ 住民活動 を 資金面 か ら 支設す る 助成

団体な ど、 こ れ ま で に 見 ら れ な い画期 的 な 市民活動 の 層 と 質 の 広 が り が芽吹い て い た 。

震災か ら 4 年 目 に な る 98年 に な る と 、 復興は “踊 り 場" 状況 に 入 る 。 被 災者 は す で に復

旧 ・ 復興 を な し 透 げ た 人 々 と 、 暮 ら し 再建の見通 し が立 た な い ま ま 取 り 残 さ れて い る 人 々 、

さ ら に こ う し た 人 々 の 中 間 で住 ま い や仕事、 心 の 痛手 を 未 だ 回 復で き な い に も かか わ ら ず、
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生活 再建支援金 な どの公的支援や さ ま ざ ま な 支援施策 の対象か ら 外れ た ま ま に な っ て い る

未復旧 中 間層一ーと い う “ 3 椋構造" が浮 き 彫 り に な る 。 住宅の復興 は 、 数字の う え で は

兵庫県の住宅復興3 カ 年計画 を 達成 し 震災前の戸数 を 回復、 被災地 で は 新築 空 き 家が 目 立

つ が、 人 口 の 回毎 は鈍 く 、 元 の 街 に 戻れ な い 人 々 の あ き ら め惑が募 っ た 。

こ う し た復興熔差が よ り 深刻 さ を 増 す 中 で、 不 況 の 追 い打 ち も 受 け た被災地経済の復興

頭打 ち も あ っ て 、 復興は足踏み状態 に 陥 っ たが、 他方 で は 、 新 し い市民社 会 の 仕組み づ く

り に 向 け た動 き がよ主体的 に 出 て く る 。 市民活動 を 杜会 の公共領域 に も 不可 欠 な 存在 と し て

法 的 に 認知 し た特 定非営利 活動促進法 (NPO 法) が市民参加 に よ る 議員 立法 で 成 立 す る

と と も に 、 「市民 = 議員 立法一! と い う 日 本の 国政史 土 で は 画期 的 な プ ロ セ ス を 経 て被災者

生活再建支援法 も 成立 し た 。

いずれ も プ ロ セ ス で は好余 曲折があ り 、 評価 に つ い て も 議論 は あ る が、 震 災 以 降顕著 な

動 き に な っ た 「市民が主役 と な る 社会 シ ス テ ム J へ向 け て の 大 き な 一里塚 に な っ た 。 被災

地 の 市民活動 も こ う し た流 れ を 反映 し て 、 震災 と 復興過程 の 中 で得 た教訓| や課題 を 次 の 時

代 に生 か し て い く 社会的仕組み と し て結実 さ せ て い く こ と を 意識的 に 追求 し は じ め る O 行

政 と の 連携 や パ ー ト ナ ー シ ッ プの あ り 方 な ど も 、 具体的 な被災者支援や住民主体の ま ち づ

く り の 中 で どの よ う に 生 か し て い く か に つ い て の議論 と 実践がは じ ま る 。

市民 と 行政の関係、 調野 に

そ し て 5 年 目 O 復興住宅への 移転が進み応急、仮設住宅の解消が 日 程 に の ぼ る 中 で 、 復興

の折 り 返 し点 と も い え る 震災か ら 5 年 日 の節 目 の年へ向 け て 、 99年 は 5 年 間 の復興 を 総括

し 、 6 年 目 以降 の 課題 を 明確 に す る “復興検証" が行政 だ け で は な く 、 市民活動団体の 中

で も 大 き な 課題 と し て取 り 組 ま れ た 。 兵庫県や神戸市が行 っ た行政サ イ ド の 検証 は 、 ど ち

ら か と い え ば 5 年 間 の復興の到達点 や今後の課題 を 探 る こ と に 重点が置 か れ た が、 市民活

動 団体の検証 は 残 さ れ た課題 に 目 を 向 け る と と も に 、 こ れか ら 迎 え よ う と す る 市民主導社

会 に 生 か し て い く 社会的仕組み の構築 を め ざ し 、 具体的 な 行動計画 ( ア ク シ ョ ン プ ラ ン )

の構築 に重点 を 畳 い て い る こ と に 特般があ る 。 復興体制 の 再編 と と も に 、 市 民 と 行i攻の 関

係 を 根底か ら 洗 い な お す こ と が、 ょ う や く 市民活動 の 側 で、視野 に 入 っ て き た の が、 こ の 時

期 の 特 徴 に な る 。

新 し い市民社会の r:þ で の市民セ ク タ ー の機能 と 役割 を 模索す る 中 で 、 倍 々 の市民 ・ 住民

活動 を サ ポ ー ト す る イ ン タ ー ミ デ イ ア リ ー ( 中 間 支援組織) の役割が重視 さ れ、 人材供給

や助成金 な どの資金提供 、 情報提供や ネ ッ ト ワ ー ク 組織 な ど、 そ れぞれの機能 を 担 う 団体

を 立 ち k げた り 、 従来 の活動団体が こ う し た 中 間支援組織へ衣替え し て い く 動 き が 目 立 っ

た 。 成熟社会 に お け る こ う し た 市民活動団体 を 支 え る 仕組みが、 震災直後 に は ほ と ん どゼ

ロ だ、 っ た被災地 に 、 こ こ 1 � 2 年で一挙 に 主体的 な 動 き があ ら わ れ、 活動 を 開始 し た の は

全国 的 に も 驚異 の 日 で見 つ め ら れて い る 。

当 初 の災害救援 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に つ い て も 、 地 震 だ け で な く 水害 な どの 在 然災害 も 含

78 第 同F�主 . jl l い 子の 復 興



め て全 国 的 な 災害救援 ボ ラ ン テ イ ア 組織が被災地 の 団体 を 軸 に立 ち 上 げ ら れ る 一方、 震 災

以 降 ロ シ ア や 中 国 、 メ キ シ コ 、 パ プア ニ ュ ー ギニ ア 、 ト ル コ 、 台湾 な ど20 カ 所ほ どの 国 際

的 な 災害救援活動 に 取 り 組ん で き た 。 住民主体の ま ち づ く り で も 、 都市計画 事業への対応

に と ど ま ら ず、 住民主体の 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を め ざ し た新 し い 地域 ま ち づ く り 組

織へ発展 し て い る 兵体的 な 動 き も あ ら わ れ て い る O

政治、 経済 ・ 産業の分野 に も 呂 向 け る

新 し い 市民社会の担い手 と し て の 萌芽 に つ な がる 動 き は 、 従来の市民活動 で は苦手の分

野 と さ れて い た 政治や経済 ・ 産業の分野 に つ い て も 、 市民活動 の 日 が向 け ら れ は じ め た こ

と が注 目 さ れ る 。

例 え ば、 神戸空港問題 な ど は震災当 初 は 政治的課題 と し て触 れ る の を 避 け る 市民 ・ 住民

団体や グ ル ー プが少 な く な か っ た が、 空港 と い う 開 発政策の 決定 プ ロ セ ス が住民投票問題

の登場 に よ っ て 市民意思の民主的反映の間一題 と し て受 け取 ら れ、 一気 に す そ 野 が広 が っ た

の も 、 そ の 一つ 。 住民投票条例 の 直接請求 や そ の後の選挙へ の 関 わ り 方、 選挙結果が示 し

た 民 意ー な ど は 、 地方分権への 動 き の加速 と も 相 ま っ て 、 政策選択や政治 決定 プ ロ セ ス の あ

り 方 に つ い て 、 日 常活動 の テ ー マ の …っ と し て 受 け と め る 市民 ・ 住民が少 し ずつ増 え て き

て い る こ と を 日正 明 し て い る 。

経済や 産業 に つ い て も 、 震 災 に 追 い打 ち を か け る 形の 不 況 と 合 わ せ た 深刻 な 雇用 ・ 経済

状況の 中 で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス の模索 に 象徴 さ れ る よ う に 、 市民の 側 で新 し い 「 し

ご と 」 の あ り 方や働 き 方、 産業社会の仕組み に つ い て 多彩 な 議論 と 実践が は じ ま っ て い る

こ と も 象徴 的 と い え る 。

も う 一 つ の 視点 は 、 「救援 ・ 支援す る 側」 と 「救援 ・ 支援 さ れ る 側」 の 関係 の 変化。

災 当 初 は救援 ・ 支援 ボ ラ ン テ イ ア が一方的 に 手 を 差 し 延べ、 支援す る 慨 と 支援 さ れ る 慨 が

同 定 し て い た 。 支援の 目 的 も 被災者の ニ ー ズ に応 じ て 生活支援サ ー ビ ス を 提供す る こ と か

ら 、 被災者 自 身が r 1:1 立」 し て い け る 条件 を つ く り だす こ と に 力 点 を 移 し は じ め た 。 全体

と し て は支援者の エ ン パ ワ ー メ ン ト に は 目 ざ ま し い 成果があ っ た が、 被災者 自 身 の エ ン パ

ワ ー メ ン ト が どれ だ け 罰 ら れ た か に つ い て市民活動 グ ル ー プの 間 で も 反省 す る 戸 も あ る が、

他方、 一 部 の 地域で は 支 え る 側 と 支 え ら れ る 側 が時 と 場合 に よ っ て 立場 を 変 え な が ら 、 相

互扶助 的 な 地域 の 支 え 合 い の仕組み を 生 み 出 し て い る と こ ろ も 見 ら れ は じ め た 。

こ う し た 5 年 詞 の市民 ・ 住民活動 の 展 開 を 、 も う 少 し具体的 に み て み よ う 。

3 . ボ ラ ン テ ィ ア元年一一市民活動の層 と 量の 肱 が り の 中 で

震災後、 被災地 に 駆け つ け た 救援 ボ ラ ン テ ィ ア の 数 は 、 兵庫県の推計 だ け で も 2 か 月 で

100万人、 5 か 月 で122万人 に 達 し た 。 学校や公固 な ど避難所で の被災者の 世話、 救援物資

の轍入 ・ 搬出 ・ 仕分け の 手伝 い 、 炊 き 出 し 、 水汲み や仮設住宅の暮 ら し の サ ポ ー ト 、 地域

活動 の サ ポ ー ト な ど、 地域社 会 と 行政が機能不全 に 焔 っ た 日 常 の仕組み を 捕完 し た り 、 行
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政が対応、で き な い部分 を 担 っ て被災者の生活 を 下支 え し た 。

こ う し た役割 を 担 っ た ボ ラ ン テ イ ア の大半 は 、 未曾有 の 災害 を 目 の 当 た り に し て 「何か

自 分 に も 役立つ こ と は な い か」 と い う 思 い で 、 自 然発生的 に駆けつ け た 若 い 人 た ち が中 心

だ、 っ た。 当 初 、 押 し 寄せ る こ う し た ボ ラ ン テ イ ア を 行 政 は 受 け 入れ る 余力 も 体制 も な か っ

た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の 多 く は 、 何 の 千引 き も 案内 も な い ま ま に 、 自 ら の働 き 場 を 求め て被 災

地の現場 に 出 て 、 救援ニ ー ズ の把握 に 努 め た 。 そ の う ち に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の コ ー デ イ

ネ ー ト 機能 を 持つ 民 間 の 活動 グ ル ー プの 自 主的 な 取 り 組みや行政 と の連携活動が始 ま り 、

民 間 の 主導 に よ る 行政機能の補完や地域社会の 互助機能の サ ポ ー ト に 、 大 量 の ボ ラ ン テ ィ

ア が従事す る こ と に な っ た 。

補完機能 か ら 独 自 分野の開拓へ

こ の 時期 の 災害 ボ ラ ン テ ィ ア の動 き に つ い て の調査所究 レ ポ ー ト は少 な く な い。

1 月 末 か ら 3 月 末 ま で の避難救援期 に は 、 震災で機能 し な く な っ た地域の社会 シ ス テ ム

を 補 う 「補完的機能」 を 救援 ボ ラ ン テ イ ア が一 時 的 に 果 た し た (注 1 ) 。 さ ま ざ ま な 社 会 サ ー

ピ ス を 提供す る ラ イ フ ラ イ ン や市場 ・ 行政サ ー ピ ス が震災で機能 し な く な り 、 と く に ラ イ

フ ラ イ ン の途絶は快適 な 都 市 の 日 常生活 を 根底 か ら 突 き 崩 し た 。 水汲み 、 風 呂 、 食事、 救

援物資 の 配給 な ど衣食住の 3 要素 を 支 え る 活動 に寝 食 を 忘れて取 り 組ん だ 。

震災か ら 1 � 2 週 間 ほ ど経 っ て 初 期 の混乱期 を 脱す る と 、 ボ ラ ン テ イ ア 側 の 活動 は 独 自

の 分野 を 開拓 し て い く 。 避難所で は被災者の 自 治組 織がつ く ら れ は じ め 、 行 政の組織体制

も 捕強 さ れ て 企業活動 の一部 も 活動 が戻 っ て く る 。 行政の対応が整わ な い と こ ろ や 、 被災

者の 自 治組織 の 弱 い と こ ろ で は 、 行政機能や 白 治機能 を 肩代 わ り す る 役割 も いぜん大 き い

が、 ボ ラ ン テ イ ア た ち は災害時 に予測 で き な か っ た さ ま ざ ま な 救援 ・ 支援 ニ ー ズ を 掘 り 起

こ し て い く 。 避難所の運営や高齢者 ・ 障害者 ら の病院への送迎 、 仮設住宅への ヲ | っ 越 し の

手伝い 、 ガ レ キ の撤去 な ど、 個別被災者の ニ ー ズ に 合 わ せ た 多彩 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 が手

さ ぐ り で続 け ら れ た 。 既存の情報子段 が ま っ た く 使 え な く な っ た 中 で 、 地域で被災者の ニ ー

ズ を 満 た す 生活情報 を 手づ く り の ミ ニ コ ミ 紙 な ど に よ っ て提供 し て い く こ と も 、 大 き な 役

割 を 果 た し た 。

長期支援体制 と 地元化の進展

ラ イ フ ラ イ ン が回復 し 、 全半壊 を 免 れ た 白 宅へ被災者が戻 り 、 応急仮設住宅への入居が

始 ま る 5 、 6 月 に な る と 、 仮設住宅 の生活支援や住民の復興 ま ち づ く り への 支援が始 ま っ

た 。 応急仮設住宅 は 兵庫 県の被災者向 け に 4 万8 ， 300戸建設 さ れ た が、 立 地 条 件 の 不 便 さ

や居住環境の劣悪 さ な ど に 加 え 、 超 高齢社会 を 先取 り し た よ う な 居住者構成 の 中 で、 さ ま

ざ ま な 生活 サ ポ ー ト な し に は暮 ら し を 維持で き な か っ た 。

ボ、 ラ ン テ ィ ア グ ル ー プは さ ま ざ ま な ニ ー ズ に対応 し て仮設暮 ら し を 支 え る 活動 を 立 ち t

げる と と も に 、 仮設住宅が建設 さ れた 郊外の 地元住民 に よ る 仮設支援 ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動 が

急速 に 輪 を 広 げた 。 地 元 ボ ラ ン テ イ ア は 自 治会や婦 人会 な ど既存組織や学校 の 生徒 ら がヰ
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心 に な り 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動 の 地域定着の き っ か け づ く り に な っ た 。 こ の こ ろ に は す で に 、

震 災 産 後 に 全 国 か ら 集 中 し た ボ ラ ン テ ィ ア の 大半 は 撤収 し 、 長期 的 支援体制 を 整 え た グ

ル ー プ と ボ ラ ン テ イ ア の地元化が顕著 に な っ た 。

震災か ら 2 年 目 に 入 る と 、 孤独死 な どが相次い だ仮設住宅の 中 期 的 な 支援が本格化 し 、

仮設住宅 の 自 治会づ く り や居住者の ふ れあ い を 高め る 仮設 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に ソ フ ト

面 で の サ ポ ー ト が さ ま ざ ま に 工夫 さ れ た 。

ボ ラ ン テ ィ ア 団体 も 次第 に 機能分化 し は じ め 、 活動 日 標 を 明確 に し た グ ル ー プが こ の 時

期 に 立 ち 上 がっ て い く 。 地元 NGO 救援連絡会議 か ら 仮設支援 NGO 連 絡 会 が独 自 の 活動

を 開始。 仮設住宅の支援 で は 、 が ん ば ろ う 神戸や週末 ボ ラ ン テ イ ア 、 元気村 な どの 団体が

息長 く 支援活動 を 続 け た 。 外 国 人救援 ネ ッ ト 、 神戸復興塾、 ドM わ い わ い 、 多文化共生セ

ン タ ー 、 ア ジ ア タ ウ ン協議会、 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト 、 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な どのユ

ニ ー ク な グ ル ー プが立 ち 上が っ た の も こ の こ ろ で あ る 。

4 . 住民主体の復興 ま ち づ く り- 2 つの担い手 と 3つの タ イ プ

つ ぎ に 、 市民、 住民の動 き を 、 復興 ま ち づ く り の現場か ら 見 て み よ う 。

震災直後か ら 半年 ぐ ら い に か け て 、 神jゴTli 内 だ け で も 百 近 い 「 ま ち づ く り 協議会」 が生

ま れた 。 震災前 に は 、 市 の 条到 に も と づ く 認定協議 会 は 休眠 協議会 も 含め て 12 カ 所。 認定

さ れて い な か っ たが、 実 質 的 に は地域住民の ま ち づ く り 組織 と し て 活動 し て い た と こ ろ を

含め て も 30 カ 所足 ら ずだ っ た 。

震災後 に …挙 に増 え た の は 、 i直 後 に 行 わ れ た 区画整理や 再開発の 電撃 的 な 都市計画決定

への動 き に対す る 反発が、 黒地地区 (都市計画事業地区) 住民 に 火 を つ け た 。 住民 に何の

栢談 も 協議 も な く 、 行政が勝手 に 地域 に 線引 き し 、 減歩 を 割 り 当 て 、 自 主 的 な 住宅の再建

を 制限 し た こ と に対 し て 「家、 財 産 、 肉 親 を 失 っ た う え に 、 行 政 に よ る “ 2 次震災" の 追

い 打 ち 」 と い う 反発で も あ っ た 。 こ う し た 反発 の rfl で行 わ れた震災 2 カ 月 後の都市計 画決

定 は 、 住民の “ 自 衛本能" を 呼び起 こ し 、 計画 に対す る 異議 申 し 立 て や計画変更へ の 立 ち

上が り の 必 要 か ら 住民組織の結成へ と 進ん だ。

も ち ろ ん 、 都市計画事業区域のすべ て で 、 ま ち づ く り 協議会の 自 発的 な 立 ち 土が り を 生

ん だ わ け で は な い 。 住民の 側 がほ と ん ど 自 発的 な 対応力 を 発揮で き な い地域で は 、 事業推

進 の た め に 必 要 な 住民 の “ 受 け 皿 " 組織の結成 を 行政側 が地域の有力者や ! 日 米 の 地縁組織

な ど に働 き か け て 、 協議会が発足 し た と こ ろ も あ る 。

住民主導型 と 事業の受 け皿型

ま ち づ く り 協議会の担い手 は 、 大 き く 分け て 2 つ に分かれ る 。 一 つ は 住民主体の志向性

が強 く 、 地域、 住民主導型 で 、 行政 と も 一定の対時 を し な が ら 、 専 門 家や ま ち づ く り ボ ラ

ン テ ィ ア な どの 支援 を 独 自 に 得 て 、 わ がIJJJ の あ り 方 に つ い て 白 発的 、 内 律 的 、 主体的 な 活

動 を め ざ し て き た 協議会。 行 政 の 立 て た 事業計画や進め }j に真正面か ら 異議 を 唱 え つ つ 、
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独 自 の対案 を 出 し て住 民 を ま と め て 、 個別事業 に取 り 組ん で き た 地域が多 い 。 長田 区 の 真

野地区や 野 田 北部地区 、 須磨区 の西須磨 地 区 、 千歳地 区 、 東灘区 の森南地区 、 芦屋市の 芦

屋西部地 区 な どがそ う し た 類型 に あ た る 。

こ う し た 地域の担い手 は 、 2 つ の タ イ プ に 分か れ る 。 一つ は 震災 前 か ら 住 民主体の ま ち

づ く り 活動 に手 を つ け て い た と こ ろ で 、 旧 来 の “行政下請け型" の 自 治会活動か ら 脱皮 し

た り 改革の動 き がで る ゐ方、 新 し い タ イ プの地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り の模 索 を は じ め て

い た と こ ろ に 、 震 災 と 遭遇 し た 。 自 治会 な どの 「地縁」 団体の リ ー ダ ー ら を 中 心 に し な が

ら も 、 復興支援活動 に 取 り 組む 「知縁J 的 団体 (後述) や 地域外の 専 門家 や ボ ラ ン テ イ ア

を 受 け 入 れ て 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 主導型 の活動 を 展 開 し た 。

も う 一つ の タ イ プ は 、 震災で 旧 来 の 高齢 自 治会役員 ら がい ち 早 く 避難 し た り 、 な ん ら の

対花、 も で き な か っ た 地域。 こ こ で は 降 り か か る 火の粉 に対応す る た め に 、 地 域 内 の住民の

中 で何 ら か の 市民活動 に 取 り 組ん で い た り 、 活動経験が豊 か な 住民 を 中 心 に ま ち づ く り 協

な どの 新 し い 地域組織 を 立 ち 上げて 、 鯵羅場 に あ っ た 地域の担い手 に な っ た と こ ろ O

森南地 区 や 琵 琶 町 、 芦屋西部地 医 な どがそ う し た 地域 に あ た る O こ れ ら の地域で は 市民運

動型の 自 由 な 発想、 を も ち 、 行政や地域の し が ら み か ら 比較的 自 由 と 自 立牲 を も っ て 、 ひ と

味 違 っ た 活動 を 展 開 し た 。

数あ る 神戸 市 内 の ま ち 協 の 中 で も う 一 つ の 担 い 手 は 、 住民測 か ら 自 然発 生的 に 活動 が生

ま れた と い う よ り 、 都市計画事業の “受け皿" と し て行政側 が 出 来 の地域の有力者や地域

組織の代表 ら に働 き か け て 生 ま れ た 、 ど ち ら か と い え ば “行政依存型" の ま ち 協。 も と も

と 神戸市方式の ま ち づ く り 協議会 は 、 地域の 自 治会や婦人会、 商庖街な ど の 既存地域団体

に基盤 を 置 き 、 ま ち 協 の 総織 を 既成地域団体の横断組織 と し て位 量 づけ て い た 。 加 え て ハ ー

ド詞の事業 「参加」 の 受 け皿 と し て の機能 を 中心 に 求め た こ と も あ っ て 、 自 律的 、 白 発的

な ま ち づ く り 活動 の 継続発展 に は つ な が り に く い性格 を 持 っ て い る 。 「参加の事業」 に か

か わ っ た体験が、 次の本格的 な ま ち づ く り に主体的 に かか わ っ て い く と い う 展開 に つ な が

ら な い不幸 を 招 き がち で も あ る O

事業の進展につれ て求心力失 う

ま ち づ く り 協議会の活動 は 98年 ご ろ か ら 、 初 期 の 活発 な 動 き が薄 れ、 住 民 の 求心力 を 急

速 に失 っ た と こ ろ が多 い 。 と く に 、 区画整理事業地 区 で は 当 初 の計画案 に つ い て の行政 と

の交渉が一段落 し 、 事業計画 に 合意 し て仮換地指定や 道路、 公 聞 な どの基盤整備事業が進

展す る に つ れ て 、 自 に 見 え た 活動 が な く な っ た 。 換地 さ れた 土 地 に 自 宅 を 再建す る こ と に

よ っ て a段落 し た住民 に と っ て 「 や っ と こ こ ま で、来 た …」 と ほ っ と し た気分が広が っ た の

も や む を 得 な い 。 も と も と 事業への対応 を 主要課題 と し て取 り 組ん で き た の だか ら 、 事業

が “終了 " に 近づ け ば活動が停滞 し た り 、 開!苫休業状態 に な る の は 当然 の 成 り 行 き か も し

れ な い 。

し か し 、 本来 は ま ち の基盤整備 に メ ドがつ い た と き か ら 、 本格的 な 住 民 に よ る ま ち づ く
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り が必 要 に な っ て く る 。 元居 た ま ち に ま だ戻 れ な い住民。 虫食い状 に 残 る 狭小宅地 な ど膨

大 な 震災空 き 地への対応。 ま ち の住民構成 の変化や高齢化 に伴 う 、 新 し い 支 え 合 う 仕組み

づ く り や コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り な ど、 住民が取 り 組ん で、 い か な け ればな ら な い課題が山積

み に な っ て お り 、 ま ち 協 の 真価が陪 わ れ る の は こ れか ら に な る 。

震災後 の 地域 ま ち づ く り 組織 に つ い て 、 と く に 黒地地区の復興 ま ち づ く り の 第 l 段階が

終わ り 、 こ れ ま での ま ち 協 の役割 は 終了 し た と い う 見方があ る 。 複興都市計画事業 の 受 け

盟 と し て に わ か に 組織 さ れ た ま ち 協 は 、 も と も と 本絡 的 な 住民主体の ま ち づ く り 組織 と し

て ス テ ッ プ を 踏ん で き て い な い。 復興都市計画事業の第 l 段階 を 終 え た 地域 で は 、 本格的

な ま ち づ く り を 担 う ま ち づ く り 組織 を I か ら や り 置す 方 が よ い と い う 見方 で あ る 。 少 な く

と も 、 本格的 な ま ち づ く り への 求心力 を 失 い 、 力 量 を 発揮で き な い 組織 を そ の ま ま 本格的

な ま ち づ く り の担 い手 と し て認定 し て い く よ り も 、 地域住民の議論 と 合意 の う え で再 出 発

を 図 る こ と が求 め ら れ る 。

そ の よ う な 観点 に立 て ば、 む し ろ 灘、 東灘区や須磨 区 な どの 白 地地 区 (非事業地 区 ) で

活動 を 続 け て い る ま ち づ く り 組織の よ う に 、 事業化の方 向 が具体化す る 以前 の 初 動期 の ま

ち づ く り を 積極 的 に 支援 し て い く シ ス テ ム が こ れか ら の 課題 に な っ て く る 。 被 災地 、 と り

わ け神戸市 に お け る 「参加の ま ち づ く り 」 は 、 事業偏重型の ま ち づ く り と 指摘 さ れて い る 。

震災復興で き っ か け を つ か ん だ住民主体の ま ち づ く り の 貴 重 な 経験 と 動機づけ を 生 か し て

い く た め に も 、 白 地地 区 を 中心 と し た 初動期の ま ち づ く り 支援 に 力 点 を 置 き 、 黒地地区住

民の ま ち づ く り へ の 求心力 回復 に つ な い で い く 仕掛 けが求め ら れ て い る 。

5 . “担い手" の連携へ 2 つの課題

新 し い市民社会の担 い 手 を 規野 に置 い た市民 ・ 住民活動の力 を 高 め て い く た め に 、 い ま

直面 し て い る 大 き な 課題 は 「連携」 で あ る 。 こ こ で は 2 つ の連携の 課題 を 見 て み る 。

「地」 縁団体 と 「知」 縁団体の連携

一つ は 、 地域社会の担い手の核 に な る 自 治会 な どの地縁型団体 と 、 地域 を 越 え て普遍的

な テ ー マ に車 り 紺 ん で い る テ ー マ型市民活動団体 と の 連携 を ど う つ く っ て い く か に あ る O

後者 は 、 空 間 的 に は広域的、 あ る い は全 国 的 、 と き に は 国 際 的 な 活動 の 広 が り と ネ ッ ト ワ ー

ク を 持 つ 、 い わ ゆ る NGO、 NPO で、 地域に こ だ、 わ っ て 活動 す る 地縁型 NPO と 対比 し 「機

能型 NPOJ と い わ れ た り 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー に 対 し て テ ー マ コ ミ ュ ニ テ ィ ー あ る い は

知縁型 コ ミ ュ ニ テ ィ ー と も い わ れ る 。

先 に ふ れ た よ う に 、 被災地の ま ち づ く り や被災者支援活動 に 取 り 組 ん で、 い る 地縁型住民

組織の 中 に は 、 こ う し た 知縁団体の支援 を 受 け た り 、 連携す る こ と に よ っ て 地縁組織の持

つ 人材 や情若丸 タト部 と の ネ ッ ト ワ ー ク な どの 弱 点 を カ バ ー し て い る と こ ろ も い く つ か あ る 。

し か し 、 ど ち ら か と い え ば “外部団体" に対す る 警戒感や情報不足、 市民 ・ 住民活動 の連

鳴 に対 す る 理角手不足 な どか ら 知縁団体 と の連携 に 消極的 な と こ ろ が多 い 。
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う:11縁卜1:1体 は 、 環境問題や平和 ・ 人権、 高齢者、 障害者、 女性、 青少年、 子 ど も 、 国際交

貢献、 文化 ・ 志術、 教育 な ど多様 な テ ー マ に つ い て 専 門 的 な 市民活動 に 取 り 組 ん で お

り 、 震 災復興で も 仮設住宅の被災者や復興住宅 、 県外避難者、 外国人、 障害者、 地域福祉、

ま ち づ く り 活動 な ど に 対ーす る さ ま ざ ま な 支援活動 を 行 っ て い る O 活動 メ ン バー は ま ち づ く

り に 収 り 組 ん で い る そ れ ぞれ の地域団体の エ リ ア に 居住 し て い る 人 が少 な く な い が、 こ れ

ま で は そ う し た 人材 を 地域の ま ち づ く り 活動 に つ な い でい く 仕組み に 欠 け て い た 。

知縁i司体の 慨 で も 震災後の活動の 中 で 、 そ れぞれが取 り 組ん で い る テ ー マ を 具体的 に 実

L て い く た め に は 、 地域社会の新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り の 中 で具体化 を 図 っ て い く

こ と の重要刊 に 気づい た 。 地縁 団体の側 で も 、 住民主体の ま ち づ く り を 担 っ て い く 地域の

を パ ワ ー ア ッ プ し て い く た め に も 、 知縁団体で活動 し て き た 地域 の 人材 と 蓄積、 ネ ッ

ト ワ ー ク が不 日] 欠 に な っ て き た。 い わ ば、 市民、 住民活動が、 縦糸 と 横糸 を 織 り な す よ う

に 述指 し て い く こ と が、 支 え 合 う 地域づ く り や福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り 、 自 律で き る 地

を 形成 し て い く た め に重要 な 役割 を 果た す こ と が明 ら か に な っ て き た 。 西須磨や 野

1 1 ]北部、 J�!.野の ま ち づ く り 組織や東灘 ・ 地域助 け合 い ネ ッ ト ワ ー ク な どで は 、 こ う し た連

携の効果 を 意識的 に 追 求 し 、 成果 を 挙 げて い る 。

ト ワ … ケ づ く り か ら 中間支握組織の誕生へ

連携の 2 つ 目 は 、 rNI\:活動団体の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り O テ ー マ 別 に 活動 し て い る 市民活

I ，J]体は 、 個 々 の |せ|体の活動基盤 を 強化す る た め に も 、 市民セ ク タ ー と し て の力 量 を 高 め

る た め に も 、 ま た 情報 の 交流や協働 、 人材や資金の確保、 政策課題 の実現の た め に も 活動

同 体Il\j の ネ ッ ト ワ ー ク が必 要 に な る 。

p'{後 に は 阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議が震災救援 ・ 支援 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー

/の ネ ッ ト ワ ー ク 組織 と し て い ち 早 く 立 ち 上 げ ら れ、 j支援期 と 復興初期 の段階で重要 な 役

を 果 た し た 。 復興 ま ち づ く り で は 、 ま ち づ く り プ ラ ン ナ ー な ど を 中心 と し た市民 ま ち づ

く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 神戸市 ま ち づ く り 協議会連絡会 な どの ネ ッ ト ワ ー ク が活動 し た 。

p ご ろ か ら は住民 ・ 市民運動セ ン タ ー の構惣 や 生活復興 NPO 情 報 プ ラ ザ、の 試み の ほ か 、

な ili氏出動 体の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り が構想、 試行 さ れた 。

そ の け I か ら 、 目 的 が明確で具体的 な 分野 で い く つ か の 中 間支援組織 ( イ ン タ ー ミ デ イ ア

リ ー ) が生 ま れ た 。

活動 同体への助成団体 と し て rlî民活動 団 体 自 身 が立 ち 上 げ た 「 し み ん基金 ・ KOBEJ

は そ の 後特定非営利 活動法人 的PO 法人) の 認証 を 受 け て 、 活動資金の確保 に 悩 む被災

地の 市民活動 IJI体への 資金提供活動 に攻 り 組 ん で い る 。 「 市民 と NGO の 「防災」 国 際 フ ォ ー

ム 」 や 「 震 災 がつ な ぐ 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク J ( 震 つ な ) の :事務局 を 担 っ た 被 災地 NGO 協

七 ン タ ー は 、 こ の5年 間 に 世界20 カ 所で地震や 津波災帯が発生す る た び に 災害救援国 際

を 立 ち 上 げ て 救援活動 の事務局 と な っ た 。 震災直後 は 阪神 大震災地元 NGO 救援連絡

1 11 核 と し て ボ ラ ン テ イ ア の コ ー デ イ ネ ー ト を 行 い な が ら 、 仮設住宅の環境整備 を 支
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援す る 連絡会 を 組織 し 、 被災の現実 を 全国 に発信す る 「 ガ レ キ キ ャ ラ パ ン 隊」 を 派遣 し

全 国 の 支援者 ら と の ネ ッ ト ワ ー ク を つ く っ た 。 仮設支援活動の 巾 か ら は 「生 き がい プ ロ ジ

ク ト 」 の 事業 を 展 開 し 、 ヒ ッ ト 商品 に な っ た 「 ま け な い ぞ、 う J 事業 を 展 開 し た。 に ネ ッ

ト ワ ー ク づ く り を 意識 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心、 的機能 の役割 を 果 た し て 、 98年 に は と

NGO の 「防災」 国 際 フ ォ ー ラ ム の事業 と し て 「市民がつ く る 復興計画」 を つ く り 、 11

全毘25 カ 所 を キ ャ ラ パ ン し て フ ォ ー ラ ム を 開催、 被災地の体験の 共有 と 普遍化 を |ヌi る

に{故 し て い る 。

限神大震災地元 NGO 救援連絡会議の 1 部 門 か ら 独立 し た 「震災 。 活動記録室」 は 、

災 関 係 の 記録保存や震災情報の支援活動 に 寂 り 組 ん で い たが、 そ の 後震災情報 ボ ラ ン テ イ

ア と し て の活動 を 経て96年 6 月 に は 「震災 し み ん情報室」 に 衣替 え し 、 恒常化、 し

つ つ あ っ た 市民活動 を 支 え る 市民活動団体 を め ざ し た 。 市民活動 の情報ゼ ン タ ー機能や

流 . ;PJf修 ・ ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ ー な どの機能 を 模索 し な が ら 、 9911三秋 に は I rJi民活動 セ ン

タ ー ・ 神戸」 と し て独 自 の 中 間 支援組織の体制 を 敷 い た 。

い ま 被災地の 市民活動 間体の 問 で は 、 新 し い ネ ッ ト ワ ー ク の課題 と し て 、 地域でrlnむが

支 え 合 う 福祉事業や ネ ッ ト ワ ー ク を 担 う 組織、 故策提言活動や 市民活動 の 頭髄 を tl[ う r!i

シ ン ク タ ン ク の設立が構想 さ れて い る 。 いずれ も 市民活動 を 支援す る 中 間 支援組織 と し て

重要 な 役割 を 果 た す程織だが、 市民活動 の成熟期 を 展望 し な が ら 、 立 ち 上が り の ìli， し

の サ ポ ー ト セ ン タ ー を し の ぐ組 織 と し て議論 さ れて い る 。

6 . 模索す る 市民 と 行政のパー ト ナ ー シ ッ

市民 ・ 住民の 活動が新 し い市民社会の担い手 と し て 大 き な 役割 を 果 た す よ う に な っ た と

は い え 、 市民 と 行政の協働 関係が等 し く 機能 し な け れ ば、 市民 と 行政、 企 業 の 3 つ の セ ク

タ ー の連携が う ま く 行か な い。 そ の 試金石が 「パー ト ナ ー シ ッ プ」 ま た は 「協働」 の

であ る O

震災直後の大量 の ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 被災者の救援 ・ 支援活動 を 日 の 主 た り に し

県 は 、 地域社会 の 中 で住民 ・ 市民が 日 常 的 に ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 加 わ り 、 社会の担l し 、

一端 を 担 う よ う 、 復興基金 を 活用 し て 市民 ・ 住民活動 を 促す助成制度 を 相 次 い で、右Ij ri立 し た 1

4 年 半 に 及 ん だ フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン は 延べ480 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 グ ル ー プ の

ネ ッ ト ワ ー ク を 被災地 に 生 み 出 し 、 協 力 メ ン バ ー を 合め て4 ， 000人 tj、 仁の 人 た ち が活動 に

加 わ っ た 。 県 は助 成金 と 専 門 員 に よ る 情報提供 に よ っ て そ の 活動 を 支 え た 。 kttセ ン タ 』

を 拠点 に し た 元 気 ア ッ プセ ミ ナ ー の 開催助成nllJ 度 、 f友興県 民 ネ ッ ト な ど を 通 じ た 1)二

NPO 情報 プ ラ ザ の 運営 、 あ る い は コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス の 立 ち ) . げ資金 の 助 成 交 を

創 設 し 、 公 開審査 に よ り 10団体 に 3 ， 000万 円 を 一挙 に助 成 し た 。 資 金 IfÜ で、 |右 民活動 を

す る こ と に よ っ て市民的動団体 と のパ ー ト ナ ー シ ッ プ を っ く り 出 そ う と し た 。

被災者 ・ 市民 と 行政 を 結 ぶ 第三者機関 と し て震災半年後 に 兵庫県が設 。: し
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支援会議 は 、 非常時の第 l 期 支援会議 を 経 て 99年か ら ス タ ー ト し た 2 期 (支援会議 II ) は 、

平常時 に お け る 市民活動団体 と 行政の新 し いパ ー ト ナ ー シ ッ プ の 関 係 を 構築 す る 仕組みづ

く り も 活動 の 課題 と し て い る O

神戸市 は 震災前か ら 「協働 の ま ち づ く り J を提唱 し 、 市 民参加の新 し い 形 を 生み 出 そ う

と し て い た。 同 市 は震災後、 市民活動間体 と は復興施策 を め ぐ っ て対立す る こ と が多 か っ

た が、 98年春 に は 市民活動支援課 を つ く り 市民活動 団体 と の接点 を 意識的 に探 り は じ め た 。

市民団体 に 対 し て 市民活動 の 調 査 な どの事業 を 委託す る こ と な ど に よ っ て 、 協 働 の 実 を 上

げ よ う と し て い る 。 5 年 目 の復興検証で は 「市民 と の協働で進め る 草の根検証」 を 掲 げ て 、

ワ ー ク シ ョ ッ プな どの手法 を 駆使 し て 市民参加型の 検証 イ ベ ン ト に 努 め た 。

し か し 、 ま だ具体的 な 「協働」 の現場で は 、 市民 と 行政の す れ違い や パ ー ト ナ ー シ ッ ブ

に つ い て の誤解や未成熟が 目 立つ 。 市民 と 行政の パ ー ト ナ ー シ ッ プ は 耳障 り の よ い言葉の

響 き ゃ “ な れあ い " “ も た れ 合 い " で は な く 、 m民 と 行 政の新 し い役割分担 を 明確 に し 、

そ れぞれの1工場 に 立 っ て 行動す る O そ の 際 に 、 共通の 目 的 を 共有 し な が ら 、 お 互い の 能力

を 鈍い こ な し て い く こ と が求め ら れて い る 。 こ う し た基本的 な ス タ ン ス が、 ま だ緒 に つ い

た ばか り の 市民吊動の主体的成長や行政の 自 己変革 の 遅れ な どか ら 、 成熟 し て い な い の が

現実で あ る 。

7 . “生 き がい" 刺激す る 市民活動

本稿で は 5 年 間 の市民 ・ 住民活動 の 変化 と 展開 を 、 新 し い市民社会の担 い 手 の 窮 芽 と し

て ポ ジ テ イ ブ に 跡づ け し て き た 。 し か し 、 現実 に は こ う し た底 流 は 誰の 日 に も 明 ら か に 見

え る も の で は な く 、 品つ ひ と つ の市民活動 と ネ ッ ト ワ ー ク がめ ざす全体的 な 動 き の も つ意

味 を 微規的 に観察 し て い か な い と 見 え て こ な い 。 そ の意味で は 、 震災以降、 被 災地 に お け

る ボ ラ ン テ イ ア 活動 や 市民活動 の展 開 に 注 目 し 、 さ ま ざ ま な 観点 か ら 調査 ・ 研究 し て き た

多 く の 人 た ち の見方 と 、 市民活動 と の深い接点 を 持 た な い 人 た ち と の 聞 に 大 き な 話離があ

る こ と は や む を 得 な い 。 表面的 に は 、 ま だ ま だ こ う し た視点で 日 常考 え た り 、 行動 し て い

る 市民 は 全体か ら み れ ば限 ら れて お り 、 市民活動団体 自 身が人材不足や資金不足、 市民の

反応や 共感 、 協 力 の 乏 し さ の壁 に 宜而 し て い る の が現実で あ る 。

だが、 過去 の 歴史 を み て も 、 時代 の 歴 史 的 な 転換 は 常 に 少数者の 動 き が先 行 し て い る 。

新 し い流 れが世 の 巾 の 多 数派 を 形成 し て か ら 変化が生 じ る の で は な く 、 小 さ な 流れが次第

に 帽 を 広 げ、 あ る 日 突然大 き な 奔流 と な っ て 世の 中 を 一挙 に 転換 し て き た 。 最 近 で は 1 990

年前後の東西 ド イ ツ の融合や ソ 連の 崩 壊、 出 内 に お け る 自 民党単独政権の崩 壊 も 、 底流が

見 え て い な か っ た 人 々 に と っ て は青天の需露 (へ き れ き ) で も あ っ た 。 そ う し た観点か ら

み て も 、 震災 5 年 間 に表れた社会の担い 手構造の小 さ な 変化 は 、 注 目 すべ き ポ イ ン ト と 言

わ ね ば な ら な い 。

と は い え 、 市民が主体 と な る 担 い 手構造の変化が、 形あ る も の と し て結実す る ま で に は 、
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ま だか な り の ジ ク ザ ク を 描 い て い く の は 間違い な し ミ 。 そ の 過程で新 し い担 い 手が力 を つ け 、

層 を 広 げて い く た め に 、 担い手 と な る 市民 ・ 住民の一 人 ひ と り が どの よ う な 思 い で 、 い ま

自 常活動 に取 り 組 ん で い る の かが決め手 に な り そ う だ。 最後 に 、 い ま の市 民 、 住民活動 に

取 り 組 んで い る 人 た ち に 共通す る と 思 わ れ る “ 生 き がい" に つ な がる ポ イ ン ト を い く つ か

挙 げ て お き た い 。

出会いの喜び

Aつ は 、 出 会 い の 喜 び を 見 い だ し た こ と 。神戸市長 田 区 の ま ち づ く り 支援 NPO の 「 ま ち ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 事務局J ( ま ち ・ コ ミ ) の ミ ニ コ ミ 誌編 集 ボ ラ ン テ イ ア ス タ ッ フ と し

て 98年 か ら 公募で働 い て い る 若 い 女性 は 、 「 ミ ニ コ ミ 誌の 編 集 で、パ ソ コ ン を 前 に し て の孤

独 な 作業 の は ず だ、 っ た の が、 ま ち ・ コ ミ や震災が な か っ た ら 知 り 合 う は ず の な い 人 た ち と

の 出 会 い で 、 い ろ ん な 経験 を さ せて も ら い ま し た」 と 多彩 な 人々 と の 出 会い を 楽 し み に活

動 を 続 け て い る 様子 を 語 っ て い る (注 2 ) 。

彼女 に か ぎ ら ず、 市民活動 の 中 心 メ ン バー は も ち ろ ん 、 仕事の休 日 を 利 用 し た ボ ラ ン テ イ

ア に至 る ま で、 市民 ・ 住民活動 に 取 り 組 ん で い る 人た ち が活動 を 継続 し て い く 魅力 の一 つ

は 、 活動の 中 で め ぐ り 合 う さ ま ざ ま な 人 た ち と の 出 会 い で あ る O 仕事 と 家 庭 、 個 人 的 な 友

人関係で結ばれ る 人 間 関 係 に よヒベ て 、 市民 ・ 住民活動で 出 会 う 人 の 多彩 さ は 一挙に 人生観

を 変 え る ほ ど に豊 か で あ る O し か も 、 出 会 い の 中 で見つ け る 人 間 像か ら は 、 一人 ひ と り の

社会的 な 目 的意識や生 き る た め の視点 を 感 じ と れ る こ と が多 く 、 し か も 連 鎖 的 に 出 会 い の

輪が広 が っ て い く O こ れ ま で の 職場社会や地域社会のつ き 合い と は 異 な る 、 市民社 会 の 人

的 ネ ッ ト ワ ー ク の醍醐味 を 感 じ 取 れ る か ら だ。

市民的権利 と 主権への 目 覚め

二つ 日 は 、 市民 ・ 住民活動 での 人 と の 出 会 い は 、 さ ま ざ ま な 社 会 の 問題点 と の遭 遇 に つ

な が り 、 市民の権利 と 主権への 目 覚め と な る O 被災者 と 行政の 聞 に立 っ て 被災者の生活再

建支援 に取 り 組 ん で い る 兵庫 県 の 第三者機関 で あ る 「被災者復興支援会議 II J の メ ン バ ー

で、 プ ロ ジ ェ ク ト 「結ふJ 元代表 の石井布紀 子 さ んが 2 年 ほ ど前 に あ る フ ォ ー ラ ム の席上

で、語 っ た 言葉 は 強烈 な 印象 を 今 に 残 し て い る O

「私 た ち み た い な 者が考 え て い る こ と を 、 行政や偉い 人 た ち に 直接話 し た り 、 聞 い て も

ら っ た り 、 時 に は取 り 上 げて も ら っ た り で き る んで す ね。 震災前 に は夢 に も 思 わ な か っ た

こ と で、す」

お そ ら く 石井 さ ん だ け で は な く 、 震災後 に 初 め て ふ れ た市民活動 の 中 で 同 じ官、 い を 感 じ

た 人 た ち は 、 数知 れ な い だ ろ う O 世 の 中 の仕組み も 、 い ろ い ろ な 動 き も 、 お金の鈍い方 も 、

そ し て 自 分 た ち の暮 ら し の行方 も “地人 ま かせ" だ、 っ た社会の 中 で、 自 ら の 考 え を 行政や

社会 を 動 か し て い る 人 た ち に き ち ん と 伝 え て 、 聞 い て も ら え る こ と を 最初 か ら あ き ら め て

い た 人 た ち が多か っ た 。 市民の権利や主権がだれ に あ る か な ど考 え る こ と が少 な か っ た 人

た ち に と っ て 、 震災後の市民活動 の 中 で の 体験は “ 目 覚め " と も い え る 感動 を 与 え た に違
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い な い。

世の中の仕組み を 知 る

二三 つ 日 は 、 自 ら 能動 的 に 動 く こ と に よ っ て 、 世 の 中 の仕組み を 否 応 な く 知 っ た こ と で

あ る 。 少 な く と も 、 社会の仕組みの 守荷 を か い ま 見 て 、 関心 を 抱 く こ と に な っ た は ずで

あ る 。 戦後、 主権夜民 ・ 民 主 主義 ・ 住民 自 治 の形が 与 え ら れた だ け で 、 社 会 を 動 かす 仕

組 み は行政 ・ 官僚主導、 中 央集権、 f�_ .. I:;- . jコ 従の政治 ・ 行 政 シ ス テ ム が根 を 張 り 、 住民

は 選挙す ら そ っ ぽ を 向 く J1:;で 自 ら の 主権 を 概 k げ同 然 に “ お ま かせ" 社会 に 安住 し て き

た 。 そ れ も い ま 、 こ の 半世紀の社会的仕組みがガ ラ ガ ラ と 音 を 立 て て 崩 れ は じ め る 中 で、

具体的 な 社 会 問 題 に 直面 し た 人 々 は 新 し い仕組みが必 要 で、 あ る こ と を 感 じ取 り 、 考え る

き っ か け を 手 に し た わ け で あ る 。

60年代 、 70年代 の 国民運動 、 住民運動 当 時 と の 決定 的 な 違 い は 、 こ こ に あ る と い え る 。

一人 ひ と り 個性の異 な る 市民が 白 ら の足元 を 見つ め る 中 で、 社会の仕組み の 問題点 と 改

革の 方 向 を 見 い だす こ と か ら 、 社会変革がは じ ま る 。 そ の醍醐味 を 、 い ま 市民活動 に 関

わ る 一人 ひ と り が味 わ い つ つ あ る 。

新 し い 「 し ご と J と 轍 き

山 つ 日 は 、 新 し い働 き 方や 「 し ご と 」 の 仕方 を 、 市民 自 ら が見 つ け 出 そ う と し て い る

こ と で あ る 。 震災 と 不況の ダ ブル パ ン チ で被災地の 雇 用 ・ 経済状況 は最悪 の 状態 に あ り 、

産業構造 の 転挽 な どが指摘 さ れ て い る 。 し か し 、 市民活動 の現場で議論 さ れ、 取 り 組 ま

れ よ う と し て い る の は 、 従来型の産業構造 の 転換論で は な く 、 企業や行政 に 依存 し た就

社盟、 就職型 の仕事づ く り で も な い 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス 論が震災後 の被災地で

急速 に 脚 光 を 浴 び、 NPO に よ る ' J!iD亡 し ご と づ く り 研究会」 の 活動 な どが広が っ て い る O

コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス の論議が神 川 で、大 き な テ ー マ に な っ て い る の は 、 地域社会

を 見す え た 市民主体の総台的 な ま ち づ く り 、 地域社会の 支 え 合 う 仕組みづ く り が市民 ・

住民活動の 主安 な 課題 と な っ て き た か ら で も あ る 。 行政や企業 に 依存す る の で は な く '1詣

働J の対象 と し て i\T民七休の社会 を 築 い て い く う え で、 こ れか ら 必要 な 新 し い仕事や地

域の 白 律 を め ざ し た コ ー デ イ ネ ー ト 、 m-f己資本の形成 な どの観点か ら 、 新 し い 働 き 方や

仕事の あ り ょ う が追求 さ れ は じ め て い る 。

こ う し た 4 つ の ポ イ ン ト は 、 いずれ も 市民 ・ 住民活動 に 取 り 組 む 人た ち の “ 生 き がい "

に つ な がっ て い る 。 し か も 、 こ う し た 人 た ち は 、 NGO、 NPO と し て 市民事 業 や 政策提

言活動 、 ネ ッ ト ワ ー ク を つ く っ た り し て い る 先駆的 な 活動団体だ け で は な く 、 本人が意

識 し て い る か ど う か は と も か く 、 似 た よ う な 生 き がい と 魅力 を 感 じ て い る 人 た ち の す そ

野 は)よ い。

い ま よ う や く 姿 を 見せつ つ あ る 新 し い 市民社会の担い 手構造 は 、 能動 的 な 活動 を 続 け

て い る NGO、 NPO を r! l 心 に 、 地域の住民活動向体の取 り 組み や さ ま ざ ま な 分野 で の 市
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民活動 と 未組織の ボ ラ ン テ ィ ア 志 向 の 人 々 を 含め て 、 何層 も の 同心 円 状 に広 が り つ つ あ

る O そ れ は ま た 、 行政や企業社会の 中 に い る 人 た ち に も 、 市民活動 や ボ ラ ン タ リ ー 活動

の も つ役割 と 魅力 が少 し ずつ 浸透 し 、 市民、 行政、 企業の連携 を 生み 出 し 、 市民主導社

会の担い手 と な る 個 人 を ネ ッ ト ワ ー ク し て い く こ と に な る はずであ る 。

〔注〕
1 .  LlJ T祐介 ・ 菅磨志保 「緊急、支援 シ ス テ ム と 災害: ボ ラ ン テ イ ア J (阪神 ・ 淡路大震災の社会学 1 被災 と 救援

の社会学、 昭和堂、 1999/2)
2 .  1999/12/31� け毎 日 新開 「震災が く れた新 し い 出 会 し 」一戸 田真由美 さ ん」
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15 震災復興 ま ち づ く り 支援活動の実態調査 (拙稿/兵庫地域研究 5 サ/神戸新聞情報科学研究所) 1996/8 
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(図 1 ) NPO の活動の経緯
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が感 じ ら れ る 畿興

は じ め に

神戸大学者間I安会研究セ ン タ ー 教授 沖村 孝

こ こ で は 防災 に つ い て述べる が、 本稿で は都 市 イ ン フ ラ や建築構造物 を 地震 に 対 し て単

に 強 く す る 訪災で は な く 、 復 1 [1 . 復興が進め ら れ る 過程 に お い て災害弱者 と 呼ばれる 人 た

ち に対 し て 「安心」 が感 じ ら れ る 防災が どの よ う に 進 め ら れ た か に つ い て 記 述す る O こ こ

で取 り ヒ げ た も の は従 求 ま で の複興誌 に 既 に取 り 上 げ ら れ た も の も あ り 、 一 部 重複す る か

も し れ な い 。 し か し 、 提 求 の住興蒜が被災後か ら 今 日 ま で の 時系列 的 な 出 来事 の紹介であ っ

た の に 対 し て 、 こ こ で は 防災対策 で現れ た 事象 を 、 「安心J を 視点 と し て ま と め jj[ し て み

よ う と す る も の で あ る 。

た だ し 、 安心 に は 建築物や都市 イ ン フ ラ 等の ハ ー ド出か ら 見 ら れ る 安心 と 、 こ こ ろ の ケ

ア や コ ミ ュ ニ テ ィ 等 ソ フ ト 面か ら 見 ら れ る 安心があ る 。 本稿で は 主 と し て ハ ー ド面か ら 見

て復IH . 復興の過程で い か に 安心が問題 と さ れ、 そ れ を 組み 込 ん で、 い っ た か を 紹介す る 。

た だ し こ れ ら の事例 は 数多 く あ り 、 筆者 A 人 で は すべ て を 把握 し得 な い た め 、 本報で は そ

れ ら の A部の み の 紹介で あ る こ と を 予 め 断 っ て お く O

ト 震災の教護n を 生か し た各種法令、 討画、 基準の改正

今i口| の 震 災 は 今 ま で に経験 し た こ と がな か っ た 大 き な外)J で発住 し た 。 こ の た め被災 の

形態 は従来の想定 な ら び に そ れ に 基づ く 対策 を は る か に越 え る も の で あ っ た 。 従来、 i坊災

は 過去 に 発生 し た 最大の外力 を 想定 し て対策がた て ら れて き た 。 こ の た め 従 来 ま で に想定

さ れた 対 策 で は 今 回 の外)J に対!忘 し き れ な か っ た 。 ま た 地震発生直設 は 、 最 も 救援 を 必要

と す る 震災地が情報の エ ア ポ ケ ッ ト と な り 、 緊急時の効果的 な 対策 が と れ な か っ た 。 こ の

よ う な 経験 を 受け て 、 今 回 の 震災 を 教訓 と し て た新 た な 法令 、 計画 、 基準の 見 直 し と 策定

が行 わ れ た 。

〔災害対築基本法の改正〕

今IflJ の地震で、名神 高速道路、 阪神高速道路等基幹高速道路が通行不能 と な っ た た め 、 一

般 国道42 号線に 人 や 車が集 中 し 、 結果 と し て交通 が渋滞 し 、 救急患者の輸送等緊急 を 要す

る 車両 の通行が不 IJJ能 と な っ た 。 こ れ を 教訓 と し て 、 災害時 に お け る 緊急車両通行確保の

た め の措 置が平成 7 年 6 月 に新 た に 取 ら れ た 。 こ れ に よ り 都道府県公安委員 会 は 災帯時の

交通規制 に 関 す る 措置 を 拡充す る と と も に 、 運転者 は 通行禁止等が仮 に 実 施 さ れた場合 に

は こ れ に従 わ な け れ ば な ら な い義務が生 じ る こ と と な っ た 。

ま た 緊急時 に お け る 対応力 を 弾 力 性あ る も の に し て 強化す る た め に 、 内 閣 総理大 臣 を 本
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部長 と す る 緊急災害対策本部の 設置の弾力化等 を 擦 り 込ん だ一部改正が、 平成 7 年12月 に

行 わ れ た 。 そ の 内容 は 、 1 ) 緊急災害対策本部長の 権 限 を 強化す る こ と 、 2 ) 市町村長 に

よ る 都道府県知事 に対す る 自 衛隊 派遣 の 要請 を 可能 と す る こ と 、 3 ) 自 主 防 災組織の 育 成

を 国 る こ と 、 4 ) ボ ラ ン テ イ ア に よ る 防災活動 の 環境整備等の促進 を 積極 的 に 行 う こ と 、

5 ) 地方公共団体の防災 ヒの協力 や相互応援 に 関 す る 協定の締結 の促進 を 図 る こ と 等で あ

る 。

こ れ ら を 受 け て 、 自 衛隊 の 派遣要請の簡素化 を 目 的 と し た 「 自 衛隊法施行令」 の 改 正 や 、

広域相互応援 を 目 指 し て 、 他の都道府県知事、 市 町 村長への応援要請が消 防庁長官 か ら で

き る よ う に し た 「消防組織法」 の改正が行 わ れ た 。

〔防災基本計菌の改定〕

防災基本計画 は 災害対策基本法 に 基づ き 作成 さ れ る も の で 、 こ の 防災基本計画 に 基づい

て指定行政機 関 お よ び指定公共機関 は 防災業務計画 を 、 都道府県防災会議 は 都道府県地域

防災計画 を 、 さ ら に 市 町村防災会議 は 市町村地域防災計画 を 修正す る こ と に な る 。 こ の 防

災基本計画 は 昭和 38年 に作成 さ れ、 昭和46年 に 一部修正 さ れた ま ま で あ っ た が、 阪神 ・ 淡

路大震災 を 受 け て数多 く の 教訓 を 得 る こ と がで き た 。 そ れ に加 え て 、 昭和46年以降 に 顕著

に な っ て き た都市化の急速 な 進展 、 災害弱者の増加、 ラ イ フ ラ イ ン 、 コ ン ピ ュ ー タ 等への

依存度の 上 昇 、 近 隣の扶助意識の低下等 に 対応す る 必要があ っ た 。 こ の た め 、 今畿の ‘層

の 防災対策の 強 化 を 図 る こ と を 自 的 と し て 、 平成 7 年 7 月 に改定 さ れ た 。

そ の 内容 は 、 1 ) 地震、 風水害及 び火 111 災 害 ご、 と に 各編が体系化 さ れた 、 2 ) 各編 は 災

防 ・ 事前対策 、 災害応急対策 、 災害復旧 ・ 復興 と い う よ う に 、 対応の 時 間 的順序 を 考

慮 し て 構成 さ れた 、 3 ) で き る だ け 具体的 に 災害対策 の 内容 を 記述 し 、 誰 が何 を すべ き か

が明記 さ れ た 、 4 ) r 自 ら の 身 の 安 全 は 白 ら が守 る の が防災の基本」 と し 、 国 、 地方公共

団体の み な ら ず国民の 防災活動 も 明記 さ れ た 、 5 ) 都市化、 高齢化、 国際化、 情報化等 の

進展 に 伴 い 、 災害 に対す る 捻弱性が高 ま っ て い る こ と を 認識 し た 防災 を め ぐ る 社会構造の

変化 を ふ ま え た 対応の必要性等 を 明記 し て い る 。

〔兵庫県の地域防災計覇の改定〕

防災基本計画の 改定 を 受 け て 兵庫県で は平成 8 :9ミ 3 月 に 地域防災計両 の 全面改定 を 行 っ

た 。 そ の 内容 は 大震災の教訓 を 踏 ま え て 、 地震被害想定結果 を 地震災害 防 災計画 に 反映 さ

せ た こ と 、 海上災害対策計雨 な どの大規模災害対策計 画 を 策定す る と と も に 、 災害時 の 行

動 マ ニ ュ ア ル 「職員 ハ ン ド ブ ッ ク J を 県 の全て の 職員 に 配布 し た 。 ま た 、 可燃性、 毒性 ガ

ス 等の 漏 洩 に 対 応す る た め 災害想定 を 藍 り 込 ん だ石油 コ ン ピ ナ ー ト 等 防 災計画 の修正ゐ を

行 っ た 。 加 え て迅速かっ 的確 な 災害対応がで き る よ う 防災関係機関 と 連携 し た 各種の効果

的 な 防災訓練 を 積極的 に推進す る こ と と し た。

〔神戸市の地域防災計画の改定〕

神 戸 市 の 地域防災計画 で は 、 1 ) r初動対応 の 充実」 、 「情報収集 ・ 伝達 ・ 広 報 ・ 相談機
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能 の 光実」 、 「広域連携 ・ 応援体制J 等 の 災害対応体制 の 強化 、 2 ) ，-救助 ・ 救急医療体制

の 充実」 、 「市民 ・ 企業 の 白 主 防災活動」 等 の 緊急対応力 の強化、 3 ) ，- ラ イ フ ラ イ ン 復 旧

対策」 、 「生活安定対策」 、 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動 支援」 等 の 自 主 ・ 支援の た め の 環境づ く り を

な 内容 と し た改正 を 、 平成 8 年 3 月 、 6 月 に行 っ た 。

〔建築物の安全に関す る 法令の改定〕

今 凹 の 震災 は 建築物 に 大 き な 被 災 を も た ら し た 。 幸 い に も 発生時刻が早朝 で あ っ た た め 、

人が多 く 集 ま る 公共 的建築物の破壊 に よ る 被害 は大 き く な か っ た が、 日 中 に発 生 し て い た

ら そ の被 害 は 想像 を 絶す る も の に な っ た で あ ろ う こ と が、 多 く の教訓 を 与 え た 。 こ の た め

建築物 に 関 す る 改正がい く つ か行 わ れ た 。 そ の 主 な も の は 、 病院、 百貨庖、 事務所等多数

の者が利用 す る a定の建築物 (特定建築物) の所有者 に 対 し て 、 建物の耐震診断 と 必要 に

時 じ た 耐震改修の努力義務 を 明記 し た 「建築物 に対す る 耐震改修の促進 に 関 す る 法律」 が

平成 7 年10月 に 新 た に 制 定 さ れた 。 ま た 建築物の安全性の確保 を 図 る た め 一定 の 構造 、 用

途の建築物 に 対 し て 中 題検査 を 導入す る こ と を 目 的 と し た 「建築基準法」 の 改正が、 平成

10年 6 月 に 行 わ れ た 。

〔神戸市 に お け る 条例の制定及び情報の公開〕

神戸市 で は 今 自 の 震災お よ び平成 9 年 5 月 に発生 し た 須磨 区 の 連続克童 殺傷事件 を 契機

と し て 「神戸市民の安全の推進 に 関 す る 条例」 を 震 災後 3 年 を 経た平成10年 I 月 17 日 に 施

行 し た 。 こ の 条例 に は 三 つ の基本理念が盛 り 込 ま れて い る 。

1 ) 市民 と 事業者 と 市がそ れぞれの役割 を 果 た し 、 協働 し て安全 な ま ち づ く り を 進め る 0

2 ) 自 律の 精神 に 支 え ら れた 良好 な 地域社会の重要性 を 認識 し 、 豊 か な 地域活動 を は ぐ

く む。

3 ) 災害、 犯罪、 事故の教訓 を 日 常生活の 中 に 生 か し 、 次世代 に継承す る 。

こ の条例 に 基づい て 、 神 戸 市 で は 「 防 災 ・ 福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 に代表 さ れ る 安全 ・ 安心 な

コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 、 情報公 開 を 含め た 啓発活動、 地域 レ ベ ル で災害 に 備 え る た め の 人材

の育成 を 中 心 に据 え た安全 な ま ち づ く り を 展 開 し て い る 。

神戸市 は 、 特 に 災害防止の た め の情報公 開 は 積極 的 であ っ た 。 こ の事例 の 論つ と し て 、

地震 に よ り 六 甲 山 系 の 七砂災害発生が増大す る 可能性があ っ た た め 、 従来 は お 役所で し か

見 ら れ な か っ た 土砂災害危険個所 に 関 す る 情報 を 、 平成 7 年 5 月 、 各 区 ご と に ま と め て 、

新 時折 り 込み を 通 し て 各 戸 に 情報 を 配布 し た 。 こ れ に よ り 住民 は 自 分た ち の間 り の危険性

を 知 る こ と がで き 、 白 分の 命 は 自 分で守 る 心構 え がで き た 。

ま た 、 い わ ゆ る 「震災の帝」 に な っ た 原 肉 を 究明 す る た め の材料 と し て 、 神戸市が保管

し て き た ボ ー リ ン グ情報 を 活用 し て 、 地盤'情報デー タ ベ ー ス 「神戸 JIBANK U NJ が新た

に 開発 さ れ た 。 そ の成 果 は ま ち づ く り セ ン タ ー に て 、 市民 に も 公開 さ れて い る 。 こ の よ う

な 展 開 は 震災 を 受 け な か っ た ら な し得 な か っ た も の で あ り 、 震災の教訓i が生 か さ れて い る

事例 と 言 え よ う 。
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2 . 都市構造 ・ イ ン フ ラ の安全性の 向上

こ こ で は 1 . で述べ た よ う な 法令、 計画、 基準の改訂 を 受 け て 、 主 と し て都市構造 ・ イ

ン フ ラ が どの よ う な 対策 、 計画 に よ り 安全、 安心 を 獲得 し て い っ た か に つ い て 述べ る O

〔土木構造物の耐震性の向上〕

今 回 の震災で新 た に 経験 し た 大 き な 外力 に 対応す る た め 、 新 た な 耐震基準が様々 な 構造

物 に 対 し て検討 さ れ、 改定 さ れ た 。 そ の な も の を 表 1 に 示す。 こ れ ら の見直 し の 主 な

も の は 地震動 を 二つ の大 き さ に分 け 、 構造物 の主主要度 に 応 じ て そ れぞれの外力 が設定 さ れ

る よ う に な っ て き た こ と で あ る 。 こ れ は レ ベ ル l と レ ベ ル 2 と 呼ばれ、 前 者 は構造物 の使

用 期 間 中 に 数回発生す る 程度 の 地震動 を 示 し 、 後者は 今 回 の 兵庫県南部地震 の よ う に 構造

物 の使用期 間 中 に 発生 す る 確率は低いが大規模 な 地震動 と 定義 さ れ た 。 一方、 構造物 に 対

し て は 、 部材の損傷 と 基礎の 安定 を 考癒 し て 構造物 の 耐震性能が定め ら れた 。 そ の 内 容 は 、

耐震性能 1 (地震後 に も 補修せず に 機 能 を 保持で き 、 か つ 過大 な 変位 を 生 じ さ せ な い) 、

耐 震性能 II (地震 後 に 補修 を 必要 と す る が、 早期 に 機能が回復で き る ) 、 お よ び耐震性能

血 (地震 に よ っ て 構造物全体が崩壊 し な い) の 三種類で あ る 。 レ ベ ル 1 に 対 し て は耐震性

能 I が確保 さ れ、 レ ベ ル 2 に対 し て は構造物 の重要度 に 応 じ て 高 い重要度の 構造物 に は耐

震性龍 立 が、 そ の他の構造物 に 対 し て は 耐震性能 盟 が期待 さ れ る よ う に な っ て き た 。

(表 1 ) 各種土木構造物の耐麓慕準 の見直 し

構造物 | 設計碁援

も喬
道路橋
鉄道橋

i 川 ニ ネ ル
同 色 や構造一年制 オc 道
| 十 下水道
i 港湾構造物

道路橋示 ・ 同 開設v '耐震設計編」
鉄道構造物等 耐震設計設計基準
ト ン ネ ル 標準ぷ}j書 「開削工法編」

水道施設 耐震工法指針 ・ 解説
下水送施設の耐震対策指針 と
港湾施設の技術上の基準 ・

コ ン ク リ ー ト 構造物全般 | コ ン ク リ ー ト 標準示方書

〔 ラ イ フ ラ イ ン の強イtJ

今 回 の 震災 は都市 に お け る ラ イ フ ラ イ ン の 重要性 を 改 め て認識 さ せ る 機会 と も な っ た 。

ラ イ フ ラ イ ン の被害 を 受 け て 、 各 ラ イ フ ラ イ ン 事業者 ご と に 施設 の 耐震化、 緊急時の 対応

体制 の 強化等が図 ら れて き て い る O 水道で は 基幹施設、 配水管の耐震化が図 ら れ、 ド水道

で は施設の耐震化 に加 え て 、 処理場の ネ ッ ト ワ ー ク 化が図 ら れて き て い る 。 ま た電気は施

設 ・ 設備の耐震化や災害情報管理体制 の 強化が図 ら れ、 ガ ス は 導管 の耐震化 に 加 え て ガス

供給停止 シ ス テ ム の 強化が図 ら れた 。 ま た 電話 は 配練の地下化、 通信セ ン タ ー の分散化や

災害伝言 ダ イ ヤ ル の提供 な どの改善、 改 良 が図 ら れて き て い る 。

こ れ ら ラ イ フ ラ イ ン の幹線系 に つ い て は 耐震性の高 い 共 同溝が主要幹娘道路 に 設置 さ れ

る と と も に 、 供 給系 に つ い て は迅速 な 復 旧 が可 能 な 共 開 講 (L. L. Box) 、 電線共 同 溝 (c.
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C. Box) の 設胃が進め ら れて い る 。

〔水 と み ど り のネ ッ ト ワ ー ク化〕

今 回 の 震災で は い の ち を 守 る た め 、 ま た 防火の た め の水 や み ど り の 大切 さ を 教訓 と し て

得 る こ と がで き た 。 こ れ ら 水や み ど り は 、 従来 は 河 川 や街路樹あ る い は 六 甲 山 系 の み ど り

と し て 、 そ れぞれ線状 に 倍別 に 認識 さ れて い た 。 し か し 今 匝 の震災で は 、 水 が な か っ た り 、

み ど り が欠損 し て い た た め に被害が大 き く な る こ と が教訴 と し て得 ら れ た 。 も し 、 そ れ ら

がネ ッ ト ワ ー ク 化 し て い た な ら ば本 は 循 環 に よ っ て確保で き 、 み ど り は い の ち の 回廊 と な

る であ ろ う 。 こ の よ う に水 と み ど り がネ ッ ト ワ ー ク 化す れ ば線状の分布の 数倍 も の効果 と

な る こ と が容易 に 想像 さ れ た 。 こ の た め 河 川 ! と 道路 ・ 街路樹 を 組み合わせ た 「水 と み ど り

の 匝廊J 構想や 「ノド と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク 」 構想が積極 的 に 推進 さ れ る こ と と な っ た 。

加 え て 、 従米の河 川 l 整備 に都市施設 と し て都市防災の機能 を 付加 さ せた 「 防 災ふ れ あ い 河

川 整備」 が進め ら れた 。 ま た六 甲 山系 U I 麓 に は新 た に グ リ ー ン ベ ル ト が設置 さ れた 。 こ の

グ リ ー ン ベ ル ト は 六 甲 山系 の 山 麓 に 延長30 km、 総面穣8 ， 400ha で計画 さ れ る も の であ り 、

そ こ で、 は土砂流下 の 防 止、 土砂災害の発生防止、 緑地生態環境の保全、 市民への レ ク リ エ ー

シ ョ ン の提供、 都市の ス ブ ロ ー ル化 防止等様 々 な 効果が期待 さ れて い る O

〔防災拠点の創造〕

都市 は 人 口 の 集 中 に よ り 高度 な 土地利用 が図 ら れて き て い る O こ の た め都 市 の 空 き 地空

間 は 、 こ れ を 槙極 的 に利用 し 、 市民の生活、 産業の高度化等 に 活用 さ れて き た 。 し か し 今

回 の震災で は都市内の公園等 の 空 き 地空間がい の ち を 守 る 空間 と し て 大 き な 役割 を 果 た し

た こ と を 私 た ち は 知 る こ と がで き た 。 こ の た め震災後、 都市 に お け る 防災空間 の必要性が

彊 わ れ る と と も に 、 こ れ ら の 空 間 を 防災拠点 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 構想が浮上 し た 。 兵庫県

で は全県拠点 と し て 、 三木市 に 三木震災記念公国 (仮称) を 建設す る と と も に 、 広域防災

拠点 を 県内 に 5 カ 所整備す る 計画 を 立 て て い る 。 ま た神 戸 市で は 海 、 陸、 空 そ れぞれ に広

域防災拠点 の 整備が図 ら れ る こ と に な っ た 。 こ の よ う な 空 需 は 緊急時 に 人の い の ち を 守 る

広場 に な る ばか り で な く 、 日 常時 に お い て も 訓練 を 通 し て住民 に 親 し ま れ る 空間 と し て の

整備 と 活用 が望 ま れ る 。

〔 多核 ネ ッ ト ワ ー ク の構築〕

神戸 は も と も と 六 甲 山 と 大阪 湾 に 挟 ま れた細長い扇状地 に 発達 し た ま ち で あ っ た た め 、
き ょ う あ い

東西の交通 は こ の狭陸 な 土地 に 集 中 し て い た 。 今 回 の 地 震 で は 、 こ の 狭 院 な 場所が強震

域 と な っ た た め 道路、 鉄道が大 き な 被害 を 受 け 、 東西方向 の交通が途絶す る こ と と な っ た 。

こ の 影響 は 日 本 の 産 業 生 産 活動 に も 影響 を 及 ぼす こ と と な っ た 。 こ の た め被 害 が軽微 で

あ っ た 道路 に 人や車が殺到 し 、 結果 と し て 交通渋滞 を 引 き 起 こ し 、 人命 に か か わ る よ う な

救急活動 も 思 う に 任せ な い状態 と な っ た 。 ま さ に 道路や鉄 道は 人 の い の ち に か か わ る ラ イ

フ ラ イ ン で あ っ た こ と を 改 め て 痛感 さ せ ら れ る こ と と な っ た 。 こ の教訓! と し て 緊急時 に お

け る 交通 の 円滑性 と 高速性 を 確保す る た め 、 ま た都 市機能の集 中 に よ る 弊害 を 少 な く す る
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た め 、 道路の ダ ブ ル チ ャ ン ネ ル化 と 都市機能の分散 を 目 指 し た 多核 ネ ッ ト ワ ー ク 構想、が復

旧 ・ 復興事業の ーっ と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた 。 兵庫県 で は 東高 を 3 本 の 基幹道路 で 、

ま た南北 も 3 本 の 基幹道路 で ネ ッ ト ワ ー ク 化す る 「格子現高規格道路網」 の 整備、 推進が

菌 ら れ る こ と と な っ た。

ま た単 に ネ ッ ト ワ ー ク と し て の道路では な く 、 道路そ の も の が安心 を 確保 で き る よ う に

「人 と 人 がふ れ あ う 道」 づ く り も 進め ら れ、 ア メ ニ テ ィ 豊か な 道路が神戸市か ら 尼崎市 に

至 る 山手幹線で創 出 さ れ る こ と に な っ た。

〔鉄道にみ る 安心〕

阪急伊丹駅は 周辺 の 高 架橋が440 m に わ た っ て 壊滅的 な 被 害 を 受 け 、 ま た 駅 ピ ル も 陥没

す る と い う 大災害が発生 し た 。 駅 に 止 ま っ て い た 2 編成 の 車両 も 脱親 し た 。 今回 の被災 を

教訓 と し て 、 復 旧 ・ 復興の過程で運輸省 の外郭団体 「交通エ コ ロ ジ ー ・ モ ピ リ テ イ 財団」

の モ テοル事業 と し て 、 こ の駅 は高齢者や障害者 に 優 し い全国で最 も 進 ん だ福祉駅 と し て 生

ま れ変 わ る こ と に な っ た 。 新 し い駅舎 は 地上 4 階、 地下 1 階の計 5 階建て で、 1998年1 1 月

20 日 に オ ー プ ン し た。 福祉駅 と し て の 内 容 は 、 1 ) 音声 ガ イ ド シ ス テ ム : 視覚障害者の つ

え の磁気 テ ー プや ベ ン ダ ン ト 型発信器 に 反応 し て 、 音声で改札 口 に 誘導す る も の で あ る 、

2 ) 音声触知 関案内板 : 触 れ る と 音声が流 れ る よ う に な っ て い る 案内板で あ る 、 3 ) 広 い

改札口 、 エ レ ベ ー タ や ト イ レ : 車 いす で利用 で き る よ う に し た も の で あ る 、 4 ) 避難用 ス

ロ ー プ : 災害時 に 車 い す で プ ラ ッ ト ホ ー ム か ら 構内 の待機場所へ避難す る た め の も の で あ

る 、 5 ) バ リ ア フ リ ー : 3 階の ホ ー ム か ら 1 階 の 出 口 ま で段差の な い駅 と な っ た 、 6 ) 授

乳室の設置、 な どで あ る 。 そ の他伊丹市が こ の駅内 に 在宅介護支援セ ン タ ー を 設置 し て い

る O

さ ら に こ の 駅舎建設の特徴 は 、 利 用 者参加型 を 採用 し た こ と で あ る 。 こ こ で は駅の建設

は 阪急電鉄だ け で な く 、 障害者や高齢者 を メ ン バ ー と す る 「整備検討委員 会」 が計画段階

か ら 設 け ら れた 。 利用者が建設計画 に 参画す る と い う 新 し い 叡 り 組み で あ っ た 。 こ の整備

検討委員 会の委員 は 実 際 に 車椅子 に 乗 っ て 電 車 を 利 用 す る な ど、 駅の構内外での疑似体験

を 通 し て 、 福祉駅 と し て の伊丹駅の計両 に協力 す る と い う 画期 的 な 手法 で あ っ た 。 こ の委

員 会の 検討 を 通 し て エ レ ベ ー タ が当 初 l 基計画で あ っ た も の が、 2 基 に 増 設 さ れた ( 一部

第 3 巻 と 重複) 。

一 一方、 阪神電鉄は 「 人 に や さ し い訳」 づ く り を 積極的 に 展 開 し た 。 坂神電鉄 は 会務線の

70% を 占 め る 大i坂 一 元 町娘 に被害が集 lい し た が、 そ の 中 で も 特 に銅影~ 西 灘駅間 の 約 2 km 

の被害が最 も 激 し か っ た 。 こ の蕗線は平成 7 年 6 月 26 日 に 全面 開 通 し た が、 そ の 後 、 震災

で被害 を 受 け た 石屋 J l I 、 新在家、 大石、 西灘の各駅に は エ レ ベ ー タ ・ エ ス カ レ ー タ に 加 え

て 、 車 い す対応の ト イ レ な どが平成 8 ， 9 年度 に 建設 さ れ、 ま たバ リ ア フ リ ー 環境 の 整備

が行 わ れ る な ど、 人 に や さ し い駅環境づ く り が行 わ れ た 。
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〔安全 ・ 安心都市づ く り 計画〕

神戸市 は 地域防災計画 の 一環 と し て 、 防災事業計画 と し て 「安全都市づ く り 推進計画」

を 平成 9 年 6 月 に 策定 し た 。 こ の計画 は安全都市づ く り を 三つ の柱で と ら え て い る 。 一 つ

は 身近 な 生活 圏 で 、 安心 な ま ち づ く り を 進 め て い く こ と 、 一つ は 災害 に 強 い 安全 な都市基

盤築 く こ と 、 そ し て も う 一 つ は 災害が起 こ っ た場合に市民が力 を 合わ せ て 対応 で き る 仕組

み を 作 る こ と と し 、 そ れ ぞ、れ 「安心生活圏の形成」 、 「安全都市基盤の整備」 、 「 防災マ ネ ー

ジ メ ン ト の 強化」 と 位置 づ け て い る O こ の計画 に よ り 安心 し て暮 ら せ る 復興 ま ち づ く り の

目 標 を 明 ら か に し た 。

さ ら に神戸 市 で は上記の三本柱 に 一 つ の 「安心生活圏の形成」 の た め に 、 市民 を 対象 と

し て 「安全で、安心 な 住 ま い と ま ち づ く り ガ イ ド ブ ッ ク J を 平成10年 6 月 に ま と め て い る 。

そ こ で は市民が 自 分た ち の ま ち の安全 ・ 安心がチ ェ ッ ク で き 、 かつ創造で き る よ う な 方策

が具体的 にポ さ れ て い る O そ の 内容 は安全で、安心 な 住 ま いづ く り 、 ま ち づ く り の視点 を 述

べ 、 後半で は 安全で安心 な ま ち づ く り の す す め 方 、 手法 を 具体的 に 紹介 し て い る O こ れ ら

の手法は 自 分 の い の ち は 自 分で 守 る た め に も 、 ま た私 た ち の ま ち は私 た ち で守 る た め に も 、

自 分の 身 の 回 り に 欠 け て い る も の は何か を 見つ け だす こ と がで き 、 安心が感 じ ら れ る 防災

に と っ て は貴重 な 資料 と な ろ う O

3 . 住 ま いの安全性の 向上

こ こ で は都市 を 構成す る 個 々 の 要素 で あ る 住 ま い に 着 目 し て安全 ・ 安心 な 住 ま いづ く り

の仕組み、 ま た 高齢者、 障害者 な ど災害弱者 と 言わ れ る 人 々 に 配慮 し た住 ま い お よ び配麗

の仕組み に つ い て紹介す る O

〔仮設住宅への入居優先順位〕

仮設住宅への 入居対象者 は 「災害救助法」 に 定 め ら れて お り 、 1 ) 自 己の 所有す る 住宅

が焼失 ま た は倒壊 し て居住で き な く な っ た世帯、 2 ) 親戚、 知 人等の住宅 な ど、 特 に 身 を

寄 せ る 住宅の な い 世帯 、 3 ) 住宅 を 措 り た り 、 購入がで き な い世帯、 の 全 て を 満 た す世帯

で あ る 。 当 初 は募集戸数の20% を 保留 し 、 抽選で も れ た 人 の な かで 、 特 に 母子家庭、 高齢

者、 障害者、 乳幼児 、 病弱者がい る い ずれかの世帯 を 対 象 に 再度抽選 を 行 う 方式が考 え ら

れ た 。 し か し 弱 者優先の観点 か ら 、 入居者の優先順位が兵庫県 か ら 示 さ れ、 次 の 優先頗位

に 従 っ て!II貢次入居者 を 決定す る 方法が採用 さ れた 。

第 l 順位 : 高齢者 (60歳以上) だ け の世帯、 障害者 ( 障害手帳 1 ， 2 級、 療育手帳 A ラ ン

ク ) の 世帯 、 母子家寵 (子供が18歳未満) の 世帯

第 2 順位 : 高齢者 (65長以上) の い る 世帯 、 乳幼児 ( 3 成以 下) の い る 世帯 、 妊婦の い る

世帯、 18歳未満の 子供が 3 人以 仁 い る 世帯

第 3 順位 : 病弱 な 者 ・ 被災 に よ り 負傷 し た 者 ・ 一時避難 に よ り 身体の衰弱 し た者がい る 世
±生巾
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4 順位 : そ の他 の 世帯 (上記の 三 つ の 区分 に 当 て は ま ら な い 世帯)

第 I 次募集 は 59 ， 449件の応募があ っ た が、 第 1 )1町立 の み で も 21 ， 581 人 と な り 、 こ の 中 か

ら 抽選が行 わ れ た O こ の よ う に 高齢者、 障害者等 に対 し て仮設住宅入居の優先頗位が決め

ら れ、 災害弱者の救済が図 ら れた が、 そ の 結果 と し て生 じ た こ と は 、 高齢者ー な ど弱者ばか

り の 団地が形成 さ れ る こ と と な り 、 そ の後 の 地域 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に い く つ か の課題 を

残す こ と と な っ た 。

〔高齢者 ・ 障害者向 け地域型仮設住宅〕

災害の た め の 住 ま い が滅失 し た被災者の う ち 、 自 ら の資 力 で は住宅 を 確保 で き な い 人 に

対 し て 簡単 な 住宅 を 仮設 し 、 一 時 的 に 居住の安定 を 図 る こ と が 「 災害救助法」 に 明記 さ れ

て い る O こ の法律 に基づ き 、 神戸市 で は約30 ， 000戸 の応急仮設住宅が建設 さ れた 。 こ の応

急仮設住 宅 は 早期 ・ 大量 に建設が必要 と さ れた た め プ レ ハ ブ と さ れ、 ま た そ の面積 は 平屋

建 て で 2 K (26m2 ) と さ れ た 。 し か し 高齢者、 障害者 に 対 し て は こ の よ う な 標準型で は 各

所 に段差があ っ た り 、 ま た手す り も な い な ど生活に不便で あ る こ と 、 ま た 仮設住宅が建設

さ れ る 場所 も 従来の生活場所か ら 遠 く 離れ て し ま う 不安があ る こ と 等が顕在 化 し て き た 。

こ の た め 新 ら し い仮設住宅 タ イ プが今同初 め て 建設 さ れ る こ と と な っ た 。

こ れ は 高齢者及 び障害者が従前 の居住地か ら 近 い地域で生活で き る よ う 、 ま た ケ ア を 含

め て安心で、 き る 対応、 を 行 え る よ う に す る も の で、 二 階 建 て 、 パス ・ ト イ レ ・ キ ッ チ ン 共 同

の形式 で 、 「地域型仮設住宅」 と 呼ば れ る も の で あ る 。 神戸市 内 で は 地 域 の公園21 カ 所ー に 、

1 ， 500室が建設 さ れ た 。 こ の 建物 の 構造 は 、 段差の な い 出 入 り 口 、 簡 易 舗 装 さ れ た 通路、

廊下 ・ 措段 ・ 便所 に 手す り を 設置、 1 階浴室 は低浴槽 と す る 等、 バ リ ア フ リ ー の仕様で高

齢者、 障害者 に や さ し い住宅 と な っ て い る 。 そ れ に加 え て こ の 地域塑仮設住 宅 の 入居者 に

対 し て は 、 生活相談や複数の サ ー ピ ス が受 け ら れ る よ う 、 支援す る た め の 生活支援員 (福

祉相談員 ) がお お む ね50室 に l 人配置 さ れ た 。 さ ら に 、 警備会社 に よ る 24 時 間 緊急対応お

よ び夜 間巡 回 が行 わ れ、 ま た ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス 、 入浴サ ー ビ ス 等 の 在 宅福祉サ ー ビ ス

が展 開 さ れ た 。 こ の よ う に 高齢者、 埠害者 に 対 し て は 、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両 面 に わ た り 安心

で き る 復 1 13 ' 復興が進め ら れた 。

〔災害復興公営住�等の建設に伴 う 高齢者への対応〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災者の居住 の 安定 を 図 る た め に 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画J

が策定 さ れた 。 こ の計画 に 基づい て建設 さ れ る 住宅が2 1 世紀 に相応 し い 良質 な 社会構造 と

な る よ う 、 耐 震性の薙保、 高齢者や環境への 配慮等 を 定 め た 災害復興住 宅 の 設計 方針が策

定 さ れた 。 そ こ で は住宅規模 ・ 仕様 ・ 性能等設計の標準化 、 部 品 の規絡化が図 ら れて い る 。

そ の 中 で高齢者、 I(章害者への対応 を 図 る 性能 ・ 仕棋 は 、 以下の よ う に な っ て い る 。

住棟 : ・ 住棟への ア プ ロ ー チ に ス ロ ー プ を 設 置す る 等、 梅力住宅敷地 内 の段差の解消 を

行 う こ と 、 ・ エ レ ベ ー タ の 設置 を 積撮的 に 進め る こ と 、 ・ 共 同 階段 に は補助手す り を 設置

し 、 共 同 廊 下 に は 補助手す り の設置が可能 な 構造 と す る こ と 、 川浩段 は 塗床 ノ ン ス リ ッ プ

第 '11 章 @ 安心 の復興 99 



仕 上 げ等滑 り に く い も の と す る こ と 等。

住戸 : ・ 住戸 内 の段差の解消す る こ と 、 ・ 浴室 、 関所 に は 手す り を 設置す る こ と 、 ・ 浴

室ユ ニ ッ ト は 高齢者対応型 と す る こ と 、 . F ア 及 び、水栓は レ バ ー 方式 を 採 用 し 、 引 き 戸 の

引 き 手 は極力 大 き い も の を 採用 す る こ と 、 - 水栓 は 原則 と し て 同様の操作方式 を採用 す る

こ と 、 ・ ワ イ ド ス イ ッ チ 又 は 明 か り 付 き ス イ ッ チ を 用 い る こ と

災害復興公営住宅等で は 、 入居者 聞 の 良好 な コ ミ ュ ニ テ ィ 形成が悶 れ る よ う に 、 高齢者

と 一般世帯が共 に 居住で き る よ う 配慮 さ れ た 混住型の住戸配置が取 ら れ た 。 高齢単 身 世帯 、

高齢夫婦世帯 に 対 し て は 、 そ れぞれ S 型 ( 1 DK : 40nf) 、 M型 ( 2 DK : 50m2) の 小 規

模 タ イ プが特 に供給 さ れ、 こ れ ら は エ レ ベ ー タ に 近 い場所 に 配呈 さ れ る な ど、 高齢者 に や

さ し い住棟づ く り が進め ら れた 。 こ の よ う に 高齢者 を 対象 と し た住宅で は 上述 し た仕様 に

加 え て 、 緊急通報 シ ス テ ム の 設量 、 安否 自 動確認 シ ス テ ム (水セ ン サ 一 等 ) の採用 、 お よ

び電機錠 ( 緊急時解錠装置) の採用 等 も 追加 さ れ、 居住者が安心で き る 生活 がお く れ る よ

う 配慮 さ れ た 。

〔 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの建設〕

一般 に 「高齢者世話付 き 住宅」 を 呼ばれて い る シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ と は 、 ひ と り 暮 ら し

高齢者や高齢者 世帯が安心で き る 住宅 の こ と を 指 し 、 そ の特徴 は 第 一 に バ リ ア フ リ ー の住

宅であ る こ と 、 第 二 に 「生活 リ ズ ム オ ン シ ス テ ム 」 と 呼ばれる 緊急通報 シ ス テ ム が組み込

ま れ、 万が -異常が生 じ た場合で も 外部 に 通報で き る 仕組み と な っ て い る こ と 、 第三 に ハ ー

ド 面 だ け で な く 一定戸数 に ー 名 の割合で シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助員 ( ラ イ フ サ ポ ー ト

ア ドバ イ ザー LSA) が配置 さ れ、 訪 問 や 相 談 ・ 関 係 機 関 と の連絡が行 え る よ う に な っ

て い る こ と で あ る 。

今 回 の震 災復興住宅で は S 型すべて と 、 M型の 一部が シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ と し て位 置付

け ら れた 。 震災前 よ り 神戸市で は積極的 に シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ事業が展 開 さ れて き て お り 、

震災 ま で に 三住宅104戸 の誤用 を 開始 し て い た 。 震災時 に は五住宅170戸が建設 中 で あ っ た 。

震災 を 受 け て安心で き る 復興 を 目 指 し て シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グが積極的 に 展 開 さ れ、 平成11

年 4 月 に は38住宅2 ， 343戸が建設 さ れ る こ と に な っ た 。 こ れ に よ り 全国 の シ ル バ ー ハ ウ ジ

ン グ の 18 % が神戸 市 に 集 中 す る こ と に な っ た 。 こ れは全国で最 も 多 い 戸 数 で あ る 。 神戸 市

で は公営復興住宅の供給が22 ， 910戸 で あ る た め 、 約 10 % が シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ と な る こ と

カfわ か る 。

〔 コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グの建設〕

コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ と は 、 個 々 の プ ラ イ パ シ ー を 確保す る た め の私 的 な 住戸 を 持 ち

つ つ 、 食事や 団 ら ん な どお 互 い に 支 え 合 う 共 同 生活の場 を 持 ち 込 ん だ 共 同 住居型の集合住

宅で あ る O 今 回 の 震災の被災者は 高齢者が多 い こ と も 踏 ま え て 、 恒久住宅の 入居 に 関 し で

も 、 従前地やr.芯急仮設住宅で形成 さ れた コ ミ ュ ニ テ ィ を 継続で き る よ う に 、 あ る い は 早期

に 新 ら た な コ ミ ュ ニ テ ィ が形成 で き る よ う に 、 災害復興公営住宅 に コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン
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グが取 り 入 れ ら れ、 単 身高齢者が孤独 に 陥 る こ と な く 、 積極的 に 共 同 生活 の 楽 し み が得 ら

れ る よ う な仕組みが作 ら れた 。 一部の 団 地 で は 高齢者の み で な く 若 年 の 一 般世帯 に も 入居

し て も ら い 、 子供か ら お年寄 り ま で幅広 い 年齢層 の 入居者が協力 し あ っ て 豊 か な コ ミ ュ ニ

テ ィ を 形成 で き る こ と も 自 標 と さ れて い る O

コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ は 、 県営232戸、 神戸市営29戸の計261戸が建 て ら れた 。 高齢化

社会がす す む2] 世紀 に あ っ て ひ と り 暮 ら し の お年寄 り が、 安心が感 じ ら れ る 緩や か な 共 河

生活がで き る 一 つ の 方 向性 を 生 み 出 し た も の と し て 評価 で き ょ う 。

〔 災害遺児へのケアハ ウ ス づ く り 〕

震災で 肉 親 を 失 っ た 遺 児 は 、 あ し な が育 英会 の調べで は 573人 に も 達 し て い る 。 こ の よ

う な 震災遺児 の こ こ ろ の ケ ア の た め の施設 も 各地で建設 さ れ、 安心の復興 に 寄 与 し て い る O

神戸市で は 「子育 て 支援 セ ン タ 一 子供 の 家」 を 平成10年10 JJ に オ ー プ ン し た 。 ス キ ー ツ ア ー

や ハ イ キ ン グ 、 施設 を 利用 し た 交流 会 な ど を 通 し て災害遺 児 の こ こ ろ の ケ ア を 図 っ て い る O

ま た芦屋市 に は 「浜風の家J が平成 1 1 年 1 月 に 完成 し た 。 こ の家 は 阪神 ・ 淡路大震災で心

に 傷 を 負 っ た子供た ち の ケ ア ハ ウ ス で、 作 家 の 藤本義 a さ ん ら 数多 く の 支援者の協力 で完

成 し た 。 音楽や絵 を 措 い た り す る な ど の 遊 びの 中 か ら 心 を 開 い て も ら う 「 ア ー ト セ ラ ピ ー 」

を 中心 に ケ ア への 取 り 組 み が行 わ れ て い る 。 ま た 全 国 の 交通遺児 を 対象 と し た 「あ し な が

育英会」 は 、 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 を神戸市東灘区本庄 町 に完成 さ せ た 。 こ こ で は サ ン ド パ ッ

ク を た た い た り 、 暴 れた り し て ス ト レ ス を 発散す る 「火山 の部屋」 や 歌 や 楽 器の演奏で心

を 落 ち 着 か せ る 「音楽章」 な ど、 遺児 の こ こ ろ を 癒す部屋が数多 く 設 け ら れて い る O

〔住 ま いの不燃化、 建て方の変化〕

今 回 の 震 災 に よ り 住宅 は 大 き な 被害 を 受 け た 。 兵庫県 内 で の 全壊棟数 は 11 1 ， 11 7棟、 世

( 図 1 ) 住宅の構造別割合の推移 ( 神戸市)
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( 凶 2 ) 建 て 方別住宅比率の推移 ( 神戸市)
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帯 数 に し て 187 ， 230世帯 に も 達 し た 。 こ の よ う に 家 を な く し た 人 た ち への 住 宅供給 は 生活

の安定の た め に も 緊急 の 課題 と さ れ、 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画」 が策定 さ れ、 125 ， 000

戸 の災害復興住宅が建設 さ れ る こ と と な っ た。 平成11年末で、神戸市 を は じ め 、 阪神 間 の 各

都 市 で、 は 仮設住宅 で、 の 入居者 は ほ ぼゼ ロ と な り 、 恒久住宅へ の 移行が震災後 ほ ぼ 5 年 を 要

し で ほ ぼ完了 し た 。

こ の よ う な 新 し い建築物、 構造物の 建設 に よ り ま ち の住宅構造 も 少 し ず つ 安全 ・ 安心で

き る よ う に 変化 し て き て い る 。 総務庁が平成10'年 に 実施 し た 「住宅統計調査」 に よ る と 、

神戸市 内 で は住宅の不燃化、 老朽住宅 ( 木造賃貸住宅等) の 更新が進 ん で い る こ と が明 ら

か に な っ た 。 そ の結果 を 図 l に 示 す 。 こ れ に よ る と 年 々 木造住宅が少 な く な り 、 非木造住

宅が多 く な っ て い る こ と がわ か る 。 平成10年度の住宅の戸数 を 構造部 に 見 る と 、 防火木造

は22 . 2% 、 鉄骨 ・ 鉄筋 コ ン ク 1) _ ト 造 は57 . 7 % 、 木造は16 . 9% と な っ て い る 。 鉄骨 ・ 鉄筋

コ ン ク リ ー ト 造の 比 率 は 全 国 平均 の32 . 6% に 比 し て は る か に高 い こ と がわ か る 。 震災前の

平成 5 年 と 比べ る と 、 鉄骨 ・ 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 は 18 . 3 % 増 に 対 し て 、 防火木造は2l . 2 %

減、 木造 は 7 . 3 % 減 と な っ て お り 、 震災 を 挟 ん で住宅の 不燃化が進 ん で、 き て い る こ と がわ

か る 。

一方、 国 2 は 建 て 方別住宅の比率の変遷 を 示 し た も の であ る 。 子成 5 年 に50 ， 630戸 あ っ

た木造共 同住宅 ( い わ ゆ る 木造 ア パ ー ト ) 等が平成10年度調査で24 司 400戸 と 半減 し て い る

こ と 、 ま た 長屋建 て がお ， 840戸 か ら 31 ， 409戸 に 減少 し て い る こ と が特徴的 で あ る 。 長屋建

て 、 木造共 同校宅 と も に 昭和43年 か ら 減少傾向 を 続 け て い る が、 前 回 と 比較 し た 減少 率 は

平成 5 年度 ま で は 15%前後で あ る の に対 し て 、 平成 5 年か ら 平成 10年 ま で の 減少率 は 長屋

建 て 28 . 3 % 、 木造共同住宅は5l . 8% と 大 き く な っ て お り 、 販神 ・ 淡路大震災 に よ る 影響が
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大 き か っ た こ と がわ か る O こ の よ う に 住 ま い の安全性が向上 し て き て い る こ と が明 ら か に

な っ た 。

〔安心で き る 住宅へ〕

都市の安全性 の 向上 と と も に 、 個 々 の住宅の 欠焔 を 防 ぎ、 安心で き る 住宅づ く り の環境

も 整 っ て き て い る 。 そ の 主 な も の は 平成11年 3 月 2 日 に 閣議決定 さ れ た 「住宅 品 質確保促

進法案」 で あ ろ う 。 実際の施行 は平成12年震 に な る も の と 考 え ら れて い る が、 こ の法律の

内容の主 な も の は住宅の性能表示基準が定め ら れ、 注文主の依頼 に よ り こ の 基準が満 た さ

れ て い る か否か は指定住宅性能評価機関 の判 定 を 受 け 、 住宅形式性能認定 を 受 け る こ と が

で き る よ う に 定 め ら れた 。 加 え て暇抗担保責任の特例が設 け ら れ、 現抗担保期 間 が最高10

年 間義務付 け ら れ る こ と に よ っ て 、 住宅の安全の 質 の 向上 を 図 る こ と が決定 さ れた 。 こ の

よ う な 手続 き を 経 る こ と に よ っ て い わ ゆ る 住宅 の 手抜 き 工事が防 止 で き る こ と に な る O

4 . お わ り に

従来の 防災 は 災 害 は起 き で は な ら な い も の と し て 、 そ の発生 を 極 力 防止 し て き た 。 し か

し 今 回 の震災 に よ り 、 い く ら 対策 を し て い て も 災害が発生す る 場合があ る こ と を 、 我 々 は

貴重 な 教訓 と し て 知 る こ と がで き た 。 と い う こ と は 、 今後は 災害が起 き な い よ う に対策 を

講 じ る と と も に 、 も し 災害が発生 し た ら どの よ う に し て そ の被害 を 小 さ く す る かの対策、

方法 も 併せ て 考 え て い く 必要があ る こ と に な る O

21世紀は必ず高齢化社会 に突入す る 。 高齢者や 障害者の よ う に 災害弱者 と 呼ばれ る 人た

ち は 、 最 も 被災 を 受 け や す い 。 こ の よ う な 災害弱者の被害が小 さ く な る よ う な 方 策 を 採 る

こ と は 、 被害 を 減少 さ せ る 最 も 効果的 な 方法 で あ る 。

今 司 の 復 旧 ・ 復興の過程 に お い て 、 災害弱者 に 対 し て い く つ かの安心が感 じ ら れ る 防災

対策が既 に行 わ れつ つ あ る こ と は 、 将来の 防災 を 考 え る 上で貴重 な 経験、 指標 と な ろ う 。

こ の よ う な 防災 の 先例 が、 わずかで は あ る が芽 を 出 し て き て い る と 思 わ れ る O
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要援護者への被災後の対応の あ り 方
関西大学社会学部教授 松原 一郎

は じ め に

筆者が代 表 を 務め た 「震災 を ふ ま え た 新 し い社会 シ ス テ ム の あ り 方」 研 究会 に お い て 、

メ ン バ ー の 林 春男 氏 は 、 「災害弱者」 と は 、 1 ) リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト の 面 か ら は 自 分が

い る 地域の災害 リ ス ク に対す る 認識 を 欠い て い る 者、 2 ) ク ラ イ シ ス マ ネ ー ジ メ ン ト の 面

か ら は現行 の 災害対定、 で は 考慮 さ れて い な い特別 な ニ ー ズ を 持つ 者 、 と い う 2 つ の特徴の

い ずれか、 あ る い は そ の両 方 に 該 当 す る 人 を さ す と 考 え ら れ る O ( ] ) と い っ て い る 。

自 分がい る 地域の災害 リ ス ク に 対す る 認識 を 欠 い た も の と は 、 そ の 地域 に どの よ う な 災

害発生の危険性があ る か に つ い て考 え よ う と し な い 人、 あ る い は考 え た い と 思 っ て も 必要

な 情報 を 欠い て い る 人 を さ す。

一般的 に 「災害弱者J と し て 想起 さ れ る の は 、 高齢者で 身体が病弱 な 者及 び障害者等で

火災等の災害が発生 し た場合、 自 力 に よ る 避難が困難 な 者で あ る が、 現行の 災害対応 は 「健

常者で、 成 人 で 、 そ し て お そ ら く 男性」 を 前提 と し て お り 、 被災か ら 応急 ・ 再建の一連の

プ ロ セ ス の 中 で 、 そ の想像力 や配慮 の 枠 か ら 外 さ れ る 人々 の存在 を 認識 し な け ればな ら な

し ミ O

林氏 は 、 時 と 場合 に お い て 特別 な ニ ー ズ を 有す る 人々 (Persons with Spec ial Needs: PSN) 

と 呼称 し 、 「被災者」 と い う 単 一 の 社 会的 カ テ ゴ リ ー と し て 画 一 的 に 災害対応 さ れ て い る

こ と の矛盾 を 突 い て い る O

「災害弱者」 と い う 考 え 方 を 捨 て 、 「 成人 ・ 男 子 ・ 1建常者」 以外の 人 々 に 災害対策上考

慮すべ き どの よ う な 「特別 ニ ー ズ」 が存在す る か は 、 そ れ ぞ、れの機能障害の危険性 に 着 目

す る と 、 次 の よ う な 実例 が挙 げ ら れ る 。

・ 新 し い 自 然環境や社会環境 に つ い て の情報入手 : 知的 障害者、 言葉の 不 自 由 な 外 国 人

・ 避難所等 で の情報伝達 は校内放送や 口 頭 で な さ れ る た め 、 聴覚障害 者 に は給食や物資

の 配給等の 情報が伝 わ り に く か っ た

・ 地震被害 に よ っ て街の様子が変化 し た た め 、 そ れ ま で、視覚障害者が作 っ て き た認知地

図が使用 不 能 に な り 、 移動が困難 に な っ た 。 さ ら に 、 認知地図 を 修復 す る た め の基準

と な る 情報 の 入 二子が 困 難 だ、 っ た

@ 再建 対 策 の 段階 で 行 政機 関 な どで 各 種の 申 請 を す る 時 に 、 担 当 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が難 し く 、 通訳者が必要だ っ た

災害発生時、 だ れ も が生命の危機 に 瀕 し 、 生命力 と 運が生死 を 分け る と き 、 果 た し て 「災

害 強者」 は 存 在す る の で あ ろ う か。 「災害弱者」 は 「強者」 の 対極 に い る の で は な く 、 発
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災か ら の 一連 の プ ロ セ ス で特別 も し く は特定の ニ ー ズ を 有 す る 人 た ち だ と い う 認識が必要

だ と 思 え る O さ ら に 、 そ の ニ ー ズ は 、 平時の社会的ハ ン デ イ キ ャ ッ プ (社会構造 的 に 強 い

ら れた 不利援や不 舟 由 ) の 延長上 に 生起す る こ と が多 い 。 す な わ ち 、 今 回 震 災 の 犠牲 と な

り 県内 で死亡 し た 人 は 、 5 ， 378人 (95年 2 月 16 日 現在) で そ の う ち 身元の判 明 し た5 ， 226人

の う ち 60歳以上が2 ， 716人で過 半数 を 占 め て い る O ま た 、 別 の 指標 と な る の は 、 生活保護

受給世帯 で あ る 。 震災時点で の神戸市 内 の生活保護受給世帯 は 14 ， 951世帯 で あ っ た が、 こ

の う ち 3 ， 619世帯の 家屋が全 ・ 半壊 の 被害 (24 . 2% ) を 受 け て い る 。 神 戸市 内 の全 ・ 半壊

世帯の比率が10 . 7% で あ る こ と を 考 え れ ば、 倍以上であ る O さ ら に 、 保護世帯 の 死亡者 も

278人 と 世帯 員 数の 1 . 24% を 占 め 、 市民全体の死亡者比0 . 25 % を 大 き く 上回 っ て い る O

生活碁盤 の 杭弱 者 は 、 経済 ・ 労働 ・ 年金 ・ 住宅 ・ 健康 ・ 身体状況 ・ 社会関係等 日 々 の生

活上 に 欠 く べか ら ざ る 要件 を 、 様 々 な 理由 に よ り 祖害 さ れ た り 、 喪失す る こ と に よ り 生活

上 の 障害 を 持つ。 大規模災害発生時 に は 、 中 で も 住宅状況 ・ 健康状況 ・ 身体状況 な どが底

接 的 に被害の拡大 を 招 く 危険 を は ら ん でい る O 長ヲ | く 回復の遅 れ は そ の 他 の 要素 も 大 き く

影響す る こ と は言 う ま で も な い 。

災害 に よ り 、 大 き な 被害 を 受 け た ケ ー ス に高齢者や低所得者が多い理由 は 、 こ の住宅事

情 ・ 健康状態 ・ 身体状況 に 起因 す る も の が多 い と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 イ ン ナ ー シ テ ィ

の高齢単 身 者 の 多 く は 長年職住接近の 生 活 を 営 み 、 現在 さ さ や か な 年金 に よ る 生活 を 余儀

な く さ れて い る こ と か ら 、 低家賃 の 古 い 木造丈化住宅 に居住 し て い た も の が、 低い耐久性

と 防火構造 に よ り 大 き な 被害 に 遭遇す る こ と と な っ た。

ま た 、 所得の多少 に 関 わ ら ず、 高齢者 は そ の 身体状況か ら 低層 階、 二 階建 て独立家屋等

の場合 も 多 く が一階部分で就寝す る こ と が多 か っ た こ と も 高齢者被害の拡大 を 招 い て い る O

身体的障害 を 持 つ 人 々 も ほ ぼ同様の事4請があ っ た も の と 考 え ら れ る 。

ま た 、 視力障害、 聴力 ・ 言語障害等 の 障害 を 持 ち 独立生活 を 営 ん で い た 人 々 に と っ て は

被害状況の 把握や 自 身 の窮 状 を 伝達す る の に必 要 な 、 情報収集手段 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

手段の 途絶等 も 被害 を 大 き く す る 要因 と な っ て い る 。

平常時 に お け る 生活基盤の挽弱性が被害状況の深刻 さ に 反映 し て お り 、 さ ら に は 生活の

復 旧 ・ 復興 と も 大 き な 相 互 関 連があ る O ち な み に生活基盤 と は 、 経済的条件 の み な ら ず、

住宅状況 ・ 健康状態 ・ 就労 さ ら に 家族や コ ミ ュ ニ テ ィ と の 関係等社会的要件 を 多 く 含む も

の で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

こ れ ら の 要 因 を 欠 く た め に 自 立へ の ニ ー ズ を 有す る 人 た ち が、 どの よ う な 対応 を 受 け た

の か、 高齢者や 障 害者 を 中 心 に 、 救急救援期 を 中 心 に そ の歩 み を 追 っ て み た い 。

1 . 被災 し た 要援護者
現場 に お い て は 、 災害発生直 後 は 、 人命救助が最 も 優先 さ れ た が、 地震発生か ら 2 - 3

日 は公的支援 の 態 勢 は 整わず、 近 隣同 士の救援 や 地域 に 根差 し た住民組織 ・ 市民団体の助
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け あ い が大 き な 役割 を 果 た し た 。

当 呂 発表 さ れ た 県警 の被害情報は 、 死者、 行方不明者、 負傷者、 そ し て 家窟倒壊 と い う

カ テ ゴ リ ー で あ り 、 話二者 に 対 し て は 遺体搬 出 、 設索救助が な さ れ、 負毎者 に は救命医療 ・

手 当 て と い う 対応がな さ れ た が、 負 傷者や被災者一般 に は 、 個 別 の 属 性 (例 え ば、 障害 を

有 す る と い う こ と な ど) が顧 ら れ る こ と な く 事が進 ん だ。

人命救助 と と も に 次の事項が最優先 さ れ た の で あ る 。

①食料、 飲料水、 毛布の確保

②住j舌物 資の確保及 び輸送の確保

③余震対策

こ の な かで高齢者 の 単独及 ぴ夫婦世帯 や 障害者世帯 に 注革、が向 け ら れ、 そ の情報確認や

紋設の 役 目 を 担 っ た の が、 l 月 20 日 の避難所緊急パ ト ロ ー ル 隊編成で あ っ た 。

避難所緊急パ ト ロ ー ル 隊 は 、 県職員 と 警察官合 同 で パ ト ロ ー ル カ ー を 使 っ て 神 戸 ・ 西

宮 ・ 芦屋各市の 避難所 を 巡回 パ ト ロ ー ル す る も の で 、 ス タ ー ト か ら 3 日 目 に 100班体制 を

確立 し た 。 当 初 は 、 相談や 緊急、要望への対応 、 避難住民の 実態や救護対策 の 問題点 の把握、

県 ・ 市等への 緊急対策等の手配要請 を 中心 に 活動 し 、 生活必需 品 が充足 し つ つ あ る 段階か

ら 、 安全確認、 弱者救護、 情報提供へ と 重点 を 移 し て き た 。 2 H 17 日 に お い て 、 延約14 ， 000

人 の ス タ ッ フ に よ る 巡回 避難所は廷17 ， 676 ヶ 所 と な っ て い る O

さ ら に 、 1 月 22 日 に は 総合的 な 支援拠点 と し て救護対策現地本部 を 設置 し た 。 救護対策

現地本部 は 、 被災規模 の 甚大 な神戸市内 5 、 西宮及び芦屋市内 に 各 l 計 7 地区 に設置 し 、

本部員 (県職員 ) と 医療現、 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ プ (各地域の婦人会、 民 間企業社員等)

で構成 さ れ、 被災住民か ら の相 談 ・ 要望への対応、 医療相談 ・ 診療 、 避難所緊急パ ト ロ ー

ル 隊の 集結基地、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 支援 を 中 心 に 活動 を 展開 し 、 l ヵ 月 間 の活動 は 、 相

談3 ， 415件、 医療7 ， 784件、 ボ ラ ン テ イ ア 活動2 ， 097人 を 数 え た 。

県 は 、 温かい食事や風呂 な ど少 し で も 生活環境 の 備 わ っ た場所で避難生活 を 過 ご し て も

ら お う と 、 勤労者福祉施設、 青少年活動施設等の公的宿泊施設、 集会施設 な ど宿 泊 可 能 な

公的施設 を 2 次的避難所 と し て 、 ま た 、 旅館等民間宿泊施設 を 高齢者や 障害者等健康問で

の不安の 大 き い避難者 を 対象 に し た特別施設 と し て斡旋 を 行 う と と も に 、 ホ ー ム ス テ イ の

受 け入 れ 家 族 を 募 る こ と と し た。

公 的 施 設 で 181施設約9 ， 000人 の 受 け 入 れが可能 と な り 、 ホ ー ム ス テ イ も 県 内外か ら 約

1 1 ， 750件の協力 申 出 があ っ た が、 避難住民の 多 く が、 家族全員 での住宅へ の 移転希望 や 家

の 近 く を 離れ た く な い等 の 理 由 か ら 、 こ の よ う な 一時的 な 宿泊 施設 の 利 用 は 予想 に 反 し て

少 な か っ た 。

こ れ ら の 事実 は 、 特定の ニ ー ズ を 有す る 個別 的 な 被災者への 配慮 が働 き 始め た こ と を

し て い る 。 し か し な が ら そ の反面、 当事者た ち も 家庭の事情や復 i日 の見 通 し の不確か さ 等

に よ り 、 行政サ ー ピ ス と の ミ ス ・ マ ッ チ が生 じ て い る こ と が う かが え る O
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そ れ で、 も 、 l 月 20 日 か ら 7 月 26 日 ま で継続 さ れ た 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊活動のーっ と

し て 、 高齢者や体が弱 っ て い る 人等への対応があ り 、 応急診療所等への連絡、 診察依頼 な

どの成果 を 挙 げ た 。

ま た 、 こ の 時期 、 NTT フ ァ ク シ ミ リ 等 の 活用 に よ る 全避難所へ の 生活情報 フ ァ ッ ク ス

ネ ッ ト の提供、 報道機関 の協力 に よ る 主 な 避難所への専用 テ レ ビ 設援 に よ る 文字放送 な ど

聴覚障害者への情報提供 も 図 ら れた 。

外国 人県民への対応 に つ い て は 、 (財) 兵庫県 国 際交流協会が通訳 ボ ラ ン テ イ ア の協 力

を 得 て 、 英語、 巾 国語、 ポ ル ト ガ ル語、 ス ペ イ ン 語等 に よ る 緊急外由人県民特別相談 窓 口

を 開設 し て い る 。

行政に お い て は職員 の確保 自 体が難 し く 、 職員 自 身 が被災 し て い る 、 さ ら に公共交通機

関 の途絶、 道路の大渋滞 さ ら に は情報網 の 欠損 な どの諸条件下、 救助 と 要援護者の把握 は 、

十 分 に 行 わ れ得 な か っ た 。 と り わ け 、 初期 に お い て は職員 は 、 食料、 物 質 、 死体処理等 の

業務に'忙殺 さ れ、 高齢者 ・ 障害者対策 な ど本来業務への取 り 組み が阻 ま れ た 。 む し ろ 常駐

職員 ・ 巡 同 職 員 そ し て ボ ラ ン テ イ ア の 収集 し て き た 情報が当 初 は 活用 さ れ、 2 月 半 ば に

な っ て や っ と 、 避難所及 び在宅の 要援護者の実態把握調査が始 ま り 、 高齢者や 障害者への

ケ ア が本格化 し た と い え る 。

被災 し た 高齢者や 障害者が緊急 に 施設 に 入所 し た が、 そ の総数は812名 (1995 . 1 . 27現在)

で あ っ た 。 こ れ は 、 l 月 18 日 � 19 日 に 、 被災市町 に こ れ ら の 人 々 への対応状況 を 確認 し 、

ホ ー ム ヘ ル パ ー や 民生委員 の必死の協 力 の 下 、 安否確認や施設への 緊急入所の 相 当 数の 必

要が判 明 し た こ と を 受 け た も の で あ っ た 。

そ の 後 、 県 は 2 月 15 呂 、 被災各市 町 に対 し 、 長期化 に伴 う 在宅要援護者の 生活状況 の 変

化等への対応や、 懸念 さ れた余震への対策 と し て 、 新 た に援護 を 要す る 者 な どへの対応 を

含 め 、 よ り き め 細 か な 生活状況の 把握 を 行い 、 状況 に 即 し た サ ー ビ ス の提供 を 一層徹底す

る た め 、 “ 要援護者生活状況把握 ロ ー ラ 一 作戦" を 実施 し た 。

各市町 に お い て こ れ ま で に 実態把握がで き た件 数 は 、 59 ， 357件で あ っ た 。 こ の う ち 、 何

ら かの措置 を 必要 と し た件 数 は 、 2 ， 875件で、 実態把握件数の4 . 8 % で あ っ た 。 ロ ー ラ 一 作

戦 は高齢者や 障害者が中心であ っ た こ と か ら 、 対象者別 で は 、 高齢者が39 ， 305件 (66 . 2 % )

と 最 も 多 く 、 次 い で 、 心 身 障害者が18 司 221件 (30 . 7 % ) と な っ て お り 、 全体の96 . 9 % を 占

め た 。 こ の た め 、 何 ら かの 措置 を 要 し た件数 も 高齢者が最 も 多 く 、 2 ， 095件 (5 . 3% ) 、 次

い で障害者の537件 (2 . 9% ) と な っ て い る O こ の ほ か、 児 童 で は 1 1 件 (23 . 4 % ) 、 母子家

庭で は231件 (16 . 0 % ) 、 父子家庭で は l 件 (1 . 7% ) の措置 を 要 し た ケ ー ス があ っ た 。

こ の 一 ヶ 月 近い 期 間 は 、 当事者 に と っ て さ ぞ長 く 、 厳 し か っ た こ と で あ る こ と は 察す る

に 余 り あ る O 県 も 1 月 29 日 付で、 厚生省 か ら 「緊急一時 入所措置」 等 の 弾力 的 な 取 り 扱い

の通知 を 引 き 出 し て い る こ と 、 さ ら に 老 人福祉施設連盟 と 協議の う え 、 緊急一時入所の コ ー

デ ィ ネ ー ト を 担当 す る キ ー ス テ ー シ ョ ン 施設 を 13 ヶ 所設量す る な ど、 か な り 手 は つ く さ れ
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た と は評価で き る 。 い か ん せ ん 、 市街地立地の施設があ ま り に も 少 な か っ た た め に 、 遠隔

地 で の 緊急入所 を た め ら う 当事者 ・ 家族が多 く な っ た と 思 わ れ る 。

障害者 に 目 を 転 じ る と 、 被 害 の 最 大 で あ っ た 神 戸市 で は l 月 下旬 よ り ボ ラ ン テ イ ア グ

ル ー プ、 福祉事務所、 保健所が連携 し て訪問 に よ る 安否確認 を 進め た 。

民 間 の寂 り 組み と し て合 同対策本部 (大阪) で は 、 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア 、 福祉施設等 の職

員 に よ る ボ ラ ン テ イ ア に よ っ て 、 阪神地域の407 ヶ 所 の避難所 を 直接訪 問 。 避難所 で の 障

害者の生活 ・ 回 り ご と を 受理 し 、 車椅子や ポ ー タ ブル ト イ レ な どの福祉機器 な どの調達 を

行 っ た 。 さ ら に 電話相談 に も 取 り 組み 、 訪 問 、 電話桔談あ わせて相談 ・ 問 い 合わせ件数は

延べ500件 に の ぼ っ た 。

現地 セ ン タ ー (兵庫) で は 、 神戸市内 を 中心 に600 ヶ 所 の避難所 を 直接 訪 問 し 、 同 様 の

生活 ・ 国 り ご と 相談 と 電話相談 に取 り 組み 、 相談件数は のべ1 ， 1 00件 に の ぼ っ た 。 合 同 対

策本部 、 現地 セ ン タ ー に は 、 1 月 18 日 か ら 2 月 28 日 の I か月 間 に ボ ラ ン テ イ ア や福祉施設

職員等、 3 ， 384人が参加 し た 。

震災後 2 � 3 週 間 を 経 て 、 普段の生活 に 反 る 人 も 出 始め た な か 、 高齢者や 障害者が避難

所 に残 り 、 通 院介助 や介護 な ど福祉ニ ー ズ が顕在化 し て く る 。 こ の 人 た ち に は 、 避難所で

の生活や将来 に 対す る 不安か ら 、 精神 的 、 身体的 に 疲労 し 、 健康状態 の 悪化がみ ら れた 。

こ れ に 対 し 行 政 は 、 保健婦 に よ る 避難所への 巡回健康相 談 を 継続 し て 実施 し 、 問題 を 持

つ者の 早期発見 に努め 、 適切 な 医療 ・ 福祉サ ー ビ ス に 繋 げ た 。

そ れ に も か か わ ら ず、 頻発 し た避難所や一殻家屋で の健農悪化 を神戸新聞 は 次の よ う に

伝 え た 。

「阪神大震災後、 避難所や損壊家屋で不 自 由 な 生活 を 送 る 人 た ち の 健康悪化が懸念 さ れ

て い る が、 神戸市長田 区 の神戸協 同 病 院 ( 上 田 耕蔵院長) で、 避難所 な ど か ら の 入 院患者

で呼吸器疾患や心疾患で死亡 し た 人が 9 人 に 上 る こ と が 2 日 分か つ た 。 寒 さ や急激な ス ト

レ ス が5 1 き 金 に な っ た と み ら れて い る O ま た 、 神戸新聞社が市内10病 院 に i司様の死亡者 を

問 い合 わ せ た と こ ろ 、 総数で約50人 と の 回答が得 ら れた 。 同 病 院 は病床 数 な どか ら 市内 の

同様死者 を 約500人 と 推計 、 生活環境の改善 な ど を 訴 え て い る oJ 0995 . 3 . 3) 

上 田 耕蔵 院長 は 、 第一週で震災後関 連疾患が多発 し た原 因 と し て 考 え ら れ る の は 、

①第 1 週の 地域 の 環境破壊は最悪の状態であ っ た 。 シ ョ ッ ク 、 寒 さ の ほ か、 水 ・ 食料 な ど

も 卜分届 い て い な か っ た 。

②多数の病弱高齢者の存在。

③病院 の 入 院適応が厳 し く な る 。機能低下 し た病 院 は 、 多数の患者 さ ん で あ ふ れで お り J軽

症」 で は 入読 さ せ ら れず。

④多 く の 医師 は 、 震 災当 初 の 関 連疾患 は重症化す る の を 知 ら ず、 重症肺炎 な ど の診断が遅

れた ケ ー ス があ る 。

だ と し て 、 上記の記事の よ う に 、 震災関連死 は 、 地元で医療 と 福祉サ ー ピ ス を 速や か に受
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け る こ と で減 ら す こ と がで き た は ずだ と 指摘 し て い る O (2)  

特別養護 老 人 ホ ー ム を は じ め 、 生活支援 シ ス テ ム が普段か ら も っ と 充実 し て い れば、 特

別 な ニ ー ズ を 有 す る 人 た ち への対応 も 迅速かつ 、 あ る 程度 ま で は で き た と い う 声 は多 く か

っ 強 い 。 (3 )

さ ま ざ ま な 対花、が な さ れた も の の 、 住民の被害が極め て 深刻 で あ り 、 さ ら に 時 間経過 と

共 に 、 在宅要援護者 を 取 り 巻 く 生活環境 が さ ら に悪化す る こ と が予測 さ れ、 加 え て 身体状

況や機能が低下 す る に つ れ、 即応す る サ ー ピ ス だ け で は な く 、 さ ら に 先取 り す る 対応があ

れ ば、 地震後の医学的 ・ 福祉的 ケ ア の遅 れ に 起 因 し た死亡や容態 の悪化 を よ り 的確 に 防 げ

た こ と で あ ろ う O

2 . 施策 と 点検

発災後の 要援護者の安否確認 と 把握が、

行政で は 、

・ 市町 に お け る 要援護者台帳の整備

・ 保健婦、 ケ ー ス ワ ー カ 一 等 に よ る 要援護者の把握、 安否確認

民 間 で は 、

・ 社協 の 要援護者実態調査、 福祉票の 整備

・ 民生委員児童委員 の 安否確認、 世帯票の 整備

と し て な さ れ、 次 に 要援護者の ニ ー ズ把握 も 次の よ う な 事業 と し て と り 行 わ れたO

行政で は 、

・ 避難所緊急パ ト ロ ー ル ( 防災企i画課)

・ 被災者福祉 な ん で も 桔談、 障害者専 門杷談

・ 民生委員 児童委員 に よ る 要援護者把握 (社会援護課)

・ 保健婦 に よ る ニ ー ズ把握 (健康増進課)

・ 要援護者生活状況把握 ロ ー ラ 一 作戦、 要援護者移送作戦

@ の じ ぎ く パ ト ロ ー ル 隊 (県警)

さ ら に 、 民 間 に お い て は 、

r兵庫県老人福祉施設連盟現地対策本部」 設置

介護支援チ ー ム 活動

「時害者支援セ ン タ ー J 設置

援護施設被災状況調査

在宅障害者訪問活動

・ 西宮市重度障害者 ・ 高齢者の生活状況調在

が な さ れ た 。

上述の努力 に も かか わ ら ず、 高齢者 に対 し て は 、
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「 十分 な 確認がで き ず適正 な 在 宅福祉サ ー ピ ス が行 わ れ な か っ た お そ れが あ る oJ

そ し て 撞害者 に 関 し て は 、

「被災障害者の被害状況や そ の 人数、 年齢、 避難場所の 把握 な どが十分 に で き な か っ た

こ と に よ り 、 的 確 な干高卒吐サ ー ピ ス カf な さ れ に く か っ た 。

情報収集 に ハ ン デ イ の あ る 視覚 、 言語、 聴覚樟害者 に 対 し て情報提供や 手段の確保が十

分 に は で き な か っ た o J と い う 自 己点検の声が行政か ら 寄せ ら れて い る 。 (4 ) 

発災か ら 避難所生活 に か け て の 時期 に は 、 他 に も 健康悪化や メ ン タ ルヘ ル ス 、 そ し て

緊急一時入所の ニ ー ズ が発生 し たが、 こ れ ら に対 し で も 、 そ れぞれ次の よ う な 反省 が残

さ れて い る O

「初動体制 の 立 ち 上 げに お い て 、 迅 速 な 職員 確保が十分 に 出 来ず、 一 部 で 巡回健康相談

等 の 実施が遅 れ た 。 」

「災害 が メ ン タ ルヘ ル ス に 与 え る 影響 に つ い て の啓発、 救援 に 従事す る 者へ の ケ ア が十

う子で は な か っ た oJ

「各要援護著 の ニ ー ズ の把握、 緊急性の 判 断等優先)順位が的確 に 行わ れ な か っ た 可詑性

カfあ る 。」

避難所への 要援護者への 支援策 と し て は 、

行政で は 、

・ 避難所への ホ ー ム ヘ ル パ 一 派遣 (長寿社会諜)

. 巡回 リ ハ ピ リ チ ー ム の 派遣

・ ボ ラ ン テ イ ア と の協力

・ 巡回 健農相談

・ 精神 科救護所の設置

・ 精神 夜 間 対応 窓 口 の設置

・ 精神夜間往診チ ー ム の設置

. 介護サ ー ピ ス の提供

民 間 で は 、

・ 移動 入浴車 に よ る 入浴サ ー ピス の提供

・ 高齢者、 障害者入浴サ ー ビ ス (民間入浴事業会)

が挙げ ら れ る O

仮設住宅 に 日 を 移す と 、

・ ふ れ あ い セ ン タ ー 設置運営事業 (長寿社会課)

・ 生活支援 ア ド バ イ ザー設置 (住 ま い復興推進課)

@ 地域型仮設住宅入居者 ケ ア 事業 (長寿社会課)

生活支援員 派遣事業

グ ル ー プホ ー ム ケ ア
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- 心の 相 談員 派遣事業

・ ふ れ あ い 交番 の 設置 (県警)

. 精神夜間 診療体制 の整備

・ ア ル コ ー ル リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン 支援事業 ( 障害福祉課、 健康増進課)

・ ふ れあ い 安心ベ ル (社会援護課)

な ど、 各種の工夫 と 対応が見 ら れ、 民 間 に お い て も

・ 民生委員先輩委員 の見守 り 活動

・ 大工 ボ ラ ン テ イ ア 登録

・ ふ れあ い セ ン タ ー 運営支援

と 、 市民の相互扶助型の活躍が特筆 さ れ る O

次 に 災害復興公営住宅等 の恒久住宅で、 の 支援の段階 に な る と シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ事業や

バ リ ア ・ フ リ ー 化 が 日 を ひ く O も ち ろ ん見守 り と 相談 は 欠 かせ な い 。

行政で は 、

・ シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助員 (LSA) 派遣事業 (長寿社会課)

・ 人生80年 い き い き 住宅助 成事業 (建築指導課)

・ 被災高齢者 自 立 生活支援事業 (長寿社会課)

・ 被災単身世帯緊急通報装置設置

・ 生活復興相談員 、 情報サ ボ ー タ ー 設 置 (生活復興推進課)

. 高齢者生活支援員 の 派遣

・ 車椅子仕様住宅

氏 関 で は 、

・ 民生委員見童委員 の見守 り 活動 が講 じ ら れた 。

バ リ ア フ リ ー で看過で き な い の は 、 情報ア ク セ ス の確保で あ り 、 各障害者 に 応 じ た情報

伝達 ( 障害福祉課) 、 例 え ば、 文字放送専用 テ レ ピ設置、 手話通訳 の 派遣 、 点 字ニ ュ ー ス

レ タ ー が手段 と し て と ら れ た 。

行政の 自 己点検 と し て 、 仮設住宅期 に お い て 全般 に 言 え る こ と と し て は 、

「仮設住宅入居者へ の 支援 を 早期 に 行 う た め に 必 要 な 入居世帯、 入居者の 情報 を ス ム ー

ズ に 入手で き な か っ た 。 そ の た め 、 入居者 に対す る 調査 に よ り 、 情 報 を 把握せ ざる を 得

な か っ た 。 」

「仮設住宅 で の生活の長期化 に よ り 生 じ る 生活再建の個 別 の 状況 を 踏 ま え た 対応が十分

で は な か っ た 。 」

があ る 。

ふ れあ い セ ン タ ー に お い て も 、

「仮設住宅 の 入居者が減少 し て い く に 従 っ て 、 活動の担い手品不足や参加者の 減少 に よ り 、

ふ れ あ い 交流活動 を 十分 に行 え な いo J
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と こ ろ が現 れ た 。

地域の仮設住 宅 に 生活援助 員 を 派遣 し た も の の 、

「職員 の 配霞が少な く 、 食事の用 意や清掃 * Þr物 と い っ た但 別 の ニ ー ズ に 十分対応で き

な か っ た o J

ま た 、 在宅福祉サ ー ビ ス に つ い て は 、

「サ ー ど ス の利用 を r[:l 請 し な い被災者がい た た め 、

供 さ れた と は 言 い が た い 面 も あ る oJ

と い う 指摘 も あ る 。

さ ら に 時害 者対!忘 に 関 し て は 、

に わ た っ て適 切 な サ ー ピス カ守是

「仮設住宅で、 と じ こ も り の 障害者 に 対 し て 、 処遇が十 分 に は で き な か っ た 。 」

「仮設住宅で の 生活の長期化 に よ り 生 じ る 生活再建の個別の状況 を 踏 ま え た対応が十分

で は な か っ た oJ

と い う 苦 い 反省 が残 る 。

相久住宅への 移行 を 見 る と 、 災告:復興公 住宅 に シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の 量的整備 を 進め 、

概ね30戸 に l 人、 生活援助員 を 派遣 し て 、 生活指導、 安否確認、 一時的 な 家事援助 、 緊急

時の対応、等の サ ー ピ ス を 提供 し た の が、 生活援助員 (LSA) 派遣事業 で あ る が

'LSA の 対応、す る 任務が通 常 の 高齢者宇へ の対!志 に と ど ま ら ず、 被災高 齢者へ の対}，と、 と

し て 心 身 の ケ ア への カ ウ ン セ リ ン グ と い っ た新 た な 課題が発生 し た oJ

と 言 う 。

ま た 、 災害復興公営住宅概ね30戸 に 1 人 の生活援助員 を 派遣 し て 、 生 き がい交流や近隣

住民等 と の述携体制づ く り 等 に よ り 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り や生活相談等 白 立生活の 支

援 に 資す る 事業 を 行 っ たが、

「 シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の 民活援助員本来の業務 に加 え て 自 立生活支疑事業 を 行 っ て お り

隣接の 高齢者の安再確認 も 求め ら れ る 場介があ っ た が、 ト分対応で き な か っ た 。 」

と も 聞 く 。

災害複興公営住 宅 を は じ め と す る 恒久住宅へ の 移行 と 定若 に 関 し て は 、 お お む ね

「独居者 や環境の 変化 に よ り 閉 じ こ も り が ち な 入居者が、 白 立 、 自 助がで き る よ う に 体

制 を 構築す る こ と が必 要 で あ る が、 入居者 は行政、 NPO 等への依存度が高 く 、 体制づ

く り が容易 で は な い o J

「住宅構造 の 変化 に よ る 訪問 活動 の 難 し さ や 閉 じ こ も り が ち な 人への対!応 に 問題が残 っ
マ マ歩ん o J

と い う よ う な 困 難が生 じ た 。

3 . 国 レ ベルで の 改善策

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に 、 災害救助 の あ り 方 を 検討 し た厚生省の 「災害救助研究

第 ;，: .. 安心、の復興 1 1 3  



(三 浦丈夫座長) に ー メ ン バー と し て筆者 は参画 し た経緯があ り 、 要援護者への 支援

を 今後 ど う すべ き か そ の 考 え 方 を 次 に研究報告書 よ り 提言項 目 を 掲 げ、 反省 か ら 得た 教訓

と し た い 。 (5)

①在宅要譲護者の安否確認

被災 し た ね た き り 老人や歩行 困 難 な 障害者等 は 自 力 で は避難で き ず、 自 宅で そ の ま ま

の状態が続 く と 、 健康 を 著 し く 損 な っ た り 、 生命 に 危険が及ぶ こ と も 予想 さ れ る 。 そ こ

で災害時 に あ っ て は こ の よ う な 要援護者の安否確認 を 迅速 に行 う こ と が重 要 であ り 、 平

常時か ら 要援護者の把握 に つ い て 民生委員 ・ 克童委員 等 の福祉関係者 と の協 力 関係 を 確

保 し て お く こ と が必要で、 あ る 。

@ 平常時 か ら の 要援護者の把握

@ 福祉事務所等 に よ る 安否確認

@ 地域 に お け る 防災対策の充実

@ 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の 互助意識の醸成

②要援護者 に対す る 情報提供

今 回 、 長期 間 に わ た り 交通 や 通信網が寸断 し た こ と に加 え 、 特 に 、 障害 者 は 、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 面でハ ン デ イ キ ャ ッ プ を 有す る 面があ る こ と か ら 、 被災 し た状況や避難所

が ど こ に あ る の か、 ど こ に 行 け ば どの よ う な サ ー ビ ス が受 け ら れ る の か と い っ た必 要 な

情報 を 入手す る こ と が困 難 で あ っ た 。

障害者 に 対 し て は 、 地の 地方公共団体等 に 手話通訳 者 の 派遣要請 を 行 い 、 生 活必需物資、

医療、 交通網 に 関す る 情報提棋 や 各種相 談 を 行 う と と も に 、 行政の ほ か に 障害者団体 も

救援対策本部 を 設置 し 、 あ る い は 障害者の親の 会が避難所 を 巡回 す る な ど に よ っ て 、 瞳

害者 に 必 要 な 情報 を 伝達す る と い っ た寂 り 組み が行 わ れ た 。

ま た 、 電話や フ ァ ッ ク ス に よ る 相談窓 口 を 設 け 、 福祉 に 関 す る 相談や 「 こ こ ろ の相 談」

を 行 っ た が、 全体 と し て み れば障害者 に 対 し て は必 要 な 情報の提供が遅 れ た 。

@ 要tZJ:護者への情報提供

③避難所 に お け る 要援護者対策

避難所 に お い て は 、 干成 7 年 2 月 末 で、約600 人 の 障害者が避難 し て い た と い わ れ 、 被

災地方公共団体は 、 補装具の再交付、 補装具及 び 日 常生活用 具の給付 ・ 貸 出 し 、 福祉施

設の利用相談、 ケ ー ス ワ ー カ 一 、 保健婦、 手話通訳者、 ガ イ ド ヘ ル パ ー 、 福祉 タ ク シ 一

等 の 派遣 を 行 い 、 要長護者の避難所生活 を 支援 し た 。

@ バ リ ア フ リ ー 等構造面 で の 配慮

@ 相談 窓 口 の設置

@ 社会福祉施設の避難所 と し て の利 用

④応急仮設住宅 に お け る 要援護者対策

今毘 、 応急、仮設住 宅 を 早期 か っ 大量 に 建設す る 必要があ っ た こ と か ら 、 そ の仕様が標
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準的 に は浴室や便所 の 手す り の 設置、 洋式便器で あ っ た た め 、 き め織 か な 個別 の対応、が

遅れ、 要援護 者 に と っ て 日 常生活上の不便が生 じ る こ と と な り 、 入 口 の 段差解消等の改

11多が必要 と な っ た。

・ 要援護者の住 み や す い仕様の検討

. 地域型仮設住宅の設置

⑤社会福祉施設 に お け る 要援護者対策

今 回 の 災害 で は 、 社会福祉施設 は そ の本来の機能 か ら 要援護者の避難場所 と な っ た こ

と に 加 え 、 定員 を 超 え て 受 け 入 れで き る 最大限の施設入所 を 行 う な ど大 き な 役割 を 果 た

し た 。 こ の た め 、 今後、 社会福祉施設 を 地域 の 要援護者の応急救助 の 拠点 と し て 重視 し

て い く こ と が必要で、 あ る 。

ま た 、 今 回 の よ う な 早朝 に発生 し た 災害の場合 と 異 な り 、 昼 間 に 災害が発生 し た場合

に は 、 入所者 は も と よ り 、 通所 し て サ ー ピ ス を 受 け て い る 要援護者 に 対 す る 支援万法 も

検討 し て お く こ と も 必要 で あ る O

・ 介護用 品 の備蓄

・ 職員 体制 の確保

. 施設 間 の 連指

・ 福祉避難所 (仮称) の設置

. 要援護者の 緊急入所

⑥一段対策 と し て の保健 ・ 医療 ・ 詣祉サ ー ビ ス の 充実

避難所や応急仮設住宅 に 避難 し た 要援護者、 あ る い は在宅の被災者 に 対 し て保健 ・ 医

療 ・ 福祉サ ー ビ ス が継続 し て提供 さ れ る こ と が必要で、 あ る O こ の た め 、 被災状況 に 応 じ

て 、 福祉事務所、 保健所、 市 町村保健セ ン タ 一 、 医療機関 、 市 町村の福祉 ・ 衛生部局 が

連携 し 役割 を 分担 し て 保健 ・ 医療 ・ 福祉サ ー ピ ス を 提供で き る 体制 を 整備 す る こ と が必

要 で あ る 。

・ 迅速 な ニ ー ズ把握

@ メ ン タ ル ヘ ル ス 対策 の 実施

・ 平常時か ら の 保健 ・ 医療 ・ 福祉サ ー ピ ス の 充実

⑦市町村福祉部局 に お け る 実施体制 の確保

今 回 の 災害で は 、 福社事務所の職員 が遺体の処理、 食料や物資の供給 、 救援物資の仕

分 け 、 生活福祉資金の貸付業務の 支援等 に忙殺 さ れ、 必要 な 時 に 必 要 な 福祉サ ー ピ ス を

十分提供で き な か っ た と い う 問題があ っ た 。

・ 福祉部高職員 の 要員 確保

・ 担当 業務 ガ イ ド ラ イ ン の作成

. 般福祉サ ー ピ ス 業務へ の 弾力 的移行
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4 . むす び

図 に 示す よ う に 、 伊藤清隆氏 は 、 発災か ら 応急復旧 ・ 復興期 の 社会的諸問題の連関 を 明

確 に し て い る 。 こ れ ら の錯綜す る 諸問題ゆ え に 、 行政への 問題解決の期待が高 ま っ た わ け

で あ る が、 同 Il� に こ れ ら の諸 々 の 困難の多!活性 と 膨大 さ が行政努力 の効果 を 半減 さ せ た と

も 言 え る 。

そ れ ら の :事情 を 考慮す れば、 行政は 困 難 な 条件 下 で 、 さ ら に 既存 の 法制 度 の 前提 の 中 で 、

お お む ね 、 妥 当 な 努力 を 払 い そ れ な り の効果 を 生 ん だ と 一定の評価がで き る の で は な い だ

ろ う か。

そ れ に も か か わ ら ず、 第 一次被災の犠牲者や医療が及 ば な か っ た こ と な とマ第二次災書の

犠牲者の方 々 、 さ ら に は そ の遺族の皆様 に と っ て 、 非業の死への複雑 な 思 い は 晴 れ な い 。

さ ら に 、 今 な お 生活複興の ま ま な ら ぬ状態の 要援護者の 人 た ち に と っ て 無念 は 尽 き る こ と

が な い 。 こ の 事態 の 深刻 さ 、 重 た さ に 鑑み て 、 特別 の ニ ー ズ を 有す る 人々 への さ ら な る 施

策対応 を こ こ に あ ら た め て 関係者 と 市民の心 に 期す る も の であ る 。

( 1 ) 林 春男 「災安弱者の た め の 災害対 応 シ ス テ ム 」
伊 ) 、j 都市政策研究所 c，震災 を ふ ま え た新 し い村 会 シ ス テ ム の あ り 方 」 に 関 す る 調査研究 報 告書 1996

年 3 H
( 2  ) 上 ftUJI 蔵 「医療か ら 見 た 阪神 大震災 ま ち っ く り の始 ま り 」 兵庫県部港問題研究所 1997年 1 月
( 3  ) ・ 阿脇創 ー イにむ介議 ネ y ト ワ ー ク 通信 ( ニ ュ ー ス レ タ ー )

・ 令同障害者 問題研究会 「阪神 ・ 淡路大震災衛書名 実態捌査」 委員会
ガ レ キ の 中 の 障:与者 1 995年 7 月

- 近畿弁護 l:述合会編 「阪神 ・ 淡路 大震災人権 白 書 高齢者 障害者 . + ど も ・ 住宅」 明 { Î=i'}応 1 996 
fド

・ 市民がつ く る 神戸 市 内 書委 員 会 「村l戸栄誉 阪神大震 災 と 対lp'市政」 う子{自J旬 i'flt上 1996年
・ 兵庫県社会福祉協議会 「た ち あがろ う 共 同作業所 ! 長災 を 乗 り 越 え て J 1998年 な ど多数

( 4  ) 震災復興検証 事業の 212で行 っ た 行政初当 者 か ら の ヒ ア リ ン グ に ぷづ く (1999年 8 � 9 }] )
( 5 )  f'i:fj:省災害救助研究会、 「大規様 災���: に お け る 応急、救助の あ り 方 1996年 5 月
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(l叫 1 ) 阪神大震 災 に お け る 社会的問題の連際

応:�l，、後ID ・ 復興野j

ン テ ィ ア の李白神的問題

精神的 ・ 肉体的変調
1盗 難 生i-r�-死
始î%
イ ン フ ルエ ン ザの�延
慢'1'1:!i\、朽 のfli: イヒ
ス ト レ ス の明大

第 li 1;1 8 安心、のfa興 1 1 7  



〔資料〕

被災状況に つ い て (1999年3 JJ 31 日 現在)
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1
世
09

情
、 2

数
12 
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6制
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2
，
， 7
17

16 
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宝 塚 市 1 17 。 60 1 2 ， 141  2 ， 20 1  3 ， 553 5 守 535 9 ， 296 14 ， 802 

! J l I 西 市 4 。 | 75 I 476 55 1  554 654 2 ， 728 I 3 ， 023 
二 田 市 。 。 ! 。 ; 23 。 。 。
猪名川町 。 。 。 3 1 3 。 。 。 。卜一一
明 石 市 | 。 139 1 ， 745 I 1 ，  884 2 ， 941  4 ， 239 6 ， 673 10 ， 957 
加 古 川 市 2 。 4 1 1  15 。 。 13 1 3  
三 木 市 。 。 17 I 17 24 2G 94 1 1 3  
高 砂 市 。 。 4 4 。 。 1 1 
小 野 市 。 。 。 3 3 。 。 。 。
古 川 町 o I 0 。 。 。 1 。 。
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稲 美 町 。 。 。 1 1  1 1  。 ; 。 。 。
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。 。 0 1  i 。 。 。 。

同「不一 市 4 
5 
1 

。 6 38 44 17 17 663 I 663 
津 名 町 。 23 19 42 603 603 893 893 
淡 路 出I 。 6 51 57 I 333 333 668 668 
jヒ i炎 出I 39 。 59 811  870 1 1 ， 056 1 ， 056 1 1 ， 218 1 ， 218 

'l��Ç 関I 1 3  。 146 162 765 765 736 736 … い
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東 iilì 町 。 。 21 25 1 46 3 1 9  325 461 469 
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は じ め に

緊急復興 3 カ 年計画が終了 し た98年 5 月 、 兵庫県会 は 「阪神 ・ 淡路震災復 興推進方策」 を

ま と め 、 発 表 し た 。 そ の な かで 121世紀 に対応 し た福祉の ま ち づ く り 」 と 題 し 、 「被災者

の 自 立復興 に 向 け て の き め 細 か い 生活支援」 を う た っ て い る O

取 り 組 む施策 は①個 々 の被災者の実情 に 対応 し た個 別 支援②被災者が近隣 で孤立 し な い

よ う 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー で の 人 間 関 係づ く り を 応援③生活安定の た め の 支援 や 、 県外 に 居住

す る 被災者への カ ム バ ッ ク 支援 を 進 め る ④誰 も が 自 分 に 合 っ た 生活再建 プ ロ グ ラ ム を 組み

立 て て い く こ と がで き る よ う な 生活復興の総合的運営 を 進め る ー な どで あ る O

震災復興が進 む 中 で 、 被災者の生活再建の対象が絞 ら れて き た 。 一方で問題が複雑、 多

様化 し 、 個 々 人の 身 に な っ て の対応が求め ら れて い る 。 「震災で負 っ た携 は 癒 ( い ) え な い」

こ れが兵庫県 が行 う 施策 の 原点 に な っ て お り 、 自 立後興 を 目 指す被災者一人 の た め に 、 側

面か ら き め細 か く 支援 し な けれ ば な ら な い ー そ の ス タ ー ト を 98年度 と し た 。

こ の年 、 個 人補償 に 踏 み 込ん だ と さ れ る 「被災者生活再建支援法j が成立 し 、 付則の行

政措置で被災地の 兵庫県 に も 光が当 た っ た 。 国 、 自 治体、 市民 グ ル ー プ、 各種団体が 3 年

がか り で取 り 組ん だ、運動 の 成 果 だ、 っ た 。
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い二郎 被災者生活再建支援法成立 一一

1 . 大震災への行政措置盛 る
阪神 ・ 淡路大震災か ら 3 年 4 カ 月 O 被災者が求 め 続 け た公的譲助 を 実現 さ せ る 「被災者

生活再建支援法」 が98年 5 月 15 日 、 成ま し た 。 午後 1 時20分、 衆議院本会議場で新法成立

に拍手がわ き 起 こ っ た 。 被災者 の 訴 え が、 地元 自 治体 を 動 か し 、 政治 を 、 そ し て 「個 人補

償 は で き な い」 と す る 厚 い壁 を 突 き 崩 し た 瞬 間 だ っ た 。

議場で は 西村章三 ・ 災害対策特出委員長が審議結果 を 説明 し た後 、 起立多数で可決。 握

手 を 求め 合 う 議員 の姿があ ち こ ち に 。

成立後、 I打氏立法案 を 提案 し た 参議院議員 ら と 「市民 z 議 員 立法実現推進本部」 の メ ン

バ ー ら が会談。 田 英夫議員 が 「一歩一歩良い も の に 直 し て い か な い と い け な い」 と 話す と 、

同本部の小 田 実代表 (作家) も 「大 き な 前進の土台がで き あ が っ た こ と を 評価 し た し 勺 と

応 じ た 。 ま た 、 貝 原俊民兵産 県知事は 「住宅再建 に か か る 支援制度等 も 今後 、 検討 さ れ る

の で実現の た め努力 し た い」 と し 、 付帯決議 に は 「 一 日 も 早 く 措置 が と ら れ る よ う 努力 す

る J と の談話 を 発表 し た 。 笹 山 幸俊神戸市長 も 「被災者への 特例措置 は 、 恒久住宅の移行

が ピ ー ク を 迎 え て い る 市民 に と っ て朗 報 に な る の で は な い か と 思 う 」 と 述べ た 。

付帯決議 と は 、 前 日 14 日 、 衆議院災害特別委員 会 で 、 与野党六党が共 同提案 し た 「支援

法J の 審議で、 販神 ・ 淡路大震災への行政措置 を 求 め た も の で、 全会一致で採択。 15 B の

法案成立 で、被災者支援の 道 が聞 か れ る こ と に な っ た。 (注 1 ) 

〔付帯決議の全文〕

賛成多数で 「支援法案」 を可決 し た 参続災
害対策特別委員 会 ( 神 戸 新 開 社提供)

一、 販神 ・ 淡路大震災か ら 3 年 あ ま り が経過 し た が、 被災者の多 く は 崩 壊 し た生活基盤

が田復で き ず、 生活の 自 立 に 苦 し ん で い る 。 こ の 阪神 ・ 淡路大震災の被災者の 実情 を 考 え 、

一 日 も 早 く 生活再建がで き る よ う 被災地の復興基金事業 と し て 実施 さ れて い る 生活再建支
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援金 な ど を 含め て 、 本法の生活支援金 に 相 当 す る 程度 の 支援措置が講 じ ら れ る よ う 国 は 必

要 な 措 置 を 講 じ る こ と 。

て、 こ の法律:の 施行後 5 年 を め ど と し て 、 施行状況 を勘案 し 、 総合的 な 検討 を 加 え 、 そ

の結果 に基づい て 必 要 な 措置 を 講 じ る こ と 。

法案が成立す る ま で の 問 、 阪神 ・ 淡路大震災への 「遡 ( そ ) 及 が可能か」 と い う こ と が

絶 え ず検討 さ れ続 け た 。 公的支援 を 初 め て位置付 け た支援法 と と も に 、 付帯?jと議 の 意 義 は

極め て 大 き か っ た 。 日 本 の災害行政の歴 史 的 な 転換点 に な っ た も の と い え る O

大震災発生 同 時 に起 こ っ た 市民運動 と 行故の対応か ら 、 国 を 動か し て法案成立 に 至 る

ま で の動 き を 追 っ て み る 。

(ì主 1 ) 1 998ifê 5 月 16 日 、 説デ己オ庁間

2 . 市民運動 と 行政の対応

「被災者伺人 の 財 産 を 補償す る こ と は で き な し V と す る 国 の姿勢の前 に 、 被災地で は 震

災発生 と 向時 に 運動が始 ま っ た 。 そ の年 の 春 、 兵庫県保険医協 会 な どで構成 さ れ る 復興県

民会議が被災者救援 を 求め 、 兵庫県 な ど も 災害共済の設立 を提唱 し た 。 こ う し た流れの 中

で翌何年 5 月 、 作家の小 田 実氏、 弁護士、 市民 グ ル ー プが 自 分た ち の手で 「被災者 を 援助

す る 法案」 を 作 り 、 発表 し た 。

被災者救援に憲法を

r r'j 然 災害で尖 っ た 私有財産 を 柿償す る こ と
はで き な い。 現行法 に は規定が な い」 と い う 空

気がJJül! 町や霞が関 に 漂 っ て い た 。 小 田 実

え た 。 問題解決 を 官僚や政党に 「お願い」 す る
陳情政治で は だめ だ。 政治家 に抗議す る だ け で

も 事態 は 動 か な い 。 法律がな い な ら 、 自 分 た ち

の手で、作 っ て し ま お う 。 立法権 を 含 む
民」 と い う 民 主 主義の つ の 原 点 だ。

J R 芦J:i:駅前の ピ ル 内 に あ る 丈化ホ ー ル 「山
村サ ロ ン 」 に961f'- 5 月 25 FJ 、 4 人 の 男 が顔 を そ

ろ え た 。 市民 、工法案の原案が生 ま れ た 。 小 田 ら

よ る 公 的 支 援 法 案 に む け た 淫動 の 転、J失点 で

一一一一一一一一一一一一一一一一一「

あ っ た 。 小 間 が持論 を 基 に 法案 の 骨 子 を 諮 る 。

「 国 と 自 治体は火災符の被害 を 直接受け る 市民
を 守 る と と も に 、 そ の 回復 ・ 円建の た め の責務

を 負 っ て い る 。 国 と 自 治体J土 、 そ の 責務 を 実現

す る た め に 存在す る 」

すべて の被災者救援策の基本 に な る 「被災者

の確 立がt l 的 だ、 っ た 。 神 戸大名誉教

授の 早川 和 男 、 弁護士の 伊 賀 典 叫が そ の 言 葉 を

条文化、 rlJ 村雅ir'ì (推進本部事務局長) がワ ー
プ ロ に 脅 さ 込み 、 3 時間 ほ と々で一気 に仕上げ、t:. o

小 田 た ち は特定の政党 に働 き か け ず 、 超党派
の議員 に よ る 法案提出 を 日 指 し た 。 U1 2 ) 

兵庫果や知事会の 動 き と 並行 し て 政治 の 動 き が加速 し た の が97年。 5 月 に 入 っ て 小 田 実

代表 ら が提唱 し た 「災害被災者等支援法案J (市民立法案) が超党派で参議院 に 提 出 さ れ た 。

災害弔慰金法 を 改正 し 、 一定所得 に 満 た な い 世帯で、 住宅全壊 世帯 に 最高500万 円 、 半 壊
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世帯 に 最高250万 円 を 支給 し 、 阪神 ・ 淡路大震災 に も そ 及す る 。 市民立法 は そ の後、 審議

未了、 廃業 を 逃れ た も の の 、 二 つ の 冨会で た な ざ ら し に な る な ど変遷 を 重 ね た 。

し か し 市 民 の 立場で立案 し 、 行政、 国 が加 わ っ て 一 つ の 流 れ に な っ て い っ た経緯 は極め

て異例 。 市民立 法 に 携 わ っ た伊賀 興一弁護 t は 「二つ の転機があ っ た」 と ふ り 返 る 。 一つ

の局面 は97年 4 月 、 県が 「総合的国民安心 シ ス テ ム 」 を 提案、 中 堅所得層 ま で対象 を 広 げ

た こ と O も う 一つ は 「 自 民党が基金業 に 乗 り 出 し て き た」 こ と だ と 言 う 。

[兵庫県が共済案〕

行 政 の 動 き は 95年の秋。 兵庫県 は 10 月 、 全 国 の 全世帯が毎月 1 ， 000 円 を 拠 出 し 住 宅 再建

に 充 て る 共済案 を 策定 し 、 政府や全国知事会 に 訴 え た 。 97年 に は県や 日 本生協述、 全労済

協 会 な どが2 ， 500万 人 の 署 名 を 全国 で 集 め た 。 伊 藤公介国土庁長官 は 県 の 共 済案 に 興味 を

示 し た 。 し か し 省庁の議論は進 ま ず、 国民負 担 の 多 い 共済案の衣替え を 決 め 、 97年 2 月 、

防災問題懇談会答 申 を 生 か し た 基金方式 を 県や知事会 に持 ち 掛 け た 。

97年 4 月 、 兵庫県が基金で の 支援金 と 共済か ら 成 る 「総合的 国民安心 シ ス テ ム J を 提案。

震災直後 か ら 被災者支援 を 検討 し て い た知事会 も 、 自 治体の 基金で50万 円 を 無利 子融資す

る 案 を 練 っ て い た 。 兵庫県提案 と 調整 を 重 ね 、 間年 7 月 、 支援金制度 を 同 に 求め た 。

こ れ を 受け た 自 民党の 地震保険共済等小委員 会が法案 を 練 っ た が、 素 案 は 知事会案 に 比

べ給付世帯が減 り 、 基金 も 自 治体だ け の 出資 と な っ て い た 。 柿沢弘治小委委員 長 は 「小 さ

く 生み 、 大 き く 育 て る 」 と 主張。 開年12月 、 知事会 は よ う や く 自 民小委の 素案 に 同意。 出
会上程への党内手続 き が始 ま っ た 。

98年 に 入 り 、 l 月 に 政府が、 全壊で年収300万 円 以 下 の 世帯 に 50万 円 を 支給す る 案 を 示

し た 。 自 民小委や知事会、 兵庫県が抵抗 し て つ ばぜ り 合い 。 知事会案 を 小 さ く し た よ う な

政府案 に対 し 、 兵庫県 は 基礎控除 な ど を 差 し 5 1 い た 後 の 所得 を 支給基準 に す る の で な く 、

差 し ヲ | く 前 の 年収 を 基準 に し た 点 な ど を 批判 し た 。 大蔵省 と 兵庫県、 知事会 と の 間 に 入 っ

て模索す る 野 中広務 自 民党幹事長代理の仲介で、 60歳以上で一定年収の 世帯 に50万円上積

み し て 100万 円 に す る 一方、 基準 は 「実質収入」 と す る 妥協案で行 く こ と に な っ た。

最後の 関 門 は 、 参議院 に提 出 さ れ た 「災害被災者等支援法案J (市民立法案) 、 「震災被

災者支援法案J (野党案) の 2 案 と 、 政府 ・ 自 民が け呈 を 予定す る 「被災者生活再建支援

法案J (再建支竣法案) の 一本化だ、 っ た 。 98年 4 月 の通常国会後半 だ、 っ た 。

市民立法案は 震災への そ 及 も 含 む恒久法で、 全壊 世帯 な ど に 最高500万 円 を 支給。 野党

案 は 震 災 に 限定 し た 特別措置法で、 所得激減世帯 に 最高200万 円 を 支給。 再建支援法案 は

年杖500万 円 以 ドの世帯 に 最高100万 円 を 支給す る 。 違い は 支給額だ、 っ た が、 震災被災地へ

の対応 で は 一致。 「今 を 選 せ ば公的支援法 は 二 度 と 無理」 と の認識 も 一緒 だ っ た 。

非公式協議で 、 震 災 に つ い て 、 そ 及 は し な いが、 付帯決議で 「相 当措置 を と る 」 と い う

趣 旨が盛 り 込 ま れ た 。 野党 は修正案 を 提示 し た が、 自 民 は 自 民業 に 固執 し 「今国 会 で の 成
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を 優先 さ せ る 」 と の認識が大勢 と な り 、 共産党 な ど を 除 く 超党派の議員 立 法で共同提案

が決定。 被災者生活再建の公的支譲 に 初 め て 踏み 出 す法の成立 と な っ た 。 (注 3 ) 

〔法の成立 を評価〕

生活再建支援法 に 鴇わ っ た 関係 者 は 法 の評儒 と 今後の 課題 に つ い て こ う 述べ た 。

「 日 本の 災害施策 は 、 こ れ ま で、公共基盤の修復が中心 だ っ た。 そ こ に個人の生活再建支援

と い う 新 た な 柱 を 認め さ せた 。 ま たすべて を 固 に頼る の で は な し ま ず各都道府県が相互扶

助で基金 を つ く り 、 そ こ に冒が補助す る 枠組 み を 設け る こ と で、 地方 自 治の新た な 形 も 示 し た 。

た だ大規模災害 を 考 え れば、 法律の 内容は さ ら に 拡充が必要。 付帯決議 に 示 し た よ う に 、

財 政構造改革が軌道 に 乗 る 5 年後 に 見直 さ な け ればな ら な い。 付則 の住宅再建制定 の 検討

も 急務 で 、 法律策定 と 同様 に 政治が リ ー ドすべ き だJ (椋沢弘治 ・ 自 民小委委員長)

「兵庫県 を は じ め 日 本生協連、 連合、 そ し て 一般市民の努力 が大 き な エ ネ ル ギー と な っ

た 。 与党議員 を 動 か し 野党議員 の 共同 行動 を 促 し て 、 厚 い壁 を 破 っ た 。 と り わ け被災者へ

の 支援制度確立 を 求 め る 2 ， 500万人の署名が原動力 に な っ た 。

法案 に は 、 所得制 限が厳 し く 支給金額が低い と の批判 も あ る が、 制度 の フ レ ー ム を 確立

し た こ と に大 き な 意味があ る O 今後災害が起 こ る ご と に 手厚 く す れ ば よ い 。 完ぺ き を 求 め

れ ば、 法案 は つ ぶ れ て い た だ ろ う J ( 山岸章 ・ 全労済協会埋事長)

「震災の教訓! を 将来 に ど れ だ け 伝 え ら れ る か は 、 被災地の 責任。 (法案成 立 で ) 少 し ほ っ

と し た 気分だが、 残 さ れ た 課題 は 多 い 。

被災地が抱 え て い る 苦悩 の 大部分は 、 住宅再建の 問題か ら 派生 し て い る 。 公営住宅 に 入

居 し た 被災者が満足 さ れ た か と い う と 、 そ う で は な い。 多 く は お 年寄 り で、 住 ん で い る と

こ ろ に 対す る 「元い た と こ ろ に帰 っ て住み た いJ と い う の が願 い 。 家 を 尖 っ た 人が元い た

場所 に 家 を 再建 で き る よ う 、 国民み ん な がお 金 を 積み 立 て て 災 害 に 備 え る の が提案 し て い

る 共済制度。 理解 を 得 る の は不可能 で は な い と 患 う J (和久克明 ・ 兵庫県理事) wニ 4 ) 

(注 2 ) r法律 を つ く っ た記者 た ち 」 毎 臼 新開 大阪本社震災取材 班著 ・ 六 甲 出版
(注 3 ) 1 999年 7 月 1 7 目 、 神戸新聞
(注 4 ) 1 998年 5 月 初 日 、 朝 日 新聞 ほ か

〔被災者生活再建支援法成立 ま での動 き 〕

"'1995年

1 月 24 日 生活福祉資金の特別貸付 (小 口 資金貸付) 制度の創設決 ま る

30 日 災害弔慰金の相談、 受 け付 け 開 始

2 月 6 日 神戸市が義援金 (死亡者見舞金、 全半壊 ・ 域見舞金) の 受 け 付 け

28 日 義援金1 ， 000億 円超 え る

4 月 1 日 復興基金 を 設立

24 日 義援金募集委が第 2 次配分 (被災児童教育資金、 要譲護家庭激励金 な ど) を 最
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終決定

5 月 l 日 生活福祉資金 (災害援護資金) 貸 し付 け 開始

10月 17 日 兵庫県が 「住宅地震災害共済制箆J 提唱

T1996年

2 月 7 日 県 会 自 良県議国が住宅地震災害共済制 度 を 目 指 し 都道府県訪問

5 月 29 B 市民 グ ル ー プが市民立法 「生活再建援助法案」 を 発表

6 月 27 日 県 が政府決定 を 受 け 「恒久住宅への 移行 プ ロ グ ラ ム 」 を 決定。 公営住宅の家賃

軽減決定

7 月 19 日 自 然災害 に対す る 国民的保障制度 を 求 め る 自民会議立 ち 上 げ

23 日 県 と 市 、 復興基金で 「民間賃貸住宅家賃補助」 や 「持 ち 家再建支援拡充」 決定

1 1 月 29 日 「市民 = 議員 立法実現協議会」 設立総会

12月 四 日 県 と 市、 復興基金で生活支援 を 拡充。 民間賃貸補助拡充や県外被災者支援 、 高

齢被災者への生活再建支援金 を 発表

T1997年

1 月 31 日 「市民 = 議員 立法実現控進本部」 が生活再建援助法案第 2 次修正 案 を 発表

2 月 20 日 保障制度 を 求 め る 国民会議が全国2 ， 391万人の署名 を 政府提出

3 月 7 日 超党派出会議員 が公的援助法案 を ま と め る

27 自 生活再建支援金 な ど を 追加。 譲興基金 を 3 ， 000龍円増加、 9 ， 000億 円 に

4 月 1 1 日 貝 原 知事が国土庁長官 に 「総合的 国民安心 シ ス テ ム 」 提案

25 日 市民 グ ル ー プ と 超 党 派 国 会議員 が 「災害被災者等支援法案J (仮称) 参議 院提

出 を 決定

5 月 20 日 超党派 の 国 会議員 が、 被災 世帯 に 最高500万 円 を 給付 す る 「災害被災者等支援

金法案 (市民立法案) J を 参議院提出

6 月 17 日 市民立法案の継続審議、 野党 3 党案の廃案決定

12月 4 日 自 民党が 「被災者生活再建支援基金法案」 固 め る

T1998年

2 月 13 日 日 本 を 地震 か ら 守 る 国 会議員 の 会及 び 自 民党で 「被災者生活再建支援基金案」

ま と ま る

4 月 20 日 市民立法案 な ど 3 法案一本化、 共 同 提案 で与野党合意。 参議院提出 へ

5 月 15 日 衆議院本会議で可決、 被災者生活再建支援法が成立

29 日 県 な ど支援法 に 基づ く 行政措置案 を 示す

6 月 5 日 「高齢者生活再建支援金」 な ど を 統合、 拡充 し 「被災者 自 立支援金J 制度 を 創

設方針

9 月 28 日 支援法の不備 を 指摘 し 、 市民 グル ー プが運動再 開

1 1 月 5 日 自 立支援金支給 ス タ ー ト
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T1999{1三

1 月 13 日 民 ク、、 ル ー プが 「生活基盤国復援護法案」 を 発衣

4 月 5 日 支提法 に よ る 支援基金制 度 開 始

3 . 生活再建支援法の公布

自 然災害で{主 宅が全壊 し た 世帯 に 条件付 き で最 高 100万 円 を 給付 す る 「被 災者生活再建

支援法」 が 5 H 22 日 公布 さ れ た 。 |司 法 の趣 旨 に そ っ た 、 全都道府県会が300億 円 を 拠出 す る

金制}支J は 99年 4 月 に も 発足す る 。 何 年後 に 600億 円 に 上 積み ) 。 阪神 ・ 淡路大震災の被

災者へ の 生活 再建支援 に つ い て は 、 f寸則 の行政措 宜 の 実施検討が始 ま っ た 。

( 同 1 ) 生活再建支援j去の婆点

ト 、 j 11: ':i�� ì が1s/i!lJ-'よ l 又 は

〔生活再建支援、 複興基金で運用 〕

兵庫児、 神戸市 を 1+1 心 に公布前 か ら 支援策が練 ら れ、 国 で も 検討が加 え ら れ た 。

与党阪神 ・ 淡路大震災復 興 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム (谷洋一産長) は 5 JJ 29 日 、 被災者生活

再建支援法成 立 に 伴 う 被災地への行政措誼 に つ い て 、 同 j去 に 準 じ 全壊 し た複数 tu:帯 に;最高

100万 円 、 単 身 世帯 に 同75万 円 を 支給す る 県 ・ 神 戸 市案 を 承認 し た 。

財源は既存の阪神 ・ 淡路大震災復興基金の う ち 3 ， 000億円 の運用期 間 を 4 年延長、 そ の 運

用益360億 円 と 、 現在の復興基金の 子姉費 ・ 運用残の 180億 円 を 加 え た 540億 円 を ね ん 出 。 貝

原県知事は 「年内 の で き る だ け 早 い 時期 に (支給) 手続 き を 始め た い」 と の考 え を 示 し た。

県 ・ 神主f 市側 が示 し た 案 に よ る と 、 対象 世fjfは住宅全壊 (解体 し た半壊 を 含む ) で支援

j去の対象 に 準 じ 、 現行制 度 と |可 じ よ う に 恒久従宅 に 入居 し て い る こ と が前提。 支給対 象 は

約 9 1i8 司 000 世帯で総額 は 540億 円 。 現行の 支度制度で分割支給 を 受 け て い る 高齢者世帯 も

残額 を A括で受給す る こ と がで き る よ う に な り 、 全体で13万4 ， 000陛帯 に 及ぶ こ と に な っ た 。
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対象 世帯の各条件 は①年収500万円以下 (税込み ) の場合、 複数世帯 に 100万 円 、 単 身 世

帯 に75万 円 を 支給②年収500万 円 を 超 え 年�Ä700万円以下の場合、 世帯主が45歳以上 を 対象

に 、 複数世帯 に 50万円 、 単 身 世帯 に 37万5 ， 000 円 を 支給③年収700万円 を 超 え 800万 円 以下

の場合、 同 じ 60歳以上 を 対 象 に 、 複 数 世 菅 に 50万 円 、 単 身 世 帯 に 37万5 ， 000 円 を 支給す る

と い う 内容。 そ れぞれの上限額 を 支給す る 。 し か し 単 身 世 帯 は 現行 の 「 中 高年 自 立 支援

金」 と 「生活再建支援金J に 準 じ て 複数世帯 よ り 25% 減額、 75万 円 と 37万5 ， 000円 に な る O

新規の対象者 は 、 世帯年収500万 円以下 で世帯主年齢45歳未満 な どで 、 対 象 は 約 2 万9 ， 000

世帯 に 及 ん でお り 、 現行の 支援制度 か ら 外れ て い た被災者 に 光 を 当 て た 。

ま た現行の 「 中 高 年 自 立支援金J r生活再建支援金」 の う ち 62 � 64歳 の 経過措置 で受給

し て い る 計 6 万9 ， 000世帯 に差額 を 追加す る 。行政措置額 を ヒ 回 っ て い る 「生活再建支援金J

の 受給者 3 万6 ， 000世帯 に つ い て は 超過分の返 還 は 求 め な い 。 住 ん で い た 地域 と 行 き 来す

る た め の 交流経費加算5 ， 000 Pi は従来通 り 支給 さ れ、 こ れ を 含 ん だ残額 を 一 括 か分割受給

を 選択で き る 。 (注 5 ) 

県 は 支給方法 に つ い て 、 生活支援 ア ド バ イ ザ ー や生活復興相談員 ら 、 被 災者の生活事情

に 通 じ た222 人 に 電話で聞 き 取 っ た 。 「一括支給 が よ し り 87人 (39 . 2 % ) が ト ッ プで 「分割

支給」 が66 人 (29 . 7 % ) 、 「 自 ら 選択 し て 支給J 60人 (27 % ) r わ か ら な し ミ J (4 . 1 % ) だ っ た 。

貝 原知 事 は 「すべて 一括 と し て も 、 責任 を も っ て財源的 な 対応 を と る 」 と し た 。

( 肉2) 阪神 ・ 淡路大震災被災者の生活再建支援措置

区分

世帯数 1 万6 ， 000世帯
複数世帯 48→50万円
単身世帯 36→37 . 5万円

世帯数 5 万世帯
複数世帯 48→100万円
単身世帯 36→75万円

( 注 5 ) 1 998年 5 月 初 日 、 毎 日 新聞 ほ か

4 . 復興基金 と 生活再建支援法

は新規対象世帯

総世帯数 1 3万4，000世帯(推定)

45歳未満

被災者救済 を ど う 進め る か。 現行制度で踏み込め な い 生活再建支援の 分野 で 、 現実 に 即
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し た施策がで き た の が 「阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 だ っ た 。 生活再建支援法適用 以前の

被災地 で 同様 の 自 立支援金 を 可能 に し た の も 、 こ の シ ス テ ム O 「個人補償 は で き な い」 と

す る 既存 の 枠組み を 取 り 払い 、 基金は次第 に 現金給付 に 踏み 出 し て い っ た 。 基金は最終的

に 6 ， 000億 円 か ら 9 ， 000億 円 に増額 さ れ た 。 メ ニ ュ ー も 次第 に拡大 さ れて い っ た 基金制度へ

の取 り 組み と 、 生活再建支援法 と の 関 連 を ふ り 返 る 。

大震災発生直後の95年 2 月 初旬 、 兵庫県庁で、 総務部長 と 職員 5 人 に よ る 「復興基金創設」

の た め の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が発足 し た。 20万人 を 超 え る 被災者が避難所で暮 ら す現実 を 踏

ま え 「 き め細 か く 、 臨機応変 に対応す る に は基金 し か な い」 と い う 県知事の特命事項 だ、 っ た。

手本 は 長崎県 に あ っ た 。 雲仙 ・ 普賢岳噴火で設 け ら れた 災害対策基金。 仕 組 み は財団法

人 と し 、 県 と 神戸 市 か ら 無利子で借 り た資金で銀行債券 を 買 い 、 利子 を 受 け る 方法 を 編 み

出 し た 。 基金ス タ ー ト は検討か ら 約 2 カ 月 後の95年 4 月 1 B 0 

28事業で始 ま っ た 基金運用 は そ の 後住宅、 産業、 生活、 教育 な ど を 含め て 延べ113事業、

3 ， 589億 円 に ふ く れ上がっ た 。 被災地の 実情 に 合わ せ て 姿 を 変 え て き た の が特徴で、 最大

の節 目 は 97年 3 月 o 6 ， 000億 円 か ら 9 ， 000億 円 に増額 さ れ、 高齢世帯への 「生活再建支援金」

制度が実現 し た 。 個 人給付的 な も の を すべて拒 ま れて き た 壁 を 初 め て超 え た の で あ る O

〔個人給付に道開 く 〕

県 は支援金の考 え 方 を 、 前年の96年 6 月 、 与党後興 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム に 持 ち 込 ん だ 。 「個

( 凶3) 阪神 ・ 淡路大鷲災復興基金計廊ベース の推移

'95・4

97・7

'98 ・7 1

。 1 ，000 2，000 3，000 4，000 

(凶4) 復興基金運用 の仕組み (葉本財 政200億円 を 除 く 8 ， 8001守円分)

区孟記�利子一)i:i11ER ; ; iZ1<=ご(資金)
D- 書③ QJ

①縁故債8，8001な円 、 証書借入 日.8001:t1ILJ : 10年間
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G 官 3.00C億円 : J年陪
持引 4圃i宰野 J 4年間延長
神 戸 司パ「 交 す税措剖有字事J 基金l土、 金融機関の

持つ債券を買いi側、2，65C億円 金 融 機 関 を 通 し て
利 子を受け取る

J 

( 図 5 ) 復興基金主 な 事業の 申請状況一覧
99年 5 月 現在

※ 被災者 自 立支援金は 4 月 支給
※ % は計画 に 対す る 申 請比率 (金額)



人補償 で は な い。 仮設住宅か ら 恒久住宅 に 移 る 被災者 を 支援 し た い」 と 必要性 を 説 い た 。

財源 に は 基金 の 活用 を 提示 し た 。 「 国 は パ ッ ク ア ッ プす る だ け で 、 基金 を つ く っ た 地元が

や る 」 と い う 理屈 が、 国 を 新 た な 制 度 に 踏み切 ら せ た 。

そ の 芽 は 同 じ 96年 に始 ま っ た 公営住宅 と 民間賃貸住宅の家賃低減 に あ っ た 。 公営住 宅 は 、

国 の 補助 で 家賃 を 引 き 下 げ た 。 民 間 ア パ ー ト へ入 っ た 被災者 も 対象 に 、 家 主へi度す形で96

年10月 支払家賃分�2000年3月 支払家賃分 ま で は 月 3 万 円 を 摂度 に 、 2000年4月 支払家賃分

�200l年3月 支払家賃分 ま で は 1 万5 ， 000内 を 限度 に補助。 最 高 144万円 に な る 財源 は や は

り 基金 だ っ た 。 (注 6 ) 

「生活再建支援金」 は住宅が全半壊 (焼) の被害 を 受 け 、 恒久住宅 に 入 っ て い る 、 97年

4 月 1 日 時点で65歳以上の世帯、 ま た は 要援護世帯が対象。 62� 64歳 も 特例措置が受 け ら

れ る 。 複数世帯月 額 2 万 円 、 単身世帯 l 万5 ， 000円 を 向 こ う 5 年 間 支給す る 。 受 け付 け は

4 月 25 日 に 始 ま り 、 対象世帯 は 複数、 単 身 合 わ せ て 約 3 万9 ， 000世帯。 支給額月 約43億 円O

そ の後 、 こ の制度 を 「せめ て現実 に 生活再建が厳 し い 中 高年 に ま で拡大 で き な い か」 と

と い う 声が上が り 、 実現 し た のが 「 中 高年 自 立 支援金J 制度。 97年同 月 、 そ れ ま で高齢者

に 限定 さ れ て い た の が、 45歳以上 で 年 間 所得507万 円 以 下 の 世帯 も 「生活再建支援金」 と

同 額 の 支援が 2 年 間受け ら れ る こ と に な っ た 。 98年 5 月 か ら 支給が始 ま っ た 。 初 出 は複数

l 万3 ， 262世帯、 単身5 ， 262世帯 に 約26億 円 を 支給 し

生活再建の た め の 「直接給付」 と い う 階段 を 一つづっ上がる 地道 な 作 業で あ っ た が、 こ

れ ら の こ と が 「生活再建支援法」 が成立 し た 諜の行政措置 に つ な がっ て い っ た。 「生活再

建支援金」 と 「中 高年 自 立支援金」 を 忽含す る 形で 「被災者 自 立 支援金」 がス タ ー ト し 、

法 と 同程度の措置が取 ら れ る こ と に な っ た 。 さ ら に45歳未満、 年収700万 円 �800万 円 の被

災 位帯 に も 光が当 て ら れ た こ と も 、 特筆すべ き 運動 の 成果 と い え る o (注 7 )

当 初 、 基金事業費 の 5 % に過 ぎ な か っ た被災者の生活対策 は 全体の45 % を 占 め 、 計画 ベ ー

ス で1 ， 649億円 に の ぼっ て い る 。

(ì主 6 ) 1999:fj' 7 ) ] 1 7 日 、 神戸新聞

(注 7 ) r生活復興の王理論 と 実践」 神戸市都市問題研究所編 ・ 3活 経書房

5 . 被災者 吉 立支援金の支給
兵康県 は 「被災者 自 立 支援金」 の 支給 中 請 を 7 月 21 日 か ら 受 け付 け た 。 県 nO市10町で

8 月 末 ま で に 申 請 す れ ば支給 は 11 月 に 支給 さ れ る 。 支給額は 150万 丹 ( 世帯主が65歳以上

の 非課税か っ 複数世帝で、 交流経費 が加算 さ れ る 場合) � 37万5 ， 000 r1 ( 世 帯 の 年 収が500

万 円 一 700万円 で あ る 単身 世帯 な ど) で、 年齢や年収な どで氏分。 一括か分割 か を 選択で き

る 。 既存 の 「生活再建支援金J r 中 高 年 自 立 支援金」 の 受給者 は 、 こ れ ま で受 け取 っ た 額

を 差 し ヲ | い た 上で支給 さ れ る 。 13万4 ， 000世帯が対象 と な る 見込み で、 総額 に し て 約 1 ， 250

億 円 。
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1 週間で申請 1 万 8 千件

被災者 自 立支媛金の 申 請が県下10市10町で始 付 け た 。相談電話は毎 E3 650件前後か か っ て お り 、
ま り 、 受 け 付 け 隠 始 1 週 間 で 約 1 万8 ， 000件 に 臨時職員 を 含む23人が手 を 休め る 暇 も な い状態。

仁がっ た 。 申 請の ほ ぼ全員 が一話支給 を 選択 し 西宮市 は 3 ， 600件、 芦屋、 宝塚は 各500件、 伊丹、

た。 電話での 問 い 合 わ せ も 連 日 殺到。 ア ルパ イ 明石は各300件 を 受 けイす け た。
ト を 雇 っ た り 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 編 成 し て 兵庫県生活復興推進課 は 、 新規対象者 に 限 る

体制 を 整 え た り す る な ど、 役所:は対!之、 に 追 わ れ と 約 8 万 人 に な る と み て お り 、 こ れ ま で に 申 請

て い る O が済ん だの は 4 分の l 。 問 い 合 わ せ で は 「 半壊

最大数の対象者が存在す る 神戸 市で は 、 2 l 日 し た が、 なぜ解体 し て い な い と 対象 に な ら

ら 1 退 問 で 約 1 万 1 ， 700件 を 受 け の か」 と い う 人が 目 立つ と い う 。 (注 8 ) 

兵庫県 に よ る と 、 こ の 申 し込み状況か ら 、 1 1 月 か ら 支給 さ れ る 対象世帯 は 約 11万世帯; に

上 る こ と が判 明 し た 。 多額の支給が必要 と な っ た 場合、 運用益 を 事業費 に 充 て て い る 碁金

が借 り 入 れ て 資 金 を ま か な う こ と に な っ た 。

県 は 「恒久住宅移転後」 と さ れ た支給条件 に つ い て 、 仮設住宅入居者 に も 「前借 り 措置J

を 取る こ と に し た 。 移転先が決 ま っ た 世帯 を 対象 に 、 引 っ 越 し な どの経費 と し て前貸 し す

る も の で 、 複数世帯 に 30万円 、 単身 に20万円 を 支給。

同 時 に 支給方法 も 改定。 こ れ ま で 2 、 5 、 8 、 1 1 月 が支給月 と 決 ま っ て い た が、 対象者

の 大半が1 1 月 に 始 ま っ た受給の対象者 と な り 、 今後の事務処理件数が少 な く な る た め 、 12

月 以降、 毎 月 支給す る こ と に な っ た。

〔洲本 か ら 支給開始〕

1 1 月 5 日 、 洲本市 を ト ッ プ に 自 立支援金の 支給が始 ま っ た 。 10市10 野 の 第 一次 申 請分で

の対象者は計10万7 ， 166世帯で、 所要額は864億円 。 18 日 ま で に順次、 各市町 が指定 さ れ た

金融機関 口 座 に振 り 込 ま れ た 。 大半が一括支給 を 選択 し た 。 新 た に 支給す る 4 万684t吐帯

の う ち 4 万607 世帯 (99 . 8 % ) 、 すで に 支給 し て き た 6 万7 ， 382万世帯の う ち 6 万6 ， 482 世帯

(98 . 7 % ) が一括支給だ、 っ た 。

年が明 け 、 支給対象 と し て 当 初 、 推計 し て い た l3万4 ， 000世帯 に 支給で き る 見通 し に な っ

た 。 支給作業が順調 に 進 ん で、 い る た め で、 98年12月 ま で に 約 1 1 万3 ， 000世帯 に 総額1 ， 100億

円 を 支給 し た 。

被災者が も っ と も 多 い神 戸 市 で は 、 98年 8 月 ま で に 7 万1 ， 337件の 申 請 を 受理 し 、 12月

ま で に 6 万3 ， 978世帯 に 総額640億円 を 支給 し た 。 却 ド件数は7 ， 359件で 、 総所得 オ ー バー

が約3 ， 300件 と 最 も 多 く 、 次 い で半壊で未解体が約2 ， 950件 だ っ た 。

10市10町 の 99年 1 月 の支給は 4 ， 640世帯、 額 は 42億 円 、 2 月 は7 ， 331世帯、 63億 円 。 そ の
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後 や や 減少傾向 を た ど り 、 推移 し て い る が、 新年度 に 入 り 支給世帯 は 当 初 予測 を ヒ 回 り 、

13万5 ， 000世帯 ( 支給額1 ， 300億円 ) を 超 え た 。

こ れ ま で に 支給 し た 世帯の概要は マ全壊 (焼) 世帯88 % 、 半壊 (焼) 世帯12% マ単身

世帯42 . 2 % 、 複数世帯57 . 8% マ現在 の住 ま い ニ 持 ち 家39 . 1 % 、 民間賃貸住宅26 % 、 公営住

宅24 . 1 % 、 そ の他10 . 8% 。

大 阪 に も 「 自 立支援金J 適用

大阪府の被災者 に も 自 立支援金が支給 さ れ る 給 を 始め る が、 基金制 度 の な い 府や被災市町 の
こ と が決 ま っ た 。 98年 8 月 、 国 と 府、 被災市町 間 で負担調整が難航 し 、 同 じ 災害で公的支援 に

が分拐す る こ と で総額60億円 と 見込 ま れ る 財源 格差が生 じ る 事態が懸念 さ れて い た 。
確 保 の め どがつ い た た め で 、 99年3 月 31 日 か ら 支給 は兵庫県の恭準 に 準 じ る 方針で、 府 内 で
最高 100万丹 の 支給が始 ま っ た 。 支援金 を め ぐ っ 被 災 し た 約 2 万世帯の う ち 約 8 ， 000世帯が支給

兵康L誌が復興基金の運用益で1 1 月 か ら 支 対象 に な る 。 (注 9 ) 

(注 8 ) 1 998年 7 月 29 日 、 神戸新跨
(i主 9 ) 1998年 8 月 29 日 、 朝 日 新開

6 . 支援法 に 新 し い動 き
活再建支援法の付則 に は 、 自 然災害の被災住宅再建支援策の検討が明 記 さ れて い る 。

こ の 一文 の 具体化 に 向 け た動 き が活発 に な っ て き た 。 阪神 ・ 淡路大震災満 4 年 目 の99年 1

月 を 前 に 、 兵庫県 、 全労済協会 、 日 本生協連、 連合な どが 「 自 然災害被災者支援促進協議

会J の 設立 に 合意 し 、 国 会議員 に よ る 連盟 も 発足 し た 。

「支援法 に よ る 最高 100万 円 の給付 は 、 お 見舞 い 金程 度 の 金額。 住宅修理や再建 に は不

十分。 根本的 な 政策 を 練 り 上げ よ う J

98年12 月 1 1 日 、 衆議院議員 会館で行 わ れ た 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国 会議員 の会J (災

害議連) の 初会合で、 会長 に就任 し た原 田 昇左右 ・ 元建設相 は実現への意欲 を 示 し た。

災害議連 は 、 患 民 ・ 社民 ・ さ き がけ の 由連立与党で構成 し た 「 日 本 を 地震 か ら 守 る 国 会

議員 の 会」 を 改組 し 、 新 た に 、 支援法 に賛成 し た 民主、 公 明 、 自 由 の 各 野 党 か ら も 議員 が

加 わ っ た 。 全労済協会や 日 本生協連 な どは 「住宅再建策の検討 に は与野党の結集が必要」

と し て 、 法成立授か ら 、 各党 は じ め野党 に 影響力 を も っ連合 に働 き か け 、 そ れが実 っ た 。

生活再建支援法 は 国土庁が所管 し て い る O 住宅再建 に は大蔵、 建設、 厚 生 な ど多 く の省

庁がかか わ っ て お り 、 ど う 寂 り ま と め て い く かが課題c し か し 、 同 庁 は 98年 8 月 の 臨時 国

会 で 野 中 官房長官7が 「政府 も 検討 に 取 り 組み た い」 と 発言 し た の を 受 け て 、 10月 か ら 関係

省庁 と の 調整 を 行 う こ と に な っ た 。 99年 1 月 に は林桂一防災局長の私的研究会 を 発足 さ せ

て 、 l 年か ら 2 年 を か け て必要 な 施策 を 検討す る と い う O
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こ れ に 対 し 、 災害議連の初会合で は 「国土庁長官の正式 な 審議会 に 。 で き る だ け 早 く 結

論 をJ 1"議 員 立法でや る べ き 」 と い っ た 意見 が出 た 。

具体的 に ど ん な 支援策 を 検討す る の か。 阪神大震災で は ダ ブル ロ ー ン な ど、 こ れ ま で考

え ら れ な い事態が発生 し て お り 、 被 災者が元 の場所 に 戻 れ る の が基本 と な る O そ の シ ス テ

ム が求 め ら れて お り 、 ①全世帯で掛 け 金 を 拠出 す る 共済制度の創設②既存の 地震保険 と 新

設す る 保険の二階建て方式や加入 を促す た め の 税制 優遇措置 の新設③支援法の拡充 ー な ど

が挙がっ て い る 。

共済制度 に は 、 兵庫県が何年 に 提唱 し て 以来、 「国民健康保険です ら 未納 者が多 い の に 、

全世帯が掛 け 金 を 拠 出 で き る の かJ と い っ た 指摘が強 い。 他の案 に し て も 、 国民負担や公

的資金支 出 が不 可 欠。

布 藤 明 良 . 8 本生協連常務理事 は 「震災の惨状 を 訴 え て 、 支援法の成立 ま で 3 年 を 要 し

た 。 全国 的 に震災への 関心が薄 れ て い る う え 、 介護保険導入や 年金保険料見 直 し も 控 え て

い る 。 そ う し た 中 で施策 を 繰 る に は 相 当 長い期 間 が必要で、 は 」 と 言 う O

99年 1 丹 、 「 自 然災害被災者支援促進協議 会」 は 正 式 に 発足 し た 。 公的支援制度 を 求 め

る 2 ， 500万 人 の 署名 を 集 め た 国民会議が母体 に な っ て い る 。 「支援法は で き た が、 次の大災

害 で は十分対応で き な い」 と し て力 強 い 国民運動 を 展 開 。 災害議連 と 連撰 し 、 支援法の付

則 に盛 り 込 ま れ た住宅再建の支援制 度 の創 設 を 訴 え て い く こ と に な っ た 。 (注lO)

〔市畏翻体が新法案〕

兵)束県 下 の 市民団体が新 た な 公的支援法案 を 作 っ た 。 現行法 に あ る 所得 や 年齢の制 限 は

な く ， 半壊や 一部損壊 世帯 も 対象 で 1"あ ら ゆ る 災害 の あ ら ゆ る 被災者が対象」 と い う O

99 年 1 月 1 3 日 の 記者会見で ， 関係者は 「 ま ず国 が被災者 を 救 う べ き だ」 と 繰 り 返 し た 。

法案 を 作 っ た の は市民=議員 立 法実現推進本部 (小 田 実代表) 、 「公 的援助法」 実現 ネ ッ

ト ワ ー ク ( 中 島絢子事務局長) 、 被災者市民 フ ォ ー ラ ム (佐々 木康哲事務 局 長 ) の 3 自体。
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新 た な 法笑巡 り 議論 を 交 わす小田笑 さ ん ら
ここ 神戸市勤労会館で (神戸新聞社提供)



小 田 さ ん ら は現行法 の 成 立 に 先立 ち 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災者への そ 及適用 を 躍 り 込ん

だ 「災害被災者等支援法案J (市民案) を 提案 し て お り 、 今屈 は 公 的 支援 の 第 2 弾 に な る 。

新法案の 「生活基盤図後援護法J は 、 現行法が都道府県の基金 を 元 に 支給 さ れ る の と は

違 い 、 国 が主体 と な る O 現行法 の 支給 に :重 ね て 支給す る の が念頭 に あ る と い う O

中 高 さ ん は 「被災地で続 け る 電話相談が法案の 元 に な っ た 。 1 ， 700件 以 上 の 相 談 で 浮 か

び上が っ た の は 、 自 宅修理の ロ ー ン に苦 し む半壊組 を 中心 に 、 支援 も な く 、 自 力 で奮 関 す

る 被災者の 悲 鳴 だ、 っ た」 と 言 う 。

小 田 さ ん は 「 ま ず国が最低限の支援 を し 、 次 に都道府県。 最 後 に 義援金 と い う 3 本立 て

で こ そ 、 安全 に 暮 ら す社会だ、」 と 強調 。 法案 を 取 り ま と め た伊賀興一弁護 士 は 「法案が通

れ ば、 何 年 間 も 仮設住宅 に住 む こ と は な く な る 」 と 話 し た 。

今後、 衆参両院の 国 会議員 に 法案 を 送付 し 、 超党派で協力 を 仰 ぐ。 小 田 さ ん は 「議員 の

中 に は 、 前 回 を 踏 ま え て完全な 法案 を 作 ろ う と い う 共通認識があ る 」 と 語 っ た 。 (涼11 )

1 月 31 日 、 「生活基盤 回復援護法案J の 報告集会 を 神戸 市 で 聞 い た 後、 小 田 さ ん ら は 2

月 15 日 か ら 3 日 間 の 日 程 で上京、 野 中 官房長官や社民党の土井党 首 ら と 会合 を 重 ね た 。

「生活基盤回 復援護法」 は 自 然災害 に よ っ て破壊 さ れた市民生活の基盤 (住窟や生業 な

ど) 自復の た め 、 国 の 責任 に お い て公的 な 援護措置 を 行 う こ と を 明記 し て い る 。

援護措置 は①住宅被害 に対す る 生活基盤田復援護金の支給②事業被害 に 対 す る 生業基盤

回復援護金の支拾③住宅の再建や補修費用 の貸 し 付 け④事業再建費 用 の 貸 し 付 け ー か ら な

る O

生活基盤 回復援護金 は 、 被災者の被害 に 応 じ て 支給。 全壊で 4 人以上 の 世帯 の場合は500

万 円 ( 3 人以下 は300万 円 、 個 人 は 100万円 ) 、 半壊で 4 人以上の 世帯の場合は250万円 ( 3 

人以下 は 150万 円 、 個 人 は 50万 円 ) 。 一部損壊で も 、 4 人以上 の 世帯で 上 限 を 150万 円 ( 3 

人以下 は 上 限100万 円 、 個 人 は上限30万円) と し て 支給。

生業基盤 回復援護金 は 器具 な どが全損の場合で500万 円 、 全損で な く て も 被害 に応 じ て

k 限で300万 円 を 支給。

貸 し付 け は住宅再建の場合で眼度額2 ， 000万 円 (償還30年、 10年 間 据 え 置 き ) 、 住宅補修

の場合は 限度額500万 円 (償還15年 、 5 年据 え 置 き ) で、 事業再建 に つ い て は 上 限 を 1 億5 ， 000

万 円 と し て い る O

こ れ ら の援護措置 を ス ム ー ズ に行 う た め に 「 自 然災害被害者援護庁」 の 設置 を 求め て い

る 。

98年 1 1 月 に施行 さ れた被災者生活再建支援法 に つ い て は 「都道府県の 相 互援助 を 根拠 と

し 、 要援護世帯 に 限定 し た福祉法」 と 位置付 け た 。 新 た な 法案で広 く 被災者の救済 を 凶 る

こ と を 目 的 と し 、 仮神 ・ 淡路大震災 の被災者 に つ い て は 、 同様の措置 を と る 、 と し て い る 。

u主10) 1 998年12 月 12 日 、 神戸新聞
(1ì1 1 )  1999% 1 月 14 日 、 朝 日 新聞 ほ か
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ド三市一生活復敗援一 一一 一 一一 一
1 . ホ ッ プ0 ・ ス テ ッ フ0 ・ ジ ャ ン ブ

98年 度 の 兵庫県予算案 に 、 震災関連 と し て3 ， 967億 円 が計上 さ れ た 。 3 月 末 で切れ る 仮

設住宅の期 限 を 6 カ 月 延長 し 、 恒久住宅への移行が 9 月 末 に 完 了 す る こ と を 目 標 に 、 各種

支援策が打 ち 出 さ れ た (仮設住宅入居期 限 は そ の 後99年 3 月 ま で再延長) 。

震災関連予算 は 復 旧 、 救助費 で l 兆5 ， 152億 円 に 膨 れ上がっ た 95年 当 時 に 比べ、 98年 度

は 97年度並み に 。 こ れ は ハ ー ド の 復 旧 が終わ り 、 ソ フ ト 面 の 本格 的 な 復興 に 重点が移 っ て

き た こ と を 示 し て い る O こ の た め 恒久住宅への入居促進、 自 立 の た め の 生活再建支援 な ど、

多様化す る 課題 に 向 か つ て き め細 か な 事業 を 策定 し た 。

兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部 に 「 ホ ッ プ ・ ス テ ッ プ ・ ジ ャ ン フ。元気応援」 と い う プ

ロ グ ラ ム があ る 。 生活の土台 を 支 え る 基本 的 な 支援。 仮設住宅 な どで の 困難 な 生活状況 を

サ ポ ー ト し よ う と い う の が 「 ホ ッ プ。J o 生活再建 に 向 け て 、 そ の き っ か け を つ く る 、 と い

う 支援が 「 ス テ ツ フ

立 し た 生活 を 実現 さ せ る O そ の生 き カがf九しいミづ く り の サ ポ 一 ト を 「 ジ ヤ ン フ。J と し た O

ホ ッ プか ら ジ ャ ン プ ま で の 3 段階 は 、 年次 ご と に き っ ち り 線引 き さ れた 施 策で は な い 。

多 く は震災発生以後、 大震災復興本部の 各課が継続 し 、 ふ く そ う し な が ら 取 り 組ん で き た

テ ー マ だ っ た 。

( 図 6 ) 復IB . 復興関連予算 の推移

(単位 ・ 億 円)

95 96 97 98年度

※ 95 97年度は補正 を 含む。
98年 度 は 当初。

ホ ッ プ

CD1建康 に不安があ っ た り 、 介護、 介助 を 必 要 と す る 人への対応。 マ高齢者 、 障害者 な ど

へ の 介護 や 家 事援助サ ー ビ ス 。 ホ ー ム ヘ ル パ ー の 派遣 、 デ イ サ ー ピ ス 、 シ ョ ー ト ス テ イ 、

高齢者配食サ ー ビ ス な ど (長寿社会課、 障害福祉課) マ保寵婦 、 栄養士、 健康 ア ドバ イ ザ
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に よ る 戸別 訪 問 、 健康、 栄養相談な ど を 行 う (健康増進謀、 生活復興推進課、 医療課) マ

こ こ ろ の ケ ア 、 ア ル コ ー ル 問題への対応 ( 障害福祉課) マ医療相談の実施 ( 医療課)

②閉 じ こ も り がち な 人への対応。 マ民生委員 、 児童委員 、 生活復興相談 員 、 情報サ ボ ー

タ ー 、 復興住宅対策交番相談員 ら に よ る き め 細 か い個別訪問 や 、 震災復興総合相談セ ン タ ー

な どで の 個加相談の実施 (社会援護謀、 生活復興推進課、 県警本部地域課)

③生活 自 立への支援。 マ被災者 自 立支援余の 支給 (生活復興推進課) マ 生 活復興資金の

貸付。 生活福祉資金、 離職者生活安定資金の貸付 を 行 う ( 生活復興推進課 、 社会援護謀、

労働福祉課) マ民間賃貸住宅入居者の家賃負担の軽減 (都市政策課) マ生活保護の適用 (社

会援護課) マ生活復興が困難 な 人への個別対応。 各地域の 支援者、 市i町 ご と の 生活支援委

員 会の活動 を 支援 し 、 県 ・ 市町生活支援委員 会で総合的 な 検討 を 行 う 「生活支援マ ネ ジ メ

ン ト シ ス テ ム 」 を 推進す る (生活復興推進課)

ス テ ッ プ

①仕事、 収入 を 望 ん で い る 人への対応。 マ仕事の紹介O ふ れ あ い雇用推進員 に よ る 個別

求人開拓 を 実施 (職業安定課) マ職業訓練、 技術講習 。 中 高年被災者 に 対 し て倍別企業内

で さ ま ざ ま な 職業訓練の実施。 大型 自 動車運転、 O A 経理事務訓練 な ど (龍力 開発課、 雇

用 開発課) マ被災 自 営業者 を 支援す る 資金の貸付、 補助 (金融課、 地域産業課) マ 中 高年

齢者への働 く 場の提供。 就職の 闘 難 な 中 高年齢者 に 、 月 3 万 � 5 万 円 の就労の機会 を 提供

す る (雇用 開発課) マ シ ルバ 一 人材 セ ン タ ー に よ る 働 く 場の提供 (雇用 開 発課)

②家か ら 外 に 出 る き っ か け が な い 人へ の 対応 。 マ 出 会 い の場っ く り 。 被災地域の コ ミ ュ

ニ テ ィ ー プ ラ ザの 設置運営支援 (健康福祉部 ま ち づ く り 担当 ) マ生 き がい づ く り や仕事の

た め の 知識、 技能習得 の 場 を 提供。 い き い き 仕事塾の支援 (生活復興推進課) マ フ リ ー マ ー

ケ ッ ト の 開鑑 や 高齢者 に よ る 語 り べ、 昔 の 遊 び伝承の場っ く り (生活復興推進課)

ジ ャ ン プ

生 き がい づ く り と コ ミ ュ ニ テ ィ ー への参加の サ ポ ー ト O マ生活復興県 民 ネ ッ ト が取 り 組

む 「あ っ た か ひ ょ う ごの ま ち か とミ連動」 な どの 活動支援。 い どばた料理教室、 引 っ 越 し手

伝 い 運動 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り 交流会、 ワ ー ク シ ョ ッ プ開 催相談 な ど を 支援す る 。 98年

4 月 に オ ー プ ン し た 生活復興 N P O 情報 プ ラ ザの機能 の 充実 (生活復興推進課) マ復興の

た め の グ ル ー プ活動の支援 (生活創造課) マ地域 に お け る 人 間 関係づ く り の 支語。 小学校

区エ リ ア で 、 人 間 関 係 を つ く る た め の情報紙発行、 子育 て ミ ニ フ ォ ー ラ ム や介護講習 会、

花壇づ く り や 環境美化 な ど、 フ ェ ニ ッ ク ス 推進員 、 協 力 員 が 中 心 に な っ て行 う 自 主活動企

画 を 支援す る ( こ こ ろ 豊 か な 人づ く り 推進課) マ地域 ・ 家庭 ・ 学校が と も に 取 り 組む子 ど

も た ち の こ こ ろ の ケ ア 。 精神科医 ら に よ る 巡回桔談 を 行 う ほ か、 引 き 続 き 教育復興担当 教

員 を 配置す る (体育保健課、 学事課、 義務教育課) マ災害復興公営住宅入居前 の コ ミ ュ ニ

テ ィ ー づ く り の 支援 (住宅管理課) マ県外被災者の支援 ( 生活復興推進課) 。
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98年 3 月 の 時 点 で 、 災害復興公営住 宅 は 計時戸数の 3 万8 ， 600戸が建設 さ れ た 。 こ れ に

伴 い仮設住宅居住 者 は 激減 し 、 契約戸数は 2 万1 ， 470戸 と な り 、 入居率 は50 % を 割 り 込ん だ。

「最後の l 戸が退去す る ま で復興 と は い え な しU と す る 方針 は あ る の だが、 98年震の予算

でみ る と 、 大 き な 流 れ と し て 「復旧 か ら 復興への ジ ャ ン プJ へ、 施策の重心 を 移 し て い っ た 。

2 .  98年度、 兵時県の 対応

県阪神 ・ 淡路大震災復興本部 ・ 生活復興推進課 を 中 心 に 策定 さ れた 「生活復興支援総合

プ ロ グ ラ ム 」 は 97年路線 を ほ ぼ踏襲 し た 。 そ の 中 で、 生活復興相談員 の 増 員 な ど、 仮設住

宅、 復興公営住 宅 に 入居 し た被災者個 人 に き め細 か い サ ー ビ ス を 行 う 施策 に重点 を 置 い た 。

〔生活復興相談員 ら 増員 〕

復興住宅へ移行 し た被災者が生 き がい を も っ て 生活で き る よ う 、 巡 回 訪 問 を 増 や す た め

生活毎興相談員 の増 員 を 決め た。 各市町で、100人 だ、 っ た の を 136 人 に 増 員 。 神 戸 市 は90 人 に 。

高齢者 に 多 い P T S D (心的外傷後ス ト レ ス 障害) 孤独か ら く る ス ト レ ス 、 飲 酒 に よ る ト

ラ ブル な ど後 を 絶た な い。 そ の た め の相談員 の増員 が各市町 の 要望 と し て 出 て い た 。 ま た

新 し い移転先で不安 を 抱 く 高齢者の た め に 、 イ ベ ン ト な ど を企画、 参加 を 呼び掛け る 情報

サ ボ ー タ ー ( ボ、 ラ ン テ イ ア ) を 200人 か ら 272人 に 増 員 O 県看護協会が仮設、 復興住宅 に 派

遣す る 健康 ア ド バ イ ザー も 175 人 に 。

な お神 戸 市 内 の復興住 宅 入居者の う ち 、 65歳以 上 の 高齢者 は 1 ， 525人 と 全体の45 . 3 % を

占 め て い る こ と が分 か つ た 。 98年暮れの 時点 で の 兵庫県の調査で 、 一般 の 県営住宅の16 . 5%

に 比べ、 3 倍近 い 数字。 県全体で は 高齢者の 占 め る 割合は34 . 4 % だが、 こ ち ら も 一般県営

の約 3 倍。 こ の た め復興住宅周辺で は 、 自 治会運営が停滞す る な どの 問題が起 き て お り 、

地域活動や住民間士の交流 を ど う 活性化す る かが課題 に な っ た 。

県 は12月 19 日 、 県営住宅で の 共 同 生活 を 支援す る 「 い き い き 県住推進員J 16人 を 公募で

採用 、 99年 2 月 か ら 配置す る こ と を 決め た 。 復興住宅 は72 団 地 で 約 9 万7 ， 000戸。 仮設住

宅 か ら の移転が進 み 、 高齢化率 は 高 い。 こ の た め 神戸 、 阪神、 東播磨地 区 に 推進員 を 配置、

自 治会 の 設 立 や 運営、 地域住民 と の交流事業、 公的施設や ボ ラ ン テ イ ア の紹 介 な どの生活

支援 を サ ポ ー ト す る 。 身分は県住宅供給公社嘱託員 で、 家賃 ・ 駐車場利 用 納付書の配布 な

ど県営住宅の事務 ・ 管理事業 も 担 う 。

〔仕事塾、 リ レ ー マ ー ケ ッ ト 、 語 り ベ事業〕

手芸、 花づ く り な ど何 か手 に つ け 、 社 会 に 還元 し て 生 き がい に し た い と 、 高齢者 の た

め に 聞 く 講座が 「し ミ き い き 仕事塾J o 96� か ら 第 1 期生 を 募集 し 、 4 期 ま で に 2 ， 382人が神

戸 、 阪神、 東播磨 、 淡路 4 ブ ロ ッ ク で週 l 回 (計12 凹 ) の研修 を 受 け 、 卒業 し た 。 内 容 は

生活助 け合い 、 野菜 ・ 花づ く り 、 手芸 ・ 小物、 ふ れ あ い 交流各 コ ー ス 。 98年度 は 5 期生 (811
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「元気の 輸 を 広 げ よ う 」 い き い き ネ ッ ト ワ ー
ク 発足式ニ神戸 サ ン ボー ホ ー ル
(神戸新聞社提供)

人) 6 期生 (824 人) が受講 し 、 卒業 し た 。 ま た l 日 仕事塾、 い き い き 体験塾、 い き い き

文化祭 を 開催 し た 。

仕事塾で、 学 ん だ、修了 生654人が 「 い き い き ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 組織 し 、 98年 6 月 20 口 、 神戸 ・

サ ン ボー ホ ー ル で発足式 を 行 っ た 。 被災 し た 高齢者宅 な ど を 訪問 し 、 励 ま す の が 目 的 で 、

貝 原知 事 は 「塾 を 卒業 し て 、 さ ら に新 し い も の を 求 め ら れ る 皆 さ ん に感謝 し た い」 と 励 ま

し の 言葉 を 贈 っ た 。 そ の 後 、 い き い き 応援隊 を 編成 し 、 各地の復興住宅や 小学校、 公民館

な どへの訪問 を 始 め た 。

「 フ ェ ニ ッ ク ス ・ リ レ ー マ ー ケ ッ ト 」 は96年 か ら 神戸 、 板神、 東播磨、 淡路各地包で始

め た 。 手づ く り の野菜や花、 手芸 ・ 小物 を 出 屈す る マ ー ケ ッ ト で、 初 年 度 は 延べ12団 関 き 、

12万9 ， 000人 の 参加 を み た 。 97年 は 延べ23 団 関 き 、 21万8 ， 000人が参加。 98年 は24 日 開 催 し 、

参加者 は28万 人 を 超 え る 感況。 ま た復興公営住宅 な ど に 転居 し て き た 被災 者 を 歓迎す る 「 ウ

エ ル カ ム ・ マ ー ケ ッ ト 」 を 開催 し た (計 7 回 ) 。 県外居住被災者の た め に も 、 被災市 町 の

特産 品 な ど を 集 め た 「 カ ム バ ッ ク ・ マ ー ケ ッ ト 」 を 近 隣府県で 5 回 開 い た 。

「昔の遊 び、伝承」 は 、 幼稚園、 保育所、 小学校 を 訪問 し 、 竹 と ん ぼや凧づ く り な どの作

り 方 を 教 え る 試み 。 「高齢者語 り ベ」 は 昔話、 郷 土 の 厩 史、 震災 に 至 る 話 を 次代 に伝承 し

よ う と い う も の で、 96年 は 派遣 7 回 (延べ113人が参加j) 0 97年 は 101 回 、 延べ630人。 98年

は 125 田 に 及 び、 延べ731 人が参加 し た 。 こ の 年 、 仮設住 宅 ふ れ あ い セ ン タ ー な どへ の チ ー

ム 派遣 を 行 い (計10回 ) 伝承事業への登録、 協力 を 呼びか け た 。

〔 フ ェ ニ ッ ク ス 活動助成〕

被災者支援活動 を 行 っ て い る グ ル ー プ を 助 成 ( 1 件30万河 ) 隷数の グ ル ー プが共 同 で企

酉 し 活動す る 場 合 は 90万 円 を 限度 に助 成す る シ ス テ ム 。 98年度 は 一殻活動 の 申 請 は 285件

あ り 、 75件 を 助 成 、 団体連携活動 の 申 請37件 に 対 し 17件 を 助成 し た 。

「 フ ェ ニ ッ ク ス 出 会 い の広場J は 、 何年か ら 神戸市三宮の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ内 に設 け
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た 掲 示板、 情報紙で 「 ボ ラ ン テ ィ ア を 求 むJ r協力 で き ま す」 な ど双方の プ ラ ン 、 ま た は

要望 を 知 ら せ、 マ ッ チ ン グ さ せ る シ ス テ ム o 98年 は プ ラ ン 提 出 1 17件で、 マ ッ チ ン グ し た

の は54件 に 。

( rあ っ た かひ ょ う ご」 ま ち か ど運動〕

97年 に 続 き 「ヲ | っ 越 し ボ ラ ン テ イ ア 」 を 克提。 1 グ ル ー プ に対 し ト ラ ッ ク の レ ン タ ル料、

ガ ソ リ ン 代 な ど100万 円 を 限度 に 助 成 し た 。 98年度 の 実績 は 登録117人。 依頼 は249件 あ り 、

190件がマ ッ チ ン グ、 延べ724人が参加 し た c

ま た復興住宅へ転居後、 不'腫 れ な 地域で不安 を 抱 え る 被災者の た め に そ の 地域 に 合 っ た

「暮 ら し の 便利 読本」 を 配布 し た 。 神戸 3 カ 所、 阪神 (西宮、 尼崎な ど) 1 0 カ 所。 作成 に

かか る 印刷 費 な ど30万円 を 助成。

復興住宅 に 移 っ た 被災者 ら を 合 む地域の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を 進め る き っ か け と し て

「男 も カ ン タ ン に で き る い と守ばた料理教室」 を 企画、 各地で ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を 募集

(50 グル ー プ) 15万円 を 限度 に助 成す る こ と に な っ た 。

〔被災者 し ご と 開発事業〕

中高年 の被災者で、 ピ ラ 配 り 、 交通量調査 な ど軽易 な 作業 を 新 た な 就労機会 と し て 提供

す る 。 98年度 か ら 2001年度 ま での継続事業。 被災者が仕事 を 通 じ て社会 と の 接点 を 持 っ て

も ら い 、 精神 的 な 自 立 を 支援 し よ う と い う ね ら い 。 何年震末 で登録者数1 ， 867人、 就労者

数1 ， 320人。

3 . 県外被災者への支援
兵庫県 は 、 県外被災者向 け の情報紙 「 ひ ょ う ご便 り J を 通 じ て98年 3 月 に 実施 し た 県外

被災者の意識調査の 結果 を ま と め た 。 「民 る 意志があ る 」 が 4 製 を 超 え た が、 一 万 で 「現

在 の 居住地で住み続け る J が I 割以 ヒ あ り 、 同調査で無回 答 の 世帯 を 対象 に 改め て竜話調

査 し た結果、 「県外 に 住 む ・ 当 分戻 ら な し ミ 」 が 8 割近 く を 占 め た 。 理 由 は 避 難 先 で の 生 活

の本格化 を 挙 げた 世帯が多 く 、 震災後 3 年 3 カ 月 と い う 時 間 の 経過 に よ る 変化 も j手か ぴ上

カすっ た 。

調査は6 ， 575世帯 に 送 っ た 「 ひ ょ う ご便 り 」 に返信用 は が き を 添 え 尋 ね た 。 す で に 県 内

に 戻 っ て い た 世帯 を 除 く 1 ， 554世帯ー か ら の 回 答 があ っ た。 最 多 は 「 わ か ら な い 」 の42 . 1 % 

だが、 わ ず、か の差 で 「戻 る 予定があ る J少 な く と も 2 年以 内 に 戻 り た い」 令 わ せ て の41 . 4 % 。

以下 「現在 の 居住 地 に住 む J 14 . 5 % の頼。 さ ら に 返信 の な か っ た 世帝 も 調査 し 、 無作為抽

出 で1 1 1 世帯 を 選 び、 電話で 聞 い た 。 結 果 は 「当 分戻 ら な い」 が78 . 4 % と 最 多。 そ の 理 由

は 「子 ど も や 親戚 が近 く に い る J r現在の情住地が故郷」 の ほ か 「仕事 の 関 係」 と し た 人

が多 く 、 事rr た な 地 で の生活が定着 し つ つ あ る こ と を 物 語 っ て い る 。

140 第一章 ⑩ 生活



と こ ろ で 、 県外 に 暮 ら す被災者の実数は ど う な の か。 震災後 の 国勢調査 や 関西電力 の契

約戸数な どか ら 割 り 出 し た 数字 は 当 初約 5 万世帯、 12万人 と さ れた 。 そ の後 、 県が送 っ て

い る 「 ひ ょ う ご便 り 」 な どで推計す る と 、 98年 9 月 の段階で 1 万3 ， 400世 帯 。 99年 に 入 る

と さ ら に減 り 、 約 1 万世帯が実数 に 近い 数字で は な い か 、 と み ら れて い る 。

〔 県外で交流の場〕

新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー で 、 県外被災者 は さ ま ざ ま な 行事 を 試み て い る 。 大阪、 京都、 滋

賀 な ど近畿圏で は市外 ・ 県外被災者 ネ ッ ト ワ ー ク り ん り ん (事務局 ・ 大阪 ) な どの 呼 びか

け で調査、 あ る い は交流 の場 を 設 け て親睦 を は か っ て い る O

県外避難者80人が参加 し た交流会 出神戸文
fヒホ ー ル (神戸新開社提供)

8 月 2 日 、 り ん り んが主催す る 緊急、集会が神戸市勤労会館で開かれた。 京都、 岡 山 、 富山

な どか ら 県外被災者約40人が参加。 「住民票 を 移 し た ばか り に 、 被災地の公営住宅の 一般枠

さ え 申 し込め な いJ í神戸 に 帰 り な さ い と 言わ れで も 、 家 の な い と こ ろ に 帰 れ な いJ と い っ

た不満が出 た 。 事務局 で は今後、 実態 を 調査 し 、 質問状の形で行政の姿勢 を 問 う 、 と い う 。

一 方 、 99年 l 月 15 日 、 首都圏 の 20人が横浜市 内 に 集 ま り 、 「被 災者 に よ る 兵庫県人会」

を 結成 し た 。 呼 びか け た 山 本郁夫 さ ん (指揮者) は 「 わ い わ い と 近況報告 を し た り 、 気の

合 っ た 仲 間 で旅行 し た り 、 自 然流でつ な が り を 深め た い 。 神戸

報提供 も で き れ ば」 と 話 し た 。

〔ふ る さ と カ ムバ ッ ク プラ ン 〕

り た い 人の た め に 、 情

県外被災者 の 今後、 に つ い て は さ ま ざ ま だが、 県 で は 「今後 は戻 り た い が戻 れ な い世帯

への対策が中心 に な る J と し た 。 そ し て 98年度 は 新 し く 2 つ の施策 を 行 っ た 。

① 「ふ る さ と ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク ス テ イ 応援事業J o 4 月 17 日 、 県外 に 住 ん で い る 被災

者が住 宅 や 仕事探 し に被災地 を 訪 れ た 際 に 、 一泊 に つ き 1 世帯 あ た り 3 ， 000 円 を 補助 す る
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制 度 を 発表。 県 内 の被災10市10町 に あ る ホ テ ル や 旅館 な ど (約1 ， 200施設) に 泊 ま っ た場合、

年 に 2 回 を 限度 に 支給す る 。 申 し 込み は住所、 氏名 、 年齢 を 記入 し 県 に 郵送 す れ ば 2 カ 月

後 に は 入金 さ れ る 。 4 月 か ら ス タ ー ト し 、 16 カ 月 で387件の 申 し込みがあ っ た 。

さ ら に 「ふ る さ と ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク プ ラ ン 」 と し て 、 県 内 に 帰 る 意向 の あ る 人 を 支援

す る た め 、 該 当 者 の 登録制度 を 作 り 、 住居な ど各種和談 を 持 ち 掛 け る こ と に な っ た。 98年

10月 か ら 県 の ホ ー ム ペ ー ジ に 「必要 な 情報 を 提供す る 新 コ ー ナ ー 」 を 設置。

こ の 登録制 度 は 、 「 ひ ょ う ご便 り 1 0 月 号J に は が き を 同封、 県 内 居住希望者 に登録 を 求

め た 。 住宅、 生活資金 な ど、 意向 に 応 じ て県の担当部局 か ら 電話連絡 し 、 相 談 に 当 た っ た 。

10月 以降 9 カ 月 で 、 登録者数 は 1 ， 551 人 に 達 し て い る 。

②公営住宅募集で要件緩和。

98年 4 )1 24 日 に 始 ま っ た復興住宅の募集で、 県外に避難 し た被災者の 中 に 申 し込み資格

さ え 碍 ら れ な い ケ ー ス があ り 、 「 い つ に な っ た ら 戻れ る の か」 と 悲痛 な 戸 が Lがっ て い る O

住宅募集で 「被災者」 と み な さ れる に は 、 作宅が全 ・ 半壊 (焼) し 、 実際 に 解体 し て い な

け ればな ら な い 。 古日損壊な どは 叶文枠 に し か qJ し 込めず、 そ れ も 県内 、 あ る い は 各 市 内

在住 ・ 在勤が条件。 公営住宅への道が閉 ざ さ れ て い る 県外被災 去は 「愛右 の あ る 土地 に 一

日 も 早 く 帰 り た い 」 と い う 思 い を 募 ら せて い る 。 (注 1 ) 

兵産県 と 神戸 市 は 、 県外 に 避難 し た 被災者が、 県 内 の公営住宅の入居 に !志募 で き な い ケ

ス が出 て い る と し て 、 入居要件 を 大幅 に緩和す る こ と を 決め た 。 こ れ ま で り 災証明 主 (半

壊、 半焼.l2J、上) と 家屋解体証明書 の 両 万が必要 だ っ た が、 一部損壊以上 な ら 解体証明がな

く て も 応募で き る よ う に す る 。 99年春か ら 実施す る 方 向 だが、 少 な く と も 2 � 300 世帯が

対象 に な る と み ら れ る 。

公営住宅 に は 、 所得 な どで入居制限があ る が、 阪神 ・ 淡路大震災の 「被災市街地復興特

別措置法J (95年 2 月 施行) で、 住宅 を な く し た被災者 な ら だれで も 入居で き る よ う に な っ

た 。 向 j去の遮用 期 限 ( 3 :tj三 間 ) 切 れの98年 1 月 以降 は 、 県外被災者 に つ い て は 、 条例改正

で 「県内居住 か勤務」 の在住在勤要件 を 外す こ と で対応 し て い た 。

し か し 、 一部損壊 だ っ た り 、 解体証 明 書が な い 人 は対象外。 「 家 主 か ら つ ぶ す、 と 言 わ

れ て 県外 に避難 し た が結 局 解体 し な か っ た J I一部損壊だが、 怖 く て避難 し た 」 な どの 県

外被災者 は 、 公営住宅 に応募で き な か っ た 。 ま た 、 県 な ど は98年秋の募集か ら 、 被災者 だ

け で な く 一般の応募 を 復活 さ せ た が、 一般枠 に は在性在勤要件があ り 、 県外被災者 は応募

で き ず、 県 内被災者 と の 格主が問題 に な っ て い た 。 (パ: 2 )  

こ の 問題 を 解決す る た め 、 何年] 月 17 日 現在 で被災地 内 に 在住 し て い た こ と が証 明 で き

る 者 に つ い て も 一 般枠での応募 を 認 め 、 県外被災者 の 入居条件 を 緩和 す る 条例改正案 を 2

月 県議 会 に提案 し 、 可決。 99年4 月 以 降 か ら の募集 に適用 さ れ る こ と に な っ た 。

(注 1 ) 1 998年 4 月 25 日 、 神戸新防
(注 2 ) 1 999年 1 月 7 日 、 毎 日 新開
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住害関連の相談が激増

97年度 の 震 災 関 連 の 相談件数 は 2 万8 ， 043件
で、 前年度 に比べ58%憎加 し た こ と が98年 4 月

初 日 ま で の 、 県震災復興総合相談セ ン タ ー の ま

と め で分か っ た 。 拡充 さ れ た住宅融資 に 関 す る

利子補給制度や 中 高年 自 立支援金 に つ い て 、 内
容や 申 請手続 き な どの相談が増 え た のが姿 凶 。

分野別 で は 「住宅 関 連」 が 2 万4 ， 96511" ( 前
年度比63 . 1 % 増 ) で全体の約 9 割 を 占 め た 。 そ

の 中 で融資 に 対 す る 利子補給関係が 1 万5 ， 86 1
件 と 最 も 多 く 、 次い で復興住宅の 入居関係2 ， 767
件、 住宅融資 関 係 2 ， 1 14件の順。 一 方 「 生活 ・

同 一つ

福祉 関 連」 の 相 談 は 2 ， 358件。 う ち 生活復興資

会貸付金や生i市再建支援金、 中 高 年 白 立支援金

な ど生活資金の給付、 貸付 関 係 が 9 割近 く を 占
め た 。 こ こ ろ の ケ ア 、 税金、 医療、 労働 な どの
分野の震災関係 は720件で25 . 2 % 減少。

県外被災者の た め に何年12月 か ら 設置 し て い
る フ リ ー ダ イ ヤ ル へ の 相 談 件 数 は 2 ， 772件。 内

存 は 生活資金の給付 ・ 貸付 詞 係 が多 く 、 大阪、
京都府 な どの 近畿地区や神奈川 県 な どの 関東地

区 か ら の 相談が多 か っ た 。

一----.J

4 .  r被災者復興支援会議J と 「生活支援マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 」

〔被災者復興支援会議〕

98年 1 1 月 9 日 、 兵庫県民会館で 「被災者復興支援会議の40 カ 月 」 の活動 を 振 り 返 る フ ォ ー

ラ ム が開 か れ た 。 こ れ ま で の取 り 組み を 評錨す る と と も に 、 今後の 在 り 方 に つ い て も 意見

を 交換 し た 。 メ ン バー の 聞 で は 「役割 を 終え る 時期」 と す る 考 え で一致 し た が、 外部か ら

は継続 を 強 く 求め る 意見 が出 た 。

貝 原知 事 は 「仮設住宅 な どか ら 新 し い住宅 に 移 っ て か ら の本格的 な 生活復興 を 進め る メ

ニ ュ ー は 十 分で は な い。 生活復興第二部の正念場 は こ れか ら 。 ま だ し ば ら く 活動 し て ほ し

い」 と 述べ た 。 結昂 、 99年 3 月 を も っ て解散 し 、 新 し い メ ン バー に よ る 「被災者毎興支援

会議 立 」 と し て 、 新年度 か ら 再ス タ ー ト す る こ と に な っ た 。

「支援会議の40 ヵ バ 」 フ ォ ー ラ ム で発言す
る メ ン バ ー (被災者復興支援会議 H 提供)

第 一挙 @ 生活 143 



や や も す る と 「官J の お仕着せ に な る 従来の 会議。 そ こ で テ ー マ を 決め ず 、 い っ さ い を

・ 識 ・ 民J の ア イ デア と 行動 力 に ま かせ、 「官」 が伴走す る シ ス テ ム と し 、 成果 を 上

げた 「支援会議」 の40 カ 月 を 振 り 返 る 。

震災半年後の95年 7 月 17 日 、 貝 原 知事の発案で設置 さ れ た 。 メ ン バ ー は 、 小西康生座長

(神戸大学経済経営研究所教授) は じ め保健 ・ 医療、 ボ ラ ン テ イ ア 、 丈化、 福祉、 マ ス コ

ミ 、 行 政 な ど12分野 を 代表す る 12人。 行政、 保健 ・ 医療 を 除 く と 、 出 身母体の推薦 を 受 け

入 れ る の で は な く 、 個人が名指 し で選 ば れ た 。 小西座長は 「 い ろ ん な 専 門 屈 が集 ま っ た 商

庖告の よ う な も のO 全体が一つ に な っ て機龍 を 果 た せ る メ ン バ ー 」 と い う O そ し て 、 行 政

の 実務 を 担当 す る 県の課長、 課長補佐 ク ラ ス の 1 2 � 16人が支援会議 メ ン バ ー と ベ ア を 組み 、

現地 に 出 か け て被災者の実態 に 触 れ た 。

会議の仕組み は 、 行政 と 被災者の 聞 に立 っ た 中 間 的組織 と 位置付 け 「行動 す る 会議」 を

基本 と し た 。 そ の 内容 は①移動 い ど ば た 会議 や フ ォ ー ラ ム を 開 催 し 、 被災者 や 支援団体な

どの意見交換 を 通 じ 、 被災者の 生活実態や 怠見 、 要望 な どの把握。 ②行政内部 に 設置 さ れ

た プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の協力 を 得 て 、 行政施策 の 考 え 方 や 取 り 組み状況 に つ い て の調査。

③被災者の視総 に立 っ て 、 生活再建 に 関 す る 支援策 を 検討 し 、 行政や被災者 に提言、 助 言

す る 。 ④提言、 助言 を は じ め 各種行政情報 を 「復興か わ ら ばん」 に ま と め 、 広 く 提供 す る

ー と し た 。

行動す る メ ン バ ー は結成後、 早速動 き 出 し た 。 移動 い ど ば た 会議 は 95年 7 月 29 日 、 神 戸

市北区惣 山 仮設住 宅 自 治会 を 皮切 り に 、 同 年度 だ け で53同 も 現地 に 赴 き 、 被災者の切 実 な

生 の声 を 開 い て 、 意見 を 吸 い 上 げた 。 暑い さ か り の 8 月 、 1 日 2 回 の ベ ー ス で計16回 も 巡

回 し た 。 「支援会議 こ そ ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ」 そ の も の だ っ た 、 と い う 。 40 カ 月 間 で、

移動い ど ば た 会議 は 143 回 に 及 ん だ 。

(関 7 ) 被災者復興支援会議の仕組
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被災者復興支援会議

. れ 政 と 被災者の 間 に 立つ

rtc， 間 的組織

(役割、 機能)
- 被災者の生活実態の把総 トイ1

意見 ・ 要望�1'の聴取

(Out Reach) 
. 行政施策の把握

"j)-i ・ 生活再建 に 向 け て の提言、 トな

助 M;'事
(Advocacy) 

4)-1 . 情報誌 を 通 じ た情報提供 f-(:{ 



ま た 生活再建 に 向 け た 意見 や提案、不安や悩み に つ い て 自 由 に話 し合 え る 場 と し て 、 フ ェ

ニ ッ ク ス プ ラ ザな どで土曜 い ど ば た 会議 を 開催。 被災者、 支援団体 と 行政 を つ な ぐ場 と し

て 、 課題の 解決 に つ い て話 し 合 う フ ォ ー ラ ム を 開 い た 。 (計6 1 回 )

活動 を 通 じ て 把握 し た 被災者の生活再建 に 向 け た 課題 に つ い て は 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

も 加 わ っ た メ ン バー 全員 に よ る 討議 を 行 い 、 行政、 被災者 に 対 し て の提 言 、 助 言 を ま と め

た 。 (毎週第 2 、 4 土曜 日 、 計78 田 )

95年 8 月 28 日 、 1 1 項 目 の 課題 を 織 り 込ん だ 第 l 回 の提案が行 わ れ た 。 提 案 は 、 被災地の

復興が フ ェ ニ ッ ク ス 計画 の 策 定 な ど積械的 に 進 め ら れ て い る 半面、 被災者の復興は必ず し

も 十分で、 な い。 復興の主人公は あ く ま で被災者であ る 、 と 最 し く 指摘。 当 面す る 課題 と し

てマ恒久住 宅 の 具体的建設計画や仮設住宅の入居期 間 を 住民 に提示マ交流活動の場 と し て

の 「ふ れ あ い セ ン タ ー」 の 早期 開設 と 増設マ雨水排水対策 な ど仮設住 宅 の 生活環境整備マ

専 門 家 に よ る 心 の ケ ア の充実マ最新情報 を 速 や か に提供す る シ ス テ ム づ く り ー な ど を 挙げ

た 。

県 は I カ 月 後 の 9 月 25 日 、 「 当 面取 り 組む べ き 課題」 と し て 1 1項 目 に わ た っ て 司答 し た 。

仮設住宅へ の案 内標識や 、 仮設住宅の棟番号の設置 を 速や か に行 う 。 高齢者単身用住宅 と

し て 1 D K  (専用床面積約40m2 ) を 供給 し 、 「可能 な 限 り 安 い 家 賃 で供 給 す る 」 と し た 。

他 の 主 な 対応 は - 100戸 未 満 の 小規模団地 に も 「 ふ れあ い セ ン タ ー 」 の 設置 を = 50戸以上

に対象 を 拡大。 雨水排水対 策 の 早急 な 実施。 恒久住宅建設計画 (建設場所、 戸数、 間取 り 、

家 賃 、 入居可能時期 な ど) の提示 に つ い て は 、 10月 に 災害復興公営住 宅 や 住 宅 ・ 都市整備a

公団住宅 な ど の 入居 申 し 込み の 一元的受け付け を 行 う 。 こ の 時期 に 住 宅 の建設場所、 間取

り 、 家 賃 、 入居可能時期 な ど を 明 ら か に す る と し た 。

以後99年 l 月 17 日 ま で、 13屈 の提案が行 わ れ た O テ ー マ は行 政 に 対 し て だ け で な く 被災

者 に も 向 け ら れ た 。 震 災 一 復 旧 一 復 興 ー の過程で、 自 分 を い か に律すべ き か、 を 県民 に も

問 い か け て い る 。 行 政 も 提案のつ ど庁内 で討議 し 、 可能 な も の か ら 予算措置 を 講 じ 、 す ば

「移動い と守ばた会議」 で被災者 と 意見交換
を 行 う メ ン バ 】 =神戸市北ほ波の子台で
(被災者復興支援会議 E 提供)
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ゃ く 対正、 し た 。

第 2 回 以 後の テ ー マ は 、 ② 「被災者の 生活再建 を め ざす 自 助 お よ び共助 に つ い てJ (95 

年 9 月 25 日 ) ③ 「仮設住宅 自 治会づ く り の促進 に 向 け てJ (95年10月 初 日 ) ④ 「年末、 新

年 を 迎 え る に 当 た っ てJ (95年12月 1 1 日 ) ⑤ 「 閉 塞状況の打開、 県民意思の 結集J (96年 3

月 1 日 ) ⑥ 「住 ま い 再建 の た め の基本 的 な 考 え 方、 当 面 の 課題 に つ い て J (96年 6 月 10 日 )

⑦ 「パ ー ト ナ ー シ ッ プ に よ る 復興の推進J (96年 9 月 30 日 ) ⑧ 「多様 な 豊 か さ を 目 指す ま

ち づ く り 、 住民主体 の 地域づ く り J (何年10 月 28 日 ) ⑨ 「復興住宅等 に 対 す る 期待、 住 ま

い 再建 に つ い てJ (97年 2 月 10 日 ) ⑮ 「仮設住宅の統廃合 を 進 め る 際の留意点 に つ い てJ (97 

年 8 月 11 日 ) ⑪ 「 産 業 の 活力 問復 と 働 く 場っ く り に 向 け てJ (97年12月 四 日 ) ⑫ 「環境移

行期 に 向 け てJ (98年 4 月 21 日 ) ⑬ '21世紀の市民社会 に 向 け てJ (99年 1 月 17 日 )

発足当 初 か ら の メ ン バー で あ る 林春男 京都大学関災研究所教授 は 、 支援会議が機能 し た

理由 を 次の よ う に 総括 し た 。

第 1 の特徴は行政側 の原案が存在 し な い こ と であ る O 通常の委員 会 や 審議 会 で は行政側

が会議の原 案 を 用 意 し て い る 。 し か し 、 支援会議 で は 何 を 取 り と げ、 そ れ を ど う ま と め る

か は 、 すべて メ ン バ ー に ゆ だ ね ら れた 。

そ こ で支援会議 は被災者の生活再建 に必要 な 条件 と 要求 を つ か む た め に 、 被災者 と 行政

双方の本音の悩み に 耳 を 傾 け る 活動 を 徹底 し て行 っ た 。 直義対話の積み重ね を 通 し て 問題

点 を 整理 し た こ と が第 2 の 特徴で あ る 。

第 3 の特徴 は 、 支援会議の活動が市民 と 行政 の 「協働」 の実践例 と な っ た こ と で あ る 。

市民の代弁者 と し て 12人の専 門 家 の メ ン バ ー は 、 関連す る 行政担 当 部局 を 代表 す る 職員 と

と も に 活動 し た 。

第 4 の 特徴 は 、 行政 と 被災者 の 双方 に対 し て提案す る 第三者機関 と し て機 能 し た こ と で

あ る 。 公共性や社会的公正 と い う 視点か ら 、 行 政 に は被災者の利益 を代弁 し て 生活復興の

た め の 政策 ・ 施策 を提言 し た 。 一方、 被災者 に も 自 助 や 共助 を 通 じ た 自 立 の呼 びか け を し

た 。 た だ し 、 よ り 弱 い立場 に 貴 かれた被災者 に 7 割の軸足 を 置 く こ と を ル ー ル と し た 。

第 5 の特徴 は 、 メ ン バ ー全員 が支援会議 の 活動 を 大切 に し 、 お 互 い を し た こ と で あ

る O そ の た め 正解 が見 え な い 生 活 再建 と い う 課題 に 対 し て 自 由 な 議論が可能 に な っ た 。

u主 3 ) 

〔生活支援 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム〕

「被災者の 生活復興が多様化 し 、 一律の対策で、 は解決が困難。 問 題 の あ る 個 々 の ケ ー ス

か ら 見詰 め 直そ う J と い う 発想 で97年 7 月 、 ス タ ー ト し た 。 生活復興対策 の 狭 間 で支援 を

受 け ら れ な い被災者 も あ り 、 個 々 の被災者の実情 に 即 し た き め細 か な 対応 が必要、 と の県

の 考 え を 具体化 さ せ る シ ス テ ム と し て 編 み 出 さ れ た 。

こ の シ ス テ ム で は 、 ま ず被災者 と 直接 か か わ る 活動があ り 、 次 に 市 町 ご と の 市 町生活支
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援委員 会で の 取 り 組み、 そ し て 市 町 で は 解決で き な い 課題 に つ い て 総合的 な 対応策 を 検討

す る 県 ・ 市 町生活支援委 員 会 の 3 手段で行 う シ ス テ ム O 県 ・ 市 町生活支援委 員 会 は 井戸副

知事 を 長 と し て 、 学識経験者、 匝体代表、 ボ ラ ン テ イ ア 、 県市職員 1 5 人 で 構成 さ れ、 原 剖

と し て 月 1 由 開 か れ 、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザに 事務局が置 か れ た 。

委員 会 で は 、 生活復興 を 巡 る さ ま ざ ま な 問題が検討 さ れて き た 。 例 え ば、 「賃貸 ア パ ー

ト が半壊 と 判定 さ れ、 家主か ら 解体 を 理 出 に 退去 さ せ ら れた 。 そ の後、 家 主 は解体せず に

補修 し た た め 、 解体証明書‘が な く 、 転居先で家賃軽減制度が受 け ら れ な し り な どが典型例。

解体証明書がな い こ う し た事例 で は 、 本人の責任 に 帰す る こ と がで き な い 事情が確認で き

る 場合 に は 、 解体に準 じ た取 り 扱い と さ れ た 。

仮設住宅か ら 災害復興公営住宅へ転居す る こ と に な っ た 人 た ち に 、 引 っ 越 し準備、 当 面

の 生活費用 と し て 「 自 立支援金J の一部 を 前貸 し す る よ う に し た の も 、 こ の委員会の発想

か ら 生 ま れ た 。 こ の よ う に 個 人の ケ ー ス か ら 問題点 を 掘 り 下 げ、 県 の 部 局 の 壁 を 取 り 払 い 、

各種の支援制定 を 弾力 運用 し て い く 「柔 ら か さ 」 で、被災者が抱 え る 問題 を )I[�次解決 し て い つ

た 。

そ の他次の よ う な 支援活動 を 展 開 し た 。

〈専 門 家 に よ る 相談〉 支援者、 被災者 を 対象 に 4 分野の相談 を 実施 し た 。 「 ボ ラ ン テ イ

ア (第 l 土曜 日 ) J 詩井の り 子 (聖和大学助教授) 、 「 こ こ ろ の悩 み ( 第 2 土曜 日 ) J 立木茂

雄 ( 関西学院大学教授) 、 「法律 ( 第 3 土曜 日 ) J 岸本洋子 (弁護士) 、 「医療 ( 第 4 土曜 日 ) J

伊佐秀夫 ( ク リ ニ ッ ク 希望 院長)

〈市町別支援者 ノ ー ト の作成〉 各地域で活動 し て い る 支援者の た め に 、 分野別 の行政窓

口 や 支接施策 な ど を 分か り や す く 掲載 し た ノ ー ト を 被災市郡別 に作成。 97年震 3 万7 ， 500

部 (14市 2 郡) 98年度 3 万2 ， 000部 (13市 2 郡) 発行。

〈支援者ニ ユ ー ス の発行〉 ボ ラ ン テ イ ア 団体や各支援者へ、 行政情報や被災者 に 役立つ

情報 を 掲載 し た ニ ュ ー ス を 随時発行。 各号 1 万3 ， 000部 (97年度創刊 � 10号、 98年度1 l � 18

〈生j古復興 ラ ウ ン ド テ ー ブル〉 ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 行 政 な どが支援の 在 り 方等の意見交

換の場、 と し て 開設 し て き た が、 99年度 か ら 生活復興提案箱 ' N P 0 と 行政 の 生活復興支

援会議」 に 改組。

〈支援者 ネ ッ ト ワ ー ク 会議〉 支援活動 に 携わ る 人 々 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 と 情報交換 を ね ら

い と し て神戸 、 阪神、 播磨、 淡路 4 地 区 で 開催。 支援活動 を 続 け る 上 で の 諸問題 に つ い て 、

お よ そ 2 カ 月 ご と に 、 地区別 に 医師、 学識者 な ど専 門 家 を 招 き 、 意見交換。 98年度 は 「 自

を 妨 げ な い 支 援 の 在 り 方J '痴 ほ う の 早期発見 と 対応」 な どの テ ー マ に つ い て計 5 回 各

地で開催 し た 。 ま た99年 1 月 31 日 、 堀 内 正美 が ん ば ろ う 神戸 ! 代表 を 進行 役 に 「震災 4 周

年 「む す ぶ ・ つ な く、、J シ ン ポ ジ ウ ム 」 が神戸 サ ン ボー ホ ー ル で 開 か れ た 。

(注 3 ) 1999年 1 月 初 日 、 朝 日 新聞
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5 . 神戸甫の 「生活再建J

〔 す ま い再生懇の解散〕

被災者の住宅確保 ・ 生活再建 に 関 す る 神戸市の提言組織 「市民の す ま い 再生 懇談会J (座

長 = 嘉夫義久神戸大学名誉教授) は 99年 3 月 9 口 、 4 項 目 の最終提言 を 発表 し た 。 「被災

市民の す ま い の 問題 は 、 「生活再建』 か ら 「生活充実』 に 移 っ た 。 緊急 に 解決すべ き 問題

は い く つ か残 っ て い る が、 個 別 ・ 具体化 し 、 再生懇 と し て の役割 は 終 え た」 と し 、 2 年 9

カ 月 に 及ぶ懇談会 を 解散す る こ と に な っ た 。

こ の 日 の 会議 で は 、 当 面 の 課題 と し て 「恒久住宅移行後 も 適切 な 支援 に 努 め る J r仮設

住 宅 に 残 っ て い る 住民への き め 細 か な 支援」 、 将来へ の 課題で、 は 「震災か ら の 復興検証 は 、

意識の 変 化 な と1打民の生活聞か ら の検証 と と も に 、 21世紀 を 個 々 人が生 き がい を 持 っ て 生

活す る た め の 課題 を 明 ら か に す る J r今後の災害対応 と 、 2 1 世紀 を 見据 え た 市民 の 生活充

実への支設 を 強力 に進め る 」 の 、 そ れ ぞ、れ 2 項 目 ずつ を 提言 し た 。

懇談会 は96年 6 月 、 学識経験者 ら の ほ か 、 仮設住宅住民や ボ ラ ン テ イ ア 団体代表 ら 16 人

に 委嘱 し て 発足。 1 1 凹 の 会議 を 重 ね 、 家賃対策や高齢者、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー な どの 課題 に つ

(凶 8 ) 生活再建支援策の体系

氏 (健康 ・ 福祉)

事誕 (就労 ・ 所得)

住 (f士宅 ・ 宅地)

い て53項 目 を 提言 し て き た 。

- 福祉サー ビス
. 健康 支援
・ コ ミ ュ ニ テ イ ・

ま ち づ く り 支援

- 常業主，�istの [ii]復
. 生活基量生の同復
. 就労機会の拡充
・ 生 き がい就労

- 住宅供給
・ 都市環境整備

完天座長 ら 関係 者 は 「刻 々 と 状況が変 わ っ て い く な かで提言 を 行 い 、 そ れ を 行政が推進

し て き た 。 被災者対策 だ け で な く 、 高齢者問題 な ど に つ い て も 参考 に な る も の に な っ た と

思 う O 意義あ る 懇談会だ、 っ た」 と し て い る 。

こ の よ う に 、 神戸市の生活再建策 は 、 す ま い 再生懇の提言 を そ し ゃ く し な が ら 進め て き

た部分が多 い 。 各提言 に 対 し 、 市 各局 は そ れ を 反映 さ せ る た め 、 被災者の現実 を 踏 ま え 、

「医 ・ 職 ・ 住」 の 分類 で ま と め 、 生活再建支援 プ ラ ン を 推進 し て い っ た 。 「今後 は 個 別 的

な 問題 に な る J と し た す ま い再生懇の解散 は 、 復 旧 、 復興の 目 途がつ き 、 一 歩一歩被災者

が 自 立 に 向 け て 歩 み 出 し た こ と を 裏付 け て い る 。
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〔 す ま い再生懇談会の主な提言 (第 1 囲~第10回) J 

。市民の ニ ー ズ に あ っ た恒久住宅の扶給 と 民間住宅復興への 支援

く〉市外仮設住宅か ら 市内への呼び戻 し に 早期取 り 組 み

く〉恒久住宅へ転居 し た 人 が早 く 住 み 慣 れ る よ う 「 ふ れ あ い交流事業」 な どの工夫

。義援金 の 適切 か つ 早期 配分 を 募集委員 会へ働 き か け る こ と

く〉生 き がい の あ る ま ち づ く り を 目 指 し 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の育成 と ボ ラ ン テ イ ア 活動へ

の 支援 を 行 う こ と

く〉介護 を 要す る 高齢者 ・ 蹄害者の た め 、 施設の整備 に 積極的 に 取 り 組む こ と

0新 ・ |日住民の交流事業 を 全市的 に行 う こ と

。基金制定 を 検証 し 、 被災者の実態 に 応 じ た事業 の 拡充 に つ い て検討す る こ と

0仮設住宅及び恒久住 宅 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ ー 支援 を さ ら に推進す る こ と

。仮設住 宅の供与期 限が98年 9 月 末か ら 99年 3 月 末 ま で延長 さ れ た が、 仮設住宅か ら の早

期 移行 は 緊急の 問題であ り 、 各 種支援者等の協力 を 得 な が ら 、 必要 な 支援策 に よ り 一層

精力 的 に 取 り 組む こ と

。公営住宅未確保世帯 に つ い て は 、 希望住宅の選択範 院 を 広 げる こ と に 対 す る 理解 を 求め

る こ と に 努め る と と も に 、 公営住宅の特別交換制度 を 活用 し た公営住 宅 の 斡旋や民時賃

貸住宅への 誘導等斡旋の 工夫 を す る こ と O

〔神戸市の対!itJ

震災後、 実施 し た神戸市の生活再建 に 関 わ る プ ロ ジ ェ ク ト は①市民の す ま い再建 プ ラ ン

花壇整備が進む滋反の被災地。 98年度の市の新事業
(神戸新開校提供)
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②21世紀 に 向 け た福祉の ま ち づ く り ③安心ネ ッ ト ワ ー ク づ く り ー の 3 点 を 基本 に し た 。 こ

こ に は 、 す ま い再生懇が提言 し た 「医 ・ 職 ・ 住の 回復」 と す る テ ー マが一貫 し て 底 辺 に 流

れ て い る O

実施 に 当 た っ て は 96年 4 月 、 民生局 の 災害復旧部 門 か ら 分離独立 し た 市 生活再建本部が

担当 し た。 「医」 で は 、 福祉、 保健な どの施策 と 、 ソ フ ト で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ー 対策 に 重

点 を 置 い た 。 「職」 で は 市 に 権限の な い部分は 同 ・ 県 に 要望 し 、 生 き がい 対 策 と い っ た視

点か ら シ ル バ 一 人材 セ ン タ ー の活用 や 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 を 経 由 し て の 生 き がい仕事づ く

り を 実施。 「住」 は恒久住 宅 の 建設 を 急 ぐ一方、 生活費、 再建助成 に つ い て 県 と 協力 し な

が ら 国 に働 き か け 、 f亙興碁金の運用 、 被災者生活再建支援法の成 立 な ど に よ る 様 々 な 支援

の道 を 聞 い て い っ た 。

98年度 の 施 策 の 概要 は 一 前 年の継続事業が多い が、 新 た な動 き と し て は 「医」 ふ れ あ い

デ イ サ ー ビ ス の 全市展開 、 高齢者介護支援 セ ン タ ー の 開設、 巡 回健康体操教室、 訪問指導、

シ ルバ ー フ レ ン ド訪 問支援、 地域見守 り の推進。 「職」 は事業再開等資金融資 、 神戸 ブ ラ

ン ド プ ラ ザ設 置 、 被 災 中 高年恒久住 宅 自 立 支援金支給。 「住」 は 高齢者住 宅 再建支援事業

の 運営、 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業ー な どがあ る O 復 旧 、 復興 と い っ た ハ ー ド面の事業は

あ ら かた 終 り 、 個 々 の 自 立 に ポ イ ン ト を 置 い た ソ フ ト 面の事業 に 移 っ て き て い る 。 中 高年、

シ ルバ 一 、 介護 と い っ た 字句 が 目 立 っ て い る の も 特徴。

シ ルバ ー フ レ ン ド を 登録

仮設住宅か ら 復興住宅へ移 っ た 人 た ち の 間 で

「仮設 に 比べ て 友 だ ち が少 な く な り 、 寂 し し り

と 孤独 を 訴 え る 高齢者が多 く な っ た 。 こ の た め 、

速やか に地域 に溶け込め る 環境 を つ く ろ う 、 と

98年 6 月 、 神戸市老人 ク ラ ブ連合会の全面的な
協 力 を 得 て 「 シ ルバ ー フ レ ン ド制度」 を 発足 さ

せ た 。 全市か ら 応募があ り 、 3 カ 月 で635人 (男

212人、 女423人) に 透 し た 。

連合会で、 シ ル バー フ レ ン ド の 役割 、 心構え

な どに つ い て研修 し て登録証 を 交付。 対 象 を65

歳以上の独 り 暮 ら し 、 高齢者の み の 世帯の 人 に
絞 り 、 「 同 世代 の 人 と 茶飲み友 だ ち に な る 」 と

い う 軽 い 気持 ち で訪 問 を 始め た 。 独居老人の多
く は 「老人 ク ラ ブ に 入 り た いJ r地域の活動 に
参加 し た い」 な ど コ ミ ュ ニ テ ィ ー へ の 関心が高
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か っ た と い う 。 要請の な か に は 、 掃除、 洗 た く

な ど を 希望す る 場合があ り 、 連合会が実施 し て

い る 老 人 介助 者派遣事業 の 介助 計 を 派遣 し た
ケ ー ス も あ っ た 。 登録者 は そ の 校微増 し 、 99年

6 月 で663人。

( 戸丸山φ l 
r シ Jレ ポ 品、ヱレ二〆ドエ 畳 錨 旺 ! i 氏 ��)i 平成 年 グ議決勺

i gR神戸市老人 ク ラ ブ連合会
i 一一一一---一一一-77三1



生活再建支援施策の概要 (98年度予算の主 な も の)( 図 9 ) 
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民 ， 470 ， 973 1 ・ 神戸市震災復興住宅iの住宅整備緊急、 3 か年計悩の推進
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宅
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- 民間賃貸住宅家賃負担税減補助事業の運営

。 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業
。 ま ち づ く り 情報パ ン ク の警告備38 ， 1 98 ， 208 1 ・ 復興市街地再開発事業都 市 環 境 整 備

; ・ 市民相談
・ 広報 こ う べ特別 号の発行

1 ・ 広 報紙の市外郵送350 ， 69 1 1 
1 ・ 市外避難者の悩 み ご と 気話相談

・ あ じ さ い ネ ッ ト に よ る 復興関連情報の提供

広 日

幸Hl 報 ・ 宇11 談相引 '.L 子 iえ

5末、

合 計
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震災後 4 年 目 を 迎 え 、 復興の度合は ど う 進 ん で い る の か。 神戸市の調査 ( 人 口 、 住宅、

雇 沼 、 市民窓識 な ど) に よ る と 一 。

〈 人 口 J 98年 7 月 統計で143万人。 震災直前の95年 1 月 1 日 で は 152万人 だ か ら 、 統計上

は 9 万 人減の状態 で推移 し て い る 。 し か し 国勢調査時 (95年10月 ) に届 け 出 を せず に 市外

に 避難 し て い た 人がそ の 後戻 っ て き て い て も 人 口 増 に は な っ て い な い 問題 も あ る O 水道契

約戸数か ら 推計す る と 、 98年 6 月 1 日 で148万人 と な り 、 97 . 3% の 回復率 を 示 し て い る 。

こ の 数値か ら み る と 4 万人が市外 に 出 た ま ま 、 と い う こ と に な る O 被災 を 契機 に し た転勤

な の か は 分か ら な い が、 河年10月 の市営住宅への応募は 約370世帯 だ っ た 。

〈住宅J 95年 2 月 か ら 98年 7 月 ま で、 12万6 ， 280件の 建築着工戸数があ っ た 。 震 災 に よ っ

て 滅失 し た 家 屋 は 約 8 万2 ， 000戸 と み ら れ て お り 、 は る か に 上 回 っ て い る 。 98年 3 月 に 出

し た 「復興 カ ル テ98J に よ る と 、 総量で住宅戸 数 は 100% を 上 回 っ て い る も の の 、 地域 的

に は 長 田 、 須磨区 が100 % を 下 回 っ て い る O 住 宅 の 種類で長屋木賃が多 く 滅失 し た が、 再

建 さ れ た の は マ ン シ ョ ン タ イ プが圧備 的 に多 い。

98年1 1 月 の 時 点 で仮設住宅入居者 は6 ， 150世帯。 仮設住宅使 用 期 限の99年 3 月 で、 な お

残 っ て い る 世帯 は公営住宅の完成待 ち を 含 め て 約3 ， 700世帯 と 推計。

〈雇用 〉 有効求人倍率 か ら 雇用 の状態 を み る O も と も と 神戸 市は全国 に比べて低い。

災前の94年 は 0 . 330 こ の 時の全国数値 は0 . 64であ り 、 約半分の値 に な る 。 震災後、 復興需

要 も あ っ て 、 震災前 よ り 高 く 推移 し て き た が、 98年 5 月 に 入 り 0 . 30 と 、 震災 前 の悪い状況

に 戻 っ て い る O 日 本全体の不況 に よ る も の が大 き し ミ 。 特 に 中 高年層 が深刻 で、 、 同 10月 で は

0 . 16 と 極端 に低 い 。

〈市民の 意識調査〉 市民か ら 「市政ア ド バ イ ザ ー J 2 ， 000人 を 選 ぴ、 何年 5 月 か ら 6 カ

月 に ー援 の ベ ー ス で 「復興定期便」 と し て復興状況 を 間 い て い る 。 設聞 は住 ま い 、 街の に

ぎ わ い 、 ゴ ミ の散乱状況、 交通、 復 旧 ・ 復興、 地域活動、 防災、 夜 の 明 る さ 、 就業な ど 9

項 目 。 こ の う ち 住宅 に つ い て何年 5 月 の段 階 は 「あ ま り 戻 っ て い な い」 が22 . 1 % だ、 っ た の

が98年 2 月 に は4 . 7 に 減少。 復興が遅い と し た 人 も 39 % か ら 22 . 5% に 。 職 を 失 っ た 人 に つ

い て は何年 5 月 で 「 ま だ、 多 し 勺 と し た の が1 0 . 4 % 、 「皆 さ ん 職 に つ か れ た 」 が6 . 2 % だ っ た

が、 1 年 3 カ 月 後 に は そ れぞ、れ7 . 1 % 、 12 . 2% に 好転。 し か し 98年 2 月 の段 階 で復興需 要

の 減少 と 全体の不況で再び悪化 し て い る 。 イ ン フ ラ の 目 途 は つ い た が、 被災者 に は順調 と 、

そ う で な い層 の 二極分化が進 ん で い る こ と を 物 語 っ て い る 。

以上 を デー タ 分析 し た 桜井誠一市生活再建本部次長 は今後 の 課題 に つ い て 、 こ う 述べ て

い る O

市民意識調査の属性か ら も 、 全壊 ・ 半壊 な どの大 き な 被害 に あ っ た 人 は 、 東灘か ら 兵庫

に か け て が多 く 、 年齢的 に は 高年齢、 し か も 65歳以上で、 は 単 身 者 、 職業 は 無 職 、 自 営 ・ 白

由 業が多い 。 年 収 な ど も 低い 人 ほ ど全壊 ・ 半壊が多 い と の結果が出 て い る 。 こ れ ら の 人 々

は 大半が仮設住宅 に 入居 し た も の と 考 え ら れ る O
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市で は仮設住宅 を イ ン ナ ー シ テ ィ ー よ り さ ら に 進 ん だ高齢化社会問題 と 認識 し て取 り 組

ん で き た。 健農相談、 見守 り 運動 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 育成 、 ボ ラ ン テ イ ア グル ー プ と の協力

な ど取 り 組み は い く つ も あ る 。 こ の 問 題 は公営住宅 に お け る 課題 と も な っ て い る O 震災 に

よ り 高齢世帯支援員 や痴呆性介護支援セ ン タ ー な ど特例 的 に認め ら れた 施 策 も 、 高齢化社

会 に お い て 必 要 な 施策 で あ り 、 今後 に備 え て 「試み の場」 と し て の 支援 が ほ し い 。

生活再建 か ら 生活充実 に 向 け て い く に は 、 長期 的 な プ ロ ジ ェ ク ト や産業構造の変革 と と

も に短期 的 な 景気 の 浮揚策が必要。 国 な どの直接投資や ソ フ ト 面か ら の 被災地経済政策が

求め ら れ る 。 (注 4 ) 

(注 4 ) I生活復興の理論 と 実践」 神戸都市問題研究所編 ・ 効率書房
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生活再建の今後
1 .  4 周年 か ら 5 年 目 ヘ

99年 1 月 16 日 夕 、 伊汁市 の 昆腸池公園 で、 阪神 ・ 淡路大震 災 の 犠牲者 と 同 じ 6 ， 430本 の

ろ う そ く が と も さ れ た 。 午後 5 時46分 (地震発生 の 12 時 間 前 ) 約400人の 市 民 ら が黙 と う

し た。 追悼の 言葉 や 「地震 は 一生忘 れ な い」 な ど と 書 き 込 ま れ た ろ う そ く は 、 「前進 あ る

の み 、 心 を 外 に 向 け て元気 を 」 と い う 思 い を 込め て 、 ハ ー ト と 矢印 の 形 に 並 べ ら れた 。

震災 4 国 年 の 1 7 日 、 神戸 ・ 束遊 園 地 に も I 万3 ， 000本 の ろ う そ く が と も さ れ た 。 1 本 l

本 に慰霊 と 復興への 願 い を 込 め 、 夕 空 に 1 1 . 1 7  K O B E J の文字が浮 か び上がっ た 。

一方県公館、 神 戸 文化 ホ ー ル で県、 神戸市の追悼式が行 わ れた ほ か 、 各 地 で も 。 貝 原県 知

事 は 「被災地 に も 不 況 の 波は容赦な く 襲い かか り 、 明 日 への希望 を 失 い か け よ う と し て い

る 」 と 発言 し た 。

ろ う そ く の灯で、浮かひ、上がっ た '1 . 17 KOBE J ニ 東遊間地で
(神戸新開社提供)

満 4 年が た ち 、 自 治体主体の 追悼式 は縮小傾向 に あ り 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが呼びか

け た 追悼 の集 ま り や 、 教訓 を あ ら た め て 検証す る 催 し な ど、 市民主導の ' 1 . 1 7 J が広 が

り を み せ た 。

と こ ろ で こ の 時期 、 マ ス コ ミ 各社 は 1 年 を 振 り 返 り 、 「司二活再建 の 進 み具合」 を調査す

る の が恒例 に な っ て い る 。 5 年 日 に 入 り 、 i 年 を 総括す る 新 開 の諦査 に 2 つ の特徴があ る 。

ま ず貝 原知事発言 に あ る よ う に 、 かつ て な い不況が、 被災者の生活再建 を 狂 わ せ て い る
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と い う 点。 そ し て社会全体の レ ベ ル を は る か に 超 え た 「仮設住宅 、 復興住宅 に み ら れ る 著

し い高齢化現象」 で 、 早急 な 対策 を ー と す る 論点であ る 。

〔復興度、 な お67% J

神戸新 聞 は 人 口 、 産業 な ど各分野の デー タ を 基 に 「復興度」 を 試算 。 18項 目 の平均 は67 . 1 % 

で 、 l 年 前 の 62 . 5% に 比 べ て 4 . 6 ポ イ ン ト の伸 ぴ に と ど ま っ た 。 経 済 関 係 を 中心 に 全体の

3 分の l の 6 項 目 で護興度が前年 よ り 下が り 、 不況の影響が色濃 く 表れ た O

復興度 は 、 原 則 と し て震災設の 最低 レ ベ ル を ど 口 、 震災前水準 を 100% と し て 数倍化 し た。

震災 3 年時点では22項 目 を 調べ た が、 今 回 は住宅新規着工戸数 な ど を 省 い た 。

震災10市10町の推計人11 の復興度 は34 . 8 % 。 推計人 口 で は 、 住民票 を 移 さ な い ま ま 県外

に 転 出 し 、 再転入 し た ケ ー ス が反映 さ れ な い た め 、 兵庫県 は独 自 の 「推計 人 口 」 を 試算 。

そ れで も 約 4 万6 ， 000人が減少 し た ま ま O

100 % を 超 え た ガス 供給件 数 は 、 メ ー タ ー 設置数か ら 算 出 。 事務所 や 未使用 の メ ー タ ー

も 含む が、 建物の建設が進 み つ つ あ る こ と の反映 と も い え る O 神戸港 ・ パ ー ス 、 校舎は復

i 日 が終 わ り 、 回 、 県指定文化財援旧 も 99件 中 96件で100% 近 い 。 ハ ー ド 面 の復 旧 は 終 わ り

つ つ あ る 。

品方、 不 況 を 反映 し 、 百貨庖販売額、 高級飲食庖営業数は前年 を 下 回 っ た (98年 10 月 末

で3 ， 249庖) 0 神戸港関係で は 、 輸出全国 シ ェ ア 、 コ ン テ ナ 取扱個数、 外 国 貿易船入港数の

3 項 目 で、前年 よ り 下が り 、 厳 し い状況が続 く 。 (注 1 ) 

( [;:{I 10 )  復興度 (%)

被災20市町推計人口
外悶人の戻 り 具合
ガ ス 供給{午数
百貨商販売額
映画館の座席数
高級飲食応営業数
校舎の復旧状況
児童数の推移
医療機 関 の復 旧
保育所復旧状況
共 同作業所復旧
文化財復旧
神戸港パ ー ス 復 i日

輸 出 全冨 シ ェ ア
輸入全国 シ ェ ア
コ ン テ ナ 取扱11者数
外国貿易船入港数

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額

平均 67 . 1 (62 . 5) 
( ì主) カ ッ コ 内 3 年 の数字
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〔失業5 . 6 % 、 再び増加傾向〕

読売新聞 は 第 4 回 被災者5000人調査 を 実施 し た 。 3 月 に解消期が迫 る 仮設住宅か ら の入

居が進 ん だ復興住 宅で は 、 お お む ね 「元気 に な っ たJ と す る 人が合計で70 % を 超 え た 反面、

お年寄 り を 中心 に 環境 の 変化 で孤独や寂 し さ を 訴 え る 人がほ ぼ10% あ り 、 明 暗が分かれ た 。

不況の影響で一般被災地で も 、 持 ち 家再建者の 3 割強 が ロ ー ン 支払 い が困難 に な っ た と し

た ほ か 、 減 っ て い た 失業者が、 l 年 目 に 次 ぐ5 . 6 % に 増 加す る な ど、 復興の 進行 に 分化 が

み ら れた 。

ま た 、 仮設住宅 に 残 る 入居者の l 舗が 「移転 の メ ド な L J と し て 、 期 限 内 の 完全解消 が

困難 な こ と を 裏付 け た 。 こ う し た こ と か ら 、 調査は復興へ と 向 か う 被災者層 に も 進展 に濃

淡が出 て い る こ と を 示 し 、 専 門 家 は 「復興の実態が正負 の 二極 か ら 多様化 に 進 んでい る 。

不況が災害弱者の足 を 引 っ 張 っ て い る 様子 も う かが え 、 さ ら に き め細 か い 支援が必要」 と

し て い る O

こ の調査は震災 1 年 目 か ら 毎年 、 年 末 を 前 に 実施。 今 回 も 98年末、 震災当 時の避難者の

多 か っ た 地 区 を 選 び、 過去 3 回 と 同 じ 地 区100 カ 所で、 生活基盤の 再建状況、 現在 の心境

な ど約60項 目 を 聞 き 取 っ た 。

調査の重点対象 と し た援興住 宅 は 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画」 の ベ ー ス と し て仮設

住宅入居者 を f憂先 し て募集 し た。 県 、 神戸市 な ど全体計画 3 万8 ‘ 600戸 の う ち 、 98年 1 1 月

末 に は 9 割近 い約 3 万4 ， 000戸が完成 、 年度内 に ほ ぼ出来上がる 見込み。

そ の 入居者 は 52 . 8% が 「気持 ち が落 ち 若 い て き た」 と し た 。 「前向 き に な っ て き た」 の

18 . 5 % を 合わ せ る と 7 割 を 超 え た 。 仮設暮 ら し を 経て よ う や く 論段落 し 、 ほ っ と し た気分

に な っ た 、 と み ら れ る O

復興住 宅 に 「満足J ，.や や 満足J の 人 は 合わ せ て 75 . 3% で、 不 満 を 大 き く 上 回 り 、 気持

ち の変化 と 同 じ 傾 向 。 「 よ り 孤独 に な っ た」 人 も 3 . 2 % い て 、 復興住宅の 中 で も 明暗が分か

れ た 。

仮設住宅で は 、 59% が復興f主宅 な どへの転出 を 決め 、 4 年 目 に し て や っ と 持 ち 家 の再建

を 果 た す 人 も O し か し 、 復興住宅以外の 転 出 先 の 見 通 し がな い の に 、 家計の 問 題や 新 た な

土地でや り 直す気力 が出 な い こ と か ら 、 復興住宅 に応募 し な い 人 が 1 割 あ っ た 。 そ の 数 は

独居世帯で は 半数に 上 り 、 残 る 半数は 「 ど う に で も な れ」 の 心境 に な っ て い た 。

も う 一 つ の 重点調査対象 と し た 「不況」 は 、 持 ち 家再建層 に色濃 く 影響が出 て い た 。 震

災 2 、 3 年 目 と そ の 進 ち よ く は 鈍 っ て い た が、 今 回 、 再建 を 果 た し た 人 は 前年 と ほ ぼ同 じ

60 . 1  % と な り 、 進行 は ス ト ッ プ。 再建で き た 3 人 に I 人 は不景気のせい で ロ ー ン の支払い

が苦 し く な っ た と い う O

失業 中 の 人 は5 . 6 % 。 震災年 の 7 . 3 % 以 来 、 年 々 減 っ て き た が 、 再 び上昇 に 転 じ た 。 前 年

大幅 に 減 っ た休業 ・ 休職 中 が増 え 、 転業 ・ 転職 は 減少。 就職難が深刻化 し て い た 。 そ の 結

果、 今 も 震災前の収入 に 戻 ら な い 人が 3 人 に l 人 を 数 え 、 前年 を 上 回 っ た 。
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町の復興 に つ い て の 見 方 は 、 「 ほ ほ復興J í 8 割程度」 と い う 人が計55 . 2% と 前年 よ り 約

16 ポ イ ン ト も 上がっ た 。 し か し 、 ま だせいぜい半分 ま での復興 と み る 人が 3 人 に l 人 い た 。

神戸大学工学部の室崎益輝教授 (都市訪災学) は 「仮設住宅 、 復興住宅で 落 ち 込 む 人 や 、

持 ち 家 を 再建 し で も ロ ー ン が払 え な く な る 人、 さ ら に全体像が把握 さ れ な い た め 、 支援が

屈 き に く い 県外避難者 な ど、 そ れぞれの生活再建 の 道 の り で取 り 残 さ れ る 人がお り 、 復興

に 向 か っ て い る 人 と 格差がで き た 。 被災者の多極化が生 じ て い る 」 と 分析。 (注 2 ) 

ス 、 仕事激減で増加

神 戸 市 内 の ホ ー ム レ ス が急増 し て い

ら 正月 に か け て 、 支援 グ ル ー プ

「神戸 の冬 を 支 え る 会J が東遊園地で実施 し た
炊 き 出 し に は 、 前年の 1 . 6倍の延べ約3 ， 000人が

列 を つ く っ た 。 同 時 に 聞 い た 生 活相 談 に は前年

の 1 . 6倍、 医療相 談 に は 2 倍 の 人が訪 れ た 。 尽

雇 い 労働 の 激減で、 こ れ ま で簡易宿泊施設で生
活 し て い た 人が路 上生活 に 追 い込 ま れ る ケ ー ス
が 自 立 つ 。

失業者の受け皿や、 ホ ー ム レ ス の貴 重 な 現金

〔低下傾向の 「生活満足度J J

収 入 に な っ て い た の が、 建設現場での 日 雇 い労

働。 し か し 、 震災後の建設 ラ ッ シ ュ も 終わ り 、

機械化 と 不況が重 な っ て手配師が 日 雇 い労働者
を 集 め に 来 る 「寄せ場」 も 激減。 かつ て は市 内

に 4 、 5 カ 所 あ っ た が、 今 は 新 開 地 ぐ ら い と い

う 。 し か も 100 人集 ま っ て も 、 手酒田市が使 う の

は い い と き で30人ほ ど。 支 え る 会で は 「 当 面 は

敷金 を 貸 し 付 け る な ど、 路上か ら ア パ ー ト への
移行がで き る よ う

け を 与 え て ほ し い」 と

な お 仮設住宅、 復興住宅 に 住 む勤労者560人 を 対象 に 、 朝 日 新 聞 が98年1 2 月 に 実施 し た

面接 に よ る 意識諦査 で は 「約 4 割が職 を 失 い 、 初 め て 支給 さ れ た被災者 自 立支援金 を 生活

費 や借金の返済、 税金の支払い な ど に 充て て い る 世帯 も 少 な く な い」 と い う 結果が出 た 。

勤 め 人 の う ち 震災で勤め先 を 解雇 さ れ た り 、 そ の 後職 を 失 っ た 人が41 . 2 % に の ぼ っ た o

1 ， 000人調査だ、 っ た 前 回 の失業者の割合は14 . 9% だ っ た 。 全 回 答者 の年齢構成 を み る と 、 60

歳以 ヒが仮設住宅で は72 . 7 % 、 復興住宅では71 . 7 % に の ぼ り 、 高齢化が一段 と 進 ん で、 い る 。

再就職 も ま ま な ら な い現状が浮 き 彫 り に さ れた 。

98年 4 月 、 県 が発表 し た 「県民 1 万 人 の 意識調査J (福祉 を テ ー マ に 97年 8 月 に 実施)

に よ る と 、 前年 よ り 生活 レ ベ ル の 「低下J が7 . 2 ポ イ ン ト 増 え て 、 約 3 割 に 達 し て い る こ

と が分か っ た 。 県 は 「震災 に加 え 、 不況が県内 に も 強 い 影響 を 及 ぼ し て い る J と み て い る O

マ ス コ ミ 各社の調査 は 、 そ れ よ り 約 l 年後 で あ り 、 不 況 は さ ら に深刻 に な っ た こ と を 裏付

け て い る O

「被災者 に 7 割 の 軸 足 を 置 い て 支援 を 検討す る 」 と し た被災者復興支援会議。 弱者への

心配 り を 考 え て行動 し て い た が、 マ ス コ ミ 各社の調査で も 、 被災者救済 に 比重 を 置 い て お

り 、 そ の対応 を 行 政 に 強 く 求め て い る O ま た も う 一つ の 「高齢化現象」 は 、 年 と と も に動
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か し がた い現実 と し て 浮 か び、上がっ た 。 自 治会運営 ( コ ミ ュ ニ テ ィ ー ) 福祉 (健康、 介護)

面 な ど、 高 齢ゆ え に抱 え る 諸問題が著 し く 増 え た の で あ る 。

(注 1 ) 1999年 1 月 1 7 丹 、 神戸新聞
(注 2 ) 1999年 1 月 10 日 、 読売新開

2 . 超高齢社会現象

被災者向 け復興住宅で、 入居者の う ち 65歳以上の 高齢者の 占 め る 割合が30% を 超 え 、 高

齢化率が一般の 公営住宅の 3 倍 に 達す る 例 も あ る こ と が、 被災各 自 治体の99年 l 月 の ま と

め で分か っ た 。 神戸市内 の復興住宅で は 、 寝 た き り や そ の恐れがあ る 高齢者 は こ の l 年 間

で約190人 に 倍増 す る 一方、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の核 と な る 自 治会の結成 は半数以下 に と ど ま っ

て い る O 復興住宅が 「超高齢社会J の縮留 に な っ て い る 現状 に 、 専 門 家 は居住者の健康悪

化 を 防 ぐ た め 、 全戸調査 に 基づ く 支援策 を 早急 に 検討す る 必要性 を 指摘 し て い る 。

震 災 で は 約 25万戸が全半壊 し 、 県 は低家賃 の復興住宅約 2 万5 ， 000戸 を 新 築 し 、 県営 と

神戸市営が 8 割 を 占 め て い る 。 住宅再建 ま で の 応急措置 と し て 、 県 は 約 4 万8 ， 000P の 仮

設住宅 を 建設。 96年初め の 入居実態調査で は 、 高齢者 世帯は42% を 占 め た 。 こ の た め 、 復

興住宅 の 入居者募集で は 、 自 力 再建の難 し い 高齢者 を 優先 し て 住宅供給 を 図 っ た 。

こ の結果、 県営 の 入居者約 1 万人 の う ち 、 65歳以上の お年寄 り が占 め る 割合 は34 % に な っ

た 。 一般向 け 県営住宅の 1 1 % の 3 倍で、 最 も l自J い 団 地 は71 % に 達 し た 。 神 戸市営の復興住

宅 も 入居者数 2 万4 ， 000人 の 高 齢化率が30 % で 、 一紋向 け の 19% を 大 き く 上 回 っ た 。 他 の

9 市 6 町の復興住宅で も 世帯主 の高齢化率 は 大半が30 % を 超 し て い る O

国立社会保 障 ・ 人 口 問題研究所 に よ る と 、 98年10月 現在 の 全 国 の 高齢化率 は 16 % 0 30% 

に 達す る の は2038年 と 推計 し て お り 、 こ の 数字か ら も 復興住宅の超高齢化が う かがえ る 。

復興住宅への転入が本格化 し た の に 伴 い 、 神戸市 は保鰭婦 に よ る 健康調査 を 進め 、 1 万

5 ， 000世 帯 を 訪れ た 。 98年末 の 調査 で は 、 糖尿病や 心臓病 な ど の 重 い 疾 患 の た め 、 寝 た き

り かそ の恐 れの あ る 高齢者 は 186人 に の ぼ り 、 一昨年末の99人か ら 倍増 し た 。

神戸市 に あ る 入居済み の復興住 宅約160 団 地 の う ち 、 自 治会 があ る の は 約60団地。 世帯

数が少 な い i湿地 で は 地域の 自 治会 に 加入す る ケ ー ス も あ る が、 結成率 は 5 割以 ド と み ら れ

る 。

神戸市 は 、 高齢者 の 多 い 団地 で 自 治会運営 を 支援 し よ う と 、 ハ ン ド ブ ッ ク 作 り や相談業

務 な ど を 続け て い る O 東灘の 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸」 は98年末、 復興住

宅 の 集 会所で 自 治会長、 民生委員 、 行政相当 者の交流会 を 開 き 、 現状 を 話 し 合 っ た 。 そ こ

で、浮かび上が っ た の は 、 運営 を 軌道 に のせ る の に 苦労す る 自 治会長の姿だ っ た 。

同 セ ン タ ー は 「復興住 宅 は 、 高齢者 ばか り の 団地や独居ス ペ ー ス が孤立す る 形態が多 い 。

ポ ス ト 仮設の状態が生 ま れ て お り 、 地域づ く り の観点が抜 け落 ち て い る J と 指摘 し て い る O

(i主 3 ) 
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( 図 11 ) 災 害復興公営住宅の高齢化率

( 日 )
65歳以

入居人
之主 -r� I 

神戸市伏
尼崎市公

374 

122 
34 

229 108 
25 1 1  

洲本市'n� 2 
津名目T1;(' 約120
淡路町1:t 60 
jヒi炎町(，ç

120 ( 兵牒開営 神怖戸問 沼胤人問 日の市町
帯主の年齢 を 蒸 に 言計十3算草O 間宮市 営 は 市 内 15団地の う ち 3
算 し て い る

「友人で き ず、J が半数も

復興住宅 に 住 む 高齢者 の 7 割以上が今の 住 ま

い に 満足 し て い る も の の 、 半数近 く は 、 ま だ友
人がで き ず 、 2 割が孤独感 な ど に さ い な ま れて

い る こ と が産経新 聞 、 大阪市立大学の調査で分
か っ た 。 地域の 中 で 良 好 な 人 間 関 係 を 育 む こ と
がで き る 仕掛 けづ く り が今後の 課題 に な り そ う 。

ア ン ケ ー ト は神 戸市兵庫 区 、 商宮、 伊 丹市 な
ど復興住宅 に 入居 し て い る 高 齢者297 人 を 対象

に実施。 住 ま い に 対す る 満足 度 は 「大変満足」

〔必要な高齢者ネ ッ ト ワ ー ク 〕

が1 9 . 9 % 、 「満足」 が53 . 4 % で 「不満」 は26 . 7 % 。

一方新 し い住宅 に 移 っ て か ら 、 ま だ友人がで き

な い 人 は 全体の45 . 6 % 。 一人暮 ら し の 人 に 限 る

と 60 . 7% に 上 っ て い る 。 「大変 満足」 と 答 え た
人 の 75 . 9 % 、 円前足」 と 答 え た 人 の 55 . 8% は 新

し い 友 人 がで き て い る の に 対 し 、 「不満」 と 答
え た 人 で友 人がで き た 人 は35 . 9 % に と ど ま り 、

生活全体の満足感 は 友人がで き た か ど う か に 大
き く 影響 を 受 け て い る 、 と み ら れ る 。 (涼 4 ) 

仮設住宅 か ら 移 り 住 ん だ復興住宅で、 独居死や 自 殺が98年 l 年 間 で計31 人 に の ぼ っ た こ

と が兵庫県警の調べで分か っ た 。 高齢化が著 し く 、 震災 に 不 況 の 追 い打 ち で職 を 失 っ た 人

も 多 い仮設住宅で は 、 こ れ ま で に 自 殺 を 含 め た 独居死が200人 を 超 え て い る O 復興住宅へ
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の移転は98年が ピ ー ク だ っ た が、 仮設住宅での厳 し い状況がそ の ま ま 毎興住宅 に 移 っ た 、

と の見方 も あ る 。

3] 人 の 内訳 は 、 独居死が28人で、 3 人は 屋外で の 自 殺だ、 っ た 。 独居死 は44歳�89歳で、

病死が23人、 自 殺が 4 人、 火災 に よ る 事故死が I 人 だ っ た 。 ド ア を 閉 め る と 密室 に な っ て

し ま い 、 仮設住宅 よ り も 孤独感 は 強 い 。 住民間士の つ な が り を い か に 築 く か、 が今設の 課

題 と い え る 。

黒 は 、 保健婦、 民生委 員 、 生活復興相談員 、 生活援助員 ( L S A ) 、 高齢世帯支援員 な ど、

あ ら ゆ る ネ ッ ト ワ ー ク と つ な が り を 持 ち な が ら 高齢者世帯 を 訪問 し 、 ケ ア に 努 め て い る 。

さ ら に 高 齢者が移 り 住 ん だ新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー での融合 を 講 じ て き た 。

さ ら に 99年 1 月 23 日 、 復興住宅 で コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り の た め に 整備 し た 「 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー プ ラ ザ ( 集 会所) J を 一般の 県営住宅 に も 拡大 し て 設置 し て い く こ と を 決め た 。 も

と も と は 高齢被災者支援策 と し て導入 さ れ た が、 県 は 「少子高齢化社会への対応の先取 り 」

と し て い る 。

プ ラ ザは震災後 に 新築 さ れた 50戸以上の復興住宅55 カ 所 に 設置。 数人で調理がで き る 台

所 を は じ め 、 団 ら ん の た め の ス ペ ー ス があ る O 市が派遣す る L S A が住民の栢談 を 受 け る

相談室 も 設 け て い る 。

県営住宅へ の プ ラ ザ設置の方針 は 、 被災地外の 一殻公営住宅 で も 今後高齢化が進 む こ と

が予想 さ れ る た め 、 高齢者が気軽 に 利 用 で き る 交流施設が必要 と 判 断 し た 。 99年度 中 に も

立 て 替 え予定の 5 、 6 団地 を 対象 に 設置 し て い く 方針。 悦 5 ) 

こ ん な 試み も あ る O 県営大倉 山 高層 住 宅 自 治 会 で は 98年夏 、 「救急救命 の 講習 会 を 受講

す れば、 費 用 の 一部 を 補助 す る 」 と す る 方針 を 打ち 出 し た 。 向住宅 は復興住 宅 と し て建設

さ れ、 500世帯余 り が入居。 高齢化率 の 高 さ は復興住宅匝地 に 共通す る が、 こ こ で は 6 割 も O

こ の助 成策 に つ い て |可 自 治会の会長は 「平均 す れば 2 日 半 に 1 回 、 救急車が来 て い る 。 ま

ず 自 分の た め 、 そ の次 に他 人 の た め 、 で き る こ と があ ればお願 い し た し り と 話 し た 。 「 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー への 参加意欲 を 高 め て も ら う 」 の が狙い と い う O

(注 3 ) 19991f' 1 月 1 5 円 、 朝 日 新聞
(注 4 ) 1 998年 4 月 17 日 、 i室経新聞
(注 5 ) 19991:ド l 月 23 日 、 毎 日 新聞
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第二章

文 化



は じ め に
一 つ の 言葉 を 紹 介す る 。 「 あ れ だ け の体験は風化 し な い 。 体験は、 そ れ が文 化 と な れ ば

残 り 、 定着す る 。 例 え ば、 神戸の 人 は水 を た め て 、 大切 に す る O 自 然 を 大事 に し て緑 の 多

い 街 に な っ た …。 そ ん な 文化が震災 を 契機 に 生 ま れ れ ば。 体験 を ど う 育 て て い く か。 大 き

な 花 と な る か、 小 さ く な る か は分か ら な い が、 咲かせ る 素地 は あ る は ず だ」 一 防災研究の

第一人者であ る 室崎益輝 ・ 神戸大学教授 は 、 震災体験 を 文化 に変 え て い こ う と 訴 え る o 4 

司 を 迎 え た い ま 、 震災体験は 新 し い 文化 を 創造 し 、 確実 な 歩 み を 見せ は じ め た と い え よ

つ O

焼 け野が原 に 灯 っ た小 さ な 火、 そ れが芸術 ・ 丈化であ っ た 。 被災地の 人 た ち を 様 々 な 芸

術活動 で励 ま し 続 け た 。 そ し て 、 そ の 中 か ら 湧 き 上がる よ う に 新 し い文化が生 ま れて い っ

た の で あ る 。 「震災 ル ネ サ ン ス J と 呼ばれ る 文化 は 、 日 本で初 め て試み ら れ た も の も 数多 い 。

小説、 詩 、 短歌、 俳句 な どの文学、 そ れ に絵画、 音楽、 演劇 な ど、 どれほ ど創 ら れ、 演 じ

ら れた か は 数 え ら れ な い ほ どだが、 さ ら な る 深 ま り を 見せ始め て い る と 言 え る の で は な か

ろ う か。

4 年 目 で特記すべ き こ と は 、 ハ ー ド詣での復興は ほ と ん ど成 っ た と い う こ と で あ る O 文

化施設 ・ 文化財 は 、 明 石城 を 除い で ほ ぼ100 % 近 く 元 に 戻 っ た 。 そ の う え に 新 し い施設 も

次 々 と 完成 し て お り 、 新 し い に ぎ わ い を 創 り 出 し て い る O ル ミ ナ リ エ を 中心 と す る 復興芸

術活動 も 、 被災地の 全域で行 わ れ、 そ れ な り の役割 を 果 た し て い る の で あ る 。 町並み の復

興 も 、 かつ て の古 き 良 き 時代 の面影 こ そ な く な っ た が、 設住の酒哉の よ う に 創 造 的 な 町並み

が復活 し た 。 と く に 、 埋蔵文化財 は 、 こ れ ま で考 え ら れ な か っ た ほ どの広 大 な 発掘調査 を

行 い 、 歴 史 的 な 大 き な 成 果 を 上 げ た 。

文化の面 で は 、 4 年 目 で復興は一つ の 区切 り を 迎 え た と い え る 。 こ れか ら 、 どの よ う な

歩み を 見せ る の か、 どの よ う な も の が創造 さ れて い く の か 、 真価が問 わ れ る O
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h一節 新 しい震災文化の創造へ
阪神 ・ 淡路大震災の 表面上の復興は 終わ っ た と 言 っ て い い 。 こ れか ら は心 の復興が大 き

な 課題 に な っ て く る O 「癒 し の芸術 ・ 丈化」 が叫ばれる に 違 い な い 。 満 月 の 夜 に神戸 か ら

の祈 り 「神戸 ・ 満月 祭」 は 、 そ の象徴的 な 催 し の 一 つ であ っ た 。

1 . 復興か ら の飛躍 を め ざ し て
〔神戸 か ら いの ち の祈 り 〕

震災 を 通 し て学 ん だ大切 な こ と の 数々 を 花 開 かせ、 大 き く 実 ら せ た い と 願 っ た 「神戸か

ら の折 り ・ 満 月 祭」 が98年 8 月 8 日 に神戸 ・ メ リ ケ ン パー ク で、 「神} î か ら の祈 り ・ 東京

お ひ ら き 祭」 が10月 10 日 に鎌倉の大仏前で 開 か れ、 心の き ず な の大切 さ を 全世 界 に訴 え た 。

沖縄の歌手 ・ 嘉納 昌 吉 の 呼 び掛 け で集 ま っ た 市民 グ ル ー プが計画、 関東で も ミ ュ ー ジ シ ャ

ン や学生が中心 に な っ て進 め て き た 。

「震災の後、 神 戸 に集 ま っ た 大勢 の 人 を 見 て 、 日 本 は ま だ捨 て た も の で は な い 、 と 思 っ

た 。 壊 れ た も の 、 目 に見 え る も の の復興は非常 に 進 ん で い る が、 日 に 見 え な い壊れた心の

復興は な お ざ り に さ れて い る 。 神 戸 だ け の 開題 で は な く 、 バ ブ ル 崩 壊後 の 二 十 一 昨紀 の 世

界への メ ッ セ ー ジ に な っ て い る の で は な い か と 思 う よ う に な っ た」 と 嘉納 は 語 る O f，惨状

の 中 に 助 け合 い 、 祈 り 合い 、 支 え 合 っ て い く 時 間 があ っ た 。 そ こ に は 自 然 と 生命への祈 り

があ っ た 。 そ う し た こ と を も う 一度 思 い起 こ し 、 神 戸 か ら 学 び、 そ れぞ れ の 生 き て い る 場

所で実現 し て い く き っ か け に し た い 。 死者 に対す る 祈 り と と も に 、 生 き て い る 痛み も 苦 し

み も 喜 ぴ も ゆ つ に な れ る よ う な お 祭 り を 神 戸 か ら 始 め 、 全 国 に 広 げて い く 中 で生 ま れ る

人 々 の つ な が り が、 互 い に 支 え 合 う ネ ッ ト ワ ー ク に な っ て い け た ら と 思 う J と 、 呼び掛け

人 の 一 人 で あ る 鎌 田東二 ・ 武蔵丘短大助教授 も 動機 を 話 し た 。

「神戸 か ら の祈 り ・ 満月 祭」 は 、 8 月 5 日 、 生 田神社での癒 し の フ ィ ー リ ン グ ・ ア ー ツ

で 閉 幕 、 映画 「光の 島J r風の 島」 の上映、 シ ン ポ ジ ウ ム 「友愛 と 祈 り 」 、 7 日 に は ジ ャ ズ

ピ ア ノ ・ コ ン サ ー ト 、 祈 り の 舞 、 8 日 に は メ リ ケ ン パ ー ク で、 満 月 祭 コ ン サ ー ト 、 満 月 の

舞、 踊 り の 渦 な どの行事が繰 り 広 げ ら れ た 。 ま た 、 10月 10 日 に は 、 鎌倉大仏 の前でお ひ ら

き 祭 コ ン サ ー ト があ っ た。

〔全富歌手も祈 り を熱唱〕

東京在住の全首 の歌手 ・ 岡崎 ひ ろ み は 、 被災地への熱い メ ッ セ ー ジ を 込め た C D r神戸

へ、 そ し て 私 自 身へ」 を 発表 し た が、 98年 7 月 19 日 と 20 日 、 神戸市 内 の 各所 で 、 そ の歌声

を 披 露 し た 。 「朝 の 来 な い夜 は な い。 春 の 来 な い冬 も な い。 私 も 今 日 ま で 、 ど こ ま で も 続

く 暗闇 の 中 を 、 負 けず に 歩い て き た」 と い う 、 自 身 の 半生 を 重ね た 歌 に 、 j戻 を ぬ ぐ う 人 も
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い た 。

同 !埼 ひ ろ み は 、 生 ま れて 間 も な く 未熟児網膜症で失明 し た が、 歌手 を 志 し て 関 東や米国

で公演活動 を し て い る O 「震災の 時、 多 く の 人が傷つ い て い る の に 、 在、 は何 も 出 来 な か っ た 」

と 、 今 回 の祈 り の コ ン サ ー ト を 計画 し た 。 19 日 は 生 田 神社 を 皮切 り に 三宮 、 長 田 な ど四 カ

所、 20 日 は ! 日間留 地 な ど三 カ 所で 、 熱唱 し た 。

〔飛躍的 に 増 え た 文化シ ン ポ〕

祈 り を 熱唱 し た会育歌手 ・ 関 崎 ひ ろ み ェ 神
戸 市 長 田 医 ・ 真陽小学校 (神戸新開社提供)

深 ま り を みせ は じ め た 震災丈化 と 比例 す る よ う に 、 文 化 に 関 連す る シ ン ポ ジ ウ ム な どが

大rlJjî\ に増加 し た 。 「兵庫地域研究] 5号J (神戸新聞情報科学研究所) が ま と め た 「阪神 ・ 淡

路大震災関連 シ ン ポ ジ ウ ム の記録 4 J に よ る と 、 98年 は総件数が370件 と 前年 の 296件 か ら

大 き く 増 え た 。 N P O 法 (特定非営利活動促進法) が施行 さ れた こ と か ら 関連 の シ ン ポ ジ

ウ ム が多 か っ た か ら で あ る O と く に 丈化 ・ 教育 は�4件 と 前年の23件 か ら 倍増 近 い伸 び を 見

せ た 。 坊災教育 や 子供の心の教育 な どの鑑 し が増 え た た め で あ る 。 主権団体別 で は 、 市民

グ ル ー プや ボ ラ ン テ ィ ア 間体 な どの 「 そ の 他 の 団体」 が28件 (前年 6 件) r行政関係J が10

件 ( 同 3 件) r学術関係」 が 5 件 ( 1司 10件) r民間 団体J 1 件 ( 同 4 件) で あ る 。

何年1 1 月 7 日 に神戸市勤労会館で 「第 3 回 文化支媛 フ ォ ー ラ ム ~ 地域の食文化 を 活か し

た援興 と ま ち づ く り J ( 阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会主催) が 開 か れ た 。 吉 田11真一 ・

神戸 大学教授 は基調講演の な かで 「お し ゃ れ な 食の 空 間 は 、 都心部 で は な く 長 田 区 や 兵庫

や 、 あ る い は 六 甲 道 な どの街の界隈性 の あ る 庶民 の街 に で き 上が っ て く る の だ と 思 う 。

文化的 な 刺激 と 洗練が感 じ取れ る 食の 空 間 、 こ れが こ れか ら の ま ち づ く り の核 に な っ て い

く 。 食 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 道具 に し た 、 よ り 洗練 し た 、 よ り 文化 的 に 刺激の あ る 空間
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が街の 中 に 点在 し て 、 そ こ で多様 な 文化が楽 し め る 、 そ ん な 文化の拠点 が神 戸 の 中 に 出 米

る こ と を 願 っ て い る 」 と 語 っ た 。

フ ォ ー ラ ム で は 「西宮の 泊 と い う の は 、 非常 に 品 質 の い い 、 お い し い お 酒 で す 。 こ の 酒

を 地元でお い し い肴 と 一緒 に 飲 ん で も ら い 、 食べて も ら う 。 そ う い う 空間 を つ く る に は ど

う し た ら よ い か と 、 南北500 m 、 東西1 . 8 km ほ どの細長い大阪湾 に 面 し た 地域 を ひ と つ の装

置 に し よ う と 試み ま し た 。 宮水庭園 の 前 に 各施設 を つ く り 、 そ こ に は利 き 酒 の で き る 蔵が

あ る 。 座敷の あ る 料理屈があ る 。 縁台 の あ る 居酒屋があ る 。 街全体 を く歩 く 博物館 〉 に持 っ

て い き た し り と 白 井利治 ・ 西宮商一丁.会議所専務理事。 そ し て 、 食 を 通 じ て 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が出 来 る と い う こ と に 、 も う 一度 目 を 向 け て今後の復興 を 考 え た い 。 21世紀 は 物 で

は な く 心 の 豊か さ を 求め る た め に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の拠点 を 街 の 至 る と こ ろ に っ く り 出

し た い 、 と 締め く く っ た 。

こ の ほ か 主 な 文化の シ ン ポ ジ ウ ム は 「震災復興 ・ 腔史 と 文化 を 考 え る 市民講座J ( 4 月 12

日 ・ サ ン ピ ア 明 石 、 阪神 大震災対策歴史学会連絡会議主催) r ア ー ト セ ミ ナ ー & パ ー テ ィ ー」

( 5 月 2 日 ・ 神戸市立 博物館、 C . A . P 主催) r地震火災か ら 丈化討 を 守 る J ( 7 月 10 日 ・

大阪御 堂 会館、 地震火災か ら 丈化財 を 守 る 協議会主催) シ ン ポ芦屋の文化J ( l l 月 8 日 ・

芦屋市民セ ン タ 一 、 芦屋文化復興会議主催) r参加 ・ 共生 ・ 創造 神 戸 か ら の発信J ( l l 月

28 日 ・ 神戸 Y M C A 国 際 セ ン タ 一 、 開発教育地域セ ミ ナ ー の主催) な どが あ っ た 。

な お 、 21世紀 ひ ょ う ご創造協会が調査 し た 「震災毎興関 連 イ ベ ン ト 」 に よ る と 、 98年度

の総件数523件 の う ち 文化 ・ 教育 は 148件 と 圧倒l 的 に 多 い 。

2 . 新 し い ス テ ッ プヘ~ ア ー ト ・ エ イ ド神戸の 4 年
被災地 に芸術 の 灯 を 灯 し 続 け た 「 ア ー ト ・ エ イ ド神戸」 は 、 4 年 目 を 迎 え で ほ ぼ所期 の

目 的 を 果た し た 。 大震災の被害 を 受 け た 芸術家 た ち を 支援す る の と 、 芸術家 自 身 も 力 を 合

わ せ て 地域 の 文化 を 守 り 、 文化の復興 に 力 を 結 集 し て き た 。 活動 の 内 容 も 、 こ れ ま で と 異

な り 、 何 か を や り た い 人 に 支援す る 方向 に な り つ つ あ る 。 そ れで も 主催 ・ 後援 ・ 支援事業

を 数多 く 実施 し 、 24凶体 に 助 成 し た 。

主催 し た の は 、 98年 9 月 四 日 に神戸 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 聞 か れ た r ÚJ 折哲雄講演会j

で あ る 。 日 本の 宗教学の 第一 人者であ り 、 白 鳳女子短期大学学長の 出折哲雄 を 招 い て震災

復興 を 願 っ て計画 さ れ た 。 第 一部 は 、 紙ふ う せ ん ・ 後藤悦治部の シ ョ ー ト コ ン サ ー ト 「私

と 夕 陽J 、 第 二部 は 、 山 折 の 講演 「 夕 陽 と 日 本人」 があ っ た 。

そ の飽 の 主 な 活動 は次の通 り で あ る 。

98年

6 月 17 日 モ ン ゴル馬頭琴 コ ン サ ー ト (新神 戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル)

7 月 18 日 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン サ ー ト (イ公方 ホ ー ル)

8 月 1 日 六 叩 ア イ ラ ン ド 野外美術展 ( 六 甲 ア イ ラ ン ド)
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9 月 4 日 一 15 日 戦没画学生 「祈 り の絵」 展 ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ)

9 月 初 日 � 27 日 「 こ こ J と い う 名前 の サ ー カ ス ( オ ル ピス ホ ー ル)

10月 16 日 � l l 月 l 日 元町 ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク (元町)

10月 31 日 臼 本 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 神戸公演 (松方 ホ ー ル)

1 1 月 比 日 あ さ ひ能 (湊川神社)

1 1 月 26 日 パ ン ト マ イ ム ・ フ ェ ス テ ィ パル (神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー )

1 1 月 28 日 灰谷健次郎 ・ 坪谷令子 ト ー ク (海文堂 ギ ャ ラ リ ー )

1 1 月 29 B 1000人の チ ェ ロ ( ワ ー ル ド記念ホ ー ル)

12月 19 日 � 20 日 ミ ュ ー ジ カ ル 「 ゴ ッ ド ス ペ ルJ (松方 ホ ー ル)

99年

1 月 16 日 共感 と 創造 一 議 し の フ ィ ー 1) ン グ ・ ア ー ツ (神戸 国 際会議場)

l 月 22 日 � 23 日 「寓の木星J (芦屋 ル ナ ホ ー ル)

3 . 復興め ざす10年委員 会
政神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会 は 、 4 年 目 も 文化再生運動 の フ ォ ー ラ ム 、 コ ン サ ー

ト の ほ か被災地 に 緑 を 取 り 戻す ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 、 復興支援 な どの活動 を 続

け た 。

平成10年 度 の 活動事業 は次の通 り O

〔文化再生運動〕

・ 第 3 回復興支援 フ ォ ー ラ ム (前述)

・ 4 周年復興支援ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト

作 曲 家 三枝成彰 の 呼 び掛 け で99年 1 月 5 B に松方ホ ー ル で 聞 い た 。 ソ プ ラ ノ 松本美和子、

ソ プ ラ ノ 崖岩光、 テ ノ ー ル小林一男 、 ピ ア ノ 熊本マ l人 指揮大友亘 人 ら 著名 な 音楽家28人

が ボ ラ ン テ ィ ア で 出 演 、 音楽 を 通 じ て祈 り を 捧げ た 。 被災者七 百 人 を 招待 し た 。

・ 彫刻 の あ る 倍角 づ く り

建築家の安藤忠雄の呼び掛 け で 、 宝塚の芸術家元永定正が制作 し て い た復興モ ニ ユ メ ン

ト 「空 ・ あ め かぜで ん き j が完成 し 、 98年 8 月 11 日 に 西宮市南部の埋立地 ・ 西宮 マ リ ナ パ ー

ク シ テ ィ で 除幕式が行 わ れ た 。 長 さ 24 m 、 高 さ 3 . 5 m の波 の よ う に 緩や か な カ ー ブ を 描 い

た コ ン ク リ ー ト 製で 、 元永の絵本 に 登場す る 色鮮 や か な キ ャ ラ ク タ ー の 陶板、 ス テ ン レ ス

製の ア ー チが取 り 付 け ら れて い る 。

〔ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 〕

被災地 に緑 を 取 り 戻そ う と 25万本植樹 を 目 指 し て 、 募金、 苗木の提供 を 呼 び掛 け て お り 、

こ れ ま で に21万 2 千本 を 植樹 し て い る O
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- 募金 に よ る 植樹

全 国 の 個 人や企業か ら の募 金 を も と に 、 毎興個 人住宅、 自 治会、 緑化 グ ル ー プな どへ吉

木 を 配付 し た り 、 被災地小学校 な どへ植樹 し て き た 。 99年 3 月 ま での 募 金は 約 3 億 8 千万

円 、 植樹 は 約 7 万 7 千本 に 達 し た 。

・ 提供菖木 に よ る 植樟

全国の地方公共団体 な ど に 直 木の提供 を 呼び掛 け 、 被災地 に 植樹 を 続 け て き た 。 99年 3

月 ま で の芭水の提供 は 、 13府県96市52町村13団体で、 苗木合計約 l 万 l 千本 を 植樹 し た 。

ま た 、 グ リ ー ン ボ ラ ン テ イ ア に よ る 植樹 は 、 マ リ ス ト 国際学校、 武庫 川 学院 甲 子園会館 な

ど に 約12万 4 千本であ っ た 。

・ 政令指定都市の森引渡式

全 国 の 政令指定都市が協力 し て毎興の シ ン ボル と な る 「政令指定都市の 森」 を 神戸市東

部の新都心 「水際広場」 に 造 っ て い た が、 98年 4 月 27 日 に 完成 、 引 j度式 が行 わ れた O 震災

の救援活動で駆 け付 け た 各市が、 復興の シ ン ボル プ ロ ジ ェ ク ト と し て プ レ ゼ ン ト し た も の

で あ る O 南北130 m 、 東西 7 m に わ た っ て ク ス ノ キ 1 10本が植 え ら れて い る O

・ ド ン グ リ ふ れ あ い の森

兵産 県 内 の ボ ラ ン テ イ ア が被災地で採取 し た ド ン グ リ が徳 島県 に 送 ら れ、 徳 島 県民 に

よ っ て育 て ら れて い た が、 98年1 1 月 22 日 に 宝塚市小林の ゆ ず り 葉緑地 で 約 2 千本が植 え ら

れ た 。 l 万個 の ド ン グ リ か ら 育 っ た 苗 は約 6 千本、 こ の 日 は徳島県 と 宝塚 市の ボ ラ ン テ イ

ア 約 4 百 人 が参加、 力 を 合わせ て植樹 し た 。

〔震災遺児の育英事業〕

・ 桃 ・ 柿育英会/震災遺児の 育 英資金

募金 目 標 約 4 億 3 千万 円

寄付実績 約 3 億 7 千万 円

98年度寄付実績 約 4 千 2 百万 円

. 第 2 匝桃 ・ 柿育英会講演会

98年 6 月 20 日 、 神戸 ・ シ ー ガル ホ ー ル で 、 舞台芸術家妹尾河童の 「舞台裏表」 の講演が

あ っ た 。

〔復興支援事業〕

・ 10年委員 会発足 3 周年記念 フ ォ ー ラ ム

98年 6 月 1 日 に大阪 ・ 梅 田 ス テ ラ ホ ー ル で 、 「 こ こ ろ と 街 に 緑 を 」 を テ ー マ に記念 フ ォ ー

ラ ム が開 か れ た 。 臨床心理学者の河合隼雄が 「 こ こ ろ に総 を J と 題 し て 講演 し た あ と 河合

隼雄 と 安藤忠雄が対談 し た。

・ コ ス モ ス の干重 ま き
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98年 7 月 5 日 、 宝塚市武庫川 | の 河 川 敷 き に 宝議市民約600人が集 ま っ て コ ス モ ス の種 ま

き を 行 っ た 。 コ ス モ ス の生命力 に あ や か つ て )J 強 い復興 を 願 っ た も の で あ る 。

@ 後援事業

第 3 田子 ど も の絵画展 98年 9 月 10 日 � 23 日 西宮 ・ ギ ャ ラ リ ー小 さ な 芽

フ オ ー ト ギ ャ ラ リ ー & コ ン テ ス ト 何年10月 初 日 � 25 B 三宮駅南噴水広場

1000人の チ ェ ロ コ ン サ ー ト 98年1 1 月 29 日 神戸 ワ ー ル ド記念ホ ー ル

4 . 深 ま っ た 震災芸術
4 年 目 を 迎 え た被災地で は 、 新 し い震災芸慌の摸索が始 ま っ た 。 神戸 出 身 の 現代美術家 ・

杉 山 知子の 「震災後の芸術」 に つ い て の論文 (朝 日 新聞99年 2 月 5 日 夕刊 ) を 紹介す る 。 「震

災 と 芸術 を 語 る 時、 薙 か に そ れ ら 衝動 的 な 活動 は あ ふ れる ほ ど出 て き た の だ が 、 そ れ だ け

で ま と め で は な ら な い の で は な い か。 こ れか ら の神戸で育 っ て ゆ く 芸術活動 に こ そ 、 被災

で気付 い た 本 当 の意味での芸術の必要性が開 わ れ る の で は な い だ ろ う か」 と 述べ た う え で

「神戸 の街で何 か を 表現 し て い こ う と す る 時、 必ず と 言 っ て い い ほ ど震災 と の 関係 を 聞 か

れ 、 そ れ に 結 び付 く 答 え を 期待 さ れ る 。 確か に ど こ かで つ な が っ て い る の か も し れ な い が、

表現 さ れた も の は 一 日 で分か る ほ ど単純 な も の で は な しミ 。 震災の傷跡や ら 悲惨 さ が表れて

い な く と も 震災 を 語 る こ と がで き る は ずだ。 震災 を 大木 の ひ と つ の 節 に例 え る の な ら 、 こ

れ か ら どの方向 に 枝 を 伸 ば し て ゆ く の か。 街の 回復ぶ り に は 目 を 見張 る も の があ る 。 し か

し 、 十年、 二十年、 五 ト年先 に ど ん な 神戸 に な っ て い る の か。 私 た ち の表現活動 も 、 震災

か ら 抜 け 出 し た こ れか ら こ そが、 大切 に な っ て く る だ ろ う 」 と 結 ん で い る 。 こ の論文 に あ

る よ う に 、 こ れ ま で と 違 う 芸術活動が始 ま ろ う と し て い る 。

何 年ぶ り に須磨薪能〕

震災 で 中 断 し て い た 「須磨薪能」 が98年 8 月 7 呂 、 神戸市須磨区 の須磨寺公 園 で 4 年ぶ

り に復活 し た 。 「須磨 薪 能」 は 9 1 年 か ら 始 ま り 、 市民 に 親 し ま れて き た も の で 、 震 災 の 混

乱 も 落 ち 着 き を 取 り 戻 し て き た最 近 、 フ ァ ン な どか ら 復活の声が上がっ て い た 。 復活能 は 、

震災犠牲者の鎮魂 と 借の復興 を 祈願 し た 。

こ の 日 は午後 6 時 に 開演 、 カ キ ツ パ タ の 精 が在原業平の思 い を 語 り 合 う 「杜若」 や 「安

達原」 を l二演 し た 。 ま た 、 狂言 「丈山立」 イ士舞 「敦感」 な とと も 披露 さ れ た ほ か、 能楽師 を

講0r1i に 迎 え た 鑑賞体験講座 も 聞 か れ た 。

〔次 々 と 外国の音楽家 も 〕

震災直後 に も 世界 各 国 か ら の音楽 に よ る 花、援が続 け ら れ、 被災地の 人 た ち を 慰 め たが、

98年 に も 外国 の グ ル ー プ に よ る 感動 の 再演 が続い た 。

6 月 14 日 に神戸朝 日 ホ ー ル で、 ボ リ ピ ア の フ ォ ー ク ロ ー レ の グル ー プ 「 ル ス ・ デル ・ ア
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ン デ」 の公演があ っ た 。 ブ オ ー ク ロ ー レ は南米の ア ン デ ス 地方 に伝 わ る 民 族吾楽。 震災直

後の 5 月 に被災地で公演 し 、 人 々 を 勇気づけ た 。 神戸の愛好家 グ ル ー プが 「 も う 一度 、 神

戸 に 来 て ほ し し 勺 と 交渉、 計画 を 進 め て い た 。 と こ ろ がボ リ ピ ア で は 、 5 月 下旬 に 地震が

発生、 多 く の犠牲者 を 出 し た た め 、 急、j塁、 支援の コ ン サ ー ト に切 り 替 え て 、 収説金 を ボ リ

ピ ア へ送 っ た 。

8 月 8 R に は 明石市の大蔵海岸 で 、 イ ン ド ネ シ ア ・ バ リ 島 の打楽器 グ ル ー プ「 ス ア ー ル ・

ア グ ン 」 の コ ン サ ー ト が開 か れ た 。 メ ン バ ー は 、 76年 に パ リ 島 で、起 き た大地震の経験者で、

何年 に は 仮設住宅 を 匝 っ て住民 を 励 ま し て い る 。 巨大 な 竹筒 を 並べ た 打 楽 器 「 ジ ェ ゴ グ、J

の音 に 合 わ せ て 民族衣装の女性が優雅 に 踊 る も の で、 被災地の復興 を 願 っ て テ ー マ は 「大

地の鎮魂 と 人々 の癒 しJ で あ っ た 。

k 

〔復興支援の コ ン サ ー ト も 〕

パ リ 島 の 打 楽 器 グ ル ー プ 「 ス ア ー ル ・ ア グ
ン 」 の 演 奏 z 明 石 市 の 大蔵海岸 (神戸新聞
社提供)

被災者 を 苦楽 で励 ま そ う と 、 震災直後か ら 避難所の小学校や寺院、 仮設住 宅 な どで室内

楽 コ ン サ ー ト を 続 け て き た 「 日 本 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 交響楽匝」 が98年10 月 31 日 、 神戸 ・ 松

方 ホ ー ル で 、 「つ な がっ て 生 き て こ な 一 神戸演奏会」 を 開 い た 。 95年 2 月 に 芦屋市の精道

中学校で、 弦楽四重奏 の コ ン サ ー ト を 聞 い て 以来、 被災地で50 回 の演奏会 を 開催 し て き た 。

楽 団 が ま と め た 「阪神大震災 と 日 本 フ ィ ル 「音楽 家 に何がで き る か』 を 問 い な が ら 」 に

は 、 被災地の 中 で の 団員 の 戸 惑 い が率藍 に 語 ら れ て い る 。 「被災地で の体験 を 通 し て 、 音

楽が人 間 的 な 感情 を 呼び起 こ す力 があ る こ と に 、 あ ら た め て 気付 い た 。 田 員 た ち は 、 被災

地 の 人 々 に 音楽 に か か わ る 意義、 覚悟 を 教 え ら れ た と 思 う J ( 問 フ ィ ル事務局 ・ 富樫尚代

次長) と い う 。

被災 し て住み慣れた街 を 離 れ た 県外避難者 を 励 ま そ う と い う 「被災者支援 コ ン サ ー ト j

が99年 1 月 13 日 に 神 戸 文化 ホ ー ル 、 15 日 に横浜の神奈川 県立音楽堂 で 開 か れ た 。 神戸 出 身

の指揮者 ・ 山 本郁夫が提唱 し た も の で 、 前 回 は横浜 だ け で 開 催 し て お り 、 今 回 は 二 回 目 。

コ ン サ ー ト は 、 白 宅が半壊 し た 西宮在住 の 作 曲 家 ・ 中 西覚が作 曲 し た 「管弦楽 の た め の 前
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奏 曲 」 な ど を 演奏 し た 。 神戸会場 に は被災遺児 ら 100人、 横浜会場 に は 関東在住 の被災者80

人 を 招待 し た 。

〔復活 し た 甲 南女子大のパイ プオルガン 〕

震災で全壊 し た神戸市東灘区 、 甲 南女子大学のパ イ プオ ル ガ ン が、 デ ン マ ー ク の 職 人 ら

の 手で完全に 修復 さ れ、 震災前 と 同 じ 姿で よ みが え っ た 。 こ の パ イ プオ ル ガ ン は 、 全 国 で

も 有数の大 き さ で、 そ の荘厳 な 音色 の フ ァ ン は 多 く 、 震災前 は 毎 月 の よ う に 地元の 人 た ち

に コ ン サ ー ト を 開 い て い た と い う O

パ イ プ オ ル ガ ン は 、 91年 に 設置 さ れた も の で 、 デ ン マ ー ク 製の 高 さ 約15 m 、 幅約 3 m o  

震災で木の支 え が折 れ 、 約4 ， 500本 の パ イ プが崩 落 し て修理不 能 の 状態 に な っ た 。 「 シ ン ボ

ル の 再建 を J の声が上が り 、 98年 の 夏 か ら 再建が始 ま り 、 10月 ま で に 出来上が っ た。 99年

4 月 に は 、 待望 の 演奏会が聞 か れ た 。

( r炎夏四度 ・ こ う べ」 を 上演)

四震 目 の 夏 を 迎 え た仮設住 宅 の 今 を 知 っ て ほ し い ー と 、 神戸市 中 央 区 の 劇 団 「四季 会」

が98年 9 月 18 日 か ら 3 日 間 、 シ ー ガ ル ホ ー ル で 、 演劇 「 炎夏 四 度 ・ こ う べJ を 上演 し た。 「 問

季 会J は 、 会社員 や 主 婦 ら が手作 り の劇 を 土演 し 続 け て い る ア マ チ ュ ア 劇 団 で あ る O

災直後 は 助 け 合 っ た被災者同士が、 仮設住宅で は 争 っ た り す る O 自 治会長 に し て も 、 手 慣

れて な い の に住民 を ま と め な け れ ばな ら な い 。 そ ん な 草の根の民主 主 義 の む ず か し さ に直

面 し た の が仮設住宅 。 そ れ を 表現 し た か っ たJ と い う 。

物 語 は 、 震災で娘 と 孫娘 を 失 っ て 仮設住宅で一人暮 ら し を す る 女性が中心 に な り 、 娘婿

や孫、 夏祭 り を準備す る 仮設住宅の 人 々 、 そ れ を 手伝 う 周 辺地域の 人 々 が織 り な す 人 間模

様が描 かれ た 。 大震災連作 の 第 3 作。

〔震災 テ ー マ に公演1 00租〕

大震災 を テ ー マ に し た演劇 「見 え な い ネ コ 、 声 を 出 せ な い僕」 を 演 じ て い る 神戸市東灘

区の劇 団 「青い烏」 の公演が、 98年10月 22 日 、 横浜市都筑区 の 川 和 中 学校で100 田 を 迎 え た 。

「青い烏J は 、 1980年 に 設 立 、 1985年 か ら プ ロ 活動 を は じ め た 。 団 員 の 多 く が神戸 ・ 阪神

間 に住 ん で お り 、 震災で多 く が家 を 失 っ た 。 想像 を 絶す る 被災地の 中 で 「 自 分た ち の言葉

で震災 を 伝 え よ う 」 と 、 震災劇 を 計爾 し た と い う O

劇 の 主 人公 は 、 神 戸 で 家 を 失 い 、 遠いi:ti に 移 り 住 ん だ老人 と 孫娘。 戦 時 中 の記憶 を 呼び

覚 ま さ れて 心 を 閉 ざ し て い く 老人。 担父 を 避難先 に お い て 大学 に行 く 孫娘。 そ こ に異郷の

高校生 た ち がボ ラ ン テ ィ ア と 称 し て無遠慮 に かか わ っ て く る O 多 く の 問題が提起 さ れ た 中

で孫娘 は 自 分の 生 き 方 を 捜 す の で あ る 。

公演 は 、 こ れ ま で兵庫 を は じ め神 奈 川 、 静 岡 、 広 島 、 向 山 な どの 中学校、 高校や一般公
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演 を し て き た 。 「震災 は 終わ っ た こ と で は な い ん だ」 の 主張が全 国 の 若 者 た ち の 共感 を 呼

ん だの で あ る O

〔震災 テ ー マ に最終章〕

震災被害 を 乗 り 越 え て 震災 を テ ー マ に し た創作離 に 取 り 組ん で き た神 戸 の rhK劇 Hl '道

化座J は 、 く生 き る 〉 六部作の最終章で あ る 「神戸 ア ジ ア 村J を 99年 1 月 14 日 、 15の fdJJf 1 、

新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場で初演 し た 。 「道化座J は 、 震災で劇 同 事務所、 け い こ 場が全焼、

舞台装置、 衣装、 脚 本 な どすべて が灰蟻 に期 し た 。 し か し 、 震災筑後か ら 公演活動 を 再 開 、

「あ ま り に も つ ら く 悲 し い現実がそ こ か し こ に あ り 、 震 災 を 伝 え る 難 し さ を 痛感 し な が ら 、

被災地の 人 た ち に 希望 を も っ て貰お う 」 と く生 き る 〉 シ リ ー ズ を 考 え た と い う 。

96年 3 月 に 第 1 作 「あ し た 晴 れ る 日 」 を 初演 し て以来、 半年 に 」 本 の 割合で新作: を 発表

し 続 け て き た 。 第 2 作 は 「 ね こ か ら の 手紙」 、 第 3 作 は ' 4 人 だ け の 同 窓会 J 、 第 4 作 は ' 0

号発刊 す 」 、 第 5 作 は 「鳴子台物語」 で、 述べ120公演 を こ な し た 。 最終章で あ る 「神戸 ア

ジ ア 村」 は 、 長 田 区 で暮 ら し 震災の 時 に助 け合 っ た 日 本人 と い ろ い ろ の 国 の 人 た ち が 「長

田 で も う 一度 、 生 き て み よ う や」 と 、 お 互 い の お 国料理で も て な す屋台村 「神戸 ア ジ ア 村」

を 計画す る 話で あ る O

「僕 ら な り の や り 方 で震災体験 を かみ砕 き 、 反す う し て き た が、 観客の 「登場人物 と 同

じ境遇や 、 何 か元気が出 た で」 と い う 声があ っ た か ら こ そ二 六部作の完成 に こ ぎ つ け た 。

今後 も 、 被災地で演 じ る も の と し て の役割 を 考 え て い き た い」 と 、 須永克彦代表は 語 る 。

な お 、 こ の六部作は r渡辺鶴戯曲 集 ね こ か ら の 手紙」 と し て 出 版 さ れ た 。

〔 次 々 と 鎮魂の地蔵尊建立〕

映画 「男 は つ ら い よ 」 の ロ ケ 地 に な っ た神 戸 市 長 田 区 の ]R 新 長 田 駅構 内 に 寅 さ ん に ち

な ん だ レ リ ー フ 「寅地蔵」 が完成 、 98年 8 月 4 日 の 故渥美清 の 三 回 忌 に 除幕 さ れた 。 こ の

「寅地蔵」 は 、 尼崎市の仏像彫刻家 ・ 阪 田庄乾の作、 人情味があ ふ れ る 表情で、 寅 さ ん の

ト レ ー ド マ ー ク で あ る 大 き な ほ く ろ があ る の が特徴。 高 さ 90cm 、 幅50cm の ヒ ノ キ 製で あ る 。

寅 さ ん は 、 被災地か ら の 「励 ま し て」 と い う 顕い を 開 い て 、 95年10月 に 「寅次郎紅の花J

の ロ ケ 地 に 長 田 区 を 選ん だ 。 し か し 、 翌年 8 月 に 渥美清 は 亡 く な り 、 こ れが遺作 と な っ て

し ま っ た 。 「 い つ ま で も 神戸 の 復興 を 見守 っ て ほ し い」 と 、 地元の 人 た ち が記念碑づ く り

を 進め て き た も の で あ る 。

ま た 、 震災で倒壊 し た神戸 市東難区本 山 中 町の 国 道地蔵尊が再建 さ れ、 98年 8 月 21 日 に

開 眼供養式が行 わ れ た 。 31年 ( 昭 和 6 年) に 交通安全 と 地域の平和 を 顧 っ て 建立 さ れた 国

道地蔵 尊 は 、 長 い 問 、 住 民 に 親 し ま れ、 作家谷崎濡一郎の 「猫 と 佳造 と 二 人 の を ん な』 に

も 登場す る ほ ど知 ら れて い た 。 新 し い 地蔵尊 は 、 傷 影 石 製 の 高 さ 2 . 5 m 、 多 く の 人 た ち の

善意で再建 さ れ た 。
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J R 新長 田 駅構内 に完成 し た
ニ98年 8 月 4 tl (神戸A新聞社提供)

〔教会に希望の マ リ ア像〕

大震災の犠牲者 を 追悼 し 、 被災者の心 を 慰め よ う と 、 ベ ル ギー の ア ン ト ワ ー プ市民か ら

神戸市東難区赤松町 の 六 甲 カ ト リ ッ ク 教会 に 「聖 母マ リ ア 像」 が贈 ら れ、 98年 8 月 15 B に

追悼 ミ サ と 除幕式が行 わ れ た O こ の マ リ ア 像 は 、 14世紀 ご ろ に つ く ら れた ア ン ト ワ ー フ。大

聖堂 に あ る マ リ ア 像の複製で、 高 さ 127cm 、 重 さ 約 1 10旬 、 聖母マ リ ア に拍 か れ た 幼い キ リ

ス ト が指で母の ほ お を な で て い る 。

震災直後 に神戸 を 訪 れ た ア ン ト ワ ー プの ブル ー ノ ・ ベ ー タ ー ズ 市議が、 被災地の有様 に

を 受 け 、 「被災者 を 勇 気づ け よ う 」 と 市民 に 呼び掛 け て 実現 し た 。

5 . 生 き て い る と い う こ と ~拡 が る 震災文学
「忘れ た い 。 で も 、 忘れ ら れ な い 。 心 は 、 こ の ふ た つ の 間 を振 り 子の よ う に 揺 れ続 け ま

す 。 〈忘れ な い 〉 と い う 台討 は 、 過去、 も し く は 過去 に な り つ つ あ る も の 、 に 対 し て だ け

使用 で き る も の で は な い で し ょ う か。 時 は確実 に 流 れ て は い て も 、 残 さ れ た 課題が山 積 し

て い る 現状 に 瞳 を 閉 じ て 、 大震災 を く も う 過 ぎ て し ま っ た こ と 〉 に し て は な ら な い と 思 う

の で、すJ こ れは 震災 を 描 い た コ ミ ッ ク 「 メ デ ィ ア � 1995年 1 月 17 日 を 私 た ち は 忘 れ な いJ

(作画 ・ み な み な つ み 集英社) で、 原作者 の 川 富士立夏が書 い た あ と が き で あ る 。 こ の

言葉 に も あ る よ う に 、 4 年 目 を 迎 え た震災文学 は 、 い ろ ん な 面で深 ま り 、 広 が り を 見せ始

め て い る 。
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〔安水稔和が震災詩集)

「夏 に な る と 」

去年落 ち た 種が芽ぶ い て

つ ぎつ ぎ と 花 を つ け て

朝顔だ ら け。

萩の花がこ ぼれて

む ら さ き し き ぶ の 実 も 色づい て

彼岸 に は 彼岸花。

こ の さ き く り か え し

く り か え し 立 ち 戻れ

あ の年 の あ の 日 の あ の お も い。

神戸市長 田 区 で被災 し た詩 人安水稔和 は 、 震災直後 か ら 詩や散丈 を 書 き 続け た 。 被災地

への思 い を 込 め た そ れ ら は 、 膨 大 な 数 に の ぼる 。 こ れ ま で 吋中戸 こ れか ら 激震地の 詩

人 の 」年01 ( 1996年 ・ 神戸新聞総合出版セ ン タ ー ) r焼け野の 草 び ら 一 神ド 今 も 01 (1998年 ・

編集工房 ノ ア ) 安水稔和全詩集01 (1999年 ・ 沖積舎) を 出版、 こ れ ま で の 震災 に かか わ る

詩 を 集 め て 『生 き て い る と い う こ と OU ( 1999年 ・ 編集工房 ノ ア ) を 出 し た 。 口 頭 の 詩 は 、

こ の 中 の 一編 で あ る O 安水の作業 は こ れで終わ ら な い 。 〈共同体の記憶、 を 言葉です く お う

と す る わ た し の作業 〉 は 続 く の であ る 。

〔 次 々 と 詩集や歌集、 句集〕

神 戸 市東灘 区 で書道塾 を 聞 い て い る 玉井洋子が詩集 『震 え る 01 ( 白 地引:) を 出 し た c 震

災 で 自 宅 が全壊、 避難所生活か ら 大阪 に 避難 し た 。 「 人 間 が知 り う る か ぎ り の こ と ばの総

量 を も っ て し て も 、 こ の現実 に 追 い付 け な い」 と 、 → 時 は 詩作 を あ き ら め か け た こ と も あ

る が、 足元 に 難 い 込 ん だ 一枚の花び ら が き っ か け に な っ て 再 開 、 初 め て の 詩 集 を 結実 さ せ

た 。 ま た 、 伺 ほ の 詩 人岡 本真穂 も 「神戸 レ ク イ エ ム 」 と い う 詩 を 書い た 。 経営 し て い た レ

ス ト ラ ン が全壊、 従業員 が亡 く な っ た。 鎮魂の 思 い と 、 多 く の 犠牲者の た め の詩 で 、 98年

l l FJ 9 日 に神戸 ・ 六 甲 ア イ ラ ン ド の オ ル ピス ホ ー ル (神戸 フ ァ ッ シ ョ ン =美術館) で 間 か れ

た コ ン サ ー ト で披露 さ れた 。 こ の ほ か、 神戸市西 区 の歌人尾崎 ま ゆ み が歌集 「酸 っ ぱい 月 」

(砂子屋書房) 明 石 市 の 俳 人増 田 ま さ み が句 集 「冬の 楽奏� ( 冨 岡 出 版) を 出版、 そ の他、

多 く の 人 た ち が鎮魂の思 い を う た っ た 。

〔芦屋で国際俳句 フ ェ ス タ 98)

芦原 市 は 、 俳句 で被災地の文化復興 を ア ピ ー ル し よ う と 98年10月 に 開催 し た 「芦屋国 際

俳句 フ ェ ス タ 98J の作品 を 公募 し た が 、 全世界 か ら 約8 ， 500句 の応募があ っ た 。 文部省が
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提唱 し 、 全国 を 持 ち 回 り で 聞 い て い る 「全国生涯学習 フ ェ ス テ イ パ ル事業」 の ひ と つ で 、

芦屋 は 文化復興 を テ ー マ に 「 自 然 と 人賠j に 決 め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な どで 呼 び掛 け て い た 。

フ ィ リ ピ ン の ア キ ノ 元大統領が 「地震抗の癒 え て ふ た た び生静か (和訳) J の 句 を 寄 せ る

な ど世界の約20 カ 国 か ら も 1 ， 200句 の定、募があ っ た 。

〔神戸の画家が鎮魂の菌譜〕

震災度後か ら 絵筆 を 執 っ て被災地 を 描 き 続け て い た神戸の洋画家吉見敏治が作 品 集 『 こ

う べ壊滅 ・ 阪神大震災 鎮魂の 画譜JJ (神戸新聞総合出版セ ン タ ー ) を 98年 9 月 に 出版 し た。

占見 も 自 宅が全壊、 避難所生活 も 経験 し た 。 あ る 日 、 東京の友人が 「 た だ ひ た す ら 描 く よ

う に」 と 大量 の 画用 紙 を 送 っ て き た 。 「描か な あ か ん 。 風化 さ せ た ら あ か ん の や」 と そ の

H か ら 被災地通 い が は じ ま っ た 。 画集 に は 、 壊滅 し た街の姿が生 々 し く 描 か れて い る ほ か 、

長 田 ・ 大国公訴|盆踊 り 、 「 く っ つ 子 ま つ り 」 、 営業 を は じ め た菅原通、 六 甲 ア イ ラ ン ド の 仮

設住宅群 な ど49点が収め ら れて い る 。

く参考文献 〉
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[神戸栄光教会に護活の動 き ]
震災で全壊 し た神戸市 中 央 区 の 日 本 キ リ ス ト

教団 ・ 神 戸栄光教会 は 、 教会員 ら の手で再建活
動 が 続 け ら れ て い る が、 9 8 年 5 月 6 口 に 神
戸 ・ 松方 ホ ー ル で 、 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を

開 い た 。 世界的 に 知 ら れ る ハ ー ピ ス ト 青野直子
の リ サ イ タ ル で、 F . リ ス ト の 「愛 の夢」 や G .

F ・ ヘ ン テ、 ル の 「前奏 と ト ッ カ ー タ 」 な ど 9

耐 を 演奏 し た。 こ の 日 の 収主主 は ， 再 建 の 基金 に

繰 り 入 れ ら れ た 。
栄光教 会 は 、 1886年 ( 明治19年) に 、 関西学

院 の 創 立 者 で あ る ア メ リ カ 人宣 教師 ・ ウ オ ル
ダ ・ ラ ン パ ス が設立 し た 。 1924 年 (大正13年)

に は ロ マ ネ ス ク と コ ジ ッ ク 様式の赤煉瓦の重厚

な 建物 が 出 来よが り 、 神戸 の シ ン ボル と し て 観

光 客 に も 人気 を 集 め て き た 。 し か し 、 震災で高
さ 20 メ ー ト ル の 四 角 い塔が倒壊、 礼拝堂の ア ー

チ状の壁 も 崩 れ 落 ち る な ど跡形 も な く な っ た。

そ の 後 、 敷地内 に テ ン ト を 張 っ て再建 に 向 け て

き た 。

こ れ ま で東京 な どで 8 凶 の コ ン サ ー ト を 隠 く

な ど し て き た が、 98年1 1 月 19 日 に は大阪のい ず
み ホ ー ル で I チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト 」 を 開 い

た 。 世界的 な オ ル ガ ン 奏者 ・ 松居直美がバ ッ ハ 、
ブ ラ ー ム ス 、 メ ン デル ス ゾー ン な どの 名 曲 を被

露 し た 。 復活への歩みがす こ し ずつ だが前進 し
て い る 。

募金や チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト で資金 を 集 め て 拘 迷活動が絞い て い る 似設の栄光教会 (t�l〆新fJfj社
提供)

[ r神戸 か ら の手紙J に全国 か ら 反響]

大震災か ら 復興 し て い く 神 戸 の 今 を 全 国 の 人

ち に 知 っ て 貰お う と 、 神 戸市 は 、 写真集 「神
ら の 手紙』 を 出 版 し た 。 「神戸 の 癒 し の た

に 、 あ な た の癒 し の た め に 、 そ し て 私 自 身 の
し の た め に…」 と 、 震災の時の支援へ感謝の

言葉 と 共 に 、 復興 し て い く 人や街の姿、 よ みが
え っ た 美 し い神 戸 を 130点 の カ ラ ー 写真 で 紹 介

し て い る 。 「あ り が と う 。 神 戸 は こ ん な に 元気
に な り ま し た」 と い っ た メ ッ セ ー ジ や説明 は 日

本語、 英語、 中 国語、 韓E言語で添 え ら れて い る 。
こ の写真集か ら 70点 を 選 ん だ 「神戸 か ら の手

紙写真展」 が、 98年 4 月 か ら 8 月 ま で東京、 仙

台、 京都、 名 古屋 、 福 河 な ど13都I↑7 で 開 か れ、
約25 万 人 が訪 れ る 人気 だ っ た と い う 。 「神戸が

復興 し て い く 姿 を 見 て う れ し く 思 っ た」 な どの

ー ジ も 多 数寄せ ら れ た 。 9 月 1 日 か ら 6

日 間 、 J R 三 ノ 宮駅の コ
励 ま し の メ ッ セ ー ジ1447.illíが展示 さ れ、 市民 に

披露 さ れ た。 「皆 さ ん の 勇 気 と 強 さ に 胸が熱 く
な り ま すJ r今以 上 の 発 展 、 私 た ち は期待 し て
い ま す」 な どの心の こ も っ た声が多か っ た 。

f 神 戸 か ら の 手紙」 に 寄せ ら れ た メ ッ セ ー ジ 渓 z
JR 三 ノ 宮釈 (神戸新聞社提供)
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| 第二節 文化財 @ 文化施設の新 しい活用へ
1 . 花開 く 文化施設

震災 4 年 目 を 迎 え て被災地の 文化施設 は 、 ほ と ん どが元の 形 に戻 り 、 そ れ以 L に新 し い

施設が次 々 と 誕生 し 、 阪神 ・ 淡路 に 丈化 の 光 を 灯 し 続 け た 。

〔津名 に麓災英締館〕

津名 町 は 2000年 1 月 17 日 の オ ー プ ン を 目 指 し て 、 町立美術館の 建設 に取 り 組 ん で い る 。

当 初 の [ì 的 は 「地元作家 の作品 を 展示す る 」 で あ っ た が、 震災の事実 を 伝 え る 何か を 残 し

て お か な け れ ば な ら な い と い う 忠 い か ら 「震災関連の芸術作品 を 集 め る J に 変わ っ た 。 震

災 に遭 っ た り 、 触発 さ れた り し て 制作 し た 芸術家 は 少 な く な い 。 こ れ ら の作 品 を 集 め 、 展

示 の 中 心 に し よ う と い う の が館の瑚念 と な っ た 。

ま た 、 震 災 の lL き 人 と し て保存運動が起 き て い た神戸市長 田 区 の 「神戸 の壁」 の現地

保存が難 し く な っ た た め 、 津名 IllJ が美術館 の 一部 と し て 受 け 入 れ る こ と に な っ た 。

〔 日 仏友好の モ ニ ュ メ ン ト 〕

98年 4 月 28 日 、 日 仏交流の シ ン ボ ルづ く り を 進め る 日 仏友好モ ニ ュ メ ン ト 「 ア ル ク 2 1J

日 本委員 会 (会長z 斎藤英田部 ・ 経団連名誉会長) が、 阪神 ・ 淡路大震災で 中 断 し て い る

日 仏友好の モ ニ ュ メ ン ト 工事 を 再 開 す る こ と を 決定 し た 。 フ ラ ン ス 革命二 百 年 を 記念す る

モ ニ ユ メ ン ト であ っ た が、 フ ラ ン ス 側 が震災復興の シ ン ボ ル と す る こ と に 計 画 を 鯵正提案

し た 。

修正案 に よ る と 、 モ ニ ュ メ ン ト は 当 初計画の二分の 一規模の半地下構造 と し 、 震災の教

訓 か ら 、 地震 に 強 い 構造物 の モ デル と な る よ う 設計 し た 。 事業費 も 当 初 の 187億 円 か ら 120

億 円 に圧縮 さ れ た 。 地下部分は震災の慰霊 と 復興の意味 を 込め た畏示館で、 世界の モ ニ ュ

メ ン ト の 対震技術 の 展示や 、 日 仏文化交流の 拠点機能 を 持 っ た 日 仏友好の モ ニ ユ メ ン ト ・

ミ ュ ー ジ ア ム (仮手本) を 設 け る 。 テ ー マ も 当 初 の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J に 「人 間 と 自 然

の 共存 ・ 共生」 を 加 え た 。

し か し 、 99年 2 月 、 事業費120億 円 の う ち 110億 円 は 県 の 負担 に な り 、 新年度 か ら 震災復

興、 復 i日事業で発行 し た県債の償還が本格化 し 、 不 況 に よ る 税収見通 し が厳 し い こ と か ら 、

県 で は 、 新年度か ら 取 り 組 む行財政構造改革で、 大型 プ ロ ジ ェ ク ト を 見直す こ と と な り 、

建設 を 凍結す る 方針 を 打 ち 出 し た 。

〔明石市立天文科学館が リ ニ ュ ー アル オ ー プ ン 〕

震災か ら 復興 し た 明 石市立天文科学館が、 98年 3 月 15 日 に 再 開 し た。 新 し く な っ た 天 文
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科学館 は 天文科学の情報交換の場 と し て も 人気が高 く 、 ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク に は北海道か

ら 九州 ま で全 国 か ら の 来館者で プ ラ ネ タ リ ウ ム は 満席 と い う 状態が続い た 。 5 月 の 上 旬 で 、

早 く も 入館者 5 万 人 を 突破 し た 。

10月 に は建設省設立五十閤年記念事業 「公共建築吉選」 に 兵庫県 内 か ら 植村直己 冒 険館

と と も に 選 ばれた 。

( í北野工虜の ま ち」 宛成〕

神戸市 は 、 廃校 に な っ た 北野小学校の跡地 を 、 神戸の職人の技 を 集損 し た 「北野工房の

ま ち 」 に 整備 ・ 改鯵 し 、 98年 7 月 10 日 完成 、 オ ー プ ン し た 。

北野小学校 は 、 児童数が徐 々 に 減 っ て い た と こ ろ へ阪神 ・ 淡路大震災で北校舎が全壊、

近 隣校 と の統廃合で96年 3 月 に廃校 と な っ た 。 卒業生 ら が、 震災の避難所 と な っ て い た東

校舎の保存 を 市 に 要請、 こ れ に応 え て 市が改修 し た も の で あ る 。

「北野工房の ま ち J は 、 洋菓子 や地 ビ ー ル な ど神戸 ブ ラ ン ド の 製造工程 を 見学で き 、 ま

た 紙す き や押 し花 、 ち ぎ り 絵 な どの体験 も で き る 施設であ る 。 神 戸 マ イ ス タ ー (職人) の

技術 を お 客 さ ん の前 に 出 し て 、 職人の心、 人 間 の 温か さ を 伝 え た い と い う 願 い が こ の 工房

の ま ち に込め ら れて い る O

〔震災体験を 平和記念館 に〕

窓の 向 こ う は懐か し の教室。 今 は 工房 (神
戸新開社提供)

震災で 中 断 さ れ て い た神戸市の平和記念館が開館 に 向 け て新 し い ス タ ー ト を 切 っ た 。 こ

の記念館 は 、 戦後50年 を 記念 し て 建設が許画 さ れ て い た が、 震災で凍結 さ れて い た 。 1996

年 3 月 に 「基本構想懇談会」 を 再 開 、 1998年 3 月 に は 基本構想が ま と ま っ た 。 戦災 と 共通

点 の あ る 震災の教訓 を 踏 ま え て 、 災害時の市民協力 の 大切 さ を 建設理念 に 盛 り 込み 、 ボ ラ

ン テ イ ア 情報の発信 な どの機能 を 備 え た記念館 を 目 指す 。

〔英術館、 博物館が共詞でホ ー ムペー ジ を 開設〕

阪神 需 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー ク 推進実行委員 会が98年 9 月 初 日 か ら 99年 3 月 ま で、 イ
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ン タ ー ネ ッ ト に ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し た 。 こ れは 県 内 で 間 か れ た全国生漉学習 フ ェ ス テ ィ

パ ル に 合 わ せ た も の で、 阪神 間 に あ る 20の美術館、 持物館の ミ ュ ー ジ ア ム マ ッ プ、 関心 に

合 っ た館 を 探せ る 「何で も イ ン デ ッ ク ス 」 、 各館の特色や収蔵 品 を 紹 介す る ガ イ ド を 掲 載

し た 。 ま た 、 全館での企画展 の イ ベ ン ト カ レ ン ダー を 盛 り 込む な どの工夫 も 凝 ら さ れ た 。

同 フ ェ ス テ イ パ ル は 10 月 4 日 ま で 開催 さ れ た が、 実行委員 会 は期 間 中 、 講演 な どの研究

会議 を 聞 い た ほ か 、 一部の館 を 巡 る 無料 シ ャ ト ル パス も 運行 し た 。

2 . 復 旧 し た 文化財 ・ 文化施設
震災後 4 年が経過 し て 、 懸命 に 行 わ れ た 文化財 ・ 文化施設の復旧 は終 了 し た と い え る O

し か し 、 被災 し た 未指定の歴史的建造物 は 、 復 旧 さ れる こ と な く 撤去 さ れた も の が多 か っ

た 。 特 に 農 家 と 町家 は半数が、 中 で も 神戸市内 で は 8 割近 く が取 り 壊 さ れて い っ た 。

〔文化財登録制度〕

震災の時点 で は 、 制度上、 文化財指定 に 達 し て い な か っ た建物 の 有効 な 保存 の 手当 て は

な か っ た 。 そ の た め 、 本来、 共有の遺産 と 見 な し て修復 さ れ る べ き 地域 の 歴 史遺産が、 公

費 で取 り 壊 さ れて い っ た 。 そ の よ う な 文化財制度の手薄 な 部分 を 補 う た め 、 文化財笠録制

度が阪神 ・ 淡路大震災後 に実施 さ れ た 。 築後50年 を 経た 建造物 を 対象 に 、 t'l 治体の意見 を

聞 い て 国 が登録 を 行 い 、 98年末 ま で に 近代建築 を IfJ 心 に 1 ， 000件 を 越 え る 登録が行 わ れ た 。

主主録制 に は 、 建物 を 維持 し て い く L で、負i'F! と な る 税制 上 の 優遇や、 専 門 家 か ら の建物 に

つ い て の 評儲 や劫 言 を 受 け や す い と い う メ リ ッ ト が含 ま れ る 。 こ れ に よ っ て 、 震災の よ う

な 事態 に遭遇 し た 場合、 専 門 家 の 助 ιゃ情報が得 ら れ、 少 な く と も む や み な 解体 は 避 け ら

れ る よ う に な る だ ろ う と 考 え ら れ る 。

欧米で は 街 を 形作 っ て い る の は 歴 史的建造物 で、 い つ も 俗の ど こ か で J仏 、 建物 の修理や

改修が行 わ れ、 新 し い建物 の 方が遠慮 し な が ら 建て ら れ る こ と も 往 々 に し て み ら れ る 風去

で あ る 。 日 本で も そ ろ そ ろ 従 来 の 更新理の発想、か ら 、 保存 ・ 維持へ と 発想 を 切 り 替 え る 時

期 に き て い る O 歴 史 的建造物 の 保存 は 、 資源の節約 だ け を み て も 具体的 な 環境問題への対

処で あ り 、 ゆ と り あ る 社会 を 実現す る た め の 有効 な 手段 と も な り う る O

〔尼鯖域の模型が復活〕

尼崎市 立域内小学校 に 戦前 か ら あ っ て 、 同校の シ ン ボル と も な っ て い た 尼崎城の精巧 な

模型が、 震災か ら 3 年 3 ヵ 月 後の 1998年 4 月 に 再 び子供 た ち の 前 に姿 を 現 し た 。 こ の模塑

は 、 1940年 ( 昭 和 1 5年 ) に 先生 と 生徒 た ち が絵 図 や 写真 を も と に 100分の l の 大 き さ に作 っ

た も の で 、 校内 に 展示 し て あ っ た 。 震災で校舎が全壊 し、 模型 も 被害 を 受 け た。 そ の後、

新校舎の建設工事 の た め模 型 は 取 り 除か れ 、 校地の一角 に 保管 さ れた ま ま に な っ て い た 。

し た校舎は 1927年 (昭和 2 年) に 建 て ら れた 。 玄 関 上 に 円形バル コ ニ ー があ る 近代建
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築 の 様式で、 地元住民や学校の 自 揮の も の だ、 っ た 。 そ の !日校舎の雰囲気 を 残す よ う 求め る

声があがる と と も に 、 尼崎域の模型 も 復活 さ せ よ う と い う 要望が出 さ れた 。 尼崎市教委 は 、

元の特色 を 生か し な が ら 被災校舎 を 復興す る 「思 い 出 の 学 び、舎事業」 を 展 開 し て お り 、 尼

崎城の模型 も 学校 の シ ン ボル と し て の位 置 に 戻 さ れ る こ と に な っ た 。 模 型 は 、 新校舎の 南

側校庭 に設器、 児童の作文 を 刻 ん だ震災記念碑 も 建立 し て 、 ミ ニ 城公園 と し て 整備 さ れた 。

( í指定寄付金制度」 で福海寺再建〕

震災で全壊 し た神戸 市兵庫区 の福 海寺が98年10月 に 再建工事 を 終 え 、 「 震災復興奉告法

要」 を 営 ん だ。 福海寺は震災で本堂、 法堂、 稲荷堂が倒 壊 し た 。 震災で建物が全半壊 し た

宗教法 人 な どへの寄付で税金が控除 さ れ る 、 震災特例の指定寄付金制度が設 け ら れ た が、

福海寺 は そ の適用 第一号 と し て 再建 を 果 た し た 。 槽家 の 多 く も 被災 し て お り 、 そ ん な 中 で

の 寄付 に 指定寄付金制 度 は 大 き な助 け に な っ た と 、 関係者は話 し て い る 。

〔関予告廟が復興〕

神戸市 中 央区 に あ る 中 国寺院 ・ 関 帝廟が修援工事 を 終 え 、 99年 2 月 14 日 に 落慶法要が営

ま れた 。 関 者廟 は 1888年 、 大阪 に あ っ た 黄葉宗の廃寺 を 現在地 に 移築 し た の が始 ま り と さ

れ る o 1945年 の神戸大空襲で建物が全焼 し た が、 華僑の有志の寄付 に よ っ て 再建 さ れ た 。

日 本人大工が中 国嵐の 意匠 を 取 り 入 れ て 建 て た 中 日 折衷 の ユ ニ ー ク な 建物 で 、 現在の外観

は こ の と き の デザイ ン が基本 に な っ て い る o 1977年 に 火遊 び?が原 因 で本堂が再度焼失 し た

が、 こ の と き も 華僑が復興 し た 。

修復工事 を 終 え 、 き ら びや か な外観 を 現す
関帝廟 (神戸新開社提供)

阪神 ・ 淡路大震災で は 本支が全壊 し た 。 修復費 用 の 問題 で は 、 建設年代が戦後 で あ り 、

復興基金で設 け た 文化的建造物 の 範障 に 入 ら ず、 助 成 の対象 に は な ら な か っ た 。 し か し 、

華僑の 人 々 の復興に対す る 希望 が大 き く 、 民 間 の支援 を 行政が ま と め る こ と に な り 、 モ ー

タ ー ボー ト i民話基金 に よ る 支援 を 受 け た 。 復興 さ れ た 関帝廟 は 、 古い写真や高齢者の記'掠
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を た ど っ て 、 戦後の姿 を で き る だ け忠実 に 再現 し た も の と な っ た 。

〔復元国難か 鎖;閤閣〕

神戸市東灘 区 岡 本 の 、 谷崎潤一郎が住 ん だ 家 「鎖j関 閤」 は 、 震災で全壊 し た 。 こ の家 は

谷崎が 自 ら 設計 し て 建て た も の で 、 彼 の 作風が西洋志向 か ら 古典 的 、 純 日 本的 な も のへ転

換す る の に 重 要 な 役割 を 果 た し た と い う 。

震災後、 研究者や地元住民が復元委員 会 を 結成 し て 署 名 や 募金活動 を 始 め 、 神戸市 は 用

地 と し て 岡本梅林公園 の 一 部 を 無料で貸す こ と も 決め た。 し か し 、 岡 本復 興 の シ ン ボ ル と

す る 地元 の 熱意 に も か か わ ら ず、 募金が計画 どお り に進 ん で い な い。 阪神 ・ 淡路大震災復

興基金の助成 の対象 と さ れ た が、 所有者負担金の 工面がつ かず、 申 講 に至 っ て い な い 。

〔指定文化財の毎旧状況) (99年 3 月 31 臼 現在)

地震の被害 を 受 け た 指定文化財 は 142あ っ た が、 明石城の巽櫓 ・ 坤橋、 を 残 し て復旧 は 98

年度で全部完了 し た 。 同櫓の復旧 は 、 99年度 に 完了 す る 予定であ る O ま た 、 神戸市北野町

山本通の重要伝統的 建築物群保存地区 内 で l 件残 っ て い たパ ジ ャ ー ジ邸 は 、 修復 を 行 わ な

い こ と が薙定 し た 。

復旧 の状況 は次 の 表 の 通 り で あ る O

〔国指定文化財〕

* ・ 未復旧 の建造物 ・ 明石城巽段、 神格、 は 、 何年度完 了 予定。
・ 重伝建地区 (重要伝統的建築物若手保存地 lX: '神戸 ID二iヒ野田] 山 本

通J) 内 の未復i日 1 1午 ( パ ジ ャ ー ジ邸) 1土 、 修伐 を 行 わ な い こ と が
確定。

[ J 内数字は 、 重伝建地区内 の伝統的建造物の件数。

〔黒指定文化財〕
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〔市町指定文化財〕

対 称 数 ; 復 旧 数 | 未 復 旧 数 j 進 捗 率
43 43 100% 

((1財阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る 未指定文化財復旧支援の状況〕

〔灘の酒蔵〕

灘五郷 の 中 で98年度 に 復 旧 支援事業が完了 し た の は 、 沢の鶴大石蔵 と 菊正宗酒造記念館

で あ る O

沢の鶴大石蔵 は 、 1960年代 ま で使用 し て い た 2 棟の酒蔵 を 古い形態 に 修復 し て民俗資料

館 と し た も の で 、 1980 (昭和55) 年 に県指定民俗文化財 に 指定 さ れ た 。 地震で全壊 し 、 何年

7 月 か ら 99年 3 月 ま で修理 亡事事業が行 わ れた 。 地震等 に対す る 安全性 を 確保す る た め 、

構造補 強 、 免震工法が採用 さ る 一方 、 !日材料 を 再利用 し て 意匠や構造 は 以前 の も の を 踏襲

し て 再建 さ れ た 。

菊正宗酒造記念館 も 地震で全壊 し た 。 国指定民俗文化対 の酒造用 具が収 め ら れて い る 収

蔵庫部分は 、 国 指定丈化財収蔵施設補助事業 と し て 問 、 県 、 市か ら 補助 を 受 け 、 98年 4 月

か ら 99年 3 月 ま で に新築 さ れた 。 ま た 同 時 に行 わ れ た展示部分の新築 は 、 類似博物館施設

と し て復興基金か ら 補助 を 受 け た 。

3 . 新 し い発見がつ づ く 埋蔵文化財
震災復興の発掘調査の最大 の 成 果 は 、 文化財が持つ 意義 を 再確認で き た 点 だ と い わ れ る 。

被災地域 の 遺跡 は 兵庫時内 10市10町で約254 ha、 甲 子 園 球場の64倍 に相 当 す る O 発掘調査

は 、 “早急" が求め ら れ る 復興工事 と 競争で進め ら れた 。 そ の よ う な 状況 か ら 担 7!? 若 た ち

は住民の非難 を 覚悟 し て い た が、 調査 に 関 し て の ト ラ ブル は ほ と ん ど な か っ た 。 反対 に 、

30由行 っ た現地説明会 に は 1 万人以上が参加 し た 。 調査が明 ら か に し た事実 は 、 自 分た ち

の土地で大昔か ら 人 々 が連綿 と 生活 し て き た こ と を 証明 す る も の で 、 そ れが共感 を 呼ん だ

か ら だ と 考 え ら れ る O

残 っ た 問題 も あ る 。 遺跡保存 と い う 点で 、 震災復興で の調査で み つ か っ た 遺構で保存 さ

れ た も の が な い こ と で あ る O 近 畿地方最古の大型建物跡が見 つ か っ た尼崎市武庫症遺跡 は

弥生時代 の年代見直 し を 迫 る 大発見であ っ た が、 マ ン シ ョ ン 建設の た め に姿 を 消 し た 。 し

か し 、 こ の よ う な 事実 は復興調査で の特例 で な く 、 広 く 日 本の 文化財保護行政の 問題が生

み 出 し た も の と 見 ら れ る 。
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〔弥生時代前期の開括村 ・ 北 口 町遺跡〕

阪急、西宮北 口 駅の 北東地医で再開発事業が進め ら れ る 中 で、 北 口 町遺跡がみ つ か っ た 。

調査の結果、 こ れ は 弥生時代、 古墳時代、 鎌倉時代 に ま た が る 集落遺跡で あ る こ と がわ か っ

た 。

日 本列 島 で初 め て 米 を 作 り は じ め た こ ろ 、 北 口 町局辺の原野が陪拓地 と な っ て い た よ う

で あ る 。 幅 2 m 、 深 さ 1 m ほ どの溝が 3 本あ っ て 、 そ の う ち の 2 本 は平行 に 、 も う 1 本 は

そ れ に 直 角 に 近 い 角 度で計画的 に 掘 ら れて い る O も し かす る と 、 こ の溝 は 集落 を 取 り 囲 む

「環濠 ( か ん ご う ん だ、 っ た か も し れ な い と の見方 も あ る 。

〔最古のも の よ り ま だ古い木簡〕

芦屋市三 条 九 ノ 坪遺跡か ら 出土 し た 土器や木器 は 、 弥生持代 か ら 奈 良時代 に 使 わ れ て い

た も の と わ か っ た 。 特 に 注 目 さ れ る の が木 簡 で 、 干 支 を 示す 「壬子 ( み ず の え ね) J の 文

字が残 っ て い る o ;f三鮪が{吏 わ れ た年 を 記 し た も の と す る と 、 元号 を 使 わず に 干支 を 使 っ て

い る こ と か ら 、 元号が 日 本 に 定着す る 701年 (大宝元年) 以前の も の で あ る 可 能性が考 え ら

れ る 。 さ ら に 、 木簡がみつ か っ た J 1 1 か ら は 6 世紀後 半か ら 7 世紀 に か け て の 土器が多 く 、

こ の 間 の 「壬子コ 年 は孝徳天皇の時代 の652年 ( 白 雑 3 年) が該当 す る O

年号 を 記 し た 木簡 で 、 こ れ ま で に み つ か っ て い る 最 も 古い も の は 、 奈 良 県 の藤原宮跡で

出 土 し た 「辛酉 ( か の と の と り ) J (66 1年) で あ る が、 三 条 九 ノ 坪遺跡の も の は そ れ よ り

ま だj拐 る こ と に な る 。

出 土 し た 「 壬 子年」 本領 ( 「 ひ ょ う ご、の遺跡J 31号)

〔鎌倉期の船鯛体部出土〕

神戸市長 出 区二葉町の震災復興開発事業用地で平安 か ら 室町時代 に か け て の 集落跡が確

認 さ れ た 。 こ こ で発見 さ れた 8 基 の 井戸 の う ち 1 基の井戸枠 に 使 わ れ て い た の が、 船の胴

体部分 を 再利用 し た も の で あ っ た 。

ク ス ノ キ を く り ぬ い た 丸 木 舟の よ う な 半 円 形 の 部分が 2 枚で、 いずれ も 縦約 2 . 1 m 、 幅
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約0 . 8 m 。 船首、 胴 、 船尾 の 三部分か ら 構成 さ れ る 「三材 ( さ ん ざい ) 構造船」 の 服部分

を 二つ に切 っ た と 思 わ れ る 。 端 に船 首 と 船尾 を 接合 し た く ぎ穴が約20 カ 所ずつ見つ か り 、

鉄 く ぎ も 3 本が確認 さ れ た 。 側 面 は約50cm 立 ち 上が り 、 そ の 上 に舷側板が寂 り 付 け ら れた

よ う で、 復元す れ ば全長 8 - 9 m の船 に な る と 推定 さ れ る 。

中 世の加は 別 の用 途 に 次 々 と 転用 さ れ た た め 、 現存す る も のが少 な く 、 三材構造船 も 絵

巻物で し かそ の構造 を 推定で き な か っ た 。 構造がわ か る 形で見つ か っ た の は 囲 内 で 初 め て

で あ る 。

1 998年度震災毎興に係る 発掘調査状況
ぷ口〉、 言十 直

市町名
調査件数 ! 調査面積 (m2 ) 件数

兵庫県 3 . 040 8 
; 神戸市 45 ， 700 254 

尼崎市 2 1  2 ， 549 21  

西宮市 22 658 22 

芦屋市 i 64 4 ， 24 1  62  

伊丹市 26 7 ， 360 23 

川 西市 1 7  1 ， 469 1 7  

明石市 1 6  7 ， 105 1 2  

北j炎田I つ 26 2 

東浦町 5 1 ， 084 5 

津名町 3 1 ， 790 3 

一宮 町 。 。 。
淡路町 。 。 。

; 合 計 448 75 ， 022 429 

斤品iら

面 積

3 ， 040 

39 ， 467 

2 ， 549 

658 

3 ， 426 

3 ， 744 

1 ， 469 

5 ， 23 1  

2 6  

1 . 084 

1 ， 790 

。
62 ， 484 

思内で初め て発掘 さ れ た鎌倉時代の船の制
部分 (神戸新聞社提供)

県教委支援

f午数 面 積

。
815 

3 3 ， 61 6  

。 。
4 1 ， 874 

。 。
。 。
。 。
。 。

1 9  1 2 ， 538 
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〔震災 で蘇 る 兵躍の歴史 を屡示〕

震災復興 に 伴 う 発掘調去は 、 兵産県 内 の 18石器時代か ら 近年 ま で の 遺物 を 掘 り 起 こ し た 。

そ の成果 を 軸 に 、 過去10年 間 の 主 な 出 土 品 を 紹 介す る 特別展 「三万年の旅 ナ ウ マ ン ゾ ウ

か ら 汽車土瓶 ま で、」 が、 98年10- 1 1 月 、 兵庫県立歴史博物館 で 関 か れ た 。 出 展 さ れた の は

106件、 約800点。

震災復興の発掘調査で は 、 予想外 に 多 く の i日 石器が県 内 各地 か ら 出 土 し た 。 明 石市 ・ 藤

江 川 添遺跡 か ら 発掘 さ れ た メ ノ ウ 製の 手斧 は 近畿で、見つ か っ た 中 で最 占の 旧 石 器で、 「 明

石原 人J と の 関係 が改め て 出 目 さ れ る o 13 ， 000年 ほ ど前 か ら の縄丈時代 の 石器 ・ 土器丈fヒ

の 実態 も 明 ら か に さ れた 。 弥生時代の米や農具、 つ ぼ に 密封 さ れ て埼め ら れ て い た 小 tltの

お経、 そ し て 明治 大正の 汽車土瓶 な ど、 人々 の 生活 を 忠 い起 こ さ せ る 遺物 が兵庫県 の 控

史 を 浮 き 彫 り に し た 。

( 4 年間の総ま と め調査結果 を展示〕

震災復興 に よ る 再開発や住宅建設 な ど に 伴 う 遺跡調査は 、 95千f 6 JJ か ら 、 全[五i か ら のベ

1 2 1 人 の 埋蔵文化財調官専 門 職員 の派遣 を 得 て 進 め ら れ た 。 県教委期蔵文化財調査事務所

は 毎年 、 速報展 を 開 い て調査結果 を 報;り し て い たが、 991f- は 1 }j 16 E 1 か ら 26 日 ま で、 神戸

ク リ ス タ ル タ ワ ー 5 階の 県民 ギ ャ ラ リ ー で 4 年 I�\j の総 ま と め を 展示 し た 。 支援職員 の 派遣

が97年度で終了 し た こ と か ら 、 こ の 4 年 間 の活動 を 記録 し た 写真パ ネ ル も 展示 さ れた 。

4 . 高 ま る 史料ネ ッ ト の活動
震災被災地で は 、 被災i自家 の な かの市文書や民具、 寺院 ・ 神 社 の 石造美術 品 な ど と い っ

た 、 多 く の 民 間 所在史料 ・ 文化財 が被災 し 滅失 の 危機 に さ ら さ れた 。 地域の 文化遺産 で あ

る こ れ ら 被災史料 ・ 文化財 の保全 を 目 的 と し て始 ま っ た 、 歴 史学会の ボ ラ ン テ イ ア 団体で

あ る 販神 ・ 淡路大震災対策歴史学会連絡会 ・ 歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク ( 略称史料 ネ ッ ト ) の

活動 は 、 被災 地 の 暦 史 ・ 文化全般 を 守 り 復興 に 活 か し て い く こ と 、 さ ら に は歴 史学や史料 ・

文化財保存事業の社会的 な 役割 と い っ た普遍的課題 を も 視野 に 入れつ つ 、 98年度 も 活動 を

継続 し た 。

〔被災史料の調査 ・ 整理 ・ 活用 〕

保全 さ れた被災史料 ・ 文化財 を 、 地域社会の共有財産 と し て 街づ く り や 地域文化 に 活 か

し て い く た め に は 、 調査 ・ 整理作業の実施や そ の成果の公表、 市民利用 の た め の 条件整備

な どが必要 と な る O 史料ネ ッ ト は98年震 も 引 き 続 き 、 こ れ ら 実現 に む け た対処 を 自 治体や

関係機関 な ど に働 き か け つ つ 、 独 自 の被災史料調査 ・ 整理作業 を 実施 し た 。

98年度 に作業 を 実施 し た 主 な も の と し て は 、 神戸大学仮保管史料の う ち 神 戸市東ìi並区 ・

藤本家文書、 同 中 央区 ・ 長浜家文書、 明石藩大鹿屋 ・ 田 中 源左衛門 家文書: な どがあ る 。 こ
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と に 田 中 源左衛 門 文書 は 、 総点数 2 万 2 千点 と い う 膨大 な も の で あ り 、 大庄屋組 に 関 す る

勘定 目 録や西浦辺組村 々 絵図 、 伊能忠敬の測量時の浜辺絵図 、 各種典籍 類 や 近代の 酒造経

営史料 な ど、 内 容的 に も 畳富で興味深 い も の で あ る O

何年の 3 月 か ら 4 月 に か け て 行 わ れた 同 家文書 ・ 民具の レ ス キ ュ ー (保全行動) は 、 文

化庁が中心 と な っ て組織 し た 官民共 同組織、 阪神 ・ 淡路大震災被 災丈化財等救援委 員 会 と 、

史料 ネ ッ ト の 連携 に よ る 最大規模の レ ス キ ュ ー で あ っ た 。 こ の う ち 、 民 具 は概略調査 の の

ち 隣接 町 の 民俗資料館 に 寄託 さ れ た が、 文 書 に つ い て は ご く 一部 を 除い て 整理作業が行 わ

れず、 県 や 明 石市 に よ る 調査 ・ 整理の予定 は な か っ た 。 こ の た め 史料 ネ ッ ト が中心 と な っ

て 、 全 国 の 文書館 ・ 史料保存機関 の 連絡会議で あ る 全国歴史史料保存利用 機関連絡協議会

(略称全史料協) 有志の参加 も 得て 、 整理 ・ 目 録化作業 を 実施 し た 。 た だ、 史料保存関係

者の 問 か ら は こ の整理作業 に 対 し て 、 専 門 的 業務で あ る べ き 文書整理作 業 を 専 門家 が ボ ラ

ン テ イ ア で行 う こ と に対す る 批判 も あ っ た 。 指定文化財 で は な い 、 民 間所在史料や文化財

全般 に つ い て 、 そ の保存や調査 ・ 整理は一律に行政の責任 に 属 す る こ と な の か、 ま た そ の

整理作業 を 専 門 家 が行 う 場合 は か な ら ず公費負担 に よ る 有償 の業務であ る べ き な の か、 そ

も そ も 社会 の な かで匿史や文化の保全 ・ 活用 は どの よ う な 位畳 に あ り 、 誰がその負担 を 担

う べ き な の か と い う 根本 的 な 問題 に つ い て 、 専 門 家 や 、 専 門 家 と 社会 の 鴎 に 、 大 き な 理解 ・

認識のずれがあ る こ と が改 め て 浮 き 彫 り に な っ た と 言 え る 。

な お 、 こ の 整理作業 の 成 果 は 、 史料 ネ ッ ト が98年 4 月 12 日 に 明石市で 開 催 し た市民講座

の場で展示 に よ っ て市民 に提示 さ れ た ほ か、 地域史研究誌への成果論文 の 掲 載 な ど も 予定

さ れて い る 。

こ の ほ か 、 尼崎戦後史聞 き 取 り 研究会が西淀川 の あ お ぞ、 ら 財 団 ・ 公害地域再生セ ン タ ー

の助成 を 受 け て実施 し た尼崎公害患者 ・ 家族の会史料 (被災史料 と し て 尼崎市立地域研究

史料館が保存) 整理作業や 、 神戸 市北区道場町連合 自 治会 か ら 要請 の あ っ た 文書整理の神

戸 女子大学 に よ る 実施 な ど、 史料 ネ ッ ト の 周 回 で は 被 災 史料以外の 地域史料 も 含め た 整

理 ・ 活用 の働 き があ り 、 史料 ネ ッ ト と し て も で き る 範囲で積極的 に対処 し て い る 。

〔市民 と と も に歴史 を 学び保全 す る 取 り 組み〕

被災史料 ・ 文化財保全活動の 経験か ら 、 災害時 に し ろ 平時 に し ろ 史料 ・ 丈化財 を 守 っ て

い く た め に も っ と も 必要 な の は 、 そ の保存の必要性や公共性 に つ い て広 く 市民の理解 と 合

を 作 っ て い く こ と で あ る と 考 え た 史料 ネ ッ ト は 、 何年 9 月 以来、 被災地各地で 「震災復

興 歴 史 と 文化 を 考 え る 市民講座」 を 開催 し て き た 。 98年 4 月 12 E3 に は 、 明 石 市サ ン ピ ア ・

ホ ー ル で 第 8 回市民講座 を 開催 し 、 さ ら に 神戸市東難 民 の森地区で は 9 月 か ら 11 月 に か け

て 、 計 4 回 の ミ ニ 講座 を 実施 し た。

ま た 、 各地域の歴史 を 学 び保全す る さ ま ざ ま な 取 り 組みへの参加や支援 ・ 協力 に も 、 引

き 続 き 取 り 組 ん だ。 震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ (神戸) 、 宝塚の古文書 を 読 む 会、 猪名荘遺
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跡 を 学ぶ 会 (f'ê.崎) 、 尼崎戦後史聞 き 取 り 研究会 と い っ た従来か ら の取 り 組み に加 え て 、 98

年 5 月 に は 史料 ネ ッ ト メ ン バ ー が中心 と な っ て 、 岡本家大庄屋 日 記研究会が発足 し た 。 こ

れ は 、 西宮市指定文化財 で あ り 被災史料で も あ る 尼崎藩大庄屋 岡 本家丈書の う ち 、 大庄屋

日 記 を 鶴訳 ・ 研究 し よ う と い う も の で、 今後の研究成 果が期待 さ れ る O

〔公的機関 と の連携 ・ 協力 、 働 き か け 〕

史料 ネ ッ ト は 、 震災 と 歴史 ・ 文化 に 関 す る さ ま ざ ま な 課題 に つ い て 、 公 的 機 関 と の連接 ・

協力 に 努 め 、 あ る い は働 き か け を 行 っ て き た 。 前記の被災史料保全への対応 に つ い て は 、

そ の と き ど き に地元 自 治体担 当 部局 と の情報の 共有や働 き か け を 行 い 、 ま た 市民講座や研

究会 な どの取 り 組み に 捺 し で も 地元 自 治体 と の連携 を 図 っ た 。

こ の ほ か 、 被災地の埋蔵文化財調査 と 保存 の 問 題 に つ い て は 、 98年 9 月 29 日 と 1 ] 月 10 日

に そ れぞれ神戸市教育委員 会 と 兵庫県教育委員 会の丈化財課 と 懇談 し 、 申 し 入 れ を 行 っ た 。

こ れ は 、 97年度末で震災復興関連特別措置が期 摂切 れ と な り 、 他府県 か ら の 発掘調査担当

者派遣が終了 し た こ と を 踏 ま え て 、 調査の実施お よ び報告書作成、 遺跡 ・ 遺 物 の保存状況

な ど に つ い て の情報開示 を 求め 、 十 分 な 措置 を 講ず る よ う 要請 し た も の で あ る O ま た 、 発

掘 中 の 長 田 区若松遺跡や兵庫津遺跡の 見学会 を 実施 し た 。

震災資料保存 ・ 記録化の 課題 に つ い て は 、 (財)阪神 ・ 淡路大震災記念協会 へ の 連携 ・ 協力

を 継続す る 一方 、 神戸大学 を 中心 と し た 寂 り 組み へ も 参加 し た 。 後者 は 、 神 戸大学文学部、

工学部 、 都市安全研究セ ン タ ー 、 附属図書館震災文庫 な どが学内横断的 ・ 学際 的 に 震災資

料保存 ・ 記録化 に 取 り 組み 、 さ ら に 阪神 ・ 淡路大震災記念協会や 自 治体史料保存機 関 な ど

と も 連携 を 図 っ て い こ う と い う も の で、 7 月 16 日 に 「神戸大学震災資料 に つ い て の研究会J

が開催 さ れた 。

ま た 史料 ネ ッ ト は 、 兵庫県 の公文書館施設であ り 、 震災関連の県の公文書保存 を 担 当 す

る 兵庫 県公館 ・ 県政資料館部 門 と も 情報交換 を 行 っ た 。 被災地の 自 治体 は か な ら ず し も 公

文書館業務の体制 が整 っ て お ら ず、 県 を は じ め被災市町 の震災関連文書が歴史 的公文書 と

し て 万全 に 保存 ・ 活用 さ れ る か ど う か は 予 断 を 許 さ な い状況であ り 、 行政 自 身 に よ る 十分

な 対処が望 ま れ る 。

〔活動の総括 と 今後の展望〕

以上の よ う な 課題 に 取 り 組み な が ら 、 そ の経験 を 踏 ま え て 、 史料 ネ ッ ト は 97年度 に 引 き

続 き 、 活動記録の作成 と 総括の作業 を 継続 し た 。 こ の作業 は 、 神戸大学文学部 ・ 鈴木正幸

教授 を 研究代表者 と す る 科学研究 「被災史料保全活動 か ら み た都市社会の歴 史意識 に 関 す

る 研究J (基礎研究 B 、 1997 - 1999年度) と 一体的 に 進め ら れて い る 。

ま た 、 活動の経験 と 教訓 を 全 国 の 史料保存関係者 と 共有 し 、 そ れぞれの事業 に活か し て

も ら う た め 、 98年 1 1 月 12 日 ・ 13 日 に 沖縄 で 開 か れ た全 国 歴 史資料保存利用 機 関 連絡協議会
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大会の場で、 史料ネ ッ ト 代表幹事の奥村弘が阪神 ・ 淡路大震災記念協会の 佐 々 木和子 と 共

同 で、 「現代社会 に お け る 地域史料保全 の 課題 一 阪神 ・ 淡路大震災が問 い か け た こ と 」 と

題す る 報告 を 行 っ た 。

今後 も 引 き 続 き 、 経験 と 教訓 を 総括 し 、 情報発信 し て い く 作業が必要 と さ れ て い る O 一

方 、 被災史料の整理 ・ 活用 や各地域で歴史 を 学 び保全す る 取 り 組み に お い て は 、 従来の専

門 家 や 行政主導の事業ス タ イ ル よ り も 、 む し ろ 市民主体の取 り 組み に こ そ 可 能性があ り 、

実質的 な 成果 を も 生み 出 し て き て い る 。 史料 ネ ッ ト は 、 そ う い っ た取 り 組 み を 市民 自 身が

実現 し て い く こ と への専 門 的 な 立場か ら の 支援 ・ 協力 、 情報提供や ネ ッ ト ワ ー ク 化、 行政

と の橋渡 し 役 な どの機能 を 果 た し つ つ あ る O こ う い っ た こ と も 踏 ま え な が ら 、 今後の活動

の あ り 方 に つ い て模索 し て い る O

( 歴 史資料ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先)

千 657-8501 神戸市灘区六 甲 台町1- 1 神戸大学文学部内

Tel � Fax 078-803-5565 

E-mail yfuj ita @lit.kobe-u .ac.jp 

U R L http://www.lit.kobe-u .ac.jp/-kenta/siryo.html 

5 . 新 し い町並みの形成
〔布民協定で ま ち の味づ く り 〕

兵庫県が、 将来 に伝 え た い と 思 う ふ る さ と の景観 を 募 っ た と こ ろ 、 1 ， 900件 も の応募が

あ っ た 。 そ の な か に は 、 震災で、失 っ た路地裏、 民家の黒塀 な ど を あ げる 人がい た 。 失 っ て

み て 初 め て そ の値打 ち が分か っ た の が景観で あ る 。 住宅の再建 は 進 ん だが、 街が変 わ っ て

し ま っ た と 嘆 く 声が間 かれ る O そ こ か ら 、 住民、 事業者 な どが足強み を そ ろ え 、 復興の な

かで地域の伝統や特色 を 残 し た 景観 を 後 に伝 え よ う と い う 動 き がひ ろ が っ て き た。 住民同

士が話 し 合 い 、 や わ ら か な 約束事で あ る 「景観形成 市民協定」 を 結ぶ 例 が増 え て い る 。

神 戸市景観条 例 に 基づ く 市民協定 の 申 請 第 一 号 は J R 新長 田 駅 の 北 地 区 で あ る 。 「全体

がケ ミ カ ル シ ュ ー ズ の了市場」 と い わ れ る 衝で あ る が、 震災で家屋の 8 割強 が全壊、 全焼す

る と い う 被害 を 受 け 、 復興土地区画整理の対象地区 と な っ た 。 こ の地 区 の 6 つ の ま ち づ く

り 協議会が集 ま り 、 「 い え な み 基準」 を つ く っ た 。 自 宅や 席舗 を 再建す る 際、 ま ち の 景 観

に 配慮 し て建物の色、 屋根の形、 緑化、 広告の大 き さ を 考 え る 。 ま た 震 災前 の 人情あ る 交

流 を 取 り 戻す た め 、 隣家 と の 聞 を 狭 く す る 工夫 も 加 え た 。 住 ・ 商 ・ 工の 混在が生 む活気や 、

狭い路地、 長崖 な どが醸 し 出 し て き た } ド 軒情緒 を 「 ま ち づ く り 資源」 と し て 積極的 に と ら

え る 視点 が評価 さ れて い る 。 市民協定 の 申 請 は こ の ほ か に 、 中央区 の栄軒通地区 と ト ア ロ ー

ド 地 区 、 東灘区 の 魚崎郷地 区 か ら も 出 さ れた 。
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〔心 を つ な ぐ景観復興め ざす〕

98年10月 、 兵庫県 は被災地 の 景観の復興の た め の 「兵庫県景観復興マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム 」

を 策 定 し た 。 震災か ら 3 年半余 り が過 ぎ て都市基韓、 住宅、 産 業 な ど は 総量 的 に は ほ ぼ震

災前の水準 に 回復 し 、 震災復興は 2 次的局面 を 迎 え た 。 被災地の景観復興 は 2 1 世紀 の 地域

づ く り を 先導す る も の と な る と い う 観点か ら 、 地域が培 っ て き た個性の継承 と 新 た な 地域

文化 を つ く る こ と 、 そ し て次世代 の 人 々 や 内外 に 誇 り う る 、 美 し く 魅力 あ る 被災地の街並

み 景観 を 創造す る こ と が 目 的 と さ れて い る O こ れ に は 県民 、 事業者、 団体、 行 政 な ど の 各

主体が、 連携、 協働 し て 自 発的 、 積極的 に取 り 組む と い う こ と も 定め ら れた 。

基本方針 は①め ざすべ き 地域景観 イ メ ー ジ の 共有 、 ②地域の価値あ る 景観の発見 と 継承、

③新た な復興街放み景観の形成、 ④復興市街地の調査研究 と 情報発信、 の 4 項 目 であ る 。

プ ロ グ ラ ム は こ れ に 沿 っ て 、 地域の特色 に 合 わ せ た 景 観づ く り を提案 し て い る 。 例 え ば、

通 り や 町内会で一緒に取 り 組み た い と い う 地域 に は 「住民発意促進型J を 、 文化財や近代

建築物 な どの景観資源があ る 地域 に は 「景観資源 ネ ッ ト ワ ー ク 型」 を 、 ま た見 通 し 景観や

跳望景観が魅力 の核 に な っ て い る 地域 に は 「大景観 ・ 眺望景観型J を 勧 め る O

計画の対象地 区 は被災 し た 10市10町で、 そ れ を さ ら に神戸地区 (神戸市、 明 石市、 三 木

市) 、 阪神地域 (尼崎市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹 市、 宝塚市、 川 西市) 、 淡路地域 (洲本市、

津名 町、 淡路町、 北淡町、 一宮軒、 五色町、 東浦町、 緑町、 西淡町、 三 涼 町 、 南淡町) に

分 け て 、 そ れぞれの個性 を 生 か し た 景観づ く り に取 り 組む 。

[ í伝 え た い ふ る さ と の景観」 選定〕

共産県 は 、 住民参加 に よ る 地域の景観復興 を 推進す る た め 、 98年 6 月 1 臼 か ら 7 月 17 日

ま で 「伝 え た いふ る さ と の景観」 を 県民 に募 っ た 。 対象 と な る 地域 は被災 し た 10市10 町 と

し た 。

応募数は 次 の 表の と お り と な っ た 。 (重複 し て い る も の は 除い た )

雨戸地瓦! 開制 ! 淡路地域 合
物 l 199 68 501 

181 1 14 489 

83 54 253 

26 42 l 1 5  

7 2 16  

496 280 1374 
(44 % ) (36% ) (20%)  i ( J竺%斗

応募の 中 か ら 、 学識経験者 ら で構成す る 「伝 え た い ふ る さ と の 最観選定委 員 会」 が今後

の ま ち づ く り の参考 と な る 景観 な ど を 「缶 え た い ふ る さ と の景観」 と し て 選定 し た 。

神戸 ・ 東播!妻、 阪神地域で は 、 ま ち な み の ラ ン ド マ ー ク と な っ て い る 近現代建築物や社
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寺 な どの建築物 の 景観が最 も 多 く 選定 さ れ た 。 次いで多 く 選ばれた の は 、 公園 ・ 緑地、 街

路樹 ・ 樹木、 生 け 垣 な どの 自 然物 の景観で、 生活風景 は応募数が少 な い も の の 、 暮 ら し の

雰囲気や商庖街や市場の 活気あ る 景観 な どが多 く 選定 さ れ た 。

淡路地域で は 、 海、 山 、 田 園風景な どの 自 然物 の 景観が最 も 多 く 選定 さ れ た 。 次 い で、社

寺 や 歴 史的 な ま ち な み 、 現代建築 な どの景観が多 く 、 ほ ぼ同 数で漁港、 橋 梁 、 石垣 な どの

構造物 ・ 工作物 の 景観が選ばれ た 。 生活風景 で は 、 祭 り や神事、 イ ベ ン ト の風景 な ど生活

感 あ ふ れ る 景観が選 ばれ た 。

選定 さ れ た 数 は次の表の と お り で あ る 。

淡路地域 | 合 計
24 I 14 1  
40 144 

29 22 75 

23 8 ; 1 1  42 

2 

1 7 1  137 
(42%) l (34 % )  

兵!車県 は ま た 、 選定 さ れた 「伝 え た いふ る さ と の 景観」 の意義 を 広 く 毘知 ・ 啓発す る た

め 、 地域別 、 テ ー マ 別 に紹介す る 冊子 を 99年 3 月 に発行 し た 。

〔異人館に伝統的建造物の銘板取 り 付け 〕

何気 な い塀や 門 に も 歴 史があ る 。 ま ち の記憶 を 掘 り 起 こ し 、 観光客が北 野 の 控 史 を 学ぶ

き っ か け に な れ ば… と 、 「北野 ・ 山本地区 を ま も り 、 そ だ て る 会」 が、 神 戸 市 と 協力 し て

各異人館 に 「伝統的建造物」 と 記 し た銘板 を 取 り 付 け た 。 単 な る 観光地 と し て だ け で な く 、

異 人館 の 歴 史 的 な 面 に も 日 を 向 け て も ら お う と い う も の で あ る 。

異人館 に 設置 さ れた銘板 (神戸新開社提供)
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〔鎮魂の並木道を 提唱〕

震災後 に 神 戸復興の応援歌 を発表 し た歌手の し ら い み ち ょ が、 犠牲者の鎮魂の た め の並

木道 を つ く る 運動 を 提唱 し た 。 し ら い が鎮魂の並木 道 に 選 ん だ の は 、 灘 区 の 都賀 川 の岸。

灘丸山公園 か ら 灘浜緑地へ、 山 か ら 海へ と つ な が る 沿岸が も っ と も 神戸 ら し い イ メ ー ジ の

場所 と 感 じ た か ら と い う 。 収益で苗木 を 購 入す る コ ン サ ー ト を 開 い て 、 数 年 が か り で約

6 ，  500本 を 植 え て い く 計画 で あ る 。

〔荷段 「へ こ た れん披」 復活〕

神戸市J兵庫 区 の 湊川 十 四 丁 目 西部地区 の住民が力 を 合わせ、 長年親 し ん で き た 石段の坂

道 を 復活 さ せ た 。 こ の 地 包 は 源平合戦 ゆ か り の鴇 ( ひ よ ど り ) 越 え 近 く の 高 台 に あ り 、 真

ん 中 に坂道が通 っ て い る O 約50軒 あ っ た民家や ア パ ー ト が震災でほ と ん ど全壊 し 、 市 の 災

害地すべ り 区域の指定 を 受け た こ と が理 由 で住 民 は な か な か婦 っ て こ な か っ た 。 石段の坂

道 も 痛 ん だ ま ま だ っ た が、 昔 な が ら の 可の情緒 を 復活 さ せた い と い う 住民の熱意 に市が協

力 、 震災か ら 3 年 7 ヵ 月 を 経 て 完成 し た 。

長 さ 40 m 、 高 さ 18 m の急 こ う ぱい の 石段 は 、 幅 4 m に広 げ ら れ、 救急車 や 消 防車が入れ

る よ う ス ロ ー プが付 け ら れ た 。 住民は こ の 石段 に 「へ こ た れ ん坂」 と 名付 け 、 銘板 も 据 え

つ け た 。

〔 さ わ や か街づ く り 賞 に 「海岸 ピ‘ル」 な ど〕

美 し い ま ち づ く り に 寄与す る 建物 や 活動 を 表彰す る 兵庫 県 の 「第七 回 さ わ や か街づ く り

賞」 にお件が選 ばれ、 98年10月 2 日 に 神戸市東灘区 の 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン マ ー ト で 開催 さ れ

た 「 ひ ょ う ご ま ち づ く り セ ミ ナ ー 」 で授与式が行 わ れた 。 賞 の建築物部 門 に は 、 新 旧 の 歴

史 を 積 み 重 ね 、 震災での全壊 ビ、 ル を 再建 し た 神戸市 中 央 区 の 「海岸 ピ、ルj が、 ま ち づ く り

活動部 門 に 、 被災地で商業者 と 住民が一体に な っ て活動 し て い る 神戸市灘 区 の 「j難中央地

豆 ま ち づ く り 協議 会」 が選 ば れ た 。 ま た震災復興特別賞で は 、 全壊 し た が創 建 当 時の外観

を 復元 し た神戸市 中 央 区 の 1 1日神戸居留地十五番館」 を は じ め と し て 、 「神戸 三宮セ ン タ ー

街一丁 目 復興街づ く り 」 、 「真野 ふ れ あ い住宅J (以上神戸市) 、 「淀川 製鋼迎賓館J (芦屋市 ) 、

「荒牧地区 内 整情委員 会J 、 「鴻池地区震災復興促進委員 会」 、 「両野地医震災復興推進委員

会J (伊丹市) が受賞 し た 。

そ の ほ か の被災地で、 の受賞は次の と お り で あ る 。

〔 ま ち な み部 門 〕 神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン プ ラ ザ、 キ ャ ナ ル タ ウ ン 兵産東街区 お よ び中街区 (以

上神戸市) 、 広 瀬 邸 (芦屋市)

〔建築物 部 門 〕 神 戸 酒心館 (神 戸市) 、 市 立西宮浜小学校、 市 立今津小学校六角 堂 (以 上

西宮市)

〔 シ ン グ ル ・ サ イ ン 部 門 ) オ リ バ ー ソ ー ス 壁面サ イ ン 、 大丸神戸庖 タ ク シ ー 乗 り 場サ イ ン 、
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VICTOIRE IIOMMES 入 口 サ イ ン (以上神戸 市)

〔 ま ち づ く り 活動 部 門 〕 五 月 台禽づ く り 推進委員 会 (宝塚市)

〔 ト ア ロ ー ド ま ち づ く り コ ー ポ レ ー シ ョ ン 〕

神戸市 中 央区 の ト ア ロ ー ド の 活性化 を 目 指 し 、 40の地元商府主 ら が街づ く り の株式会社

「 ト ア ロ ー ド ま ち づ く り コ ー ポ レ ー シ ョ ン J を 設立 し た 。 ト ア ロ ー ド 地 区 ま ち づ く り 協議

会が定め た 「 ト ア ロ ー ド ま ち づ く り 計画J を 推進す る た め 、 土地の取得 や 借 り 上 げ、 協 同

事業の コ ー デ イ ネ ー ト 、 イ ベ ン ト 、 文化事業の 展 開 な ど を 業務 と す る 。

そ の 第 1 号直営屈 の 'TOR DECO ( ト ア ・ デ コ ) J が98年 7 月 31 日 、 中 央 区 中 山手通 3

に 開屈 し た 。 ガ ラ ス 製品 の 製造 ・ 販売 を 軒づ く り に 生 か し 、 全 国 的 に i主 目 さ れて い る 滋賀

県長浜市 の 第 三 セ ク タ ー 会社 「黒磨」 と 業務提携 し 、 同社製作 の 製 品 を 中 心 に 販売 し て い

る c 同 社 は ト ア ロ ー ド沿い に 庖舗 を 増 や し 、 よ り エ キ ゾチ ッ ク で お し ゃ れ な 町並み に し て

い こ う と 計画 し て い る 。

関宿 し た 'TOR DECOJ (神戸新関社提供)

〔取 り 壊 し 決定 を撤国〕

震災で大 き な被害 を 受 け 、 い っ た ん取 り 壊 し が決 ま っ て い た神戸市 中 央 区 の 旧大林組神

戸 支庖 の 赤 レ ン ガの外壁が保存 さ れ る こ と に な っ た 。 こ の建物 は 、 東京駅や 中 之 島公会堂

を 設計 し た 日 本近代建築の祖 ・ 辰野金吾博士が設計、 1908年 ( 明 治4 1年) に 建築 し た レ ン ガ

造 り の 三 階建 て で 、 南 正 面 の 玄 関 や 窓、 回 り の デザ イ ン な どが本格的 な ク ラ シ ッ ク ス タ イ ル

と い わ れ る 。 戦災で内部が大改装 さ れた が、 壁 は 当 時の ま ま の外観 を 保 っ て き た 。

震災で壁 に ひ びが入 る な ど し た た め取 り 壊 さ れ る こ と が決 ま っ た が、 神戸市や市民の保

存 を 求め る 声が こ の計画 を 止 め た 。 壁 は南面 と 酉面が残 さ れ る こ と に な っ た 。 将来 は 明治

の薫 り を と どめ る 名建築がオ フ ィ ス と し て よ みがえ る 。
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〔水 と み ど り の千年都市 を め ざ し て〕

阪神疏水 と ま ち づ く り 懇話会が 「水 と み ど り の千年都市」 を 提言 し て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災 は 、 大都市 を 直撃 し た地震の た め 、 道路 ・ 鉄道 を は じ め 、 水道、 電気、

ガス な ど都市碁盤 に 潰滅的打撃 を 与 え た 。 被災地 は 、 日 常生活で は気づか な か っ た水 と 緑

の 防災的役割 を 再認識 さ せ ら れ た 。 こ の経験か ら 市民意識の 中 で 、 訪災体制 や 緊急、体制 な

どの安全性への 関心がi高 ま る と と も に 、 身 近 に 水 と み ど り に 親 し め る 機会への希求が生 ま

れ て い る 。 震災の教訓 を 契機 と し て 、 7l<. と み ど り の 存在価値 を 新 し い都市づ く り に活かす

た め に は 、 こ れ ま で の 生活形態 を 変 え な け ればな ら な い 。 水消費型 か ら 節水 ・ 水循環型社

会へ。 「湯水の よ う に寵 う 」 か ら 「源 を 思 い 、 少 な い水 を 工夫 し て 大切 に使 う 」 へO そ し

て新 し い技術 を 駆使 し て 、 「 た め る ・ ゆ っ く り 流す ・ も う 一度使 う ・ 見 え る 」 水 の シ ス テ

ム を 構築す る 必要があ る 。

都市の復興 に つ い て は 、 歴 史 的 な 大規模 な 先例 があ る O 明治維新の遷都 に よ っ て衰退 し

た 京都 を 復興 さ せ る た め 、 琵琶湖疏水事業が行 わ れ て い る 。 琵琶j湖胡 か ら 京都 ま で

て 、 舟運、 発電、 上水道、 防火用水、 浄化用水、 i産蹴用 水 な ど に 利用 し た 。 こ の先 人 の 知

恵、 に倣 っ て 、 将来の 販神諸都市 の都市づ く り の 日 標 を 、 千年後で も 安心 し て 住 み続け ら れ

る 「水 と み ど り の 千年都市」 と す る 。 そ の骨格 と し て 、 「水 と み ど り の [，11廊」 構想が提案

さ れた 。 そ の た め の 河川 の整備方向 と し て 、 ①本書 ・ 地震 な どの災芹 に 強 い J l l 、 親 し み や

す い 川 、 存在感の あ る J l l づ く り 、 ②河J l l 宅 問 や 断[ITîの [ 夫、 ③隣接す る 公 開 や道路 と の

体的 な 整備 、 ④阪神疏水 な ど多様な 水源の確保 と 、 京間河川 の 連結 、 が考 え ら れ、 ま た 市

街地の整備方 向 で、 は①既存水路、 雨水貯留、 地 下 水 j函養 な ど、 都市全体で 「 た め る ・ ゆ っ

く り 流す ・ も う 品度使 う ・ 見 え る 」 水 に し て し ぺ 、 ①地形 ・ 土地利 用 特性 に 応 じ た ネ ッ ト

ワ ー ク と 、 消 防水利への活用 、 ③遊ぶ;1':、 凡 る 水、 つ な ぐ水 と 水質への配慮 、 (主住民 ら に

よ る 水 と み ど り の 維持管理、 があ げ ら れて い る 。

「阪神疏水 と ま ち づ く り 」 懇話会 は水 と み ど り の 回廊 の 実現 に 向 け て 、 行 政 問 の 連携、

住民参加 に よ る 計画づ く り と 維持管理、 パ イ ロ ッ ト 事業 ・ モ デル事業 の 実施 な ど を 呼びか

け て い る 。

「阪神疏水 と ま ち づ く り 」 懇話会の委員 は次の と お り で あ る O

座長 芦 田和 男 ・ 京都大学名誉教授 (兵庫県河川 審議会会長)

委員 石川 幹子 ・ 工学院大学教授 (緑地計画)

神 田 徹 ・ 神戸大学工学部教授 (河川 工学)

鳴 海邦碩 ・ 大阪大学工学部教授 (都市計画 ・ 環境計画)

室崎益輝 ・ 神戸大学工学部教授 (都 市計画 ・ 建築物防災計画)

〈参考文献〉
「水 と み ど り の 千年都市 を め ざ し て」 仮神疏水 と ま ち づ く り 懇話 会 1998年1 0 月
「水 と み ど り の千年都市 を め ざ し てJ [1既要版〕 阪神疎水 と ま ち づ く り 懇話会 1998年10月
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震災記念公顕 オ ー プン

98if.会 4 月 2 日 、 野 島 断層 を 保存 し 、 公開す る
北淡町の 「震災記念公園」 が開園 し た 。 野 島 断
層 は北淡町北部一帯で総延長約10km に わ た っ て
露 出 し た活断層。 研究者 ら か ら 「極め て 貴重」
と 保存 を 望 む声があ が り 、 町 と 県が町づ く り の
意味 も 含め て保存 に乗 り 出 し た 。 公 開 は 、 地表
の 野 鳥 断層 の !司 凶 約 3 ha を 整備 し た も の で、
断罪j の 南端部分の 約 140 m を 収容 し て い る 保存
館の ほ か、 地元の特i'í" 品 を 提供す る レ ス ト ラ ン 、
物j，i'Zûnがあ る

{米 作 告白 l土 T ド ー ム 形 ア ル ミ !長 十f� の 、17 !-1� 約
3 ， 000ば で 、 活 断片4 を す っ ぽ り 援 っ て い る 。 ま
た 断層 の J誌 に は 、 深 さ 2 . 5 m の 滋 を 掘 り 、 l主「
dlí が は え る よ う に し て あ る 。 ず れ た 刊二 けlfi や亀
裂がノと る 道路な ど、 周辺の姿 も 、Jí 尚一 の ま ま 保存
さ れ て い る c こ の ほ か に 、 断層 が敷地 を 横 切 っ
た民家 を 「 メ モ リ ア ルハ ウ ス J と し て 、 99年若手
に 一般公開す る 。 さ ら に 、 北淡町 の 犠牲者40 人
の 名 前 を 刻 ん だ震災モニ ュ メ ン ト の 建設 も 99年
春の完成 を 目 指 し て進 め ら れ た 。 そ の そ ばに建
て ら れ た 皇后 さ ま の 歌碑 は 、 震災 4 年 自 の 1999
年 1 月 17 日 に 除幕式が行 わ れ た 。

「震災記念公園」 への 人 々 の 関 心 は高 く 、 間
関 ま で に 5 万 人 を 目 標 と し て い た 自体予約が 9
万 人 を 越 え た の を 始 め 、 年間30万人 と 当 初予測
し て い た 入場者数 は 、 開 園 後三 ヵ 月 で大 き く 上
回 っ た 。 明石海峡大橋 を 使 っ た ツ ア ー の 日 玉施
設 に な っ て お り 、 入館者の 9 害l を 団体苓が占め
る 。 訪 れ る 人 た ち の 意 見 と し て は 、 「断層 を 観
光資源 に 転換 し た 発想、がす ごいJ rマ イ ナ ス を
プ ラ ス に し たJ r こ れ を 観光施設 に し て い い の
かJ r遺跡 の よ う で震災が過去 の も の に 感 じ る 。
なぜ作 っ た の か、 気持 ち が伝 わ っ て こ な い」 な
どが聞 か れて い る 。 こ れ に 対 し て 公園側 は 、 「訪
れ た 人 に 断層 に つ い て 理解 し て も ら え な け れ ば、
意味がな し ミ。 震 災 当 時 と 今 と を 比較 し た 大パ ネ
ル を 展示 し た り 、 今後 も 努力 し て い き た い」 と
の 意 向 で あ る 。

国 宝 な ど を 指定す る た め の 誇問機関 、 文化財
保護審議 会 は 98年 4 月 、 野島断層 を 天然記念物
と し て指定す る よ う 求め る 答 申 を 提 出 し た 。 指
定 さ れ た の は 、 最南頭部 に位置す る 小倉 地 反 の
長 さ 185 m 、 幅 1 5 �45m 部 分。 断層 が破線状 に

保存館内の�'f応断片í (神} i新間十i 提供)

出 現す る 「維行 (がん こ う ) 亀裂」 な ど断層 変
位 地形が典型 的 に 見 ら れ、 学術 的 な 貨重 さ に 加
え 地震や 防災への教�JiI を 広 め る 観点 か ら 指 定 を
求め る 声r も あ っ た 。 地震 と の 因 果 関係が明 ら か
な 断層 指定 は 六件 目 。 天然記念物指定は、 同年
7 月 31 日 の官報に告示 さ れ正式 と な っ た 。

こ の保存館 の 断層 に 、 6 月 ご ろ か ら 乾燥 に よ
る ひ び割れがで き 始め た 。 ひ び割 れ は 、 館 内 の
全長140 m の う ち 、 樹脂で 出 め て い な い 中央部分、
約70 m o 保存館の u言 は 断層 を 覆 っ て い る だ け
で、 全体は震災当時の ま ま で あ る 。 こ の た め 地
下水の影響 を 受 け や す く 、 ま た 、 館内 の 空調や
窓 ガ ラ ス か ら 差 し 込む 紫外線 な どで、 地表聞の
乾燥が進行 し て 、 そ の ま ま 放置 す る と 、 断層 が
崩 壊す る 恐れがでて き た。 そ の た め 、 加湿 - 防

塵 シ ス テ ム の散霧装置 を 導 入 、 日 に 三 回 の散霧
を 行 っ て ひ び割 れ を 防 い で い る 。

l 土 、 断層 の 周 凶 に 巡 ら し た直径 1 セ
ン チ の パ イ プ に が Jl m 間 間 に特殊 ノ ズ ル を 取 り
付 け 、 そ こ か ら 5 ミ ク ロ ン の超細霧 を 撒 く と い
う も の O こ れ に よ っ て 断層 面 を 1�つ け る こ と な
く 、 均 一 に 水 分 を 補充で、 き る 。 水の代わ り に薬
剤 を使 う と ア リ 退治 に も 効果があ る し 、 散霧す
れ ば館 内 の 温度が ドがる の で 夏場 に は省 エ ネ の
冷房効果が期待 さ れ る こ と も 分か っ た 。

99年 2 月 に 入 っ て iπj公 開 は 、 被災者が入場者
に 当 時 の様 子 や 復 興 の 苦 労 な ど の 体験 を 話 す
「語 り 部」 を 常駐 さ せ る た め 、 そ の 養成講座 を

始め た 。 間 関 し て み る と 、 予想の10倍 を 上 回 る
入館者が訪れ た た め 、 全員が職 員 の 説明 を 開 く
余裕がな い こ と も 多 く 、 震災に つ い て 学 ん で も
ら う 本米の役割 を ど う 果 た す かが問題 と な っ た。 (
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そ こ で、 4 月 に 開 査官す る 「 メ モ リ ア ルハ ウ ス 」
に 、 語 り 音1\ に よ る 漠災の体験談 を 盛 り 込 む こ と
に し た 。 Lt災で は 、 神 戸 111で修学旅行生 に 小 中
学校の退職校 長がl活 を す る 告Ij伎 は あ る が、 記念
施設でのji?駐のぷ り 却 は 初 め て で あ る

灘 ・ 酒蔵に創造的町並み
西官 r1í を 台 む灘 五郷会体で、 約50棟あ っ た 酒

蔵の 9 割が倒壊 し 、 街の)武景 は A変 し た 。 魚崎
郷、 御 影郷、 内郷の 酒造 会社 と 神戸市 は 「澗 を
生かす ま ち づ く り 懇談会」 を 設置 し て 「酒蔵の
道」 の 整備 な ど を 進 め て い た が、 そ れ も 無 に帰
し た 。 し か し 、 徐 々 に復興 さ れて 、 震災後 3 年
で神戸市内 で は 3 棟が再建 さ れ た 。 灘五郷
台 に し た N H K の朝の連続 ド ラ マが放映 さ れて
か ら 、 そ の舞 台 を 訪ね る パス ツ ア ー が企画 さ れ
る な ど、 観光客 も 戻 っ て き つ つ あ る 。 次 第 に 活
気 を 見せ始め て は い る が、 元の街並みが戻 る こ

養成講座 に は 、 町内 の被災者 を 中心 に神戸市
な どか ら 34 人が参加 し 、 地震や 断 層 の 基礎知識
も 含む講習 を 受 け た 。 参加者 の ひ と り は 「震災

て い か な け れ ば と の 思 い が強 く 、 ぜ、ひ語
り 部 を し て み た い」 と 言 う 。

f主輿を !.jミた し た It:の鵠資料館 (神戸新1m社提供 )

と は も う な い と 、 住民 も 、 酒造会社 も 思 っ て い コ ン ク 1) ー ト 、 本瓦ぶ き 二 階建て で 、 旧舘の約

る 。 一方で、 歴史的景観 を 配慮 し て の 新 し い街 二倍の規模。 塀 と 外壁 に 灘 の 酒蔵建築特有の焼
並みが現れて い る 。 新 し く 建て ら れた マ ン シ ョ き 杉板 を 張 り 、 内部の柱や 梁 に は 旧館 か ら の 木
ン は 滴蔵風の デザイ ン を 取 り 入 れ、 住宅は塀に 材 を 再利用 し て い る 。 一 階 は 照 明 を 落 と し て 実

丸瓦 を のせ て い る 。 酒造会社 も 、 蔵の再建に倒 際の雰囲気 を 出 し て 酒造工程や 昔 の 用 兵 を 展示

壊 し た蔵の廃材 を 活用 し た り 、 鉄筋 コ ン ク リ ー し た 滴造展示。 二 階 は収蔵庫で、 民俗文化財 を
ト 造 り に し て も 、 外見 を 板壁 と 瓦屋根 に し て校 保管 し て い る 。

時の京観 を 残す な ど工夫 し て い る 。 神戸市灘区の県重要有形民俗文化財指定 「沢
神戸市東灘 区 の 「模正宗」 は98年10月 、 震災 の鶴資料館」 は99年 3 月 に復旧 工事 を 終 え 、 引

で倒壊 し た 酒蔵の跡地 に 、 レ ス ト ラ ン や滴造資 き 絞 き 県 の 指 定 を 受 け た 。 「大石 蔵」 と 呼 ばれ

料 を 展示 す る 施設 「段、宴」 を 開設 し た 。 震 災 に る j酉蔵 は 、 昔 な が ら の酒造 り の 方 法 を 現代 に 伝

耐 え た 門 を ムー関 に 再 利 用 、 建物 は 酒蔵風の デザ え る 資料館 と し て公開 さ れて い た 。 復 旧工事は 、
イ ン を 採用 し たc 昔の酒蔵の雰囲気 を 再現 し た 倒壊 し た材料 の 五割以 上 を 再利 用 し て行 わ れ 、

コ ー ナ ー も 設置、 レ ス ト ラ ン で は灘五郷 十 数社 1? な が ら の木造二階建 て の 酒蔵が再び姿 を 現 し

の清酒 を 味 わ え る な ど、 新 た な 酒文化の情報発 た 。 復元 し た建物 は 、 免震装置の 採用 や鉄骨 に
信 を 目 指 し て い る 。 よ る 補強 な どで対震機誌 を i高め た も の と な っ て

河 じ く 東灘区 に あ る 菊正宗酒造の 「菊正宗酒 い る 。 館内 に は 背の 酒造用 兵が展示 し で あ る ほ
は99年 1 月 に 再建 を 完成 、 開館 し た 。 か、 利 き j密や清酒販売の コ ー ナ ー な ど ミ ュ ー ジ

同記念館 は1960年、 国 の 設要有形民俗文化財 に ア ム シ ョ ッ ブ も 併設 さ れて い る 。

指定 さ れ た 「凝の 酒造用具」 を 保存展示す る 施 ま た再建工事 に 先 立 っ て行 わ れ た 神戸市教委

設 と し て 設 立 さ れ た 。 震災で酒蔵 を 利 用 し て い に よ る 埋蔵 文化財調交で、 半地 ド式の槽場 (ふ

た!日館が倒壊、 展示品 は ガ レ キ の Fか ら 社員 ら な ば) が見つ か っ て お り 、 遺構の 一部が見苧で

が掘 り 出 し て 修復 さ れた 。 新 し い記念館 は 鉄筋 き る 。
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'i尺の鶴資料館」 の復興で、 被災 し たi難五郷の
酒蔵資料館のすべてが復興 を 終え た こ と に な る 。

震災マ ッ ブの発行

被災地に建て ら れ た 慰霊碑や地蔵 な ど に込め
ら れ た 思 い を 語 り 継 い で い こ う と 、 「震災モ ニ ュ
メ ン ト マ ッ プ」 が99年 1 月 、 被災地の 市民に よ っ
て発行 さ れ た 。 地 図 に は被災地内の 6 市 に あ る
55 カ 所の 記念碑 を 掲載 し て い る 。 「 亡 く な っ た
方 々 への鎮魂 と と も に 、 生 き 残 っ た わ た し た ち
が、 震災の経験 を 忘 れず、 次代 を 担 う 人 々 や後
出: に 伝 え る 、 と い う 決意で も あ る 」 と い う 思 い
も 百己 し で あ る 。

神戸市長 田 区 の ア マ チ ュ ア 写真家 ・ 徳永遊二
郎が被災地の慰霊碑 を撮影 し た写真展 を 聞 い た
の を き っ か け に 、 ボ ラ ン テ イ ア 自体 「がんばろ
う ! ! 神 戸」 の 堀 内正美代表が地[.;z[づ く り を 提
案 し た 。 賛同 し た市民 ら が 「震災モ ニ ュ メ ン ト
マ ッ フ。作成委員 会J を 結成、 何年末か ら 準俄 を
進め た 。

定塚市社町の宝塚神社 は 、 震災で倒壊 し た江
戸 初 期 の 石 の 鳥居の部材 を ' 1 . 1 7の諮 り 部」
の そ ニ ュ メ ン ト と し て よ み がえ ら せ た 。 河神社
に あ っ た 三基 の ，鳥居が倒壊 し た 。延宝 2 年
年) の 銘 の 入 っ た も の も あ っ た 。 一基は修復で
き た が、 二 基 は 修復が不可能な状態 だ っ た 。 神
社 は '320年 も 神社 を 守 っ た 鳥 居 を 溌棄す る の
は忍びな し り と 、 モ ニ ュ メ ン ト に作 り 変 え る こ
と に し た 。 震災 を 末永 く 伝 え る 生 き た 教訓| に な
れ ば、 と い う 額い を 込め て い る 。

神戸市兵庫 区 の大輸出橋 は石柱が記念碑 と し
て再建 さ れ た 。 橋 は 、 神戸大空襲、 阪神 ・ 淡路
大震災 と 二度 の 災禍 に 見 舞 わ れ た O 震災では高
さ 5 m の 4 本 の石柱が倒壊 し た 。 神戸 市は う ち
1 本 を 利用 し て 「戦災 ・ 震災モ ニ ュ メ ン ト J と
し て 再建、 98年10月 に 除幕式 を 行 っ た 。 発光 ダ
イ オ ー ド を 理 め 込 ん だ冬の星座 の デザ イ ン で 、
日 没 と と も に星が光 る 。 二 本 に 折 れ た 毅柱 を 寝
かせ、 そ の上 に 銘板 を 置 い た 。 ま た 、 近 く に あ
る 薬1J11 与 は 、 f患の 親柱や欄 子 の破片 を 埋め込ん
だ モ ニ ュ メ ン ト を 境内 に 設置 し た 。

女子生徒 3 人が亡 く な っ た四寓市瓦水 中 学校

〈参考文献 神戸 歩 い て 1 00景」 神戸新開
社編 神戸新聞 出版セ ン タ 一発行 1999年 5 月

災 禍 を 刻 み 、 光 を 灯 す大輪IH橋のそi
f主 (神} í�庁間付 J廷供)

は 「彼女た ち の魂が永 遠 に 生 き 続け る よ う に」
と 、 日 時計 を設置 し た 。 二三 角 形 の 台 は校章 を ア
レ ン ジ し た も の で、 そ の 各角 に 震か れ た 球 は 3
人 を 表す。 未来へ羽ばた く 烏 の 形の 指針 が、 永
速 の 時 を 刻 ん で い る 。

モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プが発行 さ れた 99/cf 1 月 17

日 、 芦尾市 の精道保育所 を 起 点 に 慰霊砕 を 巡 る
「モ ニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク 」 が開 か れ た 。
マ ッ プは 、 1 月 か ら 無料で、配:1fí さ れた 。 一 ヵ

月 ほ どの [�J に 5 万部が配 ら れ た が、 大 き な 反響
があ っ た 。 作成委員 会 の 事務局 「がんばろ う ! !

神戸」 に は 、 今lfil掲載 さ れて い な い モ ニ ュ メ ン
ト の情報が29件 あ っ た ほ か、 マ ッ プ を 送 っ て ほ
し い と い う 希望や活動 を 支 え る 支援金が寄せ ら
れ た 。 ま た マ y フ。 を 受 け取 っ た お礼 と と も に 、
震災の犠牲 と な っ た息子への 思 い を つづ っ た 母
親 も あ る 。 「がん ば ろ う ! I 神 戸 」 の堀 内 代 表

は 「マ ッ プ を き っ か け に 、 話 し に く く な っ て い
る 震災の体験 を 諮 り 合 え る 場が さ ら に広 が っ て
ほ し い 。 自 分が住 む 地域以外 と の体験の 共 有 に
も つ な が っ て い け ば」 と 言 う 。
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l 第三節 忘れない、 震災の記録
1 . 震災 を 記録す る 人た ち

被災地の 現実 を 語 り 伝 え て い く こ と の意 義 は 大 き い 。 そ の経験 と 教訓 は 、 自 然災害への

備 え と い う に と ど ま ら ず、 2 1 世紀 に 向 け た 都市社会 の あ り 方 を 考 え る 、 ま た と な い貴 重 な

情報源 と な る は ず だか ら で あ る 。 震 災 を 記録 し 、 社 会 に 伝 え て い く こ と は 、 新 開 な ど マ ス

コ ミ だ け に 課せ ら れ た 課題で は な し ~ 坂神 ・ 淡銘大震災の場合、 震 災 を 記録す る 寂 り 組み

は 、 過去の どの 自 然災害の例 に も な い ほ ど、 多様 な 形で進め ら れて い る O

震災 を き ち ん と 記録 し伝 え て い く こ と は 、 現実 に は容易 で は な い 。 公式記録が 「 良 か っ

た こ と も 悪か っ た こ と も 、 事実 を 残す も の」 で あ っ て ほ し い と の声 も 聞 かれ る 。

〔震災資料室麗〕

神戸市長田 立役所職員有志 ら で つ く る ! 人 ・ 街 ・ な がた 震災資料宗」 は 震災資料の散逸

を 防 ご う と 、 市民 ら に提供 を 呼びか け て 震災 の 資料 を 収集 し て い る 。 資料室 で は 、 手書 き

の チ ラ シ l 枚で も 貴重 な 資料 と し て保存す る 。

同資料室 は98年 4 月 、 震 災 当 時 の 避難所資料や写真 、 小 中 学校の丈集 な ど 数千点 を 集め

た 「震災資料室展」 を J R 新長 田駅前 の再開発 ピ ル 「 ピ フ レ新長田」 で 聞 い た 。 避難所で

イ吏わ れ た 配色 カ ー ドや食事 メ ニ ュ ー を 記 し た 日 誌 な ど、 数 え き れ な い展示 品 が被災者 の 当

時 の 生活や思 い を 伝 え る 。 会場 と な っ た ピ ル の 敷地 に は 、 j;)、 前 は 民家や雑居 ピ ル が建 っ て

い た が震災で全焼 し た 。 東側 か ら 追 っ た 火の 手 に の み込 ま れ る 、 そ の と き の 様子 を と ら え

た写真 も 4 枚組のパ ネ ル で展示 さ れ、 人々 の 日 を 止め た 。

同資料室 は今後 も 資料集め を 続 け る の で 、 市民 に 資料 を 提供 し て ほ し い と 求 め て い る 。

〔手記第 4 巻 「今、 ま だ、 や っ と …J )

98年 6 月 、 「阪神大震 災 を 記録 し つ づ け る 会」 が、 手記集の 第 4 巻 「今、 ま だ、 や っ と …」

を 出版 し た。 平成 9 年10月 ま で の 1 年 間 に 寄せ ら れ た 134編 の う ち 52編 を 掲 載 し た 。 今 聞

の特徴 と し て 、 復興の 流 れ と う ま く かみ合わず、 悩 む 人 の投稿が 日 立 っ た と い う O さ ま ざ

ま な傷 を 克服 し て 前向 き に 歩 き 始め た 人がい る ゆ方で、 生活再建の手がか り がつ か め ず に

い る 人 た ち の苦 し み や不安が、 歳 月 を 経 て い っ そ う 重 く 切 な く 諮 ら れて い る 。

生 き る 希望 枇榔 妙子 (37歳 主婦 芦屋船

地震後一年近 く た っ て か ら 、 一 人の古い 知 人 を 訪 ね ま し た 。 す ぐ近 く に 住み な が ら 、 も

う 十五年以上 も ご無沙 汰 を し て い ま し た 。 被女 は49歳 に な っ て い ま し た 。

定時制高校 を 卒業 し 、 武庫 J l I 女子大学 の 夜 間部へ も 入学す る な ど、 と て も バ イ タ リ テ ィ ー
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に あ ふ れ、 20歳 く ら い の 私 に 、 人生は どん な 回 り 道 を し て も 自 分が真 に願 え ば道 は 聞 か れ

て行 く の だ と 感 じ さ せ て く れ た 女性で し た 。

彼女が住 んで い た 、 阪神香炉問駅近 く は 、 被災の激 し い地域で、 震災藍後 に 訪 ね た と き

は 、 跡形 も な く な っ て い ま し た 。 気 に な っ て 、 犠牲者名 簿 を 謂 べ ま し た が名 前 は な く 、 も

し かす れ ば震災前 に 引 っ 越 し し て い た の か も と 、 思 っ て お り ま し た 。

と こ ろ があ る 日 、 電話帳で彼女の名 前 を 見つ け 、 思い切 っ て 電話 を し て み た の です。

電話の 向 こ う の 彼女の戸 は 、 深 く あ え い で い ま し た 。 息 を 切 ら せ な が ら 、 や っ と の事で

体 を 起 こ し た ら し く 、 声 が く ぐ も っ て い ま し た。 「今 日 は と て も 体調が悪 い の で も う 少 し

良 く な っ た ら 必ず電話す る 」 と の こ と 。

糖尿病 、 腎臓病 を 患 い 、 身体が思 う よ う に 動 かず車椅子 を 使い 、 一 人 で 仮設住宅 に 住 ん

で い る と の こ と で し た 。

そ れか ら 二週 間 ほ ど し て か ら 連絡があ り 訪 ね た の で し た 。

彼女 は 、 「 なぜ、 自 分が生か さ れて い る の か わ か ら な い」 と 言い ま す。

彼女が住 ん で い た 丈化住宅 は 一階が完全 に押 し つ ぶ さ れ、 グ シ ャ っ と 二 階が落ち て き た

そ う で、 6 時 間 も 埋 も れ、 身動 き で き な か っ た そ う です。 喉が渇 き 、 薬 も 飲め ず、 透析 も

受け ら れず、 こ の ま ま 死 ん で し ま う の で は と 、 何毘 も 感 じ た そ う です。

彼女の住 む仮設住宅 は 、 障害 を 持つ 人 ばか り で、 い ざ と い う と き 頼れ る 隣 人がい ま せ ん。

身 の 回 り の こ と は すべて 自 分で し な け ればな ら ず、 そ の後、 何度か食事 を 作 っ た り 、 買 い

物 を 届 け た り と 通 い ま し た 。

糖成病 の た め か 、 目 も よ く 見 え な い様子で、 落 と し た薬 も ど こ に行 っ た か分か ら な い状

態で、 そ の 二 ヵ 月 設、 敷居 に つ ま づい て骨 を 折 っ て し ま い ま し た 。

ヘ ル パ ー の方や ボ ラ ン テ イ ア の 方 も 、 週 に 何度か通 っ て 来 て く れ る よ う ですが充分で、 は

な い ら し く 、 私 の 米訪 を 「神 も 仏 も い て る の だ、わ」 と 喜 ん で く れ ま し た が、 私 も ま た 、 自

分 自 身 の こ と で精 一杯で充分 し て あ げ ら れ ま せ ん で し た 。

と て も 気丈 な 彼女がポ ロ リ と 「死 ん で、 し ま っ た ほ う が良 か っ た の で は な し サv と 、 こ ぼ

し ま し た。

で も 私 に は何 も で き ま せ ん。

私 が こ の震災で一番強 く 忠 う の は 、 一番困 っ た状態 の 人 は 声 を あ げ ら れ な い と い う こ と

です。 そ し て声 があ げ ら れ な け れ ば、 な か な か手 を 差 し 押べ ら れず、 後 回 し に さ れて い る

の で は な い で し ょ う か。 弱 い 立場の 人達が、 」香辛い思 い を し て い る の で は な い で し ょ う

か。

大地震 を 潜 り 抜け て き た 、 お年寄 り や 障害者ー な ど、 社会的 な 弱者が、 「 生 き て い て よ か っ

t::'J と 感 じ ら れ る よ う な 対策 を 早急 に望 み ま す。

震災後、 千 日 が過 ぎ た 今 も 、 彼 女 は仮設で不 自 由 な 生活 を 強 い ら れて い ま す。
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〔移 り 変 わ り を写真で記録〕

神戸市東灘 ほ の 大仁節子 は 、 震災の 3 日 後 に 写真 を 撮 り は じ め た。 ボ ラ ン テ ィ ア 匝体が

震災関 連 の 写真 を 募 っ て い た の に応 じ て の こ と だ っ た 。 そ れが き っ か け で 、 定期 的 に街 の

写真 を 撮 る よ う に な っ た 。 コ ン パ ク ト カ メ ラ や使 い切 り カ メ ラ で、 定点撮影 を 続 け て い る 。

98年 6 月 末 か ら 神戸 三宮の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで、 大仁 と 仲 間 が 「写真が語 る 震災の記

録」 展 を 聞 き 、 そ れ ま で に撮 っ た 写真 を 展示 し た 。 大仁の作品 は 自 宅付近 を 中 心 と し た も

の で 、 復興の様子 が見 て 取 れ る 。 「三 宮 な どの都心部 は復興が早い が、 一 歩路地裏へ入 る

と 更地 が 日 立つJ と い う の が、 震災後 3 年半の大仁 の 感想 で あ る 。

大仁 は74歳。 あ と 10年 は 撮影 を 続け る と い う 。

〔新 し い記録の会も誕生〕

98年春 か ら 神戸 市長 田 区 を 拠点 と し て 、 市民 グ ル ー プ 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 が活

動 を 開始 し た 。 被災 し た 一人 ひ と り が 自 ら 記鳴 を た ど り な が ら 、 さ ま ざ ま な 記録 を 残 し て

い く た め の拠点づ く り や 、 そ う し た取 り 組みの広が り を 目 指す。 何 年 3 月 に 、 第-- 回研究

会 を 開 い た 。 震災後 3 年 が経 っ た 時点で の状況の変化 に つ い て 、 仮設住 宅 で の 問題、 被害

を 受 け た 建物 の 公費解体へ の 疑問 な どが報告 さ れ た 。 ま た そ の 内 容 は 、 「 エ チ カ ・ 震災精

神 史への試み 一 家族の崩壊、 国 家の 崩 壊」 と い う タ イ ト ル の ブ ッ ク レ ッ ト に ま と め ら れ 、

周年 7 月 に 発刊 さ れ た 。

〔英訳追悼記を H P で発信〕

関西の 9 大学の学生新 聞 が参加す る 関西学生報道連盟が、 阪神 ・ 淡路大震災で亡 く な っ

た 大学生44人 の 追悼手記 な ど を 載せ た特集記事 を 英訳 し 、 98年 7 月 17 甘 、 ホ ー ム ペ ー ジ を

通 じ て 世 界 に 発信 し た 。 同 連 盟 は 被災地の神戸、 関西学院、 神戸女学院の 3 大学が毎年 1

月 に発行 し て い る 「震災特集号」 を ホ ー ム ペ ー ジで紹介 し て き た 。 英訳 さ れた の は 、 96年

1 月 17 日 付 け で神戸大学の学生新聞 「神戸大ニ ュ ー ス ネ ッ ト J が発行 し た特集号 と 、 犠牲

と な っ た 4 4 人 の 肉 親 や 友 人 、 教員 か ら 募 っ た 追悼手記。

手記 は話 し 言葉 の ほ か短歌 な どで も つづ ら れて い て 、 英訳が難 し い の で 、 全 国 の大学の

英字新聞部 に協力 を 呼びか け た 。 ホ ー ム ペ ー ジ の 開 設 は 海外の大学 に メ ー ル で P R し 、 !惑

惣 な ど を 募 る と い う 。

〔避難所の子供を 写真に〕

震災i直後、 神戸市西区 の カ ウ ン セ ラ ー ・ 藤井 昌 子 は 、 避難所の子供 た ち に 自 由 に絵 を 描

かせる と い う ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 行 っ た 。 子供 た ち の表現方法 は そ れぞれ異 な る も の の 、

そ の顔 は み な 生 き 生 き と し て い た 。 「子供 た ち の輝 き を 見 て 、 シ ャ ッ タ ー を 切 ら ず に い ら

れ な か っ た 」 と 、 2 ， 000枚以上 を カ メ ラ に 収め
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写真 は 、 様 々 な 形で震災ス ト レ ス を 表現す る 子供 た ち 、 ス ト レ ス を 解 放 し た子供 の 表情

を と ら え て い る O 「 こ れが、 子育 て に悩 む母親た ち へ の 一助 に な れ ば」 と 、 藤 井 は 98年 8 月 、

神戸ハ ー パ ー ラ ン ド の市立総合児 童 セ ン タ ー で写真展 を 開 い た 。

〔真宗大谷派が記録誌発行〕

1998年 8 月 、 真宗大谷派大阪教区 ・ 山 陽教区が阪神 ・ 淡路大震災三 回 忌法要記録誌 「 い

ま 、 わ た し に」 を 発行 し た 。 災害時の 宗教団体の あ り 方、 復興の 内 実 な ど も 問 い か け な が

ら 、 被災地の 現状 を 伝 え る O

伺 宗 派 は 震災後、 救援活動 な ど を 行 っ て き た が、 「震災 は 終わ っ て い な い 。 人間 の復興

は始 ま っ て い な い」 と い う 事実 を 全国 に 発信す る 、 宗 門 が担 う べ き 社会 的 責任 と 課題 を 明

確 に す る 、 な ど を 日 的 に 記録誌 を ま と め た 。

〔被災地の課題を冊子に〕

98年 9 月 、 宇皮災地 の ボ、 ラ ン テ ィ ア 3 間{本 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J r震災 し み ん情

報室J r 阪神大震災 を 記録 し つ づけ る 会」 がつ く る 「エ イ ド の 会」 が、 被 災地 に か か わ る

ボ ラ ン テ ィ ア 団体 . N G O 、 N P O を 対 象 に 実施 し た ア ン ケ ー ト や公開 フ リ ー ト ー ク の 内

容 を ま と め た小冊子 を 発行 し た 。 こ れ は 同 年 5 月 に被災者生活再建支援法が成立 し た の を

受 け て 、 6 月 に神 戸市 中 央 区 で 聞 か れ た 「公開 フ リ ー ト ー ク 」 の場での発言内容や 各分科

会 で 出 た 意見 を ま と め た も の 。 各 団体が課題 を 出 し 合 い 、 整理 ・ 共有す る と と も に 、 今後

の連携 に 結 びつ け る と い う 目 的 で企画 さ れた 。

〔震災記録映画第1 0作 に 〕

神戸市長 田 肢 の 野 田 北部地rx の復興の様子 を 撮 り 続け て い る 映両監督 ・ 青池憲司 の 映像

記録作品 「 人 間 の ま ち 野 田 北部 ・ 鷹 取 の 人 び と 」 が10作 目 と な っ た 。 上 映 は98年 9 月 27

日 、 神戸市 中 央区 の こ う べ ま ち づ く り 会館で行 わ れ た 。 ま た 全国 各 地 で 自 主 !二映会が開か

れ、 ビ デ オ 作 品 の 定期購入者 も い る 。

第10部 は 、 97年 1 � 7 ) J に撮影 し た も の O 家が建 ち 始め 、 一方で更地 も 残 っ て い る 。 コ

ミ ュ ニ テ ィ ー F 叫局 の 開 局 一年記念 イ ベ ン ト 、 ボ ラ ン テ イ ア に 来 て く れ た 学生 た ち を 訪 ね

る 長野旅行の様子 な どが抜 か れ て い る 。 「新 し い も の が確実 に 生 ま れて い る 。 ま ち づ く り

協 議 会や コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グの取 り 組み は 、 被災地以外 に も 影響 を 与 え る J と 青地 は

う 。 連作 は 第 15部 ま で続 け る 予定。

〔 ボ ラ ン テ ィ ア若者 グル ー プのルポル タ ー ジ ュ集〕

99年 1 月 17 日 、 ル ポ ル タ ー ジ ュ 集 「震災が残 し た も の 4 J が発行 さ れ た 。 こ れは 震災直

後 に ボ ラ ン テ イ ア に駆 け つ け た 関東 の 若者 グ ル ー プ rA-yan TokyoJ が、 被災地の神戸 を
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歩 い て 被災者への イ ン タ ピ ュ ー を 中心 に 、 毎年 一冊発行 し て い る 冊子 の 第 4 冊 目 と な る も

σ〉。

冊子 は 、 仮設住 宅 に 往 む 入 、 識字教室 に通 う 入 、 県外被災者、 市民活動の リ ー ダ ー な ど

に イ ン タ ピ ュ ー し て 、 そ れ ぞれ の今の状況、 率直 な 思 い を 記録。 そ し て 「 震 災か ら 3 年 8

カ 月 、 被災地 に は復興 ・ 再建 と い う 言葉があ ふ れで い た 。 一一略

な い心の復興 に つ い て は ど う だ ろ う か」 と 、 疑問 を 投 げか け て い る 。

2 . 充実 し た 震災資料窒
〔 イ ン タ ー ネ ッ ト でも一般公開〕

し か し 、 呂 に 見 え

神戸大学附属 図 書館 「震災文庫」 は 、 震災後の 5 月 か ら 震災 に 関連す る 資料 を 網羅 的 に

収集 し 始 め た 。 資料 と し て集 め た の は ま と ま っ た形の も の だ け で な く 、 震災直後 に 人 々 が

交 わ し あ っ た メ モ や チ ラ シ に い た る ま で あ ら ゆ る も の を 視野 に 入 れ た 。 収集開 始か ら 4 年

間 で集 ま っ た 資 料 は 図書、 雑誌、 チ ラ シ 、 地 図 、 記者発表資料、 写真、 ピ デ オ 、 カ セ ッ ト

テ ー プ、 C D - R O M、 点字関書 な ど13 ， 000点 に の ぼる O そ の う ち の 7 割 ま で は寄贈 さ れ

た も の で あ る O

同文庫 は 収集 し た資料 を 、 で き る だ け早 く 役立 て て も ら う た め 、 そ の年 の 10 月 か ら 一般

公開 し た 。 収集 を 開 始 し た 当 時 は わず か300点 だ、 っ た 資料は 、 公 開 時 に は 1000点 に な っ て

い た 。 そ の公 開 に 先立 っ て 、 7 月 か ら イ ン タ ー ネ ッ ト で文献 目 録の公開 を 始 め て い る O 和

用 者 は 国 内 だ け で な く 海外か ら も 来 て い る 。

99年 l 月 に は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 震災 関 連 の所蔵資料の 閲 覧がで き る 「電子図書

館」 を 設立 す る こ と が決 ま っ た 。 「震災文庫J に 11又め ら れて い る 文献の 内 容 を デー タ ベ

ス 化 、 ピ ラ や 地 図 、 写真な ど は そ の ま ま 画像デー タ と し て コ ン ビ ュ ー タ ー に登録す る ほ か 、

書籍 に掲載 さ れて い る 写真 や 図 表 だ け を 直接検索で き る よ う に も す る O こ れ に よ っ て 、 学

術研究 目 的 や ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 参考資料 な ど、 さ ま ざ ま な 分野 で の 活用 が期待で き る O

こ の電子図書館 は 、 5 月 に 開始の予定 で あ る 。

〔北淡町歴史民俗資料館の震災写真〕

北淡町歴 史民俗資料館長 ・ 富永孝 は 、 町が震災被害の ひ どい状況か ら ど う 立 ち 在 っ て い

く か を 後 世 に 残す こ と が務 め であ る と 、 町 内 を 歩 き 回 っ て 写真 に 記録 し て い っ た 。 報道写

真 と は ひ と 味違 っ た ア ン グ ル で 、 地域の復興 を 感 じ さ せ る 内容 で あ る 。 毎 日 の よ う に 写 し

た 写真 の 数 は 、 98年 7 月 に公 開 し た と き に は 約 1 ， 300枚 に な っ て い た。 富永 は こ の 記録写

真撮影 を 以後 も 続 け る と い う O

〔阪神 ・ 淡路大震災記念協会が資料室 を 開設〕

兵庫県 と 被災 10市10ßIJで設立 し た 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が98年 7 月 、 神戸市中央区
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の神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 1 1 階 に 、 震災 に 関 す る 丈献資料 を 集め た 資料 室 を 開設 し た 。 河協

会 は 、 震災 に 関 す る 既存情報の収集整瑚 ・ 保存 を 事業 の 重 要 な柱 と し て お り 、 資料の 収集

を 行 っ て い る O 集 ま っ た資料 を 一般の 人 に も 利用 し て も ら う た め 、 資料室 を 設置 し た も の

であ る 。

資料は 、 冊子 ・ 機関誌5 ， 600点、 書籍1 、 800点、 チ ラ シ260点の ほ か 、 新 開 、 写真、 ビ デ オ 、

C D - R O M な ど。 閲 覧の み可能で、、 コ ピ ー や貸 し 出 し は で き な し 、

〔 口述で震災 を 記録〕

阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 は 、 震災 に かか わ っ た 人 の 証言 を ビ デ オ テ ー プ に残す 「 オ ー

ラ ル ヒ ス ト リ ー ( 口述 の 歴 史) J 事業 に 乗 り 出 し た。

震災研究 は 多 く の分野で進 ん で い る が、 災害の規模があ ま り に 大 き く 、 個 人の証言 を 総

合的 に 集 め る 作業 は ま だ十分 に 行 わ れて い な い 。 こ の た め 、 同協会が専 門 家 に 委託 し て 、

震災の遺族 を は じ め 、 復 旧 に携わ っ た行政マ ン 、 被災 し た 地元企業関係者 ら に イ ン タ ピ ュ ー

し 、 震災 を 映像 と 音声で記録す る こ と に し た 。

計画で は 、 ま ず 3 年 を め ど に 行 い 、 そ の 結果 を 見 な が ら 調査 を 続け る 。 収録 し た ピ デ オ

は 、 プ ラ イ パ シ ー の 関 係 な どか ら 30年間 は非公開 と し 、 そ の後、 活用 の万法 を 検討す る 。

〔湊小学校 に市震災資料室〕

「神戸市震災資料室」 が98年12月 、 市立湊小学校 に 開設 さ れ た 。 市教委が計画 し 、 市総

合教育 セ ン タ ー や市内全域 の 小 中 学校、 高 校 な どか ら 震災関連の資料の提供 を 受 け て 湊小

の空 き 教室 を 利 用 し て 設置 し た 。 震災の様子 を 描 い た小学生 ら 絵や 国 内 外 か ら 寄せ ら れ た

手紙 ・ メ ッ セ ー ジ額、 各学校が ま と め た 文 集 な ど学校関係資料 を 展示。 ま た 海外か ら 贈 ら

れ た衣料や生活用 品 な どの救援物資、 午前 5 時46分 を 指 し た ま ま 止 ま っ た 持討 な ど、 当 時

を 物語 る 品 々 も 収め ら れて い る 。 市教委で は こ の資料室 を 防災教育 に 役立 て た い と し て い

る 。

〔震災関連資料 リ ス ト 作成〕

神戸市立 中 央 図 書館 は 、 99年 1 月 17 行 付 け で震災関連資料の リ ス ト を 発行 し た 。 リ ス ト

に よ る 98年1 1 月 初 日 現在 の 同館所蔵数は次の と お り であ る 。

神戸市立 中央図書館は 、 震災関連資料 コ ー ナ ー を 1 号館 2 階 に 、 震災資料 展示室 を 2 号

館 3 階 に 設置 し て い る 。 資料 コ ー ナ ー は 、 神戸 に 関 す る 資料 を 置 い て い る 「神戸 ふ る さ と

丈庫」 の 一角 に あ っ て 、 常時間架 さ れて い る 。 各機関 か ら の 地震被害の報告や記録、 写立

集 、 復興計画、 子供 た ち の作文、 文学作 品 な ど幅広 い資料が収集 さ れて い る 。 貸 し 出 し は

行 っ て い な い 。 ま た 資料展示室で は 、 震災の被害状況や各地か ら 寄せ ら れた 支援、 復興の

様子 を 、 パ ネ ル や航空写真、 活断層 地 図 な ど に よ り 分か り やす く 展示 し て い る 。 実際 に 配
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種 別
京国

ノ f ン ブ レ ッ ト

資

イ ア

布 さ れ た 救援物資や 、 取 り 壊 さ れ た 中 央図書館 i日舘の ガ レ キ な ど も 展示 。 ま た廊下 に は震

災 当 時の も の と 、 同 じ 地点 で 2 年後 に撮影 し た写真 を展示、 復興の様子 を 見 る こ と がで き

る O

ま た震災関連資料収集の イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し て い る 。 ホ 一 ム ベ 一 ジ の

U R L  は h比1抗ttゆp>ν山/人ん/人ん/人ん/ぺツノ/九/
9ω9年 1 月 、 震災 4 周年資料展 「復旧 か ら 復興へ」 が 同 i調書館 で 開催 さ れた 。 震災直後か

ら 4 年 間 の神戸の ま ち の変遷 を 振 り 返 る も の で、 被災地の複興の軌跡 を と ら え た 写真パ ネ

ル や グ ラ フ 、 関 連 図 書 な ど計約160点が展示 さ れた 。

〈参考文献 〉
「今、 ま だ、 や っ と …」 阪神大震 災 を 記録 し つづけ る 会 編 ・ 発行 1998年 6 月
「震災が残 し た も の 4 J A-yan Tokyo 編集 ・ 発行 1999年 1 月
「神戸市Î\[中央図書館 震災関連資料 1) ス ト 」

放送ラ イ ブラ リ ー

98年 4 月 、 放送 ラ イ ブ ラ リ ー (横浜市) が新

た に 阪神 ・ 淡路大震災の記録 に つ い て 収集保存
し 、 公 開 を 目 指す こ と を 決 め た 。 被害状況 と と

も に 放送が社会的役割 を 果 た し た事実 を 映像 ・

音声で保存 し 、 今後の 防災 に も 役立 て よ う と い
う 意図 で あ る 。 ラ イ ブ ラ リ ー の存在意義 に も か
かわ る 大事 な テ ー マ で あ る と も い う 。

し か し 、 こ こ で問 題 に ぶ つ か っ た。 ラ イ ブ ラ

リ ー は N H K や 民放各局 と 話 し 合 い 、 非公開 を

原則 に 、 r N H K 特集」 な どテ レ ピ察組85時間分、
ラ ジ オ 24 5 時 間 分 を 収集 し た 。 そ の 際、 ラ イ ブ

ラ リ ー 側 は 初期報道の ニ ュ ー ス 雷雨 も 求 め た が、
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局 側 は ニ ュ ー ス 映像の 中 に は、 緊急事態で被撮

影者の 了承 を 得て い な い場合 も あ る こ と を 理 由

に 、 被災者の 肖 像権 や 人権保護の 観点 か ら 提供
を拒否 し た。 ま た 、 ニ ュ ー ス 番組 を 切 り 取 っ て

保存 し で も 正 し い記録 と は な ら な い と の指摘 も

あ る 。 間 違 っ て い た り i扇 っ た り し た ニ ュ ー ス カ人
[rJ] を 柔ね て い く こ と に よ っ て訂正 さ れ る ケ ー ス

も 少 な く な い か ら だ。 逆 に 、 膨 大 な 情報 を 整理
し な い ま ま 公 開 し た の で は 、 ラ イ ブ ラ リ ー と し
て の意味がな い。 神戸 に本社 の あ る サ ン テ レ ど

は 、 大池震発生直後の画面 を提供 し た が、 社 員
が街の被害 を 伝 え る 画面 の パ ッ ク は 、 市 内 の カ



メ ラ が故障 し た た め 姫路か ら の も の を使 っ た チ

グハ グ な 映像であ っ た。 こ の よ う な こ と も 、 公

開す る 際 に は解説が必要であ る 。
こ う し た 問題 に つ い て 「 ジ ャ ー ナ リ ズ ム と し

て の社会的責任や 人権保護が優先す る の は や む
を 得 な し り と 、 ラ イ ブ ラ リ ー は局 側 と の話 し 合

い に 時 潤 を かけ て解決す る 意向があ り 、 公開 ま
で に ま だ 曲折があ り そ う な状況だ。

「未明の街J か ら

震災か ら 4 年。 地震直後 か ら 写真で被災地 を
記録 し 続 け . i賓 間 以 と 小林正典が、 「私
的 な鎮魂」 と し て の 写真集 「未明 の街」 を 出版
し た。 決 し て 忘 れ ま い と 思 っ て い た震災の記憶

も 少 しずつ風化 し は じ め て い る が、 写真 は そ れ

を よ みが え ら せ る 。 写真に添 え て 、 黒 田清が丈
を 、 虚進容が詩 を 書 い た 。
「街 は 蘇 る か 悲 し み の 凝縮か ら 」 黒 田 j青
四年経 っ て 、 菅原尚応街 に 立 っ て み た 。 鰹節

崖 「丸豊」 の あ る 仁 、 高 田 太 さ ん は 、 二階建て

の 宿舗 を 建 て て 、 ね じ り 鉢巻 き に前掛け姿で商
い に 精 出 し て い る 。 「 も う か っ fこ ら 」
と 言 っ て い た が、 立 ち 直 る の は 早 か っ た。

略
し か し 、 元気の 出 る 話 ばか り じ ゃ な い 。 す ぐ

前の菅原市場脇で は ち ょ う ど葬儀の 最 中 だ っ た 。

天ぷ ら 屋の藤本商庖 の お ばあ ち ゃ んが亡 く な っ
た の だ。 震災か ら 四年 、 昔は よ か っ た な あ 、 が

口癖だ っ た と い う 。 も う 一度 、 明 る い笑顔 を さ
せ て あ げた か っ た 。 み ん な の思 い は 一緒で あ る 。

「失 わ れた刻」 j賓岡 収
返 し て く だ さ い 命 と 幸福 を

き 声 に促 さ れて

私 は街 の 一 点 を 凝視 し な が ら
記録 を 重 ね た

「赤い 月 J 11量 進容

崩 れ た 壁 い つ か ら か
そ の樫

心の壁 幻 だ っ た の か

〔放送 ラ イ ブ ラ リ ー ) N H K と 民 間 放送連盟で i 

作 る 放送番組セ ン タ ー が、 199 1 年 に横浜市のみ ; 
な と み ら い21 に 開 設 し た 施設。 N H K と 民放局 ; 
が提供 し た テ レ ビ と ラ ジ オ の ド ラ マ 、 ド キ ュ メ j 
ン タ リ 一 、 音楽な どの番組 を 保存 し 、 公間 し て
い る O 公凋番組lは土 I臼98年 3 月 末 で テ レ ピ4 ，1仮oc 本J

ラ ジ オ 1 ， 200本O 入館者数 も 毎年 10% ずつ仲 ひ J
同年 3 月 末で191 ， 000人 と な っ た 。 1

7i い の幣 陽 炎だ っ た の か

人 々 は 優 し か っ た
あ の 日 に 崩 れた号室

あ あ 、 人 々 は 耳乏かかっ た
あ の 日 が倒 し た 壁

あ っ け な く 壊れ た 壁
こ れだ け は

在 日 の壁
こ の壁 だ け は

崩 れ た ま ま で い い
誰が望 ん だ の だ

壊れ た ま ま で い い
誰が積み上げた の だ

こ ん な に も 脆か っ た の か

そ の 応 え を く れ た あ の 日

「風媒花」 小林 LE典
タ ン ポ ポ カf足[Uこ は こ ばれ た 。

風の 少女があ ら わ れ た 。

明 日 の神戸の記憶。

〈参考文献 〉

「未明 の 街」

j賓岡 11又 (写真)

慮 進容 (詩)

小林 LE典 (写真)
黒 田 清 (文)
大月 書)苫発行 1999年 1 月
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は じ め に
甑神 ・ 淡路大震災の復旧 ・ 復興 に お い て は 、 家 を 失 っ た 被災者の住宅再建が行政の最優

先課題 と な り 、 1995年 8 月 に 策定 さ れ た 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画」 に 基づ き 、 災害

復興公営住 宅 な ど公的住宅の供給が進め ら れて き た。 ま た 「恒久住宅へ の 移行 の た め の 総

合 プ ロ グ ラ ム ( 1996年 7 月 23 日 策定) に基づい た 持 ち 家 の 自 力 ;再建の支援、 民 間賃貸住

宅入居者の 家賃負担軽減 な どの さ ま ざ ま な住宅再建支譲策 も 実施 さ れ た 。

さ ら に復興市福地再 開発事業 も J R 六 甲 道駅南、 新長 田 駅南 、 西宮北 口 駅北東、 芦屋市

中 央地 区 な どの 地 区 で急 ピ ッ チ に 建設が進捗 し て お り 、 こ れ ら の 地 医 で も 大 量 の住宅が供

給 さ れ る 予定 と な っ て い る 。

そ の結果、 震災 4 年 目 を 迎 え た 98年 度 ま で に 3 ヵ 年計酉 は総量的 に そ の 目 標 を 達成 し 、

仮設住宅で仮住 ま い し て い た被災者 も 約 9 割が同年度末 ま で に 災害複興住 宅 や 自 力再建 し

た 持 ち 家 、 民 間賃 貸住宅 な とマの恒久住宅 に 移行 し た。

こ う し て行政主導の住宅復興計画 は震災後 3 年 間 でお お む ね 当 初 の 目 的 を 達成 し た と い

え る 状況 だが、 一 方 で 、 住宅市場の 冷 え 込み も あ り 官民の賃貸お よ び分譲住宅 が供給過剰

気味 に な っ て い た り 、 地域に よ っ て は停滞空地 に な っ た ま ま 放置 さ れ て い る 地 底が少 な く

な い な ど、 量 的 目 標 だ け の達成で果た し て住宅復興が完了 し た の か ど う か と い う 課題 も 指

摘 さ れて い る 。 行政が掲 げた住宅復興の ス ロ ー ガ ン 「創造的復興か ら 21世紀の住 ま いづ く

り 、 ま ち づ く り 」 の実現は実 は こ れか ら が本番 と い え る 。

本章で は 、 3 年 間 の住宅復興の成果 を 踏 ま え て 、 4 年 目 の さ ま ざ ま な動 き を 追 う と 同 時

に 、 21世紀 を 見据 え た住宅再建の展望 を 開 く こ と にす る 。 と く に 自 力 再建 に つ い て の 各種

公的支援制度 を 通 し た住宅再建の現状 に 着 目 し た 。
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ドi出 被災者向 け公的賃貸住宅の供給
1 . 総量的供給 自 擦 を 達成 し た 「ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画J

阪神 ・ 淡路大震災で家 を 失 っ た被災者の た め に 、 恒久住宅 を 供給す る マ ス タ ー プ ラ ン で

あ る 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画J ( 表 1 ) は 震 災後 4 年 目 を 迎 え た 1999年 3 月 末 ま で に

総量的 な 目 標 を ほ ぼ完全 に 達成 し た 。

す な わ ち 、 (表 2 ) に 示 す 通 り 、 低所得者 向 け の 公 的 賃貸住宅 と な る 災害復興公営住宅等

は計爾戸数38 ， 600戸 に 対 し て 、 完全に発注 を 終 え て 、 供給見込み数 (取得戸数 二二 建設用地

を 叡得、 あ る い は取得見込み と な り 、 建設等がほ ぼ確 実 に な っ た も の ) は 4 1 ， 875戸 (計画

比108 % ) と 計画戸数 を 超 え る 結果 と な っ た 。

特定優良賃貸住宅 (特優賃) 制 度 な ど を 活用 し た 災害復興準公営住宅 や公 団 ・ 公社住宅

な ど を 含め た公的住宅全体 を 見 て も 、 計画戸数80 ， 500戸 に 対 し て 、 94 . 1 % 、 75 ， 771戸の取

得 を 終 え 、 発注 も 93 . 6 % 、 75 ， 322戸の 高水準 に 達 し た 。 そ の う ち 、 65 ， 519戸 がす で に完成

し 、 完成率81 . 4% と 97年度末 (59 . 1 % ) に 比べ、 建設工事は 大幅 に 進諒 し た 。

ま た 街づ く り 系住宅、 再 開 発 系住宅 に つ い て も 取得 ・ 発注 と も 計画 戸 数 に 対 し て ほ ほ

100 % の達成率 と な り 、 そ の う ち 約 3 分の 2 が完成 し た 。

こ う し た こ と か ら 、 取得戸数75 ， 771 戸 に 対 し 、 一部未発注約500戸 、 未 完 成 が約 10 ， 300

戸 と な っ て お り 、 発注 を 終 え た 75 ， 322戸 と 発注予 定 の 500戸、 そ れ に 公 団 ・ 公社賃貸住宅

の 空家募集約9 ， 800戸 を 加 え る と 、 被災者 向 け公的住宅の供給計画戸数80 ， 500戸 を 総量 的

に は約 1 ， 000戸 上 回 っ た こ と に な る O

(表 1 ) ひ ょ う ど住宅復興 3 力 年計画

38 ， 600戸 ※ 1
25 ， 100戸)
1 ， 900)マ ※ 2

16 ， 800戸 ※3
23 ， 200P ※4 
4 4 ， 500戸

※ 1994年度以前着工分公常住宅、 公営住宅空家等 を 含む
※ 2  再開発系住宅 は ゴ 地区:画整理事業、 市街地再開発事業 な どに協力 し て住宅 を 失 う こ

と に な る 人の た め の 市 - 町営お よ び住宅 - 都市笠備公団の賃貸住宅。 入尉資縫 に よ っ
て低所得者向 け と そ れ以外 を 分け 、 こ こ に は 市 ・ 町営の低所得者以外の住宅 を計上。
低所得者 向 け は 災害復興公営住宅 に 含 ま れて い る 。

※ 3  特定俊良賃貸制度 を 活m し て民 間 の 土地所有者等が建設する 賃貸住宅 を 、 住宅供給
公社や民間 の管理法人等が20i! 間管理 し て 中 堅所得者層 に供給す る 住宅。 県 . rぢか ら
家賃補助があ る 。

※ 4  分譲、 賃貸 を あ わせ た戸数。
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(表 2 ) ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画の進捗状況 (1999年 3 月 末現夜)

β十向i
取得

(見込)

う ち発ìt
(着工)

災特復興 j 再開発系 | 災害復興
公符住宅 ! 住宅 ( 市 | 準公営住
等 ; 町分) 低 l 宅

| 所得者以I I 外
16 ， 800 

1 2 ， 1 18  
(72 . 1  %)  

23 ， 200 

1 9 ， 959 
(86 . 0% )  

1 9 ， 831 
(85 . 5% )  

14 ， 168 
(61 . 1  % ) 

5 ， 900 
(57 . 8% )  

3 ， 501 
(34 . 3 % )  

2 .  災害復興準公営住宅 は被災者 向 け 募集 を 中断

(再掲)

ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画で は 中 堅所得者 (所得月 額200 ， 000円 � 601 ， 000円) 向 け に

「特定優良賃貸住宅 (特優賃) J を 災害復興準公営住宅 (兵庫 県 で は 「 ひ ょ う ご、県民住宅J )

と し て 大量 に 供給 す る 方針が決 ま っ た 。

特{憂賃 は 民 間 業者 な どが賃貸住 宅 を 建設す る 場合、 一定の要件 を 満 たせば、 問 、 県市が

建設費 や 家賃補助 、 利子補給 な どの助成措置 を 講ず る 制度 で あ る が、 震災後 は 認定要件の

緩和 、 国 や 板神 ・ 淡路大震災復興基金か ら の建設費補助 の拡大、 入居者の 家賃補助 の 増 額 、

建築地の用途地区指定緩和 な どの 特例 的 な 措置 に よ っ て 、 早期 ・ 大量供給が 目 指 さ れた 。

そ の結果、 1999年 3 月 末 で、 震災前の認定分 (3 ， 059戸) を 除 き 、 9 ， 26 1戸が災害復興準

う ち 370団 地 、 9 ， 059戸がす で に 完成 し て い る 。 そ の具体的 な 内公営住宅 と し て 認定 さ れ、

訳 は (表 3 ) の 通 り で あ る 。

16 ， 800戸 と い う 3 ヵ 年計画の計画戸 数 に 対 し て 達成率 (既認定分 を 含む ) は完成ベ ー ス

で72 . 1 % に 止 ま っ て い る が、 震災以前 は特優賃 の認定戸数 は 平均 し て年 間 約 2 ， 000戸 で あ っ

た こ と か ら 、 そ の 計画戸数は 約 8 年分 に 相 当 す る 目 標 で あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 約9 ， 000戸

と い う 水準 は ほ ぼ現在の 需 要 に 見 合 っ た も の と 県 当 局 は判 断 し て い る 。

特{憂賃の場合、 事業主体の 約 9 部 が民 間 の t地所有者であ る た め 、 そ の 建設 は経済動 向

や住宅市場の需給、 さ ら に そ れ ら の 要 因 に よ る 家賃形成 に 影響 さ れ や す い 。 命方で、 被災

地 で は 震災 5 年 目 を む か え住宅復興が進捗す る の に伴 っ て 、 分譲マ ン シ ョ ン や公的賃貸住

宅 も 合め た住宅供 給 に 過剰感が高 ま っ て き た 。 こ の た め特優賃 の オ ー ナ ー の建設意欲減退

も 顕在化 し て き た 。 こ の 面か ら も 今後、 16 ， 800戸 の計画の 達成 は 困 難 な 見 通 し と な っ た の

で あ る 。
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こ う し た こ と か ら 県 で は 、 3 年 間 は被災者 に 限定 し て供給す る と し て い た 特優賃 の 特例

措置 を 97年度末で実 質 的 に 終 了 し 、 98年度 か ら は従前の よ う に 、 一般向 け と し て募集 を 実

施 し て い る 。

(表 3 ) 災害復興準公営住宅の事業主体完IJ進捗状況 (事�規認定分)

供給計画認定済み

う ち 着工済み

|叶地主主 戸数 団地数 戸数

兵庫県 公社建設 西宮市 3 316 3 316 

明石市 I 144 1 144 

�;t 4 460 4 460 

民 間建設 神戸市 24 444 24 444 

尼崎市 40 I 810 40 810 

西宮市 42 897 42 897 

; 芦屋 市 1 2  227 1 2  227 

。lnrtT 22 359 22 359 

宝塚市 26 540 26 I 540 

川 悶m 12 206 12 I 206 

明石市 ; 6 127 6 1  127 

加 古 川 市 ; 48 48 

淡路町 l 34 l 34 

言十 186 3 ， 692 186 3 ， 692 

小 計 190 4 ， 152 1 90 4 、 1 52

神戸市 公社建設 Fυ 4 987 5 987 

民向建設 1 1 8 2 ， 71 5  1 1 8  2 、 71 5

ノj、 言十 123 3 . 702 1 23 3 ， 702 

)ちIU奇 rfí 民間建設 1 1  337 I 1 1  337 

西宮IÎl 民 間建設 18 4 37 18  437 

芦屋市 民 間建設 7 146 7 146 」
伊pt 市 民間建設 6 88 6 88 1 ト一一一
定塚市 民間建設 9 258 9 1 258 

J l I 関市 民 間建設 5 1 109 b 109 

明石市 民間建設 2 32 2 32 

その他市合計 58 1 ， 407 58 I 、 407卜一一一一
公社建設小計 9 1 ， 447 9 1 ， 447 

民間建設小計 362 7 ， 814 362 7 、 814
メiコミ、 371 9 ， 261  371  9 ， 261  

1999年 3 月 末現在
(兵庫県調べ)

う ち 完成済み

団地数 戸数

2 1 1 4  

1 44 

3 258 

24 444 

10 810 

42 897 I 

1 2  227 I 
22 I 359 

26 540 

1 2  206 

6 127 

1 48 

i 34 

186 3 . 692 

1 89 

5 

1 18  2 ， 71 5  

1 23 3 ， 702 

1 1  337 

18  437 

7 1 46 

6 88 

9 

、5 109 

2 

58 1 ， 407 

8 1 ， 245 

362 7 ， 8 1 4  

370 9 ， 059 
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3 . 災害復興公営住宅の共同募集

ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画 に 基づい て38 ， 600戸 を 供給す る と 計画 さ れた 災害復興公営

住宅等 に つ い て は 、 1 995年1 0月 か ら 4 次 に わ た っ て 、 県 ， -1市町 ・ 公団 ・ 公社 に よ っ て 構成

す る 災害復興住宅管理協議会が A元的 に 入居者の募集 を 行 っ て き た 。 募集 に あ た っ て は 、

仮設住宅か ら の 移行 を 促進す る た め 、 家賃の安い災害復興公営住宅 を 希望 す る 仮設入居者

の特別{憂光朽ち を 設 け る な どの配慮 を し た 。

4 次 に わ た る 一元募集 の 結果 は 、 総計 12 ， 91 H す の募集戸数 に 対 し て 、 総計147 ， 308件 の

申 し込みがあ り 、 平均倍率 は3 .43 に の ぼ っ た 。

し か し こ の 一元募集 で は 、 立地条件の よ い神戸市東部や芦屋市 な ど既存市倍地 の 田 地 に

人気が集 中 す る な ど、 団地 ご と の応募倍率 に ば ら つ き が 目 立 ち 、 神戸市北 氏 、 西 区 な ど郊

外地域で、 は 大量 の募集割れが発生す る 事態 も 発生 し た。

こ の 3 年 間 に 実施 さ れ た 一元募集 は仮設住宅入居者の恒久住宅への移行 を 図 る 上 で 中 心

的 な役割 を 果 た し た が、 97年度末 に お い て も 、 神 戸市が管理す る 仮設住宅 の う ち 約4 ， 700

世帯の仮設入居者が 「転居の め どがた た な し U 状況が残 り 、 さ ら に 災害復興公営住 宅 の 入

居 を 促進す る 対策が求め ら れ た 。

こ う し た状況 を 踏 ま え て 、 県 と 神戸市、 住都公団 な どは 1998年 4 月 24 日 か ら 5 月 15 日 ま

で、 災害復興公常住宅 の 共 同募集 を 行 な っ た 。 募集戸数は新築3 ， 602戸、 空家3 ， 35 1 戸 、 計

6 ， 953戸 で 、 う ち 神戸 市 内 分が約 9 割 の6 ， 035戸 で あ っ た 。 4 次 に わ た る 一元募集で、 「元

住 ん で い た 地rx: に 戻 り た い」 と い う 被災者の願望が根強 い こ と があ ら た め て 確認 さ れた こ

と か ら 、 と く に神戸市営住宅 (3 ， 851戸) で は 、 被災の程度が大 き か っ た 東灘 区 か ら 須磨

区 ま で の 6 区 で約 7 割の2 ， 658戸 を 募集 す る こ と に し た 。 ま た4 ， 882戸 を 仮設住宅入居者の

優先枠 と し た 。 仮設住宅入居者 は 第 3 希望 ま で選択で き る よ う に し 、 生活支援 ア ド バ イ ザー

が仮設住宅 を 戸別 訪 問 し て 、 応募の説明 な ど を 行 う 命方、 仮設住宅 の ふ れ あ い セ ン タ ー な

ど延べ263 ヵ 所で募集栢談会 を 開催 し た 。

こ の 共 同 募集 で は 、 最終的 に 14 ， 035件 の 応募 と な り 、 仮設住宅 か ら は4 ， 687件の 申 し 込

み があ っ た ( 6 月 26 日 現在 ) 。 倍 �fi は2 . 02倍で、 第 4 次一元募集 と ほ ぼ同 様 の 高 い倍率 を

示 し た 。 過去の 一元募集 と 同様、 募集戸数の最 も 多 か っ た神戸市 内 で は 離 区 、 東灘区 、

庫 区 な どが倍率が高 か っ た半面、 垂水院で、 は募集割れ と な っ た 。

共 同 募集の抽選 会 は 第 l 希望 ( 6 月 15 日 ) 、 第 2 ・ 第 3 希望 ( 6 月 22 日 ) の 2 回 に わ け

で 行 わ れ 、 当 選者 は4 ， 323世帯 と な っ た。 当 選者の う ち 仮設住宅入居者 は 2 ， 594世帯で、 総

当 選者の60% を 占 め た 。 一 方 、 募集割 れ戸 数 も 2 ， 630戸 あ っ た 。

当 選者の事業主体加 の 内訳 は 県常1 ， 19 1 世帯 (仮設住宅入局者649世帯) 、 神戸市営2 ， 652

世帯 ( 同 1 ， 895世帯) 、 公団386 世帯 ( 同35世帯) な ど と な っ た。 募集割 れ戸数は神戸市営1 ， 076

、 公団635戸 な どであ る 。 (表 4 参)j官)
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(表 4 ) 災害復興公営住宅の入居者募集結果 (1998年 4 月 24 日 5 月 15 日 )

第 l 希望当選者数

1 ， 087(545) 

2 ， 652 ( 1 ， 895) 

1 5  (5) 52 

3 ， 489 (2 ， 1 80) 369 (369) 3 ， 858 (2 ， 549) 1 ， 922 

1 7 (2 )  0 (0) 17 (2) 12 

6 1  (7) 1 ( J )  62 (8) 61  

386 (35) 抽選な し 386 (35) 635 

3 ， 953 (2 ， 224) 370 (370) 4 ， 323 (2 、 594) 2 ， 630 

( ) 内 は仮設住宅入府者で内書

4 . 特別 あ っ せ ん登録等の実施

1998年 6 月 の 災害復興公常住宅共 河 募 集 で 、 仮設住宅入居者約2 ， 600名 が 当 選 し た が、

約2 ， 000名 が落選、 恒久住宅への 移行 は依然課題 を 残す こ と に な っ た 。 6 月 1 日 現在 で 、

仮設住宅入居者 は 15 ， 655世帯 と な っ て お り 、 こ の う ち 、 自 宅の 自 力 再建可能者や公営住宅

の 当 選者 で 入居待 ち と な っ て い る 世帯 な ど を 除 い て 、 恒久住宅 な どへ の 転居先が ま だ決

ま っ て い な い 世帯 は 、 ま だ約2 ， 500世帯 に の ぼる 見通 し と な っ た 。

仮設住 宅 は 災害救助 法 に 基づ き 、 当 初供与期 限が1997年 3 月 末 ま で の 2 年 間 と な っ て い

た が、 受 け皿 と な る 災害援興住宅の完成が遅 れ る な ど の 理 由 で 、 2 年 間 延長 さ れて い る O

そ れで、 も 1999年 3 月 末 に は全戸 を 撤去す る 方針が決 ま っ て い る 。

こ う し た こ と か ら 、 仮設住 宅 の大半が残 る 神戸市で は 、 共 同 募集 で 落 選 し た約2 ， 000世

帯 を 中 心 に 恒久住宅が確保 さ れ て い な い 仮設住宅入居者 を 対象 に 、 7 月 か ら 募集割 れ と

な っ た 災害復興公営住宅 な ど を あ っ せ んす る 特別 あ っ せん登録 を 実施 し た 。 こ の登録で は 、

県営 ・ 神戸市営 ・ 明石市営 な ど2 ， 140戸 を 募集 し た の に対 し 、 2 ， 056世帯の 応募があ り 、 8

月 19 13 の 抽選の結果、 596世帯が当 選 し た 。 共 同募集で見 ら れ た よ う に 、 !日市街地 の 団地

に応募が集 中 し 、 恒久住宅への転問が決 ま っ た の は約30 % に と ど ま っ た 。 こ の た め神戸市

で は 、 80歳以 t の単独居住者、 夫婦 ど ち ら かが80歳以上 の 世帯、 重度障害者がい る 世帯 な

ど を 中 心 に 個 別 に 住宅 を あ っ せん す る 対L与 を 進 め た 。

さ ら に 10月 初 日 か ら 11 月 4 日 ま で、 県営 ・ 市営住宅の追加募集 も 行わ れた 。 見営住宅が

10市 2 町で 1 ， 764戸、 神戸 市営が1 ， 785戸 、 尼崎市営が460戸 、 言\'4 ， 009戸 の 募 集戸数で あ っ

た 。

こ の追加募集 で は 、 大半の仮設住宅入居者の 移転の め どがた っ た と し て 、 災害復興公営

住宅で は 初 め て 、 仮設住宅優先枠が廃止 さ れ、 代 わ っ て 仮設以外の被災者 も 対象 に し た 6

8 割 の 被災者優先枠が設 け ら れた 。 被災者優先 枠 は920戸 の 災害復興公営住宅 を 中 心 に

設定 し た 。 災害復興県営住宅の 追加募集 は 1999年 2 月 5 白 か ら 同 月 19 日 ま で の 聞 も 行 わ れ、
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を 被災者優先枠 と す る 472戸が募集 さ れた 。

5 . 仮設住宅入居者の恒久住宅移行進む

阪神 ・ 淡路大震災の被災者 向 け の 仮設住宅 は48 ， 300戸建設 さ れ、 う ち 神 戸市が管理す る

仮設住宅は32 ， 346戸で あ っ た が、 災害復興公営住宅等への 入居が進捗す る に伴 い 、 1998年

度 に 入 っ て 、 仮設住宅入居者 は急速 に 減少 し た 。 98年 4 月 l 日 現在 で 、 契約世帯 は21 ， 471

戸 で 、 う ち 神戸市が管理す る 仮設住宅 に つ い て 入居μ数が1 5 ， 895Jヨ と 入居率 は49 . 1 % と な

り 5 害t を 割 っ た 。 ( 表 5 参照)

さ ら に 7 月 1 日 時点で契約世帯 は 15 ， 000戸 を 下 回 り 、 l3 ， 789戸 に 減少、 4 月 か ら の 3 カ

月 間 で約7 ， 700戸 も 減 っ た 。 内 訳 は 神戸 市 な どの被災地がl3 ， 223戸、 三 田 市 や 大阪舟 な ど

被災地外が568戸 で あ る O

こ う し た 入居者の減少 に伴 い 、 仮設住宅の撤去 も 進み 、 被災10市の う ち 、 伊丹市 (660戸)

と 洲本市 (14戸) が98年 3 月 末 に 、 1 1 1 西市 (620，Fでî ) が 6 月 末 に 仮設入居者がゼ ロ と な っ

た の に続 き 、 最 も 家屋の被災率が高 か っ た 芦屋市で も 8 月 26 日 に 入居者がゼ ロ と な り 、 震

災後、 市 内 40 ヵ 所 に 2 ， 914戸建設 さ れた 施設 も 98年度末 ま で に 完 全 に 撤去 さ れ る 見通 し と

な っ た 。

兵庫県 で は 仮設住宅の 入居期 限切 れ と な る 99年 3 月 末 を 控 え て 、 被災者向 け仮設住宅入

居者の移転見込み状況 を ま と め た 。 県 で は 、 災害救助法 に 基づ、 く 使用期 間 の 延長 を 国 に 申

請す る と と も に 、 入居契約 は 原 郎 3 月 末で終了 し 、 転居先が確定 し て い る 入 居者 に つ い て

は 4 - 6 月 を 移行期 間 と す る 方針 を 決め た 。

県 の調査で は 、 99年 3 月 末現在 で3 ， 861 世帯が仮設住宅 に 入居 し て お り 、 そ の う ち 3 ， 038

世帯が公営住宅への 入居が決定 し 、 379世帯 は 民 間賃貸住宅や持ち 家への 移転が確定 し て

い た 。 残 る 407 世帯 に つ い て は 、 災害復興公営住宅への 入居が確保 さ れ る ま で 、 一時入居

制震 を 活用 し て 民 間 賃貸住宅へ の 転居 を 促 し た り 、 持 ち 家 へ の 移転 を 図 る 方針 を 決め た 。

(表 6 参照)

な お99年 3 月 末 ま で に 災害復興公営住宅等への 入居が決定 し た被災者 は40 ， 194世帯で 、

う ち 仮設住宅入居者 は27 ， 359 lli:帯で あ っ た 。 そ の う ち すで に34 ， 899世帯 (仮設入居者23 ， 475

世帯) が入居済み と な っ た。

(表 5 ) 仮設住宅の入農状況推移
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( 表 6 ) 仮設住宅入居者の恒久住宅移行状況 (兵庫県調べ)

公営住宅 持家 民賃空宇
入居世帯数 不明 倉庫利用等

既決定 未決定 小 計 既決定 未決定

神戸市内 3 ， 56J 2 ， 800 139 2 ， 939 257 406 1 1  J 27 

107 120 24 1 6  

明石市内 1 。 。
北淡町 内 4 。 I 3 。 3 。
被災地外小計 53 i 54 9 。 。 6 

ト一一一一一一
(神戸市民 59) ( 5 1 )  。 ( 5 1 )  (8) 。 (8)  。 (6)  

(西宮市民 4)  I (2 )  ( J  。 ( 1 )  。
合計 247 3 ， 285 1 60 539 J 4 9  

( ) 内 は 内 数

6 . コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ再募集 と 高齢者対応 の グル ー プハ ウ ス
仮設住宅入居者の災害復興公営住宅等への 移転 は急 ピ ッ チ に 進捗 し た が、 一 方 で 、 高齢

者の入居 先が確保 さ れず玖 り 残 さ れ る と い う 課題 も ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て き た 。

神戸市生活再建本部の調査で は 、 神戸市 内 の仮設住宅入居者の な か で 単 身 高齢者の割合

は 、 入居者が 3 万 人 を 超 え て い た 1 995年12月 時点で は 、 20 . 6 % で あ っ た の が、 98年 3 月 末

で は27 . 7% に の ぼ り 、 フ ァ ミ 1) 一 世帯の移転 に 比べ、 高齢者の 移転が遅れ気味 に な っ て い

る 実態 がわ か っ た 。 高齢者の場合、 健康需や経済 的 な 不安 に 加 え て 、 通 常 の 災害復興住宅

で は 仮設住宅で見 ら れた よ う な コ ミ ュ ニ テ ィ の形成が難 し い と 心配 す る 人 が少 な く な い こ

と も 移転 を 遅 ら せ る 背景 と み ら れ る 。

こ う し た こ と か ら 、 97年度か ら 災害復興公営住宅 の 一環 と し て 、 県営 ・ 市営性宅 に 「 コ

レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ (復興協 同住宅) J が導入 さ れた 。 コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ は 、

ス ウ ェ ー デ ン 、 デ ン マ ー ク な ど北欧で生 ま れ た住居形態 で 、 個 人の居住部分 と は 別 に 、 ダ

イ ニ ン グ キ ッ チ ン 、 リ ピ ン グ な ど、 間住者同 二1:が交流で、 き る 共 同 空 間 を 矯 え た 集合住宅で

あ る 。 こ の 共 同 空 間 で、 炊事 ・ 食事 な ど生活 を 共 に す る こ と で、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を促

進す る ね ら い で あ る 。

コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ は 県営片 山 ふ れ あ い住宅 (神戸市長 田 区) を 第 l 号 に 、 8 団

地 、 232戸 が建設 さ れ、 97年度 か ら 入居者 の 募集が開始 さ れ た 。 し か し 、 コ レ ク テ イ ブ\

ハ ウ ジ ン グ の意義が被災者 に 卜分浸透 し な か っ た こ と な どか ら 、 募集割 れ に な る 団地 も 多

く 、 1998年 9 月 に 再募集が行 わ れ た O

再募集 は 岩屋北町ふ . H A T 神戸脇浜 ・ 南本 町 ・ 大倉山 ・ 尼崎金楽寺 ・ 宝塚福井の 6 ヵ 所

の 県営団地、 計66戸 で行 わ れ、 最終的 に 67名 ( う ち 仮設住宅18名 ) が応募 し た。 岩屋北町

は募集 2 戸 に 対 し て 10名 、 大倉山 は 2 戸 に 対 し て 16名 の応募があ る な ど高い倍率 を 記録 し

た が、 H A T 神戸 脇浜 な ど 3 団 地 で募 集 割 れ と な る な ど相 変 わ ら ず 人 気の ば ら つ き が 目
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立 っ た 。 抽選の結果、 29名 ( う ち 仮設住宅 3 名 ) が当選 し た 。

一方98年 9 月 、 尼崎市 は24時 間態勢の ケ ア や共用懇談ス ペ ー ス を 備 え た 「災害復興 グ ル ー

プ。ハ ウ ス 」 整備事業 に 乗 り 出 し た 。 高齢被災者向 け に 開設 し た ケ ア付 き 仮設住宅 を モ デル

に 、 個 室 で の 自 立生活 を 尊重 し な が ら 介護 な どの ケ ア サ ー ビ ス を 充実 さ せ た 災害復興住宅

で あ る 。 県住宅供給公社が阪神 ・ 淡路大震災復興基金の 災害復興 グ ル ー プハ ウ ス 整備事業

補助制度 を 活用 し て 、 尼崎市七松町の市有地 に プ レ ハ ブ、、平屋建て約625 ば の 施 設 を 建設 し た 。

ト イ レ 、 洗菌所 を 構 え た個室18戸 の ほ か、 共用 ス ペ ー ス と し て 身 障者対志の 浴 室 、 だ ん ら

ん室、 台所兼食事室 、 ヘ ルパ ー の待機室 な どが設 け ら れた 。 ヘ ル パ ー は 家事 の補助 や 緊急

時対応 な ど福祉施設並み のサ ー ピ ス を 行 う こ と に な っ て い る O

ま た神戸市 も 市内 2 ヵ 所 に グ ル ー プ。ハ ウ ス を 開設 し 、 仮設住宅 の高齢者40世帯 に 入居 し

て も ら う 方針 を 決め て い る O

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路大震災の復I�I . 復興の状況 に つ い てJ JZ月1 県資料 1999年 6 月
「第 2 河被災者の住宅再建支綬の在 り 方 に 関 す る 検討委員会資料 」 兵庫県 1999{1� 4 月
「災害復興住宅入居者募集関係資料 」 兵庫県住宅都市部住宅管理課
1f，C:，�.1反設住宅入居状況」 兵庫県住 ま い復興推進課資料 1999年 4 fJ
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fi2節目腕岱ゐ新設自w-立問問問現況
1 . 被災地の新設住宅着工の現状

災害復興公営住宅等の建設 ・ 着工が1998年度末 ま で に住宅復興 3 ヵ 年計 画 の 数値 目 壊 を

達成す る 一方で、 一戸建て住宅 を 中 心 と す る 民 間住宅の復興 も 峠 を 越 え 、 自 力 再建可能 な

土地所有者 な どの 再建 は ほ ぼ完了 し た と 見 ら れ る 。

こ れ を 兵庫県 ま ち づ く り 部住宅土地政策課が ま と め た県下の新設住宅着工の統計出か ら

推断 し て み る と 、 以下 の よ う な 状況であ っ た 。 (表 7 参照)

98年 度 の 兵障県下 の新設住宅着工戸数は 、 前年度比3l . 7 %減の54 ， 587戸 で 、 上半期 は前

年 同期比37 . 7 % 減の28 ， 505戸 、 下半期 は前年同期比23 . 7 %減の26 ， 082戸 と 、 前年度 と 比較

し て大幅 な 減少 と な っ た 。 震災前の 6 年 間 (89年毘 � 95年度) の平均値 (全国 : 1 ，  533 、 062

、 兵庫 県 : 60 ， 527戸) と の 比較で は 、 全 国 が2l . 8 % 減 に 対 し 、 兵庫県 は 、 9 . 8% 減 と 全

国 と 比べ る と 落 ち 込み は小 さ か っ た。

地域別 で は 、 被災地の神戸地域16 ， 4 12戸 (前年度比41 . 4 % 減) 、 阪神地域 (神戸市 を 除 く )

18 ， 240戸 ( 同34 . 0% 減) と 大幅 に 減少 し た 。 災害救助法指定の 10市10町 で 見 る と 、 前年度

比21 ， 942戸減 (36 . 5 % 減) の38 ， 103戸 と な り 、 被災地外 ( 同 17 . 1 % 減) に 比べ大幅 に 減少

し た こ と がわ か っ た 。

月 間着 工戸 数 は 、 97年 1 月 以降、 徐 々 に 逓減 し 、 98年 5 月 以降は震災前の 1 年 間 (94年

2 月 一何年 1 月 ) の水準 を 下 回 る 2 ， 000戸 � 3 ， 000戸台で推移 し て い る 。

利用 関 係 加 で は貸家が17 ， 183戸 ( 前年度比46 . 5 % 減) と 前年 度 に 引 続 き 大 幅 に 減少 し た

ほ か 、 持家が16 ， 725戸 ( 河 10 . 7 % 減) 、 分譲住宅が19 ， 830戸 ( 同27 . 5 % 減) 、 給与住宅が849

戸 ( 同 50 . 5 % 減) と 全 て の住 宅 で 大 幅 に 減少 し た 。 10市10 町 で は 持家 お よ び分譲住宅で

18 . 5 % 増 、 貸家お よ び給与住宅で31 . 6 % 減 と な っ た 。

建 て 方別 で は 共 同 建 て 住 宅が21 ， 080戸減の28 ， 667戸 (前年度比42 . 4 % 減) と 大幅 に 減少

し た結果、 共 同建住宅率 も 52 . 5% と 1前年度 (62 . 2 % ) に比べや や低下 し た 。

さ ら に 資金別 に 見 る と 、 民 間 資 金 に よ る 住宅が1 1 ， 778戸減の32 ， 439戸 (前年度比26 . 6%

減) 、 公的資金に よ る 住宅が13 ， 558戸減の22 ， 148戸 ( 問38 . 0 % 減) と な っ た。

こ う し た こ と か ら 、 震災直後の何年 2 月 か ら 99年 3 H ま で の 新設住宅着工戸数の累計は

299 ， 997戸 を 数え る に い た っ た 。 い う ま で も な く 、 こ れ ら の新設住宅 に は 、 震災が直義 の

動機で は な く 、 個 別 の事情に よ り 着工 さ れ た 住宅 も 含 ま れて い る 。 兵庫県で は 、 被災者の

住宅再建 に かか わ る 建築碍認 申 請 に つ い て は 手数料 を 減免す る 特例措置 を 設 け て い る が、

そ れ を 利用 し た 申 請件数か ら 推定す れ ば、 約90 ， 000戸が 自 力 再建 と 推定で き る O こ れは 3 ヵ

年計画 の 民間住宅の計画戸数の 2 倍以上で あ る 。

こ の よ う に 戸数が増加 し た 理 由 は 、 被災 し た 土地が集約化、 高度利用 さ れ て 大規模 な マ
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ン シ ョ ン 等 に 建替 え ら れた り 、 逆 に 一戸建て住宅用 地が細分化 さ れて 、 よ り 小規模の 3 階

建て住宅等 に 生 ま れ変 わ っ た り し た結果であ り 、 再建そ の も の が戸数増 を 招 い て い る と 考

え ら れ る 。

被災 し た住宅の統計 に つ い て は 各種 デー タ が存在す る が、 県の調査 に よ る と 、 公費 に よ っ

て解体処理 さ れ た住宅 (1995年12月 現在) は 一戸建て ・ 長屋建て が87 ， 289件、 共 同住宅が

49 ， 44 1 件 の 計-136 ， 730件 と な っ て い る O 一 方 、 県 防災部が96年1 1 月 20 日 か ら 28 日 ま で、 行 っ

た神戸市 ・ 西宮市 ・ 芦屋市内の被災住宅の抽出調査で は 、 全壊 ・ 全焼 ・ 半焼家屋の う ち 、

57 . 4 % 、 107 ， 732戸が居住不可能 と 判断 さ れ、 半壊家屋の居住不可能戸数11 ， 128戸 (4 ， 3 % )

と あ わ せ る と 、 計118 ， 860戸が再建の必要があ る と 判 断 さ れた 。

(表 7 ) 月 別新設住宅着工の推移
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2 . 被災地の土地取引件数 は減少傾向が続 く

兵 産 県 は 1995年度 よ り 法務局 に 出 さ れ た土地登記 を 基 に被災地の土地取引 の 実態調査 を

行 っ て い る 。 土地寂引 の統計 か ら 震災復興関連事業の推移 を 調査す る の が 目 的 であ る 。 (衣

8 参照)

1998年 I 月 一 12 月 の 土 地 取引 件 数 は 全県 で85 ， 609件 、 97年 に よとべ7 . 8 % 減、 何 年 比 で

15 . 8% 減少 し た 。 被災地の神戸 市の取引件数は17 ， 053件、 97年比15 . 3% 減、 何年比20 . 2%

減、 ま た 阪神地区 6 市 (尼崎 ・ 西宮 ・ 芦屋 ・ 伊丹 ・ 宝塚 ・ ) 1 1 西) で は 22 ， 742件 で そ れぞれ

5 . 6 % 減、 13 . 2 % 減 と な っ た 。 被災地で は 震災後 に 土地取引 の大幅 な 増 加 傾 向 が続 い て き

た が、 そ れ も 98年 に 入 っ て 、 ょ う や く 落 ち 着 い て き た こ と がわ か る 。 た だ、 全埠、 被災地

と も 震災年の95年 に比べれば、 ま だ増加 し て い る O

四半期 ベ ー ス で見 る と 、 98年 1 � 12月 は97年第 3 四半期か ら 6 期連続前 年 同 時期比マ イ

ナ ス と な っ た 。 こ れは住宅再建 の 進捗 に加 え て 、 不況の深刻化や雇用情勢 の 悪化 な ど に よ っ

て 、 消費者の土地 ・ マ ン シ ョ ン の 買 い控 え な どが影響 し て い る と 見 ら れ る 。

一方、 主体別土地取引件数 を 見 る と 、 国 ・ 公共団体 に よ る 買 い は 、 神 戸 市 で は 前 年 同 時

期比70 . 5 % 、 阪神地域 も 同75 . 2% と 大幅 に 減少 し た 。 こ れ は 、 医画整理事業や復興住宅整

備等の 用 地確保 な ど震災復興事業の終息、 に伴 い 、 公共 に よ る 土地買収が減少 し た こ と が原

田 と 見 ら れ る O

面積規模別 土地取引件数で は 100m'以上の土地取� I は何 年 に 増 加 し た も の の 、 そ の 後減

少 し 、 98年 は 震災前の水準 に 戻 っ た 。 大都市 閤 に お け る 小規模取引傾 向 に 加 え 、 震 災 を 契

機 と し た底地 ・ 隣地買 い や土地の切 り 売 り 等が依然多 い も の と 考 え ら れ る 。

な お県 で、 は土地取引調査に つ い て 、 阪神地区 6 市 の震災が原 因 と 見 ら れ る 土地取引 の割

合 を 算 出 し て い る (表 9 参照) 。 こ れ を 見 て も 、 被災の程度が比較的小 さ か っ た 川 西市以外

は 2 年前 に比べ て 、 取引 件数が大 幅 に 減 っ て い る 。 た だ芦屋市 は依然全体の 3 分の l 強が

震災が ら み の取引 で あ る こ と が特徴的 で あ る 。

(表 8 ) 被災 6 市 に お け る 震災 が原因の土地取引 の劉合 (単 位 ・ % )

芦屋 ; 伊丹

一一一--l-一一-11 
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(表 9 ) 土地取引件数の推移 ( 単位 : 件、 % )

腕一…戸一
和一

神一
劃一
出一

数一
何一
数

象
一

事
一

抱
一

足
一

指
一

は
一

ヨ
一
…
県
一

3

対
一

事
一

(
一

訪日

(
一
川町

一

帯
一

全
一

品

取引 区 分別土地取引 数

- 土地取 i 区 分、 1 994年 199511' 1996年 )7年 1998年 構成比

神 戸 ー奇支の b也 1 2 ， 1 10 15 ， 981 70 . 3  

( 100 . 0) I (指数) ( 103 . 5 )  ( 1 36 . 6) ( 1  

( う ち公共分 ) 1 ， 214  1 ， 465 I )34 (8 

( 指数) (120 . 7 )  (200 . 2) 

マ ン シ ョ ン
5 ， 546 3 ， 816  5 . 383 6 ， 187 7 l 有

(指数) (100 .  (97 . 1 )  (91 . 5 )  

三討 I 17 ， 246 ， 926 21 ， 364 ， 138 17 ， 053 100 

(指数) (92 . 3) ( 123 . 9) ( 1 1 6 . 8) (98 . 9) 

阪 神 一般のごと地 ; 1 0 ， 363 1 1 ， 656 15 ， 937 14 ， 306 1 2 ， 673 55 . 7  

( 100 目 。) ( 1 12 . 5 ) ( 1 53 . 8) ( 138 . 0) ( 122 . 3) !L; (一一う一一ち(指一公数一一共一)一分) 1 685 93 1  1 ， 799 2 ， 022 1 ， 520 (6 . 7) 

( 100 . 0)  ( J 35 . 9) (262 . 6) (295 . 2) (221 . 9 )  

マ ン シ ョ ン
5 ， 808 1 0 、 251 9 ， 79 1  1 0 ， 069 44 . 3  等 区分所有

(指数) 4)  ( J 76 . 5) ( 168 . 6) i ( 1 73 . 4) I 
16 ， 171  1 7 ‘ 778 26 . 188 24 ， 097 22 ， 742 100 

( 指数) ( 100 . 0 )  ( 109 . 9) ( 161 . 9) 

J先立{ 一地 人 063 23 ， 766 31 . 918 57 

(指数 。) (107 . 7) ( 1 77 . 7) ( 1 1 1 .  7 )  

2 ， 396 l 一寸
( う ち 公共分) 7 ， 899 4 ， 229 3 ， 956 2 ， 883 (7 . 2) 

(指数) ( 100 . 0) ( 126 . 2 )  (222 . 7) (208 . 3) ( J 5 1 . 8) I 
マ ン

， 354 9 ， 938 15 ， 978 1 5 ， 142 38. 1 下手反分所有 15 ， 634 

(指数) 000 . 0) (87 . 5) (137 . 7) ( 140 . 7) ( 133 . 4) 

33 ， 417 33 ， 704 47 ， 552 44 ， 235 100 

(指数) ( 100 . 0) ( 100 . 9 )  ( J 42 . 3) ( 132 . 4 )  
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地域 ・ 1'u:区分 1994年 19961f' 1 997"ド 1998'手

神戸 i 1同人 8 ， 527 8 ， ;'92 10 ， 792 9 ， 412 8 ， 456 

(指数) ( J  00 . 0) ( 100 . 8) ( 1 26 . 6) ( 1 10 . 4) (99 . 2) 

民間法人 1 ， 959 2 ， 053 2 ， 759 I 2 ， 605 2 . 16 1  一……一一一 十一
( 指数) ( 100 . 0) ( 104 . 8) I ( 140 . 8) ! ( 133 . 0) ( 1 10 . 3) 

; 国 ・ 公共 団体 1 ， 214 1 ， 465 2 ， 430 1 ， 934 1 ， 363 

(指数) ( 100 . 0) ( 1 20 . 7) (200 . 2) (159 . 3) I ( 1 1 2 . 3) 

]] ， 700 1 2 ， 1 10  1 5 ， 981 川51 I 1 1 ， 980 

(指数) ( 100 . 0) ( 103 . 5) ( 136 . 6) ( 1 19 . 2) ( 102 . 4 )  

個 人 7 守 992 8 ‘ 91 1  1 1 ， 564 1 0 ， 064 9 ‘ 203 

指数) 000 . 0) ( 1 1 1 .  5) ( 144 . 7) ( 1 25 . 9) 

I l'\;間法人 1 ， 686 1 . 814 2 ， 574 2 ， 220 1 . 950 

(指数) ( 100 . 0) ( 107 . 6) ( 152 . 7) ( 131 . 7) ( 1 1 5 . 7 )  I 
悶 ・ 公共間体 685 931 1 ， 799 2 ， 022 1 ， 520 

(指数) ( 100 . 0) ( 135 . 9) i (問 6) ! (295 . 2) (22 1 .  9 )  

計 1 1 ， 656 1 5 ， 937 1 4 ， 306 1 2 ， 673 

(指数) ( 100 . 0) I ( 1 12 . 5) ( 1 53 . 8) ( 138 . 0) ( 1 22 . 3) 

言十 側人 1 7 ， 503 22 ， 356 1 9 ， 476 1 7 ， 659 

I ( 指数) ( 100 0 ) ; ( 106 . 0) ( J 35 . 3) ( 1 17 . 9) ( 106 . 9) 

; 民間法人 3 ， 645 I 3 ， 867 5 、 33:3 4 ， 825 ヰ ， 1 1 1

(指数) ( 100 . 0) ( 106 . 1 ) I ( 146 . 3) i ( 132 .4 )  ( J  1 2 . 8) 

国 ・ 公共団体 1 ， 899 2 ， 396 4 ， 229 3 ， 956 2 ，  

(指数) ( 100 . 0) ( 126 . 2) (222 . 7) (間 3) I ( 15 1 . 8) 

22 ， 063 23 ， 766 31 ， 918 28 ， 257 24 ， 653 

I ( 指数) ( J OO . O) ( J 07 . 7) i ( 144 . 7) I ( 1 28 . 1 )  ( 1 1 1 . 7) 

〈参考文献〉
「平成10年度兵庫県新設住宅着工の特徴」 兵庫県 ま ち づ く り 部住宅土地政策課 1999年 6 月
「被災地土地取引 調査報告書 」 兵庫県都市住宅部土地対策課 1999年 3 月

構成比

70 . 6  

1 8 . 0  

1 1 .  4 

1 00 

72 . 6  

1 5 . 4  

1 2  

100 

71 . 6  

1 6 . 7  

1 1 . 7  

100 

第 i章 @ 住宅 219 



| 第 3 節 各種公的支援制度か ら 見た 自力再建
1 . 復興の 進捗度 に地区別差異

震災復興 4 年 目 を 迎 え 、 自 力再建 を 中 心 と し た民間住宅の復興 に つ い て仔細 に 見 る と 、

復興の進捗度 に 地 区別 の差異があ る こ と が明 ら か に な っ て い る 。 神戸市長 田 区 ・ 須磨 区 、

芦屋市、 西宮市 な ど 8 地 区で定点調査 を 通 じ て復興の過程 を 追 っ て い る 『街の 復興 カ ル

の 調査 (1998年度版) で も 、 そ う し た 実態 が報告 さ れて い る 。 惟 1 ) 

そ れ に よ る と 、 「長 出 区 ・ 須磨 区 で は 、 戸崎通 3 丁 目 は 木造 2 階建 て 住 宅 の倒壊が面的

に 広 が り 一部火災の被害 を 受 け 、 更地率57 . 7% 、 大池町 1 丁 目 は 、 全世帯の 80 % 以 仁が全

壊や 火災の被害 を 受 け 市街地整備事業や重点復興地域 に指定 さ れて お り 、 更 地 率 は66 . 4 %

と な っ て い る 。 外部 か ら の 大 き な 投資が見込め な い駒 ヵ 林 3 丁 目 は97年 7 月 で107件 、 98

年 1 1 月 で63件の更地があ り 、 再建の [ 1 途がた た な い放置期 ・ 国込型の更地 ・ 空地が全体の

60% を 占 め る 。 芦 出 [11で は 、 要 再建敷地の再建率 は 、 三条南で64 . 6 % 、 大原 町 で62. 1 % 、

竹 園 町で78 . 9 % 、 南宮町北で72 . 0% で あ り 、 97年 7 月 以 降、 再建が停滞 し て い る 。 授 は 復

興停滞空地 と な っ て い る 」 と い っ た 現状があ る 半 面、 守ljl戸市東灘 反住吉 の 調 査地で は 、

震 災 に よ っ て 1 ， 306棟の住宅、 2 ， 614戸が滅失 し た が、 98年 6 月 現在で棟数で83 . 6% 、 戸数

で94 . 1 % が新築 ・ 再建 さ れ た 。 西宮市 で は 、 共同住宅化 し た敷地 を |除い て算定す る と 全半

壊の戸建て住宅 は ほ ぼ復旧 を 完 了 し たJ と 報舌 さ れて い る 地rS{ も あ る 。

民間住宅の再建 は 個 人財 産 の形成 と い う 側 面 を 持つ だ け に 、 被災者個 人 に よ る 自 )J 再建

が原則 と な る 。 し か し 閣 1 ) の フ ロ ー チ ャ ー ト で、示 さ れ る よ う に 、 高 齢 や 失 業 な ど の 理

由 に よ っ て 、 再建資金の 目 途がた た ず 、 持家 を 断念す る ケ ー ス も 少 な く な い 。 そ の た め 、

行政で は 、 自 力 再 建 を 資金面か ら 支援す る さ ま ざ ま な 支援制定 を 実施 し て き た 。 そ の 多 く

は 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 し た 制震であ る が、 持家等の 自 力再建の進捗 を 見 る 場

合、 こ う し た 支援制度が どの よ う に かか わ っ て き た か を 検証す る こ と も 重要 な 視点 で あ る 。

(注 1 ) 街の復興 カ ル テ 1998年度版 (阪神 ・ 淡路 大震災記念協会、 1999年 3 J1 ) 
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(凶 1 ) 住宅再建へ の フ ロ ー チ ャ … 卜

民間賃貸アパ日ト ( Itl所持前j

仮設住宅

親族宅[j'J肘

出 典 財 ) 神戸都市 問題研究所 生活再建研究会 f震災復興 と 生活再建 26頁

2 . 復興基金 に よ る 住宅再建の支援制度

被災者 の 生活や住宅の 再建 を 支援す る た め 、 兵庫県 ・ 神戸 市 で、 は 阪神 ・ 淡路大震災複興

基金の基本財 産200億 円 と 運用財産8 ， 800罷円 を 活用 し た さ ま ざ ま な 支護制 震 を 実施 し て き

た 。 そ の 支援事業 は 1998年度末で計113分野 に お よ び、 う ち 住宅 関 連 は34事業であ る 。 イ主

宅 関 連 で は 持家 の 自 力 再建 ・ 新規購入 ・ 住宅補修 に 対す る 支援 と 賃貸住宅 ・ 共同化住宅の

再建 ・ 建設 に 対ーす る 支援が 2 本柱 と な っ て お り 、 そ の 支竣形態 は 、 融資の返 済金利 に対す

る 利 子補給 と い う 手法 を 採用 し て い る 。 住宅関連支援事業 の 大半 は 震 災 の年 の 1995年 7 月

か ら 受け付けが開始 さ れ、 当 初97年度末 ま で の 受 け 付 け と し て い た 支援制度 も あ っ た が、

住宅再建 を よ り 積駆 的 に 支設す る た め 、 98年度末、 あ る い は99年度末 ま で延長 さ れ た 対築

も 少 な く な い。

自 力 再建の場合、 と く に高齢者で、 は 、 再建資金が乏 し い 、 あ る い は 長期 の ロ ー ン 設定が

困 難 な どの理由 か ら 、 再建 を 断念す る ケ ー ス が多い こ と か ら 、 高齢者 に 的 を 絞 っ た 支援制

度 も 設置 さ れ て い る 。 97年 2 月 に 受 け付 け が 開 始 さ れ た 高齢者特 別 融資利 子補給 は 神 戸

- 西宮 市が創 設 し た 高齢者特別融資制度 (不動産活用 型) の利子補給 を 行 う も の で、 さ

ら に何年 2 月 に 受 け 付 け が開始 さ れ た 高齢者住宅再建支援事業補助 は 建設 ・ 購入 ・ 補修 と

幅広 い住宅再建 に 対応す る 利子補給が特徴 と な っ て い る 。

一方、 被災住 宅 と 再建住宅の ダ ブル ロ ー ン に 苦 し む被災者 に対ーす る 特別 支援対 策 も 盛 り

込 ま れ て い る 。 ダ ブル ロ ー ン は住宅再建 を 阻む大 き な 壁 と し て 震災当 初 か ら 問題視 さ れて

い た が、 私有財産への公的補償 は基本的 に 閑難 と し て 、 有効 な 解決策が見 当 た ら な い現状

であ る 。 何年12月 に 受 け 付 け が開 始 さ れ た住宅債務償還特別対策 は ダ ブル ロ ー ン を抱 え て
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住宅 を 建設 ・ 購入 、 あ る い は大規模 な 住宅補修 を 行 う 被災者 に 対 し て経済的 な 負 担 を 軽減

す る こ と を 目 的 と し て お り 、 一定額の助成金 を 交付 し て い る 。

主 要 な 住宅 関 連 支援事業 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。 (利子補給率等 の 条 件 は 98年末現

在)

( 1 ) 持 ち 家の再建 ・ 購入 ・ 補修に対す る 主 な支援

①被災者住宅購入支援事業補助

被災者 向 け の住 宅金融公庫 や 民 間 金融機関等の住宅資金融資 を 受 け て 、 新 た に住宅 を 購

入す る 被災者 に 対 し 、 一定の 条件で利子補給 を 行 う 。

・ 対象 と な る 融資 : 公庫等の公的融資お よ び民需融資

・ 融資額の残高 に 対 し 、 当 初 5 年 間

・ 利子補給率 : 住宅金融公庫等2 . 5 % 以 内 、 民 間融資l . 925 % 以 内

・ 面的整備事業等 ほ域内の被災者が災害復興 (分譲) 住宅 を 購入す る 場合 、

さ ら に 6 � 10年利 子補給 (利子補給率 : 住宅金融公庫等 1 % 、 民間融資 = 0 . 5 % )  

・ そ の他、 公団 ・ 公社等が災害復興 (分譲) 住宅の建設 を代行す る 場合

調査設計費補助 ( 限度額20万円 /戸)

②被災者住宅再建支援事業補助

被災者 向 け の住 宅金融公庫 や 民 間 金融機関等の住宅資金融資 を 受 け て 、 新 た に住宅 を 建

設す る 被災者 に 対 し 、 一定の条件で利子捕給 を 行 う O 対象 と な る 融資 、 利 子補給率等の

条件 は住宅購入 と 同等。

③県 ・ 市 町 単独住宅融資利子補給

県 - 市 町が、 住宅資金が不足す る 被災者 を対象 に 特別 に 設 け た住宅融資 に 対 し 、 一定の

条件で利 子補給 を 行 う 。

@ 融資額の残高 に 対 し 、 当 初0 5 年 間

@ 手IJ子補給率 : 元金据置期 間 i人J2 . 15 % 以 内 、 元金据置期間外 1 . 65 % 以 内

・ 融資対象が特定の住宅の場合、 当 初 5 年 間 の元金据置期 間 !大�3 . 0% 以 内

さ ら に 定 の 条件 を 満 た す場合、 6 � 1O年利子補給 ( 1 . 0 % )

④定期借地権方式 に よ る 住宅再建支援事業補助

被災 し た戸建て住宅の土地 を 買 い取 り 、 50年 間 の定期借地権付 き 戸建 て 住宅 と し て元 の

土地所有 者 に 再分譲す る 住宅供給公社等 に 対 し 、 地代 の 一部等 を 補助 。

⑤隣地買増 し 宅地規模拡大支援融資利子補給

住宅の再建 に あ た り 、 宅地が狭小 な た め 隣接地 を 購入す る 資金 を 借 り 入 れ た被災者 に 対

し 、 利子補給 を 行 う 。

・ 融資額の残高 に 対 し 、 当 初 5 年 間

・ 利子補給率 : 公庫等2 . 5 % 以 内 、 民 陪 1 . 925% 以 内 )
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- 自 己宅地、 買 い増 す 韓接宅地が と も に 100m2未満で、 あ る こ と が必 要

⑥住宅債務償還特別対策事業 ( ダ ブル ロ ー ン 対 策 )

既存住宅 ロ ー ン (1995年 l 月 17 日 現在400万 円以上) の 償還 を 行 い な が ら 、 被災者 向 け

住宅資金融資 を 利用 し て住 宅 を 建設 ・ 購入お よ び補修す る 被災者 に 対 し 、 一定条件で助

成 を 行 う 。

・ 対象者 : 兵庫県内 で被災 し た者

・ 適格認定 申 請 を 行 う 前年の年収1 ， 431万円以下 (給与所得者以外 は 1 ， 200万円以下)

@ 従前 の持 ち 家 を 公費解体 し 、 住宅 ロ ー ン を 利 用 し て 再建 (購入) し た 者

• 500万円 以上の住宅 ロ ー ン を 利 用 し て捕修工事 を 行 っ た者

・ 助成金対象融資 住宅金融公庫 の 災害復興住宅融資

住宅 ・ 都市整備公団 の 割賦償還制毘

住宅福祉事業団 の年金災害復興住宅融資

民間住宅融資 (被災者向 け)

⑦高齢者住宅再建支援事業補助

住宅再建 に あ た り 、 高齢 を 理由 に融資が受 け ら れず、 自 己資金 を 取 り 崩 し て住宅 を 建設 ・

購入 ・ 補修 (縞修の場 合 は 、 500 万 円 以 上 ) し た65歳以 上の 定 の 要件 を 満 た す被災者

に 対 し て鴇助0

・ 補助額 : 建設 ・ 購入 ・ 補修費 (補修の 場 合 は 、 植助対象額か ら 250万 円 を 減 じ た 寝室)

の 1 % の 5 年分相当 額

・ 補助対象限度額 : 1 ，  140万円 (補修の場合830万円 )

⑧高齢者特別融資 (不動産活用型) 利 子補給事業

通常の住宅融資の利用 が困難 な 高 齢者 を 対象 に 、 市町が設け る 自 己所有地等の担保力 を

前提 と し た 高齢者特加融資制度 (神戸市 ・ 西宮市が実施) の借入金 に 対 し 利 子補給 を 行

う こ と に よ り 、 再建意欲の あ る 高齢者の住宅再建への積極的 な 支援 を 行 う 。

. 1 ，  140万円 を 限度 に 3 % 、 10年 間 の利子補給

※ 高齢者特別融資制度の概要 (神戸市の場合)

・ 対象者 : 年齢65)表以 上 、 年 間 所得1 ， 000万 円以下で、 白 己所有地 に 自 己居住用 (概ね60

歳以上の 一定の親族は 同居可 ) の住宅 を 建設 ま た は新築住宅 を 購 入 し 、 抵 当 権等が設定

さ れて い な い 売却処分が可 能 な 土地 を 所有す る 者で、 対象不動産の処分 を 前提 と す る 金

消契約 を 結べ る 者

・ 対象住宅 : 床面積175m2以下で、建築基準法等関係法令 に適合す る も の

@ 融資i浪度 : 100万 円 以上1 ， 500万 円 以下 (不動産評価額の70 % ];)、 内 )

@ 手iJ率 : 当 初 10年 同 年3， 1 % 、 1 1 年 目 以降 年4 . 1 %

@ 償還期 間 : 10年間 (元金均等、 1 1 年 日 以降 は利息の み償還)

借受人死亡 の場合は 、 原則 と し て対象不動産 を 処分 し 精算
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精算 に よ り 損失がとh じ た場合は 、 市が金融機 関 に 損失補填 を す る 。

⑨大規模住宅補修利子補給

大規模 な 住 宅補修 を 行 う た め 、 被災者向 け住宅融資 を 500万円以上借 り 入 れ た 年収1 ， 431

万円 ( 給号所得者以外1 ， 200万 円 ) 以下 の被災者 に 対 し 、 利子補給す る O

・ 対象 と な る 融資 : 公庫等の公的融資お よ び民 間融資

・ 融資額の残高 ( 限度額有) に 対 し 、 当 初 5 年 間利子補給

・ 利子補給率 : 公庫等融資2 . 5% ，1;)、内 、 県 ・ 市単独融資1 . 65 % 以 内 、 民間融資1 . 925% 以

内 )

( 2 )  賃貸住宅の再建 ・ 建設に対す る 主 な 支援

①災害復興準公営住宅建設支援事業補助

国 の 特定優良賃貸住宅制度 を 活用 し て賃貸住宅 を 建設す る 事業者 (土地所有者等) に 対

し 、 建設費 等 を 補助 。

・ 調査設計計画費補助 : 20万円/戸

・ 防災関連施設整備費補助 : 共 同施設整備 費 の 5 分の l を 限度

・ 家賃 減額補助 : 国 の 告Ij震拡充 に 伴 う 激変 を 緩和

・ 利子補給 : 10年 間 、 公庫等 の 基本融資額 の残高 に 対 し 、 当 初 5 年 間 0 . 5 % ( そ の 他 国

県 市町か ら 2 . 5 % 元金据置 の場合実質無利子) 、 6 � 10年融資金利 3 %

②特定借上 ・ 特定 目 的借上公共賃貸住宅建設支援事業補助

同の特定借上 ・ 買 取賃貸住宅制度 、 特定 目 的借 ヒ公共賃貸住宅制度及 び公営住宅法 を 活

用 し て 公共賃貸住 宅 を 建設す る 事業者 (土地所有者等) に 対 し 、 建設費等 を 補助。 各 条

件は 災害復興準公営住宅建設支援事業補助 と 同等。

③被災者向 け フ ァ ミ リ ー 賃貸住宅建設促進利 子補給

住宅金融公庫等か ら 建設資金の融資 を 受 け、 被災地域 に お い て 、 新 た に被災者向 け フ ァ

ミ リ ー 賃貸住宅 を 供給 し よ う と す る 事業者 (土地所有者等) に 対 し 、 利子補給。

@ 融資額の残高 ( 限度額有) に 対 し 、 当 初 5 年 間 1 % を 和子補給

④学生寄宿舎建設促進利子補給 (受付 は終了)

住宅金融公庫 等 か ら 建設資金の融資 を 受 け 、 被災地域 に お い て 、 新 た に 学 生 向 け 単 身 世

帯用賃貸住宅 を 供給 し よ う と す る 事業者 (土地所有者等) に 対 し 、 利子補給。

⑤被災者 向 け コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等建設事業補助

コ ミ ュ ニ テ ィ を 生活の根幹 に据 え た新 し い住 ま い 方 で あ る コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等

を 建設す る 事業者等 に対 し 、 協 同居住空間 ( 共 河 1) ピ ン グ ・ 共 同 食事室 ・ 共 同 キ ッ チ ン )

の整備 に 要す る 経費等の一部 を 補助 。

・ 補助 限度 額 : 設計調査費 20万 円/戸

協 同情住空 間 整備 費 95万 円/バ
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協 同居住空 間 備 品 整備費 20万円/協 同 居住単位

(3) 共同化住宅 に対す る 主 な支援

①民間住宅共 同 化支援利子補給

住宅金融公庫 の 災害復興住宅資金融資等 を 受 け 、 小規模、 不整形 な 敷地 を 利用 し た共 司 ・

協調化住宅 を 建設 し 、 ま た は そ の住宅 を 購入 す る 被災者 に 対 し 、 利子補給 を 行 う 。

・ 融資額の残高 に対 し 、 当 初 5 年 間

・ 利子補給率 : 公庫等2 . 5 % 以 内 、 民 間 1 . 925 % 以 内 、 6 � 10年 (利子補給率 : 公庫等 1 % 、

民 間 ニ 0 . 5 % )

②小規模共 同建替等事業補助

「 白 地地域J に お い て 、 敷地規模等の 要件 を 満た さ な い た め 、 優良建築物等整備事業等

国 の補助制度の対象 と な ら な い小規模 な 共 同建替、 協調的建替及 び、マ ン シ ョ ン 建 替 に 要

す る 調査設計費 、 土地整備費等の経費 の 一部 を 補助 。

・ 樟助 率 : 対 象経費 の 3 分の 2 (補助眼度額 260万 円/戸)

3 . 支援制度 の 利用 申請件数 は大幅増加

阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る 住宅 関 連 の 支援事業 は ス タ ー ト 当 初 は 被災者への P R

不足 な どで利用 申 請 は 、 や や低調 で あ っ た が、 98年度 に 入 っ て利用 震 は 大幅 に 高 ま っ た 。

主 要 な 34 事業 の 申 請件数 と 累 計 金 額 は (表10) に 見 る 通 り で 、 持 家 の 再 建 ・ 購入 ・ 補修 に

対 す る 13事業 は 申 請件 数計47 . 653件、 累計金額、440億5 ， 910万2 ， 000 円 、 賃 貸住宅建設者等

への支援は14 ， 247件、 94倍、6 ， 91 1 万9 ， 000円 と な っ て い る O

件数、 金額 と も 最 も 多 い の は 、 被災者住宅再建支援事業補助 で 、 自 力再建が進捗 し た こ

と が う かがえ る O ま た97年度 か ら 新 し く ス タ ー ト し た 高齢者住宅再建支援事業補助 も 予定

よ り 2 ， 600件余 り 多 い 申 請があ り 、 狙い通 り の効果が ヒがっ た 。

(表10 ) 住宅再建に か か わ る 公的支援制度の実績

住宅債務償還特別対 策

県 ・ 市 単独住宅融資利 子補給

高齢者特別融資利子補給

(J 999年 3 月 15 日 現夜)

1 1 ， 195 ， 666 
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定期借地権方式 に よ る 住宅再建支援事業補助

小規模共同建替等事業補助

286 ， 725 

173 . 050 

隣地買i脅 し宅地規模拡大利 子補給 1997 . 12 号 ヲ 14J

高齢者住吉再建支援事業補助 1998 . 2 可 458 1 � ， 89ヲ 138

ン 3 ョ / .共)松山子補 多支援利子 補給 Eヲ5 . 12 1 1 ， 343 1 197 ， 944 

大規模住宅持11野j子補給 1996 . 1 I 2 ， 817 1 878 ， 000 

フ ァ ミ リ } 笠貸住宅建設促進利子被j会 1995 . 1 1 一一一一一
学生寄宿舎建設促進利子補給 I 1995 . 1 1 

レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等建設費補助 I 1997 . 5 

(阪神 - 淡路大震 災復興基金調べ)

4 . 神戸市住宅供給公社の 「 自 力住宅再建支援事業」

阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活吊 し た住宅再建の支援制度 と は 別 に 、 神戸市住宅供給公

社 も 1997年12月 か ら 「 自 力住宅再建支援事業」 を 実施 し て い る 。 こ れ は震災で住宅 を 失 っ

た被災者の う ち 、 年齢 ・ 収入等の制 約 の た め 、 一般の融資制 度 で は 住宅再建が困難 な 土地

所有者あ る い は借地権者の A戸建住宅の再建 を 支援す る 事業 で 、 次の 2 種類、の制度が設け

ら れて い る O

@ 土地付再建分譲住宅事業

土地所有者等 の 土地 を い っ た ん公社が買 い取 り 、 住 宅 を 建設す る O

そ の後 、 「土地 と 建物」 を 元の 所有者等 に a括払い ま た は 長期割賦 ( 最 長25年) に よ り

分譲す る 。

@ 定期借地権付再建分譲住宅事業

前記の事業で は 困 難 な場合は 、 土地 は公社が所有 し 、 150年 間 の 定期借地権付 き の住宅J

を 一括払い ま た は 長期割賦 に よ り 分譲す る 。 (別途借地料が必要)

こ の事 業 は 他 の 再建支援制度が事実上利用 で き な い被災者の 支援 を 目 的 と し て い る た め 、

既存の融資制度等 に 比べ て 、 ①年齢制 限が な い②年 間返済額 の 上 限が年収の40% 以 下 で 、

住宅金融公康 の 災害復興融資 (25 % ) な ど に比べ高 い③団体信用 生命保険 ・ 保証会社 ・ 保

証人が不要 な ど対象者の 要件が大 幅 に 緩和 さ れて い る の が特徴 と な っ て い る O

同公社で は 、 住 宅再建相談所 (神戸市長 田 区 ) を 窓 口 に 、 利用 者の相談 を 受 け付 け 、 「住

宅再建ヘ ル パ ー 」 の 派遣 な ど を 通 じ て 、 現地調査 ・ 資金計画 な とマの 検討 を 行 っ た 。 具体的
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な 相 談は20数件 で あ っ た が、 そ の ほ と ん どは 兵庫 区 、 長 出 区 の市街地 で 、 出品積40�80ばの

小規模 な 土地所有者が多 か っ た 。 さ ら に 相談者の半数が60歳以上であ っ た 。

そ の結果、 98年度末 ま で に 土地付再建分譲住宅事業 に 基づ く 計 4 件 の再建住宅の協議が

ま と ま り 、 建設工事が開 始 さ れ た 。 (表1 1参照)

第 l うま と な っ た の は 、 震災 に よ り 自 宅が全焼 し た 兵庫 沢松本通 5 丁 目 の被災者で 、 98年

1 1 月 30 日 に住宅再建 プ ラ ン の協定書 (確認書) を 結 ん だ。

(表1 1 ) 土地付再建分譲住宅事業の再建住宅

被災状況 | 淑枝 ・ 構法

会焼

全壊

5 . 住宅金融公庫の 災害復興住宅融資 に よ る 再建

民間住宅の復興 に 関 し て 、 新築住 宅 の 建設、 新築 ・ 中古住宅の購入 を 含め 、 住宅金融公

庫 の融資が大 き な 役割 を 果 た し て き た 。 金融公庫 で は 、 災害時 に 基準金利 よ り 金利 を 低 く

し た{憂遇金利 を 適用 す る 制定 (災害復興住宅融資) を 設定 し て い る が、 阪神 ・ 淡路大震災

に お い て も 住宅全壊等の被害 に 係 る 慢災証明 を 持つ被災者 を 対象 に 、 当 初 3 年 間 の 限定付

き で1998年 1 月 16 日 ま で災害復興住宅融資 の 受 け付 け を 行 っ た 。 住宅復興の進捗度 な ど を

考慮 し て 、 同 年 3 月 末 ま で受 け付 け期 限が延長 さ れ、 そ の 後 さ ら に 2 度 の 延長措置 を 経 て 、

現在 は 2000年 3 月 末 ま で延長 さ れて い る 。

災害復興融資 の受理戸 数は 兵庫 県 で は 鷹山 で見 る よ う に 、 95年震 は 3 万戸 超 、 全国

の 災害復興融資の90% 強 を 占 め 、 翌年度以 降 も 件数は減少 し た も の の 、 新築購入 を 中心 に

高 い水準で、推移 し て い る 。 と く に期 限が延長 さ れた 97年度 は 前年度 に 比べ再び増 勢 と な っ

た 。 98年度末 で は 、 新築が累計22 ， 662戸 、 新築購入が岡崎 ， 243戸 、 中 古購入が同 8 ， 21 1 戸

な ど と な っ て お り 、 補修 を 含め る と 、 災害復興住宅融資の受理戸数 は95年度か ら の 4 年 間

で累計約 8 万戸 に 達 し て い る O 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る 利子補給 と あ い ま っ て 、

公庫 の災害復興住宅融資が住宅再建 ・ 復興 の た め の大 き な 資金源 と な っ た こ と が う かがえ

る O
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(表12) 阪神 ・ 淡路大震災 に か か わ る 災審復興住宅融資受縫実績 (単位 ・ 戸)
〔兵庫県〕

1994年度 1 1995年度 1 1996年度 1 1997年度 1 1998年度 1 1998年度米累計

新築 344 3 ， 594 ! 4 ， 234 I 3 ， 898 22 ， 662 

〔兵!葉県以外 (大阪府 - 京都府 ・ 奈良県 ・ 滋賀 県 - 和歌山県 ・ そ の他) ) 

1994年度 I 1995年度 1996年度 1997年度 1 1998年度 1998年度末累計

新築 65 565 1 29 1 50 175 1084 

新築購入 58 1 ， 041 441 443 382 2 ， 365 

中古購 44 1 ， 043 106 55 36 1 ， 284 

小計 167 2 ， 649 676 648 593 4 ， 733 

補修 109 23 1 1  5 329 

合計 276 699 65臼 598 5 ， 062 

( そ の他は被災者が 2 府 3 県以外で融資 を 受 け た ケ ー ス )

1994年度 1 1995年度 1996年度 1 1997年度 1998年度

全国 合計 1 ， 6 15  33 ， 968 11 ， 736 1 9 ， 51 1  1 5 ， 040 I 

兵隊県 よ仁�、三ロ手t 1 ， 339 14 ， 037 1 8 ， 852 14 ， 441 

1998年度末累計

84 ， 870 

79 ， 807 31 ， 138 I ト ー
ン ェ ア 82 . 9  91 . 7 95 . 3  96 . 6  96 . 0  94 . 0  

内訳 新築 344 10 ， 592 3 ， 594 4 ， 234 3 ， 898 22 ， 662 

事rr築矯入 ; 418 15 ， 352 8 ， 435 I 1 2 ， 753 9 ， 285 46 ， 243 

中 古購入 183 3 ， 44 1  l 、 691 I 1 ， 752 1 . 144 8 ， 21 1  

小百十 945 29 ， 385 13 ， 720 18 ， 739 14 ， 327 77 ， 1 1 6  

補修 394 1 ， 753 317 113 114 2 ， 69 1  

兵庫県 合計 276 2 ， 830 699 659 599 5 ， 063 
以外 シ ェ ア 17 . 1 8 . 3  4 . 7  3 . 4  4 . 0  

(住宅金融公庫調べ)

6 .  r被災者の 住宅再建の在 り 方 に 関す る 検討委員会J の 設置

阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 被災者の救済 に 関 す る 法的枠組み の 不備が開 会 の 場 で も 問題悦

さ れ、 雲他 普賢岳噴火災害や北海道南 西沖地震 な ど近年 の 大災害 に比べ、 被災者個 人 に 対

す る 復興基金の補助事業 や義援金の分配 な どが少 な す ぎ る な どの議論 を 呼ん だ。 と く に住

宅 を 失 っ た被災者に 対 し て は 、 個 人財 産 の公的捕償 ・ 支援 は原則不可能 と い う 壁 を 打 ち 破

る 有効 な 法的措援 の必要性が各方面か ら 求め ら れ た 。

こ う し た こ と か ら 住宅再建支援 に 関 し て 、 1996年 1 月 に 地震保険制度が改正 さ れ、 総支
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払 限度 額の 引 き 上 げ等が実施 さ れ た ほ か 、 同 年12月 に は被災者への 生活再建支詑金の支給

が決定 さ れ た 。 97年 に は 一部議員 が被災者支援の新法制 定 に 動 き 、 さ ら に 全国知事会が災

害相互支援基金の創設 を 決議す る な ど、 国 政 レ ベ ル で被災者救済 の 法 的 枠組みづ く り が表

面化 し た 。

そ の結果、 98年 4 月 、 与野党 6 党 の 共 同提案で 「被災者生活再建支援法」 案が参院 に提

出 さ れ、 同 年 5 月 22 日 付 け で公布、 1 1 月 6 日 に 施行 さ れ る 運ぴ と な っ た 。

同 法 ( 第 3 巻第 1 意 「生活」 第 3 節参照) は被災者生活再建支援金 の 支給 お よ び被災者生活再

建支援基金の 創 設が大 き な 柱 に な っ て い る が、 生活再建の基盤 と な る 隙則 第 2 条 で 自 然災

害 に よ り 住宅が全半壊 し た 世帯 に 対す る 住宅再建支援 の 在 り 方 に つ い て総合的 な 見地 か ら

検討 を 行A う こ と が明記 さ れ た 。

こ の規定 を 踏 ま え て 、 99年 l 月 8 日 付 け で 国土庁 に 「被災者の住宅再建の在 り 方 に 関す

る 検討委員 会」 が設置 さ れ、 第 l 回 の検討委 員 会 が年 2 月 18 日 に 開催 さ れ た 。 メ ン バ ー は

災害関係、 公共経済 な ど を 専 門 と す る 阿部泰隆 ・ 神戸大学教授 ら 学識経験者、 マ ス コ ミ 関

係者 ら 10名 で構成 さ れ、 委 員 長 に は康井筒 ・ 東京大学教授が就任 し た。

具体的 に は 、

・ 坂神 ・ 淡路大震災、 雲仙普賢岳噴火災害等 に お け る 被災者の住宅再建の状況調査

. 住宅再建 に 関 す る 施 策 の 適用 の状況 を 調査

・ 被災世帯の収入、 世帯主の年齢、 持家 ・ 借 家 の別 な ど に 応 じ た住宅再建の課題 を 整理

な どが検討課題 と な っ て い る O

第 1 回委員 会 で は 、 各委員 か ら 「税金で ど こ ま で伺人の財産被害 を 救済すべ き か基本的

な 議論が必要J r住宅再建策の メ ニ ュ ー を 増 や し 、 既存の ス ト ッ ク を 活 かす と い う 視点 も

重視す る J r個 人住宅の再建 は 中 長期 的 な ま ち づ く り の な か で 考 え る べ き 」 等 の 意見が出

さ れた 。 委 員 会 は 兵庫県か ら の ヒ ア リ ン グ な ど を 踏 ま え て 、 約 l 年半 か け て 、 今後の住宅

再建の課題 を 総合的 に 検討 し て い く こ と に な っ て い る O
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I第 4 節 被災マ ン シ ョ ン の再建
1 . 建替 え マ ン シ ョ ン は 9 訴 が 完成

板神 ・ 淡路大震災で は 多 く の マ ン シ ョ ン が損壊 し 、 自住不 可能 と な る ほ どの被害 を 受 け

た マ ン シ ョ ン も 少 な く な か っ た 。 し か し震災 4 年 目 と な っ て 、 そ の ほ と ん どが建替 え 、 大

規模補修 な どの 方針が決定 し 、 そ の 約 9 割が完成 し た 。 兵庫県の調査 に よ る と 、 全壊 ・ 半

壊 の判 定 を 受 け 、 補修 ・ 建替 え が必 要 な 被災マ ン シ ョ ン は 172棟 に の ぼっ た が、 1999年 3

月 現在 で 、 108件が建替 え が確定 し 、 55件が補修 の 方針 を 決 め た 。 う ち 95件で 工事が完了

し た 。 た だ、 建替 え 決議取 り 消 し 訴訟係争 中 な どの理由 で建替 え に 向 け て調 整 中 の マ ン シ ョ

ン も 4 件残 っ て い る 。 (表13参照)

被災マ ン シ ョ ン の再建に つ い て は 、 1994年 に 制定 さ れ た 国 の優良建築物等整備事業 ( マ

ン シ ョ ン 建 て 替 え タ イ プ) が導入 さ れて き た が、 被災マ ン シ ョ ン の建替 え ・ 共 用 部分補修

に つ い て は 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金で は住宅再建支援 の 一 環 と し て 、 住 宅 金融公康 の

災害復興住宅資金融資等の再建資金借入金に対す る 利子補給 に よ る 支援 を 実施 し て お り 、

建替支援手iJ子補給 は 98年震末 ま で に2 ， 318戸、 約35億 円 の 申 請 を 受 け 付 け て い る o (表10参照)

(表13) 被災 マ ン シ ョ ン の 再建状況 (1999年 3 月 末現夜)

ヨ ン 数 その他 未定

神戸市 70 54 12 2 2 

尼崎市 3 2 。 i 。

西宮市 50 23 26 。 1 

芦屋市 ; 39 21 16 i 1 

宝塚市 ( 9 7 1 I 。
伊丹市 ; l 1 。 。 。

合計 ; 1 72 108 (62 . 8 % )  55 (32 . 0% ) 5 (2 . 9 % ) 4 (2 . 3 % ) 

(i主) そ の他は従前区分所有者 が再建 を 断念 し 、 土地を処分 し た ケ ー ス 等

2 . マ ン シ ョ ン 市場の市況 が悪化

兵庫県住宅扶給公社がマ ン シ ョ ン の再建 を 支援す る た め 、 建替 え の相談か ら 建設 ・ 5 1 渡

し に い た る ま で を 詰負 い 、 建幸子 え に よ っ て生 じ た保留床 を 分譲マ ン シ ョ ン と し て 一般 に 分

る 「 ウ ィ ズ ス マ イ ル」 事業 ( 第 3 巻第 3 章 「住宅」 第 3 節 3 項 を 参照) も 1998年度 は 8 物件が

新 た に 販売 さ れ、 こ れで事業 は i坂神 ・ 淡路大震 災 に 関 し て は 一定、 の 終止符 を 打 つ こ と に

な っ た o (表14参照)

ウ ィ ズ ス マ イ ル事業 は 全部譲渡方式 (等価交換方式) 、 地上権設定方式、 定期借地権方
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式 の 3 つ の 方式で進め ら れ、 99{手 3 月 ま で に39 団地3 ， 757戸 の再建 (建替) 事業 に 参画 し

て い る 。

し か し 、 98年度 に な っ て 、 不況の深刻化 を 背景 に 、 近畿地区で は マ ン シ ョ ン 市況が徐 々

に 悪化 、 再建マ ン シ ョ ン の保留分の販売が滞 る ケ ー ス も 出 て き た 。

県住宅供給公社の調べ に よ る と 、 再建マ ン シ ョ ン に 入居 を 予定 し て い た 世帯の う ち 、 約

1 割 に あ た る 350世帯が収入 の 減少 な ど に よ っ て住 宅 ロ ー ン の融資が受 け ら れ な い な どの

理 由 で、公社 と の売買契約 を 破棄、 別 の場所 に転居 し て 再分譲 を 求め な か っ た り 、 増床 し た

り し た 保留 分 を 含め て 、 一般分譲分 は850戸 に 増 加 し た 。 そ の な か で99年 l 月 ま で に 募集

し た674戸 の う ち 、 141戸 (総額45信円 ) が売 れ残 る こ と に な っ た 。 (注 2 ) 

崎支の マ ン シ ョ ン 市場 に つ い て も 、 住宅金融公庫 の調べ に よ る と 、 98年度 の 近畿圏 ( 2 

府 4 県) の新規供給戸 数 は ほ ぼ前年度並み の約32 ， 000戸 で あ っ た が、 完成在庫が増加{頃 向

に あ り 、 99:9三 3 月 末 で は3 ， 447戸 と I 年前 に比べ670戸増加 し て い る 。 70% がマ ン シ ョ ン 販

売の採算 ラ イ ン と い わ れ る 発売 月 契約率 も 98年度 は70 % を 割 り 込む 月 が大 幅 に増 え た 。 (表

15参照)

( i主 2 ) 読売新聞99年 1 月 24 1ヨ 付朝刊

(衣14) 兵庫県住宅供給公社の再建支援 マ ン シ ョ ン ( 1998年度募集分)

8戸

12戸

17戸

2戸 ; 地上権設定方式 j
l 国 j 定期借地権方式

1

ル ボ ア ー ル芦屋

グ ラ ン デ イ ー ル 附 南

芦屋市三条町出番地 i 6階建 I 49戸 l 12p 

日空中堅 lj3 � mJ3-320- 1 他 �階建 戸 ( 主再里11::

593戸 1 1 30戸
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(表15) 近畿磁 の新築分譲マ ン シ ョ ン 市場動向 (1999年 3 月 末)

1996年度

1997年度

1998年 H !

5 )� 
6 月

7 月 i

8 月

9 月

10月

1 1 月

12月 j

新規供給戸数 契約率

前年同期比増減率 ( % )

(戸)

42 ， 397 7 ， 2  

052 A24 . 4  

AO . J  

1 ， 825 A16 . 6  

2 ， 310  A8 . 3  

2 ， 422 A 19 . 5  

2 ， 493 A40 . 1  

1 ， 6 17  A8 . 9  

2 ， 758 A20 . 4  

2 ， 763 A4 目 4

4 ， 066  17 . 6  

2 ， 703 29 . 5  

( % )  

79 ， 8  

72 . 5  

74 . 6  

69 . 4  

68 .  

71 . 

74 . 

68 . 8  

65 . 8  

68 . 6  

73 . 3  

83 . 5  

ω99年 1 月 I 1 ， ω  A10 . 6  69 . 5  

2 月 3 ， 73 1  74 . 1  81 . 5  

3 月 4 ， 289 34 . 9  82 . 4  

分譲単{附

前年 同期比増減率 ( % )

(千円/ば) ( m2 ) 
1996年度 j 496 AO . 7  72 . 16 

! 1 997年度 508 2 . 6  73 . 07 

1 998年度 484 A4 . 8  72 . 15 

1998'ド 4 月 } 481 A9 . 8  74 . 16 

5 月 502 AO . 8  72 . 72 

6 Jí 502 A7 . 2  72 . 36 

7 月 512 0 . 6  69 . 91 

8 月 468 A10 . 3  72 . 8  

月 477 A 1 . 6  73 . 62 

) 月 A3 . 1  73 . 92 

l JJ 488 A3 . 7  7 1. 75 

1 2月 479 A5 . 0  70 . 22 

I 1 999年 l 月 ! 466 A8 . 3  72 . 19 

2 月 478 A2 . 4  71 . 71 

3 JJ 454 A5 . 8  71 . 78 

月 末分譲中戸数 l 完成在庫

前年河期比増減率 ( % )

(戸)

5 ， 729 7 ， 1 

7 ， 343 28 . 2  

5 ， 734 A21 . 9  

7 ， 5 1 3  27 . 2  

ア ， 539 26 . 2  

， 462 18 . 6  

， 34A 6 . 3  

7 ， 31 6  9 . 6  

7 ， 586 8 . 0  

7 ， 686 7 . 8  

7 ， 73 1  4 . 6  

7 ， 224 企3 . 0 i 
6 ， 275 A13 . 7  

5 ， 931  A18 . 2  

5 ， 734 A21 . 9  

住戸面積

前年同期比増減ネ

( % )  

3 . 4  

1 . 3  

A 1 . 3  

3 . 4  

0 . 3  

A3 . 2  

A5 . 2  

0 . 5  

A1 . 1  

AO . 4  

1 . 5 

AO . 9  

1 . 2  

A 1 . 0  

A4 . 2  

(戸)

2 、 1 1 8

2 ， 777 

3 ， 447 

3 ， 653 

3 ， 442 

3 ， 388 

3 ， 330 

3 ， 469 

3 1522 

3 ， 693 

3 ， 560 

3 ， 524 

3 ， 220 

3 ， 1 1 1  

3 ， 447 

( イ主宅金融公庫調査月 報)
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3 . 被災再建マ ン シ ョ ン の課題

阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 大量 の マ ン シ ョ ン 被 災 は 、 全国300万戸 の 集合住宅 の 未 来 に

重 い 課題 を つ き つ け た 。 建替 え に伴 う 入居者の合意形成の 難 し さ 、 マ ン シ ョ ン 市場 の 動 向

に左右 さ れ る 価格 な ど、 区分所有法 を は じ め と す る 法的整舗 を 含め て 、 今後幅広 い論議が

求め ら れて い る O

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 行政の積極的 な 支援で、 ほ と ん どの被災マ ン シ ョ ン の 再建が完

了 し た 。 し か し 総量的 な 戸数 レ ベ ル で震災前 に 復 旧 し た こ と と 旧 居住者の 生活が以前 に 戻

る と い う こ と は ま た別 の次元で あ る O

1998年 4 月 に 開催 さ れ た マ ン シ ョ ン 学会 で は 、 建 替 え が完了 し た マ ン シ ョ ン で 、 元 の 区

分所有者 の 2 割 が再入居 し て い な い と い う 調査結果が報告 さ れ た 。 こ の 調 査は大板市立大

学大学院生 ら の 共 同研究 に よ る も の で、 1997年10 月 時 点 で 建 替 え が完 了 し た 34棟 の マ ン

シ ョ ン を 対象 に 再建組合の理事 ら に ヒ ア リ ン グや ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た 。

そ の結果、 被災時 に居住 し て い た元区分所有者で建替 え 後 も 入居 し て い た の は 、 有効 回

答241索1 ， 090戸の う ち 、 79 . 7% の869戸 に と ど ま っ た 。 建替 え 事業 に 参加 し な が ら 再入居 し

な か っ た 元区分所有者の動向 を 見 る と 、 売却 し て 転居78戸、 賃貸 と し て利 用45戸 、 入居予

定36戸、 不 明 117戸 と な っ て お り 、 売却 し て転居 し た ケ ー ス は ダ ブ ル ロ ー ン な ど資金面の

事情が 目 立 っ た 。 (注 3 ) 

一 方 、 こ の調査で は 、 区分所有 法 に 基づい た 建替 え 決議 に参加 し た に も かか わ ら ず、 事

業参加 を 見送 る 元区分所有者がか な り い る こ と がわ か っ た 。 有効 回 答21棟、 1 ， 182戸 の う ち 、

決議 に 賛成 し た の は 1 ， 120戸 (94 . 8% ) に の ぼ っ た が、 事業 に 参加 し た の は 1 ， 083戸 (91 . 6 % )

に と ど ま っ た 。

再建が進 むマ ン シ ョ ン に は元区分所有者の
二割が民 っ て い な い と い う 調公結果が出た
=神戸市内 (神戸新聞 社提供)

こ う し た 建替え に 関 わ る 決議 と 再建事業参加 と の ギ ャ ッ プは住宅金融公庫大阪支店及 び

学識者、 法律専 門 家で構成 す る 「地域住宅特性検討委員 会」 の調査で も 裏付 け ら れた 。 同

委員 会 で は 98年 l 月 ま で に 公庫災害復興住宅融資 を 申 し 込 ん だ計99 ヵ 所の 分譲マ ン シ ョ ン
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(神戸 市49 . 西宮市22 ・ 芦屋 市20 ・ 宝塚市 6 ・ 伊丹、 尼崎市各 1 ) すべて を 対象 に し て調

査 し た 。

そ れ に よ る と 、 全員が建替 え に 賛成 し た の はお ヵ 所 (39 % ) で、 そ の う ち 実際 に 全 員 が

建替 え に 参加 し た の は 18 ヵ 所 (18 % ) と 半数 に と ど ま っ た 。

兵f京県宝塚市 内 の 築21 年、 約 110戸 の マ ン シ ョ ン の ケ ー ス で は 、 建替 え 資 金 の 調達が困難

だ っ た 数世帯の た め に 、 各戸が40万 円 出 し 合 っ て基金 を 創設、 そ こ か ら こ れ ら の世帯 に 融

資す る 方法 を と っ た 。

こ う し た調査結果 を 基 に 同 委員 会 で は 「決議か ら 事業実施 ま での ル ー ル を 徹底 し 、 進 め

方 を 整備 し て い く 必要があ る J r継続賠往 を 望 み な が ら 資金 の め どがた た な い 場合、 自 治

体 な どが所有権 を 買 い取 り 、 公的 な 賃貸住宅 と し て 入居 さ せ る な どの施策 も 必 要」 な どの

課題 を 指摘 、 ま た ロ ー ン の残告の た め 、 抵 当 権抹消が困難 な 場合 な ど は 、 「 建替 え 巾 の抵

当権の 一時的抹消が必要で、 そ の 聞 の無担保の リ ス ク を 回避す る た め 、 保証機関 の設立 も

検討すべ き J と 提言 し た。

( i主 3 ) 19臼8年 4 月 16 B 付 「神戸新聞」

4 . 住宅需要実態調査の実施

住宅の建設や住み 替 え の実態 を 把握す る た め 建設省が1960年か ら (73年か ら は 5 年毎 、

前 回調査は93年) 実施 し て い る 「住宅需要実態調査」 の 第 9 回調査が98年1 2 月 1 日 全国一

斉 に行 わ れ た 。 阪神 ・ 淡路大震災の発生以後初 め て の住宅調査 と な っ た た め 、 兵庫県 で は

国 の調査基準 に 標本数や独 自 の 調査項 目 を 追加 し て調査 を 実施、 99年10月 に 調査結果 の 速

報が発表 さ れ た 。

兵産県 で は 22 ， 256世帯 に 調査票 を 配布 、 回 収数 は ] 7 ‘ 790;�� (1[1]収率79 . 9 % ) で あ っ た 。

全国共通の調査項 目 は①住宅 ・ 住環境 に対す る 評価③最近 5 年 間 の住み替 え 、 建て称 え 、

増改築 な どの実施③今後の住宅改善計画の有無 ・ 内容 ・ 資金計両 ー な ど26項 目 で あ っ た が、

こ れ に 県 で は 震 災 後 の住宅状況 を よ り 自ヲ確 に 把揮す る た め 、 「震 災 に よ る 被害状況 と 住 宅

観 の 変化」 の 項 目 を 追加 し た 。

そ の独 自 項 目 の調査結 果 に よ る と 、 ま ず震 災 に よ る 住吉被害 に つ い て 、 阪神 ・ 淡路大震

災 に よ る 擢災証明 の交付 を 受 け た 割 合 は 「全壊J 7 . 7 % 、 「半壊J l 1 . 7% 、 「 ー部損壊J 18 . 0% 

と な っ て お り 、 県 下全世帯の37 . 4 % が擢災証 明 の 交付 を 受 け て い る こ と がわ か っ た 。

地域別 で は 、 擢災証 明 の 交付 を 受 け た 世帯 の 割 合 は 、 「宇中}l flîJ ( 62 . 3% ) が最 も 高 く 、

こ れ に 「阪神 臨 海J (52 . 0% ) 、 「阪神近郊J (4l . 5% ) が続い た 。 ( な お 被 災 地 の う ち 、 淡

路地域 ( 1 市10町) 及 び明 石市、 三木市 に つ い て は 、 集計が被災地外 と 合 同 で あ る た め 、

今 回 の 謂査で は 明 ら か に さ れて い な い )

次 に 震災後の 住 ま い の 変化で は 、 「震災前 と 変 わ ら ず、 そ の ま ま 住 ん で い る 」 と 答 え た
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世帯が兵庫県全体で は52 . 0 % で あ る の に対 し 、 被災地の 「神戸市」 で は38 . 0 % 、 「阪神 臨海」

で は 37 . 8 % 、 「阪神近郊」 で は45 . 0% と や や低い結果 と な り 、 こ れ ら 被害 の 大 き か っ た 地

域 で は 震 災 に よ っ て何 ら か の 変化 を 余儀 な く さ れ た こ と が推測 さ れ る O

具体的 に は 「神戸市」 及 び 「阪神 臨海:J で は 、 「建て 替 え や補修 を し て 元 の 場所 に 住 ん

で い る 世帯」 が全体の 約 3 割、 「別 の場所 (新 し い住宅や借家) に 転居 し た 世帯」 が約 2

割 に も 及 ん で い た 。

ま た 、 擢災証明が 「全壊」 の 世帯で は 「住宅 を 建て 替 え たJ 世帯の割合が34 . 8% と 最 も

高 く 、 「半壊」 で は 「住宅 を 補修 し たJ (56 . 1  % ) 、 「一部損壊」 で は 「 そ の ま ま 住 ん で い る 」

(41 . 3% ) が最 も 高 い。

震 災 に よ っ て住宅観が変化 し た か ど う か を 開 い た 項 目 で は 、 「住宅 ・ 住 環境 の安全性 に

つ い て 注意 し て い る J (24 . 0% ) と い う 回 答 が最 も 多 く 、 次い で 「多少 高 く と も 耐久性の

高 い 住宅 に 住み た いJ ( 10 . 3% ) が続 く な ど、 震災 を き っ か け に住宅や住環境の安全性へ

の 関心 の高 ま り がは っ き り 現わ れ た 。 こ れ に 「地域の コ ミ ュ ニ テ イ の形成が重要で、 あ る 」

と す る 回答 を 加 え る と 、 半数以 上 の 世帯 で 震災 に よ っ て 住 宅観が変化 し た と い う 結果 に

な っ た 。

震災畿の住宅復興 に お い て は 、 高齢化社会の住宅の あ り 方 に つ い て 重 い 諜題 を つ き つ け

る こ と と な っ た が、 住宅調査で は 、 高齢者 に な っ た|努の住宅選びで最 も 重視す る 項 目 は 「介

護 サ ー ピ ス の 充実J ( 18 . 9 % ) が ト ッ プ と な り 、 こ れ に 「経済的 問題J ( 15 . 4 % ) 、 「家族が

近 く に い る こ と J ( 13 . 1 % ) 、 「住み噴れた 地域J ( 13 . 0% ) が続い て い る 。 年齢階層 別 に み

る と 、 世帯主が65歳以 上 の 世帯で は 「介護サ ー ビ ス の 充実J r家族が近 く に い る こ と J r住

み慣れ た 地域 に あ る こ と J r高齢者仕様の 充実」 を 重視 し 、 30代以 下 で は 「経済的 問題J r環

境が良い こ と 」 を 重規す る 傾向が示 さ れ た 。

こ の ほ か全 国共通調査項 目 に つ い て の調査概 要 は 以 下の 通 り で あ る 。

①現在の住宅 ・ 住環境 に つ い て

く住宅 に 対す る 評価 〉

0住宅 に 対 す る 総合評価 で は 、 満足率 ( rì荷足J r ま あ 満足J を 合わ せ た 率 ) は 50 . 7 % と 、

前 回 調査の46 . 7 % に比べ4 . 0 ポ イ ン ト 増 と な り 、 半数J2J、上が現在の住宅 に 満足 し て い る 。

0項 目 別 に み る と 、 「住宅 の 広 さ J (満足率61 .4 % ) 、 「敷地 の広 さ J ( 同59 . 3% ) と い う 空

間 の広 さ に 対す る 満足率が高 い一 方 、 「高齢者等への配慮J ( 同 28 . 3 % ) 、 「遮音性や 断熱性J

( 同40 . 3 % ) 等 の住宅の性能 に 対 す る 満足率が低 い 。

く住環境 に対す る 評価 〉

0住環境 に 対す る 総合評価 で は 、 満足率が61 . 6% と 、 前 回 調査の62 . 8% に よヒベ1 . 2 ポ イ ン

ト 減少 し て い る O

0項 目 別 に み る と 、 最 も 満足率が高 い 「 日 当 た り ・ 風通 し な どJ (満足率68 . 0 % ) 、 最 も 満

足率が低 い 「公民館 ( 集会所) ・ 国書館 な どJ (満足率54 . 1 % ) の 差 は 13 . 9 ポ イ ン ト に 過
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ぎず、 住宅 に 比 べ る と 項 目 簡 で の 満足率の ば ら つ き が小 さ く 、 全般 に住環境 に 対 す る 満足

率 は 高 い 。

〈住宅 ・ 住 環境の総合評価 〉

0住宅 ・ 住 環境 に 対す る 総合評価 で は 、 満足率 は62 . 3 % と 、 前 回 調査 の 6 1 . 2% に比べ 1 . 1

ポ イ ン ト 増 と な り 、 ほ ぼ横 ばい状態 で あ る O

〈 ロ ー ン 返済額 ・ 家賃負担額 に対す る 評錨 〉

0持家世帯の ロ ー ン 返済負担 に 対す る 評価 は 、 「生活必需 品 を き り つ め る ほ ど苦 し し り と

答 え た 世帯が前 回調査の 14 . 4% か ら 8 . 9 % に 減少 し た 一 方 、 「家計 に あ ま り 影響がな い」 と

答 え た 世帯が前 回 調査 の 17 . 4 % か ら 29 . 7% に増加、 前 回 調査 よ り も 負担感が軽減 し て い る O

0借家世帯 の 家賃 負 担感 に 対す る 評価 は 、 「生活必需 品 を き り つ め る ほ ど苦 し い」 と 答 え

た 世帯が13 . 3% と 前 回調 査 の 17 . 1 % か ら 減少 し 、 「何 と かや っ て い け る 」 と 答 え た 世帝が

73 . 3 % と 前 回 調査 の 60 . 8% か ら 増加 し て い る も の の 、 「家計 に あ ま り 影響 が な い」 と 答 え

た 世帯 も 13 . 4% と 前 田 調査の22 . 2% か ら 減少 し て お り 、 -概 に 持家 の ロ ー ン 返済 に 比べ て

負担感が軽減 し て い る と は い え な い 。

②最近 5 年間 の 居柱状況の 変化

近年、 居住状況 に 変化があ っ た 世帯 の割合 は 減少傾 向 に あ っ た が、 今回 の 調査で は40 . 7%

と 、 前 回 調査 よ り 8 . 5 ポ イ ン ト 増加 し て い る O こ れは 、 全 国 {直 よ り も 9 . 2 ポ イ ン ト 高 く 、 阪

神 ・ 淡路大震災 に よ る 住宅の再建や補修、 他の住宅等への移転等 に よ る 影響 と 思 わ れ る O

0居住状況 の 変 化 の理 由 で は 、 「結婚 な ど に よ る 世帯 の 分離や独立 の た めJ が15 . 2% で最

も 高 い も の の 、 「住宅が傷 ん だ た め J も 14 . 5% と な っ た 。 こ れ は 前 回 調査 に 比べ10 . 6 ポ イ

ン ト 増 と な り 、 全国値 と 比べ て も 11 . 4 ポ イ ン ト 高 く 、 大震災 に よ る 住宅被害が居住状況 に

変化 を も た ら し た こ と を 裏付 け た 。

③今後の住宅改善 に 関 す る 計画

改善計画 の 有 無 で は 、 改善計画 の あ る 世帯 ( ，具体的 な 計画 があ る 」 と 「具体的 で は な

い が考 え て い る 」 世帯) は 全世帯 の20 . 8% と 、 前 回 調査 に 比べ5 . 7 ポ イ ン ト 減少 し て い る O

0改善計画 の あ る 世帯の改善内容で は 、 「家 を 購入 す る J (27 . 2% ) が最 も 高 い が、 前 田調

査 に 比べ る と 6 . 0 ポ イ ン ト の減少 と な っ て い る 。 一方 「増改築 を 行 う J (22 . 8% ) は 、 前 回

調査 よ り 4 . 8 ポ イ ン ト の 増加 と な り 、 成熟社会 に 向 け て ス ト ッ ク を 活用 し た 住宅改善への

転換傾向 が う かカすえ る 。

0 改 善 計画 の あ る 世帯 の 改 善 目 的 で は 、 「子供 の 成 長 や 自 分 の 老後 な ど に 備 え る た め」

(29 . 0% ) が最 も 高 い 割合 を 占 め 、 「住宅の広 さ に 問題があ る た めJ (27 . 7 % ) が続い た 。

O改善計 画 の あ る 世帯の改善実現が困 難 な 理 由 で は 、 「預貯金が不足 し て い る J (44 . 3% ) 、

「家計の先行 き に 不安があ る J (31 . 4 % ) が高 い 割 合 を 占 め 、 資金面 で の 不安が改善計画

に 対す る 大 き な 障害 と な っ て い る こ と が う かが え る 。

④子供夫婦 と の住 ま い方
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065歳以上世帯の子供夫婦 と の柱 ま い 方の現状 は 、 「 同 居J ( 10 . 7% ) 、 「隣居 ( 伺 一敷地 +

同 一住棟) J (3 . 3% ) 、 「近居 (す ぐ 近 く 十 同 一市 町村 内 ) J (32 . 1 % ) と な っ て お り 、 将 来

希望す る 老 後の子供夫婦 と の住 ま い方 で も 、 「 同居J ( 12 . 7 % ) 、 「 隣居J (6 . 1 % ) 、 「近肩」

(24 . 4 % ) と 約半数の世帯が子供夫婦 と 何 ら かの かか わ り を も っ た住 ま い 方 を 希望 し て い

る O

0近年注 目 さ れて い る 「 ケ ア 付住宅J (2 . 4 % ) 、 「 グ ル ー プ ホ ー ム J (0 . 6 % ) は 未 だい ずれ

も 低い値で あ り 、 ま だ一般 的 に は 認知度が低い現状 と 考 え ら れ る O

0将来 「 同 居」 を 希望す る 世 帯 の 割合 は 、 郡部 を 中 心 と し た 「 そ の 他J ( 30 . 0% ) に 比べ、

都市化 の 進 ん だ 「神戸市J (7 . 4 % ) や 「阪神臨海J (8 . 2% ) 、 「阪神近郊J ( 9 . 1 % ) で は 低

い{頃 向 に あ る O

〈参考文献 〉

「平成10年住宅需要実態調査の調査結果について」 兵庫県広報課資料 1999年10月
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第四章
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は じ め に

兵庫県 で は 、 高齢者の ケ ア を 被災者対策の柱 と し て福祉行政 を 展 開 し た 。 昨年度 に ひ き

つ づ き 「地域型仮設住宅入居者の ケ ア J I在宅福祉サ ー ビス の 充実J I ホ ー ム ヘ ルパー な ど

各種人材 の 養 成 ・ 確保J I被災児童対策」 等の事業 を 実施。 ま た 、 仮設住宅 か ら 災害復興

住宅への移転が急 ピ ッ チ で進 む 中 、 生活の変化 に 追 い つ けぬ高齢者や障害者の 「孤立」 の

問 題 を は じ め 多様化す る 福祉 ニ ー ズ に応 じ た き め細 か な 支援策 を 打 ち 出 し た 。 さ ら に は 来

年導入 さ れ る 介護保険制度 を 視野 に 入れ た 高齢者支援の先進的 な 試み を 展 開 し た 。

地域型仮設住宅 の ケ ア 体制 を 原 点 と し て グ ル ー プホ ー ム 、 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ、 高

齢者災害復興公営住宅 な ど高齢者が安心 し て 暮 ら せ る 新 し い ケ ア 体制が求め ら れ た 。

避難所→仮設住宅→ 災害復興公営住宅への移転 と と も に新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ 活動へ の 支

援 を つづ け る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 も 大 き な 変化 を み せ た 。 「阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金」

の解散 を は じ め N P O 法 の 施 行 に 対応す る た め の 組織 の 再編が進め ら れ た 。 こ れ ら の動

き に対 し県 は 、 全 国初 の ボ ラ ン テ ィ ア 条例 の制 定 な ど県民ボ ラ ン テ イ ア 活動 へ の 支援 を 強

力 に推進 し た 。
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i 第一節 被災者への福祉対策
1 . 被災要援護者等への支援 (注 1 ) 

〔ふれ あ い セ ン タ ーの運営〕

ふ れ あ い セ ン タ ー への 兵庫県社会福祉協議会 (以下 ・ 社協) の係 わ り は (表 1 ) の と お

り 。 12rl1" 7 町 に 設置 さ れ て い た ふ れ あ い セ ン タ ー も 98年度 当 初 です で に 4 市 5 町 で 閉 鎖。

継続設 置 さ れて い た 8 市 2 町で も 98年度 で 、 ほ と ん どの セ ン タ ー が閉 鎖 さ れ、 その役割 を

終 え て い る O

99年度 ま で残 さ れて い る の は 西宮市 の み 。 同 市 で は99年 6 月 l 日 現夜 、 仮設住宅の 209

戸 に 入居があ る と い う 状況 の た め 、 98年度 も 復興住宅への 移転状況 に 応 じ て 活動 を つ づけ

た 。 99年度 に つ い て も 5 か所 の セ ン タ ー が存続す る が、 運営形態 は集会所 的 な も の と な り 、

社協 と し て は管理面 を 主 に担 う 予定。 ふ れ あ い セ ン タ ー 運営委員会代表者会議で現状及 び

今後の活動 に つ い て意見交換 を 行 っ て い る O

( 表 1 ) ふ れ あ い セ ン タ ー へ の社協の係わ り

社協名

姫 路 市

尼 崎 市

西 宮 市

加 古 川 市

宝 塚 市

本 市

高 砂 市

ゴ 剖 iぢ

北 i炎 罪]

(津) 一沼田I

係 り 方 備考 主営委員 会形態等

事務局 地域間体
; ボ ラ ン テ ィ ア 連絡体 ・ 地 IX社協で運営 (立地区社1íiI， ・ ボ ラ 花地反) 、 そ の他 は 地 区社協が運営委 員 会

、 ア イ ア 連絡体 に 参加

地 区 社協 ・ 仮設 自 治 会等 で運営 ( 地 区 関 係事務局 罰体、 自 治会、 民協等)

プ ロ グ ラ ム 参加 仮設住宅の ボ ラ ン テ イ ア 連絡会事務局

プ ロ グ ラ ム 参加 他 に単身者仮設住宅 (会社独身寮) を 運営

プ ロ グ ラ ム 参加 社協事務局長がセ ン タ ー 運営委員長

事務局 仮設住宅の ホ、 ラ ン テ ィ ア 連絡会

プロ グ ラ ム 参加

事務局 地
等

区
で
社

運
協

常
、 民生委員 、 町 内会 長 (仮設居住)

事務局 仮設臼 治会で運常

〔仮設住宅関連事業〕

1999. 4 .  1 現在 (除 く : 神戸 rlîl

1 998 年 度 の 運 営
9/84令2 度設

設計数U;i: 閉 鎖 H寺 則j

2 / 2  1 999Ô['. 3 ) j  �f封鎖

1 l/12  1 998i!二 9 ) j I羽生良

1998i!三 12月 に l ケ jyf閉
12/12 鎖 附 i]'. 3 ) J れ

6 ヶ 所閉鎖

2 / 2  1 999年 3 月 末I::{]鎖

5 / 5  1 998;'ド 9 )J IHJ鎖

1 / 1  1 998年12月 1 [1 閉 鎖

2 / 2  1 999{f 3 月 末 閉鎖

1998if二 5 月 I 7II I:ij{il'l

2 / 4  I 1998年 9 FJ IUl鎖

1 / 1  1 998寺 1 1 fJ 1�'J J:j'í 
(兵庫県社会福祉協議会資料)

95年 1 月 の震 災か ら お よ そ 4 年が経過 し 、 仮設住 宅 も 99年 3 月 末 を も っ て 終了 と い う こ

と に な っ て い る が、 現状 と し て は恒久住宅への 移転期 間 は 、 6 月 末 ま で と さ れ て い る 。 最

大48 ， 300戸 も 99年 4 月 1 日 現在 で設置個数28 ， 888戸 、 入居戸数3 ， 861P と な り 約 8 割 の仮
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設住宅 は 解消 さ れた 。

社協実施の仮設住宅関連事業 は 、 7 市 2 町で合計32の事業が展 開 さ れて い る 。 前年度 と

比較 し て 6 市 4 町59事業 の 減 で あ る 。 仮設住宅 に お け る 支援活動がほ ぼ終息 に 向か っ て い

る こ と が う かがえ る O 事業内容は前年度か ら の継続の も の が多 い が、 そ の 中 で も 特徴的 な

の は仮設住宅入居者 と 援興住宅入百者の 交流 を 目 的 に実施 さ れて い る 事業 が出 て き て い る

点 で あ る O 高砂市社協 の 「仮設住宅ふ れ あ い 交流事業」 等がそ れ に あ た る 。

(表 2 ) 仮設住宅関連事業

姫 路 市

西 宮 市

芦 屋 市

名 対 象
対象エ リ ア

お好み焼 き パー テ ィ ー 仮設住宅入同者

: 別 れ会 仮設住宅入民者

ふ れ あ い喫茶 仮設住宅入居者

; ふ れ あ い セ ン タ ー 逢
営 ・ 支援 仮設住宅入居者

仮設住宅入居高齢
仮設住宅引 主主 し 支援事 | 者 ・ 障害者等の iま
業 帯で、 自 力 引越 し

が困難 な 世帯

高齢者への訪問活動 仮設入活者

引 越 し 手伝い 仮設入居者

→A十Tに口ニ百f 云人 仮設住宅入居者

;nコ 性p;t::， . 訪問 仮設住宅入局者

要

お好み焼 き て、仮設住民同士交流

ふ れ あ い セ ン タ ー 閉 鎖前 に模擬庖等で、 最後の交流会
姫路短大生が、 ふ れ あ い セ ン タ で、 月 1 問お茶 を飲み
な が ら の交流
市内12 カ 所の ふ れあ い セ ン タ ー の運営支援 を 行 う (98年
12月 に 1 カ 所閉所)

復興住宅 な どへの 引 越 し が 自 力 で 困難 な 高齢者 ・ 障害者
!世帯 な どに 対 し て 、 引 越 し に 関 わ る 桁談 か ら 、 具体的 な
援助 (荷造 り ・ 荷解 き 婦除等) を ボ ラ ン テ イ ア の協力 を
得て実施。 相談件数209件 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 派遣131件 ・ 治
動 ボ ラ ン テ ィ ア359人

福祉推進委員 に よ り 高齢者への訪問 仮設解消 ま で ( 一
5 El )  

仮設任毛ι ら 南芦屋浜の復興住宅への 移転手伝い。 20件
の高齢者 ・ 障寄者家庭に、 66人の ホ、 ラ ン テ ィ ア で実施
毎週水曜 日 ふ れ あ い セ ン タ ー に お い て軽 食
喫茶サ ー ビ ス を 提供。 談話、 レ ク リ エ ー シ ョ ン の他、 保
健婦 に よ る 健康チ ェ ッ ク も 行 う 。

要援護者 リ ス ト を 作成 し 、 毎週水濯 日 訪河

学童保育 仮設住宅入居児ZE ;i 毎週木、 土濯 日 午後 ボ ラ ン テ イ ア に よ る 学童保育。 1也に
季節行事 を 実路

l 加古川市 除草 ・ 害虫駆除

支援実務者連絡会

支援 ボ ラ ン テ イ ア連絡会

; 乳幼児殺子教室

宝 塚

二 木 市

L← 
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も u二弓二 :流事業

，hあ ハ給食サ ー ビ ス

ふ れ あ い 喫茶

ふ れ あ い 食事会

健康相 談

仮設住宅周辺 仮設住宅住民 を ボ ラ ン テ ィ ア が協)J し作業 を 実施。

仮設住宅入居者 仮設住宅の現況確認 と そ れぞれの立場で支媛の在 り 方 を
検討

仮設住宅入居者 ボ ラ ン テ f ア と 民生委員 の情報交換 ( 縞 月 開催)

仮設住宅入居母子 保健所 市保健婦 ・ 保母 ・ ボ ラ ン テ イ ア に よ る 親子教室
リ ズ ム 遊 び、 お やつ作 り {也、 育児相談 も 行 う 。

そ よ )武喫茶 「チ ェ ッ ク の テ ー プゃル」 開 催
仮設住宅入居者 - 下 の池公園仮設 (98 . 6 月 ま で)

- 高市仮設 (98 . 7 fJ ま で)

仮設住宅入居者 毎返金曜 日 ( 4 月 一 7 月 ) 対象者 2 名 延べ15食

仮設住宅入居者 毎週月 曜 日 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 「 いずみ会」

仮設住宅入居者 毎週火際 日 ホ、ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 「 グ ル ー プい い 日 」
仮設住宅入居者 第 1 ・ 第 3 )(日程 日 健康謀保健婦



罰 事業

仮設住民の ニ ー ズ と ボ ラ ン テ イ ア 活動 の コ ー デ イ ネ ー ト i

を す る た め 、 2 カ 月IT の ふ れ あ い 七 ン タ ー に週 3 凶 行 l 月
か ら .ìliil 2 同 ) で、 午前 中 に 2 名 の コ ー デ イ ネ ー タ ー を 配
置 し て 活動 し て い る

登録ヘ ル パ ー の 中 か ら ネ ッ ト ワ ー ク 連絡員 を 選 び仮設で
の孤独死 を 防 ぐ と 共 に要援護者のニ ー ズ把握の為要援護
者? を 中心に 全世帯 を 対象 に必要度 に 応 じ て 月 l 回 か ら 数
同 の頻度で訪問活動 を 展 開 し た。

j ボラ ン テ ィ ア に よ る 友 l高 砂 市 i 愛訪問 | 仮設住宅入肘者 全i町出J を 対象にふれあ い新聞の配布 や 行事の案内 を し な
が ら 安否確認

北 淡 町

(津) 一宮町

仮設住宅補修事業 | 仮設住宅地域

仮設住宅周辺整備事業 仮設住宅地域

→ 十 f反没住宅入居者仮設住宅ふ れ あ い交 交 三二 工 ?、二 工人 レ 復興住宅入居 者 ・事業 | 三二二こ工 : 二 口イ反設住 宅地域

長i砂 ネ ァ ト ワ ー ク 協議
会 ス タ ッ フ 会議

仮設住定住民

仮設住宅住民

網戸張替え修理

住宅内の除草 ・ 防犯灯の修理 ・ 道路補修

そ れそごれの季節 に 合 っ た事業 を行 っ た 。
旅行 ・ 納涼落語会 ・ 新年茶話会 ・ 敬老 の
ス ポー ツ 、 ゲー ム 大会

話 し 合 う

地域 (仮設住宅域) の清掃

保健婦 に よ る 健康椋談 ・

子主教室

ふ れ あ い 喫茶

仮設居住者及び ��i\t I �主 l [rji ふ れあ い セ ン タ ー で

仮設居住者及 び � I ，)イ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 「 あ

健康のつ どい

般 | ヒ 一 、 お茶のサー ビ ス 。 1 6回

仮設居住者及び ^ I 講師の 「健康 に つ い て の話J の講義
般 I 6 図

健康相談 ・ 栄養相談 ; 仮設居住者及び 般 | 役場の保健婦 ・ 栄養士の健康チ ェ y ク

(兵庫県社会福祉協議会資料)

〔復興住宅関連事業〕

9 市 4 町で合計60の事業が展 開 さ れて い る 。 97年度 と 比較す る と 35事業 の増加 と な っ て

い る 。

震災後、 避難所→仮設住宅→復興 ・ 恒久住宅 と 、 所在 を 転 々 と し て き た被災者 に と っ て 、

移転 に 関 わ る 手 間 や 新: し い環境 に順応す る ま で の 精 神 的 ス ト レ ス は相 当 な も の があ る O そ

れ を 乗 り 越 え て 、 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 進 め る こ と は た や す い こ と で は な い が、 そ

の推進 を め ざ し て社協 と し て も 「仲 間 づ く り 」 や 「見守 り 活動」 等の取 り 組み を 行 っ て い

る 。

イ ベ ン ト の 開催や、 交流の場作 り を 行 っ た り 、 要援護者の処遇 を 継続 し て い る 市町 も 多

い。 明 石 市 の 「 ケ ア ネ ッ ト 2 J 、 西宮市の 「西宮 ネ ッ ト ワ ー ク 」 、 芦屋市の 「災害復興公営

住宅連絡会」 、 伊丹市の 「被災要援護者ケ ア 連絡会」 、 三 田 市 の 「支護者会議」 、 淡路町 の 「連

絡調整会議J 等 がそ れ に あ た る 。

ま た 、 97年か ら 実施 さ れて い る 情報サ ボ ー タ 一 事業 は 、 対象地域すべ て の社協が実施 し

て お り 、 個別訪問活動等 を 精力 的 に行 っ て い る O
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(火 山 復興活動関連卒業

r b lllJt， 

)己 的 r l i

'j; '(， 
カ ラ オ ケ 大矢
ふ J. l あ い rJ� JFj�� 

世tHtj'!('J;ご

対象
復興住宅人)両 者
復興1ìê宅 人h�; 高声合
fi' 

復�ful!it宅入!計者

↑r'i Wサ ;]' ゲ 」 一 i?と1.，リ\']f I l 復興ü 宅入同者

災 災 1U興íì ' と ふ れ あ L 、 | 仮設 ] カ 所

学 業 WJt 要

I� J イ î rli I 'Ji :;K 復興行づち 3 カ 所

ケ ア ネ ソ ト ど

'I r'; '(社サ ボ ー タ ー 'Ji 復興ü 宅人!日i'1'i

'Ir'] 以'l)- ;jミ 」 タ ' ji:;K 'J川 復 興，l 住 宅 入 活 者 I 99年 3 JJ に 新規入肘す る 甲 子 |詔 LJ 6 f 目 伎 宅 に つ い て
i泊 I�}� I Y J :;ミ I ( r[1 子 |京1 6 r 目 ) サ ボ ー タ 一 事業 を 含め入居説明 会 を 実施。

I rlî と 共催 し 、 復興{t宅7夕、 l パ )00戸以 上建設 さ れ た 州符 i
州円以地域 点 下 :'i': I I何日浜地i式 住民 ; 浜地iえ に お い て 住 民 の 交流 を 卜l 的 に 実 施。 (98 . 1 1 . 1 約阿 川 市 - L -----

+
500名劫日)

'I r'; 付IÆサ 1、 J ト (六リ | 各復興住宅 v と γ )J 1 [ill の茶話会や:季節 イ ベ ン ト を 実人 復興保守三入居考 l 占 '-- l.._ V'-沈 下 1óX-/ " I 1. L..; / "- 1 1-1 (-:1 I fj色。 ( けj 社協で は補助要領 を作成 し財 源支綬 を 行 う )一← ト 一一→
仮設住宅 に 入居 す る 高齢者間: 帯 な どへの安否縫認 ・ 訪

内 �E:!I' ふ れ あ い ネ y ト
I rlll /.r: -1&1';' nfl �{o; ç"u J-). ， ';.. 間活動 を よ り 効 果 的 に 推進す る た め に 関 係機関 ・ 同体ワ ー ク ( ド1[::'; r l J iJj ， i:t1J 川河係機関復興住宅 ;1 ι  I (実務者 レ ベ ル) が集 い 、 情報交換、 阪 難 ケ ー ス 検討 等 を'[， 人 )11 ; 山l.ií"J (í_ !':> I UJ I I U  ]( I Àh!:;'芥 ・ 団体 | 行 っ た。 (警察 ・ 消 防 ・ 保健 ・ 福祉機関 ・ 仮設拐 、号 室 ・ 干idJ乏1，可動j主 総 i品，]i夜 会 干11 施設 ・ 民協 ・ 社 IZhで構成。 7 FJ ・ l l FJ ・ 1 2 ) J に 開催) I 

復興住宅 の70歳以 k の ひ と り ぐ ら し の Jj の 会食怨談。
ひ と り ぐ ら し 1" ") 前 打 。川 | 悩十r1 推進委員 高齢者60人 ま た 、 ト ラ イ や る ウ ィ ー ク

と し て も 実施。 仁l ' 学生 5 人 ・ 民生委員 ・ 主任児家委員 ・
福祉jft進委員

| 同4人 ボ ラ ン テ ィ ア を サ ボ 】 ト と し て 委嘱、 南芦屋浜の;'\ 以 rli I 村山サ ボ 』 タ ijq M興住省入居c!'j' 1 五興住宅 を 訪問。 話 し相手、 情報提供、 {佐 川 の 附E
ふ れ あ い iruv ミ 二 ノ バ | ぃ ー ; 

| いド ラ ン テ イ ア グ ル ー プに よ り 開催。 Iザー の IJiJ 1iH ド ノ j 
Jlj!行 〆J; ラ ン ナ イ ア | 川長谷自Ij 会 ボ ラ ン テ ィ ア 12 人 iこ よ り 4 5 人 の 高齢詐に 実施。;
災'hit� 01111-�/�'i;�'l ì : '  L;)��:ñ パ | ケ ー ス ワ ー カ ー ・ 保健婦 ・ 健康 ア ドバ イ ザー
会 | 川 夏tful!.相談員 ・ 福祉公十1: ・ 1育報サ ボー タ ー の 述携

| 復興住宅入出宇? と | 地域のW�li'+高齢おー を 対 象 に )] 1 間 ボ ラ ン テ イ ア 作 成 の
ふ i l あ い給 た

-w / '..! �_I Tl '- ! 
| 紋 | 御 Tr��� を 民生委員 と tれこ。

被 災者 に お り て い る 筏 興基余で、 交 流 の ゐ震 と し て 池ふれあ L 、 ノ f ス 、ソ γ
夜十i 協が全|函連'ì1'す る 。

他山村 [11'%.文シ
1)1' JJ rli I ，，，， ，* " "  I HI}上市栄養 1:が、 食事作 り の [*1 難 な 方 を 対 象 に 、 食 事 ;
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復興f主宅入間の高齢宇「 を '1 ' 心 に 、 h'jý:li サ ボ ー タ ー が'1 ，'i W
サ ボ ー タ ー の集いや、 i也肢の イ ベ ン ト な どの情報提供及
び参加の呼び掛 け を 行 っ た 、 ( 1ノ I dì1本 船 二1 ミ ュ ニ テ イ プ
ラ ザ淫合委 員 会)
要援護者の高齢者 や ゐ人科 ら !-' 1 "" '; i4)i 1汗び) 二 』 ズ にJ15づい

復興住宅入肢の安 | て 、 地元L ボ ラ ン テ イ ア グ ル 」 ブが、 iiA 仁川 子 、 通院、 外
援護者 1 1+\ 介助 、 掃除) í づけ、 受裂 な どの淀川 を 1f / : た H *2�

E上帯 延べ333[D I ;F' ラ ン テ ィ γ hl. 斗 99名
98 . 8 . 22�2:3 参加者 HO:1'，
98 . 12 . 20 参加者 70�ノl

復興住宅入問者
( ふ れ あ いサ ロ ン ) 復興住宅入時の 高

齢者

， 1 1被災安媛護者 ケ ア連絡 福祉郊の機関ffl' )ナ r!i I 会人 ・ みずほ住宅 ケ ア 速 復興住宅入居者企H4J〈 之Z三〉三、

震 災復興 コ ミ コ ニ テ イ
プ ラ ザ運営事業
住民父流事業への助成 復興住宅人 出 者

[ 一 号 i言復興相談員 復興住宅入問者家 i11 1 情報サ ボ ー タ ー の設置

集 い ・ イ ベ ン ト の 開催

復興住宅入問者

A凶
FVかl片方f，Jli&部j

1íAI 5J1j援助i，fj重JJ

も ち つ き 大会
ク リ ス マ ス 会
ふ れ あ い の つ どい
友愛訪問

97年 :3 JJ 26 日 か ら 始ま っ た 'ji
登録ボラ ン テ ィ ア グ ル … ブが、 ) J 1 1" 1 り，( '，;::" I IJ IlIr，�;î I'/ì 1t 'む

で実施
昨年度 に 引 き 続 き 、 関係機JY;J � : lIrひ、か け、 �j互談話の ケ
ス険討 を 7 回 開催。 復興fì 主 に 人レ; さ れ て い る �J&，iを t

i を 対象 に 千号機関 と 述携 し た f ゥ γ 絡 会j �ニ参加仁 7 1"J 
団里佐世叩'JIJ

9 ij 度 か ら の事業で、 98イドば ( .1 {I I I  ) I土 、 dH ì に やめ一
復興相談員 ) で、 'JUJ告 し た の
復興住宅 自 治会事業へのi行動助成
被災tfの生活復興 を 支綬す る た め 、 'J:.i，f， 弘ilHJ相 1 ，淡11 6
情報サボー タ ー u :?， を 設 抗 し た " 付 1 ，淡 l l ，:!j !ifJ r î数延べ
38 ， 099件、 サ ボ… タ - ''''j宇佐和\ 1 ミ ッ ク ス に ゆ ー す J 8 111 1  
発行各 1 ， 000部
j也7Cの ホ ラ ン テ イ ア グ ル 』 ブに↑，') 11*サ ボ ー タ ー と し て依
頼 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ サ:集会計手 に :Us 1， ベ怒説会 子
作 り 会 ・ カ ラ オ ケ ・ ゲー ム ・ 位以休j�� な ど) を 行 い 、 1'1'
Ij4J作 り 、 社会参加1の支緩や'Il'i ili li，げた を 1Y っ た c ![ 1ì:'セ で
実 施。 集 い ・ イ ベ ン ト hl; べ J(ì2 1"1 人 1， ' ; 1í 延べ参)JII {í 
4 町 910名 、 情報サ ボ ー タ 延べ 1 2 ， ![�9 �〆l Ì'I�':Ií功

98 . 1 2 . 20 参加者 GO名
99 . 3 .  9 参加者 1201，
75歳以 1-.25名 に細川| ま ん じ ゅ う や 似 る 。

会 1 f1 rlî 

毎週土曜 日 70歳以 I�の 1 人rì� ら し I'， ，'J 約 lí ま た は 向 的行 11 1
帯で ど ち ら かが寝 た き り の 力 に 、 )1 J� :fl を J， i1 け る υ ( υ1 51γ〆， )

復興削千付Ìó宅入が附?者 市万訂)一面語瓦一了了示記函函函1 1正i戸Z五盃函函仰!り明興)'1処削州4司引判洲j汁山山4科祁札川[日仏U川Irい叫!けJ川1詰j
バ イ ザザ、一 、 情報サボー タ ー に よ り 、 'I，'i 似 うど似 ・ 'jJjタlj {íJI 修
会 ・ j主絡調整 を 行 っ た 。

給食サ ー ビ ス

| 支援者 会議

コ ミ ュ ニ テ ィ ブρラ "fi亘
! 営委員会

ìil 名 医J I 情報サ ボ 』 タ 
j 滋味教ぷ
ト 交 ffê事業打ち 合わせ! も ち つ き ク リ …

会

自 治会役員 ・ 住民協)J fi 作 IJl l料交 付 。 i己保安tl ・ "í地
l 域福布u果 復興相談員 h'j J li " J" j ; タ . i' 1 :2，担什iI 協
l 会で構成

入居者がお 花い に助けfT い 、 山市�ì �I�'や !;に1;: {;�が4広心 し て
暮 ら せ る よ う に 、 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ を 人)11:;<針及 びj也主主

1 住民に 開放 し 、 事業運'，;;;; /9 ' /;) 'jf を 1 I 的 と し て い る 、
川反事��比 二 {三 4 すj地 情tR提供 ( イ ベ ン ト J，y、J)

手芸 . ち ぎ り 絵号等iF5n誠持附帥自出倒料Ij削ji を J抗f行i し 為 ぐ びの) 1ノ川
希号常空 . 要望台 な ど事業，11' jlliÎ 0) j ] 1) {rわせfノ

淡 路 町 ; 緑化 Jと作 り 活動

友愛訪問j

健康体操
ふれあいテ ィ パ』 テ ィ ー

も ち つ き ・ ク リ ス マ ス 会 を lJiHm 1 .. 、 JUIIWI: ;院 の ' 1 ' で 、 �
iHL を iA�め る の

復興住宅入居者 | 苗 . 1 な ど を 提供 し彼輿iì 'r.;1人JiiHヒ{う り }
定期 的 lこ 各家庭 を fしり111J UI'，j に l 人 れ ら し t 人 ・ 犬M�齢
者) 安Ft線認 と 相談窓u と な る 什
健康保持 に効果的 な体J誌 を 'J�施lノ
コ ミ ュ ニ テ ィ のよあ と し て 、 飲 食 し集 う 。
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ボ ラ ン テ ィ ア ・ 町内会役員 な どで、 定期 的 に会;衰 を 開催
し 、 問題点の話 し 合 い を 行 う 。 要望に応 じ通院のみの移
送 ボ ラ ン テ ィ ア を依頼、 又特 に安否確認、 生活の実態 を

復興住宅入前者 i 専門の講師等(保健婦 ・ 栄養 士 行政の福祉担当) を 迎 え
相談や助言 ・ 指導 を 行 い 、 介護保険 な どの説明会 ・ 勉強
会 を 実施 ( 介護保検導入 に 向 け て 重点 を 霞い た )

交流の場 と し

ムぷ一の一絵一)一
J
-gd一
レつ一
人火
j
二三ロ

、 』ノ一円円口
。一
ふ↑

入門μ一」除隊
人口伝一
FJ'

季一
健

会食 ・ 健康チ ェ ッ ク ・ リ フ レ ッ シ
広域消 防の指導 消火器の使い}j 避難訓練
調王堅実習 ・ 食事会 ・ 手芸 ・ 話 し}j教室 ・ ス ポー ツ 御花
見 ・ 七夕 ・ 紅葉狩 り ・ も ち つ き 等 月 1 回
}J 2 回 お し ゃ べ り と 手仕事
1'1 2 1ill お し ゃ べ り と ち ぎ り 絵
月 l 回 保健婦 - 栄養 上 に よ る 健康栄養桁談 気功体操

(兵庫県社会福祉協議会資料 )

〔地域型仮設住宅入居者のケア〕

社会福祉法人 に 委託 し て い た県 の 「地域型仮設住宅 に お け る 生活援助 員 派遣事業J は西

宮市が何年 7 月 に 何枚宅 を 閉鎖 し た た め事業廃止。 芦屋市 に つ い て は 、 生活援助員 を 派遣

し て い た 同住宅 を 97年 3 月 末 で解消 し た 。

ま た グ ル ー プホ ー ム ケ ア 事業 は 99年 3 月 末現在、 実施主体 ・ 尼崎市 ( 1 棟18戸、 介護員 ・

4 人、 看護婦 ・ l 人) の み と な っ た 。

〔在宅補社サ ー ビ ス の充実〕

誌 は①ホ ー ム ヘ ル パ ー を 早朝 、 時 間外 に も 派遣 す る と と も に 、 派遣形態 を 滞在却 に 加 え 、

1 日 に 複数 回 訪 問 す る 巡回 型 を 導入 し 、 多様 な ニ ー ズ に対応す る ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス 事

業 (99年 3 月 末現在) を 19市 8 町で実施。

② デ イ サ ー ビ ス 事業 (99年 3 月 末現在) 被災20市町 で県79 カ 所、 神戸市70 カ 月rr、 計 1 49

カ 所運営。 引 き 続 き 整備促進 に 努 め て い る O

③在宅介護支援セ ン タ ー の運営 (99年 3 月 末現在) 被災20市町で県52 カ 所、 神戸市2 1 カ

所、 計73 カ 所運営。

④24時 間対L必ヘ ル パ ー (巡回型) 事業、 1 1 市 町 。

⑤ シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助員 派遣事業 (99年 3 月 末現在) 1 1市 5 町 (生活援助員 ・

105人)

⑥被災高齢者 自 立生活支援事業 (99年 3 月 末現在) 14 市町。

⑦被災単身 世帯 緊急通報装置事業 (99年 3 月 末現在) 303台設置。

⑧痴呆性老人 グ ル ー プホ ー ム 3 市町 (神戸 市 、 伊丹市、 五色町)

こ の ほ か ガ イ ド ヘ ルパ 一 、 手話奉仕員 、 要約筆記奉仕員 の 派遣事業 な ど県 は き め細 か な

在宅福祉サ ー ビ ス に 努め て い る 。
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〔ホ ー ムヘルパー な ど各穣人材の養成 ・ 確保〕

震災後、 年 ご と に 多様化す る 介護 ニ ー ズ に 対応す る た め ホ ー ム ヘ ル パ ー の 養成 と 確保 に

努 め 、 前年度 よ り 1 ， 000人 を 超 え る ホ ー ム ヘ ル パ ー の確保 を し た。

( 表 4 ) ホ ー ム ヘルパー の確保状況
(99年度末現在)

l 神戸市

9 ， 14 1  

(県健康福祉部資料)

〔被災児童福祉相談〕

震災直後か ら 各児童相談所 に 「被災児童福祉相談」

を 開設 し 、 こ こ ろ の 問 題 な ど児童 に つ い て の あ ら ゆ

る 相談 に花、 じ て い る が、 98年度 は 相談件数が激減 し

て い る o 97年 震 は 765件 を 数 え て い る 。 相 談 内 容 も

養護 に 関 す る も の は件 、 知 的 障害 に 関 し て 3 件 と そ

の他43件の計60件 と な っ た。 震災 と 直接結 びつ く 問

題 は j成少 し て い る が、 今後 は 2 次的 な 影響 に よ る 問

題 も 考慮 し 、 長期 的 な 取 り 組みが求め ら れ る 。

こ の ほ か被災児童 メ ン タ ル ケ ア 充実事業 と し て 同 年度 中 に 「青空 プ レ イ J 5 カ 所、 啓発

紙13 ， 000部発行、 シ ン ポ ジ ウ ム も l 回 開催。

ま た被災児童健全育成支援事業 と し て 、 被災地の保育所や児童館等 に 職員 や ボ ラ ン テ ィ

ア グル ー プ を 派遣 、 紙芝居や 人形劇 な ど を 行 う 「 こ ど も の館派遣事業J ( 7 カ 所) 、 巡 回 劇

場 (57 カ 所) を 開催。 被災担童 を こ ど も の 館 に 招待す る 「被災見童交流 フ ェ ス テ イ パルJ ( l

回 ) を 実施 し た 。

〔生活保護の動向〕

①被保護世帯数 ・ 人員 、 保護率の状況

99年 3 月 現在 の被災地で は 、 27 ， 729世帯、 40 ， 287人、 保護率 は 1 1 . 6% の 状況 に あ る O 震

災前 の例年12月 と 比較す る と 、 2 ， 342世帯、 1 ， 959人の増加で、 保護率 は0 . 9% の増加 と な っ

て お り 、 全県の 保護率0 . 6 % を 上 回 っ て い る O

(主主 5 ) 生活保護の動向

区 分
1996年12月 A 1998年 3 月 B

世帯釘 À員 j 保護率 ! 世帯数 | 人員 | 保護率
ア 1 1 0 ， 305 1 15 ， 741 1 7 ， 6 1 1 1 ， 334 1 1 6 ， 472 1 8 ， 0  

1 ， 668 1 2 ， 438 1 2 ， 6  1 1 ， 752 1 2 ， 377 I 2 ， 5  

8 ， 6  

(県健康福祉部資料)
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②保護の 開始、 廃 止等の状況

「 開 始」 は 、 例 年 1 月 か ら 99年 3 月 ま で32 ， 260件で、 う ち 4 ， 999件 は 管外 の 被 災地 か ら

管内 の仮設住宅への 入居や管外の仮設住宅か ら 管内 の恒久住宅への 入居 な ど被保護者の転

入 に よ る も の で あ り 、 新規開始分は27 ， 361件で あ る 。

「房長J I '，J は 、 何年 l 月 か ら 99年 3 月 ま で29 ， 64 5件 で 、 う ち 6 ， 126件 は 管 外 の仮設住宅へ

の 転出や竹:内 の仮設住宅か ら 管外の恒久住宅への転居 な ど被保護者の転 出 に よ る も の で あ

り 、 出

③仮i設;没交引f仔住j主i宅 に居住す る 保護世帯の状況

9911"， 3 月 1 日 現在、 951世帯、 1 ， 189人が仮設住 宅 に 居住 し て お り 、 仮設住宅現契約 カ 数

の 18 . 9 % を 占 め て い る 。 世帯類型別 の 割合 は 、 高齢 社帯45 . 5% 、 母子世帯4 . 4 % 、 傷病陣

内 IH:;市4� . 3 % 、 そ のf也 lfr子庁5 . 8% と な っ て い る 。 ま た 、 単身 世'詰;カ'82 . 6 % と な っ て い る 。

世情一世一
諮問一時一
絞

ん又…
H叫

仮…
HO

ハhU一
Jv~一ら一

伏

(99年 3 J1 1 日 現在)

(りlL健康弘i制 部資料 )

以 上の よ う な 状況 に対応すべ く 県健康福祉部 で は次の よ う な 課題 を あ げて い る 。

① . 1時 人間要援護世帯への 生活支援の充実

@ 安保護 IlI:;目1への 生活支援の 充実

，11主 人J;引ì::宅 に は 、 高齢者、 母 子、 傷病 ・ 障害者等の 安援護 世帯が一時入居す る た め 、

こ の 1m の 生活支援体制 を 確保 し 、 生活実態の把握 に 努 め る 必要があ る 。

. '[lÎ，久住宅 の 早期確保支援

被保護 /11:帝 に は 言 わ ば 「情報弱者」 と 言 う べ き 世帯が多 い た め 、 住宅関係部局 と の連携

に よ り 、 恒久枝宅の 早期確保 に 向 け た き め 細 か な 支援が必要で あ る 。

恒久住宅確保後の生活支援の充実

1U設住宅等ー か ら の 転居 に 伴 う 生活環境 の 変化 に よ り 生ず る 新た な 1l1!1別 の福祉需 要 に 対応

す る た め 、 引 き 続 き ょt活 支援体制 を 確保 し 、 生活実態 の把握 に努 め る 必要があ る 。

さ ら に福祉事務所の対応は次の と お り 。

① 保護の相談n寺 に お け る 懇切丁寧 な 対応

lJc，活再建 に 不安 を 抱 く 相談者 に 対 し て 懇切丁寧 な 対応、 を 行 い 、 迅 速 な 謀護 の 決定 に 努 め

る と と も に 、 本制度の趣 旨 ・ 概要等 の 周 知徹底 を 関 る 。

生活保護 を は じ め と す る 各種福祉施設の周知
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「福祉の し お り J 等 の 配布 に よ り 、 生活保護制度 を は じ め と す る 各種福校施策 の 周 知 に

努 め る O

③ 生活再建支援金等の取 り 扱い

生活再建支援金等 を 支給 さ れ た 場合 に は 、 収入 申 告 書 及 び 白 立更生計画書 を i致寂 し た う

え で、 そ の経費が生活基盤@]復 に 充 て る も の に つ い て は収入認定除外 と す る 。

④ 恒久住宅結保後の 生活支援の 充実

安定 し た 生活が確保 さ れ る ま での 問 、 ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 定期訪問 を 実施す る と と も

に 、 民生委員 ・ 児章委 員 、 ホ ー ム ヘ ル パ 一 、 保健所の ほ か、 被災者支援の た め に 設置 さ れ

て い る 生活復興相談員 、 情報サ ボ ー タ 一 、 健康 ア ドバ イ ザ一 等 関係機 関 と の 連携強化 を 図

り 、 個 々 の 世帯 の実情 に 即 し た き め 細 か な 処遇 の 充実 に努め る 。

〔健康福祉総合相談事業〕

復興住宅への転出後の生活状況の変化 な ど に よ り 、 高齢者や 障害者 な ど社会的弱者の健

康や福祉 に 関す る ニ ー ズが増加す る 。 こ の た め福祉事務所 と 保健所、 保健セ ン タ ー な どの

職員 が連携 し 、 被災者や生活復興相談員等 か ら 寄せ ら れ る 健康や福祉 に 関 す る 相談 に 対 し

て 問題解決塑 の 対 応 を 行 い 、 生活保護 な ど各種健康 ・ 福祉施策 を 効果的 に 活用 し 、 被災者

の 生活 再建 に 111] け た 支援 を 行 っ て い る 。

同事業 は 97年 か ら 災害救助法指定市町等 を 所管す る 福社事務所の う ち 淡路、 尼崎市、 明

石市、 西宮 市 、 伊丹市 、 J l I 西市、 加 出 J l I 市 、 三 田 Iljの福祉事務所ムで、実施 さ れて い る 。

福祉事務所及 び、保鍵所 ・ 保健 セ ン タ 一 等 の 幹部職員 等 が地域の実f育 に 応 じ 、 管 内 の コ

ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、 保健福祉セ ン タ ー 、 市民会館、 公民館等 を 必要疫 に 応 じ て訪問 し 、 以

下 の 業務 を 行 う 。

⑦ 被災者本人か ら の 生活保護 な ど健康や福祉 に 関 す る 相談 に )志 じ る と と も に 、 健康や福

祉 に 関す る 情報提供 を わ二 う 。

③ 生活援興相談員等関係機関 に寄せ ら れ た被災者か ら の相談の う ち 、 健康や福祉 に 関す

る 相談 に つ い て対応す る 。

⑤ 被災者の生活支援 を 行 う 関係機関 ・ 部局 (民生委員 ・ 児童 委員 、 生活復興相談員 、 健

康 ア ド バ イ ザー 、 情報サ ボ ー タ 一 、 公営住宅担 当 課、 職業安定所、 社会福祉協議会等) と

の 地 足連絡会議 を 定期 ま た は 随 時 に 開催す る 。

( 表 7 ) 穏談内容別相談件数の推移 (98fド皮)
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83 6 

20 25 

。 。

76 108 

79 88 

24 38 139 

6 6 34 

11 4 336 

2 ， 560 1 ， 786 9 ， 257 

2 ， 967 2 ， 169 1 1 ， 736 

(県健康福祉部資料)

(被災地域 コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ設置運営補助事業〕

被災地 に お い て 、 住民相互が助 け 合 い 、 高齢者、 障害者等が安心 し て 暮 ら せ る よ う 支援

す る 福祉 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の推進拠点施設 と し て コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの設置及び運営 を

補助 し て い る 。

助成状況 (99年 3 月 末現在)

①復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営事業は 申 請数70件 に 対 し 、 交付決定数は 35件。

ヨ 被災地域 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ設置事業 (安心お よ び復興 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ設置事業)

は 申 請数369件 に 対 し 、 交付 決定数は 135件 と な っ て い る O

〔生活福祉資金貸付事業の運営〕

兵産累社会福祉協議会 は 、 市 町社協 の協力 に よ り 96年 8 月 か ら 開始 さ れ た転宅費特別貸

付 制度 を 継続。 仮設住宅等の仮住 ま い か ら 恒久住宅へ移転す る 際の 百 | っ 越 し 費 用等の貸付

と し て98年震 は 1 ， 648件、 約 71:意3 ， 000万 円 の 貸付 を 行 っ た 。 こ の 内 、 県外在住の被災者の

貸付 は49件 に の ぼ り 、 本格的 な 住 宅復興の 時期 に あ っ て 、 生活福祉資金の積極 的 な 活用 を

進 め た 。

ま た 、 生活復旧 資金 と し て震災被災者で、事rr湊川浸水被害者の う ち 、 一定の 条件 を 満 た し

た 17世帯 に 30 ， 460 ， 000円 の貸付 を 行 っ た 。

〔特別貸付の積還指導〕

板神 ・ 淡路大震災の発生直後、 兵庫県社会福祉協議会が生活資金 と し て 行 っ た 「生活福

祉資金特別貸付」 を 借 り た ま ま 所在が分か ら な く な っ て い る 被災者が98年末時点で約8 ， 400

人 も い る こ と が分 か つ た 。 混乱時 の た め 身元や生活状態 を 確認 し な い ま ま 貸 し 出 し た の が

要 国 で 、 所在不 明 者 は 、 貸付 け を 受 け た被災者の 7 分の l 以上 に上 り 、 融資額は計約10億

9 ， 400万 円 に 達す る O 償還期 限が来年 (2000年) 3 月 に 追 っ て お り 、 県杜協 だ け で は 追跡

調査が困難 な た め 、 兵藤県 と 神戸市 も パ ッ ク ア ッ プ に 乗 り 出 す こ と を 決め た 。

こ の貸付 は 、 固 と 県か ら の80億 円 を 原 資 に 95年 1 月 27 日 � 2 月 9 B に実施。 被災 し て 生
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活 に 困 窮 し て い る 世帯 を 対 象 に 10 万 円 ( 家 族 の 死 亡 な ど特別 な 場 合 は 20 万 円 ) を 約 5 万

4 ， 000人 ( 言1-77億1 ， 400万円 ) に 貸付 け た 。 身元確認す る こ と が原知 だが、 緊急の場合だ、 っ

た の で 、 申 し 出 れ ば免許証 な となの 身 分証明書 を 持 っ て い な い 人 で も 伎所 と 名 前 を 書 い て も

ら い 、 手続 き し た と い う 。

償還期 限 は 5 年で原知 と し て 月 々 の 分割払い 。 最初 の 2 年 院 は無利子で据置、 そ れ以降

は年平IJ 3 %0 97年 3 月 か ら 償還が始 ま り 、 昨年 (98年) 1 1 月 時点で ま だ 3 割 し か返済 さ れ

て い な い 。

所在不 明 の約8 ， 400人 の う ち 9 割以 上 に あ た る 約7 ， 800人が神戸市 内 の被災者。 県社協 は

他市の 約600人 に つ い て 追臨調査 を 進 め た が、 神 戸 市 内分 に つ い て は 人数が多す ぎ て お 手

上 げ状態だ、 っ た 。

神戸市 は 当 初 、 調査への協力 に つ い て プ ラ イ パ シ ー の 問題か ら 難色 を 示 し て い た が、 県

の正式要請 を 受 け て 昨年 (98年) 、 1 1 月 県社協 の 貸 し 出 し リ ス ト と 住民 票 な どの 照合作業

を は じ め た 。 ま た 県 も {賞還業務 に 取 り 組む 「生活福祉資金償還指導員J (仮称) を 県社協

で雇 っ て も ら い 、 そ の 人件費 の一部 を 補助 す る 方 向 で応援す る こ と を 検討 し て い る O 例年

1 月 22 日 付 毎 日 新照朝刊)

〔被災 中高年の 自 立支援金〕

阪神 ・ 淡路大震災被災者への県 の 「 中 高年 自 立支援金」 第 l 回 目 の支給が行 わ れ た (98

年 5 月 ) 。 県生活復興推進課 に よ る と 中 高年 自 立支援金が支給 さ れ る の は97年12月 か ら 何

年 2 月 に 受 け付 け た 1 万8 ， 924世帯。 支給総額 は26信2 ， 000万P:J。

同制度 は 、 自 宅が全 半壊 (焼) し た 世帯主が45歳以上 の 世帯マ恒久住宅 に 入居 し て い る

こ と マ総所得が507万 円 以 下 一ー な どの 条 件 を すべ て 満 た す 世帯。 単 身 世帯 に 月 額 1 万

5 ， 000円 。 複数世帯 に 月 額 2 万 円 が支給 さ れ る O 期 間 は 2 年 間 。 同 支援金 は 97年12月 か ら

受 け付 け を 始 め た 。 支給 は 8 月 と 2 月 の 年 2 田 だが、 早 く 利用 者 に届 く よ う に と 、 新規申

請分の 初 回 に 限 り 5 月 と 1 1 月 に も 支拾 日 を 設 け た 。

ま た 「生活再建支援金J ( 月 額 2 万 円 � 1 万5 ， 000円 ) の 5 月 支給 も ス タ ー ト 。 対 象 は 97

年12月 一 98年 2 月 に 新規 申 請 し た6 ， 620世帯。 総額 9 1意2 ， 000万 円 。 世帯主 が町長以 上か、

重度障害世帯で 、 恒久住 宅 に 入居 し て い る こ と な どが条件。 支給期 間 は 一部 を 除 き 5 年。

〔共生会議を新設へ〕

県 は既存の 「地域国際化推進基本指針」 の フ ォ ロ ー ア ッ プ (拡充) 方 策 を 定め た (99年

4 月 ) 。 国 籍 を 超 え て 、 震災時 に 助 け 合 っ た 経験があ る 一方 で 、 外国 人 県 民 を 対象 と し た

ア ン ケ ー ト で は66% が 「編見 や 差別 を 感 じ た こ と があ る 」 と 屈答 し た 。 こ う し た現状 を 踏

え 、 拡充方 策 で は 「外国 人県民共生会議」 の 新設 を 打 ち 出 す な ど、 よ り 深 い相互理解 の 実

現 に 向 け て 九分野の 課題 と 取 り 組む。

震災後の避難所な どで 日 本人、 外 国 人 の 隔 で な く 助 け合 っ た こ と や復興 に 関 し て外 国 人

県民か ら 多 数の 提言が寄せ ら れた経緯 も あ り 、 県 は94年 に 定 め た 基本方針 を 再考 し た 。
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拡充方策 を ま と め る 前段で実施 し た外国人県民ア ン ケ ー ト は 574 人か ら 有効 問 答 を 得 た 。

そ れ に よ る と 71 % が就職 し て お り 、 う ち 21 % は 「差別 的扱い を 受 け る 」 と 回答 。 全体の27%

が入居差別 を 受け た と し て い る 。

保健 ・ 医療 に 関す る 向 い で は 、 病院への通 院経験が 「 な し」 が27 % で 、 そ の 半 数が 「 詰

葉が通 じ な い」 を 瑚 IÍJ に あ げた 。 ま た 、 行政サ ー ピ ス に 対 し て は 、 相談事業 の 充実 を 望 む

人が多か っ た 。

百 人以 と の外国 人県民で構成 す る 肉体への 聞 き 取 り で は 、 公的年金に つ い て 「 日 本人並

み に給付額 を 引 き 上 げて ほ し し 勺 と い う 意見 の ほ か、 外同 入学校への助成拡充 、 県職員 採

用 で の 国籍条項撤廃 な どがあ っ た 。

こ れ ら の声 を 参考 に し な が ら 、 県 は 人権、 労働 、 教育 な ど九分野 ご と に 課題 を 整理 し た

う え 、 拡充方策 を 検討。 差別 を な く す 啓発 ・ 研修 の 充 実 な ど を 図 る こ と に し た 。

さ ら に99年度 に は外国人県民モ ニ タ ー を 公募。 ら れた意見 を 共生会議 で議論 し 、 施

策 に つ な げる O こ う し た態 勢 は 、 東京、 神奈川 に つ い で 3 例 日 と い う 。 留 学 生 に 対 し で も

日 本 に 親 し ん で も ら う た め 、 丈化施設への，1!lf.判 利 用 パ ス 制度の導入 を 日 指す こ と に し た 。

こ の ほ か県 は震災直後 に 発足 さ せ た 「被災者復興支援会議J (小 西康生H�長) の提 言 を

う け多様な 被災者復興支援施策 を 展 開 さ せ た 。 (第 一章生活 に 詳細掲載)

セ ラ ゼー ド ッ ク、 っ て ?

。…心身 を い や す 働 き を す る セ ラ ピ ー ド ッ グ
のi舌動 を 知 っ て も ら お う と 「セ ラ ピ ー ド ッ グ ・
フ ォ ー ラ ム J ( 日 本 レ ス キ ュ ー 協 会主総D が98

年 2 月 28 日 神) iで、 IÆ か れ た 。 大阪大人間科学部

の 渥 美 公秀助教授 が、 記憶 の 改 持 や コ ミ コ ニ

ケ ー シ ョ ン の 間復な ど老人性鈎1 1ミ症 に対す る 治

療効果 を 報公。
。… 「 ド y グセ ラ ピ ー 」 は 犬 と の 触 れ合い を

jffi じ た動物介化療法。 日 本 レ ス キ ュ ー 協 会 l 土 、

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 災:守救助犬の育成
と 派j支 を H 的 と し て 95年 9 JJ に発足。 1 1 本初の
民 間 レ ス キ ュ ー 凶f半 と し て 、 レ ス キ ュ ー ド ッ グ

ド y グセ ラ ピ ー のJ手つ いや し の 力 を 料介 し た フ ォ ー
ラ ム =神ri ifT '! '央iベ ( 十I�J- î新日1j村 提供)

と 、ìfdi し て セ ラ ピ ー ド ッ グ の 育 成 に 取 り 組んで 触れ令い を 通 じ て }l;�\ を Lj)( り ]}，と し て い く 過411 を
い る 。

0 ・ ・ フ ォ ー ラ ム で は lúJ 協 会 の ド ッ グ ト レ ー

ナ ー や老人病院の作業療法 上 ら が演 劇 を 披露。

同 協会の セ ラ ピ ー ド ッ グ 「 ボ ス 」 が登場 し 、 震

災で、痴呆症 を 思 っ た お 年寄 り と P T S D (心的

ト レ ス 隙芹) に な っ た たの 子がボス と の
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jぷ討{ じ た O
o.….υ.続しい 、 て 沿渥iリj芙ミHω肋VJ教J綬受が 「 セ ラ ピ 一 ド 7 グの

i労効ヴ功u)!米来3ミふ検

対 す る ド 7 グセ ラ ピ 一 1活』主到動IJ の i内人勾j 容 を 絞総i 介O マ記

憶が改 持 さ れ た てア表情が豊 か に な っ た マ n 発誌
がよ将 え た な どの効果 を 被告 し た 。



2 . 神戸市の生活再建支援施策 (注 � ) 
震災後 3 年が経過 し た98年 、 神戸市は 問題が個別化 ・ 細分化 し て き た 被 災者の 「 く ら し」

の 早期復興の た め 、 i 神戸ιの 佐活再建支援 ブ。 ラ ン J (97年 l 月 策定) ・ 「 神 戸の す ま い復興

プ ラ ン J (何年 7 月 策定) ・ 「神戸経済本格設興 プ ラ ン J (97年10月 策定) に 基づ き 、 「医 (健

康 ・ 作i十JlJ 職 (就労 ・ 取得) 住 (住宅 ・ 宅地) J を 3 本柱 と し た よ り き め 細 や か な 被災者

への 支援施策 を 展 開 し た 。 3 本柱 の う ち 「福祉サ ー ピ、 ス j に し ぼ っ て 記述す る 。

〔ふれ あ いデイ サ ー ビ ス の全市展開〕

仮設住宅 に 入居 し て い る 痴呆性高齢者 な どに対 し 、 安否確認や交流 を は か る た め、 ふ れあ

い セ ン タ ー で デ イ サ ー ビス を 実施す る と と も に 、 各区の地域福祉セ ン タ ー な どの既存施設で

も 、 虚弱高齢者 な ど に対す る 給食 ・ 養護 な どの デ イ サ ー ピ ス を ボ ラ ン テ ィ ア や地域の 協力 を

得て実施 し た。 市内特別養護老人ホ ー ム な ど を 運営す る 社会福祉法人が実施主体 と な っ た。

〔 こ う べ安心サ ポ ー ト セ ン タ ー (板称) の設立〕

高齢者安心サ ー ビ ス や グ ル ー プ。ホ ー ム の 入 居 な ど、 在宅サ ー ビ ス 利 用 に 関 す る 助言 な ど

を 行 う と と も に 、 痴呆性高齢者 や 知 的 障害者、 精神埠害者の生活 に 関 す る 問 題 に つ い て 、

必 要 な 相 談 ・ 助言 を 行 う 第三者機関 と し て 、 弁護 土、 医師、 福祉関係者 な ととの 専 門 家 で構

成す る 「 こ う べ安心サ ポ ー ト セ ン タ ー J (仮称) を 設立。

( (仮称) 痴呆性老人総合ケ ア施設整備〕

“ こ う べ" の 市民福祉総合計両後期実施計画推進の一環 と し て 同総合 ケ ア 施設の整備が

進め ら れ た 。

仮設住宅か ら 恒久役宅への転出 を促進す る た め 痴呆性高齢者 グ ル ー プホ ー ム 型公営住宅

と 特別養護老人ホ ー ム な ど と の合築 に よ り 、 各種の在宅サ ー ピス と 専 門 的 ケ ア を 提供す る

総合ケ ア 施設 を 新た に 2 か所 市街地 に 整備す る 。

@ 場所 東部地域 東灘区魚崎 中 町 4 丁 目

西部地域 須磨区離宮西町 2 丁 目

・ 内存 高齢者介護支援 セ ン タ ー

シ ョ ー ト ス テ イ 専用施設 (20人)

複合型 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー (30人/ 日 )

21\ 時 間 介護相談、 福祉機器の展示 な ど

民 毘小規模特別養護老人 ホ ー ム (30人)

シ ルノ fー ノ \ ウ ジ ン グ

グ ル ー プホ ー ム 部住宅

・ 運営 主体 社会福祉法 人が一体的 に 運営す る 。

@ 開設 99年度

〔痴呆性老人 グルー プホ ー ム事業の実施〕

民 間 の特別養護老人 ホ ー ム が設置す る 痴呆性老人 グ ル ー プホ ー ム に指導員 を 記遣 し 、 扮rJ
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呆性高齢者 の 自 立生活 を 支援す る O

・ 場所 垂水底桃山 台 5 了 日

- 定員 8 人

- 開設 98年冬

〔高齢者介護支援セ ン タ ー の開設〕

灘区 日 出 町 に 「灘の浜高齢者介護支援セ ン タ ーJ を 開設、 施設内容 は シ ョ ー ト ス テ イ 専

用 施設 (定員30人) 複合型 デ イ サ ー ピ ス (定員 ・ 虚弱20人/ 目 、 痴呆10人/ 日 ) の ほ か24

時 間介護相談 に 正、 じ る 。 お な じ 規模 の 向 セ ン タ ー を 市内 4 カ 所 に 開設 し た 。

〔 障害者福祉施設の整備〕

精神薄弱者更生施設 (入所 . 50人 、 シ ョ ー ト ス テ イ 5 人) を 2000年度 ま で に 開設す る ほ

か精神 瞳害者社会復帰施設 と し て 精神障害者通所授産所 (定員25人) と 精神 誼害者地域生

活支援セ ン タ ー を 併設。 99年度 に 開設の予定。

〔子育て支援セ ン タ ー の開設〕

児童養護施設の移転建替 に合わせ、 子育 て に 関 す る 相談や交流 な どの機能 を 付加 し 、 地

域の子育 て ネ ッ ト ワ ー ク の拠点 と し て子育 て 支援 セ ン タ 一 子供 の 家 を 開設 し た 。

・ 場所 垂水区本多間 7 T 目

・ 施設内容 児童養護施設、 シ ョ ー ト ス テ イ 、 デ イ サ ー ピ ス 、 電話相談、 子育 て講座、

被災児童の 心 の ケ ア な ど

・ 併設施設 西部在宅障害者福祉セ ン タ ー 、 災害公営住宅

・ 開設 98年 8 月

以上が神 戸 市 に お け る 被災者の た め の98年度生活再建支援 プ ラ ン の う ち 福社サ ー ピス 新

規施策 で あ る が、 こ の ほ か前年度 に ひ き つ づ き ③特別養護老人 ホ ー ム の 整備⑪ シ ルバ ー ハ

ウ ジ ン グへの生活援助 員 の 派遣の高齢世帯支援員 の 派遣色ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス の拡充@

地域型仮設住宅生活支援G被災児童支援総合対策① シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に お け る 配食サ ー

ピ ス の実施⑦災害公営住宅への高齢世帯用 自 動通報 シ ス テ ム の 設置 、 な ど25事業が展 開 さ

れ た 。

〔被災高齢者向け終身生活資金貸付事業〕

被災 に よ り 生活費や在宅福祉サ ー ビ ス 等の 費 用 を 年金 な どの収入 だ け で は 賄 い き れ な く

な っ た 高齢者 に 対 し 、 金融機関 と 提携 し て 住み'霞れた 地域で安心 し て暮 ら せ る よ う 高齢者

が保有す る 不動 産 を 担保 と す る 生活融資事業。

事業主体 制 こ う べ市民福祉振興協会

対象者 市内居住で、 65歳以上の被災単身高齢者 及 び高齢者夫婦世帯 (震災 に よ り 市外

に i寺滞在 し て い る 場合 も 可)

対象不動産 評価額が2 ， 000万 円 以 上 の 土 地 、 ま た は 、 土 地 及 び建物 の持 ち 分の詳細額
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が2 ， 000万円.1--:)、上 の 区 分所有建物



融資額 土地 に あ っ て は評価額の70 % 以 内 、 マ ン シ ョ ン な どの 区分所有 建物 に あ っ て は

評価額 の 50 % 以 内 を 限度 と し 、 かつ 日 常生活費 は l カ 月 あ た り 10万円 を 上限 と

す る O

融資の範囲 在宅生活 を 維持す る た め に必要 な 呂 常生活 に 要す る 費用 、 そ の他臨時的 に

必要 な 医療費等

融資期 間 終身 (但 し 、 対象不動産 の 評価額の見直 し等 に よ り 変更あ り )

利 率 短期 プ ラ イ ム レ ー ト に連動す る 変動金利 制

そ の 他 協 会 が、 融資か ら 発生す る 利子相 当 額 を 無利子貸付

斡旋手続 き 等 に必要 な 経費 の う ち 、 当 初 の 登記手数料 ・ 不動 産鑑定料 ・ 司法書

士手数料 ・ 収入印紙代 な どの費用 を 協会が負担

3 . 大震災 を 教誠 に

大都市 に 暮 ら す高齢者 を 甚撃 し た 阪神 ・ 淡路大震災。 死者の う ち 高齢者が過半数 を 占 め 、

98年 9 月 現在で も 仮設住宅 に 暮 ら す約 1 万世菅 に は 単 身 の 高齢者 も 多 い 。 災害復興住宅で

も 独居死や 自 殺が相次 ぎ 、 親 し い 地域社会か ら 切 り 離 さ れて 、 生 き る 窓欲 を 失 っ た 高齢者

の姿が被災地 に 影 を 落 と す。 く し の歯が欠 け た よ う に住宅の 減 る 中 で 、 仮設住宅の住 民 は

「被災者 だ け の 支 え 合い は も う 限界。 い ま こ そ外部の支援が必要」 の声が上がっ て い る O

一方、 “ 日 本 の高 齢社 会 の 縮 図 " と も い わ れ る 被災 地 で は 震災で得 た 数々 の 教訓 を 糧 に 高

齢者福祉 ・ 介護 、 i葦害者支援 な ど さ ま ざ ま な 先進的 な 試み も 進め ら れて い る 。

〔高齢者支援 ・ 明石市の先進的試み 〕

仮設住宅で暮 ら す高齢者や 障害者 を 支 え る 明石市の叡 り 組み は 「 ケ ア ネ ッ ト シ ス テ ム 」

と 呼ばれ、 介護保 険制度 を 先取 り し た試み と し て注 目 さ れて い る O ケ ア 連絡員 は 、 市社協

の登録ヘ ル パ ー 15人。 仮設住宅で暮 ら す お年寄 り や 障害者の福祉ニ ー ズ を 掘 り 起 こ す た め 、

担 当 家庭 を 二週 間 に 一度訪ね る O い わ ば情報の運 び屋 さ ん。 入居者の状況 を つ かみ、 市 内

を 8 ブ ロ ッ ク に分 け た 「担当 機 関 」 に 連絡す る O

8 ブ ロ ッ ク の う ち 4 つ を 社会福祉法 人 な ど民 聞 が、 3 つ を 市、 l つ を 社協が担当 し 、 連

絡員 の情報 を 集約 す る O 新 た な 措置が必 要 と 判 断す れば、 ホ ー ム ヘ ル パ ー を 派遣 し た り 、

医締会 に 往診 を 依頼す る 。

一 人暮 ら し の88歳の女性宅 を 担 当 し て い た ケ ア 連絡員 が 「掃除や洗 た く 、 買 い物がつ ら

く な っ て い る 」 と 情報 を あ げる O 女性は 震災で腰痛 を 悪化 さ せ た 上 、 体調 を 崩 し て い た 。

担 当 機 関 は 、 定期 的 な ヘ ル パ 一 派遣 を 決め た。 ケ ア 連絡員 の訪問先 は仮設住宅入居者の 約

4 分の l に 当 る 391 人で あ る O

「明石方式J と も い え る ケ ア ネ ッ ト シ ス テ ム に つ い て 同市地域保健福祉推進室 で は 「仮

設住宅 か ら 上 っ て く る 保健 ・ 医療 ・ 福祉ニ ー ズ を 提供す る 体制 は 整 っ て い た 。 問 題 は ニ ー

ズ の把握 と 継続的 な フ ォ ロ ー だ、 っ た」 と 話す 。
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同 市で、 は91年か ら 市や社 協 の ほ か、 医師会、 前科医師会、 薬 剤 師会、 保健所 な どが定期

的 に 会合、 個 々 の ケ ー ス に つ い て は在宅福祉、 施設入所 な ど を 検討 し て き た 。 ケ ア ネ ッ ト

は こ の連携がベ ー ス に な っ た 。 家庭訪問 は 通常 、 民生委員 が担 う が、 2 週 間 に 一度の頻度

で く ま な く 回 る の は物理的 に 無理 と 判 断。 ケ ア 連絡員 制 度 を 発足 さ せ、 迅速 な 対応の た め

ブ ロ ッ ク 別 の 担 当 期l を と っ た 。 こ の ブ ロ ッ ク 制 に つ い て fli医師会で は 「要す る に 地 医 内 で

の 問題点 は 地区 内 の シ ス テ ム が活動 し て 解決 し て い こ う と い う 試み で あ る 。 高 齢社会 に お

け る 小地域助 け合 い ネ ッ ト ワ ー ク 作 り で あ り 、 ま た 介護保険が導入 さ れ た 時 の ケ ア ー マ

ネ ー ジ メ ン ト の重 要 な 場 と し て 認識 し て活動 し て い る 」 と 話 し て い る 。

〔地域でつ く る描祉の輪〕

家事援助 や介助 を 住民 i可 L で、融通 し 合 う 全国 で も 珍 し い福祉 ネ ッ ト ワ ー ク 「西須磨 だ ん

ら ん」 が98年 5 丹 、 神戸市須磨 区 の 西須磨地区 に 設立 さ れ た 。 問辺の約8 ， 000世帯が対象で、

だれで も な れ る 会員 は サ ー ビ ス の 受 け手 に も 担い手 に も な る 。 高齢者や障害者、 出 産 前後

の女↑生がい る 家庭 で の 家事、 外 出 の 手助 け 、 庭木の手入 れ な ど を 、 お 互 い に l 時 間600 [Ji

で助け合 う 。 阪神 ・ 淡路大震災で 町 の 高 齢化 を 実感 し た住民有志が準備 し て き た 。

600円 の う ち 100[Ij は会の事務費 に 、 500円 は働い た人の ポ イ ン ト と し て 100時間 分 ま で積み

立 て て も ら い 、 自 分や家庭の た め に使っ た り 換金 し た り で き る 。 担い手の た め の研鯵 も す る 。

地元の小学校で 間 かれ た 総会 に は 会員 や 区職員 、 そ れ に 相談役や顧問 と な る 地元の特別

養護老人 ホ ー ム と 医院の代表 ら 約 120人が出席。 代表 に 選 ばれ た 日 埜昭子 さ ん は 「多 く の

人が地域で安心 し て 生 き る こ と が出 来 る よ う 活動 の 輪 を 広 げた い」 と 語 っ た 。 顧 問 の ひ と

り に ニ ノ ミ ヤ ・ ア キ イ エ ・ ヘ ン リ ー 関西学院大教授 (都 市福祉政策) も 加 わ っ て い る 。

〔 出張デ イ サ ー ビ ス 事業〕

神戸市で 「 出 張 ( サ テ ラ イ ト ) デ イ サ ー ピ、 ス 」 事業が98年 ス タ ー ト し た 。 仮設住宅へ週

1 回 、 福祉職員 がふ れ あ い セ ン タ ー (集会所) へ 出 向 き 、 身心の虚弱 な お年 寄 り ら に 昼食

の提供や リ ハ ピ リ を 兼ね た手芸教室 な ど を 開 く 。 高齢者の在宅ケ ア 、 自 立支援の新た な 試

み と し て注 日 さ れて い る O

同 事業 は 、 過疎化が進 ん だ農村部や施設整備が遅れ て い る 都市 部 な どで高齢者 に き め細

か いサ ー ビ ス を 提供 し よ う と 97年震か ら 厚 生省 な どの補助事業 と し て始 ま っ た 。 公民館や

学校の空 き 教宅 な ど を 利用 し 全国50の 市 町村で実施。 デ イ サ ー ピ ス 事業 は 2000年 4 月 か ら

は じ ま る 公的介護保険制度で、 も 中核 サ ー ビ ス に{立量づけ ら れて い る 。

被災地 で は 、 生活環境 の 変化や シ ョ ッ ク か ら 心身機能が低下す る な ど し た お 年寄 り ら の

独居死 な どが社会問題化。 神戸市の仮設往宅で は何年 1 月 現在、 寝 た き り 、 痴呆症、 ア ル

コ ー ル依存 な ど要 支援高齢、 障害者が800人暮 ら し て い る こ と も 判 明 し 、 事 業 開始が決定。

両 区 、 北 区の 仮設住宅 5 団地 で 、 60人が週 1 出 の デ イ サ ー ピ ス を 利 用 し て い る 。 こ の事業

に つ い て神戸市在宅福祉課で、 は 「入浴サ ー ピ ス は で き な い が、 創意工夫で、 手芸や押 し 花

な どの教宗 を 開 き 、 喜 ん で も ら っ て い る 。 今後 は復興公営住宅 の集会所ー な ど に も 枠 を 広 げ、
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お年寄 り の 自 立 を 支援 し て い き た し U と 話 し て い る 。

〔被災者の共働工房発進〕

被災者支援 の活動 を つ づ け て き た 神 戸 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プが、 被 災者 の 共働 [回

「み ん な 寄 っ て 屋J (神戸 市兵庫 区塚本通) を 99年 1 月 、 出 !?日 き し た 。

震災後 4 年 間 の 活動 を 通 じ 、 仮設住宅 に 設 け ら れ た 「ふれあ い セ ン タ ー 」 の役割 を 痛感。

「お年寄 り を 見 守 る 活動 の 一環 と し て地域の ふ れあ い セ ン タ ー の役割 を 担 い た い」 と の思

い が閉所 に込め ら れて い る 。 被災者が、 お茶で も 飲み な が ら 手芸や編み物 に 取 り 組み 、 収

入 ま でつ な げて も ら う の が 目 的 。

ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ 「 プ ロ ジ ェ ク ト 1 2 ( ワ ン ・ ツ ー ) J の 有光 る み代表 ら 15人。

ピ ル の 一 室 を 借 り 、 手袋や ポ ー チ 、 パ ッ チ ワ ー ク の ナ ベ 敷 な ど、 20種類 も の 手作 り 商 品 を

販売す る 。 1) サ イ ク ル売 り 場 も 併設。 仁房の 運営費 は 兵庫県や-r!J"が震 災後 に 新設 L た 「生

き がいづ く り 助成金」 や リ サ イ ク ル商 I品 の 売 り j二げ な どで ま か な う 。

グ ル ー プは こ れ ま で、 兵庫 [x:須磨 区 の仮設住宅や災害復興住宅で、 ふ れ あ い 喫茶や昼食

会 を 開 き 、 同 時 に復興住 宅 に 移 っ た 人 た ち の訪問 も つづ け て き た 。

低収入 に悩 む被災高齢者 ら の た め に 、 グ ル ー プで は高齢者や手芸教室 に 通 う 人 を 対象 に

生 き が い や 収入 に つ な が る 手作 り 商 品 の 販;完 を 計雨 。 何 年春 に は き カf いづ く り ブ ロ

ジ ェ ク ト 」 を 立 ち あ げた 。

商 fill を 積み 全国 に 出 か け た 。 被災地紹介のパ ネ ル展示 も 同 時 に 行 っ た が、 売 り 1 " げ も !II夏

調。 98年か ら は カ タ ロ グ通信販売企業の協力 で 、 被災地の 4 つ の グ ル ー プ と 一緒 に 通信販

売 も 始め た 。

同 グル ー プ に 商 品 を 提供す る 被災者 は約50人。 大半 は恒久住宅 な どの 自 宅で子作 り す る 。

「友人が欲 し いJ í 1 人で作 る よ り 、 み ん な で、」 と い う 声 も 出 始 め 集 い の 場 を 設 け る こ と

に し た 。 つづい て工房近 く の教会でふ れ あ い 喫茶 も は じ め た 。

同 じ く 被災者の 手作 り 商品 を 販売す る 丙誌 の 「 プ ロ ジ ェ ク ト 結ふ ( ゅ う ) J (石井布紀 f

被災者 の子作 り 品 の IJj} オ ー ブ ン に I白j け準備
を i1主め る メ ン バ - 持IriTrî �i:-1京 阪塚本通 (神
戸新聞社提供)

::(\I!Lf . 十iHiI 257 



代表) も 「住民が集 ま る サ ロ ン の よ う な 場 を 近 く 立 ち あ げた しり と し て お り 、 同 じ様 な 活

動 の 輪 は 大 き く が り つ つ あ る よ う だ。

〔休診時間 に ふ れ あ いサ 口 ン 〕

震災で最 も 多 い犠牲者 を 出 し た神戸市東灘 区 内 で 、 休診時 の 医 院 の待 ち 合室 な ど を 利 用

し 、 地域の お年寄 り に憩の場 を 提供す る 「 ふ れ あ い サ ロ ン 」 の 活動 が広 が り を みせ て い る 。

ボ ラ ン テ イ ア と 東難 区 の 医師会が協力 、 98年 9 月 に は 区 内14か所でサ ロ ン が 開 催 さ れて い

る O 一人暮 ら し の 高齢者が気軽 に く つ ろ ぎ、 茶飲み 友 だ ち の 明 る い 会話が は ず む 。

同 区 の 住吉公開仮設住宅で活動す る ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ 「東難 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト

ワ ー ク J (武 田 純子代表) が、 医師会 (J 1 1 島龍一郎会長) の協力 で95年1 1 月 に l か所 か ら

ス タ ー ト O 区 内 を 14地域 に分 け 、 サ ロ ン を 開 く 目 標 を 立 て 徐 々 に 増 や し 98年 9 月 全地域の

開 設 に こ ぎつ け た 。

各サ ロ ン は 月 l 回 の 開催 。 午後 l 時 ご ろ か ら 午後の診療が始 ま る ま での 約 l 時間半の 聞

に待合室 に 長机 と 丸 イ ス を 持 ち 込み 、 サ ロ ン提供の医師 に よ る 健農相談や警察官の 防犯講

話 な どの ほ か、 手芸教室 や歌 な どで楽 し む。 「手芸 も 覚 え ら れ た し 、 み ん な で ワ イ ワ イ ゃ

る の が何 よ り 楽 し み で、す」 と 老人 た ち の表情は 明 る い 。 多 い 所 で は 8 畳 間 ほ ど の 待 ち 合い

室 に20人 も 集 ま り 、 掛け も ち す る 人 も お り 、 顔 み し り と な り 新 た な 近所付 き 合い も 芽生 え

女台め て い る O

〔活発な民間企業の福祉活動〕

コ ー プ こ う べが 「 ホ ー ム ヘ ル パ ー 養成講座 2 級課程」 の 講座 を 聞 い て い る O 講産 は98年

で 3 年 目 O コ ー プ こ う べ は登録 し た組合員 が高齢組合員 の 家事援助 を す る 「助 け 合 い の 会J

を 全 国 に 先駆 け15年前か ら 行 っ て い る が、 2000年 4 月 の 介護保険制 度 の ス タ ー ト を 前 に 、

家事援助 だ け で な く 介護 も 望 む声があが り 、 2 級ヘ ルパ ー の 講座 を 開 い た 。

97年 ま で は80人の募集 に 対 し 100人程震の 申 し込み だ、 っ た 。 と こ ろ が98年 は 160人の募集

に約900件の 資料請求があ り 、 431 人が応募 と い う 盛況ぶ り O 同 年 4 月 、 修 了 者 の働 き 先 と

し て 開設 し た 「 コ ー プ こ う べ在 宅介護サ ー ピ ス J に は す で に 1 10人 の 2 級 ヘ ル パ ー が登録

し て い る 。 県 の 事業指定 を 受 け た 民 間 の ヘ ル パ ー 養成講躍 は97年77件。 3 年前 に 比べ倍以

上 に増 え て い る O

ま た コ ー プ こ う べは 、 震災 を き っ か け に し た協 力 関係 を さ ら に深め よ う と 県社協、 神戸市

社協 と 共 に 99年 l 月 、 「市民福祉社会の協働憲章」 の調印 を 行 っ て い る O 憲 章 は 「市民 と の

連帯の も と に 、 豊 か な福祉文化 を 育 む市民福祉社会の形成 を め ざす」 と し て 行動 目 標 と 行動

指針が掲げ ら れ、 災害時の協力態勢、 地域での福祉サ ー ビ ス の協力 な どがあ げ ら れて い る O

〔異業種 か ら の進出 も 〕

西宮市樋 ノ 池田I の病院跡 に 大阪 ガス の 関連会社 「 ア ク テ イ ブ ラ イ フ J (大阪市) がデイ サ ー

ピ ス と グ ル ー プホ ー ム を 併設 し た高齢者介護施設 を計画、 西宮市 も 介護保険制度導入 に伴

う 需要増 に 対応す る た め 15人分の デイ サ ー ビス を 委託す る O 社会福祉法人や 医療法人以外
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の民 間企業が福祉施設 を 建設 ・ 運営す る の は 同市で は は じ め て 。

施設名 は 「丙宮 ロ ー カ ル セ ン タ ー J (仮称) で99年 7 月 に は オ ー プ ン す る 予定。 同 社 は

1991年 か ら 箕面市 と 奈良市で介護付 き 有料老人 ホ ー ム や痴呆性老人専用 デ イ サ ー ビス を 開

設。 空 き 民家 を 利 用 す る な ど地域型の “介護 ビ ジ ネ ス " を 展 開 し て い る 。

こ の ほ か、 98年春 に は教育 産業大手の 「ベ ネ ッ セ コ ー ポ レ ー シ ョ ン J ( 岡 山市) が神戸

市 中 央 区 で、介護ヘ ル パ ー 養成講座 を 姑 め た 。 ま た 震災で倒壊 し た 芦屋市の福利厚生施設 に

高齢者福祉施設の建設 を 進 め る 関西電力 な ど異業種か ら の参入 も 目 立 っ て い る O

〔神戸 に被災盲 ろ う 者の作業所〕

震災で被災 し 、 日 と 耳が不 自 由 な た め 情報や支援か ら 取 り 残 さ れた 盲 ろ う 者でつ く る 「兵

庫県盲 ろ う 者友の 会J ( 吉 田 正行会長、 約120人) が98年11 月 、 小規模福祉作業所 「夢ふ う

せんJ (神戸市 中 央 区 ) を 開設 し た 。

震災で は 「何が起 き た か分 ら ず怖 か っ たJ r義援金の 配分 を 知 ら な か っ た 」 な ど と 訴 え

て い た 。 こ う し た 盲 ろ う 者の被災者同士が、 「助 け合お う 」 と 96年12月 に 同 会 を 結成 。 作

業所開設の準備 を 進め て い た 。 自 立 と 社会参加 を 目 指 し 、 収益 を 上 げる こ と を 目 標 に 、 ボ

ラ ン テ イ ア な どの 支援 を う け な が ら 、 ピ エ ロ の 人形や新聞広告 を 利用 し た封筒 な ど を 作 る O

ι 災害救助法見直 し の課題

〔政令指定都市 ・ 神戸の悩み〕

災害時の救助 は 、 災害救助 法 に 基づ く 厚生省 の事務次官通達 に よ り 各都道府見が行 う 。

通達 は 甑神 ・ 淡路大震災 レ ベ ル の 大規模、 長期 の災害 を 想定 し て お ら ず、 大震災 で は 「特

別基準」 と い う 形で の 対応が 目 立 っ た 。 こ の た め 1947年 の 成立以来一度 も 改正 さ れて い な

い i司 法 は 「時代遅れJ と 非難 さ れ、 一 時 は 改正論議 も 盛 り 土 が っ た が、 結局 は97年 4 月 、

運用基準 を 見直す に と ど ま っ た 。

大震災 で は避難者が ピ ー ク 時で24万人 に の ぼっ た 最大の被災 自 治体、 神戸市 は厚生省 か

ら の ヒ ア リ ン グ で現行法の 問題点 を 指摘 し た 。 高齢者や障害者 の た め の福祉避難所や福祉

仮設住 宅 は 岡市案が盛 り 込 ま れ た 格好 だが、 手付かずの項 目 も 少 な く な い 。

県 を 通 じ て の ヒ ア リ ン グで は 国 と 直接や り 取 り で き な い た め 、 政令指定都市が国 と じ か

に や り 取 り で き る よ う 提案。 同 時 に都道府県の役割 は 大災害時の広域調整 と す る よ う 求め

た が、 政令指定都市の 在接交渉は 実現 し な か っ た 。

災害救助 は現物 支給が基本 だが、 例外があ っ て も い い の で は な い か 、 そ ん な指摘 も し た 。

例 え ば弁 当 。 高齢者の 中 に は 「冷た いJ r油 っ こ い」 と 口 に し な い 人 も い た 。 そ う し た 実

態 か ら 金券方式 を 例外的 に 導 入す る こ と を 提案 し た が、 や は り だ め だ、 っ た 。

さ ら に ヒ ア リ ン グで は 、 自 分の 土地 に 自 力 で仮設住宅 を 建設す る 場合の補助制度 の 検討

も 求め た 。 市街地で用 地 を 確保す る こ と が困 難 だ っ た経験か ら で 、 同 時 に 住 み慣れた土地

で暮 ら し た い と い う 被災者の 要望 に こ た え る た め に も 必要 と 判 断 し た が、 見 直 し で は受 け
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入 れ ら れ な か っ た 。

)J 、 兵 は 、 jえ芹救助法の新基準 に つ い て 「特別 基準 さ え あ れ ば対応 で き る j と の

だ。 )� I I主 に は仮設住宅の数 に は じ ま り 、 予算、 広 さ な どか な り の 部分 を 特別基

準 で 切 り 抜 け た 。 「 災害 は 起 っ て み な い と わ か ら な い 。 一般基準 は 歯 止 め と し て あ る だ け

で 、 だ っ た ら オ ー ダー メ イ ド で き る 」 と す る 。

5 .  ( iì :3 ) 

る 〕

兵庫 県市部地 義援金募集委員 会 は99年 3 月 末 を も っ て 義援金の支給請 求 を 締切 り 、

I r íJ委討会 と し て の 使命 を 終 え た 。 99年 6 月 末 日 ま で に 寄せ ら れ た 義援金 の 総額 は 、 1 ， 79 ]

余 I Jj \ こ i主 し かつ て例 を み な い 巨額の義援金が全 国 各地 を は じ め 海外か ら も 寄せ ら れた 。
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義援金 は 巨額 で あ っ た が、 被災者の 数 も 、 死者 6 千 4 百余人、 作家 の 令 、|三j点;j 7 

世帯 と い う 空前の 数で あ る た め 、 個 々 の被災者 に 配分 さ れ た 額 も 、 過 去 の 二 、 奥J1L に比

べ て 非常 に 少額 な も の で あ っ た 。

〔義援金の請求期限〕

被災者 か ら の 配分請求の う ち 、 住宅助成金 に つ い て は 、 住宅の短興等 を お お む ね 3 年 と

予測、 当 初98年 3 月 31 自 ま で と さ れて い た が、 そ の他の義援金 に つ い て 午、? に 求J!JJ lü� を も

う け て い な か っ た 。 住宅の復旧 が な か な か進 ま な い た め 、 住宅助成金の 打ι交 も れ1 1 びず、

当 初J の期 限 内 に 完 了 し な い お そ れが明 ら か に な っ た た め 同助成金のJ!?求期 限 を i 年 Il\]延

し て99年 3 月 31 日 と し た 。 ま た 期 限設定の な か っ た そ の他の義援金請求 も 、 I I IJ 1 1 ま で と す

る こ と に な っ た 。 た だ し 、 土地区画整理事業や市街地再開 発一事業のHI- lrlTj

建がで き な い世帯 に つ い て は2004年 3 月 紅 白 ま で、請求期 限 を 稲 子す る こ と と な っ た くJ

〔募集委員会の改組〕

義媛金の請求期 限が99年 3 月 3l 日 で締め 切 ら れ た が、 同 年 6 月 末 I1 で は 配分の決定 さ れ

て い な い 義援金の額 は 2 億 8 千万 円 余 と な り 、 そ の 後 に 寄せ ら れ る 初 も 期待で き ず、 新 た

に均 一 に被災者 に 配分す る と す れ ば600 円 余 り と な り 義援金の 趣 骨 が か さ れ な い た め残

金は被災地市 町 に 配分 し 、 復興等の事業資金に あ て る こ と と な っ た 。

こ の た め 同募集委 員 会 を 「兵庫 県 南部地震災害義援金管理委員 会J (99年 7 月 2 1 1 1 ) と

改組。 構成機 関 も 兵庫県 、 大坂府、 神戸 市、 日 本赤十字兵庫県支部、 ネIjl ) 新 111j)日 !Jj.

の 5 機 関 と し た 。

〔義援金 に ガ イ ド ラ イ ン ) (注 4 ) 

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 義援金の扱い方 な ど を 検討 し て き た 日 本亦 | ( 1 1 は

何年 7 月 、 「義援金取 り 扱 い の ガ イ ド」 を ま と め て 発表 し た 。 寄託;自 の 希 があ る 場介、

使 い道 の 指定 を 受 け る よ う 努力 す る こ と や受付期 間 は 、 災害紋i功j去の適用 !!JJ II\J を ' 1 1 心 と し

て 、 原 則 と し て 1 � 3 か 月 と す る 。 ま た被害が甚大で多額の寄託があ っ た 場 介 、 出 : ft- に

よ る 監査 を 行 う な ど透明性の確保 に 向 け た 内容 な ど も 盛 り 込んで い る の

阪干I11 ・ 淡路大震 災 で は 約 1 ， 79 1綜円 (99:Í1'- 6 月 末現在) の 義援金が;汀せ ら れて い る 。 し

か し 、 災害直後の最 も 支援が必要 な 時期 に被災者への 配分が遅 れ た ほ か、 配分 や }JU�

な ど に不満が出 る な ど問題が表面化。 こ う し た経緯 を 踏 ま え 、 は 従 災訟 に i主J友金UiJ

懇談会 を 設設。 そ の 報告書 を 基 に ガ イ ド ラ イ ン を 作成 し た 。

〔奈良新間社の義援金問題〕

阪神 ・ 淡路大震災の直後、 奈良新聞社 (奈良市、 渡辺忠夫社長) と いl 千 丈化

が、 読者か ら 募 っ た 義援金で被災地への救援物資 と し て 、 フ ァ ッ ク ス 購 入 の さ い 、 |パj社の

関連会社 と 同 社 の 西島 謹二 会長が役員 を 務め る 会社 を 通 じ て購入。 こ の 2 に 千数II と し

て購入代金の 7 割 に 、与 た る 約2 ， 700万 円 が支払 わ れて い た こ と がわ か っ た (9川 2 )J ) 。

奈良新聞社 は 1995年 1 JJ の震災直後、 紙 面で、義援金の提供 を |呼びか け 同 年 9 )] ぶ ま で l 、

約11"1 φ 羽山 2h J



ギJl 億1 ， 000万 円 を 集 め た 。 同 年 3 月 の段階で フ ァ ッ ク ス 100台 を購入。 90台 を 兵庫県、 10

台 を 芦屋市 に贈 っ た ほ か布 団や ク ツ 下 な ど も 購入 、 残 り を 現金で届 け た 。

西島会長 ら 関係者 に よ る と 奈良新聞社の 関連会社で広告 な ど を 扱 う 「奈良 新 聞 エ ー ジ ェ

ン シ ー 」 と 同 会長が取締役 を 務 め て い た O A 器販売会杜が代理屈 と な っ て購 入 、 フ ァ ッ ク

ス の製造販売会社 か ら 手数料 と し て 2 社 に計2 ‘ 740万円 が支払 わ れ た 。

義援金の う ち 、 約2 ， 700万 円が奈良新 聞 社 の 関 連 会社 な ど に 流 れ て い た 問 題で、 日 本新

聞協会 は 何年 2 月 19 丹 、 奈 良新 開 杜 を 「新聞社への信頼 と 信用 を 失墜 さ せ、 新 聞倫理の 高

揚 を う た っ た協 会 の 日 的 に 反す る 行為 を し た」 と し て 除名 。 除名 は過去 に 10数社あ る が、

倫理的 な 理 由 で は 初 め て O 除名 は22年ぶ り 。 な お 、 奈良新聞社で は 、 そ の後 会 長 、 社長が

責任 を と っ て辞任。 ま た全社的 に 深 く 反省 し 改革への努力 を 続 け て い る こ と が認め ら れ、

98年10月 7 日 、 聞 か れ た 日 本新開協会の理事会で、 同 年 2 月 に 除名 処分 に な っ て い た 奈 良

新聞 の再入会 を 決め た。

く j主、 引用文献〉
1 )  I被災者福祉対 策 に つ い て J (98年度の取 り 組み) 兵庫県ー健康福祉部 1999年10月

「県 下社湯治動の現況」 兵庫県社会福社協議会 1998年度版
2 ) 神戸市98{ド度 当初 予算の概要
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| 第二節 市民福祉活動 ー ボラ ンテ ィ ア と コ ミ ュニテ イ
1 . 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り
〔激減す る 飯設 自 治会〕

98年 は 春以説、 仮設住宅か ら 災害復興公営住宅への移転が毎月 2 ， 000世帯の ベ ー ス で進 み 、

仮設住宅の居住 者 は 月 ご と に 激減、 仮設住宅で築かれた コ ミ ュ ニ テ イ も 崩壊 、 孤立 し が ち

な 高齢者 を は じ め 障害者の サ ポ ー ト な ど多 く の 問題が提起 さ れた 。

空 き 家が増 え る 仮設住宅 で 、 震災か ら 3 年 あ ま り 被災者や高齢者 の 暮 ら し ゃ心の支 え に

な っ て き た 自 治会組織 に 異変が起 き た 。 災害復興住宅へ の 引 っ 越 し が ピ ー ク を 迎 え る 中 で

自 治会 の 解散が相次い で い る O 自 治 会 は 97年度県内 で270 を 超 え た が、 98年 5 月 l 日 現在、

神戸新 聞 の 調査 に よ る と 204で、 急速 に 姿 を 消 し て い く 。 存在す る も の の 活動 が停滞状態

の所 も 少 な く な い 。 仮設住宅解消への避け ら れ な い ス テ ッ ブ と は い え 残 さ れ た 住 人 は ま だ

多 い 。 空 き 家 間 に点在 し た形の暮 ら し で孤立 を 防 ぐ対策が求め ら れて い る o (神戸新聞 98 

5 月 8 日 朝刊 ) 仮設住 宅 は 県内662か所 に 設置 さ れ、 う ち 自 治会が発足 し た の は 、 274

か所だ、 っ た 。 こ の 1 年 間 は役員 の な り 手不足が深刻化 、 98年 4 月 ご ろ か ら 解散状態が急増

し た 。

仮設住宅が最 も 多 く 残 る 神戸 市内 自 治会 は 167か所 (98年 5 月 現在) だ が、 前年度 よ り

9 か所減 っ た 。 市の担当 者 は 「機能停止状態 の と こ ろ も 少 な く な し 、 。 コ ミ ュ ニ テ ィ 維持や

住民 と の話 し 合 い の た め 自 治会は重要だが、 住民 自 治が基本。 直接の 支援 は むつ か し いJ

と す る O 仮設 自 治会激減 に 各市 と も 「解散は や む を え な い」 と し つ つ も 過疎化対策 の 検討

を 追 ら れて い る O

調宮市 で は 各住宅の数人 に 連絡係 を 依頼 、 住民へ の 連絡網 と す る O ま た 「行政サ ー ビ ス

は低下 さ せ な いJ と す る 加古 川 市 で は 昼 は 市職員 が詰め 、 相談員 も 巡回 す る 。 行政が 「仮

設の解消」 を 急 ぐ な か、 と く に 高齢者や障害者 の サ ポ ー ト を ボ ラ ン テ ィ ア は心配す る O 自

治会が解散 し た仮設住宅 で ふ れあ い 喫茶 を 開 く ボ ラ ン テ イ ア の リ ー ダー は 「転出 が増 え る

い ま こ そ孤立 を 防 ぎ 自 立の気力 を 支 え る 支援が必要」 と 指摘す る O

〔取 り 残 さ れ る 高齢者〕

移転が進 む神戸市内の仮設 で は 単 身 の高齢者が増 え る O 市が統計 を と り は じ め た何年12

月 の単 身高齢者 は20 . 6 % 0 98年 3 月 の 時点 で は 27 . 7% と 7 ポ イ ン ト 上昇 し た 。 優先枠 も あ

り 、 高齢者の移転 も 進 ん で、 い る が、 フ ァ ミ リ 一 世帯 の 転 出 の 方 が よ り 早 い た め だ。 過疎化

が進 む仮設住宅で取 り 残 さ れ る お年寄 り 。 そ の数は4 ， 399人 (98年 3 月 現在 ) に の ぼ る O

読売新 聞 社 の 98年度 第 4 回被災者5 ， 000人調査 (震災 l 年 目 か ら 毎年、 年 末 を 前 に 実施)

に よ れ ば仮設住宅 に お け る 住 人 の 年齢構成 は 前 回 と ほ ぼ同 じ だが、 60歳以上が少 し ふ え て

70% を 超 え て い る O 兵庫県 に よ る と 県 内全体の 成 人人 口 の う ち 60歳以上 は 27 . 8% (98年 3
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月 現在 ) で あ り 、 仮設住宅で は極端 な 高齢化がな お続い て い る こ と が示 さ れ た 。 居住者の

半数近 く は復興往宅への 入居が決 ま っ て い る が、 い ま も 仮設住宅か ら の転 出 先 が決 ま ら な

い 人 は 、 仮設住宅で調査 に 応 じ た 人全体の 10人 に 1 人の割合い だ、 っ た 。 独居 の 半数以上が

こ れ ら の 人 だ 。

i[日H jt;が決 ま っ て い な い の に公営住宅 に 応募 し な い理 由 で 、 最 も 多 い の が 「 も う 一度新

し い t.地でや り 直す気)J が な い」 が 3 人 に I 人。 さ ら に 「 ど う し て い い か わ か ら な い」 と

戸 惑 っ て い る 人が 4 人 に 1 人い た 。 こ れ ら の 人 は 精神 的 に 追 い つ め ら れて お り 、 半数が 自

暴 白 棄の ほ か 「不安で、 た ま ら な し 勺 と い う 人が 3 人 に 1 人。 ま だ希 望 を 持 っ て い る 人は わ

すごか だ っ た 。 (読売新問 99年 1 )J 10 円 付 朝 刊 )

〔注 目 集め た地域型飯設住宅〕

'1内 久1ì:右への移転がj並 み 、 I，rHì: 7，- は 減少、 高齢者の比率は期す
ばか り こ= 十1!J! î 1tî-1じ l，zJiii IJ)( fl '1 ' IlIf (付Iji新聞社提{il< )

震災で1t ま い を 失 っ た 痴 呆症状や心身障害 を 持つ被災者が共 に暮 ら す雨期 的 な グ ル ー プ

ホ ー ム 刑仮設住宅 「 日 川 IIIJ ケ ア 付 き 仮設住宅J (芦原 iln が何年 6 月 末 、 仮設住宅解消 と

と も に 閉鎖 さ れ た 。 痴呆痕のお年寄 り や 中 高 年 の 心 身 結害者 ら が共 同 生活 を 送 る こ と でお

l î. い の 症状の改善がみ ら れた な ど と し て 国 内外か ら 注 日 を 集 め た 。 こ の ケ ア 付 き 仮設住宅

は 震災直後、 特別養護老人 ホ ー ム 「あ し や喜楽苑J 屋 市潮 見 町) の 市1 1 1 膿子苑長 ら の

訴 え で、 県 と 芦屋市が厚生省 に 設置 を 要型。 95年 4 月 、 |可 1 1j内 に 4 棟 6 戸 が建設 さ れ た 。

ピ ー ク 時で54 人が入居 し て い た 。 運営委託 を う け た 同 苑 ス タ ッ プ 20人が交代 で常駐 し 、 日

常生活 を 支援、 ボ ラ ン テ ィ ア や 家族 ら と 昼食づ く り の イ ベ ン ト を 開 く な とと心身 両 面で ケ ア

し た 。
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尼崎市で も 何年 5 丹 、 同 市 三 反 田 に24ß寺 間 ケ ア 付 き 仮設住宅が完成 し た 。 福祉 と 医療の

連携に よ る 成果 は 「超高齢化社会 を 迎 え る 21世紀の福祉の あ り 方 を ぷす モ テゃ ル の 一 つ」 と

高 い評価 を 得 た 。

〔飯設住宅の空 き 家 を グル ー プホ ー ム に改修〕

神戸市 は98年 9 月 末 ま で に 設量期 日艮の切 れ る 西 医高塚台仮設住宅の空 き 家 の 一部 を 「 グ

ル ー プホ ー ム 」 と し て 運用 す る こ と に し た 。 (98年 5 月 ) 震災の設遺症 な ど か ら 心 身 両面

の ケ ア が必 要 な 高齢者や被災者が、 看護婦 ら の支援 を 受 け な が ら 助 け合 っ て 暮 ら す。 恒久

住宅への 入居 も 一気 に進 ま ず、 一時的 と は い え 残 さ れ た 入居者の安全 を 確保 す る た め の 現

実 的 な 対)応 と し て期待 さ れた 。

神戸市 に よ る と 撤去 ま で、移転先の 決 ま っ て い な い仮設の痴呆症 の 高齢者は43 人。 ケ ア が

必 要 な お年寄 り 数人 を l か所 に 集 め 、 ボ ラ ン テ イ ア が支援 し や す い よ う に 空 き 家 と な っ た

イ来 ( 8 戸) を 改修す る 。

工事 は 同 市が、 運営 は ボ ラ ン テ ィ ア 間体 「阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 が行

う 。 運営費 は 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金 と ソ ニ 一 生命が援助す る 。 各住宅の台所 と ふ ろ

を撤去 し て 共用 廊 下 に 改修 し 、 2 は ス タ ッ ブ ル ー ム と 交流室 に す る 。 ボ ラ ン テ イ ア は24

時 間体制 で夜間 は 3 人、 昼間 は 1 0人が交代で支援。 仮設住民 ら は 「入居者が減 っ て 寂 し く

な っ た 。 ボ ラ ン テ イ ア が い て く れ る と 安心」 と 語 る 。

〔尼崎 に グル ー プハ ウ ス 〕

ふ だ ん は 別 々 の 住宅行政 と 福祉行政 も 混然 A体 と な ら ざる を 得 な か っ た 。 福祉施設で も

単 な る 住宅 で も な い 「尼崎災害復興 グ ル ー プハ ウ ス J t:.o こ のハ ウ ス は グ ル ー プホ ー ム 制

度 を F敷 き に し て い る 。 災f吉毎 興 基金 か ら l 佑\1 ， 000万 円 出 し て 兵庫県 と 尼崎市が98年 9

月 に 建設 し た 。 尼崎 市役所 の 隣 に625m2 の 平 家 の 真 ん 中 に 木製 デ ッ キ や リ ピ ン グ、 共用 の

台所 と ふ ろ があ り 、 左右 に ト イ レ と 縁側付 き の個室が並ぶ。 99年 3 月 現在 の 入居者 は66歳

か ら 89歳の 12人。 尼崎 市内 の ケ ア 付 き 仮設住宅か ら 移 っ て き た 。 い つ で も 1 人 に な れ、 い

つ で も だ れ か に 会 え る 。 道路 に 面 し た デ ッ キ で、毎週八百屋が)吉 開 き し 近所の 人 も 買 い に く

る 。 何 を 食べ、 何 を す る か 自 由 だ。 み ん な 持病があ る の でヘ ル パ ー 6 人が、 昼夜交代で見

守 る 点が在宅 と は違 う 。 残念 な が ら 復興住宅 に 移 る ま で の 「仮 り 住 ま し ミ」 に す ぎ な し ミ 。 例

年 3 )1 21 H 付 、 初 日 新開初刊特集 '1f子検討」 γ'1S賃ì.J:記持)

〔 災害復興公営住宅での暮 ら し 〕

仮設住宅か ら の 転居が急 ピ ッ チ で進 む災拝復興住宅での暮 ら し の課題 を 探 る た め神戸新

開社 は 、 神 戸大学 仁学部の塩111奇賢明助教授 (都市計画) 研究室 に協力 し て 入居者ア ン ケ ー

ト 調査 を 実施 、 1 ， 455世帯か ら 回 答 を 得 た 。 震 災 前 は 50% が 「近所付 き 合い が楽 し い」 と

感 じ て い た が、 現在 は 13 % に 減少、 仮設住宅当 時 と 比べて も 低 ド し 、 高齢 世帯が多 い公常

住宅で は そ の ケ ア と コ ミ ュ ニ テ イ づ く り が課題 に な っ て い る こ と を 浮 き 彫 り に し た 。

住宅への評錨 は 高 い が、 住 み 続 け る 理 由 に 約 6 割が 「 ほ か に 行 く と こ ろ が な いJ I家賃
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が安し り と 答 え 、 5 年 間 の 家賃補助 が切 れた 後 の 生活 に 強 い不安 を 抱い て い る 。

調査 は 98年11 月 に 実施、 神戸、 西宮、 尼崎、 明 石 市 の 計23 団 地2 ， 705世 帯 に 調査用 紙 を

配布 、 回 収率 は54 % だ、 っ た 。 高齢者の み の 世 帯 は 37 % 、 「無職」 は 7 割近 か っ た 。

回答者の 「平均像」 を み る と 、 本造の民間借家 で被災→避難所→仮設住宅 ( そ こ で公営

住宅 に 2 . 5 回 申 し 込み ) →公営住宅 の 道筋 を た ど っ て い る o 81 % が仮設住 宅 の 入居 を 経験、

震災後の転居 回 数 は 2 回 、 3 回 の )11買で多 く 実 に 7 回 と い う 人 も い る O 現在の 住宅の満足度

は 高 い が と も か く も 安住 の 地 を 得 た安心感 だ ろ う 。

公営住宅 に 住 む被災者の多 く は震災前、 下 町 な どで借家住 ま い を し て い た 人 た ち だ。 不

安 な 点 や 匿 っ て い る 点 で最 も 多 か っ た の が 「庭づ く り がで き な く て寂 し し ' J (20 % ) だ、 っ た 。

続 い て 「鉄の扉で外が分か ら ず孤独J ( 1 9 % ) さ ら に 「高層住宅で不安J I 扉 が重 く て 開 け

閉 め がつ ら い」 と 続 く 。 「寂 し い と 感 じ る こ と があ る か」 と い う 設問 と こ の 「不安で、 因 っ

て い る 」 を ク ロ ス 集計 し た と こ ろ 「 と て も 寂 し い」 と 答 え た 人 の 4 訴が鉄 の 扉 の存在 に 孤

独感 を 感 じ 、 3 割近 く が庭づ く り が出 来 な い と 答 え て い た 。 「少 し 寂 し い」 と し た 人 で も

同 様 に 高率 を 示 し て い る 。 80歳以 上 の 入居者の 中 で 「 と て も 寂 し し り と 答 え た の は1 4 % で

回 答者平均のf音 を 超 え た 。

〔 多様化す る 住 ま い〕

や っ と 安定 し た仮設住宅 コ ミ ュ ニ テ イ も 損壊、 災害公営住宅へ の 移転 と と も に孤立化す

る 高齢者への 対策 と し て多様な 「住 ま い」 がで き つ つ あ る O シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ は震災後

4 年で県内 に 4 ， 000戸、 全 国 の 3 割 が建 っ た 。 生活援助 員 が30戸 に 1 人 の 割 合 い で 日 中 の

み配寵 さ れ、 お も に安否の確認 に 当 た っ て い る O コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ (協 同居住型集

合住宅) も 高齢社会 の 新 し い 住 ま い と し て 注 目 さ れ、 被災地で は 全 国 初 の 公営 コ レ ク テ イ

ブ も 9 か所300戸がで き た 。 援助員 を 配置 、 一部 は 若 い 世 帯 も 入居 し 新 し い き ず な 作 り を

模索 し て い る O だが、 シ ルバ ー も コ レ ク テ イ ブ も 自 立が前提。 グ ル ー プホ ー ム は 家庭 的 ふ

ん囲気 の な か 5 人- 10 人の 痴呆症状 な どの あ る お年寄 り が、 専 門 ス タ ッ フ の 24時間体制 の

支援 を う け な が ら 共 同 生活 を す る 新 し い 住 ま い だ。

〔公営住宅で初 の グル ー プホ ー ム〕

神戸市 は痴呆症高齢者 向 け に 台所や食堂 を 共用 す る グ ル ー プホ ー ム 型市営住宅 を 同 市東

灘区魚崎 と 須磨区離宮西町 に建設す る 。 痴呆向 け の グ ル ー プホ ー ム が公営住宅 と し て 運営

さ れ る の は全国 で も 例 が な く 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災者向 け の特例 と し て 認 め ら れ た 。

一 つ の 建物 の 中 に グ ル ー プホ ー ム の ほ か特別養護老人ホ ー ム と シ ル パ ー 住 宅 、 高齢者介護

支援セ ン タ ー を 併せ て 整備 す る 計画で、 総合的 な 高齢者福祉施設 と し て 今後 の 運営や相乗

的 な 効果、 実績 な どが注 目 さ れ る 。 入居負担額 も 大幅 に抑 え ら れ る と い い 、 東灘が 8 戸 2

グ ル ー プの計16戸 、 須磨が 6 戸 2 グ ル ー プの計12戸。 2000年 4 月 に は 入居がで き る 予定 。

施設全体の事業費 は 両方合わせて 約50億 円 。

グ ル ー プ ホ ー ム は 個 室 で居住 し な が ら 食事や 入浴 は 入居者が と も に 過 ごす シ ス テ ム で\

266 第 flLl章 @ 箔社



痴呆の進行 を 抑 え る 効果が期待 さ れ る と い う O 入居対 象 は 震災で n 宅が全壊か半壊 し て解

体 さ れ た65歳以上 の痴呆症 の お 年寄 り 。 原郡 と し て単 身 入居 し 、 車 い す の 必 要 や は い かい

癖がな く 身 の 回 り の こ と が出 来 る 中程度の痴呆性の老人が対象。 災害復興公営住宅 と 同 じ

入居条件 と な っ て い る 。

仮設住 宅 か ら 恒久住宅 に 移転が進 む 中 、 被災 し た痴呆性老人 を 十分 に ケ ア で き る 住宅様

式が課題 と な っ て い た 。 施設内 に は堀 り ご た つ を 備 え た談話京や ぬれ縁、 除i 芸が楽 し め る

テ ラ ス な ど を 設 け て 入居者がふ れ あ え る よ う に 工 夫。 ま た 専 門 的 な 研修 を 受 け た ケ ア ス

タ ッ フ も 24時 間体制 で常駐す る が、 一緒 に 食事の用意 を す る な ど し て 家庭生活の ふ ん 囲気

を 残 し な が ら の 共 同 生活 を 日 指す と い う 。

〔民間主導でグル ー プホ ー ム〕

2000年夏 に は 民 間 主導の 共 同 居住型住宅が芦屋市 内 に で き る O 芦屋市 の 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム 「あ し や 喜楽苑」 の代表者や弁護士 ら が、 共 同 出 資で有限会社 「 き ら く え ん倶楽部」

を 設立。 J R 芦屋駅近 く に 同社が、 新住宅 を 建設管理す る O 個室15戸 に 台 所 、 ト イ レ 、 シ ャ

ワ ー を 整備 。 居 間 、 食堂、 ふ ろ 、 相談室 な ど は 共用 空 間 に す る O

午前 7 時か ら 午後 8 時 ま で管理人が常駐。 日 常の暮 ら し や行政手続 き な どの桔談に応 じ

夜 間 は 緊急、通報 シ ス テ ム で対応。 給食サ ー ビ ス も す る O 自 立生活が前提だが、 介護が必要

と な れば 「喜楽苑」 の在宅介護 サ ー ビ ス も 受 け ら れ る 。 地主 も 定期借地権方式で士地 を 提

供 し 、 入居で き る よ う に し た 。

〔地域住民で建設へ〕

地域の お年寄 り た ち を 地域で支 え よ う と 、 神 戸 市垂水 区星が丘の住民 ら が グ ル ー プホ ー

ム の建設計画 を 進め て い る 。 お 年寄 り や 障害者が共 同 生活で き 、 住民の福祉活動の拠点 に

も な る 施設 を 日 指す。

母体 に な っ た の は 星 がE を 中 心 に 同 区 内 の 主婦 ら でつ く る 「 き く の 会J o 5 年前 か ら 月

2 回 の給食 ボ ラ ン テ イ ア を 続 け て き た 。 活動 を 通 じ て 、 l 人暮 ら し の お年 寄 り が寂 し さ を

募 ら せて い る こ と を 実感。 「 日 常的 に接す る こ と が出 来 た ら J r お 年寄 り た ち が一緒 に 暮 ら

せ な い か」 と メ ン バ ー の 間 で 話 し 合 う よ う に な っ て い た 。

そ の 矢先 き 大震災 に あ い 、 グ ル ー プ ホ ー ム 建設への機運が一気 に 高 ま っ た 。 地域住民や

弁護士、 建築家 ら に も 呼 びかけ 「星が丘 ホ ー ム 」 建設委員 会 を 設置。 バザー や 募金活動 を

通 じ て 資金 を 募 る と と も に 150平方 メ ー ト ル の土 地 を 購入 し た 。 木造 2 階建 て で、 ボ ラ ン

テ イ ア ル ー ム な ど も 備 え る o (98年11 バ 13 日 神戸新聞 青山真由美記者)

〔仮設仲間で終の す み か〕

「仮設住宅で苦労 し た 人 た ち と 一緒 に 余生 を 送 り た い」 一 。 被災地の ケ ア付 き 地域型仮

設住宅で暮 ら すお 年寄 り ら の 願 い を か な え よ う と 仮設住宅 で、培 っ た コ ミ ュ ニ テ ィ を そ の ま

ま 生か し た グ ル ー プホ ー ム の 計画が神戸市東灘区で進め ら れ て い る 。 同 区 で被災 し 、 県外

に 避難 し て い る 女性が 自 ら の 入居 を 条件 に 、 土地 を 定期借地 と し て提供。 生活支援員 も 引
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終のすみかの模型 を 子 に夢 を 語 り 合 う お千1';;子 と 桑原 さ ん ニ ネrjlp
IÎT東減反 出 中 間 (干Itl戸新開社提供)

き 続 き 入居者 を ケ ア す る 予定で、 被災地で は 初 の試み 、 お 年寄 り ら は 「 き ず な を 大切 に 、

安心で き る 終 ( つ い) の す み か」 に 夢 を 膨 ら ま せ て い る 。

同 区 Hl 1i1 町の 子水公園地域型仮設住宅 ( 1 0世帯) な どの お 年寄 り ら 4 人。 病 弱 な どで恒

久住宅で、 の n 立生活が難 し し ミ 。 う ち 3 人 は 老人 ホ ー ム を 申 し込ん だが 」年以上 の 入居待 ち

で、 仮設解消 の来春 (99年) ま で に 間 に合い そ う に な い 。

ま た 、 お 年寄 り ら は 同仮設で 世話 を 続 け る 生活支援員 の 桑原美千子 さ ん (48) を 慕 い 、

今後 も ケ ア を 希望 し て い た。

震災 を 教訓 に 、 高齢者の新 し い住 ま い を 模索す る 同 氏 の 支援団体「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー

ト セ ン タ ー 神 J の勉強会で、 桑原 さ んが仮設の現状 を 話 し た こ と か ら 同 団体や地域の建

築家が協力 を 約束。 グ ル ー フ。ホ ー ム の 言i柏l を 練 っ て い た と こ ろ 98年 に な っ て 同 医 内 に 士地

を 持 つ 一 人暮 ら し の被災女性 (73) が、 事業計画 に 合意 し 計画が実現 に む け て動 き 出 し た 。

建築 予 定地 は 同 区魚崎北IUTの約280m' 。 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 4 階建 て 、 � I皆が グ ル ー プ。 ホ ー

ム で 四 人の お 年寄 り が入居。 交流 ス ペ ー ス は 地域住民 に も 開放す る 。 2 、 3 階 は 高 齢 者 向

け分譲住宅 7 を 一般公募。 入居者 も グ ル ー プホ ー ム の サ ー ピ ス が出 来 る よ う に す る 。 総

工 費 は 1 1f12 ， 000万 円 。 お年寄 り 4 人が計2 ， 500万円 を 出 し 合 い 、 残 り は住宅の 売却費 や 阪

神 ・ 淡路大震災復興基金の 建設補助 の 利 用 を 検討 し て い る 。 99イf末 に は完成 の 予定。

〔民間 グルー プホ ー ム に も補助〕

販神 ・ 淡路大震災の被災者向 け仮設住宅か ら の 移転策 の 一環 で 、 高齢者が福祉サ ー ビ ス

を 受け な が ら 共 同 生活 を 送 る 「 グ ル ー プホ ー ム 」 に つ い て 、 兵庫県 と 神戸 市 は 建設費 の 補

助制度 を 民間住宅 に も 対象 を 広 げる 。 体の弱 い高齢者 も 安心 し て 暮 ら せ る た め 、 グ ル ー プ
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ホ ー ム は'恒久住宅 に移転す る 有効 な 手 立 て だ。 補助対象の 第 1 号 は 「仮設 仲 間 で終 の す み

か」 を 計 画 し て い る 神戸市東灘区魚崎北町の グル ー プホ ー ム を 子定 し て い る 。

補助制 度 は 兵庫県 と 神戸市が出資す る 「阪神 ・ 淡酪大震災課興基金」 に 基づ く も の で 、

こ れ ま で 同 県住宅供給公社が建設主体の尼崎市 と 淡路 ・ 北淡町の建物 に 適 用 さ れ て い る 。

〔 災害復興公営住宅は高齢化〕

兵庫県 の 調 査 に よ る と 災害復興公営住宅 に は98'年 9 月 現在 日 ， 064 人が入居。 う ち 3 ， 470

人 が65歳以上の 高齢者で34 . 4 % に 達 し て い る 。 100戸以 上 の 団地 で は 高齢化率が70% を 超

え て い る と こ ろ も あ る 。 高齢化率 は既存団地の 1 1 . 3% を 大 き く ヒ 回 っ て い る 。 こ う し た状

況 を 背景 に 、 自 治会運営がス ム ー ズ に 進 ま な い ケ ー ス が生 じ 約20団地 で 設 立 の 見通 し さ え

つ い て い な い と い う O

地 区 別 で み る と 最 も 高齢化が進 ん で い る の は神戸市 内 で 入居3 ， 366人 に 対 し 65歳以 上 は

1 ， 525 人 に の ぼ り 45 . 3% の高率。 既存団地 は 16 . 5 % と い う 。 2 番 は 阪神 南 地 区 の 37 . 5% だ っ

た 。 100戸以上 の 団地で、 は神戸市長 田 j乏 の高層 住宅で高齢者が70 . 8% を 占 め た 。

一 方 、 災害公営住宅での 自 治会の結成状況 は 、 県営54 団 地 の場合、 入居が済 ん だ47[現地

の う ち 44 団 地 です で に 設立。 残 り の 一 団 地 は99年 1 月 に発足。 2 団地 は 規模 の 大 き な こ と

も あ り め どが 立 っ て い な い。 市町営 (50戸以 仁) は県が開 き 取 り 調査 し た と こ ろ 新設7 1 団

地 の う ち 68同地の 入居が済 ん で、い る が、 自 治会 を し た の は 、 う ち 48団地 に と ど ま っ て

い る 。

県 は新 し い コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の 第 一歩 と し て 自 治会 は 欠かせ な い と 判 断。 設立 の ノ ウ

ハ ウ な ど を 提供 し 、 被災者 の 新 し い 生活 を 支援 し て い く 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ 再興へ〕

仮設住宅 か ら 復興住宅へ の 転居で失 わ れ た コ ミ ュ ニ テ ィ の 再興 に 向 け 、 県 は 補助事業で

新 し い住宅で の 交 流 イ ベ ン ト を 支援 し て い る 。 県 の 「復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、運営費

補助卒業」 は 新 た に 誕生 し た 自 治会 な ど の 活動 に 年 間最高100万 円 を 援助 す る 。 交流拠点

と な る 「 プ ラ ザj は98年 3 月 ま で に30か所が完成 し た が、 補助が決 ま っ て い る の は わずか

7 か所。 神戸 市兵庫 区 の 県営神戸明和高層住宅で は97年 7 月 に 自 治会が発足 し 、 補助 を も

と に コ ン サ ー ト や 運動 会 な ど を 展 開 し て い る 。 週 品 目| 軽食 を 安 く 提供ーす る 「 ふ れ あ い 喫

茶」 に 高 齢者 を 中 心 に 毎 回約80人が集 う と い う 。 だが、 自 治会役員 は 「 ボ ラ ン テ ィ ア に や っ

て も ら う と い う 感覚の ま ま の 人がい る 。 自 分た ち が主体 に な ら ね ばな ら な い の に …j 喫茶

を 運営す る 住民 ら 6 人 の 顔 ぶ れ は 変 わ ら な い 。 「住民か ら ど ん どん手が挙が ら な い と 今後

の 運営 は 難 し い」 と も ら す。

一 方 、 高齢者 に は被災高齢者 自 立生活支援事業 と し て 生 き がいづ く り の 交流活動 の 支援

も 行 っ て い る 。

そ の 中 の 淡路 ・ 東浦町 の 県営、 日lJ営住宅 で は生活復興相談員 ら が車で外出 を た め ら う 高

齢者 に 交流 イ ベ ン ト への参加 を 促す が、 相談員 は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ を拒否す る 人 に ど こ ま で
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踏み込ん で、 い い の か」 と 悩 み を も ら す。

師事業 と も 「主体性J と 「意欲」 の低下がかべ に な っ て い る 。 「住民 の 大半 は精神 面 、

金銭面で今 も 震災 の 後遺症 を 拍 え 、 前向 き に な れず に い る 」 と い う 指摘 があ る だ け に コ ミ ュ

ニ テ イ づ く り の 成否 も ケ ア と 無縁で は な い。 (98年 4 月 17 日 付 け 産経新聞親子U )

〔生活支援員 ・ 援助員の取 り 組み) (沌 1 ) 

兵庫県社会福祉協議会 (小林良守事務局長) で は 地域型仮設住宅で生活 す る 高齢者や障

害者の生活実態 を 把握 し 、 21世紀 に 向 け た事rr し い 暮 ら し や住 ま い方 を 国 ・ 県 ・ 関係 各 自 治

会 に 提言、 要望 す る た め 「高齢者 共 同住居型集合住宅研究委員 会J (委員 長 ・ 特別養護老

人 ホ ー ム あ し や喜 楽 苑市川 曜子施設長) を つ く り 96年10月 と 97年11 月 に 、 阪神 間仮設住宅

と 神戸 市 内 地域型仮設住宅 を 対 象 に 調 査 を 行 っ た 。

① 「 グ ル ー プホ ー ム 事業型」 仮設住宅

阪神 間 の グ ル ー プ ホ ー ム 型仮設住宅 ( ケ ア付 き 仮設住宅) は 4 市 (芦屋、 西宮、 尼崎、

13か所 に 計294 戸 が設置 さ れ た 。 特徴 と し て次の 3 点があ げ ら れ る 。 第 l に 何 か が

あ れ ば却 時 に援助 で き る 24時 間常駐の職員体制 が整 え ら れて い る 。 第 2 は侶室 が保障 さ れ、

プ ラ イ パ シ ー が尊重 さ れて い る O 第 3 は居住者の交流の場 と な る 共用 ス ペ ー ス が整備 さ れ

て い る こ と で あ る 。

生活援助員 と 呼ばれ る 職員 は主 と し て 近 隣の特別養護老人 ホ ー ム な ど の 職員 でチ ー ム 方

式で シ フ ト を 組み 、 24時 間 体制 で 1 棟 (10人� 14 人) に l 人が配置 さ れて い る 。 援助員 は

従来の施設業務 と は ま っ た く 異 り 、 地域の 中 での 家庭 的 な小 人数単位 で の ケ ア 、 住宅であ

る た め ま っ た く 規制 を 設けず、 個別性が最重視 さ れ る ケ ア 、 そ し て 生活全般 に わ た る 広範

囲で総合的 な ケ ア が必要 と さ れ、 多 く の貴重 な 経験 と 学 ぴが蓄穣 さ れつ つ あ る O

② 「生活援助員 派遣型」

仮設住 宅 は 神 戸市 内 に 設置 さ れ、 阪神 間 の ケ ア 付 き 仮設住宅 と は 異 な っ た 運営形態 と

な っ て い る O ③居住j子式は 「寮」 形式で、 炊事場、 風 呂 、 ト イ レ は 共 同 で あ る ⑪一刻 も 早

く 、 ひ と り で も 多 く の対象者の入居 を 可能 と す る た め20万余 人 に 及 ぶ被災者が寝起 き す る

避難所の 中 か ら 1 ， 500 世帯 を 選ん で 受 け 入 れ た た め 、 そ の 決定方法 は他の仮設住宅 と 異 な り 、

抽選 と せず福祉事務所等 に よ る 選考 と し たの入居者の境活 を 支援す る 生活支援員 を 日 中 の

み配置 し 、 夜 間 の 緊急対応等 に つ い て は 警備保障会社 に 委託 し た 。 生活支援員 は 、 主 と し

て近隣 の特別養護老人 ホ ー ム な どの ベ テ ラ ン の寮母、 指導員 、 看護婦等専 門 職 が多 く 、 こ

れ は 阪神 間 の ケ ア 付 き 仮設住宅 と 同様であ る O

③災害復興高齢者住宅 ( シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ)

被災地 で は 災害復興高齢者住宅 と し て 大量 の シ ルバー ハ ウ ジ ン グが供給 さ れ る こ と に な

り 、 そ の 数 は 約3 ， 500戸 で 、 災害公営住宅 (14 ， 600戸) の 約 2 割 に 当 た る 。 神 戸 市 内 に は

約2 ， 200戸が建設 ( う ち 神戸 市営 は 1 ， 225戸 、 県営が943戸) さ れ る 。 2000年 に は全国 に シ

ル バ ー ハ ウ ジ ン グ が供給 さ れ る こ と に な る 。 被災地で の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの 課題 と し て 、
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生活支援員 の業務内容の質的転換が求め ら れて い る 。 入居者 に対す る 個別 対 応 に よ る 「見

守 り 」 か ら 入居者の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 、 生 き がいづ く り 、 ケ ア を 必要 と す る 入居者への

対応、等が新 た な 生活支援員 の業務 と し て必要 と さ れ る O 地域型仮設住 宅 で の生活支援員 の

業務事例 か ら 学ぶべ き も の が多 い 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ケアの構築〕

震災後、 地元 を 離れ ら れ な い 高齢者 ・ 障害者用 の 2 つ の タ イ プ。の 地域型仮設住宅 に つ い

て神戸協 同 病 院 の 上 田耕蔵院長は次の よ う に述べ て い る o (99年 3 月 8 日 付、 神 戸新罰朝刊 「論J)

「私 た ち は21世紀の超高齢化社会 に む け て 貴重 な 経験 を 積み重ね る こ と が出 来 た 。 住宅

と 福祉 の 実験 を し た 。 1 つ は 芦屋市 な どの グ ル ー プ ホ ー ム 型 で あ る O 住 み な れ た 街 で ス

タ ッ プ と 共 に小 人数で家庭的 に暮 ら す グ ル ー プホ ー ム は高齢者 ら を 元気 に し た 。 も う l つ

は神戸 市 な どの生活支援員 派遣型 で あ る O 生活支援員 は 在宅福祉 の新分野 ( コ ミ ュ ニ テ ィ

ケ ア ) を 築 い た 。 住み な れた 地元で住民相互の仲 間 づ く り や ボ ラ ン テ イ ア 支援 を 組み あ わ

せ、 閉 じ込 も り を 防 ぐ F支え 合い』 の 暮 ら し を 生活支援員 が コ ー デ イ ネ イ ト し た」

〔復興住宅での コ ミ ュ ニ テ ィ 活動) (注 2 ) 

被災地の N P 0 I コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J ( 中 村順子代表) は98年11 月 、

災害短興住宅 に お け る 新た な コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の 実践 と 支援活動 を 記録 し た冊 子 を 出 し

た 。 住民の実態調査や具体的 な 活動例 を 盛 り 込 ん で お り 超高齢化社 会 の 到 来 を に ら み 、 復

興住宅で の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の貴重 な 報告書 と な っ て い る O

97年秋か ら 入居 の は じ ま っ た神戸の 六 甲 ア イ ラ ン ド復興公営住宅 ・ 9 番街 を 対 象 に 新 し

い コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の 実践例が紹介 さ れて い る O 高齢者の多 い 同住宅 に は 、 住民 と ボ ラ

ン テ ィ ア 、 N P O ら が一 緒 に な っ て 、 雑草地 を 「市民花壇」 に 変 え 、 住民が 自 主 的 に 維持 ・

管 理 を す る な ど住民 間 の 仲 間づ く り を 進 め て き た 。

報告書で は 日 英市民参加型交流 プ ロ グ ラ ム 委 員 会 (代表 ニ ニ ノ ミ ヤ ・ ア キ イ エ ・ ヘ ン

ボ ラ ン テ ィ ア の協力で{主 人 自 ら 始め た花壇
づ く り =神戸市東灘区 向洋 問 中 (神戸新聞
社提供)
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リ ー 関 学大教授) が98年 3 月 に 同住宅約200戸 を 対 象 に し た 「生活実態調査」 の概要 と そ

の結果 を 生か し た取 り 組み 、 自 治会設立の経緯や各種 サ ー ク ル活動 な ど コ ミ ュ ニ テ ィ 活動

の 展 開 が報告 さ れて い る 。

こ う し た 実践 を 経て98年 9 月 に行 っ た 「住民意識の変化 に 関す る 調査」 の 概 要 も 掲載。

同住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ 活動の今後 の 課題 と し て①高齢者比率の 高 い 特殊事情 に よ り コ ミ ュ

ニ テ ィ 活動 は き わ め て 困難 な 状況 に あ る ②サ ー ク ル活動参加者の 固定化 と 高 齢独居男性の

孤立化③民主的手続 (情報公開) の重要性④子供の メ ン タ ル ケ ア の必要性 な どが述べ ら れ

て い る 。

こ の ほ か他 の 災害復興公営住宅 で の と り く み に つ い て も 紹介 さ れて い る 。 u主 3 ) 

高芦屋災害復興住宅で は 、 入居前 の不安解消 と 入居後の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 目 的 に 文

化 ・ 芸術、 建築、 都市計画 な どの 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ア ー ト 実行委員 会」 な る 専 門 家組織が

設 け ら れ、 ギJ 3 年 間 の歳 月 を か け て 「 コ ミ ュ ニ テ ィ & ア ー ト 言十画J が実行 さ れて き た。 ま

た 6 回 に わ た る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ て新 し い暮 ら し の イ メ ー ジ を 深 め つ つ 「 だ、 ん だ ん畑」

を 目 玉 と す る 共 同 空 間 の利用 方法の検討 や 「 お 知 り 合い ベ ン チ」 な ど 「市民参加型 ア ー ト 」

が実践 さ れ た 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ〕

先の神戸新聞社の調査 (98年11 月 実施) を み て も 同 じ よ う に被災 し 、 仮設住 宅 に 移 り 、

復興住宅で顔 を あ わ せ た被災者 た ち 。 再 び元 の 生活 を 取 り 民す た め に 住民 間 志が集 う 場 と

し て復興住宅 に 設 け ら れ た コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザや集会所 を ど う 利用 し て い る の か。

「 よ く 利用 し て い る J ( 7  % )  ， と き ど き 利用 し て い る J (21 % )  ' 1  � 2 度行 っ たJ (28 % )  

を 合わ せ る と 、 利 用 者 は56% と 半数強 に 達 し て い る 。

足 を 運ぶ 理 由 は '1佳 し も のJ '生活援助 員 と の 相 談 ・ お し ゃ べ り J ' 団 地 の お し ゃ べ り J

「サ ー ク ル活動」 のjllÞî に 多 い 。

年齢別 に み る と 、 年齢 を 増 す ほ ど施設の利用率が高 い 。 あ る シ ル バ ー 住 宅 で は独 り 暮 ら

し の高齢者が施設 を 訪れ る 回 数 は 、 夫婦世帯の倍以 と と い う 。 ふ れあ い を 求 め る 独居高齢

者 に 果 た す コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの役割 は今後 と も 増 え る と 予測 さ れ る 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ に 期待す る 役割) (ìì二 4 ) 

兵 庫 県 は 「安全で安心 し て暮 ら せ る コ ミ ュ ニ テ ィ を め ざ し て J を テ ー マ に 第 4 同県民調

査 を 行 っ た 。 (98年 7 Jj ) 今回 は大震災や神戸市須磨区 の 連続児童殺傷事件 を う け 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ に 関す る 意識 を 探 る こ と に し た 。 調査対象は 県 内 に居住す る 満20歳以上の県民 l 万

人。

地域や コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 に つ い て 「地域 に 愛着 を 感 じ る 」 は 7 割半、 「回 っ た と き に 地

域 の 人 は頼 り に な る 」 は 5 割半で、 地域への 親 し み や 信頼 は 高 い 。 し か し 、 地域の人 と の

つ き あ い や活動 に つ い て は 「地域の 人 と つ き あ う 時 間 が な い」 が 4 割半、 「 コ ミ ュ ニ テ イ

活動への 参加 は 来 し い」 は 3 割弱 、 「地域の 人 の こ と は よ く 知 っ て い る j は 2 割半 と な っ
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て い る 。

コ ミ ュ ニ テ ィ に期待す る 役割 は 「災害時 の 助 け合い や非常時の役割J ( 4 割半) や 「 日

常 i窺 っ た と き の 助 け合いJ ( 4 割) が |二位 に あ げ ら れ る O ま た コ ミ ュ ニ テ ィ 活性化 の 条件

と し て は 「 し っ か り し た組織J ( 4 割半) r1固 人 の 意見や行動 の尊重J ( 4 割) r強力 な リ ー

ダ ー シ ッ プJ ( 3 割半) が上位 に あ げ ら れ、 行 政 に 求め る も の と し て は 「活動拠点 の 提供

と 整備J ( 3 割) r コ ミ ュ ニ テ イ の た め の気軽 な 相談J ( 3 割弱 ) r専 門 家 の 助 言 ・ 指導の提

供 ・ あ っ 旋J ( 2 割半) と な っ た 。

2 . 変化みせ る ボ ラ ン テ ィ ア 団体

〔長期化に ら み組織再編〕

98年春 に は 阪神 ・ 淡路大震災の被災地で活動 を つづけ る ボ ラ ン テ ィ ア 団体の改称が相次

い だ。

「地元 に 根づい た 息 の 長 い 取 り 組み を J r被災者の変 化 に 合 わ せ て 活動 を 見 査す」 と 、

仮設住宅 か ら 恒久住宅への被災者の移動 と と も に ボ ラ ン テ ィ ア 活動 も 大 き く 変化 を みせ た 。

神 戸 Y W C A (神戸市 中央区上筒井通) は 「救援セ ン タ ー」 と し て の活動 を 98年 3 月 で

終 え 新 た に 「震災復興委員 会」 を 設け た 。 震災翌 日 に 発足 し た救援 セ ン タ ー は 、 ま ず物資

配給や在宅高齢者 の 巡 回 を 行 っ た 。 そ の後、 仮設住宅居住者や野宿す る 人 た ち の 支援 に も

取 り 組み 「住宅主体の 活動の 支援」 と い う 目 標がみ え て き た 。 「今は 長期 活 動 に 向 け て 、

地元 ボ ラ ン テ ィ ア に移行す る 過程」 と の判 断だ。

「阪神 ・ 淡路大震災仮設支援 N G O 連絡会」 も 4 月 か ら 「被災地 N G O 協働 セ ン タ - J

と 改称 し た 。 ボ ラ ン テ イ ア 団体の情報交換の場 を 自 指 し て き た が、 今後は 就労促進 な ど長

期 的 な独 自 事業 に取 り 組む 。 ま た 「震災 ・ 活動記録室J は こ れ ま で の 活動 を 専 門化 さ せ る

形で 4 月 か ら 2 団体 に 仕切 り 直 し を し た 。 震災関係の一次資料 を 調査、 整理 を す る 「震災 ・

ま ち の ア ー カ イ ブJ (神戸市長 田 区東尻池町) と 情報発信 や検証作業 を す る 「震災 し み ん

情報室J ( 同 区六番町) だ。

ア ー カ イ ブの季村範江代表 は 「資料保存の 意義 を 伝 え 、 資料 を 生み 出 し た人 自 ら が保存

す る ア ー カ イ ブ (資料館) づ く り の支援 も し た い」 と 話す 。 一方、 i官報室の実古戚代 表 は

「 ボ ラ ン テ イ ア が情報 を 共有 で き る 場づ く り も 考 え た い」 と 意気込む 。

神 戸 に 事務所 を 新設 し た の は 「多丈化共生セ ン タ ーJ (神戸市 中 央 区 下 山 手通) だ。

震災 2 日 後 に発足。 被災外国 人 を 支援す る 情報拠点 と し て 交通 の便が悪 い被災地で は な く

大板市 内 に 事務所 を 宣 い た 。 「外国 人 に 情報が届 か な い と か、 震災で見 え た 問題点 は 実 は

日 常の 課題で も あ る と わ か っ た 。 こ の 地域 に 密着す る た め神戸事務所 を 置 く 。 地域の 匡I1際

化 に鴇 わ り た い」 と 田 村太郎代表。

4 年 日 の 春 の 再編成。 資金や人の不足 を 心配す る 声 も 各団体に共通 し て 間 かれ る が、 新

た な 目 標 に む か つ て 進 み は じ め た よ う だ。 (98年 4 月 21 日 {す 神戸新開 ・ 宮沢元祐記者)
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〔課題の共有 呂 指す〕

98年 5 月 、 震災か ら 3 年半 に な る の を 機 に 、 被災地で支援行動 を つづ け る 市民団体な ど

が、 そ れぞれの課題 を 持 ち 寄 り 共存す る 「エ イ ド の 会」 を 発足 さ せ た 。 同 会 は 「震災 し み

ん情報室J '阪神大震災 を 記録 し つ づけ る 会J ' ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の 3 団体で結

成。 支援分野が違 う 団体 問 の 連絡会 は ほ と ん どな い 。 同 じ分野で も 「支援対象 を 取 り 残 さ

れ る 被災者 に 限定す る か、 社会的弱者 に 普遍化す る かJ '市民運動や行政 と の か かわ り 方」

な ど、 時 間 の 経過 と と も に 活動方針が分かれ 、 交流が途切 れ る こ と があ る O こ の た め エ イ

ド の 会で は活動 を 「情報の 共有」 に 絞 っ た 。 事務局 を 努め る 実古威 さ ん は 「意思や行動 を

統一す る つ も り は な い。 現状報告や意見 を 公開 し 、 共有す る こ と で、 い ま 何がで き る か を

あ ら た め て考 え た し U と 話 し て い る O

〔共問で入浴移送〕

仮設住宅の住居 を 対象 に 入浴サ ー ビ ス に取 り 組 ん で い る 震災 ボ ラ ン テ イ ア の 4 団体が、

対象 を 地域の 高齢者 に も 広 げ、 仮設住宅解消設 も 活動 を つづ け て い る O 入浴移送 を 共 同 で

行 っ て い る の は グ ル ー プ0 ・ ア バ ウ ト 、 ぐ る ー ぷ え ん 、 被災地障害者セ ン タ ー 、 フ ァ ミ リ ー

神戸。 神戸市垂水 区 の新多開仮設住宅 を 拠点 に 月 一度、 参加者 を 募 り 、 西 区 の 太山寺温泉

へ車で の 送迎 を つづ け て い る O 当 初 の 目 的 は仮設住宅で'慣れ て い る ユニ ッ ト パス に 身 を 縮

め て 入 る 高齢者 に ゆ っ た り と 入浴 し て も ら う こ と だ、 っ た 。 し か し 、 今 で は 住 民の 交流 を 深

め る こ と に力 点 を 置 く 。 送迎の 車 中 で参加者同 士 の 会話がはずみ 日 常の ス ト レ ス を 解消す

る 場 に な っ て い る 。 入浴仲 間 が 同 じ復興住宅 に 引 っ 越 し 、 新 し い 茶話会づ く り の 中心 と し

て 活躍 し た こ と も あ っ た 。 ア バ ウ ト 代表の脇陪結子 さ ん は 「 い ず れ多 く の 人 が一 人暮 ら し

を 余 儀 な く さ れ る 高齢化社会が来 る O そ の 時 こ の よ う な 集 ま り があ れ ば、 孤立 を 紡 ぐの に

役立つ は ず」 と 話す 。 資金や人材 の確保、 運営形態 な ど課題 は 山積 し て い る が、 被災者支

援の経験 を 高 齢化時代 の新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 生 かそ う と 懸命 に模索 し て い る 。

〔 多彩 な ボ ラ ン テ ィ ア活動〕

復興住宅で の 自 治会 の 立 ち 上 げ支援 に 力 を 入れ る ' N P 0 シ ン フ ォ ニ ー J ( 尼崎市難波町)

視覚、 聴覚の重複障 害 を 持つ 人 た ち の た め の 小規模作業所 「夢 ふ う せ んJ (神戸市 中 央 区 )

災害時 に 外国 人 に 向 け イ ン タ ー ネ ッ ト な どで情報 を 提供す る 「災害時多言語情報発信 シ ス

テ ム 」 の構築 に 取 り 組む 「多文化共生 セ ン タ ー J (神戸市 中 央 区 ) 。 県外か ら の研修者 を 受

け 入 れ る 「 プ ロ ジ ェ ク ト 結ふ ( ゅ う ) J (西宮市) 。 被災児童 の 心 の ケ ア に 取 り 組 む 「 わ い

わ い塾J (神戸市東灘区 ) 0 復興住宅への'.7 1 っ 越 し に力 を 注 く\ ボ ラ ン テ イ ア ・ チ ー ム 「 ノ ー

サ イ ドJ (本部 ・ 兵庫県多紀郡丹南町) 全員 が有償で家事や介護 を 支 え 合 う 、 相互援助型

の在宅福祉サ ー ビス 団体 「 わ く わ く 神戸J (神戸市兵庫 区 ) 。 在宅福祉の 有 償ボ ラ ン テ ィ ア

団体で は草分け 的存在 と し て 知 ら れ る 「神戸 ラ イ フ ・ ケ ア ー協 会J (神戸市東灘区) 。 仮設

住宅の巡匝相談 に 寂 り 組む 「 ひ ょ う ご福祉 ネ ッ ト ワ ー ク J (神戸 市 中 央区) 。 障害者 と の 生

活交流 を は か る 自 立 支援 サ ー ク ル 「 え ほ んJ (神戸市長田 区 ) 。 交流紙 を 発行 、 心の ケ ア を
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目 指す r N P 0 シ ン フ ォ ニ ー J (尼崎市) な ど多彩 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 が 展 開 さ れ て い る 。

ま た 、 有限会社 と し て 、 ボ ラ ン テ イ ア 派遣 な ど行政 と の橋渡 し 役 を 目 ざす防災専 門研究

機 関 「災害救援研究所J (尼崎市) が設立 さ れて い る 。

〔活発な学生ボ ラ ン テ ィ ア〕

障害者や 高齢者が安心 し て外出 で き る バ リ ア フ リ ー の 街 を 目 指 し 、 神 戸 市 内 の 障害者 と

学生 ボ ラ ン テ ィ ア が共 同 で 、 案内地図づ く り に叡 り 組 ん で、 い る 。 ま ず、 東 灘 区 の六 甲 ア イ

ラ ン ド か ら は じ め た 。 地図 に は車 イ ス で利用 で き る 公共施設や商業施設 を 示 し協力 自 に は

「 シ ー ル」 を 張 っ て も ら う 。 さ ら に は 市 内 や 阪神 間 に も 広 げて い く O 企画 し た の は六 甲 ア

イ ラ ン ド復興住 宅 に 住み 、 電動車 を 使 う 石部武 さ ん と 関商学院大総合政策学部の学生 ら と

で98年10月 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ 「あ ん し ん隊J を 立 ち 上 げ活動 を つ づけ て い る 。

ま た 関西学院大の教職員 と 学生が制作 し 、 阪神 ・ 淡路大震災直後か ら 2 年余 、 兵庫県 内

の ケ ー ブル テ レ ビ で放映 さ れて い た被災者向 け情報番組 「 ぴ一 ぷ る ずチ ャ ン ネ ル」 が99年

4 月 か ら 全 国 ネ ッ ト の 民間 通信帯星放送局 「 ス カ イ . AJ (朝 日 放送 系 列 ) で定期放映 さ

れ て い る O ぴ一 ぷ る ずチ ャ ン ネ ル は 、 市民が 自 由 に 制 作 す る 「市民チ ャ ン ネ ル」 。 米 国 で

は広 く 根づい て い る が、 日 本で は定期 的 に全国放映 さ れ る の は初 め て と い い 、 震災が生 ん

だ市民情報の番組が、 震災 4 年で全国 ネ ッ ト に 成長 し た 。

こ の ほ か同 大学 で は総合政策部 (三 田 市 ) の 学生 た ち が、 在 日 外国 人 や 障害者 と の 共 生

を 目 指す市民活動現場 を 歩 き 、 そ の 成果 を 「人権 と 共生 の ま ち づ く り J ( 明 石香西) と し

て 出版 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災で、在 日 外国 人が直面 し た 問題や神戸の 「 ア ジ ア タ ウ ン 構想、」 、

「障害者 甲 子園」 の様 子 を 調べ現場の声 を 伝 え て い る 。

神戸大学 の 学 生 た ち は 「震災の記憶 を 風化 さ せ る な 」 と 98年 5 月 、 「震災復興N E T J

を つ く っ た 。 そ の 第一弾 と し て 「震災連続セ ミ ナ ー 」 を は じ め た 。 第一 回 の テ ー マ は 「震

災 と 教育Jo 同 ネ ッ ト は さ ら に 学 内 の サ ー ク ル や他大学 に も 働 き か け な が ら 活動 を 充実 さ

せ て い る O

( 3 年前の恩返 し 〕

ま た神戸大学の学生 た ち は 「水害救援 ネ ッ ト ~ じ ゅ う た ん」 と 名付 け た グ ル ー プ を つ く

り 、 98年 9 月 、 水 害 に み ま わ れ た 東北地方の被災地 で救援活動 を 展 開 し た 。 「阪神大震災

の被災地 だ か ら こ そ 出 来 る こ と があ る 。 3 年前の思返 し の 意味 も 込め神戸か ら 支援の輪 を

広 げ た い 」 と い う の が、 グ ル ー プ結成 の動機だ っ た 。

兵庫県下 で は99年 5 月 現在 、 約40 の 学生 ボ ラ ン テ イ ア が多方面での活躍 を つづ け て い る O

(正主 5 ) 

阪神 ・ 淡路大震災の被災者支援 に携わ っ た 全 国 の ボ ラ ン テ イ ア 団体でつ く る 「震災がつ

な ぐ全国 ネ ッ ト ワ ー ク J (事務局 ・ 神戸 市 中 央区 ) も 集 中 豪雨 に 襲 わ れ た 北 関東、 東北地

方への ボ ラ ン テ ィ ア 派遣 や資金、 物資の提供 を 全国 に 呼 びか け た 。

98年 9 月 、 豪雨で大 き な被害 を 受 け た 高知県 に は ボ ラ ン テ ィ ア 同体 「神戸元気村」 が地
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元 ljt年会議!す? と 協力 し 同地 区 に 「高知元気村」 を 開 設 し て活躍 し た 。

く 〕

パ プ ア ニ ュ ー ギニ ア で、発生 し た 大規模 な 津波被 害 の 緊急支援 の た め 板神 大 震 災被災地 N

G O の 引 ，JI体が何年 7 月 、 「 パ ブ。 ア ニ ュ ー ギニ ア 地震津波 ・ 緊急救援実行委員 会J (草地賢

を 発足 さ せ 、 義援金300万 円 を 届 け た 。

liîJ委 L 1 会 な どが海外の被災地 に 援助物資や義援金 を 送 る の は 、 中 国河北省地震、 ア フ ガ

ニ ス タ ン 大地 震 な ど今回 で12回 目 。 草地代表は 「阪神大震災の際、 私 た ち は 世界90の 国 と

地域か ら 支援 を ]買 い た 。 私 た ち も 復興途上 で、長 く 支援 を 続 け る こ と は で き な い が、 苦 し い

'cLiS !Jf.仙の rj1 か ら せめ て 当 面の 救援体制 を 整 え る お 手伝い を し た い」 と 話 し た 。

ま た 県 と 十rl1戸 rjî も パ プ ア ニ ュ ー ギニ ア 津波被災者 に 緊急支設 と し て 大型 ピ ニ ー ル

シ ー ト 1 ， 000枚 を 現地 に 送 っ た 。 神戸市兵庫 区 の 笠松商時街で も 被災者 を 励 ま そ う と 変 ま

つ り 会場 に 募金箱 を 置い た 。 大震災 を 経験 し た 多 く の 人 々 は 阪神 ・ 淡路大震災 の と き のd恩

返 し の気持 ち を 持 ち つづけ て い る 。

99年 1 )J に 起 き た 南 米 コ ロ ン ピ ア 大震災の 際 も 阪神 ・ 淡路大震災で 肉 親 を 亡 く し た遺児

た ち が之援 を 呼 びか け る 募金活動 を 展 開 、 集 め た 義援金1 ， 200万 円 を 自 ら 現地 に届 け た 。

訪問す る の は 「 コ ロ ン ピ ア 地震遺児激励募金実行委 員 会」 の 全 国 実行委員 長 で 大谷大学二

年 の 内 [ 1 1 '1守寿諮 さ ん (19) ニ 尼崎市 ニ を は じ め震災や病気で親 を 亡 く し た 全 国 の 大学生 ら 。

「お金 を 周 け る だ け で な く 、 親 を 失 っ た と い う 共通 の 痛 み を 持 っ て い る こ と を 伝 え 、 コ ロ

ン ピ ア の 子供 た ち に 「 自 分 は 一 人 じ ゃ な い」 と 感 じ て も ら え れ ば j と 話 し て い た 。

ぷ 離党麟織相次 ぎ誕生
瓶十1/1 . 淡路大震災や 日 本海の重油流出事故な ど を き っ か け に 関心 の 高 ま っ た ボ ラ ン テ ィ

ア や N P 0 (非営利組織) の 活動 を 学問 と し て研究す る 学会や組織が相次い で誕生 し た 。

〔 器 本ボ ラ ン テ ィ ア学習協会〕

98イf 6 ]] に 発生 し た の は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 学習 協会J (事務局 ・ 東京) 。 従来、 中学生 の ボ

ラ ン テ ィ ア 活動 を 進 め る 教育 者 の 組織 だ、 っ た が、 r r幅広 い分野 で ボ ラ ン テ ィ ア の 実践 に つ

い て 与 え た し り と 衣替 え し た 。 社会教育 を 専攻す る 研究者や高校教師 ら 全国 か ら 230人が

参加 し て い る 。 1-11寸古 を 光実 さ せ る 大切 な 要素 と し て ボ ラ ン テ イ ア が重視 さ れ る 時代 に な っ

た 。 教育 関係 者 だ け で な く 様々 な 専 門 家 が研究 と 実践 を 重ね る 組織 に し た し り と 事務局 は

話 し て い る 。

〔 間 本ボ ラ ン テ ィ ア学会誕生〕

ボ ラ ン テ イ ア 活動 は 阪神大震災や ロ シ ア タ ン カ ー の 重油 流 出 事故 な どが発生 し て 以来、

と く に そ の役割が注 目 さ れ た 。 98年12月 に は 、 障害者、 医療、 環境 な ど さ ま ざ ま な 全 国 の

ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが中 心 に な っ て 「 日 本 ボ ラ ン テ イ ア 学会」 が旗揚 げ し た 。 発起人 は

下J+純 ・ 沖縄大学教授、 i河本栄 . . 大板 ボ ラ ン テ イ ア 協 会理事長、 播磨靖夫 ・ た ん ぽぽの

276 '1古川 嘩 tM+I!



家 理事長、 日 高敏隆 ・ 滋賀 県立大学学長 ら 約40人。 会員 は約200人。 実 際 の 活動 や瓜場か

ら 見 え て き た も の を 体系づ け 、 そ の 知 恵 を 再び現場 に 生か し て 、 新 し い I lf民社会 を {乍 っ て

い こ う と の 試み だ。

学会設 立 の 背 景 に は 、 活動 に行 き づ ま り つ つ あ る ボ ラ ン テ ィ ア 団体の 危 機感があ る 明

年 1 月 22 H 付 神)寸新聞)

大震災で は ボ、 ラ ン テ ィ ア の活躍が注 目 さ れた が、 実際は小 さ な 団体ほ ど行政の カ ベ 、 財

政の カ べ な ど に 産面 し て お り 、 危機感が強い 。

一般的 に ボ ラ ン テ イ ア 団体 は 手弁 当 で支 え ら れ、 基盤が弱 い 。 法人格 を jLF た な し

体 も 多 く 、 事務所の賃貸や ス タ ッ フ の雇用 な ど法人 と し て契約で き ず不便 だ っ た 。 こ れ ら

の 活動 を 支援 し よ う と N P O 法が成立 、 市民団体 に も 法人格が与 え ら れた 。 し か し 、 同 学

会代表の栗原彬教授 は 「重要 な 活動 を す る 小 さ な 団体 を つ ぶ さ な い た め に も

と 強調す る 。

が必 kJ

N P O 法 も 成立 し た 。 し か し 、 一方で、 ボ ラ ン テ イ ア が行政の補完役 と し て 制度化 さ れ た

り 、 学校教育 の 一環 と し て 点 数化 さ れた り す る 動 き も 起 き て い る 。 (98年 9 河 川 1 1 1-1 初 日 抑制 )

学会の旗振 り 役で あ る 「 た ん ぽぽの家」 の播磨理事長は 「震災以来 ボ ラ ン テ ィ ア は確 か

に 盛 ん に な っ た が、 徐 々 に 管理 さ れ る の が気がか り 。 学会の設立 に よ っ て ボ ラ ン テ ィ ア の

能力 を 高 め 、 社会の 中 で新 し い位置づ け を 見 い 出 し た い」 と 話す 。

「市民一主体の研究」 を 掲 げ、 学会や研究会 だ け で な く 、 ボ、 ラ ン テ イ ア グ ル ー プの助 き を

実 地 に 学ぶ ワ ー ク シ ョ ッ プな ど も 開 き た い と い う 。

〔国際ボラ ン テ ィ ア学会も旗揚げ〕

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 実践 と 研究 の 交流 を 凶 り 、 専 門牲 を 高め よ う と 「 国 際 ボ ラ ン テ ィ ア

学会J (事務局 ・ 大阪大学 人 間 科学部) が99年 2 月 に発足 し た 。 草地賢一一 ・ 姫路 仁 京 大教

授 ら が学会設立 を 呼びか け た 。 設立発起 人 は約2S0人。 新野幸次郎神戸大学名 誉教tγ の ほ か 、

93年 に カ ン ボ ジ ア 総選挙の 国連ボ ラ ン テ イ ア に 従事 し て射殺 さ れ た Itl lJJ厚仁 さ ん の 父 で 、

国連 ボ ラ ン テ イ ア 名 誉 大使 で あ る 中 間 武仁 さ ん も 名 を 連 ね る 。

設立趣 旨 で は 「 フ ィ ー ル ド に お け る 実践 を 科学 し つ つ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 学 の 構築 を 1 I j行 し

た い」 と う た い 、 毎年 関 西 と 関東で交互 に大会 を 開 く こ と に し て お り 、 学会誌 も 先1J二す る ο

〔 日 本 N P O 学舎の発足]

「 日 本 N P O 学会」 は 設立総会 と 第 1 回大会 を 99年 3 月 、 慶応大学で開催 し た 。 に

関 西 の研究者 ら 約70人でつ く っ た ' N P 0 研究 フ ォ ー ラ ム 」 が主体 と な り 、 全i町内組織化

を 目 指 し た も の。 誹究、 実践の そ れぞれの分野 か ら 約400 人 の 設 立発起人が集 ま っ た 。 人

会希望者 に 関心 の あ る テ ー マ を ア ン ケ ー ト し た と こ ろ 「市民参加J r ま ち づ く り 」 の 11 1 1

が多 い ほ か、 N P O の 「マ ネ ー ジ メ ン ト 」 へ の 関 心が 日 立つ と い う 。 事務局 の あ る 大 阪 大

学大学疑問際公共政策研究所の LlJ 内 直 人助教授 は 「単 な る N P O びい き に |泊 る こ と な く 、

冷静 かつ客観的 に議論 を 進め た い」 と 話 し て い る O
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4 . ボ ラ ン テ ィ ア 活動への支援
〔兵庫県社会彊祉協議会の取組み) (注 6 ) 

同社協 の調査 に よ れば97年度の社協 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー 登録及 び活動把握状況 は次の

通 り O ボ ラ ン テ ィ ア は 126 ， 170人 を 数 え 、 さ ら に 自 治会、 婦人会 な ど地域 自 治会組織構成

員 の う ち ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 取 り 組ん で い る 約54 ， 000人 を 加 え る と 、 社協 の把握す る 県 内

(表 9 ) 社協 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー登録 ・ 活動把握状況一覧 (97年度 )
l口b、

何 人 (を録 活動把緩合計 )グ ル ー プ会ー ノ員 I ボ日 フ ン テ ィ ア(人) I ' / ， / 人) グ レ ー ブ数J ホ、 ラ ン テ ィ ア

1 ， 237 35 ， 667 
15 . 569 

3 ， 078 

3 ， 579 1 26 ‘ 170 

1 6 . 650 3 ， 684 124 ， 640 

1 ， 997 ム105 1 ， 530 

(図1 ) ボ ラ ン テ ィ ア 活動者数動向
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(図 2 ) ボ ラ ン テ ィ ア コ ー テ イ ネ ー ト依頼 ・ 相談件数
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(凶 3 ) ボ ラ ン テ ィ ア派遣依頼 先 の 内 訳

行政機関
4.9% 

個 人
75.0% 

(兵!葉県社会福祉協議会資事ト)

の ボ ラ ン テ ィ ア は 18万人 を 越 え た。

① コ ー デ イ ネ イ ト (需給調整) 活動

社協 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の重要 な 機能 と し て 需給調整 ( コ ー デ イ ネ イ ト ) があ る 。 全

体では 「派遣依頼J 64 ， 760件の ニ ー ズ に対 し 「 コ ー デ、 イ ネ ー ト 」 は63 ， 212件 ( コ ー デ イ ネ ー

ト 率97 . 6% ) と な っ て い る O 前年度 と 比較す る と 「派遣依頼」 が9 ， 781件 の増加。 「 コ ー デ イ

ネ ー ト 」 も 9 ， 44 1件の増加 と な っ て い る 。 依頼先の 内訳 は 、 個 人 か ら が48 ， 598件 (75 . 0% )

施設 ・ 団体等 か ら が12 ， 977件 (20 . 0% ) 行政機 関 が3 ， 185件 (5 . 0 % ) と な っ て い る O

②相談 ・ 助言件数

「相談 ・ 助言」 活動 は42 ， 299件 (南部28 ， 461件、 町部13 ， 838件) と な っ て い る 。 前年度

と 比較 し て 14 ， 337件 (市部1 1 ， 902件 、 町部2 ， 435件) の大幅 な 増 加 と な っ て い る 「 ボ ラ ン テ イ

ア 依頼J r コ ー デ ィ ネ ー ト J r相 談 ・ 助 言」 の 件 数 を 合わ せ る と 、 170 ， 271件 に な り 、 市 町

杜 協 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー で は 年 間 17万件以上の 「 コ ー デ ィ ネ ー ト J r 相 談 ・ 助言J 活動

が行 わ れ て い る O 「派遣依頼J r コ ー デ ィ ネ ー ト J r相 談 ・ 助 言j と も 年 々 増加 し て い る が、

こ れは ボ ラ ン テ ィ ア 活動への 関心の高 ま り と 障害者の社会参加、 在宅高齢者 の生活支援や

子育て 支援等の ニ ー ズ増加及 び相談内容の多様化、 各種ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ活動 の 活性

化 な ど に よ る も の と 思 わ れ る 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 関 す る 研修 は すべて の 市 町 で 実施 さ れ98年 度 は 1 ， 173教室が開寵 さ

れ、 86 ， 007人が参加 し て い る O ま た ボ、 ラ ン テ ィ ア 情報誌は市部では 19社協 (95 . 0% ) 町部

で は 64杜協 (91 . 4 % ) で発行 さ れ、 毎月 発行 は 4 市10町 と な っ て い る O ボ ラ ン テ ィ ア 活動

に対す る 調査 ・ 研究 は 7 市12町で取 り 組 ま れた 。

〔全国初のボラ ン テ ィ ア条例) (iì=7 )  
兵庫県 は 、 板神大震災の経験 を 生か し て 、 団体や傭人の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 支援す る こ
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と を 盛 り 込ん だ 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動の促進 に 関 す る 条例」 案 を 98年 9 月 の 定例県議会

に提案、 可決 さ れた 。

同 条例 は 同 年 1 2 月 1 日 施行 の 特定非営利活動促進法 ( N P 0 法) の 手続 き の 条例 化 に 加

え 震災の経験 を 踏 ま え 、 21世紀 の 成熟社会 に は ボ ラ ン テ イ ア の活動が不可欠 と の認識 を 強

調 。 自 治体が独 自 に 非常利活動 の 支援策 を 盛 り 込 む の は 兵庫県がは じ め て O 全県挙げて の

幅広 い支援の必要性 を 宣 言。 ボ ラ ン テ ィ ア 1li動 を 支援す る た め の前線の提供 や 学習機会の

確保、 交流の促進、 支援拠点 の 整備 な ど に 当 た る こ と を 定 め て い る 。

!日J丈で、 は行政や企業で、 は な く 公 的 な 非営利活動 を す る 「 ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー」 の社会

的役割が欧米 を rjCl 心 に拡大 し て い る 現状 を 説明。 県:民が海外で行 う 活動 や 県外か ら 駆 け つ

け る ボ、 ラ ン テ ィ ア の活動 も 条 例 の 対象 に 含 ま れ る O

「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動」 と い う 言葉 は福祉的 な 意味合いが強 か っ た が、 環境保護活動 な ど

多分野 に 広 が っ て い る た め 新 し い用 語 と し て 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動」 と 称す る こ と に し

た と い う 。

〔生活復興 N P O情報プラ ザ開設〕

ボ ラ ン テ ィ ア な どの 活動 を 支援 し よ う と 「生活援興N P O 情報 プ ラ ザ」 が98年 4 月 、 神

戸 市 中 央毘 の 阪神 ・ 淡路大震災復興支譲館 2 階 に オ ー プ ン O

同 プ ラ ザは 、 県 の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援セ ン タ ー 」 構想 (詳細 は 第 3 巻第 4 章福祉242

頁) の 試験的 位 置 づ け で 、 主 に被災者の生活再建 を 支援 し て い る N P 0 (非常利組織) を

対象 と し 、 そ の活動 を 側 面か ら 応、援す る 。

カ!リ:十で利用 で き る チ ラ シ な どの 印刷 コ ー ナ ー や 、 現在140 間ー を そ ろ え た 図 書 ・ 丈献 コ

ナ ー の ほ か打 ち 合 わ せ の で き る テ ー ブル や イ ス も 用 意 さ れて い る 。 関連団体の活動状況や

新聞記事な と官、 要情報 を パ ソ コ ン で検索す る こ と も で き る 。

( r阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金」 解散〕

大震災の被災地で活動 す る ボ ラ ン テ ィ ア 団体や N P 0 (非営利組織) へ の 助 成 を 続 け て

き た 「阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金J (今回 忠代表) が99年 3 月 末で解散。 当 初 か ら 3 年

間 の期 限付 き だ、 っ た と は い え 、 震災 5 年 目 に 入 っ て 、 被災地最大の助成組織 と い う 後 ろ 楯

を 失 い 、 間体の 中 に は活動 の 見直 し を 迫 ら れ る ケ ー ス も 出 た 。 同基金は96年 5 月 競艇 の 特

別 競争のi民主主金か ら 8 億 円 を 拠 出 し て設立 さ れた 。 3 年 間 の 期 限付 き で 、 仮設住宅の訪問

活動や 賭害者 ・ 高 齢者の支援な ど約130件、 約 5 億5 ， 000万円 を 助 成 。 震災関 連 な ど70 を 越

す 事業 に も 協賛金 を 出 し は ほ全額 を 消化 し た 。

( r し みん基金 K 0 B E J の設立へ〕

r甑神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ イ 基金」 が 3 月 末 に 事業 を 終 え る た め 、 被災者支援 に あ た っ て

い る 組織 な どが、 結集 し 、 復興支援活動 を 援助 す る 「 し み ん基金 K O B E J の 設 立 に乗 り

tB す こ と に な っ た 。 「阪神高齢者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 や 「被災地 N G O 協働 セ ン タ ー 」 な

ど 5 1'11体や識者が98年1 1 月 、 設立準備委員 会 を 結成 。
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基金 は 基本財産3 ， 000万 円 と 媛助 に充 て る 運用 財 産 は5 ， 000万円 。 支援対 象 は 板神大震災

生活支援 に かか わ る 活動 と す る 予定。 準備委の代表 は 同 支援 ネ ッ ト ワ ー ク の 副代表黒 田 裕

子 さ ん で 、 事務局 は神戸 市 中 央 区 の 同協働 セ ン タ ー に 買 く 。 「 し み ん基金J の 中 に は 寄付

者が助成先の分野 を 決め る 「指定寄付」 や寄付者の名 や助成 日 的 を 揚 げ る 「冠基金」 を 設

け る 。 具体的 な 運常 、 助成先の選定 な ど は今後準備委で議論す る 。 来春 に も ス タ ー ト さ せ

る 方針だ。

〔市民活動サポー ト 基金〕

神戸市東灘 区の N P 0 ' コ ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー ト セ ン タ ー ( C S ) 神戸」 は 98年 3 月 、 地

域活動の 支援 グ ル ー プへの助成 を 続け よ う と 「阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金」 か ら の 助 成

金3 ， 000万 円 を も と に 「市民活動サ ポ ー ト 基金j を 設宣 し た 。 サ ポ ー ト 基金3 ， 000万 円 の う

ち 2 ， 000万 円 を 基本財産 と し 、 1 ， 000万 円 を 地域で活動す る 小規模の 団体 に 助成。 助成期 間

は 3 年 間 。

今後 は 寄付の受 け 皿 と し て 、 各基金が独立性 を 保 ち 、 全体 と し て 一 つ の財 団 を つ く り 助

成 す る 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 財団」 の仕組みづ く り の検討 に 入 っ て い る 。

〔木口ひ ょ う ご地域振興財毘〕

ア パ レ ル メ ー カ ー 「 ワ ー ル ドJ の創業者で相談役の 木 口 衛 さ ん (75) ニ 芦原市、 が同社

の 株 な ど約73億相 当 の私財 を 寄付 し 、 兵庫県内 の 障害者支援 ボ ラ ン テ ィ ア な ど を 対象 に し

た助成団体 「木 口 ひ ょ う ご地域振興封出」 を 設立 し た 。 震災後運営資金 に 苦 し む小規模作

業所や N P O を 支 え る 呂 的 で運用括で年 間3 ， 600万円 を 助成 す る 。

財 団 は 98年 9 月 、 木 口 さ ん を 理事長 に発足。 理事 に 貝 原俊民 ・ 兵庫県知事や社会福祉の

関 学大ニ ノ ミ ヤ ・ ア キ イ エ ・ ヘ ン リ ー 教授 ら が名 を 連ね る 。 水 口 さ ん は 「障害で車 イ ス 生

活 を 送 る 孫娘が、 地域の い ろ い ろ な 場所でお世話 に な っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の 力 で支 え て い

る 小規模 な 団体の お手伝 い がで き れば」 と 話 し て い る 。

〔 コ ー プ こ う べ災害緊急支援基金〕

大震災の被災地 の 生 協 でれ 日 本最大規模の 「 コ ー プ こ う べJ ( 木村正人組合長) は何年末、

国 内外で発生 し た 大災害の被災地 を 緊急救援す る 基金 の 設立 を 決め た 。 同 生 協 は 「震災の

さ い 、 国 境 を 越 え て助 け て も ら っ た 。 感謝 の 意味 を 込 め て 基金 を 設立す る 」 と し て い る O

コ ー プ こ う べ は 震災以降、 パ フ。 ア ニ ュ ー ギニ ア の 地震津波 や 、 98年夏 の 東 日 本の豪雨災

害 な ど計 9 回 に わ た り 、 緊急募金 を 実施。 被災地 を 支援 し て き た 。

し か し そ の都度募金活動 を し て い た の で は被災地 に 募 金 を 届 け る の に 2 カ 月 近 く か か る

こ と な どか ら 「 早 く 支援 を 実行す る 仕組み」 と し て 、 基金設立 を 決め た 。

基金は組合員 が、 運営、 原 資 も 組合員 や 一般か ら の募金で賄 う 。 支援の 対 象 は |去療品 、

食料品 の 費 用 や 、 医療支援 な ど に 当 た る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の費用 と な っ て い る 。

〔移住労働者人権裁判基金〕

震災後、 外 国 人 の 支援活動 を つ づ け る ' N G O 外 国 人救援 ネ ッ ト J (神 田 裕代表 ・ 事務
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局 神戸 市 中 央 区 ) が、 99年春、 全 国 か ら 寄せ ら れ た募金の 一部 を 基 に 外 国 人 に 裁判 費 用

を 無利 子 で、貸 し 付 け る 「移住労働者人権裁判基金J (森本和美代表) を 設立 し た 。 全 国 で

も 初 め て の試み で、 資金が無 い た め 人権侵害 に 対抗で き な い 人 た ち に 心 強 い 味方 と な る 。

募金の う ち 500万 円 を 拠出 す る 。 賃金未払 い な ど の 労働 問 題 な どで裁判 を 起 こ そ う と す

る 全国 の外国 人移住者 と そ の 家族 を 支援す る の が 目 的。 刑事、 民事は 関 わ な い。 上 限 は 50

万 円 で裁判 を 支援す る グ ル ー プの貸与 を 原 則 と し て い る O

〔市民活動な ん でも 相談〕

震災 を き っ か け に発足 し た震 災 ボ ラ ン テ ィ ア と 県 内 の 各種団体でつ く る 「 生活県民 ネ ッ

ト J が、 98:9三 6 月 か ら ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 悩 み や 問題の解決 に 向 け て 共 に考 え る 「市民活

動 な んで も 相 談」 を 神戸 市 中 央 区 の 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ)

内 に あ る 生活復興 N P O 情報 プ ラ ザ、で始め た 。 特定非営利活動促進法 ( N P 0 法) を 生か

し ボ ラ ン テ イ ア 活動 を さ ら に発展 さ せ よ う と 、 震 災 ボ ラ ン テ イ ア の市民団体13団体が呼び

か け 、 5 月 下旬 に ネ ッ ト ワ ー ク 「市民活動広場」 を 発足 さ せ た 。 向広場がソ フ ト 面で支援

し 、 生活復興県民 ネ ッ ト がハ ー ド閣の場所 を 提供 す る 形。

「災害救援研究所J (足崎市) の 伊永勉所長や 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸」

(神戸市東灘区 ) の 中村順子代表 ら 、 市民活動広場の代表者が毎 回 三 人 ほ ど常駐す る O ボ

ラ ン テ イ ア 活動 の 組織運営の悩み な ど さ ま ざ ま な相 談 を う け つ け 、 必 要 な 場合 は専 門 家 を

紹介す る O 伊永所長 と 中村代表は ' N P 0 と 行政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ は震災後の 課題。 2001

年 に完成予定の 県 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 支援セ ン タ ー の ソ フ ト プ ロ グ ラ ム を 先 に 立 ち 上 げ る

形 に な れ ば」 と 話 し て い る 。 相談 日 は毎週 火曜午後 3 時か ら 同 7 時 ま で。 無料 と な っ て い

る O

〔県民ネ ッ ト 助成金〕

「生活復興L県民 ネ ッ ト J (新野幸次郎 ・ 神 戸 大名 誉教授) は 98年境下 半期 の 「 フ ェ ニ ッ

ク ス 活動助成事業」 と し て 、 被災者の 生 き がい や生活再建 に 取組 む グ ル ー プ35団体に助成

を 行 う こ と を 決め た。 各 国体 に は 最高30万 円 の助成が行 わ れ る o 98年 9 月 1 日 か ら 来年 3

月 末 ま で に行 う プ ラ ン を 対象 に 募集。 123件の応募があ り 、 う ち 神戸 ・ 阪 神 地 区 で の 活動

が106件 を 占 め た 。 諜択 さ れ た の は 、 被災者 の 生 き がい創造や仲 間 づ く り な どの 活動 プ ラ

ン = 23件、 恒久住 宅 で の生活支援 プ ラ ン 10件、 県外被災者への 支援 プ ラ ン 2 件 な ど と

な っ て い る 。

〔聞も 支援策 を 計闇〕

ボ ラ ン テ イ ア 希望 者 を 専 門 分野別 に 登録 し て お き 災害が発 生 し た と き に 応援 を 求 め る

「 ボ ラ ン テ ィ ア パ ン ク J の 設立 を 自 治省 消防庁が計画 し て い る O 都道府県段階 で の 登録制

度 は あ る が、 全 国規模の も の は な く 、 広 域災害 に 備 え た 全 国 セ ン タ ー の 設立が望 ま れて い

た 。 99年度の 概算 要 求 に調査研究費 を 組み 込 ん で い る O

災害 ボ ラ ン テ ィ ア は 阪神 ・ 淡路大震災で 3 カ 月 で延117万人、 ナ ホ ト カ 号 の 油 流 出 事故
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で は 4 カ 月 間 で28万人が活躍 し た 。 し か し 、 災害 は 受 け入 れ側 も 混乱 し て い て 必要 と さ れ

る 技能 と 希望す る 技能が一致 し な い場合 も あ る 。 自 発的 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 国が関与す

る こ と は 異論 も あ る が、 災害 は 時 間 や場所、 規模や種類が予想、で き ず、 24時 間 態勢 を 取 れ

る 組識が必要 な た め公的 な 機 関 の 関 与 は 欠 かせ な い と し て い る O

こ の ほ か村お こ し ゃ 災害 の ボ ラ ン テ イ ア に 「パ ス ポ ー ト (証明書) J を 発行 す る 非営利

組織 ( N P 0 ) を つ く り 、 航空運賃や宿泊 費 な どの割引 の 特典 を 与 え る 「 ボ ラ ン テ ィ ア メ

イ ト 」 制 度 の創 設 に 向 け て 国土庁が動 き 始め た 。

5 . 新 た な ス テ ー ジ に立 っ た N P O

〔神戸市が市民活動実態調査) (注 8 ) 

同市 は99年 3 月 、 市内 の N P 0 (非営利 団体) や ボ ラ ン テ イ ア 団体 を 対 象 に し た 「市民

活動実態調査」 の 結 果 を ま と め た 。 各 団体の財ー政基盤の 弱 さ 、 人材確保の 難 し さ な どの課

題が浮 き 彫 り に な り 、 市 は 新年境、 事業の委託 や 共 同 化 、 活動拠点 の あ っ せ ん 、 中 間支援

組織 に対す る パ ッ ク ア ッ プ を 進め る 。

調査は 、 全国 2 例 日 の N P O へ の 委託方式で実施 し た 。 受託 し た 「震災 し み ん情報室J ( 同

市 長 田 区 、 実吉威代表) が福祉や ま ち づ く り な ど さ ま ざま な 分野 で事業、 提案活動 を 行 う

38団体 に 開 き 叡 り 調査 し た 。 「神戸空港 を 考 え る 会」 な ど市 の 事業 に 疑 問 を 投げか け て い

る 冨体 も 対象 に し た 。

そ れ に よ る と 、 各団体の ス タ ッ プ や財 政規模が、 設立時期が震災の前 か後かで大 き く 異

な っ た 。 専 従ス タ ッ フ を 置 く の は 震災前 か ら の 15団体で は 3 団体、 震災後の23団体で は 18

団体だ、 っ た 。 年 間 の 財 政規模 も 、 震災前 は 突 出 し た上位 3 団 体 を 除い て 、 平均201万 円 な

の に対 し震災設が18団体が300万 円 を 超 え て い た 。

震災後の 団体が被災者の支援で多 く の作業 と 経費が必要 と さ れて い る こ と を 示 し て い る 。

命方であ る 団体で は 年 間 財政の75% を 頼 っ て い る 被災地で最大の助成団体 「阪神 ・ 淡路 コ

ミ ュ ニ テ ィ 基金J が 3 月 末で解散、 財 政規模がふ く ら ん だ分、 そ の 基盤 を 確保す る た め の

課題 も 大 き い。 実古代表は 「市民活動の あ り 方が プ ロ と し て の活動 に な っ て き て い る の に 、

支 え る 仕組み は 少 な い 。 行 政 に 大胆 な 支援 を 望 む一方、 私 た ち も 他国体、 地域行政 と の連

携 を 模索 し た し り と し て い る 。

〔宝塚 N P O セ ン タ 一発足〕

97年 4 月 、 宝塚 市で 「宝塚N P O セ ン タ ー J (小笠原暁代表) が オ ー プ ン し た 。 N P O ネ ッ

ト ワ ー ク の拠点 と し て 法 人化や 人材育成、 社会貢献事業の 展 開 な ど を 支援 し て い く O

同 セ ン タ ー に よ る と 同市 に は現在約 180の N P O 団体があ る 。例年 に市 ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ

ス テ イ パ ル を 開催す る な ど活動 は 活発で、 震災 を き っ か け に ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 進め る 機運

が高 ま っ た 。 環境、 福祉か ら 教育 、 芸術、 国 際交流 ま で、 市 内 の 関係者が結束 し て つ く っ

た も の だ。

第 四 章 @ 干高111-_ 283 



同 セ ン タ ー は阪急宝塚駅前 の ピ ル 内 に 事務所 を 設 け 、 常勤 ス タ ッ フ 3 人、 非常 勤 の ス タ ッ

プ 9 人 を 援 く O 今後 は リ ー ダ ー を 対象 と し た研修会や 団体の マ ネ ジ メ ン ト に 関す る 講座 も

開 催す る 。

宝塚同様、 地域の市民自体が中心 に な っ て 設 け た N P O セ ン タ ー は札幌、 仙 台 、 京都、

奈 良 な ど各地で産声 を あ げて い る 。 98:年 3 月 に N P O 法が成立 し て 各国体 に 法 人格 を 取得

す る 道が聞 け た た め 、 法人化の た め の 実務 な どの相談 に 応 じ る 必要性が高 ま っ た こ と に N

P O セ ン タ ー 設立 の背景があ る 。

( N P 0 法人申請始 ま る 〕

特定非営利活動促進法 ( N P 0 法) の施行で、 兵産県で も 98年12月 1 日 、 法 人格取得の

申 請受 け付 け が始 ま っ た。 震災後、 市民活動の う ね り が高 ま っ た 兵庫県 だが、 多 く の 団体

は小規模で活動の 基盤 さ え 危 う く 、 法人格取得 を 見送 る と こ ろ が 目 立つ 。 こ の 日 の 申 請 は

2 団体 に 終 っ た 。

N P O 法 人 の 設立 に は事務所の あ る 都道府県の 知事 に 申 請 し て認証 を う け る こ と が必 要

で 、 申 請 か ら 2 カ 月 間 は定款や役員 名 簿 、 設立趣 旨書 な ど一般 に公開 さ れ る 。 !果で は 生活

創造課の ほ か 、 各 県民局 な どで縦覧で き る O 縦覧 と 審査の期 間 を 経て 第一 号 は 来年 4 月 以

( 表 1 0) 特定非営利活動法人一覧
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平成 成平1 1 1 1 1 

中江 幸 → 兵 庫 県 宝 塚 m
1 .1' 1ヨ 6 喬 l l�

三戸 力D{t 兵 庫 県 神 戸 床
内田J 2 H l lOi 

山崎 雪ヰ 兵 庫 県 尼 崎 市3 T [] 2 1番351

る こ と を 望 み 、 在宅し て 、 デ イ サ ー ピグ ル ー プホ ー ム なl とマ に 関 す る 事業 を 行 い 、 社 会 及 び地
I J域福祉 の 向 上 に寄 与す る 。一一一一-

i こ の 法 人 は 、 お齢者、 障害者、 在宅入居者、 入 院l\者に美容 に [1)，1 す る 事業等体 に 寄 り す る こ と を
自 戸と 共生 の ま ち づ く り jを 行 う こ と に よ っ て Jき - 訪れ る 全て の 者 |る 地域の創造に寄与 ;と す る 。

ト一一一一一一一 一こ の 法 人 は 、 発展 途上国への 自 ÎL支青少年 の 人材 育成 に8 I �ミ 年7 1 7  特 定 非 常 利 活 動 法 援 と 未ぅ|去 を お う入 国 際 エ ン ゼ ル 協 ) 1 1 村 百合子A 兵 庫 県 伊丹 市 若 菱 6 了 努め る と 同 時 に
んÄ 目 10番地 ラ ル を 高揚 し 、 広 く f士 会全体のモ民族や宗教 ・ 思想、 を好親善 と 、子和 の 実現を 口 |拘 と す る 。

10 

11  

日 日

成平 1lX: 

越 え て i止界の友i に 寄与ーす る こ と
こ の ìlミ 人 は 、 士i!l特 定 非 営 利 活 動 法 兵 庫 県 姫 路 市 上 111 2 丁 び高齢者 に 対 し人 姫 路 心 身 障 害 市 岩本PLj ト- 1 1ヲ 2 番43 号 す る 情報、 サ ー民懇話会 を 行 い 、 公共のる こ と を 目 的 と
こ の 法 人 は 、 よ指 す 非 常 利 組絡1 1 1 1 1 特 定 非 常 利 活 動 法7

1
7 叫 ラ イ フ ウ 今斤 鎮雄 兵 庫 県 神 戸 市 東 灘 民 経1I き る く ら し を め影 中 11汀 2 l ー 目 3 番 23ー と 、 夜宅介護、月 月 ア ー 協 会 107 号 支援等 の福祉サ1 7 ; i 日 1:::1

成平
1 1  年7 
)J 
H 

J牛十成F1 特 定 非 況 判 所 動 U 多時刊崎 I 二兵ι当 門相L川ごE県門J l  
神

j
戸

g
市

l
東 灘 K 位7 人 建 築 施 工 技 術 研 奥保 番 1 8号月 究所

6 

i と に よ り 、 福祉進 に 寄 与す る 事
ト一一一

域の 戸幸子?者 (児) 及て 、 保健、 福 祉 に 関ピ ス を 提供す る 事業福祉の精進に寄与すす る 。
り よ い地域社 会 を はと し て 、 「 と も に 生ざ し てJ の理念の も家事士乏助 及 び子育てー ピ ス を J是供す る この ま ち づ く り への推を 目 的 と す る 。築 お よ び建築技能者を 調査研究 し 、 建築 ;者の養成 を 行 い 、 建 1、 て は{上 ま い づ く り 、;な 発展 を 図 り 、 も っ寄 与 す る こ と を 目 的
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(兵庫県生活創造諜ホ ー ム ペー ジ)

降 に な る 見込み。 こ の 日 、 一番乗 り で県 に認証 申 請 し た 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ

ト ワ ー ク 」 の 田 中稔昭 ・ 理事長代行は 「法人格 を 得 る こ と に よ っ て 団体 を 知 ら な い 人 に は

一 つ の 目 安 に な る 。 ま た全 国 の ボ ラ ン テ イ ア 同士 で 、 災害時 に 連携 を と る と い う と き 、 法

人であ れ ば活動内容 も 明確で、 信用度 も 増す 。 そ の こ と に よ っ て活動の広が り に も つ な が

る の で は な い か」 と 話す。

県が11 月 、 6 カ 所 で 聞 い た認註 申 請 の 説 明 会 に は 約330人 が参加 し 、 う ち 6 割がN P O

関係者 だ っ た と い う 。 県生活創造諜は 「興味 を も っ て い る 団体 は 多 い が、 す ぐ認証 さ れ る

も の で も な い の で 申 請 も 一度 に た く さ ん の 団体が く る と い う こ と に は な ら な い だ ろ う 」 と

話ー し て い る O

99年 3 月 末 日 ま で に 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J (神戸市東灘区 ) r神戸 と

明 石両市 に 本部 を 置 く r 1) ク リ エ イ ト 協会J r め ふ の お 家J (宝塚 市) r神戸 ラ イ フ ・ ケ ア ー

協 会J (神戸市東灘区) な ど12件の 申 請が行 わ れ た 。

〔被災地 N P O ア ン ケ ー ト ) (注 9 ) 

N P O 法が施行 さ れて半月 O 法制定の機運 を 高 め た 阪神 ・ 淡路大震災の被災地で活動す

る N P O を 対 象 に 神戸新聞社が行 っ た ア ン ケ ー ト 調査で半数以上が「法人格 を 取得 し な い」

方針で あ る こ と がわ か っ た 。 「分か ら な い」 を 含 め る と 8 割 近 く に 上 る O 慎重 さ の 背景 に

は 被災者ニ ー ズ の 変化 に よ る 活動 の見直 し と 資金や 入手不足 に よ る 不安定 さ があ る よ う だ。

諦査は98年 1 1 月 下旬 に 実施。 被災地 を 中心 に 活動 す る 50団体が対象で36団体か ら 回答 を 得

た 。 う ち 33 団体が震災後の発足。

N P O 法 人格は 「取得 し な い」 が最 も 多 く 、 20団体 (56 % ) r分か ら な い」 も 8 団体 (22 % ) 0 

取得 し な い理 出 は 「 メ リ ッ ト が な いJ r必要性がな い」 が 目 立 ち 、 税制優遇措置が法 に 盛

り 込 ま れて い な い こ と や 、 申 請 の た め の事務作業が膨大 に な る 点 を 指摘す る 声 が多 い 。

被災地 で は被災者 の ニ ー ズ の変化 に加 え 、 ボ ラ ン テ イ ア への最大の助成団体 「販神 ・ 淡

路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金」 が99年春 に 支援 を 終え る こ と も あ り 、 活動の 見 直 し 時期 を 迎 え て い
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る O 「組織、 事業、 資金面での基盤 を 整 え る こ と が先決J (東灘 ・ 地域助 け合 い ネ ッ ト ワ ー

ク ) 、 「今後 の 新 た な N P O 発足 に む け て 勉 強 し た いJ (神戸元気村) な ど将来への模索 も

う かがえ る 。

「取得 す る 」 と し た の は 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク J (西宮市) な ど 8

団体。 「事業 の 契約相手 に対す る 責任が明確 に な る J な ど対外的信用 を メ リ ッ ト と し て 挙

げる O

活動内容 (複数回答) で は ボ ラ ン テ イ ア 団体の支援が13団体 に1: � ， 地域の小規模活動

を 支 え る 役割 が高 ま っ て い る O 年 間 の 活動費 は 1100万一500万 円」 が最多 で 、 資金、 入手

不足 は慢性的 に続い て い る O

( N  P 0 法人に県、 市民税減免〕

兵庫県 は99年 2 月 か ら 法人格の認証 を 受 け た N P O 法 人 に 対 し 、 法人県民税の均等割 (年

2 万 円 ) を 全額免除す る こ と を 決め た 。 減免措置 に つ い て 県 は 「社会的貢献活動 を 行 う 公

益性の高 い 法 人 で あ る こ と か ら 優遇策 に よ り 支援す る こ と に し た 」 と し て い る O

法人格の認証 申 請 を 昨年12月 か ら う け つ け て お り 県 は 当 初 、 200団体ほ どが順次 申 請す

る と 見込 ん で、 い た が、 N P 0 1�IJ に は 「手続 き が煩雑J 1 メ リ ッ ト が感 じ ら れ な い」 な どの

声が出 て い る 。 県生活創造課は 「相談 は結構あ る の で今後、 申 請 は増 え る と 思 う 」 と し て

い る 。

ま た神戸市 は N P O 法が98年12月 1 日 施行 さ れた こ と に 伴 い 、 同 日 、 法人格 を 取得 し た

N P O を 支援す る た め 法 人市民税の均等部 り (年最低 5 万 円 ) を 免 除す る と 発表 し た 。

さ ら に 県 内 の 各市町 も 同様の支援の検討 に 入 っ て い る O

〔 多彩な 県の N P O 支援策〕

震 災 の 被災者一 人 ひ と り に 地域活動 の 担 い 手 に な っ て も ら お う と 県 生 活復興推進課は

「地域活動推進員 講座」 を 開設す る N P O 団体 に 対 し 、 1 講座 に つ き 24 万 円 な ど を 負 担す

る 事業 を ス タ ー ト さ せ た 。 98年の 9 月 に 決め た 「災害復興住宅住民相互支援事業」 の 一環。

98年 1 1 月 か ら 県 内各社会福祉協議会で も 同様の事業 を 開始。 ①継続的 に 活動②過去 に 一

般参加者 を 対象 と し た講座 を 開設 し た こ と があ る O ③新 し い コ ミ ニ ュ テ イ づ く り に 関心が

あ る O ④営手Ij を 目 的 と し な い一一一 の 4 条件 を み た す グ ル ー プ を 対象 に助 成 。

ま た 、 N P O の 人材活用 や資金調 達 な どの運営方法や企業の社会貢献に つ い て学ぶ I N

P O マ ネ ー ジ メ ン ト ス ク ー ル」 を 間目立。

こ の ほ か県 と 県内 の N P O がボ ラ ン テ イ ア 活動 を ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス に 育 て る 「 ビ ジ ネ

ス プ ラ ン 支援事業J (99年 1 月 ) は全国 的 に も ユ ニ ー ク な 取 り 組み だ。

こ の事業 は医療 ・ 福祉、 環境、 生活文化、 情報通信 の 4 分野か ら 計画案 を 公募。 30件の

採用 を 決め た。 企画 に調査費 を 最高100万 円補助、 コ ン サ ル タ ン ト も 派遣 す る O

各 団 体 は ピ ジ ネ ス 化 に 成功 し た 後 も 、 利益 よ り 雇用 創 出 と サ ー ビ ス の 向 上 を 目 指す た め 、

当 面 は ボ ラ ン テ ィ ア 団体 に と ど ま る 方針 だが、 「協 同 組合 の 形式で事業 を 進 め る の が理想、
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的」 と す る グ ル ー プ も あ り 、 今後、 株式会社化す る 事例 も 出 て き そ う だ。

〔復興の “や り 残 し " )

震災か ら 3 年半 に な る の を 機 に 「エ イ ド の 会J (神戸市) は被災地支援 に 取 り 組 む 団体

を 対象 に 各団体の現状 と 課題 を 問 う ア ン ケ ー ト 調査 を 98年 6 月 に行 っ た 。 回 答 を 寄せ た の

は 多様 な 分野 の80団体。 集計結果か ら は 震災の “ や り 残 し " が浮か び、上が っ て く る 。

支援対象者の 回答 で は 「仕事がな いJ r生 き がい が な いJ r生 き る 意欲がわ か な い」 が最

も 多 く 、 日 々 の 生 活 費 が な い と の指摘 と と も に 「精神 的 ケ ア が必要J r親身 に な っ て く れ

る 家族 や 友人がい な い」 と の訴 え も 多 く 、 被災者の心の安定がま ま な ら な い状況 を う かが

わ せ る 。

雇用 問 題 に つ い て対策 の必要性が強 く 認識 さ れ て い な が ら 支援団体 レ ベ ル で は対応が困

難で現在 「雇用 づ く り に取 り 組 ん で い る J と 答 え た の は 8 毘体だけ。 28団体がそ の必 要性

を あ げて い る 。 手 が ま わ ら な い課題で は 「個別 の 精神 的 ケ ア J r継続的 な 交流 の 場づ く り 」

「生 き がいづ く り 」 が多か っ た 。

< it . 引 用文献〉
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2 ) 災害復興公営住宅 に お け る 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 」 一 六 甲 ア イ ラ ン ド ・ ウ エ ス ト コ ー ト 9 番街災筈復興
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は じ め に

98年度 の GDP ( 国 内総生産) 成長率 は マ イ ナ ス 2 . 0% と 戦後最悪 と な っ た 。 被災地神戸

は 、 高速道路や港湾 の ハ ー ド の都 市基盤 は復旧 し 、 景気刺激策 と し て の公共投資の観点か

ら 空港建設や現め立 て 事業が活発化す る 一方、 不 況は被災者の生活再建に よ り い っ そ う 過

酷 に 働 い て い る O そ れ は 、 失業や 自 殺の増加 と い っ た 数字 に も 映 し 出 さ れ て い る 。

市場競争 と 個 人責径が強調 さ れ る 経 済 の 大競争時代 の 今 日 、 保健 ・ 医療分野 に お け る

個 々 断片 の 出 来事 の 背景 に も 、 こ う し た経済社会の動 き と の有機的 な 連 な り があ る O 被災

地神戸の復興過程 に お い て も 、 被災 を 免 れた 人 と 生活基盤 を 根 こ そ ぎ失 っ た 人 、 持つ者 と

持 た ざる 者 と の 格差の拡大が懸念 さ れて い る O

98年度の全国 的 な 医療 ・ 保健分野の動 き で は 、 高知赤十字病 院 を 舞 台 に し た臓器移植法

施行後 初 の脳死判定が大 き く 注 目 さ れ た (99年 2 月 25 日 新 聞 報道) 0 女性脳死者か ら 摘 出

さ れた 各臓器 は 、 ヘ リ コ プ タ ー で 、 飛行機で、 レ シ ビ エ ン ト の待つ全国 の 病 院 に 緊急輸送

さ れ、 マ ス コ ミ は こ ぞっ て 、 先端医療の進歩 を 称 え た 。 し か し 、 丸J l I 征四 郎 ・ 兵庫医大教

授 (救急 ・ 災害医学) は 、 「 初 の 脳 死者 と な っ た 女性患者 は 家族 の マ イ カ ー と 、 途 中 で交

代 し た 救急車 で 1 時 間 も か け て 運 ばれた」 と い い 、 最先端医療の輝か し い発達の裏で 、 現

代医療 に 残 さ れ て い る 盲点 を 指摘す る O

同様の盲点が被災地の保健 ・ 医療 に 皆蕪 と は い え な い だろ う O 次々 に起 き る 災害 ・ 事故 に

あ の 大震災の記憶が薄 れ る な かで、 問題が未解決の ま ま 置 き 去 り に さ れた り 、 あ る い は ま た、

問 、 県、 市町村の縦割 り 組織が複雑 に絡み合い な が ら 肥大す る 「官僚1�J の な かで、 人間へ

の安全ネ ッ ト に 問題 は な い だ ろ う か。 被災者の受 け た こ こ ろ の傷の よ う に 、 震災後 4 年が過

ぎ て も な お長 く ケ ア を必要 と す る 例 な ど保健医療の課題 は 、 平時のい ま も な お続い て い る O

い く つ かの新 し い認識 と 動 き も 出 て き た 。 そ れ は 、 ひ と つ に は 、 共助 の思想で あ り 、 ま

た 別 の ひ と つ は 生命 を め ぐ る 「 身心不二J の 考 え 方 で あ る 。 前 者 は 、 被災者の ケ ア に 関 し

て 、 弱 者 同士が支 え 合 う ケ ア 付 き 共 同住宅 ( グ ル ー プ。ハ ウ ス ) や、 保{建 ・ 医療 ・ 福祉の連

携 し た 地域福祉安心拠点づ く り を 支 え る 考 え 方 で あ る O 後者は ま た 、 近代 を 駆動 し て き た

要素還元主義 を 被災体験の な か か ら 超克 し よ う と い う 試み で あ り 、 生命 を 、 健康 を 、 心 と

体の全体像で捉え よ う と す る も の だ。 こ の考 え は 兵庫県が取 り 組む 「ヘ ル ス ケ ア パ ー ク 」

計画の基本 テ ー マ 「 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 」 に 盛 り 込 ま れて い る O

ま た 、 災害医操 も ハ ー ド 、 ソ フ ト の両面か ら 「被災地 な ら で、 は 」 の 教訓 を 生かす試みが

続い て い る 。

そ の ひ と つ 、 災害医療 の 数 々 の 訓練や研修 は 、 風化 し が ち な 被災体験 を 、 人材 と 技術 の

練成 を 通 し て全 国 や 次代 に つ な げ よ う と い う も の だ。 被災地 に 芽 生 え た かずかずの新機軸

が大 き く 育つ の は こ れか ら であ る O
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i 第一節 医療機関 ・ 医療施設等の動向
大震災 4 年 目 の98年度 (平成10年度) は 、 自 治体財政 も 個 人 の 家計 も 、 長ヲ | く 不 況 に 苦

し ん だ。 医療機関 も 例外で は な い。 老人医療や健康保険の 窓 口 負 担 の増 加 は 、 医療機 関 か

ら 患者の足 を 遠の かせ る 原 因 に も な っ て い る 。 さ ら に 、 少子高齢化 の 波 は 保健 ・ 医療 の あ

り か た に大 き な 変革 を 迫 っ て い る O

医療機関 の経営環境 は 、 も は や 、 震災 と い う 突発 的 、 破壊的 な 体験 と の 因 果関係 を 超 え

て 、 マ ク ロ の社会経済の動 き に規定 さ れ る と こ ろ が大 き く な っ た 。 し か し 、 震災 と の 関連

性 は 薄 れつ つ も 、 神戸市 を 中心 と す る 被災地が被災地であ り つづ け る 以上 、 こ こ を 舞台 と

し た 医療機 関 の動 静 は 、 被災住民の今後の保健 ・ 医療 を 考 え る 上でや は り 重要であ る 。

神戸市は じ め被災地 の 医療機 関 に 関 す る 98年度 の ト ピ ッ ク ス は 、 国際交流拠点 と し て位

置付 け ら れて い る 神戸市の東部新都心 を I初 心 に し た動 き であ る 。 こ の 「国際化」 、 「集積イヒ」

の ほ か、 大型病院の施設の 老朽化 に伴 う 「増改築」 、 「高度化」 や 、 個 々 の 診療所 ・ 病 院の

「個性イし も 目 立 っ た 。

以下 に傾 を 追 っ て 主 な 動 き を 紹 介す る 。

1 . 国際健康開発セ ン タ ー 完成
国 襟健康開発セ ン タ ー (IHD セ ン タ ー ) は 、 阪神 ・ 淡路大震災復興 プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と

つ で あ る O こ れ は 、 神戸 市 中 央区 と 灘区 に ま た が る 神 戸東部新都心開発の 中核施設 と し て 、

98年 4 月 25 日 に 完成 し た 。 同 セ ン タ ー は 、 兵庫県、 神戸 市、 神戸製鋼所、 さ く ら 銀行 な ど

が出資す る 第三 セ ク タ ー 「 国 際健康開発セ ン タ ー ピ、 ル 」 が、 総事業費約55億 円 を か け て 建

設 し た地上 9 階建て 延べ床面積約 2 万4 ， 700m' の イ ン テ リ ジ ェ ン ト ピ ル で あ る 。

保健 ・ 医療関連施設 と し て は 、 都市化 と 高齢化 に 関 す る 健康問題 を 、 医学のみ な ら ず社

f申戸東部新都心、に完成 し た 国際健康 開発セ
ン タ ー ヒ、 ル (兵庫県広報課提供)
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会 、 経済、 文 化 な ど広 い観点 か ら 研究す る WHO (世界保健機関 ) 神戸 セ ン タ ー や 、 日 本

看 護協 会神戸研修セ ン タ ー が入居 し た。

WI-IO 神 戸'j セ ン タ ー は 先 進 国 と 開発途 上 国 の健康格差 な ど多 く の鍵康問題 に 対処す る た

め WHO が提唱 し た グ 口 一 パル な研究機関 で あ る 。 大震災前 の90年 に 兵庫県知事 と 神戸 市

長が連名 で誘致活動 を 行 い 、 震災の翌年 の96年 3 月 に WHO 本部初 の学際的 な 直轄機関 と

し て被災地神戸 に 産声 を あ げた 。 同 セ ン タ ー の活動 は 県 、 神戸市お よ び経済界 な どの財政

支援で 支 え ら れて い る 。

こ れ ま で被災住民が仮設住宅か ら 災害復興公営住宅へ と 移行す る な かで、 WHO 神戸 セ

ン タ ー は仮事務所 に あ っ て も 「都市化 と 鍵康」 、 「高齢化 と 健康」 お よ び 「地震 と 人 々 の健

康」 な ど を テ ー マ に 国際 シ ン ポ ジ ウ ム を 聞 く な ど、 保健医暗 に 関 す る 膨大 な 情報 を 発信 し

て き た が、 こ の IHD セ ン タ ー へ の 移転 を 機 に 、 最新の マ ル チ メ デ、 イ ア を 備 え 、 世界 の 医

療機関 、 ま た著名 な 研究者 ・ 専 門 家 な ら びに 高 い レ ベ ル の 政策決定者た ち と 健康関連情報

を 共有 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に取 り 組ん で、 い る O ま た専 門 家 を 対象 に し た学術会

議の み な ら ず、 一般市民 も 参加 し 重大 な 保健問題 を 共 に考 え る シ ン ポ ジ ウ ム も 開催 し て い

る 。

WHO 神 戸 セ ン タ ー の こ れ ら の 活動情報は イ ン タ ー ネ ッ ト で公 開 さ れ て い る の で 、 一 般

l tî  f己 も [1上界 中 の 保健靖報 に ア ク セ ス す る こ と がで き る O

日 本看護協会神戸研修セ ン タ ー は 、 在職看護職の約50% 、 46万人 を擁す る 社団法人 日 本

看護 協 会 (見藤隆子会長) が、 卒 後教育 を 担 う 教育研究施設 と し て98年 7 月 に 開設 し た 。

東京都清瀬 市 に 続 く 二番 目 の研修 セ ン タ ー で、 丙 日 本の拠点 と な る o 10月 か ら 末期がん な

ど終末期患者の緩和 ケ ア を 行 う 専 門看護婦養成 を 始 め た ほ か、 臓器移植や 鬼童虐待 と い っ

た最新の テ ー マ の 講座 も 開設。 災害肴護 な ど被災地 な ら で は の教訓 を 生 か し た プ ロ グ ラ ム

の 導入 も 図 る 。

2 . ヘ ル ス ケ アパー ク (仮称) の整備
ヘ ル ス ケ ア パ ー ク (仮称) は 、 兵庫県が神戸市の東部新都心両側文化 ゾー ン で計画 し て

い る 国 内 最大級の屋 内 テ ー マ パ ー ク だ。 総事業費300億 円 以 上 を 見込み、 資本金の半分 を

兵庫県が ま か な い 、 残 り を 民 間 が出資す る 。 こ の事業;の立 ち 上 げに 、 98年 7 月 16 日 、 事業

主体 と な る 第二 セ ク タ ー の株式会社 「 ひ ょ う ご ヒ ュ ー マ ン ケ ア 」 が資本金10億 円 で設立 さ

れ た 。 県が 5 能 円 、 民 間 131'1:が残 り の5億円 を 出 資 し た。

計画で は 、 約 2 万3000m2 の 敷地 に 鉄骨造地上 4 階建 て 延べ床 1M騎手0 5 万 ば の 出内 テ ー マ

パ ー ク を 建設。 生 命 の 誕生 な ど を 映像 で体験す る テ ー マ ゾー ン や 、 r�t{和30年代 を 中 心 と

し た 町並みJ や 同 転木馬 な どでエ ン タ ー テ イ ン メ ン ト ・ ス ク エ ア を 構成す る 。

ヘ ル ス ケ ア パー ク (仮称) の基本 テ ー マ は 「 い の ち の尊 さ と 生 き て い る こ と の素晴 ら し

さ 命の 躍動」 。 阪神 ・ 淡路大震災 は 現代科学で も 予知 で き な か っ た 。 震 災時 に も 多 く
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の 人 々 を 助 け ら れ な か っ た 。 こ の反省、 か ら 、 「生 き る 」 と い う こ と を 支 え て い る の は 、 保健 ・

医療 ・ 福祉の ヘ ル ス ケ ア や メ デ イ カ ル ケ ア の み な ら ず、 芸術や丈化、 哲学、 教育 な ど幅広

い 分野が重要で は な い か 、 と い う 認識が強 ま り 、 ピ ュ ー マ ン ケ ア の概念 を 抽 出 し た 。

パ ー ク 全体の シ ン ボル に は手塚治 虫 の 作 品 で 、 阪神 ・ 淡路震災復興計 画 の シ ン ボ ル と も

さ れ て い る 「火の烏」 を 採用 。 施設内容 に つ い て 、 「 ヒ ュ ー マ ン ケ ア ・ ア カ デ ミ ー 」 に は 、

生命の息吹が感 じ ら れ、 生 き 物が溢れ る 森 を 施設 イ メ ー ジ と し て 、 ヒ ュ ー マ ン ケ ア の 意義

と 広 が り を 伝 え 、 新 し い情報 を 提供す る 場で、 生命の営みや脳 と 心の 関 係 、 癒 し の心、 親

子 の 愛 情 な どがイ本語食で き る よ う に す る O 「 テ ー マ ゾー ン 」 に は ホ ロ グ ラ フ ィ ー や レ ー ザー

光線 な ど最新技俸 を 駆使 し た幻想的 な 演 出 で基本 テ ー マ を 訴 え る O ま た 、 1-J二 ン タ ー テ イ

メ ン ト ゾー ン J で は 、 こ こ ろ の癒 し の み な ら ず、 明 日 への 生 き る 活力 に も な る ノ ス タ ル ジ ー

や メ ル ヘ ン の 世界 を 体験で き る よ う に す る 。

こ の ヘ ル ス ケ ア パ ー ク (仮称) は 、 国 の 「阪神 ・ 淡路復興委員 会」 か ら 政府 に対 し て 、

極め て意義 の あ る 複興特定事業の ー っ と し て提 言 さ れて お り 、 98年 4 月 、 大阪湾臨海地域

開発整備法 (ベ イ エ リ ア 法 ) に 基づ く 神戸市の 地域整備計画 の 中核施設 と し て位寵付 け ら

れ た 。

3 . 医療産業都市構想
震災後の 地元経済活性化 を め ざす神戸市 は 、 98年 9 月 、 笹 山 幸俊市長が医療産業 を 中心

と し た都市づ く り の構想 を 明 ら か に し た。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期や 東部新都心 な とミ を 候補

地 に 、 病 院 や研究機関 、 企業 の 誘致の ほ か 、 地元中小企業が医療機器 の 部 品 づ く り に 取 り

組 み や す い よ う に 制度 を 整備 し 、 医療産 業 の 集積で雇用 と 医療技術 の 向 上 を 図 る と い う 。

神戸市立 中 央市民病 院 の 井村裕夫院長 を 康長 と す る 医療 関係者の懇談会 を 発足 さ せ、 98年

度内 に 基本方針 を 決め て 具体化 に 取 り 組 む 。

医療機器の 開 発 は 医療現場 に 近接 し た と こ ろ で行 わ れ る こ と が葉要 と さ れ、 メ ー カ ー と

大学病院 ・ 大型医療施設 の 医 師 と が今後 どの よ う に 緊需 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を |ヌl れ る か、

そ の た め の 医療機関 の集積が ど こ ま で進 む か、 が注 目 さ れ て い る 。

4 . 日 赤新病院の設置 と 兵庫県立災害医療セ ン タ ー (敏勝)
日 本赤 十字社 は98年12月 14 日 、 神戸市の東部新都心 に 新病 院 を 建設す る 計i同 を 発表 し た 。

巨 額 な 累積赤字 と 施設の老朽化 に 陥 っ て い る 須磨赤 ド芋病 院 と 神戸赤十字病 院 を 再編整備

し 、 あ わせ て災害医療の拠点 と し て の兵康県立災害医療セ ン タ ー (仮称) の後方支援の機

能 を 担 う も の で 、 2002年 オ ー プ ン を 目 指 し て い る 。

須磨赤 十字病院 (神戸市須磨区妙法寺) は 戦前 の 1935 (昭和10) 年 に 結核療養所 と し て

開 院 し た が、 そ の 後 し だ い に 診療科 目 、 病床数 を 増 や し 、 現在226床 を 備 え る 病院 と し て

地域医療 を 支 え て き た 。 し か し 、 医療費 の抑flJIj 、 患者数の 減少 な どで98年度現在、 25億円
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も の 累積赤字 を 抱 え る ま で経常が悪化。 ま た61年 に 開業 し 、 65年 に 現在地の 神 戸 市 中 央 区

山手通 に 移転 し た神戸赤 卜字病院 (病床数126) も 赤字 と 施設老朽化が 目 立 っ て き た た め 、

日 本赤十字社 で は 阪神 ・ 淡路大震災以前 か ら 検討ー を 重 ね た結果、 二 つ の 病 院 経営 は 困難 と

判 断 し 、 再編整備 の 方 向 を 打 出 し て い た 。

日 本赤十字社兵庫県支部の釜本貞男事務時長 に よ れば 「震災 を 契機 に 、 災害時の救護医

療活動 と い う 赤十字の原点 に 立 ち 返 っ て 、 赤十字病院 コ ン セ プ ト そ の も の を 再構築 し た」

と い う 。 具体的 に は 、 兵庫県が神戸東部新都心 に 震災か ら の創造的復興の シ ン ボル プ ロ ジ ェ

ク ト の ーっ と し て新設 を 発表 し た 県立災害医療セ ン タ ー (仮称) の後方支援機能 を 担 う こ

と がそ の 一 つ で あ る O

日 本赤十字社側が東部新都心移転 を 決め た の は 、 1 . 県立災害医療 セ ン タ ー (仮称) は 病

床数30床 し か計画 さ れて お ら ず、 災害発生時の患者の 受 け 入 れ に は 限界があ る 。 2 . 新都心

に は最終的 に 3 万人の 人lJ が は り つ く と 見 ら れ、 新住民の た め の 医療機関 が必要で、 あ る O

3 . 臨海部で災害時の ア ク セ ス が十分確保で き る 。 な どが理由 だ。

と く に 震災 時 は 神戸赤十字病院 に は 全 国 か ら 延べ1 ， 000人 も の 日 赤救護班 が駆 け つ け 、

救援物資 な どの 車で病院前の道路 も 身動 き で き な い状態 だ、 っ た こ と か ら 、 )J支護保療活動 に

は十う子な ス ペ ー ス が必要 と の判 断 も 大 き く 働い た 。

基本計画で は 、 新 し い赤十字病院 (病院名 は 未定) は 、 神戸東部新都心両側文化ゾー ン

(神戸市 中 央 区脇浜海岸通) の敷地約 1 . 1ha に 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造地上 7 � 8 階、 延べ

2 万1 ， 000m' を 建設。 外科、 内科、 呼吸器科、 小 児 科、 循環器科、 脳神経外科、 整形外科、

耳鼻咽喉科、 放射線科 な ど19 の 診療 科 に病床数310床 を 備 え た 病 院 と な る 。 震災後注 目 さ

れ て い る PTSD な ど心の病 に 対応 し た 心療内 科 も 置 く 。

日 赤側 で は 99年度 に実施設計 に かか り 、 県 と 業務委託 の 内容 を 詳 し く 詰め る 方針 だが、

こ の新 し い 赤十字病 院 の 開 院 に伴 い 、 須磨、 神戸の既存の 2 病院 は 廃止 さ れ る 。

し か し 、 須磨赤十字病院の廃止 は神戸市 を 全域 と し た 二次医療圏 の な かで は 問題がな い

と し て も 、 長 年 に 利 用 し て き た 地元住民 に と っ て 「病院がな く な る と 不安J の 声があ が り 、

地元 自 治会が反対 を 表明。 こ の た め 日 本赤十字社 で は 新病 院 の 分院 と し て 、 内科、 外科、

小児科の ほ か救急、機龍 を 備 え た 19床の診療所 を つ く る と し て い る O ま た 、 大型病院の廃 止

に つ い て は地元医師会 も 反対の空気が根強 か っ た 。 患者の治療 に つ い て地元診療所 と 病院

の連携の 一 角 が消 え る た め だ。 こ の た め 、 地域医療計画 を 策定す る 兵庫県 で も 、 住民側 に

口 赤移転後の 地域医療 に つ い て 住民側 に 説 明す る 一方、 地元医師会の理解 と 協力 の 下、 須

磨 区 に お け る 「病診連携」 の あ り か た に つ い て も 検討 を 始 め た 。

一方の 県立災害医療セ ン タ ー (仮称) は 、 三次医療圏 の 要 と な る も の 。 神 戸 東部新都心

に 新設 さ れ る 赤 十字病院 と 併 設型で合築 さ れ る O 平 時 は兵庫県か ら 日 本赤十字社 に 運営委

託 さ れ、 救命救急セ ン タ ー と し て機能す る が、 災害時 に は併設の赤 卜字病 院 と a体 と な っ

て全県域の基幹災害医療セ ン タ ー と し て機能す る 。
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県立災害医療セ ン タ ー (仮称) は 、 震災直 後 に 兵庫県が構想 を打 出 し た 。 災害救助法が

発令 さ れ た 場合、 災害医療の指諒権限 は 知 事 に 集 中 し 、 県下 の 病 院 、 診療所な どすべ て の

医療機 関 は 知事の指示の も と に動 く こ と に な っ て い る O 災害救助 法で は 、 も し こ の知事の

指示 に 従 わ な け れ ば r 6 ヶ 月 以下 の懲役」 を 課せ ら れ る と い う 罰則規定が設け ら れて い る 。

県立災害医療セ ン タ ー (仮称) は 、 非常時の 災害医療の指短命令系統 の 頂点 と し て捕 か

れ、 兵産県が整備す る 方針 で 、 兵庫医科大学 の 丸J l I 征四郎教授 (救急 ・ 災 害医学) を 部会

長 と す る 災害医療 シ ス テ ム 検討委員 会災害医療 セ ン タ ー 基本計画策定専 門部会で基本計画

を 策定 し た 。 そ こ に神戸 ・ 須磨間病院 の 再編整備問題 を 抱 え る 日 本赤十字社側 か ら 、 日 赤

新病院が県立災害医療 セ ン タ ー (仮称) の 後方支援機能 を 担い た い と い う 希望が浮上 し た

と い う 経緯があ る O

後藤武 ・ 兵庫県健康福祉部 長 は 「災害医療 シ ス テ ム の あ り 方 を 検討す る な かで災害医療

セ ン タ ー の必要性がで て き た 。 救急医療 と 災害医療の概念 は 違 う が、 災害医療 を き ち ん と

行 う に は平時か ら 救急医療が き ち ん と で き な け れ ばだめ だ 、 と い う こ と が認識 さ れて き た 。

県立災害医療セ ン タ ー (仮称) は ヘ リ コ プ タ ー を 飛 ばせ ば、 北 は 浜坂、 西 は 岡 山 、 南 は 和

歌 山 ま で カ バー で き る の で、 近畿圏 の 災害毘療 の 中 核 と し て他府県 に も 貢献で き る O 普段

は 救急救命士 の研修 や 、 ア メ リ カ の FEMA ( フ ィ ー マ 、 連邦 緊急事態管理庁) の 訓 練 メ

ニ ュ ー の 一部 を 導入 し て 災害医療教育機 関 と し て の機能 も 持 た せ た い 。 最 初 は小 さ く て も

大 き く 育 て た い」 と 夢 を 語 る 。

FEMA は 例年 1 月 の ロ ス ア ン ゼ ル ス 大地震で大活躍 し た こ と で有名 だ が、 地震 や 洪水

な どの 自 然災害か ら テ ロ 、 軍事攻撃 ま で想定 し た プ ロ グ ラ ム を 備 え 、 非常時 に は27の官庁、

軍隊、 赤十字、 民 間 ボ ラ ン テ ィ ア な どの活動 を 指揮 、 調整 に あ た る 一方 、 避難施設や仮設

診療所で住 民 の 収容、 医療支援活動 を 行 う O 県立災害医療セ ン タ ー (仮称) も 災害 時 の 司

令塔 と し て の機能 に 部分的 に 共通性があ る た め 、 県 は こ う し た先進機関 の ノ ウ ハ ウ の 吸収

に 意欲 的 だ。

5 . そ の他大型病院の 建替 え 、 増床、 個性化
神戸大学医学部附属病 院 (神戸 市 中 央区 ) は 第 一病棟の老朽化 と 狭 さ か ら 同 じ 敷地 内 で

の 建替 え を 決め た 。 98年度 に 着工、 4 年後の2002年度 に オ ー プ ン を め ざす 。 新病棟は 現在

の 二倍以上の ス ペ ー ス を 確保。 一室 に つ い て最多で 6 床 の現在の病室 を 4 床 に し て ゆ と り

を も たせ 、 個室率 も 大幅 に ア ッ プ さ せ る な ど患者の ア メ ニ テ イ の 向上 を 図 る O 地上11階、

地下 l 階 建 て 延べ 4 万2 ， 000m' 。 ベ ッ ド 数 は新病棟834床 、 既存病棟86 床 の計920床 と な る O

建物 に は 免震装 置 を 施 し 、 屋上 に はヘ リ ポ ー ト を {蒔 え る ほ か 、 臓器移植 を 視野 に 入 れ た 手

術室の拡充や全人 的 な 医療 ス タ ッ フ 育成 を 目 指 し た総合診療部の整備、 救急部の充実 も 図

る 計画。

ま た 、 老朽化の た め増改築工事 を 進 め て い た神戸市長 田 区 の神戸協 同 病 院 ( 上 出 耕蔵 院
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長) が98年 1 1 月 、 板宿病院 (50床) を 統合 し 、 床面積二倍の 新病 院 と し て オ ー ブ ン し た 。

同 病 院 は 9 つ の 医療機関 を 持つ神戸医療生協 の 中核病院。 震災以来、 激震地域の 長 田 医

で 全 国 か ら 集 ま っ た ボ ラ ン テ ィ ア と と も に被災者支援 に 取 り 組んで き た 。 こ の増改築 は 、

建物の老朽化 も さ る こ と な が ら 、 地域で 目 立 っ て い る 高齢化や2000年 4 月 か ら 実施 さ れ る

介護保険制度 を に ら ん だ対応で も あ る O 既存棟の増改築 と 南棟の新築で延べ床面積 は 約 2

倍 、 ベ ッ ド 数 は 152床 か ら 199床 に な っ た 。 こ の う ち 48床が慢性期 の患者 を 対象 に し た療養

型病床群 と し た 。 さ ら に 、 手術 室 を 増 や し 、 白 血病患者への 「末梢瓶管細胞移植」 に 取 り

(表 1 ) 全国及び兵康 県 ・ 神戸市に 係 る 診療機関数及び産婦人科 ・ 産科 ・ 小児科数

調査時点

調査時点

全

|司 il 、 ち 産 科
小 児 科 nl

医 療 機 関 合 計
j 産婦人科 ， fBl科計神 仁三竺…一一一一一

F' ろ ち 産 婦 人 科

l ず466
121 

103 
34 
34 

269 
3 ， 9

3
6
1
0 

4 
100 
88 
12 

13 1  

40 \ 33 
106 132 

7 8 
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…一一

844 
316 

3
幻

133 

87 

市 1 3  tiJヒ圭」LjE三

567 874 
28 ， 233 I 31 ， 866 
3 ， 821 I 4 ， 28 1  

3 17  399 
293 349 
24 50 i 

1 ， 288 l 、 396
1 ， 293 

107 

909 
27 ， 095 
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228 
1 87 
4 1  
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1 ， 359 

出典 : 医療施設訴]是正 病院報告 (静態調査 動態調査) 厚生省大存if官房長信I 情報部
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( 1刃 1 ) 兵庫県、 神戸市の小児科の推移 (病院、 診療所計)

84{j三 87年 90>1三 93ijó 96{j' 

組む た め の無菌室 を 設置す る な ど新鋭医療器械 の 充実 を 含 め た 高度化 に 取 り 組 ん で い る O

こ の ほ か 、 患者の大病 院志向 の 強 ま り や少子高齢化の な かで 、 介護保険法への対応 に 長

期療養型 の ベ ッ ド数 を 増 や し た り 、 ガ ン ク リ ニ ッ ク を 併設 し て 専 門 化 、 個 性化 を 図 る な ど

赤字体質 の改善 に 向 け た 模索が続い て い る 。

少子化の 流 れ は 医療機関 に と っ て深刻 だ。 医療機関 合計 ( -�般楕院、 診療所の合計) を

84年 と 96年 を 比較す る と 全国 で は 10 . 9 % 、 兵庫県で は9 . 8% 、 神 戸 市 で は3 . 6 % そ れぞれ増

加 し て い る 。 し か し 、 産婦人科 ・ 産科の合計 を 医療機関合計 と 同 様 に 比較す る と 全国 で は

24 . 6 % 、 兵j京県 で は27 . 8% 、 神戸市では23 . 6 % そ れぞれ減少 し て い る 。 小 見 科 に つ い て も

同線に比較す る と 全国 で は6 . 2% 、 兵庫県で は 9 . 2 % 、 神戸 市 で は 15 . 6 % そ れ ぞれ減少 し て

い る 。 産婦人科 ・ 産科、 小児科の減少 は 国 、 兵庫県、 神戸市 と も 診療所 に お い て よ り 明 ら

か と な っ て い る 。

ま た 、 不 況 や 人 口構成の変化 に 合わせ、 私立病院、 伺 人病 院 で は リ ー ス 制度 を 使 っ て新

鋭器械や設備の投資 を 活発化 し て い る の に対 し て 、 リ ー ス が認め ら れて い な い公立病 院 は

古 い 設備 を 抑 え た ま ま だ。 今後、 こ う し た器械 ・ 設備の格差 の拡大が?懸念 さ れて い る 。

医療機 関 の さ ま ざ ま な動 き に対 し て 、 神戸東部新都心 に 目 立 つ の は 国際化や集積化の動

き で あ る 。 新:都心 の 中央区 に はす で に神戸市立 中 央市民病院や神戸大学医学部町属病院 と

い っ た大型医療機 関 があ り 、 医療関係者の 中 に は 、 な ぜ こ こ に 日 赤の よ う な 新 た な 大型医

療施設が集積す る の か、 と い っ た 疑 問 の声 も あ る O こ の 点 に つ い て 、 兵庫県 の 後藤 ・ 健農

福祉部長 は 「震災前 の 計両 で は 新都心J OOha の う ち 未活用 ス ペ ー ス が10数 ha あ り 、 神戸

市 も こ こ の 存効利 用 に 医療産業都市構想、 を 打 出 し た 。 こ れか ら 世界 を 相 手 に す る 場合、 日

本 は グ ロ ー パ ル ス タ ン ダ ー ド か ら み て 、 た と え ば米開 の カ ル フ ォ ル ニ ア ナトl や ヒ ュ ー ス ト ン

の よ う な 医療機 関 、 企業の集積 の ス ケ ー ル と 比べ て も ま だ ま だ集積 し て い る と は い え な い。

どの 区 に 市民病 院があ っ て どの 区 に な い か、 と かい う 発想 で は 駄 目 な の です 。 病 院が隣同

士 に あ っ た と し て も 、 全 国 か ら 人 を 集め た ら よ い で は な い か、 と い う 考 え で進め て い る の

�} h-ti� . 1呆1建 ・ l'i，療 297 



です」 と 新都心集積の 背景 の “壮大 な 意 図 " を 明 かす 。

不況下 に 繰 り 広 げ ら れ る 医療機関 の さ ま ざま な 変化。 そ れ は 市場原理の 大 き な 流 れの 中

で 、 経営 と い う 視点 で の新 た な 競争 の 始 ま り と も い え る O

一方、 震災後の何年 9 月 ま で に被災地内 9 ヶ 所で開設 し 、 主 に仮設住宅入居者の健康 を

守 っ て き た仮設診療所は 、 仮設住宅入居者の災害復興公営住宅への移転状況 を 勘案 し て 、

順次廃止 し た 。 98年 4 月 に は 7 ヶ 所が運営 を 継続 し て い た が、 99年 4 月 に は 全仮設診療所

が廃止 と な っ た。

く参考文献 - 資料 〉
日 本赤十字社兵庫県支部記者発表資料 98年 12月 14 日
兵!京県資料 rWHO 神戸セ ン タ ー の概要 99年
兵!事県記者発表資料 「ヘ ル ス ケ ア パー ク (仮称、) の事業主体の設立 に つ い て 98年 7 月 15 R 
厚生省大 臣官房統計部 医療施設調子奇 病院報告 (静態調査 動態調資)
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r� 出…被災者の健康ど時一一一一一
1 . 定点観測 一被災世帯健康調査

兵産県が震災直後か ら 毎年実施 し て い る 被災者健康調査 は 、 98年度 で 4 回 目 を 数 え た 。

調査対象者 は 前 固 ま で は 、 仮設住宅、 一般家庭、 災害復興公営住宅 (以後 「復興住宅J と

呼ぶ) の 各 入居者の三層 だ、 っ た が、 今回 は 一般家庭 を 外 し て い る O

調査実施機 関 は 、 神戸市 を 除 き 、 震災後 に 「仮設住宅」 と 「復興住宅」 が建設 さ れた 14

保健所 と 管 内 の 19市町。 保健婦、 栄養士等が調査票 を 配布 し て 一定期 間 留 め 壁い た あ と 、

原 郎 と し て 面接 し て 同収 し た 。

調査対象者 は い ず れ も お年 4 月 1 日 以前 に 生 ま れ た 住 民 で 、 仮設住宅入居者が1 . 769人、

復興住宅入居者が 1 万982人。 有効 回答者数は仮設住宅が46 . 2% の817人、 復興住宅が56 . 9 %

の6 . 248人。 調査期 間 は98年 9 月 16 日 か ら 10月 15 日 ま で の 1 ヶ 月 間 だ っ た 。

調査内容は次の通 り 。

1 ) 個 人属性

2) 被災状況

3) 健康状態 に 対す る 意識

的 自 覚症状

5) 疾病 と 治喋状況

6) 健康 の 受診状況

7) 生活習慣 (運動、 喫煙)

8) 精神面の健康状態

9) 飲酒状況

10) 食生j舌

1 1 ) 行政 に よ る 訪問 サ ー ビ ス 及 びボ ラ ン テ イ ア 活動 の 支援

12) ソ ー シ ャ ルサ ポ ー ト

調査対象者の主 な 特徴 は 次の 通 り で あ る 。

〔仮設住宅〕

・ 仮設住宅入居者 に つ い て は 、 復興住宅へ の 移転が進 む な かで次第 に 減 少 し て お り 、 今 回

調査で は 西宮保寵所管内 が ほ と ん ど を 占 め た 。

・ 性別 で は女性が多 く 、 年齢別 で は 50歳代が最多の22 . 8% だ っ た 。

・ 現在、 職業 に 就い て い る 人 は32 . 3 % で、 前 回 (34 . 2% ) と ほ ぼ同 数 で あ る 。

・ 家族構成で は 、 単 身 者 の 比率が41 . 7% を 占 め 、 前 回 の31 . 5 % と 比べ10 . 2 % 増 え て い る O

と く に 65歳以 上 の 高 齢者 に 占 め る 単 身 者 は 47 . 0 % だが、 50歳代 で は 48 . 9 % で、 前 回 の

28 . 8% を 大幅 に上 回 っ た 。
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- 震災で 自 宅が全壊 し た 人が90 . 9 % で ほ と ん ど を 占 め て い る 。

〔復興住宅〕

・ 西宮保健所管 内 が全体の22 . 4 % で最多、 次い で伊丹16 . 8 % 、 芦屋13 . 8% の}11:&0

. 仮設住宅か ら 直接入居 し た 人が66 . 0 % を 占 め て い る 。

• 65歳以上の 高齢者 は全体の42 . 9% だ っ た 。 高齢者の39 . 4 % が 単身者であ る O

・ 震災で 自 宅が全壊 し た 人 は75 . 1 % で、 仮設入居者 よ り も 少 な い。

(表 2 ) 回答者の属性

仮設住宅 復興住宅

16 . 8  

10 . 6  I 知f;lI Jj 1j I 
509 I 8 . 1 I 職業 … 寸

:い:; あ り

仮設住 宅 復興住宅

31. 7 
38 . 8  

rti 
赤松

二三木
性別

一」

〔調査結果〕

( 1 ) 健康状態 に 関 す る 意識

い ま の 健康状態 に つ い て 「 よ い」 と 答 え た 人 は 、 仮設住宅で は 13 . 8% ( 前 年 14 . 9% ) 、

復興住宅で は 17 . 4 % (前年18 . 0 % ) 0 ，. よ く な い」 は 、 仮設住宅で12 . 2 % (前年9 . 9% ) 、 復

興住宅 で7 . 2 % (前年7 . 1 % ) だ、 っ た か ら 、 よ く な い{頃 向へパ ー セ ン テ ー ジがわずか に 増 加
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し て い る が、 こ れ は 入居期 間 の 長期化 し て い る 仮設住宅の方が顕著 に 表れ て い る 。 仮設住

宅の5 0 代 以上 で は 、 健康状態が よ く な い と 答 え た 人が多 い 。

(表 3 ) 健康意識

i
主

N よ し ま あ ま あ よ い 7 ま り よ く ない よ く な
5
2

し寸�仙j
1

t字

L 0 5 
19 47 . 7  42 . l  5 . 3  �19 130 46 . 2  :j6 . 2  13 . 8  

仮設住宅 56 4 1.] 41 . 1  17 . 9  0 0

8
(

7
民

)

ー
l

1
K
d 

i

ii
2 

(

O 

0 

} 

20�29歳
復興住宅 597 38 . 0  4 7 . 4  
仮設住宅 62 1 9 . 4 46 . 8  I 29 . 0  4 .  30�39歳
復興住宅 493 50 . 5  1 7 . 0 
似設住宅 100 6 . 0  ;'4 . 0  21 . 0  l8 .  40-49歳
復興住宅 521 17 . 5  52 . 8  24 . 6  5 . 2  0 . 0  
仮設住宅 1 86 1 2 . 4 4:j . 0  32 . 8  1 1 .  3 0 . 5  50-59歳
f友 興住宅 962 1:j . 8  47 . 7  30 . 2  8 . 2  0 . 0  

復
仮設

興
住宅 97 13 . 4 39 . 2  32 . 0  l 4 . 4  1 . 0  60-64歳
住宅 837 14 . 2  50 . 4  27 . 7  7 . 5  0 . 1  

仮設住宅 I II 7 . 2  46 . 8  30 . 6  1 5 . 3  0 . 0  65-69歳
後興住宅 947 1 1 . 4  52 . 3  28 . 3  7 . 9  0 . 1  

復
仮

興
設

住

{十宅
宅

134 I 9 . 0  45 . 5  29 . 9  15 . 7  0 . 0  70�79歳 10 . 3  I 1 ， 24l 1 1 .  7 52 . 3  I 25 . 4  O . :j 
仮

復
設

興
住宅 1 49 12 . 2  I 46 . 9  30 . 6  10 . 2  0 . 0  80歳一
住宅 j 495 10 . 5  46 . 5  」』二 l 1 . 3 0 . 6  

無問答; 仮設住宅 3 33 . 3  6 6 . 7 。 。 0 . 0  
復興住宅 25 20 . 0  28. 0 8 . 0 0 . 0  

( 2 )  自 覚症状

健康の 悪化 を 反映 し て 、 最近一 ヶ 月 間 の 身体の 自 覚症状 を 訴 え る 人 も 、 前 回 に比べすべ

て の 項 目 に つ い て 増加 し て い る 。 も っ と も 多 い症状は 「疲れやす い ・ 体がだ る い」 で 、 仮

設住宅、 復興住宅 と も 60% を 超 え て い る 。

(表 4 ) 身体の 自 覚症状 (%)

自 覚 症 状 l 仮設住
前IìJJ 今回

疲れやすい ・ だ る い 58. 1  65 . 6  

時
り 59 . 8  64 . 3  

53 . 5  I 57 . 3  ; 関節痛 45 . 1  lr重感 42 . 7  49 . 8  
便秘 40 . 4  45 . 5  
すな い 29 . 1  34 . 9  

直1聖 29 . 4  35 . 2  

復興住宅
前 [ロl 今回
58 . 9  I 61 . 8  
61 . 3  61 . 2  
52 “ 2  54 . 5  
42 . 3  43 . 4  
4 1 . 5  43 . 4  
38 . l  43 . 1  
25 . 4  30. 0  
27 . 4  28 . 8  

自 覚 症 状 前 回
手足のふ る え ・ し びれ I 25 . 0  I 27 . 8  
心臓が ど き ど き す る は5 . 5 i 30 . 5  
め ま い け . 5 I 28 . 4  

25 . 8  
27 . 2  
29 . 7  
17 . 2  
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( 3) 疾病の有無

病気 を 持 っ て い る 人 は 仮設住宅、 復興住宅 と も 60% を 超 え て い る 。 復興住宅 で は 前 回 よ

り や や増 え て い る 。 病気の 内 訳 は 、 整形外科的疾患、 高 瓶圧症、 胃 腸疾患、 眼科疾患、 心

臓病、 糖尿病 な どが 目 立つ。

(表 5 ) 疾病の有無

(表 6 ) 疾病の 内 訳 (%)

18 . 4  
16 . 6  
1 1 .  9 

引 1 

5 . 2  I 

15 . 2  
1 9 . 0  
8 . 4  
8 . 2 
9 . 2  
7 . 0  
6 . 1  I 
5 . 0  

(人)
(% )  
( % )  

(人)
16 . 5 1 19� 川
14 . 2  
9 . 2  
9 . 4  
6 . 2  
6 . 5  I 

過去 1 年 間 に健康診断 を 受 け た 人 は 、 仮設住宅全体で53 . 3% 、 男 性52 . 6 % 、 女性53 . 9 %

だが、 受診 し て い な い 人 は20歳代 で は 55 . 3% 、 30歳代 に な る と 67 . 8% に も 一上 っ て い る 。

復興住宅全体で は健診 を 受 け た 人 は 52 . 4 % だ、 っ た が、 20歳代の 受診奈 は40 % 以下 に低下

し て お り 、 70歳代 の60 . 7 % と 大 き な 聞 き があ る 。

(4 )  精神面の健康状態

阪神 ・ 淡路大震災や地下鉄サ リ ン 事件で広 く 知 ら れ る よ う に な っ た 'PTSDJ (心的外傷

後 ス ト レ ス 障 害 ) に つ い て 前 回 に 引 き 続 い て 調 べ た 。 震 災後 4 年 近 く が経過 し た が、

PTSD は 自 然災害や戦争体験、 事故の ほ か強盗 な ど犯罪被害で 強 い 精神 的 外傷 を 受 け た あ
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と 、 1 � 2 週間 な い し 数 ヶ 月 経 っ て か ら 発症 し て く る 遷延反応の こ と を い い 、 回 避 、 再体

験、 過覚醒の 3 つ の症状 を 特徴 と す る O

測 定 は 、 出 来 事 イ ン パ ク ト ・ ス ケ ー ル 改 訂 版 = I E S-R  (Th e  Impac t  o f  Eve凶 S c al e

Revised) と 、 う つ 尺度 を 自 記式 質 問 紙 に 書 い て も ら い 、 ハ イ リ ス ク 群 を ス ク リ ー ニ ン グ

す る 。 さ ら に 調査 と 平行 し て実施 さ れ た 面接調査で PTSD の懸念の あ る 者、 継続支援の必

要 な 対象者 を 抽 出 す る も の で、 保{建活動の 参考 に す る も の だ。

( lES-R J  

今回調査 で は PTSD が懸念 さ れ、 経過観察 を 要す る 25点以上 の 者 は 、 仮設住宅で は 全体

の34 . 9 % 、 男 性で29 . 4 % 、 女性39 . 9% で、 女性が多 か っ た 。 年齢階層 で は60 � 64歳が最 も

高 く 、 45 . 4 % だ、 っ た。 復興住宅金体で は26 . 0 % で PTSD が懸念 さ れ る 者 は 仮設住宅 に 高 い

傾 向 に あ っ た 。 ま た仮設住宅で は 近親者 を 喪失 し た 人 に43 . 3 % と 高得点 を 示 し た。

(表 7 ) IEシR 点数 (%)

N 24点以下 I 25点以ーと 無回答
全体 817 64. 1 34. 9  1 . 0  

仮設住宅 男 性 388 69 . 8  29 . 4  0 . 8  
; 女性 429 58 . 9  3ヲ . 9 1 . 2  
全体 6 ， 248 73 . 6  26 . 0  0 . 4  

復興住宅 歩H生 2 ， 577 75 . 6  23 . 9  0 . 5  
j 女性 3 ， 671 72 . 1  27 . 5  0 . 4  

前 回調査で は ipTSS-10J と い う 手法で調べ た が 、 こ の方法で PTSD の 可能性があ る と

さ れ る 6 点以上の者 は仮設住宅で21 . 7 % 、 復興住宅で17 . 9 % だ っ た 。 前 回 と は測定手法 は

違 う も の の 、 PTSD は 依然 と し て高 い 出 現率 を みせ て お り 、 震災後 4 年近 く 経過 し て な お 、

被災者の こ こ ろ の傷 は尾 を 5 1 い て い る O

〔 う つ尺度〕

う つ傾 向 が懸念 さ れ経過観察 を 要す る 12点以上の高得点者 は 、 仮設住宅全体の 10 . 4 % 、

復興住宅全体で は 6 . 3% だ っ た 。 ど ち ら の グ ル ー プ に も 男 女差 は ほ と ん ど な か っ た が、 仮

設住宅 で は 単 身者 、 夫婦の み の 人 は 12 % を 超 え て い る o 40歳か ら 69歳 ま での 年齢層 も 12%

以上 と 高か っ た 。 ま た 、 現在の 健康状態 に つ い て 「 よ く な い」 と 答 え た 人 で は33 . 0 % と 高

率 だ っ た 。 健康状態 と う つ 傾 向 の 関係 の 強 さ は復興住宅 も 河様で、 「 よ く な いJ と い う 人

の27 . 0% が、 う つ尺度12点以上の 高 得点 だ っ た 。

( 5) 生活習慣

運動 を 「 い つ も し て い る J i時 々 し て い る 」 と い う 人 は仮設住 宅 で は 全体の59 . 6 % 、 復

興住宅全体の6 1 . 4% だ、 っ た 。

喫煙状況 は 、 い ま タ バ コ を 吸 っ て い る 人 は仮設住宅金体の41 . 6% で、 男 性60 . 3% 、 女性

24 . 7 % 。 復興住宅全体は35 . 0% 、 男 性56 . 9 % 、 女性19 . 7% だ っ た 。
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96年 (平成 8 年) の徳康づ く り に 関 す る 意識調査で、 は 、 喫煙者 は男性53 . 3 % 、 女性14 . 3%

で、 仮設住宅で は こ れ と 比べ る と やや高率で、あ る 。

飲酒 に つ い て は 、 久 里浜式 ア ル コ ー ル症 ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト (KAST) で評価 し た結

果、 正常飲酒群 は 仮設住宅全体の67 . 1 % 、 設興住宅全体で は7l . 2% で、 前 回調査 よ り いず

れ も や や増 加 し て い る 一方、 「重篤 問題飲酒群」 は仮設住 宅 の 場合、 男 性 で 1 5 . 2% 、 50歳

代が16 . 1 % の高 率 だ、 っ た 。 一般人 口 で は こ の重篤 問題飲酒群の 出現率 は 男 性5 . 0� 7 . 1 % 、

女性0 . 3 � 0 . 6 % と さ れ て い る 。復興住宅 で も 男性の重篤問題飲酒群 は 13 . 2 % 、 40歳代12 . 3% 、

50歳代10 . 5 % と 高 率 だ、 っ た 。

(6 )  食生活

仮設住宅の食品群別摂取頻度 を 県平均でみ る と 、 主 と し て エ ネ ル ギー の基 と な る 「穀類 ・

い も 類」 の 摂取頻度 は 、 平均 し て 1 日 3 . 4 固 と 目 標頻度 を や や 上 回 っ て お り 、 主 と し て 体

を つ く る 基 と な る 「豆 . i!#， . 肉 ・ 卵 類」 の摂取頻度 は 、 平均 し て 1 日 2 . 9 屈 と 目 標頻 度 を

や や 下 回 っ て い る O

ま た 、 主 と し て体調 を 整 え る 基 に な る 「野菜類」 の 摂取頻度 は 、 平均 し て 1 R 1 . 4 回 と

日 標頻度 を 大 幅 に 下 回 っ て い る 。

復興住宅の食品群別摂取頻度 を 県平均でみ る と 、 主 と し てエ ネ ル ギー の 基 と な る 「穀類 ・

い も 類」 の 摂取頻度 は 、 平均 し て 1 R 3 . 5 匝 と 目 標頻度 を 上 回 っ て お り 、 主 と し て体 を つ

く る 基 と な る 「立 . 1.号、 ・ 肉 ・ 卵 類」 の 摂取頻度 は 、 平均 し て 1 日 3 . 0 回 と 目 標頻度 と ほ ぼ

同数であ る O

ま た 、 主 と し て体調 を 整 え る 基 に な る 「野菜類」 の 摂取頻度 は 、 平均 し て 1 日 1 . 6 固 と

目 標頻度 を 大幅 に F 回 っ て い る 。

全体的 に は仮設住宅、 復興住宅 と も 97年度 に 比べ て お お む ね どの食品群 も 摂取頻度 を 上

回 っ て い る 。

(7 ) 行 政 に よ る 訪問 サ ー ピ ス と ボ ラ ン テ ィ ア の支援活動

震災後、 行 政 に よ る 何 ら かの 訪 問サ ー ビ ス を 受 け た 人 は仮設住宅金体で54 . 5 % 、 復興住

宅で52 . 1 % だ っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の支援 を 受 け た 人 は仮設住宅で は 57 . 0 % 、 復興住宅で は

42 . 3% だ っ た 。 ボ ラ ン テ イ ア 活動 は仮設住宅で 目 立 っ て い る O

(8) ソ ー シ ャ ルサ ポ ー ト の 有;艇 と 満足度

「 自 分 を 支 え て く れ る 家族や親類、 近 隣 、 知 人がい る J と 答 え た 人 は 、 仮設住宅で87 . 3% 、

復興住宅で91 . 8% だ、 っ た 。 反岡、 仮設住宅で の 男 性 の 16 . 2 % が、 そ う い う 人 は 「 い な か っ

た 」 と し て い る O

ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト の 満足度 で は 、 以 下 の そ れぞれの項 日 に お い て 、 約 8 割 の 人が 「 た

く さ ん い た J r少 し は い た」 と 答 え て い る 。
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(1( 8 )  震 災 後 支 え て く れ る 家族 や 親類、 近隣、 知 人 が

い る か ( % )

N い た い な か っ た 無nn答
全体 ; 817 87 . 3  1 0 . 6  2 . 1  

仮設住宅 男性 388 8 1 .  5 1 6 . 2  2 .  :) 
女性 429 95 . 5  5 . 6  1 . 9  
全体 6 ， 248 91 . 8  7 . 3  0 . 9  

復興住宅 男性 2 ， 577 89 . 5  9 . 5  1 
; 女性 3 ‘ 671 93 . 5  5 . 7  0 . 8  

(表 9 ) ソ シ ャ ル サ ポ ー ト の満足度 (%)

2 .  そ の他の健廉調査

ニ ほ と ん と い なかっ た ま っ た く いなかっ た 無 úij符;
つω 9 . 4  5 . 1 1 . 5  
6 12 . 7  7 . 5  1 . 5  

1 1 .  8 7 . 3  1 . 5  
1:) . 5  7 . 7  1 . 5  
12 . 9  7 . 7  1 . 5  
5 . 3  2 . 8  0 . 8  
10 . 0  5 . 1  0 . 8  
7 . 5  4 . 1 0 . 8  
9 . 1  4 . 7  。
9 . 3  4 . 8  。

震 災後 ま る 3 年 が過 ぎ た 98年 は さ ま ざ ま な 機 関 で被災者健康調査が行 わ れて い る 。 産経

新 聞 社 と 大 阪市立大が神戸 市 内 の 仮設住宅入居者303人 に つ い て 行 っ た 合同 ア ン ケ ー ト 調

査 (98年 7 月 17 日 付紙面掲載) の健康関連部分 を み る と 、 持病や障害があ る 人の19 % は 「行

き 慣れ た病 院が近 く に な いJ r費用 がか さ むJ と い っ た 理 由 で通院や リ ハ ビ リ を し て い な い。

と く に 男 性の 3 分の l が通 院や リ ハ ビ リ を し て い な か っ た 。 ま た 、 持病や 障害があ る 人 に

と っ て の 「信頼で き る 身近 な 人」 は 、 「主治医」 が37 . 3% で 、 「 身 内 ・ 知 人 な どJ (45 . 8% ) 、

「近所 の 人J (41 . 5 % ) に 続 く 第三位 を 占 め 、 持病や障害の な い 人 に と っ て の 主治法 (2 . 7 % )

を 大 き く 引 き 離 し て い る 。

ま た 、 兵庫県社会保障推進協議 会 な どで構成す る 実行委員 会 (代表 ニ 浜 岡 政好 ・ 仏教大

教授) が神戸 市中 央 況 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド 第 六 、 第七仮設住 宅 の 1 68人 を 対象 に 98年 1 月

に 実施 し た 生活実態調査で は 、 通院費 を 切 り 詰 め る 現状 も 明 ら か に な っ た。 保険 ・ 医療費

を 切 り 詰 め て い る 人 は前年調査 で は 5 % だ っ た が、 今 同 は 3 倍の16% に 増 え て い る O 通 院

中断の理 由 は 、 生活保護 世帯が17% と い う 生活苦 に 加 え 、 30% が医療費負 担 を 「大変革:い」

と 感 じ て い る こ と か ら 、 仮設住民の 暮 ら し と 健康がい っ そ う 厳 し く な っ て い る こ と を 示 し

て い る 。
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3 . ダ イ オ キ シ ン 汚染問題 そ の後
〔沿岸藤土〕

震災の あ と 魔材ゐ の 野焼 き が原 因 と み ら れ る ダ イ オ キ シ ン 類の 環境汚染 に つ い て は 、 こ の

問題 を 追跡 し て い る 摂南大学薬学部 (大阪 ・ 枚方市) の グ ル ー プが98年 6 月 5 日 、 京都市

で 聞 か れ た環境化学討論会で発表 し た 。

同 学部 の 中尾晃幸助手 ら が97年 5 月 一 6 月 、 兵庫県 明 石市か ら 大阪府泉佐 野 市の大阪湾

沿岸の 10 ヶ 所で底一上 を 採取 し て分析 し た も の 。 兵庫県尼崎市 の武庫川 河口 の 底 土か ら は l

当 た り 147 ピ コ ア ( 1 ピ コ は 1 兆分の 1 ) の ダ イ オ キ シ ン を 検 出 。 震災で大火災が発生 し 、

テ レ ビ 、 パ ソ コ ン な ど家電製 品 の プ ラ ス テ ィ ッ ク 類が大量 に 燃 え た神戸市長 田 区 の 沿岸 で、

は46 . 5 ピ コ ?、 西宮市の 甲 子園浜で も 35 . 1 ピ コ ? を 検出 し た 。 西宮市 の 甲 子園 浜 で も 35 . 1

ピ コ アで 、 被災地 で な い大i攻港の24 � 30 ピ コ ? を 上 回 っ て い た 。

震災後、 尼崎市、 西宮市で は l 年半以上 も の長期 に わ た っ て鹿材 を 野焼 き し た り 簡易 焼

却炉で焼 い て お り 、 同 グ ル ー プ は 計30万 ト ン 以上 の 残 り 灰が発生 し た と 推定。 こ の飛灰が

1 1 1 か ら 海 に 流 し 出 さ れて高濃度の汚染が広 が っ た と み て い る O

西宮市 は 、 97年秋の県の調査で、市 内 の 士.壌 中 の ダ イ オ キ シ ン 濃度が県 内 で最 も 高か っ た

こ と か ら 、 震災時 に廃棄物 を 焼却 し た 鳴尾浜公園 は じ め 、 市役所や束三公園 (両部総合処

理セ ン タ ー ) 、 二葉公閑 (西部工場) 、 鳴尾浜臨海公園 (東部調部総合処理セ ン タ ー ) の計

5 ヶ 所の周辺 に つ い て 、 98年1 1 月 、 市独 自 の士壌調査 を 実施 し た 。 結 果 は 市役所前の0 . 95

ピ コ 1 9 を 最大 に 、 いずれ も 、 環境庁の住宅地の対策暫定指針値 (1 . 000 ピ コ ア) を 大

幅 に 下 回 っ て い た 。 同 市環境監視セ ン タ ー で は 99年度以降 も 調査 を 継続す る 方針。

神戸市 は 環境庁の委託 を 受 け て ポ ー ト ア イ ラ ン ド西海域の底土 に 含 ま れ る ダ イ オ キ シ ン

類 を 平成元年 か ら 毎年調べ て い る が、 91年 ま で の 平均値 は 1 2 ピ コ ?、 ラで、 震災後 も 特 に 高 ま

る 傾向 に は な い と し て い る O し か し ダ イ オ キ シ ン 類 に対す る 市民 の 関 心 は 高 く 、 同 市 で は

ごみ焼却施設 な どか ら 排出 さ れ る ダ イ オ キ シ ン 類 の測定数値 に つ い て 、 98年 8 月 か ら 市民

に 公表 し た 。 廃棄物処理法改正 に伴 う 措置で、 同市が管理す る 5 ヶ 所の ク リ ー ン セ ン タ ー

と 2 ヶ 所の埋め立 て処分地 の デー タ を 各施設で閲覧で き る 。

〔水道水〕

97� 98年度 は大阪府能勢町で ごみ焼却炉か ら 高濃度の ダ イ オ キ シ ン 類が検出 さ れ、 野菜

類の風評被害 も 相次 ぐ な ど大 き な 社会問題 と な っ た 。 兵!京県企業庁 は こ れ に 関連 し て 、 98

4 月 、 県営水道の全浄水場 に つ い て 上水道の安全性 を 確 認す る た め 、 水道 中 の ダ イ オ キ

シ ン 類濃度 を 測定。 6 月 24 日 、 そ の結果 を 公表 し た 。 多 国 浄水場 ( 川 西市 ) 、 三 田 浄水場 ( 二ー

田 市) 、 神 出 浄水場 (神戸市西 区 ) 、 中 両条浄水場 (加古川 市 ) 、 船津j争水場 (姫路市) の 5 ヶ

所で、 い ずれの水道水か ら も ダ イ オ キ シ ン 類 は検 出 さ れず、 水道水の安全性が確認 さ れ た 。

〔 ごみ娩却炉〕

ま た 、 兵庫県生活文化部環境局 は98年 8 月 、 ごみ焼却施設 の 排 ガ ス 中 の ダ イ オ キ シ ン 類
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濃度 に つ い て 、 県下市町か ら 報告の あ っ た 55施設 を ま と め た 。 55施設の う ち 、 緊急対策の

判 断碁準で あ る 80ng TEQ/N m3 を 超 え た施設 は な か っ た が、 恒久対策基準 を 上 司 っ た も

の が泊施設あ っ た も の の 、 前年度の41施設 よ り も 減少 し た 。 ま た前年度の調査で緊急対策

判 断基準 を 超 え た 宍粟郡環境美化セ ン タ ー に つ い て は:焼却施設 を 休止 し 、 99年 3 月 の稼動

開 始 に 向 け て RDF 化施設 に 整備。 高砂 市美化セ ン タ ー も 炉 の 大改修工事 を 実施 し て ダ イ

オ キ シ ン 濃度 を 大幅改善 し た 。

〔大気 ・ 土壌〕

こ の ほ か 、 兵庫県生活文化部環境局が98年震 に 県 下 9 ヶ 所で実施 し た ダ イ オ キ シ ン 類環

境 モ ニ タ リ ン グ調査 (大気、 に つ い て の 中 間 ま と め に よ れ ば、 大気 中 の ダ イ オ キ シ

ン 類 の 濃 度 範 囲 は 、 O仏 . 0∞08部5 � O .  75匂pg 一 T E Q/rr

TEQ/九f

い て も 1 . 2 � 8 .  2p限g 一 TEQ/乍g (平均{値童 lは土 4 . 0p沌g - TEQ/g) で、 環境庁庁《 の 調査結果 と 比べ て 、

同程度 ま た は そ れ以 iドJ だ つ た 、 と し て い る 。

〈参考文献 ・ 資料 〉
被災世帯健康誠査報告書 (平成10年度) 兵庫県健康福祉部
神戸新開 98年 6 月 5 日 、 98+ド 6 月初 日
兵庫県水道課記者発表資料 「県営水道の ダ イ オキ シ ン類濃度の検査結果について 98年 6 月 24 1::l
兵康県生活文化部環境局環境整備課記者発表資料 「平成 9 年度の県 Fのごみ焼却施設排ガス中のダ イ オキ シ ン類
濃度についてJ 98年 8 月 13 日
i現宮市環境監視セ ン タ ー資料 「土淡lド のダ イ オ キ シ ン類の(調査結果についてJ (報告n 99年 2 月 1 1'1 
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rι白iごろのケプ7一新たな課題
1 . 消 え な い こ こ ろ の傷

阪神 ・ 淡路大震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 問題の ひ と つ に 災脊精神医学 の 重 要性があ る 。

精神医療あ る い は 精神保健 に つ い て は 、 こ れ ま で 、 そ の必要性が十分考慮 さ れ て い た と は

， q\ïÉ く 、 自 治体の 地域防災計画で も 具体的 に 扱 わ れ る こ と は少 な か っ た 。 大震災 を 契機

に被災者 た ち の 心 に 残 る PTSD (心的外傷後 ス ト レ ス 障害) に つ い て の社会的 な 関心が高

ま り 、 そ の後 の 地 下鉄サ リ ン 事件、 神戸の小学生連続殺傷事件、 ガ ル ー ダ イ ン ド ネ シ ア 機

墜落事故、 ペ ル ー 大使館 占拠事件 、 堺市の病原性大腸菌 0 - 157 に よ る 集 団 食 中 毒事件、

和 歌 山 毒物 カ レ ー 事件 な とずで、被害者援護 の あ り か た と し て の精神保健活動の 重要性が急速

に認識 さ れて き た 。 震災後 4 年 目 に 入 っ た被災地で は 、 被災者た ち の 、 こ の 「 こ こ ろ の傷」

に 関 す る 調査結果が次々 と 報告 さ れ て い る 。

〔夫婦関係の破綻〕

高木慶子 ・ 英知!大教授 (人間学) は 98年 9 月 、 震災で子怯: を な く し た 母親33 人 を 対象 に

ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し た 。 震災時の年齢 は28歳�45歳で、 亡 く し た子供 は I 歳か ら 20歳。

ほ と ん どの 母親がい ま も 傷が癒 え ず、 希望 を な く し た り 、 罪責感、 憎悪!惑 を 抱 え 、 中 に は

ア ル コ ー ル依存や 過食 . f巨食症 な ど病的 な 人 も 6 人い た 。 子供の死の 受 け 止 め 方の違い か

ら 、 4 人が離婚、 4 人が別居状態 に な っ て い た 。 夫が 自 殺 し た 人 も 2 人い た。 災害に よ る

子供 と の 死 別 が心 に 大 き な 傷痕 を 残 し 、 人 間 関 係 ま で破綻 さ せて い る こ と を 示 し た (，産経

おí lJtJJ 98{下] 2 月 6 U ) 。

〔癒え ぬ子供の こ こ ろ 〕

兵庫県教委が98年1 1 月 7 日 発表 し た調売で、 同 年 7 月 1 tl 現在、 心の ケ ア の 必 要 な 小 中

学生が兵産 県 内 で4 ， 106人 い る こ と がわ か っ た 。 震災後 3 年 半経 ち な が ら 、 前年 よ り 17人

増加 し て い る 数字 に 教育 関 係 者 は 驚 い て い る 。 調査は 県教委が震災の翌年か ら 毎年 7 月 に

実施 し て お り 、 今 回 で3 凶 目 。 県 内 す べ て の公 立小842校 と 公 立 中362校 の 児 童 . ff:.1，定言1 -51

TJtt ， 083人 を 対象 に 、 県教委があ ら か じ め 、 ①説の気 を 引 こ う と し て し が み つ い た り す る

退行現象、 ②頭痛 や 腹痛 を 訴 え る 生理的反応、 ③攻撃的 に な っ た り 友達付 き 合い を 避 け る

な どの情緒的 ・ 行動的反応の 3 項 目 25種の症例 を 示 し 、 相 当 教諭がいずれか ひ と つ で も 該

:与 す る 児童 ・ 生徒数 を 学校単位で集計 し た 。

ケ ア が必 要 な 子供 は 、 小学校で は 143校の2 ， 426人 で 、 前年 よ り 272人噌加 し た。 2 年連

続 の 増 加 で 全児童 に 占 め る 割合 も 0 . 09 ポ イ ン ト 増 の 0 . 72 % と な っ た 。 中 学校 で は 84 校 の

1 ， 680人で、 前 年 よ り 255人減 っ て 、 全体に 占 め る 割合 も 0 . 12ポ イ ン ト 減の 0 . 97%。 地域別

で は神戸 i打の 児童 ・ 生徒が3 ， 474人 と 最多で、 阪神 間 で98 . 5 % を 占 め た 。 兵 庫 県全体で は 100

人 に 1 人 に 満 た な い が、 被災の 中 心地神戸 f1i内 の r供 は38 人 に 1 人 と い う 高率だ。
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ス ト レ ス の 要 因 別 (複数回答) で は 、 震 災 の 恐怖 に よ る ス ト レ ス (l ， 727件) が ト ッ プ。

以 下 、 住環境の変化、 家族 ・ 友 人関 係 の 変化 、 経済環境 の 変化の}II真。 ス ト レ ス の 要 因 が震

災 に よ る 転校や転宿、 両親の失業 と い っ た 二次的 な も の に 移行 し つつ あ る 。 こ の結果 に つ

い て 専 門 家 の杉村省吾 ・ 武庫 川 友 子大教授 は 「幼児期 に 自 宅の倒壊や死者の搬送 な ど の 強

烈 な場面 を 覚 え て い て 、 3 、 4 年後 に PTSD 発症 に つ な が る ケ ー ス も あ る 。 幼 い 時期 の 出

来事 と 見過 ご し て は な ら な いJ ( ，読売新聞J 98年1] 月 7 日 ) と い う 。 一 方 で は 、 被災者の

心 の ケ ア に携 わ る 神戸市長 田 区 の 精神科診療所 「宮崎 ク リ ニ ッ ク 」 の宮崎隆 左院長か ら

供 た ち の 開 で も ス ト レ ス は 多様化 し て い る O 本当 に 震災が背 景 な の か 、 専 門 的 な 分析が必

要で、 一様 に 震 災 に 結 び付 け る 解釈は危険だ」 と い う ;意見 も 出 さ れ て い る ( r朝 日 新li�jJ 何年

l l JJ 7 [J ) 。

〔神戸市職員の復興ス ト レ ス 〕

自 ら も 被災者であ り な が ら 復興業務 に 追 わ れ た神戸 山宇職員 に も 心の傷 は 深刻 だ。 震災後

4 年 目 の98年 7 月 現在 も な お心 身両面の深刻 な ス ト レ ス を 抱 え て い る 者が多い こ と が同 市

役所の健康管理セ ン タ の 医 師 ら の調査で明 ら か に な っ た 。 桜井明子医 師 ら が震災 2 ヶ 月

後 の 何年 3 月 、 671 人 の 同 市職員 の 建康診断 と 問診で震災前後の心身状態 の 変化 を 調脊 し 、

以後毎年 1 月 に l可 じ 職員 に 追跡、 ア ン ケ ー ト を 重ね て き た 。 質 問 は 「気分が沈 ん で ゅ う う つ

な ど精子fjJ �主状10項 円 と 「居 や首が よ く こ る 」 な ど身体症状17項 目 。 そ の結果、 震災後 1 年

間 で急増 し た心 身 の ス ト レ ス は 、 多 く の項 日 で い ま な お ほ と ん ど解消 さ れ て お ら ず、 悪化

し た ケ ー ス も あ っ た 。

と く に 精神症状は 震災後 に 出 た も の が多 く 、 「気分が沈 ん で、 ゅ う う つ」 は 、 震災前 の 2 %

が震災後 2 ヶ 月 で は 16 % 、 3 年後の 今回調査で23 % と 増加。 ま た 「急 な 物音 で、 び、 っ く り し

や す し り も 震 災 前の 4 % が 2 ヶ 月 後 に 32% 、 今回38% に t昇 し て い る 。

身体的抗状 も 悪化 し て い る 。 「背 11:1 や腰 が痛 む」 は震災前の17% か ら 2 ヶ 月 後37% 、 l

年後44 % 、 3 年後45 % に 。 1立や肩 の こ り も 震災前か ら の31 % が今回62% に 倍増 し て い た 。

桜井医 師 は ' 2 年、 3 年 と 絞っ う ち に ['=1 宅 の 復 旧 に伴 う ー ;重 ロ ー ン や 不 慣 れ な 職場企への

異動 な ど さ ま ざ ま な 問題 に i直面 し 公務員 の 責任 も あ っ て ス ト レ ス が増 加 し て い る の だ ろ

う J と 指摘 し 、 継続的 な ケ ア の 必要t主 を 話 し て い る ( r勾 IJ 伊丹J 98 {l 7 n 23 11 ) 。

〔急増す る 自 殺〕

被災地の 4 年 H に 目 立 っ た の は仮設住宅や災害復興公営住宅 で の 独居死、 自 殺者の増加!

で あ る 。 兵庫県会警が ま と め た 98{f '年間 の 独居死、 r:'1 殺は 災害復興公営住宅で は31 人。 う

ち 警察で は 独居死の定義 を 「独 り 暮 し の 人が屋内 で誰 に も み と ら れず に 亡 く な っ た ケ ー ス 」

と し て い る が、 31 人 の 内訳 は 、 こ の犀 内 の 独居死は病死が23入 、 五! 殺が 4 入 、 火災事故死

が l 人。 ま た屋外の 自 殺 は 3 人で、 y'] 殺者の 合計 は 7 人 だ、 っ た。 仮設住 宅 か ら 復興住宅へ

の移転 に 伴 い 、 浴室で の孤立!惑が強 ま っ た こ と も 背景 と み ら れて い る 。

一方、 入居者 の 減 っ た仮設住 宅 で は 何年 の 一 年 間 の独居死 は 前年の70 人 か ら 39 人 に kljJl�
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に 減少 し た が、 自 殺者 は 逆 に 増 え て 7 人 と な っ た 。 こ れ ま で の仮設住宅 で の 自 殺者は95年

3 人、 何年 4 人、 97年 5 人で、 復興住宅への移転 に 伴 う 入居者数の減少 に も か か わ ら ず年

を 追 う ご と に 増 え 、 98年 は最悪 を 記録 し た こ と に な る 。 自 殺者 7 人の年齢 は60代以上が多

い が、 30代 も 3 人い た 。

ま た 、 同県警が98年 6 月 末現在で ま と め た 1 月 か ら 半年 間 の 県 内 の 自 殺 者 は 753人。 前

年 同 期 と 比べて60% も 増加 し 、 過去10年 間 で最多 と な っ た 。 こ れは 同期 の 交通 事故死者147

人 の 5 1音 に あ た る 。

自 殺者 の 内 訳 は 、 男 性526人 ( 前年 同期304 人) 、 友性227人 ( 同 165人) 。 病苦 な ど を 原 因

と す る 自 殺 は 287人で最多 だが、 経済生活問題136人 ( 同 123人) 、 ア ル コ ー ル症 な ど92人 ( 向

45人) 、 勤務問題66人 ( 同6 1 人) 、 不詳54人 ( 同47人) 、 そ の他47人 ( 同32人) 、 家庭問題46

人 ( 向31人) 、 男 女問題21人 ( 向 日人) 、 学校問 題 4 人 ( 同 4 人) な ど。

経済的理由 に よ る 男 性の 自 殺者が97 年 同 期 と 比べ て 2 . 7倍 に増 え る な ど不 況 が色濃 く 反

映 し て お り 、 仮設、 復興住宅の 自 殺者増加 も 、 不況が深刻 な 影 を 落 と し て い る と み ら れ て

い る 。

こ れ ま で仮設住宅の独首死 は 「孤独死」 と し て マ ス コ ミ に繰 り 返 し取 り 上 げ ら れ、 県警

の調べで も 仮設入居か ら 98年末 ま で227 人 に 達 し た が、 こ の 「孤独死」 報道 に つ い て は 遺

族 の 聞 か ら 批判 の 声 も 出 て い る O

遺族や ボ ラ ン テ イ ア 、 近 隣 な ど周 囲 が懸命 に 世話 し て い る の に 、 最 後 に 立 ち 会 え な か っ

た こ と を も っ て孤独死 と 報 じ ら れ る こ と への'損 り や悲 し み も マ ス コ ミ 報道への批判 と な っ

て あ ら わ れ て い る 。 野 々 LL! 久弥 ・ 巾 南大学教授 は 「孤独死問題で ボ、 ラ ン テ ィ ア や住民が互

い に声 を 掛 け 合 う コ ミ ュ ニ テ ィ ー がで き た が、 報道陣が き ち ん と 定義 し な い ま ま 言葉 だ け

が独 り 歩 き し 、 い ま や遺族 ら の憤 り や仮設住民の不安 を か き た て て い る だ、 け」 と 批判 す る

( '読売新陪L 98年 5 月 18 fl ) 。

ま た 医療関係者の 間 か ら も 「孤独死 は仮設住宅 ばか り で は な い 。 過疎地や都会のマ ン シ ョ

ン な ど高齢化 に と も な う 普遍 的 な 現象 に な っ て い る の に 、 仮設住宅 だ け孤独死 が ク ロ ー ズ

ア ッ プす る の は お か し い」 と い う 声 も あ がっ て い る 。

こ こ ろ の傷 の 問 題 は 、 さ ら に広 範 囲 に 、 さ ら に深 く 、 複雑化 し て き た 。

2 . こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の経年調査か ら
被 災者の こ こ ろ の 問題 に 長期的 に対応す る た め に設立 さ れ た 兵庫県精神保健協 会 こ こ ろ

の ケ ア セ ン タ ー は 、 4 年 目 の98年度の新規相談内 容 を 次の 通 り ま と め た 。 新規相 談 は 、 被

災者の 訴 え の 内容 を 12 カ テ ゴ リ ー に 収納 し 、 被 災地住民の心の変化 を 長期 的 に捉 え る 資料

と な っ て い る 。

98年 度 の 新規相談 は860人 (件) だ、 っ た 。 震災か ら 時が経過す る と と も に 、 震 災 関 連外

の 日 常 的 な 相談が増 え 、 全体の34 . 3% を 占 め て い る 。 性別 内 訳 は 男 性38 . 1 % 、 tぐi、生61 . 9 % 。
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(衣10) 新規相談内容の 4 年間の推移 と 属性男IJ特性 (98年度 分 の み )

耳、 イ ラ PTSD 特有 ア ル コ ー ル
(人) ( % )  症状 変調 関連

95年度 747 13 . 9  32 . 0  3 . 7  i 17 . 1  4 . 0  6 . 3  
96年度 1205 1 5 . 4 32 . 2  3 . 5  17 . 7  2 . 3  7 . 3  
97年度 101 5 1 l . 4 38 . 1  2 . 2 20 . 3  l . 8  10 . 4  
98年度 860 6 . 6  30 . 9  3 . 6  17 . 1  l . 9  10 . 3  
男性 328 6 . 4  27 . 1  2 . 1  ! 14 . 9  0 . 9  22 . 3  
女性 532 6 . 8  33 . 3  4 . 5  ! 18 . 5  2 . 4  3 . 0  

20歳未満 21 14 . 3  14 . 3  9 . 5  0 . 0  0 . 0  0 . 0  
20-49歳 255 4 . 3  33 . 3  2 . 4  17 . 3  2 . 0  6 . 3  
50-64歳 233 4 . 7  30 . 0  3 . 0  16 . 3  2 . 6  17 . 2  I 
65歳
不
以
明
上 297 I 1 0 . 4 30 . 6  5 . 4  20 . 5  l . 3  8 . 4  

54 1 . 9 3 1 .  5 。 。 7 . 4  1 . 9 1 4 . 8 
仮設f士宅 121 4 . 1 28 . 1  3 . 3  15 . 7  3 . 3  i 1 4 . 9 
fl宅 703 7 . 1  3 1 . 7  3 . 7  17 . 5  l . 7 I 9 . 4  ト 1 3 . 9  

災?そ?関
の
連他無 し

36 5 . 6  25 . 0  2 . 8  1 3 . 9  0 . 0  トー
4 . 7  295 6 . 4  3l . 8  0 . 7  1 5 . 2  0 . 7  

災害
不
関連
明
有 り 524 6 . 7  29 . 8  5 . 5  18 . 4  2 . 5  13 . 8  

41 7 . 3  39 . 0  0 . 0  1 4 . 6  2 . 4  7 . 3  

奇行 ・ 身体的問題 不明
妄想 行為 の問題 問題

何年度 4 . 3  6 . 3  2l . 4  2 1 . 8  8 . 2  7 . 9  0 . 4  
96年度 3 . 3  4 . 0  28 . 5  2 1 . 8 7 . 0  5 . 8  。 1
971ド皮 3 . 1 3 . 3  3:1 . 7 1 9 . 4 1\ . 6  5 . 2  0 . 3  
98年度 4 . 3  2 . 6  35 . 7  1 9 . 4 4 . 7  6 . 7  0 . 0  
男性 1\ . 0  3 . 0  27 . 4  2 1. 6  5 . 5  8 . 5  0 . 0  
女性 4 . 5  2 . 3  40 . 9  18 . 2  4 . 1  5 . 6  0 . 0  

20歳未満 4 . 8  19 . 0  42 . 9  9 . 5  14 . 3  0 . 0  0 . 0  
20-49歳 5 目 5 2 . 0  47 . 5  1 0 . 6 5 . 1  8 . 2 0 . 0  「一一一一一一
50-64歳 3 . 9  3 . 0  37 . 3  16 . 7  3 . 0  8 . 6  0 . 0  
65歳以上 3 . 1  l . 3  23 . 9  3l . 3 5 . 7  3 . 7  。 。
不明 5 . 6  3 . 7  35 . 2  1 1 目 i 0 . 0  1 1 . 1  。 。

仮設{主宅 5 . 0  I 3 . 3  27 . 3  32 . 2  3 . 3  5 . 8  。 。
自宅 3 . 8  2 . 6  36 . 7  1 8 . 2 4 . 8  6 . 8  0 . 0  

その{也 1 l . 1  0 . 0  44 . 4  0 . 0  5 . 6  8 . 3  0 . 0  
災害関連無 し 6 . 4  4 . 1  52 . 0  9 . 1  5 . 4  4 . 4  0 . 0  
災宮:関連有 り 3 . 1  l . 9  25 . 4 26 . 4  4 . 4  7 . 8  0 . 0  

不明 4 . 9  0 . 0  48 . 8  4 . 9  2 . 4  9 . 8  0 . 0  
(注) 自宅は災害復興公営住宅含む

で 、 過去 3 年 間 ほ ぼ 3 対 7 で推移 し て き た 男 女比が今 回 は 4 対 6 と な り 、 震災後急増 し

て い た女性の相談が減 り 、 や や 落 ち 若 い て き た こ と を 示 し て い る O

男 性 の 相 談 内容 は 、 1 . 対 人 関 係 上 の 問 題 (27 . 4% ) 、 2 . 不安 ・ イ ラ イ ラ (27 . 1 % ) 、 3 .

ア ル コ ー ル 関 連 (22 . 3% ) 、 4 . 身体的 問題 (21 . 6 % ) 、 5 . う つ状態 (14 . 9 % ) が k位 5 項

目 。 女性 は 、 1 . 対 人 関 係 上 の 問題 (40 . 9% ) 、 2 . 不安 ・ イ ラ イ ラ (33 . 3 % ) 、 3 . う つ状態
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( 18 . 5 % ) 、 4 . 身体的問題 (18 . 2% ) 、 5 . 睡眠障害 (6 . 8% ) 0 男 性は ア ル コ ー ル に 逃 げ る が、

女性は 対 人 関 係 の 悩 み が多 く 、 男 性 よ り も 不安 ・ イ ラ イ ラ を 抱 え 、 う つ状態 に 泊 る 度合い

が大 き い よ う だ。

対人関係 上 の 問題 を 抱 え て い る 人の割合は年 を 追 っ て増 え て い る が、 そ れ は 震災関連外

の相談割合が増加 し た こ と と 、 4 年 目 は仮設住宅か ら 震災復興公常住宅への転居が ピ ー ク

と な っ た 時期 で も あ り 、 新 た な 環境 に お け る 人 間 関 係づ く り の難 し さ や 閉 じ こ も り な ど を

反映 し て い る よ う だ。

PTSD 特 有 の 症状 は 、 97年度 は大幅 に 減少 (何度4 2 人→97年度22人) し 、 解 消 し つ つ あ

る か に 忠 わ れた が、 98年 度 は 再 び増加 (31人) し て い る 。 震災の ト ラ ウ マ が歳月 を 経過 し

で も 消 え ず、 長期 的 な 対応の必要性 を 示 し て い る 。

PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) は 、 も と も と ア メ リ カ でベ ト ナ ム 戦争 の帰還兵j二 の

社会的不適応 に つ い て検証 さ れ、 光が当 て ら れ て き た 精神 医学 との概念であ る 。 わが国 に

お い て は阪神 ・ 淡路大震災後の こ こ 数年 間 で急速 に脚 光 を 浴 びて い る が、 診断の基準 や 治

療方法 も 確京 さ れて お ら ず、 実証的 な研究 も 少 な い な どあ い ま い な 面 を 残 し て い る の が実

i育であ る 。

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー は99年 2 月 に 「非常事態ス ト レ ス と 災害救援者の健康状態 に 関 す

る 調斎研究報告書」 を ま と め た が、 こ こ に 紹介 さ れた PTSD 相 当 事例 の解説 (309ペ ー ジ)

に よ れば、 PTSD の 生涯有病率 (過去 に 一度で も そ の疾病 に 催思 し た こ と の あ る 者の率)

は 、 米 関 の 一定地域での疫学調査 で は 1 � 14 % と 幅があ り 、 高危険者 (戦間体験軍人、 噴

火災害や暴力犯罪の被害者 な ど) で は 3 � 58 % の 有病率が報告 さ れて き た と い う 。 ま た 、

最近の 米 国 で の 大規模 な 疫学研究の結果、 PTSD の�tilt有病率 は 男 性 の 5 % 、 女性の 10%

と 報告 さ れて い る 。 た だ し 戦 闘 に よ る ト ラ ウ マ を 体験 し た男性で は39 % 、 レ イ プ に よ る ト

ラ ウ マ を 体験 し た 女性では46 % に PTSD が発生 し て い る 。 ま た こ う し た 人為 的 出 来 事 よ り

も 自 然災害の ほ う が発生頻度 は低い傾向 に あ り 、 4 . 5% に と ど ま っ て い る 。

(CAPS に よ る PTS D 診翫〕

PTSD の調査方法 に つ い て は 、 阪神 ・ 淡路大震災後 は 白 記式 質 問 紙 に よ る 調査が多 か っ

た 。 し か し 、 こ の 方法で、 は被験者のJL、 の 英底 を 掘 り 下 げ る 仁 で は 限界があ り 、 PTSD の 主

症状の 「 凶避J が影響 し て PTSD が実際 よ り 低 く 出現す る 傾向 があ るω と い わ れ る 。 そ こ で 、

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー で は 、 98年 9 月 か ら 12 月 に か け て 、 こ の r[l 記式評価尺度 に 加 え て 初

め て の 本格 的 な 面接請Û"売 を 行 っ た 。 こ れ は従来の (1 記式評価尺度の有効性 と i浪界牲 を 明 ら

か に す る �}f、 実際 の災害後の精神保健活動 に 反映で き る PTSD の ス ク リ ー ニ ン グ方 法 を

十食討す る の が 目 的 だ っ た。

面接時 に 使 用 し た の は CAPS (Cl in ic ian Administered PTSD Scale) 日 本語版で あ る 。

こ れ は 、 ア メ リ カ で 開発 さ れ た 構造化 |討議法で、 PTSD の現在の診断 に加 え て ト ラ ウ マ体

験時か ら 現在 ま で の 聞 に 発耳石 し て い た か否 か を 検知 す る 「生涯診断」 も 可能 と い う 。
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実際の調査 は 加 ri:i J l I 市の仮設住宅入居者 と 復興住宅入居者の92人 を 対 象 に 、 精神科医、

心理士、 保健婦 な ど に よ る 面識が行 わ れ、 う ち 仮設住宅57、 毎興住宅29の 計86例 (男 性34

人 、 女性52入 、 平均年齢65 . 8歳) を 集計 し た 。

こ の結果、 CAPS に よ り 、 i面接待点で PTSD あ り と 診断可能 な 人 は 8 人 (9 . 3% ) だ っ た 。

こ の 8 人の う ち 、 調査前の精神保健活動 を 通 し て PTSD と 認識 さ れ て い た の は わずか に 4

分の l の 2 人 だ け だ っ た 。 4 分の 3 を 見落 と し て い た こ と に な る 。 こ の結 果 は PTSD と い

う も の が実際 よ り 低 く 評価 さ れやす い こ と を 明 ら か に し た と い え る 。

今 回 の調査対象者86 人 は 平均年齢が65 . 8歳で、 65歳以 i二が64 % を 占 め て い た 。 震災前 に

は 約半数が職業 に 就い て い た が、 震災後 は 1 3 % に低 下 、 全体の 3 分の 1 が失業 を 経験 し て

い る 。 ま た 全員 が半壊以上の家屋被害 を 受 け 、 5 % が家族 を 喪失 し て い た 。 知人友 人 を 含

め る と 約 4 割が人的喪失 を 経験 し て い る 。 震災体験 を ;通 し て 約 6 割 が生命 の 危機 を 感 じ 、

4 割が悲惨 な 光景 を 日 撃 し て い た 。 さ ら に 6 割強の 人が震災以外 に 太平洋戦争や災害、 犯

罪 な どの外傷体験 を 持 っ て い た 。 こ の CAPS の 生涯診断で、 は震 災発生 か ら 面接時点 ま で に

PTSD と 診断 さ れ る 時期 の あ っ た 人が19人 (22 . 1 % ) 認め ら れた 。

調査の 中 心 と な っ た 同 セ ン タ ー の加藤寛医師 (精神科) は r 2 割強 が PTSD を 経験 し て

い た と 判 断 さ れ、 さ ら に 不 全例 を 合 め る と 全体の半数近 く が PTSD 痕状 を 存す る 時期 が

あ っ た と 判 定 で き た 。 こ の 結果 は 、 震 災 に よ っ て 被 災 者 の 被 っ た 心 理 的 影響 と し て の

PTSD が、 や は り 頻度 の 高 い 重要 な 問題で あ る こ と を 改 め て 認識 さ せた」 と 述べ て い る 。

〔災害時の精神科毘療 ・ 精神保健の あ り か た 〕

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー は99年 3 月 、 大震災後 に被災地10 ヶ 所の 保健所 に 設置 さ れ た 精神

科救護所で の 精神 医療 ・ 保健活動 を 振 り 返 り な が ら 、 災害時の精神科医療 と 精神保健 の あ

り か た に つ い て提 言 を ま と め た (研究報汗 「板神 ・ 淡路大震災後の 精神科救護所活動 の 全

貌J ) 。

こ れ に よ る と 、 第一 に 求め ら れ る の は災害時の精神科医療 ・ 保健活動 を 有 効 に行 う た め

の シ ス テ ム の構築であ り 、 第 二 は 、 そ の 活動 を 行 う 上 で の 方法論の確立で あ る 。

そ の 理 由 と し て 同研究報告書 は雲仙普賢岳噴火災害後 の 活動報告書 か ら 「災害対策 の 関

連法規 に は精神科医療 ・ 保健 に I� す る 記載が ・切 な い た め に行政が動 か な い」 を 引 用 す る

と と も に 、 さ ら に 「災害救急医療体制 を 議論す る 際 に は 、 精神科医療 は 常 に枠外 に 置 か れ

て い る し 、 i攻守ljl . 淡路大震災後の施策 の 中 に は 、 メ ン タ ル ヘ ル ス に 関連す る も の が多 い に

も かか わ ら ず、 そ れぞれが独立 し た も の と し て実施 さ れて い る こ と が多 く 、 合理的 な も の

と は い え な い状況であ る 」 と 断 じ て い る 。

こ こ か ら 、 尖効 的 な シ ス テ ム 整備 に は 、 ①法律 ま た は地域防災計画の な か に 災害時の精

神科医療 ・ 保健 サ ー ビ ス を 明文化す る こ と 、 ②命令系統の 明確化、 ③精神 医学の専 門 家 を

災害対策 の 中枢 に 参IBH さ せ る 、 ④関係者側 の ト分な準備 と 柔軟 な 姿勢 ー を 挙げて い る 。

ま た 、 方法論の確 立 に つ い て は 、 ①災害 ・ 救急医学の方法論 と し て確立 さ れて い る 「 ト
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リ ア ー ジ、J (優先}II町立 の 決定) を 精神保健上 の 諸段階で行 い 、 計画 を 迅速 に 策定す る こ と 、

②精神医療 ・ 保健 に対す る 元 々 の抵抗の存在や PTSD に み ら れ る 「 回 避」 傾 向 に よ る 引 き

こ も り な どか ら 、 援助者側が積極的 に被災者 ・ 被害者の も と へ足 を 運ぶ 「 ア ウ ト リ ー チ 」

に よ る サ ー ピ ス 提供 、 ③精神保健 の 専 門 家単独で は な く 、 他職種、 他機関 と 連携す る こ と 、

④震災直後 、 自 身 も 被災 し な が ら 過酷 な 救護活動 に 従事 し た 消防隊員 に PTSD 症状が強 く

認め ら れた よ う に 、 特殊 な 状況 1" で救援者が味 わ う 精神 的 ス ト レ ス へ の対 策 を 講 じ る こ と 、

⑤国、 白 治体、 地 域 コ ミ ュ ニ テ イ 、 学校、 職域な ど さ ま ざ ま な レ ベ ル で の 災害精神医学の

教育 と 準備 を 挙 げて い る O

な お 、 震災後、 さ ま ざ ま な こ こ ろ の ケ ア を 重 ね て き た 同 セ ン タ ー は 、 財 団法 人 「阪神 ・

淡路大震災復興基金」 の拠出金で ま か な わ れ、 活動期 間 も 99年度 ま で の 5 年 間 に 限定 さ れ

て い る 。 し か し 、 こ こ ろ の ケ ア は 阪神 ・ 淡路大震災が提起 し た 諜題 と い う 以上 に 、 現代社

会 に鋭 く 突 き つ け た 難 問 で あ る 。

こ こ ろ の ケ ア の重要性が認識 さ れつ つ あ る 今 日 、 兵庫県で は 災害 だ け で な く 犯罪被 害 な

ど現代社会の さ ま ざま な 事件事故か ら 引 き 起 こ さ れ る こ こ ろ の傷 に つ い て 、 専 門 的 な 調査

研究等 を 行 う 機関 の あ り 方 に つ い て検討 し て い る O

3 . さ ま ざ ま な 「癒 し 」 の取 り 組み
98年度 は 、 保健 ・ 医療分野で こ こ ろ の ケ ア が大 き く ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた 。 神戸の小学

生連続殺傷事件 や 地下鉄サ リ ン 事件 、 大阪府堺市 の病原性大腸菌 ' 0 - 157 J 集 団 食 中 毒 、

和歌 山 市 園 部 地 区 の 毒物 カ レ ー 事件 な どで も PTSD が起 き て お り 、 そ の 先駆 と い う べ き 阪

神 ・ 淡路大震災の3年経過 後 の 検証期 に 、 マ ス コ ミ は 報道特集や続 き も の で PTSD や 「 こ

こ ろ の傷J を こ ぞっ て大 き く 取 り 上 げ た 。

肉体的 な 病気や怪我は癒せて も 、 こ こ ろ の傷 は被災者 に 長 く 残 る こ と が強 く 認識 さ れ て

き た こ と 、 心 的 ス ト レ ス は初期段 階 に 適切 に 対花、 し な い と 時間 が経過す る ほ ど傷が深 く な

る こ と が認識 さ れ て き た た め で あ る O そ の 克服 に 向 け て の 具体的 な 実践活動 や 珊究活動 も

各地で活発化 し て き た。

〔癒 し と 手引 き 〕

98年 5 月 に 甲 南大学で 開 か れ た 関 凶社会学会の i夜神 ・ 淡路大震 災 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 神

戸 ・ 精療 ク リ ニ ッ ク の小林和子医師が精神科医療 の 窓 口 を 訪 れ た被災者の 心 の 変化 を 報号。

こ れ に よ る と 、 発痕後三 ヶ 月 間 は 興奮状態 に な り がち だが、 そ の 後 は 生 き 残 っ た 罪悪感 に

悩 む な ど う つ状態 に な る 。 二年 目 は敗北感や脱落意識で 自 分 を 責め る O 三年 目 で 「地震の

せいJ と 思 え る よ う に な り 、 四 年 目 の今 は 震災前後 を 区別 し 、 災害 を 客観視で き る ケ ー ス

が 目 立つ と い う 。 小林医 師 は 「 日 常生活の 回 復 に よ っ て心 の 問題 に 向 き 合 え る 。 住環境 な

ど生活の安定の重要性 を 強調 し た し り と し た ( ，神戸新筒J 98年 5 月 24 円 ) 。

ま た 、 日 本亦十字社 は98年 4 月 、 I U' こ こ ろ の ケ アJ の手引 き 」 を ま と め た 。 震災直 後 に
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被災地の 医療活動 に携わ っ た り 海外の難民キ ャ ン プで救護活動 を し た 医師 ら 4 人が中心 に

な っ て 執筆 し た も のO 子供 は 親 の 反応 を 敏感 に 受け取る こ と を 指摘 し 、 ス キ ン シ ッ プ を 大

切 に す る こ と や 「 肉 親の葬式 に 参列 さ せ親 と 一緒 に 悲 し み を 共有 さ せ る 」 こ と 、 思 い っ き

り 泣かせ る こ と な どの 重 要性 を 説い て い る 。 「被災者の こ こ ろ の ケ ア 」 に 触 れ た 章 で は 、

救援者 は 被災者の そ ばに い る 、 自 分の意見 を 介入 さ せず に被災者の話 し を 熱心 に 聞 く 、 被

災者の感情 を 真撃 に 受 け止め る ー な ど を ア ド バ イ ス す る ほ か 、 被災者 の 初 期 の シ ョ ッ ク 期

に は 一人で行動 さ せ な い こ と 、 あ る 程度落 ち 着 い た段階の反応期 ・ 処理期 に は被災者の経

験や感 じ た こ と を 語 ら せ る 、 な ど具体策 を 挙 げて い る (，産経新開J 98年 4 月 17 日 ) 。

〔交流 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 〕

高齢者の知 恵 や 知 識 を 子 供 に 伝 え る こ と を 通 し て 、 被災高齢者 の 生 き が い 創 出 や子供 の

心 の ケ ア を 考 え る 活動 も 軌道 に乗 っ た 。 兵庫県が96年度か ら 始め た 「高齢者語 り 部 ・ 背の

遊 び、伝承事業」 は 3 年 目 の98年 4 月 末、 ボ ラ ン テ イ ア 登録が185人 に 達 し た 。 55歳以上の

県民対象 に 募集 し て い る も の で、 「語 り 部」 は 地元 の伝承や 歴 史 、 わ ら べ歌 、 戦争体験 な

ど を 話 し 、 「遊 びの伝承者」 は 紙風踏や紙鉄砲、 竹 と ん ぼ、 お 手玉 と い っ た 伝統遊具 の 使

い 方 を 教 え る 。 保育所や幼稚 園 、 子供会 な どか ら の希望 に応 じ て 派遣 さ れ る 。 家 に 閉 じ こ

も り がち な 高齢者や子棋 に と っ て 、 こ の 世代交流 は 癒 し の ひ と つ に も な っ て い る 。

神戸市 も 98年度の 9 月 補正予算 に 、 市 内 の 全 中 学校 に 配置す る 「心の教室」 相談員 、 カ

ウ ン セ リ ン グ ル ー ム 「心の教室」 の整備費 を 組ん だ c毎 日 新聞J 98年 9 月 10 日 ) 。

兵庫県 下 の婦 人 会 や 連合 自 治 会 で つ く る 「生活復興県民 ネ ッ ト J (代表、 新野幸次郎 ・

神戸大学名 誉教授) は 98年震の事業 に 「男 も カ ン タ ン に で き る い と々ばた料理教室」 を 企画

し た 。 仮設住宅で相次 ぐ独居死 を 踏 ま え 、 独 り 暮 ら し の 高齢者や 男 性 に 、 料理 を 通 し て 地

域の 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 深め て も ら お う と い う も の だ。 仮設住宅 か ら 復興住宅へ移

る 被災者 と 地域 と の つ な が り も 兼ね て い る 。 同 ネ ッ ト で は 各地で料理教室 を 開催 し て く れ

る ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を 募集 し 、 15万 円 を 限度 に助成す る こ と に し た 。 7 月 に は ) 1 1 西市

や 明 石市で料理教室 を 開催 し た 。

民 間 ボ ラ ン テ イ ア の動 き も 活発 だ。 「加古川 YMCAJ の メ ン バー は 仮設住宅の被災者 を

毎週 月 曜 日 に 訪 問 し て話 し 相 手 に な っ て い る o 98年 6 月 か ら 心理学 な どの研修 を 受 け た 主

婦 ら で始め て 4 年 目 。 主婦有屋田 裕子 さ ん (53) ら メ ン バ- 9 人が 2 、 3 人の グ ル ー プ を

組 ん で 回 り 、 被災者た ち と お し ゃ べ り し な が ら 健最状態や悩み を 開 き 、 安否の確認 を し て

い る ( ，読売新聞J 98年1 1 月 4 H ) 。

ま た大学で心理学 を 専攻 し た 人 た ち の ボ ラ ン テ イ ア は神戸市東灘 区 の 六 甲 ア イ ラ ン ド第

六仮設住宅で、 被災児童 を 相手 に遊 びな が ら 学習指導す る 「 わ い わ い塾」 を 続け て い る 。

同 塾 は 日 本青年会議所が結成 し た ハ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク が企画。 20人の ボ ラ ン テ ィ ア が毎

週土曜 日 の 午後、 交代 で仮設 の ふ れあ い セ ン タ ー に集 ま り 、 心理学療法の 「 プ レ イ セ ラ ピ - J

と い う 手法で精神 的 に不安定 な 子供 か ら 遊 びで ス ト レ ス を 発散 さ せ な が ら 癒 し て い る ( ，神
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戸新開J 98年11 Jj 23 臼 ) 。

〔音楽 に よ る 癒 し 〕

兵庫県 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で こ こ ろ に痛手 を 受 け た被災者 を 芸術活動が癒 し た な ど を

踏 ま え 、 様 々 な 音楽活動 を 通 じ て 心 を 癒す と と も に 、 心 身 の 機能 を 高 め る 音楽療法の普及

促進 を 図 る こ と と し 、 「 吾楽療法士」 認定指Ij 度 の 創 設 に 向 け た検討 を 始め た 。 音楽療法の

専 門家 が不足 し て い る こ と か ら 、 県独 自 の 人材 を 養成 、 認定 し 、 医療現場や福祉の現場な

どで活躍 し て も ら う の が担 い だ。

こ れ は芸抗や宗教、 丈化 な どの!幅広 い分野か ら 医療 ・ 福祉 に ア プ ロ ー チ で き る 人材養成

や 、 誰で も 介護 や ボ ラ ン テ イ ア に か か わ れ る 社会 を 目 指す 「 ひ ょ う ご健康福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ

カ レ ッ ジ、」 事業の -環で、 音楽療法 は 、 高齢者や障害者の機能回復 を 図 る 手法 と し て 医学

分野で も 認め ら れて お り 、 す で に奈良市や岐阜県で独 自 の認定制度 を 設 け て 人材養成 を 進

め て い る 。

ま た 、 こ の音楽 に 関 し て兵庫県 は98年 1 月 、 県営の 交響楽 団 を 設立す る こ と を 明 ら か に

し た 。 復興 に 攻 り 来fi む被災者 を 元気づ け る た め 、 県 が直接運営す る オ ー ケ ス ト ラ が必要 と

判 断。 青楽関係者や経済界 な ど各界の代表者で 「基本構想策定委員会J を 設置 し て コ ン セ

プ ト を 煮詰 め る 。

プ ロ の交響楽団 は 全 国 でお あ り 、 う ち 自 治体がか か わ っ て い る の は財 団 を 作 っ て 運営 し

て い る 東京都交響 楽 団 (東京都) と 大阪 セ ン チ ュ リ ー 交響楽団 (大阪府) 、 i直接運常 の 京

都市交響来 団 だ け 。 兵暗号が直接運営す る と な る と 府県 レ ベ ル で は 初め て と な る 。

〔住宅 と 癒 し 〕

被災者の心 の ケ ア に と っ て 、 住 ま い の重要性 を 指摘す る 声 は 強い 。 99年 1 月 現在、 被災

地 で は 兵庫 県 が計両 し た 災害複興公営住宅 な ど 3 万8 ， 600ji は90% が完成 し た が、 仮設住

宅 は 、 99年 3 月 の使用期限後 も 約3 ， 500 世帯が残 っ た 。

ま た 新築 の復興住 宅 の 約 2 7討 に 当 た る 約4 ， 000戸 に は 高齢者 1ft帝が入 る 「 シ ル バー ハ ウ

ジ ン グ、」 が採用 さ れ た が、 神戸市 の シ ルバー ハ ウ ジ ン グ住宅16 ヶ 所で、 入居開 始か ら 3

簡 に 病気や老衰で40人が死亡す る な ど、 高 い死亡率 と な っ て い る こ と が読売新聞社の調査

で わ か っ た 。)
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60歳以 と の 年 間死亡率の 5 倍 と い う 数字の背宗 に は 、 仮設住宅暮 ら し で入居者の 身体が

弱 っ て い た こ と や環境変化があ る と み ら れ る 。 シ ル バー 住宅 の 入国 条件 は 、 60歳以 上 の 世

帯で 「 自 炊 可 能 な 」 健康で あ る こ と が条件 だが、 神ρ寸7 は震災後の状況変化 に 入居条件 を

緩和 し た た め 、 仮設で心身 と も 疲 れ た被災者が入居 し て き た と い う 。 し か し 、 こ の シ ルバ ー

住 宅 は 一般住宅 の た め 、 仮設住宅の よ う な ボ ラ ン テ イ ア の 支援 や 巡 回 サ ー ピ ス は得 ら れず、

福祉の “ 真空地帯" に な り がち だ っ た 。 こ の 高齢者住宅 の 「盲点J は 、 高齢社会が進行す

る な かで今後の支援の あ り か た や住宅問題 を 考 え る 土で重要で あ る O

芦屋市の特別養護老人 ホ ー ム 「あ し や喜楽苑」 の施設長、 市J 1 1 槙子 さ ん は 震災直後、 「北
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放 に あ る よ う な ケ ア付 き 共 同住宅 ( グル ー プハ ウ ス ) が造 れ な い か」 と 兵庫 県や芦屋市 に

働 き か け 実現 さ せ た 。 平屋建 て 、 バ リ ア フ リ ー 、 ト イ レ っ き の個室 と コ ミ ュ ニ テ イ ル ー ム 0

2L1時 間 体制 で ケ ア ス タ ッ プ が詰 め る 地域型仮設住宅であ る 。 バ リ ア フ リ ー 型仮設 は 芦屋市、

雨宮市 な ど阪神 間 に280戸 に増 え 、 神戸市内 に も 1 ， 500戸の 地域型仮設住宅 が建設 さ れ た 。

ßg い 者 同 士が支 え 合 う グ ル ー プハ ウ ス は 高齢社会 に お け る 住 ま い の ひ と つ の あ り }jで も あ

る 。

こ う し た考 え を う け て 、 神戸市 は 西 区 の 高塚台の仮設住宅 1 棟 を 痴呆症の高齢被災者用

の グル ー フ。ホ ー ム に 改修 し 、 98年年度 内 に 入居で き る よ う に し た 。

「阪神 ・ 淡路大震災 は 日 本が初 め て経験 し た高齢社会型震災だ、 っ た」 と 指摘す る 神戸 協

同 病 院 の 上 回 耕造院長 は 、 こ の 芦屋 な どの グ ル ー プハ ウ ス の 地域型仮設 に つ い て 「住み な

れた街で、 ス タ ッ プ と 共 に 暮 ら す グ ル ー フ。ホ ー ム は高齢者 ら を 元気 に し た 。 も う ひ と つ 、

震災後生 ま れた 高齢者 ・ 障害者用 の地域型住宅 に つ い て は神戸市 な どの 生活支援員 派遣型

があ る 。 生活支援員 は在宅福祉の新分野 を 築 い た」 と 評価す る 一方、 「復興住宅の シ ルバー

住宅 は ケ ア付 き 住宅化せ ざる を 得 な い」 と 論 じ る 。 で き る だ け長 く 住 み 続 け ら れ る よ う に 、

①給食サ ー ピ ス の拡大、 ② ラ ジ オ 体操、 ミ ニ デ イ サ ー ピ ス 、 食事会、 ③ グ ル ー プ活動の支

譲 な ど を 展 開 す る べ き と 説 く ( '神戸新情JJ 99{f 3 月 8 日 ) 。

震災がつ く っ た 心の傷 に かぶ さ る 高齢化の波。 高齢者、 被災者の こ こ ろ を 癒す住宅 の あ

り ょ う が問 わ れて い る 。

〈参考文献 ・ 資料 〉
研究報告 「阪神 ・ 淡路大震災後の精神科救護所活動の会貌」 兵庫県精神保健協会こ こ ろのケアセ ン タ - 99{fê 3 
月
r �t"if\'事態、ス ト レ ス と 災害紋援者の健康状態に関する淵査研究報告書」 こ こ ろのケアセ ン タ ー
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い尚 一震災のおJII-医療の変容 と 現場
1 . 保健 ・ 医療 ・ 福祉の融合 と 地域安心拠点づ く り

社会変化の ダ イ ナ ミ ク ス は秩序 の統合 と 分化 を 繰 り 返 し な が ら 進 んで い る 。 保健 ・ 医療

の分野 も ま た 、 社会の流れ の な かで、 医療 と は何か、 保健 と は ど う あ る べ き か、 と い っ た

概念の 再構築 を 迫 ら れて い る 。

被災者 に 限 ら ず住民の健康 を 考 え る と き 、 保健、 医療、 福祉の連携の必要性 は10年前か

ら 言わ れて き た 。 医療が人 々 の健康 を 守 る 中核で あ る と し て も 、 公衆衛生、 予 防 医学 を 含

む保健分野 と 、 近 隣同 士が桔互 に 助 け 合 う コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や介護サ ー ビ ス な ど福社分

野 と の 連携 な く し て 人の健康 は 十全 さ れ な し ミ 。 医療 は 左 に ウ イ ン グ を 広 げて 「保健」 と 結

び、 右 に ウ イ ン グ を 広 げて 「福祉」 の 領域 に接近す る 。

( 1立J 2 )  

い ま 医療 は広範出 に ま た が り 、 かつ ま た 、 よ り い っ そ う 専 門 性 を 深め つ つ 、 し か も 三者

の 関係 は 顕然 と 分け ら れ る も の で は な く シ ー ム レ ス で あ る 。 兵庫県が何年 4 月 か ら 保健 ・

を 扱 う 組織の 名 称 を 従来の保健部 と 福祉部 と 統合 し て 「健康福祉部」 に 変 え た の も 、

こ の認識の表 れ と い う 。 県健康福祉部 は保建部 l 局 7 課23係 か ら 福祉部 と の統合後の99年

4 月 に は 1 局 1 6課67係へ と 拡大、 知事部局職員 1 万5 ， 000人の45 % に あ た る 7 ， 200人 の 大組

織 と な っ た 。

こ う し た 背景 に は 、 医療の焦点が震 災 と い う 非常事態 か ら 平時 に 移行 し て き た こ と に加

え て 、 急速 な 少子高齢化や核家族化、 自 治体の財政難や 市場経済の進展 と い っ た 普遍 的 な

流 れ の な か で 、 介護保険法施行 へ の 対応、 「 こ こ ろ の ケ ア」 の 重要性、 国 際化への対応 な

ど新 た な 課題が顕 在化 し て き た こ と が挙げ ら れ る 。 医療 も 、 メ デ イ カ ル ケ ア の み な ら ず、

ヘ ル ス ケ ア 、 ソ ー シ ャ ル ケ ア と j軍然、一体 と な っ た 「 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 」 と い う 概念で捉 え る

べ き 、 と い う の が医療 に 関 し て 兵庫 県 の 得 た震災後の最大の教訓 で あ る 。 第一節で紹介 し

た 「ヘ ル ス ケ ア パ ー ク J 計画 も 、 こ の線 に 沿 っ て進め ら れて い る 。

兵庫県 は 震 災 の 教訓 と 少子高齢社会への対応の観点 に 立 っ た 保健 ・ 医療 ・ 福祉の連携 シ

ス テ ム と し て 「地域安心拠点づ く り 」 を 進め て い る 。 震災 の教訴 を 生かす視点 は お お む ね

次の通 り で あ る O

1 . い ざ と い う と き は 近 隣住民相 互 の 助 け 合 い が頼 り に な る

2 . 高齢者や子供が歩い て 行 け る と こ ろ に 避難施設があ る と 安心
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3 . 高齢者や障害者が住 ん で、 い る と こ ろ を 知 っ て い れば、 い ち 早 く 助 け ら れ る

4 . 介護 な ど の サ ー ビ ス を し て も ら え る と こ ろ が近 く に あ っ た ら 、 い つ ま で も 住み噴れ

た と こ ろ で生活で き る

こ の 地域安心拠点づ く り の概念図 は次の通 り で あ る O

県の地域安心拠点づ く り パ ン フ

子育て協力委員

社会福祉協議会

(図 3 ) 

1也

域

介護事業者

社会福祉施設

住

民

兵庫県 で は97年度か ら 市 町 を 主体 と し た健康 と 福祉 の 基盤整舗 を 支援 し 、 先導事例 を 収

集す る 実践 モ デル事業 を 実施 し て い る 。 こ れ に は コ ミ ュ ニ テ ィ 安心拠点づ く り と ケ ア シ ス

テ ム 安心拠点づ く り の二種類があ る 。

コ ミ ュ ニ テ ィ 安心拠点 : 身近 な 地域集会所や公民館、 学校の余裕教室や 高出街の空 き

庖 舗 な ど を 活用 し て 、 近 隣 同士が 日 ご ろ か ら 助 け合 い 支 え 合

う 「福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 の拠点で、 災害時の安心の よ り ど こ

1 .  

319 

ろ に な る 場所 を 整備。 小学校区 を 単位 に 自 治会 を は じ め、 婦

人会、 老人会、 社会福祉協議会や ま ち づ く り 協議 会 な どが連

携 し 、 高齢者の安否確認や 会食サ ー ピ ス 、 地蔵盆や リ ハ ビ リ
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教案 な ど さ ま ざ ま な 活動 を 通 じ て 地域の コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成

す る 。

97年度 か ら 宝塚 市、 稲美町、 和 田 山 町が、 98年度 か ら 尼崎 市 、 西宮市、 加 西市 、 加美町、

八鹿 町、 丹南町がモ デル事業実施市 IUY と な っ た 。

2 . ケ ア シ ス テ ム 安心拠点 : 日 常の 生活関内 に保龍 ・ 医療 ・ 福祉の在宅介護 サ ー ビ ス 提供

窓 口 を 置 き 、 総合的 な 相談、 指導 を 行 う も のO 中 学校区 を 単

位 に 新 し い 介護 の 仕組みづ く り を 目 指す。 拠点施設 に は在宅

介護支援セ ン タ ー 、 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン 、 デ イ サ ー ビ ス セ

ン タ ー な どの サ ー ビ ス 提供機関 や公的介護保険制度の も と で

整備 さ れ る ケ ア プ ラ ン 作成機関 が入 る 。 運営主体は社会福祉

法 人 や 訪 問看護事業者、 医瞭機関 、 民 間企業、 N PO な ど さ

ま ざ ま な 参入 を 見込 ん で、 い る 。

97年度 か ら 西宮 市 、 宝塚市、 稲 美町が、 98年度か ら 加西市、 加美町、 和 田 山 町が実践 モ

デル事業 を 実施。 老人保健施設での シ ョ ー ト ス テ イ 、 デ イ ケ ア の実施 を は じ め ケ ア プ ラ ン

作成 な ど に 取 り 組 ん だ。

兵庫県 は こ の施策 に か ぎ ら ず、 生活復興局 が中心 に な っ て①被災地 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ

ネ ス 離 陸応援事業、 ② コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス 入 門 相 談 ・ 情報提供事業、 ③ N PO 活動等

か ら コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス への参画支援事業、 ④大学 と 連携 し た コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ

ス ゼ ミ ナ ー ル と い っ た 地域住民が地域の ニ ー ズ に対応す る 有償事業 開 始 を 99年度か ら パ ッ

ク ア ッ プ し 始め て い る O

99年 3 月 で コ ミ ュ ニ テ イ 基金の助成や ボ ラ ン テ ィ ア 支援制度が終了 し た あ と 、 復興支援

が新 た な 自 立段 階 に 入 っ た と い う 認識の も と に ニ ュ ー ビ ジ ネ ス を 創 出 し よ う と い う 狙い だ。

②の コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス 入 門 相 談 は 、 県生活支譲マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 推進室が被

災者 ・ 支援者IrlJ け に 従来 開 設 し て い る 「 ボ ラ ン テ イ ア J r こ こ ろ の悩 み J r法律J r医療」

の 4 相談宗 の う ち 「 ボ ラ ン テ イ ア 」 部分 を 拡大 し た も の だ。 被災地の 保健 ・ 医療 も 、 こ れ

ま での復興基金依存か ら 自 立 に 向 け て 民 間 の市場参入 を促す段階へ と 移行 し て き た。 地域

安心拠点づ く り の 支設 は 、 高 齢化社会 を に ら ん だ 自 律 ・ 自 立型福祉の 基 盤 整{蒲 の 意味 を

持 っ て い る 。

2 . 災害医療の 現況 と 問題点
災害医療 シ ス テ ム に 関 し て 95年 6 月 、 兵庫県災害医療 シ ス テ ム 検討委員 会が ま と め た 「兵

庫県災害救急医療の あ り 万」 の 基本 的 な 考 え 方が 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌第 3 巻」 第五

章 の 302ペ ー ジ に 紹介 さ れ て い る 。 災害医療 と 救急医療 は 本 質 的 に 性格 を 異 に し て い る と

は い え 、 災害病院か救急病院 か と い う 選択 的 関 係で は な く 、 併合的関係 と し て 理解す る こ

と が現実的 と い う 判 断が働 い て い る 。 そ の 際 に は 、 災害 と は 何 か の 捉 え 方が問題 に な っ て
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く る 。

災害の本質 は 、 い つ ど こ で どの程度の規模で起 こ る か予測で き な い 「不確定性」 に あ る 。

県立西宮病院 の鵜飼卓院長 は 「災害医療 と は 発生域外か ら 救援 を 求め る よ う な 事態だ。 し

か し 、 こ れ を 束海大地震の よ う な 、 い つ起 こ る か わ か ら な い大災害 を 想定 し て 医療資源や

エ ネ ル ギー を 投 入 し た 大型 シ ス テ ム を つ く っ て待機す る な どは不可能 だ し 無駄だ、」 と 語 る 。

鵜飼 院長 に よ れ ば 「災害 に 対す る 視点 を 変 え て 、 震 災 だ け で な く 死者15人以上の事故 を 災

害 と 考 え た 場合、 府県 レ ベ ル で は 高速道路事故、 列車、 航空機事故、 工場爆発、 大火災 な

ど さ ま ざ ま な 種類 の 災害が 2 年 に l 度の頻度で発生 し て い る 」 と い う 。

不推定 な 大災 害 を 待 つ の で は な く 統計 上 の確率か ら 対処すべ き と い う 意見 で あ る 。 こ こ

で、平 時 の 救急医療が重み を 持 っ て く る 。 「災害医捧 を き ち ん と 行 お う と 思 え ば平 時 の 救急

医療が き ち ん と で き て い る 必要があ る J (後藤武 ・ 兵庫県健康福祉部長) と い う 認識 を は

じ め 、 「叶{使吏 わ な い組織は錆 びぴ、 る J ( 災f害吾医療 シ ス テ ム 検討 委員 会災害医療 セ ン タ 一 基本言計r幽凶
A 

策定専 門部会の部会長 を 務 め た 丸!打川11 征四郎 . 兵庫医大教授) と しい、寸う 主張 も 、 災害医療 と 救

急急、医療の不可

性 を t日t荷 し た も の でで、 あ る O

し か し 、 危機認識や 「備 え 」 に も かか わ ら ず 、 災害時 に は予測 も つ か な い 空 白 が生 じ る O

カ ン ボ ジ ア 難民救援医療で初 の 海外派遣 を 経験 し た あ と 、 エ チ オ ピ ア 干 ばつ 、 メ キ シ コ 大

地震、 ク ル ド難民救慢 の 各 医療チ ー ム の IJj長 を 務め る な ど世界各地の 災害医療の現場 を 経

験 し て き た 鵜 飼 続 長 は 、 「堺市で起 き た病原性大腸 菌 o 157 の 集 団 中毒で は 、 大和 J l l tJ、南

の 病 誌 は 大混 乱 だ、 っ た 。 f{共が 6 Ii寺 間 も nや] に 苦 し み な が ら 、 川 か ら 北側 の 大阪市内で、 は

平語。 ま さ か 1 万 人規模の被害者があ ち ら 側 で苦 し ん で い る と 思 わ な か っ た 。 阪神 ・ 淡酪

大震災 の 教訓 を 生 かせ な か っ た」 と 災害医療 に携 わ る 立場か ら 反省 し 、 非常事態の把院や

情報伝達 と 指揮系統、 搬送体制 の連携の 問題点 を 指摘す る 。

こ こ で浮 ヒ し て く る の は 、 行政の権限や法制度 の矛居であ る 。 保健、 医 療 、 福祉の連携

に つ い て は 、 県 、 市、 町で は微妙 に 権限が違 っ て い る 。 中 核 の 医療 に 関 す る 許認可 権 限 を

持つ の は 県 だ。 保健 に つ い て は県が指揮下 に 置 い て 動 かせ る も の の、 政令都市の神戸市、

姫路 市、 尼崎市は独 自 に保健所 を 持 っ て お り 、 さ ら に 近 く 政令市 と な る 西宮市で も 前記 3

市 と 同様 に独 自 の保健所 を 持つ予定で あ る O ま た 、 福祉の領域は全市が所管 し 、 県が関与

す る の は 町村 で あ る 。 こ の 三層 構造の調整は:、子時 に は ま だ し も 、 非常時 と な る と 致命 的 な

欠陥 と な り か ね な し ミ 。 大 災害 と な る と 問 の 権限がか ら ん で く る 。

大規模災害が発生 し た場合、 国 の 災害救助法、 災害対策基本法、 日 本赤十字社法 な どの

災害関連法が発動 さ れ、 災害医療 は こ れ ら に 基づい て提供 さ れ る こ と に な っ て い る 。 し か

し 「活動 の ;主体的 な 内容 は 各 自 治体の作成す る 地域訪災計画 な ど に ゆ だ ね ら れて い る 。 ( ' 1'

略) 具体的 な 活動 内容 な ど は あ ま り 示 さ れ て お ら ず、 結局 の と こ ろ 現場 を 担当 と す る 医療

機 関 、 あ る い は 日 本赤十字社 や医師会の結成す る 救護チ ー ム な どが、 独 自 に じi 己完結的 な
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活動 を 行 う こ と に な ら ざる を 得 な い の が実情で あ る J (研究報告 f阪神 ・ 淡路大震災後の精神科救護
所活動の付先 J 99�ご 3 月 一 rl . は じ め に」 よ り 抜粋) と 指摘 さ れ る よ う に 、 災害医療 シ ス テ ム を 円滑

に 動 かす仕組み に さ ま ざ ま な 問題が横 た わ っ て い る こ と が明 ら か に な っ て き た 。

厚生省 は 大災害が発生 し た場合の初動体制 に つ い て 山本保博 ・ 日 本医大教授 を 斑長 と す

る 研究班で検討 し た 結果、 98年 5 月 、 「災害の初動期 に お け る 活動 マ ニ ュ ア ルJ を 作成 。

阪神 ・ 淡路大震災の紘験 を も と に 、 大災害の発生後 3 日 以 内 の初動期 に は 、 政府 を頂点 と

す る 一槌集 中 型 で は な く 、 発生地域での 白 白裁量 に ゆ だ ね る 自 己完結型の シ ス テ ム が必 要

だ と し て 、 救出救助 期 の 医療活動 と 医療機関 、 救護所、 保健所、 自 治体、 消 防機関 ご と の

6 種類 の マ ニ ュ ア ル を 検討。 必 要 な 物 品 整備役割分担 な どの方向性 を 示 し た 。 な かで も 救

出救助期 に 活動 す る 「検索救助医療チ ー ム 」 は 各地 の 二次医療留の 災害拠点 病 院 を 中心 に

編成す る こ と や 、 事前の教育や訓練 を 受 け る と と も に 、 地域 ご と に 関係 機 関 と 連携 し 、 交

通事故 で 閉 じ 込 め ら れた負傷者の救出 な ど 日 常 的 に 活動 す る 必 要性 を 強調 し て い る (r神 戸

新聞J 98年 5 JJ 10 日 ) 。 初動 に お け る 地方 、 地域の 決定権 を 重視す る 方向 性 は 示 し た も の の 、

現実的 な 課題 は 山種 し て い る 。

た と え ば、 災害時の最大の ネ ッ ク と な る 搬送体制l に 関 し て 兵庫 県 は 救急車 を 一台 も 保有

し て い な い。 消 防車、 救急車 は市町村の消防本部や広域事業組合の管轄 で あ る 。 中央集権

体制 を 取 ら ざ る を 得 な い災害医療 に つ い て 、 県 は 県立病 院の 医 師 や 看護婦、 保健所 の 保健

婦 を 動かせて も 、 被災者の搬送 を 直接指揮す る 仕組み に な っ て い な い。

兵)Fj'l:県保健医療計JlIllの 第14章 「災害医療対策」 に は 、 救急搬送 シ ス テ ム の整備 と し て 、

ア |浮上搬送 に つ い て は 、 災害拠点病院 に患者搬送車 を 配備 す る

イ 海 k搬送、 航空搬送 に つ い て は 、 自 衛隊、 海上保安庁 の船舶、 ヘ リ コ プ タ ー 、 巡視船

を 有効活用 す る ほ か 、 IH 動基準、 連絡…}f{去、 運営方法等 に つ い て も ト 分 な 調整 を 凶 る

ウ 航空搬送 に つ い て は 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者扱送 を 有効 に行 う た め 、 災害医療 セ ン

タ ー や災害拠点病院 に ヘ リ ポ ー ト を 整備 し 、 ヘ リ コ プ タ ー 臨時離着陸場の追加指定、 出

動手続 き の 簡素化 な ど、 国 に 要請す る と と も に 、 患者搬送 に 常時活用 で き る ヘ リ コ プ タ ー

の確保 を [iJ る 一

と 記載 さ れて い る が、 現状で、 は ヘ リ コ プ タ ー に つ い て は消 防庁が一 手 に 掌握 し て お り 、 国

レ ベ ル で も 厚生省 は 医療用 ヘ リ コ プ タ ー を 一機 も 持 っ て い な い の が実情だ。

版作)J ・ 淡路大震災 を 機 に 各 自 治体が所有す る 消 防 ・ 同j災ヘ リ コ プ タ ー は以 前 の倍 に 増 え

た が、 兵庫県 は 災害初動期 に 必 要 な 患者搬送専用 の ヘ リ コ プ タ ー は ー機 も な い 。 船舶 に つ

い て は 海 1-，保安rfが保有す る も の の 、 県市町 に は な い。 い く つ も の 「要請」 や 「調整」 に

ゆ だね ら れ た計画 は 実効性 を 欠 き 、 精神論的 な プ ロ グ ラ ム 規定 に な り か ね な い 危 険があ る 、

と 災害医療 の行政担 当 者や 医 師 た ち は 危慎す る 。

災害時 に 瞬時 の 判 |析 と 指令が必要 な と き 、 司令塔 と な る 県 は 医師や警察 な ど人的資源 は

動 員 で き て も 、 患者の搬送 の 手足 が な く 、 「今後、 地方分権が兵イ本化す る と 必ず こ う し た
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点が問題 に な っ て く る O こ れ を 乗 り 越 え な い と 災害医療 は で き な いJ (後藤健康福祉部長)

と い う ほ ど “縄張 り " と 縦割 り の 権 限 の 、 現代社会が生ん だ 「間接性の病理」 は 、 非常時

の 陸害要国 と し て 認識 さ れて き た。

搬送 に つ い て は 、 さ ら に こ ん な 問題 も あ る 。 た と え ば重症火傷の場合。 県立西宮病院 の

鵜銅院長 は 「神戸 の 医療機関 で重症火傷 を 実際治療で き る の は 1 - 2 ヶ 所、 せいぜい10 人

ま で。 大阪で も 20-30人の キ ャ パ シ テ ィ は あ る が、 そ れ以上の大人数 に な る と 岡 山 、 東京

へ分散 し て 転搬送 し な け れ ばな ら な い 。 そ の 際ヘ リ コ プ タ ー で は 駄 目 で す 。 ス ピ ー }-" の 速

い 固定翼が ど う し て も 要 る J o

どの地域 の医療機関 に 撮送 す る か、 の 判 断 も 重要であ る 。 ド イ ツ の メ デ イ カ ル ・ コ マ ン

ド は大災害が発生 し た場合、 近接病院 の混雑 を 予測 し て さ ら に 遠 隔 の二次医療閤へ重傷者

を 運ぶ と い う 。 I司 院長 は 「 ま ず人材教育 、 そ し て フ ェ ー ス ツ ー フ ェ ー ス で シ ス テ ム を 動 か

す こ と O 非常時の 人材 は状況判 断、 受 け 入 れ側 の体制、 搬送手段 な ど さ ま ざ ま な レ ベ ル の

ノ ウ ハ ウ を 官熟す る こ と で、す」 と 強調 し て い る 。

非常時の 医療現場 を 動 か す 人材の ひ と つ 、 災害窪療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 養成 は 、 災害医

療 シ ス テ ム 検討委員 会の提言 を 受 け 、 県が検討 し て ス タ ー ト し た。 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に必

要 な の は 、 ま ず 自 分の勤 め る 施設の状況把握、 外か ら の患者の流れ を イ メ ー ジ で き る こ と 、

さ ら に他の職種の人 と 人 と の役割 を 調 整で き る こ と 。 河 院長 は こ の 3 点 を 挙げて い る 。

3 . 災害医療の教育 と 調融
〔教育機関での災害医樺講康、 学会の発足〕

兵庫医科大学 は何年 3 月 に 震災の教訓 を 生 かす た め 、 わ が 国 初 の 「救急 ・ 災害医学J 講

座 を 設置 し た。 続い て神戸大学医学部 も 97年 4 月 か ら 「災害 ・ 救急医学」 講座 を 設置 し 、

医学教育 に 災害医療 の基本 的 な 概念 と 技術指導 を 導入 、 99年 に は九州大学医学部 に も 国立

大学 2 番 目 の 「災害 ・ 救急医学」 講産が開設 さ れた 。

神戸大学の 「災害 ・ 救急医学」 講座 は 、 災害の概念、 初期救急医療か ら 後方支援病院へ

の患者の搬送 ま で含む災害救急医療 シ ス テ ム 、 初 期 医療の あ り か た 、 災害特有の症例 の診

断 と 対処 法 、 災宮害e救急医 療 の 方法論 と し て 確立 さ れ て い る 3T (tri同ag肝ε， tre伺at凶m冗悶E引印nt， tra叩n

poωrta抗tio∞n) な ど を E医正互今学 生 に 教 え る O

同大附属病院救急部長で、 災害 ・ 救急医学の指導者の石井昇教授 は 「 年 間 の カ リ キ ュ ラ

ム の な かで講座の絶対時 聞 が足 り ず、 ス タ ッ フ も 不足 し て い る 。 災害医学の取 り 組み は ま

だ ま だ不充分ですが、 災害医療 を 支 え る の は や は り 人材です。 阪神 ・ 淡路大震災の体験 を

な ん と し て も 人づ く り に 生 か し た い」 と 話す。

ま た 、 日 本看護科学学会は98年12月 、 新 た な 学会 と し て 「 日 本災害看護学会」 を 発足 さ

せ た 。 阪神 ・ 淡路大震災 の あ と 地 下鉄サ リ ン 事件、 堺市 の o 157集 団 食 中 毒 、 和 歌 山 毒

物 カ レ ー 事件 と い っ た 大規模 な 災害や犯罪が相次い だ た め 、 災害看護の 知 識や技術 を 体系
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化 し て情報 ・ 研究 の ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ よ う と い う も のo 96年度か ら 災害看護研究特別委

員 会 を 設 け て検討、 看護界 に は 災害看護の系統的 な 知識や専 門 家 が不足 し て お り 、 研究の

ネ ッ ト ワ ー ク も な い こ と が問題点 と し て 浮 か び、上 がっ て き た 。 そ こ で 同 委 員 会が中心 と な

り 設立準備委員 会 (代表 ・ 南裕子兵庫県立看護大学長) を 結成 、 活動 内容 を 煮詰 め て き た 。

新 し い学会で は 生命や鰻康生活 に 災害が及ぼす影響 を 最小 眼 に食い止め る 活動 を 日 指す が 、

研究の ほ か 、 将 来 は 災害 時 に 看護婦 ら を す ぐ に派遣で き る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り も 視野 に 入

れて い る 。

〔官民の救命士続々 〕

震災の記憶が遠の く に つ れ て 、 災害医療 に 関 す る 危機意識の風化が指摘 さ れ る 一方、 こ

う し た教育や 人材養成の動 き も 着実 に 芽 を 伸 ば し て い る O 兵産県 内 の 消 訪救急隊で、 救急

救命士 の 資 格 を 持 つ 隊員 が何年1 1 月 末現在で509 人 に 達 し 、 全 国第 4 位 に な っ て い る (兵

庫県調べ) 。 救急救命士制度は91 年 に ス タ ー ト し た 。 救急車で患者 を 搬送す る 際 、 救急、救

命士が電話で 医 師 の 指示 を 受 け な が ら 特定の応急措置がで き る も の で、 県 に よ る と 、 97年

中 に 果 内 で心肺が停止 し た と み ら れ る 救急患者 は神戸市 を 含め て計1 ， 571 人 だ、 っ た 。 こ の

う ち 1 ， 048人 を 救急救命士が措置 し て お り 、 55人 (5 . 2% ) が助 か っ た 。 こ れ は ー殻救急隊

員 が措呈 し た 心肺停 止患者523人の 中 の 蘇生患者15人 (2 . 9 % ) よ り 高 い 数字 だ 。 こ の救急

救命士 は 今後 さ ら に増員 さ れ る O

ま た 、 神 戸市 で は 、 心肺蘇生法や応急、 手当 の講習 を 受 け た 「市民救命士J が98年末 ま で

に 9 万5 ， 000人 に の ぼ り 、 向 市 の 成 人 人 口 の8 . 2 % と い う 数字は 全国の都市 の な かで群 を 抜

い て い る 。

こ の市民救命士 は 93年 に 白 治省消防庁が応急手当普及の た め全国 自 治体で、人工呼吸や心

臓マ ッ サ ー ジ な どの講習 を 始め た も の O 震災被災地 の 同 市 で は 救急医療が震災時 に マ ヒ し

た 教訓 か ら 受講者が急増 、 震災前 の 93 ， 94年 に は年 間 i 万人程度 だ っ た 受講者が、 震災時

の何年 に は 1 万 7 ， 000人 と な り 、 そ の 後毎年増加 し て い た。 同 市 は 受講者 に 市民救命士 の

認定証 を 発行 し て い る が、 こ の 市民救命士の活躍で A命 を と り と め た ケ ー ス も 報告 さ れ始

め て い る (f神戸新開J 99年 1 月 13 日 ) 。

こ の ほ か、 板神 ・ 淡路大震災で1 ， 146 人 の 犠牲者 を 出 し た西宮市 で は 98年 6 月 、 震& 6

以 上 の 地震災害が発 生 し た場合、 職員 1 ， 500人体制 で市内全域の 人命救助 に あ た る 職員 行

動マ ニ ュ ア ル を作成。 震 災で救助 を 待 ち な が ら 亡 く な っ た市民が多 か っ た こ と を 教訓 に 全

汗横断的 な 「人命救助部」 を 新設 し て24時 間 以 内 の救助活動 を 目 標 に し た 。 人命救助 部 の

1 ， 500人 は 職 員 の35% に あ た り 、 部員 は 非 常時 の 際 は 災害対策本部 に 集合す る 。 救助要請

や被害情報 に 応 じ て パー ル や ス コ ッ プ な ど持 っ て 担 当 区 域 に 走 り 、 負傷者の救助 と 応急措

置 、 消 防 出 動 要請 な ど を 行 う 、 と い う 。

〔災害匿療 コ ー デ ィ ネ ー タ 一 、 災 害救急医療の研修〕

災害医療 シ ス テ ム のハ ー ド 、 ソ フ ト に 生命 を 吹 き 込 む の は 人 間 で あ る 。 兵庫埠‘は災害時
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の 医療現場の 要 と な る 災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー や救護班 と し て被災地 に 赴 く 医療従事者

を 対象 と し た研修 を 97年度か ら 年各 2 回 、 神戸大学医学部附属病院 (神戸 市 中央区) に 委

託 し て 行 っ て い る O 災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー は 県下12の災害拠点病院で複数人 、 救急部

長、 外科部長 を 中 心 に 計38人 (98年度末) が選任 さ れ て い る が、 98年度 は 6 月 20 日 と 11 月 28

日 に研修 を 実施 し た。

98年度 の 2 回 の冊修会 で は 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の役割 に つ い て 県 江阿古 病 院の鵜飼 院

長や金沢医科大学の青野允教授が講義、 災害 を 想定 し た机 k シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は筑波メ

デ イ カ ル セ ン タ ー の大橋教良 ・ 救急部長が指導。 ま た 、 神戸大学都 市安全研究セ ン タ ー の

鎌江伊佐夫教授が災害対策電子マ ニ ュ ア ル の デモ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 行 う な ど、 いずれ も

3 時間 半 に わ た っ て熱心 な研修が続 け ら れ た 。

ゐ方、 災害医療従事者研修は 、 災害時の 医療体需Ij碓…\1. を 目 指 し た現場 レ ベ ル の研修 と し

て 同 時 に 開 始 し た。 98年 7 月 に は 、 200人が乗 っ た 列 車が転覆 し た 大規模 事故 を 組定 し 、

医 師 、 看護婦の ほ か薬 剤 師 、 放射線技師、 病 院 事務職員 ら が参加。 発生担場 か ら 病院搬 入

ま で を 中心 に 、 施設や 医 師 の 受 け 入れ準備 な ど を 訓練 し た 。 何年12月 19 U に 実施 さ れた研

修 で は 、 救急隊員 ら 約30人が血 だ ら け の患者や興奮 し た付 き 添い 人 に扮 し 、 患者の状態 を

「上ヒ較的 冷静J r錯乱状態」 な どい く つ か の 種類 に わ け で シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓練 を 行 っ た 。

付 き 添い 人が 「平 く な ん と か し ろ J と 医師 の 胸倉 を つ か み 、 母親が子供 を 拍 き な が ら 「助

け て く だ さ い」 と 泣 き 叫ぶ迫真の演技 に 、 医師や看護婦 も 表情 を こ わ ば ら せ な が ら 「大丈

夫」 と な だ め た り 、 「 あ き ら め て く だ さ い」 と “遺族" を 説得 す る 場面 も あ っ た 。 こ の 日

は救命の可能性 な ど を 考慮 し な が ら 治療順位 を 決定す る ト リ ア ー ジ の訓練が中心。 医師が

短時間 に 多 く の 患者 を 診察 し て 負傷程度 に応 じ た札の色 を つ け た 。

98年度の 2 回 の研修 に は 県 内 の 延べ44病院 の 医師、 看護婦 ら 約180人が参加 し た。 広域参

加型の実地研修は 全 国 で も 例が な く 、 被災 を 体験 し た 医 師 た ち の 関心 の 高 さ を 示 し て い る 。

ま た 、 大災害や大事故が起 き た場合、 病 院 に 殺到 す る 患者 を 効率 的 に 治療 で き る よ う 、

;重症度別 に振 り 分け る ト リ ア ー ジ に 関 し て は 、 神戸大の都市安全研究セ ン タ ー の大星直樹

助手 (都市安全医学) ら が ト リ ア ー ジ に 必要 な 時 間 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム を 開発。

l 時 間 当 た り に 来 る 患者 の 人数、 重症者の割合、 ト リ ア ー ジ に 要す る 時 間 、 医 師 の 人数 を 、

阪神 ・ 淡路大震災の デー タ を も と に モ デル化 し た も の で 、 患者50人 を ト リ ア ー ジす る の に

何分か か っ た か を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た 。

た と え ば、 阪神 ・ 淡路大震災で最大の被害 を 出 し た 地域の デー タ を も と に 、 1 時 間 あ た

り 20人の ベ ー ス で患者が運 ばれ、 う ち 20% が重症、 ト リ ア ー ジす る 熟練医師が 3 人 と い う

場合、 l 人 目 が到 若 し て か ら 50人 目 を 判 定 し 終 え る の に 要 し た 時 間 は 138分だ、 っ た 。 医 師

が 2 人 の 場合は さ ら に90分余計 に 必 要 と い う 計算 が得 ら れ た 。

大星助手 は 「大震災で得 ら れた 貴重 な デー タ を 放 っ て お く の は あ ま り に も 、 も っ た い な

い 。 こ れが き め 細 か な マ ニ ュ ア ルづ く り の手助 け に な れ ば、 と 患 う 」 と 話す (f朝 日 新聞J 98 
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年10月 5 日 ) 。

こ う し た研修 は 災害 に対す る 危機意識の持続 と 医療現場の技術の 向 上 に は 不可欠だ。 災

害医療 の 専 門 家 か ら は 「参加者が 自 己負担で も 本当 に意欲 の あ る 人材 を 育 て て ほ し い 。

98年12月 の災答医療従事者研修で。
血だら けの患者の迫真的演技に参加者 も
真剣 (兵庫県医療課提供)

回 当 た り の研修 も 3 、 4 時間 で は不足。 土 日 に 泊 ま り こ んで グル ー プ討議 し て は ど う かJ

と い っ た声 も あ る が、 被災地か ら 多 く の 災害医療 の プ ロ が育つ こ と を 関係 者 は期待 し て い

る 。

〔 ボ ラ ン テ ィ アの活動〕

大震災時の 医療 ボ ラ ン テ ィ ア で活躍 し た AMDA ( ア ジ ア 民師連絡協議会、 本部 ・ 岡 山市 )

は 98年 2 月 、 西宮市 に 支部 の rAMDA 兵庫J を 設立 し 、 外由 人 が安心 し て利 用 で き る 医

療機関 の リ ス ト づ く り に取 り 組 ん で い る 。 同 支部 は 毎 日 新聞社 と タ イ ア ッ プ し て進め て い

る ネ パ ー ル子供病院計画 に 賛 同 し た 連 利 博 ・ 兵庫県立 こ ど も 病 院外科部長 を 中心 に 発足。

98年11 月 、 大阪市の NGO r多丈化共生セ ン タ ー」 と 共 同 で、 神戸市 な ど 4 ヶ 所の教会で

外国人への 医療相談会 を 開催 し た が、 こ の と き 多 く の外国人が言葉の磨で十 分 な 医療 を 受

け ら れ な い現状 を 知 っ た 。 そ こ で県 内 2 ， 000の 医療機 関 に ア ン ケ ー ト を 配布 し て 、 ①外国

人 を 診療 し た こ と があ る か、 ②ギ ャ ッ プ を 感 じ た か 、 ③医療分野 で の 国 際貢 献 に 関心があ

る か、 な ど を 調査。 回 答 の あ っ た 400通 を も と に 外 国 人 に 理解 の あ る 病院 ・ 医 院 の リ ス ト

を 作成 す る ( '毎 日 新聞J 99年 1 月 20 日 ) 0
震災 4 年 目 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 は量的 に は減 っ た も の の 、 救援か ら 交流へ、 あ る い は こ

れ ま で盲点 だ っ た外国 人医療 に 呂 を 向 け る な ど地 道 に 続い て い る 。

〈参考文献〉
「兵庫県健康福祉部事務概要J (平成初年度)
「予成10年度地域安心拠点づ く り 実践モデル事業実施状況」 兵庫県資料
γ兵康保保健医療計凶」
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第六章

教 育



は じ め に

大震災か ら 4 {I二 経 っ た 。 そ れ ま での 3 年 間 で学校 な ど教育施設、 設備 は 回復 (震災復興品、

第 3 ぞき ・ 97子l'版参!照) し 、 ハ ー ド l立iの 複 | 日 、 復興は順調 に 進 ん だ と い え よ う 。 教育現場 は A応

安定 し た よ う に 見 え る 。

震災後の教育界の課題 は かつ て な か っ た被災の体験 を 教訓 と し た 「新た な 防 災教育」 を

か ら 全 国 に発信す る こ と であ る O 兵庫県教委、 神戸 市教委 と も 97年度 ま で に 「副読本」

と 「 カ 1) キ ュ ラ ム 」 を 完成 さ せ、 教室、 授業での実践 を 本格化 さ せ よ う と し て い る 。

学校施設が!日j復 し 、 指導の 方向づけ 、 教材 も 整 い 、 防災教育 は 実践 と 新た な 発展が期待

さ れ て い る 。 被災地の学校は被災地 な り に 、 非被災地 は 非被災地 ら し い 防災教育が進め ら

れ よ う と し て い る 。 98年度 は そ の 第 一 歩 と な る 年 だ っ た 。

「新た な 防災教育」 が丘案、 検討の段階か ら 本格的 な 実践へ進 む 仁ド 、 被災以来 の も う 」

つ の 課題 は 、 心的外傷後ス ト レ ス 障害 ( P T S D ) を は じ め と す る 児童 、 生徒、 教職員 に

対 す る 「心、の ケ ア 」 であ る 。

根本的 な 解決策 は 見 出 せ な い も の の 、 不 幸 な 状態 か ら JoJ復す る 先童 ・ 生徒があ る 一方、

新 た に 深刻 な 事態 に 追 い 込 ま れ る 子 ど も た ち が生 ま れ て い る 。 教育界 に と っ て は 全 く と

い っ て よ い未統験の分野が震災の 心 の ケ ア で あ る 。 校舎な ど施設の復興 と い う 明 る い 面 と

正反対の こ の 課題 は :当 分解決 し そ う に な い 。

こ う し た現状の 中 で教育界は 「週休 2 日 市IJJ の拡大 に加 え て 、 「不登校J r学級崩壊」 と

い っ た や っ か い な 事態 を 抱 え て い る 。 さ ら に何で も 学校 と 教師 に押 し つ け る 「家庭の無責

{千」 がj阜 い 打 ち を か け て く る 。

l で き る J 教師 と 「 未熟」 な教師の格差 も 縮 ま ら な い の は 事実だが、 学校 を ゲー ム セ ン

タ ー 、 授 業 を テ レ ビ ゲー ム と 混 同 し て 「授業が面 白 く な いJ r先生が気 に 入 ら な い」 と 親

子 で、合唱 す る 異常 さ の 中 で、 新 た な 防災教育 は ど う 進め ら れ る の か。

学校現場へ は 、 丈部省 、 教育委員 会、 教員 組合か ら 間 断 な く 「新施策J r新方針J r指令」

が F ろ さ れ て く る 。 週休 2 日 制 に よ り 、 授業時 間 が圧縮 さ れ、 学校行事 は 増 加 す る 一方で、

現場教師 は教科、 領域の どの部分で も 消化不良 を 起 こ し て き た 。 指導要領がい く ら 「 自 ら

考 え る 」 を う た っ て も 実効が I二が り に く く な っ て い る 。

学校教育が学問 を 主 日 的 と す る な ら 、 教室 は レ ジ ャ ー ラ ン ド で は な く 、 試練の場 と な る 。

戦後、 民主化 さ れ た 義務教育illlJ度 は 50年目、 L経過 し た が、 最近の学校 と 摂責任 な 親 子 と の

考 えjゴの 開 き は 、 戦後義務教育が 「制度疲労」 を 起 こ し て い る と い え る の で は な い か。

新 た な 防災教育 の 実践 を め ざす に は 、 教育委員 会の指導 を か け 声 に 終 わ ら せ な い た め に

は 、 こ う し た教育界全体 を お お う 暗い側面 も i直視 し て お か な い と 、 成果 を ヒ げ ら れ な く な

る お そ れカfあ る 。

さ ら に教育界、 と く に 学校現場が抱 え て い る の は 、 災-，ヰ充生時の避難所化 と 教職員 に よ

る 支援 の 課題であ る 。 市 町 の 防 災部局 と の連携 を 深 め 、 学校防災体制 を ど う 確宣す る か0

97年度 に作 っ た 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 を 普及 さ せ る た め に 、 98年度は行政 当 局 と の協議

の 年 に も な っ た 。
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1m二信一 学校施設の復興 と 児童k 生徒ゐ状-況
校舎な ど学校施設の復旧 ・ 復興は公立学校、 私立学校 と も に97年度末 ま で に 完了 し 、 仮

設校舎、 避難所 も 解消 し た 。 学校内仮設住 宅 だ け が98年度 も ご く わずか な が ら 残 さ れた 。 (復

輿誌第 3 巻 ・ 97年度版参照)

一 庁 、 児童 ・ 生徒の状況 は 、 住 宅被災 に よ る 「 自 宅以外か ら の 通学J r転校」 が と も に

減少 し て い る も の の 、 98年度 に そ れぞれ約3 ， 000人、 約4 ， 600人 を 数え て い る O 住宅問題解

決 と い う 震災復興の大 き な 関 門 が背景 と な っ て い る だ け に 、 今後 も 早急 な 事態、の好転は期

待で き そ う に な い。

さ ら に 深刻 な の は い わ ゆ る 「心の ケ ア J 問題。 震災で傷つ い た心の健康 に つ い て教育的

配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒 は 、 98年度 も 数字の上で横 ばい 、 ま た は微増 の 傾向 を 見せ て 教育

界 に お け る 震災対策 の最大の難問が続い て い る 。

1 . 学校敷地内仮設住宅
〔被災 4 年 目 も 2 校に残る飯設住宅〕

学校敷地内 に 設 け ら れ た仮設住 宅 は 毎年減少 し た が、 98年度末 に な お 、 商宮 市立今津中

学校テ ニ ス コ ー ト に20戸 (入居 3 戸) 、 同 西宮東高校サ ッ カ ー 場 に 152戸 ( 入居14戸) の計

2 校、 172戸 ( 入居17戸) が残 さ れて い る O

学校内仮設住 宅 は ピ ー ク 時 に867戸 (県立学校39戸、 市 町立学校828戸) が設 け ら れ、 97

年度末 に は 芦屋市の 2 小学校、 l 高校、 西宵市の l 小学校、 4 中 学校、 l 高 校 に 計403戸 ( 入

居201戸) があ っ た が、 芦屋 市 内 は98年 8 月 に 解消 、 西宮市内 も し だ い に 解消 し 2 校 だ け

が残 さ れ た 。

西宮市 の 両校 も 99年10月 に は解消、 学校敷地内 の 仮設住宅 は全面解消 し た 。

2 . 自 宅以外か ら 通学す る 児童 ・ 生徒
〔毎年減少 し て い る が、 自 宅通学不能 は な お3 ， 000人弱〕

兵庫県教委の通学実態調査 に よ る と 、 98年 7 月 1 日 現在、 校 区 内 、 校区外 (学校所在市

町 内 ) 、 区 域外 (学校所在市町外) か ら 被災前 の 公立小 ・ 中 学校へ通 う 児 童 ・ 生徒 は 合計

2 ， 947人。 校 区 内628人、 校c>s:外2 ， 1 16人、 庶域外203人 の 内訳 と な っ て い る O

前年同期比で、 合計は 1 ， 574 人 の 減少。 校 区 内 7 1 1 人 、 校区外702人 、 区域外161人の そ れ

ぞれ減少 だ、 っ た 。

仮設住宅か ら の通学 は498人 で、 967人減 り 、 復興恒久住宅 な どへの転居が進んで い る こ

と を 示 し て い る O 親類、 知人宅か ら は 1 9 1 人 で 、 156 人 の 減少。 そ の他 (借 り 上 げ住宅 な ど

の仮 り 住 ま い な ど) 2 ， 258人 で 、 451 人 の 減少。 そ の他 の減少率 は低い。
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(表 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 自 宅以外 か ら 通学 す る 児叢生徒の状況lιょ?γ %年 5 月 1 日 … 1 日 I 98if' 7 月 1 日 引

i 児童 ・ 生徒数 児窓 ・ 生徒数 児主主 ・ 生徒数 | 度への増減

仮設住宅 1 ， 673人 932人 337人 減 595人

校区内から 親戚 ・ 知人宅 496人 172人 96人 減 76人
の通学 その他 338人 235人 1 95人 減 40入

小言十 2 ， 507人 1 ， 339人 628人 減 71 1人

仮設住宅 i 守 228人 503人 155人 減 348人
校 区 外 (学
校所在市町 幸見戚 ・ 知人宅 380人 133人 80人 減 53人

その他 3 ， 552人 2 ， 182人 1 ， 881)、 減 30 1 人

ノl、首j 5 ， 160人 2 ， 818人 2 ， 1 16人 減 702人

仮設住宅 39人 :)0人 6人 i成 24A 
区域外 (学
校所在市町 親戚 ・ 知人宅 71人 42人 15人 減 27人
タい か ら の
通学

その他 483人 292人 182人 減 110人

小言「 593人 364人 203人 減 山人 ;
仮設住宅 2 ， 940人 1 ， 165人 498人 おx: 967人

親戚 ・ 知人宅 947人 347人 191人 減 156人
よロ〉、三ロキi 減 知人一一一Jその他 4 ， 373人 2 ， 709人 2 、 258人

よロおきロiト 8 ， 260人 4 ， 521)\ 2 ， 947 }I\ 減1 、 574人

注 校区外、 区域外のその他欄には 、 自 宅か らの通学者を含む。
2 : その他についての主な事由 : (1 ) 震災前に持ち家に居fを していて被災、 自宅を再建する

予定であるが現夜借 り 上げ住宅等に仮住 ま い を している場合。 (2) 震災後、 家族が分散
し借 り 上げ住宅等に居住 してお り 、 当該住宅が生活の本拠と な っ ていない場合。

・ 仮設住宅から通学する児童生徒が前年度比967人減少 してお り 、 復興恒久住宅等への転居が
進んで、い る こ と をぶしている 。

・ 校区外 . IK域外か ら通学する児窓生徒が前年度比863人減少 してお り 、 本来の通学区域への
通学に移行 している こ と を示している 。

・ しか し ながら 、 今なお2 ， 947人の児童生徒が、 仮設住宅や校区外 区域外から通学し 、 不安
定な生活環境におかれ、 あ る いは遠距離通学が強い ら れてお り 、 それらの児童生徒に対する
配慮、 指導は引 き続き必要である 。

(兵庫県教育委員会)

校区外、 区域外か ら の通学の減少は本来の通学区域へ の 回 復 を 示 し て い る 。 し か し 、 い

ま だ に 3 ， 000人近 く が、 仮設住宅、 校区外、 区域外か ら 通学す る 不安定 な 生活環境 に置 か れ、

遠距離通学 も 強い ら れて お り 、 児童 ・ 生徒へ の 配慮 、 指導がヲ i き 続 き 望 ま れて い る 。

3 . 児童 ・ 生徒の被災転校
〔転校児童 ・ 生徒の減少は鈍化〕
兵産県教委の児童 ・ 生徒転出 動 向調査 に よ る と 、 震災で 自 宅 を 失 い県内外の公立学校へ

転校 し た児意 ・ 生徒 は98年 7 月 1 日 現在で、 4 ， 567人。 前年同期比で、566人減 っ た 。

県外転校 は 1 ， 575人 (43都道府県) 、 県 内 転校 は 2 ， 992人。 減少 は鈍化 し た。 転校先で の

永住者は97年 に 減 っ た が、 98年 に 増 加 し た。 一方、 復帰、 ま た は 永住の 意 向 不 明 は何年 に
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比べ 3 分の l と な り 、 全体の動 き は 、 被災地の住宅復興 の 歩 み を 反映 し て い る よ う だ。

兵庫県教委 は 、 復帰見込み の不 明 の 児 童 ・ 生徒が860人 い る こ と は 、 い ま な お 生活基盤

の不安定が続 い て い る こ と を 示 し て い る が、 こ の 不 明者 と 復帰見込み者 を 合わせ た 1 ， 021

人 は元 の 学校へ復帰の可能性が高 い と み て い る O

転校先永住 は 県外1 、 092人、 県内2 ， 454人 で 、 78% を 占 め る O

転校の ピ ー ク は 95年 2 月 14 日 が ピ ー ク と さ れ、 全国47都道府県へ 2 万4 ， 947人 に の ぼ っ た 。

被災 4 年 目 で、 そ の 5 分の l を 割 っ た こ と に な る O し か し 、 少子化の 追 い打 ち も あ っ て 、

激甚被災地の学校で は 、 児童 ・ 生徒数は 震災前 の 94年 当 時 に 比べ、 神 戸 市 内 6 区 (東灘、

灘、 兵庫 、 長 田 、 須磨) が79 % 、 西宮市が85 % 、 芦屋市が74 % な ど落 ち 込み が 目 立 つ 。 加

者J l I 市の91 % 、 姫路市の93% と 比べ て 、 震災の影響 の 大 き い こ と がわ か る O

(表 2 ) 板神 ・ 淡路大震 災 に よ る 児童量生徒の転校状況

97年 7 月 1 日 現在
; 県外転校 | 県内転校 | 合計 県外転校 ; 県内転校 合計

転校者数 2 ， 056人 3 ， 077人 5 ， 133人 4 ， 567人 滅 566人
145人 237人 382人 16 1A 減

(7 . 1  % )  (7 . 7% )  ( 7 . 4% )  (3 . 5% )  
1 ， 289人 1 ， 907人 3 ， 196人 増
(62 . 7% )  (62 . 0% )  (62 . 3% )  

(i主) ( ) は会転校者に対す る 割合 (% ) 小数点第 2 位四捨五入

- 震災に よ る 転出児童生徒数が復帰や卒業等 に よ り 前年度比566人減少 し 、 4 ， 567人 と な っ て い る が、
減少数は少な く な っ てい る 。

・ 転校先に永住する 児童生徒が場加 し て い る が、 復帰見込み と 不明 な児童生徒 を 合わせた人数1 ， 02 1
人が、 元の学校へ復帰又はその可能性があ る 。

・ 復帰克込みの不明な児童生f走が860人あ り 、 -4'"なお不安定な生活基盤 に あ る 児童生徒が多 い こ と を
示 して い る 。

(兵庫県教育委員会)

〔転校児童に 「学校通信J 送 る 〕

神戸市長 田 区の市立二葉小学校は 学校で の行事や児童 の 生活 を 記録 し た 「学校通信」 を 、

在校生 の家庭や地域 の 人 た ち ばか り で な く 、 被災 し て転校 し た 児童 ら に送 り 続け て い る O

担当 は 児 童 の 心の ケ ア の た め に 配置 さ れ た教育護興担 当 教員 (復興担) の 佐 々 木勉教論

(48) 。 何 年 か ら 週 2 、 3 回 、 児童の作文や ボ ラ ン テ イ ア 体験 な ど を 「復興担 だ よ り 」 と

し て発行 し て き た 。 97年 1 1 月 に被災転校児童 に も 初 め て 送 っ た と こ ろ 、 67人の う ち 17人か

ら 返事が届 き 、 99年 2 月 に も た よ り を 送 っ た 。
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4 . 公立高校入試の被災説 申書
(98年は93人に適用 〕

兵庫県教委 は何年 か ら 公立高校入試の さ い 、 震災のハ ン デ ィ を 考慮す る 「被災副 申 書」

制 度 を 設 け て い る が、 98年春の公立高入試で は93人の受験生が提 出 し た 。 こ の う ち81人が

合格 し た 。

こ れ ま で の提 出 者 は95年6 ， 301人、 何年383 人、 97年166人 (合格144人) 0

「被災副 申 書」 は震災で入院 し た り 、 保護者 を 失 っ た者、 避難所で生活 し て受験勉強 に

打 ち 込め な か っ た 場合 な どで、 生徒が不利 に な ら な い よ う に 県教委が始め た 臨 時措置。 本

人 や 家族の被害、 住宅状況 な ど学習 [jÇ]難の理由 を 記入 、 調査書 に 添 え て 中 学校 か ら 高校へ

提 出 す る O 合否判定の材料 に さ れ る 。

4 年 日 に な っ て も 93人が提出 し た こ と は 、 依然 と し て 学習 が罰難だ っ た り 、 P T S D (心

的外傷後ス ト レ ス 障害) に影響 さ れ て い る こ と を 裏づけ て い る O

〔元の通学区域の公立高校受験は20人〕

今凹 の大震災で は被災副 申 書 と と も に元の通学区域の公立高校 を 受験す る 生徒 を 対象 に 、

入学志願承認 申 請手続 き を 省 略す る 特例措置が と ら れて い る が、 98年 は20 人 が利用 し た 。

97年 は66人、 96年 は 143人が利用 し た 。

震災特例 に は 、 転 出 生徒が最寄 り の 県立高校で受験で き る 措置 も あ り 、 98年 は l 人が適

用 を 受 け た 。 97年 は ゼ ロ だ っ た 。

こ う し た震災特例 は99年入試で も 適用 さ れ る O

〔震災 と 不況で、私立高校生の学費滞納増 え る 〕

兵庫県私立学校教職員 組合連合 (私教連) は何年10 月 、 同連合の教職員 が い る 県内21校

で、 学費滞納者数や授業料軽減補助 申 請件数 を 調べ た 。

神戸、 姫路、 三 田 市、 神 崎 郡 の 16校 ( 生徒数 l 万4 ， 281 人) か ら 回 答 があ り 、 学費 の 3

カ 月 以上滞納者 は235人 ( l . 65 % ) 、 l 校あ た り 15 人 だ っ た 。 経済的理由 に よ る 退学は16人。

学校別 の最高滞納率 は5 . 5% 。 最高滞納 月 数 は 1 5 カ 月 に 及 ん で、 い た 。

ま た 、 授業料の軽減助成 (所得 に 花、 じ 、 年 間 15万8 ， 000円 2 万9 ， 000円 ) の 申 請 は4 ， 912

件 で 、 全生徒の35 . 6 % 。 前 年 に く ら べ て 3 . 9 % ア ッ プ し た 。 最 高 の 学校 は 67 . 8% も あ っ た 。

経済的理由 に よ る 退学 は b 父親 の 倒 産 に よ る 離婚 b 母子家庭の リ ス ト ラ 解雇 b 震災で家

業が立 ち 直 ら ず学費滞納 で仮進級 し た が納 め ら れず退学 ー な どがあ げ ら れ、 同連合は 「震

災 と 不況 の ダ ブ ル パ ン チ が家計 を 圧迫 し て い る J と し て い る 。
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5 . 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒
〔増え続け る 小学生。 中学生は減 る 。 全体で4 ， 1 06人〕

兵庫県教委は98年 も 7 月 l 日 で被 災 に よ る 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の実態調査

を 行 っ た 。 調査対 象 は 兵庫県下の小学校837校 5 分校、 33万5 ， 71 1 人。 中 学校359校 3 分校、

17万8 ， 372人。 合計1 ， 204校51万4 ， 083人。 3 年 日 に な る 調査 で 、 ケ ア を 必 要 と す る 児童 ・

生徒は4 ， 106人。 小学生2 ， 426人、 中学生1 ， 680人 、 中学生 は前年 に く ら べ255人減 っ た が、

小学生 は272人 、 全体で は 17人の増加 と な っ た 。 被災 4 年 目 で も 4 ， 000人 を 超 え て い る O

調査は①親の 気 を 引 こ う と し がみ つ い た り す る 退行現象②頭痛や 腹痛 を 訴 え る 生理的反

応③攻撃的 に な っ た り 、 友達付 き 合い を 避 け る な ど情緒的 、 行動的反応 な ど P T S D (心

的外傷後 ス ト レ ス 障害) の 判 断基準 と な る 3 項 目 25種の症例 に よ り 、 ど れ か l つ で も 当 て

は ま る 児童 ・ 生徒の数 を 学校 ご と に集計 し た 。

(表 3 ) 心の健康 に つ い て 教育的配慮 (心の ケ ア ) を 要 す る 児童生徒

1996年 7 月 1 日 現在 1 1 997年 7 月 1 日 現在 1998年 7 月 1 日 現在 !

心の健淡について教 心の健康について教 心の健康について教 97年度か ら 98年
育的配慮 を望号する 児 育的配慮 を 要す る 児 育的配慮 を要する 児 度への増減
窓生徒数 童生徒数 童生徒数

小学校 1 ， 830人 2 ， 154人 2 ， 426人 増 272人
中 学校 1 ， 982人 1 ， 935A 1 ， 680人 減 255人
合 計 3 ， 8 12人 4 ， 089人 4 ， 1 06人 増 17人

(兵庫県教育委員会)

小学生 は 2 年連続の増加。 36 . 2% が新 た に ケ ア が必要 に な っ た ケ ー ス O 全児童数 に 占 め

る 訴合 は0 . 09 % 増 の0 . 72 % 。 地域別 で は神戸の2 ， 062人が最 も 多 く 、 阪神 間 の 336人が続い

た 。

一方、 中学生 は 2 、 3 年生が減 り 、 1 年生が増 え た 。 全体に 占 め る 割合 は 0 . 1 2 % 減 り 、

0 . 94 % 0  

小学生で、多 か っ た の は神戸市長田 区404入 、 東灘区386人、 中 学生 で多 か っ た の は東灘区

352人、 灘 区269人 な ど。

兵庫県教委 は 中 学生が減 っ た の は 、 要 ケ ア 者が前年度の卒業生 よ り 98年入学生の方が少

な く な っ た た め と し て い る O ほ と ん どの学年で増加傾 向 を 見せ る が i p T S D は被災後 3 、

4 年 で最 も ひ ど く な り 、 多 く の 機 能 障害 を 起 こ すJ i 時 間 の 経過 と と も に 回復す る 児童 ・

生徒がい る 半面 、 家庭環境、 経済的事情 の 変化 に よ り 、 2 次的 ス ト レ ス が起 こ り 、 心の傷

が顕在化す る 場合があ る 」 と の専 門 家 の指摘があ る と 説明 し て い る 。

小学生が増 え る の も 幼児期 の被災体験が深い傷 と し て残 り 、 入学後 に 発症す る と い う O

復興恒久住宅への転居 な ど に よ っ て転校 し て き た 児童 ・ 生徒 は 要 ケ ア の 比率が比較的高
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く 、 住宅復興が進 ん で も 、 心 の 問題 は す ぐ に解決 し な い こ と が う かがえ る 。

今後 も き め 細 い 心の ケ ア 対策が望 ま れて い る O

く参考 文 献 〉

「新た な 防災教育の充実に向けて 4 年 包 の淑組」 兵庫県教育委員会 1999年 1 fl 18 臼
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| 第二節 新た な紡災教育の推進
兵庫県教委の 震災か ら の 教育復興は 「被災の体験 を 教訓! と し て 生 か し た 「新た な 防災教

育」 の全国への発信」 を 柱 と す る o 95年 か ら 「兵庫教育の製造的復興j と 名 づ け て推進 し

て い る O

98年 は 「学校防災体制 の 整備充実 と 新 た な 防災教育 の 定着」 を 掲 げて さ ま ざ ま な 課題 に

取 り 組 ん だ。

95年 に 防災教育検討委員 会 か ら 「兵庫の教育の復興 に 向 け てJ の提言 を 受 け て 以来 、 何

年 、 97年 に 課題 の整理や 防災教育 の 具体的 な 方策 の 検討 を 重 ね 、 防災教育副読本の作成、

カ 1) キ ュ ラ ム の作成、 モ デル 地域指定 を 重ね て き た 。

神戸市教委 も 95年 に作成 し た 防災副読本 を 97 年 に 改訂、 カ リ キ ュ ラ ム の作成 を す ま せて

い る O

98年 は 防 災教育が 日 常的 な 実践へ入 る 年 だ っ た 。

1 . 兵庫県教委の 98年度防災教育の取 り 組み
( 1 ) 防災教育推進連絡会議の開催

97年度 に 設置 さ れた 防災教育推進会議で 、 災害時 に 学校が避難所 と し て 果た す役割 な ど

を ガ イ ド ラ イ ン と し て 示 し 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 に ま と め た 。

こ の ガ イ ド ラ イ ン 、 マ ニ ュ ア ル を 踏 ま え 、 学校防災体制 の 整備 充実 と 新た な 防災教育 の

定着 を 図 る た め 、 98年度 は 学識経験者、 学校、 行政、 関係団体代表 ら 16 人か ら な る 「防災

教育推進連絡会議J (座長 = 徳 山 明 ・ 常葉学園富士短大学長、 副 座 長 z 桂 正 孝 ・ 大阪市立

大学教授) を 設置 し て実施上の課題 を 検討 し た 。

協議 さ れ た事項は次の と お り で、 会議 は全体会議が 3 回 、 各教育事務所 ご と の地区別会

議が 2 回 開 か れ た 。

1 ) 避難所指定 に 関 し 、 市 町防災部局 ・ 自 主 防災組織 と の 連携強化

2 ) 学校防災計画策定 に あ た っ て の 課題整理 と 調整

3 ) 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施方法

4 ) 新 た な 防災教育 の 実践上の課題の整理 と 調整

( 2 )  教育復興招当教員の配置

震災か ら 4 年 目 を 迎 え て 、 心 の傷が軽減 し て い く 先輩 ・ 生徒がい る 一方 で 、 思 う よ う に

治 ら ず焦燥感 を 抱 く も の が、 相 変 わ ら ず減 ら な い。 被災後ず っ と 同 じ 傾 向 が続い て い る O

98年 も 4 ， 106人が 「教育 的配慮 を 必要 と す る 」 と 判定 さ れた 。

こ の た め 、 98年 も 「教育復興担当 教員 」 が被災地の小 ・ 中 学校 に 207人 配置 さ れ た 。 前
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ま で と 同 数 で あ る 。 同教員 は児童 ・ 生徒の状況把握や心の健康相談活動の 充実 を 図 る と

と も に 、 防災体制 の確立や 防災教育 の推進な ど教育復興の種極化 を 進め て い る O

(表 4 ) 教育復興担当教員 配置状況 (98年度)

13 

ハU…
にひ

1一 3…
3
=
6

 

尼崎市 j 西宮市 l 芦原市 l '長塚市

88 

5 1  

3 

2 

22 

139 「υ 35 15  

(兵庫県教育委員 会)

配童数 は 前年 ま で と 変 わ ら な か っ た が、 98年 は加古川 、 小野両市 と 津名 目I で廃止 さ れ、

神戸、 尼崎、 西宮、 芦原、 京塚、 1 1 1 西の 6 rtî と 北淡、 一宮岡町の計 8 干問I と な っ た 。 神戸、

尼崎、 宝塚市 は減 り 、 西宮子打、 北淡町で は増員 さ れた 。 市 町 内 で は 小 ・ 中 学校 で そ れぞれ

増減が行 わ れ た 。

ま た 、 担 当 教員 の指導力 向 上の た め 、 98年 4 月 と 99年 1 月 に研修会 を 行 っ た 。

( 3 )  訪災教育専門推進員 の配置

県下全域で防災教育 を 充実す る た め 、 8 人の 「 防災教育専 門推進員 J を 各教育事務所 な

ど に 配置 し た 。 前年 よ り l 人 の減。

新 た な 防災教育の授業実践 、 防災体制 の 整備充実、 教師 の指導力 ・ 実践力 の 向上 な ど を

推進 し 、 各地の実態調査 を も と に 現状分析、 課題の 整 理 な ど を 行 っ た 。 各種研修会、 学校

訪 問 な ど を 通 じ て 防災教育 の 充実 を 図 っ て い る 。

( 4 )  劫災教育実践事例集の作成

防災教育副読本 「明 日 に生 き る J を 活用 し た 実践事例集小学校編、 中学校編、 高等学校

編 の 3 点 を 作成 し た 。

各地の実践事例 を も と に し た 防災教育 の 具体的 な取 り 組み を 紹介 し 、 各学校での授業実

践の深化 、 充実や 、 研究会の資料 に 活用 し て い る O

( 5 )  防災教育推進指導員養成講鹿

大震災の教訓や 防災教育検討委員 会か ら の提言 を 踏 ま え 、 県下全域で学校防災教育 の 充

実 を 図 る た め 、 専 門 知識 を 持 っ た 「訪災教育推進指導員 J を 計画 的 、 継続的 に 養成す る 講

座 を 聞 い た 。

こ の講座 は 初級編、 中 級編 、 上級編の 3 段階 に わ け 、 全て を 受講す る と 防 災教育推進指

導員 に な る O 平時 は 県下各地で防災教育 の 中心的役割 を 果 た す と と も に 、 災害発生時 に は 、
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避難所 と な っ た 学校 に 派遣 さ れ、 自 治組織の結成や運営 に 協力 す る 。

98年 度 は 28人が第 1 期生 と し て 誕生 し た 。

( 6 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

96年度 か ら 始め ら れた 「 ボ ラ ン テ イ ア 実践」 科 目 は 基礎的 な 知識 ・ 技術 を 習得 さ せ る と

と も に 、 実践 を 通 じ て ボ ラ ン テ イ ア に対 す る 理解や 自 覚 を 高 め る の が狙 い 。 社会人 と し て

の 自 己 向上意識 と 態度 の 育 成 を 図 る O

「 ボ、 ラ ン テ イ ア 実践」 の 実施校は 98年 度 は 15校 だ、 っ た 。 96年度 は 6 校、 97年 度 は 10校 と

毎年増 え て い る 。 授業の内容 は仮設住宅や老人ホ ー ム 、 養護学校、 養護施設、 保育施設の

訪 問 、 交流、 福祉の現状、 福祉制度の学習 を 続け て い る O

( 7 )  被災見童 ・ 生徒の心の理解 と ケア

子 ど も た ち が震災で、被 っ た心の不安定状態 の解消 を は じ め と す る 心の ケ ア は 、 特 に 重要

な 課題 で 、 精神科医 を 学校派遣 し 、 児童 ・ 生徒への 支援、 対応の方法 に つ い て指導助 言 を

得 た 。 ま た 、 教職員 の カ ウ ン セ リ ン グ能力 の 向上 を 図 る た め 、 98年度 も 前年 ま で と 同様 に

県 下 7 会場で 「研修会J を 聞 い た 。

( 8 ) 拐災教青研修会の実施

児童 ・ 生徒 に 震災の教訓 に 学 び、 人 間 と し て の生 き 方、 あ り 方 を 考え さ せ る と と も に 、

災害か ら 白 ら の 生命 を 守 る の に 必 要 な 能力や態度 を 育成す る た め 、 防災教育副読本の活用 、

避難訓 練 な どの安全指導、 心 の ケ ア に つ い て研修会 を 開 い た 。 教職員 の 指導力 向上 を め ざ

す も の で 、 県下 6 地域で延べ10 回 開催 し た 。
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(表 5 ) 新 た な 防災教育の推進体系図

[ ソ フ ト 面] 震災体験 を 生か し た教育の推進 (共 に 生 き る 心、 生
命の尊 さ 、 効 け合いの心、 自 然 に対す る 畏敬の念等)
心の ケ ア

- 児童生徒 ・ 教職員 の精神的被害。

- 避難所 と 学校の共存。

円り
- 若者 を 中心 と す る ボ ラ ン テ ィ ア 活

動の広が り 。

寸

(兵庫 県教脊委員 会)
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(表 6 ) 1 998年度の具体的 な取組の経緯

4 JH4 日 (火)
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第 I 郎 防災教育専門推進員 会議
第 2 回 防災教育専門推進員 会議
教育復興担当教員研修会
防災教育研修会 (西播磨地医)
防災教育研修会 (東播磨地医)
災 害 を 受 け た 子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会 (絞神 地 区 )
防災教育研修会(淡路地区)
第 3 回 防災教育専門推進員会議
防災教育研修会 (丹有地区)
紡災教育研修会 (1司馬地区)
紡災教育推進指導員 養成講応 (初級編)
災警 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会 (丹有 西播磨地区)
防災教育研修会 (阪神地区)
第 l 図 防災教育推進迷絡会議 (全体会)
災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会 (東矯磨地 区 )
災害を受けた子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 研修会 (但馬 - 淡路地区)
第 4 回 防災教育専 門推進員会議
防災教育推進連絡地区別会議 (東播療地区 )
防災教育推進連絡地!玄別会議 (阪神地区)
防災教育推進逮絡地区別会議 (淡路地区 )
防災教育推進連絡地区別会議 ( �討議磨地区)
防災教育推進連絡地区別 会議 (但馬地区)
防災教育推進連絡地区別会議 (丹有 地区)
災害を受け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会 (県立学校)
第 5 凶 防災教育専 門推進 員 会議
第 6 1河 防災教育専門推進 員 会議
防災教育捻進指導員 養成講座 ( 中級編)
防災教育推進連絡地区別会議 (東橋磨地区)
防災教育推進指導員養成講庭 (上級編)
防災教育研修会 (東播磨地区)
防災教育研修会 ( 阪神地区)
防災教育研修会 (但馬地区)
第 2 11!1 防災教育推進会議 (全体会)
防災教育研修会(淡路地区)
防災教育研修会 (西播磨地区)
第 2 回防災教育推進地区別会議 (阪神地医)

防災教育実践事例集発行
阪神 ・ 淡路大震災 4 周年教育復興の集い
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て-J - 4 年 目 の収組一発行

第 3 国 防災教育推進会議 (全体会)

(兵庫県教育委員 会)
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2 . 紡災教育実態調査
兵庫県教委 は98年 5 月 1 日 か ら 同15 日 ま で、 県下の小学校837校、 中学校359校、 高等学

校17]校、 盲 - 聾 ・ 養護学校40校、 合計1 ， 407校で、防災教育 の 実態調査 を 行 っ た 。 5 月 期 の

実態調査は96年か ら 3 回 目 O

調査の項 目 は 10項 司 で次の と お り o (調査結果 は 第 3 節 防災教育 の 実践 、 第 5 節学校防

災機能の 充実で詳述)

1 ) 新 た な 防災教育推進の 目 標 や方針が、 学校の教育 目 標 、 重点、 経営方 針 に 具体的 に

示 さ れて い る か

2 ) 新 た な 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

3 )  97年 (平成 9 年) 度 に 防災教育副読本 を 活用 し た授業 な ど を 行 っ た か

4 ) 教科等で新た な 防災教育 の授業 を 実施 し た学校数

5 ) 防災教育 を 推進す る 委員 会や係 を 校務分掌 に位置づけ て い る か

6 ) 災害時 に避難 と な る 場 合 を 想定 し て 学校施設の 開放場所 を 明確 に し て い る か

7 ) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る か

8 ) 災害時 に避難所 と な る 場合 を 想定 し て 教職員 の避難所支援班 な どの組織 は あ る か

9 )  98年 (平成10年) 度 の 防災 (避難) 訓 練 を し て い る か

10) 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災教育 の 取 り 組み を 具体的 に ど う 進め る か考 え て い る

か

新 た な 防災教育推進 目 標 の 学校経営方針 な どへ の 取 り 入 れ は 、 前 年 に 比べ小学校 で は

1 6 % 、 中 学校で は 18 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校で は約12% 増 え て 、 着実 に 前進 し て い る が、 高

等学校だ け は2 . 7 % 減 っ た 。

( 表 7 ) 1 998年度 に お け る 察全体の推進状況 (1998年 5 月 現在)

1 学校紡災体制の整備状況

(1) 係及び委員会の どち ら か を校務分掌に位置づける 。

(2 )  学校独 自 の災寄対応マニ ュ ア ルの作成状況

(3) 災害時 に お け る 避難所 と しての学校施設の開放場所の明確化
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(4 ) 災害時における教職員の避難所支援斑の確立

2 新 た な 紡災教育の状況

( 1 )  新たな防災教育の カ リ キ ュ ラ ム の作成状況

(2) 地域住民が参加す る 防災 (避難) 訓練の実施状況

3 自 主防災組織の結成状況 (1998年 4 月 1 日 現在)

(兵庫県教育委員会)

3 . 震災 と 教育 を 結ぶ催 し
〔神戸で大震災 4 周年教育復興の集い〕

兵庫県教委が主催す る 「駁神 ・ 淡路大震災 4 周年教育復興の集い」 が99年 1 月 18 日 、 神

戸 市 中 央 区 の 県民小劇場で 閲 か れ た 。

震災で学ん だ教訓 を 生か し 、 教育の復興 を め ざす層年事業。 4 回 日 と な る 今回 は心 の 教

育 の 充実 を 中心 に 学校防災体制 、 防災教育 に つ い て教職員 、 中 学 ・ 高校生 に 一般傍聴者 も

受 け 入 れ、 約450人が意見交換、 実践発表 を 行 っ た 。

栗京高志県教育長 は 「震災の体験 と 教訓 を 心 に 刻 ん で、教育 の創造的復興 を 」 と あ い さ つ O

特別講師 と し て ボ ラ ン テ イ ア 団体 「がん ばろ う .ゲ 神 戸J (神戸市北 区 ) 代 表 ・ 堀 内 正 美 さ

んが 「大震災 を 乗 り 越 え て」 と 題 し て 講演 し た 。 堀 内 さ ん は 「地域づ く り は 学校 と 地域が

も っ と かか わ り 合 う こ と が必 要」 と 話 し た 。

中学生 3 人 は 地域で職場体験す る 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の 体験談 を 発表 し 「被災 し

た お 年寄 り と 交流 会 を 開 い た と き 、 多勢の参加があ り 、 う れ し か っ た」 と 話 し た 。 高校生

4 人 は98年10月 に 関 か れ た 「生 き 方 を 考 え る 高校生 フ ォ ー ラ ム 」 の 参加者で、 J私の生 き 方 ・

考 え 方J を テ ー マ に発表 し た。
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〔 日 ・ 米 ・ 中震災国際 シ ン ポジ ウ ム ー 「震災 と 教育J J

こ ど も た ち が生 き ぬ く 力 を テ ー マ に 第 3 回 「 日 米 中 国際震災 シ ン ポ ジ ウ ム 」 が99年 1 月

18 日 、 神戸市 中 央 区 の 兵庫 県教育会館で 開 か れ た 。

主擢 は 兵庫県教職員 組合。 兵庫県教委、 神戸市教委 の ほ か、 神戸、 阪神 、 淡路の被災 8

市 町教委 な どが後援 し た 。

震災か ら 4 年 目 に な っ て も 、 被災 し た子 ど も た ち は住宅問題、 保護者 の 失 業 、 家族離散

な ど生活の不安定が続い て い る O 心の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も も 減少 し な い 。 今 回 の 国際

シ ン ポ は 子 ど も た ち に 「生 き る 力 」 を 育 む 「 自 立、 連帯、 共生」 の教育の 具体化、 21 世紀

に 向 け た最 か な 教育 の創 造 を め ざ し て 、 同 じ 被災体験 を 持つ 、 米 国 ロ ス ア ン ゼ、 ル ス 、 中 国

唐 山 、 張 家 口 か ら パ ネ リ ス ト を 迎 か え て 報告、 意見交換 を 行 っ た 。

コ ー デ ィ ネ ー タ ー は杉 山 明 男 ・ 神戸大学名誉教授。 パ ネ リ ス ト は桂正孝 ・ 大阪市立大学

教授、 田 治米政美 ・ 兵教組委員 長代行、 マ リ ー ン ・ ウ ォ ン ・ L A 統一学区 メ ン タ ルヘ ル ス ・

地域危機管理 チ ー ム 局長、 ロ ベ ル タ ・ パー ン ス タ イ ン ・ 同 学区教師 カ ウ ン セ ラ ー 委員 、 朱

立新 ・ 張家 口 市総工会副主席、 正宝虎 ・ 唐 山 市教育工会主席、 万 明 東 ・ 中 国 教育工会主席

の 7 人。

ア メ リ カ か ら は ノ ー ス リ ッ ジ地震後の 防災教育の シ ス テ ム 、 子 ど も の ケ ア に つ い て 報告

があ っ た 。 理: 大 な 事件や事故があ る と 、 心 に 問題 を 残す子 ど も は 10 % 強 に な る 。 不安、 感

情の揺れ、 情緒不安定、 う つ な ど を 起 こ す の で 、 心 の ケ ア の シ ス テ ム づ く り が重要。 ま た 、

ノ ー ス 1) ッ ジ 地震 の あ と 教職員 に 、 最初 の救援、 捜索、 避難、 通信連絡、 心 の ケ ア 、 学校

安全 プ ラ ン 、 危機管理 シ ス テ ム の基準化 な とミの訓練 を 行 っ て い る と 説明 し た 。

中 国か ら は 76年 7 月 の マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 8 と い う 唐 山大地震 に よ り 24 万 人 が死亡、 16万

人が重傷 を 負 っ た が、 教職員 の 死傷者 は 3 ， 000人以上、 生徒の死傷 は 3 万 人以 上 だ っ た 0

8 月 上旬 に授業 を 再 開 し た 。 耐震対策 な どが叫ばれた が、 両 親 を 失 っ た 子 ど も への施設建

設、 教育の保障、 恐怖体験 に よ る 心の 傷 に対す る 物質 的 、 精神的 ケ ア の必要性が諜題 ー と

報告があ っ た 。

ま た 、 98年 l 月 の 張家 口 地震 は マ グニ チ ュ ー ド6 . 2 だ っ た が、 人 口密度が低 く 、 死者は49

人 に止 ま り 、 子 ど も は無事だ っ た 。 唐山大地震 を 教訓 に 「 防震減災法」 がで き た 。 完ぺ き

な 坊災指針 は 難 し く 、 経験 を 教訓 に 生 か し て い く と 報告 さ れ た 。

田 治米兵教組委員 長代行 は 、 親や保護者 を 亡 く し た子 ど も の た め に 「 わ か ば奨学制度」

を つ く っ た。 兵教組は 避難所 と な っ た 学校へ延べ 5 万人の教職員 を ボ ラ ン テ ィ ア で派遣 し

た 。 自 主的 な 支援、 自 治体、 政府の 支援の ネ ッ ト ワ ー ク を ど う つ く る かが課題。 兵庫県教

委 は そ の体験 を も と に98年 3 月 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 を つ く っ て全校 に 配布 、 各校が

独 自 の マ ニ ュ ア ル を つ く り つ つ あ る と 報告。 兵庫県教委 の 防災教育副読本 「 明 日 に 生 き る 」

づ く り 、 中学生の社会体験学習 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク J も 紹介 し た。
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( P  T A 全国研究大会も震災 と 教育で交流会〕

第46 回 「 日 本 P T A 全国研究大会J ( 日 本 P T A 全国協議会 な ど主催) が98年10月 2 1 、 22

の 両 日 、 神 戸 市 中 央 区 の神戸 国 際 会議場 な どで 開 か れ、 約7 ， 000人が参加、 学校、 家庭、

地域の あ り 方、 P T A の 役割 な ど に つ い て 9 つ の 分科会で、協議 し た 。

今 回 は 関 連行事 と し て 「震災 と 教育」 を テ ー マ に 交流会が 開 か れ た 。

交流会 で は 、 災害時の 学校や P T A の役割、 避難所運営の ポ イ ン ト 、 震災 を 機会 に始 ま っ

た 防災教育 の取 り 組み な どが報告 さ れた 。

長 田 区役所職員 で 「人 ・ 街 ・ な が た 震災資料室」 代表の清水清ー さ ん は 、 食糧確保、 ト

イ レ 問題、 安否確認 な ど 「最初の 3 日 聞 を 自 力 で切 り 抜け る 備 え を 地域 ぐ る み で確認、 体

制 を つ く っ て お か ね ばな ら な い」 と 力 説 し た 。

長 田 区 の 市玄駒 ケ 林 中 学校教育復興担当 教員 の 森脇毅教諭 は仮設住宅 で の ボ ラ ン テ イ ア

活動、 地域の お年寄 り を 対 象 に 寄席 を 始め た子 ど も た ち の取 り 組み を 紹介、 震災直後、 避

難所運営 を 手{云 っ た 生徒 の エ ピ ソ ー ド を ま じ え て 「子 ど も た ち は驚 く ほ ど “戦力" に な る O

人の役 に 立 て る ん だ と 子 ど も 自 身 が震災で実感で き た 。 親 も 学校 も 、 生徒 も 、 一緒 に な っ

て 助 け合 う 関係 づ く り が理想」 と 、 震災 を 機 に 中学生が地域 に 出 か け る ボ ラ ン テ イ ア 活動

が始 ま っ た と 被災 当 時 を 振 り 返 っ た 。

最終 日 の 22 8 は神戸市中 央 区 の神戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド ホ ー ル ( ワ ー ル ド記念ホ ー ル ) で

有馬朗人文部大臣 、 貝 原後民兵庫県知事、 笹 山 幸俊神戸市長が出 席 し て 閉 会式が行 わ れ た 。

〈参考文献〉
「新たな防災教育の充実に向けて - 4 年 呂 の取組」 兵庫原教育委員会 1999年 l 月 18 B 
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l 第三節 新た な防災教育の実践
防災教育 の 現場実践 は学校防災体制 の確立 と 並ぶ教育復興の 要 で あ る 。 兵庫県教委 も 神

戸市教委 も 大震災の 在後の混乱 の 中 か ら 97年畏 ま で に 防災教育副読本、 学習指導要領 と 防

災教育指導内容、 防災教育年 間指導計画 な ど を つ く り 上 げ、 教室での実践の取 り 組み を 始

め た 。 (復興誌第 l 巻 ・ 95年度版、 第 2 巻 ・ 96年度版、 第 3 巻 ・ 97年度版参照)
98年度 は こ う し た 指導方針、 マ ニ ュ ア ル、 モ デル 化の 整備 を 受 け て実践 を 本搭化 さ せ る

初年度 に あ た る も の で、 副読本や カ リ キ ユ ラ ム に対応 し た 実践事例集が ま と め ら れ、 現場

教師へ活用 を 求 め た 。 大震災 の 体験 を 教訓 と す る 新 た な 防災教育 の お膳立 て は す っ か り

っ た 。

し か し 、 毎年行 わ れ た 防災教育実態調査の結果 を み る と 、 各学校の取 り 組み は必ず し も

順調 に 進 ん で い る と は い え ず、 被災地 と 非被災地の 温度差 も あ り 、 兵庫県教委、 各教育事

務所 も 今後 の 課題 に し て い る 。

さ ら に 、 多忙 な 教室の現場へ は 、 防災教育 ばか り で な く 、 多 く の宿題、 新庁針がひ っ き

り な し に お ろ さ れて く る 。 週休 2 日 制 に加 え て 、 98年度 は 学習指導要領の 改詐 に よ り 「総

合学習」 の方向 も 増 え た 。 現場教師 に と っ て は負担が増す こ と は あ っ て も 軽 く は な ら な い。

ウ デの 見せ ど こ ろ に な る わ け だが、 消化不 良 を 起 こ せ ば、 教師の資質が改 め て 問 わ れ る 。

99年度 か ら は 防災教育実践へ現実 的 な 分析 と 評価が、 さ ら に対策が必 要 に な っ て く る 。

1 .  98年度防災教育実態調査か ら
( 1 )  r新た な防災教育推進の た め の 目 標や指針が学校の教育 目 標、 重点 、 経営方針に具体

的 に示 さ れ て い る か」

目 標 な どが明示 さ れて い る の は 、 小学校78 . 0 % 、 中 学校73 . 2 % 、 高等学校82 . 5% 、 富 

聾 ・ 養護学校67 . 5 % 。 前年 に く ら べ、 小学校 は 15 . 9 ポ イ ン ト 、 中 学校 は 17 . 6 ポ イ ン ト 増 え

て い る 。

学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成率が50% 前後 な の に く ら べ る と 日 標や 方針 を 明示

し た学校の比率 は 高 い 。 災害対応 マ ニ ュ ア ル は か な り 具体的 な 内容 と な る が、 目 標や方針

そ の も の は 基本的 な 事柄 だ け に取 り 組 み や す か っ た の で は な い か と み ら れ る 。

( 2 )  r新た な 紡災教育のカ リ キ ュ ラ ム は立案 さ れ て い る かJ

作成 し て い る 学校 は小学校が42 . 4 % 、 中学校 は 32 . 3% 、 高校 は 1 1 . 7% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学

校 は20 . 0% 。 カ リ キ ュ ラ ム は教室経営、 授業の基本 と な る も の だ け に 、 目 標や 方 針 に く ら

べ る と か な り 低い 。 半数以上の 学校が 「検討中」 と し て お り 、 兵庫県教委 は 「先進校の 事

例 を 提示 し 、 専 門推進員 ら か ら 助言 を し て い く 必要があ る 」 と 積極的 な 取 り 組み を 求 め て
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い る 。

作成 し て い る 学校で は 、 防災教育副読本 を 小学校で98 . 0 % 、 中学校で87 . 2% が活用 し て

お り 、 副読本の果 たす 役割 は大 き い。

( 3 )  r97年度に訪災教育副読本 を 活用 し た 授業 な ど‘ を行 っ た か」

年 に l 回 で も 副読本 を 活用 し た の は 、 小学校85 .4 % 、 中 学校68 . 8% 、 高 校26 . 9% 、 育 ・

聾 ・ 養護学校15 . 0% 。 各教科、 道諒、 特別活動 で幅広 く 授業が行 わ れ た 。

高等学校が低 い の は 、 副読本の作成 、 配布が小 、 中学校 よ り ほ ぼ I 年遅 れ と な り 、 現場

に届 い て か ら l 年 も 経 っ て い な い た め と み ら れ る 。 今後 は 防災教育研修会 な ど を 実施す る

中 で、 活用 を f足進す る と い う O

( 4 )  r教科等 に お い て新 た な 防災教育の授業 を 実施 し た学校数」

小 、 中 学校 は 、 道諒 と 特別活動で の設業実践が圧倒 的 に多 い 。 小学校低学年 は 「生活j

科で総合的 に授業 を 行 っ た り 、 高学年 は 「社会J を 中心 に 国語や理科で、 防災教育 に視点

を 置 い た授業 を 行 っ て い る 。

(表 8 ) 教科等に お い て 新 た な 防災教育の授業 を 実施 し た 学校数

{小学校及び高 ・ 聾 ・ 餐護学校小学部] 0内数字 は 盲 ・ 聾 ・ 養護学校で の 実施校

{ 中学校及 び事 ・ 撃 ・ 養護学校中学部} [高等学校及び盲 ・ 聾 ・ 養護学校高等部]

( 兵庫県教育委員 会)
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中 学校 は 、 実施校 は 少 な い が各教科 に 平均 し て お り 、 小学校の よ う に 空 白 に な る 教科 は

な い。

高等学校 は特別活動 で の 実践が多 い が、 教科 は極め て 少 な く 、 今後の 課題 と な っ て い る O

( 5 )  r地域や関係機関 と 連携 し た 防災教育を どのよ う に進め よ う と し て い る か 。 具体的 に」

防災 (避難) 訓 練 を 保護者、 地域住民 と 連携 し て 行 う と い う の が、 小 、 中 、 高校、 盲 ・

・ 養護学校 と も 圧倒 的 に 多 い 。 授業参観 臼 に 防災教育の授業 を 行 う と い う の は小学校 に

多 い だ け で、 他 は 少 な し 、 。 児童 ・ 生徒の 引 き 渡 し 訪日練 も 小学校、 首 ・ 聾 ・ 養護学校 と 中学、

高校で は 大 き な 差があ る O 年齢、 身体条 件 に よ る も の ら し い 。

地域の お 年寄 り か ら 話 を 開 く と い う の は小学校 に 多 か っ た 。 市 耳 の 総合防災訓練 に 参加

す る の は全校種 と も 大 き な差 は な か っ た 。

(表 9 ) 地域や関係機鑓 と 連携 し た 紡災教育の進め 方

(兵庫県教育委員 会 )

2 . 防災教育専門推進員 の活動
教育事務所単位 に 8 人が配置 さ れ、 市郡 町単位の 防災教育担当 者会、 管理職研修、 教職

経験者部修、 初任者研修 な ど様 々 な研修の場 を 利 用 し て 「新 た な 防災教育 の 充 実」 に つ い

て 積極的 に 取 り 組む よ う 参加 者 に 働 き か け た 。

特 に 教育 課程審議会で は 、 学官指導要領 の 改 訂 に よ る 「総合学習 の 時 間」 が示 さ れ、 そ

れ を 新た に 視野 に 入 れ、 新 た な 防災教育 の視点で、 教材、 行事 を 見産す必要性 に つ い て助

し た 。 年 間指導計画の作成や授業実践の 深化 ・ 充実 を 図 る こ と の重要性 を 広 め た 。 県下

各 地域で実践 さ れて い る 先進 的 な 取 り 組み を様 々 な 防災教育研修会で紹介 し て い る O

3 . 防災教育研修会
県下の小、 中 学校 で児童 ・ 生徒 に 、 大震災の教訓 か ら 人 間 と し て の生 き 方、 あ り 方 を 考

え さ せ る と と も に 、 災害か ら 自 ら の生命 を 守 る た め に 必要 な 能力 や 態度 を 育成 す る こ と を

目 探 に 、 防災副読本 の 活用 、 防災 (避難) 訓練、 心 の ケ ア な ど に つ い て 、 教職員研修 を 行 っ

た 。 防災教 育 の 充 実 と 教師 の指導力 の 向上 を め ざ し た 。
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県下 6 地域で 、 2 回 ずつ実施 し た 。 萌修内容は次の と お り O

1 ) 学校に お け る 防災教育 の 全体計画 、 年 間指導計画

2 ) 防災副読本 を 活用 し た指導

3 ) 防 災 (避難) 訓 練 な ど安全指導

4 ) 心の ケ ア

5 ) 学校 と 家庭 ・ 地域 ・ 関係機関 と の 連携

人間教育の視点 に立 っ た新た な 防災教育 の趣 旨徹底、 各教科、 道徳、 特 別 活動 な ど全領

域への 防災教育 の位置づ け 、 カ リ キ ュ ラ ム 作成の徹底 を 図 っ た 。

さ ら に被災地の学校 か ら の取 り 組 み の 報告 に よ っ て 、 震災の教訓 を 改 め て想起す る と と

も に 、 避難所運営、 地域住民 と の交流、 学校再開への 手 だ て な ど を 体験に 基づい た教育の

あ り 方 に つ い て研修 し た 。

心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の た め に家庭 と の 連携 を 図 り な が ら 、 実態把握、 教育

相談、 支援体制づ く り を 学 ん だ。

4 . 各地域の取 り 組み
( 1 ) 販神地域

防災教育副読本の活用

他 の 地域 よ り 低 く 、 小学校で76 . 3% 、 中 学校で57 . 9% 。 被災地の学校 と し て は不振であ

る O し か も 特別 活動 や 防災 (避難) 訓練の事前 ・ 事後指導 に偏 っ て お り 、 全領域で の 活用

は ま だ 進 ん で、 い な い 。

こ れは 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の 多 い被災地 ほ どそ の傾 向 が強 か っ た。 防災教

育副読本 を 活用 し た授業 に 踏み込む こ と へ の た め ら い の あ る こ と が研修会 で報告 さ れて お

り 、 非被災地 と の条件の差が出 て い る 。

教育復興担 当 教員 配置校の 実践や前年度末完成 の 学校防災マ ニ ュ ア ル の 配布 に よ り 、 副

読本活用 を 含め た各学校の 防災教育 、 研修会、 カ リ キ ュ ラ ム 作 り が 2 学期 以 降進 ん だ 。

( 2 )  丹有地域

1 ) 新た な 防災教育の位置づけ

教育 日 課、 指導の重点、 経営方針 な ど に 明示 し て い る 学校が小学校で90 . 6 % 、 中 学校で

80 . 0% 。 前年度 よ り そ れ ぞれ25 ポ イ ン ト 前後増 え た 。 防災教育推進の係や 委 員 会 の 設置 が

高率で、 ほ と ん どの学校 に 置か れ て い る の と 同 じ傾 向 と な っ て い る 。

2 ) 年 間指導計画の作成

作成ずみ は小学校50% 、 中 学校25 % だ が、 改定中 、 実践 を 積 み な が ら 作成 中 と い う 学校

を 合わ せ る と 、 小学校は ほ と ん ど、 中 学校 は80% の作成状況。 従来 の教科、 道徳、、 特別活

動 の 取 り 組み を 新 た な 防災教育の視点 で見直 し て整理 し 、 副読本の教材 と 合わせて学校独
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自 の計画 と し て い る 。

3 ) 防災教育副 読本 の 活用

授 業 な どで活用 し た の は小学校で100 % 、 中 学校で70% と 、 前年 を 大 き く 上 回 っ た 。 研

修 会 に よ っ て 認識が深 ま っ て き た か ら と み ら れ る O 防災 (避難) 訓練の事前、 事後指導 に

f吏わ れ る こ と も 多 い 。

4 ) 今後の 課題

「虫色合学習」 の 活用 、 市 町 ご と に 各学校の取 り 組み の交流、 学校独 自 の 妨災 マ ニ ュ ア ル 、

地域社会での役割、 地域防災計画 と の 関連づけ な ど を さ ら に 深 め る 必要があ る 。

( 3 )  東播地域

1 ) 年間指導計画の作成

小学校61 . 5 % 、 中 学校70 . 5 % 。 前年度 よ り 小学校 は 3 倍近 く 、 中 学校 は 3 . 5倍で、 他地

域 と 違 っ て 中 学校の率が高 い 。

全教職員 の 共通理解の た め に 、 学年教師集団、 教科担 当 者同士で、 計画 を 見 直す こ と が

課題 と な る 。

2 ) 防災教育副読本の活用

小学校86 . 5 % 、 中 学校63 . 9 % 。 小学校は8 . 3ポ イ ン ト 増 、 中 学校 は 18 . 0 ポ イ ン ト 増 と な っ

て い る O 防災 (避難) 訓練の事前、 事後指導 と し て 道徳、 特別活動 の 実践が 中 心 な の で 、

今後 は教科で の 活用 が課題。

( 4 )  西播磨地域

1 ) 授業実践の広が り

防災教育推進 の 目 標や 方針が学校の経営方針 な ど に 具体的 に 示 さ れて い る の は 、 小、 中

学校合 わ せ て 78 % 。 校 内研修会 の 開 催 は年 々 広 が り 、 3 領域への位置づけ方 に つ い て の 話

し 合い も 徐 々 に 定義化が図 ら れて い る 。

副読本 を 活用 し た授業実践の割合は小学校で89 % 、 中学校で72 % と 伸 びて い る 0

2 ) 今後の 課題

市町単位の 防災教育担当者会の組織化、 小、 中 学校、 高等学校の異校種間 の ネ ッ ト ワ ー

ク づ く り 、 地域の 災害の!夜 史 を 学ぶ場づ く り 、 「総合学習」 へ の 防災教育 の事例 の 積 み 上

げ な どが望 ま れて い る O

( 5 )  但馬地域

1 ) 防災教育指導計画の作成

小学校で68 . 4 % 、 中学校で50% が防災教育 の指導計画 を作成 し て い る 。

学校の教育 呂 標や重点、 経営方針への 具体的 な 位 置づ け は ほ ぼ100% と な っ て お り 、 新
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た な 防災教育 の 定着化 は進 ん で い る 。

2 ) 防災教育副読本の活用

小、 中 学校 と も ほ ぼ100 % で活用 さ れて い る O 中 学校 は 、 理科で災害の メ カ ニ ズ ム 、 社

会科で災害 の 歴 史 ・ 地理、 家庭科で災害時の食生活 な ど教科、 道徳 な ど全領域で活用 さ れ

て い る 。

小学校で も 道徳 、 特別活動、 生活、 国語、 社会科 な ど を 中 心 に 教科で活用 さ れて い る O

し か し 、 副読本活用 の研修会が仔 わ れた 学校 は 、 小、 中 学校 と も 60 % 強 で 、 内容や方法

の 充実 を 図 る 必要があ る 。

3 ) 今後の課題

副読本 の 活用 は 学校単位 で100 % 近 い 高 率 だが、 すべて の 学級で活用 さ れて い る わ け で

は な く 、 教師 一 人ひ と り の実践、 小学校は 6 年 間 、 中 学校 は 3 年 間 を 見通 し た学校独 自 の

カ リ キ ュ ラ ム の作成が求 め ら れて い る 。

( 6 )  淡蕗地域

1 ) 防災教育指導計画 の作成

全体で62 . 3% 。 小学校で70% だが、 中 学校 は 半数 に 満 た な い 。

2 ) 防災教育副読本の活用

教科 ・ 道徳 ・ 特別活動 の 3 領域へ の 広 が り を み せ て い る 。 道徳教育 年 間指導計画 の 中 に

も 位置づけ ら れて お り 「副読本研修会J の土壌が出 来上が り つ つ あ る O

3 ) 今後の課題

実践交流 を 図 る 坊災教育担当者会の組織化 を 全市町で進め な け れ ば な ら な い 。 各学校の

課題や悩み を 共 に 支 え 、 取 り 組み を 紹介 し 合 う こ と で、 防災教育 の 一層 の 発展 を |羽 る 。

家庭や 地域 と の連携 を 深め る た め 、 参観 日 に 副読本 を 使 っ た授業 を 実施 し た り 、 「土曜

ふ れあ い学級」 の 内 容 を 改善す る 。

5 . 兵庫県教委が実践事例集作成
「新た な 防災教育」 を 進め る 兵庫 県会教委 は 95年度 を 復 旧 期 、 96年度 を 草創期 、 97年度 を

充実 と 実践の年 と 位置づけ て 取 り 組み、 防災教育副読本、 年 間 指導計画、 学習指導要領 と

の位置づけ 、 学校防災マ ニ ュ ア ル な ど を 次 々 と 完成 さ せて き た 。

98年震 は こ れ ら 学校現場 に 示 し た 基本方針 や マ ニ ュ ア ル 、 学習 モ デル に従 っ て 、 本格的

な 実践へ踏み 出 す初年度 に あ た る 年 だ っ た。

学校 と 教師が、 保護者、 地域住民、 市 町 な ど関係機関 と 連携 し 、 児童 ・ 生徒 を どの よ う

に 指導 す る か。 新 た な 防災教育が さ ら に 前進す る か。 今後 を 占 う 年 で も あ り 、 特 に 教師の

手腕 と 力 量が間 わ れ る こ と に な っ た。

兵庫県教委 は99年 1 月 に 「 防災教育副読本 「明 日 に生 き る J を 活用 し た 防災教育実践事
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例 集」 を 作成 し た 。 小学校編、 中 学校編、 高等学校編の 3 編 か ら な っ て お り 、 新 し い学習

指導要領 に 沿 っ て編集 さ れ た 。 各教科、 道徳、 特別活動 は も ち ろ ん、 新た に 示 さ れた 「総

合的 な 学習 の 時 間 J (総合学官) で の 実践 も 例示 し た 。

兵庫晃教委 は 最 近の児童 ・ 生徒 に よ る 事件の増加か ら 、 生命の;尊重、 倫理感の 育成 な ど

にしの教育」 の 充実 を 留 り 、 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 な ど に 取 り 組 ん で い る が、 心の教

育 は新 た な 防災教育 の狙 い と 共通す る も の があ り 、 実践事例 集 は 大震災 と い う 事実の重み

を 持 っ た 題材 を 活用 し な が ら 生命の尊 さ 、 生 き て い る こ と の大切 さ を 主題 と し た事例 を 提

示 し た。

小、 中 学校編は 防災教育実設事例集作成委員 会 (委員 長 ・ 今西雄治西宮市立浜脇 中学校

教頭、 18人) が県下 各 地 の 実践例 を ま と め た 。

高等学校編 は 同事例集作成委員 会 (委員長 ・ 島村泰県立飾磨工業高校長、 8 人) に よ っ

た 。

(防災教育副読本 「明 日 ;こ生 き る」 の題材一覧表、 防災教青年間指導計樹は大震災復興誌第 3 ，巻 ・ 97年度版に全
文記載)

( 1 ) 小学校編

実践事例 は 24件 を 掲載。 1 年 3 件、 2 年 4 件、 3 年 5 件、 4 年 4 件、 5 年 3 件、 6 年 3

件、 全学年 2 件。

全体で は 道徳、 に よ る も の が最 も 多 く 10件、 特別活動 は 7 件、 教科は 国語 、 理科が各 1 件 、

新 し い取 り 組 み の 総合学習 は 5 件 と な っ て い る 。 教科の実践例 は 少 な い 。 A 4 判 、 68ペ ー

ン 。

主題名 、 活用題材名 は次の と お り 。

道 も恵

道 t啄
年

特 別 活 動

道 徳

2 道 徳

年 道 f葱

特 別 i舌 動

国 Z百台T 
3 選 も瞥

道 {葱

年 特 別 活 動

総合的 な 学習
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出 来 る こ と は 進 ん で 行 う

生活に必要 な も の を 大切 に
教室で地震 に あ っ た ら

生命あ る も の を 大切 に

感謝の気持ち
小 さ な 思 い や り

地震災害 に備 え て

詩 を 読 も う
けがえ の な い命

た く ま し く 生 き る

校ほ し ら べ

災害 に備 え よ う

「オ℃ く み し た よ 」

「お ふ ろ に は い っ た よ 」

「地 し んが お き た ら 」

「 わ た し の シ ロ 」

「あ り が と う 」
「 お ばあ ち ゃ ん こ れ」

「 し ん ぞ う が と ま り そ う だ っ

「 ぼ く の 町カf な く な っ て し ま っ たJ

「 と て も こ わ カミ っ た よ 」

「 い ろ ん な 気持 ち 」

「校区 を 歩 い て み よ う 」
「 ぐ ら つ と く る 前 に J



道

特 別 活 動 大地震 に備 え る
徳 家族の き ず な

4 
総合的 な 学習

総合的 な学習
年

道 1)高'"、
5 

特 別 活 動

年
総合的 な 学習

6 E里 科

道 才v盗b、
年

総合的 な学習

全 特 別 活 動で品年ふ十d九
特 別 i舌 動

わ た し た ち の 町 は だい じ よ う ぶ ?

地域の災害 を 知 る

み ん な の た め に 進 ん で行お う

災害意識 を 高 め よ う

災害 と 私 た ち の く ら し

大地ので き 方

希望 と 勇 気 を 持 っ て 生 き る

障害者 と と も に

「↓主 く は ゾ、 じ ゃ な し り

「 防災会議 を 開 こ う 」
に つ い て 考え よ う 」

「生 き て い る 地球」

「大地がゆ れ動 い た」
「一上地の様子 と 災害 1m

「何か し た い 役 に 立 ち た い」
「地震がお き た ら J

「紡災マ ッ プ を つ く ろ う 」

「 ひ き さ かれ た ラ イ フ ラ イ ン J

「地震 知 っ て い ま す かJ

「明 日 を 信 じ てJ

「 わ た し に と っ て の地震」

避難訓練及 ぴ初期消火訓練

下校時の避難訓練及 び保護者への 引 き 渡 し 訓 練

※ は 防災教育副読本 「明 日 に 生 き る 」 の題材 名

(2 )  中学校編

実践事例 は 15件 を 掲載。 1 年 5 件、 2 年 5 件、 3 年 4 件、 全学年 l 件 。

小学校 と 同 じ よ う に 道憶 に よ る も の が最 も 多 く 7 件 と 半数近 い 。 特別活 動 は 3 件、 教科

は 理科、 社会、 保健体育が各 1 件。 総合学習 が 2 件 と な っ て い る 。 こ れ も 小学校 と 同様 に 、

教科での実践が課題 と な る 。 A 4 判 、 40ペ ー ジ 。

主題名 、 活用題材名 は次の と お り 。

E里 科 地震

道 徳 生 き て い る こ と の 存 ぴ

道 f恋 家族や地域社会の一員 と し て の 自 覚

年 道 も意 ボ ラ ン テ ィ ア の心、

総合的 な学習 初jL標示 を 作 ろ う

保 健 体 育 応急手当
道 〆l'宙'"、 生命の尊重

2 
道 徳 温か い 人 間 愛

特 別 活 動 地域の災害

年
総合的 な学習 ボ ラ ン テ イ ア 体験

「 み ん な が感 じ た 地震 の ゆ れ」
「大地が裂 け 、 街がこ わ れた」

「地震発生の メ カ ニ ズ ム 」
「生か さ れて い る 」

「絶対 に 、 こ ん な こ と で死 ん で た ま る か」
「 人 の 温か さ 」

「防災会議 を 開 こ う 」

「防災マ ッ プ を つ く ろ う 」

「災害時の!忘急処置J
「語 り か け る 日 」
「 き び し さ の 中 で」

「兵庫 の 災害」
「広がる 支援 の 輪」

「今 自 分 に で き る こ と J
「人の渇か さ J
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社 d会、:zs: 

3 

年
道 徳、

道 ノv宙"、
特 別 活 動

会学 特 別 活 動年
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家族 と 社会 「夜明 け 前突然 にJ
「 断 た れ た ラ イ フ ラ イ ン」

「避難所 に な っ
民族の違 い を 越 え て 「 共 に 生 き る 心 を 持 っ て J

「心がひ と つ に」
災害 に備 え て 「初jL会議 を 開 こ う 」

地震 を 想定 し た避難訓練 「 防 災会議 を 開 こ う 」

※ f J lま防災教育副読本 「明 日 に生 き る 」 の題材名



( 表10) 小学校防災教育推進計画

校 〉

防災教育 の 目 標
・ 人間教育の視点 を入れた、 安全教育の充実を 図 る 。 ( ll}jiJ( ワ テ ラ シ ー の育成)
・ 生命 を 尊重す る も、や足、いや り の心 を養い、 生 き る 力 を 育む0
・ 安全 な 都 市っ く り や地域の 自 然 と 災:t，:について王手併 を 深め る 。

携

指導力 ・ 実践力
・ 教職員 の 妨災 リ テ ラ シ や応急

処置l能力の 向 i
・ 心の ケ ア等の校内研修会の充実
・ 新た な 防災教育の指導方法 ・ 指

導内容の 工夫

占推 進 の 祝
新 た な 防災教育の推進
・ 教育活動全体 を 通 じ た 防災教育

のift進
. f，!i災教育副読本 「明 日 に生 き る」

の活用
・ 長期的な心の ア ケ の光尖
. 効来的な防災訓練の実施

防災体制jの整備充実
・ 教職 員 の 役割 の 明確化 と 家庭や

地域及び関係機関 と の連携
・ 災t害時の危機管理 能 力 の IfiJ r. と

避難所支援マニ ュ ア ルの整備
• FI 常 の安全管理 と 避難経路の 点

検

if 6 年「J 

1票
者二
同口

4 

学 年 の
一一一一γ一よ十

各
3 年2 

一
年

-
生
命
を
大
切
に
す
る
心
情
を
深

め
る0

・
築
関
で
の
わ
動
が
き
ち
ん
と
で

き、
災
害
発
外生
時
に
は
大
人
の

指
示
に
従
う
こ
と
が
で
き
る。

の安全体保、 的確な 、fiJ
断や行動 な どの実践的
能力 を 育成す る 。

・ 4住命尊卒 、 思いや り 、
助け合いな どの道徳的
心情や態度 を 育成 す る 0

. ボラ ン テ ィ ア精神 を 育
成す る 。

て 、 規目IjJE し い生活を
す る 0

・ F十命の尊さ を知 り 、 '1 命
ある も のを大切にする 0

・ 1 1 々 の'Iì古が、 人 々 の
支え合いやWJけ合いで
成 り 立 っ てい る こ と に
感謝 し 、 そ れに応え よ
う と す る 。

教 科
・ 災害 発当 の メ カ ニ ズ ム

や地域特性、 防災体制j
等の知識よ'Ij!解 を I�J る 。

さ せ る 。
判断力 を

- 防災奇:識の高揚 を i立1 る 。 (家庭防災会議等 を持つ)
. ボラ ン テ ィ ア精神 を育成す る 。
. 1-1 常的な道徳的心情や 目 立的態度 を 育成す る 。 ( 家

- ボラ ン テ ィ アj青重力な ど様々 な体験活動の機会や場の充実 を [刈 る 。
. 防災 リ テ ラ シ ー を 育成す る 。
・ 自 主防災組l織の充実
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(表11 ) 第 1 学年 道 徳 実践事例

1 主 題 名

2 活 用 題 材 名

生活に必要な も の を大切 に

「おふ ろ に は い っ た よ J

3 ね ら い 震災で ラ イ フ ラ イ ン が寸断 さ れ た こ と に よ る 人 々 の苦労 を 知 る こ と で 、 生活に不 可欠で
あ る 水 を 大切 に し よ う と す る 態度 を 育 て る 。

4 題材 に つ い て 震災 に よ っ て ラ イ フ ラ イ ン が断た れ た た め 、 今 ま で 当 た り 前の よ う に 使 っ て い た ガ ス 、
水、 電気が突然使 え な く な っ た。 こ の よ う な状況の 中 で、 本資料は、 3 週間 ぶ り に風日屋
に い く こ と がで き た時の様子や気持ち を 、 児童の 詩 と 写裁で表 し た も の で あ る 。

指導 に あ た っ て は 、 ま ず写真 と 児愛 の 詩 中 ' 3 週間 ぶ り J ' と な り の 市」 か ら 、 風 呂 に
さ え 入 り た く て も 入 れ な か っ た主主活の悶難 さ の実態 を 知 ら せて い き た い 。 次 に 、 こ の こ と
か ら 自 分の g 常生活 を 振 り 巡 ら せ、 あ り がた さ も 素晴 ら し さ も 考 え な い で使 っ て い た水の
大切 さ に 気づかせ て い き た い。

ま た 、 いつ起 こ る か分か ら な い災害 に 備 え 、 普段か ら 物 を 大切 に し な が ら 生活 し よ う と
す る 意識 を 高 め たい。

5 展 開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意、 点 f漏 考

1 ど う し て 多 く の 人 々 が風呂 に 入 る の に I • P 25の写真 を 拡大 カ ラ ー コ ピ ー し て お
行列 し て い る の か考え る 。 I く 0

・ 風呂 が壊 れた か ら j ・ 自 分の生活 安 と お し て考 え さ せ る 0
. 有名 な 温泉 だか ら
・ 風呂 の好 き な 人がた く さ ん い る
. 水が出 な く な っ た か ら

「あ す に い き る 」
拡大 コ ピ ー
( P 25 ) 

市川

で
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水
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問問
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、
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を
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の
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お
ず
と
ま
と
か
る

道
い
災
断
を
→
こ
→
こ
び
え

水
で
震
が
実
」
た
」
い
喜
さ

、
ん
大
ン
事
り
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市
な
た
お

気
込
路
イ
た
ぶ
か
の
え
つ
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議
り
淡
ラ
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な
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、
絞
・
ブ
あ
週
え
な
が
に
幸

ス
に
神
イ
が
3
使
と
水
口白
る

ガ
容
奴
ラ
難
「

が
「

は
風
え

関
知
ふ乞
#乞

詩
と

の
こ

」
た

ト品
っ

た
な

っ
/\

し
ふな

は
出

に
が

ろ
水

ふ
で

お
震

「
池

中京中l
、
。

資
き
る

η4

 

3 自 分の生活 を と お し て水の大切 さ に つ
い て 考 え る 。

- 顔 を 洗
・ 食事の支度
. 花の水や り
・ ト イ レ の水 ・ 飲む (お茶等 も

「 も し 、 水が使 え な か っ た ら ど う
. 汚れ た ま ま に な る
・ 虫歯 に な る
・ 食事がで き な い
・ :jEが枯れる 等

4 水 を 大切 に す る た め に 、 自 分がど う す
ればよ い か を 考 え る 。

ヤせる 0
・ *，土 、 1 日 の生活全体に お い て大 き な

役割 を 果 た し て い る こ と を お さ え る 0
・ 人間 (生 き 物) は 、 水がな け れ ば生 き て

い け な い こ と に も ふ れ る 。
・ 水 を 求め て行列す る 人々 の写真 を 見せ、 j 「あす に い き る 」

水の必要性 を 感 じ さ せ る 。 ; 写真 ( P 3l )

. 今後の 印行動叫 問 え ð -tt- '\s ol
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実践事例閣議科(表12) 第 3 学年

詩 を 読 も う名フE単

し ま っ た」な く な っ て宮Jがr fJ:" く の活 用 題 材 名2 

355 

詩 の 表現 を 読み味わい、 心象や情長 を 豊 か に 想像 し た り 、 リ ズ ム を 楽 し ん だ り す る こ と
カfで き る 。

本単元の前 に 「森tこ生 き る J を 学習 し 、 主認 と 述諮;こ 気 を つ けて読解す る こ と 、 様子を
細 か く 描写す る こ と な ど を 学習 し て き て い る 。 そ こ で本単J[; に お い て は 、 文章の リ ズ ム を
楽 し ん だ り 、 省 略 さ れた表現か ら 自 分 な り の想像力 を働かせた り 、 内 容 を 味 わ い な が ら 朗
読す る こ と な ど を 目 標 と し て取 り 扱 う も の と す る 。

本時の教材 は 、 仮祢 ・ 淡路大震災の悲 し い体験 を綴っ た も の で あ る 。 子 ど も た ち は震災
時 ま だ幼児で あ り 、 か つ て の 町並み を 覚 え て お ら ず こ の 詩 に捕かれ る 風景や心象 は ス ト
レ ー ト に は読み と れ な い だ ろ う 。 し か し 、 物心つ い た と き か ら 、 家屋の解体や新 し い建物
の建築工事に取 り 囲 ま れ、 ま た 仮設伎宅での生活或い は そ こ に住 ん で い る 友だ ち と の交流
があ り 、 こ の詩への共J惑 を も つ の は難 し い こ と で は な い と 考え る 。 た と え 難 し い 子がいて
も 、 み ん な で読み進め る 中 で、 そ の子 ど も た ち に も こ の 9 行の文殺に何倍 も の書 き 込み を
加 え た 内容 を 読 み と ら せ た い 。

「ぼ く の 田Iがな く な っ て し ま っ た」 中 身 と は 、 単 に 建物が壊れた と い う こ と の み な ら ず、
『町』 を 構成す る も のが失 わ れた こ と で あ り 、 ま た瓦燥の 下 に い た の は F人間』 であ り 、

そ の 人民 の命や財 産や幸福感等 を ずたずた に壊 し て し ま っ た と い う こ と だ と 忠 う 。 そ の 原
IEI と な っ た 、 自 然災害の恐 ろ し さ を 改め て 認識 さ せ た い 。 あ わせ て 、 作者が被災 し て 臼 i索

第六主主 @ 教育

し 、

単元 に つ い て

らね3 
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慣れ親 し ん で い た 町へ の 愛 蒜 を 改 め て 思 い 起 こ し て い る 「何 だ か/ ぼ く の も の が/ な く
な っ て し ま っ た よ う な /気 も ち に な っ た」 と の く だ り で は 、 自 分 と 自 分 を 育 む 生 ま れ 育 っ
た 田I と の 一体感 - 愛着!惑 を 現在 の 自 分 た ち の 町 と 関 連づ け て 意識 さ せ る こ と がで き な い か
と 考 え る 。 ま た 、 社会科に お け る 地域学習 に 対す る 問題意識 に 、 こ の 詩 が よ り 深 く 影響 を
与 え る こ と を 期待 し て い る 。

5 指導計画 ( 5 時間 )

第一次 誌 で 表現 さ れた心象 ・ 情景 ・ リ ズ ム を 読み味 わ う 。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . … ・ ー … … … . . . ・ H ・ . ( 3 時 間 )
第 l 時 「 ぼ く の 町 がな く な っ て し ま っ たJ ( 1  時 間 )
第 2 ß寺 「 わ た し と 小鳥 と す ず と J ( 1 時 間 )
第 3 S寺 「 ど き んJ ( 1 時 間 )

第二次 朗読会 を す る 。 ‘ ・ H ・ a ・ - … … ・ ・ … … … 目 . . . . . ・ 田 … … ・ 田 … … … … … … … … … … . . . . . . . . . … … ・ ( 2 時 間 )
第 l 待 自 分の好 き な 詩 を 一遍選んで、 朗 読 を 工夫す る 。 ( 1 待 問 )
第 2 時 朗読の発表会 を 開 く 。 ( 1 時 間 )

6 ::$:時の学習 ( 第一次 第 l 時)
( 1 ) ね ら い 情景 を 想像 し 、 地震 は 家 や 跨 を 療す だ け で は な く そ れ は 心 の 支 え を も 揺 る が し た こ と に 気

イゴ、古川せ る 。
(2) 展 開

- 白 山 に 続 き の 連 を 考 え て発表 し 合 う 0
. ぼ く も 住 ん で み た い …
・ 地 し ん の あ と つ ぶ れ て い た

2 6 - 7 ペ ー ジ の写真 を 見 て 、 全文 を 複
写 し 、 音読す る 0

・ 一人で音読す る 。
・ グ ル ー プで 聞 き 合い 、 そ れぞれの音読

の 評慨 を し 合 う 。

3 何だ か/ ぼ く の も の が/ な く な っ て
し ま っ た よ う な /気 も ち に な っ た」 ぼ
く の も の の 中 身 を 考 え る 。

- ぼ く の 家
・ ぼ く の 学校
. ぼ く の公園
・ ぱ く の よ く 行 く お 席
. 友 だ ち
・ 好 き な 景色

4 朗読、 暗唱 を す る 。
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- 自 由 な逮��、 を 認め る 。
・ 一通 り の発表が終 わ っ た 後で、 「 こ の

詩 を 書い た の は 、 写真の よ う な 風景 を
見 た と き な ん だ よ り と 言 っ て 副 読本
を 配付 す る 。

- 田I 一面が.1i礁 に な っ た写真か ら 、 地震
の揺 れ に よ る 家屋や ピ ル の倒 壊 だ け で
な く 、 火災があ っ た こ と も つ か ま せ る
と と も に 、 瓦機の 下 に は 沢 山 の 人 々 の
命 や 財 産 、 「宝物」 が壊 も れ て い た こ
と を 想像 さ せ た k て\ 音読 を 工夫 さ せ
る 。

備 考

グ ル ー プ討論

全体常習
板書で位置づ け る

「 あ す に い き る 」
拡火写真
( P  6 ， 7 )  

- 実際 に 自 分の 大切 な物がな く な っ た こ l 町 を 構成す る 婆素 を 板書
と を 思い起 こ さ せ な が ら 、 ま た 、 そ ん | で位置づ け る 。
な こ と があ っ た ら ど ん な気持ち に な る
の か 考 え さ せ る こ と で作者の心情 に iQ
ら せ た い 。

も の』 と は 、 物 だ け で な く 人や風景
人情 を 含 む 田T で あ る こ と ま で話 し合 い
を 高 め さ せ た い 。

- 暗唱 に つ い て は無理強い し な い0
. 作者の心情が表現 さ れ て い る

評f面 さ せ る 。
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( 兵庫県教育委員会)

実践事例特別活動(表13) 第 5 学年

防災意識を 高 め よ う

「地震がお き た ら 」
「防災マ ッ プ を つ く ろ う J

名フE単

活 用 題 材 名2 

日 頃か ら 家庭や学校で防災 に つ い て 話 し 合 っ た り 、 地域の防災マ ッ フ。を作っ た り す る こ
と を 通 し て 、 非常時 に 自 ら の安全 を確保す る 行動が と れ る 力 を 高 め る 。

- こ の単元l土 、 日 常生活の 中 で、 つ い忘れて し ま いがち な 妨災行動 に つ い て 、 様々 な 場部
を 怨定 し て話 し合っ た り 、 危険筒月if を調べた り す る 学習 活動 を 通 し て 、 非常時に生 き て い
く 力 を 養 う の に適 し て い る 。
・ 児叢 の 防災意識 を 高 め る た め に 、 班 ご と の調べ活動や表現活動 な どの 自 主的活動の場を
設定す る と と も に 、 緊急時の身の守 り 方 を確認 し な が ら授 業 を 進 め る こ と で、 適切 な 防災
行動が と れる よ う に し た い 。

し 、

単元 に つ い て

りね3 

4 

指 導 計 画 (全 6 時間)5 

- こ れか ら の学潔 目 的 を 知 ら せ、 こ の時 間
は 、 じ っ く り と 話 し 合お う と し 寸 学級の
ム ー ド を 作 る 。

活動の 支援主 な 活動

震災のH寺 を 思 い 出 し て み よ う 。 今 ま た地震が起 こ っ た
自 分 は 命 を 守 れ る だ ろ う か。

- 様々 な 状況の 子 がい る ので、 丁寧に 一人
一人の様子 を 見 な が ら 進め る 。

- お そ ろ し か っ た 当 時の様子 を 資 料 を 見 て 思 い起 こ し た り 、
「明 日 に生 き る 」 の 中 に載 っ て い る 詩 を 読ん だ り し て 震 災

に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 混乱 を 思い 出 す。
・ 自 分や家族は普段か ら 防災 に 関 し て ど う い う 準備がで き て

い る か考 え る 。

き た 時、 さ っ と 避難行動が と れ る よ う
ら 考 え て お か な け ればな ら な い こ と は何か を 考え よ う 。

2
時
間
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- 家の 人 に 開 き 取 る 、 防 災 グ ッ ズ を 探 し て
み る 、 友達の家 に ア ン ケ ー ト を す る 、 開I
を まと い て 、 危険な場所 や避難場所 を 確認
す る な ど、 グ ル ー プ ご と に活動 を 進 め る
た め の支援 を す る 。 (学級通信 に よ り 家
の 人への理解 を 求め る な ど調べ活動 に支
援 を 行 う 。 )

第六五言 @ 教育

①何処に い て も 身 を 守 れ る よ う 、 色 々 な 場合 を 想、定 し て避難
の仕方 を 考 え よ う 。

②震災 に 備 え て 準備 し て お か な ければな ら な い こ と は 、 何だ
ろ う か。

③校区内の危険な筒所や避難場所 を 記入 し た 防災マ ッ プ を作
ろ う 0

・ グル ー プ ご と に 別 れ て 活動 す る 。



- 効果的な発表方法 を 考 え さ せ る O

く 印象 に 残る よ う2
時
間
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学校に い る 時や登下 校 中 な ど に 、 地震が起 き た 場合の 身 の 守 り 方 を 知 る と と も に 、 日 頃か
ら 災筈に備え て お く こ と の大切 さ を 理解す る 。

E寺
ら

6 本

( 1 ) ね

開展(2) 

斑 ご と に 用 意 し た発表に
使用す る も の

- 各 グ ル ー プ ご と に 発表→質 問 と 進め さ
せ る 。 ( 質 問 に は グ ル ー プ内 で 相 談 し
て 答 え さ せ る 。 )

・ 友達の発表 を 聞 き 、 自 分の場合 と 常 に
比べる よ う 助言す る 。

ょ う 0
・ 家族の中 の役割分拘
・ 家の 中 や近所の危険な 場所
・ 校区 内 の危険な場所、 避難場所
・ 日 頃 か ら 用意 し て お く も の
・ 地震が起 き た時の身の守 り 方

な ど

(兵庫県教育委員会)

実践事例総合的 な 学習( 表14) 第 5 学年

災害 と わ た し た ち の く ら し名フE単

「 ひ き さ かれた ラ イ フ ラ イ ンJ

. �主l土の 自 然や災害 と わ た し た ち の く ら し と の つ な が り に つ い て考 え 、 防災意識 を 高 め る O
・ 水 ・ 電気 ・ ガス な どの ラ イ フ ラ イ ン の大切 さ に つ い て 考 え 、 災筈 に対す る 備 え の重要性

に気づかせ る 。

活 用 題 材 名

L 、うね

2 

3 

本土手元 で は 、 自 然災害 と 地形 と の 関 連 に つ い て調べ国土の特色 を と ら え る こ と に よ っ て 、
災害 と わ た し た ち の く ら し と のつ な が り に つ い て理解す る こ と がで き る 。 ま た 、 自 分 た ち
の地域の 災害の歴 史 を調べる こ と に よ っ て 、 災害 と 闘 い な が ら 今の 地域 を つ く っ て き た こ
と を 知 り 、 紡災意識 を 高 め る こ と がで き る と 考 え ら れ る 。 副読本 を 使 っ た学習では 、 大震
災時の ラ イ フ ラ イ ン の被害状況や復 旧 に 向 け た経過 を 知 る と と も に 、 全 国 か ら 応援があ っ
た こ と や夜 を 徹 し た復 旧工事であ っ た こ と も と ら え ら れ る よ つ に し た い 。 自 分 た ち の く ら
し と 密接 に む す びつ い て い る ラ イ ブ ラ イ ン の大切 さ を 知 り 、 生活を見直す こ と に よ っ て 、
物 を 大切 に す る 態度 を 育 て たい。 ま た 、 「 も し 、 ラ イ フ ラ イ ン が切れ た ら J と い う こ と で、
水 電気 ・ ガスが使 え な い状況 を惣定 し 、 実際に ま き で ご は ん を炊いた り す る こ と に よ っ
て 、 非常時 に 備 え る 意欲 を 育 て た い と 考 え る 。

単元に つ い て

第六章 ・ 教育

4 
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単元の構造 (会10時間)

0災害 と わ た し た ち の く ら し の つ な が り に
つ い て 考え よ う
( 5 時凋)

- 自 然災害 に つ い て調べ、 自 然災害の函か
ら 見 た 、 国土の特色 を 理解す る 。

5 

- 災害状況 と そ の復沼の よ う すや苦労につ
い て調べる 。

- 水や電気、 ガス な どの大切 さ を 知 り 、 自
分 た ち の 生活 を 見直す。

- い ろ い ろ な 状況 を 考 え 、 ア ル ミ か ん を
使 っ て 、 ま き で ごは ん を 炊 く な どの実習
を す る 。

るす解理を々C切大の、え備るすみJハ時常非

o r ひ き さ かれた ラ イ フ ラ イ ンJ
( 1 待問 )

。生活に 活かす た め に
ラ イ フ ラ イ ン が切 れ た ら
( 4 時間)

学習の流れ6 

活

災害 と わ た し た ち の く ら し の つ な が り に つ い て 考 え
① 自 然災害 に つ い て 調べ よ う O

動手白な、
王

- 自 然災害 と 地形 と を 調達づけ て 考え る よ う に助言す
る 。

- 自 分 た ち の地域に も g を 向 け さ せ る 。

- 水害 を 受けやすい河川流域 に は 人 口 が集 中 し 、 胞 よ
く な土地であ る な ど、 人間生活 と のつ な が り に 気づ
く よ う に 、 地図 を提示す る 。

。 自 然災筈の預か ら 見 た 国土の特色 を と ら え る 。
・ 地震 に よ る 被害の あ っ た所
・ 水害 を 受けやすい所
・ 台風の被筈 を受けやすい月号
. 雪害 を 受けやすい所
. 地すべ り の恐れの あ る 所

②災害状況 に つ い て務べ よ う 。

@ 自 分の地域の災筈 に よ る 被害や復 旧 に つ い て 調べ る
こ と に よ っ て 、 よ り 意欲的に学習 に取 り 組め る と い
う こ と も 考え ら れ る 。

。学習課題 を 作 り 、 調べ る 計画 を 立 て る 。

阪神 ・ 淡路大震災の被害の よ う す と 災害復旧
. ラ イ フ ラ イ ン
・ 道路
. 鉄道
・ 住宅 etc 

(調べ活動の例)
・ 家族や親戚か ら の 聞 き 取 り
. 役場や公民館での 聞 き 取 り
・ 文献や新聞 の ス ク ラ ッ プか ら の情報集め
. ビ デオ や イ ン タ ー ネ ッ ト か ら の情報集め

- 効果 的 な 発表 を 工夫で き る よ う に 支援す る 。

。各 自 が調べて わ か っ た こ と を 情報交換 し学習の ま と
め を す る 。

さ かれ た ラ イ フ ラ イ ン 」 …本時
・ 地震 に よ っ て 、 普通の生活がで き な く な り 、 多 く の

人 々 が苦 し い 怠い を し た こ と に 気づかせたい。

①ラ イ フ ラ イ ン の大切 さ に つ い て 考え よ ノ o
・ 震災直後の生活の様子 に つ い て 話 し 合 う 。
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- 苦労 を 兵体的 に と ら え ら れ る よ う に 、 ] 1 1 で、洗濯 す る
人 々 の写真 を 提示す る O

- 個人生活 だ け に と ど ま ら ず、 病 院 な どの公共施設の
こ と な ど も 考え る よ う に助言す る 。

第六章 @ 教育

- 水、 電気、 ガスが使 え な い生活の大 変 さ につ い て
話 し 合 う 。



- ラ イ フ ラ イ ン が復旧す る ま での人々 の苦労につい j ・ 副読本や新開記事、 被筈状況の資料 を 使 っ て復旧 に
て 話 し 合 う 。 I 向 け た 取 り 組みの操子 を 知 ら せ る 。

「水が出 ま す」 の詩を読んで作者の気持ち に つ い | ・ 自 分の生活の見直 し 、 こ れ か ら 気 を つ け よ う と 思 う
て考え る こ と も 書 く よ う 、 助言す る O

②7./( ， 電気 ・ ガ ス の使 え な い生活を体験 し よ う 。 I ・ 水 ・ 電気 ・ ガ ス が使 え な い場合の対策 を 考え る こ と
を告げる 0

・ 実際 に 対応で き る か ど う か試 し て み る こ と を 知 ら せ
る 。

。 どん な場合を想定す る か を 話 し 合 う 。

- 水が出な か っ た ら
. 電気が切 れ た ら
. ガス が使 え な か っ た ら

- 学校 だ け で な く 、 家庭で も や っ て み よ う と い う 意欲
を持つ よ う 、 サ パ イ パ ル カ ー ド を提示す る 。

- 水や電気、 ガ ス の使 え な い生活 を グル ー プ毎に体験
す る こ と で ラ イ フ ラ イ ン の大切 さ に気づかせたい。

- 手で洗濯 を す る
• 1 tJ 電気 を つ け な い

; ・ 電気製品 を使 わ な い

り
を

作
ん

ど
は
念品ザ」
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ク
か
ツ
ミ、
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•
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7 本時の学習

( 1 ) ね ら い 池援に よ り 寸断 さ れた ラ イ フ ラ イ ン の状況や そ れ に と も な う 人々 の苦労、 及 び復 旧 に 向 け
た 人 々 の努力 を 知 る こ と で、 普段何気 な く 使 っ て い る 水 ・ 電気 ・ ガ ス な どの ラ イ フ ラ イ ン の
大切 さ に気づかせる 。

(2) 展 開

(炊 き 出 し ゃ 避難所)

- おふ ろ に 入 れ な
・ ト イ レ の水が出
. 洗濯は手で し な
. 料理がで き な い
・ 夜、 日音 い し寒 い
・ 電気製品が使 え な い
・ エ レ ベ ー タ 一等 も 動かな い
. 病続では手術 も で き な い

る 人々 の 写 真 な ど か ら 、 1 r明 日 に生 き る 」
水 ・ 官意気 ・ ガ ス が使 え な い生活の苦労 | 拡大写真 ( P 35)
を 具体的 に と ら え さ せたい。

- 個人生活に と ど ま ら ず、 病続な どの公
共施設の こ と な ど も 考え さ せた い 。

「明 日 に 生 き る J
2 資料 を読んで、 ラ イ フ ラ イ ン が復旧す | ・ 新聞記事、 ラ イ フ ラ イ ン の被害状況の I ( 中学生用)

る ま での人々 の苦労 に つ い て 話 し 合 う 。i 資料 を 使 っ て 、 復 旧 に 向 け た取 り 組み | ラ イ フ ラ イ ン の被答及
を 知 ら せ る び復旧状況の表
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- 水道 の復 旧 lこ 3 か月
・ 電気の復旧 に 多 く の 人 の 力
・ 全悶各地、 海外 か ら の応援
. 毎 日 の水 く み

3 í 7l<.が出 ま す」 の 詩 を 読 ん で 、 作者の
気持 ち に つ い て 考 え 、 学習 の ま と め を
す る 。

・ 大切 な 水
・ も っ た い な い
・ す ぐ に じ ゃ ぐ ち を も ど し た

- 全国 か ら の 応援があ っ た こ と や夜 を 徹 ; 震災直後の新聞記事
し た復 旧 工事で あ っ た こ と を と ら え さ
せ た い 0

・ 3 か 月 も の 問 、 水がti\ な く な れ ば生活 I í明 日 に 生 き る 」
が ど う 変 わ る か を 考 え る こ と に よ っ て 、 | 拡大写真 ( P 34) 
人 々 の生活の凶 難 さ を と ら え さ せた

- 最後 の 速 に 込 め ら れ た作者の気持 ち に | ワ ー ク シ ー ト
共感 さ せ、 水 が出 た と き の喜 び を 感 じ
と ら せ た い 0

・ 自 分 た ち の生活 を 見直 し 、 こ
を つ け よ う と 思 う こ と も 書 く ょ
す る 。

(兵産県教育委員会)
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(表15) 中学校防災教育推進計画
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〈 学 校 )

の 目 標
一一一一一一一一一一γ-

2 年 3 年
- や さ し さ や 巴{いや り の心を持ち

な が ら 生 き て い く こ と の大切 さ
を 浬解 さ せ る と と も に 、 進んで
公共の箔世! の ため に 尽 く そ う と
す る 態度 を 養 う 。

・ 地渓の メ カ ニ ズ ム を 期解 し 、 安
全で快適な 町づ く り を す る た め
に必要な環境整備につい て関心
を 持つ。

( 家

( 地域社会

携

( 兵康県教育委員 会)



(表16) 第 1 学年 総合的 な学習 実践実例

単 元 名 防災標示 を つ く ろ う

2 活 用 題 材 名 「防災会議 を 開 こ う 」
「防災マ ァ プ を つ く ろ う 」

3 ね ら い (1 )  学校 を �1j�の視点か ら と ら え さ せ る と と も に 、 安全な学校生活や 災害発生時の行動 に
つ い て理解 さ せ る 。

(2)  災害に備 え て 、 自 分た ち に で き る こ と を 考 え さ せ る こ と に よ り 、 紡災意識 を 高め る 。

4 単元に つ い て 学校そ の も のが対象であ る が、 生徒は 「 も し 、 学校に い る と き に 災害が起 こ っ た ら 」 と
い う 視点で学校 を 見て い る こ と は少 な い。 防災施設設備 だ け で な く 、 災害時の学校 に お け
る 危険個所等 を 知 っ て お く こ と は 、 災害発生時だけでな く 、 日 常の 安全 な 生活 を 送 る 上か
ら も 重姿で あ る 。

特別活動や教科 (美術) 等の学習 を 関 連 さ せ な が ら 、 防災掲示物の 制作等の活動 を 通 し
て 防災意識の高揚 を 図 り 、 自 分の命は 自 分で守ろ う と す る 態度 を 培 い た い。

5 単 元 構 造 ( 6 時間)
第一次…… ………・… ・ . . . . . ………・ ・……… . . ……………… . . . . . . ・ H ・ . . . . ・……… - ……… ( 3 時間)

副読本 「大地が裂 け 、 街が こ わ れ たJ r防災会議 を 開 こ う 」 な ど を 参考 に 、 震災直後の学校の状況
を 思 い捕 き な が ら 、 校 内 の 防災設備 を は じ め 、 避難経路や避難場所、 お よ び災筈時の危険俄所等 を
訴]べ、 そ れ ら を 校内防災マ ッ プ と し て棄さ理す る 。

第 二次 - …… 一 ・ ・ ・ ・ υ … . . . . . . . . . . . . . . . . …… . . . . . . • . . . . • . . . . . … ・ ・ 一 一 . . . . . . . . . …… . . . . . . . . . ( 3 時間)
安全な学校生活 を 送 る た め 、 日 常生活や災筈持に役立つ標示物 を 制 作す る 。

6 本持の学習 ( 第二次第 1 時)
( 1 ) ね ら い 日 常生活や災害時に役立つ襟ぷ物 を 制作す る こ と の意義 を 理解 し 、 作成計画 を 立 て る 。
(2) 展 開

活 動 の 支 援 備 考
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- 紡災襟示 を 作 る 。 - 公共施設や客が出 入 り す る 建物 を 想起 | ・ 標示物制作案
さ せ る こ と で、 標示物 に 目 を 向 け さ せ I (生 徒 の 窓 見 に よ り 加
る 。 I 筆 ・ 削 除 で き る よ う 用

意 し て お く 。 )
3 防災襟示の作成計痴 を 立 て る 。 11 . 自 分 た ち で作れ る も ので考え さ せ る 。

・ 作成 す る 標示物の 内容 を 決定す る 。 I . 生徒一人一人が 一つずつ制作で き る よ
・ 設置場所や必要数 を 出 し合 う 。 I う チ ェ ッ ク す る 0
・ 制作す る 標示物 を 分担す る 。 I . 大 き な標示物 は共同製作 も 考え る 。
・ 担当 ご と に デザ イ ン や準備物、 作成 予 1 ・ そ れぞれが希望 を 出 し 、 話 し合いで決 ;

)1慎 を 決め る 。 I 定 さ せ る 0
・ 計画表 を 作成す る 。 I . 見本 を 見せ、 制作手順や使 う 材料 の概

出告 を 説明 し 、 参考に さ せ る 。 (制作の | ・ 透明 ア ク リ ル板
ブ ロ ー チ ャ ー ト を作 っ て お く と わ か り | ・ 蓄光顔料
やすい。 ・ 水性ペ イ ン ト

・ 適宜、 制作斑の 話 し 合 い に 参加 し な が ; ・ 水性 ス プ レ -
i ら ア ドバイ ス を す る 。 I . 標示物見本

・ 文宇が読 め な い 人や外国 の 人 な ど も 考
慮 さ せ る 0

・ 次時 に 各様示物の作成計額|勾
す る こ と を伝 え 、 ま と め を す
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7 資 料
・ 防災教育部読本 「明 日 に 生 き る J ( 中 学生市)
. 美術教科書 (資料集)
・ レ タ リ ン グ資料

8 準 備 物
・ 校内 配置図
・ マ ッ プ作成用 品 (模造紙 ・ マ ー カ ー - は さ み ・ の り - 色画用紙)
. 危険個所記入用紙
・ 防災襟示物用 ア ク リ ル板(あ ら か じ め寸法にあ わせて切 っ て お く 。 )
・ 蓄光顔料、 水性塗料
・ ハ ン ド ド リ ル 、 本 ね じ 、 両面テ ー プ
. 防災標示物見本
・ 防災標示物案・ ・避難経路案内標示、 階襟ぷ、 災害時の注意個所の標示等

(参 考)
・ モ ノ グ ラ ム は 、 統一す る 0
・ 着色 は透明 ア ク リ ル桜の裏か ら 、 蓄光顔料 と 水性ペ イ ン ト (透明) を に混ぜた も の で行 う 。

そ の た め 、 文字やモ ノ グ ラ ム は書 い た も の を 裏か ら な ぞ、る な ど し て 「鏡文字」 に し て お く 。
・ 文字や そ ノ グ ラ ム 以外 は あ と で裳か ら 水性ペ イ ン ト を ス プ レ ー す る 。
・ 壁や柱に取 り 付け る た め の加工を し て取 り 付 け る 。 (穴 を ド リ ル で あ け 、 木 ね じ で 止 め る 。 ま た は 、 両

預テ ー プで貼 り 1，J け る 等)
(兵庫県教管委員会)

(表17) 第 2 学年 特別活動 実践事例

1 活 動 名 地域の 災害

2 活 用 題 材 名 「兵庫の 災害」

3 ね ら い 自 然災害 に は 、 地食以外 に も さ ま ざ ま な も のがあ る こ と を 知 る と と も に 、 地域の 災害特
f生 を と ら え る こ と に よ り 、 防災意識 を 高め る 。

4 指導 に あ た っ て 我が国で は 、 現在 ま で に様々 な 自 然災害 に 見舞 わ れ て い る が、 兵庫県 に お い て も 、 地震
の ほ か内j氏、 大雨、 大雪 に よ る 土砂崩 れや洪水な どの災害が発生 し て お り 、 し か も 地域に
よ っ て災害に特徴があ る 。

そ こ で 向 分遠のft ん で い る 地域の災害の特性 を調べた り 、 地域で諮 り 継がれる 過去の災
害拶Ij や 、 先 人の災害への備 え な ど を 調べ る こ と に よ り 、 家庭や地域に お け る 防災の あ り 方
に つ い て考 え さ せた い 。

5 指導計画 ( 2 時間 )
第 l 時 県内の災害

・ 自 然災害 に つ い て理解 さ せ る 0
. 県内 の災害を調べ る 。

第 2 時 地域の災害
・ 地域の災害特性 を と ら え さ せ る 。
・ 今後の防災の在 り 方 を 考 え さ せ る 。

6 本時の学習 (第 1 時)
( 1 ) ね ら い 地域の 災害特性 を 知 り 、 防災の夜 り 方 を 考 え る 。
(2) 展 開

活 動 の 支 備

- 資料 を も と に調 べ る 。 I ・ 事前 に 家族や地域の 人 に 聞 き 取 り 調査
・ 開 き 取 り な どで わ か っ た こ と を 発表す | を さ せ て お く 。

る 。 I ・ 地域 と 災害 と の 関連性 を 明 ら か に さ せ
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る こ と に よ り 、 地域の災害特性 を お さ
え る 。

2 災害特性は気象や地形な どの地理的 な
条 件 に 関係す る こ と に気づ く 。

- 地i骨 り
・ 洪水

- 地滑 り 、 洪水な どに 気づかせ大雨がさ
ま ざま な 災害の要図 に な っ て い る こ と I
に 気づかせ る 。 I

- 気象 デー タ

• f也Jf�図

4 宍粟郡一宮町 に お け る 山 崩 れの様子 を ・ 副読本 を 読 む こ と で災害の様子 を つ か i ( r明 日 に生 き る J
調べ る O ま せ る 。 P 40 ， 4 1 )

・ 大災害に も かかわ ら ず、 昔か ら の設い i r諮 り つがれ る 災害」
伝えが人的な災害を最小限 に く い 止め
た事実 に着 目 さ せ る 。

5 先人の知恵 に 学 び\ 地域の 災害に対す
る 備 え を 考 え る 。

- 家族や地域の 人か ら 開 き 取 り し た こ と を - 事前 の 聞 き 取 り 調査か ら 、 発表 さ せ る 。| ・ 町史
発表 し あ う 。 ・ 前人の災害 に対 す る 備 え を 知 る こ と に ; ・ 町の地図

・ 場所 を 池辺lで確認す る 0 よ り 、 家庭や地域に お け る 紡災体制の j ・ 町 防 災言「頭資料
在 り 方 を 考 え さ せ る 。

. 家庭 に お け る 備え
・ 地上或 に お け る 備 え

く り に

・ うも人の知恵が現在の夜、 た ち の生活に も
大い に 役立つ こ と を お さ え る こ と で、
過去に学 びな が ら 発展 さ せ る こ と の大
切 さ を 気づかせたい。

(兵庫県教育委員会)

(表18) 第 3 学年 社会科 (公民) 実践事例

1 単 元 名

2 活 用 題 材 名

3 ね ら い

4 単元 に つ い て

家族 と 社会

f 夜明け前 突然に」
「断たれた ラ イ フ ラ イ ン J
「避難所 に な っ た 学校」

人 間 は 、 決 し て 一人で、 は生 き て い け る も ので は な く 、 家族や様々 な社会集団 と の 関 わ り
の 中 で は じ め て生 き て い く こ と がで き る こ と や 、 一人 A 人 を 大切 に す る 社会づ く り の重要
性 を 理解 さ せ る 。

こ の単元 は 、 社会集団の恭礎的単位で あ る 家族 に つ い て 考 え る こ と を 通 し て 、 他 人 と 社
会のつ な が り につ い て考 え さ せ る も の で あ る 。

こ の学習 を 通 し て 、 個人の尊厳 を 守 る こ と が、 個 人主義あ る い は 人 間 同士の終 を 希薄 に
し て い く こ と につ な が る の で は な く 、 偶 人の尊厳が確立 さ れ て こ そ社会集包の質が高 ま り 、
よ り よ い民主主義社会が形成 さ れる と い う こ と を 学 ばせたい。

学習 を 進め る に あ た り 、 人間 と い う も のがい か に 家族や徐々 な社会集団 に支え ら れ生 き
て い る の か を 如 実 に 示 し た 阪神 ・ 淡路大震災を導入段階で取 り 上げ、 学習 の深化 ・ 充実 を
図 り た い 。
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5 指 導 計 蘭 ( 4 時間)
第 一次 人聞社 会 を 襲 っ た大震災… υ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ………… h ・ ・ ・ 1 時間 (本時)

日 に生 き る J の “夜明け前 ， 突然 に " “ 断た れ た ラ イ フ ラ イ ン "
を 見直す。

第二次 家族 と 家族愛 (家族の は た ら き ) • . . ‘ … ・ ・ ・ . . . . . . . . . . . . 1 時 間

し て の 家族 を 振 り 返 り 、 現夜の様々 な 家族形態 と そ の 問 題点 を 考 え 、

第三次 家族の な やみ と 社会… … … … … . . . . ‘ … - ……… - H ・ H ・ . . …… l 時 間

平面憲法第24条 「個人の尊厳 と 両性の 本 質 的 平等J 1::三五正面わ る 民法の規定 を え な
親等計算や財産棺続 な ど現実 に 家族の 中 に あ る 問題 に つ い て 考 え 、 社 会 と の 関連 に も 百 を

第副次 他人の尊厳 と 自 立 - ………… … … ー …ー … - ・ … … … … … . . 1 時間

く な っ て き た 現代社会の変化が管理社会化への危険性 を は ら ん でい
し て こ そ 民主主義が育つ と い う こ と を お さ え る 。

5 本日寺の学習
( 1 ) ね ら い 突然、 起 き た震災の 中 で、 人々 が どの よ う に 生 き 抜 き 、 協力 し 合 っ た か を 学 びな が ら 、 私

達人間が、 家族を は じ め 、 様 々 な社会集団に支え ら れ な が ら 生活 し て い る こ と を 再認識 さ せ る 。

(2) 展 開

2 r夜明け 前 突然
た こ と を 認識 さ せ る 。

ち カf、 どの よ う な;伏
た か を読み取 ら せる 中 で 、 自
巾 学生がや は り 、 家族 を心の
り ど こ ろ と し て い る こ と を 理
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( 3 )  高等学校編

多 く の 人 た ち に 支 え ら れて い る こ と を
再認識 さ せ る 。

(兵庫県教育委員会)

7 件の 実践事例 を 掲載 し て い る O 防災教育副読本の作成 、 配布が97年度 で 、 小、 中 学校

よ り l 年遅 れ と な っ た こ と も あ り 、 実態調査 な どか ら は教室で の 取 り 組み 、 実践がや や少

な い き ら いがあ る O し か し 、 小、 中 学校 と 違 っ て 防災教育 の 内 容 は 、 テ ー マ 設定、 指導計

画、 展 開 、 使用教材ー な ど どれ を と っ て も 専 門 的 で深化 し た も の に な っ て い る O ま た 、 学校

の特色 を 生 か し た も の と 地域の特色 を 生 か し た も の の 2 つ の視点か ら 構成 さ れて い る O

学校の特色 を 生か し た も の と し て は

「総合学習」 の試み (太陽光発電 シ ス テ ム の活用)

・ 共 に 生 き る 社会 を 目 指 し て ( 国 際理解の 観点 か ら )

・ 北但大震災 に 学ぶ ( ボ ラ ン テ イ ア 活動)

地域の特色 を 生か し た も の と し て は

・ 生 き る 力 を 育 む 防災教育 (地域防災計画)

・ シ ュ ミ レ ー シ ョ ン ソ フ ト に よ る 訪災教育 ( コ ン ピ ュ ー タ ー 活用 )

・ 山崎断層 に よ る 地震 に備 え る (学校近 く の 活断層 )

・ 野島 断層 を 通 じ て 防災 を 考 え る (学校近 く の 震災の傷跡)

各実践事例 の 冒頭 に指導の内容や過程 を 図示 し た 流 れ 図 を 置 い て視覚的 に も わ か り やす

く 記述 し て い る O さ ら に 各学校が活用 し や す い よ う に 資料、 ワ ー ク シ ー ト な ど を 添付 し た 。

A 4 判 、 85ペ ー ジ。

6 . 神戸市教委が推進校の実践事例集
神戸市教委 は96年度か ら 学校震災対応マ ニ ュ ア ル作成指針、 防災教育副読本 、 伺 改訂版、

年 間指導計画 な ど を 作成 し 、 各学校 に 防災教育 の 実践 を 呼びか け て き た 。

97年度か ら は各 ほ ご と に 小 、 中 学校 l 校ずつ 、 合計18校 を 「 防災教育推進校」 に 指定、

学校 ぐ る み の研究実践 に取 り 組 ん で い る o 98年度 も 18校 を 推進校 と し 、 そ の実段事例 を ま

と め て 「小学校 ・ 中学校防災教育 の 実践 II J を 99年 3 月 に作成 し た 。 A 4 判 、 89ペ ー ジ 0

98年 1 月 に 「神戸市防災教育研究実践報告集J 98年 3 月 に 「 防災教育 の 実践 一 授業 開 発 ・

学校防災体制研究」 を 作成 し て お り 、 今 自 の 事例 集 は 第 3 弾 と な る O

新 し い 学 習 指導要領が示 し た 「総合的 な 学習 の 時 間J (総合学 習 ) と 防災教育 は 学習 の

狙いが共通 す る 部分が多い た め 、 同市教委 は 、 新 し い教育課程への準備 と し て も 各校 の 防
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災教育 の充実 を 求 め て い る O

防災教育推進校 と テ ー マ は次の と お り 。

小学校

・ 地域 と の 連携 を め ざす 防災教育 (本庄小学校)
・ ;横断的 ・ 総合的 な や習 と し て の 防災教育 一 成徳、の ま ち づ く り を 考 え よ う (成徳小学校)
・ あ の 日 を 、 わ す れ な い た め に (湊小学校)

・ 紡災;怠識 を ノj、、 中 連携で (会下 山小学校)
・ 命の 連事 さ を 知 り 共 に 生 き る 力 を 育 む 防災教育 ( 鹿 の子台小学校)
・ か けがえ の な い命 を 自 分で守 り 、 思 い や り の 心 を 持 っ た子 ど も に育 て る (蓮池小学校)

・ 須磨毘小学校防災教育 を推進する (板宿小学校)
・ 自 ら 考え行動で き る 児章 を 育 て る 防 災教育 ( 多 潤 東小学校)

・ 一人一人が生 き る 力 を 育 む 防災教育 を め ざ し て (岩 岡小学校)

中学校

・ 生徒が主体的 - 実践 的 に 取 り 組む防災教育 既存の教育活動 に 防災の視点 を 加味 し て (魚崎中学校 )

・ 学年 テ ー マ を 設定 し た 防災教育の;取 り 組み ( 原 田 中 学校)

・ 防災教育の 取 り 組み (神戸生田

・ 地域の実態 に 合 わ せ た 防災教育 (湊J I I 中 学校)

・ 総合的 な 学習 へつ な がる 防災教育 の 展 開 (大池中学校)

「幸せ 運 ぼ う 」 を 活用 し た学年別授業の 展 開 (丸山 「ド 学校)

・ 地震 を 想定 し た避難訓練 (太郎 巾 学校)
. N I E を 利 用 し た 防災教育 (歌敷山 中 学校)

・ 防災避難訓 練 を 中心 と し た 防災教育 (井吹台 中 学校)

岡市教委 は 今後 の 充 実 の方 向 と し て

1 ) 震 災 や 防災 に 関 す る 内 容 を 教科の狙い に 沿 っ て 積極的 に取 り 入 れ る O

2 ) 教科の狙い の 中 に 、 防災教育 の視点 を 加味 し て学習 の 幅 を 広 げる 。

3 ) 防災教育 の 主題か ら 教科等の 単元、 題材 を 見直 し 、 相 互 の 関 連 を 考 え て 、 単元配列

を 工夫 し 、 児章 ・ 生徒の意識の連続性 を 図 る O

4 ) ク ロ ス カ リ キ ュ ラ ム を 工夫す る 。

5 ) 観念的 な 指導 に 終 わ る こ と な く 、 体験的 、 実践的 な 活動 を 多 く 取 り 入 れ る 。 生 活 に

生 き る 学習 を す る O

6 ) 学級の 枠 に と ら わ れず、 学年や全校 ぐ る み で取 り 組 む 多様 な 方法 を 工夫す る 。

7 ) 地域や 関係機関 と の連携 を 図 る O

な ど と あ げて い る 。
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7 . 広 が る 防災教育の実践
( N  I E 一新聞の震災記事で防災教育捜業〕

教育現場で新聞記事 を 活用 、 学習効果 を 高め る N 1 E (教育 に新聞 を ) 活動が 日 本新 開

協会 と 学校 と の 共 同運動で、 全国 的 に展 開 さ れ て い る が、 99年 1 月 22 日 、 兵庫県 下 の r N

1 E 実践校」 の 1 つ 、 神戸市垂水 区 の 市立歌敷 山 中 学校で、 新 開 記事 を 使 っ た 防災教育の

授業が行 わ れた 。

阪神 ・ 淡路大震災か ら ま る 4 年 を 経過 し 、 震 災 を 様 々 な 角度 か ら 書い た新 聞記事 を 利 用

し 、 防 災 の 大切 さ を 改 め て 考 え る の が狙 い 。 2 年生 の 全 6 ク ラ ス 233人 が 各教室で震災関

連 の 新 聞 各紙 を 読 ん で、 意見 を 述べ合 っ た 。

生徒 ら は ま ず、 大震災の 当 日 を 伝 え る 95年 1 月 17 Ll の 各紙夕刊紙面 を 見 な が ら 当 時の 自

分た ち の状況 を 発表 し た 。 次 に 5 年 目 に 入 る 99年 1 月 17 日 の 各紙朝刊 の 記事 の 中 か ら 防 災

や震災 に 関係 す る 記事 を 自 由 に 選 ん で切 り 抜 き 、 読ん だ感想文; を ま と め た 。

大 震 災 発 生 当 時 は 懐 中 電灯ム や ラ ジ オ の 有 無 、 ふ ろ の 水が薙 保 で、 き た か ど う か な ど を

チ ェ ッ ク し た。

生徒か ら は 「 日 ご ろ の 生活 の 無 防 舗 を 思 い 知 っ た J r毎 日 、 当 た り 前 に 生 き る こ と がで

き る と は 眠 ら な いJ r災害 は 忘 れ た こ ろ に や っ て く る 。 ふ だ ん か ら の 防災意識 と 備 え が大

切 だ と 改め て思 っ たJ r 防 災訓 練 は 必 要 だ、が、 実 際 の 地震で、 は パ ニ ッ ク に な り そ う で、 役

立 つ か ど う か不安だ」 な ど と 感想、 意見が出 た 。

〔近畿地建が中学生向 け に防災 ま ち づ く り 読本〕

近畿地方建設局 震災復興対策本部 (神戸市 中 央 区 ) は99年 1 月 、 阪神 ・ 淡路大震災の経

験か ら 防災 を 重視 し た ま ち づ く り の 大切 さ や 仕組み に つ い て ま と め た 「 中 学生 の た め の 防

災 ま ち づ く り 読本」 を作製、 希望校 に 燕料提供 し た 。

神戸大学教授 ら 学識経験者、 近畿地建、 神戸市、 芦屋市の都市計画担当 者 ら 11 人 に よ る

「 防災 ま ち づ く り 読本検討会J の協議内容 を 、 中 学 生 向 け の物語形式 に 編 集 し た も の O

災 を 忘れか け た」 と い う 東 京 の 男 子 中 学生 「つ よ し」 が夏休み を 利用 し て 、 神戸 の祖母の

家 を 訪 ね 「 い ろ ん な も の を 一度 に失 っ た」 と い う 同 い年 の い と こ 「み ど り 」 と 共 に 、 災害

に 強 い ま ち づ く り に つ い て 学ぶ と い う ス ト ー リ ー 展 開 。

夏休み の 自 由研 究 に と 、 2 人が被災者や役所で聞 き 取 り を 重 ね る 様子 を 4 部構成で ま と

め 、 1 部で大震災の被害 と 復興状況、 2 部で災害 に 強 い ま ち の 条件、 3 部で ま ち づ く り の

仕組み と 参加方法、 4 部で災害 に 強い ま ち づ く り を 読者が考 え る 。 そ れぞれの項 目 で

べ て み ま し ょ う J r話 し 合 っ て み ま し ょ う 」 な どの コ ー ナ ー が設 け ら れ、 授 業 で活用 し や

す い よ う に 工夫 さ れて い る 。

震 災 の 火事で母親 を 亡 く し た 少女が焼 け 焦 げた な べ に 拾 い 集 め た 遺骨 を じ っ と 見つ め て

い た 、 と い う 警察官 の 手記 も 収め て い る 。
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同対策本部 は こ の 読本 を 兵庫県下 の被災10市10町 を は じ め 、 文部省 、 全国都道府県 な ど

に 配布 し た 。 63ペ ー ジ 、 A 4 変型判。

中 学生の た め の 妨災 ま ち づ く り 読本 (神戸新 聞 社提供)

〔野島断層 が防災教育の教材に〕

大震災で地表 に 現 れ た 地震断層 を 展示 す る 「野 島 断層 保存館J (津名 郡 北 淡 町震災記念

公 閤 フ ェ ニ ッ ク ス パ ー ク 内) を 小 、 中 、 高校の 訪災教育 の授業の教材 と し て 活用 し よ う と

北淡町教委が何年 6 月 か ら カ リ キ ュ ラ ム づ く り に乗 り 出 し た 。 ま た 、 ビ デ オ 、 パ ン フ レ ッ

ト 配布 を 始め た 。

同保存館 は 延長約140 m の活断層 を 亀裂 が走 る 道路 な ど も 含め て 残 し 、 パ ネ ル を 鈍 っ て

解説 し て い る o 98年 4 月 の 開館 当 時 は 2 カ 月 間 で、 入館者が50万 人 を 超 え た 。 カ リ キ ュ ラ ム

づ く り は 兵産県教委が進め る 学校教育 と 社会教育 の連携 「学杜融合」 モ デル事業の ひ と つ

で も あ り 、 小 、 中 、 高校各 1 校、 保存館、 北淡軒教委が、 99年春 ま で に 理科 、 社会、 生活

科 な ど教科 ご と の 年 間 指導計画 を 編成す る 。 断層 を 活用 し 、 自 然の厳 し さ や災害へ の 備 え

の必要性 を 学ぶ 生 き た教材 に す る 。

一方、 野 島断層 が留の天然記念物 に 指定 さ れ、 同 保存館 は北淡町が製作 し た震災 ピ デオ

「北淡町 の記録J (25分) と 兵庫県が製作 し た保存館建設の解説 ビ デオ 「 野 島 断層 か ら の メ ッ

セ ー ジJ ( 10分) を ダ ビ ン グ し 、 紙料貸 し 出 し し て い る O ま た 、 パ ン フ レ ッ ト 「大地が動

い たJ r断層 っ て 、 何 ? J も 20万部印刷 (有料販売) し 、 学校か ら の 見学 に 防災教育教材

と し て 活用 し て も ら っ て い る 。
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地震や防災 を 学 ぶ カ リ キ ュ ラ ム づ く り が始
ま る 野島断層 保存館ニニ 津名郡北淡町戸 (神戸
新向社提供)

〔小学 4 年生が安全な 未来の ま ち を模型で発表〕

神戸市須磨区 の市立板宿小学校で、 4 年生 2 ク ラ ス 72人が防災教育 を 柱 に し た総合学習

で 「未来の安全で、住み よ い板宿 の ま ち づ く り 」 を テ ー マ に取 り 組 ん だ 。

道路、 建物、 環境 な どの グ ル ー プ に 分かれ、 98年 6 月 か ら 校区 の 老人福祉施設、 病 院 、

消 防 、 警察署 な ど を 訪れ て 話 を 聞 い た 。 2 学期 に 入 っ て 「地下街 を 造 り 、 住宅や食料の倉

庫 を J r車の混雑 を 防 ぐ た め商 品 は ベ ル ト コ ン ベ ア で、搬入J 地 下 に 沼 防 、 救急の専用 道諮」

な どの 意見 を ま と め 、 街の理想像 を 描 い た 。 仕 ヒ げは ク ラ ス ご と に 粘土や色画用 紙 を 使 っ

て 畳 l 枚 の 板 に立体模型 を 完成 さ せ、 12月 22 日 、 後輩、 地域住民、 区長、 消 防署長、

署長 ら を 招 い て発表 し た 。

出 席 し た お と な た ち は 「校区 の 被害が大 き か っ た だ け に 、 車の渋滞 な ど も 含め て 、 安全

な 未来 の 街へ子 ど も の夢がい っ ぱい だ っ たJ と びっ く り し て い た 。

〔神戸で被災 の小学生の作文に総理大臣賞〕

全国農協 中 央 会 ( JA 全中 ) が募集 し た 「 ご は ん ・ お 米 と わ た LJ 作文 コ ン ク ー ル で98

年12月 、 神戸で被災 し た少女が避難所で食べた ご飯の お い し さ を つづ っ た 作文が最優秀の

内 閣総理大臣賞 に 選ばれた 。

広 島県尾道市立栗原小学校 6 年生 の 谷 間 佑美 さ ん (12) で 、 震災の と き は神戸市立本山

第二小学校 2 年生。 東灘区の 自 宅マ ン シ ョ ン に 両親 と 妹の 4 人暮 ら し だ っ た 。 地震でマ ン

シ ョ ン が全壊 し 、 初 日 は近 く の灘高校、 2 日 目 か ら 甲 南大学で避難所生活 を 送 っ た 。

く ひ難所で は お 湯が な い か ら カ ッ プ ラ ー メ ン を ガ リ ガ リ 食べ る 。 1 回 だ け も ら っ た お に
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ぎ り は 冷 く て か ち か ち だ、 っ た け ど、 と て も お い し か っ た 〉

3 日 目 に や っ と 電気が通 じ 、 母親が炊飯器 と お 米 を 持 っ て き た 。

くお 米 を 2 合、 大事 な お水で、洗 っ て そ っ と ス イ ッ チ を 入 れ た 。 ち ゃ ん と た け る か な あ と

ド キ ド キ し な が ら 私 は思 っ た 〉

ふ た を 開 け る と ふ っ く ら 白 い ご飯がた け て い た 。

くい つ も と 同 じ お 米 の は ず な の に 、 いつ も よ り ビ カ ピ カ 光 っ て 見 え た 。 お 母 さ んが紙 コ ッ

プ に 入 れ て く れみ ん な で ご飯 を 食べ た 。 と な り の お ばあ さ ん に も あ げた 。 そ の 時、 は じ め

て ご、飯 っ て こ ん な に お い し い ん だ な あ と 患 っ た 。 お かず も 何 も な か っ た け ど 、 で も 生 ま れ

て か ら a 番 お い し く 食べ た ご、飯 だ、 っ た 〉

くあ た た か い ご飯 を 食べ て み ん な が元気 に な れた 。 ご飯 は み ん な の心 を あ た た か く し て

く れた 〉

佑美 さ ん は マ ン シ ョ ン の再建が軌道 に乗 り 、 完成す れば神戸 に 民 る 予定。 同 コ ン ク ー ル

に は 3 万6 ， 000点、 の作文の応募があ っ た 。

〔高校生が震災学習の仕上げに文集〕

神戸市 立須磨高校の 3 年生が98年10月 、 1 年 間 の 震災学習 の活動記録 を 文集 「被災地 を

歩 く J に ま と め た。

同校は震災で 2 年 生 の 男子生徒 l 人が亡 く な り 、 校舎本館の東部分が半壊 し 、 97年 9 月 、

運動場の仮設校舎 か ら 新校舎 に 移 っ た 。

震災学習 は被災 2 年で、生徒の 間 で震災体験が薄 れ て い く の を 心配 し た 安場裕史教諭 (39)

ら が「震災時 に だれ も が共有 し た 生 き る 喜 びゃ人 を 思 い や る 気持 ち を も う 一度思 い 出 そ う 」

と 企画、 生徒320人が97年 5 月 、 7 、 8 人ずつ の班 に 分かれ、 兵庫 区 の 湊J l l 公 開 か ら 長 田

区 の 菅原市場、 「神戸 の 壁」 、 鷹取教会 ま で歩 く 校外学習 を 行 っ た 。

仮設自舗の寵自主や ボ ラ ン テ イ ア か ら 震 災時の体験談や現状 を 開 き 、 班 ご と に樫新開 を

つ く っ た 。 10月 の 文化祭で は震災劇 「 あ の 日 を 忘 れ な い」 や 当 時、 同校の音楽教師だ っ た

田尻幹夫 さ ん作 曲 の組 出 「神戸 の 壁」 を 披露 し た。

丈集で は 生徒 l 人 ひ と り が校外学習 で感 じ た こ と 震災 3 年 目 で思 う こ と を 作文 に こ め た。

「人の優 し さ を 改め て 実感 し たJ r神戸 の 躍の よ う な 強い 人 間 に な り た し り 「震災か ら 2 年

た つ の に焼け跡カう な ど感想、や決意 な ど。 文集は菅原市場や鷹取教会 に 寄贈 し た 。

〔幼稚霞の先生が震災教訓の紙芝居〕

伊丹 市教委 は何年10月 、 市立天神 J l l 幼稚 園 の 矢 田 貴美代教諭 (25) が作 っ た 紙芝居 を 防

災教育紙芝居 に 仕立 て 、 市立17幼稚閣 に 配布 し た 。

震災 を 経験 し た幼 い 兄妹が避難所の生活や仮設住宅の住民 と の ふ れ あ い を 通 じ て成長す

る 内容。 震 災 の 教訓 を 幼 い 子 ど も た ち にf云え る も の で助 け合 い や ボ ラ ン テ ィ ア の活躍 も 盛
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り 込 ま れて い る O

〈参考文献 〉
「防災教育副読本 F明 日 に生 き る 』 を 活用 し た 防災教育実践事例集 ノトや校編」 兵庫県教育委 員 会 1999年 1 月
「 戸!実践事例集 中 学校編」 兵庫県教育委員会 1999年 1 月
「同実践事例集一 高等学校編」 兵庫県教育委員 会 1999年 1 月
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 4 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 1999年 l 月 18 日
「防災教育の 実践 授業罪再発 ・ 学校防災体制j研究 小学校」 神戸市教育委員 会 1998年 3 月
「問 中子:校」 神戸市教育委 員 会 1998i1'- 3 月
rr;;!]災教育の実践 H 小学校 ・ 中学校」 神戸市教育委員 会 1999ijé 3 月
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作自由 防災教育推進連絡会議
大震災で壊滅的 な 打撃 を 受 け た被災地の教育復興 と 非被災地の 災害への 備 え は 、 震災の

教訓 に 学 び、 助 け 合い と 自 立 の 人 間教育 の 視点 に 立 っ た 兵庫県の 「新た な 防 災教育J の 体

系 に よ っ て進 め ら れて い る 。 兵産県が全国 に 発信 す る も の だ。 学識経験者、 防災行政担当

者、 教育委 員 会 、 学校長、 教諭、 教員 組合代表 ら に よ る 協議で、 95年 か ら 毎年 、 方向づけ

カ守売け ら れ て い る 。

98年震 は 「 防災教育推進連絡会議J (座長 = 徳 山 明 ・ 常葉学園富士短期 大学長、 部座長

エ桂正孝 ・ 大阪市立大学教授) で学校訪災体制 の整備充実 と 新た な 防災教育 の 定着 に 向 け

て協議が行 わ れ た 。 防災教育 の授業実践 と 並 ん で 、 学校避難所運営の原則確立が急務 と な っ

て い る た め で あ る 。

(表 19 ) 防災教育推進連絡会議構成員

徳山 明

桂 正孝
同 治米政美

東fll 雅俊

花岡 啓一

浅 田 義弘

i岳山 茂
長谷川雅信

堤 茂
大曽根 回
宮崎 山:道

島村 泰
桑 田 良子
伊藤 進

問 中 大善

浅島l 裕

常業学l3lJí言土ゐ短期大学長

大阪市立大学教授

兵庫県教職員 組合委員 長代行

知事公室次長
芦屋市企画財 政部 ( 防災担当 参事)

佐市 町福祉課長 ( 防災担当 課長)

兵庫県教育次長

神戸市教育委員 会指導第 1 課長

北淡町教育長
宝塚市立高可小学校長

神戸 市立御影 中 学校長
県立飾磨 E業高等学校長

県立盲学校長

芦原市立潮見小学校教諭

北淡町 立北淡束中 学校教諭

県立御影高等学校教諭

(兵庫県教育委員会)

こ れ は95年度の 「防災教育検討委員 会」 が ま と め た 「兵庫 の教育の復興 に 向 け て」 の提

を 出 発点 に 、 96年 疫 の Iß)j災教育推進協議会J 、 97年度の 「 防 災教育推進会議」 と 長 ね

ら れた継続協議で あ る 。 特 に97年度 は 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 が作成 さ れ、 学校避難所運

営の最大の懸案 に な っ た 教職員 の 役割分担 の 明確化 に つ い て 「教職員 の運営業務は 7 日 以

内 J I運営責任は行政当局J I教職員 が運営 に 従事す る 場合は職務」 な どの結論 を 出 し た 。

こ れ に よ っ て 教職員 の勤務条件 に つ い て 条例改正 も 行 わ れた 。
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(震災復興誌第 2 巻 ・ 96年度版、 第 3 巻 ・ 97年度版参照)

1 .  98年度 γ防災教育雄進連絡会議」 の協議
〔学校、 教育委員会、 市町訪災部局が初顔合わせ〕

学校防災体制 の整備充実 と 新た な 防 災教育 の 定着 に 向 け て 、 98年 度 の 方 向 づけ は 「 防 災

教育推進連絡会議」 で検討 さ れ た 。 協議 4 項 目 は次の と お り O

E避難所指定 に 関 わ る 学校 と 市 軒 防災部局 ・ 自 主 防災組織 と の連携強化

1 ) 行政担 当 者 、 学校長、 自 主防災組織 な ど と の 日 ご ろ か ら の 連携

2 ) 避難所 (学校) ご と の行政担 当 者 の 決定

3 ) 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成

4 ) 教職員 の 避難所支援の 内容、 期 間 な どの確認 と 行政職員 へ の 移行手順

調学校防災計雨策定の課題整理

1 ) 校務分掌への委員 会 の位震づけ

2 ) 校務分掌への係の位置づけ

3 ) 災害時の初動体制 の確立

4 ) 避難所支援斑の組織強化

5 ) 学校災害対応マ ニ ュ ア ル の作成

目地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施方法

1 ) 家庭 ・ 地域 ・ 関係機関 と 連携 し た 防災 (避難) 訓 練

2 ) 児童 ・ 生徒の保護者へ の 引 き 渡 し 訓 練実施

3 ) 県 ・ 市 町総合防災訓練 と の 連携

目新た な 防災教育 の 実践

1 ) 防災教育推進計画 の 明示

2 ) 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成 と 充実

3 ) 副読本 を 活用 し た 防災教育 の授業実践

以上の 4 項 目 に つ い て 全体会議 と 地区 別 会議で検討 を 重ね た 。

[ 第 l 回 全体会議] 98年 6 月 23 日 (神戸)

防災教育推進会議設設の 趣 旨 や 訪災教育 の 取 り 組み経過、 防災教育実態調査な どの 資料

に 基づい て 、 避難所指定 に 関 す る 学校 と 市町防災部局 な どの連携強化、 学校紡災計画策定

に あ た っ て の課題整理 に つ い て 意見 を 交換 し た 。

[ 第 1 田 地 区 別 会議] 98年 7 月 28 13 � 8 月 10 日 ( 各地域)

全体会議 を 受 け て 、 各教育事務所 ご と に 開擢。 学校関係者 と 市町防災部局担当 者 と の話

し 合 い の場が初 め て 設 け ら れた 。 そ の意義深 さ を 確認 し な が ら 、 避難所運営の さ い の役割

分担の あ り 方、 防災教育 の 実践 な ど に つ い て 意見 を 交換 し た 。

[第 2 回全{本会議] 98年1 1 月 5 13 (神戸 )
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(表20) 学校に お け る避難所運営業務及び市町防災
部局への移行手順に関する 留意事項 (案)

災害特 に お い て 学校 に 避難所が開設 さ れ た場合 に 、 学校の教職員が避難所運営業務

事eす る 際の 内容や期 間 を 明確 に す る と と も に 、 避難所の 管理運営 に つ い て 、 市町防災部局
への移行手順 を 明確 に す る た め 、 以 下 の事項 に留意す る 。

(教職員 の 支援の範囲)

第 1 条 教職員 の 避難所支援 は 、 災害救助法 (昭和22年法律第1 18号) 第 2 条 の 規定 に 該 当

す る 災害であ っ て県教育委員 会が指定す る 極め て 重大 な 災害時 に お け る 学校 に 設置 さ れ
た 避難所運営等の 災害救助業務 と す る O

(教磯良 の 支援 の 内存)

第 2 条 教職員 が支援す る 避難所運営業務 は 、 原則 と し て 次の 各号の業務 と す る 。
( 1 )  胞設等開放JXJ或の明示

(2 )  避難者誘導 ・ 避難者名 簿の作成

( 3 )  情報連絡活動

(4 )  食料 ・ 飲料水 ・ 毛布等の救援物資の保管 及 び配給分配
( 5 )  ボ ラ ン テ イ ア の受入れ

( 6 )  炊 き 出 しへの 協力

( 7 ) 避難所運営組織づ く り への協力

(8 ) 重傷者への対応

(教職員 の 支援 の 期 間 )

第 3 条 教織員 の 支援の 期 間 は 、 災害救助 法 に 関 す る 厚生事務次官通知 に定め ら れて い る
避難所の設営期 間 で あ る 7 日 以 内 を 原則 と す る 。

(担 当 職 員 の 早期派遣)

第 4 条 市 町 防災音1)局 は 、 あ ら か じ め避難所 ご と の相当職員 を 明確 に し 、 発災後 の 迅速 な

人員配置 に 努 め る と と も に 、 自 主防災組織等 と も 連携 し て 、 円滑な避難所運営 に努め る
こ と と す る 。

(学校 と 担九 職 員 等 と の連携)
第 5 条 市 町 防 災部 局 は 、 ご と の 担 当 Jj談員 や 自 主紡 災組織 及 び学校管理責任者 (学

等 と の 連携 を 常 に す る た め 、 年 1 回程度は連絡会議 を 開催 し 、 施 設 の 開 放 毘 域 と

使用禁止庶域、 鍵 の保管体制、 資機材等の保管状況等 に つ い て確認 し 、 協 力 体制 が と れ
る よ う に 準備す る こ と が望 ま し い。

(兵庫県教育委 員 会 )

地区別会議 を 受 け て 「学校 に お け る 避難所運営業務 及 び市 軒防災部局 へ の 移行手}II買 に 関

す る 留 意事項 (案) J (別表) や学校での 紡災訓練、 新 た な 防災教育 の 実践 に つ い て 、 課題

や今後 の 方 向性 を 協議 し た。
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[ 第 2 団 地 区 別 会議] 98年12月 2] 日 � 99年 2 月 10 日 ( 各地域)

「学校 に お け る 避難所運営業務及 ぴ市 町防災部局 へ の 移行手傾 に 関 す る 留 意事項 (案) J

の 内容 を 中心 に 、 学校防災体制 の整備充実、 教職員 の支援の あ り 方、 各 市 町 防災部局 の果

た す 役割 な とぐ に つ い て協議 し た 。

[ 第 3 回 全体会議] 99年 3 月 8 日 (神戸)

こ れ ま で の協議結果 を 整理、 今後の 課題や方向性 に つ い て意見 を 交換 し た 。

2 . 各地区 の 状況、 課題、 今後の方向性一地区別会議か ら
園叛神地震

1 )  98年度 の状況

①防災担 当 部局 、 教育委 員 会 、 学校関係者が一堂 に 会 し て 防災教育 ・ 学校避難所の 運営

に 関 し て交流、 協議 を 行 い 、 地域の状況 を 改 め て 認識 し 合 い 、 課題が明確 に で き た 。

② 「留 意事項 (案) J を 協議 し た た め 、 |ぢ 町防災部局 が学校避難所の運 営主体者で、 あ る

こ と が明確 に な っ た 。 現時点 の 問題点 も 掌握で き た 。

③教職員 の避難所支援の 期 間 に つ い て 当 初 、 市 町 に よ っ て は 1 7 日 以内 」 に異論が出 た

こ と も あ っ た が、 協議 の 中 で確認 さ れた 。

2 ) 今設 の 課題

①独 自 の 災害対花、マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い な い学校がほ と ん どで 、 毎年、 市町教育委員

会へ提出 さ れ る 「学校防災計画」 の点検が必要であ る 。

② 3 市 で 、 学校避難所への市町 の担 当 職員 配置計画がで き て い な い。 学校避難所 の 開設

時 に市 町 か ら 担 当 職員 が即時派遣 さ れ る よ う 学校関係者か ら 強 い 要望があ る 。

③避難所運営 に 関 わ っ て は 、 教育委員 会 内 部 で 、 指導系部 門 と 管理系 部 門 の意忠の疎通

が必要で、 あ る 。

④ 自 主 防災組織の進捗状況が、 すべて の市 町 と も 低率。 防災担 当 部局 の 努力 だ け で な く 、

学校 と し て も 地域 に 聞 か れ た学校づ く り を 「新た な 防災教育」 推進面か ら も 重点 的 に

(表21 ) 避難所運営業務に関する整備状況 (1 999ij二 3 月 現在)

項 呂 地 i玄

学校 に お け る 遊 阪 神 西宮市 ・
難所運営 に お い 丹 ィミ( 二回rtf . 
て 市民] 担当職員

i
を
[IT

決め て い る 市
束矯磨 明石市 ・ 加 占J l lm . 間脇市 ・ 三木市 ・ 力IJj耳市

古 川 町 ・ 社町 ・ 中 間J . 加美里I

西播磨 姫路市 ・ 龍野市 ・ 佐用 問7 ・ 南光町 ・ 安富IIiT

淡 路 | 洲本市 ・ 尚淡町 ・ 東浦町 ・ 北淡問 ・ 緑町A

26 市町

8 市 町

市 町

「打開T

市町

第六章 @ 教育 377 



と 神 な し 7 市町
音問 と の連絡会 ( 丹 有 氷上町 ・ 刻紀開J . 丹南 町 ・ 市島 町 4 市 町を 開 い た市町 (予定) 柏原町 LlJ南町 - 篠山 町(全体的 な 会議
も 含む) *播磨 頭IJhb市 ・ 社町 ・ 東条IlIJ . 滝野町 13 市 町

西播磨 l な し 25 市 町

1ll. 馬 出 石 町 ・ 但東向 ・ 浜坂町 ・ 養父町 ・ 大屋 町 ・ 和 田 山 1 1  市町
出J . 温泉町 ・ 関宮町

淡 路 ; 西淡町 ・ 淡路町 ・ 北淡町
(予定)緑町 . Ji色町 ・ 津名 町 三原 町

南淡町 ・ 洲本市 ・ …宮町

29 市町 市町

避難所の運営マ 絞 神 西宮市 ・ 芦屋市 . ) 1 1 部市 - 猪名 川 町 尼崎市 2 市 町
} ニ ュ ア ル的 な も 丹 有 l 三田市 ・ 柏原町 ・ 氷 ヒ町 ・ 篠山 町 今 田 町 6 市 町のが出 来 て い る

(市 町 地 域 訪 災 東播磨 明記市 ・ 西脇市 ・ 三木市 ・ 加西市 13 市 町
計画 に明記 し て

j あ る ) 市 町 西播磨 姫路 市 ・ 赤穂市 . l'1î:保川 町 ・ 御津町 ・ 波賀町 20  市町

m 馬 和 田 山 町 市 町

淡 路 洲本市 ・ 北淡町

22 市 町 6 8  市 町

避難所運営で、 阪 神 な し 7 市 町
教職員 の支援内
容が既 に 明確化 f'} 有 な し 11 市 町
さ れて い る 市町 東播磨 な し 17  市 町

れj}桑磨 : 姫路市 24 市 町

但 馬 和 田 lI J 町 ・ 大屋 町 17  市 町

I í炎 路 北淡町 10 市町

4 市町 8 6  市 町

(兵庫県教育委員 会 )

取 り 組 むべ き で あ る O

3 )  99年度の 方 向 性

①学校避難所の運営 に 関 し て 各市 町 で連絡会議 を 開催 し 「留意事項J を 早急 に作成す る O

学校 ・ 地域 ・ 市 町 の役割分担 を 明確 に す る 。

②学校避難所マ ニ ュ ア ル は 地 区 別 会議 を 受 け て 、 各学校 の 実情 に 合 わ せ て 作成す る O

③新 た な 防災教育推進の係や委員 会 の校務分掌への位置づけ を 各種担当 者 会議で指導す

る O 防災教育研修会 な どで担 当 教員 の研修 を 深め る O

④学校での 防災教育 の一環 と し て 自 主防災組織が立 ち 上が っ た 地域か ら 、 地域住民 と 合

同 の 防災訓練 を 教育 課程 に位置づ け て 実施す る よ う 指導助言す る O

①99年度の 防災研修会 を 、 防災教育副読本 「 明 日 に生 き る 」 の活用 を 中心 に し た 内容で

開催す る O
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組丹有地区

1 )  98年度の状況

①丹波県民局 と 北摂整備局 の協力 で 、 市 町防災部局 、 教育委員 会、 学校 と の話 し合い の

場 を 持つ こ と がで き た 。 現状の把握が進 ん だ 。

②市町 の 叡 り 組みが進 み 、 連絡会 を 開 い た市町が増 え て き た。

③三 田 市 で は 災害発生後24時 間 に 絞 り 、 子 ど も の在校時、 不在校時 に 分 け た 避難所運営

マ ニ ュ ア ル の 素案 を 作成 、 99年 度 に 学校 も 参加す る 訓練 を 計画 し て い る O 氷 と、 旧西

紀 町 、 !日丹南 町で 「鍵の保管J I避難所責任者の選任J I地域防災計画 と 学校防災計画

の 連動」 な ど に つ い て話 し 合い が進め ら れ た 。

④ 「留 意事項 (案) J に つ い て ほ ほ合意で き た 。

⑤地域 と 学校が連携 し て 訓練が実施 さ れ る よ う に な っ た 。

⑥地域防災行政 に教育関係者の声 を 積極的 に 反映 さ せ よ う と い う 雰間気が出 て き た 。

2 ) 今後の 課題

①各市 町 の 連絡会 に 兵庫県教委 と し て ど う 関 わ っ て い く か問題点 を 整理す る O 市町の独

自 性 を 尊重 し な が ら 、 「留意事項J な ど県下全体 に 示 す 共通項 目 を 再 度 整理 し な け れ

ばな ら な い 。

②地区 別 会議 の 内 容 を 校長会、 防災教育研修会 な どで教職員全体 に伝 え る 。

③各市 町 の 地域防災計画 と 連動 し た 学校防災計画 を 作成す る O

④ 自 主拐災組織 と 学校 と の 関係 を 整理す る 。

3 )  99年 度 の 方 向性

①98年度 の 成果 を 生 か し 、 未 開 催 の市 町で連絡会 を 開 く 。 開催 し た市 町 で は 話 し 合い の

継続 と 内 容 の 充実 を 図 る O

②各学校 の新 た な 訪災教育 の 実践や先進的 な 市町 の 取 り 組み を 発表す る 場 を 設定す る O

③紡 災教育推進連絡会議 の 内 容 を 校長会、 研修会、 防災教育担当者会等 の 場 を 通 じ て報

告 し 、 各学校の理解 と 協力 を 深め る O

園東播磨地区

1 )  98年度の状況

①県民局 の協力 で学校、 地教委、 市 町防 災部局 が一堂 に 会 し 、 学校避難所の運営業務 に

つ い て 意見交換 を 行 っ た 。

② 「留 意事項 (案) J の協議 を 通 じ て 、 災害発生 時 の 初動体制 の重要性 や 日 常の 備 え の

必要性 に つ い て意識 を 高 め た 。

③ 「新 た な 防災教育」 の 考え 万 に つ い て 市 町防災部局 に も 理解が深 ま っ た。

④ 「震災対応 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン」 を 行い 、 現在の 防災体制 の 検証、 学校 ・ 地教委 ・ 市町

防災部局 の 問 題点が明 ら か に な っ た。
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2 ) 今後の 課題

①震災 に対応で き る 学校防災計画 の策定。

②各学校の新た な 防災教育の推進 の た め情報交換 と 研修の場の設定。

③災害発生時の指示、 連絡事項、 指揮系統の 明確化。

④学校避難所 の 役割 の 明確化 と 体制 づ く り 。 市町防災部局 、 市 町長部局 の 担当 者 の 決定

と 派遣 。 学校 と の連絡会議。

3 )  99年度の方向性

①各学校 の 防災計冨 を 、 市 町防災部局 と 連携 し て 見亘すo

q 被災時の教育委員 会の役割 を研究す る 。

③県民局 と の連携 を さ ら に 深 め 、 防災教育推進連絡会議 を 研修の場の … っ と 位置づけ る O

④各学校で防災教育 の授業実践 に 努 め る 。

⑤学校防災計画 を 大震 災 に備 え た も の に見 直 し 、 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル 、 避難

所運営マ ニ ュ ア ル を 整備す る 。

瞬間播鷹地区

1 )  98年度の状況

①学校、 教育委員 会、 市 町防災部局 が初 め て 同 じ テ ー ブル に つ い て協議 し た 。 二三者の連

携の あ り 方、 今設の 取 り 組 み の 方向 を 明 ら か に し た 。 そ れ に よ る と 、 防 災部局 は 学校

避難所 ご と の 担 当 職 員 の 割当 、 運営マ ニ ュ ア ル の作成。 教育委員 会 は 三者 に よ る 連絡

会議の 開催 と 連絡調整。 学校は独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル作成 に あ た る こ と に な っ た 。

②三者の連絡会議 は 防災部局 が 中 心 に な っ て 開催 を 考 え て い る 市町 も あ る 。 ま た避難所

ご と の 連絡会の必要性 も と り あ げ ら れた 。

2 ) 今授の 課題

①教職員 の 避難所支援 の 内容や 範 囲 は 市町 ま かせで よ い の か。

②避難所運営 の 教職員 の 支援の基本線は 。

③市町連絡会議 の 早期実現 と 県民局 の協力体制 の あ り 方 。

④教育事務所の 市 町連絡会へ の 関 わ り 庁。

⑤各市町の 防災教育担 当 者 の 組織づ く り O

⑥学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成 と 市 町地域防災計画 と の整合。

⑦防災教育 カ リ キ ユ ラ ム の 整備 と J受業実践 の 定着化。

⑧地域 と 連携 し た 防災訓練の実現。

3 )  99年度 の }j向性

①各種の市町連絡会議で避難所 と し て の学校の 役割 の 明確化 を 図 る 。

三者 (教委、 学校、 市 町防災部局 ) に よ る 連絡会議。 避難所派遣職員 の研修会。 避

難所 ご と の連絡会議 (学校、 市町担当 職員 、 自 治会、 婦人会、 消 防 固 な ど関係団体、
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白 主防災組織の 1) ー ダ ー ら に よ る ) 。

②学校防災体制 の整備充実。

③薪た な 坊災教育 の 充実 の た め 、 市 町 防 災教育担 当 者会 に お け る 研究授業の 実践 と 意見

交換の場 を 設定、 防災教育年 間 カ リ キ ュ ラ ム に基づ く 各校の授業実践の 定着化、 防災

教育実践事例集、 副読本 「明 日 に 生 き る 」 の活用 の呼びかけ な ど を 行 う 。

瞳f豆馬地区

1 )  98年度 の状況

①市町防災部局 、 学校、 市 町教委がほ と ん ど考 え て い な か っ た 学校避難 所 の 運営 に つ い

て認識 を 深め た 。

② 「留 意事項 (案) J の 開 放施設、 支援期 間 を 中 心 に 、 行政側 に 「学校 は 避難所運営 に

非協力 的」 な どの思 い があ っ た が、 学校の本務で あ る 授業再開 に 向 け て と い う 趣 旨の

理解が得 ら れ、 前進的 な 協議がで き た 。

③避難所運営 の 問題点がは っ き り し た 。 市町職員 数が少 な く 、 避難所 向 け 派遣職員 の確

保が難 し い 。 子 ど も の在校中 は教職員 は そ の 安全確保が最優先で避難所支援の教職員

確保が難 し い 。 山 間 部で は 道路 の す断で教職員 が学校へ行 け な い場合があ る 。 「官意

事項 (案) J に お け る 「教職員 の 支援の範囲」 は 指定範囲以外の避難所開設の場合 ど

う な る か な ど。

④学校、 市 町教委、 市 町防災部局 の 連携の必要性 を 認識 し た 。

⑤地[3: 別 会議 を 受 け て 、 具体的取 り 組みが進め ら れ る 市町が出 て き た 。

⑥新た な 防災教育 に対す る 市町 防災部局 の認識が得 ら れ、 交流が進 ん で い る 0

2 ) 今後の 課題

①新た な 防災教育 、 学校訪災体制 、 避難所運営 に つ い て 、 さ ら に 意識 の 高揚 を 区内 、 全

市町、 全学校での定着化 を 進め る O

②各市町単位 の 防災教育推進会議 を 聞 き 、 市 町 の 実態 に即 し た 具体策 を 進め る 。

③ 「官 意事項 (案) J の 「支援 の 範 囲」 に つ い て 、 軽微 な 災害、 地域的 な 災害 に お け る

避難所運営、 支援の扱い を 明確 に す る O

④避難所 に 必 要 な 消 耗 品 、 備 品 な とやハ ー ド面 も 整備す る 。

⑤各学校で、 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成、 新 た な 防災教育 の 充実 を 図 る O

3 )  99年震の方向性

① 「習 意事項 (案) J を 基 に避難所運営の 具体的計画 を 三者で協議、 作成す る 。

②地域 ( 自 主防災組織、 保護者) と の連携 を 図 る 。

③各学校で 「新た な 防災教育」 の 実践 、 防災体制 の確立 を 図 る 。
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圃淡路地区

1 )  98年度の状況

①第 l 回 会議で、 各 市町 の 地域防災計画改訂の進捗状況、 学校 ・ 市町 ・ 自 主 防災組織の

連携の あ り 方や取 り 組 むべ き 方 向 な どが明確 に な っ た 。

②第 2 回 会議で は協議 を 「留意事項 (案) J に 摂定、 十分 に 時 開 を か け て 検討 し た結果、

市 町防災担 当 者 の大方 の 賛 同 が得 ら れ た 。 ま た 、 三者の連絡会 を 市 町教委主導で早急

に 開催す る こ と に な っ た。

2 ) 今後の 課題

①学校防災計画策定の課題整理、 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施方法、 新 た な

防災教育 の 実践 に つ い て は資料の提示で終わ り 、 協議が進 ま な か っ た 。

② 「留 意事項 (案) J は 概 ね 賛 伺 を 得 て い る が、 災害救助法 に 該 当 す る 災害、 県教委が

指定す る 重大 な 災害 に 限定せず、 も う 少 し緩和 で き な い か 、 ま た 、 災害救助法適用 の

有 無 を 関 わ ず避難所 を 開 設す る 場合 も あ る の で、 「留 意事項」 に 準 じ た協 力 を お願 い

し た い ー な どの注文が出 た 。

3 )  99年度の 方 向 性

①学校 ・ 教委 ・ 市町防災者I:\J誌 の 連絡会 は検討の 内 容 に よ り 構成員 を 限定 し 、 テ ー マ ご と

に 協議治宝深 ま る よ う に す る 。

②地区別会議や市町連絡会議が各学校 の 防 災計画 に 生か さ れ、 学校防災体制が確立 で き

る よ う 市 町 教委 に働 き か け る 。

く参考文献 〉
「王子成10年度防災教育捻進連絡会議の概要」 防災教育推進連絡会議 1999年 3 月
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学校防災体制の整備 と 機能の充実
「新 た な 訪災教育」 の 呂 常国 は 、 97年度 ま で に作成 さ れ た副読本や カ リ キ ュ ラ ム を 出 発

点 に教室 と 授業の場で進め ら れ る が、 も う 一方 の柱が 「学校の災害対応の 強化」 で あ る O

E 常的 な安全対策 と し て 、 各校の学校防災計酉 の 策定、 学校防災組織 の 確 立 、 施設 ・ 設備

の 安全管理があ り 、 地震 な ど災害発生時の危機管理体制 の 早期確立が叫 ば れ て い る O 兵庫

県教委 は97年度末の98年 3 月 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 を 作成 し 、 指針 を 示 し た 。 さ ら に

大地震発生時 に は必然的 に 開設 さ れ る 学校避難所 と そ れ に 対す る 教職員 の 支援動員 への備

え を 求 め て い る 。 98年 の 防災教育推連絡会議 で も 協議 の 中 心 と な っ た 。 (復興誌第 3 巻 ・ 97年

度版参照)

1 .  98年度防災教育実態調査か ら
( 1 ) r校務分掌 に 防災教育推進の委員会や係 を位置づ け て い る かJ

学校妨災体制 の擁立 と 防災推進教育推進 の た め に 組織の強化が望 ま れ、 県教委 は校務分

掌 に 「委員 会」 や 「係」 と い う 担当 を 明示す る よ う 指導 し て い る 。

委員 会 を 位置 づ け て い る の は小学校32 . 1 % 、 中 学校33 . 1 % 、 高等学校31 . 0% 、 盲 - 聾 ・

養護学校32 . 5 % 0 97年度 に 比べ、 各校種 と も 5 ポ イ ン ト 程度 高 く な っ た 。

係 は小学校87 . 9 % 、 中 学校86 . 2% 、 高等学校67 . 8% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校80 . 0% 。 高校が

低 い が他 は 8 割以上 と な り 、 97年度 よ り 若干増 え て い る O

ど ち ら か一方 を 位置づけ て い る 学校 は 、 小学校92 . 5 % 、 中学校91 . 2% 、 高等学校77 . 8 % 、

盲 ・ 聾 ・ 養護学校90 . 0% で、 防災体制 の組織づ く り は毎年進 ん で い る 。

( 2 )  r災害時に避難所 と な る こ と を 想定 し て 、 学校施設の開放場所 を 明確 に し てい る かJ

学校避難所 は体育館が中心 に な る と 考 え ら れ る が、 災害発生時の 開放場所 を 明確 に し て

い る の は 小学校49 . 4 % 、 中 学校52 . 0 % 、 高等学校42 . 7 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校30 . 0 % で、 小、

中学校でや っ と 半数程度。 残 り は 各校種 と も 30%前後が検討 中 だが、 高校の20 % 強 、 小、

中学校の20 % 弱 は ま っ た く 手 を つ け て い な い。 学校 は避難所 と し て ほ と ん どが指定 さ れ て

お り 、 い ざ と い う と き の受 け 入れ を ス ム ー ズ に 行 え る よ う 、 開放場所の 明確化が望 ま れて

い る O

( 3 )  r学校独 自 の災害対応マ ニ ュ アルを作成 し て い る カU

独 自 マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る の は 、 小学校4 7 . 6% 、 中 学校53 . 9 % 、 高 等学校43 . 0 % 、

富 ・ 聾 ・ 養護学校42 . 5 % 。 前年の97年 に よヒベ 、 小学校 は 横 ばい 。 中 学校 は3 . 1 ポ イ ン ト 高

く な っ た 。 96年 か ら 97年 に け て小、 中 学校 は そ れぞれ16 . 4 ポ イ ン ト 、 13 . 4 ポ イ ン ト 高 く な っ

て お り 、 98年 の伸 び率 は頭打 ち と な っ た感 じ。

地 区 別 で は前年 に 比べ、 丹有地 医 の 小 、 中学校、 神戸地区 と 淡路地区 の 中 学校の伸 びが

目 立つ 。 全地区の小、 中 学校 と も 40 % を 超 え 、 着 実 に増 え て い る が、 兵庫県教委 は 「一度
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作成 し た ら 終わ り 」 で な く 毎年、 検討 し 、 改普 し な が ら 機能的 な も のへ見夜す こ と が必 要

と し て い る 。

( 4 )  r災害時に避難所 と な る こ と を 想定 し 、 教職員の避難所支援班な どの組織があ る か」

支援組織 を 作 っ て い る の は小学校1 9 . 4 % 、 中学校21 . 0% 、 高等学校17 . 5 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養

護学校12 . 5% 。 小、 中 、 高校で20 % 前説 と 低い 。

防災教育 を 推進す る た め の委員会や係 を 校務分掌 に位置づけ て い る の は委 員 会が各校種

と も 30 % 強 、 係 は小 、 中 学校で90 % 弱 、 ど ち ら か 一方 を 位置づけ て い る の は小 、 中学校で

90% を 超 え 、 高校 も 80 % 弱 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 も 90% と な っ て い る 。 ( 第 三 節 参照) ま た 、

学校独 自 の 災害対応、マ ニ ュ ア ル が50 % 前 後 あ る の に 比べ る と 避難所支援の対応 は非常 に 遅

れ て お り 、 今後の 課題 と な る 。

( 5 )  r98年度の防災 (避難) 訓練について」

年 間 の 「実施 回 数」 は前年度 と 比べあ ま り 変化 は な い 。 1 匝 か ら 5 回 ま で あ り 、 小学校

は 3 回 、 中 学校 は 2 回 、 高等学校 も 2 回 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校は 3 回 が も っ と も 多 い。

「訓練の 内 容J は 風水害が少 な い 。 地震だ け よ り 火災時の 方 が どの校積 も 多 い 。 平均 し

て 多 い の は 地震 と 火災 を 組み 合 わ せ た 「総合」 訓練だ、 っ た 。

「実施の 対象」 は 児童 ・ 生徒が80% を 超 え る が、 前年 よ り は 減 っ て 、 関 係 機 関 と の合 同

が大幅 に増 え 、 保護者、 地域住民 も 参加 し た 総合訓練 に 変化す る {頃 向がみ ら れ る 。

「想定場面」 は 授 業 中 が圧倒 的 に 多 い の は 当 然 だが、 休憩時 間 や登下校時 も 実施 し 、 予

告 な し の 訓練 を 取 り 入 れ る な どあ ら ゆ る 場合 を 想定 し た も の に な ろ う と し て い る 。

マ11練の事前指導」 は ほ と ん ど全校で行 わ れ、 実施要項が作成 さ れ た 。

「事後指導」 は 教職員 の 反省会、 ま た は行動点検が行 わ れた が、 各校 と も 20 % 前 後 は特

に 事後指導は し な か っ た 。

「保護者への引 き 渡 し訓練」 は小学校で40 % 弱 あ っ た が、 中学、 高校 は 数 % 。 盲 ・ 聾 ・

養護学校で も 20 % 以下 だ っ た 。

こ の 引 き 渡 し 訓 練の ほ か 、 事前事後の指導 の 充実 、 消火器、 非常用避難器具、 防火扉の

使用 な どの体験訓練、 市 町 の 防災訓練へ の 参加 な ど地域 ぐ る み の実践が課題 と な る 。

( 6 )  r地域や関係機関 と 連携 し た 防災教育の取 り 組み を ど う 進め る かJ

防災訓練 を 保護者、 地域の 人 た ち 、 消 防署 な ど と 連携 し て行 う と い う の が各校種 と も 高

率 だ っ た 。 小学校で は保護者への 引 き 渡 し 訓練、 中学校、 高校で は 市 町の 総合防災訓 練 に

参加が次 い で多 か っ た 。 盲 ・ 聾 ・ 養護学校は 保護者へ の 引 き 渡 し に 関心が高 か っ た 。

2 . 防災教育専門推進員 の活動
学校 に お け る 新 た な 防災教育の推進 と 防災体制 の 充実 を 図 る た め に 、 各教育事務所 に 98

年 度 は 8 人の 「防災教育専門推進員」 が配置 さ れ た 。 97年度 は 9 人、 何年 は 12 人 だ、 っ た 。

学校防災関係 の活動は次の と お り O
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( 1 )  避難所指定 につい て市町防災部局 と の連携強化

学校避難所 の 果 た す役割 は97年度の 防災教育推進会議で検討 し 「学校防 災マ ニ ュ ア ル」

と し て ガ イ ド ラ イ ン が示 さ れ た 。 98年度 は 初 め て 防災教育推進連絡会議の 場 で 、 市 町防災

担 当 者 、 市 町教育委員 会 、 学校関係者が協議 を 行 っ た 。 学校避難所 の 運営業務、 教職員 が

市 町防災部への 移行手順 な ど に つ い て学校側 と 市軒 当 局 が確認 し 合 う 「留 意事項」 の作成

へ検討が行 わ れ た 。

( 2 )  校内推進体制の確立

防災教育の係や委員 会 の校務分掌への位置づけ に つ い て 、 学校教育課長会 で依頼 し た り 、

地域 に よ っ て は 各市郡町教委 を 訪問 し て 、 実施 を 要請 し た り 、 研修会 開 催 を 依頼 し た 。

( 3 )  学校独 自 の災害対応マニ ュ アルの作成

マ ニ ュ ア ル作成の ポ イ ン ト や 手!II夏 、 地域の取 り 組み例 を 研修会で配布 し た り 、 保健安全

教育 や 防 災教育 の 研修会 で マ ニ ュ ア ル を 募集 し て 、 各 学校 の 実情 に 合 っ た 作成 の 推進 を

図 っ た 。

3 . 教育復興担当教員 の活動
震災後毎年配置 さ れ、 98年度 も 前年 ま で と 同数の207人が配置 さ れ、 主 と し て被災児童 ・

生徒の心の ケ ア 対 策 に 取 り 組 ん で い た が、 校 内 防災体制 の 整備 充実 に も あ た っ た 。 主 な 取

り 組み は次の と お り 。

1 ) 防災訓練の計画 と 実施

2 ) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成

3 ) 施設 ・ 設備の点検、 整備、 充実

4 ) 校区 内 の 危険笛所 な ど環境調査 と 学校への情報提供

4 . 学校紡災機能の 充実
( 1 ) 県立学校

98年度は校舎な どの耐震補強工事が、 宝塚東高校 と 夢前高校で行 わ れ た 。 宝塚東高校は

99年度 も 継続 さ れ る O プー ル の耐震強化は 明 石南高校、 窓 ガ ラ ス の飛散防止 対 策 は 15校 (97

年度12校) 備 品 転倒 、 落下防止対 策 は 50校 (97年度24校) で実施 さ れた 。 プー ル の耐震強

化 は 97年度 は 2 校 だ、 っ た 。

( 2 )  市町立学校

98年 度 は 校舎 の 柱 、 壁 な ど の 耐震補強が39校園 (幼稚園 1 、 小学校29、 中 学校 9 ) 、 備

蓄倉癒が小学校 2 校 、 シ ャ ワ 一 室整備が 6 校 (小学校 3 、 中 学校 3 ) 、 プ ー ル の 耐震強化、

浄水機能っ き プー ル な どが 7 校 (小学校 6 、 中学校 1 ) な どで、 96年度か ら 着実 に 進 め ら

れ て い る 。
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(表22) 市町立学校の防災機能整備状況 (国康補助等該当事業)

整 備 内 容

l 地震補強
(幅十笈補強)

柱、 壁等の補強や増設
な ど耐震性能の向上を
凶 る 工事

補助率
小中学校校舎 1/2 
大規模改造での耐震
補強 113 

2 備蓄倉庫

1996 年 度

幼 2 閥 、 小 9 校、 中I I 校

神戸市 l 校 渦が森小
姫路市 10'佼 高岡小、 大 白 書 中外
加古川市 1 校 加古川 中
三木市 l 校 志染小
相生市 l 園 王子芝幼
八千晶代町 l 校 八千代 中
家 島 町 1 校 坊勢中
三 El Jl 田J 1 校 三 日 月 中
波賀 町 l 校 波賀 中
山f持部J 1 校 山南中
市島町 l 校 鳴庄小
丹南自J 1 校 丹南 中
御津町 l 校 御津幼

( 5 市 8 町)

小 2 校、 中 l 校 言十 3f:交

外

交4斤i

中

1・11ム

富

fト

一
「

豊

村

一一宮山口

小

宮

一

上
中

外
の

一

水
丘

中
浜

一

小
払
高

西
、

一

丘
加
、
中
、
小

小

一

ケ
旭
小
原
小
口
中
小
井

小
中
幼
一

雀

羽
が
岡
野
脇
士口
糸
小
満
周
回
一
校

者一百
校
自白川
上
有

西
日

北
天
米
和
口一
5

川山

校

校

清一

校
間四
校
校
校
4
校
校
l
校
校
校
園rc一
中

1
1
2
1
5

1
1

1
1
1
1

7一

市

町

川一
校

市
市
市
市
市
川
市
市
山
町
町
町
町
什一
6

戸
路
石
宮
丹
古
脇
西
国
上
美

南

神
姫
明
西
伊
加
西
加
和
氷
稲
社
山

小

ク ラ ブハ ウ ス 整備事業 ; 神戸市 2 校 本 山 第 3 小、 下会山小 神戸市 9 校 本 山 第 2 小、 飛松中外
の 中 で実施 市 川 町 l 校 市 川 中 豊岡市 I 校 畳間小
(面積加算50m2) 三木市 l 枚

補助率 113 ( 1 市 l 町) ( 3 m) 
I 3 シ ャ ワ 一 室主主備 ! 小 6 校、 中 1 校 計 7 *支 小 7 校、 中 9 校

外っ1υ第山本、
中
小

4
川
久仁

灘
市
広

校
校
校

ロυ
1ム
1A

ゴj
γlJ
γgJ

4H川
mmH
mm

戸
川
父

神
市
養

業事係整スウ
施

ハ
世穴

ブ
で

ラ
中

ク
の

補助率 113 

4 プー ル繋備

耐震型及 び浄水機能付
プー ル の 主主燐

補助率 113 
(緊急 5 か 年 計 画 上 の
浄水型112)

5 防災広場

原外環境絵備事業 の 中
で実施
防災緑地等の愁備

令書E方策 1 /3 

6 太陽光発電 I /J、 1 校、 中 2 校 計 3
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神戸市 12校 本 山 第 2
豊岡市 1 校 主主岡小
三木市 1 校 緑 ケ 丘小
篠 山 町 l 校 篠山束中
八鹿町 1 校 伊左小

( 3 市 2 開J)

小 2 校

神戸市 1 校 君影小 (耐震)
春 日 町 1 校 春 日 音初、 (浄水)

緑が丘小



神戸市 3 校 雲雀丘小外
姫路市 9 校 白 鳥小外
明石司1 7 校 鳥羽小外
伊丹市 1 校 鈴原ノj、
加古川市 2 校 陵北小外
商脇市 1 Æ支 .pLjH;h 中
三木市 2 校 訂 由 が 丘小外
高砂 市 l 校 米自小
} 1 1 j7lj市 l 校 多 狂1小
加商市 1 校 El r'F小
干上回r 2 1交 米E!l小外
稲美町 2 校 母車小外
一宮町 1 校 繁盛小
育長田町 i 校 遠阪ノj、
泰 rl 町 l 校 泰 H 'や
山南町 2 校 和 田小外
三保町 2 校 神代小外

ノj、 2 校

吉 川 町 l 校 み な ぎ台小
和 田 山 町 1 校 東河小

小 3 校、 中 3t交

相当三市 1 校 :Jlßì皮 中
猪名 川 町 1 校 つつ じ が丘小
吉川町 1 校 み な ぎ台小

田I l 校 瀬加中
1 校 出 右 中

l 校 魚崎中 (耐震)
3 校 杭瀬小外 (耐震)
l 校 広野小 (耐震三)
1 佼 神楽小 (耐震)
1 校 都志小 (耐渓)

し

(1999 . 7 現在)

神戸市 1 校 鈴蘭台中
姫路{日 15校 太市小外
洲本市 2 校 洲本第 一小外
加古川市 3 校 平岡小外
高砂市 l 校 高砂小
社町 2 1'交 福 田ノl、外
滝野町 1 1交 流野中
東条町 2 校 東条中外
稲美町 2 校 天満小外
三 日 月 町 l 校 三 日 Jj 小
村 鴎 町 1 校 兎塚小
三原町 1 校 複列小

計32校

百十 2 校 | 小 l 校

高砂市 I 校 荒井小

計 6 1支 小 2 校、 中 l 校 言十

神戸市 l 校 住吉中
明石市 l 校 大久保南小
高砂市 I 校 荒井小

言十
尼崎市 3 校 難波小外 (耐震)
高砂市 I 校 曽根小 (耐震)
青穏罰I I 校 佐治小 (耐震)
春 B 田I l 校 進修小 (浄水)

計画な し

言十固 な し

(兵庫県教育委員会)
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防災広場、 太 陽光発電 ( ソ ー ラ ー シ ス テ ム ) の整備は な か っ た 。 99年度 も 耐震補強32校

聞 、 備蓄倉庫 1 校、 シ ャ ワ 一 室 3 校、 プー ル整備 6 校が計画 さ れた 。

5 . 各地域の取 り 組み
( 1 ) 叛神地域

1 ) 組織的推進体制 の整備

各学校の係や 委 員 会 の 職務分掌への位置づ け は 、 ど ち ら かが設置 さ れて い る の が、 小学

校、 中 学校 と も 90 % を 超 え て い る o 97年度 に く ら べて98年度 は係が 7 ポ イ ン ト 、 委員 会が

2 ポ イ ン ト 高 く な っ た 。

2 ) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成

97年 1 1 月 調査で は 小 、 中 学校 と も 50 % を 超 え て い た が、 98年 5 月 調査で は と も に50% を

割 っ て お り 、 検討 中 と い う 回答が50% 近 く に な っ た 。 こ れは 97年度末 に 県 教委 が 「学校防

災 マ ニ ュ ア ル 」 を 作成 し た た め 、 そ れ を 基 に 新 た に 作成 し よ う と し て い る も の と 考え ら れ

る O

3 ) 防災 (避難) 訓 練 の 改善 と 充実

前年度か ら 震災の経験 を 生かす内容、 想定で訓練 を 実施 し て き た が、 98年 度 は さ ら に 「保

護者へ の 引 き 渡 し」 訓練 を 行 う 学校が増 え つ つ あ る 。 中学校で は授業時間 の確保の た め 、

定期考査後 と か授業終了 間 際 に 従来型の 訓締が多 か っ た が、 事前、 事後の指導 を し っ か り

と 行い 、 関係機関 と の連携や保護者 も 交 え た訓 練 を 、 時 間 も た っ ぷ り 使 っ て 実施す る 学校

が増 え て き た 。 し か し 、 マ ン ネ リ 化の 訪止 と 生徒 自 身 に 問題意識 を 持続 さ せ る と い う 課題

の 克瓶 に は 努 力 が必 要で あ る O

4 ) 学校施設が地域防災セ ン タ ー に

98年度 は被災 し た小、 中 、 高校の全てが修復 さ れ、 新た な 校舎が造成、 ま た 大規模復興

住宅が建設 さ れた 地 域 に は 新設校が開校 し て ハ ー ド 面 の 整備が完了 し た 。 新 し い校舎は 避

難所 に な る こ と を 想定 し 、 食料品 、 毛布、 資材、 機材の備蓄倉庫、 飲料水確保の井戸 の 設

置 、 給食室 は都市 ガ ス と プ ロ パ ン ガス の両用設計 と な っ て い る 。

ま た 、 全 て の 市 町の学校で空 き 教室 を 利 用 し た 防災倉庫‘ の 設置が進め ら れて い る 。 中 に

は 運動場の 地 ド に 貯水槽 を 埋設す る と こ ろ も あ り 、 学校が教育施設であ る ばか り で な く 、

地域住民の防災セ ン タ ー と す る 取 り 組み が進 ん で、 い る O

5 ) 保護者 ・ 地域 ・ 関係機関 と の 連携

住民の ほ と ん どが、 震災体験者で 防災意識 は 高 い が、 自 主防災組織の立 ち 上 が り は遅れ

て い る 。 学校の 防災訓練 は保護者、 地域住民 を 含め て 実施す る と 啓発 に つ な が る の で 、 今

後の取 り 組みが期 待 さ れて い る 。 市 町防災部局 と の定期 的 な協 議 は ほ と ん どで き て お ら ず

今後は 防災教育推進連絡会議で連携 を 深め る 。
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( 2 )  丹有地域

1 ) 学校独 自 の 災害対応 マ ニ ュ ア ル の作成

98年度 は小学校で53 . 1 % (97年定26 . 6% ) 、 中 学校で45% ( 同28 . 6 % ) 0 非被災地 な が ら

大幅 に 増 え た 。 こ れ は97年度末 に 県教委が配布 し た 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 を 参考 に 各校

が取 り 組ん だ も の と み ら れ る O 従来の警備 的 訪災計画 に は含 ま れ な か っ た 災害の種類、 発

生 時 間帯 に 応 じ た 内容 と な っ て い る 。

2 ) 施設 ・ 設備の整備

市町の 防災対策 と し て 、 防災倉庫、 防災無線、 非常電話、 防災資材 、 機材の備蓄が仔わ

れた学校があ る O 新築校舎は震災の教訓i を 生 か し た も の に な り 、 災害時の 飲料水 を 確保す

る た め 浄化装置っ き の プー ル が小学校 l 校 に 建設 さ れ た 。

3 ) 防災 (避難) 訓練の改善、 充実

参観 日 や土曜ふ れ あ い 学級 の 際 に児童、 生徒の保護者へ の 引 き 渡 し 訓練 を す る 学校が見

ら れ る よ う に な っ た 。 引 き 渡 し 訓 練は小学校の40% が計画、 実施。

災害の想定で は 「 自 身 の あ と 火災発生」 と い っ た総合的 な も の が増 え て い る O 訓練時間

も 授業 中 だ け で な く 、 休み時 聞 を 使 う と こ ろ や 、 日 常の指導 を 重ね て 「予告 な L J 訓 練 を

す る と こ ろ も 目 立つ 。 副読本や ピ デ オ を 使 っ た 事前指導、 自 己診 断 カ ー ド を 使 っ た事後指

も 強化 、 訓練の改善、 充 実 に 努め て い る 。

( 3 )  東播磨地域

1 ) 学校防災体制 の整備充実

大震災の 被 害 は 地域差があ り 、 市 町 の 防災への取 り 組み も 違い が出 て い る O 各学校の校

務分掌への係、 委 員 会 の位置づ け は 「係」 が小学校で93 . 3 % 、 中 学校で95 . 1 %0 r委員 会」

は小学校で32 . 8% 、 中 学校で37 . 7% と 着実 に 進 ん だ。 し か し 、 学校独 自 の 防災マ ニ ュ ア ル

は 、 震災後、 各学校 の 防災計画 の 中 に 整備 さ れつ つ あ っ た が、 県教委が作成 し た 学校マ ニ ュ

ア ル と 照合 し た結果、 不十分だ っ た と 修正 す る た め 、 小学校 は前年 よ り 10 . 1 ポ イ ン ト 下が

り 、 42 . 5% 。 中 学校 も 50 . 8% で あ ま り 進 ま な か っ た 。

各 市郡 町 に お け る 防災教育担当 者 の組織化、 連携 も 課題 と な る O

2 ) 防災 (避難) 訓練

訓練の 回 数は 97年度 と 比べ大 き な 変化 は 見 ら れ な い。 従来の火災中心か ら 地震 を 加 え た

も の に 見直 し が図 ら れ た 。 小学校で は8 . 5 ポ イ ン ト 、 中 学校 で は 1 2 . 8ポ イ ン ト が増 え た。

ま た 、 訓 練の 実施対策 、 想定場面の見宜 し 、 関係機関 と 連携 し た 訓練 も 増 え て き た 。 と

く に保護者 と 連携 し た児童 ・ 生徒の引 き 渡 し訓練、 地域住民 と 連携 し た 訓 練 も 計画実施 さ

れ て い る O
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( 4 )  西播磨地域

1 ) 学校防災体制 と 災害対応マ ニ ュ ア ル の 整備 充実

西播磨地域は 近 年 、 山崎断層 地震 の 危 険性が指摘 さ れ、 98年度 は 県 の 広 域防災体制l モ デ

ル事業指定地域 に な っ て お り 、 市郡町の 防災担 当 部局 を 中心 に 防災体制づ く り 、 地域住民

と 連携 し た 防災訓練な どが展開 さ れて い る O

小、 中学校の88 % で 、 校務分掌 に係 ま た は委員 会が位置づけ ら れて い る 。 前年度 よ り 7

ポ イ ン ト 増。

学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成率 は小、 中 学校 と も ほ ぼ40% 。 前年度 に 「検討 中 」

の 学校の 半数近 く が98年度へ持 ち 越 し た の が原 因 と 考 え ら れ る O 各市町の地域防災計画 も

見直 し 中 で 、 そ の整合性 を 図 る 場合 も み ら れ る O

避難所 の 開放 区域 を 明確 に し て い る 学校 は 4 1 % 。 避難所支援班 な ど の 組 織 があ る の は

20% 。 今後 は 市町防災部局、 地域防災部局 と の連携が課題 と な っ て い る O

2 ) 施設 ・ 設備の 整備

一部の市町で、 学校へ の 防災倉庫や備蓄倉庫 の 設置が進め ら れ、 運動場 の 地 下 に 飲料水

兼用 の 耐震性貯水槽の設置 を 年次計画で、行 っ て い る と こ ろ も あ る O

3 ) 防災 (避難) 訓 練の 充実

回 数 は 年 間 3 回 (学期 に l 匝) が最 も 多 い 。 内容面 で は 、 想定場面 を 休憩 時 間 に 変 更 し

よ う と し て い る 学校が小学校で76% 、 中学校で36% 。 関係機関 と 連携 し た訓 練 を 計画 し て

い る 学校 は小学校で64 % 、 中 学校で57% あ る O

一方、 保護者や地域 と 連携 し た 訓 練 を 小 、 中学校合わせて75 % が計画 し な が ら 実現 し た

の は18% と い う 実態 も あ る O 小学校 で は保護者への 引 き 渡 し 訓練や登 下校中 の 訓練 を 実施

し て い る と こ ろ も あ る O

( 5 ) 倍馬地域

1 ) 係、 委 員 会 の 校務分掌上の位置づけ

「係」 は 小 、 中 学校 と も に ほ と ん どが校務分掌 に位置づけ て お り 、 「委員 会」 の位置づ

け も 増 え つ つ あ る O 小学校17 . 6 % 、 中 学校36 . 7% 。

2 ) 災害対花、マ ニ ュ ア ル の作成

学校独 自 の 災害対応、マ ニ ュ ア ル は小、 中 学校 の 半 数が作成ずみ。 し か し 、 そ の 内容 は 学

校防災計画 と 併せ て み て も 、 従来の 火災想定型で 、 地震対応や 、 避難所運営 に つ い て は ふ

れ ら れて い な い 。 震災への意識は被災地 と の温度差が大 き い。 ま た風化速度 も 速い。 震災

の教訓が生か さ れて い る と は い い に く い と い う O

3 ) 地域 と の連携

防災 (避難) 訓 練 を 中 心 に 地域 と の連携が進 んで い る O 引 き 渡 し 訓 練は 小学校で21 . 2% 、

中 学校 で3 . 3 % 。 事前 に P T A を 中 心 に 内 容 や 方法 に つ い て の協議が行 わ れ た 。 98年度 は
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5 校が地域住民が学校 に 避難 し 、 児童 ・ 生徒 と バケ ツ リ レ ー な どの初期消火訓練 も 行 っ た 。

避難所開設時の学校施設 の 開 錠 は 、 自 主 防 災組織や 近 欝住民 に 鍵 を 預 け る “連携" も 行

わ れて い る O

( 6 )  淡路地域

1 ) 係 、 委員 会 の 設置

「係」 は 90 . 7% の 学校が設 け て い る が、 「委員 会」 は 半 数 に も 満 た な い 。 見童 ・ 生徒数

が200人 に 満 た な い小規模校が76校 中43校 を 占 め て い る の も そ の 要 因 と 考 え ら れ る O 組織

的 に 防 災体制 を 充実す る に は 「係」 だ け で は負担が大 き す ぎ る 。

2 ) 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成

防 災体制 充実 の 目 安 と な る 学校独 自 の 災 害対応マ ニ ュ ア ル の作成 は 60 . 5% 、 検討 中 が

34 . 2% に の ぼ り 、 計画 どお り に 進 め ばほ と ん どの学校で整備 さ れ る こ と に な る O

3 ) 保護者 ・ 地域 と の 連携

紡災教育 モ デル地域の指定 を 受 け た 町 で は 、 市 町防 災部局 と の連携 を 図 り 、 災害対応マ

ニ ュ ア ル を 策 定 し て い る O 他の市町で も 授業参観 日 に 、 防災授業 を 行 っ た り 、 引 き 渡 し 訓

練 を 実施す る と こ ろ も み ら れ る よ う に な っ た。

4 ) 施設 ・ 設備の 整備 、 点検

毎月 l 回 、 安全点検は 行 わ れて い る が、 震災以後は 地震 を 想定 し た点 検項 目 が加 え ら れ

た 。 市 町への要望で緊急放送設備 の 設置 、 階段の滑 り 止め 、 プー ル の 浄化装置取 り 付 け な

ど も 一部で行 わ れ た 。

5 ) 防 災 (避難) 訓練の改善

想定場面や発生時 間 の 多様化が関 ら れ、 体験活動 も 取 り 入 れ て 、 マ ン ネ リ イヒ を 紡い で い

る O 脱 出 シ ュ ー タ 一 、 エ ア マ ッ ト 、 煙体験、 障害物 回 避 、 揺 れ発生板 な ど の 体験が行 わ れ

た 。

児童 ・ 生徒 だ け の 訓練 と と ら え ず、 教職員 が放水、 搬 出 訓練 を す る な ど、 災害対応能力

を 高 め る こ と を 狽 っ た 学校 も あ る O

引 き 渡 し 訓 練は28校で計画 さ れた 。

6 . 私立学校の動 き
〔全国私立中学、 高校教職員 が防災研修会〕

全 国 の 私 立 中 学校、 高校の教職員 を 対 象 に し た 「防災安全研修会J が98年 6 月 29 、 30の

両 日 、 神 戸 と 淡路 で 開 か れ た 。

全国 に 約1 ， 300校あ る 私立 中 、 高校の教員 研修 を 行 う 日 本私学教育研究所 ( 東京) の 主催。

防 災安全研修会は 版神 ・ 淡路大震災 を 機 に 隔年 に 開 かれ、 今年 は被災地 に 学 ぼ う と 初 め て

神 戸 で 開 か れ、 約100人が参加 し た。
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29 日 は神 戸 市 中 央区 の 神 戸 国際会議場で、 避難所 に な っ た私立神港高校の 藤 田博教頭が

震災直後の 学校 の 混乱 な ど に つ い て報告。 「生徒 の 通学範囲が広 い の で安否確認 に苦労 し た 。

私立学校 は 地域住民や卒業生か ら も 頼 り に さ れ る O こ う し た 点 に 気 を 配 っ て 独 自 の 防災マ

ニ ュ ア ル を イ乍 っ て ほ し い」 と 日乎び、か け た 。

ま た 、 建設会社の技師が校舎の耐震診断や補強 の必要性 を 訴 え た 。

30 日 は 淡路島北淡町の野島断層 保存館 を 見学 し た 。

〔 ラ ジ オ 関西が私立 中 、 高校の安否情報放送へ〕

大災害が発生 し た場合 に 学校 に 通 う 生徒 ら の安否 な ど を ラ ジ オ で放送す る 「学校緊急情

報 シ ス テ ム 」 に つ い て ラ ジ オ 関西 (愛称、 . A M神戸、 本社神戸 市 中 央 区 ) と 兵庫県私立 中

学高等学校連合会 (32 中学、 52高校、 生徒 5 万9 ， 000人) が合意、 98年 5 月 l 日 か ら 運用

を 始 め た 。

大地震 に 限 っ た 同様の シ ス テ ム は 、 81年 か ら 東京都 と 神奈 川 県 で ニ ッ ポ ン 放送 (東京)

が行 っ て い る が、 災害全般 を対象 に し た の は わ が国 で初 め てO

兵庫県の学校緊急'-'1青報 シ ス テ ム は 地震 を は じ め 、 台風、 大火災 な どの発生 時 に 各学校か

ら 送 ら れて く る 安否情報や在宅生徒への 緊急連絡事項 な ど を放送す る 。

大災害で通常番組 を 特別 番 組 に 切 り 替 え た場合 は も ち ろ ん、 局 地 的 な 大雨 な ど に よ る 蔀

時休校 な どの地域情報 も 、 通常の生放送番組の 中 で放送 し て い く 。

同 連合会 は ラ ジ オ 関 西 の 周 波 数 な ど を 記 し た オ リ ジ ナ ル シ ー ル ( 縦 1 . 6cm 、 横 4 cm ) を

作成 し 、 生徒の家庭の ラ ジ オ や電話機な どの 日 に つ き やす い と こ ろ に は り 、 シ ス テ ム を 周

知 さ せ る と と も に 紡災への 関心 の 風化 も 紡 い で い る 。

ラ ジ オ 関西 は 「震災で放送局 は 防災機関 と の認識がで き た 。 今後、 シ ス テ ム の対象 を 私

学総連合会の幼稚 園 や小学校、 短大に も 拡大 、 地域の企業 な ど と も 同様の シ ス テ ム の 可能

性 を 探 り た い」 と し て い る 。

く参考文献 〉
「新た な 防災教育 の充実 に 向 け て � 4 ij三 g の取級」 兵庫県教育委員 会 1999年 1 月 18 日
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! 第六節 心の理解 と ケ ア
98年 7 月 l 日 現在の大震災影響調査で、 心 に 傷 を 持 ち 、 侍 ら かの教育 的 配慮 を 必 要 と す

る 児童 ・ 生徒は4 ， 106人 に の ぼる 。 学校施設が100%復 旧 、 復興 を す ま せ、 被災地が明 る さ

を 取 り 戻 し た半面、 震災が子 ど も た ち に残 し た心の傷 は複雑化 し て い る 。 97年度 よ り 17人

増 と な り 、 減少傾向 は 出 て こ な い 。 P T S D (心的外傷ス ト レ ス 障害) は 被災や恐怖体験

か ら 3 、 4 年後 に ひ ど く な る と さ れて い る が、 中学生が減 っ て も 小学生が増 え た り 、 全体

で は わずかで も 増 え て 、 そ の 定説 を 裏づけ て い る 。 特効薬や 速効 的 な 対 策 が な い 心 の 問題

だ け に 、 教育現場の大 き な|菌み が続い て い る 。

心 の ケ ア の 中 心的役割 を 果 た す教育復興担当 教員 は99年度 も 98年度 ま で と 同 じ 207人 の

配置が認め ら れ て い る 。

1 . 教育復興担当教員 の98年度の活動
前 年 の 207人 と 同 数が98年度 も 配置 さ れ、 児童 ・ 生徒 の 「心の ケ ア 」 に 中 心的役割 を 果

た し て い る 。 教育復興担 当 教員 は心の ケ ア 対策 ばか り で な く 、 主rr た な 防災教育 の推進、 校

内 防災体制 の 整備 ・ 充実 に 関 し で も 活発 に 活動 し た 。

心 の 理解 と ケ ア に 関 す る 活動 は次の と お り 。

( 1 ) P T S D に対す る 心のケア

ト イ レ や部屋の ド ア を 開 け た ま ま で な い と 、 こ わが っ た り 、 小 さ な 物音や振動 に び く び

く し た り 、 退行現象が見 ら れ る 児童 ・ 生徒 に 対 し て 、 担任や保護者 と 協力 、 カ ウ ン セ ラ ー

ら と 連携 し な が ら 、 対(，6や支援 を 行 い 、 心 の 安定 を 図 っ て い る O

(2 )  家庭環境の変化に よ る 心の不安定 に対す る ケ ア

震 災 に よ る 住環境の 変化、 保護者の経済状況の悪化 、 家庭不手I1 な どか ら く る 二次的 な ス

ト レ ス に よ り 精神 的 に不安定 に な っ た り 、 無気力 に な っ た り す る 児童 ・ 生徒 に 対 し 、 家庭

訪 問 な ど に よ っ て 、 保護者 も 含め て継続的 な 教育相談、 援助 を 行 っ て い る 。

( 3 )  不登校 に対す る 心のケア

家庭訪 問 な ど に よ り 温い 人 間 関係 を 築 き な が ら 、 本人や保護者 と の相談活動 を 行 う と と

も に カ ウ ン セ ラ ー や適応教室 と 連鳴 し な が ら 再設校 に 向 け た 支援、 対応、 を 続け て い る O

( 4 )  校区外や仮設住宅 か ら 通学す る 児童 ・ 生徒へのケア

生活の不安定 か ら 学校生活への不適正、や友人 と の ト ラ ブル を 起 こ す児童 ・ 生徒の実態把

握 と 理解 に 努め る と と も に 、 担任や保護者 と 連絡 を と り な が ら 学級 な ど で の 人 間 関 係 の 改

善 を 図 っ た 。

(5 )  被災 し た克章 ・ 生徒の実態調査

震災後 4 年 を 経過、 震災 に よ る も の か ど う かの 判 断が難 し く な っ て い る 事例があ り 、 家

庭の協力 を 得 て 実態 を 調 べ た 。
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(表23) 心のケアに関する取紹事例

児童生徒 ; 児童生徒の実態 取組経過
小学 3 年
A 子

小寺会 5 年
B 男

中学 3 年
C 男

震災に よ り 家 度重な る 家庭訪陪等に よ り 、 保
族で祖母宅に転 議者がや っ と 心 を開 き 、 A子の こ
居 し 、 校区外通 と に つ い て連携が と れ る よ う に
学 と な る 。 な っ た。

震災以後、 不 保護者の送迎に よ り
登校傾向が続い 登校をする よ う に な り 、 連休があ
て い る 。 る と 不主主校気味に な る が、 学校か

ら迎え に行 く こ と に よ り 再び登校
する よ う に な る 。

イ也の児震 と の関わ り を持つ こ と ;
に よ り 学校生活への適応、 を 図 る O

カ ウ ン セ ラ ー と の迷携を 図 る 。
大震災以来、 ( 担任 と の T . T に よ る 指導ゃ、

父子 2 人で仮設 放課後の悩別指導を 行 う 。
住宅での生活が 給食準備中の時間 を活用 し て棺
続いてお り 、 学 談室で指導を行 う 。
力低下が著 し く 担任 と の連携を密にする 。
学習意欲 も 低下 B 男 のがんば り を学級に被露す
しだ し た。 る 。

自 宅が震災に 家庭訪問 を繰 り 返 し 、 家族 と の
よ り 全壊 し、 仮 人間関係 を つ く っ てい っ た。
設住宅の生活が カ ウ ン セ ラ ー の助言を受けなが
続 く な どに よ り ; ら 家隆訪問等の取組を継続する 。

児童生徒の変努
相談室か ら 出 る こ

と はで き ないが、 給
食を食べる よ う に な
り 、 学校行事では{也
の児童 と 共に行動で
き る よ う に な っ た。

掛け算の九九 も 不
十分で あ っ たが、 害4
り 算がで き る よ う に
な り 、 学習態度 も 積
極的に な っ て き た。

数 日 は学校に登校
で き たが、 継続で き
ない状態であ る 。

カ ウ ン セ ラ ー と 保:
f 母親が精神的 に ? ウ ン セ リ ン グを毅子で受け る ; 護者が苧話で話 し合
不安定にな り 、 ょ っ 説得する 。 え る よ つ に な っ た。
本人の不登校傾 高校進学の希望を持っ てお り 、 C 男 と の会話がは
持]が強 く な る 。 家庭訪問時に教科指導を行 う 。 ずむ よ う に な り 、 震町一 災時の こ と も 話す よ

! は話 さ ない。 う に な っ た。
(兵庫県教育委員会)

( 6 ) 心のケ ア に関 す る 教職員研修

学校で児童 ・ 生徒の実態や心の ケ ア に 関 す る 指導 ・ 対花、の あ り 方 の 共通理解 を 国 る た め

カ ウ ン セ リ ン グ研修会 な とc を 行 っ た 。

。
新 た な 防災教育の推進

- 個 に 応 じ た学習指導の工夫

仮設性 宅 な ど教育環境の 変化 に よ る 理解不足や学力低下 に つ い て 実態把握 に努 め 、 授業

の工夫や個別指導 で対応

・ 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成

学校の 課題 に応 じ た 防災教育推進計画や 年 間 指導計画 を 作成

. 妨災教育副読本 を 活用 し た授業研究 と 実践

指導案 を 検討 し 、 授業研究 を 進め る と と も に 地域教材 の 開発や資料整理

・ 防災 (避難) 訓 練の計画 と 実施

訓練場面の 想 定 の 多様化 、 保護者への克童 ・ 生徒 の 引 き 渡 し 、 地域や関 係 機 関 と の連携
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訓 練

校 内 防災体制 の 整備 ・ 充実

・ 学校独 自 の 防災対応マ ニ ュ ア ル の作成

・ 施設 ・ 設備の点検、 整備、 充実

・ 校区 内 の 危 険個 所 な どの調査、 i吉報提供

2 . 教育復興担当教員 P T S D 研修会
前年 と 同 様 に 98年度 も 207 人 の 教育復興担 当 教員 を 対象 に 、 P T S D への 対応 を 中 心 に

し た心 の ケ ア 高刑多会 を 開 い た 。

第 l 回 は 98年 4 月 30 日 、 第 2 回 は99年 1 月 20 日 。 研修内容 は 、 被災児童 ・ 生徒の心の ケ

ア 、 生徒指導、 カ ウ ン セ リ ン グ な ど教育相談、 担任 、 養護教員 、 カ ウ ン セ ラ ー ら と の協力

体制 の あ り 方、 家庭、 地域社会、 関係機関 と の協力体制 ー な どだ っ た 。

第 l 会研修会で は杉浦康夫 ・ 兵産県立精神保健福祉セ ン タ 一 所長が 「震災 3 年後 に お け

る 子 ど も の心 の 理解 と ケ ア 」 と 題 し て講演。 「震災で心の ケ ア の必要性が認識 さ れ た 。 発

達段階 に 応 じ た 精神 的特徴 を 考慮す る 必要があ る O 子 ど も の ト ラ ウ マ に は 自 然災害、 暴 力 、

残虐体験、 不意 の事故 な どがあ り 、 心 の ケ ア は 共感 、 余裕、 専 門 家 と の 連携が大切 だ」 と

被災 し た子 ど も の ケ ア の事例 を 説明 し た 。

実践発表 で は小学校か ら 被災児童の 心 の ケ ア 、 中 学校か ら は新 た な 防 災教育 の充実 に つ

い て発表、 意見交換 を し た。

3 . 災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の ケ ア と 研修会
98年震 も 5 月 か ら 8 月 ま で県下 7 会場で 、 地区別 に 「心の理解 と ケ ア 研修会j を 聞 い た 。

参加者 は 1 ， 344人。 97年 は 1 ， 265人、 96年 は 1 ， 195人で年 々 増 え て い る O

(表24) 災害 を 受 け た子 ど も た ちの心の理解 と ケア研修会

地区 | 月 臼 メ〉、ヱミ 場 参加人数 講 師 等

芦屋市立
阪 神 I 5 月 20 6 I 精道小学校

塚本学院浪速短期大学
235名 i 教 授 波浸 純

j 丹南町立
丹 有 I 6 月 1 7 日 | 健康福祉セ ン タ

兵}東l桑精神神経科診療所医会 !
126名 l 会 長 生村 吾郎

nhu

 

磨荒田東
県、立嬉野台 西神戸医療セ ン タ ー

ン タ ー 283名 | 精神神経科医長
検:本 雅j台

兵庫教育大学
教 授 上地 安昭西矯磨 I 6 
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メミ悔 す-f.iコ ロ l

4 . 被災地 か ら の報告
( 1 )  販神地震

小学校 で は 98年度 に新 1 年 生 に 心の ケ ア が必要 な 児童 の割合が高 い こ と がわ か っ て き た 。

被 災 当 時 は幼 児 だ、 っ た が、 保護者、 と り わ け母親の不安感 を 受 け て育 っ た こ と が影響 し て

い る も の と み ら れ る O

中学生 に つ い て は進路 を 間近 に し た 3 年生の心の揺れが 目 立つ 。 ま た 、 復興住宅へ入居

と 同時 に 、 転入生徒 た ち の不登校が増 え る O

( 2 )  淡路地区

心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒は 年 々 減少 し て い る 。 教育復興担当教員 を 中 心 に 、 子

ど も の 意識調査、 事例研究、 全教職員 に よ る 体制づ く り 、 家庭訪問 な どの 成果 と み て い る O

し か し 、 「 フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク J を 引 き 起 こ す場があ る の で引 き 続 き 支援 を 強化 し て い る 。

5 . 心 の ケ ア ヘ様々 な 試 み
〔兵庫県教委が心の教育総合セ ン タ ー 設置〕

兵庫県教委 は 子 ど も の 心 の 問題の調査、 研究、 教育相談 に 関 す る 教員 の企画 な ど に 取 り

組 む た め98年 4 月 「心の教育総合セ ン タ ー J (所長 ・ 上地安昭兵庫教育大教授) を 県立教

育研修所 (加東郡社町) に 新設 し た 。

神戸市須虐 区 の連続児童殺傷事件 を 受 け た も の で 、 大震災 も ふ く め 、 子 ど も に かか わ る

相談活動 の 充実 や 教員 の カ ウ ン セ リ ン グ能力 向 ヒ を め ざす 。

同研修所 に 設 け て い る 「 ひ ょ う ご、 つ 子悩み相談セ ン タ ー 」 を 統合 し 、 電話や 函接 に よ る

相談 も 行 う O 心理臨床 な どが専 門 の兵庫教育大教員 2 人 と 指導主事 を 配置す る 。 相 談 は 従

来 どお り 、 相談員 や カ ウ ン セ ラ ー が担当 す る O

ひ ょ う ご、 つ 子悩み相談セ ン タ ー は不弦校、 友 人 関 係 、 し つ け 、 進路、 い じ め な ど年間4 ， 000

件 の 相 談 を 受 け 付 け て お り 、 心の教育総合セ ン タ ー は相談の傾 向 を 分析 、 研究 し 、 教育相

談 を 担 当 す る 教員 の研修 な ど に 生 か し た り 、 各学校 に 派遣 さ れ て い る ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー へ の ア ド バ イ ス も 行 う O
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〔兵庫県教委が 「生 と 死」 の研修プロ グ ラ ム開発へ〕

兵庫県教委は 阪神 ・ 淡路大震災 と 神戸市須磨 区 の 連続児童殺傷事件 の 経験か ら 98年震 に 、

先童 ・ 生徒へ 「生 と 死」 に つ い て教 え る た め 、 教職員 の研修 プ ロ グ ラ ム の 開発 に 取 り 組ん

で い る O

連続児童殺傷事件 の あ と 、 兵庫県教委 と 神戸市教委 は 学識経験者 に よ る 「心の教育 緊急

会議」 を 設遣 し 、 97/qド10月 に 「心の教育 の充実へ向 けJ の提言 を ま と め た 。 そ の 巾 に 「死

を タ ブー と せず、 身 近 な 問題 と し て と ら え 、 生 と 死の持つ意味 を 考 え さ せ な け れ ば な ら な

い」 が盛 り 込 ま れた 。

兵庫県教委は 98年 4 月 、 県立教育研修所 (加東郡社町) に 「生 と 死 を 考 え る 教職員研修

プ ロ グ ラ ム 開発委員 会」 を 設置 、 同 時 に 設 け ら れた 「心の教育総合セ ン タ ー 」 の所長、 ヒ

地安昭兵庫教育大教授 ら が顧 問 と な り 、 小、 中 、 高校の教員 10人 に よ る 教員部会 を 県教委

の 6 人 に よ る 指導主事部会 に わ か れて作業 を 進め て い る 。 土地教授 は 「生 と 死 の 問 題 は 児

童 ・ 生徒 に 教 え る 前 に 先生 自 身が ど う 受け止め る か を ま と め て お く 必要があ る 」 と し て い

る O

〔神戸市教委が教育相談専門会議設置へ〕

悩み を 抱 え た子 ど も が発す る s o s に機動的 に対定、 し よ う と 、 神戸市教委 は99年 4 月 か

ら 子 ど も の心 と 身体 に 詳 し い 窪 師 や 学識経験者でつ く る 「教育相談専 門 会議」 を 発足 さ せ

る 計画 を 進 め た 。

人 を 傷つ け る よ う な 問題行動 を 起 こ す子 ど も への対応 に苦 し む 学校現場や 保護者 を 支援

し た り 、 子 ど も 本人 の 相 談 に 花、 じ て い く 。 神戸市須磨誌 の連続児章殺傷事件 を 教訓 に 専 門

家 に よ る 支援組織の必要性が指摘 さ れて い た 。

同 会議 は神戸市総合教育 セ ン タ ー 内 に置 き 、 精神科、 小児科医、 臨床心理土、 学識経験

者 ら 4 、 5 人で構成す る 。

〔神戸市が震災遺見へア ン ケ ー ト 調査〕

神戸市 は 大震災で親 を 亡 く し た市 内 の 子 ど も を 対象 に 99年 1 月 か ら ア ン ケ ー ト 調査 を 始

め た 。 震 災 4 年 を 機会 に 、 遺児一 人 ひ と り の体 と 心 の 実態 を 把握 し 、 個 別 相 談 な どで的確

に ア ド バ イ ス で き る よ う に す る の がj立い 。

対 象 は 18歳未満で、 父母の ど ち ら か を 亡 く し た遺児88人 (男子51入 、 女子37人) と 両親

を 失 っ た孤児10人 (男 子 8 人、 女子 2 人) 。 同 時 に仮設住宅で暮 ら す子 ど も 約630人 も 調べ

る O

調査は祖父母や保護者が答 え る 形式。 子 ど も の 身体的 な 鍵康状態 と 情緒 ・ 心理面の 状態

に 関す る 2 つ の 項 目 を 調査の柱 と し て い る O

健京状態で は頭痛や腹痛 を 訴 え る b 寝 つ き が悪 い b 寝 て ばか り い る b 便桜や下痢 を 起 こ
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し や す い な ど。 情緒面で は 落 ち 着 き がな く な っ た b ち ょ っ と し た音 や 暗 が り を 怖 が る

b 友達 を 大切 に す る よ う に な っ た な どの項 目 か ら 選ぶ 。被災後の心 の 傷 は P T S D ( 心

的外傷後ス ト レ ス 障害) と し て特般的 に現れて い る が、 震災遺 児 の 実態 を つ か ん で、 心 の

ケ ア にf支立 て る O

神戸市克童家庭科 は 「心の癒 し に は 長 い 時 間 が必要。 遺児 ら の ニ ー ズ を す ぐ に上 げ、 相

談 に応 じ て い き た いJ と ア ン ケ ー ト の分析作業 を 進め て い る O

〔県立淡路高校が 「心のケア」 と 「災害安全」 の 2 教科新設へ〕

大震災 の 震源 に 近 い 兵庫県立淡路高校 (津名郡北浜町) は99年度 か ら 地域の 災害史や防

災 を 考 え る 新 し い教科 「災害 と 安全」 と 「心 の ケ ア 」 の 2 科 目 を 設 け る こ と を 決め た 。

98年度 に導入 し た総合学科の 選択科 目 と し 、 い ずれ も 週 2 時 間 の予定。 複数の教諭で担

当 し 、 大震災時の避難所体制 の調責や セ ラ ビ ー (療法) 実習 を 取 り 入 れ 、 生 き た学習 を 目

ざす。

「災害 と 安全」 科 目 は過去の災害や発生 の 原 理 を 学 ばせ 、 日 常の 防災の あ り 方 を 考 え さ

せ る O 大震災の教訓 と し て 、 避難所の リ ー ダ ー ら に取材 し 、 災害時の 人 間 関係 も 研究す る 。

「心の ケ ア 」 科 白 で は 、 心理テ ス ト や カ ウ ン セ リ ン グの手法 を 調べ、 園 芸 や 芸術活動 を

通 じ た心の癒 し に つ い て学ぶ。

〔 甲 南大学が心のケ ア研究施設新設へ〕

甲 南大学は98年10月 、 心の ケ ア に 関 す る 学術研究の核 と な る 施設 を 新設す る と 発表 し た 。

大震災で倒壊 し た 18号館の 跡地4 ， 500m2 に 延べ床面積3 ， 000m2の 3 階建 て の 施設 を つ く り 、

設置認 可 を 申 請 中 の大学院人文科学研究科人 間 科学専攻の ほ か 、 キ ャ ン パ ス 内 外 に 分散 し

て い る カ ウ ン セ リ ン グ セ ン タ ー や学生相談室 を l カ 所 に 集結す る o P T S D な ど震災の 後

遺症 に 対応す る 心 と 体ケ ア に 関 す る 学術面 と 実践函の 両方 の 機能 を 持 た せ る こ と に し た 。

カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム は 学外者用 と 学内者用 に 分 け 、 心 の ケ ア を よ り 有機 的 に 学べ る 施設

に す る と い う o 99年秋完成の予定。

〔武庫川女子大が、大学院に臨床心理学専攻新設へ〕

武庫川 女子大 は99年 4 月 か ら 大学院丈学研究科 に 「心理臨床学専攻」 を 新設す る こ と を

決め た 。

震災や青少年犯 罪 の 多発か ら P T S D が注 目 さ れ、 心 の ケ ア の 重要性か ら 役割 が期待 さ

れ る 「臨床心理士J の養成 を め ざす も の o r司専攻 は 2 年課程 で 「比較発達J I臨床心理J I社

会臨床」 の 3 つ の研究領域か ら な る O

「比較発達」 は胎児期 か ら 老年期 ま で知覚、 感覚、 学習 、 記憶、 認知 な ど人 間行動 の 発

達 を 実証的 に 研究。 「臨床心理」 は 児童虐待、 不登校、 自 殺、 校 内 暴力 な ど に 対処す る た
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め の カ ウ ン セ リ ン グや精神分析 な ど援助 の あ り 方 を 探 る O 「社会臨床」 は 多発す る 青少年

犯罪や超高齢化社 会 を 迎 え 、 高齢者や障害者へ の 介助 、 援助 に つ い て 原 因 究明 と 対策 を研

究す る O

3 領域 と も 同 女子大の発達臨床科学研究所や県内 の 保健医療機 関 、 社 会福祉施設で の 実

習 を 重視 し 、 臨床心理士の受験資格が得 ら れ る 「 日 本 臨床心理士資格認定協会」 の 第 1 種

大学院の指定 を 受 け る 予定。 定員 は 10人。 男 女共学。

6 . 震災遺児ヘ 「癒 し の家」 完成
大震災で親 を 失 っ た子 ど も た ち の心の傷 を 癒 そ う と 97年か ら 「ケ ア ハ ウ ス 」 づ く り が進

ん で い た が、 神 戸 市 に 「子育 て 支援セ ン タ ー 子供 の 家」 と 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 芦屋市 に

「浜風の 家」 が オ ー プ ン し た 。

( 1 ) 子育て支援セ ン タ 一子供の家 オ ー プン

育 児 中 の 母親への支援 と と も に 大震災の遺児 た ち の心 の ケ ア を 行 う 神 戸 市 の 「子育 て 支

援 セ ン タ 一 子供 の 家J が98年10月 に オ ー プ ン し た 。

垂水区本多 聞 の災害復興公営住宅 「舞子 山 手住宅J 3 号棟 (10階建 て ) の し 2 階部分

を 利用 す る も の で延べ床面積 は 1 ， 540m2。 須塵 塁 内 に あ っ た 児童養護施設 「子供 の 家」 が

老朽化 し た た め 、 建 て 替 え と と も に 子 育 て 支援の機能 を 持 た せ て 整備 さ れ た 。 建設費 は 2

f意9 ， 600万 円 。

子育 て 支援 は 育児電話相談、 保 護者が病気 な どの と き に 一般 的 に 子 ど も を 預 か る リ フ

レ ッ シ ュ ス テ イ 、 地域 ご と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 行 う 子育 て 支援連絡会づ く り 、 子育 て

ボ、 ラ ン テ ィ ア の養 成 な ど。

震災遺児の た め に は 、 心 の ケ ア を 臨 る 交流の場づ く り を 行 い 、 ス キ ー ツ ア ー 、 ハ イ キ ン

グ な ど屋外行事 に も 取 り 組む 。 遺児 た ち の ニ ー ズ を 探 り 、 必要があ れ ば精神科医、 ボ ラ ン

テ イ ア と 連携す る O

(2 )  r レ イ ン ボ ー ハ ウ スJ が兜成

大震災 の遺児 ら の 支援拠点 と し て 、 あ し な が育英会 (本部 ・ 東京) が神戸 市東灘区本産

町 に建設 し て い た 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J が完成 、 99年 1 月 9 日 に 竣工式が行 わ れ た 。 4 月

か ら オ ー プ ン し た 。

米 自 オ レ ゴ ン ナトi に あ る 病気遺児 の 心の ケ ア 施設 「 ダギー セ ン タ ー」 を 参考 に し 、 95年か

ら 計画 、 建設費 15億円 を 全国 か ら 募金 し て い る O 鉄筋 5 階建 て 、 延べ床面積2 ， 600m20 1 、

2 階が子 ど も た ち が集 う 「癒 し の ゾー ン 」 で、 サ ン ド バ ッ グで暴れて気分 を 発散 さ せ る 「火

山 の 部屋」 、 演奏で心 を 落 ち 着 かせ る 「音楽の部震」 な どがあ る o 3 階以 上 は 震災や交通

事故で親 を 亡 く し た大学生や 専 門 学校生の寮で、 定員48人。 学生 ら は 幼 い 遺児 の 兄 、 姉 の
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役 を 務め る 。 ボ ラ ン テ イ ア と の交流、 学習拠点 と な る 研修室 も 整備 さ れた 。

「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 完成式 ニ神戸 市灘区
本庄町 (神戸新聞社提供)

竣工式 に は ダギー セ ン タ ー の ド ナ ・ シ ヤ ー マ ン 所長が出席、 レ イ ン ボー ハ ウ ス と 協 力 関

係 を 結ぶ文書 に 調 印 し た 。

〔癒 し のサ ボ ー タ ー養成講座〕

「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 は99年 3 月 22 日 か ら 26 日 ま で、 子 ど も ら の心の ケ ア の た め 、 話 し

相手 と な る ボ ラ ン テ ィ ア 「 フ ァ シ リ テ ー タ ー 」 の 養成講座 を 聞 い た 。 フ ァ シ リ テ ー タ ー は

子 ど も た ち と 遊 ん だ、 り 勉強 し た り 「癒 し 」 の サ ポ ー ト を す る 人。 4 月 か ら の レ イ ン ボ ー ハ

ウ ス の本格オ ー プ ン に備 え た 。

( 3 )  r浜風の家」

大震災の 遺児や被災地の子 ど も ら の心 の ケ ア の場 と な る 「浜風 の 家」 が震災 4 周年 の 99

1 月 17 日 、 芦屋市浜風町 に オ ー プ ン し た 。

浜風の家 は作家の藤本義ー さ んが理事長 を 務 め る 社会福祉法人 「の ぞみ会」 が運営す る 。

震災直後か ら 被災地 に ボ ラ ン テ イ ア と し て 入 札 遺児 ら と 接 し て き た舞台監督の 山形裕久

さ んが 「心の ケ ア ハ ウ ス 」 構想、 を 練 り 、 賛 同 し た 南 こ う せっ さ ん 、 森 山 良子 さ ん、 さ だ ま

さ し さ ん、 玉置浩二 さ ん ら 演奏家や歌手が、 目 標 2 億 円 の 建設費 を チ ャ 1) テ ィ ー コ ン サ ー

ト や募金で集 め た 。 材 木 は 奈 良県十津川村ゐが村 ぐ る み で協力 し た 。

兵庫果企業庁か ら 借 り 受 け た J ， OOOm2 の 敷地 に 、 木造 2 階、 延べ420m2の ロ グハ ウ ス 風の

施設 を 建 て た 。 オ ー ブ ン 式典 に は芦屋 出 身 の ジ ャ ズ ト ラ ン ベ ッ タ 一 、 タ イ ガー 大越 さ んや

ピ ア ニ ス ト の 西村 由 紀江 さ ん ら 支援者が参加 し た 。

1 階 は ピ ア ノ の あ る 集会室、 全国 に情報発信 し た り 、 遠方 に 住 む 子 ど も を 支援す る た め

の 図書 ・ コ ン ピ ュ ー タ 一 室 、 テ レ ピ電話、 ボ ラ ン テ ィ ア 室、 震災資料 を展示す る ギ ャ ラ リ ー

があ る 。 2 階 に は カ ウ ン セ ラ ー と の柏 談 に 使 え る 5 室 が設 け ら れ、 地域の 子 ど も が 自 由 に
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集ー え る 児童館 も 兼ね る O

地域の子供 た ち が集 う 児童館 と し て活用 さ
れ る 「浜風の家 芦屋市浜風間J (神戸新
開社提供)

別棟の ア ト リ エ は子 ど も が絵や彫刻 を 通 し 心 の 傷 を 癒す場。 芦屋市の小児科医 ・ 京極正

典 さ んが中 心 と な っ て専 門 的 な こ こ ろ の ケ ア も 進め る O

〈参考文献 〉
「新た な 妨災教育の充実 に 向 け て 4 年 は の取組」 兵庫県教育委員 会 1999年 1 月 18 日
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第七章

産業 ・ 雇用



は じ め に

〔震災復興の足止め を す る 不況風〕

c = 克服 ム =健協 x = 影響大

1-.の去 は 、 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構が99年 3 月 に ま と め た 「産業復興格差の検証」

の結果であ る 。

そ れ に よ る と 、 大企業 は95年以降、 回復傾 向 を 持続 し て お り 、 震災の影響 を 克服 し た も

の と 思 わ れ る O 全般 に 減速傾向 に あ る も の の売 上高変化率、 従業員 数変化率 な ど全項 目 で

全国 の 数値 を i二回 り 、 不況 に 関 し で も 健闘 し て い る 。 中 堅企業 は 、 l 社当 た り 売上 高 で、 は

回複基調 に あ る が、 黒字企業の構成比が減少傾向 を 示 し て い る 。 ま た 、 企業数、 売上高 、

従業員 数が大 き く 減少 し て お り 、 こ れ は企業規摸反分で 中 堅企業か ら 中小企業 に シ フ ト (神

戸市で29社) し た た め で 、 震災の影響 に対 し て は健 闘 し て い る も の の 、 不 況 の 影響 を 強 く

受 け て い る と 思 わ れ る 。 中小企業 は 、 企業数は増 え た が、 l 社当 た り の 売 上 高 、 黒字企業

構成比 は 震災前 を ド 国 り 、 同変化率で も 全国 と の差が年 々 拡大 し て い る O 震 災 に 不況の影

響が重 な っ て 、 復興状況 に 一層 連れが生 じ て い る O

新開論調 も 被災地 を 覆 う “不況" の 暗雲 に 日 を 向 け て い る O

「五年 目 に 入 っ た 板神大震災被災地の経済や産;業の復興 は 、 不況 に 出 口 を ふ さ がれ、 酸

欠状態 に あ る 」 ー 何年 l 月 間 日 の あ る 日 刊 紙の社説 は 、 産業復興 に 関 し て こ ん な 書 き 出 し

で始 ま っ て い る 。

社 説 は 続 け て い る 。 「兵庫 県 は 、 企 業 の 倒 産件数、 雇 用 保 険の受給者数、 日 銀短観の 業

況判断指数 な どがいずれ も 全国平均 よ り 悪 い。 被災地 の 落 ち 込み が激 し い こ と を 物語 る 。

さ く ら 総合研究所が同 県 内 に あ る 製造業の生産指数 を 分析 し た と こ ろ 、 大手企業 主体の業

種 は 全凶平均 を と 回 る よ う に な っ た の に対 し 、 中小企業が多 い業種で は 大 き く F 回 っ た ま

ま で あ る こ と がわ か っ た 。 中小企業が震 災 と 不況で受 け た 傷 は深 い 。 経済の 足腰 を 担 う 中

小企業 を ど う 再建す る か は 、 日 本経済全体の 問題であ る 。 そ れが被災地 に 集 中 的 に表れて

い る J (99 . 1 .  18、 朝 日 新聞 )

被災地の産業復興 に 関 し て、 業種、 企業、 地域に よ る 復興格差があ る こ と は本誌第 3 巻で

も すで に 指摘 し た と こ ろ であ る 。 以来、 一年 を 経過 し たが、 実態 に大 き な 変化 は 見 ら れず、

社説が記す と お り 、 深刻化 し た不況の波 の 中 で現実は さ ら に厳 し い環境 に さ ら さ れて い る 。

帝国デー タ パ ン ク の奥EH和之 ・ 神戸支J;5長は、 こ の情況 を 具体的 に次の よ う に指摘 し て い る 。
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「端的 に分 か る の が、 倒 産件数の増 え 具合だ。 対前年比の増加率でみ た 場合、 全国の倒

も 23 % 増 と い う 急激 な 増 え 方 だが、 兵庫県内 の場合は37 % 増 。 全問ベ ー ス を 10 ポ イ ン ト

以上 も 上 国 る 急増 だ。 県内倒 産件数は去年 (97年) 、 609件で過去最高 を 記録 し た が、 今年.

は す で に そ の ベ ー ス を 超 え 、 800件 を 突破す る だ ろ う 。 失業 も 急速 に 広 が っ て い る 。 ま さ

に どん底。 出 口 が見 え な い と こ ろ が深刻だ」

「先行 き 不安 か ら 消 費 不振、 そ し て企業の業績悪化 と い う 全国情勢 に 加 え 、 兵産 で は 、

阪神大震災の議遺症 と も 言 え る 数々 の 問題が足 を ヲ | っ 張 る 。 ま ず復興需要 の ピ ー ク が過 ぎ、

建設業の受注が急減 し て い る 。 個 人 レ ベ ル で も 、 住宅再建が可能 な 人 は 再 建 を 終 え 、 同時

に再建で過大 な 出 費 を 余儀 な く さ れ た 人 の 間 で は 、 家具や 家電、 自 動車 な ど耐久消 費 財 の

購買 意欲が極端 に 落 ち 込 ん で い る 」

民 間信用調査機 関 の 第一線で、 日 々 、 経済界の現実 に 笹面 し て い る 奥田 氏の発言 は 、 い

や お う な し に そ の厳 し さ を 認識 さ せ る 。 (98. 10 .  26 、 神戸新聞 )

新 聞 紙面 に も 不況の た め後退 を 余儀 な く さ れ る 事業所の ニ ュ ー ス が掲載 さ れて い る 。 「経

営難 の ホ テ ル ゴー フ ル 、 神戸財界が肩 がわ り J I産業貿 易展示館 (通称、 サ ン ボー ホ ー ル)

を神戸商工貿易 セ ン タ ー に売却J I社会人野球の小西酒造碩式野球部が休部} �淡路 島 マ リ ー

ナ シ テ ィ 討会画、 2001年 ま で先送 り Jo 企業チ ー ム の休部 は 99年 1 月 、 神戸製鋼陸上部 が経

営改善 策 の 一環 と し て休部 に な っ た ばか り で、 会社の広告塔 と も い え る 小 西酒造礎式野球

部の休部 は 、 罷性的不況の 酒造業界の 中 で苦渋の選択 と み ら れ る O

被災地経済の復興の テ ン ポは 、 い ま や 「復興j と い う 範ち ゅ う か ら 「不況対策」 の色合い

を 強め て い る O 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構が、 98年1 1 月 末の時点で、行 っ た ア ン ケ ー ト 調査

に よ る と 「震災の影響 は ほ と ん どな く な っ たが、 景気動向の影響の ほ う が強 い 」 と 答 え た事

業所が57 . 3% に上 り 、 「震災の影響が残っ て い る J と す る 事業所38 . 2% を 上 回 っ た。

神戸商工会議所 は 、 毎年 「阪神 大震災 に よ る 企業経営 及 び神戸経済 に 関 す る 影響調査結

果」 を ア ン ケ ー ト 調査 と し て ま と め て い る が、 「震災後 3 年経過時点調査」 を 98年 3 月 に

実施 し た の を 最後 に 、 4 年 目 の経過時点調査 を 行 っ て い な い 。 被災地の 経済 に 著 し い変化

が見 ら れ な く な っ て い る の と 不況が経済活動 の 手 かせ足かせ に な っ て い る こ と が、 4 年経

過時点の調査の意味 を 失 わ せ た た め で あ ろ う 。

被災地経済は 、 大手製造 業 の 生 産 や 、 明石海峡大橋開通 (98年 4 月 5 日 ) に伴 う 観光入

込客数 な ど、 一部で全国平均 を 上 回 る 勢い で推移 し て い る と こ ろ も あ る が、 地域産 業 を 支

え る 中小製造業の復興の遅 れ や 、 明石海峡大橋開通効果の継続性の 不安 な どか ら 、 被災地

の経済復興 は 、 基礎部分が脆 い “砂上の楼器" 的 な状態 に と ど ま る こ と も 懸念 さ れて い る O

く参考文献 〉
「産業復興格差の検証 Il J 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 1999年 3 月
「 さ く ら 総合研究所 ・ 地域 レ ポー ト No21 同研究所関西調交部 1998年12 月 4 日
「 日 刊 各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 日 、 読売、 日 経、 産経 1998年 4 月 -1999年 3 月 (第 7 車 工 産業 ・ 雇用の会節 に

関 し て 参考 と し た 〉
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r 第一節 産業復興ゐ概況
大震災か ら 4 年 を 経過 し 、 被災地の経済 は 震災直後 よ り 回復の 勢 い が落 ち て き て お り 、

A 部 に は 回復の 遅れがみ ら れ る O 不況の影響 を 相対 的 に大 き く 受 け 、 全国 に 比べて 景気の

落 ち 込み の度合い が よ り 厳 し い 。 臼 銀短観の 業況判 断 DI を み て も 兵庫 県 は 、 製造業 を 中

心 に全国 を 下 回 っ て い る O

1 . 約 4 割 の 事業所 に 震災の影響残 る
阪神 ・ 淡路産業復興推進機構が98年 1 1 月 末 の 時点 で 、 被災地 の 10市10耳の事業所 を 対象

に 「産業復興 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査」 を 実施、 復興の笑態 を ま と め て い る O 配布数 4 万

7 ， 243事業所で 回答数は4 ， 808事業所 ( 回収率1 0 ， 2 % ) 0 約 l 割 の 回答 な が ら 震災後約 4 年

を 経過 し た 産業界の実態 を う かがい知 る こ と がで き る 。 以下、 主 な と こ ろ を み て み よ う 。

〔経済活動全般の復興状況〕

「復興 は か な り 遅 れ気味」 と し た の が14 ， 9% (717事業所) 、 「 や や 遅れ て い る 」 と み る

事業所 と 合 わ せ る と 32 ， 3% で 、 前 回 の調査 (97年12月 ) に比べ る と 14 ポ イ ン ト 少 な く な っ

て い る 。 半額、 「復興が進 ん で、 い る 」 は 「完了」 と 「進 ん で い る 」 を 合 わせ る と 56 . 3 % で

前 回比19 ポ イ ン ト 増 え た 。

地域別 に み る と 「復興が進 ん で、 い る 」 と み る 事業所が多 い の は伊丹市 (75 . 6 % ) 、 五色町、

緑町で、 「遅れて い る 」 と み て い る の は神戸市 (47 . 4 % ) 、 芦屋市 (53 .4 % ) 、 北 淡 軒 (60 . 7 % )

が 目 立 っ て い る 。 な お 、 神戸市 内 で は 「進 ん で、い る 」 が中央区 (50 . 5 % ) 、 西 氏 (53 . 3 % ) 、

「遅れ て い る 」 が長 田 区 . 7% ) 、 つ い で灘区 (54 . 4 % ) 、 須磨区 (51 . 3% ) と な っ て い

る 。

〔震災の影響 と 景気動向の影響〕

「 ほ と ん ど震災 の 影響 は な く な っ て お り 、 景 気動 向 の 影響 の ほ う が強 い」 と の 見 方 が

57 . 3 % を 占 め た 。 一方、 「 ま だ震災の影響が残 っ て い る 」 と し た 事業所 は38 . 2 % 0 r震災の

影響の ほ う が景気動 向 よ り も 強 い」 と し た 事 業所 は 6 . 8 % で 、 依然、 震災の 影響の深刻 さ

を 物語 っ て い る 。

神 戸 市 内 だ け を み る と 、 「震災 の影響が残 っ て い る 」 と 答 え た事業所が50 . 7% あ る の と

同 時 に 、 「震災の影響 よ り 景気の影響が強 し り と し た事業所が89 . 6 % 、 約 9 割 に上 っ て い る 。

〔売上高、 震災前 を 下 関 る 事業所が増 え る 〕

売 上高水準 の 変化 を 1 年 ご と に 比較す る と 、 震災前 の水準 に 比べ売上高が減 っ た事業所

は 96:'i'f12 }j に36 . 6 % だ っ た の が、 97年12月 に は56 . 9% に 上が り 、 何年11 月 に は68 . 2% と 調

査 ご と に悪化 し 、 実 に 7 割近い事業所が震災前の水準 を 下 回 っ て い る 。
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2 . 顧客 ・ 得意先の 変化
震災後、 顧 客 ・ 得意先が 「大 き く 変 わ っ た」 事業所 は6 . 3 % と 比較的少 な い が、 「一部が

変 わ っ た」 を 含 め る と 38 . 2% で変化が生 じ て お り 、 全体的 な 変化が見 て 取 れ る O な お 、 「特

に 変 わ ら な い」 は53 . 8% 0

3 . 震災後の新た な 取 り 組み
「新規顧 客 の 開拓」 が50 . 8% と 最 も 多 く 、 次 い で 「他企業 と の生産、 商取引 の 連携J 19 . 9 % 、

「 リ ス ト ラ J 14 . 2% の)11夏。 前 回 (97年12月 ) と 同様 に 「新規顧 客 の 開拓」 が最 も 多か っ た

が、 「他企業 と の生産、 商叡引 の連携J r リ ス ト ラ 」 が 「人材の確保 ・ 育成」 や 「事業所 ・

庖舗 の 移転 、 新増設J r生産能力 の 強イヒ」 な ど を 上 回 り 、 経済環境 の 変 化 に対応 し た 各事

業所の経営方針 に 変化が表れて い る O

4 . 明石海峡大橋開通の影響
〔 営業活動に与え た影響〕

「 ほ と ん ど影響がな い」 と す る 事業所が7l . 1 % と 大半 を 占 め た 。 「 良 い 影響があ っ た」

と 答 え た の は9 . 7 % で、 「悪い影響」 の5 . 0% を 4 . 7計 上 回 っ た 。

「 良 い 影響」 の 内訳 は 、 「移動 時 間 の 短縮 (通勤 ・ 営業等 ) J が ト ッ プで54 . 7 % 、 次 い で

「取引 ・ 出 荷 閣 域の拡大J 30 . 3 % 、 「顧客数の増減J 29 . 6 % の頼。 一方、 「悪い影響」 で は 、

「顧客 数 の 増 減」 が40 . 9 % と 最 も 多 く 、 次 い で 「地域の競争激化J 36 . 0 % 、 「交通渋滞の

発生J 22 . 3 % と 続い て い る 。 (明石海峡大橋の観光i琵への影響は 第 3 節 「観光」 を 参照)

地域別 に み る と 、 「 良 い 影響があ っ た」 と す る 事業所が多 い の は淡路地域だ が、 反対 に 「悪

い影響があ っ た」 と す る 事業所 も 多 く 、 北淡町 で は 、 良 い と 悪い が同 数 に な っ て い る 。

「 良 い 」 と し た 内 容 は 、 「顧客数の増減J r移動時 間 の 短縮」 が共通 し て い る 。 淡路以外

で も 、 神 戸 、 明 石 、 三 木 な どで 「 良 い 影響があ っ た」 と し て お り 、 下地域の イ メ ー ジ ア ッ プ」

を あ げて い る O

業種別 で は 、 「 良い影響」 と す る の は通信業、 ホ テ ル ・ 旅館 、 娯楽業 な ど。 「悪い影響」

が 「良 い 」 よ り 多 い と し た の は 木 製 品 ・ 家具、 窯業 ・ 土 石 、 繊維 ・ 同 製 品 な どで、 「地域

の競争激化J r交通渋滞の発生」 な ど を 指摘 し て い る O

5 . 経済活動全般 に 与 え た 影響
明 石 海峡大橋 の 開 通 が、 経済活動全般 に 与 え た影響 と し て は 、 「分か ら な い」 と す る 事

業所が25 . 7% と 多 い が、 「 良い影響があ っ た」 と す る 事業所が24 . 3% を 数 え 、 「悪い」 と す

る 事業所8 . 1 % を 大 き く 上 回 る 結果 と な っ て い る O

地域別 に み て も 、 すべて の地域で 「 良 い 影響J が 「悪い」 を 上 回 り 、 特 に 「 良 い 影響が

あ っ た」 と す る 事業所 は 、 緑町、 南淡町、 五色 町、 淡路町 な とぞで、多 か っ た 。 な お 、 淡路以
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外 で は 、 三木、 神戸、 明 石 の 各市 で も 「取引 ・ 出 荷 圏 の拡大J r地域の イ メ ー ジ ア ッ フコ 勺毎

上 ア ク セ ス の変化J r新規産業の立地J な どで 「 良い影響があ っ た」 と し て い る o (表 1 ) 

明石海峡大橋の経済活動全般に与え た影響
(地域別 に み た良い影響 と 悪い影響の比較)

( b )  
8 . 1 9も一一一一→

1 2 . 5%  
1 7 . 9%  
3 . 4 %  

1 0 . 9%  
12 . 8% 
6 . 7% 

( a 
24 . 3 %  
62 . 5% 
53 . 6% 
32 . 8% 
35 . 9% 
33 . 3 %  
25 . 1% 

( a ) 一 ( b )

16 . 2% 
50 . 0%  
35 . 7 %  
29 . 4 %  
25 . 0% 
20 . 5 %  
18 . 5% 
16 . 1  % 
1 6 . 0%  
1 5 . 8%  

(表 1 ) 6 . 分野別の 復 旧 ・ 復興状況
〔製造業〕

鉱工業生産 は 、 97年 の 秋 口 以 降低下傾向
合 計
緑 町
南 淡 町
五 色 町
淡 路 町
東 浦 町
三 木 市

! 津 名 目I
淡 路 地 域

1 神 戸 市
2吉 田I

に 転 じ 、 98年 に 入 っ て前年 を 下 毘 る 動 き が

続い て い る が、 お お む ね震災前 の水準 を ヒ

回 っ て い る O 被災地域の工業統i計でみ る と 、

事 業 所 数 が震 災 前 の 94 年 比 で 1 9 . 0% 減 と

な っ て い る ほ か従業員 数が13 . 8% 、 出荷額

も 2 . 8 % のj成 と な っ て い る O

〔地場産業〕

日 本ケ ミ カ ル シ ュ ーケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

ズ工業組合の 組合員 は 、 震災前 の 227社 か

ら 37社減少 し 、 190社 と な っ た。 震災後、

問屋の輪入品購入への切 り 替 え 、 企業数の

減少、 企業規模 の 縮小 な ど に よ り 、 何年 の

生産額は 94年比で約 7 割 と な っ て い る 。 新

た な 動 き と し て 、 工場 の 集 団化 、 共 同配送 ・

仕 入 れ な ど に 取 り 組 む 企業 グル ー プがあ る

ほ か 、 業界共 同 での見本市や展示会の 開催、
22 . 9 %  合計で は こ の ほ か ほ と ん ど影響がな い

分か ら な い 25 . 7% 
無問答 1 9 . 0% 

通信販売 な ど も 始め て い る 。 ま た 、 復興の

核施設 と し て 「 く つ の ま ち ・ な がた構想、」

を 推進 し て い る 。

灘五郷酒造組合員 数 は 、 震災前の51社か ら 、 8 杜の 転廃業 に よ り 、 43社 に 減 っ て

こ の う ち 39社が酒造 関 係 の 業務 を 継続 中 で 、 31社が自 社生産 を 行 っ て い る o 98年度

5 年前 の93年度 に比べ79 . 5% 。 新 た な 取 り 組み と し て 、 飲食 ・ 物販一体

の 共 同 工場の再建、 共 同 イ ベ ン ト の 開催 、 ま ち づ く り と 連携 し た 酒蔵や資料館 の 整婿がす

酒造

い る O

の清酒生産量 は 、

/' ヨア パ レ ル で は 、 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン ア ソ シ エ

す め ら れて い る 。

フ ァ ッ シ ョ ン関連 ( ア パ レ ル 、 真珠)

ン 加盟 の49社 中41社、 ま た真珠で は 、 日 本真珠輪出 組合加盟87社全社が操業 中 で、 生産額

は震災前の水準 に 面復 し て い る O

一部廃業 し た と こ ろ も あ る が、 神 戸市 内 の 兵庫県涼菓子協会加盟の87社 で は 、

約80 % 強が操業 中 で あ る O
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ク リ ス マ ス 用品 神戸市 内 の 日 本 ク リ ス マ ス 工業協 同 組合加盟12社 (震災前 ) で は 、 1

社が廃業 し た が残 り 全社が操業 中 で 、 出荷額 は震災前 の水準 に戻 っ て い る O

粘土瓦 兵庫県粘土瓦協 同 組合連合会加盟 の 企業 数 は 、 202社 か ら 18 1 社 に 減 っ て い る 0

98年 の 生産 量 は 、 例 年 の 60 . 6 % と 大 き く 落 ち 込 ん で い る O 阪神 間 の 住 宅 建 築 の 洋風化 や

他 の 産 地 と の 競 争 に よ る も の O 新 た な 試み と し て 、 軽量 の 平板瓦、 太 陽電池組み 込 み 瓦 、

離震耐風性の あ る 組 み 合 わ せ瓦 な ど新製 品 の 開発、 ブ ロ ッ ク 製作 な ど新分野へ の 進 出 が

あ る O

線香 津名郡一宮 町 内 の 兵庫県親香協 同組合加盟の 全企業が操業 中 で 、 生産量 も i日 に復

し て お り 、 震災の影響 は な い 。

〔商業〕

商業 ・ サ ー ビ ス 大型小売屈の販売額 は 、 一 時 は震災前の水準近 く ま で 回復 し た も の の 、

消 費 マ イ ン ド の 冷 え込み な どで、 97年秋口以降、 低調 な 状況が続い て い る 。

商癌街 ・ 小売市場 仮設庖舗 を 含め た庖舗数は 、 低迷す る 景気の影響 も あ っ て 、 被災地

域全体で震災前 の 9 割 を 下 回 っ て い る O 売上高の 回復状況 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調査 (98

年 1 1 月 ) に よ る と 震災前 に比べ 「増加」 が5 . 8% 、 「 ほ ぼ同 じ J が8 . 7 % 、 「減少J が82 . 8% 。

新 た な 取 り 組み と し て 、 セ ル フ 方式 の 共 同 居舗 に よ る 再建、 ア ー ケ ー ド 、 カ ラ ー舗装 な ど

臨業基盤施設の 整備 、 復興 イ ベ ン ト の 開催 、 ま ち づ く り と 一体 に な っ た 複 輿 な どがあ げ ら

れ て い る 。

ホ テル ・ 旅館 、 観光業

被災地域の宿泊施設 は 、 震災前 か ら あ っ た ほ と ん どの施設が営業 を 再 開 。 客室 な ど震災

前の水準 に 剖復 し て い る が、 客室稼働 率 は 震災前の水準 を 下 回 っ て い る o 99年 3 月 でみ る

と シ テ ィ ホ テ ル 57 . 5 % (941]:三対比 6 % iJöxJ 、 ビ ジ ネ ス ホ テ ル67 . 5% ( 同 1 8 . 2 % 減) 0

観 光 は 、 98年度 で県下全体の 入込客 数 は l 億2 ， 713万 人 と 過去最高 を 記録 し た 。 被災地

の神戸が前年度比10 . 7% 、 i坂神が問 3 % と そ れぞれ増 え 回復過程 に あ る も の の 、 93年命度 に

比べる と 神戸が91 . 4 % 、 阪神が95 . 5% に と ど ま っ て い る O

7 . 長期 ビ ジ ョ ン の 4 特定事業
95年 2 月 15 日 、 政府の諮問機関 と し て 「阪神 ・ 淡路設興委員会」 が設 け ら れた 。 翌 年 の

2 月 14 日 に 委員 会活動が終わ る ま で、 こ の 間 、 神戸港の復興 を 急 ぐ こ と を 提案 し た 「緊急

3 カ 年計画」 、 さ ら に 社会資本修復 の た め の特別事業 r 5 カ 年計画」 が定め ら れ、 最後 に

i喪神 ・ 淡路 の 長期 ピ ジ ョ ン た る 勺 0 カ 年計画」 が提案 さ れた 。

こ の 長期 ビ ジ ョ ン の 中 で、 4 つ の特定事業、 郎 ち 「上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト J r ヘ

ル ス ケ ア パ ー ク ・ プ ロ ジ ェ ク ト J r新産業構造 プ ロ ジ ェ ク ト J r板神 ・ 淡路大震災記念 プ ロ

ジ ェ ク ト J が提案 さ れ、 政府 ・ 県 ・ 市町 ・ 民間 (企業、 同体、 個 人 ) な ど幅広 い協力 で実

現への 努 力 が続 け ら れて い る O
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〔上海 ・ 長江交易促進プロ ジ ェ ク ト 〕

92年、 中 国 政官が長江の改革開放政策 を 展 開 し て 以来、 長江の発展 に 日 中 が相互協 力 す

る と の話 し 合 い が進め ら れて い た 。 阪神 ・ 淡路大震災の復興が始め ら れ る に 際 し 、 長江流

域 と 仮卒中 ・ 淡路地域が連携、 協力 す る こ と は大い に 意義があ る と し て 日 中 間 の 話 し 合い に

発展 し た結果生 ま れた プ ロ ジ ェ ク ト で あ る o 6 ， OOO km の 長江 と 東 シ ナ 海、 瀬 戸 内 海、 大阪

湾 を 結ぶ、 壮大 な 歴 史的 ピ ジ ョ ン で あ る 。

経過 を た ど っ て み る 。

98年 4 月 17 日 神戸市 と 天津 市 ( 中 関) の 友好都市提携25周年事業打 ち 合わ せの た め 中

国 を 訪 れ て い た 山 下彰持 ・ 神戸 市助役が帰 国報告の 中 で 、 長江 と 阪神地域の経済交流の 一

環 と し て 、 中 国側 か ら 長江流域の 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト が提案 さ れた こ と が明 ら か に な っ た 。

中 国 の企業体 「長江経済連合発展株式会社J か ら 提示 の あ っ た 案 は 、 日 本の 中小企業 な ど

に よ る 「 日 中 長江投資 開発基金J (仮称) を 設立 し 、 こ れ を 元 に 長江経済ベ ル ト 地域の水

道施設の拡張工事 な ど に取 り 組む と い う 内容だ っ た。 25周年事業 と し て は 7 月 に 笹 山 幸俊

神戸市長 を 団長 と す る 友好訪問団が天津市 を 訪 問 、 友好交流議定書 に 調 印 す る こ と に な っ

た 。

6 H 27 日 Lì毎 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト の 中 国側 の 窓 口 が、 中 間政府内 の 「 国家発

展計画委員 会J に 正式決定 し た こ と が明 ら か に な っ た 。 日 本側 の 窓 口 で あ る 「 日 中上海 ・

長江 一 神戸 ・ 阪神交易促進 日 本委員 会J (事務局神戸) の 下河辺淳会長 に在 日 中 国大使館

を 通 じ て報告があ っ た 。 そ れ に よ る と 、 中 国側 は①国家発展計同委員 会の劉江副主任 を 担

当 者 と し 、 実 務 は 日 本の 国土庁 に 当 た る 国土地rs: 司 と す る ② 8 、 9 月 ご ろ に 代表団 を 神 戸

に 派遣 し 、 日 中 間 の 協力 内容や役割分担 な ど に つ い て協議 し た い③ 日 本委員 会 に対応、す る

委員 会設宣の た め 、 長江流域の各省市 と 調整 中 ー な どであ っ た 。

6 月 初 日 日 本委 員 会 は 中 国 ・ 南京市 と 交流 に 関す る 覚書 に 調 印。

7 月 6 日 中 国 を 訪れ て い た 笹 山 幸俊神戸市長 と 李盛諜 ・ 天津市長の 陪 で 、 岡市の友好
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都市提携25周年 の 「宣言書」 に 調 印 が行 わ れ、 経済交流の積極推進 を 確 認 し 合 っ た 。 ま た 、

1 1 日 に は 、 武漢市の王守海 ・ 武漢市長 と 会談、 交流事業 の 協議 と と も に 、 10月 に神戸市 と

上海 ・ 長江 プ ロ ジ ェ ク ト の 日 本委員 会が武漢市 内 に 「長江事務所」 を 設置 す る こ と や 、 同

じ く 10月 に 神 戸 で 聞 く 「神戸 ・ 板神 上海 ・ 長江 ビ ジ ネ ス フ ォ ー ラ ム 」 な ど に武漢市 か ら

副市長、 貿 易 関係者が参加す る こ と が決 ま っ た 。

神戸市で は 、 こ れ ら を 通 じ て 地域聞 の経済交流 を 活発化 し な が ら と海 ・ 長江 プ ロ ジ ェ ク

ト の実現 に 向 け た 環境整備 を 進め る O

7 日 神 戸 と 中 I� . 天津 の経済交流 を 促進す る た め 、 川 崎重工業 、 ト ヨ タ 自 動車 な

ど大手企業 9 社 と 両市 に よ る 「 日 中 天津研究会」 の設立総会が天津市で行 わ れた 。

1 1 - 14 日 中 国 ・ 武 漢市で神 戸 の 産業 や文化 を 紹 介す る 「神戸 ウ ィ ー ク 」 が開 か れ た 0

8 月 長江流域の洪水 に 対 し 、 日 本委員 会か ら 医薬 品 、 食料品 の 救援 を 行 う こ と に

決定。

9 月 2 B g:J 国 ・ 合肥市が 「長江 一 阪神交流促進合肥委員 会」 の設置 を 発表。 個別都市

で 窓 口 が決 ま っ た の は 、 武漢、 南 京 に 次 い で 3 市 目 。

10月 ポ ー ト ア イ ラ ン ド を 中 心 に 、 10月 1 カ 月 間 、 長江流域の文化、 社会、 経 済 を

紹介す る 「大長江節 ( フ ェ ア ) ・ 中 間 マ ン ス J が開催 さ れ た 。 「大長江節」 は 前 年 に 続 い

て 2 回 目 。 京劇 、 雑技団 な どの伝統芸能か ら 日 中学術 シ ン ポ 、 ピ ジ ネ ス フ ォ ー ラ ム な どの

イ ベ ン ト が繰 り 広 げ ら れ た 。

99il三 1 月 神戸市がポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期 に 設置予定の 「 中 国 ピ ジ ネ ス 専用 ゾー ン 」 の

基本計画 ま と ま る 。 中 国 関 連 ピ ジ ネ ス の 支援や神戸港 を 生か し た物流強化、 人材育成 を 図

る 。 ポ ー ア イ E 期 の キ メ ッ ク セ ン タ ー ピ ル に 入居予定の天津市経済貿易連絡事務所 は じ め

長江流域の 各市 に 連絡機 関 係 の進 出 を 働 き か け る 。 ま た 、 民間主導 に よ る 「上海 ・ 長江交

易促進セ ン タ ー 」 の設立 も 計画。

2 月 9 日 中 国 ・ 武漢市が年内 (99年) に も 神戸 市 に経済交流 を 目 的 と す る 駐在員事務

所 の 開 設 を 決め る 。

3 月 30 8 上 海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 日 本委員 会 は こ の 目 、 東京都内 で総会 を 開

き 、 同 委 員 会 の 解散 を 決め た 。 懸案だ、 っ た 中 国側 の交流 窓 口 が決 ま り 、 実務的 な 段11皆 に 移

行す る こ と か ら 発展 的解散が適切 と 判 断 し た 。 ま た 、 こ の総会で、 日 本委 員 会 の 下 で プ ロ

ジ ェ ク ト の推進 を 闘 っ て き た 5 つ の特別委員 会事業の う ち 「経済交流J r江高専用 船J r文

化交流J r大長江節 ( フ ェ ア ) J の 各事業 を 神戸市が事務局 と な っ て 引 き 継 ぐ こ と に な っ た 。

な お 、 長江流域 7 省 は①江蘇省②i折江省③安徽省④江 西省⑤湖北省⑥湖南省⑦ 四 J 1 1 省、 。

長江流域15市 は①上海市②杭州 市③南京市③合間市⑤高 昌 司J⑥武i葉市⑦長沙市⑧成都甫⑨

重慶市⑮蘇州市⑪無錫市⑫鎮江市⑬九江市⑬顎け1'1 市⑮昆山市。

〔ヘルス ケアパー ク ・ プ口 ジ ェ ク ト の整備〕

21世紀の高齢成熟社会 を 健 や か に 生 き て い く た め に 、 阪神 ・ 淡路大震災の貴重 な 経験 を
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生 か し 、 来場者 人 ひ と り が 「 い の ち の尊 さ 」 を 学 び 「生 き て い る こ と の 素 晴 ら し さ 」 を

体験で き る 、 夢 と 活力 を 与 え て く れ る 施設 と し て 、 ヘ ル ス ケ ア パ ー ク (屋内 型 テ ー マ パ ー

ク ) の整備が提案 さ れた 。

こ れ を 受 け て兵蔵県 で は 、 98年 7 月 16 日 、 神戸市の東部副都心で計画 中 の屋 内 テ ー マ パ ー

ク 「ヘ ル ス ケ ア パ ー ク (仮称) J の事業主体 と な る 第 3 セ ク タ ー 「 ひ ょ う ご ヒ ュ ー マ ン ケ ア 」

を 設立 し た 。 資本金 は 10億 円 、 神戸 製鍋所、 川 崎重工業、 1 1 1 崎製鉄、 三菱重工業 な ど地元

中 心 に 13杜が出 資す る O 出 資比 率 は 県が50 % 、 企業 は 1 社当 た り 2 - 5 %0 (詳絡は本誌第 5

章 r1呆健 ・ 医療」 第一節 を 参照)

〔新産業構造形成プロ ジ ェ ク ト 〕

国際港湾都市 か ら 国 際情報文化都市への展開 を 基本 と し て 、 新 し い産業構造 を 創造 し よ

う と い う も の O ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス な ど特定の企業 に 行 政が公的 に 支援 し 、 ニ ュ ー ピ ジ ネ

ス の チ ャ ン ス の拡 大 を 図 る の がね ら い で 、 復興の 要 と な る プ ロ ジ ェ ク ト で あ る O

兵摩県 で は 、 セ ミ ナ ー やベ ン チ ャ ー ス ク ー ル を 通 じ て起業 を 目 ざす 人 々 の 掘 り 起 こ し を

図 る 一方、 新製品 や サ ー ビ ス の研究開発 か ら 市場化 ま で 3 年 間 に わ た っ て 継続 的 に 支援す

る 「新産業創 造 プ ロ グ ラ ム 」 や 、 実 際 に 事業 を 始 め る 個 人や企業 に対 し て 資 金供給 を す る

「新産業創 造 キ ャ ピ タ ル 制 度」 な どが整備 さ れて い る O

ま た 、 98年 6 月 に は県 中小企業張興公社 を 中心 に 、 自 治体 と 民 間 の 13機関 の タ イ ア ッ プ

に よ る 「新事業創 出 支援 セ ン タ ー 」 を 開設 し た 。 技術、 商 品 開発、 経営、 人材、 資金な ど

準備段階 か ら 事業化 ま で総合的 な 相 談 に !必 じ て い る O さ ら に 98年度 か ら 5 年 間 に 県内事業

所 の 約 1 % に 当 た る 2 ， 500の 開業 を 目 ざす 「新規事業2 ， 500創 出 大作戦」 を 展 開 し て い る ほ

か 、 地域住民の生活支援 な ど を 目 的 と す る コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス の育 成 に も 力 を 入れ て い

る O

〔叛神 ・ 淡路大震災記念プロ ジ ェ ク ト 〕

大震災の体験か ら 、 世界 に 向 け て情報発信 を 行 う た め の セ ン タ ー を 創造 し よ う と い う プ

ロ ジ ェ ク ト 。 実施事業 と し て 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 に ス ー パ ー コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー

の 整備 、 神戸大学 に マ ル チ メ デ ィ ア 関連 の 大学 院 の 設置、 マ ル チ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 制御 な ど

の 技術開発、 CATV を 利用 し たパ イ ロ ッ ト タ ウ ン な どの実証実験があ げ ら れ て い る 。 ま た 、

97年12 月 26 日 、 九時阪神 ・ 淡路大震災記念協 会J が設立 さ れ た 。 ア メ リ カ の ス ミ ソ ニ ア ン

協 会 を モ デル と し 、 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想、 20世紀博物館群構想、 な ど

の 具体化 を 検討す る 。

8 . γ復興支援工場」 が穣働始 め る
阪神 ・ 淡路大震災で工場が被災 し た 中小製造業者向 け に 、 神 戸市が兵庫区 和 田 山通 に 建

設 し て い た 「復興支援工場」 が完成 し 、 何年 5 月 初め 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業 者 な ど 6 社が

操業 を 始 め た 。 こ の あ と 機械金属加工 な ど44杜の 入居が予定 さ れて い た。
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工場 は 一期分 と し て 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 5 階建 て 二棟、 延べ床面積 l 万800m2o 72m2 ご

と のユ ニ ッ ト に仕切 ら れ、 必 要 に 応 じ て複数のユニ ッ ト も 借 り ら れ る O 敷 金 は 不要で、 賃

貸料 も 民間 よ り 2 割方安い。 震災 を 機 に誕生 し た全国で も 例 の な い公営の 大規模賃貸工場

で、 被災 中小企業の謹興 を 図 る 拠点 と し て の役割が期待 さ れて い る O

被災中小企業 を 取 り 巻 く 経営環境 は厳 し く 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズや機械金 属 業者 な どの 中

に は 、 震災の後遺症 と 長百 | く 不 況 の ダ ブル パ ン チ で売 と 高 が ま だ半分程度 し か 回復 し て い

な い所 も 多 い 。 こ う し た 業者 に と っ て 、 民 間 に 比べ好条件の公営貸工場 は 福 音であ り 、 真

新 し い 工場 は 従業員 と も ど も 、 心機一転 し て 出 直す き っ か け に も な る O

神戸市 は 2000年 ま で に 同 じ 敷地 内 に あ と 3 棟 を 建設、 合 わ せ て 200杜 に 貸工場の提供 を

計画 し て い る O 契約期 間 は 5 年。 最長15年 ま で入居可能 だが、 こ こ を “ 踏み込み台" と し

て 一 日 も 早 い 巣立 ち が望 ま れ る O

〈参考文献 〉
「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の実態 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査結果J (98年11 月 調査) 阪神 ・ 淡路産業復

輿教進機構 1 999年 2 月
「復興カ ル テ 99J 神戸市震災復興本部 1999年 3 月
「兵庫県内被災地域 に お け る 産業の復旧 ・ 復興状況等 に つ い て 」 兵庫県商工部資料 1999年 9 月 28 日
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f-二節 神戸港
1 . 震災か ら 現在 ま で

神戸港は95年 1 月 17 日 、 阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 壊滅的 な 被害 を 受 け 、 そ の機能停止 は

市民生活 の み な ら ず、 国 内外の物流 ・ 産業活動 に 多大 な 影響 を 及 ぼ し た 。

t:J、来、 港湾機能 の 早期 回復、 復興 を 図 る た め 、 お お む ね96年度末 を め ど に 優先順位 を 定

め て 、 効率的 な 復 旧 が行 わ れ た 。 ま た 、 単 に元の姿 に戻す だ け で な く 、 摩耶ふ頭、 兵庫突

堤、 新j巷突堤東地区 の既設ふ頭 に つ い て 、 再開発計画 に 沿 っ た形で災害復 旧 と 港湾施設の

整備が進め ら れた 。

震災時 に は 、 既設突堤 l習 の 埋め 立 て や 六 甲 ア イ ラ ン ド南 の す日の理立地 を 利用 し た ガ レ

キ 処分 も 行 わ れ、 港湾が市街地の復旧 に役立つ こ と と な っ た 。 こ の結果、 摩耶ふ頭第 1 ・

第 3 突堤 聞 は 97年 4 月 に 、 兵f京ふ頭第 1 . 第 2 突堤関 は 同年10月 に 、 新港東ふ頭 第 5 . 第

6 突堤 間 は 同年 1 1 月 に 、 さ ら に新港東ふ頭第 6 ・ 第 8 突堤 聞 は98年 7 月 に 埋 め 立 て ら れ た。

2 . 活況回復、 ほ ど 遠 く
97年 3 月 末 に は 、 神戸港の主要 な 施設の毎 !日 を 終え 、 同 年 5 月 、 完全復興 を 国の 内外 に

(表 2 ) 神戸港入港船舶数 ( 単位 隻 - 万 ト ン % )  

it入港数 タト 航 船 内 航 船
年 月 i 隻 数 ; 総 ト ン 数 隻 霊文 総 ト ン 数 隻 数 総 ト ン 数
1994年 87 ， 708 30 ， 344 11 10 ， 836 1 6 ， 485 i 76 ， 872 13 ， 859 

i 1 995年 70 ， 184 17 ， 326 6 ， 833 9 、 654 63 . 351 7 ， 672 
1996年 81 ， 663 27 ， 392 8 ， 880 1 4 ， 424 72 ， 783 1 2 ， 968 
1997年 ; 82 ， 698 29 ， 0 13 i 8 ， 874 i 14 ， 993 73 ， 824 14 ， 020 
1 998年 55 ， 226 22 ， 663 8 ， 385 1 14 ， 472 46 ， 841 8 ， 191  

(前年比) (66 . 8) (78 . 1 ) (94 . 5) ( 96 . 5) (63 . 4 )  (58 . 4 )  
1 月 6 、 424 2 ， 218 637 1 ， 14 1  5 ， 787 I 、 076
2 月 6 ， 1 75 2 ， 173 63 1 1 ，  1 59 、 544
3 月 i 6 ， 810 2 ， 347 i 734 1 ， 236 ! 6 ， 074 1 ，  1 1 1  
4 月 4 守 432 1 ， 819 693 1 ，  187 3 ， 739 661 
5 月 3 、 百07 ， 764 680 1 ， 180 3 ， 227 584 
6 月 3 ， 9:)2 I 、 736 709 1 ， 222 3 ， 223 5 1 3  
7 JJ  4 ， 041 1 ， 859 735 1 ， 269 3 ， 306 590 
8 fJ 3 ， 879 1 ， 795 688 l i53 ; 3 ， 1 9 1 642 
9 月 ! 3 ， 752 725 1 ， 250 3 、 027 502 
10月 4 ， 003 1 ， 706 726 i 、 217 3 ， 277 489 

づ 3 ， 841 1 ， 648 677 1 ， 154 3 ， 164 494 
4 ， 030 1 ， 815 750 1 ， 303 ， 280 

神戸港大観か ら 作成 (t\& ト ン 数は万以 F 4 捨 5 入)
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宣言 し た 。 港湾施設の整備 に 関 し て は 、 大型 コ ン テ ナ船の

接岸 を 可能 に す る 水深15 m の 岸壁 の 建設 な ど、 震災前 を 上

回 る 対策 が と ら れた 。

98年の 統計数値でみ る と 、 神戸港の港勢は 、 マザー ポ ー

ト と し て の基準数舘であ る 外貿 コ ン テ ナ ト ラ ン シ ッ プ (積

み 替 え ) 貨物最が260万3 ， 000 t 、 前年比102 . 7% で前 の 年

を 上 同 り 、 ま た 、 内航 フ ィ ー ダ ー (神戸 な ど主要港か ら 門

可 、 広 島 、 高松 な ど支線港 へ の 海 上輸送) 貨物量 も 228万

2 ， 000 t と 前年 に 比べ154 . 5% と 大 き く 上回 り 、 神戸港 の 中

継機能 回復 の 兆 と 関係者 を 喜 ばせ た 。

し か し 、 総入港隻数 と 総取扱貨物最 は 、 日 本 国 内 の不況

に 加 え 、 主要取引 地域であ る ア ジ ア の経済の停滞、 さ ら に

4 月 の 明石海峡大橋の 開 通 に伴 う フ ェ リ ー ボ ー ト の撤退、

減 便 な どが大 き く 影響 し 、 総入港隻数は 5 万5 ， 226隻、 前

年比33 . 2 % 減、 総 ト ン 数で も 2 億2 ， 663万総 ト ン 、 同21 . 9 %

減 と な っ て い る 。

内 訳 を み る と 、 外航船 の 入 港 隻 数 は 8 ， 385 隻 (前 年 比

例 . 5% ) 、 総 ト ン 数は 1 億4 ， 472万総 ト ン ( 問 96 . 5% ) と い

ずれ も 前 年 を 僅か に 下 回 っ た 。 品方、 内抗船 は 、 フ ェ I} ー

の 激減 で 4 万6 ， 84 1 隻 ( 同 63 .4 % ) 、 総 ト ン 数8 ， 19 1万総 ト

ン ( 同58 . 4 % ) と 前年 を 大 き く 下 回 っ た 。 (表 2 ) 

フ ェ リ ー は 、 明石海峡大橋の 開通 (98年 4 月 ) に伴 う 航

路再編成 に よ り 開 通 時 で 14 杭 路 が廃 止 さ れ、 神 戸 港発着

フ ェ リ ー の 大幅減使で、 入港隻 数 は 1 万3 ， l3 1隻、 前年比

39 . 3 % 、 総 ト ン 数6 ， 259万総 ト ン 、 同 52 . 4 % と な っ た 。 フ ェ

リ ー の 入港 隻 数 の 動 き は (表 3 ) の と お り で、 開 通 時 の 4

(表 3 ) 神戸港入港の フ ェ リ ー ボ ー ト

(単位 隻 ・ h ト ン ・ % )

年 月 笠 数 総 ト ン 数
1994年 35 . 806 1 1 ， 703 
1 995{fó 26 ， 493 6 ， 303 
1 9961j三 32 ， 433 1 0 ， 997 ト一一一
19971ド 33 、 436 1 1 ， 952 

l 月 2 ， 866 1 ， 008 
2 月 2 ， 617 908 
3 月 2 ， 855 1 ， 008 ト; 一一4一一

月 2 . 8 1 0  1 ， 018 
5 月 2 守 932 1 ， 051  
6 月 2 ， 631 936 
7 月 2 . 878 1 ， 055 
8 月 3 ， 023 1 ， 130 
9 月 2 、 638 928 
10月 2 . 778 I 980 
1 1 月 2 ， 626 947 
1 2月 2 ， 782 985 

ω98年 ; 1 3 ， 131 6 ， 259 
( 前年比) (39 . 3) (52 . 4) 

1 月 j 2 ， 765 963 
2 月 2 ， 462 859 
3 月 2 守 705 I 938 
4 月 924 488 
S fi  6 ] 6  411 
6 JJ  554 362 
7 Fl  636 432 
8 JJ 703 493 
9 月 498 336 
10月 れ

4
4

2

2

0
引

引

3 1 4  
]] 月 329 
1 2月 33 1  

月 に は 前の 3 月 の約 3 分の l の924隻 と な り 、 10月 に は410 神戸港大観か ら 作成 (万 ト ン 以

隻 と 前年 同 月 に 比べ僅か14 . 8% と い う 激変ぷ り だ、 っ た 。 た パ 捨 5 入)

だ し 総 ト ン 数でみ る と 4 月 は 前年 同 月 比で約半分の47 . 9% 、

10月 は32 . 0% で比率では隻数の比率 よ り 大 き い 。 こ れは 近距離の小関 フ ェ リ ー が多 く 姿 を

消 し 、 遠距離航路の大型 フ ェ リ ー が残 っ た こ と を 示 し て い る 。

99年 4 月 現在 で 、 本州、1 1四 国 連絡橋 の供用 に 伴 う 杭路の 再編成状況 は ( 表 引 の と お り で

あ る 。

な お 、 ブ エ リ ー に 関 し て は大震災直後、 す断 さ れ た 陸上交通 の代詩機能 を 果 た し た こ と

は記録に と どめ た い。 神戸 大阪 を 中心 に計17の 臨 時航路が開設 さ れ、 定期航路の 高速船
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(表 4 ) 本州四国遼絡橋の供用 に伴 う 航路再編成状況

架

\\

橋
\

\
区

\
子 供 用 開 始 航路の廃止 航路規模の縮小

航路数 事業者数 航路数 事業者数
国 島 大 f誇 831['-12月 5 戸ひ 3 3 

大 月号 F守 橋 85年 6 月 i 4 3 

伯 方 ・ 大 島 大 橋 i 88年 1 月 7 4 

児島 ・ 坂出 ル ー ト 88年 4 月 8 7 9 9 
守お 口 炉問 91年12月 2 2 2 

明 石 海 峡 大 橋 98年 4 月 16 1 1  7 7 

新 尾 道 大 矯 等 99年 5 月 10 9 10 
運輸省 海 ヒ交通局調べ

も 動員 さ れ て 通勤 客 や 支援物資 を 運ぶ 人 た ち の足 と な っ た 。 7 カ 月 後の 8 月 末、 全航路が

閉鎖 さ れ る ま で、 に 延べ約64万人が利用 し た と い わ れて い る O

3 . 取 り 扱い貨物量の動 き
総取 り 扱い貨物量 は 、 外貿貨物3 ， 898万 t (前年比93 . 0% ) 、 l材質貨物6 ， 107万 t ( 同 57 . 7 % )

で、 6 割 に ダ ウ ン 、 神戸港全体で I 億 5 万 t ( 同 67 . 7 % ) と な り 、 前年の 園 内 5 大港 の l

位 か ら 名 寄屋 、 横 浜 に 次 ぐ 3 位 に転落 し た 。 震災前の例年 に 比べ る と 外貿 で70 . 6 % 、 内 貿

が52 . 8% 、 神 戸港全体で は 58 . 5% と い う 落 ち 込み よ う で、 ハ ー ド面の復興 に 対 し 内実が伴 っ

て い な い 。 (表 5 ) 

(表 5 ) 神戸港取扱貨物量

年 月 総耳見抜最

1994年 1 7 ， 100 
1995年 9 ， 1 70 
1996年 j 1 3 ， 552 1 1 
1997年 14 、 777
1998年 10 ， 005 

(前年比) (67 ， 7 )  
l 月 1 . 079 I i  
2 月 1 ， 070 
3 月 1 . 241 
4 月 821 
5 月 707 
6 月 723 
7 月 746 
8 月 695 
9 月 720 
10月 737 
1 1 月 678 i 
1 2月 ; 788 
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事前 移 出

7 ， 877 
4 ， 055 
5 ， 972 
6 ， 660 
4 ， 421 

(66 . 4) 
472 
484 
554 
366 
307 
321 
333 
303 1 
320 
327 
292 
341 

輸 移 入

9 ， 223 
5， ] 1 5  
7 ， 580 
8 ， 1 1 7 1 
5 ， 584 

(68 . 8) 
607 
587 
686 
455 
400 
402 
413  
392 i 
400 
410 
385 
447 

(単位 万 ト ン ・ % )

外 貿 貨 物 内 貿 貨 物
言十 輸 出 輸 入 移 出 移 入
5 ， 523 2 ， 586 2 . 937 1 1 ， 577 5 ， 29 \  6 ， 286 
2 、 938 1 ， 351 1 ， 587 6 ， 232 2 ， 704 3 ， 528 
1 ， 21 6  1 ， 890 2 ， 326 9 ， 336 4 ， 082 5 ， 253 
4 ， 19 1  1 ， 908 2 ， 283 1 0 ， 586 4 ， 752 5 ， 834 
3 ， 898 1 . 834 2 ， 064 6 ， 1 07 2 ， 587 3 ， 52 1  

(93 . 0) (96 . 1 )  (90 . 4) (57 . 7) (54 . 4) (60 ， 3 )  
287 123 1 64 793 349 443 
277 131 146 793 353 4 40 
339 ! 159 180 902 396 506 
338 159 483 207 276 
313 145 168 394 162 232 
335 1 6 1  1 74 388 160 228 
331 I 1 60 17 1  415  1 73 243 
298 142 1 56 397 161  236 
347 170 1 78 i 373 15 1  222 
349 169 180 I 388 1 59 229 
308 142 165 1 370 1 50 220 
376 173 202 412 1 68 245 
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ま た 、 神 戸 税 関 が発表 し た98年 の 神 戸 港 の 貿 易 概 況 に よ る と 、 輸出 入 総 額 は 6 兆8 ， 601

龍 円 で前年 に比べ5 . 6% 減少 し て い る 。 国 内 の 消費不振 に伴い輸入が大幅 に 落 ち 込 ん だ ほ か 、

ア ジ ア 経済 の 混迷 を 受 け て輪出面で も 打撃 を 受 け た た め だ。

総輸出 入額 の 減少 は 、 震災で貿易量が大幅 に 落 ち 込ん だ95年以来、 3 年ぶ り の マ イ ナ ス O

97年 に 震災需 の 水準 に 回復 し た ばか り だ っ た が、 輸 出 、 輸入がそ れぞれ 同 3 . 9 % 、 同8 . 7%

減 っ た た め 、 再 び震災前の水準 を 割 り 込 ん だ。

全国 シ ェ ア で み る と 、 神 戸 港 は 例年 に 10 . 4% を 占 め て い た が、 95年 に は 震災で5 . 9% に

務 ち 込み 、 そ の 後 も 3 年連続で7 . 9% に と ど ま っ て い る 。

神戸港 を 管理 し て い る 神戸市 で は 、 神戸寄港 を 促進す る た め 、 す で に 水先人I口]乗が必 要

な 船舶 の 大 き さ の 基準 を 緩和 し 、 港湾施設使用料 の 減額見宜 し 、 FAX に よ る 出 入港手続

き の 簡素化、 岸擢使用 許可 申 請 な どの改革 を 進め て い る O

港湾使用料の減額 は 、 98年 7 月 か ら 神戸 港 に 初 入港す る 外航船の入港料 と 岸喰使用 料が

無料 に な っ た 。 総 ト ン 数 1 ト ン 当 た り 2 . 7円 の 入港料 と 12時間 ま で ト ン 当 た り 10 . 05 円 の 岸

壁使用 料 を 無料 に し外航船の呼び戻 し を 図 ろ う と い う ね ら い ο

こ う し た結果、 中 国 の 大連や香港、 韓 国 の仁 川 と を 結ぶ 4 航路が新設 さ れ、 大手船会社:

の航路再編で大阪 と 神戸 に あ っ た 寄港地 を神戸 に 集 約 し た ケ ー ス も あ っ た 。 981'1ニ l 年 間 で

8 航路が増 え て航路数は 1850 震災前 の 180 よ り 増 え て い る 。

ま た 、 神戸市で は神戸港の “売 り 込み" に 力 を 入れ て お り 、 誘致推進諜 を 新設 し た ほ か

海外へ も ボ ー ト セ ー ル ス の ミ ッ シ ョ ン 派遣 な ど努力 を 重ね て い る 。 海外の 港湾関係者 の 中

に は 「あ ん な 被害 で は 、 再建 に 4 、 5 年 か か る の が世 界 の 常識」 な ど完 全復 旧 が 十分 に

PE さ れて い な い面 も あ っ た 。 こ う し た誤解 を 解 く た め 、 国 際港湾関 係 の 会議の機会 を と

ら え て復興の説明会 を 開 い た り 、 職員 を 海外十数 カ 国 に 派遣 し PE を 続 け て き た 。

ポ ー ト セ ー ル ス ミ ッ シ ョ ン は 、 神戸港への船舶 と 貨物 の 誘致 を 目 的 と し た も の で、 毎年

2 回 の 実施 を 予定 し て い る 。 神戸市、 神戸港埠頭公社、 神戸港振興協 会 の 三者の ほ か船会

社 、 港運、 倉庫 な ど民跨代表 を も 交 え た組織で、 現地で は港湾関係者 と の意見交換や胞設

の視察、 セ ミ ナ ー の 開 催 な どで神戸港の ア ビ ー ル に努め て い る 。 な お 、 99年 に は 7 月 に東

南 ア ジ ア 、 1 1 月 に オ セ ア ニ ア (豪州 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ) に 派遣 、 今後 も 東甫 ア ジ ア を 中

心 に北米、 ヨ ー ロ ッ パへ の 派遣 を 予定 し て い る 。

十 世界 の 中 の神戸港ー そ の実態
運輸省 は 99年 7 月 初 日 、 「 行 本海運の現況」 と 題す る 海道 自 書 を 発表 し た 。 そ の Iゃ か ら

神戸港が関連す る 主 な 事項 を み る と

〔格段に遣 う コ ン テ ナ貨物取扱量の伸び〕

日 本の港湾での コ ン テ ナ貨物取扱量の伸 びが、 香港、 シ ン ガポ ー ル な ど ア ジ ア 各同の港湾

に比べて著 し く 低 く 、 ア ジ ア での地位が相対的 に低下 し て い る こ と が明 ら か に な っ て い る 。
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ア ジ ア で最 も 取扱 量 の 伸 びが大 き か っ た の は シ ン ガ ポ ー ル 港 で 、 86年 の 220万個 (20

フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算) か ら 、 97年 は 1 ， 4 12万個 ( 同 ) と 約6 . 4倍の伸 び を 示 し 、 香港 も 5 . 2

倍の伸 び。 こ れ に対 し 日 本の横浜港 は 1 . 8倍、 神 戸 は1 . ] 倍 と ア ジ ア 諸港 に 大差 を あ け ら れ

て い る 。 ( 図 l 、 表 6 ) 

図 1 勢力 を 拡大 す る 近隣アジア諸港 ( コ ン テ ナ取扱最の推移)
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(表 6 ) 

亡ごコ 1986年
1997年

l自 釜
111 

横

i兵

神シンガポiル
雄 p 

コ ン テ ナ の俄数は20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算。 コ ン テ ナ数 (千個) 伸 び (倍)

神 戸 な ど 日 本 の 港の地位の低下 の 原 因 は①ア ジ ア 諸国 の 海上貨物の量が 日 本 に比べ て 飛

躍 的 に 増 え て い る ② 日 本の港湾が香港 を 除 く ア ジ ア の港湾 に よじべ利用料が高 い③他 国 の 港

湾荷役が24 時 間 体制 で 行 わ れ て い る が、 日 本で は荷役時 間 に 制 限があ る こ と ー な どがあ げ

ら れて い る O

〔航路再編に よ る 寄港数の変化一 日 本お よ びア ジ ア諸国〕

外航船舶 の 寄港航路数が、 神戸港は じ め東京港、 横浜港 な ど 日 本の港で大幅 に 減 る 一方、

シ ン ガ ポ ー ル な ど ア ジ ア 各 国 の港で伸 びる と い う 船の “ 日 本飛 ば し " が 目 立 っ て き て い る 。

東京、 横浜、 清水、 名 古屋、 大阪、 神戸、 博多の 7 港 に 寄港す る 外航船舶航路数は 、 87

年 の 107 か ら 98年 に は82 に ま で減少 し 、 神 戸 が12減、 東京が 7 減で、 名 古 屋 の 3 増 を 除 く

6 港で一様 に 減 っ て い る 。
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こ れ に 対 し 、 香港、 シ ン ガ ポ ー ル 、 塩 田 ( 中 国) 、 釜 山 ( 韓 国 ) な ど ア ジ ア 7 港 に 寄 港

す る 航路 数 は 、 87年の63か ら 98年 に は 1 12 ま で伸 ぴて い る O シ ン ガポ ー ル が1 3増 、 塩 出 が12

増 で釜 山 の 3 減 を 除 く 6 港で増加 し た 。 合計で は ア ジ ア 諸国が49増 に対 し 日 本 は25減 と い

う 際立 っ た 違い を みせ て い る 。 (表 7 、 8 ) 

(表 7 ・ 日 本) 航路再編に よ る 寄港数の変化 ( 1ヨ 本お よ びア ジ ア諸国)

東京 横浜 ; 清水
87年
北 米 18 16  5 
欧 ナ1'1 5 1 2 

計 23 17  7 
9時
北 米 14 16 6 
F大 リ刊 3 4 3 
f仁》1、 1 7  20 9 
98"1' 
jヒ 米 1 1  2 
宮大 リ十i 3 2 3 

tコ込 言f 1 6  1 3  5 1 
87年 と 98{j三 ム7 ム4 ム2
の比較

(表 8 ア ジ ア 諸国)

87年
基隆 l 香i巷 ン 〆 ガポーIc

3 
6 
9 

8 
1 1  
1 9  

9 
13 
22 

13 

名 古屋 大阪 神戸 I専多 合計

14 2 32 4 91 
2 I 5 O 16  

16  3 37 107 

1 7  。 29 4 86 
4 1 6 。 2 1  

21 l 35 4 107 

1 5  。 20 2 63 
4 。 5 2 1 9  

19 。 ; 25 4 82 

3 ム12 O ム25

仁わ 00 ! 釜 山 ; 合計
上海 青島 | 塩田

。 。 。 7 44 
。 。 。 4 1 9  
O 。 。 1 1  63 

。 。 。 7 53 
。 。 。 4 33 
。 。 。 1 1  

3 2 8 4 
4 

1 2  8 

3 12 ム3

運輪省 で は 、 こ う し た 日 本飛 ば し 対策 と し て 、 訟組 の大型化 に 合 わ せ た 国際j毎上 コ ン テ

ナ タ ー ミ ナ ル の 整備 、 港湾諸手続 き の EDI 化 (電子情報処理) に よ る ペ ー パ ー レ ス 化や

一元化、 港湾運送事業の規制緩和 な ど を 進め る こ と に し て い る O
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5 . コ ン テ ナ取扱量 ラ ン キ ン グ
66年 に 世界最初 の 国 際海上 コ ン テ ナ輸送が開始 さ れて か ら 30年余、 そ の荷 役効率が極め

て 高 い こ と か ら 、 今や わ が 国 の海上輸送で外貿定期貨物量 (重量ベ ー ス ) の 約 9 割 を 占 め

る ま で、 に 主 っ て い る 。 ま た 、 日 本の 海上貿易額の42 . 7% (97年) が コ ン テ ナ に よ る 貿易 と

な っ て い る 。

定期 コ ン テ ナ 船の ア ジ ア 発 3 航路 (北米、 欧州 、 ア ジ ア 域 内 ) で 、 97年 に は 世界の コ ン

テ ナ 海上荷動 量の60% を 占 め て お り 、 こ の割合 は 、 90年が50% 、 94年が54 % 、 96年が57%

と 着実 に増加 し て き て い る 。 ま た 、 何年の コ ン テ ナ取扱量 を み る と ア ジ ア の 港湾の取扱量

が 世界全体の約40% を 占 め 、 港湾 ご と の取扱量で も ア ジ ア の 港湾が世界の 上位20位 の 中 に

9 港含 ま れて い る 。 参考 ま で に 98年の 寂扱量 ラ ン キ ン グ を (表 9 ) で ま と め た 。

(表 9 ) 世界の港湾の コ ンテナ取扱量 ラ ン キ ン ク

港 湾 名 85年順位 90年順位 95年順1jJ: 98年111111立 98:9�取扱長
(千億)

シ ン カ、 ボ ー ル 6 1 I 2 j i 
香 港 3 2 2 14 . 650 
主「主ワ 』議 4 4 3 3 6 . 271 
ロ ァ テ ル ダ ム 3 4 4 6 . 032 
主ふ主J、 山 1 2  6 5 b 5 . 753 
ロ ン グ日 ピ ー 子 7 12  7 6 1 4 . 098 
ハ ン フ、 ル グ 10 8 6 7 3 . 550 
ロ サ ン ゼル ス 13 7 9 8 3 . 378 
ア ン ト ワ ブ。 8 1 14 10 9 3 . 266  
上 海 19  10 3 . 066 

i デユ パ イ 14  1 1  2 . 800 
ブ ェ リ ク ス ス ト ゥ 18 15 12 2 . 500 
ニ ュ ー ヨ ー ク 2 9 1 1  1 3  2 . 450 
東 王日 14 13 12 14 2 . 150 
本黄 浜 9 1 1  8 15  2 守 200

1 6  2 . 126 
1 7  2 ， 087 
18 1 1 . 992 

1 . 898 
20 1 . 826 

偶数は20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算。 千11ú1未満 4 拾 5 入

6 . 神戸港復興計爾の基本方針
神戸港の復興計画 は 、 95年 4 月 に 「ネ�1戸港復興計画委員 会報告書」 が ま と め ら れ、 次の

よ う な 基本方針が出 さ れて い る O

[基本方針]

① 「神戸港港湾計画」 を 基 に 、 2005年 を 目 襟 に震 災 を 乗 り 越 え た21世紀 の 新た な 港づ く

420 第七平é e 産業 ・ 緩庁j



り を め ざす 。

②復興優先順位 を 定 め 、 重点整備 に よ る 早期復興 を 図 る O

③災害 に 強 い都市づ く り の た め 、 災害 に 強 い 「 防災港湾J づ く り を め ざす 。

④市街地の復興 に資す る 計画 と す る 。

[護興計画の概嬰]

①震災 を 乗 り 越 え た '21世紀の ア ジ ア の マ ザー ポ ー ト J づ く り b わ が 国 を代表す る 国

際貿易港、 ア ジ ア の マ ザ ー ポ ー ト と し て 、 震災 を 乗 り 越 え 、 さ ら な る 国際競争力 の 向 上 を

め ざ し て 、 港湾施設の拡充 ・ 強化 を 図 る b 西 日 本経済圏 の物流拠点お よ び海上交通拠点 と

し て 、 震災前以上の港湾機龍拡充 を 国 る O

②神戸 の 産業復興 に資す る 港づ く り b 人、 物 、 情報の総合的 な 交流拠点 を め ざす b 新

た な 産業 の 発展 を 図 る O

③ 「神 戸 の魅力」 再 生 に 資す る 港づ く り b 都市 と 調和 し た豊かで快適 な 生活空間 と な

る ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト を 整備 す る b 安全で、魅力 あ る 港湾環境 を 創 造す る 。

④震災の教訓 を 生 か し た 、 災害 に 強 い 「 防 災港湾」 づ く り b 災害 に 強 い港湾づ く り b

「安全都市」 づ く り に 資す る 港づ く り O

⑤震災後の現状 に 立脚 し た 、 新 た な 港づ く り b 港湾 の 再 開 発 b 利用 者 の た め の港づ く

り b 市街地の復興 と の調和。

〈参考文献〉
「神戸港J No462、 463、 464 、 465、 467、 469、 47 1 神戸港振興協会 1999年 2 月 一 12 月
「統計 神戸港J No80、 90 神戸市港湾整備局 1999年 6 月 、 9 月
「神戸港大観- 1998年港湾統計」 神戸市港湾整備局 1999年 6 月
「兵庫県内被災地 に お け る 産業の復旧 ・ 復興状況等 に つ い て」 兵庫県商工部 1999if' 9 月 犯 行
「兵庫経済J No61 兵庫経済研究所 1998年10月
「 日 本海運 の 現況J 1998年版 運輸省海上交通局 1998年 7 月
「 日 本海運の現況J 1999年版 運輸省 海 ヒ交通局 1999年 7 月
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| 第三節 観光

1 . 客の入込数が過去最高 と な る O
〔海棋大橋 と γv ド ラ マ効果〕

98年 度 の 兵庫 県 下 の 観光 は 、 明石海峡大橋の供用 開始、 NHK の大河 ド ラ マ 「元禄瞭乱」

の 放 映 な どか ら 、 県下観光地へ の総入込数 は 、 過去最高 の 1 億2 ， 713万人 に の ぼ り 、 前 年

に 比べ2 ， 071万人 ( 19 ， 5 % ) の 増加 と な っ た。 但馬地域が瀬戸内側 に 客 を と ら れ減少 と な っ

た も の の神 戸 、 阪神 間 は じ め播磨、 丹波、 淡路の 各地で増加。 と く に 淡路 は 明 石 海峡大橋

の 開通効果、 西播磨 は NHK の大河 ド ラ マ の放映効 果 に よ る と こ ろ が大 き か っ た 。

地域別 の 入込数の動 き は次の と お り 。

神戸地域 総数 は2 ， 513万人で前年度比10 . 7 % の増加。 明 石海峡大橋 の 開 通 に 伴 い 、 関

連施設への来場者が増 え た 。 既存の施設 で は と く に 臼 立 っ た動 き は な か っ た が、 北野地区

で は98年 7 月 に は 「北野工房 の ま ち 」 が オ ー プ ン 、 98年度 の 入込数 は 166万 人 、 前年度比

で31 . 7% と 大幅 に 上 回 っ た 。

阪神地域 総人込数は3 ， 019万人で前年震 よ り 87万人 ( 3 % ) の増加。 回復傾向が強 ま っ

て い る も の の い ま だ震災前 の 水準 (93年度3 ， 165万人) に は達 し て い な い。 98年 4 月 に新

規 オ ー プ ン し た尼崎の 「 キ リ ン ガー デ ン コ ミ ュ ニ テ イ 」 が82万 人 の 客 を 集 め 、 公園 ・ 遊 園

地への観光客の 増 加 (24 ， 2 % 増 ) に 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 ま た 、 ま つ り 関係が 8 % 前

年度 を 上 回 っ た の は 、 芦屋、 西宮両市の さ く ら ま つ り が好天 に 恵 ま れ多 く の 客 が訪 れ た た

め であ る 。

東播地域 総入込数 は 、 1 ， 990万人。 前年度比76万人 (3 ， 9% ) 増 え て い る 。 明石 ・ 大蔵

海岸の完成 や 明 石 海峡大橋 の 開 通 に よ る も の と 思 わ れ る O

西播磨地域 総入込数は 1 ， 498万 人で前年度 に 比べ101 万 人 (7 . 2% ) の 増 加 。 前年度が

不 況 や 天候不順 な ど の 影響で入込数が減 っ て い た が、 98年度 は NHK の大河 ド ラ マ 「元禄

糠乱」 の放映効果 や 明 石 海峡大橋 開 通 の波及効果 な どか ら 増加 し た。

1.ê篤地域 総入込数 は 1 ， 000万 人 で 、 同 12万人 ( 1 . 2% ) 減 っ た 。 正 月 以 降 、 豊富 な 積雪

に 恵 ま れ、 ス キ ー 容 は大幅 に増 え た も の の 、 明 石海峡大橋方面への観光客 の シ フ ト が響 い

て 、 全体の 入込減 に つ な がっ た 。

丹波地域 総入込数 は397万人。 前年度比 3 万人 (0 ， 7% ) の 増 で 、 3 年連続で過去最高

の 入込数 と な っ た 。 と く に 目 的 別 で 、 篠 山 町 の 城跡や青垣町の 「丹波布伝承館」 な ど遺 ( 史 )

跡観賞の50 . 6 % 増 が 日 立 っ た 。

淡路地域 総入込数 は 2 ， 298万 人 で 、 前年度 に 比べ 3 倍以上 の大幅 な 増加 だ っ た。 明 石

海峡大橋の 開 通 や 新 し い 観光施設の オ ー プ ン 、 リ ニ ュ ー ア ル な ど観光ス ポ ッ ト が増加 し た

た め であ る 。 中 で も 「野島断層 保存館」 の オ ー プ ン や既存施設の大幅 な 増加 に よ り 、 施設

見学は前年度の 7 倍、 551万人 と 目 的別 で ト ッ プ と な っ た 。
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全 県 の 総 入 込数 に 占 め る 各地域の シ ェ ア は 、 阪神 が も っ と も 多 く 23 . 7 % 。 次 い で、神戸

19 . 8% 、 淡路18 . 1 % 、 東播磨15 . 6 % 、 西播磨1 1 . 8 % 。 但馬7 . 9 % 、 丹波3 . 1 % 。 淡路が架橋

効果 に よ り 前年 の 6 位か ら 3 位 に と が っ て い る o ( 図 2 ) 

最近10年間の兵庫県下地域別観光客入込数の推移(図 2 ) 
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98 (年度)

被災地域lO市lO 町 に 限 っ て み る と 、 入込数は8 . 379万人で2 ， 006万人 (31 . 5 % )  

な り 、 震災前の 93年度の7 ， 256万人 を 1 ， 123万人 (15 . 5% ) 上 回 っ た 。

居住地別 で は 、 県外客が6 ， 126万 人 (構成比48 . 2% ) 、 県 内 客 が6 ， 587万 人 ( 同51 . 8% )

で前年度 に 比べ県外客の 比率がやや増加 し た 。

日 帰 り ・ 宿泊 の 別 で は 、 日 帰 り 客が 1 億976万人で前年度 よ り 1 ， 903万人 (21 . 0% ) の増

加。 宿 治 客 は 1 ， 737万 人 で !可 168万人 00 . 7% ) の増加 と な っ た 。 日 婦 り 客 と 宿泊 客の矯成
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比 は86 . 3対13 . 7で 、 日 帰 り 客が 8 割以上 を 占 め る 状況 は こ こ 10年間 を み て も 大 き な 変化 は

な く 、 兵庫県で は 日 帰 り 観光が主 に な っ て い る O

神戸 市 に つ い て も 同 じ こ と が言 え る O 観光客数の 回復 に も かか わ ら ず、 観光客の ほ と ん

どが近隣府県 か ら で遠来 の 客 が少 な く 、 つ れて神戸市内 の ホ テ ル の 客室稼働率 は 、 98年 に

は60-70 % と 低迷。 長 び く 不 況 の 影響か 「 ビ ジ ネ ス 呂 的 の宿泊客の増加 も 期待 で き そ う に

な い」 と い う O

2 . 観光施設の 完成棺次 ぐ
震災復興 と 街の 活性化 を 図 る た め の 観光施設が各地で完成 し 、 いずれ も 期待以上の 人気

を 博 し て い る O 明 石海峡大橋 の 開 通 は ま さ に ハ イ ラ イ ト と い え よ う O 主 な と こ ろ を 拾 っ て

み る 。

〔明石海峡大橋開通〕

98年 4 月 5 日 、 夢 の 架 け橋 と 言わ れ た 世界ーの ス パ ン 長 を 誇 る 「明石海峡大橋」 が完成 、

開通式典が行 わ れた 。 単 に観光施設 と 言 う に と ど ま ら ず、 ま さ に 国 家 的 プ ロ ジ ェ ク ト の完

成 で あ っ た 。

午後 5 時、 料金所 の ゲ ー ト が開 か れ る と 、 神戸、 淡路側 の双方か ら 待 ち 構 え た 車が一斉

に橋上 に 走 り 出 し 、 明石海峡 を ま た い だ約 4 kmの 大橋 を 渡 っ た 。 10年前の 瀬戸大橋 の 開 通

に 続 き 、 本州、i と 匝 国 間 の 2 本 日 の ル ー ト 「神戸淡路鳴 門 自 動車道」 が全線開 通 し 、 生活や

文化、 経済 に かか わ る 西 日 本交通網 の新 た な 動脈が動 き 出 し た 。

同 大橋 は 、 本州側 の神戸市垂水区東舞子前 と 淡路 島 の津名 郡淡路ßlJ松杭 を 結ぶ 。 主塔 と

主塔の距離の 1 ， 991 m ( 当 初 の 予 定 は 1 ， 990 m 、 地震の影響で 1 m 伸 び、た ) を 含み 全長約 4 kmo 

88年 5 月 に着工、 建設費 は約5 ， 000億 円 。 ル ー ト 全線 で は 約 l 兆3 ， 600億円 と い う 巨大 な も

の だ っ た 。

1940年 ( 昭 和 1 5 年) 、 当 時 の神戸市長 ・ 原 口 忠次郎氏が構想、 を 発表 し て か ら 60年、 神戸

市が架橋の調査費 を計上 し て か ら で も 約40年の 歳 月 を 経 て の完成で あ る 。途 中 、 石油 シ ョ ッ

ク に よ る 総需 要抑制の あ お り を 受 け て 、 着工式典 を 数 日 後 に し て急拠、 凍結、 延期 さ れ た

り 、 近 く は 95年 1 月 の大震災 に遭 遇 し 、 主塔基礎の 間 が約 1 m も 広 がっ た 。 構造体そ の も

の に は大 き な 被害 を 受 け る こ と な く 工事 を 続行 す る こ と がで き た 。

約10年 に わ た っ た 明 石 海蚊大橋の施工 に は 延べ約210万人、 ピ ー ク 時 に は 一 日 で約 千 人

が藍接架橋工事 に 携 わ っ た 。 こ の ほ か 大橋の建設 に かか わ っ た 人 は 数 え 切 れ な い ほ ど多 い 。

海峡大橋 は 、 こ れ ら の 人 々 の 知 力 、 技術力 、 創造力 、 技能が結集 さ れた金字塔であ る 。

な お 、 こ の 日 の 開通 で 、 大阪湾や瀬戸内 の12航路が向 日 の運航 を 最後 に 廃止 さ れ、 離職

者 は約1 ， 500人 にI二 り 、 再就職問題があ と に残 っ た 。

本四公団が99年 3 月 末現在で、 兵庫 、 香 川 、 徳 島 、 大阪、 高知、 愛媛等 の 各府県の離職

者1 ， 672人 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た と こ ろ に よ る と 、 回 答者942人の現状 は 「就職
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者J 378人 、 「離職 中J 564人 、 そ の う ち 「あ っ せ ん希望J 422人、 「あ っ せ ん を 希望 し な いJ

142人 と な っ て い る O

な お 、 兵庫県 内 の 離職者909 人 だ け でみ る と 、 そ の う ち 「就職者J 549人 、 「就職希望J 189 

人 、 「就職 を 希望 し な いJ 171 人 と な っ て い る o (99年 3 月 末現夜、 兵庫県土木部明 石海峡大橋旅零船

潤題対策室調べ)

3 . 暮 ら し 「 よ く な っ た 」 、 4 割 が 岡答
明 石 海峡大橋 の 開 通 を 神 戸 、 淡路、 徳 島 の住民が ど う 受 け止 め て い る か、 21 世紀 ひ ょ う

ご能造協会 と 神戸都市問題研究所が と く し ま 地域政策研究所 と 共 同 で ア ン ケ ー ト 調査 を

行 っ て い る O

調 査 は 、 98年10月 1 1 月 (徳 島 は 9 月 一 10 月 ) に 実施。 神戸 ( 明 石 、 三 木) 、 淡路 ( l

市10町) で2 ， 246人 ( 回 収率38 . 2 % ) 、 徳島県が9 ， 992人 ( 回 収率99 . 9% ) の 回答 を 得て い る O

ア ン ケ ー ト の結果 に よ る と 、 大橋開通が街や暮 ら し に 及 ぼ し た 影響 に つ い て 円か な り ・

や や ) よ し り と 答 え た の が神戸、 明 石 、 三木4 0 . 8% 、 淡路41 . 4 % 、 徳 島39 . 1 % 。 約 4 割が

生活 に 「 よ い影響があ っ たJ と 考 え 、 総 じ て 周 辺住民の 多 く が好感 を 抱い て い る こ と がわ

か っ た。 具体的 に は 、 神戸、 徳 島 は 「観光 ・ レ ジ ャ ー で行 け る と こ ろ が増 え たJ (神戸29 . 8 % 、

穂 島26 . 0 % ) が ト ッ プ。 淡路 は 「京販神地区 と 往来 し やす く な っ たJ (21 . 2 % ) 0 

「 開通後半年 で どれ く ら い の 人が大橋 を 渡 っ た か」 に つ い て は 、 神 戸 で66 %程度の人が

少 な く と も l 回以上渡 っ て お り 、 開通後 I 、 2 回 が圧倒 的 に 多 く 、 渡 っ た 人 の 92 . 7 % を 占

め て い る 。 淡路で は 、 84 %程度の人が 1 回 以上利用 し 、 月 に l 回 は利 用 す る と 答 え た の が

j度 っ た 人 の 約半分、 53 . 1 % だ っ た 。

ま た 、 目 的別 で は 、 観光 ・ レ ジ ャ ー が神戸で85 . 7 % と 圧倒 的 。 淡路で は 62 . 7% 、 そ の 他

友人 ・ 親戚 と の つ き 合い42 . 4 % 、 業務 ・ 仕事26 . 6% 、 家事 ・ 買 い物24 . 2% な ど 日 常的 な 利

用 も か な り 多 く な っ て い る 。

一方、 円 か な り ・ や や ) 悪 し り と い う 回答 は 、 神戸4 . 1 % 、 徳 島2 . 3% に 対 し 淡路 は 1 1 . 1 %

と 多 く な っ て い る O 具体的 に は 「近所 に 車が増 え たJ (神戸15 . 0% 、 徳 島 1 1 . 0% ) が ト ッ

プ だ っ た が、 淡路で は 「街の治安が悪 く な っ たJ (29 . 3 % ) や 「街が汚 く な っ たJ (6 . 8% )  

を 挙げる 人 が多 く 地域差がみ ら れた 。

4 . 観光画で は プ ラ ス 効果
徳島県が99年 3 月 、 県 内企業や住民 を 対象 に し た 明石海峡大橋の 開 通影響調査で は 、 ホ

テ ル ・ 旅 舘 の 6 1 . 7 % が 「宿泊者が開通前 に 比べ増加 し た J と 回答。 í 2 3 割増」 が42 . 6 %

と も っ と も 多 い が、 「 ほ ぼ 2 倍増」 も 8 . 5% に 上 り 、 観光面 で は い い結果が 日 立 っ て い た 。

ま た 、 洲本市 に よ る と 、 4 月 か ら 8 月 ま での 関 、 地元の 温泉街か ら 徴収 し た 入湯税は計

3 ， 660万 円 と 前年 同 期 の2 . 5倍 に 上 っ て い る 。 淡路の観光施設への 4 - 8 月 の 観光客入込数
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も 前年 同 期 の 約3 . 4倍 、 宿泊客数は 2 . 4倍 に 達 し て い る O

こ う し た 実情 を 受 け て洲本市の閥庖街で は 、 観光客 に 屈 の ト イ レ を 利用 し て も ら お う と

「市民 ト イ VJ が少 し ずつ増 え て お り 、 同 市商工会議所で、 は市街地活性化 委員 会 を 発足 さ

せ る な ど強 く 観光 を 意識 し た動 き を みせ て い る 。

5 . ホ テ ル 、 増新築 ラ ッ シ ュ
明石海峡大橋の 開 通 に 伴 い 、 遠方か ら の観光客 を 当 て込 ん だ ホ テ ル の 増 築 、 新築が大橋

周辺で相次 い で い る 。

「当 ホ テ ル か ら の 海峡大橋 の 眺望 が一番迫力 があ り ま す よ J o ]R 舞子駅 に 近 い 第 3 セ ク

タ ー の 「舞 子 ピ ラ 」 は PR に 余 念が な い 。 約 135億 円 を か け て 全面改装 し た 本館 は 、 5 階

建 て が14階建て と な っ た。 3 月 に 改装 を 終 え た 別館 を 含 め 客 室 は251室。 大 阪 湾 に面 し た

客室か ら 大橋の 眺 め を 堪能 で、 き る O

教会な どの婚礼施設 を 充実 さ せ室 内楽 ホ ー ル も 設 け る な ど観光以外の幅広 い 需要 に 応 え

る 施設 内容 と し て い る O

ま た 、 神戸市が整備 し て き た 集客施設 「 ア ジ ュ ー ル 舞子J 内 に完成 し た r 1) ゾー ト ホ テ

ル ・ ベ ル ー ラ J は部屋数23。 全室か ら 大橋 を 一望 に で き る の がセ ー ル ス ポ イ ン ト 。

一方、 淡路側 で は 、 「 ウ ェ ス テ ィ ン ホ テ ル 淡路J (201室) が2000年春の オ ー プ ン を 目 指

し て 準備 を 進め て い る O 兵庫県 の 淡路振興 プ ロ ジ ェ ク ト の 一環で、 国際会議場や野外劇場

な ど を 備 え る 「淡路夢舞台J の 中核施設。 オ ー プ ン と 時 を 同 じ く す る 花 と 緑 の 国 際博覧会

「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J ( 3 月 18 日 - 9 月 17 日 ) の 集 客 に 期待 を 寄せ て い る O

ま た 、 洲本市の 「 ホ テ ル ニ ュ ー ア ワ ジ、」 が南淡町 に あ っ た既存の ホ テ ル を 買収 し て 5

月 か ら 営業 を 始め て い る O 大橋が完成 し で も 観光客が通過 し て 「橋げた の 島 に な る 」 と 悲

観 し て い た 淡路が、 い わ ば 「淡路の独 り 勝 ち J と い わ れ る 程の活況 を 見せ て い る 半面、 神

戸市の ホ テ ル 業界全体 と し て は 、 「大橋効果」 の恩恵 は ほ と ん どな い よ う に み え る O

98年 5 月 、 人工島 ・ 六 甲 ア イ ラ ン ド の 「神戸 口 ー ザ ン ヌ ホ テ ル」 が 開 業 1 年で撤退。 震

災や不況の影響 を も ろ に 受 け た か っ こ う だ っ た 。

神戸市で は81年の ポ ー ト ピ ア 博覧会 を 機 に大規模 ホ テ ル が相次 い で 開 業 し た が、 現在、

客室稜働 率 は 京都 、 大 阪 を 下 回 っ て い る O こ の た め ホ テ ル の 中 に は企業 に 割 引 優待券 を 配 っ

た り 、 特定期 間 の 割 引 プ ラ ン 、 グ ル メ と 組み合わせた宿泊 プ ラ ン な ど対抗策 を 講 じ て い る O

6 . 海上交通 は “惨敗"、 旅客 7 割、 車 8 割減
神戸海運監理部 な どが明石海峡大橋の 開通後 1 年 間 の 本州 と 淡路 島や 四 国 を 結ぶ海上交

通 の 輪送 実績 を ま と め た。 淡路島への ブ エ リ ー を 利用 し た車が前年 同 期 に 比べ 8 割以上減

る な ど、 航路の麗止が栢次い だ淡路、 徳島方一面 を 中心 に 甚大 な 影響が出 て い る O

輸送実績 は 、 98年 4 月 6 日 か ら 99年 3 月 末 ま で の調査。 4 月 5 日 の大橋の 開通 で 、 本十1'1
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と 淡路 島 を 結ぶ フ ェ リ ー と 旅客船は 1 1航路か ら 7 航路 に 減少。 徳 島 便 は 6 航蕗か ら 旅客船

だ け の 1 杭路 に 減 っ た 。

も っ と も 深刻 な打撃 を 受 け た の は 淡路 島へ の フ ェ リ ー で 、 自 動 車台数が約65万台 と 前年

同 期 の 18% に ま で 落 ち 込 み 、 旅客 も 410万人 で 同 3 1 % と 大 き く 減 っ た 。

旅客船 だ け と な っ た徳 島便 も 、 旅客が32万人 で 同 27 % に 減少。香川方面で も 旅客が伺56 % 、

車が同43% と 蔀年 を 大 き く 下回 っ た 。

〔北淡町麗災記念公開 「フ ェ ニ ッ ク ス パー ク J )

震災記念公園 は 、 95年 1 月 17 日 の 阪神 ・ 淡路大震災 で淡路の北淡町 に 出現 し た 「野島断

層 」 を 永 久 に 保存 し 、 公 開す る た め に 設 け ら れた 。 98年 4 月 2 日 に オ ー プ ン O 同 月 5 日 の

明石海峡大橋 の 開通 も あ っ て 、 関所以来、 島外か ら の観光客で に ぎ わ っ て い る O

施設 は 、 延長約140 m の 「 野 島 断層 」 を 公 開 す る 「 野 島 断層 保存館」 と 地元 の 特産 品 な

ど を 扱 う 「 レ ス ト ラ ン ・ 物産館」 があ る o 99年 4 月 か ら は 、 断層 が敷地内 を 走 り な が ら 、

奇跡的 に 倒 壊 を 免 れ た 民 家 「震災 メ モ リ ア ルハ ウ ス 」 の公開が予定 さ れた 。

カ マ ボ コ 型 ド ー ム の 断層 保存館で は 、 地表の ず れ を 見渡す こ と がで き る 。 主断層 、 副 断

層 が走 り 、 断層 に よ っ て起 き た 生 け垣のずれや約 3 m 掘 り 下 げ た 断層 の構 造 を 間近 に す る

と ま さ に “震災の生 き 証人" の 追 力 があ る O

物産館の 「防災用 品 コ ー ナ � J で は 、 包帯 な どの 医療用 品 、 保存飲料 な どの避難セ ッ ト

も 売 ら れて お り 、 観光客 に 震 災 を 身 近 に 感 じ て も ら う 「防災教育」 の場で も あ る 。

な お 、 公 醤! の 整備 は 兵藤県が中心 に 行 っ た が、 管理 ・ 運営 は 、 北淡町 と 県、 地元漁協 な

どが出資 し た 第 三 セ ク タ ー の 「株式会社 は く だ、 んJ が当 た っ て い る O 「聖子 高 断層 保存舘J

の 入館者 は 当 初 年 間30万 人 を 予想 し て い た が、 開館約 2 週間 後 の 4 月 18 日 に 10万人 を 達成 、

以来約 1 カ 月 後の 5 月 6 日 に30万人 、 7 月 3 日 100万人、 そ し て 10 月 23 日 に は 200万人 に 達

し 、 該 当 の京都府峰 山 町 の 主婦 に 記念品 な どが贈呈 さ れた 。

7 .  r北野工房の ま ち 」 オ ー ブ ン
洋菓子、 靴、 真珠、 地 ビ ー ル な ど、 神 戸 の マ イ ス タ ー (職人) が 自 慢の 腕 を 披露す る 「北

野工房 の ま ち 」 が98年 7 月 11 日 、 神 戸 市 中 央 区 中 山 手通 3 丁 目 に オ ー プ ン し た。 工房の ま

ち は 、 何年 3 月 に麗校 と な っ た 北野小学校 の !日東校舎 を 改修、 整備 し て発足 し た 。 神 戸 の

名庖20社が入居。 1931年 (昭和 6 年) 建築の レ ト ロ な 雰閉気 を 生か し 、 一 階 に パ ン や洋菓

子、 チ ョ コ レ ー ト 、 二 摺 は 手す き 和紙、 靴、 中 華菓子 な ど 「神 戸 ブ ラ ン ド」 を 歩 き な が ら

ま と め て 満喫で き る 。 見 て 、 食べ る だ け で な く 、 自 分の手で製作体験で き る の が人気 を 呼

ん でい る 。

工房 は 5 年 間 の 暫定施設 と さ れて い る が、 観光都市 ・ 神 戸 の 活性化への 弾 み と な り そ う O

i日小学校の “ 記憶" がそ の ま ま 残 る 木の 階段、 廊下。 壁 に は卒業制作 の 作 品 が残 さ れて

い る O
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来館者 は 11 月 末 で35万 人 を 突破。 わずか 5 カ 月 で 当 初 の 年 間予想、 を 上 回 り 、 新 し い神 戸

の観光名所 と し て 定着 し つ つ あ る O

8 .  r キ リ ン ガ ー デ ン コ ミ ュ ニ テ イ J 、 尼崎の工場跡地 に 開設
「緑J r潤 いJ r憩いJ r交流」 を テ ー マ と す る ア ミ ュ ー ズ メ ン ト パ ー ク 「 キ リ ン ガ ー デ

ン コ ミ ュ ニ テ イ 」 が、 98年 4 月 25 日 、 尼崎の キ リ ン ビ ー ル尼崎工場跡地 に オ ー プ ン し た 。

向尼崎工場 は 、 1918年 (大正 7 年) か ら 同地で ビ ー ル の 製造 を 行 っ て き た が、 尼培市の

潮江地 区 再 開 発事業 に 用 地 の 一部 を 提供す る こ と に な り 、 同 地で の 操業継続 は 困難 と の判

断か ら 例年 1 1 月 (発表は95年 6 月 ) 、 尼崎工場 の 移転 と 神戸工場 (神戸市北 区 ) の建設が

決定 さ れた 。 同工場は96年 8 月 末 を も っ て操業 を 終了 し 、 78年 に わ た る 同 地 で の歴 史 の 幕

を 閉 じ た 。

98年 2 月 、 解体が完了 し た が、 跡地 を さ ら 地 で放置 し て お く こ と は 景観 上 、 防犯上好 ま

し く な い と の判 断 か ら 、 尼崎市が構想 中 の 「尼崎緑遊新都心計画J が着手 さ れ る ま での 数

問、 暫定利 用 事業 を 展 開 す る こ と に な っ た。

計画策定 に 当 た っ て は①地元 に 賑い を も た ら し 、 活性化 に つ な が る こ と ②手軽 に利用 で

き 、 大 人 か ら 子供 ま で幅広 い層 に 楽 し ん で も ら え る こ と ③ ま ち の生 ま れ変 わ り を 予感 さ せ、

将来の本格 開 発 に 少 し で も つ な がる こ と ④ こ れ ま で尼崎 に 欠 け て い た 「緑J r 集 し U と い っ

た テ ー マ を 盛 り 込む こ と な ど を コ ン セ ブ ト と し 、 具現化 を 図 る 複合 ア ミ ュ ー ズ メ ン ト 施

設 を 開設す る O

広 さ 約 8 . 2ha。 施 設 は 5 つ の 部 門 か ら 構成 さ れ て い る o [> 遊 園 地 と 芝 生広 場 な どが一体

と な っ た 「遊 ゅ う パ ー ク J o メ リ ー ゴ ー ラ ウ ン ド な どの遊具施設や芝生広 場 で は 多彩 な イ

ベ ン ト が催 さ れ て い る b 手軽 に 汗 を 流せ る ス ポ ー ツ ゾー ン の 「 ス ポ ー ツ ラ ボ」 。 フ ッ ト サ

ル コ ー ト や イ ン ラ イ ン ス ケ ー ト の滑走 レ ー ン 、 屋内施設で も バー チ ャ ルパ ッ テ ィ ン グ な ど

若者中心 に 人気があ る b 花 の 苗 や 園芸資材の 販売 を し て い る ガ ー デニ ン グ シ ョ ッ プ「花門Jo

キ リ ン 杜 が独 自 に 開発 し た キ リ ン フ ラ ワ ー な ど も 扱 っ て い る b ピ ア レ ス ト ラ ン 「彩食倶楽

部Jo 施設 に 遊 び に 来 た客 の ほ か、 夕 方 に は勤 め 帰 り の サ ラ リ ー マ ン で、賑 っ て い る b 犬だ

け を 集 め た rIPC わ ん わ ん ふ れ あ い パ ー ク J o 約 100穂、 200頭 の 犬 を 展示 、 犬 と の “ ふ れ

あ い コ ー ナ ー " や 犬の シ ョ ー を 楽 し め る “ わ ん わ ん ス テ ー ジ" 、 な ど。

初年度 1 年 間 で約 120万 人 の 入場者 を 数え 、 計画 を 上 田 る 好調 な 滑 り 出 し で 、 “工場の ま

ち 尼崎" の イ メ ー ジ を 涼庁 さ せて い る O

9 .  r キ リ ン ビ ー ル神戸工場J 快調
キ リ ン ピ ー ル(械で は 、 尼崎工場の操業停止 を 受 け て神戸市北区 に 新 た に 「神戸工場J を

新設、 97年 5 月 か ら 操業 を 開始 し た 。

敷地面積、 24万7 ， 000m' 、 尼崎工場の約1 . 4倍の広 さ O 生産能力 も 年 間約30 万 ke (大びん
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換算約 4 億7 ， 000万本) と 飛躍的 に伸 びた 。

“ 開 か れ た 工場" を 目 指 し工場見学や全国 で珍 し い ピ ー ルづ く り を 体験で き る 「 ビ ー ル

教室」 を 開設 し て い る 。 見 学 に 訪 れた 客 は 、 98年一年間で約32万人 、 ビ ー ル 教室 に は約2 ， 700

人 、 オ ー プ ン 以来 で は6 ， 000人 を 超 え る O

カ ン ト リ ー ガー デ ン 様式 の 「正の上 の ピ ア レ ス ト ラ ン 」 、 自 然の 生態系 を 再現 し た ピ オ

ト ー プ な ど を 設 け 、 近辺の観光地 と を 組み 合 わ せ た 周遊 コ ー ス の 一 つ に 加 え ら れ る な ど震

災後の新た な 観光 ス ポ ッ ト と し て 人気 を 集め て い る 。

な お 、 神 戸市 内 で企業 の 関係 し た観光施設 は 、 「 キ リ ン ピ ー ル神戸工場」 の ほ か 「竹 中

大工道具館J ( 中 央区 ) 、 「 田 崎真珠パ ー ル プ ラ ザJ ( 同) 、 'UCC コ ー ヒ ー 博物館J ( 同 ) 、 「 グ

リ コ ピ ア 神戸J (西区) 、 'NTT 六 甲 天文通信館J ( 六 甲 山 ) 、 を は じ め灘、 東 灘区 に 酒造会

社の記念館、 資料館が 7 カ 所開設 さ れて い る O

10 . 観光復興の歩み
98年震の 兵庫県下の観光 に 関す る 動 き 、 イ ベ ン ト の 主 な も の を 新関紙面 か ら 拾 っ て み る

と一一

98 ・ 4 ・ l 神 戸 ・ 北野地 区 の 公 開 異人館の 経営者た ち が 「神戸異人館協会」 を 設立。 入

館券の 「共通J 表示の見底 し な ど連携へ動 き 出 し た 。

2 淡路島 の 新 し い観光拠点 と な っ た 「野島断層 」 を 保存 ・ 公開 す る 「北淡町震

災記念公圏 ・ フ ェ ニ ッ ク ス パ ー ク 」 オ ー プ ン O 約 l カ 月 で年 間 入場予想、の30

万 人 を 超 え た。

5 明 石海峡大橋、 供用 開始。 午後 5 時 か ら の こ の E 1 1 E J で l 万7 ， 028fìが利 用 。

最 初 の 日 曜 日 ・ 12 日 に は 5 万 ア園田一一田山田四回一一一一一一一t

3 ， 758台 を 記録 し た 。

7 ・ 10 野 島 断層 の 実物標本が三 田 市弥生

が 圧の県立 「 人 と 自 然の博物館J

で常設展示 さ れ る こ と に な っ た。

神 戸 市 中 央 区 栄 町通の企業、 地元

商f占主 ら が、 建物の 用 途 や デザ イ

ン な ど f軒並 み の ル ー ル づ く り に

「景観形成市民協定」 を 結 ん だ。

「北野工房 の ま ちJ オ ー プ ン

7 観光都市 ・ 神戸 を ア ピ ー ルす る 観

光 ポ ス タ ー を 新 し く 制作。 テ ー マ

新生神戸 を PR す る 観光 ポ ス タ ー
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は 「あ な た が来 な く ち ゃ 神戸 に な ら な いJ o

8 ・ 4 r野 島 断層 」 、 国 の天然記念物 と し て正 式 に 指定 さ れ た 。

9 ・ 16 淡路 島 に 生 ま れ た 豪商 ・ 高 田 屋嘉兵衛の生涯 を テ レ ピ ド ラ マ に す る と N H K

が発表。 2000年1 1 、 12月 に 放映予定。

1 1 ・ 19 2002年 ワ ー ル ド カ ッ プで神戸会場 と な る 梅崎公園 ス タ ジ ア ム (神戸市兵庫 区 )

の整備 に つ い て 、 神戸市が神戸製鋼所 と 大林組の グ ル ー プ計画案 を 採用 。

3 万4 ， 000人 (仮設ス タ ン ド を 含 む と 4 万2 ， 000人) 収容の 開 閉 式 ド ー ム ・ ス

タ ジ ア ム が建設 さ れ る O

24 r三木震災記念公園 (仮称) J (三木市志染町) の準備工事始 ま る 。 防 災 の拠

点 と し て明究機関 や備蓄機能 を 備 え た ス ポ ー ツ 施設 な どが設 け ら れ る O

25� 27 r世界観光機関 (WTO) 神 戸 会議」 、 神戸で 開催。 ア ジ ア や 欧州 な ど22 カ 悶

の 政府 関係者や旅行業者 な ど約250人が参加。 「観光が も た ら す 経済効果」 に

つ い て話 し 合 っ た 。

12 ・ 1 1 � 25 第 4 回 神 戸 ル ミ ナ リ エ 開催 。 こ の 年 の 作品 テ ー マ は 「光の 星空Jo 来場者 は

過去最高 の516万3 ， 716人。

12 神 戸 国 際観 光 協 会 が99年 1 月 か ら 岡 市 内 の 主要観光施設で使 え る 2 割 引 き

ク ー ポ ン 券 「神戸街遊券」 の発行 を 決定。

99 ・ l ・ 27 六 甲 山観光の復興 に 向 け神戸市 は じ め建設省 、 環境庁 、 阪神電鉄 な ど の 民 間

企業、 学識経験者、 地元代表 ら で 「六 甲 ・ 摩耶地区活性化懇談会」 を 発足 さ

せ る こ と に な っ た 。

2 ・ 10 神戸経済同 友会が神戸経済 の 活性化策 と し て 「観光の復興 と 地元経済の 発展

に 向 け て J の提 I_- j を ま と め た 。 神戸 ブ ラ ン ド ・ キ ャ ン ベ ー ン な ど 3 項 目 。

15 日 仏モ ニ ュ メ ン ト 「 ア ル ク 21J に つ い て兵庫県が建設の 凍結 を 表明。 景気低

迷 の さ な か、 県i'!if! の 事業 費 約 110億円 の財政在追 を 避 け る た め 。

1 9  2000年 3 H 18 11 か ら 下年 問 、 淡路島 で催 さ れ る 園芸博覧会 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー

ラ 2000J の 集存比通 し に つ い て 、 同 日 本委 員 会 は 500万 人 と 発表。

1 1 . “観光ひ ょ う ご" 復興誰進協議会設立
明石海峡大橋 の 開 通 に伴 い 、 そ の観光上の効果 を 広 く 県下 に 定着 さ せ る と と も に 、 全国

的 に も 展 開 を 広 げ、 観光 ひ ょ う ご の 発展 を 図 ろ う と い う 狙い で 「“観光 ひ ょ う ご" 護興推

進 協議会」 が 6 月 5 日 、 発足 し た 。

従来の 「“観光 ひ ょ う ご" 複 興 キ ャ ン ペ ー ン 推進協議会J を 発展、 改組 し た も の で 、 関

係 団体 と の連携 を 深め 、 観光客 の 受 け入 れ体制 の整備、 強力 な キ ャ ン ベ ー ン 活動 な ど を 展

開 す る こ と に な っ た 。 構成団体 は 、 旅行業 ・ 宿泊 ・ 運輸等観光関係、 商工 ・ 農業関係、 集

客 事業 関 係 、 報道関 係 、 行 政 な ど57団体が参加、 98年度事業 と し て次の よ う な こ と を 中 し
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合 わ せ た o

b 県外 キ ャ ラ パ ン 隊の 派遣 東京、 名古屋、 大阪、 広 島 、 福 岡 な ど、 県外の旅行会社、

マ ス コ ミ に対 し 、 ビ デ オ な ど を 活用 し て兵庫県の 観光 イ メ ー ジ ア ッ プ を 図 る と と も に 、 旅

行商品 の企画依頼、 南報提供 を 行 う o

[>広域層遊型モ デル ル ー ト 商 品企画会議 97年 に 策定 し た広域周遊型モ デ ル ル ー ト の定

着化 と 企画 商 品 に 結 びつ け る た め旅行エ ー ジ ェ ン ト を 招 き 、 現地視察 を 通 じ て 商 品企画会

議 を 実施 す る O 首都 圏 以 西 の 旅行 エ ー ジ ェ ン ト を 対象 と し 、 有 馬 、 宝塚、 姫路 (赤穂 ) 、

城崎、 湯村、 洲 本 な どで 2 泊 3 日 の コ ー ス と す る 。

b 阪神 ・ 淡路100名所づ く り 有識者 に よ る 「阪神 ・ 淡路100名所づ く り 委員 会J を 設 け 、

「阪神 ・ 淡路100名所」 の認証 を 行 う な ど見所の ア ピ ー ル を 図 る 。

b 情報交換、 会議 な ど 県 内 各地域の ホ テ ル ・ 旅館 な どの宿泊者数、 主 要観光施設の 入

り 込み状況の調査 ・ 分析。 旅行エ ー ジ ェ ン ト な どの商品企画の状況把握、 人気商 品 の 分析

を 通 じ 、 新 し い企画の検討、 提案 を 行 う 。

12 .  r神戸ル ミ ナ リ エJ の認知、 高 ま る
4 回 目 を 迎 え た98年の 「神戸 ル ミ ナ 1) エJ は 12月 11 日 か ら 25 日 ま で の 15 日 間 、 メ イ ン 会

場の 侶 外 国 人居留 地 と 東遊 園 地 で催 さ れ た 。 開催期 間 中 の 延べ来場者数は516万3 ， 716 人 ( 1

B 平均34万4 ， 248人) で、 会期が l 日 多 く な っ て は い る が、 前年 よ り 約43万人 ( 向約6 ， 200

人) 上 回 り 、 過去最高 を 記録 し た 。

こ の 時 は 、 東遊 間 地で こ れ ま で に な い光の壁掛け ( ス パ ッ リ エ ー ラ ) や モ ニ ュ メ ン ト 「希

望 の星」 と 光の 回廊 ( ガ レ リ ア ) を あ し ら っ た ラ ン ド ス ケ ー プ 「 あ か り の贈 り 物」 な ど、

作品 に 見 ど こ ろ が多 く 、 話題性 に 富 ん で い た 。 ま た 、 天候 に 恵、 ま れ、 例 年 よ り 暖かか っ た

こ と か ら 県外 か ら の 来場者が48 ， 1 % と 前年 よ り 3 % ふ え る な ど全国 的 に認知 さ れて き た こ

と が要 因 と し て あ げ ら れ る O 試験点灯 を 例年 よ り 早 く 開幕 3 日 前 に し た こ と で新 聞 、 テ レ

ピ な どの報道効果 も あ り 、 神戸の冬の風物詩 と し て す っ か り 定着 し て き て い る O

な お 、 こ れ ま で の 来場者数の 動 き は次の と お り O

関鑑 日 数 ( のべ点灯持関 ) のべ来場者数 ( 1 日 平均 来場者数)

第 l 回 ( 1995年) 1 1 日 間 (55 . 0時 間 ) 2 ， 542 ， 678人 (231 ， 152人)

第 2 回 ( 1996年) 14 日 間 (65 . 5時 間 ) 3 ， 855 ， 665人 (275 ， 405人)

第 3 匝 (1997年) 14 日 i習 (65 . 5時 間 ) 4 ， 732 ， 346人 (338 ， 025人)

第 4 回 (1998年) 15 日 間 (70 . 0時 詩 ) 5 ， 163 ， 716人 (344 ， 248人)

13 . 世界観光機関総会、 2001年 に 誘致ヘ
京阪神 3 浦工会議所 は 、 98年 7 月 7 日 、 大阪で 「活気 あ ふ れ る ま ち づ く り と 関西 の 観光
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振興」 を テ ー マ に 懇談会 を 開 き 、 世界観光機関 (WTO、 本部マ ド リ ッ ド ) の2001年 度 総

会 を 関西 に 誘致す る た め 、 国 な ど に 働 き かけ る こ と を 確認 し た 。

懇談会は 、 京阪神 の連携や経済振興策 を 検討す る た め に 毎年 聞 い て い る 。 3 会議所か ら

そ れぞれの地域で進 め て い る 観光施策 を 報告。 WTO 総会の誘致 は 、 京都の稲 主義和 夫 会頭

が提案 し 、 全員 一致で費閉 し た。 WTO は 133 カ 国 の 観光大 臣 ら で構成す る 国 際 機 関 。 2

年 に i 度、 加盟国で総会 を 聞 い て い る 。

〈参考文献 〉
1 98年度観光客動態訴i査報告書」 兵庫県商工部産業立地観光課
「橋梁 と 基礎 32巻 8 号 KK 建設図書 1998年 8 月
「明石海峡大橋掬通が地域の生活 に 及ぼす影響の比較調査に つ い て 21世紀ひ ょ う ご創造協会 1999年 3 月 18

日 、 記者発表資料
'98年度 ・ 神戸 ル ミ ナ リ エ 、 来場者数最終集計お よ び来場者調資速報」 神戸 ル ミ ナ リ エ実行委 員 会 1998年12

月 28 日 、 記者発表資料
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| 第四節 商業

1 . 尾 を 引 く 震災被害
震災の被害の 大 き か っ た神戸市で は 、 東i難、 灘、 中央、 兵庫、 長 田 、 須 磨 の 6 r� で 、 商

庖街の約 3 分の l 、 小売市場の 約 2 分の l が全壊、 全焼す る な とミ被害 は 甚 大 だ、 っ た 。 震災

後 l 年以内 に76 % が営業 を 再 開 し 、 市民生活の復興 に 大 き く 貢献 し た 。 し か し 、 周辺人口

の減少、 さ ら に低迷す る 景気の影響 も あ っ て 、 そ の後 の 再 開 は 微増 に と ど ま っ て い る 。

震災前 か ら 消費 者の崩庖街 ・ 小売市場離れや自舗経営者の 高齢化、 後継者難 な ど構造的

な 課題 も あ っ て 、 震災 を 機 に廃業す る 屈舗 も 多か っ た 。

東灘か ら 須磨 ま での 6 区 の 府舗再開 率 は 次表 の と お り であ る 。 (表10)

(表10 ) 神戸市東灘ー須磨間 6 区の庖舗再開率 (%) 

資料出所 神戸商工会議所、 神戸市

95年 7 月 か ら 半年 ご と の 再 開 率 を 比べ る と 翌96年 I 月 で12 . 2 %増 え て い る が、 さ ら に半

年後の96年 7 月 で宿舗再 開 率 の 増 え 方 が3 . 2 % 、 そ の あ と 、 2 % 、 1 . 4% と 減 っ て き て い る O

こ の傾 向 か ら 類推す る と 98年の 1 月 、 7 月 に は 1 % を 切 る 数字 に な る こ と は 十分予想 さ れる 0

97年の 商業統計調査でみ る と 前 回調査の震災前 の例年 に 比べ、 被災 6 ほ の小売業 は 商底

数、 従業員 数 と も に 大幅 に 減少 し て お り 、 特 に長 田 区 で は 29 . 3% 、 灘区23 . 8% と 目 立 ち 、

震 災 に よ る 被害 の 深刻 さ が尾 を ヲ | い て い る o (表1 1 ・ 12)

(表11 ) 神戸市の小売業 の 動 き

商 !吉 数 | 従 業 者 数
iω4/附 1 1997/1ω4 1 附/1991 1 1997/1叫

全 市 5 . 0 I ム 1 2 . 6 7 . 6 ム 7 . 2
東灘区 | ム 5 . 9 ム 18 . 8 9 . 0 ム 13 . 4
灘 区 | ム 1 0 . 2 ム23 . 8 2 . 3 ム 1 4 . 9
中央区 | ム 2 . 8 ム 8 . 4 7 . 6 ム 14 . 3
兵康区 j ム 8 . 6 ム 15 . 5 ム 3 . 7 ム 1 6 . 0
北 区 3 . 4 O .  5 26 . 7 8 .  7 
長 田 区 1 ム 8 . 3 1 ム29 . 3 1 .  9 ム25 . 0

; 須磨区 | ム 7 . 8 I ム 8 . 2 1 .  7 ム 0 . 1

; 垂水区 | ム 1 . 4 ム 1 8 1 10 2 l 14 1 
西 反 1 . 5 1 . 1  1 8 . 4  1 1 .  7 

(表12)

年 間商);5販売額 売 場 荷 積
1994/1991 1 1997/1994 1 1994/199 1 1 1997/1994 

2 . 8  
0 . 9  

1 5 . 4 ム 3 . 2
1 7 . 3  2 . 4  

資料出所 : 商業統計調斎迷報
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〔高庖数、 全国最大の減少率〕

全国 的 に卸売業、 小売業 と も に 商庖数、 従業員 数が減少 し 、 商業統計調査で み る と 卸売

業 で は 年 問販売額が 2 回 連続で減少す る な ど、 流通業の構造変化が進 んで い る こ と が明 ら

か に な っ て い る O 兵庫県 で は 、 商庖数が全体で前 回 に 比べ10 . 4 % 減 と 全 国 で 最大の減少率

で 、 52年 の調査開始以来、 過去最高の 落 ち 込み と な る な ど震災の影響 を 如 実 に表 し て い る O

兵庫県 下 の小売業高庖数の地域別増 減 を み る と 、 県下全域で 人 口 の 減少率 1 . 4 % に対 し 、

小売業 の 商 庖 数が9 . 4 % 減 っ て い る 。 こ の傾 向 は 、 被災地であ っ た神戸市、 阪 神 地 区 で 著

し く 、 震災の投遺症 と 偲人消費 の 不振が現在 で も 地域経済 を じ わ じ わ と 圧迫 し て い る 様子

が う かがえ る O

(表13) 兵庫県商業統計調査

(表14) 兵康県の地域別小売業商席数増減

ム13 . 3 %
ム3 . 1 %

163 . 必6 ム9 . 3%
mO ， 50C ム15 . 9 %

出

ム9 . 1 % 
ム0 . 4% I 
一一一一一一寸
ム4 . 6 %
ム6 . 7 %

3 . 1  % 

通産省、 兵庫県生活文化部統言十謀

兵庫県生活文化部統計課、 商業統計調査
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2 . 県 下百貨届売 り 上 げの低調続 く
98年 の 兵庫 県 下 の 百 貨庖売上高 は 、 年初、 や や前年 を 上 回 っ た も の の 、 5 月 か ら マ イ ナ

ス と な り 、 99年 7 月 現在 ま でマ イ ナ ス が続い て い る 。 各月 の売上高 と 前年 同 月 比の動 き は

次の と お り o (表15)

(表15) 百貨庖売上高 (1意 円 、 % )

� 
全 国 i 兵 庫 県 神 戸 市

前年比 前年比 前年比

1 994年
95:t手
96if 
97if 
98年
98年

87 ， 71 3  ム2 ， 6 3 ， 361 
85 ， 682 ム2 . 1 2 ， 263 
88 ， 406 1 . 8  2 . 751 
91 ， 923 4 . 0  2 ， 965 
91 ， 765 ム0 . 2 2 ， 837 

1 月 7 ， 527 6 . 6  230 
2 月 186 
3 月 8 ， 393 ム13 . 3 244 
4 月 7 ， 165 1 8 . 6  221 
5 月 7 ， 222 9 . 6  226 
6 月 6 ， 983 4 . 4  207 
7 月 9 ， 280 317 
8 月 6 ， 1 39 ム1 . 4 192 
9 月 6 ， 451 ム3 . 8 190 
10月 7 ， 571 ム3 . 9 225 
1 1 月 7 ， 808 ム1 . 6 237 
1 2月 1 1 ， 1 02 ム5 . 1 363 

ム3 . 4
ム31 . 0

21 . 6 
7 . 8  

ム4 . 3
1 . 8  
9 . 1  

ム28 . 9
8 . 6  

ム0 . 7
ム4 . 1
ム1 . 8
ム0 . 2
ム6 . 0
ム4 . 6
ム0 . 8
ム6 . 1

2 ， 559 ム2 . 8
l 、 392 ム43 . 5
1 ， 900 36 . 6  
2 ， 1 58 1 3 . 5  
2 ， 10l I ム2 . 6

161 i 5 . 3  
135 19 . 8  
181 ム29 . 3
161 7 . 4  
1 66 0 . 4  
1 54 ム2 . 0
240 0 . 1  
14 1  3 . 7  
139 ム4 . 6
166 ム2 . 9
176 ム0 . 8
276 ム5 . 2

資料 : 日 本百貨広協会 兵玲:県吉貨庖協会

1 月 兵庫県 下 の 百貨底売上高 は230億円 で前年 同 月 に 比べ1 . 8 % の増加 と な っ て い る O

神 戸 地 区 で の増床効果が全体 を 押 し 上 げ た か っ こ う 。 品 目 別 で、 は 冬物衣料のパー

ゲ ン が好調 だ、 っ た も の の 、 前年の泊費税率引 き 上 げ前 の駆 け込 み 需 要の反動減 に

よ り 、 高級家具、 家 電 な どの 家庭用 品 が大幅減 と な っ た 。 震災前の 94年 同 月 比で

は 1 0 . 6 % の 減 で 旧 に復 し た と は 言い 難 い 。

2 月 前年 同 月 比9 . 1 % の増 。 前年 3 月 に復興 オ ー プ ン し た神 戸市 内 の 大型屈が、 増床

効果で売上が伸 びて い る が、 同 屈 を 除 く 各自 の1�別売上 は 1 0 % 前 後 の 減少 と な っ

た 。

3 月 売上高244億で 、 同 28 . 9 % 減 と い う 震災時 を 除 く と 過去最大の 落 ち 込み と な っ た 。

こ れ は 、 前年の消費税率引 き 上 げ前 の 駆 け込み需 要 と 大型百貨自 の 再開 と い う 特

殊 要 因 があ っ た た め 。

4 月 売上高 は 、 前年 同 月 比で8 . 6 % の増 、 神 戸 地 区 で も 7 . 4 % 増 え た が、 震災前 の例年
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の 同 月 比 で は 16 . 9% の減で、 個 人消 費 に 復調 の 兆 は 見 え な い。

5 月 売上高 は2261:意 向 で 同0 . 7 % の 減。 前年 同 月 比 の マ イ ナ ス は こ の 月 以 来継続 し て お

り 、 景気の不透明、 リ ス ト ラ な ど生活の不安材料がそ の ま ま 消費 を 押 え 込 む結果

と な っ て い る O

6 月 売上高207億円 、 河4 . 1 % の減。 景気低迷 の 影響で消費者の価格へ の こ だ わ り が強

ま り 、 7 月 のパ ー ゲ ン シ ー ズ ン を 前 に 買 い控 え た た め と み ら れた 。

7 月 売上317億 円 、 向 上 8 % 減。 主力 の衣料が好調で\ 家電、 家庭用 品 も 伸 びた が、 法

人需要 を 中心 と し た 中元商戦が振 る わず、 全体で は 前年割れ と な っ た 。

8 月 売上は 192億 円 、 同 0 . 2 % 減。 衣料品 、 な かで も 若年層 に 人気 の 高 い ブ ラ ン ド 品 が

堅調 に 売 り 上 げ を 伸 ば し た 。 半面、 食料品 が大型 ス ー パ ー と の競合や環境ホ ル モ

ン 問題 な ど加工食品への不安の広が り で、 大 き く 落 ち 込ん だ 。

9 月 売 色 は 190億円 、 同6 . 0% 減 と 大幅 な マ イ ナ ス O 天候不)11買で、秋物商戦が不振だ、 っ た

こ と に加 え 、 為蒋の変動や株価 の 下落 な どで消費 マ イ ン ド が冷 え 込 ん だ。

10月 売上225億 円 、 同4 . 6 % 減。 景気低迷 に よ る 買 い控 え に加 え 、 平年 よ り 気温が高か っ

た た め冬物衣料の動 き が鈍 か っ た 。

1 1 月 売上237億 円 、 同0 . 8% 減。 冬物衣料や暖房機な どが持 ち 宜 し 、 婦 人 コ ー ト が前 年

同 月 に比べ5 . 5% も 増 え た 。

12月 売 ヒ3631:意 円 、 同 6 . 1 % の 減。 航路地 区 で は 同8 . 9% 減 と 8 カ 月 連続 の 前年割 れ と

な り 、 県 下 も 年 開 通 じ て前年実績 を 下 司 っ て お り 、 消費不況の影響が強 く 表れ る

結果 と な っ た 。

3 . 神戸の 百貨屈 も 不振
神戸 の 百貨 自 の 売上 は 年 開 通 じ て 前年 同 月 に 比べ ほ ぼ横バ イ で は あ っ た が、 9 月 以来 、

前年実績 を 割 り 込 む状況で リ ス ト ラ 、 就職難、 金融不安 な ど消費者の封布 の 口 を 締 め さ せ

て い る 。 70億 円 を 超す 地域振興券 の 配布 も 、 「生活費 に 流 れ た よ う で、 百貨庖への思 恵 は

ほ と ん ど な い に 等 し いJ (兵庫県百貨庖協会) と い う O 復興住宅へ の 移住 に 伴 う 家具、 家

電 の 需要 も ほ と ん ど見 ら れず、 消 費 者が長� I く 不況か ら 節約 に 慣 れ て し ま っ て い る よ う だ。

百貨自 の場合、 衣料品 の売上が中心で、 暖冬、 冷 夏 な ど季節 の影響が大 き い 。 ま た法人交

際費 の 削 減 な ど記念 品 や 中元、 歳暮の 蕗 戦 に 大 き く 影 を 落 と し 、 98年暮れで は お 歳暮 の 件

数 は 一 時 の 3 分の l に 激減 し て い る と い う 。 前 年 比 で 増 え て い る 2 月 は冬物 衣料が好調

だ、 っ た た め で 、 4 月 は 入学、 転勤 な どの “移動 月 " で売 り 上 げが伸 び た 。 と も あ れ、 消 費

マ イ ン ド の 冷 え 込 み で震災前 に 比べ売上 は 依然82 % に と ど ま っ て い る 。

な お 、 神 戸 の 百貨庄 は 大丸 の 元 町 、 長 田 庖 、 そ ご う ・ 三宮 居 、 阪急 ・ ハ ー パ ー ラ ン ド 居 、

- 元町屈の五庖。
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4 . 町づ く り 会社の l 号脂オ ー ブ ン
震災で大 き な被害 を 受 け た神戸 ・ ト ア ロ ー ド 地 区 で 、 98年 8 月 、 町づ く り の 第 1 号屈 と

し て 、 ガ ラ ス 製 品 販売庖 ITOR DECO ( ト ア ・ デ コ ) J ニ 中央 区 中 山 手通 3 丁 目 = が オ ー

フ。 ン し た 。

ト ア ロ ー ド地底 で は 、 復興 を ばね に新 し い 町づ く り を し よ う と 、 さ き に 地元 の蕗屈街が

中 心 に な っ て 「 ま ち づ く り 協議会J を 設立。 98年 7 月 に は i司協議会が策 定 し た 町づ く り 計

画 の 実行部隊 と し て 、 株式会社 「 ト ア ロ ー ド ま ち づ く り コ ー ポ レ ー シ ョ ン 」 を 設 け た 。

同 社 は 、 旧居留地 と 山手の異人館街 を 結 ぶ ト ア ロ ー ド の 美 し い坂道 と 街角 を 生 か し た 町

づ く り に取 り 組 んで お り 、 新 し く 庖 聞 き し た ITOR DECOJ は 、 そ の 第 一歩 と な る も の O

ガ ラ ス 製品 の製造 ・ 販売 を 町づ く り の柱 と し て 、 全 国 か ら 注 目 を 集め て い る 滋賀 県長浜市

の 第 3 セ ク タ ー 「黒壁」 と 業務提携 し 、 現地で の研修 も 受 け た 。

TOR DECO で は 、 ワ イ ン グ ラ ス や イ ン テ リ ア の小物 な ど海外 ブ ラ ン ド 品 も 合 わ せ て 約

300種、 3 ， 000点 を 取 り 扱 っ て お り 、 ト ア ロ ー ド 沿い の エ キ ゾチ ッ ク でお し ゃ れ な 町並 み の

実現へ、 モ デル シ ョ ッ プの 役割 り を 果 た し て い る 。

5 . 地域振興券の 配布
景気回復の 一助 に も と 政府 は 、 15歳以

F の 児 童 と 老齢福祉年金の受給者 な ど を

対象 に 、 1 人当 た り 2 万 円 の 「地域振興

券」 の 配布 を 決め 、 兵庫県下 で も 99年 2

月 27 日 か ら I皮賀 町 で 、 ま た 3 月 1 日 か ら

八鹿町や多紀郡 4 町 を 皮切 り に 全市町で

配布が始め ら れた 。

約 l カ 月 の 間 に県下全市 町で自己布 を 終

え た が、 補助金の と 積 み や 商庖街連合会

な どの プ レ ミ ア ム 商品 券 の発行、 抽選券

の配布ー な ど、 地 収 に よ り 景気刺激の方策

が講 じ ら れ た 。 県 内 の 交付対象者 は 約143

万人 (県内 人 口 の26% ) で 、 対象者の う

ち 約 1 ， 200人 が本 人辞退、 転居先不 明 な

どで交付 を 受 け て い な い 。

被災10市10町の交付対象者数お よ び金

額 は 右 の と お り o (表16)

(表16) 被 災 1 0市1 0関Tの地域振興券交付状況

i 神 戸 市
尼 崎 市
西 宮 市
芦 屋 市ト一一一一一
伊 丹 市
宝 塚 市
川 西 市
明 石 市
三 木 市
洲 本 市
津 名 町

; 淡 路 町
i 北 淡 田I

宮 町
東 浦 町
五 色 町
西 淡 罰]

一 原 町
主主 同T I
南 淡 町

交 付 済 み 人 交 付 総 額
1 人当 た り 2

354 ， 683人 709 守 366万円
1 12 . 390 ， 780 
97 ， 009 194 ， 018 
16 ， 487 32 ， 974 
44 、 706 89 、 4 1 2
46 ， 374 92 、 748
32 ， 336 64 ， 672 
71 ， 579 143 ， 1 58 
1 7 ， 993 35 ， 986 
J1 ， 773 23 ， 546 
4 ， 800 9 ， 600 
1 ， 938 3 ， 876 
3 ， 286 6 ， 572 
3 ， 064 6 . 1 28 
2 ， 434 4 ， 868 
3 ， 226 6 ， 452 
3 ， 725 7 ， 450 
4 ， 893 9 ， 786 
1 ， 714  3 ， 4 28 
6 ， 1 32 1 2 ， 264 

兵庫県総務部市町振興課
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6 . 神戸市 で は 「 こ う べ買 っ 得商品券」 を 発行
1�人消費 の 低迷 を 打 開 し 、 商庖街や市場の 活性化 を 図 ろ う と 、 神戸市商f吉連合会 と 同市

小売市場連合会 は 、 プ レ ミ ア ム 付 き 商 品 券 「 こ う べ買 っ 得商 品券」 の発行 を 決め 、 99年 2

月 25 日 か ら 市 内 1 08 カ 所で一斉 に 売 り 出 し た 。

震災や不況 の 影響 に 加 え 、 規制緩和 に 伴 う 郊外型大震自 の 進出 、 さ ら に は大手ス ー パ ー

の 「消費税還元 セ ー ル」 な ど、 地元商店街 を 取 り 巻 く 市場環境 は厳 し さ を 増 す ばか り O 閉

そ く ;伏況 を 打開 し 、 に ぎ わ い を 取 り 戻す た め の有効 な 集客 策 と し て 実施 さ れ た 。

商 品 券 は 、 神戸市 に 地域限定 し 、 額面500 円 、 22枚つ づ り を l 万円 で発売。 1 万 円 で1 ， 000

円分が得 に な る 勘定。 使用期 間 は 3 月 1 B か ら 半年 問 。

「買 っ 得 商戦J に 参加す る 商脂 を 募集 し 、 J二乗せ分の l 割 は 商 品 券 を 受 け 取 っ た 自 の 負

担、 つ ま り サ ー ビ ス す る 仕組み。 屈 の 中 に は消費税 を 叡 っ て い な い 自 や 、 商 品 に よ っ て は

利 益分 を 上 回 る 「逆ザヤ」 に な る ケ ー ス も あ っ た が、 下地域振興券 と と も に 地元 で、使 っ て

も ら い 、 神 戸 の 景気浮揚 に つ な がればj と 買 い物客の戻 り を 期待 し て い た 。

〈参考文献 〉
「 ひ ょ う こ、経済戦略J 兵康保産業情報セ ン タ - 1998年 3 月 か ら 1999年 6 月
「復興 カ ル テ ・ 9丸 神戸市笈災復興本部総括局 1999年 3 月
「絞i斉特報J No107 ひ ょ う ご経済研究所 1998年 4 月 初 日
「潟 仁音iの概要 9百年度 兵!東L宗務工部
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| 第五節 金融
1 . 手形交換高 、 震災の年下回 る

98年 の 兵庫 県 内 の 金融経済概況 は 、 年 間 を 通 じ て 「全国の 中 で も 景気 の 落 ち 込み が深刻

な 状況J ( 日 銀神戸支庖) だ っ た。

明石海峡大橋の 開通で、 関西 ・ 四 国の 交流が活発化す る な ど明 る い 側 面 も あ っ た が、 雇

用 ・ 所得環境の 悪化か ら 個 人消 費 が低調 に推移 し 、 公共投資や住宅投資 も 前年 を 下 回 っ て

い る O 企業収益 も 減少 し、 設舗投資や生産 を 抑制 す る 悪指 環 と な り 、 さ ら に 兵庫県下の場

合、 震災復興需要が一巡 し た こ と 、 設備投資関連産業が多 い こ と 、 対 ア ジ ア 貿 易 の ウ エ ー

ト が高 い こ と 、 な ど の 国有事情が景気の低迷 を よ り 一層 深刻化 さ せて い る 。

長百 | く 景気の低迷 は 、 手形交換 に も 表れ、 震災の年 を 下 回 る ほ と守 だ、 っ た 。 手形交換 は商

取引 の量 を 表す ー っ のバ ロ メ ー タ ー で、 98年12月 末 に神戸手形交換所が ま と め た と こ ろ に

よ る と 、 98年 の 手形交換 は461万9 ， 913枚、 前年上七7 . 9% の 減。 金額で も 9 �1S2 ， 080億5 ， 900

万 円 、 同 1 5 . 7 % 減 と い う 低水準 だ、 っ た。 こ れ は 、 震災の影響で前年 を 大幅 に下 回 っ た95年

に 比べ て も 枚数で6 . 8% 、 金額で1 3 . 9 % 、 そ れ ぞれ減少 し て い る O

2 . 金融環境 、 依然 「厳 い 、 J
E 本銀行神戸支屈が99年 3 月 に ま と め た 「兵庫県 内企業規期 経済観測調 査J ( 日 銀短観)

に よ る と 、 企業金融 関 連 の 判 断 DI は 、 「貸 出 態度」 で は 「緩 い」 と 答 え た企業 よ り 「厳

し い」 が多 く 、 回 答企業300社 (調査対象304校、 回 答率98 . 7 % ) の う ち 構成比で 「厳 し い」

が21 % も と 囲 っ て い る O ま た 、 「資金繰 り J で は 、 「苦 し しり が 「楽で あ る 」 を 16 % 上 回 っ

て い る O

全国 的 な 景況 の 低迷 と 金融機 関 の経営体質改善 の た め の 貸 し 渋 り な どか ら 、 ' 6 月 ま で

の予測」 に つ い て は 、 「貸出態度」 で 「厳 し い」 と 予想す る 企業が28% も 上 回 り 、 「資金繰

り 」 で は 「苦 し い」 が向 じ く 25% も 多 く な っ て い る 。 (表17)

(表17 ) 兵康県内企業金融関連判断 。 I <全産業 〉 の推移 ( 回 答社数構成比%)

18 

1 98/3月 6 月
貸出態度 DI 県 内 .6.24 .6.19 

「厳 し いJ ) 全国 ( .6.19 .6.17 

資金繰 り DI 県内 i .6. 9 .6. 9 
(r楽であるJ i 全国 .6.15 .6.15 1 

借入金利水準 DI 県内 25 1 1  
(r上昇J - r低下J) 全悶 19 

ス

9 月
.6.23 
.6.20 
.6.13 
.6.19 

1 1  
7 

1 2月
.6.27 
.6.21 
.6.17  
.6.20 i 

。

2 

新ベ ス

12月
.6.27 
.6.20 
.6.16 i 
.6. 18 

1 6月 ま で99/3月 の予測
.6.21 1 .6.28 
.6.17 1 .6.22 
.6.16 .6.25 
.6.17  .6.24 

。 12  
2 

99"ド 3 月 B 本銀行神戸支出
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な お 、 DI は デ イ フ ュ ー ジ ョ ン イ ン デ ッ ク ス (diffusion index) の 略で 、 景気動向指数

の こ と O プ ラ ス 回答の割合か ら マ イ ナ ス 国答の割合 を 差 L � I い た他。

向調査に よ る 貸 出 態度 、 資金繰 り 、 借入金利水準 の概要 は次の と お り で あ る 。

b 貸 出 態度 中小企業 向 け の 「貸 し 渋 り 対応特別保証制度」 や 金融緩和 の 効 果か ら 「厳

し い」 の 超過 の幅 は 、 前 年 1 2 月 の27 % か ら 21 % に 縮小。 先行 き は 、 金融機 関 の 信用 リ ス ク

管理強化の動 き が強 ま る こ と を 懸念 し て 、 再 び 「厳 し い」 の超幅が拡大す る 見通 し と な っ

て い る O

b 資金繰 り 特別保証制度利用 の効果がみ ら れた も の の 、 企業業績の悪化 を 背景 に 「苦

し い」 の 超 幅 は前 回調査並み に推移 し て い る が、 先行 き 懸念が強 い o

b 借入金利 水準 市場金利 の抵下 を 背景 に 「低下J と み る 一方 、 金融機 関 の信用 リ ス ク

管理強化の動 き な どか ら 「上昇J と み る と こ ろ も 多 く 、 前 回調 査 に 比べ ほ ほ横パ イ 。

3 . 貸 し渋 り 、 4 社 に l 社 が実感
兵庫県 中小企業 家 同 友会が99年 6 月 下旬 に 会員全業 に 対 し て行 っ た 調 査 に よ る と 、 「貸

し 渋 り 」 に つ い て26 . 5 % の企業が 「実感 し た」 と 答 え て い る O

4 社 に 1 社 の 割合で、 具体的 に は 、 新規融資 を 断わ ら れた と い う ケ ー ス 以外 に 「融資希

望額の減額J I担保の積み増 L J な ど を 金融機関 か ら 求め ら れた と 回答 し て い る 。 売 り 上 げ ・

利益増加企業 で も 43 . 8 % が融資 を 受 け に く い と 現状 を 訴 え て い る 。

4 . 災害復 旧融資、 企業の 16 % が返済 に苦 し む
兵庫県信 用 保証協会 は 99年 5 丹 、 兵庫県や神戸 Iむの災害復 旧 融資 を 利用 し て い る 被災企

を 対象 に 経営状況の ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ て い る が、 回答企業の16 % が返 済 の 条件緩和

を 求め た り 、 返済困難で あ る こ と がわ か っ た 。

対象 と な っ た企業 は 、 震災産後の95年 2 月 か ら 7 月 ま で に県 の 緊急災害復旧 資金融資や

神戸市の震災復 旧 緊急特別融資 を 受 け 、 99年 4 月 末現在で残高 の あ る 中小企業で、 抽 出 し

た 1 ， 537杜の う ち 1 ， 278社か ら 回答 が寄せ ら れた 。

そ れ に よ る と 、 災害復 旧 融資 の返済の見込み に つ い て 「返済が可能J I 自 己努力で可能J

と し た の が合 わ せ て 78 . 0% 0 4 社の う ち の 3 社 は ま ず問題 は な さ そ う だが、 反対 に 「返済

が密難」 と い う と こ ろ が2 . 8 % 、 「返済条件の緩和J を 求め て い る と こ ろ が13 . 8% に上 り 、

合わせて16 . 6 % の 中小企業が何 ら か の 支援 を 望 ん で、 い る 。

返済 に 背 し む 要 因 (複数回 答 ) で は 、 「得意先 の喪失」 が42 . 9 % と も っ と も 多 く 、 つ い

で 「住民の 減少J 34 . 4 % 、 「復興需要の 減少J 2 1 .  7 % と 続い て い る 。

ま た 、 売上高 や 生産高が震災 前 に 比べて 「減少 し て い る 」 と し た の は62 . 5% を 占 め 、 l

年前 に 比べ て も 47 . 8% が 「減っ た 」 と 答 え て い る O 回復時期 に つ い て は 「今後 3 年以上J

か か る と し た と こ ろ が25 % 0 I め どが立 た な い」 も 15 . 8 % 、 両者合 わ せ て 40 % 余 り が業績
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回復 に 時 間 がか か る と い う 見通 し を 持 っ て い る 。 同 協 会 は 「震災 に 加 え 、 不 況が中小企業

に 深刻 な 影響 を 与 え て い る 。 景気が司復 し な い と 資金繰 り が さ ら に厳 し く な る の で、 は 」 と

先行 き の不安 を も ら し て い る 。

5 .  98年度の貸出、 預金の 動 き
98年度 に 入 っ て か ら の 兵庫県下金融機関 の 各 月 別 金融概況 は次の と お り で あ る 。

4 月 貸 出 は 4 月 末 で前年 同 月 比l . 6% 増 。 設備需要が引 き 続 き 低調 な が ら 、 一部で地

方公共団体向 け の つ な ぎ資金需要が見 ら れた こ と や 政府系金融機関 の貸 出 が伸 び

率 を 高 め た こ と な どか ら 、 前年比伸 び率 は 前 月 よ り 0 . 7引 f二昇 し た 。 貸 出 約定平

均金利 は 、 市場金利 の低下か ら 長期金利 は低下 し た が、 短期金利 は 上昇 し 、 総合

で も 前 月 よ り 上昇 し て い る 。 預金は 、 前 年 同 月 比1 . 4% の増 。

5 月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 6 % 増 。 景 況低迷か ら 企業 の 前 向 き な 資金 需 要 が弱 く 、 伸 び

悩 み 。 約定平均金利 は 、 短期 は上昇 し た も の の 、 長期 は プ ラ イ ム レ ー ト の引 き 下

げな ど に伴い低下、 総合で は 前 月 比若干低下 し た 。 一方、 預金 は 前年 同 月 比l . 3%

の増 と な っ て い る O 個 人定期 を 中心 に吸収地合いが弱 く 伸 び悩 ん だ。

6 月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 7% の 増 。 金融機関が採算重視 な どか ら 慎重 な 融資姿勢 を 続 け 、

企業側 も 景況が一段 と 厳 し さ を 増 し て い る こ と を 反映 し て資金需 要 は 乏 し く 、 伸

び悩 ん だ。 平均金利 は 短期 が低下 し 、 長期 も 一部制度融資の実行 な ど も あ っ て低

下傾 向 を 示 し た。 預 金 は 前年 同 月 比 l . 3 % 増 。 法 人預金が低調 な ほ か、 個 人預金

も 伸 ぴが鈍化 し 、 全体 と し て 伸 び悩 む。

7 月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 6 % 増 。 全般的 に企業の 前 向 き な 資金需要が乏 し い 中 で、 政

府系金融機関 の伸 ぴ率が上昇 し た が、 民間 金融機関 の 伸 び卒 は低 下 し た。 予均金

利 は 、 短期 、 長期 と も に低下 し た た め 、 総合で、 は 過去最低水準 と な っ た 。 預金 は 、

前 年 同 月 比l . 1 % 増 。 個 人預 金 は 消 費 の抑制姿勢 の 強 ま り を 反映 し て そ れ な り の

伸 び を 確保 し た が、 法 人預金 は 前年割 れ を 続 け て い る 。

8 月 貸 出 は諒年 同 月 比横 パ イ 。 伸 び率 は む し ろ 低 下傾向で、 景気の厳 し さ を 反暁 し て

企業の資金需要 は 乏 し く 、 金融機 関 側 の 融資姿勢 も 慎重化 し て い る O 金利 は短期

が低下 し た も の の 、 長期 が 7 月 の 長期 プ ラ イ ム レ ー ト の 引 き 上 げ を 主関 と し て 上

昇。 総合で は 4 カ 月 ぶ り に 上昇 し た 。 預 金 は 前年 同 月 比l . 1 % の 増 。 法人預金は

預貸金相殺 な どが続 き 低調 、 個 人預金は慎重 な 消費 姿勢 を 反映 し て 、 ま ず ま ずの

伸 び。

9 月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 1 % 増 。 桔変 ら ず企業の前 向 き な 資 金需要が乏 し い こ と に加 え 、

一部金融機関 で資産圧縮 を 意識 し た債権流動化の動 き が見 ら れ た こ と な どか ら 、

伸 び悩 ん で い る が、 全国 と 比較す る と 高 め で推移 し て い る 。 な お 、 「貸 し 渋 り 対

応特別保証制度J の 創 設 な ど に よ る 保証枠の拡大で、 中小企業 か ら 信用保証協会
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へ の 保証 申 し 込みが急増 し て い る O 平均金利 は 日 銀の短期市場金利 低 め 誘 導 に 伴

う 長短 プ ラ イ ム レ ー ト の引 き 下 げで、 長短金利 と も 低 下 し 、 総合で も こ れ ま で の

最低水準 で、推移 し て い る O

10月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 9% の増 。 企 業 の 資金需要 は 依然 乏 し い が、 1 0 月 か ら 取 り 扱

い を 姑 め た 中小企業向 け の 「貸 し 渋 り 対応特別保証制度」 の活用 で 、 伸 び率 は 2

カ 月 連続 し て上昇 し た 。 平均金利 は 、 10、 1 1 月 連続の長期 プ ラ イ ム レ ー ト 引 き 下

げで、 短 ・ 長期 と も 低下 し 、 総合で も 最低水準 を 続 け て い る 。 預金は 、 前年 同 月

比0 . 6 % 増 。 法 人預金が依然低調で、 個 人預金 も 伸 び、が鈍 っ て い る O

1 1 月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 1 % 減。 引 き 続 き 中小企業 向 け の 貸 し 渋 り 対応特別保証の積

根 的 な 利 用 が見 ら れ る も の の 、 他 の … A般の資金需 要 は 弱 く 、 貸 出 全体の伸 び率 は

前年並み に 止 ま っ て い る O 預金は前年 同 月 比0 . 4 % の 増 。

12月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 9 % 増 。 前 向 き の 資 金需 要 は依然乏 し い も の の 、 中小企業向

け の 貸 し 渋 り 対応保証 に 対す る 金融機関 窓 口 での 融資実行が急増 し 、 貸出全体で

は前年 を 上 回 っ た 。 平均金利 は 、 最低水準で推移 し て い た が、 年 明 け後の長期 プ

ラ イ ム レ ー ト の大幅引 き 上げの影響か ら 、 長期金利 は 若干上昇館 向 を 示 し た 。

1 月 貸 出 は 前年 同 月 比 1 . 5 % 増 。 前 向 き の 資金需要が引 き 続 き 乏 し い 中 、 各金融機関

で は優 良 資産 の 積 み 上 げ に 積極 的 な 姿勢 を 示 し て お り 、 住宅 ロ ー ン や 中小企業 向

け の 「貸 し 渋 り 対応特別保証制度J を 中 心 に 、 前年 を 上 回 っ た 。 平均金利 は 、 年

明 け後 の 長期 プ ラ イ ム レ ー ト の大幅引 き 上 げで、 長期金利 が上昇 し た こ と な どか

ら 、 総合ベ ー ス で は 8 カ 月 ぶ り の上昇 と な っ た 。 預金は前年 同 月 比 2 . 2%増。

2 月 貸 出 は 前年 同 月 比1 . 3 % 増 。 前 向 き の 資金需要が依然乏 し い ほ か、 中 小企業 向 け

の 「貸 し渋 り 対応特別保証制度」 も 昨年末 を ピ ー ク に 一巡 し て い る こ と な どか ら

全体 と し て伸 び悩 んで い る O 平均金利 は長期 プ ラ イ ム レ ー ト の 引 き 上 げ実施で、

長期金利 が上昇 し て い る 。 金融機関 の付利姿勢 は 、 採算制重掘や企業の業績悪化

か ら 、 貸 出 先 の 信用 リ ス ク に 応 じ た付利 に乗 り 出 す額 向 がみ ら れた 。

3 月 貸 出 は 、 都銀、 地銀は前年 同 月 比横パ イ で推移 し て い る が、 ! 日 み ど り 銀行の合併

に伴 う 貸 出債権の整理回 収銀行への譲渡か ら 、 第二地銀は前年 同 月 比21 . 6% の 減

と な り 、 全体で は 1 . 3% の マ イ ナ ス に 転 じ た。 預金 は 個 人頭金が引 き 続 き 前年 を

上 回 り 、 法 人預金が特別保証制度 に よ る 預金の歩留 ま り で 4 カ 月 連続 し て前年 を

上 回 っ た が、 金融機関預金の 落 ち 込み か ら 前年比伸 び率 は低下 し て い る 。

6 .  98年上期の 代位弁済、 過去最悪
代位弁済 は 、 兵庫県信用保証協 会の信用保証で融資 を 受 け た 中小企業が返済不能 に な っ

た 際 に 、 協 会が肩代 わ り し て返済す る 制度。

同協会が98年1 0 月 に ま と め た98年上半期 (98年 4 9 月 ) の代位弁済 は 、 1 ， 827件、 164
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億9 ， 500万 円 で、 前 年 同 期 に 比べて そ れぞれ55 % 、 60 . 4% 増 え 、 半期 の 実績 で は過去最悪

と な っ て い た。

金額ベ ー ス で業種別 内訳 を み る と 、 賃貸物件の供給過剰 で 業績が低迷 す る 「不動産業」

が前年 同期比151 . 2% 増 と な っ た の を は じ め 、 消 費不況の影響で、 「飲食庖」 も 同96 . 5% 、 「サ ー

ビ ス 業」 も 同89 . 4% と そ れぞれ増 え 、 全40業種中23業種で増加 し て い る O

代位弁済 に 占 め る 被災企業の割合 (金額) も 53% に 達 し 、 震災後遺症 と 不況の二重苦 に

あ え ぐ 中小企業の 多 さ を 裏付 け て い る 。

ま た 、 破 た ん に は至 っ て い な い が、 利子の支払 い が遅れ る な どの事故報 告 は 3 ， 314件 (前

年 同期比49 . 3% 増 ) 、 292億8 ， 500万 円 ( 同49 . 9 % 増 ) に 上 っ て い る O

一 方 、 98年度上期の保証承諾 は件数で向6 . 1 % 、 金額で同6 . 3 %増 え 、 資 金の使途別 (金

額) で は 、 「運転資金」 が前年同期 よ り 20 . 8% 増 え た 半面、 「設備資金」 が25 . 8% 減 っ て お

り 、 や り く り に 追 わ れ る 実態 を 示 し て い る O

保証承諾の98年 度 の 年 間 実績は 、 7 万9 ， 789件 (前年度比51 . 6% 増 ) 、 l 兆1 ， 245億円 ( I司

101 . 6 % 増 ) で 、 金額 と し て は 震 災 に 伴 う 災害復旧 融資 を 行 っ た 95年度 を 上 回 り 、 過去最
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高 と な っ た 。 98年10月 か ら 実施 さ れ た 政府 の 中小企業金融安定化特別 保証制度 の 利 用 が金

額 ベ ー ス で全体の53 . 9 % を 占 め 、 県 内企業の苦 し い資金繰 り を 表 し て い る 。 保証承諾 ( 金

額 ベ ー ス ) を 業種別 でみ る と 、 「卸売業J ( 同 1 17 . 3 % 増 ) 、 「建設業J ( 同 1 1 2 . 7 % 増 ) の 伸

びが特 に 日 立 っ て い る O 資金の使途別 で は 「運転資金J ( 同 151 . 2 % 増 ) が全体の78 . 2 % を

占 め 、 「設備資金J ( 同22 . 8 % 増 ) は6 . 0% に と ど ま っ た。

金融機 関 加 で は信用 金庫が全体の41 . 3% と 都 市銀行の31 . 4% を 大 幅 に 上 回 り 、 前年度か

ら シ ェ ア が逆転 し て い る O 同協会では 「都銀の融資姿勢が厳 し か っ た た め」 と 分析 し て い る 。

な お 、 信 用 保証協会が扱 っ た 阪神 ・ 淡路大震災 に か か る 制度融資 だ け で み る と 、 98年度

中 に件数で4 ， 059件 、 787億9 ， 000万 円 の償 還 (完済) で、 代位弁 済 は 713件、 611.意100 万 円 。

こ の 結果、 残高 は 件数で 3 万8 ， 880件、 金額で3 ， 573倍、500万 円 。 97年度 末 に 比べ4 ， 772件、

8481意9 ， 100万ilIJi成 っ て い る 。

7 .  r み な と 銀行」 発足
99年 4 月 1 日 、 年度始 め の 汀 を期 し て 阪神 銀行 と み ど り 銀行 (前身 は 兵庫銀行) の合併

に よ る 事� し い銀行 「み な と 銀行」 が新 た な ス タ ー ト を 切 っ た 。 地域 と と も に 発展す る 県民

銀行 を め ざす こ と を 経営理念 に 掲 げ た 。

経緯 を 振 り 返 っ て み よ う O

98年 5 月 15 日 付の神戸新 聞 は 「阪神銀 ・ み ど り 銀 を 吸収合併へ 来年 4 月 め ど交渉預保

機構 に 支援要請」 と 大 き な 見 出 し で 、 阪神銀行 が経営不振の み ど り 銀行 を 吸収合併す る 方

向で、 両行間 で調整が進め ら れて い る こ と を 報 じ て い る 。

記事 を 再録す る O 「み ど り 銀 は 旧兵庫銀行 か ら 引 き 継 い だ多 額 の 回収不 能債権の償却が

重荷 と な っ て お り 、 さ く ら 銀行系で兵庫 県 内 で営業基盤の 強化 を 図 る 阪神銀 と 合併 し 、 経

営基盤 の 強 い 地域密着銀行の設立 を 日 指す 。 み ど り 銀 の 不 良債権の処理策 な ど は未定だが、

(略) 預金保険機構 に合併 を 支援す る 資金贈与や み ど り 銀 の 不 良債権の買 い 取 り を 要請す

る 方針 で 、 (略) 合併 が実現す れ ば、 金融 シ ス テ ム 安定化の た め の 約30兆円 の公 的資金枠

を 活用 し た 初 の本格処理 と な る J

み ど り 銀行 は 、 経営破 た ん し た i日兵庫銀行 の 受 け 皿銀行 と し て 地元経済界 な どの 出 資 を

受 け 、 何年 l 月 か ら 営業 を 始め て い た。 と こ ろ が、 出兵銀か ら 引 き 継い だ 回 収不能債権 に

加 え 、 不 況 の 影響 に よ る 資産 内容の悪化で、 債務超過額 は7 ， 000億 円 前 後 に 上 る と み ら れ、

抜本的 な 対応策が検討 さ れ て い た 。

み ど り 銀 は 当 初 、 大蔵省 な ど金融 当 局 に 、 預金保険機構か ら 経営支援の た め の資金援助

を 行 う よ う 要請 し て い た が、 既 に 発足時 に 同機構か ら 資金贈 与 を 受 け て い る こ と な どか ら

新 た な 支援 は 困 難 と 判 断 さ れ た 。 大蔵省 の指導ー も あ り 、 被災地の復興 に 尽 く す 地域金融機

関 の 強化 を 狙 い に 、 同 じ被災地 に 本拠 を 置 く 阪神銀 と の合併 を 目 指す こ と に な っ た 。

こ の結果、 阪神銀行がみ ど り 銀行 を 吸収 (救済) 合併 し 、 新 た に 経営基盤の 強 い 地域密
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着塑の “県民銀行" の設立 を 日 指す こ と に な っ た 。

両行の 合併 は 5 月 15 日 の そ れぞ、れの取締役会で決定 さ れた 。 合併 の 骨 子 は①阪神銀が存

続 し 、 み ど り 銀が解散す る ②合併比率 は 阪神 1 、 み ど り 0 . 25 ( 11 月 30 日 の 合併調印 の 際 に

は l 対0 . 18 と な っ た ) ③新銀行本志 を 阪神銀本庖 (神戸 市 中 央 区 ) に 設 置 す る ④合併 の正

式契約 は 1 1 月 下旬で、 12月 下旬 に 臨時株主総会 を 開 き 、 合併契約 を 承認す る ー な ど。 両行

の 合併 は頭金保 険機構の 資金贈与 と 不良債権の 買 い取 り を 前提 と し 、 み ど り 銀が 日 銀か ら

借 り 入 れて い る 劣後 ロ ー ン 約 1 ， 100億 円 は新銀行がヲ | き 紺t ぐ方針 だ っ た 。 (劣後 ロ ー ン は 、

債務者か ら 債権者への元利金返済の{憂先)順位が低い 燕担保 ロ ー ン 。 債務者が破産 ま た は会

社更生法適用 に な れ ば返 済 は 不要 に な る )

新 し く 発足 し た み な と 銀行 は 、 預金量 2 兆3 ， 000億円 (全国第二地方銀行60行 中 4 位) 、

貸 出 量 l 兆8 ， 000億 円 ( 同 7 位) 。 従業員 2 ， 368人 、 底舗数は 147匝、 う ち 兵庫 県 内 139 屈 は

さ く ら 銀行 ( 107庖) を 上 回 り 県内 最大 と な っ た。

合併 に 当 た り 預金保険機構 は 、 み ど り 銀の 不 良資産 を 約 2 ， 600億 円 で買 い 取 っ た う え 、

損失の穴埋め に 約7 ， 900億 円 を 贈与。 こ の結果、 新銀行 は み ど り 銀 の 不良債権 を 引 き ず ら ず、

健全な 経営体 と し て 、 ス タ ー ト を 切 っ た 。

み ど り 銀行設立後の経過
く95{f )

10月 27 日 設 立登記が完了
3 1 日 大蔵省が銀行免許 を 交付

1 1 月 16 日 み ど り 銀行 と 兵庫銀行が営業譲渡契約結ぶ
12月 14 日 渡金保険機構が過去最大の4 ， 730億円 を 贈 与

22 8 初 の 株主総会 を 開催
<96'年 〉

1 月 1 9 日 地冗含め産業界出資は 約90倍、円 に確定
24 日 日 銀が約1 ， 100億円の劣後 ロ ー ン 供与
29 日 営業 を 開始。 |日兵銀か ら 継母え し た 回 収不能債権 は 1 ， 785億円

4 月 1 2 日 !日兵銀系 2 信組、 淡!湯信組に事業譲渡決定
5 月 22 日 初決算で ì566億円の 当期慎失 も 10 カ 年計画 に 沿 う 順調 な滑 り 出 し」 と 説明
1 1 月 2 1 日 初 の 中 間 決算 で118億円の当期損失

く97年 〉
4 月 25 日 97年 3 月 期 決算の業績 を修正、 復興の遅れ な どで、 当期損失が542億 円 に膨 ら

む と 発表
10月 31 日 974三 9 Jj 中 間 決算見通 し で 、 当期損失が予想、の約 2 倍の311億円 と 発表
<98主ド 〉

5 月 15 日 阪神銀行 と み ど り 銀行が取締役会で、 合併準備 を 決議

〈参考文献〉
「兵康県内企業短期経i済斉観J測l照f調査車結f吉{果」 第10∞01同oJ (ω99年 3 月 調査分) 日 本銀わ行:1'神中戸支j広

J占t 
「 ひ よ う ご
「 ひ よ う ご

第 七市ê 4& 産業 康用 445 



i 第六節 雇用

1 . 下落一方の 有効求人倍率
総務庁が99年 6 月 1 日 に発表 し た 全 国 の 4 月 の 完全失業率 は 、 男 性 が5 . 0% と 過去最悪

を 更新 し たが、 被災地 を 抱 え る 兵庫県で は 、 さ ら に厳 し い状況が続 い て い る O 長5 1 く 景気

の低迷 と 復興需 要 の 終息 と い う こつ の 大 き な 要素が重 な っ た た め だ。

県 が こ の 日 、 発 表 し た 4 月 の 県 内 有効求人倍率 は 0 . 32倍。 前 月 よ り 0 . 03灯、 前年 同 期 に

比べ0 . 10引下落 し て最低 を 吏新 し た 。 ち な み に全国平均 は 0 . 48倍。 兵庫県 は 沖縄 (0 . 22倍) 、

青森 (0 . 31倍) に 次 ぐ ワ ー ス ト 3 で あ る O

と く に 4 月 は 、 男 女雇用機会均等法の改正で、 性別 を特定 し た求人がで き な く な っ た こ

と か ら 、 募集 を 取 り 止 め た 企業 も 多 く 、 「県内 だ け で も 千人分の 求人中止があ っ たJ (県労

働部) と み て い る O

ま た 、 同 じ く 4 月 の 有効 求職者数は 12万6 ， 476人 で 、 こ れ ま で最 も 多か っ た 震災直後 の 95

年 4 月 の 11万5 ， 494人 を 上 同 っ た 。 前年 同 月 比で も l 万2 ， 904人 、 1 1 . 4 %増 え て い る 。 (表20 )

不 況か ら く る 企業 の リ ス ト ラ な ど非 自 発的失業者が増 え た た め で あ ろ う O

有効求人倍率 は 依然 と し て被災地で悪 く 、 各 4 半期 の数値 を 比べ る と 98年度 は い ずれ も

兵庫県 下 の 平均値 に 比べ0 . 0l � 0 . 04引下 回 っ て い る o (表1 9- 1 、 2 ) 

(表19 -- 1 ) 有効求人倍率 (兵庫県)

7 - 9 0 . 37 .À. 0 . 20 
10- 12  0 . 35 .À. 0 . 17 

99 . 1 - 3 0 . 36 .À. 0 . 10 
4 0 . 32 .À. 0 . 10 

(各 4 半期 の数値 は 、 該当 月 の季節調書写値の平均値)

(表19- 2 )  有効求人借家 (被災地)

(求人倍率の 差は ポ イ ン ト 差)

兵庫県 の有効求人倍率 は98年 に 入 っ て 下 降 椋 を た ど り 、 年 初 の 0 . 48倍か ら 12 月 に は0 . 35

f音 に ま で落 ち て い る 。 (表20)

求人数、 求職数で み る と 、 新規求人数 は 98年度 末 で 1 万7 ， 421 人 、 前 年 同 月 比10 . 0 % の

減少。 97年10月 か ら 連続 し て 減少 し て お り 、 99年 4 月 に な っ て や っ と 9 . 5 % 増 と 持 ち 直 し

て い る 。 - }j 、 新規求職者 数 は 、 99年 3 月 は 2 万9 ， 369人で対前年 同 月 比12 . 9% の増加。
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(表20) 求 人 ・ 求職 ・ 就職の状況 (磁持 ・ 季節、 パ ー ト タ イ ム を 含む)
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98年度の 各 月 は いずれ も 増加で、 求 人 の 減少 に対 し 求職者の増加 と ま す ま す就職難 の 傾 向

を 示 し て い る 。 ( 表20)

被災地で の 有効 求 人倍率は依然 と し て悲 し 各 4 半期 の 数値 を 比べ る と 、 98年度 は い ず

れ も 兵庫県 下 の 平均値 に比べ0 . 04 � 0 . 09引下 回 っ て い る 。 (表19ー し 2 ) 

厳 し い 経済環境の も と で、 雇用情勢が深刻化 し て い る 状況 は 、 離職後受 け 取 る 雇用保険

の受給者実人数の推移か ら も 知 る こ と がで き る 。

震災直後の95年 3 月 の 5 万6 ， 316人、 前年比57 . 5 % 増 は 異常事態 と し て 、 98年 度 は 年 初 来 、

増加傾 向 を 示 し 、 と く に 夏場 の 数備 を み る と こ の 時期 、 企業の倒 産 に よ る も の かあ る い は

企業の減量化がす す ん で い た こ と が推察で き る 。 春先か ら 増 え だ し た 雇用 保 険受給者 の 数

は 、 8 月 に は 5 万3 ， 977人、 前年 同 月 比21 . 9% の増 と な り 、 人数の う え で、 震災直設 の 数

に 迫 る ほ どだ っ た 。

99年度 に 入 っ て 受給 の 期 限が来 た た め か 、

数宇 は や や 落 ち 着 き を 叡 り 戻 し て い る 。 (表21 )

ま た、 兵庫県 1'" と 被災地の 4 半期 ご と の有

効求人数 と 同 求職者数 を 見 る と 、 有効求人数

の対前年増減比で被災地 の 数値が兵庫県 を 下

回 っ て お り 、 全県的 な 不 況 の 影響 の 表 れ と み

ら れて い る 。 一方、 有効求職者数で は 対 前年

増 加 比 で 被 災 地 が兵 庫 県 全体 の 数値 を 1 � 

5 . 9% 上 凹 り 、 依然 と し て被災地で は多 く の人

が職 を 求め て い る こ と がわ か る 。 (表22- 1 、 2 ) 

一方、 就業形態 別 の 常用 労働者数 を 見 る と 、

崎 支 の 常用 者 数 が97年 に 引 き 続 い て 98年 に

入 っ て も 前 年 同 期 に 比 べ減 り 続 け 、 反 対 に

パ ー ト の ほ う は97年第 1 ・ 4 半期以来増 え 続

け て い る O

こ れ は 、 本誌第 3 巻で も 指摘 し た こ と だが、

企業が雇 用 対 策 に 柔軟性 を 持 た せ る た め に 、

一般の常用 を 減 ら し 、 代 り に パ ー ト の雇 い 入

れ を 増や し た結果 と い え よ う 。

99年第 1 ・ 4 半期 で は 一般、 パ ー ト と も 10

万 人 を 超 え る 増 加 で、 対 前 年 比 で 9 . 0% 、

39 . 3 % と そ れ ぞれ大幅 に増 え た の は 、 明 石 海

峡大橋 の 開 通 を 控 え で の 観 光 関 係 や 3 月 に

パ ー ト が同 68 . 8% と 大幅 に増 え た卸 ・ 小売、
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( 表22- 1 )  有効求 人 、 求職者数 (兵康察 表22 - 2) 有効求 人 、 求職者数 (被災地)

有効求人数 有効求職者殺4
効f 前年

手
効

者
求
職

f おf
減
ドJ 

求 l比減f? 
% 

人
事土 iヒ %

95 . 1 � 3 月 44 、 855 \ 2: ' � 1 89 ， 273 14 . 5  
96 . 1 � 3 月 48 ， 778 8 . 7  I 84 ， 825 ..... 5 . 0  
97 . 1 � 3 月 54 ， 030 1 0 . 8 82 ， 974 ..... 2 . 2 

98 . 1 � 3 月 46 ， 673 ..... 13 . 6  95 ， 632 15 . 3  
4 � 6 月 42 . 363 ..... 20 . 5  114 ， 675 18 . 3  
7 � 9 月 40 ， 890 ..... 22 . 1  114 ， 330 22 . 1  
10�12月 40 ， 525 ..... 19 . 4  108 ， 585 19 . 8  

99 . 1 � 3 月 40 ， 831 ..... 12 . 5  107 ， 735 12 . 7  
4 月 38 ， 254 ..... 15 . 7  126 . 476 1 1 1 . 4  

有効求人数 有効求職者数
有
効

求
! f日ドIj 

ギ[ 前年
:R 九つ 士宇)

人 訴え 職 j成
数 よヒ % 1í 上ヒ % 

95 . 1 � 3 月 I 2 5 ， 037 28 . 2  61 ， 468 1 5 . 1  
9 6 .  1 � 3 }j 27 、 883 1 1 . 4  58 ， 083 ..... 5 目 5
97 . 1 � 3 Ji 29 ， 739 6 目 7 55 ， 450 ..... 4 . 5  
1 98 . 1 � 3 月 26 ， 335 ..... 1 1 . 4  65 ， 276 17 . 7  

4 � 6 月 24 ， 601 ..... 17 . 1 78 ， 673 24 . 2  

7 � 9 月 23 ， 575 ..... 1 8 . 6  78 ， 444 24 . 1  
10� 12月 23 ， 233 ..... 16 . 7  74 ， 754 21 . 1  

99 . 1 � 3 汀 い 23 ， 447 1 ..... 1 1 . 0  I 74 ， 217 I 1 3 ・ 7
4 月 い 21 . 898 1 ..... 1 6 . 7  I 86 ， 916 I 1 1 . 引

ノ fー ト を含む全数、 各 4 半期の数字はfl平均 パー ト を合む全数、 各 4 半期jの数字は月 、子均

(表23) 就業形態別常用 労働者数 (表24) 観光 に よ る 雇用機会館出効果

般
;95 1 } 3 月 ( i m ω4
96 . 1 � 3 月 I 1 ， 1 96 ， 522 
97. 1 � 3 月 I 1 ， 1 76 ， 978 
98 . 1 � 3 月 1 1 ， 1 33 ， 816

4 � 6 月 I 1 ， 144 ， 388 

… l I 山 .....3 . 6
l 7ト~叶ぺ 一

9刊ぺ 川 γ
月

ぺ
? 一 γ 一い f川一

1川川川 山1日 m山一3沼 山2 . 6

99 . 1 � 3 月 I 1 、 235 ， 675 I 9 . 0  

ー】}

1995 
96 
97 
98 

; 長 ; E ? l E T五五 次 五五 次
月月五i 人 月j 人 ftJ 人

122 ， 451 50 叫 33 . 335
152 ， 656 62 ， 237 40 . 91 1 
155 、 146 63 ， 145 4 1 、 598
178 、 108 72 ， 490 17 ， 755 

えE〉I、 | 古主i江二
i七

計 人 :I:�T} % 

206 . 164 
255 ， 804 24 . 1  
259 ， 889 1 . 6  
298 ， 353 14 . 8  

飲食屈 関 係 、 同21. 6 % 増 の サ ー ビ ス 関係 な どの伸 びに よ る も の と み ら れて い る 。 (表23)

ち な み に 観光 に よ る 雇用 機 会創 出効 果 は 法制 の と お り で、 震災の あ っ た 95年度 に 比べ、

環境整備が整 う に つ れ毎年着実 に増 え て お り 、 と く に 98年度 は前年比14 . 8 % と 大幅 に 伸 び

て い る 。

2 . 雇用人員 の 「過剰」 判断が高水準
日 本銀行神戸支屈 の 短期経済観測調査 (短観) に よ る と 、 99年 3 月 時点で の雇用 人 員 判

断 は 、 「過剰」 と み る 企業 が 「不足J と み る 企業 を 上 回 り 、 製造業で 4 割、 非製造業 で 2

割 の企業が 「過剰」 と み て い る o (衣25)
調査 に よ る と 製造業で は 、 素材産業の減産強化 な どか ら 「過剰」 の 超幅が こ れ ま で の ピ ー

ク ( 十 位 、 94年 2 月 ) に ま で拡大 し て い る O 先行 き 希望退職の実施や新規採用 の抑制 な ど

で人員 削減が進み 、 雇用 人員 の バ ラ ン ス が見込 ま れて は い る が、 依然 と し て 「過剰」 の 超
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(表25) 震用人 員判断 。 I ( 1過剰J - I不足J ) の推移 (問答f十数構成比%)

L県 製 造 業 24 3l  34 

内 非製造業 ! 7 13 2 1  I 23 

ノ二オ\-. 製 造 35 

国 13 I 14 

幅 は高水準 に 止 ま る と み て い る O

ま た 、 非製造業 は 、 公共工事の増加 に も か か わ ら ず、 建設業で過剰感の改善が小幅 に 止

ま る な ど、 サ ー ピ ス 業 を 除い て 引 き 続 き 余剰 の 状態 。 先行 き は小売、 運輸、 倉庫 な どの 業

種で希望退職の実施が予想 さ れ る も の の 、 建設の 過剰感が強 く 、 「過剰」 の 超幅が続 く 見

通 し と な っ て い る O

3 . 総合経済 ・ 雇用対策の雄進で臨時県議会開 く
兵産県下の経済 ・ 雇用情勢は大震災の復興需要がほ ぼ一巡 し た こ と や 個 人 消 費 の低迷、

有効求人倍率の低下 な ど極 め て 厳 し い状況 に 置 か れ て い た 。 こ の よ う な 情 勢 か ら 脱却 し 、

経済や雇用 を 同復軌道 に 乗せ る た め の総合 的 な 経済 ・ 雇用 対策が求め ら れた 。

こ の た め 、 兵庫 県 で は 98年 5 月 22 司 、 「兵産県総合経済 ・ 雇用 対 策推進本部」 を 設置 し 、

全庁 的 な 推進体制 で の 取 り 組み を 始め た 。

具体的 に は①経済 ・ 雇吊 動 向 の把握②金融、 経営安定化、 中 高年齢者等 の 雇 用 支援、 建

設 ・ 製造業離職者、 女性 な どの職業能力 開発、 失業の予 防 と 雇用 の 維持支援 、 公共投資 な

どの緊急対策 の推進③新規産業 ・ 雇用 創 出対策 な ど構造変革期 に対花、 し た経済 ・ 雇用対策

の推進 な ど を あ げて い る 。

こ う し た 「総合経済 ・ 雇用 対策J の実施の た め 、 兵}車県で は 通 例 、 予算の補正 を 行 う 9

月 県議会 を ま たず、 県単独 の 施策 を 含 む総合的 な 経済 ・ 雇 用 対策 の た め の補正予算 を 緊急

に 編 成 し 、 7 月 14 日 付 け で臨 時県議会 を 招 集 し た 。 総額1 ， 688億 円 に の ぼ る 補正予算 は 7

月 24 日 の本会議 で 成立。 県 の 経 済 ・ 雇用 対策 と し て は 過去最大規模 と な る 総額2 ， 106億 円

の事業が展 開 さ れ る こ と に な っ た 。

兵庫県 で は 、 さ ら に 1 1 月 県議会で865億 円 の 追加対策 を 計上 、 7 月 の経済 ・ 雇 用 対 策 と

併せて総額2 ， 971億 円 の事業規模 と な っ た 。

4 .  r緊急経済 ・ 雇用対策会議」 を 創設
こ の 問 、 兵庫県 で は行政が展 開 す る 経済 ・ 雇用対策 の検証 を 行 う と と も に 、 具体的 な 追

加措置 を 行政割 に提案す る “政策機関" と し て 、 地元経済界、 労働団体、 県 ・ 神戸市 な ど
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で構成す る 「 緊急経済 ・ 雇 用 対 策 会議」 を 創設 し た 。

メ ン バ ー は 民 間 と 行政の ト ッ プ計23人。 民 間 は 牧冬彦 ・ 県商工会議所連合会会頭、 在 田

一雄 ・ 県 中 小企業団体中 央会会民、 石井亮一 ・ 連合県連会長 ら 商工 ・ 労働団 体代表の ほ か、

高l埼正弘 ・ 神戸銀行協会会長、 今井和 男 ・ 県農協 中央会会長 ら 金融、 農林水産代表が参画。

行政か ら は 貝 原俊民知事、 笹 山 幸俊神戸市長が加わ っ た 。

初 回 会合 は 1 0 月 30 日 に 聞 かれ、 座長 に新野幸次郎 ・ 神戸大学名誉教授 を 選任。 経済 ・ 雇

用 を め ぐ る 現状 と 課題、 県への提案 な ど意見交換 を 行 っ た 。

同 会議の 主 な 役裂 は 、 行政施策の検証、 必要 な 追加措置の検討 と 提案 の ほ か 、 産業構造

転換への 対応策 や金融再編問 題 な ど分野 を し ぼ っ た検討、 提案 を 行 い 、 行 政 は 、 同 会議が

求 め る 各種の追加措置 を 施 策 に 反映 さ せ る O

県 で は 、 7 月 に 大型補正予算 を 組 む な ど緊急措置 を 講 じ て い る が、 「行政サ イ ド の 対応

だ け で は 限 り があ る 」 と し て 、 民 間 を 主体 と す る こ の 会議 を 設 け た 。

5 . 療業 白 営業者の 求職増 え る
家 業 を 麗業 し 、 職 を 求 め る 自 営業者が急増 し て い る こ と が兵庫県 の 離職者調査で、分か っ

た 。 長ヲ | く 景気低迷や大型自の進 出 、 後継者不足 な ど を 背崇 に 、 事業の 継続や再建 を 断念

し た も の と み ら れ、 商)古主や零細企業経営者の苦境 を う かがい 知 る こ と がで き る O

県職業安定課 に よ る と 98年 7 - 9 月 の 県 内 離職者の 数 は 月 平均 l 万5 ， 1 28人 (前年 同 期

比24 . 5% 増 ) 0 

離職 の 内訳 は 、 「 自 己都合」 が も っ と も 多 く 、 次い で定年退職や企業倒 産 、 リ ス ト ラ な

ど 「事業主都合J で こ の 両者で、約 9 割 を 占 め て い る 。

「事業主都合」 は前年 に比べ83 . 6 % も 増 え て い る が、 こ れ と 並 ん で98年 に 入 っ て急激に

伸 びて い る の が 「 白 営業離職者J o 97年10 - 12 月 は 月 平均166人 ( 向29 . 4 % 増 ) だ っ た の に

対 し 、 何年 1 - 3 月 は257人 ( 同 64 . 5 % 増 ) 、 4 6 月 が299人 ( 問50% 増 ) と 大幅 に 増加。

7 9 月 に は317人 ( 問72 . 2 % 増 ) と 初 め て 300 人 を 突破。 10- 12月 は265人 ( 同60 . 2 % 増 )

と な っ て い る O

平均す る と 、 98年 に 入 っ て か ら 毎月 300人近 く が家 業 を 廃業 し 、 新 た に 職探 し を し て い

る 勘定で、 県 で は 「 自 営業者の高齢化や後継者不足 な どの通常の理由 に 加 え 、 長百 i く 景気

の低迷や震災復興の遅れが廃業 に 至 ら し め た の で、 は」 と 警戒感 を 強め て い る O

6 . 被災者支援の雇用対策
兵庫県 は 、 離職者の再就職支援や被災勤労者の生活安定雄進 の た め 、 積極的 な 求人事業

を 展 開 し て い る 。 主 な も の を 拾 っ て み る と

〔腫用 開発推進班の活動〕

被災地 の神戸 、 難、 尼崎、 商宵 な どの職業安定所 を 中心 に 求人 開拓 に 当 た っ て お り 活動
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実績は次の と お り で あ る 。 (表26)

(表26) 雇用 開発推進班の活動実緩

電話に よ る 開拓求人数

1995年度
1996年度
1997年度

1 1 998年度

〔被災者濯用奨励金の支給〕

震災 に よ り 住居が全 ・ 半壊 (焼) し た被災者 を 新 た に 雇 い 入 れ、 常用労働 者 と し て 6 カ

月 以 上継続 し て雇 用 し た事業主 に 支給 さ れ る も の で 、 95年 4 月 か ら 2000年 3 月 末 の 間 の被

災者の 雇 い入 れ を 対象 と し て い る 。 雇 い 入 れた被災者 1 人当 た り 50万 円 が支給 さ れ、 99年

3 月 末現在、 申 請件数は l 万12件 に の ぼっ て い る O

〔被災地求職者の企業委託に よ る特別訓練〕

企業委託方式で特別訓 練 を 実施 し 、 現場で の 実習 を 通 じ て 就労の促進、 被 災 中高年齢者

の 生活復興 に役立 て よ う と い う ね ら い で、 97年度か ら 2000年度 ま で の継続事業。 令 ・ 半壊

(規) の被災者で、 45歳以上65歳未満の求職者が対象。 委託訓練は 3 カ 月 ( 3 カ 月 延長可) 0

98年 度 の 実 績 は 、 訓 練定員 150 人 の と こ ろ 受講 申 込者129人、 受 け 入 れ企業36社 (64 人 ) 、

訓練受講者27人 と な っ て い る 。

〈参考文献 〉
「最近 に お け る 労働市場」 兵庫県労働部 1 999年 5 fj 
「兵庫県総合経済 ・ 房用 対策推進本部の設置 に つ い て 」 兵蔵県労働部、 商工部 1998年 5 月 22 日 記者発表資

料
「総合経済 ・ 雇用 対策の補正予算 に つ い て 」 兵庫県総務部、 労働部、 商 L音fí 1998年 7 rJ 14 日 記者発表資料
「総合経済 雇用対策に係る 緊急追加対策 に つ い て」 兵庫県労働部、 商 工部 1998iflZjJ 15 日 記者発表資料
'1998{f度総台経済 ・ 房用対策の効果 に つ い て」 兵庫県労働部、 商工吉ß 1999年 6 月 l 日 記者発表資料
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| 第七節 農水産業、 食品流通の被害

95年 1 月 17 R 早朝 に発生 し た 阪神 ・ 淡路大震災は 、 兵庫県下の農水産 業 に 関 し て も 、 そ

の直接の被害 は も と よ り 、 輪送ル ー ト のす断、 物流 シ ス テ ム の壊滅な ど に よ り 、 被災地へ

の 緊急食料の供給や農産物 の流通、 産 地 な どへ深刻 な 影響 を 与 え た 。 と く に 、 関東か ら 四

国 ・ 九!附 に至 る 聞 の物流の 中枢地が遮断 さ れた た め 、 全国的 に 農 産物 の 流 通 に 混乱 と 遅延

を も た ら せた 。 ま た 、 淡路地 区 で の た め池の被害が大 き く 、 田植期 の水源確保が懸念 さ れ

た 。

板神 ・ 淡路大震災調査報告編集委員 会 (土木学会、 地盤工学会、 日 本地震災学会 な ど 5

学会で構成) の ま と め た と こ ろ に よ る と 、 こ の 地震 に よ る 農業関係 の全被害 は36 市町村、

4 ， 138 カ 所 に お よ ん で い る O

こ の う ち 、 地域的 に は 兵産県 に 集 中 (被害額で95 . 7 % ) 、 中 で も 淡路島 は 県全体の60 % 、

神戸市が1 1 % の被害額 に の ぼ っ て い る 。 淡路 島 の 中 で は 、 北淡町 ( 同 56 % ) 、 津名 町、 一

宮 町 ( 同 各14 % ) の}II夏。 工事別 でみ る と た め 池の被害 (額) が全体の 3 分の 2 を 占 め 、 農

地 ・ 農道 が各 7 % 、 水路 6 % と な っ て い る O

1 . 農林水産業関係の被害状況
兵庫県が ま と め た 、 兵庫県南部地震 に よ る 農林水産業関係 の被害発生状況は次去の と お

り であ る 。 (表27)

農業で は 、 た め池、 水路、 あぜな どの崩壊、 農作物 の果実の 落果、 在 庫 品 の損傷、 畜産

関 係 で は 畜舎の損壊 に よ る 乳牛の死亡、 食 肉 用 の ブ ロ イ ラ ー が停電 に よ る 換気不良 や 断水

な どが原 田 で大量死 し た り 、 大量の卵が落 下 に よ り 破損す る な どの被害 を 受 け、 ま た 、 水

産 関 係で は の り の生産施設の損壊 な どの被害 を 生 じ て い る 。

こ う し た 直接 的 な 被害 だ け で な く 、 市場への 輸送 が道路の渋滞で大 き な 問 題 と な っ た 。

震災後約 2 カ 月 た っ た 3 月 下旬 で 、 平時の 3 倍以上の 時間 を 要 し 、 例 え ば、 加古川 周辺か

ら 神戸市場 ま で距離 に し て 50 � 60 km、 平常 な ら 1 時間前後の と こ ろ を 4 時 間 、 ま た 、 大阪

市場で は 70�80km、 60� 80分の搬送が 6 時 間 も かか っ て い る 。

キ ャ ベ ツ 、 ト マ ト な ど国 の錨格安定事業 に 関連 し た 農作物 は 、 出荷市場 を 額上手 に 変更す

る こ と がで き な い た め 、 仕 向 け地の変更で、相手市場 の 了 解 を 得 る な どの手続 き が必要 だ っ

た が、 指定以外の生産物、 あ る い は 地場生産、 地場消 費 の 野菜 な ど は ほ と ん ど地震の影響

を 受 け て い な い。

被害の 中 に は 、 冷蔵の タ マ ネ ギやハ ク サ イ の よ う に 積 み 上 げて い た ポ リ コ ン テ ナ が落下

し 、 傷 み が は げ し く て 商 品 と し て 出荷 で き な い た め 、 廃棄処分せ ざる を 得 な い も の も あ っ

た 。 ま た 兵庫県経済連の コ ン ピ ュ ー タ ー が使用不能 に な り 、 通常 l 日 単位 で取引 の集計 を
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( 表27) 農林水産業関係の被害発生状況 1995年 3 月 14 日 現在
r 

!玄 ( 千ドJ)
農地 ・ 農業用 24 ， 375 ， 000 方面 三日九又

j台 L1J 8 、 206 ， 000

l争、 i巷 1 9 ， 883 ， 000 

差是 作 物 1 7 ， 500 

苦手 産 25 ， 1 50 

乳 用 牛 11 ， 100 

肉 用 午 3 ， 300 
プ イ ラ 一 等 8 ， 200 

種 ijp 2 ， 550 
林 産 物 72 ， 000 
農 業 用 共 同 5 ， 380 ， 093 
手Ij J日 施 設
農 業 用 1li\l 人
施 ヨ員又凡 4 ， 852 ， 350 

! 農 林 水 産 業 182 ， 561  j 環 境 施 設
水 産 業 共 同 3 ， 559 ， 209 
利 用 施 設
水 産 業 俗 人 1 ， 277 ， 51 5  i 
施 口χ山

| 養殖加工等 1 ，  258 ， 015 

漁 品白 1 9 ， 500 

林; 産 施 設 1 ， 689 ， 600 

i 卸 売 市 場 ! 24 ， 487 ， 300 

米 穀 在IJ 商 1 ， 1 70 ， 800 

米 穀 小 売 商 5 ， 504 ， 400 

食 品 産 業 14 ， 963 ， 400 

関係団体施設 2 ， 500 ， 000 
よ口為 計 1 18 ， 145 ， 878 I 

被害的iff{ 、 2良 摘 要羽数、 件数号事

4 、 049件 畦畔、 ため池、 水路号事 の ひ び割れ ・ 崩壊等

75{'Þ 山腹崩壊、 務石等
17件 防波段、 設!日、 物揚場等の沈 下 ・ 崩壊等

ト の落果
64 t ハ ク サ イ 、 タ マ ネ ギ、 原字しの在庫品 の損傷

299Jj 市千F損壊さ宇 に よ る 死 亡
8頭 ろ，

1 1  ， OOO;);J 停電の た め換気不良及 び断水に よ る 死亡
1 5 ， 0001屈 会与下等 に よ る 破損

360m' 製材倉庫 の倒淡 に よ る 製材品 の損壊

27件 77前施設、 農 業会庫、 家斎市場、 精米工場、
午乳工場施設等の損壊

2 ， 0701'牛 I 農舎、 斎企 た ま ね ぎ小屋、 j昆室等の全半壊

6件 I 農業公開等の建物 の損壊

57件 荷捌施設、 給泊施設、 の り 加工施設、 1T氷施
設、 冷蔵庫 、 倉庫等の全半壊及び一部損壊

402{'j: の り 生産施設、 ち り め ん加工施設等の損壊
40隻 漁船の 一部破損等

103{'j: 製材工場 ・ 倉庫及び製材 機械等のJ員壊
9{'斗 市場建物 の令 半壊
9f4こ 精米工場、 倉庫等の損壕

1 ， 609何 !封書、 精米機等の損壊
106{宇 食品工場、 倉庫、 機械等の指壊

21午 農業会館、 林業会館の損l衷

し て い た の を 2 月 末 ごろ ま で 3 日 分の 集計 に 切 り 替 え る な どの 処置 も と ら れた 。

花舟 ( き ) 稲 葉 町農協、 神戸西農協、 日 の 出 農協 (淡路) な どで花井 を 扱 い 、 地域農

業 の 中 で大 き な ウ エ イ ト を 占 め て い た 。

稲美町で は 地震 に よ る 生産現場での被害 は ほ と ん どな か っ た が、 出荷先の 神戸市東部市

場が震災で機能がマ ヒ し 、 交通 の 混 乱 な ど で 出 荷不能 と な り 、 生産農家 は 大 き な 損害 を 被 っ

た 。 ま た近 く の小規模の市場 に 出荷が集 中 し 、 備が下がっ た こ と も ダ メ ー ジ を 大 き く し た 。

神戸市西農協で は 、 こ れ ま で大半が大阪市場 に 出荷 し て い た が、 神 戸 の 東部市場再 開 の 約

1 カ 月 後 ま で、 全量 を 大阪へ出荷せ ざる を 得 な く な っ た。 個 人 出 荷 の た め 毎 日 1 2 � 1 6 時 間
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(表28) 農林水産業関係被害の地域別発生状況 1995年 3 月 14 日 現在

神 戸 市 阪 神 東 播 麿 E耳 播 磨 i炎 路
区 分 件数等 被害額

件数等( 百 万 1 11 ) 件数等 被害額 件数等 被害額 件数等 被害額 被手f額 件数等 被害額

農地 ・ 農業用 (百万円) ( fíhPI) ( 日 )jiJ]) ((1 J5111 ) ( (lJjド1)施 設 i 4 ，0491千 24 、 375 578 2 ， 586 70 1 . 259 515 5 ， 766 14 149 2 ， 872 14 、 615

J台 山 751午 8 ， 206 22 3 ， 330 l 3  2 ， 860 5 74 35 i 、 942
i 漁 j巷 17件 19 可883 I 3 5 、 264 2 1 ，  010 i l 2  I 13 ， 609 

農 作 物 18  l 7  
三R金ヨJ 産 ; 25 8 3 13 

林 産 物 360m' 72 240 48 l 05 21 l O  2 戸J 

l 農 業 用 共 同
干Ij 沼 施 設 出 5 お 7 4 、 178 I 4 i 、 009 7 64 9 j l 29 

t芝 業 用
2 ，481 I 1�J 人 施 設 2 ， 070件 4 、852 l O  41 892 2 ， 327 4 。 1 ， 164 

i 農 林 水 産 業
環 境 施 設 6件 183 3 113 3 70 

水 産 業 共 同 ;
利 !日 施 設 57件 3 ， 559 26 3 、056 6 155 25 

水 産 業
綿 入 施 設 1 . 278 I -- I 179 237 862 

林 政 施 設 103件 1 、 690 29 413 3 17 2 日

卸 売 市 場 9件 24 ， 487 3 21 、951 4 2 守 511 1 24 i l 
米 穀 釘J illî 9件 1 ， 171 742 4 421 8 

米 穀 小 売 [商 l 、 6州 i 5 守505 ì 832 2 ， 728 658 2 ， 350 52 67 226 

食 品 産 業 i 106件 14 、 963 95 13 市 585 8 1 ， 355 l 10 2 i l 3  

関係団体施設 21午 2 ， 500 2 2 、 500
1仁\、 1 1 18 ， 146 1 61 ， 560 7 ， 563 

※ 4 捨 5 入の関係で集計が 一 致 し な い こ と があ る

か け て の 出荷 と 帰宅後の収穫 な どで 1 カ 月 時 は大混乱だ っ た 。 日 の 出 農協 で は 、 ガ ラ ス 温

室 、 ビ ニ ー ルハ ウ ス な どの破損や井戸水が出 な く な っ た り し た が潰滅的被害 は な か っ た。

大阪、 京都 な ど の 出 荷先 は 通常 どお り セ リ が行 わ れ た が 、 鮮度 を 要求 さ れ る 花井 に と っ て

輸送の影響 と 需要の低迷 が大 き く 響い た 。 震災後 は 出 荷 の ト ラ ッ ク の フ ェ リ ー 待 ち が時 に

7 - 8 時 間 に 及 び、 市 場か ら の帰 り が連れ、 輸送の ト ラ ッ ク の ロ ー テ ー シ ョ ン が組め な い

状況が し ば ら く 続い た 。

一方、 酪農関係で は 、 地震後、 一部で乳量、 乳質の低下 な どが認め ら れ た が全体 と し て

は 生体 に 対す る 大 き な 影響 は な か っ た 。 し か し 、 神戸地区 で は 、 飼料 を 神 戸港で荷揚 げ さ

れ る 輸入飼 料 に 依存 し て い た た め 、 神戸港の損壊で供給が途絶 え 、 名 古庫、 四 国方面か ら

転送 し て も ら っ た り 、 各農協で配分の調整が行 わ れ た 。

生乳の 出荷 も 、 乳業 メ ー カ ー や生乳処理工場が被害 を 受 け た う え 、 電気、 用水の ス ト ッ

プで操業停止 に 追 い込 ま れ た た め 、 牛乳輸送先 を 他地 区 、 他府県へ振 り 替 え を 図 っ た が渋

滞で輪送がで き ず、 そ の ま ま 持 ち 帰 っ て廃棄せ ざる を 得 な い事例 も み ら れた 。
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2 . 漁港 ・ 水産施設の被害
兵庫県 か ら 関係官庁 に提出 し た 漁港 ・ 水産施設の被害額は次の と お り で 、 総被害額は 198

億8 ， 300万円 と 推定 さ れ た 。

こ れ ら の復 旧事業で、 公共土木

施設 と し て 国庫負担で行 わ れ た と

こ ろ は 、 96年 3 月 現在で被害18漁

港、 80 カ 所の う ち 神戸I↑iの垂水、

塩屋、 両漁港の 一部 を 捻い て76 カ

所で事業 を 完了 し て い る 。 こ の ほ

か、 神戸市の須磨、 垂水、 東灘の

三漁港、 6 カ 所 も 農林水産業施設

災害復 旧 事業 と し て工事 を 終 え て

1 ， 865 
604 

1 ， 850 
1 ， 040 
1 ， 7 l 2 
2 ， 483 
1 ， 042 

341 
374 
606 

4 
2 ， 569 
2 ， 695 
1 ， 244 

IlIJ 
何
回J

市
市

漁港関係被害額

間I

町
田I
田I
町

名

ク
淡
ク
名
浦
路
淡
ク

{日
淡
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ク
本
一戸
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にに
レ〕

いγijト
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l→J勺

西
五

北

屋
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仮
森

口
屋
島
野
穂
屡
尾
島
波
崎
山
瀬
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日
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崎
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(表29)

釜
山お
野
浅
生
仮
仮
富
山河
尾
丸
船
烏

い る 。

市河川t

 3 . 食料供給 に 関す る 被害
農産物 の 食料供給は 、 生産農家か ら 始 ま り 農協 、 消 費 地 の 中 央市場、 小売屈 な ど を 経 て

消 費 者 に届 け ら れ る 流通 シ ス テ ム に よ っ て成 り 立つ 。 こ の過程の どの部分 に 問題が起 こ っ

て も 食料供給が阻害 さ れ る 。 阪神 ・ 淡路大震 災 で は 、 大泊 費 地で あ る 神戸 を 中 心 に 中 央市

場が甚大 な 被害 を 受 け 、 道路の渋滞 に よ る 輪送 困 難 、 さ ら に は 電気、 水道、 ガ ス の途絶 に

よ り 各家庭での 食料の調理 を 不 自 由 な ら し め た 。

以 下、 食料流通 シ ス テ ム の 中枢 で あ る 卸売市場 の 主 な 被害 を ま と め た 。 地震が発生 し た

1 月 17 日 早朝 は セ リ の 最 中 だ、 っ た と こ ろ が多 く 、 場 内 の停電や施設の被害 な ど で セ 1) を 中

日 の セ リ に か け た り 、 場所 を か え て 完売す る な どの止 し た り 、 入荷 し た も の に つ い て は

措置が取 ら れ、 そ の あ と も 休市 日 も 臨時開場す る な ど食料供給の 役割 を 全 う し た 。

〔神戸中央卸売市場 ・ 本場〕
95年 3 月 現在 (以下向 じ ) で被災総額は 約94億円 。 卸売棟、 事務所、 冷蔵庫棟 な どの建

築物 の損壊。 道路の亀裂、 陥没。 水道、 ガ ス の復旧 の遅れ ( そ れ ぞ、れ 2 月 中旬 と 3 月 上旬 )

が場内業者の営業 に 支障 を き た し た 。 入荷量 は 、 1 月 中 は野菜が前年の50 % 未満、 果物で

も 70 % 程度 に と ど ま っ た 。 小売庖の被害 も 大 き か っ た が、 ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 と と も に 5
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月 に は 河90%以上 に達 し て い る 。 前年比で、果物 の 入荷が野菜 を 上 回 っ た が、 こ れ は煮炊 き

が必要 な 野菜 の 一 部 品 目 の 売 1-.が落 ち た の に対 し 、 果物 は生食で き る 品 目 が多 か っ た た め

と 考 え ら れ る 。 復 旧完了97年 3 月 末。

〔同 ・ 東部市場〕
被害総額 は 約 1251)意 円 。 埋 め 立 て 地 に立地 し て い る た め 、 市場全体が平均50cm 陥没。 卸

売場棟、 倉庫棟 な ど全壊。 施設 も 亀裂、 段差、 床 下空洞 な どの被害 を 受 け 、 機械設備、 電

気設備、 地下埋没物 の損壊が大 き か っ た 。 被害は神戸 の 3 市場 の 中 で最 も 大 き い 。 入 荷 は 、

2 月 中旬 に は 6 � 7 割 ま で 回復。 本場 に 比べ 回復が遅れた の は 、 東部市場の 分荷閣 の 大部

分が被害の大 き か っ た 地域 だ、 っ た こ と 、 市場 に 通 じ る 道路の交通渋滞の 影響 を 受 け た こ と 、

と く に小売側 で 「帰 り が遅 く な っ て商売の 間 に合 わ な い」 な ど、 |行場再 開 後 も 離れて い っ

た事例があ る 。 な お 、 水産物 の 取 り 扱い は水がス ト ッ プ し て い た た め 2 月 4 日 か ら の セ リ

の 再開 と な っ た 。 復旧完了98年 3 月 末。

〔問 ・ 西部市場〕
被害額 は 1 ， 000万円 。 ボ、 イ ラ ー 、 搬送 レ ー ル な どの設備機器の損壊、 レ ン ガ塀 の 崩 壊 な ど。

水が止 ま っ た た め屠場業務 を 中止せ ざ る を 得ず、 再 開 は 2 月 9 日 以降 に な っ た 。 復 旧 は95

年 3 月 末完 了 。 例年 3 月 か ら 、 東側 隣接地 に 全面建 て 替 え 工事が進め ら れて お り 、 96年 7

月 か ら 新市場で業務開始。

〔毘崎市中央卸売市場〕
被害約 4 億 円 。 仲卸棟の屋根、 管理棟の電気設備 な ど に被害 を 受 け た 。 危 険鋼所 を 日 鋼

で補強す る な どの応急措置で、 2 月 上旬 に は 通常営業 に毎 し て い る O 復 旧 完 了96年 3 月 22

o
 
口け

〔明石卸売市場〕
施設の直抜 的 な 被 害 は 軽微で そ の 後の営業 に は 支樟 は な か っ た。 入待 は 、 一時期神戸市

場 に 流 れ る 荷が緊急 に 入 り 込 ん だが数 日 後 に は 落 ち 着 い た 。

〔伊丹卸売市場〕

被害 2 億 円 。 卸売場掠、 業者事務所、 電気設備 な ど に損壊。 2 月 上旬 に は ほ ぼ通常営業

を 行 っ て い る 。 復旧完了何年 3 月 末。

〔西宮市 3 市場 (公設 1 、 民設 2 ) ) 

被害総額13億5 ， 000万 円 。 民設の 西宮地方卸売市場 は 全壊。 全庖舗解体撤去 を す ま せ て

い る 。 同 じ く 西宮東地方卸売市場 は全半壊。 全壊庖舗 は解体撤去、 仮設で営業 を 再 開 。 公

設の西宮市地方卸売市場の被害は軽微。 復旧 に つ い て 3 市場 を 統合 し て新 た な 場所 に 移転

整備す る 計画 だ っ た が、 業界内 の意見調整がつ かず、 計A画 案 は 白 紙 に戻 り 、 99年 8 月 末現

在、 仮設自 舗 な どで営業 し て い る O

〔西宮市食肉市場〕

被害 3 1.意 円 。 液状化 に よ る 地盤沈下、 支柱の亀裂 な ど施設の被害が大 き く 震災後 し ば ら
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く 営業不能 だ っ た 。 復 旧 完了95年 9 月 末。

4 . 近郊産地の 役割
都市 (消費地) 近 郊 の 野菜産地 は 、 日 常的 に 近 隣 の 消費 地 を 対象 に 出荷 し 、 食料供給の

商で重要 な 役割 を 果た し て い る 。 出 荷 は契約栽培、 伺 人 ・ グ ル ー プ出荷、 量 販屈 と の ダ イ

レ ク ト 便 な どの形態 を と っ て お り 、 産地 と 市場 ・ 小売屈 な どの 間 に 固定的 な 関係が築 か れ

て い る 場合が多 く 、 震災時 に お い て 出荷 の 継続 に つ な が っ た 。 輪送面で も 、 被災地 と 距離

的 に近 い こ と が、 被災地の情報 を 把握 し や す く 、 出 荷対応が行 い や す か っ た 点 も 指摘 で き

る O つ ま り 、 遠方産地で は 市場 ま で の距離が長 く 、 交通渋滞 な どの影響 を 受 け 、 輸送 コ ス

ト の上昇、 鮮度 ・ 品 質 の母下の 問題 に つ な がる O し た が っ て 、 被災地への 出 荷 を 手控 え る

こ と も 考 え ざる を 得 な い の に対 し 、 近郊産 地 で は 緊急 な 対応が可能 だ っ た と い え る 。

特 に 食料供給 は 、 被災宜後か ら 3 日 な い し 1 週 間 が重要 と さ れて い る O 震 災当 日 の l 月

17 日 の 夕 方 に は神戸市西豆農業協 同 組合の女性た ち に よ る 「お に ぎ り 」 が、 神戸市の避難

所 に届 け ら れ、 そ の 日 か ら 3 週 間 、 実 に 13万個 の お に ぎ り が握 り 続け ら れた 。

さ ら に 、 西 包農協 の契約野菜部会 は 、 小売庖が倒 壊 し た た め 買 い物がで き な い地域 に 出

向 き 、 直接運 び込 ん だ野菜 を 青空市で通常価格の 半値か ら 3 分の l の値段で 販売 し 、 売上

金は全額神戸市の義援金 と し て い る O ま た 、 避難所の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プか ら の食材要

請 に対 し で も 、 組合員 か ら の 募金 を 元 に 食料 を 調達、 提供 し て い る O

兵庫県民運動連合会で も 、 日 頃の 産地直送ル ー ト を 通 じ て 、 神戸市近郊の 農家 か ら 食料

を 被災地 に 無償供給 し て い る O ま た 、 災害救助 法 で は 救援 さ れ な い病 院 の患者への食料供

給で重要 な 役割 を 果た し て い る O

こ の よ う に 、 被災地で の ボ ラ ン テ ィ ア 的 な 青空市、 避難所への炊 き 出 し府 の 野菜供給 な

ど、 全匝各地 の 農 協 や 生産 グ ル ー プか ら 米、 青果物 を 含 む 支援があ っ た が、 臨機応変 に 積

極的 な 対応が行 え た の は近郊産地 の特徴だ っ た 。 と く に ガス ・ 水道 な どが復 旧 し な い段 階

で は キ ャ ベ ツ 、 レ タ ス な ど調理 を 必要 と し な い 野菜 が必要で、 そ れ以外の ボ ラ ン テ ィ ア の

炊 き 出 し の食材提供 な ど迅速 な 対応が求め ら れ、 こ う し た点 で、近郊産 地 の 果 た す役割 は 大

き か っ た 。

「 わ れ わ れ は 、 神戸市場への供給が ど ん な 場合で も 前提 だが、 普段か ら 神 戸 市 内 の 消 費

者への供給 を 任務 と し て い る 産地 で あ り 、 こ う い う 時 は 値段 ど う こ う と い う こ と で は な く 、

何がな ん で も 届 け る と い う こ と で対応 し たJ o あ る 農協 の担 当 者 の 言葉が印 象 的 だ。

〈参考文献〉
fl夜神 ・ 淡路大震災誠資報告」 阪神 ・ 淡路大震災調査i報告編集委員会 1998年 2 )1
「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 (漁港j射す ・ 水蔑施設の復興の足あ と ) J 兵庫県 1996年
「農村 ・ 都市の終」 兵庫県農村 ・ 都市連携 シ ス テ ム 研究会 1996年 l 月
「都市都災害 と 農業 ・ 農 村 」 農林統計協会 1998年 2 月
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「中央卸売 市場の被害」 に つ い て は 兵庫県農林水産部食品流通謀の資料 に よ る
「住民 と 自 治J 1999年 8 月 号 自 治体研究社
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は じ め に

息切 れ と ひ と 息 と

99年 3 月 末で、 復興土地区画整理事業が計画決定 さ れ た 団地 区 の う ち 、 市 と 住民 と の合

意の手続 き が終わ っ て い な い神戸 市東灘区森南 2 丁 目 を 除 く 17地区 で事業計画が決 ま っ た 。

こ の う ち 芦屋西部第 1 地区 を 除 く 16地区 で仮換地指定が始め ら れ、 99年度末 で の指定率 は

全体の49% に な っ た 。 毎興事業 は土木的実施段 階 に 入 り 、 淡路 島 の 富 島地 区 を 除い て 、 着

実 に進め ら れ、 新 し い道路がで き た 神 戸 市 長 田 区鷹取東第 I 地区 な ど で は 融資 を 受 け る こ

と がで き る 住民 は住宅再建 を 急い で い る O

平常時 に は計画 に 10年、 実施 に 10年、 計20年 は かか る と 言 わ れて い る 都市計画事業が震

災 4 年 目 で ま が り な り に も 軌道 に 乗 り 、 資 力 があ る 住民が住宅再建 を 実現 で き る よ う に

な っ た の は 、 震災復興の特別措畳や行政の支援 に よ る も の だが、 は た し て こ の 早 い テ ン ポ

が、 新 し い 時代 の モ デル と な る 生 き 生 き と し た新 し い ま ち づ く り に つ な がる の か ど う か l土

イ実証 さ れ な け れ ば な ら な い こ と で あ る だ ろ う 。

復興市街地再開 発事業 は 、 都市計画決定 さ れた すべて の事業地院 で事業計画が決定 さ れ、

再開発 ピ ル の 床 の 利 用計需 を 決定す る 管理処分決定 も 12地医 の う ち 10地区 で 行 わ れ、 被災

地で は30階建の超高層 ビ ル建設の ク レ ー ン が立 ち 、並 ん だ。 こ こ で も 、 復興事業 は 土木 ・ 建

築段階 に 入 っ た が、 被災地全体で は 、 住宅供給が過剰 に な り 、 再開発 ピ ル の 建設費用 の 一

部 に あ て ら れ る は ず の 分譲計画 に 狂 い が出 て き た 。 こ と に 「東高商低」 と 言わ れ る よ う に 、

束部で は 需 要 は 多 い が、 西部で は復興公営住宅や受け皿住宅 に も 空 き 家がで る よ う な 状況

で、 市街地 内 部 の需給格差 、 資産格差が明 ら か に な っ て き た 。

経験 を 検証 し教訓 を 全国 に
98::9三 は 、 復興 3 年の体験か ら 、 震災発生か ら 2 カ 月 後の都市計A画決定が よ か っ た の か、

も っ と 時 間 を か け て ま ち の復興 を 考 え た の が よ か っ た の で は な い だ ろ う か、 と い う 検証が

都市計画学会 、 建築学会 を は じ め 、 現場で ま ち づ く り の相談 に あ た っ て い る プ ラ ン ナ ー や

コ ン サ ル タ ン ト の ほ か 、 社会学研究者 な ど広 い 範聞 か ら 行 わ れ た 。

同 時 に 、 こ れ ら の検証 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 被災地か ら 全国 と 世界 に 向 け て 普

遍化 し よ う と す る 意識 に 支 え ら れて い て 、 国 や 自 治体の 防災計画、 都市計画 に 反映 さ せ る

提言 ・ 提案 と し て 構築 さ れて い っ た。

復興 ま ち づ く り 協議会 は 、 仮J奥地指定の段階 に こ ぎつ け る と 、 当 面 の 目 標 は達成 し た と

し て休眠状態 に 入 る と こ ろ と 、 従前 の 町 内 会 ・ 自 治会 に代 わ る 新 し い 地域組織 と し て の 活

動 を 模索す る と こ ろ に 分かれて き た 。 土地 と 建物 に か か わ る 土木 ・ 建築 的 な ま ち づ く り か

ら 、 地域 ・ 文化 ・ 社会 ・ 経済 な ど、 ま ち づ く り の ソ フ ト の課題へ ど う か か わ っ て い こ う と

す る の か 、 98年度 は そ の 入 り 口 の 年で も あ っ
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| 第一節 ま ち の復興定点観測 一向版「鮪の復興問』か
鳴 海邦碩 ・ 大阪大学工学研究科教授 を 中心 に し た チ ー ム は 、 96年夏か ら 神戸 、 芦屋、 西

宮市 と 津名郡一宮町の 8 地区 で ま ち の復興状況 を 定点観測 し て い る O 調査内容は 「街の復

興 カ ル テJ と し て ま と め ら れ、 3 回 目 の 1998年度版が99年 3 月 、 財 団法人阪神 ・ 淡路大震

災記念協 会 か ら 刊行 さ れ た 。 こ の定点観測 は 、 次の地亙 と チ ー ム (代表者) に よ っ て行 わ

れ て い る O

1 ) 神戸市長 田 区 ・ 須磨区 (斉木崇人 ・ 神戸芸術工科大学教授)
2 ) 神戸市中央区三宮地区!日居留地 ( 山 本俊貞 ・ (州地域問題研究所長)
3 ) 神戸市中央区 三宮北部地区 ( 角 野泰博 ・ 武庫川 女子大学生活環境学部教授)
4 ) 神戸市東灘区住吉地区 (震村 力 ・ 神戸大学工学部教授)
5 ) 神戸市灘区南東地区 (平山洋介 ・ 神戸大学発達科学部助教授)
6 ) 芦屋市 (鳴海邦碩 ・ 大阪大学工学研究科教授)
7 ) 町富市 ( 田端修 ・ 大阪芸術大学芸術学部教授)
8 ) 津名郡一宮町 (三谷哲雄 ・ 流通科学大学工助教授)

こ の調査の 中 か ら 『阪神 ・ 淡路大震災復興誌第 3 巻』 に 取 り 上 げ た 地 区 と 同 じ観測地院

で の 、 97年 か ら 98年の 1 年 間 の 変化 と そ の特徴 を 見 た 。

1 . 震災 4 年 目 の ま ち の実態
98年度版 に ま と め ら れた 定点観測 は 、 98年 5 月 か ら 99年 1 月 に か け て 行 わ れ た 。 鳴海教

授 は こ の定点観測 の結果か ら 読み取れる 復興の状況 と 特般 を 「街の復興 カ ル テ 1998年度

版」 に 次の よ う に ま と め て い る 。

〔で き る復興 は ほ ぼ終わ っ た が、 停滞空地が残 る 〕

住宅の再建 ・ 復興 に つ い て 調査地底全体の傾向 を 見 る と 、 長 田 区 や 東灘 区 の 一部で復興

が 5 割程境、 あ る い は そ れ に 満 た な い地 区 が存在 し て い る O こ れ ら は 、 事業の展開待 ち ゃ

従前 の土地利用 が反映 し て再建 ・ 復興が遅れて い る 地区 と 判 断 さ れ る O

西宮市や灘 区 で は再建 ・ 復興がほ ぼ終了 し た地 区 があ る が、 そ の 他 は60�80 % の再建 ・

復興であ る O 一方で復興停滞空地 も 多 く 、 駐車場化 し た宅地 も 増 え て い る O

長 田 区 ・ 須磨区 の調査 グ ル ー プ は 、 高取rlJ ろ く の住宅地か ら 南の 長 田 港 に か け て の扇状

地 の 5 町 (丁) を 対象 に 、 空地の利用状況 に 着 目 し て調査 し た 。 被災後建物が取 り 除か れ

た 敷地 に な ん ら かの建築が さ れず、 さ ら 地 と し て残 っ て い る さ ら 地率 は 、 比較的被害が少

な か っ た 北部住宅地で 8 % 、 土地区画整理事業地区で66% 、 市街地整備事業 の 対象外で あ

る 白 地地域の 南部の住工混在 地 区 で は 10 % 。 こ の南部地区 で は 、 外部か ら の投資が見込め

ず、 さ ら 地 の60 % に 再建 の メ ド が立 っ て い な く て 、 放置型 、 囲 い込み型の空地 に な っ て い

る O
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] R 六 甲 道駅か ら 国道43号 に か け て の灘区南東地 豆 で は 、 解体後の恒久建 築 の 建設 は 敷

地 ベ ー ス で69 % を 超 え て い る が、 小規模の駐車場が急増 し 、 何年 7 月 の210 カ 所か ら 99年

i 月 に は357 カ 所 に 増 え て い る 。

東灘区住吉の調査地で は 、 住宅1 ， 306棟、 2 ， 614戸が滅失 し た が、 98年 6 月 現在で棟数で

83 % 、 戸数で94 % が新築 ・ 再建 さ れた 。 再建率 は 、 震災前の住宅戸数の 5 割程 度 に と ど ま っ

て い る 町 も あ れ ば震災前 を 大 き く 上 回 っ て い る 町 も あ る O

芦屋市の調査地 区 で は 、 要再建敷地の 再建率 は62% か ら 78% に な っ て い る が、 97年 7 月

以 降 は 、 再建が停滞 し て い る O 現存す る 駐車場の 6 割が震災後 に 新設 さ れ、 そ の 5 割が共

同住宅 に付帯 し て い る 。 道路際 に ク シ 状 に 並 ん だ駐車場が地域の景観 を 大 き く 変 え て い る 。

西宮市の調査地で は 、 共 同住宅イと し た敷地 を 除い て算定す る と 、 全半壊の戸建て住宅は

ほ ぼ復旧 を 完 了 し て い る 。

神戸市 中 央 民 の 三宵地区の業務 ピ、 ル は 、 約 170棟の被害甚大 ピ ル の う ち 4 割 に あ た る が070

棟が再建 ・ 補修済み で、 工事中 の も の を 含め る と 半数tj、上 の約90棟が確実 に 再建 さ れ る と

み ら れる 。 し か し 、 残 り の約80棟 は 、 大部分が小規模 な 敷地で、 外観か ら 判 断す る 限 り 、

空地 も し く は 仮設建築物 や駐車場 な ど と し て の暫定的 な 利用 で あ る O

二宮北部の飲食庖 を 中心 に し た繁華街の建物 は 、 下 山手通 ( 生 田 新道) で90% 、 北野坂

で93 % 、 東門街で80% が再建 ま た は補修 を へ て利用 さ れて い る 。 空地 も 19 カ 所か ら 12 カ 所

に 減少 し た が、 東 門 街 中 央部東側 に は狭小 な 宅地が空地の ま ま 残 っ て い る 。 街路開 の復興

格差や空地がそ の ま ま 固定す る 恐れがあ る 。

淡路島 の 一宮 町 (郡家地 区 、 江井地区 ) で は 、 被災建物 の う ち 約66 % が再建 し て い る が、

再建の ス ピ ー ド は急激に低下 し て い る 。 街路整備 も 一部で見 ら れ る も の の 、 震災以前の 狭

い街路環境が続い て い て 、 市街地 と し て の 整備 課題 は 改善 さ れ な い ま ま の状態 に な っ て い

る 。

〔 多世代同居 と 転入者が増加〕

1 ) 非木造住宅 が増加 瀧区調査で は 、 非木造住宅が顕著 に 増加 し て お り 、 住宅ス ト ッ

ク の構成 に大 き な 変化が生 じ て い る O 東灘区調売 に よ れば、 戸建て新築住宅の10%が何 ら

か の形で複数の 世帯 に な っ て お り 、 こ れ ら は 2 世代、 3 世代 同居が圧倒 的 に 多 い が、 他 人

世帯の 同 居 も 見 ら れ る 。 こ の よ う な 傾 向 は他の地底 に も 共通す る 現象 で あ る O

芦屋市調査で も 、 共同住宅が増加 し 、 戸建て住宅が減少 し て い る こ と を 示 し て い る 。 商

宮市で も 、 戸建て住宅 は 従前戸 数 に 反 っ て い な い (85 % ) が、 中高層 共同住宅が相 当 な 勢

い で供給 さ れて (152% ) 、 こ れ に よ っ て 震災前 の 戸 数 に 達 し て い る O

2 ) 進 む 宅地の併合 ・ 細分化 西宮市、 芦屋市の調査で は 、 新築 さ れ た 共 同住 宅 は 、 も

と も と 共 同 住 宅 で あ っ た も の の再 建 に加 え て 、 戸建て住宅か ら の新築 と と も に 、 震災前 の

空地や駐車場 を 活用 し た新築が見 ら れ る 。
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芦屋市調査 に よ る と 、 大型宅地の細分化が数% の オ ー ダー で見 ら れる O そ の 一方で、 小

規模宅地の併合が進 ん で お り 、 平均の併合化敷地 は 3 敷地 で 、 要再建敷地の 13 % が併 合 さ

れ て い る O 併 合化や細分化 に よ る 土地利用 の変化が全敷地 の 2 蔀程度で 発生 し て い る O 自

治会か ら の ヒ ヤ リ ン グ に よ る と 、 そ う し た 現象が生 じ た 多 く の 宅 地 は 、 以前借地 ・ 借家経

営 さ れ て い た と こ ろ と 考 え ら れ る O

3 ) 地区居住者 が変化 灘 区 の新築戸建て住宅入居者世帯への ア ン ケ ー ト に よ る と 、 79 %

が定住世帯、 2 1 % が転入世帯 であ る 。

東灘区 の調査で は 、 新築住宅の居住者は 、 震災前 と 同 ー の 姓が29 % 、 異 な る 姓が69% で、

こ れ に よ っ て被災者が避難、 転 出 し た後の新築住宅 に は別 人 が入居 し て い る こ と が う かが

わ れ、 震災後の帰還率 は30 % を 大幅 に 上 回 る こ と は な い と 判 断 さ れ る O

芦屋市の ヒ ヤ リ ン グ調査で は 、 家賃の安い賃貸住 宅 に 住 ん で い た 高齢者 の ほ と ん どは南

芦屋浜の復興住宅 に 移 っ た が、 そ の ま ま 旧 居住地の老人会 に 参加 し て い る 者が多 く 、 一方

で新た に 共 同住 宅 に 移 り 住 ん で き た 人 の ほ と ん どが 自 治会 に 入 ら な い 傾 向 に あ る O

〔小規模事業所に再麓の遅れ〕

灘区調査で は 、 滅失事業所の復興率 は67 % で 、 小売庖舗の再建の遅れが著 し い。

二 百 の ! 日居留地の調査で は 、 建 て 替わ っ た 8 棟 に つ い て被災前 と 再建後 を 比較す る と 、

床面積 は43%増加 し て い る が、 テ ナ ン ト 数 は22 % 減少 し て い る 。 小規模事業所が転 出 し た

結果で あ る O 新規テ ナ ン ト で は 、 ブ テ ィ ッ ク な どの小売業が増加 し て い る が、 海運関係事

業所 は76 % 減少 し て い る O こ の 8 棟の震災前の 入居事業所208社の う ち 、 56杜が戻 り 、 131

杜 が戻 っ て い な い。 戻 っ て い な い事業所の 内訳 は 、 1 10社が市 内 の他 の ピ ルへ、 21社が市

外へ移転。 廃業 ・ 閉 鎖が18社、 不 明が 3 杜 あ る O

神戸 の代表的 な 歓楽街であ る 三宮北部の 調 査 に よ る と 、 総庖舗数、 !古 舗 の 入 れ替 わ り 動

向 、 用 途別}苫舗数の いずれ も 安定傾向 に あ る O 酒場系庖舗数が着実 に 回復 し て き て い る 一

方 で 、 復興 当 初 に顕著で あ っ た カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス や ゲー ム セ ン タ ー は そ の役割 を 終 え つ つ

あ る O 個性的 な 小規模脂 舗 は 表通 り か ら 消 え 、 裏通 り へ 隠 れて し ま っ た と 見 ら れ る O

灘区調査は 、 寺 院 の 再建 に つ い て 明 ら か に し て い る O 本堂が全壊 し た 8 寺院 の う ち 、 修

復済み寺院 3 、 建 て 替 え 済み 1 、 建 て 替 え が具体化 し て い る 寺院 2 、 メ ドが立 っ て い な い

寺院 2 で あ る O 再建寺 読 は 多 目 的 ホ ー ル を 設 け る 傾向があ り 、 震災 を 契機 に し て 地域に対

す る 寺院 の 関係 の 再編 が進 ん で、い る O

2 . ま ち の復興の課題
鳴海教授 は 、 こ の よ う な 定点観測の結果か ら 、 震災 4 年 目 での ま ち の復興の特徴 と こ れ

か ら の 課題 を 次の よ う に ま と め て い る 。
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1 ) 注 目 さ れ る 復興の特徴

①で き る 復興 は ほ ぼ終わ っ た が、 停滞空地等が ま だ残 る O 再建の メ ド が立 た な い空地 は 、

雑草の繁茂、 害虫 の発生、 野 良猫の増加、 隣家 と の 関係 の 分断が問 題 に な っ て き て い て 、

適切 な 対策が必 要 で、 あ る O

②再建が震災前戸数の 5 割程震 に と ど ま っ て い る 地区 も あ れば、 震災前 を 大 き く 上回 る

地 区 も あ る O 一般的 に は 、 被災後 さ ら 地 に な っ た敷地の60�80 % が再建 ・ 復興 し て い る O

③長屋 ・ 木造共同住宅が消 滅 に 向か っ て い る 一方 で 、 非木造共同住宅が顕 著 に増加 し て

い る が、 空室 も 相 当程度存在 す る も の と 思 わ れ る O

④ l 戸建の新築住宅が複数 世帯化 し て い る o 2 世代、 3 世代 同居が圧倒 的 に多 い が、 他

人世帯 の 同居 も 見 ら れ る O

⑤震災前 か ら あ る 駐車場 な どの 空地が建築敷地 と し て活 用 さ れ、 復 旧 ・ 復 興 を 後押 し し

た 。 そ の 一方で、新 た な 空地 ・ 駐車場が増加 し て い る 。

⑥敷地の 分割 ・ 併合が見 ら れ、 と り わ け併合が多 い 。 以前の借地 ・ 借家経営の処理の結

果で あ る ケ ー ス が多 い と 推定 さ れ る O

⑦震災前の居住者 の 8 割が帰還 し て い る と 推定 さ れ る 地区があ る 一方 で 、 帰還率は 3 割

を 大幅 に 上関 ら な い だ ろ う と み な さ れ る 地底 も あ る O

⑧災害公営住宅 に 入居 し た被災者が も と の コ ミ ュ ニ テ ィ と の つ な が り を 保 っ て い る ケ ー

ス があ る 一 方 で 、 新 し い住宅 に 入居す る も の が 自 治会 に 加入 し て い な い ケ ー ス も 多 い 。

⑨淡路の被災地で は 、 人 口 減少が続 い て い る O

⑬三宮 の都心 に お い て 、 約80棟の 再建が滞 っ て い る O 小規模敷地が多 い 。

⑪三宮の都心 に 再建 さ れ た ピ ルへの帰還率 は 低 い 。 新規テ ナ ン ト で は 、 ブ テ ィ ッ ク 等の

小売業が増加 し て い る が、 海運関係事業所 は 7 割以上が減少 し て い る O

⑫三宮 の感 り 場で は 、 総応舗数、 自 舗 の 入 れ替 わ り 動向 、 用 途別 居舗数の いずれ も 安定

傾 向 に あ り 、 酒場系 の}者舗数が着実 に 回後 し て き て い る 。

⑬小売商舗、 サ ー ビ ス 販売応舗、 飲食店 の再建の遅れがあ り 、 特 に小売庖舗の遅れが著

し い。

⑬被災寺 院 に は 再建の メ ドが立た な い ケ ー ス も あ る O 再建寺院 に は 、 再建 を 契機 に 、 地

域 に お け る 新た な 役割 の 形成 を 試み て い る も の も あ る O

⑮復興 に よ っ て 部分的 に市街地の 環境改善が行 わ れ た が、 他 の ほ と ん どで は 、 従来か ら

の 課題 は 依然 と し て改善 さ れ な い ま ま の状態が続い て い る O

2 ) 生 き 生 き と し た 街の復興 を め ざ し て

復興の 目 的 は 「生 き 生 き と し た街の復興」 に あ る が、 実態 は な か な か 困 難 な 課題 で あ る

こ と がわ か っ て く る O そ の典型的 な ケ ー ス が、 低家賃住宅が供給 さ れ な い こ と 、 小売庖舗、

サ ー ビ ス 販売庖舗、 飲食脂 を は じ め と す る 小規模事業所の 再建が遅れて い る こ と 、 な どで

あ る O 住宅が建 っ て も 空 き 家化 し て い る こ と や 、 新 し い住宅が建つ こ と に よ っ て居住者の
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入 れ替 え が促進 さ れて い る こ と も 、 そ の 範時 に 入 る だ ろ う O

定点観測 に よ っ て も 、 復興は本来の都市 ら し さ で あ る 多様性、 多面性が生み 出 さ れて い

な い こ と が指摘 さ れて い る O 都市 ら し さ を い か に 形成 し て い く かが復興の 課題であ り 、 そ

れ は ひ い て は 日 本の ま ち づ く り の課題 に も つ な が る O

被災地 は平常時の 日 本経済に も 組み込 ま れ て い る O そ の こ と を 、 被災地お よ びそ の周 辺

で展開 さ れて い る 膨大 な 量の住宅供給が顕著 に 示 し て い る O こ の こ と が、 復興 を め ざす さ

ま ざ ま な ア ク シ ョ ン に バ イ ア ス を か け る 結果 に な っ て い る O つ ま り 、 平常時経済 に 基づ く

力 の あ る 活動が被災地で展開す る と 、 rJ� い経済活動 を 駆逐 し て し ま い か ね な い。

ま た 、 公共の論理で、 い わ ば実直 に対策 を 展 開 す る と 、 均 -性、 画一性 を 劫長 し て し ま

う O 公共事業 は こ う し た性質 を も っ て い る O 公共事業が、 「生 き 生 き と 衝 を よ みがえ ら せ る 」

と い う 本来の 呂 的 か ら そ れ た結果 を も た ら し か ね な い 、 と い う 事実があ る O

3 . 長田区 ・ 須磨区の さ ら 地 ・ 型地の暫定利用
斉木崇人 ・ 神戸芸術工科大学教授 ら の チ ー ム は 、 神戸市須藤区 の板宿 地区 か ら 長 田 区 の

長 田港 に接す る 駒林地区 ま で の 、 南北3 . 3 km、 東西650 m の 扇状地形 に あ る 市街地で、 建築

物 の 再建状況 と さ ら 地、 空地の利用形態 を 調査 し て き た 。

調査地 区 内 の 定点調査 区 域 で の さ ら 地率 ( さ ら 地件数÷建築件 数 X 100) は 表 l の よ う

に な っ て い る 。

(表 1 ) 調変時点目IJ さ ら 地率 ( % )

養老町 l 戸崎通 3 大池町 l 若松町10 駒 が林 3

95年 2 月 42 . 8  89 . 8  96 . 5  88 . 6  44 . 7  
95年 8 月 27 . 6  63 . 8  65 . 1  53 . 0  
95年1 1月 21 . 4  55 . 0  62 . 1  53 . 2  24 . 6  
96{j三 2 月 52 . 8  5 1 . 5  22 . 5  
96年 7 月 10 . 5  43 . 8  55 . 4  50 . 8  19 . 8  
98年 5 月 8 . 3  57 . 7  66 . 4  18 . 1  1 0 . 8  

(注) 若松町10 丁 目 は区画l整域事業のため著 し く 街区構成が変化 した。 )ゴ
崎i透 3 丁 目 、 大ìtll担J l H l i土、 さ ら地率が減少 し、 得ぴ増加 した。

〔須磨監護老町 1 丁 目 〕 山 ろ く の住宅地。 震 災 に よ る 被害 は軽微だ、 っ た 。 さ ら 地 ・ 空地の

多 く は 、 放誼期 間 が短 く 、 住宅の新築工事の準備段階、 ス ト ッ ク であ る と 判 断 さ れ る O

〔長田区戸崎通 3 丁 目 〕 山 陽電鉄 と 地下鉄板宿駅 に 近い繁華街の裏手。 さ ら 地 ・ 京地 に フ ェ

ン ス が張 ら れて い る が、 内部 は魔材、 自 転車、 空 き 告 な どの ゴ ミ 捨て 場 に な っ て い る O

〔3質磨震大池町 1 γ 自 〕 全焼 し た 地域で、 区画整理事業地区 内 に あ る 。 さ ら 地 ・ 空地 に は

フ ェ ン ス が張 ら れ て い て 、 内 部 は 倒 壊建物解体後の ま ま の状態で放置 さ れ て い る O

〔長田 区若松町1 0γ 自 〕 全焼 し た 地域で、 区画整理事業地区 内 に あ る 。 事業が進展 し て い

て 、 道路構成が改め ら れ、 敷地の交換が行 わ れ、 震災前 と は異 な っ た倍区構成 に な っ て い
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る O 住宅再建が進 み 、 さ ら 地が減少 し て い る O

[長田 区駒が林 3 丁 目 ] I 日 漁村集落 を 含 む住宅、 工場の混在地区 で事業の絹 に かか っ て い

な い 白 地地 区 。 街 区 の 内側 は 、 狭い路地 と 木造 2 階建の住宅が密集 し て い る 。 さ ら 地 ・ 空

地 は 減少傾向 に あ る が、 一方で、 狭小、 接道不良 、 地権者問題、 資金難 な ど で 、 数年先 ま

で再建の見込みが立 た な い さ ら 地 ・ 空地がモ ザ、 イ ク 状 に 分布 す る 。

駒が林 の さ ら 地 ・ 空地 を 次 の 7 項 目 に 分類 し 、 97年 と 98年の変化 を 見 た 。

(表 2 ) 駒が林の さ ら 地 ・ 空地の分析 ( % )

97"1三 7 月 98年 1 1 月

f牛 書士 107f牛 63{宇

放置裂 27 . 0  30 . 9  
広場型 1:3 . 1  18 . 5  
械栽型 8 . 8  1 2 . 4  
駐車場型 1 7 . 5  6 . 1  
資材援 き 場� 7 . 3  6 . 2  

1 ) 放置型 震災後、 人 の 手が加 え ら れず放置 さ れ た状態。 周 辺 に は採光、 通風の効果 を 与 え て い る が、 雑草
が繁茂 し 、 害虫 を発生 さ せ、 野良猫 を 増 加 さ せ て い る 。 隣家 と の 関 係 を 分断 し て い る 。

2 ) 広場型 コ ミ ュ ニ テ ィ ー や生活の一部に利用 さ れて い る 。 幹線道路か ら は ずれ た奥 ま っ た場所 に あ る 。 周
闘の住宅の玄関や勝手 口 に 面す る 度合いが高い。 子 ど も の遊 び場 と し て利用 さ れて い る 。

3 ) 植栽型 花壊や畑に利用 さ れて い る 。 広場型 何様、 奥 ま っ た場所に存在す る が、 玄関や勝手 口 に 面す る 度
合いが少 な い。

4 ) 絞車場22! 幹線道路沿い に あ る 。 隣家 と の 関係が分断 さ れ、 騒音問題 も あ る 。
5 ) 資材置 き 場裂 がれ き や 工 事用 資材が置かれて い る 。 隣家 と の関係 を 分断 し 、 外見が汚い。
6 ) 囲い込み型 所有地 を フ ェ ン ス で闘 い 、 手IJJ!Jが困難。 隣家 と の 関係が分断 さ れ、 外見 も 汚い。
7 ) 建設型 住宅を新築中の も の。 隣家 と の 関係が生 ま れて く る 。 通風、 採光は悪 く な る 。

4 . 三宮南部の業務地区
三宮地区南部 に は 、 神戸市内最大の タ ー ミ ナ ル で あ る 三宮駅、 広域商業の 宿舗が集 ま る

二 回 セ ン タ ー 街、 中枢業務地の !日居留地、 神戸市役所 な どがあ り 、 都 市 中 枢機能が高密度

に 集積 し て い る O こ の地 区 を 、 山 本俊貞 ・ 州地域問題研究所長 は 、 都市機能の復興過程 に

注 目 し て 定点調査 を 行 っ て い る O

〔建つ ・ 建た ない の 2 極分化)

98年 8 月 現在 で 、 全体撤去 や 上層 階撤去 さ れた 約 170棟の被害甚大 ピ、 ル の う ち 、 4 割 に

あ た る 約70棟が再建か補修済み で 、 工事中 の も の を 含め る と 半数以上の約90棟の再建が確

実 だ と み ら れ る O し か し 、 残 り の約80棟の敷地 に つ い て は 、 外観か ら 判 断す る 眠 り 、 空地

も し く は 仮設建物や駐車場等の暫定的 な 利 用 で あ る 。 空地や本格建設の行 わ れて い な い敷

地 の 大部分は小規模 な 敷地 で あ る が、 都心 に お い て利用 さ れな い 空地が多 く 点在 し て い る

こ と は 問題で あ る 。
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①小規模敷地 (500ば ま で)

立 ち とが り が早 く 、 何 年 に 既 に 多 く が完了 も し く は着工 し て い た。 そ れ以外は97年 の調

査で も 今 回 の調査で も 大部分が放置 さ れた ま ま で 「建つ も の は建つ。 建 た な い も の は建 た

な いJ と い う 2 極分化が見 ら れ る 。

②大規模敷地 (500m2以上)

96年調査で は 未着工の敷地が大部分であ っ た が、 今 回 の調査で は こ れ ら の 敷地の多 く に

ピ ル が再建 さ れ て い る O 未着工の敷地で も 、 仮設屈舗や駐車場 な ど、 暫定的 と 思 わ れ る も

の の 、 一応の活用 が悶 ら れて い る O

③共 同 化再建

小規模敷地 の 共 同 化 は 、 今 回 謂査 ま で に 3 棟が完成 し た も の の 、 い ず れ も 権利者が 3 �

4 者の小規模 な も の であ り 、 こ れ ら 以外 に 共 同 事業が進め ら れ る と 見 ら れ る と こ ろ は な い 。

大規模 ピ ル が再建 さ れ る 一方で、 放置 さ れ た小規模敷地が点在 し 続 け る と い う 傾 向 がい っ

そ う は っ き り し て き た 。

(表 3 ) 三三宮街地区の ど ル再建状況

被害甚大棟数 | 再建 補修済み
; 約30 (18% )

約170 約50 (29% )
(100% ) 約70 (41 % )

( 18居留地の復興は77% )

98年 8 月 現在 、 !日居留 地 区 内で解体 さ れた22棟の ピ ル の敷地の う ち 12棟の再建が完了 し

た 。 さ ら に 4 棟 ( 隣接 し て い た江戸町 ピ ル と 東町 ピ ル が一体 と し て 建設 さ れ て い る た め 、

震災前棟数で は 5 棟) が工事 中 で 、 こ れ を 合わ せ る と 従前棟数で17棟 (77 % ) の再建が完

了 ・ 確定 し て い る O

残 る 5 敷地の う ち 4 敷地 は 、 駐車場、 レ ン タ カ ー 配車場、 仮設神戸港郵便局 、 他敷地の

工事用仮設事務所 な どの暫定的 と 思 わ れ る 利用 が さ れ て い て 、 96年調査 の と き か ら 変 わ り

カfな い 。

(表 4 ) 旧居留地の ビ ル再建状況

〔再建 さ れ た事務所 ピルの従前比較〕 旧居留地地区 で再建 さ れた事務所 ピ ル 8 棟の 、 延

べ床面積、 入居事業所数、 入居率、 業種 な ど を 震災前 と 比較 し た 。 こ の調査は 、 98年10月

末 に 各 ピ ル管理者への ヒ ア リ ン グ に よ る O
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1 ) 延べ床面積 は43%増加

再建 さ れ た 事務所 ピ、 ル 8 棟の延べ床面積の 合計 は震災前39 ， 013m2 、 震災後56 ， 033m2 で 、

43 . 6% 増 加 し た 。 震災後 に 地 区計画の決定 に あ わせ て指定容積率が上積み さ れた こ と に も

よ る と 考 え ら れ る 。

2 ) 入居事業所数は22 % 減少

震災前 は 8 棟合計で208事業所が入居 し て い た が、 震災後は 162事業所 に 減 っ て 、 22% の

減少 に な っ て い る O た だ 、 事業所の規模 を 企業統計調査の 従業員 数で み る と 、 民営事業所

は震災前の21 . 3人か ら 震災設は23 . 5人 に増 え て い る O こ の こ と は 、 震災前の小規模事業所

は 、 震災 に よ っ て移転 し 、 新 ピ ル に 戻 れ な い こ と に よ る 結果で あ る と も い え る O

3 ) 入居事業所業種は 海運 ・ 貿 易 が激減 し た

入居事業所の業種構成 を 比較す る と 、 震災後増加 し た の は小売業 で 、 ブ テ ィ ッ ク 等が ピ

ル低層 部 に 出 庖 し て い る O 卸売業、 運輸 ・ 通信業 は 実数、 構成比 と も 大 き く 減少 し て い る O

こ れは 出居留地 の地場産業 と も い え る 海運 関連業の低迷 に よ る 影響が大 き い 。 海運 ・ 貿易

関係の事-業所 は 、 震 災 前 は 8 棟で25社 で あ っ た が、 震災後 は 4 分の 1 以下 の 6 社 ま で に 減

少 し て い る 。

(表 5 ) I日居留地再建 ビ ル 8 棟の業種

( 山本俊貞 各 ピ ルの ヒ ア リ ン グか ら 作成。 不明の震災前 2 、 震災後 l を 除 く )

4 ) 事業所 は 周 辺 に 移転 し た ま ま 民 ら な い

再建 さ れ た 8 棟の ピ ル の 、 震 災 前 の 入居事業所208社 の う ち 、 4 分の l に あ た る 56社が

ピ ル 再建 と と も に 元 の場所 に 再建 さ れた ピル に戻 っ て き て い る O し か し 、 4 分の 3 は移転

し た ま ま か廃 業 な どであ る O

移転 し た 先 は 神 戸 市 内 が110社 で 、 同 じ 中 央 区 内 が多 い 。 市外移転 は 21 社 。 移転先 の 多

く が!日居留 地 の 周辺地域で あ る こ と は 、 こ の地 区 を 離れ る と 営業等 に デ メ リ ッ ト があ る こ

と を 表 し て い る と 見 ら れ る O 廃業 や 閉 鎖 、 自 宅での事業が18社 あ る O

5 ) 入居率 は 8 割程度

98年10 月 末現在の 8 棟平均 の 入居率 は 、 単純平均で79 . 6 % 。 延べ床面積の 加重平均 で は

81 . 5% 。 こ れ は予想、 よ り か な り 高 い と 見 ら れ る O し か し 、 震災前 か ら の既存 ピ ル で は 入居

率 は低下傾向 に あ る 。 今後 も 事務所床 の新規供給があ る が、 余剰床 が ま す ま す増 え る こ と

が懸念 さ れ る O

都心地域の 8 割復興 と そ こ で の足踏みが言 わ れ て い る が、 こ の 中 での 旧居留地は健闘 し

て い る も の の 、 業務全般で み る と 低迷状況 に あ る O こ の状況 は 、 震災 だ け に よ る も の で は
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な く 、 全国 的 な 経済不況 の 流 れ に も よ る が、 不況の影響が震災 に よ っ て極 度 に 凝縮 し 、 顕

在化 し て い る よ う に み え る O

5 . 三宮北部の繁華街
神戸最大の 歓楽街で あ る 三宮北部地区 の 復興状況 を 定点観測 し て い る 角 野幸博 ・ 武産 川

女子大学教授 と 学生 8 人の チ ー ム は 、 98年 7 月 、 建物 の 更新状況、 テ ナ ン ト の 入居状況 を

目 視 に よ っ て観測 し た 。 調査地点 は 、 こ れ ま で と 同 じ 下 山 手通 ( 生 田 新 道 ) 、 北野坂、 東

内街であ る O

再建 ま た は補修 さ れて い る 建物 は 、 下 山手通90 . 9% (97年 は89 . 0% ) 、 北 野坂93 . 8% ( 同

91 . 7 % ) 、 東 門 街80 . 6 % ( 同 75 . 0% ) 。 全体で は88 . 1 % ( 向 84 . 9% ) 0 空地 は97年 の 約 3 分

の 2 に 減少 し た 。 下 山手通の建物再建は 一段落 し た 。 東 門街で は 、 最 も 被害 が大 き か っ た

中 央部西側 に 狭小 な 敷地が空地の ま ま 残 っ て い る O 北野坂 は す で に 震災前の 状況 に復興 し

て い る O

経年変化 を 追 う と 、 全体で も 街路 ご と に見 て も 、 再建 は順調 の よ う に 見 え る O た だ し 、

3 街路 間 の 較差 は依然大 き く 、 と く に 東 門 街 で は 、 地区の南北部 と 中部 と に 較差が生 ま れ

97年調査で、 板 商 い さ れ て 建設の準備段階 と 見 ら れて い た敷地が、 今 自 の 調査で は青空

駐車場 に な っ て い る な ど、 現在空地や暫定利用 さ れて い る と こ ろ は今後 も 当分の 問 、 現在

の状況が続 く と 考 え ら れ、 復興較差 の 間定化が懸念 さ れ る O

て い る O

格差が生 ま れた 東 門街

〔建物の復興状況〕 調査対 象 の 総 区 画 数193件 は 97年 と 同 じ で、 敷地 の 分割 や 共 同 化 は

進 ん で い な い。 本設建物 は 7 件増加 し 、 地 も 7 件減少 し た 。 本設件数 は年 々 増加 し て い

る が、 北野坂は何年時点 で、 下 山 手通 は97年 時点 で そ れぞれす で に 回復 し て お り 、 98年 は

東門街の増加が全体の増加 を 押 し 上 げた 結 果 に な っ て い る (表 6 ) 。

(表 6 ) 三宮北部地区の復興度目IJ建物数 ( 年 ・ 街路別)

設
事
盟由一
設
地

本
工
放
仮
空

471 

言十

(注) 98年度調資に97年度調査 を 参照 し て作成。 集計方法の変化のた め一部で前年 と 異 な る 。
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役割 を 終 え た カ ラ オ ケ 、 ゲ ー ム セ ン タ ー

〔 テ ナ ン ト の復興状況〕 屈舗の総数は前年 よ り 58件増加 し 、 震災前の85% ま で 回復 し た

が、 前年比伸 び率 は97年 の 10 . 4 % 増 か ら 3 . 3% 増 に 減少 し た 。 庖舗数の 回 復 が遅れて い た

東 門街の伸 ぴ率 も 、 他地区 よ り は 高 い も の の鈍化傾向 に あ る O 下 山手通の新築 ピ ル の 入居

状況は 、 昨年 と 同様、 空 き テ ナ ン ト が多 く 残 っ て い る (表 7 ) 0

(表 7 ) 三宮北部地区の総庖舗数の変化 (街路別)

91年 92年 95年キ 96if 97年 98{手

下山手通 790 909 898 659 720 746 
北 野 坂 456 491 474 458 489 489 
東 門 街 663 711 7 1 4  457 529 561 

合 計 � 2 ，  1 1 1  1 ， 738 1 ， 796 

(注) 95年 の デー タ は 、 調査、 編集時点ですで に さ ら 地 ま た は撤去 中 の偲FY'iお よ び通行不可能 の も のが329件、 名
称や営業状況 な どが確認で き な い も のが518件、 合百十847{午が実態 を 確認で き な か っ た 。

〔 テ ナ ン ト の用主主変更の実態〕 全体で は 各用 途 と も 97年か ら 大 き く 変化 し た も の は な い。

他 の 用 途 と 比べて増加傾向 に あ る も の と し て は 「酒場等J í住居系J íそ の 他」 があ げ ら れ る 。

「 そ の他」 が増加 し て い る こ と は 用 途 の 多様化が進みつ つ あ る こ と を う かが わ せ る (表 8 ) 。

震災後急増 し た カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 、 ゲー ム セ ン タ ー は 進 出 が と ま り 、 l 件減少 し た。 流

行 の 衰 え に よ る と 思 わ れ る が、 復興初期 の 役割 を 果 た し 終 え た と 見 る こ と も で き る 。

(友 8 ) 三宮北部地区の用途別広告港数 (全体)
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96年 97年 98年

新 し い 繁華街の 課題
変化の速度 が に ぶ り 、 定常状態 に 戻 り つ つ あ る な かで、 新 た な 課題が生 ま れ て い る 。 カ

ラ オ ケ ボ ッ ク ス や ゲー ム セ ン タ ー が復興の足がか り と し て の役割 を 終え た あ と 、 地区 の に

ぎ わ い を け ん 引 す る 業穏や業態が見 え な い 。 個性的 な 庖舗が減 り 、 全国 ど こ に で も あ る よ

う な神戸以外 に 本 自 を も っ 飲食屈 の 支庖や フ ラ ン チ ャ イ ズ庖 が 目 立 つ 。 個性的 な 小規模庖

舗 は 表通 り か ら 消 え 、 裏通 り へ 隠 れ て し ま っ た。
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用 途別 に 見 る と 酒場系 の宿舗数が着実 に 回復 し て い る 。 経営者や業態 の 入 れ替 わ り は顕

著 で あ っ て も 、 躍 り 場 と し て の慣性力 は維持 さ れ て い る と み る べ き だ ろ う 。 問題は 、 そ の

こ と が足かせ に な ら な い か 、 と い う こ と で あ る O い ま な お空地や暫定利 用 で残 さ れ て い る

と こ ろ は 、 今後 も 当 分の 関 、 現在の状況が続 く も の と 考 え ら れ る O 現在の 地区 イ メ ー ジ に

と ら わ れ る こ と な く 、 魅力 的 な 暫定利用 の 方法 を 考 え る と と も に 、 新 し い 機能や用 途 を 積

極的 に検討す る こ と を 選択肢 に 入 れ る べ き で は な い か と 考 え る O

と く に 東 門街 は 、 街路の 中 で の 較差が顕著で あ る O 若者化の傾向 は あ る も の の 、 南部は

震災前 の 地区 イ メ ー ジ を 受 け継 ぐか た ち で復興が進 ん で い る O 中 部の西側 は 空地が 目 立つ 。

北部 は 、 大破 し た ホ テ ル が放置 さ れて い る が、 別 に マ ン シ ョ ン の建設の始 ま っ て い て 、 用

途の混在 が進 み つ つ あ る O 東門街 と し て の 一貫 し た イ メ ー ジ を 今後 も 継承 で き る の か 、 あ

る い は 継承すべ き か を 検討す る 必要があ る だ ろ う 。

6 . 都市性が衰弱 し た灘区南東部
平 山 洋 介 ・ 神 戸大学発達科学部助教授 ら の チ ー ム は 、 神戸市灘 区 の 77 . 7 ha の市街地で

住宅再建の進行状況、 新築 l 戸建住宅への ア ン ケ ー ト 、 事業所再建の進行状況の定点観測

の ほ か に 市街地寺院へ の ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た 。 こ こ で は住宅再建 と 事業所再建調査の

一部 を 紹介す る 。 市街地寺院調査 は そ の概要 を 別項 に ま と め た 。 (新築 戸 建 て 住宅 の ア ン

ケ ー ト 調査結果 は 『阪神 ・ 淡路大震災復興誌』 第 3 巻 に紹介 し て い る ) 。

灘区南東部地区調査地区 は 、 六 甲 道駅 を 含む J R 神戸根か ら 南の 国道43号 と 、 東 は 石屋

川 、 西 は 都賀 川 ま でで、 こ の 区域 に 含 ま れ る 都市計画事業地 区 を 除い た い わ ゆ る 「灰色地

区Jo 今 回 の 調査 は 98年 7 月 か ら 99年 1 月 に か け て行 わ れ た 。

〔住宅の帯建一伸びは 2 ポイ ン ト ど ま り 〕

調査地 底 の 敷地数は 3 ， 829で、 全半壊率 は 57 . 6% 。 戸建て住宅で は65 ， 7 % 、 長屋 は80 . 9% 、

木造共同 で は 90 . 5% に 及 ん で 、 木造賃貸長屋は全滅の状態 に な っ た 。 非木造 共 同 ( マ ン シ ョ

ン ) で も 全半壊率 は25 . 2 % で あ っ た。

敷地面積 と 全半壊率 は 明確 な 相 関 関係 に あ り 、 敷地が小 さ く な る ほ ど大 き な 被害が発生

し て い る 。 敷地面積が40m2未満の 敷地 で、 は 全半壊率 は71 . 4 % に 達 し て い る O ま た 、 接選条

件 の 面で み る と 、 幅 4 m 未満 の 道路 に接す る 敷地で は全半壊率 は67 . 9% に な っ て い る O

住宅再建 は 、 解体後 に 恒久建築 を 行 っ た 率 は 、 97年 l 月 で32 . 3% に ま で増 え た が、 そ の

後 は 98年 I 月 で38 . 2% 、 98年 7 月 で39 . 4 % 、 99年 1 月 で40 . 6% で 、 98年 か ら 99年の 1 年 間

の再建は 2 ポ イ ン ト 程度 の伸 び し か な く 、 97年 以 降 は再建が停活、 あ る い は 一段落 し て い

る と 見 ら れ る O

敷地の面か ら 見 る と 、 99年 1 月 ま で に全敷地の58 . 9 % で建物 の 解体が行 わ れた 。 さ ら 地

での再建は97年 7 月 ま で は 進 ん で、い た が、 そ れ以 降 は停滞 し 、 99年 1 月 の 時点で、恒久建築

第八主主 @ 都 市計向i ま ち づ く り 473 



が行わ れ た の は69 . 9 % に と ど ま り 、 仮設建築、 駐車場利用 を 除い た 放置 さ れ て い る 敷地 は

14 . 8% に な っ て い る O

住宅再建が停滞ー し は じ め た 要 因 は次の点があ げ ら れ る 。

1 ) 土地所有者の資金力 、 再建意欲、 敷地の規模 と 接道状況、 権利 関係 な ど多数の 悶子

がか ら み あ っ て 再建 の 賠壁 を 生 み 出 し て い る O 言 い 換 え れば、 再建が可能 な 敷地 で は す で

に何 ら か の対処がな さ れて い る O

2 ) 神戸市全体で98年 1 月 ま で に 、 滅失 し た住宅79 ， 283戸 を 上 屈 る 1 17 ， 125戸が着工 さ

れ て 、 住宅供給は 量 的 に は過剰傾向 に あ る こ と が住宅再建 を 停i帯 に 導 く 一因 に な っ て い る

と 推測 さ れ る O

3 ) 解体後 の未利用敷地 の 間 走資産税 ・ 都市計画税が2000年 ま で減額 さ れ る 特例措置で、

税制上の動機 に よ る 建築行為が抑制 さ れて い る O

(表 9 ) 全敷地状況の変化 (全敷地3 ， 829件)

全半壊 解体後 解体後 l 解体後 l 解体後 全学史実 解体後
放慣 修繕 恒久建築 仮設建築 新駐車場 放置 放置 道路

町 月 1 1 ω 107 42 1 ， 797 153 
27 . 3% 2 . 8% 1 . 1 %  5 . 0 %  0 . 0 %  4 6 . 9 %  4 .  

96年 1 月 789 143 504 251 33 1 ， 376 42 
20 . 6  3 . 7  1 3 . 2  6 . 6  0 . 9  35 . 9  1 . 1  

971ド 1 月 726 144 1 ， 235 185 1 1 9  670 21 
1 9 . 0  3 . 8  32 . 3  4 . 8  :u 1 7 . 5  0 . 5  

l-5 8年 7 汀

693 144 1 ， 464 129 174 446 18 
18 . 1  3 . 8  38 . 2  3 . 4  4 . 5  1 1 .  6 0 . 5  
690 143 1 ， 510 126 186 391 18 

1 8 . 0  3 . 7  3 . 3  4 . 9  1 0 . 2  0 . 5  
99年 1 月 683 143 1 ， 555 122 208 342 17 

1 7 . 8  3 . 7  40 . 6  3 . 2  5 . 4  8 . 9  0 . 4  

(すで に発表 さ れ た96年、 97年版の数字 に つ い て は 一部修正が さ れて い る )

(関 1 ) 解体敷地状況の推移

1995年7月 w立1%
ト 2.3�も

1996年1月 一�雄一一ーム.l.f.ニ主牛」温園田園園田園田園闇開閉鳳鍍馳開聞園田園田園田園田園田1.5% 
1996年7月 必趨盆 し品位払胸翻開園田E園田盤溢掴E圃E園田3.6% 
1997年1 月 透過 8.n主

1997年7月 6盈怒 ill丘盤盤遜淘園田園陸蝿磁湖周聞鷹
1998年l月 !百万死際懇額際司圃圃略環吻幽幽盤
1998年7月 5品%
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1 ロ解体後恒久建築 己解体後仮設建築 鴎解体後駐車場等 盤解体後放置
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〔事業所の再建一小売庖舗の半数が再建で き ず〕

灘 区 の 定点調査地区 に は震災前 は 1 ， 548件 の事業所があ っ た 。 事業所類型別 の構成比率

は 、 小売商舗23 . 4 % 、 オ フ ィ ス 20 . 5 % 、 飲食庖1 5 . 6 % 、 サ ー ピ ス 販売!古舗 1 4 . 4% が中心で、

事業所が入 っ て い る 建物 の 建築類型 は 、 1 戸建40 . 5 % が最 も 多 く 、 次い で非 木造共 同 31 . 5%

に な っ て い た 。

事業所の全半壊率 は 52 . 8% で 、 事業所類型別 で 見 る と 小売庖舗68 . 0 % 、 飲食自57 . 7% が

高 く 、 オ フ ィ ス は34 . 7% で低か っ た 。

滅失 し た 事業所は988件で 、 こ の う ち 建物 が存続 し た も の の事業所が滅失 し た の が178件

(18% ) 、 建物滅失 ・ 事業所滅失が810件 (82 % ) で あ る O

新規 に 現 れ た 事業所 は665件で 、 こ れ は 滅失事業所数の67 . 3 % に 当 た る O 震災発生 か ら

4 年半後で も 7 割 を 下 回 っ て い る の は 、 事業所の再建が全体的 に停滞 し た 状況 に あ る と い

え る O

事業所類理別 に 見 る と 、 小売自舗、 サ ー ピ ス 販売商舗、 飲食屈 で再建が停滞 し て い る O

滅失事業所数に対す る 新規事業所数の比率 は 、 小売f吉舗48% 、 サ ー ピ ス 販売自舗62% 、 飲

食宿68 % で 、 小売脂舗の再建の遅れが著 し い 。 オ フ ィ ス は82% で 、 再建は相対的 に は進 ん

で い る O

建築類型別 で は 、 1 戸 建 は再建が停滞 し61 % 、 非木造共同 は84% 。 事業所種類でみ る と 、

専用事業所 は79% 、 住宅併用事業所 は 50 % 。 住宅併用事業所の再建の遅れが顕著で あ る O

こ の よ う に 、 事業所 の 再建 は順調 に 進 ん で、 い る と は い え な い。 と く に 小売庖舗、 サ ー ビ

ス 販売唐錦、 飲食屈 な どの事業所や、 1 戸建の事業所、 住宅併用事業所の 再建 は 困難 に な っ

て い る O こ の要 府 と し て 以下 の 3 点があ る も の と 思 わ れ る O

1 ) 事業所の零細性。 住宅系の市街地 に 散在す る 事業所の 多 く は資本力 、 信用 力 が小 さ

く 、 再建の た め の 資本の調達が難 し く な っ て い る と 推察 さ れる 。 ま た 、 経営者の高齢化、

後継者の不在等の状況があ っ た と 考 え ら れ、 再建へ の 意 向 が必ず し も 強 い と は 言 え な い と

み ら れ る 。

2 ) 住宅 と 人 口 が回復 さ れ て い な い。 こ の 地 区 の 人 口 は 、 震災前 の 95 年 1 月 時点 で は

19 ， 552人で あ っ た が、 98年12 月 で は 18 ， 313人 に と ど ま っ て い る O 物販 ・ 飲食系 の 零細 な 事

業所は即地 的 な 消 費 人 口 に よ っ て 支 え ら れて い る が、 住宅 と 人 口 の減少の も と で は 再建が

困難 に な っ て い る と 考 え ら れ る 。 オ フ ィ ス の再建が相対的 に 進行 し て い る の は 、 こ の類型

は必ず し も 即地 的 な 人 口 を 必要 と し て い な い こ と が一 国 で あ ろ う O

3 ) 周辺で大型 プ ロ ジ ェ ク ト の進行。 六 甲 道駅南側 で震災復興市街地再 開 発事業や組合

施工の 再 開 発事業が計画 ・ 進行 し 、 国 道 2 号沿い に コ ー プ こ う べの新規庖舗 な どがあ り 、

零細事業所 は 競争力 が低下 し 、 あ る い は競争への意欲が減退 し て い る と 推察 さ れ る 。
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(表10) 事業所の被害 ・ 滅失 ・ 新規 (再建率) ・ 震災前後の構成比

f三厩
木造共同
非木造共i可
主F主す 力オてロ 1ドr 
仮設建築
その他 ・ 不明 * '

業所種類]

317 20% 
1 1 1 7% 
70 5% 

150 10% 
74 5% 

627 41 % 
116 8% 
54 4% 

487 32% 
141 9% 
11 1 % 

1 12 7% 

63% 
37% 

1 00%  

半 壊 滅 失
全半壊率 A 

246 68% 269 
114 51 % 135 
139 58% 1 58 
1 10 35% 196 
56 50% 66 
40 57% 45 
74 19% 78 
38 5 1% 4 1  

366 58% 424 
103 89% 106 
42 78% 47 

133 27% 231 
141 100% 141 

3 27% 4 
29 26% 35 

478 49% 583 
339 59% 405 

817 

新 規
B B/A 構成比

130 48% 223 18% 
84 62% 172 14% 

107 68% 190 1 6 %  
161 82% 282 23% 
30 45% 75 6 %  
36 80% 61 5% 
88 113% 160 1 3% 
29  7 1% 62 5%  

258 6 1  % 461 38% 
40 38% 50 4%  
16 34% 23 2%  

193 84 % 449 37% 
1 1 1  79% 1 1 1  9% 
25  625% 32 3%  
2 2  63% 99 8% 

461 79% 
204 50% 

665 67% 

* 1 [複合型] オ フ ィ ス 、 作業所 工場、 倉庫 車庫の事業類型の う ち 2 つ以上の事業所類援 に該当 す る 事業所。
* 2 [そ の他] 主 に娯楽施設、 宗教施設、 教育施設 な ど。
* 3 [そ の他] 主 に 大規模工場、 l つ の事業所が占有す る ピ ル な ど。

〔同一化 ・ 自 問化 ・ 乾煉化が進む都市性〕

こ れ ら の 調査結果か ら 、 平 山助教授 ら は 、 被災 し た市能地の都市性が、 同 晶化 、 自 開化、

乾燥化 に よ っ て 衰弱 に 向 か う 兆候 を 示 し て い る と し て 、 次の よ う な 点 を 指摘 し て い る O

都市性 と い う の は 、 低所得者、 高齢者、 漂泊す る 人 々 、 起業 に挑戦す る 人々 、 ア ー テ イ

ス ト 、 外 国 人 な ど、 多様な 生活様式、 多様 な 属性 を も っ 人 々 を 受 け 入 れ る 都市の特性で、

多様性、 他者性、 異質性の動 的 な 存在が都市性 を 構成 し て い る O

1 ) 同 一化の進行 こ れ ま で市街地 に は ロ ー コ ス ト の住宅ス ト ッ ク が形成 さ れ、 他者性

を 受 け 入れ る 基礎 的 な 装誼が準備 さ れて き た 。 し か し 、 震災後の住宅再建 の プ ロ セ ス は木

造賃貸住宅、 長屋住宅 な どの ロ ー コ ス ト の住 む 場所 を 消 滅 さ せ 、 高価格 ・ 高家 賃 の マ ン シ ョ

ン と プ レ ハ ブ住宅 を 増 加 さ せ た 。 こ の プ ロ セ ス は 市街地 に 住 む こ と がで き る メ ン バ ー の 範

囲 を 同 一化 さ せ、 固定す る よ う に 働 き か け て い る 。

事業所 も 、 震災前 は 多岐 に わ た っ て い た が、 震災以後 に 現 れ た 事業所は プ レ ハ ブ建築や

マ ン シ ョ ン 建築 の 中 に位置す る オ フ ィ ス が多 く 、 市帯地 の 同 一性 を 強 め る よ う に作用 し て

い る O

2 ) 自 開化の進行 被災市街地 の 空 間 は 開放性 を 弱 め た建築 を 生み 出 す よ う に な っ た。

戸建て住宅の続 き 間 ・ 引 き 戸 ・ 縁側 な どは住宅の内部 と 外部 と の接点 に な り 、 他者 を 迎 え

476 第八章 @ 都市計一向í . ま ち づ く り



入 れ る 空 間 を 構成 し て い た が、 そ う し た構造が減少 し て い る こ と は住宅の 自 器 化 の 傾 向 が

強 ま っ て い る こ と を 表 し て い る O 目 視調査で は モ ニ タ ー ホ ン を 備 え た 戸 建 て 住宅が極 め て

多 く な っ て い た 。 モ ニ タ ー ホ ン は 内部 と 外部 の 分割 を 強 め る 機能 を も っ て い る O マ ン シ ョ

ン で は オ ー ト ロ ッ ク の シ ス テ ム が 「当 た り 前」 に な り 、 監視 カ メ ラ の 普 及 の 兆 し が見 ら れ

る 。

3 ) 乾燥化の進行 戸建て住宅で は プ レ ハ ブ住宅が激増 し 、 そ の乾式塗装 パ ネ ル が連 な っ

て い る 景観や、 庭の減少 に よ る 非縁化 と 住宅前面の駐車場化 な どの外部空 間 の著 し い 変化

は 、 市街地 を 全面 的 な 乾燥化 に 導 い て い る O 乾式塗装パ ネ ル は 天候 や 四 季 の 変化 と は無 関

係 に 常 に 同 じ 表靖 を 示 し 、 建築素材へ壁史の 蓄積 を 受 け付 け な い 。 輸入住宅 に代表 さ れ る

「 フ ァ ン タ ジ ー ・ ハ ウ ス 」 の よ う な 記 号性が強い住宅が建 て ら れて い て 、 こ う し た記号化

し た建築 は 市街地の乾燥化 を 深め て い る O

こ う し た 同 一化、 自 問化 、 乾燥化の方向 は 、 被災都市の都市性 を 確 実 に 破壊す る よ う に

思 わ れ る O こ の状況 こ そ が震災が引 き 起 こ し た 中心 的 な 問題 に ほ か な ら な い 。

し か し 、 こ の よ う な 方向 で あ っ て も 市街地が依然 と し て都市 を 形成 し て い る と す れ ば、

そ の 生態 は 何 ら かの新 し い都市性 を 現 し て く る 可能性 を 含 ん でい る の か も 知 れ な し ミ 。 都市

性の衰退 に批判 的 な 視線 を 保 ち な が ら も 、 同 時 に新 し い可能性の発現 に 呂 を 向 け続 け る 必

要があ る O

お寺の再建
薄 れ た地域 と の か か わ り

多 毘 的ホ ー ル で 新 し い機能 も

神戸市灘区 に は57の お寺があ る 。 う ち 摩耶 LU

天上寺 な ど、 六 甲 山系 の 山 上 や 中 腹 に あ る 山寺
を 除 く と 、 市街地 に は5 1 の お寺があ る 。 平 山 洋

介 ・ 神戸大学発達科学部助教授 た ち の チ ー ム は 、
震災前後 で お 寺 が どの よ う に 変 わ っ た か 、 震災

で どの よ う な 役割 を 果 た し た の か に 注 目 し て 、

現地調査や 聞 き 取 り 調査 を 行 っ た 。
チ ー ム は 、 市街地の5 1 の お 寺の す べて を 訪 ね

た う え で 、 敷地規模 ・ 立 地 ・ 被害状況 な ど を 整
理 し て 、 20の お 寺 を 対象 に選 び、 98年11 月 か ら

12月 に か け て住 職 に さ ま ざ ま な 質問 を し た 。

こ の結果 を ま と め る と 、 お 寺 と 地域 と の 関 係

は 、 震災 に かか わ ら ず薄 ま り つ つ あ る こ と 、 そ

の傾向 は古 く か ら あ る 寺 院 よ り 大正時代か ら 後
の 新 し い お 寺 に 強 い こ と 、 震 災 後 は 遺体 を 預

か っ た り 、 救援隊の基地 を 提供 し た り 、 井戸 を

開放 し た り 、 さ ま ざ ま な 活動 を し た が、 そ

は 檀家が離散 し た り し て 地域 と の 関 係 が さ ら
弱 ま っ た こ と な と'iJf分か つ て き た 。 し か し 、
震災前か ら の計画で建て替え ら れた り 、 震災後

に 再建 さ れ た お 寺 で は 多 目 的 ホ ー ル 、 あ る い は
ホ ー ル式の本堂 を 備 え る と こ ろ が見 ら れ る 。 震

災後に再建 さ れ た 市街地の伎宅 の 多 く が洋風化

し て 法事な どの儀式 を 自 宅で行 う こ と がで き な
く な っ て 、 お寺がそ の 場 を 提供 す る よ う に な っ

た こ と も あ る よ う だが、 地域住民の 会合の 場 に

使 わ れ る こ と も あ り 、 ホ ー ル の提供 を 通 じ て 地

域 と の新 し い つ な が り を 探 ろ う と し て い る 姿勢

が う かがわ れ る 。
こ う し た傾向 を 平山洋介チ ー ム の 「 市街地寺

院 の 変容実態」 の レ ポ ー ト で見 て み よ う 。
古いお寺は 8 割が全半壊

チ ー ム が調査対象 に 選 ん だ の は 「近 佐寺院J

が10 カ 寺 、 「近代寺院」 が10 カ 寺。 「近世ミテ院J
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と い う の は 、 江戸時代以前 に建て ら れ た 一村一

寺の原郎 で現在地 に建立 さ れた お寺で、 こ の 中
の古い お # は 鎌倉 時代 か ら 続い て い る も の も あ

る 。 「近代 寺 院」 は 大正期以降、 現 在 地 に 建 立
あ る い は 移転 さ れ た お寺、 と 分け た 。

す ぐ分 か る こ と は 、 古 い 持代の近世寺院は建

物 の種類 と 棟数が多 く 、 低層 木造が主流。 8 カ
寺は本堂 と 庫裡 は別棟 に な っ て い て 、 客殿、 納

骨堂、 納屋、 倉庫 な どの棟を も っ て い る と こ ろ
も あ る 。

新 し い近代寺院 は 、 敷地 も 狭 く 、 8 カ 寺 は 本

堂 と 庫裡が 1 棟 に な っ て い る 。 3 階建が 7 カ 寺
あ り 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り が 6 カ 寺あ る O

大地震の被害 は 、 近世寺 院 に 大 き か っ た 。 調
査対象の20 カ 寺の う ち 、 本 堂 の 全壊 8 カ 寺 、 半

壊 4 カ ミ子で 、 こ の う ち 近世寺院の 6 カ 寺が全壊、

2 カ 寺が半壊だ、 っ た 。 近 世1手続の全半壊率 は 8

害1 と い う こ と に な る 。
本堂が全壊 し た 8 カ 寺で修復 さ れた の は 3 カ

寺、 建 て 替 え ら れた のが 1 カ 寺、 建 て 宅与 え が具

体化 し て い る の は 2 カ 寺、 再建予定 は あ る が メ
ドが立 っ て い な い の が 2 カ 寺 と な っ て い る O ヱド

i 堂が半壊 し た 4 カ 寺の う ち 2 カ 寺は 建 て 替 え ら
れ、 2 カ 寺 は修復 さ れた 。

震災直後 か ら 避難所 と し て利用 さ れ た お 寺 は

9 カ 寺あ り 、 期 間 は 2 週 間 の短期 か ら l 年 初 に
お よ ん で い る 。 炊 き 出 し を 行 っ た の は 3 カ 寺あ

り 、 う ち 2 カ 寺 は ボ ラ ン テ イ ア に よ っ て 運営 さ

れ た 。 遺体や お骨の預か り 、 葬式 を 行 っ た の は
6 カ 寺で、 ほ か に も 救援隊の基地 と し て の提供、

井戸 ・ ト イ レ の提供、 映画会や夏祭 り の 会場提

供 な ど も あ る O
; 檀家が減 っ て 除夜の鐘っ き 中止も

お寺で な け れ ばで き な い 葬儀や法要、 較 の お
勤 め 、 除夜の鐘つ き な どの増減 を み る と 、 法事:

や追悼会 の 間 数 は 噌 え て い る が、 檀家数は減 り 、
戦 の お 勤 め 、 除夜の銭っ き は 中 止 に な っ て い る O

お寺 と し て し か で き な い儀式、 特 に 葬儀や追悼
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会 に 特化 し て き た と み ら れ る 。

地域 と の かかわ り でみ る と 、 地 域行事の場の

提供、 自 治会 と の つ な が り な どが少な く な っ て

お り 、 こ う し た流れの底 に は 、 人 口 移動 に よ る

檀家数の減少、 壇家向の 関係が希薄 に な っ て い
る こ と 、 高齢化 と 子 ど も の数の減少な ど と と も
に 、 宗教行挙 ・ 教化活動 の簡略化 な どがあ り 、
さ ら に 、 他 に コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 が建設 さ れて代

替機能が生 ま れて き た こ と な どがあ げ ら れ て い
る O

再建 ・ 修復 さ れ た 寺 院 は 、 再建 さ れ た住宅 と
同 じ よ う に 、 平屋か ら 2 階、 3 階建へ と 高密化
し 、 木造か ら コ ン ク リ ー ト への硬質化がみ ら れ、

さ ら に鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り で あ り な が ら 、 寺

院 ら し い外観 を 表 す た め に部分 的 に 瓦屋根 に し

た り 、 相 輪 を 取 り 付 け た り 、 一 部 に 木材 を 張 り
付 け た り す る 記号化がみ ら れ る 。

こ と に 近 代 寺 院 で は 6 カ 寺 で容積率が100%

を 超 え る 高密化があ り 、 非木造の本堂が 7 カ 寺、
地面の コ ン ク リ ー ト 舗装が 5 カ 寺 、 い つ も 門 を

閉 め て い る と こ ろ が 9 カ 寺 あ り 、 硬質化が と く

に 強 い 。 お寺 と い う と 、 こ れ ま で は 山 内 を 開 け

放 ち 、 境内 を 遊 び場 に提供 し た り 、 植栽が豊か

で散策の場で も あ っ た が、 そ う し た機能が閉 さ守
さ れ る の は 、 お寺の 自 閉 化 に な っ て い る と も 言

え よ う 。

し か し 一方で、 は 、 多 目 的 ホ ー ル を 設 け る お 寺
が増 え て き て い る O 近世寺院で は 5 カ ミ子が多 目

的 ホ ー ル 、 あ る い は ホ ー ル式 の 本 堂 を 備 え て い

た 。 近代寺 院 で は 3 カ 寺 に 多 目 的 ホ ー ル が備 え
ら れて い た。 こ う し た ホ ー ル は 、 お寺本来の行
事 に 使 わ れ る ほ か 、 地域団体や他の グ ル ー プの
活動 に も 提供 さ れ る と い う O こ れ は 、 震災 を 契

機 に し て 、 寺院 と 地域 と の 関 係 を 受け止め る 空

間の提供 に つ な が り 、 寺 院 と 地域 と の新 し い 関
係 の 編成 の 基盤 に な り う る と も 思 わ れ る 。

( r街の復興 カ ル テ 1998年版 か ら )



| 第二節 都市計画 と ま ち づ く り の動 き

復興土地区画整理事業 は 、 99年 3 月 末 ま で に 、 計爾決定 さ れた 4 市 1 町の 18端医 の う ち 、

神戸市東灘区森南 2 丁 目 を 除 く 17地 区で事業計画が決定 さ れ、 芦屋市西部地 区 の 第 1 地区

を 除 く 16地法 で仮換地指定が姑 め ら れ、 道路の整舗、 公 園 の 造成 な どの工事が進め ら れて

い る O 仮換地指定 さ れた の は69 . 2 ha で、 指定率 は 49 % 。 神戸市長 田 区鷹 取 第 1 地区 は 93 % 、

灘区六 甲 道駅西地区 (琵琶町) は89 % 、 西宮市森具 地 区 は 92 % に な っ て い る O

復興市街地再開発事業 は 、 神 戸 、 西宮、 宝塚の 3 市 の 6 地区33 . 4 ha で 行 わ れ て い て 、

すべ て の地 区 で建築工事 に 着工 し て い る 。 管理処分 も 、 神戸市 の 六 甲 道駅南地区第 2 地区

と 新長 田 駅南 地 区 第 2 - B 地区 を 除い て 決定 し た 。 完了予定は 、 早 い と こ ろ は宝塚市 の売

布神社駅前 地 区 が99年12月 、 連い と こ ろ は神戸市の2004年 3 月 と な っ て い る O

1 . 復興都市計画事業地 区 と 進行状況 (99年 3 月 末 日 現在)

(兵庫県都市住宅部、 神戸、市都市計画局資料、 各市町の現地整備事務所への問い合わせ に よ っ て作成)

- 復興土地区画整理事業

i 地区/関連指定事業市 町 j! 面積/震災前世帯数

神戸市 [ 森南
1 6 . 7  ha 
l 、 500世帯

ま ちづ く り 協議会の名称、 | 事業計画 | 仮換地l l J 事業着工発足時期 l 決定 | 指定関あ

- 本山 中 町 (95/02124)

f築地指定率

(96一品手話[主主'îIllT 1 子 房長12 関104 1 2 . 8/4 . 9  ha エ臼
( 第 1 地区)

(97/01119分離) 森南町 3 丁 百 1 98/03/05 1 98/1 1 1 98/12 1 1. 7/3 . 5  ha =48 % 
( 第 2 地区)

六月ヨ道駅西 (1主 rll総) I 琵鷲田I復興住民協議会 96/03126 1 96/11129 1 96/12/11 1 2 .  112 . 3  h a  = 89 % 
(98年 3 月 75% )3 . 6  h a  I (95/03125) 

494世帯

六甲道駅北 (住市総) 1 六甲町 l 了 目 、 2 丁 目 (95/08) 1 96/11/06 1 97/02/28 1 97/03/14 1 6 . 0/9 . 5  ha エ=63%
16 . 1 ha 1 3 丁 目 、 4 ・ 5 丁目 (95/08) 1 1 (98年 3 月 27% )
1 ， 810世帯 j 稗原町 l 了 日 (95/09)

松本 (住市総)
8 . 9  ha 
1 ， 206世帯

稗原町 2 ・ 3 ・ 4 丁 目 (95/09)
駅前 ・ 永手町 5 了 目 (95/1 ] )
森後町 3 丁 目 (95/08)
96104連合協議会設友

松本地反 (95/05/07) 96/03/26 1 96/11/30 1 96/12115 1 2 . 715 . 2  h a  = 5 1  % 
3 月 =34% )

御菅東 (f主市総 御菅 3 ・ 4 復興対策 1 96/11/06 1 97110/16 1 97 110/24 1 1 .  713 . 0  ha = 56% 
1. 6 ha I (95/06/18) I (98年 3 月 = 15%)
554世帝

御菅間({主市総 御蔵 5 ・ 6 丁 目 町づ く り 1 97101114 1 98/01108 1 98/01120 1 1 .  012 . 6  ha ニ39%
4 . 6  h a  1 (95/04/23) 1 (98:fF 3 月 = 8 % ) 
331世帯
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新長田駅北 (住市総) 1 御屋敷通 1 - 6 丁 目 、 水笠通 1 96/07109 1 97101120 1 97101123 1 6 . 4/25 . 7 ha = 2 5  % 
新長田北エ リ ア 1 1 - 6 丁 目 、 松野通 1 - 4 了 1 (98年 3 月 ニ 16% )
42 . 6  ha 目 、 村iう長町、 織田町な ど21協
3 . 267世'倍 | 議会が95/05か ら 96/0 1に発足

j 新長田駅北地区
; 鷹取北エ リ ア
17 . 0  ha 

96/06/22連合協議会設立

( J  R 鷹取工場跡地) 97103/03 1 98/03/13 1 97/12 

鷹取東第 1 (住市総) 1 鷹取東復興 1 95/1 1/30 i 96/08/28 1 96/09/13 1 4 . 8/5 .  1 ha = 95 % 
8 . 5  ha 1 (95/07102) 1 (98年 3 月 ニ93% )
905世帯

鷹取東第 2 ({士市総) 1 常燥町、 千歳町、 大池町な ど 1 97103/05 1 97109/06 1 97109/11 1 3 . 5/10 . 4 ha =33% 
19 . 7  ha  1 10協議会が95/07か ら96/02に 1 (98年 3 月 エ15% )
1 . 747tlt帯 ! かけ発足

千歳連合を結成 (95/10/15)
(f:t市総) 1 (元川崎製鉄、 神戸製銃所工 1 96/02120 3 月 =88% )

122 ha の う ち 75 h a  1 場跡地)

(神戸市 . 1反換地指定済み計

芦屋市 ! 芦盤中央(住市総)
13 . 4  ha 
760世帯

芦屋西部 (住市総)
21 . 2 ha 
1 . 2001設帯

在百宮市 | 森Jl; (密集)
1 0 . 5  ha 
400世帯

j)lJ宮北口駅北東
13 . 2 ha (住市総)
1 ， 700陛帯

尼崎市 | 築地 (改良)
13 . 7  ha 
1 ， 200世帯
(都市計測決定は
95年 8 月 8 口 )

北淡町 富島 (密集)
20 . 5  ha 
600世帯

中央地区震災復興街づ く り
I (95/08/06) 

西部地区 ま ち再興
(96/03/17) 
第 1 地区(前回、 清水町)

第 2 地区 (津知、 川間町)

昏炉原森具地区
(95/04/16) 

(951ll ) 

築地地反復興
(95/02126) 
( ほかに 、 築地の町づ く り を
みんなで考え る 会)

富島地区震災復興
( ほ か に 、 予言 島 を 愛す る 会、
考 え る 会な ど)

(神戸市以外の仮換地指定計

復興土地区間i整湾事業17地区
合計253 . 9 ha 

@ 組合施工小規模土地区画整理事業

! 神戸市 神前 (灘[55:)
0 . 5  ha 
総合員33人

i奏川 (兵庫区)
1 . 5  ha 
組合員 145人
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| 神前町ゆ山)

湊Jl I 1 . 2 丁目 再建区爾整理
事業組合(96/1 1/30)

32 . 7/72 . 2 ha =45%) 

98103126 1 99/03 

1
1
95/i2/27 W

i 
7/02/28 j

i 
97/11 1 4 . 4/8 . 7  ha ロ51% 

(98年 3 月 ニ36% )

1 97/12/1 1 1 97/12/25 1 98/01/09 1 1 .  

36 . 5/68 . 8  ha 

96/12/17 97109/1 7 79% 
組合設立

96/1 1107 96/12/27 40% 
組合設立



@ 復興市街地再開発事業

名称 | 事業計画 | 管理処分
決定 団 扇決定 建築 工 事着 ] 一 : 1 : 事完了

j奈 川4 ( 第 l 主由民)
5 . 9  ha (住市総 桜備4 ( 第 2 地以)
700 llt帯 | 桜 口5 ( 第 3 地区)
住宅供給，itInlÎl 刈JO)î 1 深備5 ( 第 4 )1出 [><:)
(分譲800、 賃貸200) 1 95/07 �こ 4 ブロ グ ク 連合

六 甲 道南地li連合(96/07)
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(1t llHÆ:) I 第 I 地区8 . 1 ha ( 久 ;塚5 ・ 6 ) 1 96/10/3 1 1 97/08/29 1 97/08 (受け IlIltt.ぢお n 1 200413 
久 二j家復興 (95/02/1 5 ) 、 久 二
塚 6 (95/09/06) 

1 ha 
1 .  600t� 千百:
(主宅供給言I lifJÎ3 . 000 Fi 
(分譲2 、 000
賃貸1 ， 000)

第 2 地 反 7 . 6 h a  ( 日 i!日 、 ki 1 97/01/14 1 98/01 
住旬、 6 、 7 、 大橋5、 6 、 7) 新
長 田 駅前地区復興 (95/07/13)

r : )  1 200413 

第 3 地 区 4 . 4 h a  ( 若 松 3 、 大 1 97/ 10 1 98/08 1 99/01 ! 200413 
橋3、 4 ) 新長田駅南大詰復興 |

附宮市 I雪宵北口駅北東
3 . 4  ha ( 住 市総)
270t廿帯

再開先準備組合 (92/04)
再開発推進 (95/04 ) 

96105/07 1 97103106 1 98103 200113 

く り 1 96105/3 1 1 97102/25 1 97108 

200 1 / 1 0  

2000/8 

言十 6 池氏 33 . 4 ha 事業決定地区 1 2地区 管理処分決定地反 10地医

注 . 11市 総 z 住宅 市街地総合主主備事業、 密集ェ 密集住宅市街地整備促進事業、 改良ニ 住定地区改良事業。 協議会の
名称は 「 ま ち づ く り 協議会」 を 略。 設立時期j は市の認定時期 と 異 な る こ と があ る 。

2 . 森南が最後の 区繭整理事業決定へ
復興土地区画整理事業地区の神戸市東灘区森南 1 、 2 、 3 丁 目 、 本 山 中 町 l T 目 (一部)

の住民は95年 2 月 に 「森南 ・ 本 L1J 中 町 ま ち づ く り 協議会J を 結成、 区画整理 に 反対 し 、 白

紙撤回 を 求め る 運動 を 行 っ て い た が、 96年12月 に森南τ 1 丁 目 が協議会か ら 脱退 し独立 し た 0

97年 1 月 に は森南 3 了 U が同 じ く 脱退 し独立 し 、 2 丁 目 だ け が 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く

り 協議会J (本 山 中 町 は 形式 的 に は残 り 、 実 質 は 3 了 目 協議 会 に 合流) に 残 っ た 。 被災地

で ま ち づ く り 協議会が 3 分裂 し た の は森南地区 だ け で あ る 。

ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出

〔森南 2 T 目 〕 森南 2 了 自 の住 民 は 、 98年 7 月 25 日 に住民集会 を 聞 き 、 市 と の協議が平

行線 を た ど る 中 、 ま ち づ く り 提案の 素案作成 に 入 る こ と を 明 ら か に し た 。 住民集会で は あ

く ま で事業撤 回 や 凍結 を 求め る 声 も 出 た が、 移転対象 と さ れ る 住民か ら は 「現状で は 再建
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で き な い。 何 と か前へ進め て ほ し い」 と 切実 な 訴 え も 響い て い た 。

協議会は 9 月 下旬 に新 た に ま ち づ く り 案 を作成 し 、 1 1 月 28、 29 日 の 2 日 に 分 け て住民集

会 を 開 き 、 住民ア ン ケ ー ト の結果 を も と に 、 年内 に も ま ち づ く り 提案 を 神 戸 市 に 出す方針

を確認 し た 。 ア ン ケ ー ト に 回答 し た住民の う ち 94 % が ま ち づ く り 提案 に 賛成 し て い た 。

ア ン ケ ー ト は 、 2 r 目 の住民、 地権者257 人 に 配布 、 約 6 割 の 156人が回 答 し た o m-への

提案提 出 に は 93 . 9 % が賛成 し 、 市 と の協議再開 を 望 む声が多数 を 占 め た 。 ア ン ケ ー ト で 、

2 丁 目 で は85 % がす で に住宅 を 再建 ・ 修理ずみ で あ る こ と も 分か っ た 。

協議会は 99年 3 月 9 丹 、 ま ち づ く り 提案 を 神戸市 に提出 し た 。 神戸甫内 の復興土地区画

整理事業地区 で た だ l カ 所事業計画が決定 し て い な か っ た こ の 地区で も 事業 実施へ向 け て

動 き 出 す こ と に な っ た 。 事業地区名 は 「森南第 3 地 区」 と な る 。 協議会の 山 口 政夫代表 は

1 4 年 か か っ たが、 住民が結論 を 出 す の に必要 な 時 間 だ っ た と 思 う 」 と 話 し て い た 。

提案 は 、 神戸 市が示 し た修正案 に ほ ぼ沿 っ た も の で 、 市が当 初計両 し た 東 商 の 17 m 道路

を廃止、 J R 神戸線南側 の 道路 を 9 m に拡幅す る 。南北道路の市道本庄本LLJ 線 の 歩道 を 1 m 

広 げる な どの 内容。 減歩率 は最大2 . 5 % 。

〔第 1 地区J (森南 I 丁 目 ) 仮換地指定の 通 知書が98年 3 月 中旬 ま で に 土地所有者約20

人 に 送 ら れ た 。 い ずれ も 移転 を 伴 わ な い現地換地。 ま ち づ く り 協議会が 3 分裂 し た森南で

は 初 の 仮挽地 だ っ た 。 第 l 地区 で の 第 1 凶 の仮換地指定率 は 約 7 %0 99年 3 月 末の仮換地

指定率 は58% に な っ た 。

〔第 2 地区J (森南 3 丁 呂 、 本 山 中 町 1 T 自 の 一部 98年 3 月 初 日 、 第 2 地 区 で工事若

手の く い 打 ち 式があ っ た 。 2 月 5 日 の事業計画決定 を 受け 、 í lîの先行買収地 か ら 着手 し た 0

99年 3 月 末の仮換地指定率 は 4 8 % 。 完成 予定は2000年 3 月 末。 事業費 は約20億円 。

分裂の背景 に は被災度の 強弱
95年 2 月 24 司 に 、 森南 1 、 2 、 3 丁 目 と 本 山 中 町 l T 日 の … 官日 の 区画整理対象地[X住民

で結成 さ れ た 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会」 は 、 何年12月 に森南 l 丁 目 が分離 し 、

97年 l 月 に は森南 3 丁 目 が分離 し 、 3 協議会 に 分裂 し た 。 こ の 分裂の背景 に は 、 区画整理

事業 に 反対 し な が ら も 、 市 の都市計画案 (97年 5 月 の変更案) を 受 け 入れ な け れ ば、 住宅

再建 に 予 を つ け ら れ な い と い う 悩み があ っ た。

悩 み の 強 弱 は 、 各IHJ丁で被害の程度 に 2さがあ る こ と に も よ り 、 ま た 、 震災 前 に ま ち づ く

り 活動 に協力 し 、 実績 を 上 げて い た の に 、 こ れ を 無視 し た 区画整理事業の 押 し 付 け で あ る

と い う 行政不信 か ら も き て い る 、 と い う 指摘があ る 。 ( '阪神 ・ 淡路大震災以後の被 災 市街地の現況

に 関 す る 報告 神戸 市東灘区森南町 ・ 本 山手l lllJの例」 紅谷凸ギ ・ 神戸大学研究生 r E] 本建築学会学術講演槌1�JE集」

98千三 9 月 )
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( Jd2 ) 森南地区の町了男IJの建物形態 ・ 被害状況 ・ 仮設態物の率 ( % )

( 長i f示 日 、I� r阪神 ・ 淡 路 大 t1t 災 以 後 の 被 災 d í 街 地 の 税況 に 関 す る 7日行 神 戸 i1i一 点灘 ば 森 市 [llr . 4( 1 1 1 ' l r �IJ の{日IU

こ れ に よ る と 、 99年 3 月 ま で 区画整理事業 に 反対 を 続 け て い た 森南 2 丁 目 は 、 1 、 3 丁

目 に比べて全壊率 は63 . 3 % と 低 く 、 し た が っ て 仮設建物 も 少 な い。

森南地[>く全体で も 全半壊率 は66 % で 、 神戸市 の 区 画整理事業地区 で は 最 も 低い。 ま た 、

森市 2 r l� は 、 !日 市街地で、 は神戸市で、 初 め て 建築協定が結ばれ た 地 iえ で あ り 、 神戸市か ら

'Tlî氏出動賞」 を 受賞 し た ま ち づ く り 意識 の 高 い 地 区 で あ っ た 。 紅お昌 平 は 「 だか ら こ そ 、

震災直後 に 市 が -)j的 に提示 し た ま ち づ く り 案 に 強い抵抗!惑 を も っ た と も 考 え ら れ る 」 と

指摘 し て い る 。

都市計画決定プ ロ セ ス を 検証

99年 l 月 17 日 に l�fJ か れ た 「震災復興 ま ち づ く り 一 本青 を 語 る 』 公開座談会 は 、 都市計画

決定の プ ロ セ ス の 検証 を 試 み た 。 小林郁雄 ・ 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト

ワ ー ク 代表 は 、 十I!JrÎ Ij]の 震災復興担 当 者ーか ら 入手 し た メ モ に よ っ て 、 森|南 地 区 は 、 95年 1

月 23 円 の |時l:(-で は 、 地 区計 l出i と 倍路 事業が 予定 さ れて い た こ と 、 26 日 に な っ て 、 信路事業

が区jlJ1Î整理事業 に 替 え ら れた こ と を 指摘 し た 。

こ の メ モ は 「担!当 レ ベ ル の検討 メ モ」 と さ れ、 神戸市 は公表 し て い な い が、 陪談会 に 出

席 し た鶴来紘 村I) Î 市助役 (95年 当 時神戸 市都市計 画局長) は 、 森南地 区 に つ い て 「新駅

がで き る こ と に よ り 新 た に 生l�i拠点 を 更新す る 必要があ る と こ ろ 」 と 述べ て 、 ーう11 初 計画が

結路事業で あ り 、 そ れが面的整舗の I二地 1M整理事業 に 拡大 し た の で は な い か と い う 推定

を 去付 け て い る 。 ( 神J Î ま ち づ く り 協:援 会述絡 会 ・ こ う べ ま ち づ く り セ ン タ 一 編 「震災復興 ま ち づ く り 『木

氏 を iiiT る J J 阪神 大 i)� 災 rlí1く ま ち づ く り え1;Q ネ ッ ト ワ 』 → ク 99{ド 5 )J )

者15 111計jlli]1た定 を 行 っ た 31 時の状況 を 振 り 返 る 兵庫県 と 神戸市、 凶宮市 な とぞの行政職員 の

座談会の 1 11 で、 当 時の松TF春敏 ・ 兵庫県都 市住宅部計両課長 (9811三 2 )j 現在建設省者lí rj]同

都 市式l.jfJií課建設専 IlfJ Y'; ) は 「 日 ご ろ ど う い う ま ち に な っ て い く ん だ と い う 認識が住民 に も

な け れば都 市計]ii1Îの 専 門 家 に も 、 ま し て や市民全体 に も あ ま り な い。 … そ こ か ら 出発 し て

い る か ら 、 い か に も “ こ の 捺 " と い う ふ う に し か見 え な いj と ま ち づ く り に 対す る ふ だ ん

の 丘識の抵 さ に ふ れ、 森WJ に つ い て は次の よ う に 語 っ て い る 。

「森 If'i の場合 に は 、 」苔こそ れが典型 に 見 え た ん じ ゃ な い か と 思 う 。 新駅がで き る 予定の

と き 、 14'Î側 は ど う し ま す か と い う こ と を 、 絵 ま で か け な く て も 、 自 治会 の 仁11 で問題提起 を

第八f;'l ・ 部 r!i，i l lllrj . ま ち っ く り 483 



し 、 勉強会が何 回 か行 わ れ て い て 、 ど う も こ こ は駅がで き た ら 車が集 ま る し 人 も 来 て 、 今

ま で の よ う な 閑 静 な 住宅地で住 み続け る と い う の は都合が悪 い な 、 と い う 話が起 き て い る

と 、 多分事業 は そ の 延長線で受 け 入れ ら れた と 思 う 。 駅がで き る の は知 っ て い る け れ ど、

そ の 辺の議論が地元で な か っ た と す る と “ こ の際" し か見 え な く て 、 そ れが い ま だ に す れ

違 っ て い る と い う こ と に な っ た か な と 思 う 」 と 語 っ て い る 。 (兵庫県都 市役宅部計画課 「 ひ ょ う

ごの復興都 市っ く り 985:]二 4 月 )

し か し 、 森南地 区 に は以前 か ら 自 治会の よ う な 地域の 自 主組織 は な く 、 J R 新駅の 開設

に と も な う 将来 の ま ち の変貌 に つ い て語 り 合 う 機会がな か っ た 。 区 両整理事業 を め ぐ る 住

民の議論 は 、 「 氏画整理事業 の 白 紙撤 回」 、 「減歩ゼ ロ が鼠員し 、 「減歩2 . 5% を 引 き 出 し た の

は 成果」 の 3 つ に 分かれ、 駅前整備計画が深 く 検討 さ れ る こ と は な か っ た 。 神戸市 も 当 初

の 3 ， OOOm' の 駅前 交通広場計両 を � I っ 込め 、 96年10月 に は J R 神 戸線 の 新 駅 「 甲 南 IlJ 手」

が森南地区 に つ な がる 南 口 を も た な い ま ま で 開業 し た 。

く 参与一文南ウ

紅谷昌平 「 阪神 ・ 淡路大震災以後の被災 市街地の現況 に 渇 す る 報告一神戸市東灘j又森南町 ・ 本 山 中 国] の例 r [:1 
本建築学会学術講演使概集 1998"'!' 9 月
神戸 ま ち づ く り 協議会連絡会 ・ こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー 編 「震災復興 ま ち づ く り 『本音 を 語 る lJ 阪神大震
災市民 ま ち づ く り 支援 ネ ァ ト ワ ー ク J 999年 5 月
兵庫県都市住宅部百十断課 「 ひ ょ う こやの復興都市づ~ く り 1 998年 H l

3 . 理念 と 現実 が か ら む ア ジ ア タ ウ ン 構想
神戸市 に 居住 す る 外国 人 は 、 登録人員 数で、 震災直前の例年12月 で44 ， 282人 だ、 っ た が、

震災後の95年 6 月 は42 ， 326人 に 減少 し 、 98年 12月 に は や や 回復 し て42 ， 442人 に な っ た 。 区

別 で は 、 98年12 月 で 中央区が9 ， 524人、 長 田 区 が8 ， 666人で、 市 内 9 区 の う ち 同 区 に外 国 入

居住者が集 中 し て い る 。

中央区 の在住外 国 人 は 多 い順 に 中 間 、 韓 国 ・ 朝鮮、 イ ン ド 、 米 国 、 英 国 、 フ ィ リ ピ ン だ

が、 長 田 尻 は 韓 国 ・ 朝鮮、 中 国 、 ベ ト ナ ム 、 ブ ラ ジ ル 、 フ ィ リ ピ ン と な っ て い る 。

中央包 に は 南京町があ り 、 中 国 の食や雑貨の商屈が集 中 し た観光ス ポ ッ ト を 形成 し て い

る の に対 し て 、 長 田 氏 で は 震災前 か ら 観光客誘致で活性化 を 図 ろ う と す る コ リ ア ン タ ウ ン

の構想、があ っ た 。 震災後は 、 ベ ト ナ ム 、 フ ィ リ ピ ン な どか ら の ニ ュ ー カ マ ー を 含め た さ ま

ざ ま な 「 ア ジ ア タ ウ ン の構想」 が、 長 田 区 の 地場産業で あ る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業 を 中心

に し た経営者団体、 外国人支援の ボ ラ ン テ ィ ア 、 ま ち づ く り 協議会、 神戸市 な どか ら 提案

さ れ た 。

こ れ ら の 「 ア ジ ア タ ウ ン 構想」 は 、 震災復興の ま ち づ く り 理念 と し て 、 民族共生の具現、

多民族文化交流、 地場産業で あ る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の振興な ど を 掲 げて い る が、 構想

の具体化の過程で は 「総論賛成。 各論反対」 と い う 状況 に ぶ つ か り 、 地域住民 の 意見が混
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乱 し 、 構想、 を め ぐ る 議論が錯綜 し た 。

〔地場産業複興策 か ら 多民族共生ブラ ン へ〕

日 本 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合、 神戸 ゴ ム 協 同組合、 神戸 シ ュ ー ズ在日協 同 総合、 神戸靴

資材総合協会、 共車県軽合金鋳造工業協 同 組合の 5 つ の 組合は 震災後 陪 も な く 「 ケ ミ カ ル

シ ュ ー ズ 産業復興研究会」 を 設立、 95年 5 月 に 第 1 出研究会 を 聞 き 、 95年 6 月 末 に ケ ミ カ

ル シ ュ ー ズ産業の活性化 を 軸 に し た 「 く つ の ま ち ・ な がた」 と 名付 け た 援興構想 を ま と め

た 。 こ の研究会 に は在 日 韓 国 人 2 1まが多 く 加 わ っ て い た こ と か ら 、 新聞 は 「共生の ま ち づ

く り J と し て取 り 上 げ、 注 目 さ れ た 。 ( ，神戸新開 95年1 1月 1 日 )

こ の研究会 と 一部重複 し な が ら 、 大学研究者、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ事業者 、 ま ち づ く り コ

ン サ ル タ ン ト 、 ジ ャ ー ナ リ ス ト な どが集 ま っ た 「長 田 の よ さ を 生か し た街づ く り 懇談会」

は95年 6 月 に 「長田 ア ジ ア 通 り ( ア ジ ア ・ ス ト リ ー ト ) 構想、」 を神戸市の復興計画策定へ

向 け て提案 し た。 ( '4正 日 新聞」 何年 6 月 16 日 )

こ の構想 は 「輸入物 を 販売す る マ ー ト だ け で な く 、 現存す る 各民族の共 同体 を 基盤 に し

て 、 互 い の 生活や文化 を 交流 し あ い 、 ア ジ ア が共生す る 場 を 切 り 開 く 場 と す る 。 各氏族の

生活や活動 を 支援す る 機能、 各国語の教育機関 、 各 国 語ニ ュ ー ス サ ー ピ ス な ど、 多様 な 支

援機能 を 配置す る 」 と な っ て い た 。

こ れ を 受 け て発足 し た コ ン サ ル タ ン ト 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 企業者 な ど に よ る 民 間 の 自 主的

組織であ る 「 ア ジ ア タ ウ ン 推進協議会」 は 、 リ ー デ イ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 復興土地

区画整理事業LR域 に あ る 神戸市の用 地 に テ ン ト 張 り の 「 く つ の ま ち ・ な が た 「復興」 ア ジ

ア フ リ ー マ ー ケ ッ ト 」 を 毎 月 第 4 土 ・ 日 に 、 半年 間 開催す る 計両 を 立 て 、 96年 4 月 か ら 閲

姑す る こ と に し た 。 ( ，神戸新開J 何年 1 月 1 IJ )  
し か し 、 地 元住民か ら 「事前 に 説明 が な い ま ま 新開発表 さ れ た J r よ く 分か ら な い外国

人が集 ま っ て き て 治安が忠 く な る 。 安心 し て{主め な く な る の で は な い か」 な どの批判が噴

出 し て 、 開 催 は 96年 7 月 の l LoJ だ け に と ど ま っ た 。

フ リ ー マ ー ケ ッ ト を 主催 し た ア ジ ア タ ウ ン推進協議会 は 、 こ う し た批判 に 「地元 の協力

を 求め る 努力 が薄 か っ たJ r古 く か ら の 韓 国朝鮮の 人 た ち と 、 新 し く 住み 始 め た ベ ト ナ ム 、

フ ィ リ ピ ン 系 の 人 た ち と の 聞 に ミ ゾがあ り 、 そ れ を 埋 め る 相瓦の理解が十分 で は な か っ た」

「 日 本人 も ア ジ ア の 一員 だ と い う 意識が徹底 し て い な い」 な どの 問題があ っ た と 総括 し 、

今後 は 交流 イ ベ ン ト の積み重ね や 多 言語 に よ る 地理案内表示 の 実施 な ど、 日 常の運動 を 広

げて い く こ と に し た 。

し か し 、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト は 2 日 間 で15 ， 000人 の集客があ っ た こ と か ら 、 ま ち づ く り 協

議 会 は 開 催 後 に 「地 区 の 1苫性化 と し て有効で、、 ま ち の 環境が阻害 さ れ る こ と も な か っ

と 評価 し 、 そ の 後 の ま ち づ く り 協議会 に よ る 「 ア ジ ア ギ ャ ラ リ ー 構想」 に つ な がる こ と に

な っ た 。
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ヴ7、 神戸 rIî は 955ド 5 月 に 、 ケ ミ カ ル業 界復興対策の ひ と つ と し て 「 フ ァ ッ シ ョ ン

街」 の 構想 を検討す る ほ か、 ア ジ ア 各国 の料理由 を 集め た り 外国 人 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 交流

セ ン タ ー を {萌 え た 「 ア ジ ア タ ウ ン 」 の1'1奇想、 を I明 ら か に し た 。 さ ら に 、 9851'. 1 月 に はf主勢，� t.

地区画整理事業地12<: の新長 !日駅北地rx� の 一部 を 利用 し た 「神戸 ア ジ ア 丈化交流 タ ウ ン 構想」

を 発表 し た が、 こ の構想 に は 、 南京町の よ う に 援 門 を 建 て て こ れ ま での市街地 と E加 す る

イ メ ー ジがあ っ た た め 、 地元か ら は①南京町の よ う な 外匡l 人集住 は望 ま な い②ド:jH'Î整理で、

換地 さ れて も 元の 土地 に戻 り た い③従前 の よ う に 工場、 商Jr\f 、 住居が混1tす る ま ち で あ り

た い ー な どの批判 カf出 て き た 。

〔 ア ジ‘ア ギ ャ ラ リ ー構想の提案〕

こ の た め 、 松 ゐ (松野通 1 丁 目 ) ま ち づ く り 協議会、 畑 出神楽 ま ち づ く り 協議会は 「 ア

ジ ア 文化交流 タ ウ ン 検討懇談会」 を つ く り 、 在 日 外国 人 と の混住 と 共佐 を テ ー マ に検討 し 、

98:1'[:: 10月 21 日 に 「 ア ジ ア ギ ャ ラ リ ー 構想」 を ま と め て市 に提案 し た 。 こ れ は 、 先 に ま と ま っ

た ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業tHR興 対 策 であ る 「 シ ュ ー ズ ギ ャ ラ リ ー 構想」 と 対 を な す地 元 の 商

業活性化策 で 、 400m'の市有地 に 、 ア ジ ア の 古美術品 、 飲食白 、 旅行代理応 、 情報セ ン タ ー

な どの 開 設 を 盛 り 込 ん で い る 。

こ の提案 に 基づ い て 市 は長 田 区制 沼 町 7 丁 IJ の390m2 の 市有 地 を ア ジ ア ギ ャ ラ リ ー 構想

の パ イ ロ ッ ト シ ョ ッ プ に定期措地権 と し て貸 し 出 す こ と に し 、 99年 3 月 に建 設 ・ 管理運常

に あ た る 民 間 企業 を 決定、 3 階建て 延べ660ffi の ピ ル を 8 、 790万 I J] で建設す る こ と に な っ た 。

開設は2000年 3 月 の予定。

パ イ ロ ッ ト シ ョ ッ プは 「亜細亜夢回廊 ・ ギ ャ ザ リ ー 神戸」 と 名付 け ら れ、 古美術 品 、 雑

貨、 貸 し ギ ャ ラ リ 一 、 飲食)お な ど17出舗 の 募集 を 開始 し た 。 「 ギ ャ ザ リ ー 」 に は 集容の ギ ャ

ザ リ ン グ、 展示の ギ ャ ラ リ ー を 合わ せ た 意味 を 持 た せ て い る 。 敷地は市か ら 20年の定期借

地権 と し て借 り 受 け 、 建物 は ま ち づ く り 協議会 と 市が締結 し た 景観市民協定 「 い え な み基

準」 に 基づい て傾斜犀根 を つ け る こ と で修景 に 寄 与す る と し て建設費 の助成 を 受 け て い る 。

〔 ア ジ ア タ ウ ン構想の混乱の背景〕

ア ジ ア タ ウ ン 構想 は 、 震災由 えか ら さ ま ざ ま な ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ、 産 業 I JI体や神戸

市か ら 提案 さ れ た が、 そ れ ぞれが重複 し た り 反発 し た り し て イ メ ー ジ を 共有 す る こ と がで

き ず、 住民の理解 は 混乱 し 、 疑惑 も 招 い た 。

こ の背景 に つ い て 「 ア ジ ア タ ウ ン 推進 協議会」 の メ ン バー と し て 構想 の シ ナ リ オ を つ く っ

た 側 か ら 、 丈貞寅 ( ム ン ・ ジ ョ ン シ ル ) 中部学院 人 間福祉学部 専任講自lí は 「長fll lx の設�"�

戦略の iてIr心 に ケ ミ カ ル シ ュ ー ズの 再建が位置づけ ら れ た が、 産業の復興が1 1I 心 に な る こ と

で復興 の j�体で あ る 住民の顔が見 え に く く な っ t--=J I ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ j宅業 を 支 え て い る

在 日 韓 国 ・ 朝 鮮 人 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー に ア ジ ア タ ウ ン が在 日 の異質f立 を 顕在化す る (jfj:差別
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の お そ れ) こ と への 身構 え があ る 」 な ど、 次の よ う な 指摘 を し て い る 。 ( f被災 コ ミ ュ ニ テ ィ と

伝 日 韓問 - 朝鮮人の復興戦略J r阪神 ・ 淡路大震災の社会学」 第 3 巻 「復興 紡災 ま ち づ く り の 社会学」 何年 2

月 、 日目別 !堂)
[混乱の背景] 総論賛成各論反対 と い う 状況が生 ま れて き た の は 、 当 初 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー

ズ業界が意図 し た 集客力 を ね ら っ た 「 ア ジ ア タ ウ ン 構想、J ( 商業地域 ・ ア ン テ ナ シ ョ ッ ブ街)

が、 い つ の ま に か 「外出 入が多 く 居住す る ア ジ ア タ ウ ン を つ く る J (居皆 地 ) と い う 文脈

に 置 き 換え ら れて い た り 、 ア ジ ア タ ウ ン と い う 言葉が土地区画整理事業 そ の も の を 指す と

い う 理解 に つ な がっ た こ と に あ る 。

そ れぞれの構想 を 担 う 団体聞の協議が行 わ れ な か っ た り 、 業界団体内 部 で調 整が な か っ

た り し た こ と に も 混乱 の 要 因 があ る 。

ア ジ ア タ ウ ン 推進協議 会 の 発足当 初 に は 地元住民が中 心 メ ン バ ー と し て 加 わ っ て い な

か っ た り 、 ま と め た構想が住民 に 説 明す る 前 に 報道 さ れ た こ と な どで住民 か ら の 反発 を 招

い た 。 フ リ ー マ ー ケ ッ ト 開催計両 も 、 当 初 は 日 本 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ て業組合の名前が後援

会 に 入れ ら れ て い た が、 組合の正式許可が出 て い な く て 組合内部か ら 異議 申 し 立 て が出 た 。

業界内部 に も 、 大手 ・ 中 堅 メ ー カ ー と 零細 メ ー カ ー と の 間 に 階層 格差や 、 日 本人事業者

と 在 日 事業者の 日 常的 な ひずみがあ り 、 調 整 を 阻 ん だ。

ま た 、 ア ジ ア タ ウ ン 推進協議会 は 地域 ボ、 ラ ン テ イ ア が中 心 的 な 役割 を 担 っ て お り 、 し た

が っ て こ こ で論議 さ れて き た ア ジ ア タ ウ ン 構想 は 、 在 日 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 「エ ス ニ ッ ク 戦

略 位者 の資源剥奪 に 対抗す る 下腎 の仲 間集団 の 組織化) J で あ っ た 。

業界、 ボ ラ ン テ ィ ア の いずれ も 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 産業の生産 ネ ッ ト ワ ー ク の 階層 的構

造 を 十分 に 理解 し た う え で の復興 に 向 け て の現実 的 な ビ ジ ョ ン を 提示で き な か っ た 。

[在 日 外国 人 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 問題] 朝鮮総述、 民 団 な ど在 日 社会の フ ォ ー マ ル な組織

は 、 震災直後の救援 ・ 支援活動 で は 、 短期 的 な 組織動員 耳!!の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 行い 、 」

定の評価 を 受 け た が、 長期 的 な 生活再建の段階で は 、 構成員 の 高齢化、 動 員 力 の低下 な ど

組織 と し て の弱 さ を 浮 か び上 が ら せ て い る 。

在 日 コ ミ ュ ニ テ ィ ー に は 世代 間 の ズ レ も 現れて き て い る O こ と に在 日 1 世の 「がん こ さ 」

が ま ち づ く り の場面で足 を 引 っ ぱ っ た り 「地域社会 と 融合 し て 生 き て い こ う と い う 意識が

ま っ た く な い」 と 言 わ れ る 場面 も あ っ た 。

「 ア ジ ア タ ウ ン 」 の 設定 を 在 呂 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 隔離 と し て 受け止め 「差別 を 思 い 起 こ

さ せ る 」 と い う 反応 も あ る 。 長 田 地域 に 長 く 暮 ら し て い る 在 日 韓国 ・ 朝鮮 人 に と っ て 「 ア

ジ ア タ ウ ン 」 は 「 需 カ テ ゴ リ ー 化J r異質性の顕在化」 と 受 け取 り 、 身 構 え る 姿勢が見

ら れ る O

[生活再建 へ の 読 み替 え ] ア ジ ア タ ウ ン 構想が地域 に 投 げ込 ま れ た と き 、 地域の様相 を

錯綜 さ せ た 。 こ の 構想、 は 被 災 地 長 田 の 地域特性 に 碁づ く 復興戦略で は あ る が、 ケ ミ カ ル

シ ュ ー ズ 産 業 の 再建戦略だ け で は復興の 主体で あ る 住民の顔が見 え に く い。 住民の課題、
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在 日 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 課題、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の生産 ネ ッ ト ワ ー ク の 課題 を 、 そ れ ぞ

れ の 階層 ご と の 生活再建の課題 に根気 よ く 読み替 え て い く 作業 を す る こ と で 、 都市づ く り

の軌道修正が出 て く る で あ ろ う O さ ら に在 日 外同 人 を 含 む住民が復興の 主体 に な る こ と で 、

行政が描 い た復興の 地図の上 に 新 た な 地域再生 を 作成 し て い く こ と が求め ら れ る 。
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長 IH の 良 さ を 生 か し た ま ち づ く り 懇談会 「干申F'復興への 5 項 目 提 ， {J 1995"f 6 月 1 5 口
1 1 1丙 ・ 大道 ( 南) 4 丁 目 ま ち づ く り 協議会な ど 6 協議会合同 産業地灰岩Ij造懇談会 rj;庁長 田駅北地1)( ， シ ユ ー ス ギ ャ
ラ リ ー タ ウ ン 伊iだtJ (徒案) J 1998ir 1 月 26 H 
水 : ま ち っ く り 協議会な ど 6 協議会 「新長 田駅北地区 東部景観形成市民協定 rい え な み基準� J 1998年 7 月 6 lJ 
松 ま ち づ く り 協議会 ・ 細 悶 神楽 ま ち づ く り 協議会合同 ア ジ ア 文化交流 タ ウ ン 検討懇談会 「新長 田 駅北地反 ア
ジ ア ギ ャ ラ ー 構想 1998年10月 21 日
神戸 市都市計 i制局 ア ー バ ン テ、ザ イ ン 室 r r新長 田駅北地反 (束音め の ま ち っ く り 」 に つ い て」 記者提供資料1999
3ド 2 n 24 EI 
J中戸 ア ジ ア タ ウ ン 推進協議会機関誌 「磯 子だ ! J 各 号
久保)日:1， r�)í長田駅北地反 (東部) 土地区画繋理事業 ま ち づ く り 報;今 ( 6 ) J 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支
援 ネ y ト ワ ー ク ・ マ ン ス 1) ー レ ポ ー ト 「 き ん も く せし 、 1999年 6 月 号
文良賞 (ム ン ・ ジ ョ ン シ ル) ・ 中部や院人間信布! 学部専任講日rp r被災 コ ミ ュ ニ テ ィ と 在 日 韓国 ・ 朝鮮人の復興戦略」
「阪神 ・ 淡路大震災の社会学」 第 3 巻 「復興 妨災 ま ち っ く り の社会学 J 999"ド 2 月 、 昭和堂

4 . 改良事業 の イ メ ー ジ を 変 え た 若宮地区
芦原市若宮地区 は 、 全半壊が 9 割近 く の 大 き な 被害 を 受 け た が、 都市計画の 決定 を 受 け

ず に 、 壊れた住宅 を 補修 し な が ら 住宅地区改良事業 を 取 り 入れ て ま ち の再生 を 凶 っ て お り 、

災害復興の新 し い手法 と し て 注 目 さ れて い る 。

〔若古地区 の概要 〕 芦屋 市の ほ ぼ中 央部。 北 は 阪神電鉄の線路で、 打H� 釈 と 汚淫釈の問c 件，) 1土 国道43号 。
iiLjは宮川 に 沿 っ て い る 。 面積2 . 5 ha の老朽住宅1密集 市街地。

震災前の} i数26 J 、 267 1lt帯、 557人 ( う ち60歳以 仁が33 % ) 。 戸建て住宅114戸 (44 % ) 、 長屋 ・ 丈1�1lニ宅 - 木賃
ア ノ f ト 120íi (46 % ) 。

被害 は全壊161戸 (62% ) 、 半壊7 1戸 (27% ) 、 一部損壊29戸 (l l % ) 。 被災後 は 158μが撤去 さ れ 、 103戸が補修
し て残存 し て い る 。

〔残っ た住宅 を 生 か し て 面的整備〕

復興 ま ち づ く り に住宅地医改良事業の手法が取 り 入 れ ら れ た の は 、 尼崎 市 の 築地地区 と

芦尾市 の 若 宮 地 区 の 2 カ 所があ る 。 改 良事業 は 、 不 良住宅 を 買 収 し 、 現 り 除い て 、 新た に

公常の 改 良住宅 を 建設す る ス ク ラ ッ プ ・ ピ ル ド の 手法で あ る 。

た だ し 、 若宮地 区 で は 、 こ の手法 を 地区全体 に かぶせ る こ と はせず、 自 力 で 再建 ・ 補修

を す る 「存置住宅」 を 認め た 。 ま ち 再建計画 や 改 良住宅 と 存宜住宅の 配置 に つ い て は何年

3 月 か ら 市か ら の提案、 住民か ら の提案が一部修正案 も 含め て 合計四回 に も お よ び、 97年

8 月 に市常住宅 と 一般住宅 を 分散配置 し た 「若宮地区 ま ち づ く り 提案」 が芦尾 市 に提 出 さ

れ た 。
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改良事業 に は 、 こ れ ま では木造老朽の不良住宅語集地区 を 安い コ ス ト で高密震の公営住宅

に置 き 換 え る と い う マ イ ナ ス イ メ ー ジがあ っ た。 し か し 、 若宮地区では 中低層 小規模集合住

宅 を 分散配置す る こ と で、 かつて の改良住宅の イ メ ー ジ を拭い去 り 、 改良事業の呼び方 も 「震

災復興住環境整備事業」 と 変え て 、 改良事業 を ま ち づ く り の新た な 選択肢 に 育 て ヒげた。

12回 に も お よ ぶ ま ち づ く り 案の経過 を 要約す る と 、

何年 3 月 、 7 � 8 階建 の 改 良住宅 4 棟 を 建設す る 典型的 な ス ク ラ ッ プ ・ ピ ル ド案。

95年 7 月 、 地区北部 に タ ウ ン ハ ウ ス 28戸 、 戸建て用 地22区 画 を と り 、 南 部 に 3 � 6 階建

の 改 良住宅 5 棟 を 配置す る 地 区全面の 立 て 許 え 案。

95年12月 、 若宮 町 ま ち づ く り 協議会が行 っ た ア ン ケ ー ト を も と に 第 l 同 の 住民案。 5 �索

の 改良住宅 を 地 区全体に 配 し て緑道でつ な い だ。

96年 1 H 、 小規模の改 良住宅12棟 に 変吏。 広場の計画 を 児童遊園 に 変 え る 。

96年 5 月 、 国道43 号沿い の土地 に 駐車場 を 集約 し 、 住 宅 を 騒音か ら 遠 ざけ る 。

96年 7 月 、 国道沿い は緑地帯 に す る 。 改 良住宅 は 4 カ 所 に 分散 し 、 そ の 時 は存置住宅 、

代替住宅用 地 に 当 て る 。 全域 を 中 低層 住宅地 と す る が、 国 道 の 沿道 、 主 要道路の沿道 は 住

宅地 と 調和 し た出舗 ・ 業務施設適地 と す る 。

こ の 時点 で ま ち づ く り 案が ま と ま り 、 協議会 は 「 ま ち づ く り に 関 す る 市長への要望」 と

い う 形で市 に提案 し た 。 こ の 中 で、 住民合意 の 内 容 を 次 の よ う に 示 し て い る 。

①事業手法 は 税制面 と 行財政面で有利 な 住宅改 良事業 と し 「震災復興住環境整備事業J

と 呼ぶ。 ②協議会が納得 し な い 内容では行政は 強制執行 し な い。 ③事業区 域 は 、 市営佐宅

入居希望者お よ び土地売却希望者が平等で扱 わ れ、 か つ 地 区住民の理解 が得 ら れ る 区域 と

す る 。

こ う し て 97年 6 月 に協議会 か ら 最終提案が行 わ れ、 施工面積2 . 3ha、 3 � 4 階建 で 1 1 0

の市営住宅、 一般住宅約90戸 、 総事業費 102銭 円 の事業計画が確定 し 、 97{n2月 か ら 第

1 期 市営住宅の建設が始 ま っ た 。

若宮地 区 で は ま ち づ く り 協議会 と 行政 と が う ま く か み 合 っ た が、 後藤裕介 ・ 都市計画 プ

ラ ン ナ ー は そ の 要 因 に つ い て 、 足IIJ奇 n'i築地地区、 宝塚市 J 1 1 T百地区、 伊丹市 の 荒牧 ・ 西野地

区 と 同 じ よ う に 「計画決定 を ワ ン テ ン ポず ら し 、 事業手法 に つ い て行政 と 住民組織が話 し

合 う 時 間 を 数 カ 月 長 く 持 っ た 地 亙 で あ る 」 と 述べ て い る (r復興 ま ちづ く り 協議会の実態か ら 見 た

課題J i 安全 と 丙生の都市づ く り ー 阪神 ・ 淡路大震 災 を 超 え て」 日 本都市計i商学会防災 ・ 復興問題研究特別委員

会、 991[' 2 月 、 学芸 出版社) 。

こ の改 良事業 を 取 り 入れた復興 ま ち づ く り の手法 に つ い て 、 安藤元夫 ・ 近 畿大学教授 は

' iîiの担当 者 に よ る と 、 区需整理 と の合併施工 に す れ ば、 換地等がや り や す か っ た の で は

な い か と 考 え て い る と の こ と で あ る が、 修復型 の 改 良事業 と も い え る も の で、 今後の住環

境整備 の た め に も 事業の経験の て い ね い な 分析が必 要 で あ る J と 注 目 し て い る ( 日 本建築学

会建築経済委員会住宅の地 }j性小委員 会 「大震災 3 年半 ・ 住宅の検証 と 課題 98年 8 月 ) 。
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〈 参考 え;献〉
阪神大震災復 興 i打民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 『復興 ま ち づ く り 報告97/ ま ち っ く り 活動 実践記録 シ ー ト 』
1 997'j ê l l JJ 
阪神 淡路 ま ち づ く り 支緩機構付属研 究会編 提百 ・ 大震災 に 学ぶ1ì: 宅 と ま ち っ く り 1 99911 3 丹 、 東方出版
U 本悠築学会悠築経済委 員 会住宅の地 H'[tt小委 員 会 「大震災 3 {1 1' . fì: '1óの検誌 と 課題 1998年 8 月

5 . 混迷す る 淡路島 ・ 富島地区
淡路島 の津名郡北淡町富島 は 、 も と も と は漁村集落 だが、 役場や商屈缶があ る 北淡町の

中心部。 震災前 の 人 l ] は602世帯、 上 670人。 地 区 に は 野 島 断層 があ り 、 地 震 で全壊308戸、

半壊198戸 、 死者団 人 の被害 を 受 け た 。 95年 3 月 17 日 、 IHJ の 中 心 部 の 20 . 0 h a に 復興土地

区画整理事業の都市計画決定が さ れ、 97年12月 か ら 仮換地の指定が始 ま っ た 。 事業費 は 170

億 円 。

当 初 の都市計画 は 、 役場 な ど主要 な公共施設が耐 し て い る 既存 の 県道 と は 別 に 旧 市街地

に 新 た に IIJ話員 15 m の幹線道路 を 通 し 、 区画道路は IIJM員 6 - 9 m と し て い た。 町 は97年 8 月

に 、 こ の 計 画 を 大l隔 に 変更 し て 、 幹線道路 は現主の県道 を 拡l隔す る こ と に し 、 区画道路の

l幅員 も 4 - 6 m に 変更 し た 。 こ の都 市計画変更 に よ っ て 、 当 初j は残存家屋600戸 の う ち 9

割が移転 し な け れ ば な ら な か っ た が 、 移転は 6 割程度 に押 さ え ら れ る 見込み に な っ た 。

区画整理事業 に 反対 し て い る 住民団体の 「富島 を 愛す る 会J (会員 数 は 会 の 事務局 に よ

る と 震災後 の 富 島 地 IZ560 世帯の う ち の 6 割近 く の320世帯) は 、 96年 2 月 ご ろ か ら 「鉄筋

コ ン ク リ ー ト で な い 2 階建以下の 建物 な ら 区画整I慢の道路 予定地 に 当 た っ て い る か ど う か

に 関係 な く 、 建築確認が取れれ ば再建で き る J と 「家 を 建 て る 運動」 を 開始 し た 。

区画整理地区 内 で あ っ て も 従前 の道路の 中心線か ら 2 m さ がっ て 建築す る 方式で、 99年

3 月 末 ま で に は 、 区画整理事業賛成派 を 合め て 約 11 0戸が 自 力再建 し た。

〔 モデル街区 で事業実績積み上げ〕

町 は 、 土地の先行買収が進 ん だ東部の 官15地域 を 「モ デル街区」 と し て仮換地案 を作成、

97年 12月 に 第 1 [r:ll仮換地指定 を 行 っ た 。 し か し 、 住民の多 く が町の担当職員 の 訪 問 や 話 し

合い は拒否す る 戦術 を 取 っ て い て 、 f反J奥地指定z不 は98年 3 月 末で5 . 4 % 、 99年 3 月 末で10%

に と ど ま っ て い る 。

98年 9 月 初 日 に 震災後初 め て の 町長選が行 わ れ、 再選 を め ざす小久保正雄氏 と 前 町教育

長 の IJJ r原豊氏が立候補、 富 島 地 区 の 上 地 区 画 整理事業の あ り 方が争 点 に な っ た 。

小久保氏 は事業 の 推進 を 2 !明 日 の抱負 に かか げ、 {反換地の進行が遅れて い る こ と に つ い

て は 「反対 派 に 配慮 し て 、 地権者 に 卜分説明 し て も ら っ て 進め て い る た め 」 と 述べて い る 。

現状に つ い て は 「住民 に は賛成 、 反対両派がい る 。 今後 も 、 賛 同 を 得 ら れ た 区域か ら 少 し

ずつ進め る モ デル 街 区方式でや っ て い く 。 反対派 の 一 部 は声が大 き い が、 も う 説明 う んぬ

ん の 時期 で は な し ミ 。 完成 し た実物 を 見 て も ら え ば納得 し て も ら え る だ ろ う 」 と い う 姿勢で
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臨 ん だ。 山 際氏 は 「野島断層 の あ る 震災記念公国 は に ぎ わ っ て い る が、 す ぐ 隣 り の富 島 地

区 は さ ら 地 ばか り 。 投票で、小久保 さ ん に任せ る と 4 年後 も あ の ま ま だ。 現 町政が千七氏の

声 を 問 か な い こ と が原 因 」 と 批判 し 、 区画整理事業は 「計l出i を 1与凍結 し 、 住民合意 を I�l

る j と 主張 し た ( 'flll戸新聞J 98{卜 9 凡 1 7 1J ) 。

投票結果 は 、 小久保氏4 、 435菜、 LlJ 際氏2 ， 148票で、 小久保氏が67 % の得票 で 再選 を 果 た

し た 。 投票率 は78 . 3% で 、 前 田 を 20 % 以 ヒ上回 っ た 。 同 [] 行 わ れ た 田I議補 欠 選挙で は 、 共

産党新人の 田 村敏江氏が3 ， 440票で、 無所属元議員 の 山 名勇氏の2 ， 701票 を 廿111 っ て 当 選 し

た 。

小久保町長は 2 期 目 の就任 あ い さ つ で 「富 島 で は 一部住 民 の 反対運動 な ど も あ り 、 復興

の テ ン ポ は か な り 遅れ て い ま す 」 と 事業 の 遅 れ の 要 因 は 反対派 に あ る こ と を 強調 し た 。 し

か し何年 1 月 の新年 あ い さ つ で、 は 「 何分個 人の財産の権利 に か か わ る 問題 だ け に 、 な か な

か そ う 簡単 に は前 に は 進み ま せ ん」 と ト ー ン を 和 ら げた 。 し か し 同 時 に 「 モ デル荷区 の 工

事 も 着実 に 進行 し つ つ あ り ま す 。 こ れが今の調子で進 ん で い け ば医画整理 と は ど う い う も

の な の か 、 住民の方 に も 具体的 に 理解 し て も ら え る も の と 思 っ て い ま す」 と 、 事業の 進展

を は か る Jf針 を 示 し た 。 ( ，広報ほ く だん 98年10月 、 99年 1 月 )

富 島 地 区 の i又 画整理事業 を 担去 し て い る 北淡 町 都 市整備事務所の職員 は 、 発足当 初 か ら

半数程度が兵庫県 の 派遣職員 と 他市県か ら の 応援で あ っ た が、 99年 3 月 末で他府県か ら の

応援職員 8 人が帰任 し 、 代 わ っ て都市基盤整備公団 か ら 3 人 の 派遣 を 受 け 入 れ た 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の変貌〕

寓 島 の復興土地区画整理事業 を め ぐ っ て 、 町 と 反対派住民の対 立 の ほ か に 、 住民側 に も

住民同 L の 対 立 、 緊張関係があ る O 商工会、 漁 協 、 観光協会、 町 内 会 な ど の 同体の代表で

結成 さ れた 「震災復興協議会」 の ほ か に 、 「富 島地区 を 愛す る 会J í富 島 ま ち づ く り 勉強会」

「富島 を 考 え る 会」 や 「東 の丁街づ く り 会」 な と心区 画整理事業 に 賛成す る 組織 も 生 ま れ、

住 民 間 の 士 、 不信が激化 し た 。 島外か ら 復興支援 に 来て い た コ ン サ ル タ ン ト な どが同 じ

テ ー ブル に つ い て 話 し 合 う よ う に 「 円卓会議」 の準備 を 試 み た が、 話 し 合い の場は成立 し

な か っ た 。

96年 9 月 か ら 「愛す る 会」 、 「考え る 会J は安藤元夫 ・ 近畿大学工学部教授 、 塩崎賢 明 ・

神戸大学工学部助教授 を よりJ 言者 と し て ま ち づ く り 住民案 を作成 し た が、 10月 31 日 、 県都 市

f;I'1岡地方審議会で事業計画案が認め ら れた こ と か ら 、 反対住民は事業 の 同 意拒否 に重点 を

置: く 運動 を 起 こ し た 。

97年 3 JJ に塩III{，J賢 明 ・ 神戸大学助教J受 ら 「 ま ち づ く り 支器専 門 家 グ ル ー プ」 が新 た な ま

ち づ く り 案 を ま と め て 、 住民合意の き っ か け に し た い と 町民セ ン タ ー で説 明 会 を 聞 い た が、

「愛す る 会」 は 町が事業強行の姿勢 を 変 え な い 限 り 専 門 家 の提案 は検討で き な い と し て 出

席 し な か っ た 。
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こ の よ う な 町 と 住民の対 丘、 住民間の不信の拡大 な ど、 土地区両整理事業がヲ | き 起 こ し

た 地域社会の変化 に つ い て 浦野正樹 ・ 早稲 田 大学 文学部教授 は 、 淡路島 の漁村集落の 人 間

関係や権力構造が、 明石海峡大橋の 開通 に よ っ て 変動 し て き た 過程 を 双方が と ら え き れ な

か っ た こ と に も あ る と 分析 し 、 土地区 画整理事業の遂行 に は 、 こ の よ う な 「背後 に進行す

る 社会過程」 を 解読 し て お か な け ればな ら な い と 述べ て い る 。 円炎路島 に お け る ほ掛整理事業の

混迷 北淡町 富 島 の 事例 阪神 淡路大震災の社会学」 第 3 巻 99年 2 月 、 昭和l堂)

〔混迷の背後の社会i由主〕

富 島 の土地[2{両整理事業の 混迷 に 見 ら れ る 「事業計画化 の 背後 に 進行す る 社会過程」 に

つ い て の 浦野正樹教授 の 分析 を み て み る 。

[富島の地域社会] 地縁 ・ 血縁関係が重層 し て い て 、 地震発生直後で、 も 高 齢者が寝 て い

る 位置 が推測で き た 。 消 防 団 や 町 内 会 な どの 地域組織 も し っ か り し て い て 、 救出 ・ 確認作

は 当 日 の夕 方 ま で に 終了 し た 。

災発生後の最 も 厳 し い局 而 を 地域住民 自 身 の 力 で乗 り 切 っ た と い う 自 負 心 は 大 き い 。

そ れがそ の 後 の 区 画整理事業 の な かで、 あ る 住民層 に と っ て は 、 行 政 に 頼 ら ず に や っ て い

け る 、 や っ て い く べ き 、 と い う 強靭 な 意識の背景 に な っ て い る 。

[明石海峡大橋の 完成 98年 4 月 に 明石海峡大橋が完成 し 、 淡路縦貫道路が開通、 北淡

イ ン タ ー チ ェ ン ジが開設 さ れた 。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト の建設 中 か ら 、 [HJ と 観光 ・ 開発業者 な

ど は 、 リ ゾー ト 開発 の た め に 富 島 を 都市地域 と し て 整備す る こ と が必要で あ る 、 と い う 状

況認識 を も っ て い た 。 し か し 、 過去 に 土 地 開 発 を 行 っ た も の の進 出 企業が倒 産 す る 経過が

あ り 、 リ ゾー ト 型地域開発 を 進 め る と い う イ メ ー ジ は 、 若者の流出 ・ 高齢化 を よ り 身近 に

感 じ て い る 住民 の 間 で固 ま ら な か っ た 。 む し ろ 、 開発の リ ー ダ ー シ ッ プ と そ れへの接近度、

住民の社会経済的位置や親族 ネ ッ ト ワ ー ク の違 い な どで、 開発型 イ メ ー ジ に は 違和感や距

離感が生 ま れて い た 。 こ の 意識が、 地震か ら l 年後の 間 に 、 開発志向 の状況認識 に 対抗す

る 状況認識 と し て 形成 さ れて い っ た 。

[震災護興協議会 可 は95年 3 月 に 「住民 と 行政が緊密 な 連携 を は か る た め に」 と 、

島 地 区 の 商工会、 観光協会、 漁協 な ど各種団体役員 を 中心 に し た 富 島 地 区 震 災復興協議会

を 設置 し た 。 協議会 に は 、 町が震災前 に 描 い て い た シ ナ リ オ を 理解 し つ つ土地区画整理事

業 の 導入 を 前提 に し て 、 住民 と のパ イ プ役 ・ 調整役 を は た す こ と が期待 さ れ た 。

し か し 、 協議会 に は次の よ う な 制約があ っ た 。

①町 の 掲 げ る 地 域 の 将来 イ メ ー ジ と 住民各層 が抱 い て い る 地域 イ メ ー ジ の 落差が大 き

か っ た 。 区画整理事業 に つ い て住民の 疑念が寄せ ら れ、 イ メ ー ジ の 落差 に は 深刻 な 利害対

立 や利権構造への 疑惑が含 ま れ て い て 、 短い 時 間 で解決す る こ と は 国難 で あ っ た 。 さ ら に

各種団体 を 構成 す る 既存 の 地域権力 構造 は 一気 に 流動化 し 、 変動す る 不安定 な 状況 に 臨 ん

で い た 。
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ヨ 住民構成が、 都市への通勤者 を 含 む よ う に な っ て い て 、 こ の 多様化が、 協議会役 員 が

地域 を 代 表 し て私権 に かか わ る 問題 を 討議す る こ と を 困難 に し て い た 。 都市生活の経験者

が増 え る と 、 地付 き の 白 営業者 を 中心 と し た 地域社会の リ ー ダ ー は 、 リ ー ダ ー シ ッ プが一

定の生活領域 に 縮小 限定 さ れ る 過程が進行 し て い た 。

こ う し た制 約 か ら 、 復興協議会 は 、 行政の提示す る 資料の吟味 に 終始 し 、 行政の計画 に

承認 を 与 え る だ け に も な り か ね な い構造的 な 難 し さ を も ち 、 そ れ を 克服す る 方策 も 得 ら れ

な か っ た 。 会合で は 区画整理事業が住民 に 受 け 入 れ ら れ る た め の基本条件 を 示す こ と に議

論が移 っ て い っ た 。何年 7 月 に 区画整理事業 受 け 入 れ条件 を ま と め た設 は 、 各種団体の リ ー

ダ ー の 出 荷が少 な く な り 、 実 質 土の論議 は 中 断 さ れ、 罰Iの 方針 を 追認す る 機 関 と し て の性

格 を 強 め 、 住民への影響力 を 失 っ た 。

{富島 を 愛 す る 会 95年 5 月 に 結成 さ れ た 「富島 を 愛す る 会」 は 、 町命 に 対 し て 、 区両整

理事業 を 導入 し た 理 由 、 1 5 m 道路の必 要性、 住民の意見 の 反映の方法 な ど を た だ し た が、

IllT の 回 答 は 区再整理事業が住 民 に 大 き な 影響 を 与 え る こ と を 再確認 さ せ る だ け に と ど ま り 、

町 と の ギ ャ ッ プが大 き く な っ た。 6 月 に な っ て 「愛す る 会」 は学習 会 な ど を 開 き 、 会 員 獲

得 を 展 開 、 i天画整理事業の 白 紙撤 回 を 求め る 署名 を 対象地区の65 % の 世帯 か ら 集め た が、

同 時 に 他の住民組織 と の摩擦 も 生 ま れ た 。 7 月 下旬 に 「謀興協議会J が区画整理事業受 け

入 れ条件 を 明 ら か に す る と 、 手IJ権構造の 追求 を も し て い た 「愛す る 会」 と の 間 で 、 賛成派 ・

反対派 と い う 住民対立が表面化 し た 。

「愛す る 会J の 運動 の 背景 に は 、 行政に よ る 人 為 的 で 開発志向裂 の計画 に 地域の復権 と

生活再建 を ゆ だ ね る の で は な く 、 過疎 と 高齢化 に 真面す る 地域の現実 を 受 け 入れた う え で、

淡路の伝統 的 な 生活の よ さ を 生 か し 、 時 間 を か け て ス リ ム で 自 立 的 な 生活再建 を 進め て い

こ う と す る 姿勢が見 ら れ る 。 し か し 、 こ う し た認識は 、 事業 の あ ら ゆ る 段階 で 町 、 復興協

議会な ど と 食い 違 い 、 敵対関係 に な り 、 さ ら に感情的 な も つ れ を 引 き 起 こ し 、 レ ッ テ ル貼

り を へ て先鋭化 し て い っ て い る 。

[長 い タ イ ム ス パ ン で解決 を 試行] 町 は 、 住民の一部の層 の 反対で行 き 詰 ま っ た状況 を

打 開 し よ う と 、 幹娘道路の ル ー ト 変更、 区画整理事業 の モ デル衛区構惣 を 提示 し た。 ル ー

ト 変更 は 、 残存住宅が多 い 地 区 の 区画整理の影響 を 緩和 し よ う と す る も の で 、 モ デル街区

は 、 事業化の可能性がi古い 地域で、事業 を 先行 さ せ る こ と に よ っ て実績 を つ く ろ う と す る も

の で あ る 。 こ れ ら は 、 住民が抱 く 従前 の ま ち な み イ メ ー ジ の 維持 ・ 保存 を 黙認 し 、 � }j で

開発型の新街区 を 形成 し て 、 長い タ イ ム ス パ ン の 中 で問題解決 を は か ろ う と す る 試み と 思

え る O

[社会過程の読み解 き ] 震災復興の土地区画整理事業 を 行 う こ と は 、 地域社会の 変動 の

き っ か け に も な る 。 し た がっ て 、 事業の プ ロ セ ス を 「事業計画化 の 背後 に 進行す る 社会過

程」 と し て 分析 し 、 理解 し な け れ ば な ら な い 。

社会過程 の ひ と つ の 側 而 は 、 ま ち づ く り を 考 え て い く と き の基本 と な る 「 ま ち の イ メ ー
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ジ の す り あ わせ と ビ ジ ョ ン の 共有化の過程」 であ る 。 も う ひ と つ の側 面 は 、 ま ち に住 む 異

な る 社会的背景 を も っ 人 び と (職業、 年齢、 地域での生活!語 、 地域 に お け る 交 友 関 係 、 利

害関係等々 の 異 な る 人 び と ) の 人 間 関係 を 広 げて信頼度 を 増 し て い く 過程 で あ る 。

島 地 l又 を は じ め 、 復興 ま ち づ く り 事業 を め ぐ っ て紛糾 を 続 け て い る 地域 で の論争 の 焦

点 は 、

①前提 と な る 現状認識や活動条件の認識のずれ

②議論 を煮詰め て い く う え で の ル ー ル の未確定

③地域住民組織 ( ま ち づ く り 協議会な ど) の 決定権の不安定性や 、 既存の く地域住民の

代表 を 表 出 す る し く み 〉 の ゆ ら ぎ

④地域課題の解決パ タ ー ン の ち がい

な どがあ げ ら れ る 。 こ れ ら の論争点が表面i化す る の は 、 社会過程が じ ゅ う ぶ ん進 ん で お ら

ず、 論争の成熟 と 合怠 の形成がお ろ そ か に さ れて き た た め で あ る 。

〈 参考文献〉
北淡町役場総務課 「広報は く だん 1998{ド 4 JJ �1999年 3 月
北淡町都rl1'f�f蔵事務所 「寓ぬ震災復興ニ ュ ー ス J
声 間 を 愛す る 会 「愛す る 会 ど よ り J ( ど う を 合め て 1 995{ド 5 ) J  � 1999年 2 )]
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総 と 水 と 肱場

. 1 . 阪神疎本構想 に よ る 本 と 緑の ま ち づ く り
建設省近畿地方建設局 が進め て い る 淀川 の水 を 六 甲 山系 の都市河川 に 送 り 込 む ' 1攻守111疎

水構想」 を ま ち づ く り に 生かす方法 を検討 し て い る 「阪神疎水 と ま ち づ く り 懇話会J (座長

田 和 男 ・ 京都大名誉教授) は98年 5 J J l8 日 、 「水 と み ど り の 千年都市 を め ざ し て」 と 題 し

た提言 を 発表 し た 。 兵庫県は こ の提言 を 受 け て マ ス タ ー プ ラ ン を 作成 し 、 神 戸 ・ 販神 間 で 「水

の 見 え る ま ち づ く り 」 を 進め る た め 、 モ デル事業の実施 を 検討す る こ と に し て い る 。

〔水 と み ど り の千年都市〕

千年設で も 安心 し て住み続け ら れ る 都 市が 「水 と み ど り の千 年都市J で 、 世界の都 |打つ号

く り の モ デル と な る こ と を め ざ し て い る 。 そ の基盤 は 、 人 び と の命や別手践 を 災害か ら 守 り 、

多様 な 生物 の 生息、 を 育 み 、 人 び と の感性 と 心 を 豊 か に し 、 都市 の 環境負荷 を 軽減す る 水 と

み ど り を 内 包 し た都 市づ く り で あ る と し 、 進取の気嵐 に 富 み 、 近代 の ラ イ フ ス タ イ ル を い

ち 早 く 確 立 し た 阪神諸都市が、 新H寺代 を リ ー ド し 、 実現すべ き であ る と い う 。

た だ そ の た め に は 、 神戸 ・ 抜神 間 の 河川 は 、 水量が少 な く 、 急、勾 配で 山 か ら 流出 し た水

は 一気 に 海 ま で流れ1'1 \ し て し ま う た め 、 新 た な 水源の確保が必要で あ り 、 ま たイT効 に使 う

た め に は 「 た め る ・ ゆ っ く り 流す ・ も う A度使 う ・ 見 え る 」 を キ ー ワ ー ド に し た新 し い ラ

イ フ ス タ イ ル の 擁 立が欠かせ な い と し て い る 。

7Jc の 有効利用 の た め に 、 南 北 に 流 れて い る j可川 を 、 :京間方向 に も 連結 し 、 比較的水量の

多 い 河川 | か ら 少 な いがJ 川 へ水 を 送 り 、 河川 問 の流況 を 調整で き る 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を つ く

り だ し 、 市街地 を 1m 的 に カ バ ー し て 「都 市 を i軒慨す る 」 水循環系 の構築が必 要 だ と し て い

る 。

こ の ネ ッ ト ワ ー ク は ，;Jc と み ど り の 凶廊」 と 呼ばれ る 。 こ の i叶廊 は 、 防 災 [固 と 環境両が

一体 と な っ た総合的 な 都 l ìî の魅力 を 発拘i し 、 人 ぴ と に 安心感 を 与 え 、 災害 に 強 い安全 な 暮

ら し を 約 束 し 、 快適 に暮 ら す こ と がで き 、 多様 な 生物 も 合め た 1"1 然 と 共生 で き る 環境 を

え 、 人 び と が集 い 、 新 し い丈化や 産業が芽生 え て活力 が醸成 さ れ る 、 と そ の 大 き な 効 果 を

を あ げて い る 。

〔水 と み ど り の回廊〕

建設省 、 兵庵県 、 神 戸 市 、 阪神 間 の 各 市で は 勺、 Ejl グ リ ー ン ベ ル ト 構想、」 、 「 な ぎ さ 海道

構想、」 、 「河川 軸構想」 、 「 防災 ふ れ あ い河川 整舗」 な とや水 と 緑 に 関連 し た都市づ く り 構惣が

進め ら れ て い る 。 「水 と み ど り の rl1 l 訴し の 構想 は 、 こ れ ら の構想 と 関連 し て 次の よ う に 考

え ら れて い る 。
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広域軸 と し て①広域導水軸 ( 阪神 疎本構想、) 、 ② 山 麓 グ リ ー ン ベ ル ト 軸 ( 六 甲 グ リ ー ン

ベ ル ト 事業) 、 ③ な ぎ さ 海道軸 ( な ぎ さ 海道構担、) が構成 さ れ る 。

基幹事11 と し て④南北河川 緑地軸 (河川 I . 緑地空 間 整備 ) 、 ①東西河川 連結 軸 ( 川 と J l I と

を 結ぶ ネ ッ ト ワ ー ク は) 、 ⑥東西幹線軸 ( 道路 ・ 鉄道 な ど) が構成 さ れ る 。

さ ら に準基幹軸 と し て⑦既成 市街地へ水 と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク を 展 開 し 、 全体 と し て

格子状の構造 と す る こ と が望 ま し い。

こ の よ う な 「水 と み ど り の 回廊」 に 必 要 な 水源 は 、 河川水、 ド水処理水の 再利用 、 井戸

水 (地 rJJ�) 利 用 、 雨水貯留 な どの 自 己水源 と 、 阪神疎水 な どの広域導水 と し 、 ノk量 は 3

� 8 m3/ S と み て い る 。 み ど り の量 は 、 河 川 の l河岸、 開水路の片側へ槌栽す る と し て 約 8

万本 と 試算 し て い る 。 維持管理は 、 ま ち づ く り 協議 会 な ど に よ る 住民参加 で 、 住民 と 行政

の 「協働」 で実現 し て い く 仕組みづ く り を 望 ん で い る 。

〔阪神疎水構想〕

阪神疎本の構想 は 建設省近畿地方建設局 が中心 に な っ て 進め て い て 、 阪神 ・ 淡路大震災

の教訓 か ら 、 水量の 少 な い 阪神地域の河川 に 、 淀川 な どか ら 防災 ・ 生活吊 水 を 導水す る こ

と に し て い る 。 大阪府吹田市の淀川 か ら 、 神戸市 ま で地下パ イ プ を 設 け 、 阪神地域の14河

川 に淀 川 水系 の 河川 水 を 送 り 込み た い と し て い る 。 99年度 か ら 本源 ・ 水質 な どの調査 を 始

め る 。

建設省 の河川 審議会水循環小委員 会 は 、 98年 8 月 、 水基本法 (仮称) の 制 定 を 検討 す る

よ う 求め る 中 間報告 を ま と め た 。 縦割 り 行政でパ ラ パ ラ に な っ て い る 水 に 関 す る 政策 を 体

系化す る こ と 、 こ れ ま で所有関係 が は っ き り し て い な か っ た地下水 を 「公」 の も の で あ る

と 宣言 す る と と も に 、 水循環の確保 と 利用 を 促進す る 政策 の 導入 な ど を 、 本基本法の柱 と

す る よ う 求め て い る 。
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2 . 神戸市 が 「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 館生事業」
ゴ ミ 捨 て 場 に な っ て い た り 、 雑草が伸 び放題 に な っ て い る 市街地 に 残 さ れて い る 震災空

き 地 を 、 広場や 遊 び場 に利用 し よ う と 、 神戸市 は98年震か ら 「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事

業」 を 始 め た 。

約 100m'以上 の 空 き 地 を 土地所有者か ら 借 り k げ、 地元の グ ル ー プ に 無償で貸 し 付 け 、

維持管理や整備 を 任せ 、 遊 び場や イ ベ ン ト 広場、 避難場所 に も な る 空 間 を 作 り 出 す事業。

借 り 上 げ料 は 、 固 定資産税、 都市計画税相 当 額程 度 で 、 1 m' あ た り 1 ， 000円 、 年 陪50万 円

を 隈度 と す る 額で 、 借 り 受け期 間 は 3 年以 内 と し て い る O 事業予算 は300万円 、 う ち 150万

円 は 震災復興基金か ら 拠出 さ れ る O ほ か に管理費助成が面積 に 応 じ て 年 間 1 . 5万 円 か ら 5

万 円 があ る O

適用 さ れ た 第 1 号 は 、 神戸市灘ほ岸地通 5 丁 目 の 、 以前 は 木造 ア パ ー ト があ っ た 病 院長

所有の550m2の土地で、 市が約3 ， 000万 円 で フ ェ ン ス や花壇 を 整輔 、 灘 中 央地 区 ま ち づ く り

協議会が 「 な か よ し ラ ン ド」 と 名付 け て 維持管理す る o 98年 9 月 8 日 か ら 協議会役員 や 土

地所有者た ち が花壇の 設置や植栽 を 行 い 、 26 日 に 子 ど も た ち を 集 め た記念 イ ベ ン ト が行 わ

れ た 。

〔 な か よ し ラ ン ド整備の経過) 97年 9 月 、 神戸市が ま ち づ く り ス ポ ァ ト 創生事業 を 提案。 10丹 、 地限内
の 空 き 地分布状況 を 調査。 12月 、 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 適地13 カ 所 を抽 出 。 98年 1 月 か ら 空 き 地所有者 に意向 を 調資0
98年 3 月 、 空 き 地所有 の病院長か ら 基本合意 を 得 る 。 5 月 、 事業実施地の 隣接地で私道整備が検討 さ れ て い る こ
と が分か り 、 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 事業 と 局 時 に 行 う よ う に 調整。 6 月 、 第 l 回 ワ ー ク シ ョ ッ プで、 幼稚園児、 小
学生、 近 隣住民が参加 し て 、 名 前 、 整備内容、 使用方法な ど を 検討。 7 月 、 ワ ー ク シ ョ ッ プの 意見 を 整理、 名称
を 決定。 8 月 、 車生地 し フ ェ ン ス 設i貫工事 を 行 う 。 9 月 8 司 、 第 2 Iill ワ ー ク シ ョ ッ プで、 灘 中 央 ま ち づ く り 協議 会
が中心に な っ て花犠の設置、 花木の移植 を お こ な う 。 9 H 26 司 、 協議会主催で完成記念 イ ベ ン ト 開催。

神戸市の 「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業」 の 第 l 号 の 灘 区 f な
か よ し ラ ン ド完成式J (神戸新開社提供)

第八章 @ 在日 市言I TI固 ま ち づ く り 497 



3 . 運河 を 見直 し て ま ち づ く り
神戸市兵)京 区 と 長 田 区 の 臨海部 に広 が っ て い る 運河 を 見直 し 、 復興 ま ち づ く り を 考 え よ

う と 、 地元の 各種団体や神戸商工会議所、 兵産 区民 ま ち づ く り 会議、 港 ま ち 神戸 を 愛 す る

会 、 復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト な どが、 98年 8 月 か ら 10

月 に か け て 「世界運河祭J (実行委員 長新野幸次郎 ・ 神戸大学名誉教授) を 開 き 「運河 シ

ン ポ ジ ウ ム 」 、 「運河 ワ ー ク シ ョ ッ プ」 な ど を 行 っ た 。

兵庫 区 、 長 田 区 臨海部 の 運河 は 、 和 田 岬 を 回 ら ず に 長 田 区 の 苅 藻島 か ら 兵庫港へ直進で

き る よ う に 1876 ( 明 治 9 ) 年 に新J l I 運河がつ く ら れ、 99 ( 明 治32) 年 に 兵庫 運河が完成 し 、

周 辺 に造船、 機械、 紡績、 木材 な どの工場が立地 し 、 赤 レ ン ガの倉庫群が並 ん でい た 。 兵

庫運河は本椋が1 ， 880 m 、 支線が730 m で、 日 本最大級の 運河。 工場の移転 な どで閤 辺 の 人

口 が減少 し 、 船の航行が少 な く な り 、 ほ と ん どが貯水場 と し て使 わ れて い る O

世界運河祭 は 8 月 2 臼 に 運河 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 き 、 函館、 新潟、 横浜、 大 板 、 徳 島 、 柳

川 、 長崎、 那覇 な どの運河の状況が報告 さ れ、 水辺の ま ち づ く り の 活動 や 課題 を 話 し 合 っ

た 。

9 月 12 日 は 、 運 河 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 き 、 地元の 3 小学校の小学生 や 父 母 が運河 を 生 か

し 、 楽 し む方法 を 提案、 屋形船 に よ る 観光 ル ー ト に す る 、 浅瀬 を つ く っ て水遊 びがで、 き る

よ う に す る 、 水質 を 改善 し て 魚、 を 呼び込 む な どの ア イ デ ア が出 さ れた 。 実行委員 会 は 、 こ

う し た 夢 を ま ち づ く り に 反映で き る プ ラ ン に ま と め 、 市民や行政に 提案す る 。

10月 18 日 は 、 兵庫区民 ま ち づ く り 会議の主催で、 運河遊覧 ク ル ー ズ 、 探訪 ツ ア ー や 木材

青年 ク ラ ブゃの協力 で筏組み の実演が行 わ れ た 。

4 . 都賀JH治い に札 500本の桜で レ ク イ エ ム ロ ー ド
神戸市灘区 の 都 賀 川 の上流か ら J l I 岸の堤防や空 き 地、 公園 に 、 震災犠牲者の 数 と ほ ぼ同

じ の桜 の 木6 ， 500本 を 植 え て 「 レ ク イ エ ム ロ ー ドJ を つ く ろ う と 、 東京 の シ ン ガー ・ ソ ン

グ ラ イ タ ー し ら い み ち よ さ ん た ち が計闘 し た 。

98年 6 月 、 神戸市 に 植樹計困 を 提案、 支援 を 受 け て 、 99年 3 月 21 日 、 し ら い さ ん と 仲 間

た ち でつ く っ た 「 レ ク イ エ ム ロ ー ド実行委 員 会」 と 地元の 市民 グ ル ー プ 「都賀 川 を 守 る 会J

や地元 の婦 人 会 の 会員 た ち 200人が、 第 l 回 の 植樹 を 、 上流の 丸 山公開 で行い 、 150本の サ

ト ザ ク ラ を +直 え

環境保全に 関心 を も っ し ら い さ ん は 、 10年前 か ら 北海道や鹿児 島県屋久島 で植樹 を 行 っ

て い る 。 震災後は被災地で支援 コ ン サ ー ト を 開 い て き た が 「震災で亡 く な っ た 人 た ち の魂

が宿 る 並木道 を つ く り た い」 と レ ク イ エ ム ロ ー ド を 計両 し 、 植樹場所 を 、 桜 を 区 の シ ン ボ

ル に し て ま ち づ く り を 行 っ て い る 灘区 の都賀 川 流かえ に 選 ん だ。

植樹の 資金 は 、 貯団法人 「サ ン ワ み ど り 基金 (東京) や全国 か ら の寄付で ま か な わ れ る 。

協力 し て い る 「都賀 川 を 守 る 会」 の 木村典正事務局 長 は 「嵐化 し て い く 震災 を 、 被災地の
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外の人が考 え 続 け て く れ る こ と が う れ し し ミ 」 と 語 り 、 し ら い さ ん は 「何十 年 かか る か わ か

ら な い け れ ど、 目 標の6 ， 500本 ま で続 け た い」 と 話 し て い る 。 ( ，神戸新聞 99年 3 月 22 日 )

く 参考文献〉
板神疎水 と ま ち づ く り 懇話 会 「水 と み ど り の 千 年都 rh を め さ し て 阪神疎7}:. と ま ち づ く り 懇話会か ら のt�-d.J
1998年 5 月
神戸市都市計画局 ア ー パ ン デザ イ ン 室資料
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ぃ一一ま ち づ くり の検証 と 提言
98年 は 、 こ れ ま で 3 年 間 の復興 ま ち づ く り を 検証す る 作業が さ ま ざ ま な 分野 の研究者 に

よ っ て行 わ れ た O 都市計画 ・ ま ち づ く り の分野で も 、 日 本都市計画学会、 日 本建築学会、

阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構、 阪神大震災復興 市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク な どか

ら 新た な 提言が出 さ れた 。

こ れ ら の提 言 は 、 進行中 の被災市街地復興事業 に つ い て の 政策や事業手法への批判 や注

文 だ け で な く 、 大震災の経験 を 踏 ま え て 、 こ れか ら の都市計画 の あ り か た 、 事業制度の改

善 な とと に つ い て 、 問 、 地方 自 治体、 事業者、 研究者、 市民へ む け て新 し い方 策 を 提案 し て

し ミ る O

1 . 学会 ・ 研究者の検証 と 提言
日 本都市計画学会 の 防災 ・ 復興問題研究会特別委員 会 は62人の研究者、 プ ラ ン ナ 一 、 行

政担当 者 な ど に よ る 議論 を へ て 、 都市計画行政、 市街地整備、 都市施設の 3 分野 に わ た る

25項 目 の提言 を ま と め て い る 。 c安全 と 再生の都市づ く り 阪神 ・ 淡路大震 災 を 超 え てJ 99年 2 月 、 学

芸U1版社)

日 本都市計画学会の提言

日 本都市計 画学会防 災 ・ 復興問題研究会特別委員 会 は 、 都市計画、 事 業 の面 か ら み た阪神 ・ 淡路大震災の教訓!
と し て次の点 を あ げ て い る 。

1 ) 現行 の百十断 ・ 事 業 は 、|正常 時 を 想定 し て 構築 さ れ た も の で 、 大規模 災害時 に は 、 緊急性への 対 応力が弱 い 。
必要な複興事業が地方 自 治体の財政負担能力 を 越 え て 、 多 く の 事 業が見送 ら ざる を 得 な い事 態 に な っ た。 産業復
興 と 都 市復興 と の連携が足 り ず、 被災市街地 に 多 く の空 き 地 を 残 し た 。

2 ) こ れ ま での計部Î ' 事業制度が有効 に働 い た こ と が実証 さ れたO 戦 災復興土地区画整理事業 な どが行 わ れ て
い た 地反で は被害が比較的少 な か っ た。 土地区画整理す{業 の 活用 は評価 さ れ る 。 組合施行の 土 地 区 画整理 も 、 行
わ れて い る 面積は小規模 な が ら ìl一 目 さ れ る 事 業 t-'-'o 市街地再開発事業 は 、 被災地の東側i玄域で は 進 ん でい る が、
l均側 (><.t1')(では計i面iの縮小が必要 に な る の で は な い か と 懸念 さ れ る 。

浴f在住宅市街地盤備促j致事業は、 淡路、 宝塚、 伊丹 な どで狭 あ い 道路の拡幅、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 住宅の建設が実
総 を 上げて い る 。 住宅市街地総合整備事業 も 住宅復興 に 大 き く 貢献 し て い る 。 こ れ ら の事 業 制 度 は 実績 を 上 げつ
つ あ る が、 事業地 区が被災地全体か ら は 限定 さ れ た 範 囲 に と ど ま っ て い る 。 ま た 、 基寝室整1)需 と と物整備eの セ ッ ト
で:î1tめ に く し 寸止点があ る 。

こ れ ま で進め ら れて き た ま ち づ く り 活動、 ま ち づ く り 組織は復興事業 に 役立 っ た。 「 ま ち づ く り 条例」 は計州 ・
事業制度の 一翼 を 内 め る も の と し て{立貴づ、け る こ と がで き る 。

3 ) 大震災の後、 国 や 地方公共同体に よ っ て計画 - 事業制度が補強 さ れ た 。 国 が と っ た 代 表 的 な 措置 に は 、 復
興事業の補助 の か さ rJf、 税控除、 仁地の先行取得があ る 。 被 災市街地復興特別措置法 は 、 阪神 ・ 淡路の被災地
に 限定 し た 法律で は な く 、 今後起 こ り う る 大災害 を 視野 に 入 れ て 、 緊急に復興 を は か る た め に 市 街地の整備改善
を推進す る 借置 を 定め て い る 。

こ う し た 許制 と 教訓| を 踏 ま え て 、 汀 木都市計画j学会防災 ・ 復興問題研究会特別委員 会 は 、 次の25項 巨 の提 言 を
行 っ て い る 。
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[言十函行政 に係わ る 提言]

1 . 都市の 防災 と 復興 を 都市計磁の 基本事項 と し て位置づけ る 。
2 . 復興言十附の体系 を確立す る 。
3 . ま ち づ く り 協議会の佼置づ け を 明確 にす る 0
4 . 緊急時の都 市計 画決定方式の多元化 を 図 る 0
5 . 緊急時の都 市計画決定手続 き を 創設す る 。
6 自 治体相互の広域連携 に よ る 防災 と 復興の事前検言、? を 進め る 。
7 . 事前復興 を 重視 し た都市 レ ベ ル の多元的 な 取 り 組み を 進め る 0
8 . 都市の 防 災 と 復興に必要な 沼地確保の仕綴 み を構築す る 。
9 . 仮設市街地づ く り を 念頭 に お い た 対応策 を 事前 に 検討 す る 。
10 . 被災前 か ら の 防 災 ま ち づ く り と 復興財源の多様化 ・ 拡充 を 関 る 。
1 1 . 凶の財政支援の充実 と 複数年度 に わ た る 包括予算 制度の導入 を 図 る 。
12 . 復興 自 治体が自 主的 に調達で き る 復興財源の 多様化 ・ 拡充 を 図 る 。
13 . 復興事業に民間の資金 と マ ン パ ワ ー の活用 を 図 る 。
14 . 早期復興の た め に必要な 用地先行買収に係わる 税制特例措置 を 進め る 。

[市街地整備 に係わ る 提言]

15 . 住宅政策 ・ 産 業政策 と 連動 し た都市復興 を 進め る 。
16 . 住宅再建の た め の融資制度の拡充 を 図 る 。
17 . 容積既存不適格マ ン シ ョ ン 再建 の た め の公的介入手法 を 約 度化す る 。
18. 新 た な 土地IX@Î整理手法の創設、 土地IS:I面繋税事業の拡充 を 凶 る 。
19 . 市街地再開発事業 に 多様性 と 柔軟性 を 導入す る 。
20 荷重全備事業地区以外の復興 を 促進す る た め 、 制度の拡充 ・ 強化 を 図 る 0
21 . 災害復興地区計画制度 を創設す る 。

[都市施設 に係わ る 提言]

22. 一時的土地使用 の た め の 、 次元的都市施設制度 を 創設す る 。
23. 街路、 河川、 公園 ・ 緑地 を 執 と し た帯状空間 を 都市防災帯 と し て位霞づけ る 0
24. 一団地の防災安全施設及 び紡災安全地 区 を 都市計画で定め る 。
25. 土地の 立体的 な 活用方策 を 計画 ・ 制度化す る 。

日 本建築学会は 、 建物 の安全性 の 向 上 、 都市構造 の 紡 災化 な ど防災面 に 重点 を 置 い て 、

74項 目 の提 言 を 98年 1 月 に 東京 で 開 い た公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 「地震 に 強 い ま ち づ く り 」 で発

表 し た 。 ( ，地震か ら 暮 ら し を 守 る 町づ く り 一 大震災 か ら 学 ん だ74の提言 98年 8 月 、 彰同社)

社会学の研究者 は 、 震災後 に 災害現象 に つ い て の正確で克 明 な 記録が大量 に残 さ れ た こ

と は現代 日 本社会学の成果 だ と し 、 こ れ ら の研究か ら 実践的 な 紡災社会学が誕生す る 可能

性があ る と 期待 し て い る 。 そ の試み の ひ と つ と し て岩崎信彦 ・ 神戸大学文学部教授 ら 21人

の社会学者 に よ っ て 「復興 ・ 防災 ま ち づ く り の社会学』 が発行 さ れ た ( r阪神 ・ 淡路大震災の

社 会学第 3 巻 99年 2 月 、 昭和堂) 。 こ こ で は 、 市街地再開発、 土地区南整理な ど都市計画事業

と 住民 と の 関係 、 在 E 外国 人の コ ミ ュ ニ テ ィ の 変化 、 住 宅 の 共 同再建が成 立 す る 条件 な ど

が分析 さ れ、 ま ち づ く り の 軌道修正 の 必 要 な どが提案 さ れて い る O

都市 プ ラ ン ナ ー な どか ら も 具体的 な 提言が行 わ れて い る O 日 本鉄鋼協会調査部会特別委

員 会の 「次 世代傷区 フ ォ ー ラ ム 」 の 三宅理一 ・ 芝浦工大建築科教授 と 林明 夫 ・ 通産省 中小

企業庁技術課長 (前阪神 ・ 淡路大震災現地対策本部員 ) ら は 、 木造住宅密 集地域 を 改造す

る た め に 、 耐 用 年数100年 の 躯体部分 (サ ポ ー ト ) と 居住者の個性や ラ イ フ ス タ イ ル に 応
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じ て 変更で き る 住戸部分 ( イ ン フ ィ ル) を 構造的 に分離 し た r S 1 集合住宅」 に よ る 街区

づ く り を 提吉 し て い る 。 ( ，次世代街ぽへの提案 安全で環境 に や さ し い街づ く り j 98年 11 月 、 鹿島出版)

兵!京 県 三 田 市 の ウ ッ デ イ タ ウ ン の環境設計 な ど を 行 っ た 三好庸隆 . P P 1 主宰 は 、 ま ち

づ く り への市民参加 は 「時代の必然」 で あ る と し 、 行政主導の 「都 市計画」 は 市民参加の

「 ま ち づ く り 」 に か わ り つ つ あ る こ と 、 こ れ を 市民 、 行政、 専 門家 は どの よ う に 主体的 に

受け止め れ ばい い か を 、 行 政 と の か か わ り の経験か ら 説い て い る 。 ま た 、 都 市 を 、 比較民

族文化、 高齢者福祉、 景観、 環境芸術、 生態、 小売商業 な ど面か ら 見直 し 「物語性の あ る

ま ち づ く り J を 提 言 し て い る o ( ， く ま ち っ く り 〉 への新発想 ー そ の 可能性 と 18の規点J 98年 7 月 、 建築

資料社)

2 . 市民 ・ コ ン サ ル タ ン ト の検証 と 提言
阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構 は 、 研究者、 弁護士 、 税堕士 、 家屋調査士 、 不動産鑑定

士 、 プ ラ ン ナ ー な ど に よ る 付属研究会で、 住宅政策 か ら 税務 ま で の 問題 に つ い て被災地復

興の 3 年 を 振 り 返 り 、 98年 1 月 に 「阪神 ・ 淡路の被災地復興 ま ち づ く り へ の 緊急提言」 を

発表 し た 。 そ の後 、 さ ら に被災地の事象 を ふ ま え て 、 具体的 な 手法 を 含め た ま ち づ く り 提

を 行 っ て い る 。 (，捻言 大震災 に学ぶ住宅 と ま ち づ く り 99年 3 丹 、 東方出版)

阪神 ・ 淡臨ま ち づ く り 支援機構の提言

阪神 淡路 ま ち づ く り 支援機構 (代表 北 |幻 六郎 日 本弁護士連合会元会長 、 広 原盛明京都府 立大学前令長) の
{寸展研究会は、 98年 1 J l 1 2 1ヨ に 、 住宅政策、 都市計画 の プ ロ セ ス 、 土地区 l由l整理事業 ・ 再開発事業 の あ り 方、 マ
ン シ ョ ン 再鐙の方策 な ど に つ い て 緊急提言 を 行 い、 そ の f炎、 こ れ ら の提言の背景や具体策 に つ い て 詳 し く ま と め
た 「提 バ 大震 災 に 学ぶ住宅 と ま ち っ く り 」 を 発行 し た。 (99年 3 月 、 東方出版) こ の様 誌 を 要約す る と 以下 の よ
う に ま と め ら れ る 。
{複線裂の住宅復興プ ロ ク ラ ム ]

復興住宅政策 は 、 単線JW の マ ス ・ ハ ウ ジ ン グ と し て 編成 さ れ た が、 被災者の ニ ー ズ と 不整 会 を 招 き 、 ミ ス マ y
チ を 起 こ し た。 被災地の こ れ ま での経験が示唆 し て い る の は 、 よ り 多角 的 な 選択肢 を 豊富 に 備 え た 復線型 の プ ロ
グ ラ ム を用意す る 必、'ìi" I'生であ る 。

単線型の住 宅政策 は 、 被災者 を 避難所か ら 仮設住宅へ、 仮設住宅か ら 恒久住宅への移動 を 促進す る 措置 で あ っ
たが、 仮設住宅以外の場所の被災者は こ の ラ イ ン か ら 外 さ れた。 恒久住宅 に 入居 し た被災世帯 も 、 そ の 住 ま いがニ ー
ズ に 合致 し な い ケ ー ス が生 じ る 。 復 興住宅政策 は ス ケ ジ ュ ー ル の完遂 に 固執す る 必要 は な く 、 柔軟性 と 可変性 を
備 え た オ ー プ ン ・ プ ロ セ ス を 想定 し 、 状況の変動に応 じ て計画 を 組み替 え る 構え 方が求め ら れ る 。

[都市計極のプロ セ ス ]

現行 の都市計 的j事業 を 大規模災害時 に そ の ま ま 適用 す る と さ ま さやま な 不合理が現れ る 。 ' 3 ・ 1 7 都市計画決定」
は形式的 に は 合法的 に 行 わ れ た が、 交通断絶、 入手不足、 狭小 な 縦覧場所 な どの状況の 中 で 、 手続 き を 支 え る 'Jミ
態が存在 し て い な か っ た 。 情報提供の あ り 万 な ど、 行政の説明責任 ( ア カ ウ ン タ ピ リ テ ィ ) が不足 し て い る 。

， 3 ・ 1 7都市計 阿決定」 は 、 第 l 段 階で施行区域、 幹線道路、 近 隣公 園 な どの枠組み を決め、 補助事字線道路、
街医道路、 街[ズ公i穏 な ど は次の段階で、決定す る ' 2 段階都市計 画方式」 が取 ら れ たが、 こ れ は 第 I 段階の決定に
住民の 参加が不 十分で あ る と い う 事情 を 補 う た め の方式 と さ れ た こ と に 意義があ る の で あ る か ら 、 第 2 段階の決
定は、 第 l 段階の決定それ 1'1 体の見直 し (事業 を し な い と い う オ プ シ ョ ン も 含め て ) も で き る も の であ る べ き だ。
「 ま ず事 業あ り き 」 と い う 枠組み を外すべ き だ。
現行の都 市計悩法制度 に よ る 復 興 に は 限度があ る 。 都市言1' 1母i決定 さ れ た ほ 画整理 ・ 再r，号発事業区域は、 平常時
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の 行政で は極めて広大な 事業面積であ っ て も 、 広域的な 災害の復旧 に 当 た っ て は局 所 的 な 事業 に と ど ま っ た 。
[区分設定 と 手法の選択]

神戸市 は 、 広 く 震 災復興促進 区域 を 指定 し 、 そ の 中 に 重点復興地域 を 設定 し 、 さ ら に そ の 中 心 に復興都市計画
事業区域 を 決め る と い う 3 つ の 重層 的 な構造 を つ く り だ し た。 し か し 、 事業医域以外の重点復興地域で は 要綱 に
基づ く 住宅系 の 面 的整備事業の 活用 に と ど ま り 、 そ の他の地域では特別 の事業の投入は予定 さ れて い な い。 こ の
よ う な 地域区分は整備手法 と リ ン ク し て お り 、 その後の地域の復興 の あ り ょ う を 規定 し て し ま う 。 区分の 設定が
被災の実態に却 し て い た か ど う か に疑問 も 残る 。

し た がっ て 、 よ り 多様で柔軟な 整備手法の メ ニ ュ ー の 部発が必要で あ る 。 ま た 、 地域指定 に あ た っ て は 、 当 該
地域 と 室主備手法の選択に つ い て マ ス タ ー プラ ン の 仁村 での位置づけが必要だ。 指定に あ た っ て の ア カ ウ ン タ ピ リ テ イ
が よ り 強 く 求め ら れ る 。

望 ま れ る 決定 プ ロ セ ス は 、 1 ) い き な り 局所的 な 都市計凶]事 業 を 決定す る の で は な く 、 そ の 地域の復興の ビ ジ ョ
ン の提 出 と 住民 に よ る 議論。 2 ) 議論 を す る ゆ と り がな い と し て も 、 第 l 段階は複数の選択肢があ る 提案 を 住民
に投げか け る こ と 。 3 ) 具体化 し て し ベ 手JIIJjや ス ケ ジ ュ ー ル を 提示す る こ と 。 最終的な復興の 結論 (内容) を 早
急 に 決め て し ま う こ と で は な く 、 何 を ど う い う よ う に決め る の か な どの手順や期 日 を 明 ら か に す れ ば、 復興の プ
ロ グ ラ ム を 行政 と 住民が共有す る こ と に よ っ て 、 そ れぞれが どの段階で い か な る 対応 を す れ ば い い のかが分か る 。

最 も 重要 な の は 、 平常時 か ら 地域 に お い て し っ か り し た ま ち づ く り を 試み て お く こ と だ。 平常 時の計l曲jづ く り
は復興 に あ た っ て も た た き 台 を 提供す る 。 日 ごろ の 参加型決定 プロ セ ス の経験や 、 審議会 の 公開 な どを 含め て都
市計画 に 関 す る 情報公務 を 充実すべ き だ。

( r都市の記憶」 を テ ー マ に フ ォ ー ラ ム)

神戸東部市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク は98年 7 月 、 神戸市灘区 、 東瀧区 な ど神戸東

部の ま ち づ く り と 丈化の ル ー ツ を さ ぐ る フ ォ ー ラ ム を 、 郷 土史研究者や文芸評論家 な ど に

よ っ て 開 き 、 復興 ま ち づ く り が竪 史 、 文化、 自 然 な どの付加価値があ る ま ち づ く り に つ な

カf っ て い く 道 を よ架 っ た 。 (神戸東部市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 編 「神戸東部 ま ち づ く り 文化の ル ー ツ 」

市民 ま ち づ く り ブ ッ ク レ ッ ト NO. l 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 99"1二 2 月 )

阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク は 「都市の記憶」 を メ イ ン テ ー マ に 、

96年 1 1 月 に 第 1 呂 シ ン ポ ジ ウ ム 「未来 の 神 戸 の 歴史 を つ く る た め を 開 き 、 97年1 1 月 に

第 2 田 シ ン ポ ジ ウ ム 「次代へ何 を 引 き 継 ぐ の か」 、 98年 1 1 月 に 第 3 回 シ ン ポ ジ ウ ム 「人 と

ま ち が共有す る も のJ を 開 い た 。 テ ー マ と し て 「都市 の 記憶J が取 り 上 げ ら れた背景 に は 、

解体 ・ 再建 さ れ る ピ ル や住宅が、 見慣れた神戸の ま ち の景観 と そ ぐ わ な い危機感があ っ た 。

「記情」 と は 、 そ の ま ち 自 身が育 んで き た 特性であ り 、 そ こ に 生 き る 人 び と の 中 でか た

ち づ く ら れ る 意識の原型 と な る も の 、 と も 定義 さ れ、 文化 と し て の ス ト ッ ク 、 時間 を 蓄積

す る 価値あ る も の 、 と 考 え ら れた 。

こ こ か ら 建築 家 、 映画監督、 作家、 詩 人 な どが 「何が神戸 ら し さ だ っ た の か 、 神戸 ら し

さ を 持続す る 後興 は どの よ う な 形 で あ る の か」 を 語 り 合 っ た 。 ( シ ン ボ ジ、 ウ ム 「都市の記憶」 実

行委員 会 「次代 に つ な ぐ都市の記憶」 市 民 ま ち づ く り ブ ッ ク レ ッ ト NO. 3 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ

ト ワ ー ク 99年 6 月 )

〔都市計画決定プ臼 セ ス を 追求〕

震災 5 年 百 を 迎 え る 99年 1 月 17 日 の午前 O 時か ら 、 神戸 ま ち づ く り 協議 会連絡会 は 、
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ま ち づ く り 協議会役員 、 コ ン サ ル タ ン ト 、 研究者の ほ か 、 i留水義久 ・ 兵庫県副知事、 鶴 来

紘 一 神戸市助役 ら を 交 え 、 こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー で 「震災復興 ま ち づ く り 一 本音 を

語 る 」 徹夜円卓公開座談会 を 開 い た 。

第 l 部で は 、 震災前か ら 活動 し て い た協議会、 震災後 に 動 き 出 し た協議会 の 会長 ら が、

そ れぞれの 立 ち 上 げ過程や 、 住民合意 に 向 け て の方法 な ど を 語 っ て い る 。

第 2 部 で は 、 都市計画決定の プ ロ セ ス に つ い て の検証が行 わ れ、 小林郁雄 ・ 販神大震災

復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 世話人が、 神戸 市都市計画局 と 住宅 局 の 担 当 者 か ら

入手 し た 、 95年 1 月 23 日 か ら 26 日 に か け て の復興計画予定事業の検討メ モ を 示 し て 、 鶴来

紘一 ・ 神戸市助役 ( 当 時は 都市計画局長) に た だ し た。

こ の メ モ に よ る と ①六 甲 地 区 、 真野地 区 、 新長 田 駅周 辺地 区 な どで住宅 地 区 改 良事業が

検討 さ れ て い た が 、 結果的 に は採用 さ れ な か っ た②森南地区 は23 日 の 時点で は 地匿計画 ・

傷路計画が検討 さ れ て い た が、 26 日 時点 で 区画整理事業 ・ 地区計画が検討 事業 に の ぼ っ て

い る O ③真野 地 区 、 西須磨 地 区 で は23 日 に は 区画整理事業が検討 さ れて い た が26 日 時点 で

は 消 え て い る o (表13 )

こ れ に 対 し て 鶴 来助役は 「我々 と し て は 、 ま ず ガ レ キ の処理の 問 題 を ど う す る の か 、 そ

れ か ら 、 税 制 の 問題、 災害復 旧 の 範 囲 、 あ る い は被災時 の 緊急性 に 即 し た手続 き の 簡素化

の 問題 な ど、 思 い つ く 限 り の あ り と あ ら ゆ る 問題 に つ い て検討 し て い た わ け で、すJ と ふ れ

る に と ど ま っ て い る O

鶴来助役 は続い て 「 そ う い う 状況で物事 を 決め る の は 、 非常 に 問題があ る と 思 い 、 非常

時 の 法体系 を 考 え て ほ し い と (建設省 に ) お )頗 い し た の です 。 … そ の 時 は 、 帰 っ て 検討 し

て み る と い う こ と で し た が、 翌週お電話があ り ま し て 、 そ う い う 新 た な 法律 は で き な い と

い う お話で し た。 そ こ で、 既存の 平常時の手法で突 っ 走 る と い う こ と し かで き な か っ た わ

け で、す」 と 、 建築基準法制条 (建築制 限) の指定 に い た る 過程 を 語 っ て い る o (神戸 ま ち づ く

り 協議会連絡会 ・ こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー 編 「震災復興ま ち づ く り 「本音 を 語るJ J 市民 ま ち づ く り フ ッ ク レ ッ

ト No. 2 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク )
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(表13) 神戸市震災復興計画予定事業 メ モ
神戸市都市計画局 ・ 住宅局 (1995年 1 月 23 日 � 26 日 )

重点復興地区 事業 メ ニ ュ ー 等 (予定事業等)
(面積 ha)

森南 (50)

六 甲 (270)
「 一 一 ーー ー

六 甲 道駅周辺
(30) 

[ 六 月I 東 (64)

東部新都心 (300)

二宮 (160)

神戸駅周 辺 (58)

兵庫駅南 (35)

上沢 ・ 松本 (20)

御菅 (10)

i 真野 (40)

; 新長田駅間 行70)

大道 (20)

細 同 ・ 神楽
(20) 

五位池線沿道
(30) 

鷹Jfx.東 (30)

西須磨 (100)

計 (約 1 ， 213 ha )

1 /23 1 /24 

上; 地区計磁 ( 同友)
街路卒業 区調整理事業

f主市総事業

区阪整理事業 ( 同友)
地 区計画
住市総事業
再開発事業

地区改良事業

住 市総事業

f主市総事業

住市総事業

区翻整主要事業 ( 同左)

区画皇室線事業 ( 伺左)

住市総事業 ( 河左)
区画整理事業

住市総事業

地区前十酒 ( 同友)
住市総事業

区画整理事業 ( 1司左)

再開発事業 ( 河左)

区画整理事業 ( 河左)

街路事業 ( 同左)
区調整理事業

1 /25 1 /26 3 /17決定

( 河左) 区画整理 区 illfJ整理(18 ha) 
地 区計画]

一一一一 住市総 (住市総 297 ha) 

( 同左) 区画空;H緊 区 画整理(19 ha)  
+ 地区改良 住市長t: 再 開 発 (6 ha) 

再開発 (住市総 ・ 地区百十磁)
街路事業
地区計画

地区改良
イ主市総

区画整現 一部区画号室理
1t市総 (住市総 122 ha) 

再潤発 地区計画(71 ha) 
地区計画

住子ÏJ総 (住m総)

住市総 (住市総 23 ha) 

ート 住市総 区画整球 区 南i整理l (22 ha) 
住市総 (住市総 ・ 地IX計画)

+ {主市総 区画整潔 区画整理 (29 ha) 
区i逝整理事業 {主市総 (f主市総 ・ 部地区計画)

総{主事業 総住事業 (密集事業)
地区改良 地区改良

住市総 区画整理、 再開発
(89 ha) 
新長田 (232 ha) 
区爾整理

十 地区改良 地区改良 (23  ha) 
地 区計蘭 (住市総 ・ 地区計画)
f主市総

+ 地区改良 区画繋理 区画整理
地区改良 (住市総 ・ 地区計画)
住市総 一 一 . -

十 地区改良 再開発 南部で再開発
住市総 (イ主市総)

十 地区改良 ぽ画整理 区画整理
地区改良 (住市総 ・ 地区計画)
住市総

( 同左) 街路事業 街路事業
地区百十幽

! 所

(「震災復興 ま ち づ く り 『本音 を 語 る μ 市民ま ち づ く り ブ ッ ク レ ッ ト No. 2 か ら 、 小林郁雄作成 に よ る 表。 注 に
「神戸市の公表では な い」 と あ る 。 こ れ に 3 月 17 日 決定の都市計画 を 追加。 カ ッ コ 内 は 関連指定事業。 指定範罰

が異 な る 地区があ る た め一致 し な い部分があ る )
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fi市 ま ち づ く り で全国大会

1 .  r住 ま い復興の集PJ に 4 万人
98年10月 1 日 か ら 4 日 ま での 4 臼 問 、 国 の 「第10回住宅月 間」 の 中 央 イ ベ ン ト と し て 、

神戸市東灘区 、 六 甲 ア イ ラ ン ドの神戸 フ ァ ッ シ ョ ン マ ー ト を メ イ ン 会場 に し て 、 住宅復興

の経過 と 現状 を 報告す る 「住 ま い復興の集い」 と 景観の再生 を 取 り 上 げ た 「 ひ ょ う ご ま ち

づ く り セ ミ ナ ー 98J が 関 か れ 、 延べ 4 万人 も の 入場者があ っ た 。

セ ミ ナ ー で は 「景観 ・ ま ち づ く り 復興 フ ォ ー ラ ム 」 が 開 か れ 、 兵庫県が募集 し た 「伝 え

た い ふ る さ と の景観」 の 応募作品 か ら 紹介 さ れ た 。 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 ま ち の

環境づ く り は 「集客力J を 基準 に し た経済効果 に よ っ て評価 さ れて い る た め に 、 だ れ も が

「 ほ っ と す る 環境」 がっ く り だせ な い状況があ る と 都市民俗学者、 都市計画家、 景観デザ

イ ナ ー な どか ら 指摘 さ れ た 。

セ ミ ナ ー で は 「第 7 回 さ わ や か街づ く り 賞」 の授与式が行 わ れ、 250件の 応募の 中 か ら に 、

真野ふ れあ い性宅の建設 (神戸市長 田 区、 市営 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ) 、 淀川 製鋼迎賓

館の修復 (芦屋市 、 呂指定重要文化財) な ど 5 件、 ま ち な み部門 に 、 震災復興プ ロ ジ ェ ク

ト と し て 開 発 さ れ た住宅団地の商官マ リ ナ パ ー ク シ テ ィ な ど 5 件、 建築部 門 9 件、 シ ン グ

ル ・ サ イ ン 部 門 5 件、 ま ち づ く り 活動部門 4 件が受賞 し た 。 (表14)

審査委員 長の尭天義久 ・ 神戸大学名 誉教授 は 、 さ わや か街づ く り 賞 の 選定 か ら み た都市

復興の現状 と 課題 に つ い て 「 い ま 震災復興は “ モ ノ " か ら “ 人 " の復興 に 移 り 変 わ っ て い

る 。 コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グや コ ー ポ ラ テ ィ ブ タ ウ ン の建設 を 多 く の 地域で進め る こ と が

必要だ、」 な ど と 提言 し た 。

(表14) 98年度 (第 7 回) さ わ や か街づ く り 賞 (震災復興関連分)

平手
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海岸 ビ ル

西宮市立西宮浜小学校

ま ち づ く り 活動部門

に あ っ た レ ン ガ倉康や波 を イ メ ー ジ下 モ チ ー フ を 取 り
な ど原風景 と のつ な が り を 考 え た景観づ く り に努め て い る 。

震災で景観が一変 し た住宅地で、 阪神間文学の土壌 と い う べ き 昭和
初期の郊外型住宅の た たず ま い を復元 し 、 歴 史的 な ま ち な み形 成 に
貢献 し て い る 。

震災復興プ ロ ジ ェ ク ト と し て 開 発 さ れた翠か な オ ー プ ン ス ペ ー ス と
建築物の調和 し た ま ち な み。

低層部 に 旧 ピ ル を 復元保存 し 、 高
建物 に な っ た。

震災復興住宅3 ， 600戸の計測 に と も な い新設 さ
の教言11 を 生か し 、 門 も 塀 も な く 、 地域交流室 、 備蓄倉庫
ど避難所 と し て も 工夫 し て い る O

灘中央地区 ま ち づ く り 協議会 ! 大 き な 被主与 を 受けた地区で、 商業者 と 住民が活動拠点の 「
(神戸市 り ハ ウ ス 」 を 開設 し て 交流、 「 ま ち の点検隊」 を 実施 し て い

2 .  121慣紀の都市づ く り 三回国際会議」
現代都市が抱 え る 課題 と 大震災で再確認 さ れた コ ミ ュ ニ テ ィ の重要性 を 踏 ま え て新 た な

ま ち づ く り を 都市計画家や研究者 、 行政担 当 者が考 え る f21世紀の都市 ( ま ち ) づ く り 二

回 国際会議J (兵庫県 ・ 三 田 市 主鑑) が98�三 7 月 日 、 12 B の 2 日 間 、 三 田 市民会館で 聞 か

れ た 。

第 1 分科会は 、 コ ミ ュ ニ テ イ の形成 を 地域環境 と 福祉 の 観点 か ら 討議 し た 。 参加 し た ミ

シ ガ ン 大学の シ ー ラ ・ フ ェ ル ド教授 は 「心身の健康 を 保 ち 、 高齢者が “ う ま く 老い る " こ

と が地域 に と っ て も 必要 に な る 」 と 指摘 、 人 と 人 と が支 え 合 う 多様な コ ミ ュ ニ テ ィ を住民

主体で形成 し て い く こ と の重要 さ が強調 さ れ た 。

第 2 分科会 は ま ち の個性化 と 地域産業の創 出 を テ ー マ に討論 し た 。 こ こ で は 、 工業化 ・

都市化へ の 施 策 の 偏重が地域性 を 欠い た都市整備 に つ な が っ た と い う 反省 か ら 、 「 そ の都

市 に し か な い結力 を も っ た ま ち を つ く る こ と が必要だ」 と 、 地域資源 を 活用 し て利益 を 地

域 に還元す る 地域産業の創 出 に つ い て議論 さ れ、 イ ギ リ ス の 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 主体の警備会

社の事例 な どが紹介 さ れた 。

2 日 間 の討議 の 後 、 「都市づ く り は コ ミ ュ ニ テ イ の 形成 が基本で あ り 、 自 律性の あ る 市

民組織の育成が必 要 で あ る 」 、 「市民の ニ ー ズ に対応 し た コ ミ ュ ニ テ ィ 経済の仕組みが必 要

で あ る J な ど 7 項 目 の提言 を 含 ん だ f98兵産三 田 宣言」 を 採択 し た 。

508 第 八章 @ 都 市計雨 ・ ま ち づ く り



21 世紀の都市づ く り 三 回 国襟会議宣言 (98年兵庫三国宣言)

98年 7 月 11 日 、 ] 2 日 の 両 日 、 三 則 市 に お い て 開催 さ れ た f21 世紀の都市づ く り 二 回 国 際 会議」 に参加 し た 広
た ち は、 次の よ う な 共通の認識 を 得る に い た っ た。

201世紀 に お け る 科字技術の発達 は 、 私 た ち 人 間 の生活に豊か さ と 手IJ使性 を も た ら し 、 そ の結果、 広 大 な メ ガ ロ
ポ リ ス が形成 さ れ、 「大量生産、 大量消費、 大量廃棄」 を 基調 と す る 都市化社会 を現fれ さ せ た 。 そ の一方で、 貧窮
や ア メ ニ テ ィ の 欠 如 に 悩 む 多 く の 地域が存夜 し 、 他方で、 地球規模での環境問題の 深刻化が進 行 し つ つ あ る 。 2 1
世紀 を 臼 !請 に し た今、 私 た ち は 、 都市 と 地域が目指すべ き 新た な 方向 を 見い だ さ な け ればら な い。

本会議 の 開催地であ る さ 沼 市 で は 、 国 際 ア メ ニ テ ィ 会議 1988の兵庫 ZZ 3 に依拠 し つ つ 、 こ れ ま で、 自 然豊 か
な 農村お よ び既存市街地 と 連携 し 共生す る 、 ニ ュ ー タ ウ ン づ く り が進め ら れて 、 ア メ ニ テ ィ 豊 か な都市 の枠組み
が繋いつつあ る 。 し か し 、 何年 に 阪神 - 淡路地域 を 襲 っ た大震災 を 契機 に 、 人びと の!l}Jけ合いや新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ
意識の形成な ど、 都市づ く り に お い て改め て認識すべ き 多 く の課題が浮かび、上がっ て き た。

本 会議の議論 を 経 て 、 2 1 世紀の都市づ く り に あ た っ て は 、 環境の 側 面 は も ち ろ ん の こ と 、 人 間 の生 き る 力 の 側
商 に お い て も 、 経済の側面 に お い て も 、 共生的 ・ 再活性的 な 仕組みづ く り を 重視 し な け れ ば な ら な い こ と を 線認
し た。 そ れ を 達成 す る 行動 の ♂つが、 地域の特性 を 生 か し な が ら の多様 な ネ ッ ト ワ ー キ ン グ で あ る 。 こ の よ う な
行動 に よ っ て 、 都市に新 し い活力 を 付 与す る こ と が可能 に と な る も の と 確信 す る O

広 た ち は 、 こ の よ う な 共通認識の も と に 、 次の こ と を ;本会議の名 に お い て提言す る O
1 都市づ く り は 、 人 び と が効 け合 い 、 分か ち 合 う 、 生 き 生 き と し た 生活 を 支 え る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 基本 と
し な が ら 、 互 い の役割 を認識 し つ つ 、 市民 ・ 企業 ・ 行政が連携す る こ と に よ っ て 進め ら れ な け れ ばな ら な い 。 こ
の よ う な パー ト ナ ー シ ッ ブが成立 し て い く た め に は 、 住民が主体 と な っ た 活動 を 支 え て い く 、 自 律性の あ る 市民
組織の育成が必要であ る 。
2 市民や コ ミ ュ ニ テ ィ の ニ ー ズ を経済活動 に 結 びつ け る こ と に よ っ て 、 地域経済を 活性化す る と 同時 に 、 そ こ
か ら 新た な 康業 会 生 み 出 す試み に 挑戦 し な け れ ば な ら な い。 と り わ け、 コ ミ ュ ニ テ イ を 主体 に し て 、 すべての市
民の生活ニ ー ズ に対応、 し た ビ ジ ネ ス を 展 開 し て い く な ど、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 経済」 の仕組みづ く り が必要であ る 。
3 緑や水の 自 然環境 を 都市づ く り の 中 に 生 かす こ と を 通 じ て 、 自 然の営み を 尊重 し 、 ま た 限 り あ る 資源 を 大切
に す る こ と が、 持続 員Hì� な都市づ く り の 源で あ る こ と を認識 し な け れ ばな ら な い 。 そ の 一環 と し て 、 新 た な代替
エ ネ ル ギ ー技術の導入や、 環境 に や さ し い 交通 シ ス テ ム を 造 り 上げてい く こ と が必要であ る 。
4 高齢者や障害 を持つ人た ち も 安心 し て生活で き る 、 安余で暮 ら し や す い 都市づ く り に 取 り 組 ま な け れ ば な ら
な い 。 そ の た め に は 、 ユニバー サ ル ・ デザ イ ン に よ る 環境づ く り は も ち ろ ん 、 利用 し や す い生活施設の整備や人
に や さ し い交通 シ ス テ ム の確立な どに取 り 組 む一方、 人 び と が相 互 に 支援 し 合 え る 「人間」 環境づ く り が必要で
あ る 。
5 都市が賑 わ い や 魅力 を も つ た め に は 、 さ ま ざ ま な機能が共存す る こ と が求め ら れ る 。 と り わ け、 人 び と が気
軽 に 集 い 、 さ ま ざ ま な こ と を 享受マ き る 「 ま ち の顔」 と な る よ う な 、 愛着の持て る 場所が必要 で、 あ る 。 ま た 、 次
代 を 担 う 子供 た ち の た め に 、 人 と 人 と が交流で き 、 自 然や 環境の仕組みゃ さ ま ざ ま な 仕事 を 、 経験 し 学ぶ こ と の
で き る 場が準備 さ れ な ければな ら な い。
6 地域 に と っ て か けが え の な い 文化や風 土 を 基礎 に 、 新 し い 生活文化や価値観 と 融合 し た 、 人 ぴ と の 顔 の 見 え
る よ う な 都市 づ く り を 進 め る こ と が、 人 び と に感動や安 ら ぎ を 与 え 、 持続的 な 発震 の 基本 と な る こ と を 認識 し な
ければな ら な い。 こ の よ う な ま ち ゃ 地域が連携す る こ と に よ っ て 、 と も に 成長 し て い く 地域社会が形成 さ れ る も
の と 確信す る 。
7 こ の会議 に お い て 得 ら れた成果は、 国際的 な 情報交流 と 、 そ れ に 基づ く 討論 に よ っ て も た ら さ れ た も の であ る 。
こ の 成果 を ふ ま え 、 世界に発信 す る こ と の で き る よ う な 、 都市づ く り に お け る 新 し い 「参加」 の仕組み を 構築す
る こ と への挑戦が、 こ の地 に お い て 展開 さ れ る こ と を期待す る 。

こ の会議の 冒頭で行 わ れ た 「人間サ イ ズ」 で都市 を 見据 え る と い う 問題提起 は 、 人 間 の た め の都市 を 形成す る
と い う 、 古 く て ま た新 し い課題 を 再認識 さ せ る も の で あ っ た 。 こ の f21 l企紀の 都市づ く り 三 出 国際 会議」 に お
い て 、 出:界の研究者、 技術者、 行政担 当 者は も と よ り 、 多数の市民が一堂 に 会 し 、 将来の都市づ く り を 論 じ あ っ
た意義 は 大 き い。 将米 と も 、 世 界 レ ベ ル で の経験や知識の 交流が必要であ り 、 本 会議がそ の よ う な 試み の 出 発点
であ る こ と を 深 く 心 に 留 め た い。

こ の成 果 を 、 こ の三郎の地 か ら 、 広 く i廿界に発信 し た い と 考え る 0
98 年 7 月 12 日 2 Jt 世紀の都市づ く り 三 旧 国 際会議室: 百起事委 員 会
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は じ め に

震災後 4 年が経過 し 、 道路、 鉄道、 電気、 ガ ス 、 水道、 電話 な どの都市 イ ン フ ラ の 緊急

復 旧 は 大部分が終 わ っ た 。 し か し 、 突然襲 っ て き た 天変地異 と し か言い よ う の な い大地震

は 、 か つ て の安全神話 を こ と ご と く 覆 し 、 施設や機能の安全基準 を よ り 高度 な も の に 置 き

替 え た の であ る O そ の た め 、 1998年度の復 出作業 は 単 な る 復 旧 ・ 復興 で は な く 、 そ れぞれ

の 部 門 で 、 後世 に 目 配 り し た 万全な 安全対策が主眼 と な っ た 。

電気では信頼性 の 高 い 送電 シ ス テ ム 、 ガス は被害予測 ・ 供給遮断 シ ス テ ム の 再構築、 水

道 は貯留機能 を 持つ大送水管 の 建設、 道路は広域計画 、 鉄道 は 高 架橋の耐震補強が続 け ら

れ る 一方で、 壊滅 し た駅舎の復興、 そ し て 阪急三官駅の再建 な ど明 日 への 期 待 を 繋 ぐ計画

も 発表 さ れ た 。 新 聞 、 放送 は 震災 を 風化 さ せ な い た め の キ ャ ン ベ ー ン を 精力 的 に続け た ほ

か、 非常時の'1ft報提供の強化 も 進め ら れた 1 年で あ っ た 。
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r-m二出 〕 生活イ ン フ ラ
1 . 電気

大震災 は 近 畿 一 円2 ， 000万人 を サ ー ピ ス エ リ ア に持つ 関 商 電 力 の 発 電 、 送 電 、 変 電 な ど

多 く の施設 を 破壊 し 、 機能 を 麻�車 さ せ た 。 同 電力 の21 ヵ 所の 火力 発電所の う ち 半数が損傷

を 受 け た た め 、 淡路 島 か ら 神戸 市南部、 大阪市北部 ま で の260万戸が停電 し た 。 鉄塔、 マ

ン ホ ー ル 、 管路 、 ケ ー ブル … と すべて に わ た っ て被害が出 た が、 配電設備で は神戸支庖管

内 の 3 分の l の 回線が断線状態 で、 中 で も 三宮営業所管 内 で は被害率 は 100 % で あ っ た 。

関西電力 は神戸 支出以外か ら も 要員 を 投入 し復 旧作業 を 続 け 、 翌18 日 に 送電 は ほ ぼ旧 に復

し た が、 配電設備 の復 旧 は 困 難 を 極 め た 。 必死の努力 の結果、 停電区域 は 18 日 に神戸市ー な

ど20万戸 に 、 翌 日 日 に 11万戸 に 、 22 日 に は 3 万戸 と な り 、 23 日 に 一部 の 家屋 を 除 き 応急送

電 は完了 し た 。 そ し て 、 同年目月 の 地 中 送 電設備 の復 旧 を 最後 に復 旧作 業 を 完 了 さ せ た 。

1998年度 は電力 設備形成や 災害情報通信 シ ス テ ム の 開発 な どで、 復旧 の 努 力 を 続 け た 。

電力 設備形成の う ち 「配電設備」 で は 、 1996年以降、 街の復興の進展 と 歩調 を 合わ せ る こ

と 、 顧 客 ニ ー ズ を 反映 さ せ る こ と な ど を 考慮 し て事業 を 行 っ た 。 「架空設備」 で は 、 若手

し て い な い も の が、 電杭の軽い傾斜 な ど緊急1，'1主 を 要 し な い も の で あ る た め 、 今筏は 移設工

な ど に 合 わ せ て 改修す る こ と に し た 。 「 地 中 設備」 は 、 ほ と ん どが修理1 を 完成 し て お り 、

残 り は 緊急性 を 要 し な い掘削規制 ( 道路舗装後 5 年 な ど) に よ る 未工事箇所 だ け の た め 、

今後、 随時改修 し て行 く 方針。

大規模 開発地で は復興 に 合 わ せ 、 以 下の コ ン セ ブ ト で設備の充実 を |文| っ た 。

①防災都市機能 を 補完す る 電 力 基盤の構築

②高品 質 、 高信頼度 の 電力 の提供

③都市景観 に 調和 し た 電力 供給 シ ス テ ム の構築ーの 3 点 で、 さ ら に 建物 の 規模が大 き く 、

電力需要が安定 し て い る こ と な どか ら 、 地 中 化計両 を 進 め た 。 こ の年 度 は 六 甲 駅南Jヰ開発、

南芦屋浜地 区 な どの高層 住宅への 電力供給 シ ス テ ム に 、 2 回 線で送竜す る 信頼性の 向 い く特

高常予備受電方式 〉 を 採用 し 、 東部副都心で は く特高 3 回 線並列受電 ( ス ポ ッ ト ネ ッ ト ワ ー

ク ) > を 進 め 、 都市機能 に 応 じ た信頼度 の 高 い 電力供給 を 目 指 し た 。

一方、 区画整理地域 な どで は 町並 み に 合 わ せ た 設備づ く り を 推進す る た め 、 町並み の 変

化 に応 じ た り 、 語路 と の 一体整備 を 考 え る な ど、 地 区 の 特牲 に 配慮 し た 多様 な メ ニ ュ ー を

組 ん だ。 市信地化 の進 ん で い な い 地域 は 、 将来の需要の変化 に 対 応 し やす い架空設備 を r11

心 に進 め て お り 、 着色電柱の採用 、 シ ン ボ ル ゾー ン への 地 中 送電 や 、 裏引 き 込み に よ る 幹

線道路の 無電柱化 な ど を 進め て い る 。
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〔災害'措報 シ ス テ ム も 開発〕

災害'情報通信 シ ス テ ム で は被害や応急復旧状況 な ど、 い わ ゆ る 災害情報が電話、 フ ァ ッ

ク ス な どで各地の営業所 ・ 電力所か ら 本 ・ 支屈 に 報告 さ れ た が、 時 間 的 に も 量的 に も 集 中

し た結果、 非常災害対 策本部の 電話が車両鞍 し 情報収集 に 時 間 を 要 し た 。 こ の 反省か ら 、 災

害情報の発信、 収集、 加工 を 効率 よ く 情報処理化す る た め 、 パ ソ コ ン L A N を 用 い た 「災

害情報 シ ス テ ム 」 を 開発、 1998年 7 月 か ら 一部運用 を 始 め た 。 こ の シ ス テ ム の狙い は①敏

速 な 災害復旧対応②顧客サ ー ビ ス の 向上③広域防災体制 の確立支援ーで、 現場で入力 さ れ

た 設備被害情報は 即 時 に 全社 に 配信 さ れ、 こ れ に よ り 関係箇所への復旧支援体制 が早期 に

確立で き る 。 ま た 、 画像情報 な どの取込み も 可 能 な こ と か ら 、 デ ジ タ ル カ メ ラ に よ る 現場

写真、 設計図面、 表計算 な どの デー タ を 設備被害情報 に 添付で き る ほ か 、 グ ラ フ な ど を ビ

ジ ュ ア ル に表示 し て い る た め 、 災害情報が把握 し易 く な っ て い る 。

震災の被害で立 て 替 え 工事中 の 神 戸 関 電 ピ、 ル は 、 耐ー震性 を 考慮 し た 防災拠点 ピ、 ル に 生 ま

れ変わ る 。 4 年前 と 同程度の地震 に 対 し で も 地震時、 地震後の 緊急業務がで き る よ う に建

( 図 1 ) 災害情報システム導入後の情報伝達イ メ ー ジ

災害情報システム導入後の情報伝達イメージ

被災支箔の被害状況が情報
の共有化により、 早い段階で
判るため、 支援・応援体制iが
早期に確立できる。

画E \ T

早期に被災現場の状況が
ビジュアルで見れるなど、
具体的な支援・応援体制が
とれる。

5 14 第 JL .， 長官 rlí イ ン フ ラ

被災現場へ檀l日Jt櫨

現場から本商までの情報伝達が
KINDネットによる配信のため、
約1 5分-30分で可能となり、 初動
体制が早期に確立できる。

被害情報の報告内容が
定形表で決められており、
そこを入力するだけで
報告書作成のための
編集・ 加工業務が省 力 化
される。

( 関 関電力資料 )



物 、 無線 な どの耐震性能 を 高 め た ほ か、

非常時の 断水 に 備 え て 冷房用蓄熱用 水 を

手洗い な どの雑用水に利用 し 、 災害時 に

自 立 で き る よ う に し た 。 こ の 蓄熱用 水 は

地域の 防 火用水 と し て も 利用 さ れ る よ う

に 考 え て い る O 電力使用 の そ デル と し て 、

昼 間 の 冷房 用 電力 を 夜 間 に 蓄熱す る 全蓄

熱冷房方式 を 採用 し て お り 、 ま た 電力住

用 量の 平均化 を 図 る た め 、 祇線塔の煙突

効 果 を 利 用 し た 自 然換気 に よ る 外気冷房

や 、 地下水 を 冷 暖房 の熱源 と し て利用 す

る な ど、 省 エ ネ も 図 る O

2 . ガス
ガ ス 事業 も 、 か つ て 経験 し た こ と の な

い 大被害 を 受 け た 。 各地か ら の ガス 漏れ

の報告が続 く 中 で、 大 阪 ガ ス の 対策本部

は ガス の供給停止 を 決め た 。 午前日 時30

分、 芦屋市の一 部 、 神戸 市 を 皮切 り に 、

神戸市 を 中心 に し た 阪神 間約86万戸への

( 図 2 ) 新神戸関電 ビ ル完成予想図

(関西電力資料)

供給が停止 さ れ た 。 被 害 は 低圧 の 埋設導管 に 集 中 し 、 ネ ジ継手 を 中心 に し た l 万2 ， 000 ケ

所で損傷が出 た 。 社員 、 関連会杜の社員 に 、 全国155 の ガ ス 事業者か ら の 応、援 な ど、 最大

時9 ， 700人、 延べ72 万 人 の 作業員 の 必 死 の 取 り 組み で 、 厳 し い作業環境の 中 だ、 っ た が、 85

日 後の 4 月 11 日 、 家屋が倒壊 し て 連絡不能の ケ ー ス を 除 き 、 復 旧 は よ う や く 完了 し た 。

製造所、 高圧幹線、 ガ ス ホ ル ダ ー な ど基幹設備で の被 害 は 発生せず、 施設の耐震性が確

認 さ れた し 、 新 し い タ イ プの溶接鋼管や ポ リ エ チ レ ン管 も 同様であ っ た 。 ま た I 戸 ご と の

ガ ス を 自 動遮断 し た マ イ コ ン メ ー タ ー は 、 ガ ス 漏 れ に よ る 二次災害 の 防止 に極め て 有効で

あ っ た こ と も 分か つ た 。 し か し 、 震 災 は 多 く の 検討課題 を も た ら し た 。

①地震発生初期段階で、 ブ ロ ッ ク 毎の 地震動 や 主 要 ラ イ ン の導管圧力 を 、 無線な どで き

め 細 か く 情報収集で き る こ と O ②地震動が一定舘 ( S I1I直60 カ イ ン ) 以 上 に な っ た 場合 に 、

低任 ガ ス 供給が 自 動 的 に ス ト ッ プす る 遮断 シ ス テ ム を つ く る こ と 。 ③地震動 の規模 に 応 じ 、

よ り き め細 か い ブ ロ ッ ク のf共車合イ亭止 ・ *'主主売カfで き る よ う に ブ ロ ッ ク を 細 う�\.1とす る こ と 一ーな

どであ る O
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(表 1 ) 低圧導管の管種日IJの被害箇所数

( 表 2 ) 磁時供給の方法 と用途

途

阿房
阿房

i給食)
fifRlS L!)' 三士二

LPG 8 kq ホ、 ン
カ セ ッ ト コ ン
LPG20匂 ボ ン ベ給湯器接続

(機器調整)
電気風呂 ヒ ー タ ー

(大阪 カ、 ス 資料)

〔地震対築 5 ヶ 年計画で万全国 る 〕

ノf ミj、 ! 日
吉[1
fIコh ぷfJh 

計 言十
549 34 

4 ， 607 
6 . 184 
3 . 975 

( 大 阪 ガ ス 資料)

震災発生後、 大 阪 ガス は震災の 経験 を も と に 予防、 緊急、 復 旧 の 3 つ か ら な る 「地震対

策 5 ヶ 年計画J を ま と め 、 1999年度 ま で に 着実 に 実施す る こ と を 決 め た 。

( 表 3 ) 地震対策 5 ヶ 年計画

二次災害の 防止 | 緊急時対 氏、策
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ガ ス 設備 の 耐 震性の さ

. 製造設俄
・ 供給設備

(大阪 ガ ス 資料)



予 防対策で は①中圧導管 の 溶接鋸管の耐震性が確認 さ れた こ と か ら 、 一 部 、 漏洩の あ っ

た バ ル ブ継手部分の補強、 取替 え を 実施す る O ②新 し く 埋設す る 低圧導管 は 、 原 則 、 すべ

て ポ リ エ チ レ ン 管 と し 、 既設の ネ ジ接合導管 は計画的 に ポ リ エ チ レ ン 管 に 入れ替 え る 。 ③

内管 に は耐震性 に 優 れた ポ リ エ チ レ ン 管 、 ガ ス 用 ス テ ン レ ス 鋼 フ レ キ シ ブル 管 な ど を 領府

す る と し た 。

緊急対 策 で は 地震発生後、 被害 を 受 け た と 思 わ れ る 地域 に は 、 二次災害 を 紡 ぐ た め ガス

供給 を停止。 被害の な い地 区 に は 安全 に ガス 供給 を 続け る た め の ハ ー ド 、 ソ フ ト を 検討 し

た結果、 以下 の 5 項 目 と 取 り 組ん だ。

1 . 地震計の増 設 … 震 災時34 ヶ 所 だ っ た 地震計 を 224 ヵ 所 に 増 や し 、 速 や か に 供給停止、

来世主売カf判 断で き る よ う に し た 。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 自

動 入力 す る こ と で、 導管の被害状況の推定 も 可能 に な っ た 。

2 . 被害予測 シ ス テ ム の 再構築…地震計の灘定値 を も と に メ ッ シ ュ ( l メ ッ シ ュ 300 m )

単位 で導管 の被害、 建物倒 壊 の 数 を 推定す る シ ス テ ム O 地盤の特性、 木造建造物数 な

どの情報が入力 済 み の た め 、 地震発生後約15分で全エ リ ア (約 3 万 メ ッ シ ュ ) の シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン が可能 に な り 、 巡 回 点検す る ブ ロ ッ ク の優先順位や修繕体制 の検討がで き

る 。 そ の ほ か、 供給停止 し た 際の復旧 日 数 を 試算 で き る 供給停止判 断支援 シ ス テ ム も

( 図 3 ) 遮断システムの再繕築

新たえE供給停止システム構築 ( 平 成 1 2年産 兜成予定)

量産紙信号開 問 即 時 間 明 間 噌
噌拘置去五正 寸 i

I I 
f韓量産持者 I I  

ホルダー I I  i 争
{草壁綴滋自費J [英霊震潟翼岩波信長 マ イ コ ン滋暴露}

スーパー ブ ロ γ ク総御

(大阪 ガ ス 資料 )
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つ く っ た。

3 . 供給遮断 シ ス テ ム の再構築…震災時 に は 、 全供給地域 を 8 つ に 分類 し た ス ー パ ー ブ

ロ ッ ク 遮断 シ ス テ ム と 、 l 戸 ご と に 遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー 遮断 シ ス テ ム の 2 段階

だ っ た が、 5 ヶ 年計画 で は新 た に リ ト ル ブ ロ ッ ク 、 ミ ド ル ブ ロ ッ ク の 2 遮断 シ ス テ ム

を 加 え た 。

震災で威力 を 発揮 し た 各戸への ガ ス を 感震 セ ン サ ー で遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー

の導入 も 促進 し 、 す で に 完 了 し て い る 家庭用 に 次 い で 、 業務用 も 1999年度 中 の完了 を

目 指 し て い る O

4 . ブ ロ ッ ク の細分化…低圧導管網 に ブ ロ ッ ク を 設 け る と 、 ブ ロ ッ ク ご と の 供給停止 や

継続がで き る な ど、 き め細 か な 対応が可能 に な る O そ の た め 、 震災時の 55 ブ ロ ッ ク を

120 ブ ロ ッ ク に ま で細分化す る こ と を 決め たが、 1998年度 に85% ま で完成 し た 。

(表 4 ) 緊急対策の進捗状況 (1 999年 3 Jj 3 1  B 現在)

地援対策項 目 震 災 当 時
設置数34 ヵ 所

海洋型豆大地震 (点震源) に | 活動層 に よ る 地震 (線震源) I ・
関 す る 被害推定 シ ス テ ム を | に も 対応、で き る よ う に す る
保有 | と と も に精度向上 を 行 な う

再構築
ム の ! ス ー パ ー ブ ロ ッ ク (供 給 エ

リ ア を 8 つ に 区 分) の み 遠
隔遮断装置 を 設震

- 中 圧 A ガ パ ナ (約 300 カ | ・
Fifr ) に 遠隔遮断装置 を 設 ; ・ 感震遮!析を主情 1257 ヵ 所
最

マ イ コ ン メ ー タ ー 全体の普
及率 は75%

ッ ク

- 全体の普及率は約98%

• 102ブロ ッ ク ま で細分化
(2000年度 末 に 完成予定最
終120 フ ロ ッ ク )

- 中央指令サブ セ ン タ ー を i ・ 京都 に サ ブセ ン タ ー を ill，没
建:没 I ( 問8年 3 JJ 30 fJ 稼働f}fj始) I 
• �pT搬{約五t通信設備 を 35 ヵ I • �t1J搬持iFAi益計設備 を30 ヵ 所、

所、 街区通信草 を 2 台配 | 待tta通1<\車 を 2 台配備完了
備

(参考 ・ 敷設延長 約1 ， 200km ・ 計画的 に 普及促進 i ・ 敷設延長 約4 ， 000km
ポ リ エチ レ ン 管 の普 1 ・ 低圧 ガ ス 管 に お め る ポ リ | ・ 平成 10年か ら は新設の低 | ・ 低圧 ガ ス 管 に 占 め る ポ リ エ
及促進 ( エ チ レ ン 管 の 割 合 は 約 | 尽 ガ ス 管 は すべて ポ リ エ i チ レ ン 管の割合は約10%
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3 %  チ レ ン 管 を 適用 | ・ 新設低FE ガ ス 管 は 、 原則l と
し て 全 て に て適用
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5 . 緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強化…震災時、 災害 に 関 す る 情報収集、 情報発信 な ど を

行 う 大阪本社 中 央指令室 に は 、 緊急操作用 通信設備、 コ ン ピ ュ ー タ 一 機能 な どが完備

し て い る 。 し か し 、 大阪市 内 で の 震災先生 に よ る 命令系統の壊滅 に備 え て 、 パ ッ ク ア ッ

プ機能 を 持 つ サ ブ セ ン タ ー を 京都市内 に 建設 し た 。

1998年度 は 「供給j壁新 シ ス テ ム の 再構築J を 促進 し 、 遠隔遮断装 置 を 186 ヶ 所、 感

震遮断装置 を 1 ， 257 ヶ 所 に 設 置、 マ イ コ ン メ ー タ ー の業務用 普及 も 約98% に ま で 進 ん だ。

「供給 ブ ロ ッ ク の細分化」 は 102 ブ ロ ッ ク ま で細分化 に 成功、 2000年度 で完成 の予定。

「緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強化」 で点都 に 建設 さ れた サ ブセ ン タ ー は 1998年 3 月 10

日 か ら 稼働 を 始め た が、 r，il セ ン タ ー は 加速度1 ， 000 ガ ル に も 耐 え ら れ る 水平 ・ 垂直免

震構造で 、 電気 は ガス コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム で供給 さ れて い る O ま た 1lJ搬衛

星通信設備 を 30 ヵ 所、 jキJ足通信 []( を 2 f?配備 し た 。 ポ リ エチ レ ン 管の 普及 は敷設延長

約4 ， 000km と な り 、 低圧 ガ ス 管 に 占 め る ポ リ エ チ レ ン 管の割合は10% に な っ た 。

3 . 上水道
水道 も 打撃 を 受け た 。 施設の被 災や阪神水道 か ら の送水停止 な どで、 i夜神 間 の 諸都市は

ほ ぼ全域で、断水状態が続い た 。 貯水池、 送水 ト ン ネ ル 、 配水池 な ど蒸幹施設の被害が少 な

い の に水が止 ま っ た原 因 は 、 給 - 配水管が大損傷 し た た め で あ る 。 最大の被害 を 受 け た神

戸市 は 、 平 く か ら 古 い鋳鉄管、 ピ ニ ル管 を 、 材 質 の 鑑 れ た ダ ク タ イ ル鋳鉄管へ交換 し て い

た が、 震災で は 管 と 管 の接続部が外れ る 「継手の抜け」 が多発 し た 。 各 地 か ら の応援 な ど

を 含め延べ 4 万 人 の作業員 を 動員 し た が、 漏水笥 所 を つ 一 つ発見、 修復す る 手間 の掛か

る 作業 の た め 、 応急復旧 は 4 Jj 17 日 ま で、掛か っ た 。 復 旧 に 10週間 も 要す る な ど教訓 、 反省

は 多 か っ た が、 中 で も 緊急給水先や市民の 一 日 の必要水量、 そ れ に 飲料水以外の ト イ レ 、

フ ロ 用 な ど生活用 水の膨大 な 量 な ど は 、 想定 を 大幅 に 上 回 っ た の で あ る O 神戸市水道局 で、

は震災直後の 1995年 7 月 に 「神戸市水道施設耐震基本計画」 を 策 定 し 、 市民が安心 し て水

道 を 使 え る よ う に 5 つ の計画 目 標 を 立 て 、 今後15年で行 う べ き 耐震化事業 を 決め た 。

〔全市の90 .5% は耐震性に富む水道管 に〕

計画 目 標 で は 、 ト ン ネ ル 、 浄水場、 配水池 な ど、 水道施設の危 険分散、 施設の老朽化 を

考慮 し な が ら の耐 震化への転換 な どが決め ら れ た 。 ま ず、 水道管の耐震化で、 は 、 非耐震の

鋳鉄管 か ら 耐震性の高 い ダ ク タ イ ル管への交換が傾謂 に 進 み 、 1998年度 中 で 、 レ ベ ル 3 (非

耐震管路) は 6 . 3 km減 っ て 未転換は404 . 2 km に な り 、 神戸市全体に 占 め る 割合 も 9 . 5 % に な っ

た 。 一方、 材 質 的 に 優 れ た レ ベ ル 2 の ダ ク タ イ ル鋳鉄管 の延長 は 3 ， 129 . 9 km と 全体の73 . 6%

を 占 め 、 材 質 、 構造 的 に 優 れ た レ ベ ル l の ダ ク タ イ ル 管 も 716 . 2 km と 、 全体の 16 . 9 % に達

し た 。 こ の結果、 レ ベ ル 1 、 2 と い う 耐震性 に 寓 む 水道管 の普及率 は 、 全 市の90. 5 % を 占

め る ま で に な っ た 。
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( [立J 4 )  神戸市の 5 つ の計画 目 標

丘一

E 応懇復悶悶麹以

2踊給水の毘穣機関ザ

;伊織で臓の糊
語討議貯水機やタンヲ撃での霊童鯵給水、

務災総点への軍基滋を綴喜霊化するととで

常設給水路点そ寧織に設怒しますn

4捌iζ麟した公判復i認

畠憾閥榔裳鉱舗榔:滋置
，潟帯火F舟号水や書鰐寄錠、 ヲリーンセンター、

慾栓，g主主主主どへの水を察織に路線します。

('神戸の水道J )

緊急時 の水需要の増加対策 と し て は 、 現在、 六 甲 山 中 を 縦貫 し て い る 2 本 の 送水 ト ン ネ

ル以外 に 、 新 し く 市街地 を 抜け る ル ー ト と し て 第 3 の ラ イ ン 「大容量送水管J を 建設 中 だ

が、 1 998年度 も 工事 は 着 々 と 進 ん だ 。 単 に 水 を 送 る だ け で な く 、 貯留 機能 を 合 わせ持つ た

め 、 給水の運搬が国難 に な っ た 時 な ど に 市街地の 防災拠点 と 結 んで応急給水がで き る し 、

配水池が被災 し た場合 に は 直接配水 に 切 り 替 え 、 竿期通71': を 可能 に す る メ リ ッ ト があ る 。

芦屋市境か ら 神戸 市奥平野 ま で を シ ー ル ド ト ン ネ ル で結び、 将 来 は 阪神 間 を 貫 く 「水の 大

幹線」 と し て 、 大阪市 な ど と の相互広域パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム に 発展す る 可能性 も 持 っ て

い る 。 全線1 3 . 7 km の う ち 、 1 1 工区 の 芦屋市 境 ~ 本 山 立坑 1 . 6 km と 1 2 工区 の 住 吉 川 |

立坑~ 本 山 立坑2 . 2 km を 4 月 22 日 に 着 工 。 1 - 1 工区 は 東灘 1:>( 森南 町 1 丁 目 ~ 本 山 南 町 8

丁 目 、 1 2 工 |正 は 本 山 南町 8 丁 目 ~ 西 岡本 5 丁 目 で、 いずれ も 2002年度末 に 完成予定。

本 UJ 、 住吉川 、 東灘配水場立坑 は応急給水拠点 と し て 整備 さ れ る 。 住吉川 立坑周 辺 は 防災
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公園 と な り 、 緊急時、 ヘ リ コ プ タ ー の党着法地 な ど に も 利用 さ れ る 予定。

( [1] 5 )  施工佼霊童図

生活用 水 に な っ た仮設水道を永久保存

震災の震源地 に 近 い 淡路 島 の津名郡一宮町で
は 、 1999年 1 月 に震災直後 に 設授 さ れ た 2 基の

仮設水道 を 、 震災の生 き 証人 と し て 、 そ の ま ま

保存す る こ と を 決め た 。 仮設水道が敷設 さ れて

い る の は 向 日] 北 山 の 高 齢者生活福祉 セ ン タ ー

「ゅ う ゅ う ラ イ フ J 敷地内。 一宮町 で は 、 震災
に よ り 住 民 の 1 3 人 が死 亡 、 町 内 3 ， 1 00戸 の 約 一半

数が念 、ド壊 し 、 ガ ス 、 水道、 電気 な どの ラ イ フ

4 . 下水道

(神戸市水道局資 料 )

ラ イ ン も 壊滅、 生活に支障 を き た し た被災者 は 、

被害の小 さ か っ た 同 セ ン タ ー に 身 を 寄せ た。 高

台 の た め水 に不 自 前 し た が、 1 週 間 後 に仮設水

道が敷設 さ れ被災者の た め の 生活用水の役割 を

果 た し た 。 上 国 弘町長は 「震災の記憶 を 風化 さ
せ な い た め に も 、 こ れか ら も 大切 に保存 し て い
き た し V と 青 っ て い る 。

震 災 に よ る 下水道の被害 は都 市 部 に 集 中 し た 。 神戸、 明石、 西宮 な ど阪神 間 8 都市 で胞

の F水処理場、 47 の ポ ン プj坊が損傷 し 、 傷 ん だ、管渠の延長 は316km に 達 し た 。 処理場 で は

神戸、 尼崎、 西宮 市 な どが大 き な 被害 を 受 け た が、 各市 と も 破損 し た 管 渠 の 修理や波探 を

た だ ち に実施、 小型管渠 に は テ レ ビ カ メ ラ を 入れ、 潜水夫や水 中 カ メ ラ を 必 要 と す る ケ ー

ス も あ っ た た め 、 管渠の被害調査 だ け で も 1 � 3 ヵ 月 を 要 し た 。 8 市の う ち 最大の被害 を

受 け た 神 戸市 で は 、 汚水管路施設で、延長3 ， 315km の う ち 63 kmが被災。 処理施 設 は 市 内 7 処
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理場の う ち 3 処理場の機能が停止、 ま た は 低 下 し た 。 中 で も 神戸市最大の東灘処理場 は 埋

立地 に 建設 さ れ た だ け に被害は壊滅的で、 応急復 旧 は震災 5 ヵ 月 設 に 一応終 わ っ た が、 そ

の 後 も 段 階 的復旧 を 続 け 、 1998年度末 に よ う や く 完成。 99年 4 月 27 EJ に 災害復 旧完成 ・ 通

水記念式典 を 聞 き 、 震災の被書 は 完全 に ItJ に復 し た 。

(表 5 ) 東灘処理場の段階的復旧計画

ア レ ー シ ョ ン タ ン ク と 段終沈澱i也 5 - 7 系列 を
第 l 期百十矧 I 95年 5 月 一 | 去 し 、 脱水機織 を 建設

i手 1:濃縮柄 、 妙 ろ 過池は1え{立伎で撤去、 復旧

分場 3 系 列 の 供 用 開蛤後、 本場 エ ア レ ー シ ョ ン タ ン ク
最 終沈澱i也 1 - 4 系 列 を 撤 去 し 、 7 系列 の 施設 を 深照 で

第 2 期計画 I 96年度 復IFJ
、 そ こ に送風機械 を 建設

f:部 に i主設

第 3 期計画 を撤1; し 、 不足分の水処理施設

( '阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 神戸 市 子 水道施設の被芥 と 復旧 ・ 復興の記録J )

(表 6 ) 東灘処理場の復旧概婆

i 施 設 名 復 !日 棋王 要
導 水 タ;';\ 耐 震性 を 考慮 し 、 RC 製矩形渠 を 鋳鉄管 に 、 運河は水管橋で、 わ た る 。

j 管 理 本 官官 滞水池人工地盤上 に 、 S 造 2 階建て で新築。
i 水 処 測 施 設 生物 反応槽、 最 終沈澱池各 7 地 ( 7 万ば/ 日 ) を 現在 の 位震 に 、 深層曝気、 2

(本 場) 階!弱 沈澱i也 と し て再構築。
送 風 機 三ミ 水処理施設復 旧 に併せて、 生物反応槽上部 に建設。
脱 水 機 様 水処理施設東側 に 、 地下 1 階地上 3 階建でホ ッ パ ー 援 を 合煉 し て建設。
運 河 護 岸 既設護岸前訴に 自 立式鋼管矢板で補強。
横 断 橋 水管橋は 断面強化 し て 新設、 横 断橋 は上部工 を 東側 に移設。
砂 ろ 過 池
I手 ヒ 濃 縮 槽 現位置で撤去 - 新設。
沈 砂 税 臭 室

c阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 神戸市下水道施設の被害 と 復旧 ・ 復興の記録J )

神戸市 の 下水道 は 、 人 口 普及率100 % を ほ ぼ達成 し つ つ あ る 中 で 、 1994年 に 策定 し た 「神

戸市下水道長期計画基本構想 ( こ う べ下水道み ら い 2025) J を 、 防災都市基盤 を 支 え る 災

害 に 強 い ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク の形成の必要性か ら 1996年 に 震災 の 教訓 を 盛 り 込ん で、

改訂 し た 。

改訂版は 「災害 に 強 い 下水道J í災害時 に も 活用 で き る 下水道」 の 2 つ の 概念 を 追加 し た o

r災害 に 強 い 下水道 シ ス テ ム の 構築J で は 、 震災 を 教訓i に 災害時の 下水道 の 被害 を で き る
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( 凶 6 ) 神戸市下水道長期計薗基本構想施策体系劉

-��語彊�æi1盟!j罷�1A同盟諸1・ 市 民 の 環境へ の 意 識 が高 ま る な か 、 下水道 は 様 々 な 側 面 か ら

ま ち づ く り に 貢献す る こ と が で き ま す。

神戸市下水道長期計 画基本構想 は 、 211世紀 の 下水道事業の進

む べ き 方向 を 定め た も の です 。

-�'i国国圃喧祖国II'�・・・�'fl・・記・・
視 点 一 方 針 ー 一 施 策 一

都市の発展と く 5 し 田司醐 基 礎 的 機 能 の j広 充 幽問F圃 .災害に強い下水道 シ ス テ ムの機築を支える下水道 I - - -- ，.- .. �  -- ，，- . � L圃 ・両投備の推進一全市水洗化1∞%-

自然讃墳を守 り

E 畠幽幽 .T水道 ン ス テ ム の充実一新中 央処理場~

'園 浸水に対す る安全度の向上 聞圃F圃 ・雨水排除能力の強化
E 晶醐瞳 ・雨水流出抑制の促進

島園 維 持 管 潔 シ ス テ ム の 充 実 欄間F圃 ・効率的な管理 ン ス テ ムの確立
量圃醐 ・計画的 な改築の惟進

醐司H 処 理 水 質 の 高 度 化 幽司戸田 . よ り 高度な処現施設の酬 ~全量水質高度化一育てる下水道 一r � J.，:t: "J' � v.，} raJ r.s:z. 1 L.t  
L孟 僻11綱引J溺負荷の削減

市民と共にあゆむ

晶画 下 水 道 資 源 の 活 用 醐圃..... ・汚泥の効率的処埋 ~資源化Iω%ー
ー園田 ・再生水の積極的な 活fII
‘園田 ・下本道エ ネ ル ギ ー の添丹i

圃醐瞥幽 親 し ま れ る 下 水 道 の 推 進 開園，幽睡 .新 し い広報活動の展開下水道 一r "..Jlj \.J o-. '， " .Q.I I .... J' � vJ ] p:: � 
L孟 .魅力 あ る P腕投の一充実

』 く ら し な高め、 災害時 に も .... 醐 .施設空!聞のit.Hl
活用で き る 下水道の捻進 ‘園圃 @身近立水環境の整備

( r神戸の 1、)k道J)

だ け 少 な く し 、 市民生 活 に 支障 を き た さ な い シ ス テ ム を 創 る も の O 第 一 の 「施設の耐震化」

で 〈処理場、 ポ ン プ場対策 〉 と し て 、 新設す る 施設 は 重要度 も 加味 し た 耐震設計 を 行 い 、

既存施設 も 順次、 離震補強す る 。 施工継手の 配置や構造で は 、 継手 を 極力 減 ら し水室、性 を

必要 と す る 部位 に は継手は 設 け な い。 配管廊の ブ ロ ッ ク 化で は 、 地下水面 ド の 配管廊 に は

透水里去 を 設 け 、 施設 を 分割す る こ と で、浸水被害の拡 大 を 間 ぎ、 配管廊 と 施設の接続部 に は

と う 継子 を 設 け る ー な ど と し た。 〈管渠施設の対策 〉 で は 管材料の 強高度化やUJ と う 性

管渠 を 活用 し て 本体の耐震性 を 強化す る O ま た 、 重要幹線の ネ ッ ト ワ ー ク 化で は 、 非常時

の パ ッ ク ア ッ プ と し て重要幹線の 2 条化、 準幹線 の 非常時迂同 ル ー ト の確 保 な どがあ げ ら

れて い る O

〔処理場上部を使っ て や す ら ぎの場 を 〕

第 二 の 「処理場 ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、 処理場 開 を 大深度の幹線で連絡す る こ と で災 害 に 強

い下水道 シ ス テ ム づ く り を 目 指す事業。 ネ ッ ト ワ ー ク さ れ る の は 東難、 中 部 、 鈴蘭台、 西

部、 垂水の 5 処理場で、 幹線総延長 は 約4 1 km (既設15km 、 工事完成 4 km、 工事ヰ' 4 km、 新

設18km、 1 998年度 末現在) 。 第 1 期 は 海側 ル ー ト の み で2010年度完成、 第 2 期 は 山側 jレ ー
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ト を 含め2025年度完成。 完成す る と 非常 時 に 、 処理機能が停止 し た場合、 他 の処理場 に 汚

水 を 融通 で、 き る ほ か 、 ま ち づ く り や 高度処理導入 に対花、で き る シ ス テ ム が構築で き る し 、

ネ ッ ト ワ ー ク 幹線 に 貯留調整機能 を 持 た せ る こ と も で き る C

「災害時 に も 活用 で き る 下水道の推進」 で は 、 下水道 は豊富 な水資源や処 理場 な どが広

大 な オ ー プ ン ス ペ ー ス を 有す る の で 、 非常時 に こ れ ら の 有効活用 が可能 だ し 、 日 常的 に は

町 の 中 のせせ ら ぎ や処理場の上部 を 利用 し た公 開 な ど、 市民 に 語 い や や す ら ぎ の場 を 提供

す る こ と も で き る ー と し て い る O 東難民 の住吉公園雨水貯留施設 は 、 鳴尾御影西汚水幹練

の シ ー ル ド立坑跡 を 利用 し た 貯留施設だが1998年 4 月 か ら 供用 開始 さ れ て い る O 兵庫 区 の

松本地 区 で計画 さ れて い る 震災復興土地区画整理事業 は 、 快適 に 住 め る ま ち づ く り と し て

メ ー ン ス ト リ ー ト に 沿 っ て 流 れ る “せせ ら ぎ" がポ イ ン ト 。 鈴寵台処理場か ら 送 ら れ る 高

度処理水 を 利用 し た “せせ ら ぎ" で、 瑞 々 し い 景観 を 創 る と 同 時 に 消 火用水 と し て も 役立

つO 垂水区平磯の 垂水処理場 で は 、 j二部約 2 万1 ， 000m' を せせ ら ぎ や 滝 、 緑 の 芝生や林、

海の見 え る 正 「恋人岬J な どの憩 い の 場所 に 変 え 、 建設大臣の 「 い き い き 下水道賞」 を 受

し た 。

ま た 、 避難所の仮設 ト イ レ の汲み と り 作業が交通渋滞 な どで滞 り 、 使用 で き な く な っ た

ケ ー ス が多 か っ た 反省 か ら 、 ド水道 を 利用 し た新型 ト イ レ を 開発 、 公 閣 や 学校 な ど に 汚水

管 を 設置 し 非常時 に 備 え た 。 1997年度 の 5 ヶ 所25基 に続い て 1998年度 は 1 0 ヶ 所50基 を 実施

し た 。
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| 第二節 交通イ ン フ ラ

1 . 道路
震災 は 道路 に 史上最大の損害 を 与 え た 。 名 神 、 中 国 自 動車道は も ち ろ ん 、 阪神高速神戸

組、 湾岸線 や 国 道 2 、 43号 に 一散県、 市道 も 各所で不通 に な る な ど、 道路網 は 壊滅状態、 に

な っ た 。 特 に 高速道路 の 高 架橋の被害が大 き く 、 阪神高速神戸線で は神戸市東灘足で高架

橋が635 m に 渡 り 倒壊、 高速道路の安全神 話 を 崩 壊 さ せ た 。 避難や家族 ・ 知 人 の 安否 を 訊

ね る 車両が道路 に 殺到 し た た め 、 渋滞が渋滞 を 招 き 、 混乱は全域 に 広 が り 、 幹線道路の 機

能麻障 は被災地の 市民生命活、 救助活動や復旧工事の大 き な 妨 げに な っ た 。 1 月 末 に 、 落構

な どの被害区 間 を 除 き 高速道路の応

後 l 遇 開 で倒壊家屋 な ど を 撤去去e し 、 緊急輸送 ル ー ト と し て の機能 を 確保 し た が、 幹線道路

の交通規制が解 除 さ れた の は 、 震災後 l を 京王て か ら で あ っ た 。

〔震災 に備 え で の道路整備が中心〕

そ の後、 精 力 的 に続け ら れ た 復 旧 活動 に よ り 、 道路 は ほ と ん ど! 日 に 復 し 、 1 998年度の 動

き は 、 将来の震災 に 備 え て の対応が中心 に な っ た 。 6 月 に 建設省 は都市 と 都市 、 都市 と 空

港 ・ 港湾 な ど を 結ぶ 地域高規格道路 に つ い て 、 計画路線に54路線 、 候補路線 に 35路線 を 追

加指定 し た が、 兵庫県下で は 4 計画路線、 1 候補路線が指定 さ れ、 震災 を 教訓 に 兵庫県が

進め て い る 格子東規格道路網の実現 に 大 き く 前進 し た 。 地域高規格道路 は 高規格幹線道路

と 一体 と な っ て 、 地域の発展 の た め の都市圏の育成や相互交流 を促 し 、 ま た 、 空港、 港 な

どの交通拠点 と 連絡す る も の で 、 時速60�80 km以 と の 高 速車両専用 道路。

今冊、 県 内 で決 ま っ た路椋 は 、 計画路線で 「東播丹波連絡道路」 約30km ( 加東郡滝野町

の 中 国 自 動車道 ・ 滝野社 IC 付 近 ~ 氷 上郡氷 k 町の 北近畿豊 岡 自 動車道 ・ 氷上 IC 付近) r東

播磨南北道路」 約 15 km (加古川 市 の 加古川 バ イ パ ス ~ 小 野 市 の 山 陽 自 動車 道 ・ 三木小野

IC 付近) r名神湾岸連絡線」 約 4 km (西宮市の 名神高速道路 ~ 阪神高速湾岸線) r東神戸線」

約lOkm (神戸市の 阪神高速北神戸線 ・ 有馬 口 IC 付近 ~ 六 甲 ア イ ラ ン ド ) の 4 路線。 候補

路線で は 「東播磨 内 陸道路J (小野市 の 山 陽道 ・ 三木小野 IC � 加東郡滝野 町の 中 国 自 動車

道 ・ 滝野社 IC 付 近 ) が追加 さ れ た 。 同 時 に 見直 さ れ た 広 域道路整備基本計画 に は新 た な

追加民 間 と し て 、 新神戸 ト ン ネ ル か ら 北への延伸 (神戸中央線) 阪神高速北神戸線 と 同湾

岸線の 中 間 を 通 る 東西軸 ( 山 麓線) 西宮北部か ら 南北への延伸 (西宮北有料道路) が盛 り

込 ま れ た が、 こ れ ら の路椋は 、 い ずれ も 県が震災 を 教訓| に 描 い た 格子型高規格道路網構想、

に 含 ま れ て い る も の であ る 。
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〔震災の傷痕も 後世の た め に保存〕

震災の モ ニ ュ メ ン ト の保存 も 行 わ れ た O 激震で全壊 し た 道路の橋脚 を 残 し 、 揺れの 凄 ま

じ さ を 後 世 に伝 え よ う と 、 神戸市が須磨区若宮町の 海浜公園 内 に 2 基の橋脚 の 一部 を 保存

展示 し た 。 保存 さ れ た の は 長 田 区 の 「西代跨線橋」 の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 製橋脚 (直筏、 高

さ と も 2 . 5 m ) と 兵庫 区 の 「阪神高速道路 3 号神戸線」 の 錦 鉄製の橋脚 (宜径l . 75 m 、 高

さ 3 . 5 m ) o ，-西代跨線橋」 は 県道神戸明 石棋の 山 陽電鉄の西台駅西側線路 を 跨い で い た 部分。

全長178 . 7 m の 4 車線道路 だが、 震災で 6 基の橋脚 の う ち 5 基が座屈 や 破 断で壊れ た 。 保

存 さ れ る の は P 4 橋脚 で 、 コ ン ク リ ー ト が割 れ鉄筋が剥 出 し に な っ て い る O 「阪神高速道

路 3 号神戸線J は 兵庫 区明治通 4 の西行 き 車線 を 支 え て い た も の で 、 内 部 が空洞 の鋼鉄製。

激 し い 揺 れ で全体が グ ニ ャ リ と ね じ れ、 震災の 凄 ま じ さ を 伝 え て い る 。 「震災 は 美 し い神

戸 の 街並 み を 無 残 な 姿 に 変 え た 。 地震か ら 得 た 教訓 を ま ち づ く り に 生 か し 、 厳 し い体験 を

伝 え る た め メ モ リ ア ル と し て保存す る こ と に し た」 と 同市 で は 言 っ て い る 。 な お 、 震災の

“証人" と し て 残 さ れ た 記念物 は 、 メ リ ケ ン パ ー ク の 「神戸港震災 メ モ リ ア ルパー ク 」 や

六 甲 山頂近 く の 「地滑 り 現場」 な どがあ る O

2 . 鉄道
震災 に よ る 被害 は 六 甲 山 系 高部 の 海岸線 に 集 中 し 、 ]R 西 日 本 の 東海道 ・ 山 揚本線、 阪

急電鉄神戸 ・ 宝塚線、 阪神電鉄本線、 山 競電鉄、 神戸電鉄 に 、 神戸市営地下鉄、 神戸新交

通 シ ス テ ム な ど に 大損害 を 与 え た 。 特 に被害 を 受 け た の は 、 道路 と 向 じ よ う に橋梁で、 高

架橋の儒壊 (JR 六 甲 道付近、 阪急西宮北 口 一 夙 J l I 、 阪神石屋 J l I � 西灘) や 地下構造 物 の

崩 壊 (神戸高速大開付近) な ど想像 を 絶 し た 大損壊の発生 は 、 神戸市 を 中心 に 鉄道網 を 壊

滅状態 に さ せ、 不 通 院 聞 は640 km に 達 し た 。 大阪 と 神戸 を 結ぶ ]R 、 i波急、 阪神電鉄がすべ

て 不通 に な っ た た め 、 大 阪 ~ 神 戸 聞 は 麻庫状態 に な っ た の で あ る O た だ、 大阪以束、 姫路

以西の損害 は軽微で17 日 中 に ほ と ん どが運行 を 再開 し た 。 地震発生当 日 に不 通が続い た 区

間 は 以下の通 り で あ る O

]R 西 日 本 ( 山 陽新幹線 開 山 ~ 新大阪、 東海道 . I1J 陽本線尼崎 ~ 姫路、 福 知 山 線尼 崎 ~

広野、 和 田 紳線全線) 阪急電鉄 (神戸線、 甲 陽線、 今津線、 伊丹線の全線、 宝塚根池田 ~

宝塚) 阪神電鉄 (全線) 山 陽電鉄 (全線) 神戸電鉄 (全線) 神戸高速鉄道 (全線) 神戸 市

営地下鉄 (全線) 神戸新交通 (全線) 北神急行電鉄 (全線) 六 甲 摩耶鉄道 ( 六 甲 、 摩耶 ケ ー

ブ ル 、 全線)

余震の 続 く 中 で復 i日作業 に 取 り 組ん だ各社の懸命 な 努力 に よ り 、 4 月 I 目 、 震災発生以

来75 日 と い う 超 ス ピ ー ド で ]R 西 日 本が大阪 ~ 神戸 時 を 結 び、 そ し て 、 7 ヵ 月 設の 8 月 23

日 に は神戸事rr交通六 甲 ア イ ラ ン ド線が住吉 ~ 魚崎 を 開通 さ せ、 す べ て の交通が震災前 の姿

に復旧 し た 。 そ し て 1998年度 も そ れぞれの 部 門 で地 道 な 復 旧作業が続け ら れ た 。
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〔鋼板巻 き 工事続 く 〕

震災産後、 JR 山 陽新幹線で は 区 間 の60% を 占 め る 高架橋で約700本の 柱 の 大半が損壊 し 、

8 ヶ 所で 落橋 し た 。 在来総で は 高 架橋の被害以外、 駅舎 も 大損傷 を 受 け た 。 JR 西 日 本で

は 甲 子 園 口 ~ 西明石駅詞 の す べ て の 駅が被災 し た が、 六 甲 道駅 は 延長2 . 2 km の 高架橋の柱

1 ， 170本 中 950本が被災 し 、 駅舎が崩 れ高架橋の下敷 き に な る 壊滅的被害 を 受 け た 。 新長田

駅 も 盛 り 土が崩壊 し 、 線路が宙 に 浮 き 列車の運行が不可能 に な っ た。 ほ か に 芦屋、 住吉、

三宮駅が被害 を 受 け た が、 震災翠 日 か ら 開始 し た復 !日作業 は69 日 間 で延べ16万2 ， 000人 を

動 員 、 予想、 を 上回 る 早 さ で復 旧 を 完成 さ せ た 。

1998年度 も 、 今後 に 備 え た 運輪省 の 5 ヶ 年計画 に 基づ く 高架橋の樹震補 強 工事 は 、 着 々

と 進み 、 橋脚 、 橋梁への鋼板巻 き 工事が百 | き 続 き 行 わ れ た 。 従来 の コ ン ク リ ー ト 柱 を 厚 さ

6 � 9 mmの錨板で、巻 く こ と に よ り 、 板神 ・ 淡路大震災程度の揺れ に 対 し て も 十 分 な 強震 を

f果たせ る た め で 、 東海道本線11 、 山 陽本線30の計41本 に 着工 し た 。 河 工事 の 実績 は 1998年

度末で12 ， 481本 に 達 し 、 1999年度以 降 に も 、 592本の鋼板巻 き 工事 を 予定 し て い る O

〔岩屋駅改造計画決 ま る 〕

阪神電鉄は 、 地下線 を 濁ノkが満 た し た 1 938年 の 阪神大水害 を は じ め 、 多 く の災害に遭遇

し て い る が、 今 回 の 震災 で は 高架橋、 車両基地、 軌道設備 や 車両 1 26両の全半壊な ど、 被

害は広範囲 に 及 ん だ。 特 に被害の大 き か っ た の は御 影 ~ 西 灘 間 で 、 約 2 km に 渡 り 高架橋が

崩壊 し 8 ヵ 所の 架 道橋が落下 し た 。 ま た 石 原 川 車庫 も 大 き な被害 を 受 け た が、 日 に夜 を 次

ぐ復 旧工事で、 6 月 初 日 に 全線 を 開通 さ せ た 。

前 年 度 か ら 運輸省指導 に よ る 5 ヶ 年計 画 の 緊急耐震補強工事 を 進 め た が、 1998年度 は

ラ ー メ ン 高架橋 ・ 橋台補強で千船~姫 島 開高架橋、 大物 ~杭i頼 関 高架橋な ど84本が完成 し

累計 は348本 ( 実施率65 % ) に 達 し た 。 落橋防止工事 は都賀 川 橋梁 、 御影控橋、 芦屋川橋梁、

枝 ) 1 1 橋梁 、 淀 川 橋 梁 な ど66連で実施 さ れ、 累計約連 (64 % ) が完成 し た 。

西宮浜 に建設 さ れた大規模集合住宅 「商宵マ リ ナパ ー ク シ テ ィ 」 の震災入居者の便宜 を

図 る た め 、 阪神、 JR 西宮 を 結ぶ路線パス 西宮浜手線 を 運行 し て い る が、 1999年 3 月 か ら

は車椅子利用 者 や老 人 も 安心 し て 乗 降で き る ノ ン ス テ ッ プパス を 導入 し た 。 床 面 の 高 さ が

従来パス に よとべ50cm も 低 く 、 乗 !辛 口 と 車内 の 段差 も 無 く し た 。

駅舎で は 、 岩屋駅の改造工事 を 1999年度か ら 着工す る こ と が決 ま っ た 。 同 駅 は 震災復興

事業 と し て建設 さ れ る 住宅、 研究、 丈化 な どの機能 を 備 え た神戸東部新都心 ' H A T 神戸J

の最寄 り 駅だが、 今後、 利用 客増が見込 ま れ る た め 、 狭い プ ラ ッ ト ホ ー ム や駅舎の改善 を

周辺道路や広場 と 一体的 に行 う O 岩屋駅は プ ラ ッ ト ホ ー ム が島型 だ っ たが、 現 ホ ー ム の北

側 に 一面新設 (120 m ) し て t り 椋専用 ホ ー ム (梅 田 方 面) と し 、 現ホ ー ム は 下 り 線専用 / 二

宮方面) に な る 。 現駅舎の東側 か ら プ ラ ッ ト ホ ー ム の 西側半分の と を 人工地盤 (1 ， 400m' )

で覆い、 駅舎 を 拡張 し て 上 下 線 に エ レ ベ ー タ ー と エ ス カ レ ー タ ー を 新設、 車椅子対応、 の ト

イ レ も つ く る 。 総工費 は32億 円 。 2001年度完成予定。 春 日 野道駅 も 改造 さ れ る 予定で何年
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度 は調査中 だが、 総工費 100億 円 で200S年度 に完成 予定。

H A T 神戸
(神j了7新聞社提供)

〔伊丹駅が福祉駅 と し て再建〕

阪急電鉄 は 京都線 を 除 く すべて の路線で被害が出 た 。 内訳 は橋梁73、 高 架橋1 1 、 駅舎64 、

ホ ー ム 上屋37、 軌道31 な どで 、 脱線な ど に よ る 被災車両 は92両 に 達 し た。 最大の被害は神

戸根西宮北 [J �夙 川 間 2 . 7 kmで、 そ の う ち 1 . 6 kmの西宮高架橋で、 は512本 の柱 の う ち 490本が

損傷 を 受 け 、 特 に 52本は完全 に横倒 し の状態で圧壊 し た。 駅舎で は 三宮 の シ ン ボル で あ っ

た 板急会館 と 、 伊丹駅が大被害 を 受 け全出撤去 さ れた が、 路総は 昼夜兼行の復旧作業 に よ

り 146 日 目 に 全線 を 復 旧 さ せ た 。

1998年 度 は 神 戸線の橋脚70本 を 補強 し た が、 最大の復興は地震の揺れ の 凄 さ を 象徴 し た

伊 丹駅の再建 で あ る 。 駅舎 は破壊 さ れ、 3 措 に 停車 中 の 車が市 に 浮 く な ど、 震災の シ ン

ボjし と な っ た 同駅 は 1998年11 月 初 日 に “ すべ て の 人 に や さ し い タ ー ミ ナ ル " r阪2、伊}J I) ー

タ 」 と し て 生 ま れ 変 わ っ た 。 交通エ コ ロ ジ ー ・ モ ピ リ テ ィ ー !lt l-tJ Uj: 1 ) の 進 め る 「 ア メ

ニ テ ィ ー タ ー ミ ナ ル 整備事業」 の モ デル事業で、 高齢�-や障'，1;.1;- �こ優 し い 機能 を 持 っ た 交

通 タ ー ミ ナ ル で あ る O 地下 1 階、 地 上 5 階で、 1 、 2 1清 は 尚昆街の タ ミ ー タ ウ ン と 銀行、

ス ー パ ー な ど、 3 、 4 階 は物販居、 飲食出 、 5 階 は ク リ ニ ッ ク や 各種教室が入 っ て い る 。

改札 口 な ど駅舎は 3 階 に あ り 、 駅構内 に は 車椅子対応 の 15人乗 り エ レ ベ ー タ ー や 、 車椅子

が通行で き る 幅 の 広 い 自 動改札機、 磁気 シ ー ル や携帯型発信機 に 反応す る 音声 ガ イ ド シ ス

テ ム 、 音声付 き 点字案内板、 車椅子用 ト イ レ 、 点字運賃表や 各施設への ア プ ロ ー チ に 至 る

ま で、 あ ら ゆ る と こ ろ に 気配 り さ れ て い る 。 r 1) ー タ 」 の オ ー プ ン 翌 日 の21 日 に 新装 な っ

た 阪急伊丹駅 も 供用 を 開始 し た 。

震災で大損傷 を 受 け 、 そ の 後取 り 壊 さ れて い た神戸阪急 ピ ル も 、 新 し く 三宮阪急 ピ ル と

し て再建 さ れ る こ と が決 ま っ た 。 同 年 6 月 に 明 ら か に さ れ た も の で、 震災の年の12月 に 建

て ら れ た暫定 ピ ル の場所 に 建設 さ れ る O 地下 l 階、 地上21階建 て で 、 阪急三宮駅 コ ン コ ー
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?品制 則: と て '1ご ま れ 変 わ っ た阪急1Jf rH�n 
1 I:1i<;:'，'，江鉄Jた1Jt ì 

ス の ほ か、 物販)吉 、 飲食出、 映両館、 'F務所 な どが入 る /う l ' íJ 屯鉄で、 は 、 「 か つ て の神 戸 阪

急 ピ ル の外観 を 現代風に ア レ ン ジ し 、 ミ?:{の新 し い シ ン ボル に な る よ う な デザ イ ン に し た

い」 と 言 っ て い る 。 2001 年 に 着 工 し 、 3 年後 に完成 予定。

ま た riiJ 電鉄が茨木 rh与: 1盟 関I に 建設 し た マ ン シ ョ ン は 、 全棟 に 免震工法 を 採用 し 、 床、 壁

な どの厚み に 配慮 し た 日 本で、 初 の l耐震マ ン シ ョ ン だが、 発売当 日 に

r !Tf\;の 関心の深 さ を 示 し た 。

し 、 震 災 に 対 す る

( 1 �1 7 )  再建 さ れ る 三宮駅完成 予想限
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(阪急12鉄資料 )

Ut 1 : ，'，1JI給者や総書 J 引に (憂 し いうと通施設 を 実現す る
た め の 各禄下業のjH:)立 を 円 的 に 19941f に ，i止 な さ れ た 。 エ
レ ベ ー タ 一 、 エ ス カ レ ー タ ー だ け で な く タ } ミ ナ ルへの
ア プ ロ ー チ 、 ト イ レ 、 案内板な どの施 設が総fT的lこ整備
さ tl る こ と を を 日 指 し て い る )

( 9 ヶ 所の落橋訪止工事 を 実施〕

1 1 1 陽電鉄は本社 ピ ル が大損傷 を 受 け た ほ か、

本線48釈の う ち 路線 の 東部 に あ る 20の駅舎で

被??が出 た 。 特 に 板宿 、 1 L! 陽須磨、 l l l llþj塩原

の 3 駅の+1i傷が激 し く 、 十反iÎ'í )，な:で、 は ホ ー ム が

地盤沈 下 し た た め 、 駅舎が倒 壊 、 !択設備 は使

用不能 に な っ た 。 1271 さ 5 m の盛 り t の 卜A に あ

る �;Îjf_区駅付 近 で も 長 さ 320 m 、 高 さ 4 m の 鉄

筋 コ ン ク リ 」 ト 擁壁が傾斜 、 沈 下 し 、 ホ ー ム 、

駅舎が大招壊 し た 。 ]R 山 i湯本 線 と |同員 2 m

の 生活道路の 間 の狭い場所 だ け に復旧工事は

難航 し 、 6 月 に 仮復旧 し た が本格復旧 ま で に



は 、 さ ら に 9 ヵ 月 が必要だ っ た。

前年度か ら 始 ま っ た 将来 に備 え で の 耐震補強 工事は 、 98年度 は橋梁、 架檎の落橋防 止が

I ! ] 心 で 、 i先川 橋梁 で 1 2述、 天川橋梁で 8 連、 福 田 川橋梁 で 4 連 な ど を 始 め 、 舞 子線路橋、

舞子架道橋、 自大線架道橋で各 2 速 に 、 藤 岡 、 鉢伏、 大坪の 各架道矯で 1 速 な ど、 沿新t 9 ケ

所で33連の 防 止工事 (ずれ 1 1二め工事) を 行 い 、 万 ー に備 え た 。

〔橋脚 8 基を補強〕

十Ijl) î新交通 は 、 高架軌道 1:: を ;走行す る た め??で線 に影響 を 受 け 、 特 に 激民地 の市衛地、 海

fF部で僑脚 の損壊や桁 の 落 下 と い う 被害が出 た 。 走行路、 案内軌道、 電車線、 誘導無線が

一体的 に 構成 さ れて い る 軌道 の た め復 1 1 1 作業 に は ミ リ 単位の精告 さ が要 求 さ れ、 そ の t 、

路線が市荷地、 海岸、 t�t\'{地 に跨が り 、 被災内容 も 復 旧方法 も 多岐 に 渡 っ た た め 、 工事は

難航。 全線開通 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド棋で 7 月 31 日 、 六 甲 ア イ ラ ン ド線で 8 月 23 日 に な っ た 。

大 き な 被 災構造物 の修復 は 震 災復 旧 時 に 完 了 し て い た が、 補強 r事は 、 前年度 に ポ ー ト ア

イ ラ ン F椋の神戸市建設局所管の コ ン ク リ ー ト 檎脚 の補強 と 洛橋防 止工事 を 23基実施 し た

が、 1998年度 は 同 市港湾局所管の 8 基の 仁事 を 実施 し た 。 北埠頭~ 中公国 間 で堅牢化の た

め の炭素繊維 の 巻 き 立 て や 、 安定 を |ヌ| る 脊)長拡11I品の 工事 も 行 っ た 。

〔新 し い市民の足に地下鉄海岸線建設〕

神戸市営地 F鉄 は 、 新神戸 � [JLî神 r�1央 閉 が営業 し て い る が、 ーベ官か ら 和 旧 IlJljl な ど甫部地

域 を 走 る 地 下鉄海岸線の計jjfJÎ も 進め ら れて い た 。 震災 に よ り 都市基盤 に 大 き な 十日害 を 受 け

た神戸市は 、 そ の{j三日 月 に 将米の総合的 な 計i画! と し て 「第 4 次神戸市基本計両」 を 策定 し 、

こ の 、海岸線 を 「 イ ン ナ ー シ テ ィ 総合恭本計i面ÎJ の リ ー デ イ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト の I つ にf立 置

付 け 、 震災復興事業の核 と し た 。 海岸線は神戸 市 1:1 1 心一部の 中央、 兵車 、 長 lll l><: を 通過す る

が、 こ の 地域は rJi く か ら 神戸粁消の発展 を 支 え 、 人 口 密度 も IfJi く 都心の二宮、 J己 IHJ 、 ネ11I戸

J:'Jiiが，ìjí; む御111奇 rtlli軒、j 近
(十It1 r í r tí交通k;-;提供)
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( ぽ1 8 ) 地下鉄海岸線路線図

( ，地 下$'k ミ ニ ニ ュ ー ス J )

に 近 い の に 公共交通が市パス し か な い た め 、 以前か ら 鉄道整備が待 ち 望 ま れ て い た 。

路線は新長 田 か ら 和 田 山中、 神戸駅、 栄 町 を 経 由 、 国際会館南側 に 繋 ぐ地下鉄道。 輸送効

率 、 経済性 な どか ら 駅間 は 1 km を 基準 と し 、 三宮、 元町、 栄 町 、 神戸、 中 之 高 、 和 田 岬 、

御崎公園、 ;frj藻、 駒 ヶ 林、 新長 田 の 10駅 (仮称) に 決 ま っ た 。 全線 8 krれ 現在、 パス で約

60分掛か る 新長 田 で吉間 を 15分で結ぶ ほ か 、 新長 田 、 神戸、 三宮 の 主要 タ ー ミ ナ ル で は

既存鉄道 に 連絡 さ れ る 。 I 司 の利用 者 は l 3万人 を 見込み 、 200l 年秋営業 開始。

12月 に は車両 の 碁本 デザ イ ン が決 ま っ た 。 リ ニ ア モ ー タ ー 駆動方式中量型の 機種 を 採用

し た た め 、 在米地下鉄 に 比べ る と 車両 は や や小型。 外観 は 先頭部 は 前面窓 を 大 き く 取 り 、

視界の 良 さ と 軽快感 を 強調 、 色 彩 は ホ ワ イ ト 系 に グ リ ー ン と マ リ ン ブル ー を 配 し た 。 内装

は シ ー ト は レ ッ ド 、 15\ミ は ツ ー ト ン カ ラ ー と し て い る 。

3 . 港湾
神戸港 も 壊滅状態 であ っ た 。 大型岸壁239 パ ー ス の大部分が沈 ド 、 傾斜 し 、 上回、 野積場、

荷役機械、 倉庫《 な どすべて に被害が出 て 、 震災抗後 に 使用 可能 な パ ー ス は 、 公共、 私設合

わ せ て 14 し か な か っ た が、 麻庫状態 の 陸上交通 に代 わ り 救長物資や救援者 の 受 け 入 れ な ど

を 行 っ た 。 港湾施設の復旧工事 は コ ン テ ナ 、 フ ェ リ ー パ ー ス の工 事が優先 的 に 進 め ら れ、

六 甲 ア イ ラ ン ド や 摩耶埠頭 な どの コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル で は 、 æ、f�I�1支出工事 に 続 き 、 倒 れ た

ガ ン ト リ ー ク レ ー ン の撤去、 再設置 と 、 暫定供用 に 向 け た工事がな、 ピ ッ チ で行 わ れ、 3 月

に は フ ル コ ン テ ナ船の復旧第一船が入港 し た 。 耐炭化 と 同 時 に 改造 も 進 め た神戸港 は 1 997

年 3 月 、 震災か ら 804 日 ぶ り に復旧完成記念竣工式 を 開 い た 。 復 I El [事の総費 用 は 5 ， 707億

円 で作業員 延べ263万人で あ っ た 。
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〔樹震性岸壁の整備続 く 〕

震災復興の埋め立 て が続 く 神戸港
(神戸市港湾整備局提供)

震災後、 摩耶、 新i巷束、 兵庫 の 各埠頭で は 、 耐 震強化岸壌 を 備 え た 再 開 発 を 進 め た が、

1998年震 は 、 摩耶埠頭で道路 ・ 上下水道 を 、 兵)車埠頭で道路 ・ 上水道の整備 を 、 新港東埠

頭で第 5 � 6 突堤 間 の 道路 ・ 上下水道の 整備 と 、 第 6 � 8 突堤開 の埋立工事 を 進め 、 竣工

後 に 地盤改良 を 行 っ た 。 各埠頭の 上屋 も 整備 し利用促進 を 図 っ た 。

神戸港の最新鋭拠点 と な る 六 甲 ア イ ラ ン ド 南事業で は 、 震災後、 用 地 の 一 部 に 震災 に よ

る 瓦傑 を 埋め 立 て用 に 受 け 入 れ 、 能地の復1 13 に 一役買 っ た が、 1998年度 は 凌諜土砂の受

け 入 れ な どで埋め立 て を 進め る 一方、 広域的 な 廃棄物処分場 と し て の機能 を 確保す る た め

の廃棄物理立護岸 の 整備 も 進め た 。

復興特定事業の 」 つ 、 上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 長江 ・ 神 戸 聞 の直航船の

受入基地 と な る 岸壁 を ポ ー ト ア イ ラ ン ド 地 区 に指定 し て受入体制 を 確保す る 一方 、 背後地

に 高度物流セ ン タ ー の建設 を 進 め て い た が、 1999年 3 月 か ら 供用 を 始め た 。

ま た 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド (第 2 期) な どの 建設、 利用 に よ り 今後、 増 大す る で あ ろ う 交

通 量 に 対処す る た め既成市街地 と 結 ばれる 神戸港港島 ト ン ネ ル は 、 1998年度の年度末 に現

地工事 を 完 了 、 1999年 7 月 か ら 供用 が開始 さ れ た 。

4 . 空港
震災復興の大 き な テ ー マ と な っ た神戸空港 に と っ て 、 1998年度 は 波乱 の 1 年であ っ た 。

向 空港 は 、 神戸市が ポ ー ト ア イ ラ ン ド南約 3 kmの 海面 を 埋 め 立 て 、 272ha の 土地 を 造成 し 、

2 ， 500 m の滑 走路 な ど を 建設す る も の だが、 こ の 年 は 空港高埋め 立 て に 必 要 な 公有水面埋

立免許の取得手続 き が進め ら れた 。 神戸市 は 空港埋立 に 係 る 環境影響評価書案 を 6 月 8 日

に 提 出 、 翌 9 日 か ら 7 H 23 日 ま で、評錨書:案の縦覧が行 わ れ、 こ の 間 の 6 月 19、 21 日 に 説明

会 を 、 8 月 9 日 に は 同 案 に対す る 公聴会で33人が公述 し た 。 9 月 28 日 に は神戸市環境影響

評備審査会が環境影響評価 (環境 ア セ ス メ ン ト ) に つ い て 「 お お む ね適切」 と 答 申 、 そ し
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て 10 月 19 日 、 神戸市 は思!な免許出版 を 1 J' ' ) た リ

こ れ に 対 し 「大切 な こ と は皆で決め よ う 」 と 令同 i刊 に 広 が る íU己J支出活動が、 神戸 市で

も 空港建設 の 是非 を 市民 に 1'1日 う 住民J支出 条 例 制 定 助 と な ヮ て 動 き U \ し た r fljl )  i 
住民投票 の 会」 は 7 月 18 日 、 世話人会て\ ゥとの 安 打: を i出j た し た J心住外 l lil 人 に も J支 出資怖

を 認め る な ど と し た独 白 の 条例案 を 作成 、 8 }j 2 1  f I か ら 住民J支 出 条例 11\+がl'í ;J(へ の g汗 1"1

動 を ス タ ー ト さ せ た 。 必 要 な 署名 数 は イ( 1Í1正 行 の so分の l 以 上 ( 約 :2 汀:t 喝 ()()() 人 ) どが、 I l ìJ
会は30万人 を 口 標 に掲 げ た 。 8 月 4 fI \ ニ 柑1 ) i ツ ぷ促進 Ihh l議 会がf1íJ1左 大 会 を tJfJ け ば、 1ì:

民投票 の 会 も 7 EI に 各 区 ご と に行政iベ の 27 を 組 織す る な ど、 !去す1 J互 助 ス タ ぃ ト l ìíj か ら Irt“:!([

営 は積傾的 な 運動 を 展 開 、 そ れぞれの ι場で、明治 を jf え よ う と ílμÎjγrιú;や ブ ォ … ラ ム 、

習 会が相次い で 開 催 さ れた 。 9 月 25 fI 、 住民投 誌 の 会は 1 ヵ 月 に 技 っ て集 め た '芦才I� I�(技

詰求 に 必要 な 数の 1 5倍 と な る 35万3 ， 525 人 (全有権者の30 . 5 % ) を 選挙管用委員 会 に提 出 、

さ ら に 10 月 初 日 、 最終審査で有効 と 認め ら れた30万7797人の署名 を 添 え 、 条例制定請求書

と 条例 案 を 神 戸 市 に提出 し た 。 笹 山 市 長 は 、 こ の 請求 に 基づ き 臨時市会 を 招 集 、 「空港計

画推進の意思形成 を 終 え て い る 現在の状況 ドで、 改 め て 是非 を 向 う 住民投票条 例 は制 定す

る 必要 の な い も の」 と す る ;広見 を 付 け て 条例 制 定案 を 市 会 に 付議 し た 。 そ し て 、 1 1 月 12 1-1

� 18 H に 開 か れ た 臨時市会で集中 審議 さ れた結来、 住民投票条例 制 定案 は 否決、 神戸空港

の推進 に 関 す る 決議 案 は 可決 さ れ た 。

そ の後、 ] 2 月 24 日 の 定例市会で、 空港島の理め立 て に つ い て 異議 の な い 日 の議決が な さ

れ 、 翌年 1 月 29 日 、 運輸大 臣 に 空港 島の埋立免許 に 係 る 認可 申 請 、 3 月 定例Tlf会での神戸

空港着工予算の議決 と 、 神戸空港 は 若工 に 向 け て の最終手続 き の段階へ と 進 ん だの で あ る 。
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「 ジ オ 茨木学問I!I] セ ン タ ー フ ラ ッ ツ 2 �館」 阪急ilif.k 1999{F 

「地 fí:9，海岸線」 神戸IÌT交通);;) 1998年 l O Fl

「池 F鉄 ミ ニ ニ コ 』 ス 1 � 7 J や11[; rrT交通局 1 99351二 7 Jl 一 目的イ1 1 2Jî

「 、ド成l O年度 'ji業概要J flll; ì  rH港湾�計結 局 1 999il二
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朝 日 、 ílJ� ICI 、 読売、 サ ン ケ イ 、 1 1 紙、 十IÞrì新開
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I第三節 情報イ ン ブ ヲ… ー

1 . 電話
大震災 の 朝 、 NTT が神戸地域 に持つ ] 44 万 四椋 の 約20 % 、 28万5 ， 000 n::Jj 線が故障 し 、

話が不通 に な っ た 。 約30万 の加入電話が通信不能や、 何 回 ダ イ ヤ ル を 1111 し で も 繋が ら な く

な っ た 。 加入者系通信 ケ ー ブル に も 被害が出 て 、 電話通信は 大混乱 に 陥 っ た の で あ る 。 故

障の大半 は 商用 電源の停 止 と 、 パ ッ ク ア ッ プ電源の損壊が原 |大| で あ っ た 。 加 え て被災地の

神戸市 辺 に は 全 国 か ら の安否確認、 見捧 い の 電話が殺到 し 、 震 災当 EJ の 1 7 U に は通常 ピ ー

ク の 50倍、 翌 18 日 で も 20倍の 電話が集 中 し 、 い わ ゆ る 幅較状態 がj昆乱 に 拍中: を か け た 。

(表 7 )

「 年

1968年

1975年

1 978年

1 982{ド

過去の災害事例 と 教言)11

災害名

i 勝沖地震

旭川 i 束 )\:;)"j 火災

宮城沖地震

長崎豪雨

被寄守;(7) :1J�ó� 一一丁一 教，i}l[ と 実施 し た 対 策

青森県 を '1 ' ，['、 に 4 ， 500加入
本 上 一 北海道の通伝が途絶

東光)"jJIえ若手の 1 8 、 900JJ[1 人 ( 1 3 �ì 間 )
機械室か ら n� 火

イLÙ É 市 を 中 心 に 4 、 000 力11 入 ( 7 [J 

l 市川川山夕外州州トM凶{らl• TV 巾紋伝送路 の jレ ー プ{ヒ
・ 4具 、工 防 [[--月J:W，j世 (TZ-60)

・ ハ ロ ン ìì'í1t設備の 導 入
・ 大符 :止百rJ五1t控'，=llJi1i}f;-l) 主Ei弐
. 大手子泣 li]搬理11芯ì}�!主�-í�l:

- 機械室の 梨 、 フ リ ー ア ク セ ス If の補強
. 矯iJ!:添�:r�1:�持て与のfvr外fi引坊の必化

1}lj ) 
に 2 0 ， 000加 入 ( 品 1 I I ・ 長時間停電対 策 ・ バ y テ リ ー のj切符註

; ・ 発電機のよ?自己*

1 ・ 衛 hJ 利 )1J の 拡 大
島根県 を ' t'心 に 1 2 ， 000加 入 !

983年 | 島根豪雨
~ ・ nrJ搬明デ ィ ジ タ ル 交換機 (KS- l )

{可 J l l ìI!.i監て、 I 同 カ't議官主{宇 i上 20 l! I 一 】 一 ・ 広 域災宍JIJ 光 ケ ー ブル の IJ出色
ll可 I

，-， " '" "" � 

{ マ ・ 出 火i幼 11，， ( 草ft燃 ケ ー ブル の係JjJ )
Ij十 日i行川収行の89 ，α)0加 入 。 ま v 川 | 一 …

・ li焼防 11: ( 防 火以
専 !十j線多 数 ( 9 l] 間 ) | ; 

| ・ と う 滋内作業符fl日の強化 j 
佐 賀 県 、 熊本民1等で18 ， 3001JLI人 ・ I1JJ��7\VJII 入者 無線}J 式 の rJfJ '1é

ìil] 1 1 1 氾滋で 2 局 が機能停止 ヨ I1 ・ 災��対策機23の デ ィ ジ タ ル 化 ; 
間

[匁尻 島 を ， [， 心 に 1 ， 150 加 入 1 2 1 1 i . 災)-f汁策機 ��のj幾重}rl'[jírL! 二 | 
間 ・ 川?対策川 ポ ー タ ブル 待J�{ の iお ずと 1 

ゆ ・ 4そ!可干IJ )目別ü; ， î ダ イ ヤ ル IJIJ ずと | i 神戸 ! 打 を i ド 心 lこ30万 を 越 え ξ )1 1 A I ，;， ': :  � ，� ， : �  ':" :�: ' ， '  ' 阪神 - 淡路大地震 ， '-" - �� " " � '''-'-' ' '- ''' !� 、 ・ fJ;片足利 JlJ の拡大 | 
i ( J  4 日 照

・ 被災地'Ii'j ll* ネ y ト ワ ー ク [Jr-j )と i 
(NTT 資料)
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NTT で は全 国 各地 か ら の応、援 を 含 め た7 ， 000人体制 で復 旧 に 取 り 組み、 1 月 末 ま で に復 旧

の希望 の あ っ た 約 10万回線の工事 を 完了 し た 。

NTT で は 、 震災後、 十勝沖地震か ら 今凶 の 震災 ま で、 過去の 災害か ら 得 た 教訓 を 生 か し 、

災害 に 強 い 通信設備 の構築や被災時の通信確保、 早期復 旧 を 図 る た め 、 以 下 の 基本方針 を

決め た 。 ① ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性向上②重要通信の確保③サ ー ピ ス の 早期 復 旧 ー の 3 点。

①は従来 か ら 実摘 し て い る ネ ッ ト ワ ー ク の ル ー プ化で、 市外伝送路が切 れ た 場合 に も 迂回

ル ー ト で救 え る 体制 。 ま た 、 各種通信設備、 鉄塔 な どは耐災性で安全 を確保 し た 。

(表 8 ) NTT の設備の耐災性

ト主Lql

 

火災紡護 風水害紡護

し な い | ・ 建物不燃化、 商j i ・ 高所選定 (2001f.降雨確率)
・ 震佼階 6 軽微 な損傷 | 火構造化 \ . 71<防板、 水|坊扉、 水�lj間際
・ 震度階 7 崩壊 ・ 倒壊を |口J I ・ 防火反面、 防火 | ・ 建物の嵩上げ

避 j 扉の設置 | ・ 鉄 塔; 風 圧 力o :tlL設 計 ( 風 速
・ 火災報知器等の 60 m / s 、 90 m / s )  

己又i哲
- 消化設備の設置
• J望通.fLiliît火ま ざ

し な い l ・ 激燃ぷ材採月J l ' 長時間停電対策 1 
・ 震度階 6 軽微 な損傷、 機 ! . ケ ー ブル貫通部 | ・ ア ン テ ナ速度圧設計 I

能上影響! な し | の耐火塞 ぎ

・ ア ウ ト サ イ ド と う 道 I [ と う 道 I [ と う 道
プ ラ ン ト I . 震度 階 6 損傷 し な い ! ・ 防火をそ I . 防水皇室、 防;j(扉 i 

| ・ 震度 階 7 一部損傷、 ケ ー | ・ 泌流入防止壊 ; ・ と う 道管理 シ ス テ ム 1 
i ブ ル 防護機能 に 影響 な し | ・ と う 道管翌日 シ ス I [ ケ ブル
I [ ケ ー ブル テ ム | ・ ケ ー ブル接続郊の浸水防 l�. I 
I . マ ン ホ ー ル 内 ケ ー ブル余長 I [ ケ ー ブル

・ と う 送等で難燃 I

し
ヶ ー?用

\ ケ 一 一

l 

! | 術の改良 | 

- イ ン サ イ ド
ラ ン ト

(NTT 資料 )

災害 に 備 え で の機器 も 移動電源車、 ポ ー タ ブル衛星、 デ ジ タ ル衛星車載局 、 応急、光 ケ ー

ブ ル 、 可搬型 デ ジ タ ル交換機 な ど を 整備 し た ほ か、 次の 5 つ の対策 も 決め た 。

1 . 災害時、 市民が和用 で き る 対策…公衆電話の無料化、 災害用伝言 ダ イ ヤ ル の 導 入 。

2 . 災害対策機関等の通信確保…災害時優先電話の接続、 ト ラ ヒ ッ ク 監視 ・ 告Ij桂IJ シ ス テ

ム の 高度化。

3 . 迅速 な サ ー ビ ス 復 旧 …電源設備 の 謝 震強化、 地下管路譲続部等の耐震強化。

4 . ネ ッ ト ワ ー ク ・ 設備の強化… ア ク セ ス 設備 の 早期被災推定 シ ス テ ム の 導入 、 衛星通

信利用 の 多 用 化 、 危機管理体制 の強化、 レ ス キ ュ ー 隊の編成。

5 . 地域災害時の'1奇報流通対策…被災地情報 ネ ッ ト ワ ー ク 、 ラ ジ オ ・ ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ
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( 図 9 ) 電源設備の耐震強化

鰐料配管 の I :ll!勤個所の?同

② i 糊 ! 川自E管の長尺
1 Iヒ ヒトレソチ{ヒ

(晶泊 鉱 大)

過大な慢tdご| 基礎部 分 の強 化③ |よる付帯設鍛 I��f:�:取り付け "
I ()) 音量t員 i による振動唱の

抑制)

ト ワ ー ク 、 自 治体;の 災害対策 シ ス テ ム 。

吾参

(NTT m'i )  

ま た 、 マ ル チ メ デ ィ ア 時代 に 臨み ア ク セ ス 梢の 光化 を 積極的 に 進め て い る が、 光 フ ァ イ

パ ー ケ ー ブル は 現在の メ タ ル 団 組 に 比べ、 通信量、 信頼性が高 く 、 震災時 に も 十分対応で

き る こ と か ら 、 新規 に敷設す る 回総 は 光方式で行 う よ う 準備 を 進め た 。 光 化 は 当 面 、 政令

指定都 市 、 県庁所在地都市 及 びそ れ に準ず る 都市 で 、 75都市。 近畿地区 で は大津、 京都、

奈良、 大阪、 和 歌 山 に神戸の 6 都市 を 中 心 に進め て い る O 神戸市内 の 光 ケ ー ブルの延長は

1998年度末で2 ， 414 km に な っ た。 ま た 、 住宅エ 1) ア な どで メ タ ル ケ ー ブ ル 並 み の低 コ ス ト

で光化が可能 な 「新光 ア ク セ ス シ ス テ ム (通称 π シ ス テ ム ) J も 、 1997年 に 、 全問 に先駆

け神戸市長 田 区鷹取東第一地 区 に 導入 し て t:J、来、 150 回 線 に な っ た 。

(表 9 ) 光ケ ー フ ル延長 キ ロ と π シ ス テ ム導入予定回線累計 π シ ス テ ム 導入回線数

光ケ ー フ ル (延長km)
累計

85 

150 

710 

1 3 ， 830 

(NTT 資料)

神戸市 中 央 区 海岸通 に 建設 中 の 「新神戸港 ピ ル 」 は 、 新時代 の 情報通信 の拠点 と し て計

画 さ れ た だ け に 神戸地区 の ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー の機能 を 持 ち 、 他地域が被

災 し た 時 に は代替業務 も 行 う 。 関西の 訪災拠点 ピ ル で も あ る と こ ろ か ら 、 通信衛星の基地

詩 設備、 ヘ リ ポ ー ト 設置、 大容量 ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン な ど非常用 電力 設備 な どが置 かれ

る 。 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 地下 2 階、 地上23階で1999年度完成予定 (低層 部 は2002年完成

予定) 。 一般市民向 け に 多 臼 的 ホ ー ル や マ ル チ メ デ ィ ア 体験ル ー ム も 設 け ら れ る 。
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2 . ニ ュ ー メ デ ィ ア

完成 間近い 「新村I(iì巷 ど J"J 
(NTT i走供)

阪神 ・ 淡路大震災の最大の教訓 は 、 災害情報の 電要性、 中 で も メ デ ィ ア と し て の イ ン タ ー

ネ ッ ト の 可能性 を 再 認識 さ せた こ と だ。 震災当 日 、 i直接住民 に広報す る 手段 を 探 し 「発信

で き る 可能性が僅かで、 も あ る な ら 、 どん な メ デ ィ ア で も 使お う 」 と 考 え て い た神戸 市職員

の脳裏 に 浮 か ん だ の が、 イ ン タ ー ネ ッ ト であ っ た 。 神戸 市 は震災前年か ら マ ル チ メ デ ィ ア

都市構想 を 打 ち 山 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の利 用 方法 を 探 る た め 、 rtf \!:外国語大学 と 協力 し 、

lliの ホ ー ム ペ ー ジ を 実験 的 に 進め て い た の で あ る 。 市 の 郊外 に あ る 外大の サ ー バが知事で、

電力 の早期j 回復、 専用 同線 も 復 旧 し た な とぐ条位二 は 整 っ て い た 。 翌日 日 か ら ホ ー ム ペ ー ジ

の 内 平等 を 震災情報 ( 火災焼失地域 と 市内 の 状況 を 、 日 米 2 ヵ 同語表記) に 切 り 替 え 、 神戸

市か ら のi吉報が世 界 Ijl に 発信 さ れ た 。 反響 は 凄 ま じ く 、 1 月 末 ま で の ア ク セ ス 件数は 世界

60 ヵ 呂 、 45万件 に:さ し た 。

rH職員 を 驚かせf た の は 世界 1 !:1 か ら 送 ら れて き た E メ ー ル の数々 で、 神戸の状況が具体的

に把握で き た と い う 反応 、 安否確認、 ボ ラ ン テ イ ア の I f J し 出 、 激励 、 ホ ー ム ペ ー ジ の転載

許可 な ど内容は 多様で、あ っ た 。 そ し て 、 こ れ ら の メ ー ル に は ボ ラ ン テ イ ア の 協 力 で感謝の

リ タ ー ン メ ー ルが送 ら れた 。

震災で の イ ン タ ー ネ ッ ト の 活用 は 、 そ の 存在 を は; く 知 ら せ、 自 治体で の ホ ー ム ペ ー ジ普

及 の き っ か け と な り 、 情報手段の ーっ と し て市民権 を 得 る こ と に繋がっ た 。 震 災 に よ る 被

害が想定 を 大 き く 仁 同 っ た こ と か ら 、 神戸市 は地域防災計IIfrí の 地震対策編 を 1996年度 に抜

本 的 に 改「汀、 情報状集 ・ 伝達 ・ 広 報計画 は}I��f[flはす応計画 と し て a 情報の ネ ッ ト ワ ー ク 化、
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けさ1 10 ) 神戸市災害情報全体 ネ ッ ト ワ ク構成図

ゆ[1) í rlí広報課資料 )

b . 情報収集 シ ス テ ム の整備、 c 災害時通信 シ ス テ ム の 整備、 d . 災害時広報 シ ス テ ム 、

e . マ ス コ ミ と の述携、 f . 災害時広聴 ・ 相談 シ ス テ ム 、 の よ う に定め た 。

ま た 、 iL75:発生直後か ら 応急対応却j ま で の対)応 を 、 情報面か ら 支援す る こ と を 日 的 に 、

神戸市総合紡災通信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ( こ う べ防災 ネ ッ ト ) がつ く ら れ 、 1998年 9 月

か ら 運用 を 始め た。 防災指令発令や 災害対策本部設置時 に情報連絡室 と し て 使 わ れ る 紡災

情報セ ン タ ー (市役所ー l 号館) 内 に サ ー バが置かれ、 i坊 災情報セ ン タ 一 、 市役所各局 ・ 区

役所 ・ m l功署 ・ 市 立学校 な ど に 端末機が設置 さ れ る 。 職員 召 集 、 被害情報収集 、 物資管ifR、

避難者安否情報、 災害記録な どの 8 つ の サ ブ シ ス テ ム か ら な り 、 従来 の 防 災行政無線 ・ 電

に よ る 情報収集 ・ 伝達 と 比べ、 以 下 の よ う な 効 果があ る と 考 え ら れ る 。

b 区役所、 学校 な どの端末機か ら 被害情報な どが入力 さ れ る た め 、 被害情報収集 と 情聞

の共有が全]ì二 的 に 迅速 に 1':Z1 れ る 。

b 地理情報 シ ス テ ム に よ り 被害場所や 防災関係施設 を 地 [:;，<1 仁 に指示 し た り 、 被害現場の

写真柄像 を 保有 で、 き る た め 、 適切 な 災害対応がで き る

b 避難所数、 必要給食数や物資要求 な どの情報 を 把握す る こ と で 、 避難所運常や物資配
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( 図 1 1 ) 現在の神戸市の ホ ー ム ベ ー ジ
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送 な ど を 迅速 、 的確 に行 う こ と がで き る 。

b 本人が承諾 し た避難者の安否や災害後の 生活情報 を 市民 に 提供 で き る ー な どで あ る 。

有線系 シ ス テ ム は震災時 に 断線や停電 な ど に よ り シ ス テ ム が機能 し な い 可 能性があ る 。

こ の た め 、 自 家発電の推進 も 検討 し て い る が、 ラ イ フ ラ イ ン の 回復 に 伴 う 避難所管理、 物

資管理 な ど に 役立 つ と 神戸市で は見 て い る O

3 . 放送
NHK 

神 戸 市 中 央以 に あ る NHK 神戸放送局 3 階の ス キ ッ プ。パ ッ ク レ コ ー ダ ー が、 そ の瞬 間 を
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(表10) N H K 神戸放送局制作の震災 関連番組

メディ ア
総合

BS 1 

R 1 

系 統 放送 月 日 1隠

近 ブ 4 月 6 tl - 毎週却5
丘 ブ 4 月 4 日 日

近 ブ 4 � 20 0 �24 日 月 ~金

全 Gli! 6 H 1 8 日 j 木

近 ブ 1 2月 5 日 土

全 国 l 月 10 円 日

全 国 1 n 14 日 木
近畿 四国ブ l 月 17 日 日
全 国 l 月 17 日 日

近 ブ l 月 17 日 日
全 国 l 月 17 Fl 日

全 淘 l Jî 17 B  R 
全 国 i 1 月 1 6 日 土

放送時間

7 ι5� 8 :∞ 

18白 IO�18‘38(10) 

ì8 :00�問。00(149)

23: 45�04: 30 (195) 

18‘ 1O� 18:381 ]'1l 

23 : 15�お・39

21 : 30�21 : 59 114i 

7 :45� 8 :22 

11 :ω� I I  :49(12) 

18 ω� 19 :00(30) 

21 :OO�21 :49 (24) 

lí:00�lí:49 ( ]5) 

]O : 30� ]1 : 50(40) 

12: ]5�23 : 0。

君子 手H 名 長1 題

復興'98 (;]9本)
発信基地98 設に も 知 ら れず に ・ .

震災孤独死200人
ニ ュ ー ス パ】 ク 関西 兵庫 ウ ィ ー ク

「あ な たの街が見 え る み ん なの顔が見 え る j
青泰探検 仮設住宅か ら今、ぶ も の

神戸 ・ 災 ボ ラ ン テ ィ ア 井 上 恕ー

発信基地'98 i 支 え あ え る 伎 ま い を 求めて

一 震 災 4 {ド ・ 高齢者の選択
新 日 本探訪 鍛 ( なべ) に願い を か よ わせて

~神戸 ・ 食災から 4 年一
ク ロ ー ズ ア y ブ現代 独立す る高齢者た ち 復興住宅か ら の報告
復興'99 ス ペ シ ャ ル 復興への メ ッ セ ー ジ
阪神大震災か ら 4 年

復興は今
ニ ュ ー ス パー ク 関西特集 特集 - EZ災か ら 4 年
NHK ス ペ シ ャ ル ;

取 り 残 さ れた再建
震災か ら 4 年 都市復興の 中 で

列 島 ス ペ シ ャ ル 明石海峡大橋
ー あす 開通 ・ 世界最長のつ り 僑

阪神大震災か ら 4 年 どう つ く る 新 し い 暮 ら し

土曜ジ ャ ー ナ ル 阪神大震災か ら 4 年の被災地

(f兵庫 プ ロ フ ィ ー ル ι99J )

記録 し て い た。 そ し て 、 NHK は マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 2 の 脅 威 を 鮮 明 に 記 録 し た こ の 映像 を

は じ め 、 被災地の様子 を 全国へ、 世界へ と 発進 し 続 け た 。 近 く の小学校用 地 に 造 ら れ た 仮

設ス タ ジ オ か ら 総合、 衛星第 2 、 ラ ジ オ 第 1 の 3 波で 、 震災後 1 ヵ 月 で全 国 放送が273 時 間 、

近畿地方向 け ブ ロ ッ ク 放送が81時 間 に も の ぼっ た 。 5 月 に ]R 神戸駅前 の HDC ピ ル に 局 舎

を 移転 し た が、 震 災 関 連 の ニ ュ ー ス や番組 と の取 り 組 み は 続 け ら れた 。

そ う し た 一つが、 1995年 4 月 に ス タ ー ト し た近畿向 け ブ ロ ッ ク 放送 「がん ば ろ や ! 阪神 ・

淡路J (総合 ・ 土朝日 ・OO� 1 1 :45) で あ る 。 被災地の様子や被災者の 暮 ら し 、 街の復興ぶ り

を 伝 え る “ わ が荷 復興地図" や 、 被災者の悩 み や 相 談 に 答 え る コ ー ナ ー な どで き め 細 か

い情報番組だが、 地域放送局 が44分の定時番組 を 制作す る の は異例 の こ と で あ っ た 。 こ の

番 組 は そ の 後、 タ イ ト ル な ど を 変 え 1998年 度 は 「復興 '98J (総合 ・ 日 朝7:45 �8:00) と し

て 受 け継がれ た 。 そ の ほ か 、 例年 1 月 17 目 前後 に は被災地の復興の現状 や 課題、 防災体制

や 緊急対定、 の 検証 な どの震災関連番総 を 集 中編成 し た ほ か 、 「ニ ュ ー ス パ ー ク 関西J 'お は

よ う 関西J '発信基地 '9ね な どの定時番組で も 、 継続 し て伝 え た 。

震災後、 復興支援 の た め 、 ラ ジ オ ・ テ レ ピ の 様 々 な 公開番組 を 実施 し て き た が、 1999年

2 月 に神戸文化ホ ー ル で 'BS 日 本の う た フ ォ ー ク 大集合~ 甫 こ う せっ と ア コ ー ス テ ィ ッ

ク ・ フ レ ン ズ」 の 公 開 録 画 を 行 っ た 。 南 こ う せつ 、 イ ル カ 、 小椋佳 ら の 出 演 で 、 28 日 に B

S 2 (夜9:00� 10:29) で放送 さ れ た 。
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〔放送会館跡地が “ ま ち か ど広場" に)

�tn止 し た ま 人 か と u、 Jj;)
(KlIK j;\W�) 

ま た 、 会館跡地が “ ま ち か ど広場" と し て生 ま れ変 わ っ た 。 震災で担壊 し 社屋がtfJi. り ;壊

さ れ た 後、 空 き 地 に な り 、 年 に l 凶 、 イ ベ ン ト 'NIIK 子1[1 ふ れ あ い パ ー ク 」 で i打民 に 開

放 さ れ て き た が、 地元市民か ら の 要望 で跡地 を 神 戸 市 に 暫定貸 与、 跡地約1 ， 320m2 の う ち

3 分の 1 (約4 50m' ) が、 ト ア ロ ー ド地 区 ま ち づ く り 協議会が運営す る 「 ト ア ガー デ ン 」

と し て 市民 の憩 い の広場 と な っ た 。 残 り (約870ば) は神戸 市都 Irj整備公社が運件す る 駐

rjf場 と し て 活}IJ さ れ る こ と に な り 、 J 999:íf. 4 月 に オ ー プ ン し た 。

サ ン テ レ ピ ジ ョ ン

神戸港?I fl の 人工 島 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に社屋があ る た め 、 地震の被害 は 大 き く な か っ た が、

放送 を 担当 す る 社員 が不在 の た め 、 震災報道がす ぐ で き な い事態 に 庄市 し た のがサ ン テ レ

ピ ジ ョ ン で あ っ た 。 液状化現象で、泥海 と 化 し た 島 内 を 泳 ぐ よ う に し て駆け付 け た ア ナ ウ ン

サ ー 、 報道部員 に よ り 第 a報が流 さ れ た の は 、 午 前 8 時18分であ っ た 。 し か し 、 こ の 時か

ら 23 U 'i二 rìíJ 8 時 ま で の 6 1 I 問 、 C M抜 き の地震放 送 の み が流 さ れ た の で あ る o 1998年度 も

被災地 に 生 き る 放送局の使命 と し て 、 震災関連報道 は 続け ら れ た 。

C 1 .  1 7 'こ 「鎮魂、 そ し て夢み」 放送〕

1999年 1 Jl 1 7 日 に は 、 被災地の 4 年 間 を 振 り 返 る と と も に も う J夜、 真の復興に l[iJ け て

何 を すべ き か考 え よ う と 「鎮魂、 そ し て 歩み」 を 放送 し た 。 深夜 2 時30分か ら 夜 7 11守59分

ま での 8 時 間30分 に 渡 る 特別番組l を 編成 し 、 復興、 再生の歩み を ニ ュ ー ス iÍ':: ulJíで.j:}JZ り 返 る

「震災報道 こ の .j'1三」 か ら ス タ ー ト 。 4 1111 � I のL[汁五J 5 時46分 を 静 か に 迎 え る i 鎮魂 ・ そ し

て 歩 みJ PART 1 に 続 き 、 復興の ま ち づ く り を 撮 り あlt け て い る 青池憲司 監督の ii"í!11JJ と イ

ン タ ビ ュ ー 「見 つ め続 け た 再 生 の JHJ 一 11史 [ilJi ' 野 rTI 北部 ・ 鷹取の 人 び と 」 、 そ し て 県 ・ | 打

の追悼式 1 I 1 継 や 、 東遊 !現 地 で の 市民が数千本 の竹筒 に ロ ー ソ ク を 汗かべ点灯す る

2j\ }L 111 郊 dí イ ン フ ラ 汚43



「はつ めf�d T て Ilftlー の illJ の 核問i
( サ ン テ レ ヒ ジ ョ ン提1JtJ

(表12) 震災特集98 ・ 99 (98年 4 月 �99年 3 月 放送分)

出品;
一

，、叶イノ
98参i呪:)翠」

長 tiJ fflJ日 義秋
反矢 中間 半谷コ

際 平 向 rlJ 美 子
「火災保険裁判のわ二方」

建男 松本 隆行
克己 足野 良樹

8 月 26 日 I r神(1か ら の祈 り 」
喜納 品古ほか

稔:6百 'Jé古

3 月 28 日 I r 公'玄 と 震 災 を 越 え て」
松 光子
中 尾 英夫 浅野弥三 →

2 月 に企業 9 t十 と
災者 も 少な く な く 、
ら 、 今後の檎だ! を

(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料)
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PART 2 な どで構成 し た 。

他 に こ の 年 も 「ニ ュ ー ス Eye ラ ン ドJ 1"ニ ュ ー ス サ タ デー J 1" 日 曜夕 刊J 1"震災特集98、

99J 1"神戸新聞 ジ ャ ー ナ ルJ 1"神戸 リ ポ ー ト 98、 99J 1" フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫」 な どで震災 を 追 っ

た 。

ラ ジ オ 関西

震災で社原 を 失 っ た の は ラ ジ オ 関 西 (AM 神 戸 ) も 同様 で あ っ た 。 社屋が大損壊 し て 情

報が不足 し 、 出 勤 途 中 の 社員 か ら の見 聞 を 流す な ど苦 闘 の 中 で 、 20 日 朝 ま で 3 日 間 、 CM

抜 き の震災報道 を 流 し た o 17 臼 朝 か ら は安否情報 と 生活情報の受 け付 け が始 ま り 、 1 月 末

ま で に 6 万件の情報が提供 さ れ た 。

1998年度 も 、 前年度 に 引 き 続 き 震災関連報道 に 精 力 的 に取 り 組ん だ。 「 ニ ュ ー ス 大通 り 」

「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グJ な どの 定時番組で、 年 間 を 通 じ て 震 災関連 に 取 り

組 ん だ ほ か、 1999年 l 月 11 日 か ら の 1 週 間 を 「震災 メ モ リ ア ル ウ ィ ー ク J と 位置付 け 、 「私

(表13) f露の 団 六 の ニ ュ ー ス 大通 り J の震災関連番組

放送 日 タ イ ト ル

98 ・ 4 . 3 1 野島 断層 保存館信号館
4 ・ 8 I 仮設生活采 り 越 え 78歳で定持制高校合格
4 ・ 17 I 動物救護セ ン タ ー で ボ ラ ン テ イ ア 活動
4 ・ 30 I 公的支緩 は ど う な っ た
5 ・ 1 8 I 仮設か ら 新 し い住 ま い flIAT 神戸」 へ
6 ・ 29 I 復興住宅に移 っ た の に 自 殺は なぜ
7 ・ 23 I レ イ ン ボ ー ハ ウ ス は ど こ ま で出 来 た の
8 ・ 17 I 震災 を 忘 れ な い 神戸か ら 東京へ
9 ・ 1 I 仮設住宅は 今、 大倉山仮設
9 ・ 17 I 市場が反画整理で移転
10 ・ 5 I 弓弦II神村復興
10 ・ 14 I 歴 史的建造物建直 し 神戸高校その後
10 ・ 16 I 仮設の心 を繋 ぐ 高齢者住宅 を 建設 し よ う
10 ・ 20 I 音楽家 に何が出 米 る か
1 1 ・ 13 I 長 田 あ さ ひj号、 車椅子で入浴可
1 1 ・ 18 I 神戸駅リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン
1 1 ・ 27 I 阪急伊丹駅復興オ ー プ ン
12 ・ 27 I 芦屋高校震災ホ ー ム ペ ー ジ2万人が見た

99 . 1 . 4 I 被災者の方のお正月
1 . 7 ! 神戸の械 ラ イ ト ア ッ プの集い
1 ・ 8 I レ イ ン ボー ハ ウ ス 明 日 完成 震災孤児の寂 しの城
1 ・ 1 4 I 人間 の ま ち ~野 市 北部鷹取の 人 々 映画完成
1 ・ 15 I 震災写真展 と 震災報道 に つ い て
1 ・ 18 I hj�災か ら の復興
1 ・ 25 I 多言語で災害情報 を
1 . 27 I 菊正宗記念館復興 オ ー ブ ン
2 . 1 1  I 震災下 に作 曲 し た歌 「勇気」
3 ・ 18 I 明石 フ ェ リ ー は復興 し た か

出 演 者

田 中 一郎 リ ポー ト
車順愛
松岡章裕 ・ 獣医師
田 中 到: リ ポー ト

; 村 111 家 か ら 中継
i 小熔啓子 リ ポ ー ト

あ し な が育英会
理系泰範
生中継
ノl、):HlJi'ヰ了. 1) ポ ー ト
沢 EfI 1攻安 宮司
野i締法一
赤坂 ひ ろ み
臼 本 フ ィ ル
生中総
同
同
数越達也教諭
小):[l[í詳子 リ ポ ー ト
三条社夫 リ ポー タ 】
生中継
青池憲司室主管
関西学生報道遠盟代表
FM わ い わ い か ら 生 中 継
ク 日 比野氏

( ラ ジ オ 雨戸{資料 )
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(衣14) 谷五郎の OH I ハ ッ ピ モ ー ニ ン グ」 の震災関連番組

タ イ ト ル

98 ・ 4 ・ 20 I 仮設住宅訪問 を続け る
4 ・ 23 I 震災 ・ 公的援助法実現の今
5 ・ 18 I I浜風の家」 佳設
6 ・ 29 I 神戸港復興
7 ・ 1 ! 公的援助 法 を 選 る 運動
9 . 1 防災の 日 特集
1 1 ・ 3 I íl三 災体験エ ッ セ イ コ ン テ ス ト
12 . 17 I 第 - lロj こ う ベ ウ オ ー ク

I 99 ・ 1 . 7 I レ イ ン オfー ハ ウ ス 完成
・ 1 1 絞済の復興は
・ l 2 I あ れ か ら 4 年、 子供 た ち は今
・ l 3 I 街づ く り の現状
・ l4 I 震災で生 ま れ た も の 、 変 わ っ た こ と
・ 18 I 震 災 を 越 え て 詩 ・ 入選作の朗読

2 ・ 3 I こ ん どは あ な たカfコー ー ノ f ン
2 ・ 10 I �in'Ç�長 「未開 の 街」
3 . 1 I 再現i マ ン シ ョ ン

し と 竺旦竺竺 三三?今

演 者

ワ ー ・ ユニ オ ン
'1' 島絢 子

藤本義一
神戸市企i雨情報課
ネ ッ ト ワ ー ク 事務局

I ìljlj寸孝 - 神戸大教授
長 日j Iま の高校生
神戸復興勢
八木俊介
力11藤恵正 ・ 神戸尚大教J受
神戸市 川吾小学校か ら
森栗茂… ・ 大阪外大助教授
堀 内 lf美
竹下景子
仁聖子泰昭 ほ か
浜岡収ほか
先 日i 政弘 ほ か i 
r þ縦 |

( ラ ジ オ 関西資料)

た ち は 忘れ な い」 の テ ー マ を 引 き 続い で特別番組 を 放送 し た 。

震災 メ モ リ ア ル 当 日 の 17 日 は 早朝 5 時か ら の追悼音楽番組で ス タ ー ト 。 1 1 時 か ら は 県公

館か ら 震災追悼式典 を 中継、 午後 4 時か ら は 防災ホ ッ ト ラ イ ン の 第 1 回特番、 6 時20分か

ら はや11戸栄光教会で 向 か れ た 加藤登紀子 コ ン サ ー ト の "11継録者 な どで 5 年 目 を 迎 え る 震災

の 日 を 特集 し た 。

(FM 局 と の連携 や防災情報の カ ッ ト イ ン も 〕

地域防災 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り も 進 ん だ 。 1997年 に神戸新 聞 、 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン と の 3 社

関 で結 ん だ 「 緊急報道相互援助 協定」 に 続 き 、 1998年度 は 4 月 に 、 県 の 私 立 中 学高等学校

連合会 と の 問 で 「守:校放送 緊急、情報 シ ス テ ム 」 を ス タ ー ト さ せ た 。 災害時 に 限 ら ず緊急時

に 学校情報 を い ち 早 く AM 神 戸 で放送す る 全国 初 の シ ス テ ム で 、 震災時、 公 立学校 に 比

べ通学範 聞 の 広 い私学各校が、 生徒の安否確認 に膨大 な T二 間 と H寺 問 が掛か っ た 反省 か ら 実

し た も の 。 対 象 は 県 下の84 の私 立 中 学 ・ 高校生徒 と 教職員約 6 万 2 千人。 緊急時 に 学校

か ら の 専用 用 紙 に よ る フ ァ ッ ク ス 連絡で、 生徒の安否情報や休校情報 な ど を 学校単位で放

送す る 。

県 下 の コ ミ ュ ニ テ ィ - FM 7 局 (注 1 ) と 手 を 結 ん だ 「兵庫 県地域 ラ ジ オ ネ ッ ト ワ ー ク

連絡会」 が 8 月 に ス タ ー ト し た 。 参加す る の は 1996年以 降 に 開 局 、 出 力 10W 以 下 で聴取

範囲が半径 5 � 1 0 km以 内 の FM 局 。 各局 と も き め細 か な 地元情報 を 伝 え る こ と を 課題 に し

て お り 、 災害や 緊急事態 が発生 し 大被需が出 た 場合、 連絡 を 取 り 合 っ て情報交換や共 同 放

送番組の放送、 取材協力 を 行 う も の で 、 こ の よ う な 連携は全国 で も 初。 10月 か ら 週 l 回 [ ラ

ジ オ ネ ッ ト ひ ょ う ご、」 の タ イ ト ル で15分番組 を 制作、 共 同放送 し た 。
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1999年 l 月 に は 、 全国初 の 緊急地域防災情報の カ ッ ト イ ン (割 り 込み) 放送 シ ス テ ム で

あ る 「兵庫県/ AM 神 戸 防 災情報放 送 協 定J を 創 設 し た 。 災害発生 で緊急 に住民へ の 呼

び掛け や 情報提供が必 要 と 判 断 し た場合、 県が同社 に放送 を 要請 し 、 被 害 の 拡大防止の た

め に必 要 な 情報 を 県 の担 当 者 が庁 内 の ミ ニ ス タ ジ オ か ら ラ ジ オ で呼び掛 け る O 緊急時 に情

報が番組の 中 に割 り 込ん で、流 さ れ る が、 地域の安全が脅か さ れ る 緊急 時 は ジ ャ ー ナ リ ズ ム

で あ る 前 に 地域の 防災機関 と し て の立場 を 優先 さ せ る べ き と の結論か ら 締結 さ れ た 。

(注 1 ) ラ ジ オ ネ ッ ト ワ ー ク 連絡会参加の コ ミ ュ ニ テ ィ ー FM 7 局
エ ブ エ ム わ い わ い (神戸市長 田 区 ) エ ブ エ ム あ ま が さ き (尼崎市) エ フ エ ム 三木 (三木市) 伊 丹 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

放送 (伊丹市) エ ブ エ ム ム ー ブ (神戸市中央区) 間営 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 放送 (西宮市) エ ブ エ ム た じ ま (豊岡市)

4 . 新開
最大の被害 を 受 け た の は ]R 三宮駅前 の本社 ピ ル に壊滅的損傷 を 蒙 っ た 神戸新聞 で あ っ

た 。 停電の た め 、 電話、 フ ァ ッ ク ス は作動せず、 何 よ り 新聞制作 を コ ン ピ ュ ー タ ー 制御 し

て い る C T S 装置 が ピ ク と も 動か な か っ た 。 新聞 を 発行 で き な い危機 を 救 っ た の が、 京都

新聞 と の 間 に締結 さ れて い た 「 緊急事態発生時の新開発行援助協定j で あ っ た 。 同 杜 の 全

面的協力 に よ り 、 17 日 午後 7 時 に震災当 日 の夕 刊27万部が刷 り 土.がっ た の で あ る 。

〔世界新聞大会で被災地の復興 をt世界に発信〕

震災か ら 4 年 日 を 迎 え た 1998年震は 、 間 わ れ る 公的支譲の あ り 方、 足踏み す る 被災地経

済、 な お続 く 独居死… と 新開 各紙 は震災報道 を 継続 し て展 開 し 、 被災者 と 被災地の課題 を

掘 り 下 げな が ら 、 検証 と 問題提起の記事や連載企画 な ど を 被災地 の 内外 に 発信 し た 。

震災 3 周年 を 経 る と 、 東京 メ デ ィ ア に よ る 震災報道 は め っ き り 少 な く な り 、 震災報道の

“温度走" は 東 西で年 を 追 う ご と に 拡大 し て き た 。 被災地 メ デ ィ ア と し て は 、 そ れだ け 継

続報道 に 努 め た と い う こ と で、 地元の神戸新聞 を 始 め朝 日 、 毎 日 、 読売、 日 経、 産経新聞

な どの神戸支局 ・ 総局 は 多様 な 紙面づ く り を 留 っ た 。

こ の年 は 、 4 月 に 震源 の 島 ・ 淡路 と 神戸 ・ 舞子 を 結 ぶ 明石海峡大橋が開通 し た 。 震 災 を

は さ み着工か ら 10年 、 構想か ら は40年の “ 夢 の か け橋" だ け に 、 開 通前 後 の 各紙の紙面は

「大橋報道」 に 彩 ら れ た 。 ま た 5 月 に は 、 日 本新開協会、 神戸新聞社共 催 の 「第51 回 世 界

新 聞 大会 ・ 第 5 回 世界編集者 フ ォ ー ラ ム j が神戸 で 開 か れ た 。 59 ヵ 国 ・ 地域か ら 約800人

が参加、 大会討議 を 通 し て 、 被災地の復興状況や課題が世界へ発信 さ れ、 神戸新聞 は震災

報道 に つ い て特別報告 を 行 っ た 。 同 様 に 報告 さ れ た 米 国 の新聞社 に よ る 洪水報道 と 相通 じ

「災害J を 巡 る 日 米両紙の報道姿勢 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の再生 (復興) を 支援す る 役割 を

担 い 、 市民 を 意志決定の過程 に 巻 き 込む 「 シ ピ ッ ク ジ ャ ー ナ リ ズ ム 」 の 実践 と し て 、 各 国

ジ ャ ー ナ リ ス ト の 大 き な 注 目 を 集 め た 。

復興行政の足跡 と 実績が、 選挙 な どで多角 的 に 問 わ れた 年 で、 も あ っ た 。 7 月 、 初 の投票

時 間 の 2 時 間 延 長 に よ る 参院選、 10月 、 兵庫県知事選、 さ ら に 1 1 丹 、 神戸空港住民投票条
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例 の否決。 各紙 は そ れぞれ に 震災報道 の 蓄積 と 分析、 調査デー タ を 生 か し て 一連の選挙報

道や住民投票報道 に 全力 を 注 ぎ、 多様な 選択の指針 を 被災者 に提供 し た 。

神戸新 聞 が震災報道 の 中心企画 に据 え て き た連載 「復興へ」 シ リ ー ズ は 、 1 999年 の 年頭

で第19音15 を 数 え た 。 「遠 ざか る 浮揚 失速 し た 被災地救済J 復興の パ ネ に な る 地場経済の

屈復 に メ ド が:立 た な い ま ま 、 震災 4 周 年 の 1 . 17 は 巡 っ て き た 。 初 の 日 曜 日 と 重 な り 夕 刊

が な い た め 、 「午前 5 時46分J の 報道記事 は 18 日 朝刊 ま で被災地 に 届 か な か っ た 。 し か し 、

神 戸 、 毎 日 新聞 は 「 夕刊号外」 を 被災地で発行す る な ど 5 年 目 に 向 け た継続報道の努力 は

続い た の で あ る O

待 た れ る 情報のヂジ タ ル化 と ネ ッ ト ワ ー ク化

震災で被 っ た ラ イ フ ラ イ ン の被害の う ち 「情

報」 は 、 電気、 ガ ス 、 水道 と 並ぶ も の と し て 、

改 め て そ の 重大性 と 位置付けが明確 と な っ た 。

ま さ に 「 災害時の情報は命 を 救 う J の で あ り 、

非常時の行政の最 も 重要 な サ ー ビ ス で危機管理

施策 な の で あ る 。 し か し 、 独 自 の直接広報手段

と し て 、 国 内 外 に 情報発信可能 で あ っ た イ ン
タ 』 ネ ッ ト も 、 直接 的 に は 被 災 地 に は 届 か な

か っ た 。 さ ら に情報収集 ・ 整理 と い う 点 で は 情
報回路の 寸断や 防災 シ ス テ ム 自 体の被災、 防災

拠点の倒壊、 職員 の被災、 関係機関の連携の困
難 さ な どか ら 、 被害状況の把握 を 始め 、 応急復

旧等 に必要 な 情報が i 分収集で き な か っ た 。 多
く の I打民へ の 窓 口 で の応対 や電話等 に よ る 問 い

合わせーへの応答 だ け で な く 、 例 え ば報道機関へ
の情報提供 は専 ら 手書 き の メ モ や コ ピ ー を ホ ワ

イ ト ボー ド に掲示す る 方法で行 わ れ た よ う に 、

情報源 の 中心が紙媒体で あ っ た た め 、 情報の 共

有 や検索が 自 由 に で き ず、 情報収集 (提供) 側
も 受け手側 も 、 非常 な エ ネ ル ギー を 費 や さ ね ば

な ら な か っ た の で あ る O

こ の よ う に 、 発信仰j の混乱 を 避 け る た め に も 、
刻一刻 と 変化す る リ ア ル タ イ ム の 情報収集 ・ 発
信 に は 情報デ ジ タ ル化 と ネ ッ ト ワ ー ク 化が重要

で あ る 。

そ の上で、 有線 と 無線、 衛星波 と 地上波、 電
子媒体 と 紙媒体 な ど、 相互補完機 能 を 持 ち 共存

す る 各 々 の 媒体の機能 と 役割 を 、 そ の 持の状況
に 応 じ て使い分け て 、 初 め て情報 を 欲 し い 人 に

確 実 に 届 け る こ と がで き る の で あ る 。 ( J l I 田 誉
史子 「災害 と イ ン タ ー ネ ッ ト 」 建築防災)

危機の中の新開発行~阪神 ・ 淡路大震災の経験 か ら

マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 2 の 直 下 型 地 震 は 、 神 戸 市
の 中心部 に あ っ た 神 戸新聞本社 ピ ル に 致命的 な

打撃 を 与 え 、 新聞制作の心臓部 と も 言 え る コ ン
ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム を 完全 に破壊 し た 。 自 ら の

力 で新聞が発行で き な い。 意味す る と こ ろ は新
聞の死であ る 。

い か な る 代 償 を 払 っ て も 夕 刊 を 発行 す る 、 即
ち 、 l 号 た り と も 休刊 し な い こ と が至 k命題で
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あ っ た 。 休刊 は 二 つ の 側面 に お い て 、 神戸新局

が致命的打撃 を 蒙 る こ と を 意味 し た 。 ‘ つ は 、
被災者が最 も 頼 り に す る で あ ろ う 地元紙が、 最

も 必要 と さ れ る 時 に 、 そ の役割 を 果 た せ な い 、

と い う こ と に な れ ば、 地元紙 と し て の 存在価値
を 失 う 。 メ デ ィ ア と し て の死 に 等 し い 。 も う 一

つ は 販売競争 に お い て 取 り 返 し の つ か な い ダ

メ ー ジ を 受け る 可能性で、あ る O



是が非で も 夕刊 は 発行 さ れ な け れ ばな ら な い 。
そ し て 、 翌 日 か ら 朝 刊 、 夕 刊 が途切 れ る こ と な

く 家庭 に届 か な け ればな ら な い。 生 き る か、 死

ぬか。 ま さ に生死の瀬戸際で京都新聞 と の杷互
応援協定が我 々 を 救 っ て く れ た 。 夕刊発行の可
能性が生 ま れ、 希望の 光が差 し 込み、 目 標が定

ま っ た こ と で我 々 は 困 難か ら 立 ち 直 り 、 歯車は

回 り 始め た 。
取材 すべ き 対 象 は 山 の よ う に あ っ た が、 限 ら

れ た紙面 を 有 効 に使 う た め に は 、 記事の選択、

書 き 方の 工夫が必要 だ っ た 。 我 々 が当 初 、 採用
し た 方針は 大 き く 言 っ て 二 つ あ る O 一つ は被災

者が本 当 に必要 と し て い る 情報、 差 し 迫 っ て必

要 と し て い る 情報 を 提供す る O 例 え ば、 家族や

知人の安否、居住地の様子、水道 ・ ガ ス ・ 電気 ・
交通機関 ・ 道路 な ど ラ イ フ ラ イ ン の現状 と 復 !日

状況、 ど こ に行 け ば何 を 得 ら れ る か、 役所の対
応 は な どな どで あ る 。 二 つ 白 は 、 不安 と 悲 し み

打 ち の め さ れ て い る 住 民 に 勇 気 を 与 え る
ユ ー マ ン ス ト ー リ ー を 発掘す る で あ る 。 被

を 最優先 し た 紙面づ く り と 言 っ て よ

く参考文献 〉

し ミ 。

阪神 ・ 淡路大震災 に は 、 地震対 策の手抜か り
と い う 人災の側面 も 強 く あ っ た が、 行政当局へ

の 批 判 は 後 回 し に し た。 役 所 自 身 も 大 き な ダ

メ ー ジ を 受 け て お り 、 被災者救援 に 追 わ れ て い
た 。 責任追求 を 一時、 榔 とげ し た点 は 、 ジ ャ ー

ナ リ ズ ム の あ り 方 と し て 疑問が残 る 部分で あ ろ

う が、 我 々 は や む を 得 な い判 断だ っ た と 思 っ て
い る 。

震災の経験か ら 得 た教訓 の 一 つ は 「新聞 も 、
住民の生活 を 支 え る ラ イ フ ラ イ ン の Aつ」 と い

う 事実 で あ る 。 「来 な い と 思 っ た 新 聞 が米 た。

う れ し か っ た 。 そ し て 、 私 た ち は大丈夫 だ と 安

心 し た」 と い う 読者 か ら の 手紙 が強 く 印 象 に

残 っ て い る 。 新聞 を 発行す る こ と の意味、 重 さ
を 、 あ の時 ほ どJr.，X< じ た こ と は な か っ た 。 状況が
国 難 で あ れ ばあ る ほ ど、 新 聞 は 発行 さ れ な け れ

ばな ら な い 。
(石山靖男 ・ 神 戸 新 聞 編 集 局 長 「第 5 出世界編

集 フ ォ ー ラ ム 」 での報告要 旨)

「災害 に 強い通信サ ー ビス の実現 に 向 け てJ NTT 西 日 本 1999年
「阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 と し た対策J NTT 西 日 本 1999年
「災害 と イ ン タ ー ネ ッ ト J 建築防災、 1999年 4 月
「兵庫 プ ロ フ ィ ー ル '99 NHK の業務J NHK 神戸放送局 1999年 6 月
「サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料」 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 1998年
「“全壊" か ら 構築へ AM 神戸での地域ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 」 ラ ジ オ 関西1999年 6 月
「 世界編集 フ ォ ー ラ ム 資料」 神戸新聞社 1998年 5 月

朝 日 、 毎 円 、 読売 、 サ ン ケ イ 、 日 経 、 神戸新聞
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第十章

防 災



は じ め に

震災か ら 4 年 目 に 入 っ た98年度 (平成10年度) の 防 災 に 関連 し た 兵産 県 の 動 き は 、 一 見 、

地味 に 見 え る が、 克方 を 変 え れ ば、 地 に足の つ い た動 き が着 実 に増 え て き た と も い え そ う

で あ る 。 緊急的 な 復興事業 は 震 災後 3 年 間 でお お む ね 出 そ ろ い 、 4 年 目 か ら は 各種の施策

も 、 よ り 市民生活 に 近づい た き め の細 か な も の と な り 、 市民の側 も 、 ま ち づ く り に 防災の

視点 を 具体化す る 動 き と な っ て あ ら わ れて き た 。

「ノ \ ー ドか ら ソ フ ト へ」 と で も 言 え る よ う な 動 き が 日 ;立 つ 。 そ の代表的 な 動 き に 、 神戸

市 の 各 区 ご と の 「安全 カ ル テ」 の作成 ・ 公 開 か ら 、 「区安全 ま ち づ く り 計画」 の作成 と い

う 一連の作業があ る 。 行政は市民が ま ち づ く り の 輪 に 参加す る た め の基本 的 な 情報 を 提供

し 、 行政 と 市民が共有 し た情報 に基づい て 、 安全で安心 な ま ち づ く り を 進 め て い く 上 で の

課題 を 探 っ て い こ う と い う 作業 で あ る 。

震災直後 は 、 復興 ま ち づ く り に 関 し て 、 行政 と 市民が復興の手法 に つ い て す れ違い も 見

ら れ た が、 ま ち の復興は市民 を 抜 き に し て は成 り 立 た な い 。 時 間 がかか っ て も 市民が納得

で き る ま ち づ く り 計画 を つ く り あ げて い く 以外に な い。

同様の動 き が雨宮市で も 始 ま っ た 。 防 災 だ け で な く 環境面 を 含 め て 、 地域 と 暮 ら し を 見

詰 め 、 自 然 と の つ き あ い 方 を 一人 ひ と り に考 え て も ら お う と い う 「 セ イ フ テ イ ・ ア ン ド ・

エ コ ガ イ ド事業J で 、 ワ ー ク シ ー ト に 自 分が住ん で、 い る 地域の 自 然、 監史、 文 化 を 調べ て

書 き 込ん で い く 作業 を 通 し て 、 自 然災 害 に備 え る 心構 え も 育 て て い こ う と い う も の で あ る 。

震 災 に 関 す る 学術研究で も 、 震災の犠牲者の遺族 ら に 宜接 イ ン タ ビ、 ュ ー し 、 一人 ひ と り

の死の意味 を 掘 り 起 こ そ う と い う 遠大 な 調査 も ス タ ー ト し た 。

地道 だが、 そ れ ぞれ重み の あ る 動 き が始 ま っ た 。
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都市防災 ・ 紡災拠点の整備
震災直後、 当 時の村 山首相が、 ア ジ ア 地域 に お け る 防災対策強化の た め の 施策 の必要性

を 訴 え た こ と を き っ か け に 、 徐 々 に構想が具体化 し て き た 「 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 」 が、 つ

い に神戸市 に 誕生 し た 。 自 然災害 に 関 す る 国捺的 な セ ン タ ー がで き た の は こ れが初 め て で

あ る だ け に 、 セ ン タ ー の活動 に 寄せ ら れ る 期待 は 大 き い 。 さ っ そ く イ ン タ ー ネ ッ ト に 同 セ

ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジが立 ち 上が り 、 神戸発の情報が世界 を 駆 け 巡 り 始め た 。

一方、 激甚災害 に見 舞 わ れ た神戸 市長 田 区 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 制定 さ れた

「密集市街地 に お け る 防災倍区 の整舗の促進 に 関 す る 法律」 に 基づ く 「 防 災街区整嬬地区

計画」 が全国で初 め て 決定 さ れ、 防災 を 重点 に し た市民の総意 に よ る ま ち づ く り が軌 道 に

乗 っ た 。

1 . 広域防災拠点

〔 ア ジア防災 セ ン タ ー が オ ー プ ン 〕

ア ジ ア 地域 に お け る 多 国 間 防災協力 活動 を 進め て い く た め の 「 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 」 が

98年 7 月 30 日 、 神 戸市 中 央 区 の 神戸東部新都心 に あ る IHD セ ン タ ー ( 国 際健康 開発 セ ン

タ ー ) に オ ー プ ン し た 。

ア ジ ア 地域の 防災情報の拠点 で あ る と と も に 、 防災協 力 活動 の 拠点 を め ざす も の で 、 地

震 な ど 自 然災害 に 関 す る 国 際的 な セ ン タ ー が誕生 し た の は世界で も 初 の ケ ー ス で、 阪神 ・

淡路大震災 を 経験 し た 神 戸 か ら 世界 に 向 け て 、 災害 に 関 す る さ ま ざ ま な 情報の発信がス

タ ー ト し た 意義 は 大 き い 。

国土庁の外郭団体で あ る 財 団 法 人 ・ 都市防災研究所 (東京都港 区 、 理事長 ・ 伊藤滋慶応

大学教授) の付属機関 と し て 設置 さ れ た が、 ア ジ ア の22 カ 国が拠出 金 を 出 す こ と か ら 、 冨

際的 な 機 関 の性格 も 強い 。 セ ン タ ー 長 に は伊藤理事長が、 副 セ ン タ ー 長 に は 由連地域開発

多 国 間 防災協力活動の拠点 と し て オ ー プ ン
し た 「 ア ジ ア 防PLセ ン タ ー」
(兵庫県広 報課提供)
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セ ン タ ー 防災計画主幹の小J l ' 雄二郎氏が就任。 当 面 は外国人研究員 を 含む 6 名 の研究員 と

2 名 の事務職員 で構成 さ せ る こ と に な っ た。 セ ン タ ー の 運営 に 関 す る 基本 的 事項 を 協議す

る た め 、 参加各国代表者 を メ ン バー と す る 運営委員 会が設置 さ れて い る 。

具体的 な 活動 内 容 は

①防災情報の収集 ・ 提供

②防災協 力 の 推進 に 関す る 調査

③災害発生時の 各 国 の 緊急援助等 に 関 す る 情報 の 収集

④防災知識の 普及 ・ 意識の 向上資料の企画

⑤防災 に 関 す る 教育 ・ 訓練 プ ロ グ ラ ム の企画

当 面 の 活動 と し て 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ を 作成 し 、 各国 ・ 関係機関 か ら

収集 し た 防災体制 、 制度、 計画、 災害 に 関 す る 記録 な どの 防災情報 を 体系 的 に 整理 し 、 順

次掲載 し て い く O そ の後 、 参加各国 の 防災専 門 家 の交流、 普及啓発 及 び教育訓練用 資料の

企画 ・ 発行 、 多 国 間 防災協力 に 関 す る 調査研究等 を 進 め て い く O

セ ン タ ー は 9 月 か ら 本格的 に稼動 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 、 各 国 政府

の ほ か、 国 連 人道 問題調整事務所 や 国 際協 力 事 業 団 (JICA) 、 C N N や ロ イ タ ー な どの 国

際 的 な メ デ ィ ア 、 大学、 N GO (非政府組織) な どの 関連信報 と も リ ン ク し て 、 英語 と 日

本語で災害の発生状況や 緊急援助 に 関 す る 情報 な ど を 速報 し て い る 。

開 設費 は l 倍、3 ， 000万 円 で 、 今後、 参加 各 国 が運営費 を 拠 出 す る 方 向 で検討 さ れて い る 。

ま た 、 兵庫県三木市 に 建 設 し て い る 「三木震災記念公園J (仮称) が完成 し た 時点で、 セ

ン タ ー は 同公園 に 移転す る こ と に な っ て い る 。

99年 2 月 に は 、 同 セ ン タ ー の専 門家 会議が神戸市 内 で 間保 さ れ、 21 カ 国 、 1 機関 の 防災

関 係 の 政府高 官 ら が出 席 。 各 国 の 防災 に 関 す る 法制度 の収集、 研修会の 開催 、 講師派遣 な

ど相互協 力 体制 の 強化 を 園 る こ と で合意 し た 。

世界で起 き る 地震 、 津波、 洪水、 火 山 噴 火 な どの 自 然災害の大半がア ジ ア に集 中 し て お

り 、 自 然災害が発展途 上 国 の 経済発展 を 妨 げる 大 き な 要 因 に も な っ て お り 、 防災 と 災害対

応が各 国 の 大 き な 政治課題 に も な っ て い る 。

ア ジ ア 防災 セ ン タ ー が誕生 し た 経緯 は 以下の通 り で あ る 。

1990年代 の 「 国 際防災の 10年」 を 契機 と し て 、 防災対策 の 一層 の推進 を 図 る た め に は 、

災害の形態 や 防災対策 に 共通点 を 有す る 地域 レ ベ ル に お け る 国 際協力 を推進 し て い く こ と

が重要 な 課題 と な り 、 95年 3 月 の 国連社会開発サ ミ ッ ト で、 当 時の村 山首相が、 阪神 ・ 淡

路大震災の経験 を 踏 ま え 、 地域 レ ベ ル の協 力 の 第一歩 と し て 、 閣 僚 レ ベ ル の 会議 を 開催 し 、

ア ジ ア 地域 に お け る 防災対策強化 の た め の施策 に つ い て 、 関 係 各国 と と も に 検討 を 開始 し

た い 旨の 発言 を 行 っ た 。

こ の発言 を 受け 、 同年12 月 、 ア ジ ア を 中心 に 28 カ 匝の 間管等の参加 を 得て神戸市 に お い て

開催 さ れた 「 ア ジ、 ア 防災政策会議」 で、 参加国 の共通認識、 見解 と し て 「神戸 防災宣言」 が
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採択 さ れ、 ア ジ ア 地域 に お け る 多 国 間 防災協力 を 推進 し て い く こ と の必 要性 が提唱 さ れ た 。

さ ら に 翌何年の 「 ア ジ ア 防災専 門 家 会議」 、 97年の 「 ア ジ ア 防災協力推進会合J に お い て 、

ア ジ ア 地域 に お け る 多国 間 防災協力 を 推進す る 事務局 と し て ア ジ ア 防 災 セ ン タ ー を 設 け る

こ と が合意 さ れた 。

こ の よ う な 経緯 を 踏 ま え 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー を 、 各 国 ・ 関係機 関 の 防 災専 門 家 の 交流 、

防災情報の収集 ・ 提供、 多 国 間 紡災協力 に 関 す る 調査研究等 の 活動 を 行 う た め 、 兵庫県神

戸市 に 設置 さ れた 。

参加国 (22 カ 国 )

バ ン グ ラ デ シ ュ 、 カ ン ボ ジ ア 、 中 田 、 イ ン ド、 イ ン ド ネ シ ア 、 日 本、 カ ザ、 フ ス タ ン 、 ラ オ

ス 、 マ レ ー シ ア 、 モ ン ゴル 、 ミ ャ ン マ ー 、 ネ ノ f ー ル 、 ノ t プ ア ニ ュ ー ギ、ニ ア 、 フ ィ リ ピ ン 、

大韓民国 、 ロ シ ア 、 シ ン ガポ ー ル 、 ス リ ラ ン カ 、 タ ジ キ ス タ ン 、 タ イ 、 ウ ズベ キ ス タ ン 、

ベ ト ナ ム

( ア ド バ イ ザ 一 回等) オ ー ス ト ラ 1) ア 、 フ ラ ン ス 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 ス イ ス 、 ADPC ( ア

ジ ア 工科大学 内 ニ バ ン コ ク )

所在地 兵産県神戸市中 央 区脇浜海岸通 1 丁 目 5 番 1 号 IHD セ ン タ ー 3 階

電話 078 (230) 0346 フ ァ ッ ク ス 078 (230) 0347 

URL http://www.adrc.or.j p /  

〔播磨科学公冨都市に広域紡災拠点 完成〕

大震災 な ど の 大規模 な 災害 に対応す る た め の 「西播磨広域防災拠点」 が、 兵庫県赤穂郡

上郡ßIJ金出 地の播磨科学公園都市 内 に完成、 99年 3 月 16 日 、 完成式典が行 わ れた 。

兵庫県 は広域的 な 防災機能 の 強化 を 図 る た め 、 県 内 を 5 つ の ブ ロ ッ ク に 分 け 、 広域防災

拠点の整備 を 計画 し て い る が、 西播磨広域防災拠点 は そ の 第 1 号 と し て完 成 し た 。

西播磨広域防災拠点 は 、 大災害時の救援物 資 を 備 蓄 す る 備蓄倉庫 (4 ， 300m' ) と 、 救援

播磨科学公開都市 に 完成 し た 西播磨広域防
災拠点の施設 ( 兵庫県広報課提供)
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物 資 の 受 け 入 れ、 仕 分 け 、 配 送 の た め の 救 援 物 資 集 積 ・ 配 送 ス ペ ー ス を 備 え た 施 設

(5 ， 100m' ) の ほ か に 、 自 衛隊等の災害応急対策要員 の宿営ス ペ ー ス ( 2 万4 ， 000m') も 設

け て い る O 防災ヘ リ ポ ー ト は 県立播磨ヘ リ ポ ー ト を 活用 す る O

備蓄物資 と し て は非常用 食糧、 毛布、 ピ、二 一 ル シ ー ト 、 仮設 ト イ レ 、 仮設の風呂 な どが

考 え ら れて お り 、 テ ン ト 、 投光機、 フ ォ ー ク リ フ ト 、 指帯無根機、 簡 易ベ ッ ド な どの拠点

用 資機材 な ど も 順次そ ろ え て い く O

広域防災拠点 は 、 他地域か ら 救援、 救助活動、 復 旧 活動 に 派遣 さ れて き た 要員 の活動拠

点 と な る た め 、 駐屯機能が大 き な 役割 を 果た す こ と に な る 。 管理棟 に は 管理 室 、 会議室 、

待機室 (和室) 、 シ ャ ワ 一 室 な ど も 備 え ら れて い る O

2 . 都市防災

〔長田 区 で全菌初の 「防災街区整備地産計画」 を 決定〕

神戸市都市計画審議会 は99年 2 月 、 阪神 ・ 淡路大震災で被害の大 き か っ た 河 市長 田 区 の

長 田東部地 区 を 対象 に 、 延焼 な どの危険性があ る 密集住宅地の整備 を 進 め る 防災街区整備

地区計画 を 決定 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に97年 5 月 に 成 立 し た 「密集市街地 に

お け る 防災街 区 の 整備 の促進 に 関 す る 法律」 に 基づ く 整備計画で、 同 法 に よ る 地区計画 の

決定は全国で初 め て O

|司法 に 基づ く 地区計画 は 、 従来の地区計画 に 加 え 、 地豆の 紡災機能 を 確保 す る た め に必

要 な 道路や公固 な どの公共施 設 を 「地区防災施設」 と し て位誼づ け た り 、 建物 の 防災性能

を 向 上 さ せ る た め に 必 要 な ル ー ル を 定 め た り で き る よ う に な っ て い る 。

全 国 初 の 適 用 例 と な っ た 長 田 東部地 区 は 、 長 田 区 の 東 端 に 位置 す る 14 . 9ha の 区域で、

概 ね 1 00 m 四 方 の 間 隔 で 6 m 程度 の 区 画道路があ る が、 そ の街 区 内 部 は ほ と ん どが 4 m 未

瀧の細街路であ り 、 かっ狭小 な性宅が建 て 込 ん で、 い る O 震災前 に は 木造老朽家屋の密集 し

た 住 宅地 だ っ た が、 震災 で全壊67%、 半壊19%、 一 部損壊12% と 、 大半の建物が全半壊す

る と い う 、 ま さ に 激甚災害 に 見舞 わ れ た 。

震災か ら 4 ヵ 月 後の95年 5 月 に 、 い ち 早 く 「長 田 東部 ま ち づ く り 協議会」 が結成 さ れ、

同 年 10月 、 将来 の ま ち づ く り の指針 と な る 「 ま ち づ く り 構想 (案) J が策定 さ れた 。

協議会で は復興の 第一段階 と し て 、 住宅の共 同再建 を 進 め 、 そ の結果、 3 ヵ 所で 共 同 ピ

ル が実現。 さ ら に 97年夏 か ら 復興の 第二段階 と し て道路や公闘 な どの 整備 に取 り 組 ん で、 き

た 。 特 に 道路整備 に つ い て は 、 地 区 内 に 点 在す る 空地 の 活用 を 促進 し 、 災害 に 強い ま ち と

す る た め 、 各 町 了 ご と に 6 m 程度 の 幅 を 持 っ た 防災道路の 整備 が検討 さ れ、 住民総会 を 経

て 、 98年10月 、 「 ま ち づ く り 提案」 が ま と ま り 、 神 戸市長 に 提出 さ れ、 こ れ を 受 け て 市が

整備計画づ く り を 進 め て き た 。

「 ま ち づ く り 提案」 が掲 げる 「 ま ち づ く り の 日 掠」 は
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1 . 震災の教訓 を 生 か し た 災害 に 強 い ま ち づ く り

2 . お年寄 り か ら 若い者の誰 も が住 め る ま ち づ く り

3 . 快適 な 住 環境 を 確保 し た コ ミ ュ ニ テ ィ 豊か な 便利 で住 み よ い ま ち づ く り

の 3 点で 、 全体計画 の う ち 北西部の3 . 1ha の住宅地 区 に つ い て 、 具体的 な 整備計画が決

ま っ た 。 地 区 内 に 幅員 6 m 、 総延長250 m の道路 2 本 を 通 し 、 約660m2 の 小公園 l ヵ 所 を

整備す る O

こ の 道路は火災時の延焼 防止性能 の 向 上 、 災害時の街区内部の消 防 ・ 救援お よ び避難の

た め の 空 間 の確保 を 図 る た め の 区画道路で、 小公園 は 地 区 の 消 防水利 と な る 耐震性防火水

槽 ( 100 t ) の 設置場所 と な り 、 避難 ・ 救援 ・ 初 期 消 火等 の 身 近 な 防災拠点 と な り 、 かっ

延焼防止性能の 向上 を 図 る た め の も の で 、 平常時 は 地 区 の 身 近 な コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 と な る O

ま た 、 同 地 区 で は 、 建物 な どの規制 ル ー ル も 決め ら れたが、 そ の 内容 は 、 ホ テ ル や旅館 、

ボー リ ン グ場、 ス ケ ー ト 場、 水泳場、 そ の他 こ れ に類す る も の は建築で き な い こ と と し 、

敷地面積は60m2 を 最低鼠度 と し 、 建築物 の外壁や軒裏で延焼の恐れのあ る 部分 を 耐火構造、

準耐火構造 も し く は 防火構造 と す る 、 と い う も の で あ る o (注 1 ) 

〔防災臨時ヘ リ ポー ト 3 倍増 243 ヵ 所 に 〕

兵庫県 は 何年 7 月 、 ヘ リ コ プ タ ー の 「防災対応離発着場」 を 新 た に 164 ヵ 所指定 し た。

大震災前 に 比べ て 臨時ヘ リ ポ ー ト は 3 倍増 と な り 、 ほ ほ県 内全域 に指定 さ れ る こ と に な っ

た 。

阪神 ・ 淡路大震災 で は 鉄道 ・ 道路が寸断 さ れ、 救助 ・ 救援活動が 卜分で き な か っ た こ と

を 教訓 に 「ヘ リ ポ ー ト 3 倍増計画」 を 立 て 、 一般の 臨時離発着場 よ り 条件 の 緩い 「 防災対

応離発着場」 の 基準 を 満 た す 164 ヵ 所 を 新た に 指定。 従来、 県消防学校 な ど79 ヵ 所か ら 一

気 に 243 ヵ 所 に増 や し た 。

「防災対応離発着場J は 、 従来の ヘ リ ポ ー ト と 違い 、 災害時の 緊急輸送 に 限 ら れ る が、

ヘ リ コ プ タ ー の 防災対応離発着基地 に な っ
た 王子陸 上競技場 = 神 戸 市灘区 (神戸新開
社提供)
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従来、 都市部 に 偏 っ て い た 臨時ヘ リ ポ ー ト が21市70昨すべて に指定 さ れ る こ と に な っ た意

義 は大 き い。

指定個所 は 公 菌 、 グ ラ ウ ン ド 、 河川敷、 駐車場、 空 き 地 な ど も 含 ま れ、 応援 に く る ヘ リ

コ プ タ ー がす ぐ に ヘ リ ポ ー ト を 見 つ け ら れ る よ う に 、 周 辺 の 地 図 や 障害物 の 有無 な ど を

き 込ん だ 「ヘ リ コ プ タ ー 臨時離発着場適地 -覧」 を 関係省庁、 自 治体、 警察、 消防、 医療

機 関 に 配布 。

対象 に な る 適地 に は 、 風向 き を 示 す吹 き 流 し ゃ着 陸地点の表示 ラ イ ン 引 き 道具 な ど を 配

備す る 。 ま た 、 各市町村の 訪災計両 に も 臨時ヘ リ ポ ー ト と し て 明確 に位置づけ る よ う 指導

す る 。 (注 2 ) 

〔容積率緩和で防火水槽設置を促進 神戸市が制鹿化 ・ 全国初の適用 〕

神戸市 は震災後、 耐震性の 防火水槽の 整備 を 進め て い る が、 市街地 で の 用 地取得が容易

で な い こ と か ら 、 品定敷地 内 に 歩行者 ら が 自 由 に 出 入 り で き る 「公関空地」 を 設 け る こ と

を 条件 に 、 建物 の 容積率 (敷地面積 に対す る 建築物の 延べ面積の割合) を 緩和 す る 「総合

設計制度」 を 拡充 し 、 98年 8 月 か ら 防火水槽や備蓄倉車 を つ く る 場合 に も 容積率 を 緩和 す

る 特例制度 を 設 け た 。

こ の制度で第 1 号が適用 さ れ た の は 、 同 年10月 の東灘区住吉町の 第 1 種住居地域で の 1 1

階建て の分譲マ ン シ ョ ン 。 通常の指定容積率 は200 % だが、 敷地内 lこ490m2 の 公 関 空地 と と

も に 、 地 下 に 40 t の 防火水槽 を つ く る こ と に よ り 、 約273 % ま で容積率 が ア ッ プ さ れ る こ

と に な る O

同 種の特例 は横浜 市で制度化 さ れ て い る が、 実際の適用 は こ れが全国初 の ケ ー ス と な っ

た 。 神戸市 で は 100 t の耐 震性妨火水槽 の整備 を 2005年 ま で に 、 市街地で400 ヵ 所整備す る

計画 だが、 そ の 大部分が学校や公園 な どの公共用 地で、 目 標達成 に は 限界 があ る た め 、 民

間 での 設置 を 促進す る た め 「総合設計制度J の拡充 に 時み切 り 、 建築業者 を 中 心 に 開制度

の利用 を 呼びか け て い く 方針であ る 。 (注 3 ) 

〔災害時に備え警察署に井戸設霞進む 兵庫県警〕

ど ん な 職場 も ト イ レ が使 え な け れ ば仕事に な ら な い。 兵庫県 警 は 阪神 ・ 淡路大震災で断

水の た め ト イ レ が使用不能 と な り 、 警察業務 に 大 き な 支障が出 た 苦 い経験か ら 、 自 前 の給

水施設が必 要 と 、 96年度か ら 各署 に 井戸 を 設置す る 計 画 を 進め て き た。 そ の結果98年 度 中

に 県内52署の う ち 15署で井戸 に よ る 給水設備が完成。 数年の う ち に約40署 に 設 置す る 計画だ。

震災時、 黒警本部庁舎の ト イ レ が断水で使 え ず、 隣接す る 県庁 で、井戸水 を 鈍 っ た ト イ レ

を 借 り て急場 を し の い だが、 救援部隊が駆 け つ け た被災地の幹察署 で も 同 様の 事態が起 き 、

各署が独 自 に生活用 水 を 確保す る こ と が重要 な 課題 と し て 浮上 し た 。 特 に 女性警察官 は 辛

い 思 い を し た と い う 。
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こ の教訓 か ら 新本部庁 舎 は 、 雨水 を た め る 装置 を 設置。 各 署 は 井戸 を掘削 し て ト イ レ 用

水 を 確保す る こ と に な っ た 。 各署の井戸 は裏庭 な どの ス ペ ー ス に 設置 し 、 ポ ン プア ッ プ し

て ろ 過装 置 を 通 し 、 受水槽 で、 ス ト ッ ク し て か ら ト イ レ に 送 る 。 1 署 あ た り 約2 ， 000万 円 の

費 用 が必要 と い う 。

当 初 計 画 で は 全署 に 井戸 を 設置す る 計画 だ っ た が、 調査の結果、 赤穏や 洲 本 な ど海 に 近

い 署 は 、 汲み上げた水の塩分が濃い た め に 設備 を 傷め る 恐れがあ っ た り 、 繁華街の 中 心部

で ス ペ ー ス が確保で、 き な い署があ る こ と がわ か り 、 最終的 に は40署で井戸が設景 さ れ る こ

と に な っ た 。

災害時 に は 市民 に も 井戸 を 開放す る と し て い る 。 (注 4 ) 

[ r緊急車両誘導 シ ス テ ムJ な ど災害時の総合交通シ ス テ ム を開発 兵庫県警〕

予測 を は る か に 超 え た 大規模 な 阪神 ・ 淡路大震災で、 高 速道路が倒壊 し た り 、 橋脚が大

き く 損傷 し て通行不能 に な っ た う え 、 交通信号 は破損 と 停電で機能 を 失 っ た 。 こ の た め 通

行で き る 道路 に車が殺到 し 、 未曾有 の渋滞 と 混乱が救命 ・ 救助活動 の 障害 と な っ た 。 ま た 、

救援物資 の 輸送 な ど に発行 さ れ た復興標章 を 付 け た 車両が一 挙 に集 中 し た こ と も 大 き な 反

省材料， と な っ た 。

兵庫県警交通部 は こ の苦 い経験か ら 、 大規模 な 事故や災害時 な ど に 「 緊急 時用信号制御

シ ス テ ム J で信 号パ タ ー ン を 制 御 し て 一般車両が被災地 に 流 入す る の を 制 限。 さ ら に 緊急

車両 を 優先的 に 走行 さ せ る た め の 「 緊急車両誘導 シ ス テ ム 」 で 主 要交差点 に 光 ビ ー コ ン を

設 宜 し 、 走行 中 の 緊急車両 に 最短ル ー ト の情報 を 流す 。

ま た 、 停電 し た場合 は 、 自 動 的 に デ イ ー ゼル発電機が機能 し て 信 号機 に 電源 を 供給す る

「 自 動起動型電源付加装置」 の導入 も 進め て お り 、 99年 2 月 に は こ れ ら の 総合交通 シ ス テ

ム の 運用 が始 ま っ た 。

さ ら に 緊急車両の指定の あ り 方 に つ い て は 、 緊急時 に 備 え て事前 に対象車両 を 選定 し 、

医療用 車両や重機 な ど の運搬車両 を 中 心 に 登録 を 進 め て お り 、 2 月 現在 で 5 ， 432台が認可

を 受 け て い る 。 同 県警 で は 登録車両数は l 万2 ， 000台 を め ど に す る 方針。

県警 は 県 内 に お け る 交通 シ ス テ ム の 開 発 と ソ フ ト 面の対策 を 進め る 一 方 、 災害時 な ど緊

急車両の優先通行 な どの た め の 交通整理 を 迅速 に 実施で き る よ う 近畿各府県警、 近畿管区

警察局 と 広域交通管制 の 協定 を 締結。 鳥取、 徳 島 な どの警察 と も j司 種の協定 を 結 ん で い る O

( ì1 5 ) 

〔神戸市が、 「 こ う べ防災 ネ ッ ト 」 構築〕

大規模 な 災害 時 に 被害や避難状況、 物資管理 な どの情報 を コ ン ビ ュ ー タ で一元的 に 処理

す る 神戸 市総合防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 「 こ う べ防 災 ネ ッ ト J の 開発 に取 り 組んで

き た神戸市 は 、 9s:tr'. 6 月 、 シ ス テ ム 構築 を 終 え 、 9 月 1 日 か ら 運用 を 始め た 。
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こ の シ ス テ ム は 、 サ ー バ を 市庁 舎 内 の 防災情報セ ン タ ー に 、 約650台の端末機 (パ ソ コ ン )

を 防災情報セ ン タ ー 、 本庁各局 、 区役所、 支所、 建設局事務所、 消防署、 避難所 (市立学

校) に そ れぞれ設置す る こ と に よ り 情報 ネ ッ ト ワ ー ク を 構成。 職員招集 ・ 配備 シ ス テ ム 、

被害情報収集 シ ス テ ム 、 物資管理 シ ス テ ム 、 避難者安否情報 シ ス テ ム な どの 8 つ のサ ブ シ

ス テ ム か ら な る O

市役所 LAN 等 を 使用 し て お り 、 神戸市役所 イ ン ト ラ ネ ッ ト に接続 さ れた 他 の パ ソ コ ン

か ら も 防災情報セ ン タ ー の サ ー バ に ア ク セ ス が可能。 そ の た め 、 全JT'的 に 情 報 を 共有 で き 、

被害情報や避難所で の必要物資の情報な ど を 的確 に把握す る な ど、 迅速 な 対応が可能 と な

る 。

被害情報 は 、 小学校区単位で色分け し て表示す る ほ か 、 デ ジ タ ル写真で の 表示 も で き る 。

こ の ほ か交通 ア ク セ ス 情報や銭湯 の 関白状況 な ど生活情報 も イ ン タ ー ネ ッ ト で提供す る 。

避難者の安否情報は 承諾 を 得て 公 開 す る 方針。

運用 に 先立 ち 、 シ ス テ ム を 開発 し た神戸市 は 、 自 治体防災の先駆的 な 取 り 組み と し て情

報通信の発畏への貢献が認め ら れ、 6 月 l 日 、 郵政大臣表彰 を 受賞 し た 。

な お 、 シ ス テ ム の概要 は 以 下 の 通 り 。

くサ ブ シ ス テ ム〉

①職員 招 集 ・ 配備 シ ス テ ム

災害時 に 職員 の 出 勤状況 を 把握 し ( 局 区 別 ・ 課別 の 出 勤者数、 出 動 率 を 計算 ) 、 被害が

大 き い 地 区等への職員 の 再配備 を 支援す る O

②被害情報収集 シ ス テ ム (校区別被害情報、 個 別被害情報)

小学校区別 の被害概要 を 、 全市地 図 に色分 け で表示す る こ と で 、 全市の被害状況 を 早急

に把握す る (校区別被害情報) 。 ま た 、 個 別被害情報 を デー タ 化す る こ と で 、 被害情報 を

全市的 に 共有化す る 。

* 地理情報 シ ス テ ム (Grs) で 、 被害地点が地図上 に ポ イ ン ト さ れ る O

* 被害現場等 の デ ジ タ ル写真の画像 を 保有 す る O

③施設管理 シ ス テ ム

避難所、 地 、 病 院等 の 防災関係施設の 内容 を 平常時 に デー タ ベ ー ス 化 し 、 そ の 内 容 を

必要時 に 照 会で き る よ う に す る 。 避難者数等 も 日 々 管理す る 。

* 地理情報 シ ス テ ム (Grs) で、 防災関係施設が地図上 に ポ イ ン ト さ れ る 。

④物資管理 シ ス テ ム

備蓄物資の管理、 避難所等か ら の物資要求及び避難所等への物資配分等 を 管理す る O

⑤避難者安否情報 シ ス テ ム

避難所 に避難 し て き た 人の情報 を 登録 し 、 避難者名 簿 を 作成す る と と も に 、 避難者の安

否が照会で き る よ う に す る O

* 本人が承諾 し た場合は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 安否情報の提供 を 行 う 。
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⑥ボ ラ ン テ ィ ア 要求 シ ス テ ム

避難所等か ら の ボ ラ ン テ ィ ア 派遣 要 求 を ま と め 、 社会福祉協議会の ボ ラ ン テ イ ア '1吉報 シ

ス テ ム に 情報提f共す る 。

⑦災害記録 シ ス テ ム

後 日 の記録 と し て 、 被害記録 (死亡者数、 倒 壊家屋数等) を 災害記録 デ ー タ ベ ー ス と し

て 記録す る (全市総計、 区別総計) 0

* デ ジ タ ル写真の画像 を 保有す る 。

⑧初災関係文書閲 覧 シ ス テ ム

防 災 関係情報 (災害 後 の 生 活情報等) や地域 防災計両等 を 電 子文 書 化 (HTML 化) し 、

イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 、 庁 内 、 市民等 に提供す る O

く シ ス テ ム 化 に よ る 効果〉

①迅速 な被害情報収集 及 び情報の 共有化

区投所、 建設局事務所、 学校等の 端末機 か ら 被害等の情報が入力 さ れ る こ と で、 被害情

報 を 迅速 に 収集す る と と も に 、 各端末機か ら こ れ ら 情報等 に ア ク セ ス す る こ と に よ り 、 全

庁 的 に情報の 共有化が図 れ る 。

②地理情報 シ ス テ ム (Grs) ・ デ ジ タ ル両像の活用

被害場所や避難所等の 訪災関係施設 を 地問 上 に ポ イ ン ト す る こ と や被害現場の デジ タ ル

写真の画像 を 共有す る こ と で、 視覚的 に情報 を 把握 し 、 適切 な 災害対応 を 支援す る こ と が

で き る 。

③防災関係施設 の デー タ ベ ー ス 化

避難所、 病 院 、 空地等の 防災関係施設 を デー タ ベ ー ス イとす る こ と で、 災害時 に迅速 に必

要 な i吉報 を 取得す る こ と がで き る 。

④避難所情報等 に よ り 迅速 な対応 を 支援

避難所の避難者数、 必要給食数等の情報や 、 物資要求の情報等 を 迅速 に把握す る こ と で、

避難所運営や物資配送等 を 迅速 ・ 的確 に行 う こ と がで き る 。

① イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 安否情報 ・ 生活情報等の市民への 提供

本人が承諾 し た避難者の安否情報や災害後の生活情報等 を イ ン タ ー ネ ッ ト で市民 に提供

す る 。 (注 6 ) 

く参考文献 〉
(注 1 ) 表 出 東部池区切J災街医整備地区言n函」 パ ン フ レ ッ ト 「長 旧東部地区の ま ち っ く り 98年神戸市住

宅局
(注 2 ) 98守二 7 月 2 日 付 神戸新聞 朝 日 新開
ほう 3 ) 981ド10月 14 円 付 神戸新 聞 、 読売新開 同 月 15 日 付 毎 日 新開
(注 4 ) 99年 3 月 5 円 Í'1 産経新聞
(注 5 ) 99ij' 2 月 1 3 R 付 産経新開
(注 6 ) 神戸 市地域防災計開 99年 6 Ji
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自主防災の推進 @ 防災訓i線

「 自 ら の安全は 自 ら で守 る 」 と い う の が防災の原 点 と さ れ る 。 自 然災害 は 予 測 を は る か

に 超 え て 起 こ り 得 る こ と は 、 阪神 ・ 淡路大震 災で い や と い う ほ ど経験 さ せ ら れ た 。 自 分の

身 を 守 り 、 家族 を 守 り 、 家 を 自 然災害か ら ど う 守 っ て い く か。 漠然 と 考 え て い た だ け で は

手がか り は得 ら れ な い 。 ま ず は 自 分 た ち が住 ん で い る 地域が どの よ う な 環境 に あ る か を 知

る こ と か ら 始め な け れ ばな ら な い だ ろ う 。

そ ん な 地道 な 作業が被災地の神戸市や西宮市で始 ま っ た 。 自 分た ち の 地域の 自 然環境や

歴 史や丈化 を 理解す る こ と が、 防災の心構 え を 育 む こ と に な る 。 災害 に 備 え る の に 、 全国

一律の マ ニ ュ ア ル で事足 り る わ け で は な い 。 そ れぞれの地域は 、 そ れぞれの個性 を 持 っ て

い る 。 そ の 地域の個性 を 理解す る こ と が、 防 災 に備 え る だ け で な く 、 ま ち づ く り を 考 え る

こ と に も な り 、 環境や高齢社会 を 考 え る こ と に も つ な がっ て い く 。

震災が私 た ち の社 会 に 与 え た 意味 は 、 意外 に !よ く 、 そ し て 深 い 。

1 . 自 主防災の推進

〔神戸市が区 ご と に 「安全カ ルテJJ

98年 1 月 17 口 に 「市民安全推進条例J (神戸市民の 安全の推進 に 関 す る 条 例 ) を 施行 し

た神戸市 は 、 同 年 8 月 、 市内 9 区 ご と に 、 過去 の災害や犯罪の傾向 な ど を ま と め た 「 区安

全 カ ル テ 」 を 作 成 、 各|又役所で公 開 を 始め 、 各i正 ご と に つ く る 「安全 ま ち づ く り 計耐」 の

基礎資料 と し て市民 に提示 し た 。

区 ご と に 別冊 に な っ て お り 、 過去の震災や風水害 な どの 自 然災害の被害状況、 過去 5 年

間 の 火災発生状況、 交通事故多発地点、 犯罪の{頃向 も 各区 ご と に ま と め 、 j市住ff層 凶 も 盛 り

込み 、 自 分 た ち の 地 区 が ど の よ う な 災害の危険があ る か を 知 り 、 防災 ・ 防 犯 な どの課題 は

何か を 学ぶ た め の資料 と な っ て い る 。

火災の延焼 を 免れ る 建物 の 率 で あ る 不燃領域率、 木造建物率、 老朽建物率 の ほ か、 地震

や火災な どの発生時 に 地元住民が とぐの程度 そ の 地域 に 残 っ て い る か を 示す '24時 間 区民率」

を 町 ご と に 算 出 、 地域の 防 災計画づ く り の 参考 に す る と と も に 、 い ざ と い う と き 臼 分た ち

の 地域 に 助 け合いがで き る 住民 が ど の 時 間帯 に 少 な い か も 分か る 。

こ の 「 カ ル テ 」 を も と に 、 各 区 で 「安全 ま ち づ く り 計凶ÎJ を 策定、 さ ら に 各地域ご と に

安全マ ツ ブ

例 え ば 「垂水区安全 カ ル テ 」 で は 、 昭和42年豪雨被害状況が地凶で示 さ れ、 浸水 し た 地

区 、 河 川 の 被 災箇所 な ど を 色分け し て 示 し 、 土砂災害危険予想笛所国 ま で掲 載 し て い る 。

こ う し た 具体的 な デー タ や 図 を 示 し た上 で 、 地 区 ご と に 「 ま ち の 変遷 と 人 口 特性」 を 記述

562 第 十 字 . 1:在 日と



し 、 各地IX が どの よ う な 開発の歴 史 を た ど っ て き た か 、 大正、 昭和初期 か ら 現代 ま で の 変

化 を ま と め て い て 大変参考 に な る 。

「控子J J也 区 を 例 に と る と 、 「昭和 10年代 に 11J 田 の |日集落北部で、耕:地整理が行 わ れ、 昭

和30年代か ら 舞子墓園 が造 ら れ、 布告地イヒ も 始 ま り 、 10年代 に は 大規模 な 団地開発が開始

さ れ たJ と 、 記述内容 は 簡 単 な が ら も 、 地域がた ど っ て き た 開発史が よ く 分か る 。 さ ら に

各地匿 の 人 LI 、 |世帯数が どの よ う に 変化 し て き た か も 説明 さ れて い る 。

21時 間 区民率 (15歳以 と 白 宅就業者 十 白 区 内通学者/世帯数) は 、 0 � 14%、 15� 29%、

30�49%、 50�99%、 100� 139% の 5 段階 に 分 け て 、 地区別 に色分 け さ れて い る 。 こ の ほ か 、

75歳以 上 人 LJ 率 、 高齢者 単 身 世帯率 な ど さ ま ざ ま な デー タ が提示 さ れて お り 、 災害や事故

だ け で な く 、 高齢社会 に 向 け た ま ち づ く り を 考 え る 具体的 な 資料に も な っ て い る 。

〔神戸市の全区で 「区安全ま ち づ く り 計霞」 を作成〕

神戸市の 「 市民安全推進条例」 は 、 市民 ・ 事業者 ・ 市が、 そ れぞれの役割 を 果 た す と と

も に 、 協働す る こ と に よ り 積極的 に 地域活動 に取 り 組み 、 す べ て の 人が安心 し て暮 ら せ る

安全な ま ち づ く り を す す め る こ と を 目 的 に し て い る 。 そ の た め に は 身近 な 情報、 地域 に お

け る 危険や安全な ま ち づ く り に 必 要 な 資源 に つ い て の情報 を 広 く 共有す る こ と が必要 と な

る O

そ の た め 各区 で 、 先 に作成 し た 「安全 カ ル テ」 の デー タ を も と に 、 そ れぞ、れの 誌 の 安全

な ま ち づ く り の 課題、 日 標 を 掲 げ、 区別計画や神戸市地域防災計画の う ち 各区 に 関 す る 部

分 を 参考 に 、 安全な ま ち づ く り を すす め る 行政、 区民の取 り 組み に つ い て ま と め た 「区 ま

ち づ く り 計画」 を 99年 3 月 に 策定 し た 。

9 つ の 全 区 で そ れぞれ策定 し た も の で 、 タ イ ト ル は 「安全で安心 な ま ち づ く り 」 と な っ

て い る が、 サ ブ タ イ ト ルや 内容、 表紙の デザ イ ン も 独 自 性 を 出 し て い る 。

ひ と つ の例 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災で大 き な 被害 を 受 け た東灘区 の 内 容 を 以下 に 紹介

す る 。

く風水害の危険〉

北部地域… … 山 す そ に急傾斜地 な ど危険 な 個所 を 抱 え 、 土砂災害 な どの 危 険性の 高 い 地域

が多 く な っ て い る 。 LlJ 麓部 に も 多数の独 り 暮 ら し 老 人の 庁 々 が居住 し て お り 、 地域で の 協

力 、 支援体制が必要

南部地域… … 海岸根 に接 し 、 低地であ る た め に 浸水 に よ る 被害 を 受 け や す い

と し て 、 土砂災害危険予想箇所国 を カ ラ ー で表示。 土砂危践渓流、 が け 崩 れ危険箇所、

地すべ り 危 険箇所、 高潮防護区域 な ど を 色分け し て 、 自 分た ち が住 ん で い る 場所が どの よ

う な と こ ろ か一 日 で分か る よ う に な っ て い る 。

く火 災 の危険〉

過去 5 年 間 の 火災発生笥所 を 地 図 に プ ロ ッ ト し た も の の ほ か、 「延焼 火 災 の 危 険性」 と
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し て 、 地域の 燃 え に く さ を 示す指標 と し て 「不燃領域率」 も 示 し て い る 。 「 不燃領域率J

と は 、 公 開 や 学校敷地 な どの空地 、 道路や耐 火建築物 な どの 占 め る 割合 を 指標化 し た も の

で、 不燃領域率が高 い ほ ど地域の 延焼の危険性が少 な い と 考 え ら れて い る も の O

不燃領域率 は 、 o � 1 9 % 、 20� 49 % 、 50� 69 % 、 70% 以 上の 4 段階 を 地区 ご と に色分け

し て い る 。 こ う し た 具体的 な 地 図 デー タ を ポ し た i二 で、 「延規火災の危険 を 軽減 し た 安 全

な 地域づ く り の た め に は 、 建物 を 不燃化 し 、 荷 区 の な か に広幅員 の道路や公 園 を 自己置 し 、

防 火水槽 な どの延焼防 止 に効果の あ る 施設 を 計画 的 に 自己置 し て い く こ と が必 要」 と し て い

る 。

く災害に備 え る 〉

学校や公共施設 を 中 心 に し た 避難所、 福祉セ ン タ ー や老人い こ い の家 を 中心 に し た 要援

護者用 二次避難所の場所 と 避難路 を 地図 で詳細 に 示 し て い る 。

くい ざ と い う と き に は〉

「非常持 ち 出 し 品 は こ れで十分、 こ れが基本で、すJ と し て 、 マ ン ガで避難時の服装 と 持

ち 出 し 品 を 説明 し て い る の で、 非常 に わ か り や す い 。 「あ ま り 欲 ばる と 安全 な 避難 に 支 障

を き た す の で 、 荷物 は男性で、 15 旬 、 女性で、 lOkg がひ と つ の 目 安」 と し て 、 ラ ジ オ 、 衣類、

応急医薬 品 、 貴重品 な ど を 絵で示 し て い る 。 長袖 の 上着 、 厚手の 手袋、 綿 の ズ ボ ン な ど 「避

難す る と き は こ ん な 格好で ! ! J と 、 き め こ ま か な 配慮が し で あ る 。

こ の ほ か、 r lli 先 か ら 帰宅 で き な く な っ た場合の士打h と し て 、 日 頃か ら そ の対応 を 考

え て お く こ と 、 徒渉:で、 の 帰 宅 も 検討す る こ と を すす め て い る 。 ま た 「家族の安否の確認J

と し て NTT の 「災得用伝言 ダ イ ヤ ル 171J の録音、 再生方法 も 図示 し て い る 。

�}j、 難 民 の 「 区安全 ま ち づ く り 計画じ で は 、 地震発生時の課題箇所 を 国示 し 、 老朽建

物50 % 以上 の 区域、 木賃 ・ 長屋率50 % 以 上 の 区域、 高齢化率20 % 以 上 の 区域、 沖積低地 な

ど を 示 し て い る 。 さ ら に 各 区 と も 地域の犯罪の発生状況、 傾向 な ど を 説明 し 、 防犯 l二 のi吉

報 も 伝 え て い る 。

こ う し た極め て 具体的 な デー タ を 分か り やす く ぷ し た tで、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の

結成や コ ミ ュ ニ テ ィ ー安全マ ッ プづ く り 、 地域 ご と の安全計 画の作成手法 も 解説。 市民 に

よ る 自 主的 な ま ち づ く り 活動 を 行 う に あ た っ て 、 どの よ う な 市 の 支援策があ る か を 列 挙 し 、

そ れぞれ担 当 課 の 問 い合わせ先の電話番 号 ま で掲載 し て 、 す ぐ に利用 で き る よ う に し て い

る 。 (派 U

〔安全で安心な rf主 ま いJ r ま ち づ く り 」 ガ イ ド ブ ッ ク作成 神戸市〕

神戸市 は 阪神 ・ 淡路大震災 と 97年 に 起 き た 連続児童殺傷事件 を 教訓 に 、 98年 1 月 17 日 に

「市A民安全推進条例」 を 施行 し た が、 こ れ に 基づい て 、 自 然災害や犯罪、 事 故 な どか ら 身

を 守 り 、 安全で安心 し て 暮 ら せ る 住 ま い の 点検や 、 ま ち づ く り を 進め て い く た め の手引

「安全で安心 な 住 ま い と ま ち づ く り の ガ イ ド ブ ッ ク 」 を 作成 し た 。
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「住 ま い づ く り J I ま ち づ く り 」 を 進め る に あ た っ て の ヒ ン ト や ア ド バ イ ス な ど を 盛 り

込 ん だ 内容で、 B 4 版72ペ ー ジ。 3 ， 000部 を 作成、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の リ ー ダ ー や

市民安全推進員 な ど に 配布 し た 。

「安全で、安心 な 住 ま いづ く り J で は 、 防災、 訪犯の視点か ら の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 具体

的 に 列挙。 住 ま い の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト と し て 、 地震 に 強 い地盤か、 浸水 し に く い土地か、

建物 は 老朽化 し て い な い か、 換気 は よ い か 、 幼児が落 ち る 危険 は な い か 、 ベ ラ ン ダか ら 侵

入 さ れ な い か 、 ベ ラ ン ダ か ら 安全 に 避難で き る か、 屋外階段 は安全か、 消 防車が入 っ て こ

れ る 道路 か一ーな ど を 挙げ、 木造等で、築後30年以上経 っ て い る 場合、 ま た 、 非木造建築物

で は 、 雨嬬 り が し た り 、 鉄筋 に サ ピが出 て い る か、 コ ン ク リ ー ト に亀裂が入 っ て い る 場合

な どは 耐震補強 の 検討 を 促 し て い る 。 こ の ほ か 、 81年以前 に 建 て ら れた も の で、 1 階が ピ

ロ テ ィ に な っ て い た り 、 大 き な 吹 き 抜 け があ る 複雑 な 形 を し て い る よ う な 建物 は 要注意だ

と し て い る 。

耐震補強 に は 、 柱 と 梁の接合部 や 筋 か い の接合部 を 念物 な どで補強す る 、 内壁 を 構造用

合板 に 張 り 替 え る 、 ミ 瓦 を 軽い屋根材 に葺 き 替 え る 、 壁 の fti: を バ ラ ン ス よ く 増 や す 、 な

ど と ア ド ノ す イ ス し て い る 。

ま た 、 錠 の 種類 と 防犯性能 に つ い て は 、 そ れぞれの錠 を 写真付 き で紹 介 し 、 円筒錠や イ

ン テ グ ラ ル ロ ッ ク は 、 防犯性能 は低 く 、 外 回 り の扉 に は使用 し で は な ら な い と し 、 彫 り 込

み箱錠や 回付け箱錠 は 、 防犯性能が高 い な ど と 具体的 に説明 し て い る 。

一方、 「 ま ち づ く り の 進 め 方」 に つ い て は 、 ま ち の課題 を 点検す る た め 、 自 分 た ち の ま

ち の 危険や役立つ も の を 記入 し て い く 「マ ッ プづ く り J を 推奨 し 、 「災害 を 想定 し て 、 そ

の マ ッ プ上 で対 策 を 検討す る と 課題が一層 よ く 見 え て く る 」 と ア ド バ イ ス 。

さ ら に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 防災力 を 高 め る た め 「安全ljj-画」 づ く り や 、 「 ま ち づ く り の ル -

}v J の検討 を あ げ、 「 ま ち づ く り を 進め る に は 、 い か に し て 日 常活動 に つ な げる か、 参加

の 輪 を 広 げる かがポ イ ン ト に な り 、 イ ベ ン ト 的 な こ と か ら 始め て み る の も 効果的」 だ と し

て 、 マ ッ プづ く り の手法、 内容 を 例示、 災害時の対応計画づ く り の 具体例 も 紹介 し て い る 。

叶: 2 )  

〔商慣市 「 セ イ フ テ ィ ・ ア ン ド ・ ヱ コ ガイ ド事業」 に取 り 組む〕

自 分が住 ん で い る 地域が どの よ う な 歴史 を 経 て き た か を 知 り 、 自 分の 暮 ら し 方 を で き る

だ け客観的 に 見つ め る こ と に よ り 、 災害時の心の舗 え がで き る の で は な い か と 、 阪神 ・ 淡

路大震災で被災 し た 西宮市 は98年度か ら 「セ イ フ テ イ ・ ア ン ド ・ エ コ ガ イ ド事業」 を ス タ ー

ト さ せ た 。

防災だ け で な く 環境 と の 両面か ら 、 地域 と 暮 ら し を 見 詰 め 、 自 然 と の つ き あ い方 を 一人

ひ と り に考 え て も ら お う と い う も の で、 ワ ー ク シ ー ト 12枚 を 作成、 自 分の 家 の土地 は かつ

て どの よ う な 利用 を さ れて い た場所か、 どの よ う な 自 然条件 に あ っ た か 、 家 の 周 り の 地 図
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を 描 け る か、 地域に どの よ う な 歴史や丈化が伝わ っ て い る か、 家討道具で 不要 な 物 は何 か

ど地域の 自 然、 地理、 歴 史 、 文化 を 調べ る と と も に 自 分の暮 ら し を 見詰 め 直 し て 書

き 込ん で も ら う 。

こ う し た作業が 自 然 と の つ き あ い 方 を 考 え る 具体的 な き っ か け と な り 、 そ れぞれが住 ん

で い る 地域で 自 然災 害 に舗 え る 心構 え を 育 て る こ と に な る 。 同 時 に 環境 に 影響 を 及 ぼ さ な

い暮 ら し を 探 り 、 ま ち づ く り に も 役立 つ の で は な い か と い う 発怨 で あ る 。

同 市 は市 民 に積椋的 に こ の 活動 に 参加 し て も ら う た め 、 「 町 の 語 り 吉ßJ を 養成す る 講座

も 開催。 さ ら に 西宮市 の 歴 史 、 自 然、 文化 を 地区別 に ま と め た 「語 り 部 ノ ー ト 」 も 作成 し

た 。 「語 り 苦む を 中 心 に 地域や 団体で こ の事業 に取 り 組んで も ら う 計画 で あ る 。 (注 3 ) 

「セ イ フ テ イ ・ ア ン ド ・ エ コ ガ イ ド」の ワ ー
ク シ ー ト と i古動マ ニ ュ ア ル 「語 り 部 ノ ー ト 」

(符1)1新商社提供)

〔民間初の防災専門研究機欝 「エ イ ヂ ィ ア イ 災 害救援研究所」 設立〕

民 間 で は全国初 の 防災 専 門 の研究機関 「エ イ デ イ ア イ 災害救援研究所」 が、 98年 5 月 に

西宮市 内 に 設立、 10月 に拠点 を 大 阪 に 移 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災で活躍 し た 西宮市 の 「 日

本災害救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク J ( NVNAD) の 理事長 を 務 め た伊永勉 ( こ れ な が ・

っ と む ) 氏が所長 と な り 、 震災で経験 を 積み 卜‘ げた行政 と 住民、 ボ ラ ン テ ィ ア を つ な ぐ:手

法 な ど を 広 め て い く の が 目 的 で あ る 。

同研究所が行 う 主 な 事業 は 、 プ ラ ン ニ ン グ ・ コ ン サ ル テ イ ン グ事業で、 自 治体の地域防

災計副 の 策定や 防災訓練 な どの 業務委託 を 受け て 情報提供や ボ ラ ン テ イ ア 派遣 な ど を行 う 。

ま た 、 災害時の官民の連携の取 り 方の指導 を し た り 、 ボ ラ ン テ イ ア の適正 な 配量 を 行 う 災

害救援 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 役割 も 担 う な ど、 こ れ ま での経験 を 生か し た 実践的 な 取 り 組み
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を し て い く 。

伊永氏 は 震災 直後、 「西宮 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク J (NVN) を 設立 し 、 被災地 に や っ

て く る ボ ラ ン テ ィ ア の コ ー デ イ ネ ー タ ー の役割 を 務め た 。 (ìt4 )

エ イ デ イ ア イ 災害救援研究所 大限市北区西天満4 - 1 1 -8-603 

電話 06-4709-4177 

UEL hltp ://www.mmj p.or.j p/adi/ 

2 . 防災訓練

〔神戸市 一足早 く 防災訓練 災害対応型巡規船が初参加〕

「防災の 日 」 を 前 に し た何年 8 月 26 日 、 神μ市 は 阪神 ・ 淡路大震災級 の 地震 を 想定 し た

総合防災訓 練 を 同 市東灘 区 の 人工 島 、 六 甲 ア イ ラ ン ド で実施 し た 。 こ の 日 の訓 練 に は海上

保安庁が震災 を 機 に 導入 し た 災害対応型巡視船 「いずJ (約3 ， 500 t ) や京都、 奈良両県警

が初参加、 40団体、 約2 ， 000人が負傷者の救出 や搬送 な どの 訓 練 を 展 開 し た 。

訓 練 は 、 マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 6の 海洋性地震が発生 し 、 神 戸 市 内 で、 は 震 度 ? を 記録、 建物

が倒壊、 大規棋 な 火災が発生、 2 時 間 後 に は 津波が到達 し た と の想定。 地域住民や ボ ラ ン

テ ィ ア 団体 な どが協力 し て 避難所や枇護所 を 設営 し 、 消 防 局 や 陸上 自 衛隊 員 ら が行方不明

者の捜索や被災者の救助活動 を 行 っ た 。 電 力 会杜 や ガス 会社職員 は ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 に

当 た っ た 。

今 回 の 訓 練 に 初 め て 参加 し た巡視船 「いず、」 は 、 大規模災害が起 き た 際 に 災害救助活動

の拠点 に な る こ と を 目 的 に97年 9 Jj 、 横浜海上保安部 に 配属 さ れ た 。 災害対策会議 を 開 く

会議室 や 、 医療機器 を 備 え た 医務 室 な どがあ り 、 被災者1 ， 500 人 を 輸送 で き る 能力 があ る 。

神戸 市 は 、 前 H の25 日 夕 、 情報収集 を 中 心 に し た訓 練 を 実施、 9 月 か ら 本格運用 さ れ る

「 こ う べ妨災 ネ ッ ト J を 使 っ て 、 情報収集の初動体制 の 立 ち 上 げ を 検証 し た 。 従来の訓練

で は 紙の 上 で、行 っ て き た 各 氏 の被害状況の把握が、 今回 か ら 「 こ う べ防災 ネ ッ ト 」 を 通 じ

て 実施 し 、 被害の程度 に応 じ て色分け し た 地図 を 大型画面 に 映 し iJ'l し た 。 出 動 し た 消 防ヘ

リ か ら 受 け た 市内 の状況 も 中 継 さ れ た 。 (1 5 )

( r防災の 自 」 各地で訓線 但馬で全国最大規模〕

「 防災 の 日 」 の 98年 9 月 1 日 、 兵庫県 で は 全国最大規模 の 約 2 万7 ， 300人が参加 し た 大

な 県 の 総合防災訓練が行 わ れ た 。

但馬全域で 午 前 9 時、 震度 6 弱 か ら 5 強、 同 11 日寺 に は養父群養父町で震度 6 強 の 地震が

党生、 さ ら に 集 中 豪雨 で二次災害の恐れがあ る と の想定で実施 さ れた 。 但 馬 l nî18 町 の 学

校や公民館 な ど230 ヵ 所 で避難誘導 や 初 期 消 火訓練が行 わ れ た 。 さ ら に 但 馬 空港 に 緊急空

輸の た め の広域防災拠点 を 設置 し た 。 陸 上 自 衛隊 の 大型ヘ リ 、 航空 自 衛隊 の ジ ェ ッ ト 輸送
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機、 県警ヘ リ な ど13機が到着。 防災資機材や救読物資が運 び出 さ れ る な ど本番 さ な が ら の

大規模 な 訓練 と な っ た。

姫諮市 の 姫路港 ・ 中 島 地 豆公共ふ頭で も 自 衛隊、 警察、 医療機 関 な ど30 団 体約 1 ， 500人

が参加 し て 総合防災訓練が行 わ れ、 今回初め て 海上 自 衛隊の船舶 を 利用 し た 避難訓練 も 実

施 さ れ た 。

ま た 、 明石市で は 、 加 白川 市 な ど周辺 2 �I↑î 2 IIlJや大阪府八尾 市 な ど と 合同 で訓練 を 行 っ

た 。 明石市 は98年 1 月 17 日 に 八尾市 と 広域防災応援協定 を 締結 し て い る 。 八尾市 に は空港

があ り 、 明石市は港があ る た め 、 陸上 ル ー ト が損害 を 受 け た場合で も 相互 に 応援が可能で

あ る 。 今 回 訓 練 に 初 参加 し た 八尾市 は 、 救援物資の輪送訓 練 に 参加 し た 。

ま た 、 今 回 の 訓 練 で は 、 地域防災無線 を 使 っ て 、 被害状況 を 撒影 し た ビ デ オ の 静 止画像

を 災害対策本部 に 送信す る シ ス テ ム を 初 め て 試用 し た。 (注 6 ) 

〈参考文献 〉
(注 1 ) í安全で安心 な ま ち づ く り J ( 区安全 ま ち づ く り 計画 99年 3 月 神戸市特区
(注 2 ) í安全で安心 な住 ま い と ま ち づ く り の カ、 イ ド フ ッ ク 98年 6 月 神戸市市民局市民安全推進室

( ì主 3 ) 98年 8 月 23 tl 付 神戸新開
(注 4 ) 98年 5 月 26 日 付 産経新開 !日j年 6 月 19 bl 付 神戸新聞

(ì主 5 ) 98年 8 月 26 日 付 神戸新聞 朝 日 新聞 康終新聞

(i主 6 ) 98年 9 月 1 日 付 If;j 2 日 付 新聞各紙
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地域防災計画 @ 見直 し等
阪神 ・ 淡路大震災 を は る か に 上 回 る 被害が出 る 可能性 を想定 し て 、 兵庫県 の 地域防災計

画が修正 さ れ た 。 県内で予想 さ れ る 5 つ の震源、で起 こ る 地震 に つ い て 季 節 、 時 間帯 ご と に

被害予想 を し た 結果、 「 も う 同 じ 地域で大地震 は 起 き な い だ ろ う 」 と い う 甘 い 考 え を 打 ち

砕 く 、 き わ め て シ ビ ア な 予測 と な っ た 。 「 も う 起 き な い だ ろ う 」 と 思 い た い 人 間 の心情 と

は 関 係 な く 、 自 然 災害は常 に起 き る 可能性 を 秘め て 、 私 た ち の 身 近 に う ず く ま っ て い る こ

と を 改め て 示 し た の が今同の予淵 であ る 。

地域計画 は 毎年 、 修正 さ れ、 98年度 も 日 本海での タ ン カ ー 事故 を 教訓 に 海 上災害計画が

追加 さ れた ほ か、 大事故災害や事件 に備 え る 修正 を し た 自 治体 も 多 い 。

ま た 、 災 害 に 際 し て の 相互応援 協 定 は 、 自 治体 間 だ け で な く 、 自 治体の職員 OB の 専 門

知識 と 経験 を 生か し て も ら う 情報収集 の た め の協 力 制 度 の ほ か 、 震災時 に 防 災拠点 と な っ

た ガ ソ リ ン ス タ ン ドが今後 も 積極的 な 役割 を 担お う と 「大災害時協力 ガ ソ リ ン ス タ ン ド登

録制度」 が神戸 市で発足す る な ど、 さ ま ざ ま な協力 ・ 協定の輪が広 が っ て い る 。

1 . 地域防災計画 ・ 見直 し

〔模地域訪災計画 を修正 季節 ・ 時間 ご と に地震想定被害 阪神 ・ 淡路大震災の 2 館近い

被害も 予想〕

兵庫県 防災会議 は98年 7 月 、 県内で予想 さ れ る 5 つ の震源で起 こ る 地震 に つ い死傷者数、

避難者数 な どの被害想定 を 盛 り 込み 、 兵庫県地域防災計画 を 修正 し た 。 予 想、 さ れ る 地震 ご

と に 季節、 時 間 帯 を 細 か く 分類 し 、 被害 を 想定 し た 地域防災計 画 は 全国で も 初 め て O 阪神 ・

淡路大震災 を 上 回 る 被害が想定 さ れ て お り 、 阪神地域開 辺 で は も う 大地震 は 起 き な い だ ろ

う と い う Hい 考 え に厳 し し と な っ て い る 。

;出定 さ れ た 地 震 は 、 海洋性巨大地震で あ る 南海道地震 ( M8 . 4) と 内 i軍部地震の有馬高

槻構造線 六 叩 断層 帯地震 ( M7 . 7) 、 山 崎断層 地震 ( M7 . 7) 、 中 央構造線地震 (M8 . 0) 、

日 本海沿岸地震 ( M7 . 3) の 5 つ の地震。 カ ッ コ 内 は マ グ ニ チ ュ ー ド の 想定規模で 、 阪神 ・

淡路大震 災 は M7 . 2 だ っ た 。

地震 に よ る 被害想定 は 、 季節 ・ 時 間 に よ る 変動 が大 き い た め 、 そ れぞ、れ の 地震 ご と に 夏 、

春 ・ 秋、 冬 の 3 つ の季節 に 分 け 、 さ ら に 季節 ご と に 6 つ の時 間帯 を 区切 り 、 死者数、 負 傷

者数、 避難者数、 建物全壊数、 同 半壊数、 焼失棟数の予想、 を 一覧表 に し て い る 。

時 間帝 に つ い て 、 3 � 4 時 は 「 ほ と ん どの住民が 白 宅で就寝 し て お り 、 建物倒壊 に よ る

被害が最大 と な る 」 、 8 � 9 時 は 「朝 の ラ ッ シ ュ 時で鉄道事故 に よ る 被害が最大 と な る J 、

10� 1 l 時 は 「午前 中 の オ フ ィ ス ア ワ ー 」 、 12時 � J3 時 は 「昼食時。 一 時 的 に 屋 内 人 口 と 出

火率が増加す る 」 、 1 6 � 1 7 時 は 「屋外人 口 最大時。 道路災害、 ブ ロ ッ ク 塀等倒壊、 落 f物
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に よ る 被害が最大 と な る 」 、 18- 19時 は 「 夕 食時。 出 火率が最大 と な る 」 と 、 時 間 帯 に よ

る 被害の特色 を 示 し て い る 。

5 つ の地震 の う ち 最 も 被害が大 き い と 予想 さ れ る のが有馬高槻構造線 一 六 甲 断層帯地震。

兵庫県南部地震 (阪神 ・ 淡路大震災) と 最 も 類似 し た 条件 下 で起 こ る 地震 で 、 阪神 間北部

を 中心 に 多数の 家屋倒壊、 火災の発生、 海岸部 を 中心 と し た 地盤の液状化現象、 ラ イ フ ラ

イ ン や 交通網 の寸断 な ど、 阪神 ・ 淡路大震災 を 上 回 る 大災害が発生す る 恐れがあ り 、 軟弱

地盤が分布 し て い る 地域 は 特 に 注意が必要であ る 、 と し て い る 。

想定規模 の 地 震 が発生 し た場合、 冬の ] 8 - 19時 に 被 害 は 最大 と な り 、 死 者 1 万2 ， 073人 、

負傷者 6 万2 ， 01 1 人 、 焼失棟数 6 万7 ， 542棟。 ま た 、 季節 . fI寺 問 に 関係 な く 建 物 の 全壊数は

神 市、 阪神 を 中 心 に 16万5 ， 086棟、 半壊数日万4 ， 066棟、 避難者数 は40万5 ， 146人 と 、 死

者数で は 阪神 ・ 淡路大震災の ほ ぼ 2 倍の 大災存 を 想定 し て い る 。

約 1 万2 ， 000人の死者の う ち 、 約7 ， 400人が建物被害、 約3 ， 300人が火災、 約 1 ， 200人が鉄

道事故 に よ る も の と 想定 し て お り 、 時 間 帯 に よ っ て 火災、 鉄道事故 に よ る 犠牲者の 数が大

幅 に 変 わ る こ と を 示 し て い る 。

次 に被害の 大 き い地震は 山崎断層 地震。 播磨地域 を 中 心 に か な り の数の 家 屋倒壊や 火災

の発生、 ラ イ フ ラ イ ン な どへ の 大 き な 被害が予想 さ れ る と し て お り 、 死者は最大で約3 ， 000

人、 負傷者 は 約 2 万2 ， 000人、 全半壊約 15万2 ， 000棟、 避難者数19万2 ， 000人 を 想定 し て い る 。

中央構造線地震 は 、 最近 の 調査 に よ り 穂 高県付近 のずれの速度 か ら 考 え て 、 マ グ ニ チ ュ ー

ド 8 ク ラ ス の 地震が発生 し で も 不思議で は な い 、 と 述べ て い る 。 兵庫毘 に と っ て最 も 厳 し

い と 考 え ら れ る の は 、 淡路南縁断層 帯周 辺 を 震源 と す る 地震で、 こ の場合、 淡路島南部 を

中 心 に 大 き な 被害の発生が予想 さ れ る と し て い る 。被害規模 は死者約770人、 負 傷者約5 ， 500

入 、 全半壊約 2 万1 ， 300棟、 避難者数約 2 万8 ， 000人 と な っ て い る 。

南海道地震 は 、 こ れ ま での パ タ ー ン か ら 考 え て 、 2] 世紀 前 半 に発生す る 可龍性が き わ め

て 高 く 、 十 分 な 警戒が必要 と す る 。 想定被害 は死者約600入 、 負傷者約3 ， 600人 、 全 半 壊 は

約4 ， 000棟、 避難者数は 約 5 ， 100人 と な っ て い る 。 こ の 地震で、 は 焼失棟数が約8 ， 700 と 多 く 、

建造物被害 は 木造 に 集 中 し て い る の が被害予想の特徴であ る 。

日 本海沿岸地震 は 、 兵産号沿岸部で地震が発生 し た場合、 ↑旦馬地域北部 を 中 心 に大 き な

被害が予想、 さ れ、 河川 の 河 口 部 で は 地躍が軟弱 な た め 、 家屋の倒壊が起 こ り や す い の で注

意が必要 と し て い る 。 想定で は 死者約 100人、 負{著者約600人、 全半壊3 ， 900棟、 避難者数

系ヲ5 ， 100A と な っ て い る 。

被害想定 は 、 阪神 ・ 淡路大震 災 な ど過去の 地震被害 デー タ を 参考 に 、 兵庫県 内 を 4 万区

画 に分割 し 、 そ れぞれの地盤、 建物の老朽度、 時 開 ご と の鉄道利用者数、 高速道路の通行

車両数な ど を 調査 し て算定 し た 。

地域防災計画 の地震災害対策計画 で は 、 こ う し た極め て 詳細 な被害予想 を 大胆 に提示 し

つ つ 、 「活断層 の 活動状況等 に つ い て は 、 ま だ解 明 さ れ て い な い 点が多 く 、 今後、 様 々 な
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観点 か ら 調査研究 を 積み 上 げ、 デー タ を 集額 し 、 活断層 の活動 の 傾 向 や 実態 を よ り 詳 し く

解明 し な け れ ば な ら な い が、 そ れ に は長期 的 な 取 り 組みが必要。 県 を は じ め 防災関係機関

は 、 そ う し た認識の 下 に 、 可 能 な 限 り の 防 災対策 の 充 実 に 努め る と と も に 、 県民一人 ひ と

り も 地震 に対す る 備 え を 怠 ら な い こ と が何 よ り も 肝要 だ、」 と 述べて い る 。

県 は 地震 ご と の被害想定 を 参考 に 、 想定 さ れ る 最大避難者数に対応す る 食糧 や 、 生活必

需物資、 資機材 な ど を 確保す る ほ か、 災害医療 シ ス テ ム の 整備、 救援体制 な ど緊急対応 を

組み直 し て い く よ う 市町村 を 指導 し て い く 。 (注 1 ) 

〔 ロ シ ア タ ン カ 一 事故教訓 に海上災害計闘 を作成 県防災計画〕

日 本海で の ロ シ ア タ ン カ ー に よ る 重油流出事故 を 教訓 に 、 兵庫県防災会議 は 、 98年 7 月 、

事rrた に 「j年 ヒ災害対策計両」 を作成、 兵庫県地域防災計両 に追加、 重油流 出 を 含 む 海難事

故の対策 も 盛 り 込 ん だ。

97年 1 月 2 日 、 日 本海で発生 し た ロ シ ア 船籍 タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号J の 沈没事故で、 約

6 ， 200kl の 重油が流出 し 、 日 本海沿岸 の広範囲 に わ た っ て 漂着 し た 。 兵庫県 で も 但馬海岸

に 多 量 の 重油 が漂着 、 大 な 環境被害が発生 し 、 漁業、 観光な どが多大の 打撃 を 受 け た 。

こ の事故 に 際 し て 、 多 数の住民、 ボ ラ ン テ イ ア 、 海 上保安本部や 号 、 市町の職員 、 自 衛

隊員 な どが厳 し い 環境下 で油防除対策 に 当 た っ た 。 こ の経験 を 通 じ 、 大規模 な 海上災害が

発生 し た 場合 は 、 官民 に よ る 総合的 な 対策の必要性が認識 さ れ、 事故の 影響が譲数の府県

に 及ぶ場合の対応体制 の整備 も 課題 と な っ た。

こ の教訓 を 踏 ま え 、 海上災害 に 対す る 備 え や 災害発生時の対応の あ り 方 を 再検討 し 、 回 、

県、 市師、 そ の他の防災関係機関、 関係団体や県民の役割 を 明確 に す る な ど、 相互の連携

に つ い て 基本的で実践 的 な 指針 と な る よ う 海上災害対策計画 を 作成 し た 。

同計画の 「海 上 災害」 の 対象 は 、 兵庫県の 沿岸部 に お け る 船舶 の衝突、 乗揚、 転寝、 火

災、 爆発、 浸水、 機関故障等の 海難発生 に よ り 、 多数の遭難者、 行方不明 者 、 死傷者が発

し た場合や 、 重油 な どの大量流出 に よ り 、 著 し い 海洋汚染、 火災、 爆発等が発生 し 、 兵

庫県 に被害が及 ん だ場合で あ る 。

海難 に よ る 人命救助 と 重油等の流出事故対策 に 大別 し 、 捜索活動 、 救助 ・ 救急活動 、 医

療活動、 消 火活動、 緊急輸送活動 と 、 重油 な どの流出事故で は 、 海 と に お け る 事故現場で

の対策、 漂着防止、 重油等 の 司 収、 運搬処理 に 関す る 対策 を 決め た 。 ま た 、 災害毎 回計画

も 策定 し て い る 。

ロ シ ア タ ン カ ー の京油流出事故は 日 本海 だ っ た が、 同計画 で は ま ず瀬戸 内 海側 (大阪湾 ・

播磨瀧海域) を 取 り と げて い る 。 と い う の も 、 こ の 海域 に は 石油 コ ン ビ ナ ー ト を 中心 に わ

が国有数の 工業地帝が連 な っ て お り 、 原 油 、 重油 を は じ め と す る 多 く の 石油類が取 り 扱わ

れ て い る か ら で あ る 。

ま た 、 こ れ ら を 大量 に 積載 し た 大地 タ ン カ 一 等が友 ケ 島水道、 明 石海峡及 び鳴 門 海峡の
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狭水道 を 経 て 出 入 り し て お り 、 さ ら に 関部 国 際空港へ は ア ク セ ス 船等が就航。 当 海域内 に

お け る 各港 に 出 入 り す る 船舶 の み な ら ず、 瀬戸 内 海 の 各港 を 目 的地 と す る 大小各種船舶 が

通航す る た め 、 船舶交通 は 輯轄 し 、 かっ多様化 し て き て お り 、 好漁場であ る た め操業漁船

も 多 く 、 衝突、 乗揚等の 海難が発生す る 蓋然性が高 い 海域で あ る 。

当 海域の陸岸 に は容量500 ke 以上の泊保管施設が122施設、 う ち 兵庫県 内 に は 53施設あ り 、

尼崎、 神 戸 、 東播磨、 航路臨海、 赤穂 の 各地 区 が石災j去 に 基づ く 石油 コ ン ピ ナ ー ト 等特別

防災区域 に 指定 さ れ て い る 。 ま た 、 当 海域 に お け る 総 ト ン 数150 t 以 卜Aの タ ン カ ー が着桟

す る 係留施設 は218施設あ り 、 う ち 県 内 は76施設あ る 。

こ う し た環境の 中 で 、 当 海域での最近 3 年 間 の 要救助海難発生隻 数 は 年 間平均約229件で、

油 の 排 出 を 伴 う 恐れ の あ る 事故が全体の48% も 2:1- め て い る のが現状 だ。

一方、 R 本海側 ( !LJ 桧沿岸 ・ 若狭湾海域) は 、 福井県、 京都府、 兵庫県、 烏攻県、 島根

県沖合 い の 1 府 4 県 に わ た る 日 本海西部海域 を 対 象 に し て お り 、 当 海域 の 陸岸 に は 、 容量

500ke 以 上 の 泊 保管施設 は 138施設あ り 、 福井地尽 に は 国 家石油舗蓄基地があ り 、 364 万 ke

施設容量 の 石 油 が備 蓄 さ れて い る 。 150 t tJ、 ヒ の タ ン カ ー が着桟す る 係留施設 は 県 内 で は

3 施設 だ け で 、 当 海域での最近 3 年 間 で の 要救助海難発生隻数は 、 年 間90隻前後で、 ほ ほ

横 ばい の額 向 に あ る が、 油 の 排 出 を 伴 う :恐れの あ る 事故が全体の約半数 を 占 め て い る 。

ま た 、 海難事故 の 内容 を 見 て も 、 船舶 同 士の衝突事故 は船舶の輔較す る 瀬戸 内 海‘が多 く 、

桟橋等 に 衝突す る 事故 は 、 日 本近 海 で は 瀬 戸 内 海等が最 も 多 い 。

こ れ ら の船舶が燃料 と し て使用 し 、 ま た積載す る 油類 は A 重 油 、 C 重油 、 原 油 、 ガ ソ リ

ン 、 ケ ミ カ ル類 (有害液体物 質) 、 液化 ガ ス 等 さ ま ざ ま で あ る が、 さ ら に そ の 中 で も 種類

に よ っ て 災害対応が異 な る だ け に 、 事故発生の初動対応 か ら 細心 の 注意が求め ら れ る 。 こ

の た め 種類 に よ っ て は 、 そ の つ ど専 門 家等 に よ る 確認が必 要 だ と し て い る 。

ま た 、 災害応急活動で は 、 「 ナ ホ ト カ す」 事故の経験 ・ 教訓| か ら 、 同計画 で は ボ ラ ン テ ィ

ア の 派遣 ・ 受入 に つ い て詳述 し 、 兵庫県災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア の 派遣 の 要請、 ボ ラ ン

テ イ ア の受人窓 口 の 開設、 災 害 ボ ラ ン テ イ ア の確保 と 調整、 受入 i二 の 留 意点 を ま と め て お

り 、 「 ボ ラ ン テ イ ア が円 滑 に 活動 で き る た め の 各種 の 支援 に 務め る こ と 」 と し て い る 。

こ の ほ か、 現場作業者の 健康対策 、 汚染魚介類 の 流 出 防止の対応 を 決め て お り 、 重油等

の 流 出 事故 を 想、定 し た 災害復 旧計画 で は 、 環境影響調査の実施、 海鳥等動 物 の 保護 に も 触

れて い る 。 (注 2 ) 

〔神戸市 「事故災害」 を 加 え 、 地域関災計臨 を 改訂〕

神戸市防 災会議 ・ ;}C防協議会は98年 6 月 、 神戸市地域防災計画 を 改定 し 、 大規模 な 事故

災 害 な ど に 対す る 対応 を 風水害等対策編 に 盛 り 込 ん だ 。

多 く の死傷者等が発生す る 大規模火災や大規模事故災害が発生、 ま た は発生す る 恐れが

あ る 場合の対策 と し て 、 大規模火災、 重油流出 な どの 海上事故災害、 鉄道事故災害、 道路
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事故災害 な ど を あ げ、 そ れ ぞれ対応策 を 示 し た 。

鉄道事故災害対策 で は 、 神 戸市営地下鉄、 JR 西 日 本、 阪急電鉄、 阪神 電鉄、 山 陽電気

鉄道、 神 電鉄、 神 戸 高速鉄道、 神 戸新交通、 北神急行等が、 東西 に伸 び る 狭いベ ル ト 状

の市域 に 集 中 し 、 乗 り 入れ も 多 い こ と か ら 、 鉄道事故 に よ る 影響 は き わ め て 大 き く 、 各鉄

道事業者 ご と に 対策本部の 組織 図 、 連絡体制 を 明 ら か に す る と と も に 、 市 の 連絡体制 、 応

急活動体制 を 整理 し た 。

道路事故災害対策 は 、 出 入 り II が一定間隔 に し か な い 自 動車専用道路、 長 大 な ト ン ネ ル

内 で衝突等 に よ る 車両火災等が発生す れば、 大規模 な 災害 に 進展す る 可 能性があ る た め 、

こ う し た事故 に 対処す る た め 、 事前、 応急対策 を 示 し た 。

ま た 、 そ の他の事故災害対策 と し て 、 航空機の蕎突等 に よ る 事故、 建物 ・ 大規模工作物

の倒壊事故、 食 中 毒 の 集 団発生、 祭礼等不特定多数の者が集 ま る 場所での事故な どの対策

を 示 し た 。 こ の ほ か、 サ リ ン 等毒性 ガ ス 発生 に よ る 救急、 救助活動 に つ い て も 対応策 を 示

し 、 消 防指令課 は 地下街 な どで ガス 中毒の通報があ っ た場合は 、 有 毒 ガ ス 関 連災害 を 前提

と し た 出 動 を 指令 し 、 救助 隊 は 完全密関型の化学訪護服、 毒性防護報 を 装備 し て 出 動 す る

こ と と し 、 毒性物質 に 汚染 さ れ た 防護 衣 な どの洗浄方法 な ど も 示 し て い る 。

神戸市地域防災計画 は 、 こ う し た 大規模事故対策 を 強化 し た ほ か、 「総合防災通信 ネ ッ

ト ワ ー ク シ ス テ ム ( こ う べ防 災 ネ ッ ト ) が98年 9 月 に 運用 さ れ る の を 前提 に 、 情報収集、

缶達 シ ス テ ム を 再編成 し た 。

〔西宮市 「人命救助部」 新設 事務職員も動員九500人体勢 に〕

西宮市 は 98年 5 月 、 地域防災計画 の市職員行動マ ニ ュ ア ル を 見定 し 、 大 規模 な 災害が発

生 し た場合、 職員 1 ， 500人体勢で市内全域の 人命救助 に あ た る 新 し い マ ニ ュ ア ル を 作成 し た 。

i阪神 ・ 淡路大震災で1 ， 146 人 の 犠牲者 を 出 し た 両宮 市 は 、 97年 に 地域防災計画の な かで

大規模災害時の職員行動 マ ニ ュ ア ル を 作成 し た が、 そ の後 の 見声 し で 、 発生直後 に は必要

度の低い統計調査や被災証明発行 な どの業務 に 割 り 当 て て い た 職員 を 人命救助 に 回 せ な い

か を 検討 し て き た 。

災害対策本部 は 、 物資供給、 調査な ど19部で構成、 救助活動 は 消 防 や 土 木 、 建設部 局 の

技術職 員 約 750 人 の 態 勢 だ、 っ た の を 、 19部 の 上位 に 全庁横断的 な 「人命救助部J を 新設 し 、

事務職員約700人 を 回 し 、 計1 ， 500人が初 動 の 人命救助 に あ た る よ う 大幅 な 見直 し を 行 っ た 。

こ れ に よ っ て 事務職員 の半数が人命救助 に 投入 さ れ る こ と に な る が、 こ れだ け の 体勢 を

と る の は 全国的 に も 異例 。 阪神 ・ 淡路大震災 当 日 の登庁率 は 約 6 割で 、 1 1時 間 以 内 に 登庁

で き た の は 3 割 だ っ た 。 救助 の 入手が足 り ず人命救助 が i�分で き な か っ た 苦 い経験か ら 、

思 い切 っ た態勢作 り に 踏み切 っ た。

人命救助部員 は 、 災寄発生 と 同 時 に 災害対策本部 に 集 合 し 、 救助道具 を 持 っ て 担 当 区域

に 出動 、 倒壊家屋か ら の救出 や 負 傷者故助 、 応急措置 な ど に あ た る 。 大規模 な 地震 な どが
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発生す れ ば、 計 画通 り に 人員 を確保す る こ と は極め て 困 難 な こ と か ら 、 同 市 は 可 能 な 限 り

人員 を 確保 で き る よ う 体勢 を 倍増 し た も の で、 現実的 な 対!志姿勢 と し て 注 目 さ れ て い る 。

(注 3 ) 

〔市街地大火の盟止を重点 に 宝塚市地域訪災計画 ・ 全面的に見麗 し 〕

宝塚市防災会議 は98年 3 月 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え 、 京塚市地域防災計両 を

令面的 に 見 直 し た 。 特 に 大幅 な 見 直 し と な っ た 「地震対策計 画編」 で は 、 ま ず、 「非常時

活動体制 に 関 す る 基本指針」 で、 災害発生 時 に 応急対策実施上戸の指揮本部 と な り 、 活動 の

主力 と な る べ き 行政機関 の側 の迅速 な 緊急体制 の確立、 応急、 ・ 復 旧 活動 を 円 滑 に遂行す る

た め の拠点施設等の確保、 杜会的混乱の収拾 と 秩序 の確保、 こ れ ら 3 つ の 条 件 を 満 た す た

め に必要 な 応急対策項 自 に 関 し 、 そ の 責任分担、 手!II夏、 連携 上の取 り 決め 等 を 中心 に 記載

し 、 あ わせ て東海地震 に 係 る 警戒宣 言発令時 の 対応 を 記載 し て い る 。

ま た 、 「地震火災防止及 び人的危険回避 に 関 す る 対策J r二次災害防止及 び都市機能早期

回復 に 関 す る 対策」 で、 地震発生後 の延焼火災問 止 と 被災者の 生命健保 を 最{憂先 と し て 、

災害 に よ る 人的 、 物 的被害 を 最小 限 に と ど め 、 都市機能 の 早期 副復の た め の 緊急措置 と し

て 、 必要 な 責任分担、 手}I境 を 示 し 、 特 に延焼火災阻止が災害発生初期 に お け る 最大 の ポ イ

ン ト であ る と 、 火災 の 延焼 阻止 を 最重点課題 に あ げて い る 。

具体的 に は 、 震度 6 弱以上の 地震が発生 し た と き 、 も し く は責在担 当 部 長 が必要 と 認め

た と き の碁本指針 と し て

①発生夜後 に お い て 初期 消 火活動 に 全力 対応す る

②初期泊火活動 に よ る 鎮火 困 難 な 場合は 、 消防本部 に そ の 旨 を 報告; し 、 増 強部隊の 出 動

を 要請す る と と も に 、 被壊消 防 を 含む あ ら ゆ る 手段 を 講 じ て 延焼火災 阻止 を 第 一 に対処す

る

③走路 ・ 橋梁の交通渋滞 ・ 損壊等 に よ り 消 防 の 二次運用 が 困 難 な 場合、 消 防職員 の 参集

数が火災発生状況 に 対 し て劣勢で あ る 場合、 ま た は増 強部隊の 出 動 を 要す る 炎上火災件数

が 2 つ 以 上 あ る 場合、 そ の他、 I打 の有す る 消 防力 に よ っ て は 延焼火災阻止が悶難であ る と

判 断 さ れ る 場合 は 、 近隣消防機 関 の 志援 出 動 要請、 そ の也、 消 間広域応援 出 動 の 要請、 自

衛 隊 に よ る 消 火支媛活動 の 要請、 破壊活 防 の指示等、 あ ら ゆ る 方法 を 迅速 に 講 じ て 、 市街

地大火担 止 を 第一 に対処す る

③地震発生在後 に お い て は 、 消 防 部 門 以外の各部 門 、 各機関 は 、 消 防本部の 要請 を 最寝

先 し 、 指揮所の統括の も と 、 延焼火災阻止 を 第一 に対処す る

⑤その他、 市借地 大火が発生 し た 場合、 も し く は発生す る と 判 断 さ れ る 場合 に お い て も

同 様 に 行 う も の と し 、 市街地大火組止 を 第一 に対処す る

と 、 繰 り 返 し 市街地で の 延焼 阻 止 の 重要 さ を 強調 し て い る 。

そ の 理 由 と し て 河計 画 は 「震災時 に お け る 消火活動 の基本 且 標 は 、 人命の 安全確保 で あ
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る 。 大規模 な 地震発生時 に は 、 火災の多発、 建物 の 倒壊等 に よ り 、 極め て 大 き な 人命 の 危

険が予測 さ れ る 。 特 に市荷地大火の発生 は 、 火 災 に よ る 逃 げ遅れや避難行動 を 困難 に さ せ

る と と も に 、 建物の倒壊等 に よ り 生 き I里め に な っ た被災者の救出 を 困難 に し 、 最思の場合

は 、 救出活動 そ の も の の遂行 を 不可能 に す る 。 そ の た め 、 地震発生直後 に お い て 、 延焼火

災の発生の有無 は 人的被害 の規模 を 大幅 に左右す る O し た がっ て 、 特 に 地震発生直後、 相

当 時 間 内 に 関 し て は 、 各部 門 、 各機関 は 、 そ の 全組織機能 を 駆使 し て 消 防機 関 と 連携 し 、

避難の安全確保 と 市街地、 密集地 を 中心 と し た 市街地大火の発生防止 に 努め 、 ま た 、 倒壊

建物等 に お い て 生 き 理め に な っ た市民の救出活動 も あ わせ て 行 な う も の と す る 」 と 述べて

い る 。 (Ü 4 )

2 . 自 治体等の災害相互応援協定

〔淡路島内 1 市1 0町が災害応援協定結ぶ〕

淡路 島 内 の 1 市101可 は 98年 8 月 1 R 、 「淡路地域災害時等相互応援 に 関 す る 協定」 を 施

行 し た 。 協定で は①災害発生時や災害が発生す る 恐れの あ る 場合、 各市町が緊密 な 情報交

換 を 行 う ②被災 し た 市町 は 、 応急 と 復 旧 に 必 要 な 資機材、 物資、 職 員 の 応援 を 要請す る こ

と がで き る ③相 互 の 通信がで き な く な っ た場合、 被災市 町 の 要請 を 待 た ず独 自 に 判 断 し て

応援す る 、 と い う 内容であ る 。

具体的 な 止、援 は 、 応急対策、 毎!日 に必要 な 資機材、 物資 の あ っ せん 、 提供、 職員 の 派遣 、

被災者 の 受 け 入 れ な どで、 止、援 に 要 し た経費 は).t、援 を 要請 し た 白 治体が原則 と し て負担す

る 。 幹事市町は I 年 ご と に持 ち 凶 り に し 、 応援 を 要請す る と き は 幹事市町宇 に 要請 す る こ と

に し て い る 。 幹事市 町 は 県災害対策淡路地 方本部 (事務局 ・ 県淡路県民局) と 連指 し て 応

援す る 。 (注 5 ) 

( í新宮J の名 で 1 市 2 f!lJ 1 村が災害応援協定〕

「新1Jむ の 名 がつ く 111・ 町村の首長が一 堂 に 会す る 「新宮サ ミ ッ ト J が98年 9 月 1 日 、 和

歌山県新宮市で 開催 さ れ 、 同 市 と 兵庫県揖保郡新宮町、 福 岡 県糟屋郡新宮町、 愛媛県宇摩

郡新宮村の 1 f打 2 町 l 村が 「新宮サ ミ ッ ト 市!日I付災害時応援協定J を 締結 し

サ ミ ッ ト は新宮 市の 市政65周年 を 記念 し て 同 市が呼びか け た も の で 、 兵庫県 と 福 両 県 の

新宮町 は 90年 に 「ふ だ、 ん着交流」 を 結 び、 毎年、 青少年 の交流 を 続 け て き た 経緯があ る 。

新宮 市 は 1946年 ( 昭和21年) の 南 海道地震で被需 に あ っ た ほ か、 台風被害が多 く 、 他の市

町村 も そ れぞれ風水害 な とと の 災害 に 遭 っ た経験 を 持つ こ と か ら 、 災害時 に Tfゐ い に)，日乏 し 合

う こ と に な っ た 。

2 ßlTの 「ふ だ、 ん着交流」 を 4 市町村 に位、 げ、 普段か ら の肩 の 凝 ら な い交流が、 災害時 に

も 大 き く 役立つ と し て 「ふ だ ん着交流 ・ 熊野新宮 宣 言」 に 署 名 、 住民相 互の交流 を 重 ね な
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が ら 、 災符時の 支援体制 を 整 え て い く こ と に な っ た 。 (注 6 ) 

〔神戸市 市内 の農協 、 商j吉街連合会、 百糞j苫 な ど と 災害時の物資供給協定を結ぶ〕

大規模 な 災害が発生 し た場合、 食糧や物資が 市民 に安定的 に行 き 渡 る よ う 神 戸 市 は 98年

9 H 1 日 、 市 内 の 商宿街や小売市場の 業界団体、 百貨庖 な ど と の 毘 で防災協定 を 結 ん だ。

行政機関 と 商庖街や市場 と の 防災協定は全国で も 初 め て と い う 。

協定 を 結 ん だ の は 、 市商庖街連合会、 市小売 市場連合会、 市北農協 、 市丙農協 、 そ ご う

神戸宿、 西神 そ ご う 、 大丸神戸席、 ダ イ マ ル須磨居、 神戸阪急、 三越神戸庖 。

協 定 は 、 大規模 な 災害が発生 し た場合、 市民が食糧 な ど生活必需物資が確保で き る よ う 、

自舗の早期 間庖 や 通常価格で の販売 に つ と め て も ら い 、 必要量の供給 に 努力 し て も ら う と

い う 内存であ る 。

神戸市は 1980年 に 石油危機 に よ る 物価高 な どの混乱 を 教訓 に 、 現在の コ ー プ こ う べ と 協

定 を 結 ん で、 い る が、 震災 を 契機 に 一気 に 協定の輸が広 がる こ と に な っ た 。 ( 注 7 )

〔近畿 6 府県で工業用水の応援協定結ぶ〕

近畿 を 中心 に 2 府 4 県の 自 治体が営 む工業用水道事業者20団体が、 阪神 ・ 淡路大震 災 を

教訓 に 、 災害時の相冗応援協 定 を 98年 ] 2 月 に 結 ん だ。

震災時、 兵庫県 内 の 工業用 送水管 な ど217 ヵ 所で被害があ り 、 神 戸市 内 で は 最長84 日 開

の 断水 と な り 、 生産活動 に 多大の影響 を 及 ぼ し た 。

こ の た め 、 大阪府、 京都府、 福井、 滋賀 、 兵庫 、 和 歌 山 の 各県 内 の 関係事業者が、 相互

応援体制 の 整備 を 協議 し 、 地震 な どの 災害が起 き て 、 自 力 での対応が困難 と な っ た場合、

他府県の事業者か ら 復 旧 に 必要 な 職員 の派遣、 資機材の提供 を 行 う こ と に な っ た 。 平時の

情報交換会議 を 定期 的 に 開催す る O 幹事 (任期 4 年) は 兵産県が務め る 。 6 府県 の事業者

が関係す る 企業 は 1 ， 657社 に も 及ぶ。

一般飲料水の 上水道 に つ い て も 、 三重 を 含む近畿 7 府県で97年10月 に 同様 の協定 を 締結

し て い る 。 ま た 兵庫県 内 の 市 町 間 で は 98年 3 月 に 協定が締結 さ れ た 。 (注 8 ) 

〔社協 と 生協が 「協働憲章」 に調印 災害時や福祉活動で協力〕

兵庫県杜会福祉協議会 と 神戸市社会福祉協議会、 コ ー プ こ う べの 3 l主体は99年 1 月 、 神

戸市 内 の ホ テ ル で 「市民福祉社会への協働憲章」 の 調 印式 を 行 な っ た 。

3 団体 は 震 災後 、 救援活動 や ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 協力 し て 行 い 、 98年 7 月 、 「社協 ・ 生

協 の 協働 の あ り 方 に 関 す る 懇話会J を 設 置 し て協 力 関係 を 深め る 方法 を 検討 し て き た。

憲章 は 「市民 と の連携の も と に 、 豊 か な 福祉文化 を 育 む 市民福祉社会の形成 を め ざすJ

と し て 、 行動 目 標 と 行動指針 を 掲 げ た 。 ま た構想、で は 「協働促進会議」 を 発足 さ せ て 今後

の 活動 を 決め る ほ か、 災害時の協力体制、 地域での福祉サ ー ピ ス の協力 な どがあ げ ら れ て
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い る o (it 9 )  

〔兵庫県防災 エ キ スパー ト 登録制度発足〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動への認識 と 期待、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 通

し 地域社会への貢献意識が高 ま る な か、 財団法人 ・ 兵庫県建設技術 セ ン タ ー は 、 災害の発

生時 に 道路、 河 川 な どの公共土木施設の被害状況 を 、 専 門 知 識 を 持 っ た 人た ち か ら い ち 早

く 情報 を 収集す る た め 、 県や市町で こ れ ら の施設の整備 や 維持管理に長年指 わ っ た OB の

協力 を 得 る た め 、 兵庫県妨災エ キ ス パ ー ト 登録制度 を 定 め 、 98年 5 月 25 口 、 発足式 を 行 っ

た 。

同 セ ン タ ー が募集 し た と こ ろ 、 こ の 日 の発足式 ま で に 、 国 2 名 、 県192 名 、 市町47 名 、

そ の他 2 名 の計243名 が登録 し た 。 訪災エ キ ス パ ー ト 登録の募集 は 随時受 け付 け る こ と に

し て お り 、 今後 さ ら に増 え る 見込み で あ る 。

地震や嵐水害 な どの大規模 な 災害時 に 、 県や市町の公共土木施設の管理者の 要 請 に 応 じ

て 、 被災状況の 把握や災害対 策活動 に 自 発 的 に 参加 し て も ら う こ と に よ っ て 、 被災施設の

円 滑 な t情報収集や災害対策活動 を 円滑 に し 、 災害の 防 止や被害拡大 を 未然 に 紡 ぐ と と も に 、

被災があ っ た場合に も 長年の経験や ノ ウ ハ ウ を 持 っ た 人 た ち の情報は 、 災害復 旧 に も 大 き

な 効果が期待で き る O

自 宅周 辺 な ど担当 地域で河 川 の 決壊、 道路の損壊、 土砂崩 れ な どの危険性、 被害状況 を

土木事務所 に迅速 に通報 し て も ら う ほ か、 パ ト ロ ー ル も 実施 し て も ら い 、 専 門 家 と し て の

経験 を 生か し て も ら お う と い う も の 。

〔西宮市 市職員 08 会 と 災害時通報で協定〕

両宮市 は 98年 1 0 月 、 災害時の情報収集 を 迅速 に行 う た め 、 市職員 OB でつ く る 「西宮市

友会J (872人) と 「被害情報の通報 に 関 す る 協定」 を 結 び、 市訪災対策課内 に OB 専用 の

通報窓 口 を 設 け た 。

対 象 に な る の は 、 市 内 在住 の OB 約550人。 協定で は 、 原 則 と し て が け 崩 れ な ど の 土砂

災害 ・ 道路被害 ・ 人的被害の 3 つ に つ い て 、 自 宅周 辺 な どで、 日 で見 て確認 し た情報 を 、

防災対策課か119 番 に 速 や か に通報す る こ と に な っ て い る 。

通報者の氏名 、 被害場所、 被害状況、 通行や市民生活への影響 な ど通報の仕方 を 見体的

に 解説 し た マ ニ ュ ア ル を 作成 し 、 協力 を 要請す る 。

職員 OB への 通報要請 を 協定化 し て い る 自 治体は珍 し く 、 行政経験者 に専用 窓 口 を 聞 く

こ と で 、 災害時 の 混乱 し た状況の 中 で も 、 的 確 な 情報収集がで き る の で は な い か と 期待 さ

れ て い る 。 ( i主 1 0)
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(AM ' FM 8 社が災害時の共同放送で連携〕

兵庫県 内 に 本社 を 畏 く ラ ジ オ 関 西 (AM 神戸) と エ フ エ ム わ い わ い (本社 ・ 神 戸 市 長 同

ば ) な ど コ ミ ュ ニ テ イ FM 7 杜が98年 8 月 、 「兵庫県地域 ラ ジ オ ネ ッ ト ワ ー ク 連絡会」 を

結成 し た 。 災7ヰH寺 な ど に 必要 な 生活情報 を 交換す る た め 、 地域の ラ ジ オ 放 送 局 が連携 し て

共 同放送す る の が 目 的 で あ る 。

地域密 着 型 の コ ミ ュ ニ テ イ FM と 、 よ り 広 域 に 聴 け る AM ラ ジ オ が連携す る こ と で 、

地域の細かい情報 を 広 く 伝 え る こ と がで き 、 災害時 に伝 わ り に く く な る 他地域の情報 も 聴

く こ と がで き る 。 日 頃か ら 番組やス タ ッ プ の交流 を 計jEfii し て お り 、 10月 か ら 週 1 Ihl ずつ 地

域 を 紹 介す る 共同 の番組 を 放送す る 。

AM ラ ジ オ と 地域の コ ミ ュ ニ テ イ FM が 日 頃 か ら 活動 を に し て い く の は全国で も 珍

し い と い う 。

他の FM 局 は 、 エ フ エ ム あ ま が さ き (尼崎市) 、 エ フ エ ム 三木 ( 三 木 f1ï ) 、 伊丹 コ ミ ュ ニ

テ イ 放送 (伊丹 I lj ) 、 エ ブ エ ム ム ー ヴ (神戸 市 中 央 区) 、 西宮 コ ミ ュ ニ テ ィ 放送 (西宮 市) 、

エ ブ エ ム た じ ま ( 豊 岡 rtiLJ (注1 ] )

( r大災害時協力ガソ リ ン ス タ ン ド、」 登録制度が発足 神戸市〕

阪神 ・ 淡路大震災時 に 地域の ガ ソ リ ン ス タ ン ドが倒壊家屋での救助 に使 う 資機材の 貸 し

出 し な ど を 行 っ た 経験か ら 、 神戸市 は 「大災害時協力 ガ ソ リ ン ス タ ン ド」 の 登録制度 を 設

け、 99'9三 2 月 、 奇録制度 に よ る 第一 号 の ガ ソ リ ン ス タ ン ド が誕 生 し た 。 大規模災害特の

ジ ャ ッ キ や 消 火需の な どの貸 し 出 し 、 合:地条件 を 生か し た被害情報の提供 、 ガ ソ リ ン 、 灯

油 の 供給が柱 と な っ て い る 。 政令一市 で は 川 崎、 横浜両 市が市内 の ス タ ン ド と 災害協定 を 結

んで い る が、 行政 に 対 す る 協 力 が I J 的 で 、 市民 を 支援す る 協 力 を 定 め た 制 度 は 初 め て と い

つ 。

ガ ソ リ ン ス タ ン ド は 、 消 防法の規定 に よ り 比較的 災害 に 強 い 構造 に な っ て お り 、 i坂神 ・

淡路大震災で も rlj 内 で、全壊 は な か っ た と い う 。 震災後、 市 内 の ガ ソ リ ン ス タ ン ドか ら 今後

も 協)J し た い と い う 声があ り 、 同 市消 防局 が笠録制度 を 設 け た 。

「 協力 ス タ ン FJ は 表示板 を 掲 げ、 災害時優先電話 を 引 き 、 地域の被害状況 な どの情報

を 市 を 通 じ て被災者 に提供す る ほ か、 緊急 車両への優先給油 も 行 う O

こ の制 度 は 「神戸 市民の安全の推進 に |主jす る 条例」 の 施行 を 受 け 、 事業者 に よ る 地域の

災害対応力 の 強化 を 図 る こ と な ど を 日 的 に 、 兵庫県石油 商業組合の協力 を 得て 設 け ら れ た 。

市 内 に あ る ガ ソ リ ン ス タ ン ド は339施設 あ り 、 こ の う ち す で に泊施設が登録募集 に 応募

し て お り 、 消防;-�ð は 要件 を 満 た し た !市 に 表示板 を )11長次交付 し 、 名 I�íj と 場所 を 公表す る 。 (注

S7K '11 I ⑨ 初j りと



〈参考文献 〉
(注 1 ) 兵康県地域紡災計画 地震災害対 策言j @î 98年修正 兵庫県防災会議
(注 2 ) 兵庫県地域防災計画 「海上災害対 策百十頭 98年 兵庫県防災会議
(注 3 ) 98年 5 Ji 30 日 付 読売新聞 6 月 24 日 付 神戸新聞
(注 4 ) 宝塚市地域防災計画 98年 3 月 宝塚市防災会議
(注 5 ) 98年 8 月 2 日 付 毎 日 新聞 同 月 17 日 付 産経新聞
(注 6 ) 98年 9 月 2 日 付 神戸新聞
(注 7 ) 98年 9 月 2 日 付 神戸新聞
(注 8 ) 98年12月 1 日 付 神戸新聞
(ì主 9 ) 99年 1 月 1 5 日 付 産経新聞
u主10) 98年10月 2 日 付 神戸新聞
(注1 1 ) 98年 8 月 28 臼 付 草月 日 新聞
(注12) 99年 2 月 6 日 付 神戸新伺
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自然災害対策の推進

98年度 は 地震災害 を テ ー マ に し た さ ま ざ ま な 間 際会議が相 次 い で 開催 さ れ た 。 阪神 ・ 淡

路大震災が起 き る ま で戦後最大の 震 災 だ っ た福井地震か ら 50周年 に あ た る の を 記念 し て福

井市で世界震災都市会議が開 か れ た の を は じ め 、 神戸市で は 日 米防災会議 も 聞 かれ た 。 阪

神 ・ 淡路大震災が発生 し た そ の 日 が、 大阪会議 の 初 日 だ、 っ た 日 米 防災会議が、 4 年後、 会

場 を 神戸市 に 移 し て の 開催 と な っ た 。

災害 は 地震 だ け で な く 、 台風 7 号が集 中 豪雨 を も た ら し 、 震災の復旧工事が行 わ れ て い

た 神 戸 市 兵庫 区 の 新 湊 川 で氾濫が起 き 、 あ っ と い う 間 に 局 面 の 住 宅街 や 商屈 街 を 濁 流 が

襲 っ た 。 自 然災害の復!日工事現場で新た な 災害が発生 し 、 厳 し い 反省 を 迫 ら れ る こ と に な っ

た 。

1 . 治山 ・ 治水

〔地震に弱い盛 り 土造成地 に ア ン カ ー工法が有効〕

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー の 沖村孝教授 ら の研究 グ ル ー プが、 斜面 の安定対策τaが

地震時 に 斜 面 の震動特性や安定性 に どの よ う な 影響 を 与 え る か に つ い て検討 し た結果、 地

すべ り 防止対策 に は 、 土 中 に 鋼 線 を 入れ て 地盤 を 国 め る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー 工法が最 も 有

効 だ と の研究成 果 を ま と め 、 98年10月 に神戸市 で 聞 か れた 土木学会全国大会で発表 し た 。

1 978年 の 宮城県沖地震で起 き た仙 台市の住宅地の地すべ り は 、 寄 り 土 に よ る 造成地の安

全性で大 き な 社会問題 と な っ た が、 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 住宅地で発生 し た地すべ り の

6 割が谷 を 埋め 立 て た 造成地で起 き た と さ れ て い る 。

沖村教授 ら は 、 震災で実i緊 に 被害 の 出 た 土地 を モ デル に 、 対策工法 の 違 い に よ っ て地盤

が ど う 動 く か を 、 神戸大学で測定 さ れ た 地震 の デー タ を 用 い て解析 (地震応答解析) し た 。

同 教授 ら は斜面の補強方法 に つ い て①鉄筋 を 斜面 と 直角 に 挿 入 す る ( 地 山 描 強土工) ② ア

ン カ ー を 斜め に 入 れ、 先端 を 出 定 し 地 表か ら ヲ i っ 張 る ( グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー 工 ) ③縦方向

に 杭 を 打 ち 込む (杭工) の 3 工法で比較 し た結果、 ア ン カ ー 工法が地すべ り の抑 止 に

最 も 効果があ る こ と が分 か っ た 。

最大加速度 時 に お け る 加速度分布 で は 、 ア ン カ ー 工法が加速疫 の大 き い 領域がやや小 さ

く な る 傾 向 を 示 し 、 斜 面内 部 の局 所安全率 も 増加す る な ど、 全体 と し て 3 つ の工法の 中 で

は 、 ア ン カ ー 工法が斜面の震動特性、 安定性 に 与 え る 影響が最 も よ い と の結果 を 得 た 。

各種の斜面の対策工が、 地震時 に 斜面の震動特性や安定性 に 与 え る 影響 に つ い て は 、 こ れ

ま であ ま り 検討 さ れて い な か っ た だけ に 、 貴重 な 調査 と な っ た が、 同教授 ら は 、 今後、 さ ら

に 大 き な ひずみ状態下で、の対策工の影響 に つ い て検討す る 必要があ る と し て い る 。 (注 1 ) 
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〔災害危険地マ ッ ブの公開 住民 9 割が支持〕

99年 1 月 14 日 付の毎 日 新聞 は J地錨 よ り 命J と の見 出 し で、 六 甲 山系 の 災害危険地の マ ッ

プ公 聞 に住民の 9 割が支持 し て い る と の調査結果 を 報 じ た 。

そ れ に よ る と 、 阪神 ・ 淡路大震災で、 西宮市仁 川 百合野町で大規模 な 土砂 崩 れが起 き 、

34 人が生 き 埋め に な っ た ほ か、 神戸市東灘 区 の 岡本地区で も マ ン シ ョ ン 毘辺で地すべ り が

発生す る な ど、 各所で土砂崩 れや地すべ り が発生 し た 。

こ の た め建設省や兵庫県、 神戸市 な どが兵庫県土砂災害対策推進連絡会 を 組織 し 、 精度

の 高 い マ ッ プの作成 と 積極的 な公開 を 決定。 広報誌 な ど に掲載 し て マ ッ プ を 各戸配布 し た 。

建設省 六 甲 砂防工事事務所や 児ー な ど は97年 9 月 、 公 開 に つ い て 住民6 ， 000人 を 対象 に ア

ン ケ ー ト 調査。 1 ， 645人の有効 回 答の う ち 、 93 . 4% が 「災害 に 備 え る こ と がで き る J な ど

と 公開 に 賛成 し た 。 そ の後 の調査で も 「継続 し て公 開 を 」 と の声が強 か っ た 、 と 報 じ た 。

同 紙 は 六 甲 山 系 の南 麓 は 関西で も 有数の高級住宅地で、 地価への影響 な ど に 配慮 し て 、

危険地情報は積極的 に 公開 さ れて こ な か っ た が、 震災が 「地価 よ り 命J へ の 転換点 と な っ

た と み ら れ る 、 と 論評 し て い る o (注 2 ) 

〔台風 7 号で震災復!日工事中の新湊J I I が氾濫〕

98年 9 月 22 日 、 台風 7 号 の影響で 、 兵庫県 内 は 昼前か ら 夕 方 ま で ほ ぼ全域が暴風雨圏 に

入 り 、 神戸市兵庫 区 の新湊) 1 \ がは ん ら ん、 床上、 床下浸水 な どの被害 を も た ら し 、 約 l 万

5 ， 000人 に 一時、 避難勧告が出 さ れ た 。

は ん ら ん し た 新湊) 1 \ は 、 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し 、 兵庫号神戸土木事務所が河川 災害

復 旧 助成事業 と し て 工事 中 の 災害 だ、 っ た 。 朝 か ら の 累計雨量 は 1 50mm に 達 し 、 天王谷川 と

石井川 が合流す る 菊水橋か ら 、 約 100 m f流の 洗心橋付 近 で ) 1 \ がは ん ら ん 、 周 囲 の住宅街

や商)苫 街 に水が溢れ出 し 、 467戸 で床上浸水、 220戸 で床下浸水の被害が出 た 。

神戸市消防局 は午後 4 持45分、 付近の7 ， 467 世帯、 1 万5 ， 094人 に避難勧 告 を 発令。 同 区

東 山 町 で は 6 世帯、 約20人が住宅の 2 階 に取 り 残 さ れ、 兵庫署員 な ど に 救 出 さ れた 。 政府

は 同 日 夜、 災害救助法の適用 を 決 め た が、 兵庫県内 で 同法が適用 さ れた の は 阪神 ・ 淡路大

震災以来で あ る 。

県 は 災害後、 被災者への対応、 や 河 川 工事の 再 開 に つ い て 検討す る た め 、 地元住民や学識

経験者 な ど に よ る 「新湊) 1 \ 浸水災害対策協議会」 を 設置す る と と も に 、 浸水の発生原 因 や

災害の再発防止 な ど に つ い て 審議す る た め 、 「浸水災害調査委員 会」 を 設置 し た 。

同協議会 は 10月 末 、 見舞金制度 の新設、 工事の早期再 開 と 安全確保 な どの提言 を ま と め

た 。 一方、 向調査委員 会 は 、 12月 末 に 最終報告書 を 県 に提 出 し た が、 こ の な かで調査委員

会 は 、 河 川 工事が行 わ れ て い な く て も は ん ら ん は起 き て い た が、 止水壁が撤去で き な か っ

た こ と な どか ら 流 ド能力 が低下 し 、 工事が被害 を 増大 さ せ た と 指摘 、 防災体制 に も 不備が

あ っ た と し た 。
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報告書ーで、 上流域で、宅地 開発が進 む な ど、 7J'(が短時間 で下流域 に 達す る こ と か ら 「 も っ

と 早 い段階か ら 防災活動 に着手すべ き だ っ た」 と 問題点 を 指摘 し て い る 点 は 、 今回 の ケ ー

ス だ け で な く 今後の 防災対策 と し て重 要 な 規点で あ る o (注 3 ) 

2 . 学術研究 な ど

〔震災 の教習11 を オ ー ラ ル ・ ヒ ス ト リ ー で後世に〕

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 近代都市文明社会 に 未曾有の被害 を 与 え た た め 、 被 災 の 原 因 や意

味、 そ こ か ら どの よ う な 教訓 を 汲み取 り 、 今後の大規模災害への予 防 と 災害対応 に 生 かせ

る か 従来の調査 ・ 誹究手法 だ け で は 対応で き な い の で は な い か。 で は 、 ど の よ う な研

究手法が考 え ら れ る の か 、 こ れ 自 体が大 き な 研究課題で あ る O

阪神 ・ 淡路大震災記念協会 (石原信雄理事長) は 、 3 つ の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム に よ る 「 オ ー

ラ ル ・ ヒ ス ト リ ー J 事業 を 98年震か ら 3 年計画で開始 し た 。 研究の正式名称 は 「災害対応

プ ロ セ ス の 明暗化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の帯築J o

サ ブテ ー マ は 「阪神 ・ 淡路大震災の エ ス ノ グ ラ フ ィ ー の構築」 と い う も の で 、 災害エ ス

ノ グ ラ フ ィ ー と は 、 「被災 し た 入、 あ る い は 災害対応 に 従事 し た 人の 読 点 か ら 、 災害現象

を 系統 的 に 整理 し 、 災害 に つ い て の理解 を 深 め る た め の手法」 と 定義 し て い る 。 こ の研究

は 、 今 回 の 災害規模 の 量 的 な 拡大が災害対応の面で も こ れ ま で に な い課題 を 生み 、 災害対

策 に 関す る 考 え 方 に つ い て の 質 的 な 転換 を 迫 る も の と な っ た こ と か ら 、 こ う し た新 し い 災

害対応の課題 を 整理 し 、 従来の災害対応 と の 関連性 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 統合的

な 災害対応 プ ロ セ ス の モ デル 化 を 行お う と い う の が 目 的 で あ る O

具体的 に は 、 遺族や災害対花、 に従事 し た 人 た ち に 直接 、 イ ン タ ビ ュ ー し 、 ピ デ オ や音声

で生の声 を 収録 ・ 保存 し て い く わ け だが、 単 な る イ ン タ ピ ュ ー 記録 に 終 わ ら ず、 例 え ば災

害対応の失敗 も 含め た貴重 な 教訓 を 語 っ て も ら う こ と に よ り 、 大震災で実 擦 に起 き た事実

を え ぐ り 出 し 、 そ こ か ら 阪神 ・ 淡路大震災 の 本 当 の 教訓 を 整理 し 直 し て議世 に 役立 て よ う

と い う も の で あ る O

こ の た め ビ デ オ や録音 テ ー プ、 調査記録 は 、 !尻町 と し て30年 間非公開 と し 、 発言者 や 関

係者の プ ラ イ パ シ ー を 保護す る と い う 前提で、 調査は ス タ ー ト し た。

3 つ の プ ロ ジ ェ ク ト が行 う 聞 き 取 り の 対象 は 、 大 き く 分け て 「行政関係者J r 民 間 人J r遺

族」 の 3 つ の分野。

「行政関係者」 は 、 五百旗頭真 ・ 神戸大学法学部教授 ら の チ ー ム が担 当 。 震災当 日 の事

象 と 対応状況 を 中心 に し た ‘ 証言 ' を デ ジ タ ル ・ ピ デオ に 収録 し 、 今後の 行 政 の 危機管理

に 役立.て よ う と い う も の で 、 国 、 兵庫県 、 被災10市10町の首長や災害対策本部担当官 、 警

察、 消 防 、 自 衛隊 な どの行政関係者 を 対象 と し て い る O

「民間 人」 に つ い て は 、 林春男 ・ 京都大学防災研究所教授 ら の チ ー ム が担 当 。 地元企業
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や商)吉 会 な ど を 中 心 に 、 被災者復興支援会議 メ ン バー な ど、 震災復 興 に 従事 し た 人 を 対象

に イ ン タ ピ、 ユ ー す る 。 オ フ ィ ス 街 に 大 き な 被害がUJ1 て 、 都市活動 に 深刻 な 影響があ っ た 中

央 区 に 関 し て は 、 グ ル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン 形式 に よ り ピ デ オ に 収録す る 。 ま た 、 Itl小 ・

零細企業への被害が顕著 で あ っ た 長 田 ・ 兵車両区 に 関 し て は 、 聞 き 取 り 形式 に よ り ピ デ オ

に 収録す る 。 98年度 は 、 中 央 区 で 計 6 人 に つ い て グ ル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン 形式 に よ り 収

録 し 、 長 田 区で計1 1 人 に つ い て 聞 き 取 り 形式 に よ り 収録 し た 。

「遺扶」 の 聞 き 取 り は 、 宗l培益輝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 ら の チ ー ム が担

当 。 当 初 、 室崎教授 ら が独 自 に着手 し て い た研究 に 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会がパ ッ ク

ア ッ プす る こ と に な っ た 。

河 チ ー ム は 、 震災で亡 く な っ た 一 人 ひ と り の 死 に つ い て 、 遺族 ら か ら 開 き 取 り を 行 い 、

死亡原 因 を 法医学的 な 判 断 だ け で な く 、 住宅環境や 家庭環境、 さ ら に社会経済的環境 と ク

ロ ス さ せて 、 総合的 に把握 し 、 震災に よ る 死亡 を い か に し て LnJ避す る か の 教訓 を 引 き 出 そ

う と い う も の で あ る 。

こ の謂 査 は 、 98年 7 月 か ら 姑 ま り 、 当 初J は ビ デ オ 収録 を 考 え て い た が、 遺族の 同 意 を 得

る の が困難 な た め録音 テ ー プで収録 し 、 保存す る こ と に な っ た 。 調査 は 室IIi奇冊究室の大学

院生 を 中心 に 4 回 生 を 含 め て 17 入 、 同 学 部 の 塩崎賢明教授 の研究室で10 人 と 両教授 を 含め

合計29人の調査チ ー ム を 編成。 調査員 2 名 と ボ ラ ン テ イ ア も 参加 し 、 l 班 2 � 5 人 で 聞 き

取 り を 実施。 年 間 100人、 3 年 間 で300人の調査 を 目 標 に 、 初年定 は67人か ら 聞 き 取 り を f一丁 つ

た 。

行政が把握 し て い る 震災犠牲者の 名 簿 は 、 プ ラ イ パ シ ー の保護か ら 非公 開 と な っ て い る

た め 、 マ ス コ ミ 報道 な どで明 ら か に な っ て い る 犠牲者名 な どの ほ か、 各 地 で 開 か れ る

祭 に 足 を 運ん で犠牲者 の 名 簿づ く り か ら 始め な け れ ばな ら な か っ た 。

こ う し て作 っ た 名 簿 を も と に 、 調査の 趣 旨 を 説明 し た丈 を 添 え て ア ン ケ ー ト 調査 を 実施

し た う え で、 面会の承諾 を 得 ら れ た遺族 ら か ら イ ン タ ピ ュ ー し 、 犠牲者の個人史、 被災前

後の地域や家屋の状況、 ま た 、 そ の写真や地図 、 被災時 の 犠牲者や家族の 行動記録、 被災

時 の 家 具の 転倒 な ど住宅内部の状況、 死亡原 因 に つ い て の専 門 家 の考察、 そ の他関係者の

メ ッ セ ー ジ や手記 な ど と と も に 、 調査者の所見 も 調査票 に書 き 込み 、 犠牲者 l 人 に つ い て

7 � 8 枚 の調査表 に 整理 し 、 一 人ずつ フ ァ イ リ ン グ し て 録音テ ー プ と と も に 、 i夜神 ・ 淡路

大震災記念協会で厳重 に 保管 し て い る 。

犠牲者の個 人 フ ァ イ ル に は 、 犠牲者の 写真 も 貼付す る こ と に な っ て い る が、 中 に は 家毘

の倒壊 ・ 火災で写真 を 取 り 出す こ と も で き な か っ た 悲惨 な ケ ー ス も あ り 、 フ ァ イ ル の 写真

欄が空 白 の ま ま の も の も あ る 。

室崎教授 ら は '6 ， 400人 の 尊 い 犠牲 に 報い る た め に も 、 次の大災害 に 備 え る た め に も 、

ひ と つ ひ と つ の事例 か ら し っ か り と 教訓 を 学 び、 後世 に 伝 え る こ と が欠 かせ な い 。 と り わ

け 今 岡 の 震 災の最大の 問題点が、 家毘の 瞬時倒 壊 に よ る 虫色按死 と 、 被災後の ケ ア の 欠如 か
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ら く る 間接死 に あ る 以上、 そ の 実態 の 克明 な 記録 と 、 そ こ か ら の教訓 を あ い ま い に す る こ

と は 許 さ れ な い 。 に も かか わ ら ず、 震災後 の 多 く の記録の な かで は 、 個 々 の 尊い死が死者

oo人、 圧死00 % と い っ た 数字 の 世界で し か取 り 扱わ れて い な い現状 に あ る 。 死 に 至 る

経過は個別性 を 持 っ て お り 、 ひ と つ と し て 同 じ も の は な い と い え る 。 こ の個 別性 を 大切 に

し 、 そ の ひ と つ ひ と つ か ら し っ か り と 教訓 を 学ぶ こ と が、 生 き 残 っ た も の の 責務 と い え る

だ ろ う 。 そ こ で私 た ち は 、 個別性 と 教訓性 を キ ー ワ ー ド と し て 、 ①一人 ひ と り の死 に つ い

て詳細 な 記録 を 後 世 に 残す こ と ②一 人 ひ と り が な ぜ死 な な け れ ばな ら な か っ た の か を 解 き

明 かす こ と ③犠牲者が私 た ち に 残 し た メ ッ セ ー ジ を 読み取る こ と一ーを 目 的 と し て 、 震災

関連死 を 含め た 犠牲者すべて を 対象 と し た 開 き 諾 り 調査 を 実施す る こ と に し た」 と 、 「犠

牲者の個別被災記録調査の 意義 と 日 的」 に記 し て い る 。

販神 ・ 淡路大震 災記念協 会の事業計画期 間 は 3 年 間 だが、 全犠牲者の 聞 き 語 り 調査 を 目

標 に 、 室崎教授 ら は調査協力 者 を 募 り 、 さ ら に 年 月 を か け て調査 を 続け る 方針。 イ ン タ ー

ネ ッ ト で ! 震 災犠牲者開 き 語 り 調査会J の ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し 、 「心あ る 有志」 の調査

協力者 を 募 っ て い る 。
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こ れ ら 3 つ の プ ロ ジ ェ ク ト が実施 し て い る ‘ 証言 ' 記録 は 、 プ ラ イ パ シ ー の 問 題 を 含 む

微妙 な 問題 を は ら む 可能性があ る た め 、 厳重な 管理の F に 阪神 ・ 淡路大震災記念協会の金

庫 に保管 さ れ て お り 、 30年 間 は非公開が原 則 。 し か し 、 そ れ で は 、 い つ 、 ど こ で起 き る か

も し れ な い大災害への教訓 に 生 かせ な い と い う ジ レ ン マ も あ り 、 ま た 、 こ れ ら の証言記録

を 遺族の本諾 を 得 て 、 何 ら かの形で研究対象 と す る こ と を 検討 し て い る 。 得 ら れ た 貴 重 な

教訓 を ど う 生か し 、 プ ラ イ パ シ ー 問題 と の 両立 を ど う は か る か に つ い て 、 同 協 会 で は 、 別

に 専 門 家 に よ る 研究会 を 設 け て 検討 を 重ね て い る 。

( r神戸の地盤研究会」 が発足 市の地盤デー タ ベ ー ス を 活用 、 意官学で共同研究〕

阪神 ・ 淡路大震 災の教訓| を 踏 ま え て 、 神 戸 の 市街地の 地盤や活断層 に つ い て神戸市が蓄

積 し て き た 地 盤 デ ー タ ベ ー ス や被害情報 は 、 神 戸 市 の 今後の安全都市づ く り に と っ て 重要

な も の であ り 、 行政のみ で な く 民間 も 含 め た 幅広 い機 関 で の 活用 が図 ら れ る こ と が望 ま し

く 、 デー タ ベ ー ス は 、 常 に新 し い '1吉報が付加 さ れ、 適切 に 更新 を 進 め て い く こ と に よ り 、

貴重 な 情報の価値 を 維持 し 高 め て い く こ と が重要だ と し て 、 デー タ ベ ー ス の利 用 と 更新及

び研究 に つ い て神戸市お よ びその他の行政組織、 民 間事業者、 大学、 研究機関 等 に よ り J神

戸 の地盤研究会」 が99年 3 月 に 発足 し た 。
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震災か ら 3 年 間 に わ た る 神戸 の地盤の調査結果 を ま と め た デー タ ベ ー ス 「神戸 JIBANK

UNJ (本誌第 3 巻第10章 「防災」 参照) に 、 同研究会の 会員 と な っ た企業や研究者が ア ク

セ ス し て デー タ を 取 り 出 し 、 そ れぞれの 専 門 分野 か ら 神戸 の 地盤の特性や震災の被害 と 地

盤 の 関 係 な ど を 研究す る O 同 デー タ ベ ー ス に は神戸市 、 兵庫県 の ボー リ ン ク、、調査結果が入 っ

て お り 、 こ う し た 自 治体の調査デー タ を 民 需 に 公 開 す る の は全屈で も 珍 し い と い う O

会員 は 、 地質調査会社 な ど一般会員 56社 と 特別会員 10法人、 学識会員 2 1 人 で、 ス タ ー ト し

た 。 「研究委員 会J を 設置 し 、 当面 の研究 テ ー マ と し て 「震災の地震動 と 地盤J r液状化の

検討」 を 選 ん だ 。 「神戸 JIBANKUNJ の デー タ を 解説 す る 報告会 も 開催す る O

神戸 市 は 公 聞 を 前提 に デー タ ベ ー ス の整備 を 進め て き た が、 研究の継続 に は費用がかか

る た め 、 民間 と 共 同 で進め る こ と に し た 。 民間 に と っ て は 、 神戸市内 で ピ ル 建設や 開 発 を

進め る 擦 の 予備謂ままや周辺地盤の調査 に役立つ と い う メ リ ッ ト があ り 、 自 治体が蓄積 し た

デー タ の 活用 の あ り 方 に 一 石 を 投 じ た も の と い え る O

同研究 会 で は 「神戸 の 地盤 に 関 す る 知 識 の 普 及 ・ 神戸 の 地盤 に 関 す る 調 査研究J r神戸

の地盤 と 被害 の 関係 に つ い て の 情報の整理 と 研究J r安全都市づ く り の 基礎 的情報の整理

と 研究J な どの調査、 研究、 啓発活動 を 行 っ て い る O

研 究会は神戸市 の ほ か、 yql村孝神戸大学教授 ら 学識経験者が発起人で、 事務局 は 文部省

所管の財団法人 ・ 建設工学研究所 に 貴 か れ て い る o (注 4 ) 

〔神戸大学都市安全研究セ ン タ ー が研究成果報告会〕

板神 ・ 淡路大震災後 に 設立 さ れた神戸大学都市安全研究セ ン タ ー (北村新三 セ ン タ ー 長)

は 、 98年12 月 8 日 、 セ ン タ 一 発足以来進め て き た 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 研究成果の報

告会 を 開催 し た 。

同 セ ン タ ー は 、 震災 1 年 4 ヵ 月 後の96年 5 月 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災原 因 の究明 と 、

災害 に 強 い 都 市づ く り の手法や理念 を 構築す る た め の 学 内 共 同研究施設 と し て 開設 さ れた 。

研究成果 は す で に 学術論文集 (本誌第 3 巻第10章 「 防災」 参照) に ま と め ら れて い る が、

報告会 は 広 く 市民 に も 研究成果 を 還元 し 、 理解 し て も ら お う と 開 い た も の で 、 市民、 学生、

研究者、 法人、 行政、 企業 な ど220人が参加 し た 。

報告 は 、 建築学、 医学、 社会経済学的研究 な ど幅広 い分野か ら の研究が報告 さ れ

た ほ か、 リ チ ヤ ー ド ・ ア イ ズ ナ ー ・ カ リ フ ォ ル ニ ア ナ1'1危機管理庁地域監督官が 「 ア メ リ カ

に お け る 地震対策 に つ い て」 を テ ー マ に講演 し た 。

同 セ ン タ ー は 、 こ の報告会の講演要 旨 を ま と め た研究成果報告会報告集 を 同 月 末 に刊 行

し た 。

( r直下型地震 に よ る 地盤災害J 土木学会関西支部が埠補版出版〕

社団法人 ・ 土木学会 関 西 支部 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の発生直後か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災
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調査研究委員 会 (委員 長 ・ 土岐憲三京都大学教授) を 発足 さ せ、 震災被害 の 原 因究明 と 今

設の地震災害研究への資料 ・ 記録 の 編集 を 目 指 し 、 8 つ の分科会 を 設 け て 3 年 間 の活動 を

行 い 、 そ の研究成果 を 1 ， 600ペ ー ジ に 及ぶ報告書 「大震災 に 学ぶ」 に ま と め刊 行 し た (本

誌第 3 巻第10章 「防:い 参照) が、 こ の う ち の地盤 ・ 基礎分科会が、 そ の 後 、 研究活動 を

1 年 間継続 し 、 震災以降の 4 年 間 の研究活動 を 基 に 、 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 地盤 ・ 基

礎 関 係 の 地震被害の被害原 因 と 今後 の 耐震設計 に つ い て の 検討結果 を ま と め 、 「夜下型地

震 に よ る 地盤災害」 と 題 し た報告書ー を ま と め た 。

同分科会は 、 延長 し た 1 年 間 の研究課題 と し て 、 耐震設計の 考 え 方 に 関 す る 検討 に 焦 点

を 当 て 、 地震応答解析手法、 地盤側方流動 問 題 と 設計への対応、 鉄道構造物 に お け る 耐震

設計法、 宅地造成擁壁 の耐震設計問題 な ど を 取 り 上 げ、 地盤災害 に 関す る メ カ ニ ズ ム 分析

と 解析手法の 検討、 お よ び耐震設討 を 中心 テ ー マ と し て 報告書 を ま と め た 。

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 土 木工学お よ び関連す る すべ て の 分野 に お い て 、 地震災害 に 対 す

る 詑前 の 知 見 や 判 断基準 に つ い て見 直 し が必要であ る こ と が認識 さ れ、 今 後 の 構造物 の 耐

震設計や震災時の対応 ・ 復旧 に対す る 計画 ・ 対応 な ど に つ い て 、 新 し い基準や ア プ ロ ー チ

が戟 り 入れ ら れ よ う と し て お り 、 同 分科会 は ' 4 年 間 の研究 ・ 検討成果 を 報告す る こ と で、

今後の 各種土木構造物 の 耐震設計や施工 に 携わ っ て い る 技術者への 参考 と な り 、 地震防災

や 耐震技術 に 関す る 知識向上の た め の 一助 に」 と 、 研究成果 を ま と め た 。

内 容 は 、 山 地 ・ 土地造成、 平地 ・ 斜面地、 埋立地 ・ 廃棄物 に お け る そ れぞれの地震災害

と 酎震設計、 河 川 、 港湾、 貯水士構造物、 道路 ・ 鉄道、 構造物基礎の そ れ ぞれ の 地盤災害

と 樹震設計、 お よ び液状化 に つ い て の 報告であ る 。 (注 5 ) 

〔 日 米都市防災会議 神戸で開樺〕

日 米の 防災研究者や行政関係者が安全な 都市づ く り の た め の 課題 な ど に つ い て話 し 合 う

「第 6 回 日 米都 市訪災会議」 が99年 1 月 12 日 か ら 3 日 聞 に わ た り 神戸 市 中 央 区 の神戸 国 際

会議場で 開 催 さ れた 。

地域安全学会 ( 日 本) の主催で、 米 国 の 地震工学研究協会の 共催。 第 4 回 の 大阪会議の

初 日 だ っ た何年 1 月 17 日 に 阪神 ・ 淡路大震災が発生。 参加者 は そ の 日 の う ち に被災地 に 入

り 共 同 で調荘。 そ れか ら 4 年 を 経 て 、 今 回 は神)コfが会議 の 場 と な っ た 。

海外か ら 約40人 の 専 門 家 が参加、 国 内 か ら も 約 1 50 人 が参加 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災 か

ら の経済復興 な と令 に つ い て の基調講演の ほ か 、 神戸市の伊川 一男 ・ 市民安全推進室長が98

年 1 月 に 施行 し た 「神戸市民の安全の推進 に 関す る 条例」 に よ る 防災活動、 コ ミ ュ ニ テ ィ

活動の取 り 総み に つ い て報告。 復興 ま ち づ く り や ボ ラ ン テ イ ア 、 経済謀興 な ど 7 つ の分科

会が関 か れ た 。

ま た 、 神戸 市内 を 歩 い て復興状況 を 見 る ツ ア ー や 、 淡路島 や 激甚災害 に 見 舞 わ れ た 長 田

立 を 視察す る パス ツ ア ー も 行 わ れ た 。 (注 6 ) 
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〔福井地震 か ら 50年 世界震災都市会議 福井で開催〕

福井地震か ら 50周年 を 記念 し て 、 98年 6 月 26 日 か ら 3 行 問 、 福井市で 「 世界震災都市会

議」 が開催 さ れた 。 地震災害 を 経験 し た語井市 を は じ め 、 兵!車県西宮市、 新潟市、 北海道

奥尻町の 国 内 4 市 町 と 海外 9 都市の首長 や 国 内外 の 専 門 家 、 全国の 自 治体 な どの 防災担当

者 ら 延べ約3 ， 000人が参加、 中小都1市 の 地震防災 と 復興の あ り 方、 国 際 協 力 な ど に つ い て

話 し 合 っ た 。

海外か ら は 、 88年 の地震で約 2 万5 ， 000人が犠牲 と な っ た 旧 ソ 連の 共和 国 だ っ た ア ル メ

ニ ア の ス ピ タ ク 市、 70年 の 地震で約 7 万人が犠牲 と な っ た ベ ル ー の ワ ラ ス 市、 63年 の地震

で1 ， 000人余 り が死亡 し た マ ケ ド ニ ア の ス コ ピ エ 市 、 89年 の 地震 に 続 い て 91 年 に は 大火災

に 見舞 わ れ た 米国 オ ー ク ラ ン ド市 な ど の 市長 ら が参加。 地震か ら 10年経 っ て も 住民の80%

がバ ラ ッ ク に 住 ん で い る 例 や 、 近代 的 な 町 に復興 し た も の の 、 住民の声が反映 さ れ な い ま

ま の後興だ っ た た め に無味乾燥 な 町 に な っ た例 、 あ る い は度 重 な る 災害 に あ っ た こ と か ら 、

災害 に備 え る 「準備税」 制 度 を 住民投票で可決 し 、 復 旧 費用 な ど に 充て て い る 例 な ど、 さ

ま ざ ま な復興の教訓が報告 さ れた 。

ま た 、 専 門家 会議で は 、 地震災害で の都市 開 の 国 際協力 を テ ー マ に議論、 地震研究 に お

け る 国際交流の促進や 、 災害 に 際 し て の 国際協力 で は 、 相手都市 の生活習慣や文化の違 い

への理解の必要性 な ど に つ い て話 し 合 わ れ た 。

最終 日 の28 日 、 「 回 捺 的 な 相 互理解 と 、 過 去 の 教請 を 将来 の 教訓 と す る 精神 で、 防災都

市づ く り に ま い進す る 」 と の 「詣井市宣言」 を 採択 し て 閉幕。 宣言 を 受 け て 、 参加 し た 13

都市 は 、 防災情報の 交換 な ど 6 項 目 に 合意 し た 。

福井地震 は 、 終戦後 間 も な い 1948年 6 月 28 日 、 福井県北部の 丸 岡 町 を 震源 に発生 し た マ

グ ニ チ ュ ー ド7 . 1 の 直下型地震で、 福井市 と そ の 周辺 を 中 心 に 石 川 県 に も 被害が及 び、 死

者3 ， 728人、 負 傷者 2 万1 ， 750人 に の ぼ り 、 阪神 ・ 淡路大震災が起 き る ま で 戦後最大の震災

だ っ た 。 (注 7 )

( r野島断層保存館」 開館 断層 が盟の天然記念物 に〕

阪神 ・ 淡路大震災 (兵庫県南部地震) で地表 に 露出 し た 断層 を 保存す る 「野島断層保存

館j を 中 心施設 と し た 淡路 島 の 北淡 町震災記念公居 (愛称 「 フ ェ ニ ッ ク ス パ ー ク J ) ニ 兵

庫県津名群北淡町小倉= が98年 4 月 2 日 、 オ ー プ ン 。 そ の 後 、 明 石海峡大橋の 開 通 も あ っ

て 、 98年 度 の 入舘者数 は 、 当 初 目 標の30万 人 を 10倍近 く 上 司 る 282万6 ， 775 人 を 記録 し た。

同 公 開 は 、 兵産県 と 北淡町が、 露 出 し た野 島 断層 を 中 心 に3 . 4ha を 97年 6 月 か ら 整備 し

て き た。 中心施設の 「 野 島 断層 保存館」 は 、 露 出 し た 断層 の う ち 長 さ 140m を か ま ぼ こ 形

の ア ル ミ 屋根で 覆 っ た 鉄骨平屋建て (3 ， 000m2 )  0 

露 出 し た 断層 と 、 断層 に よ っ て破壊 さ れ た ア ス フ ア ル ト 道路やずれた 生 け 垣 な ど生 々 し
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い 地震 の 爪痕 が延 々 と 見渡せ る ほ か、 地面 を 2 . 5m掘 り 下 げ、 地 中 を 走 る 断層 面 も 見 ら れ

る よ う に な っ て い る 。

野 島断層 は 、 横 ず れ逆断層 で、 約 10km が露出 し た と さ れ、 水平方 向 最 大 2 m 、 上下方

向最大1 . 2m の 地表面のずれが生 じ た 。 こ の う ち 保存館内 を 含む最 も 保存状態の よ い延長

185m の 断層 と そ の 周 囲約3 ， 500ばが、 4 月 に 文化財保存審議会か ら 国 の 天然 記念物 に指定

す る よ う 答 申 さ れ、 7 月 末 に指定 さ れ た 。

開館後、 空調 に よ る と 思 わ れ る 乾燥で、 断層 の 表面 に細 か い ひ び割 れが生 じ た た め 、 9

月 に は 地 表 に霧 を 吹 き か け る 加湿装置 を 設置す る な ど、 学術的 に も 防災教育 の面か ら も 貴

重 な “震災の生 き 証人" の 保存 に 神 経 を 鈍 っ て い る O

問 い合 わ せ は北淡町震災記念公園 ( 電話 0799-82-3020) 水曜休閑

3 . そ の他

〔政府の危機管理対応策 を 明文化〕

98年12 fJ 29 臼 付、 神戸新聞 は 、 「内 閣 の 初動体勢確立」 と の 見 出 し で 、 大規模地震 や 杭

空機事故な ど 6 分野 で 、 非常事態時の 緊急初動体勢 を 明文化 し た 政府の危機管理対応策が

明 ら か に な っ た と 、 危機管理対応策 の 要 旨 を 報 じ た 。

そ れ に よ る と 、 こ れ ま で に ま と ま っ た の は①大規模地震②旅客機墜 落 な ど の航空機災害

③客船沈没な どの 海難事故④列車衝突 な どの 鉄道事故⑤河川 氾濫や土石流 な ど の風水害⑥

油 流 出 な どの 海洋汚染一一の 6 分野 で あ る O

大地震 の 際 の危機管理対応、 で は 、 気象庁が地震'1吉報や津波予報 を 官邸別館 の 内 閣情報集

約 セ ン タ ー に連絡。 こ れ を 受 け 、 内 閣 危機管理監が関係省庁の局 長 ら で構成す る 「緊急参

集チ ー ム 」 を 招 集 し 、 官邸対策室 を [直 ち に 立 ち あ げる 。

対策室 を 設置す る 基準 は①東京23区 で震度 5 強以上、 そ の他 の 地域で は 震 度 6 弱以上の

場合②地震防災対策強化地域判定会が招 集 さ れ た 場合。

対策室 は 、 首相や官房長官 ら に情勢 を 逐一報告 し 、 必 要 に !必 じ て 首相 を ト ッ プ と す る 関

係 閣僚会議 の 開催 や 、 国土庁 に 緊急災害対策本部 を 設置す る よ う 要請す る 権限 を 危機管理

に 持 た せ て い る O

他の非常事態 で も 同様の対応が明記 さ れ、 初動段階の情報収集項 目 を 分野 ご と に細 か く

規定 し て い る O ま た 、 官邸対策室 は 、 こ れ ま で は 対 策本部が設置 さ れ る と 解散 し て い た が、

今後 は対策本部設置後 も 当 分の 問 、 存続 さ せ、 関係省庁がそ れぞれ対策本部 を 設置 し た後

も 引 き 続 き 内 閣 が総合調整機能 を 発揮で き る こ と に し 、 緊急時 に 特 に必要 と さ れる 情報の

一元化が確保 さ れ
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(98年防災 白書 早 く も震災の教司11風化 ・ ボラ ン テ ィ ア活動の環境整備の必要性も 指摘〕

98年 5 月 に 公表 さ れ た 国土庁の 1998i手版 「 防災 白 書」 は 、 総理府 な ど の 調査 を 基 に 、 国

民の大地震 に 対す る 危機意識の低下が顕著 に 表 れて い る と し て 、 訪災意識の高揚 を 国民 に

強 く 訴 え る 内容 と な っ て い る O

阪神 ・ 淡路大震災後、 国民の 訪災意識が どの よ う に 変化 し て き て い る か、 総理Fffが97年

9 月 に 実施 し た 「防災 に 関 す る 世論調査J を 、 震災前 の91年 7 月 の調査 と 、 震災後の95年

9 月 の調査 を 比較 し た 。 そ の結果、 97年調査で は 、 阪神 ・ 淡路大震災への 関心度 は全体で

93 . 6 % で、 前 回調査 (95 . 6 % ) か ら そ れ ほ ど後退 し て い な い も の の 、 そ の 内 訳 を 見 る と 、 「非

常 に 関心があ る 」 は52 . 2% で、 前 田 の 59 . 6 % か ら か な り 減少 し た 。

逆 に 「関心が な い」 は 3 . 4 % か ら 6 . 0% に増 え て い る O 阪神 ・ 淡路大震災か ら 2 年半 の 時

点の調査だが、 早 く も 大震災の記'憶 ・ 教訓 が風化 し て き て い る こ と を 示 し て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 の風化 は 、 そ の ま ま 地震 に対す る 危機意識の低下 に つ な がっ て

お り 、 自 分の 住 む 地域で今後10年 間 に 大地震が発生す る 可能性があ る か と の 問 い に 「起 こ

る と は 思 わ な い」 と 答 え た 人が47 . 7 % (前 回調査43 . 9 % ) と 増 え た 。

地域別 で は 、 大地震が起 こ る と 思 う 人 の 割 合 は 、 関 東46 . 1 % 、 東海45 . 1 % と 全国で し

2 番 目 に 多 い が、 東 海 は 前 回 調査の54 . 7% か ら 45 . 1 % と 大幅 に低 F し た 。 大震災 を 経験 し

た近畿で も 、 前 出 の38 . 1 % か ら 29 . 7% と 低下 し て い る あ り さ ま で あ る 。

白 書 は 、 い っ た ん高 ま っ た 防災意識が、 年 月 と と も に低下す る の は あ る 程度 、 懸念 さ れ

て い た こ と と は い え 、 汁の ど も と 過 ぎ れば熱 さ を 忘 れ る 』 の諺がそ の ま ま 当 て は ま る 謡査

結果で、 災害対策 を 進め て い く う え で改 め て 大 き な 課題 を 突 き つ け て い る 」 と 厳 し い認識

を 示 し た。

さ ら に 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 家庭での備 え は 、 そ の後、 ほ と ん ど進 ん で

お ら ず、 逆 に何 も し て い な い 人が全体の 4 分の l を 占 め 、 防災訓 練 に 積極 的 に 参加す る 人

が極め て 少 な く 、 自 主防災活動の 実施状況 も 2 割程度の低水準 に な っ て い る と し て 、 よ り

き め細 か な 啓発の工夫が必 要 だ と 指摘 し て い る O

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災や97年 の 日 本海での重油流出 事故 な ど を 例 に 、 行政機 関 だ け で

な く 、 消 防 団 、 水防団 な どの活動 や ボ ラ ン テ イ ア の働 き が重要 な 役割 を 担 っ て い る と し て 、

平常時か ら の ボ ラ ン テ イ ア 肉体 と の協議の必要性や被災地 の 自 治体が多数 の ボ ラ ン テ イ ア

を どの よ う に 受 け入れ、 ボ、 ラ ン テ イ ア を ま と め る コ ー デ ィ ネ ー タ ー を い か に薙保す る かが

課題 と 述べ て い る O

こ の ほ か消 防 、 水防団 員 の 高齢化 な どで組織率が低下 し て い る た め 、 青年層 の加入促進

や資機材 の 整儒充実の必要性 を 指摘 し て い る O

〔大震災 に よ る 六 甲 山の山地災害 ま と ま る 「六甲 山災害史J 発刊 兵庫県治山林道協会〕

社団法人 ・ 兵庫県治山林道協会 は97年 8 月 、 六 甲 山 の 土砂災害や 治 山 対 策 の歴 史 を ま と
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め た 「六 甲 山 災害史」 を 発刊 し た 。

700人 を 越す 死者 ・ 行方不明者 を 出 し た 1938年 (昭和 13年) の 阪神大水 害 に つ い て は 、

山 津波が市街地 を 襲 っ た 状況 を 当 時 の 証言や写真、 ス ケ ッ チ を 使 っ て 詳細 に 災害 を 記録 し

て い る 。 1967年 (昭和42年) の梅雨前線 に よ る 大災害、 1995年 (平成 7 年) の 阪神 ・ 淡路

大震災 に つ い て も 詳 し く 記述 し て い る 。 A 4 版、 200ペ ー ジ。

六 甲 山 は神戸 ・ 阪神 間 の シ ン ボル 的 な 存在 で あ る が、 明 治 の初 め に は 、 ほ ぼ完全 に 近 い

は げ山 に な っ て お り 、 わ が国 を 代表す る 植物学者 ・ 牧野富太郎が 「雪が積 も っ て い る の か」

と 驚い た ほ ど花両岩がむ き 出 し に な っ て真 っ 白 に な っ て い た 。

明 治 中期 か ら 本格的 に 始 ま っ た植林事業 は 今 日 ま で約 1 世紀 に わ た り 営 々 と 続け ら れて

お り 、 わが国 を 代 表す る 超長期 の 治 山事業 と な っ て い る O こ う し て よ う や く 六 甲 山 の緑が

回復 し て き た 。

し か し 、 六 甲 山系 は 、 大地が押 さ れ て縮 ま る 力 を 受 け て 起 こ る 地層 の ずれ、 つ ま り 断層

運動の繰 り 返 し で次第 に 高 く な っ た 出 で、 硬い岩石であ っ た は ずの花詞岩が地下深 く ま で

風化 し 、 も ろ く な っ て い る O こ の た め 大雨 に襲 わ れ る と 崩 れやす く 、 土砂災害 を 繰 り 返 し 、

六 甲 山 の災害 に は経験的 に 伝 え ら れ た '30年周期説」 があ る ほ ど。 昭和42年の豪雨 に よ る

土砂災害 か ら お年 臼 に 図 ら ず も 阪神 ・ 淡路大震災が起 き 、 二重の意味で土砂 災害の危険性

が指摘 さ れて い る O

過去の災害 は 、 いずれ も 降雨 に よ る 土砂の最壊、 流 出 が原 因 で 、 地震 に よ る 山 地災 害 は

治 I LJ 関係 者 に と っ て 初 め て の体験だ、 っ た 。 幸 い 前年 か ら 降雨量が少 な く 、 地 震後 も 3 月 下

旬 ま で 降雨量が少 な か っ た こ と 、 六 甲 山系 の 治 山 ・ 砂 防対策が功 を 奏 し 、 市街地での大災

害 に比べ る と 山 自 体の大規模 な 土砂災害 に は至 ら な か っ た 、 と 「災害史」 で述べ て い る O

逆 に い え ば、 も し 降 雨量が多 か っ た ら 阪神 ・ 淡路大震災で、 も っ と 大規模 な 災害が発生 し

て い た 可能性があ る と い う こ と で も あ ろ う O

阪神 ・ 淡路大震災 (兵庫県南部地震) に よ る 六 甲 山系 の 山腹崩壊、 亀裂、 落 石 な ど は 約

600 ヵ 所で発生。 直接人家 な ど に被害の恐れがあ る 緊急性 の 高 い と こ ろ は 、 砂 防関係 で57 カ

所、 治 山 関係 で は51 ヵ 所で、 い ずれ も 緊急対策工事が施 工 さ れ た 、 と し て い る 。

「災害史J が ま と め た 今 回 の 地震 に よ る 主 な 山 地災害 と 調査結果、 そ の後 の対策 に つ い

て以下 に 再録 し て お く 。

・ 宝塚市小林地区 ( ÚJ腹崩壊)

逆 瀬 川 と ほ ぼ平行 に 広 が る 人 家 お よ び県立宝塚西高校裏 山 約15ha の尾根筋 に 、 幅 1 m 

前後の 関 口 ク ラ ッ ク が総延長200m に わ た り 発生 、 斜 面の 一部が20 ヵ 所、 約 2 ha に わ た っ

て 崩 壊。 そ の 後の余震 と ク ラ ッ ク か ら の雨水浸透 な ど に よ り 拡大 崩 壊 を 起 こ し 、 直下の 人

家 に 甚大 な 被害 を 及 ぼす恐れがあ る た め 、 一部の住民は避難 を 余犠 な く さ れた 。

・ 西宮市宝生 ヶ 丘 (急傾斜地崩壊)

幅60 m に 及 ぶ崩 壊が発生、 直 下の 人家 5 戸 を 直撃。 死者 I 人、 家屋全壊 2 戸 、 半壊 3 戸。
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- 西宮市仁 川 百合野町 (地すべ り )

こ の 地震 に よ る 土砂災害の う ち 最 も 大 き な被害が出 た 地 区 で 、 仁 }川|けi の左岸斜面が幅1叩00日m

長 さ I日5m に わ た つ て崩壊、 約10万ばの 地すべ り が発生。 土砂 は 川 を 埋 め 、 家屋13戸 を 押 し

つ ぶ し た ほ か、 半壊 3 戸。 34人 の 犠牲者 を 出 し 、 70世帯190人 に 避難勧告が出 さ れた 。

・ 西宮市苦楽園 4 番目J ( 山腹崩壊)

集落 の 裏 山 で 山 腹崩壊が発生、 山 腹斜面 に 多数の亀裂が生 じ 、 I jJ 腹斜面 に 多量の不安定

な 土石が堆積。 崩 壊土砂 は 人家 に お よ び、 避難勧告が出 さ れ た 。

・ 西宮市生瀬高台 ・ 弓 納子J 1 1  
既設堰堤の左岸山躍で崩壊が発生、 1 ， 500m3 の 土 石 が堆積。 直下流 に は 人家 が迫 っ て お り 、

土砂流 出 に よ る 被害の恐 れが生 じ た 0

・ 神戸 !行東灘毘住吉台 ( 山腹崩壊)

六 甲 山 系南 側 斜面の住吉台地区 の住宅、 高 層 マ ン シ ョ ン の後背地の 111 腹が延長150 m 、

約0 . 6ha に わ た っ て 崩 壊、 崩 れ落 ち た 土石 は 人家 2 戸 を 損傷 さ せ、 さ ら に 公 園 、 道路 に ま

で達 し た た め 、 地域住民 に避難勧告が出 さ れ た 。

・ 神戸市東灘区住吉 山 手 9 丁 目 ( 山腹崩壊)

i可 9 r 日 裏 山 に あ た る 六 甲 山系車側斜而 に 大小10 ヵ 所、 約 2 . 5ha の 崩 壊が発生、 堆積 し

た 土砂が沢部 を 埋 め た。 幸い下流の住宅部 に は 流 出 し な か っ た が、 豪雨時 に は土石流 と な っ

て流 Fす る こ と が強 く 懸念 さ れ る た め避難勧告が出 さ れた 。

・ 神戸市東難 区 西 岡 本 (地すべ り )

六 可l 南 極 の住宅地の 夜 下 の 斜面 に 、 大規模 な 地すべ り が発生。 |栢160 m 、 厚 さ 12 m 、 土

砂量は約25万ld。 地すべ り の先端部 に あ っ た 道路が幅25 m 、 長 さ 25 � 30 m に わ た っ て 崩 壊

し 、 広 い範 間 で住宅地 に 亀裂が民 じ 、 家震 に も 被害 を お よ ぼ し た 。 419世帯 1 ， 359人 に 避難

勧告がlも さ れた 。

・ 神戸市灘 区六 甲 山 町一 ヶ 谷 ( 山 腹崩壊)

六 甲 ケ ー ブ ル 下駅の裏山 の傾斜角40度 の急峻な 斜面の尾根部が幅30 m に わ た っ て 崩壊 し 、

山 腹 中 部 ~ 下部 に は 、 頭部か ら 崩 壊 し た 岩塊が不安定 な 状態で停 止。 中 に は径が 3 m を 超

え る も の も あ り 、 転落 し た径 3 m の 巨大岩塊 は 、 iLi 腹下部の 六 甲 ケ ー ブル軌道内 に到達、

コ ン ク リ ー ト 擁壁 に衝突 し て停止 し た 。

・ 神戸 市北 区 有 馬 町ー大屋敷 ( 山腹崩壊)

有馬温泉 街 の 背 山 の 一 部 が 崩 壊、 崩 れ落 ち た 岩境が岩 な だ れ の よ う な 状態 に な っ て 約

100 m 斜 面 を 流下 、 渓床 に 不安 定 な 状態 で体積。 田 辺 の 山 腹斜面で も 小規模 な 基告 の 崩 落

が確認 さ れ、 不安定 な 状惑 と な っ た 。

・ 神戸 市 長 田 区大丸田J (急額斜地崩壊)

丸 山 中 学校 の束斜白日f幅50 m 、 高 さ 14 m に わ た っ て 崩 壊。 死者 2 人、 家屋の全壊 2 戸 の

被害 を 受 け 、 斜面上部の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 4 階建て校舎 も 傾 き 、 全壊 と な っ た 。
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震災直後か ら 始 ま っ た調査の結果、 六 甲 山 系 で は 571 ヵ 所、 44ha の 崩壊 が発生 し 、 治 山

関係 で は 緊急 に 対応; を 要す る 箇所は51 ヵ 所、 被害額61億 円 で あ っ た 。

多 く の研究者か ら 、 地震動 に よ っ て 六 甲 山系 は 地 中 内部 ま で採 ま れ て お り 、 地 中 に お い

て風化や ク ラ ッ ク の発生が進行 し 、 震災後 の 隆雨 に よ る 大規模 な 土砂災害 の 発生 の 危 険性

が指摘 さ れ た 。 こ の た め 、 自 視で は判 断 で き な い 地 中 内部の諜査 を 早急 に 実施す る 必要が

あ り 、 95年度、 96年震 に全国 に 先駆 け て ヘ リ コ プ タ ー を 利用 し た 空 中 探査 を 実施 し 、 地 中

の風化状況や ク ラ ッ ク の発達状況 を 調査 し た 。

こ の空 中探査結果 を 踏 ま え 、 山 地災害危険地 区 の 見宜 し を 行 い 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ に 23 カ

所 を 追加記入 し て住 民 に 公表 し た 。 新規追加 し た 地区 に つ い て は 、 98年度以 降 、 計画 的 に

対応す る こ と に な っ て い る O

兵庫県 は 「創造的復興」 を 目 指 し て 95年度か ら 2004年度 ま での10年 間 の 「阪神 ・ 淡路震

災復興計画J ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計両) を 策定 し 、 そ の 中 で六 甲 山系 な ど の 治 山 事業

を 「多核 ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の 形成一一災害 に 強 い都 市 と 農山漁村の基盤 整備」 の 一項

目 と し て位置づけ、 こ の期 需 の 投資額 を 291億1 ， 200万円 ( 六 甲 治 山事務所247億7 ， 600万 円 、

洲本農林水産事務所'43億3 ， 600万円 ) と 定め 、 計雨 的 に 治 山 事業 を 実施す る こ と と し た 。

県 治 山 課 は 「 ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画」 に 碁づ き 、 神戸市、 芦屋市、 西宮市、 宝塚市

に ま た が る 六 甲 山系全域 を 一地区 と し た広域防災対策総合治山事業 を 96年度 か ら 実施 し 、

98年度か ら は 地域 紡災対策総合治 山事業で対応 し た 。 (注 8 ) 

〈参考文献〉
(注 1 ) 98年10月 4 日 付 神戸新聞
u上 2 ) 99年l 月 14 日 付 毎 日 新聞
(注 3 ) 98年 9 月 23 日 付 神戸新開 な ど
u主 4 ) 99年 1 月 26 B 付 日 本経済新聞 同 3 月 5 B 付 毎 日 新聞
(i主 5 ) r l自; 下型地震 に よ る 地盤災害 99年 6 月 土木学会関 所支部
u主 6 ) 99年 1 Jj l3  B 朝 日 新聞
(注 7 ) 何年 6 月 27 日 付 神戸新聞 同29 日 付 朝 日 新開 7 月 10 日 付 神戸新聞
(注 8 ) r六甲 山災害史 98年 8 月 社 団法人 ・ 兵庫県治山林道協会
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流主事1事'l.' 本附 I j:!(十'11 ， 淡路大 ょにおける I'I )J !Ifilli ì '{;に IJJ'g る研究 (そ
i占師 木材)，Ji)l社 | の し そ の 2 ì 

十品爪l�UY: . r，�;j l:il 阪や11 ， 淡路大jぷ災における 反興指数に関する附7b
JUlf 竹原1hf�

戊)1 保 久 ト 式 i 阪神 淡路j\j入)え に よ る被 )九iJ:'trii街地の研究
1 1ぎ 前村)J ' 1，); 
i J!í' )'\制 民太 、|ι
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大学 ・ 学部名; 1 1 M 会

1 1 1，:ill築 会

1 1 本ill築守会

1 1 三位築j下会

日 本建築'(会

日 本建築学会

I! 本 築 会

j 論 集 名←一一一一一一一一一一一一
[科I講演液概Ui

I 術議話f使概集

持J講演組概集

'{'羽iò非 史概集

'j 都 ヰ 更概集

'(判:j-I;Niùîi使概集

学術講演使慨集

学術"荷崩W!慨

学術説話i 便WÆ集

?件 北 梗1既望;

学術講演便概集

学神 使概集

第 一章 ・ 4苦 々 な 調 査研究~学会の論集 か ら

199817 

19981í 

1 99817 

1 99817 

199817 

199817 

199817 

J 99817 

199817 

1%号/7

[99817 

1998/10 

都 市計 l曲[

建築絞済
住宅問題
都 rli，il 両i

築続出
lt宅nnun
都市計B!q

建築経済 白
住宅問題
担i rれI [面

建築紙済

建築経済
11 宅問題
都 l!i;ll ，司

l ill築?お斉
川 :宅j[[J題

都 rli;汁曲i

建築粁済
f主主:1封Hæ
Milli計州

建築絞消
住宅問題

j 都市計出!

; 建築経済

戸盟翌
五0.33

市部 [H:k:e，};: rí)j{以出品地災における ill物IIJi主 と 11 \火 宇と の関係

rjÍ"�!j'丈ìl: ' II J r I ' I 阪神
恥 林利 iE I (その し その 2 ) 
1 1 1者JL依 。 H�f
近雄

十J;zJ;よ {止は I i:!ijlll 

d手 μl

，'illI 
0日 . !]ll lij， lii 

二伝博じ
じ )1

e 小松やた
榊奈楠 山 I 阪和11大災災におけ る ケ アI，J き 似制 定の研究
部

松本 土 た 紋 1 1，i;:�; j/'L没住宅から の移転、後の伐 ま い と 持 ら しの彼興過T'iに
ぷ | 関する研究 (その し その 2 ) 

けつ I [Æ[i l f 午 | 附ljI:'fl� J�波山Ii白取における 1'j }J似ぷ と か; jì')部:約す
自立 引 . JJ�UHTf I る研究 (その し その 2 ，
f主
刊l-f-;�'

IF;， '  
京憾l

持:日乙家庭のH:'J:.ì円 と !í-nfHNJ 

い と コ ミ ュ ニテ ィ に限するiíJf'jc

i!iJ'W[ [ . 促iilì I i1})í建物の特徴 阪jll' ・ 淡路大 災 に よ る 分 立マ ン ン ヨ /
'II{�J の被)千実態 と 彼興過引1の研究

よ る 被火マ ン ン ヨ ン復興jJJjl の1市il!Jm



明一川直l川…作uh名一
以

集…
ん山

会開一
f
…
〈1
…
州地

地域安令子会 地域安全学会i自丈 I 1 998/ 1 0  

地J止交令'f 会

l自主主立全γ 会

1 998/ ]() 1 NO.8 i 一一一…… 一一一斗
1998/]() I 刊0 . 8 I ' 1 '林 一樹 付 i I 阪 淡路大震災に す る 11[間報道の比較分析 阪神1:起 こ

よJ布 I W:!-;(版の情報の羽Ii主についてー

1998/10 1 :\0 .8 杉本1:1 ( .  I I I崎 1 /'ii1' I!ì に お け る 兵即応市部地区向の建物被 と 人的被主の
丈 雄 同 村 IJJ I 関係
抗日 浅野進 郎

1 998川 I NO.8 I 'Ì '林 倒 川 上 | 復興ま ち っ く り ニ ユ … ス 発行の 憾 と 課題
牧 f

1 998/ 1 0  I NO.8 本的材料 流郷 | 阪衿 淡路KLE災におけるit宅n)J 1'[11状況 判広10'1'. 3
ト
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第二章

各種 シ ン ポ ジ ウ ム 。
セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



1998年 (平成10年) 2 月 か ら 1999年 (平成立年) 2 月 の 聞 に 開催 さ れ た震災関係の各種

シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト を 下記の テ ー マ別 に 分類 し 、 開催 日 )11買の 表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術

2 . 行政 ・ 政治

3 . ま ち づ く り

4 . 産業 ・ 労働

5 . 保健 ・ 医療

6 . 福祉

7 . ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動

8 . 環境

9 . 文化 ・ 教育

10. く ら し

1 1 . そ の 他

な お 、 I lí反神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た 。

1 . 科学 ・ 技術

ぷ災復興 ノ ミ ネ ル}J毛 ( * l

日自/ 3 / 5

。 1 0 第 . qt e 谷村1 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ … イ ベ ン ト ベ

会場 備考
1 祈1111 松}Ji，τ ー 凡 � ，;)"J講演 '1司 1 '. 'J� lm か ら

I，�た災災復興の析 し い悦
点、J : W!i�滋 (腿応 大'{:
救J2) 、 パ ネ ル ;討議 ' 111
界都市関1I討のJよ稔 と な る

lê.H!:UI�、 [î::-)Ij-l:U1l.illa立技術セ | イJわ ? 新関j 松 )jホ ー ル
ン タ ←

相11 ' 新 日IJれ

弓W1'I占 w セ ン I t'!') ; I fl r:�くMノJ�lJ)j

イ フ ラ イ ン マ | 読光テ レ ピ欣送本十i ホ ー | テ ー マ 「阪神大山災 と íó:
| ル | 制定 1'，' JIHJ 'マ ス コ ミ と う

イ フ ラ イ ン 企 業 へ の 従
， 、 1持 ・ 1長JH.\lilt (や!I
) ;外 大教佼) 、 析jlJ \i'� :-k 
f [\ (神) ; 大やす1件数段 )

ニ コ ー オ ー タ ニ ホ テ ル | テ マ ! 神; ;党 交令で
十えi患 な21 111:紀科 会 を 与 え
る J 、 ぷ 出 '2 1 11し ・ j ' l
己 i'f 1壬 の íl!j 代 と そ の 対
[，C'J : 1 1 ト 公 人 、 パ ネ



淡路大震災復興研 究 プ ロ
ト J 設終年度研究発表会

98/ 5 /24 

東京都内98/ 5 /26 地球惑星科学関連学会合同大会 | 同学会

テ ー マ 「阪神 ・ 淡路大渓
?と治、 らMを学んだ治、J 世出、
講演 : 佐々 波秀彦 (運営
委 只 長) 、 宮 本 憲 \ 辻

(兵庫県賄事)

テ ー マ 「神戸のi血縁研究
の 重 要性J r阪神 大 災 災
と 活断層-líiJがわか っ た
か ・

フ ェ ニ ッ ク ス 70 ラ ;f

98/ 5 /31 セ ミ ナ ー 「縄文時代の海洋線 と 六'P I 県 、工人 と 日 然の 隙物館 1 7 .r. ニ ッ ク ス プ ラ ザ i 佐藤総fi] ( 1"]博物館研究
員 )

テ ー マ f世界の異常気象
及 び兵時県南東郊の気象
特性J

「阪神 ・ 淡路大渓災か ら
校 術 者 が学 ん だ こ と J 、 l
研 究 委 員 長 ・ -1- 申立窓 三 I

(ょiて都大学教授)

講演 「訴 し い防 災 コ ミ ュj ニ テ ィ ーづ く り 」 木村
-11;日目

98/ 6 /26-28 I 世界震災サ ミ ッ ト ・ 間際巾小都市防 | 福 井 震 災50周 年 記 念 事 業 j フ ェ ニ y ク ス ・ プラ ザ | 議 員i 福井dî氏、 庵長 :
災専門家会議 I r j甘ム界震災都 市会議」 開催 I (福井市) トト蚊憲 二

尖行委員会 (福井市総務部)

広野市民セ ン タ ー

i 木学会関同支部 神戸朝 日 ホ ー ル

98/ 6 /17 防災議宵会 �!f}J来都 内 j二防災推進協議会 j 和国111幸徳殿

兵庫ニ ュ ー メ デ ィ ア J住進協 | 神戸市内の ホ テ ル
議会

Jn

 

究印間ー幼wH中すAJ
 

山子rトuf

 

大商用苅 1l'J同大学γ:術 フ ロ ン テ ィ
ア セ ン タ ー

ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ前

高齢者生 き がい セ ン タ ー

謀 業年金会館

第 一 主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 61 1 



6 12  

98/11/ 4 

98/1 1 / 1 0  

98/11/22 

98/ 1 2/ 8  

98/12/11 

米地袋 フ ォ ラ ム 1998 in KOBE 

第 2 間活断財調査成来報i汁会

土木学会関内支部兵服地jj講演会

地域安令守 会

建設省[主I U由煙防他

建設省ドu 地用院

土木学会�j凶支部

三以町、 �ß�(何消防[刊

東京都内

神戸市教育会館

三原町 中央公民館

ン タ ー研究 | 神戸大学都市安全研究セ ン | 神戸î fj-j Jt{�業振興セ ン タ ー
タ ー

県 庁 3 大学合jロi研究発表会 神戸商大、 姫路 工大、 県，) I 神戸商科大学
看護大 (事務沿 : 神戸昨j科
大学経済研究所)

1 999/ 1 /12- 1 制 [11 1 1 州市川会議 ( * )
11 

地域安令学会 ( 11 +) 、 地 I 1'4'1 i同際会議場
渓 i 学{ijf究協会 ( ア メ リ カ ) I 

99/ 1 / 18- 2 
/ 

l寸尖行委 員 会

ウ ム 「 こ れ | 日 本I;U目地質字 会
深部地検構

r14' 免五三構iiよ協会 シ ン ポ ジ ウ ム 「地
減安ノと と 免震」 一 免反は述物 を 救 う

í!J.JI神)i悶i際交流協会

1 I 本免災構造協会

r - 1 )J 1 7 1J 防災 と ボラ ン テ ィ ア の r l J I 呼iμ 山 、
ボ ラ ン テ イ ア 存党講演会 ( * ) 議会

第 �iZ . 手キ穐 シ ン ホ。 ジ ウ ム セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等

新神 オ リ エ ン タ ル劇場

同i 1"'1 IW，，/Æ崎

神1了lFjlW" 主主ノj、l昂

神戸lh限jHl�/Jミj品

i j- - --{ ' Il ;j(の地殻変動
ヤ 活 断対の危険度、 11 米
の早期内;\ シ ス テ ム の十件
築状況J

講演会テーマ 「絞神大震
災 の 教 訓i を 踏 ま え た 郡i 市 地域づ く り 山 下町î l
I転出え大機 を 活用 し た地域 i
Æt立軸情:tL1J 、 建 I IJ 和 r，1J

(京 大助教授) 、 j�j I l l --I�l 
降 (京 大教授) 、 率的益
総 (神p大教授)

議凶 耳Wl雅俊 (県知事
公三、次長)

報�t I 片 岡邦夫 (神l ' 大
学 品U'tf元) 、 7'I I H降よ: (村i
rf 大"t理学部教授) 、 向
日j 官邸 (-1'[1 1 -'大学 l 学部
教 授 ) 1也、 特 別 講 話

R i c h a r d  E i s 町 n ( カ リ ;
ブ オ ル ニ ア 州 危 機 管 潤 ;
二 )

iifrí雫秀HiJ (神rOj 昨i大教夜 ) 、
!同 λJ行雄 ( 県 古 J号護大教
J受) 1也

テ ー マ [ 11 米の防災研究
の 二現 状J r阪神 I炎路 大
渓災か ら の経済復興J [都
市 防 災 分野 に お け る
;mJ 、
ケ~ 



主催者
不 ツ ト ワ ー ク

行政 ・ 政治

全国集会

i 神戸 の未 来 を 考 え

但竺
被災者へ 「公的支援実現」 決起集会

開催 日
1998/ 2 / 1 5  

98/ 3 /23 

2 .  

98/ 3 /21 

阪神 淡路大震災救媛 ・ 復 ! 神戸 市草!yjj会館
i日県民会議

!日i 会神戸支部

98/ 4 / 4  

神戸市内のホ テ ル内外情報調奈会神戸支部懇談会98/ 4 /Z0 

テ ー マ 「公的支援拡光、
生iÒ'1U興J

テ ー マ f被災者;へのや泊、
常業、 {長定再起 の た めの
公的裕助 を実現 し よ う 」

テ マ 「人間の住jへ ! 夢
か な え」

i W 研修会 記念講
演 「地域づ く り と 牧 き が
い」 、 講演 . 野尻i\よ1Ji!l.

講演 ー 出 1 1俊 (震災復 :
興 研 究 セ ン タ 一 事 務 局 |
長

rlí民す 法案尖現 に 取 り 掛lんで き た 市 | 市民=議員 立i1;推進本部他 1 参院議員 会館
民 と i司会議員 に よ る 協議会

兵庫県中央 メ ー デー (述合系)

98/ 4 /21 

々ノ
一

〈

一

ノ

一

ン

一
地

ケ

一
関

リ

一
遊

メ

一
束

、/オユ
一
者

一
働

速

一
労

wJ

一山也

f

…
t

 

z

:く

回

一
αJY

兵

一
被

兵庫県中 央メ ー デー (労連系)

98/ 5 / 1 

98/ 5 / 1  

水笠公開

々ノ

一

ン

タ

セ

ン

民

セ

一
市

込山刈

-んJ

世

-Jtノ

労

一勤

央

一
川出

小

一長

県

一
日新

第 3 同被災地メ デ5 / 1  

Õ /25 

5 /28 

十申Ji ilTI人i「公的J是助法'人J)1 才、 y ト ワ ー ク 」 持l l [寸 才、 y ト ワ ー ク
'七 併を メ斗" 不こぶ
神;--îffj fí)jjj(会議 e 水防協議会

98/ 5 /31 

ゃれ i ，[H支庁!

小 ITl')f、 jヒ付 帯iJ:、 i��tt
品範

1 [ 1村 サ ロ ン

こ う べ ま ちづ く り 会館

神 戸 市98/ 6 / 1 6  

十�l li dT内r fl11riltí復興記念事業懇話会」 初会 i 神戸 市ぷ三、 ! 

間抑制i コ ミ ユ ニ テ イ 代表将初会介 ! 神戸rli ; 神}-，問/ 7 /29

「 ア ジ ア ド:1j災セ ン タ ー」 開設ぷ念式 | ア ジ ア 防災セ ン 夕 日
典

IH;jI:利用 n 治体

98/ 7 /30 

テ ー マ 「 ア ジ ア の ' 1 'の衿
J' 神 戸 の '1' の ア ジ ア J 、
ノ ミネ ル デ イ ス カ y シ ョ ン
' 橘1 1 1良 一 、 崎 1 1 1 1，'，演、

木 ド11U 、 鷲!五 i - ドiJ 、
木ÞlIJ夫 、

同 | 衆院第 ;議員会館

テ 】 マ 「安全で'Î，(-し、な 地
域づ く り 」

神P r!f内

小野市伝統高業会館

[ν…
yj'

 

一Jぃ、
一 「1it体

1
3

治
山w
f仁
守

用
弘
子
一

JA
十ぺ

日川口
7

市民フ ォ ー ラ ム98/ 8 / 7  

98/ 8 / 1 7  

98/1 0/ 9 
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事業名 主催者 会場 備考

神戸rlíl'156カ JiJi
ン ! 神PI"I際展示場

ンセ明日子γ一一一日ヤサ仕LLI

 

F

 

ん'L有μ伊
タ

テ ー マ 「復興の踊 り 場か
ら 採 る 5 年 目 への illÍ'j}jJ
f 市民がつ く る復伊ふj-jjlITJ 、
基 調 議 1すi ・ it: 111 健 太 郎
(神 ] J 大大学院教侵入

シ ン ポ ジ ウ ム ・ 広1lí(\l�P}j 、
井 戸 敏一、 士官 111大成、 寸
村 用順買 f

9ω9/ 1 /1凶 6一iη7 1 震 災 5 年 Lυi を 迎 え る 被災上地i嘘忠 ツ ア 一 1 公的f援麦tω助世功j法実1波2克iネ ツ ト ワ 一 1 長長fH日i以メ街御i蔵J地也U以 被災j地畠干視見祭う交足流会、 意比
ク 交流会 (防災、 公的 支援、

自 然災宗な ど)
99/ 1 /1 7 新 し い公的援助法提案ア ピ ー ル ・ 街 1 c公的緩助法」 実現ネ ッ ト i 二宮セ ン タ ー街人口 1 ，)、問実 (作家) 、 伊賀 興 (弁

�jî リ レ ー ト ー ク | ワ ー ク 議 [:) 、 中 島絢 子 ( 午、 ッ
ト ワ ー ク 事務純長)

'98 _ 1. 311官民 j 公的援助法実現ネ y ト ワ ー | 神Ff市中央以 I jj1賀 興 (弁護土)
ク

iliR と NGO の 「防災J [li[際 フ ォ ー | 問実行委民 会 (事務局 ・ 被 ! 神戸市勤労会館
ラ ム | 災地 NGO 協働セ ン タ ー )

614 第二 章 @ 各筏 シ ン ホロ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



3 .  ま ち づ く り

98/ 2 /28 

98/ 2 /28 

98/ 3 / 5  

98/ 3 / 7  

日目/ 4 / 1 6

98/ 4 /] 8  

98/ 4 /2] 

98/ 4 /25 

集 会 「被災和i'(お�l に 哀 悼礼 を Il J

ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム

集会 「被災科i ・ 1平均1 に以悼札 を 2 J

議演会「共同廷で終え事業の 進 め )jJ

ま ち っ く り ゼ ミ ナ ー ル

復興 ま ち づ く り セ ミ ナ

i 教養人 I"J 講陪 「叩]イ-l- '�f:'J 

LJ 災復興のまj:，刊 を 街づ く り に や かす
}己崎 市Kの 集 い

防 災相 11:応援協定締結式

都 市環境 デザイ ン セ ミ ナ ー 「震災復

興景観の現状 と け JRすべ き )fIÎ'JJ

;ら.;mr
f'ili'洋館建築研究会

タ ーJ 、 共催 ‘ 伊 丹 市

一
片足jレナ ホ ー ル

L1;1， -\J�淡路 丈化会館

f行うそ Jレ ナ ー ホ ー ル

ifJ Jj第 一 ホ テ ル

小林郁雄、 森崎掛1J

�Ntüît : ノトキrLs(fl克

テ ー マ 'iU\C f 体の復興
ま ち づ く り J 、 パ ネ ル 討

議 「 千れ り の復 興 ま ち づ

く り J 、 総 長 j 議 船橋
洲 ヲ 大 阪

98/ 4 /25 本マ ン ン ヨ ン 学 会 7 ["1 大会 (神 1 1 1 フド マ ン シ ョ ン γ' 会 'Jl lfi 大小

ま ち っ く り ン ン ポ ジ ウ ム

第27 [1 11 都 市交通iil" ll!li全j五! 会議

jじ里f商業 協 同 コ ミ ュ ニ テ ィ

建設省、 兵!取 県 、 神 戸 市

' ''11人i

i I "l際会議場他
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毒事業名
Jd麦j持ürj 会 「 こ

日自/ 6 / 5 安全 ・ 'i('L、 ま ち づ く り た竹 プ ォ ー ラ

ム

98/ 9 /26 

:主キ;Jél�(j山ir:Ç

切れIjJ(J
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ト ン テ 1 J 

98/10/16 

ウ ム 「剖;，Jíのぷ

D8/1 [/26-27 1 98 ひ ょ う ご ー 淡路会l議

神戸市、 日 本開発銀行 ! 神p 国際会議場

7 .L ニ ッ ク ス プラ 4ザ

t'll} i新関jれ他 しっかホ ル

テ ー マ 「 コ ン ノ〈 ク ト ン
テ イ の 実現 に lòJ け て」 、
基調講出 . ピ ー タ ー ー カ
ル ソ ー プ (都 市 プ ラ ン

1 7 ー ) 、 ノ ミネ ル デ イ ス カ ツ
i ン ヨ 〆

市 iと) 、 小
開 発 銀行
所)

慈窓 、 J中国栄
大講師)

テ ー マ 「
く り と ス ポ ー ツ ア ー バ
ン ス ポ- '/ の 可能性を探
る J 、 講演 : 平)� 誠
( ラ グ ピ 一 日 本代衣監管)

テ ー マ 「高l主情報通信れ
れ あ い の

口 J百 し て」 、
貝原俊民

第 :主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 617 



続催日
1998/1 1/29 

98/ 1 2/15 

会場 備考
テ ー マ 「市民がつ く る復
!'�，jhhij c災'<j�' と ，tîl己i，fioliJJ 、
ど う す る コ ミ コ ニ テ イ

1'1 fJJ 出ih公会

Ifl �\会館 おfU昇、
作i!JJ 、 正有i林

基調講演 「 よ みが え る 街
と IBfj : I草U I紘 ( 京 大

丈 学 部 長) 、 ラ ウ ン ド

協議会
J�.J.車問{公館98/ 12/19 I 21世紀の ま ちっ く り 総合l県民 フ ォ ー | 兵庫県

ラ ム ( * l

1999/ 1 /1 1 街の復興カ ル テ研究発表会 ( * l I !附阪神 ・

IÞ b、間 以
99/ 1 /16- 1 7  I 記憶のための述ff' C人間の ま ち ~野 | シ ネ ・ ヌ ー ヴ ォ 梅fll

陪北部騰�)(の人 び と j fj!1 0昔日 と 映 と

99/ 1 / 1 7  

99/ 1 /17 

99/ 1 /20 

シ ン ポ ジ ウ ム
こ う べ ま ち づ く り
タ ー

lち rク苫人p、

!レ斗づ。、ノスヤキF与JV止姫 小V.ll dî

教授) 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ
シ ョ ン : 平内部j[ (J:B築
家) 、 熊 f:� þ�t I (映 像
ン ヤ ー ナ リ ス ト )

99/ 1 /24 深江地七〈 ま ちづ く り 協議会 | 深江一会館

1 99/ 1 /24 

r一一一一一一-
99/ 1 /25 

深江地i文 ま ちづ く り フ ォ ー ラ ム

*・ム内ソ日ンポン、
ン山氏ー刑似 兵時県、 被災10ltilO出J
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4 . 産業 ・ 労働

隠催 B
1 998/ 2 / 3  

98/ 2 / 3  - 1 3  

98/ 2 / 5  - 6 

98/ 2 / 7  

98/ 2 /1 3  

98/ 2 /17 

98/ 2 /24-25 

98/ 3 / 3  

98/ 3 /28 

98/ 4 /17 

98/ 5 /27 

98/ 5 /3 1- 6 
/ 3  

98/ 6 / 4  

98/ 7 /1 1 - 1 4 

1 98/ 7 /28 

98/ 8 / 9  

98/ 8 /26-30 

98/ 9 / 5  

98/ 9 / 7  

98/ 9 /13 

事業名 主催者 会場
渓災 3 陪f]{f記念:シ ン ポ ジ ウ ム f被災 lfì�ι労働経済研究所 兵庫県民会館
地か ら2 1tl十紀の雇用 を 考 え る J ( * )  

パ ネ ル授 「 よ みがえ る 港湾 兵庫県 「己由奇市 (同j港課) 1，，11奇 rlii立「貯 干IJf(;ロ ピ ー
南部地震か ら の復活」

Iï.j西財界セ ミ ナ 関関統i汗i可友会ほか 同守 点都問際会館

新開研究集会 ワ苦 り ftお う 4 年 LJ の 新開労連近畿地}j連合会 御影公会堂
震災報道一新開i は映像はJ

阪神 ・ 淡路産業復興推進 フ ォ ー ラ ム 同 ブ 才 ラ ム 実 行 委 員 会 ポ】 ト ピ ア ホ テ ル
業の創造的復興に むけてJ ( * )  (阪神 淡路産業復興4ff進

機構、 神戸新開j社な ど)

フ ォ ー ラ ム 勺(旧年企業が諮る 211止 1 1申p新聞村{也 j 神戸新聞松方 ホ ー Jレ
紀の神戸」

;ム災地1:<)1 業がJ度化シ ス テ ム 開発実 情 報 処 縄 振 興 事 業 協 会 神戸 7 ア y シ ョ ン マー ト
事業成*発表会 ( JPA) j由

神戸港震災復旧 シ ン ポ ジ ウ ム 日制沿岸 開 発技術研究 セ ン rjî産業主混興セ ン タ
タ ー

起業家主援セ ミ ナ ー 西宮市 v可宮i荷 仁会館

交流会 「女性経営者供t集部」 設 立 総 神戸商 会議所 神!ìljホ ー ル
JZK 4 
'98年問符あ き な い主主\J I井i講講演会 t可 市 な ど 間?ヰ;商工会館

第5!lril iH 界新聞大会 ・ 第 5 191 世界編 i廿界新聞協会 (WAN) ホ テ ル オ ー ク ラ 神Pl也
集者フ ォ ー ラ ム
ピ ジ ュ ア ル シ ン ポ ジ ウ ム '98兵lif" 兵庫県神戸市他 兵ト!軍県公館i 明七泌峡大鶴州通凶作 〈移川 け僑
復興 と 未来の光〉

神 戸 ウ ィ ー ク 仁海 長問易促進プ j 七 海 長 i1 交 易 促 進 プ ロ 王町J井 [1 貸出
ロ ジ ェ ク ト ン エ ク ト 日 本委員会、 神戸

「阪神 ・ ' 産業交 - 淡路産業復興推進機
; 流会」 設 立高ミ会 持;
! 神

悩
戸

書
空

家
港
に

瑚
関

め
す
す
る 公

で
聴
に伴

会
う 環境影響評 神戸市 県農業会館

兵庫県デー タ フ ェ ア '98統計で み る 兵庫県、 兵庫県統計協会 j フ ェ ニ y ク ス プラ ザ
兵庫の暮 ら し と 復興
村l;:: iノ出品 ・ f下LiCi立禁の会に よ る 街頭
宣伝

フ ォ ー ラ ム 「神μ空港への期待 夢」

9 /13神戸雫港反対1i'民集会

ネiわ î�i)� ・ 住民投禁の会

2 1世紀の新 し い神戸を諮る
ブ オ ラ ム
神戸空港 を 考え る 会

し …一一

Jじ問

神戸間際会議場

東遊間地

億考l 恭調講演 「問問
し い視 点J : 三木信一 (神
Y:-j 厳 科大学 長) 、 パ ネ ル
討 議 . 小西康 守 (神戸大
学 経 済 帝王'ì:rii昨 究 所 教J む 、
I 1 1 本喜子機 (連合共産事務

防 長 ) 、 高潮正文夫 (神
部二工 会議所'ば務JI!!事) 他

尼崎港区 に お け る 復旧過
枚、 事Irた な ま ち づ く り 計
i両
稲後手1lJ:一、 符崎勇 、 」ヒ) 1 1
j1ぷ、 議淡 : 新'E;f康9j
H攻防i と映、 ノ T ネ ル百すふ :
てーキI博行 ( ラ ジ オ 関阿編
成 部 長) 、 青 i也 憲 可 (映
阿 見 督) 、 毎 日 、 朝 日 、
託子じ 、 神戸

議l1íi : I:Fl 中直毅 (21 1世紀

政 策研究所理事長〉 、 報
it . 大角日青康 (jíEi住機情j 品目 時 事長) 、 パ ネ ル 討 議

- ー本伝一 (十件 飴科大
年 長 ) 1世

�lVfi富 : 神木村男 、 パ ネ ル
デ ィ ス カ y シ ョ ン 大経
y{fl: 、 長部文治郎、 林 IJ]存

講演 「渓災 を も 忘れ る 大
業のt�l. L万J : 1 I1板一

炭、 シ ン ポ ジ ウ ム 「荘一業
復興の今後� Nexl L i n k  

吉AfzHeiJ健、 介
シ
、 お fII忠太郎

請 寅 : 大崎洋子他

テ マ 「未来への展望J

基調講演 : 只以俊民 (兵
庫 県 知 事) 、 パ ネ ル デ イ
ス カ ヅ シ ョ ン . 笹山幸俊
(神戸市長) 、 安藤忠雄(51
築家) 他

テ ー マ ， rl 本企業か ら 見
た 望 ま し い投資環境J セ

i ミ ナ 一 勝野文昭 (伊藤
忠商事常務)

j テ ー マ 「統計でみ る 兵庫
の暮ら し と復興J

第 二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 619 



関イ謹 臼 主催者 備考
1 998/ 9 /1 8  l '同夜酒 ぐ ら Jレ ネ サ ン ス J プ レ イ ベ いりた行委員会 ( 問符i荷 I 会

ン ト ; 義i�í)
98/ 9 /1 9 � 1 1 1 復 興 さ わ や か県民 ま つ り 復興大パ I 'j:験日 前市場復興大バザー 1 1己的 ' 1 ' 央公烈民jll

8 ザー ル ID 尼崎 いレ実わ 委H会
テ ー マ 「あ ま が さ き 再発
見マー ケ ッ ト J 、 「 ひ ょ う

n J 'ふ る さ と マ ー

9 /30� 10 1， ['J際セ ミ ナ f近代文明の新次jじ� I 似阪神 ・ 淡路大震災記念協 ↑ 県 州lFJ 'アt!1 7'。ラザ
I 'i，'í'i長革命の 炭 に よ る うどufし と 多似性 | 会

を 求め て - J

「経済システムJ r エ
コ ロ ンー 都liF�tH-1J、 セ ッ
シ ョ ン 1 林敏彦、 加藤
:F31E、 Min.Shyong Lin 
セ y シ ョ ン 中 瀬勲、
服部保、 小浦久 子
セ y シ ョ ン 3 ・ 4号本介 三、
Andrzj Wojtezck、

98/10/ 7 � 9 ワ ー ル ド記念ホ ー ル他

神戸経済セ ミ ナ � ID 東京 干rlr)i市他 東京都内のホ

神 戸 品川、況対 策協議会 神 戸 市 相jr)ci-'li[!'l
神 戸 ポ ー ト神 戸 市商 仁会議所創 的 20周年記念 I r，恰議所

式典

神戸商科大学

引州

民
行ハ

wmU
JV己

/ー、

肝川

紀

川崎

ら
陛
杭

ー
υ荷

AM
つμ
山川げ

災
の
百

)

ムドパ
IH

.
叫州

円

針
演
郡

一
一
マ
昨
議

以字

興一
一
関
ム
大

入一
テ
一
空
席

fyJ

 

大凶月

98/10/30 原則付策会議」 第 1 1r'J I 兵庫��ぐ 県公館

fJ

 

4けりj
 
hF

 

4f

 

神戸 ポぃ ト ピ ア ホ テ ル j テ ー マ '21 11b己に常 ま し
い H ' 1 ' 問符済交流のあ り
ん1 を 求 め て」 、 議?iìf 渡
辺平IJ犬

98/ 1 1/  4 
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主催者 会場
ポー ト ピ ア ホ テ ル

兵庫建設会館

ホ テ Jレ グ ラ ン デ イ ア 大阪
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5 . 保健 ・ 医療

会場
須磨氏民セ ン タ

ア 医 自i!í i主絡

第 3 同神戸大医学 部震災 シ ン ポ ジ ウ
ム
日 本 オ ス ト ミ ー 協会兵庫県セ ン タ ー | 日 本 オ ス ト ミ ー 協会兵庫県 | 神戸
震 災 3 周年記念集会 | セ ン タ ー

「地域 ア ル コ ー ル連絡協設会J 第 1 I JiJl域ア ル コ ル洩絡協議会
[llj会議
兵Wifr�断i�í浅ti会創 立101!iJ年記念大 I [司連合会ノLI、
第681ill U 本衛生学会

98全凶骨髄ノミ ン ク ボラ
い m 神戸

阪神 ・ 淡路大震災 シ ン ポ ジ ウ
{f 余の攻笑か ら み え て く る こ

98/ 9 /19 い、 き い き ラ イ フ セ ミ ナ ー

同学会

日8/10/17 阪神 淡路大震災の被災地の ダ イ オ | お米の勉強会
キ シ ン 問題 を 考 え る 勉強会

i 98/10/ 1 7� 1 8 1 総作 リ ハ ビ リ テ ー ン ヨ ン研究大会

1 1 本行動医学jlíI己議開

発会式

622 第二車 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

iðJ学会

岡山大学他

講演 「大震災の遺産 迫
跡調査か ら 考 え る J . 高
木慶子
議?1t! I 汗悦ノ f ン ク と ボラ
ン テ ィ アJ 、 映 i両í 'マ

テ レ サ と そ の 111:
k映

ー マ ' 3 年余の現実か
ら み え て く る こ と J 、 1目
的 ・ 小 林 和 (精 療 ク リ
ニ ッ ク 小林続長) 、 立木
茂 (関 向学院大学 教J主 ) 、
if J l l忠克 ( 江命館大学大
学院生)

講演 。 ジ ェ 7 ・ ノ 〈ー グ ラ
ン ド

講I旨 坂野雄 二、 )品場茂
明 r{、の ケ ア」 、 「健康文
{ヒ と 行動 隊'下J、 シ ン ポ
ジ ウ ム 業 に お け る ス

1 ト レ ス と 健炭J
ン タ ー ピ 「証言弓芸品ロ:看護の

動 lôJJ 、 講演 ‘ ベ ス ・ マ
ゼ ラ
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6 . 福祉

開催 日 事業名
1998/ 2 / 1  あ の r-I か ら 3 年つ な ご う み ん な の 心

共 同 作業所復 興の集い '98

98/ 2 / 1 1  私'，1'11 の ま ち づ く り を 考 え る つ どい

98/ 3 /1 1  領事館サ ミ ッ ト

98/ 3 /21 �22 震災復興 と 地域住!際化推進 イ ベ ン ト
「 第 2 同 ア ジ ア ま る ご と ，Ti'J

9
/

8/l
G 

/: I 絵よ み両が
と

詩え れ ブ
こ

ェ ニ ッ ク ス ! 未来へ ?

ど も 作 仏民

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブJ 第 1 vil 
研究会

98/ 3 /29 シ ン ポ ジ ウ ム 「 ま ち を 家!次に」

98/ 5 /11 釦 の か た つ む り の 集 い

98/ 5 /23 シ ン ポ ジ ウ ム 旬、規僕多機能主IJ グ
ル ー プホ ー ム の 可能性J

98/ 5 /31 「新光会J 全凶総会

98/ 6 /20 神 戸 ア ジ ア タ ウ ン J住進協議会交流会

98/ 6 /20 ; 制会f青少年の L の ケ ア につ い てJ

98/ 7 / 1 5  何i際シ ン ポ ジ ウ ム 「英IJiI に学 ぶ rli[Ié 
参加明子括判 J

98/ 8 / 6  � 8 俗íi'l研修会 f 被災地の 高齢-I'í は 今J

98/ 8 /20 被 災 地 フ ィ ル ド ワ ー ク

98/ 8 /22�23 渓 災ボ ラ ン テ ィ 7 1主災児与tHi待キ ャ
ン フ

1 98/ 9 / 19 ヒ ュ ー マ ン セ ミ ナ ー

i 98/1 0/ 3 ン ポ ン ウ ム 「仮設jt宅 か ら シ
ウ ジ ン グへ、 そ し て こ fl71'

求め ら れ る も の」

3 「 日 本 ジ ェ ン ダ � '(:会J 第 2 JgJ 大会

98/10/ 6 シ ン ポ ジ ウ ム róト国人 に や さ しい向
1;';1:1'i を め さ し て 」

98/ 10/18 会i叶心臓病 の 子 供 を 守 る 会 、 第36Dil
全1'1大会

624 第 ゅ 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者 会場
兵庫県れ 会福布l 協議会 ; デユ オ ド ー ム 仲 ノ 、一

ノ くー ラ ン ド )

村 会福f� 法 人 「鈎 ど り J 1 1出勤労 IriF;-t ン タ ー

兵庫 県 、 神 戸 市 、 神 戸 内 L 1 J�-iiln�，公館
会議所 な と

神 戸 ア ジ ア タ ウ ン 推進 協 議 長 Itl JL-h，li�品
Jι，、Z 
ブ ェ ニ y ク ス こ と も 作品 展 ブ ェ ニ ソ ク ス フ。 ラ -lf
実行委員会

渓災 ま 山 カ イ フ ヤ災 ま ち の ア ー カ イ ブ
務局 事務J，，)

河須磨 だ ん ら ん 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
rノ 、 ー ト ふ る 存U�寺 J

出11事 ソ ロ ブチ ミ ス ト 六 叩 J R  11 '\ !1[( タ ー ミ ナ ル ピ
ル 2 1)背

忌 が lî: ホ } ム 建設委民 会 レ ハ ン テ 争点 2 {書館

新光会 舞 f ピ ラ

神 戸 ア ジ ア タ ウ ン lfi j生協議 カ ト 1) ':J ク 燦取協会ベ …
メヱミ》、 ノ ぐー ド ー ム

備考
人形劇、 コ ラ ス な と の
ス テ ー ジ発火{也

只イi- ib謁;(防俊総
民

領
(f
i
兵[1;，);担 保 持I ')f) 、

テ ー '7 家族の品1 1喪 に つ
い て 阪神大災災、 児市
殺傷事j'l か ら 見 え て き た
も のJ 、 報 告 白 宇村 敏夫

議ìD可 制'ft 尚 九一、 ノ f ネ Jレ
デ イ ス カ ッ シ ョ ン 柱1 1 1 1
康 子 ( 神 戸 新 聞情報科ヅ
研 究 所 ) 、 何11 里子 守 ( ハ ー
ト ふ る 須磨施設長)

テ ー マ 「長#H 会 を f症 や i
か しJ 、 ギ タ ー 波 発 、
災遺児 に liI] l t る T ;mf!lh�

! 7Jく

; テ ー マ 「震災で 建設機淫
が i�-iJ ま る グ ル ー プ ホ …
ム J 、 市 1 1 1 �思 f 、 1-_ 11I M I，:æ、
:長�f弥二
講 演 「渓 災 と 判 的し 、 己持
波 : ! i:WI 俗 f

ア } マ 「 長 111 に ア ジ ア の
来物 を J J 

ブ ェ ニ ァ ク ス ・ ス テ ー ン ヨ カ ワ サ キ ヨ ガ ア カ デ ミ ー ; 講演 : 辻 、l守i'W:
ン 長寿 ガ 丘 ド ー ル

市民参加�!福祉 fl �交流 ブ フ ェ ニ ッ ク ス 7' ラ ;f ス イ ー ブ オ ズ ボー /
ロ グ ラ ム 委員 会 (]UKCCC)

笠公会長 lIJ セ ン タ ー いjセ ン タ ー お本中一 子 、 Il雪'11日 f

社会裕社研究交流集会 1"!I )i rl i l今 r士J ね巡
マ ー ブ ル キ ャ ン ブ隊 ('tO誕 新111 ふ る さ と 付
ilil 
被災地隙存者 セ ン タ ー や1'1 ' ，1T教育 会主fi

特別養護 老 人 ホ … ム i あ し 兵同{�ll�教育会館 ト ド0:: f- ( 県 十 1 1高踏 止制
や喜5車j苑」 祉 部 長 ) 、 J: fII 耕 民ii. (神

戸 協 同 病 院 長 ) 、 �fG T. 1í
日目 ( jIE業技術知大助教J受 ) 、
安 ffl 義 ( 都 dí間足立研ヴE J守 )

同学'会 子'11 ) '間際会議場 テ ー マ 打f:.im''-f:�Jjl fl-.Ht の
i ン エ ン ダ 附己」 、 報 ;It ;

「阪神 ・ 淡路大震 災 と k
性 iJi上己 �jtトdíl(J : -1ヒ
村存íL

--常高架両日i 術品i!JHll作 ブ エ ニ ソ ク ス プ ラ +Y ðl\�?ltf : ン エ 7 ・ ノ 〈ー グ ラ
ン ド

全[1<1{、1謀総の f-jj\ を 守 る 会 チ サ ン ホ ァ ル テ ー マ 「 あ り が と う
FROM H Y OGO ' -Î"Il j i か
ら jl-f. H \ 発 の と き J 、 阿南淡
r f ど も の 心 に γ:ぶ」

鹿 島和夫、 分科 会「阪神
1炎協大渓災か ら や ん だ こ
と 、 こ れ か ら のT課題J



98/ ] 2/ 3 

98/12/ 6 シ ン ポ ジ ウ ム rfL、 も 街 i 二 日i た い 隊
答 者 の 移動機 交通権J

1999/ 1 /1 6 お ん な迷の阪神大渓災

ACA テ ィ ー タ イ ム セ ミ ナ ー f台湾rb 凶際交流協会

第 1 ["j A P R O  ( ア ジ ア 太 、ド 洋 緊怠;， 1 神 戸 tgj 際 協 力 セ ン タ 一 、
救援機構) 神戸会議 I A M D A ア ン ア 医 師 i主 総

ン ポ ジ ウ ム ( * )

協議会)

兵庫県、 (州兵庫y;�.t毛}:j社会
研究機憾

会他)
1\:1-;:ん : 1七止; ジ 工 ー ム ス

( リ ア ル ネ ソ } ワ … ク ス
干i 長 ) 、 パ ネ ル デ イ ス カ y
シ ョ ン 「多文化な ��� か さ
を '1 き る U�J

第 :章 @ 各種 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ イ ベ ン ト 等 625 



7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 甫民活動

NPO '1'，') 獄 プ ラ ザ オ ー ブ ン
ォ ラ ム 'N P O 新 時 代 一 被 l 務防

災地か ら の提案�J

)Ic ':;�j並fパl訓練研修会

り 1 1 1 ，\，Y，'Hi

626 ôf; 本 @ 係機 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ す 】 ・ イ ベ ン ト 等

と し に | 神)�f 11J ll:.úí/{:�1{fセ ン タ ー

デ イ ホ ー ム 六 甲 琵琶 IIIT I 報 ?;- テ マ
公陣 I illJ 

ソ リ オ ホ ー ル

ブ ェ ニ y ク ス

フ ェ ニ ッ ク ス 新 時 代 ~
被 災 地 か ら の 提 案 � J 、
パ ネ ル 討 議 巡吉正 一 ('1 '
lim:'j:[;:，t 大学教授) 、 : ftj 
jミィI\f (がんばろ う 神) ; )
森 絞 r ( '[;:J話 N P O セ ン
タ 事 務 局 長) 、 行 井 11 1
4よ r プ ロ ジ ェ ク ト ��tiふ

議 Üit 1 1'-1  

疑 の あ り

M1 I ll チ

df村 i?i 一郎 (阪神
コ ミ ュ ニ テ ィ }止令)



開催 日
1998/ 7 / 4  

98/ 7 /[7 

1 98/ 7 /19  

じ
/ 1 

/28 

98/ 9 /1 1  

98/ 9 /13 

98/ 9 /16 

98/ 9 /20 

98/ 9 /26 

98/lO/ 7 � 8 

98/10/30 

98/11/ 3 � [ 2  
/20 

98/1I/11� [ 5  

1 98/1 1/17  

98/1 1/25 

98/ 1 2/ 6 

98/ [ 2/ 6 

! 98/ 1 2/ 6 

98/12/ 8 � 1 8  

98/ 1 2/21 

事業:t 主催者
ン ン ポ ジ ウ ム r情報 ボ ラ ン テ イ ア つ ; ボ ラ ン テ イ 了 間 体 「 イ ン
て{可 っ そ の IHfrす れ 会 と 役割」 タ ー ・ コ ミ ュ ニ テ イ ネ ァ ト

ワ ー ク J

シ ン ポ ジ ウ ム f+r者が七、 え る 渓 災 ボ あ し な が育 英 会
ラ ン テ ィ ア の い ま J

に し の み や探訪 7 L ス テ ィ パ ル 日百符青年会談所

会場
神戸市教育会館

ブ ェ ニ y ク ス プラ ザ

F百?イマ リ ナ パ 】 ク シ テ ィ

l 「被災者 市民 フ ォ ー ラ ム J 臨時総 被災者 市 氏 フ ォ ー ラ ム i 神戸 市IJ、jfよ〉イ、
講演 「阪神大震災は縦続す る」 リ ス ポ ン ス 協 会 ・ 奈良 '[ミ駒 市 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

タ ー ( 奈 良 )

神戸 を 考 え る 議演 と マ ラ ソ ン ト ク 神戸 を い の M ニ き る ま ち に ;
し た い ひ と び と (代表 I[t話
人 : 烏 [l i�tl; 渓災ボラ ン テ ィ ア本 j3一 吉 コ ー プボ ラ ン テ イ ア

会 l ン タ ー セ ン タ

マ ネ ジ メ ン ト 力 10% UP 議時E 阪神 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基 阪神 淡路 コ ミ ュ ニ テ イ
念、 ま ち っ く り 支援 グ ル ー 主主金、 ま ち づ く り 支援 グ
ブ 「プ ロ ジェ ク ト 結ふ」 ル プ 「プロ ジ ェ ク ト 結

"'J 

I 
u
:県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動の促進等に 市民活動広 場èji務)，ð (NPO 阪神 淡 路 コ ミ ュ ニ テ イ

関 す る 条例 (案) J に つ い て の 市民 ボ ラ ン テ ィ ア IJI体の ネ y ト 基金会議室
の オ ー ブ ン な 対話集会 ワ ー ク )

沿線住民集 会 同iê:43-�J 線訴n'l:.原告ト1I 内宮市役所東館

?と官1 会 rNPO 法 て ど ん な ん」 NPO 的強会他 村l;.-îllî I�Ý少年会館

教員 の た め の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 セ ミ 兵庫県の ボ ラ ン ァ イ ア 協 会 問 中台淡路 青 年 の 家
ナ ー 他

ボ ラ ン テ ィ ア勉強会 市民有ぶ ( ボ ラ ン テ ィ ア グ 神)" IIT勤労会長官
;[，ー プ)

連続講控 「こ う す れ ば起業で き る J '�てJM( NPO セ ン タ ー 宝塚市 、工女性 セ ン タ ー

世界のti者会議98-21 �.十紀の ネ ァ ト I llil際教育文化交流協会 セ ン ト キ ャ サ リ ン ス
ワ ー ク を め ざ し て カ レ y ジ付J) ' イ ン ス テ イ

チ ュ ー ド

第 1 向'H丹 フ ォ ー ラ ム ー こ こ ろ を つ 神戸元気付 '+' [訂 神 社
な ぐ感刊 の }�! を 11; l f

NPO の 怠見 を 民j く 会 H 治省 i お お さ か 市町村 職員併修
研究セ ン タ ー

だ い に ち 元気介衆1"'1 . Jじ気 ス テ ジ 大 H I{青山街拍t興組合 大 I I f笥J(íf街 4 . 5 丁 11

j l イ ド 山 エ イ ドの会 1"IJ) í YMCA 
源 開 発 ブ 方 ー ラ ム J

備考
テ ー マ 「情報 ボ ラ ン テ イ
ア の 可 能 性 と 諜 tlliJ 、 千
) 1 1 附IJ:と (徳島大学助教Jま) 、
本 [ 1 11111寿 (洲本 市 ボ ラ ン
テ ィ ア 情報開 陛話人)

桑 名 11 博

講{高 Ili lTI瑞 [ 1肖 (神} J )己
気村代表)

1 '1' 務11:総

講演 . 明石和成

ア マ f{害学三j の企業研
修 一 ぶ あ る 人材 が IU 界 に
飛躍 す る た め にJ 、 分 科
会 な と

講演 . サ カ エ ー シ ー タ マ
タ

r1J 民 活 動 IJI 体 と 訂 正え の
ノ く ー ト 7 ー シ ッ プの抱一 り
}j に i列 す る 研究会、 神戸
の ま ち づ く り ト1I体

幼稚かl 兇 小学せ に よ る
「筒 井 苅 J 、 大 道 三 、 ア

カ ベ ラ コ ン サ ー ト

大î:{jß太郎 (被災地11主宰
�.セ ン タ ー ) 、 渡辺ノ亡 ( ト
ヨ タ I!Hli l 、 支援 活 動 団科一

オ ン ブ ズ 近 畿 ネ ッ ト '子i可 ・ 交流会 i オ ン ブ ズ 近畿 ネ ッ ト I tJIJjÍi!î産業振興セ ン タ l 

第 IOUI] 支j愛宕 ネ ッ ト ワ ー ク 会議

γ こ7 ミ ユ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ
! 神rîJ 特定�I 'i);和IJj再動法 人 投 江総会

兵f.þ' \\\他

コ ミ 山 イ .Jj- ;f - l- コ ミ ュ ニ テ ィ ザ ポ ト
ン タ ー神戸 セ ン タ ー 神戸

議l1ri r援助者の法 と し :/: J 、
「括j)lとの 早期発見 と NI;i:;'J，
講演 . 荒川l義 子 、 ;JCr手伝

第 三章 ・ 各稜 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 627 



開催 日 事業名 主催者 会場 備考

1999/ 1 /10 平成10年 1支震災復興 シ ン ポ ジ ウ ム 宝 塚 ボ ラ ン テ イ ア フ エ ス ; 宝塚総合福祉セ ン タ 、 シ ン ポ ジ ウ ム 「震災 を パ

99/ 1 /10�24 

1 99/ 1 /12�21 

99/ 1 /1 4  

99/ 1 /15 

99/ 1 / 1 5�1 7  

99/ 1 /16 

; 約/ 1 /日一17

戸川 /1 7

99/ 1 /17 

99/ 1 /17 

99/ 1 /17 

99/ 1 /17 

99/ 1 /23 

99/ 1 /23 

99/ 1 /23 

1 /24 

99/ 1 /30 

( * )  テ ィ パ ル実行愛員会

防 災 ギャ ザ リ ン グ '99 From か な が 問
ン

実
テ

行
イ

委
ア4

員
6
会

間体
(
)
関東0) ボ ラ

わ
ノ て ネ ノレ袋「写真でつつる復興の足高J 元気ア ァ プ神戸垂水区推進
( * l  協議会、 垂水阪社会福祉協

議会、 平水v役所

「 防 災 と ボ ラ ン テ ィ アJ ワ ク シ ヨ ツ 日 本災亨3 救媛ボ ラ ン テ ィ ア
ブ ネ y ト ワ ー ク

1 H ボラ ン テ ィ ア ス タ ー ル I'I I.IYな ど (震災がつ な ぐ
会ド! 才、 y ト ワ ー ク 協力 )

阪神大震災復興支援献灯 ウ オ ー ク 浜松旅行 と 文化研究会

“防災 と ボラ ン テ ィ ア" を 考え る シ 国 i 庁 、 大阪府 な と
ン ポ ジ ウ ム

「 も し も のた め に ー あ な た にで き る 長災か ら 三(ぶボラ ン テ ィ ア
こ と J 炊 き H-I L体験編 ネ ッ ト の会

r' 1 月 17 日 防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 J 1 明石市社会福祉協議会、 n}j
ボ ラ ン テ ィ ア 展 と バザー ( * l {irliボラ ン テ ィ ア協議会

震 災モ ニ コ メ ン ト ウ 元 ー ク 語 り 継 ご 震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ作
う 、 あの れ の こ と を 成委員会 (事務品J : がんば

ろ う ? 神)' 1-'] )

F方災 と ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ ア ( * l 1 1 1西市科 会福祉協議会、 1 1 1
i ノ凶コι三ミ、 lぢボ ラ ン テ イ ア連絡f品議

第 1 向 こ う べ i (あい) ウ オ ー ク liiF走行 委員 会 (事務局 。 神
戸復興塾)

I 1
，
'
_ 

17追悼集会 1 . 17に学ん だ 4 年 い}実行委討会、 週末ボ ラ ン
ボ ラ ン テ ィ ア か ら 2 1 111 紀への提言 テ ィ ア 東灘 地 域助 け 合 い

ネ ッ ト ー ワ ー ク フ ァ ミ リ ー
f也

県 民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 フ ォ ー ラ ム 兵庫県
( * l  

i フ ェ ニ ヅ ク ス 活動 助 成 ぼi休交流会 生活復興県民ネ ッ ト
( * )  

震災後の こ こ ろ の ケ ア ボラ ン テ ア 大
プ

阪
ロ ジ
YMCA こ こ ろ の ケ ア

の 限界 と 可 能性 ェ ク ト

震 災復興 モ ン ゴル ・ 中国支援 “ シ 神戸 市[( 向 転中 間好会
ン ポ ジ ウ ム " ( * l  

川O マ ネ ー ジ メ ン ト 講座 間 l ブ ロ ン ヱ ク ト 結ふ f訓
{言論 fYltい を と う {五 え る かJ の T シ ャ ツ

628 第 二事 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

市伏安倉西羽:宅 ネ に 手 を つ な ご う J 、 鎮
魂祭、 植樹祭、 i屋美公秀
(大阪大守 人間学部助教

授) 、 赤 松 弘 持 ( 伊 丹
NPO セ ン タ ー ) 、 手ノ事弘
f申 ( Icl 本 災害支援 ボ ラ ン
テ ィ ア ネ ァ ト ワ ク ) +也

か ながわ県J ./ Y '一一

レ ハ ン テ表ノk

神戸間際展ノF場 「FLJr与支援 と ボラ
イ ア活動J 、 事例発表、
ク シ ョ ッ プ、 講演 .

授
11\'，多

) 
(大阪大'J:助教

被災者向け復興公営住宅

I兵松市一神戸

初 日 新開大阪本社 オ ーノド テ ー マ 「持 者 と ポ ラ ン
ル ホ ー )� テ ィ アJ

泉キ (愛知県) 議帥 . 金f[]真須美 (すた
あ と 民団代表)

明石 市立勤労福祉会館多 パ ネ ル 展 、 体験コ ー ナ 一 、
目 的 ホ ー ル{也 ノミザー

芦屋市精道保育所~神r í I 
三万東遊関地他

ア ス テ 1 1 I P.Ei ぴぃ ぷ う 広場 写 真 パ ネ jレ 畏 /示、 相 談
コ ー ナ ー他

大国公開 ~東遊間地

私学会主主

兵阜県民会館 テ ー マ 「本椛的 な ボ ラ ン
タ リ セ ク タ ー の形式に
向 け て」 、 基調講演 ・ 111
|持義 典 ( 日 本 NPO -t / 

l ヂ 一 奇 f里:jl:) 、 シ ン ポ
ジ ウ ム 井 1)，';寺 !主、 ち
公彦、 中 村岡良 子 、 松i事資
治、 HrJq明f輔、 lll f'l 一史 、
小家主7 允

兵庫県r-1J::た労働セ ン タ ー 事例発表

神 戸 市 立 東 灘 以 上亡 セ ン
タ ー

フ ェ ニ ソ ク ス プラ ザ 講演 「モ ン ゴ ル共和伴!の
現状 と 将来J : %津 IÆ1fIl

( 11 本モ ン ゴJレ民族博物
館 副 会 長 ) 、 太極拳演技、
モ ン ゴ ル舞踏、 ，�9Ji琴 と
ホ ー ミ

阪神 淡協 コ ミ ュ ニ テ ィ テ ー マ 「表攻11， を ''tぶJ
落金会議室 他 ( 3 rr�迷絞)



第 ム モ者 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 629 



8 . 環境

開催 日 事業名 主催者
1998/ 2 / 7  シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 ・ 淡路大渓災に [ ]  4，水環境学会開問支部

よ る ノド環境への影響 を 考 え る J

98/ 2 /28 都市環境デザイ ン セ ミ ナー i 育て る ミ ナー 委主i 会 (委員長
環境 と コ ミ ュ ニ テ イ J 鳴海邦碩)

トー
98/ ;) /14  消 費 者 セ ミ ナ ー 「環境 SOS ! ダ イ 兵康県 、7 丹 波の森公苑

オ キ シ ン汚染の実態に返るJ

98/ 3 / 阪神高速神戸線の振動被害に関す る !主1;直43-)'j-訴訟原;寺凶
講演会

98/ ;) /29 「令凶公符弁護団連絡会議」 第27 1"1 l，jJ連絡会議仙合岱ノ五入
9日/ 4 /27 ; ネ ッ ト ワ ー ク ワ UON (樹 恩) 同 ネ ッ ト ワ ク 発起人会

NETWORKJ 創立総会

98/ 5 / 7  1 998年度総イヒセ ミ ナ ー 兵席県

98/ 6 / 4  第 7 1nH翠境fヒr芋討 論会 [J 1ド環境化学会

1 98/ 6 /お 六'1' 111 系 グ リ ー ン ベ ル ト 柄樹祭 i金設名i'JLi:談地主建設KiJノ\ 11'
砂防 仁事事務所

98/ 7 / 5  コ ス モ ス の極ま き 阪神 ・ 淡路渓災復興支援10
年委民会

i W 7 /24 凶巡り号 線 ・ 阪神高速神戸線環境対 よî�MK���な と
策j主絡会議

98/ 8 / 1  公開講療 「 下I t柱、 人 間 そ し て環境J I 姫路 [ 業大学

98/ 8 / 8  - 9 I '1::iLパ ッ ク の再利用 を 考 え る どと同 大 I"J実行委民会
ノLKtz 

98/ 8 /22-23 … ト 〆 ボ 問 寸 ト …
大会

98/ 8 /28- 29 �i 2 1ríJ 
域ヴ く り 道J))j )

98/10/17  フ ォ ー ラ ム 「縁台1 か な ま ちづ く り J
を サ ポ ー ト す る に は

98/10/20- 25 ガ ー テーニ ン グ フ ォ ト ギャ ラ リ ー & コ
ン テ ス ト

630 第 二章 @ 各機 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

阪神 グ リ ン ネ y ト

il'jっ く り 支t妥協会 (事務Ml
: 大阪rJj、 小若年以児会長)

会場 備考
神戸新開松)j ホ ー ル 報告 村 岡 I告側、 パ ネ ル

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン : 奥野
年秀、 i貿柄泰幕、 盛[吋述、
佐藤茂秋、 宮本豊子、 伊
点 問 f

仁CAT ホ テ jレ ノ〈 ネ ル iH 議 「コ ミ コ ニ
テ ィ & ア ト Z十回」、 コ ー
デ ィ ネ ー タ - : iJ: J 1 [直樹
(現代計陣j研究1'Fr) 、 七

rn 品 、 7cfLl 出 昇 (住 宅都
市 整 備 公 同) 、 小林節雄

( コ ー プ ラ ン ) 、 橋 本
敏子 (牛jr!í環境文化研究
1苛)

兵庫県 立 丹 波の森公苑

今津公民館 講演 : 汐兄丈降

神戸市内の ホ テ ル 報 傘木宏夫、 ilti 村 弘 、

平 1 1 [)'tfi麦、 J益出奇賢呼i
徳島tt�.?也出自[ 渓 災 を き っ かけ に し て 、

大 子 生 協， 1克 j<li が 中 心、 と

な っ て 都 市 と 農[]I漁村 を
結ぶネ ッ ト ワ ー ク

兵J，ít!!Ì�.公館 テ ー マ 「大震災で来 た し
た 樹 木 の 役告し 、 講演
熊谷河 → (東大大学 院教
tii:) 、 松元康 美 (県樹 木

医会会長)

J�(都市内 i '1τ足先手

神! ' 女 了 大学 テ } マ 「 グ リ ン ベ Jレ ト
の 森 づ く り 」 、 村i樹体験
(3∞0+:) 、 講演 : 服部

保 (航路 i 業大学 教J受)

式}，11 1 1  1 河 川 敷 安藤忠雄、 島w貴子、 川
上材自1\、 小林公 、ド ほ か

神戸 r!if'l

!日! 大学 者写キ ャ ン パ ス テ ー マ 「災;与 に 強 い ま ち
っ く り J

神戸間際会議場 1 7 ー マ r+'}!t . 共f主 ・ 21
i吐紀 ( も う い ち ど み ん
な で ・ 4三 き な お そ ) J 、 日毒
ii�. r文化 と し ての リ サ イ
ク ルJ . 天野:ttï-/i 、 シ ン
ポ ジ ウ ム : 安井潤 … 皆目 、
'1' 瀬勲

し あ わせの村内 シ rバー 講
合
演

雑雄
「水
、

J分4 科の会記憶J新井河総、カ レ y ジ{血
折)%( 耳号 、j 男 、 今村 信大、

|品j泉州

コ ー プこ う べ協同学苑 議淡 : 森 ド所 、 WI 活[15- : 

三木古 、 足 立義弘、 '1'

村 !1!: f 、 下�; F人j lリB冊子、 森1í:

[ザ}弘、 J:N�f俊f11j

フ ェ ニ ッ ク ス ブラ →F f[l;_lJ : 5上 一 (阪神大震
災復興市民 ま ち づ く り 支
媛 不 ツ ト ワ ク ) 、 パ ネ
jレ デ ィ ス カ y シ ョ ン ヰl
瀬昇71 (þ院路 [ 大教授)

jR _ : ノ 問 中 央 コ ン コ テ マ 「 他 人住宅 、 .[r と

ス | 総のハ ー モニ イ 」



9 . 文化 ・ 教育

学市保育所 どん ぐ り ク ラ ブ I Hゃ動物i刻ホー

LI 本ブ イ ルハー モニ ー交響 | 干II') Î共lilJ病院他
来同 メ ン バ 4 人
兵庫県

98/ 2 /20 

ウ ィ ー ク 主主災 と 'ザ点/ ド I li 原 ア ー ト ウ ィ ー ク
キ コ メ ン ト を必 え て l il会
灘 マ リ ー ゴー ル ド フ ェ ス テ イ ノ 〈 ル j jlUi'111
I * J 灘 マ リ ー ゴー ル ド フ ェ ス

i テ イ パル尖行委民会
大仮梅rrJ ロ ー タ ー ア ク ト ク
ラ ブ
兵庫県現代詩協会

98/ 2 /15  

98/ 2 /2 1  

論家)

鈴紡記念病院
び っ 子主 1 ;;flfrl海浜水族関

千'1') ' 大'下丈'f: ，';11 十Ip; i 大/'-1=11持義ヰ、

ラ モ
ヴ ェ ル デ イ )

: illì 'Æ:í在 、 Ib ，;:干II WJ 、 1 1 1
附保之

市 場 ひ ろ ギ ャ ラ リ ー ミ ウ ラ

どう '[; ー モ ー ア ン ピ 歌あ し ぴ ! 神戸i'iJ総研究会「わんからJ I 垂水勤'別íl(セ ン タ | 神戸の復興 と 111 界州市l
を fJ;iff っ た コ ン サ ト

98/ 3 / 8  と み さ わか よ の詩向型，1ポ11!li&t 一
6

タ
第
、/
kl

セ
ン
い}フ

あ

イ
)

れ
ア
山内

ふ
ト
宅

花
一
位

の
ボ
設

な
(

似

凡白人一口L
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nhU

 

M拍ドン一フイ
会

ア
治山
…
λ1

 

f
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z
f

 m 山:文化博物館

98/ 3 / 8  は1;):'た け フ ェ ニ y ク ス ・ コ ン サ ー ト | フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン
111 問符 | たかすみ な み

森約級以 | 森裕

イ フ ォ ニ y ク ー ク ラ シ ッ ク ス j ア イ フ ォ ニ ッ クー 一一
ヤ リ テ イ コ ン サ ー ト iiむの 汗来祭J I 神p'ブ リ ラ ン テ

tfL::�l草 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 631 



事業名
ト ス ト リ ー ト '98

主催者
向実行委員会

雫塚市文化J辰興財 1 '11

ム ジ カ 工!β

Ijf }t: と 文化を考 え る r!Jl( I 慌史資料ネ ッ ト ワ ー ク | 明石サ ン ピア

98/ 4 /29 

98/ 4 /29 

98/ 5 / 2 ア ー ト セ ミ ナ & パ ー テ ィ ー

日8/ 5 / 3 祈 り の踊 り

劇 [司 「道fヒ版J

c ' A ' P  (主術 と れ司会議) I 神P ，r 博物 館

ギ リ ヤ ー ク llÔケi崎 ド1 1 11公開
98/ 5 / 4  1 1己幌市 の l'I ìニ復関小学満 I O{fミの集い 1 16J ' I " 下 !山崎市 Î(労働名活社会館

ギ リ わ… ク Itケi崎 淡1 1 1神社

う すい ひ | 神)-， ハ } 川 サ カ ス

やわ 1 新 法j松方ホ ー ル 1 古里子j1'j 子

632 第 . 千子やEシ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

フ ニ ス



開催日 事業名
1998/ 5 /21 シ リ ー ズ議開「し l ま 子 ど も を 考 え る J

98/ 5 /26 第 ぶ回渓災述��c ナー

98/ チ ャ リ テ ィ ・ コ ン サ ー ト 「簡の楽図」

98/ 5 /29 復興支援コ ン サ ー ト

98/ 5 /29- 6 I-KOBE の顔100人 1 998j 展
/ 1 0  

98/ 5 /30 第 ゐ 凶震災述絞セ ミ ナ ー

98/ 6 / 2  第 1 1口}阪神間 ク ラ シ カ ルナ イ ト ~被
災地への綴 し ー

98/ 6 / 5  行右 地[え防災教育研修会

i 98/ 6 /  8 黒田誠実特別講演会

98/ 6 /10 第四 間後災連続セ ミ ナ ー

98/ 6 /10- 14 1 阪神 淡路大震災夜後の神戸 を補い
たJJ<彩i耳展

98/ 6 /13 歩の演奏会

98/ 6 /16 I�i 楽物語 「ゆずち か ん」

98/ 6 /20 妹尾和;京講演会 (第 2 1n]桃 ・ 柿育英
会講演会)

98/ 6 /21 [ チ ャ リ テ イ コ ン サ ー ト

98/ 6 /21 ( 阪神 ・ 淡路大震災チ ャ リ テ ィ ー そ よ
かぜコ ン サ ー ト

98/ 6 /2:1 「防災救背推進述絡会議J 初会合

98/ 6 /26 ; 復興支綬 コ ン サ ト

98/ 6 /28 チ ャ リ テ イ コ ン サ ト

98/ 6 /29-30 防災安全研修会

98/ 7 /10 緊急 ブ オ ラ ム 「地渓火災か ら 文化
財 を 守 る J

7 /18 ひ ょ う ご寄席一til� lJj救宗一

98/ 7 /18 r五三災 ー ま ち の ア ー カ イ ブJ 第 2 1ロi
所究会

98/ 7 /20 被災地小��f:/t1ì31寺 「忠、い き り 遊ぼ う
デ - ， 

98/ 7 /22 第28出サ マ ー コ ンサ ト 「モ 】 ツ ア
ル ト レ ク イ エム J

98/ 7 /22 レ ク イ エム コ ン サ ー ト

98/ 7 /25 さ だ ま さ し LIVE in く る み の 引

主催者 会場 犠考
神戸 YMCA 神戸 YMCA

神戸 大'予震災復興 NET 神戸大学 テ ー マ 「震 災 と ボ ラ ン
テ ィ 7 i舌動J

神戸オ リ ア ナ コ ン サ ー } 日 本聖公会、 神戸紫 ミ カ }13 加清 人 (楽器製作者) 、
エル協会 戸J í頼克 己 (牧師) 、 ボ ラ

ン テ ィ ア グル ー プ 「ア ノ、
ウ ト 」

関内向 f吉信用金庫 かん し ん ホ ー ル {五芳 (中国古筆演奏者)

i同住;+� 内1"長純子 同僚l Cがつ れ り あ馬出lj 小池l沼、犬 (実験映画作家) 、
4夏}d;、 ( ア ー テ イ ス ト )

神戸 大学震災復興 NET フ ェ ニ ッ ク ス プラ サボ テ ー マ「震災の 法 と 政策J

問実行委員会 宝塚ベ ガホ Jレ 川 崎洋 介 (バ イ オ リ ン ) 、
有馬み ど り ( ピ ア ニ ス ト ) 、
間後伎:f， r ( ピア ノ )

兵庫県教委丹右教育事務所 丹 市 町 立 健 康 福 祉 セ ン
タ ー

神戸市跨業振興財団 産業振興セ ン タ 講演 - ，呈出福美 (ý;優 。
新 illjft反 シ ス テ ム 「が ん
ばっ て KOßEj を 企画
活動中)

神戸大学震災復興 'lET 神戸大学 テ ー マ 「震災に お け る 報
道の役害Ijj

岡家 長尾和氏 コ ー プこ う べ共同学苑

ノf ソ ナ{也 i 兵庫�*1王手官 ベ ル リ ン ー 7 イ Jレ ・ ハー
モ ニ ー 管絃楽問

ム ジ カ 工房 f" l 機 市 立 生 iII 学 資 セ ン
タ ー

阪t'l' 淡路長災復興支援10 シ ー ガル ホ ー ル 講演 「河童が誇る 搾台裳
年委員会 お も てJ 妹尾ir1J tR

Il 本 カ ナ ダ会 ; 神戸 YMCA ラ ウ ル ー ソ ー ザ (た手の
I lピ ア ニ ス ト )

加古川 市 jJIl市)1 1 ウ ェ ル ネ ス ノミー ク 力11出í ) 1 1 ギ タ ク ラ ブ
音楽ホ ー ル

防災教育1íB主連絡会議 神戸i rlf内
実行委民会 (関西西宮信用 かん し ん ホ ー ル メ キ シ コ 系 ア メ リ カ 人の
金庫) 音来 「テ ッ ク ス メ ァ ク スJ 、

グ jレー ポ デ ル ・ ガ ト
( メ キ シ コ ノ く ン ド)

日 本; カ ナ ダ会 神戸ユ ニ オ ン教会 ラ ウ ル ・ ソ ー ザ ()，:Tの
ピ ア ニ ス ト )

日 本有�;f:教育研究所 字削 1 間際会議場

同協議会 大阪御堂会館 議液 冷泉為人、 討 論 :
安藤雅孝

7 0ー ニ y ク ス ス テ ー ン ョ ン リ サ イ ク ルセ ン タ f み i 村 Jヒ喬 (落語家)
出11'第 3 iJî�ち と り つ あ い長�J

震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ 同 ア ー カ イ ブ事務所 テーマ「従軍慰安婦問題が
投げかけ る も の ー 上 野 T
鶴子 著rナン ヨ ナ ワ ズム と
ジ ェ ン ダー」 を巡 っ て」

!↑j 島町 シ ニ ア ク ラ ブ、 神戸 竹 1l1 J 1 1
YMCA 

神戸 フ ロ イ デ11'哨[-]1 神戸丈イヒ ホ ー ル

ア ー ノ〈 ン コ f レ ー シ ョ ン I陸(、飴iホ - )レ し 「コ い み ち ょ

波質問 ミ ュ ー ジ ッ タ フ ェ ス く る みの里
テ イ ハ Jレ実行委員会

第三章 @ 各穂 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 633 



言語催日 事業名 主催者 会場
I J 998/ 8 / 1 � 1 新開地パフ ォ ーマ ン ス ス ト リ ー ト 1 1'申J� ，新開地尚I占街協同級介 | 新開地本通 り l{ri}Jl_{街

2 
98/ 8 / 4  �20 1 よ みがえれフ ェ ニ ッ ク ス ! 米米へ ! 1 実行愛員会

絵画 と 詩 こ ど も 作r173展
ブ ょ ニ ク ク ス プラ +y

98/ 8 /20�21 1 r可制]教育研究大会 神戸地[え県立学 校同和教育 | 御影公会叩
協議会

98/ 8 /21 �22 1 第46何 日 本 PTA 全同研究大会神戸 1 LI 本 PTA 全同協議会他
大会

'1五|際会議場他

98/ 8 /22� 9 I 光の中のγ ど も 写真展 ri茸は ぼ く ら | 色彩学関 (代表 。 藤升 円 子) 1 7 ェ ニ ソ ク ス ブラ ザ
ー / 2 n'Jl気にする ! J 
1 98/ 8 /22 明石城の校史機構特別講盗 明石市立中央公民館 [iiJ ffi自

兵庫県青少守 本部 ，tí ，) 少守 n然の家

品会両i教主 「色彩楽陣JJ 代表 | フ ェ ニ ァ ク ス プラ ザ
. 藤井-J1子

1 1長国小学校学校行事研究会 ! 神戸新聞松方ホール | 松本}J}，:1..: 、 三常公文

98/ 8 /29 五 気 を LH そ う ! こ こ ろ の復 興 コ ン [ 神戸笠書協会
サー ト

争IWi'tl書協会

98/ 9 / 1 � 1 3 I wAKKUN 版画展 7守番 目 の T シ ャ ツ ほか | 喫茶所ナ フ

98/ 9 / 1  �30 ! チ ャ リ テ ィ ー美術援

98/ 9 /12 第 3 師団帝楽フ ェ ス タ '98 ìn KOßE 経 j 自衛隊第 3 師LlI

担 m の引 制成セ ミ ナー r1J't;-rTi 
98/ ヲ /19 I L11折哲雄先生 「 夕 陽 と 1'1 本人J 特��Ij ア ー ト ー エ イ ド ・ 神戸 | フ ェ ニ ソ ク ス プラ ザ

i 講演、 紙ふ う せん後藤悦治郎の ト ー
ク

98/ 9 /25 は 三災復興支媛ジ ャ ズ コ ンサー ト 「升 i 関 1I可関下:信m金庫
よ品 F放 と ソ ル テ ィ ド y グ スJ コ ン
i サー ト

98/ 9 /30� 10 I 第 10 1日l全肉牛点学習 フ ェ ス テ イ パlレ I r';l ブ ヱ ス テ ィ
/ 4  I r ま なびピ ア兵庫98J 会

， 1998年度研究Jc 1 1"1校長会

98/ 1 0/ 4  
98/1 0/ 6 

98/10/10 

98/10/17 
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;fiH:l!亜矢 了

ド ) 倶楽部

き 」



開催 日
J 998/10/J 8  

98/10/18 

98/J 2/ 4 
98/12/12 

H出教育文化セ ン タ

県 、tfÞ. i&科学セ ン タ

議政 「心の教育 (生 と 死の教育) 研 | 兵庫 ・ 生 と死を考え る 会 l 英知大'''j'
修会」 第 2 ス テ ッ ブ
仮設住宅 と ふれあ う ち び っ こ ツ ア ー j 関学学的閥会 ち び っ こ 支 I /，申 ア イ ラ ン ド 第 2 仮設

援セ ン タ 住宅
11 1 1画家 向 山 相 iJ俳j段 神戸ポー ト ピア ホ テ ル | テ マ 「心と伎fr:t; の復興」

つながって牛 き て こ な ! 日 本フ ィ ル 1 [ 1 不フ ィ ルハーモニー交響 ( 神戸新潟松方 ホ ー ル
干�l Jゴ演奏会 l ttE問、 アー ト ・ エ イ ド 神

阪神 ・ 淡路大渓災を詞 む

シ ン ポ ジ ウ ム

戸実行委員会
樫木グ ル ブ (代衣安向秀 i 総合福祉会自ii
美)
淡路島朗読ボ ラ ン テ イ ア グ | 洲本市民会館
ノレー プ
芦屋文化復興会議 芦屋ルナ ホ ー ル

「五十年 l� の戦場 ・ 神戸J
(司王木津字子作) の朗読

ム '1 1 1-:1'1 1 11\11
の移築J、 小野高11; (大
阪大助教J受) 、 神戸大学
研究グル} プ

14 1 ;事48次兵庫県教育研修会 ポー ツ セ ン i テー マ 「ゆ と り と や さ し

被災主; を励 ま す �f�集会

日 本社会学学会大会 (，現代J と 「大 I [J本社会学会
人」 の異議について与え る シ ン ポ ジ
ウ ム )

! さ ・ fl と 連帯の教育の
創造 と 実践J 、 リ ポ ト
「震災に よ る 心の傷は今

なおi�主IJJ
�fi藤恵美 ( ピ ア ニ ス ト )
tJ: 出 と も f ( ソ プラ ノ 歌
手 )

1000人のチ ェ ロ ‘ コ ン サー ト 実行委員会、読売新詩W (事 | ワ
務局 . 串の家 )

間際理解のための市民講座 | 神戸 市教育委員会戸コ 汁 ー ト ( * )

シ ョ パン等披露
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楽 コ ン サ ー ト ( * l

99/ 1 /] 3 障が中 ー 淡路大震災に よ る 被災者のた
めの支援 コ ン サ ー ト

99/ 1 /15 心の復興 ・ あ じ さ い コ ン サ ー ト ( * l
文化振興財問、 神戸市教育
委員会)

神奈川県立音来堂1 /15 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 被 災 者 支援 コ ン I ITiJ実行委員会
サ ー ト

ジ ュ ネ ス ミ ュ ー ジ カ ル シ
ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ

1 /15 阪神 ー 淡路大震災 4 間年追悼 メ モ 1) I 日 本テ レ マ ン協 会
| ア ル コ ン サ ー ト円一

99/ 1 /16 冗 気 ア ッ プ神 戸 ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン l 神戸 市 、 神戸文化ホ ー ル
サ ー ト ( * l

99/ 1 /16-26 1 阪神 ・ 淡路大震災の復興 と 現蔵丈化 j 兵庫県域蔵文化財調査事務 | 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 県
財 N 所 | 民ギ ャ ラ リ 】

夙)1 1 カ ト リ ッ ク 教会

ω/ 1 /17 復興支援コ ン サー ト 「 この街が好 き l 尼崎市職員労働組合
だ か ら ・ あ な た がい る か らJ

99/ 1 /17 わ く わ く 神戸発足 3 同年記念の集い i わ く わ く 神戸

ア ル カ イ y ク ホー ノレ

生 出 文化会館

99/ 1 /] 7  1 ) 1 1西市詩吟関連機成吟 「紫雲 立 て � I J I I関市詩吟連続、 J I I[Ilji1i文 1 ) 1 1  同市みつ な かホ ル
な く J 一 空ii�の生誕 化財陪

99/ 1 /17 み や こ フ ィ ル ハ ー
テ ィ ー コ ン サ ー ト

99/ 1 /17 

阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼会 | 内法寺 凶法寺
ス カ y シ ョ ン

新 日 本 フ ィ ルハ モ ニ ー
交辛子楽団、 孫英姫 (パ イ
オ リ ン 奏者)

館ぅRrn
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hに
一=氏

、
，f
t

県
現
化

賄
庫
文

兵
兵
民

(
、
市

ム五九五一戸
長
協
神

委
化

行
文
場
)

災
保
劇
同

M
W咋
術
財

、〆コトνアモ令〆災震大路
*

淡
(、hJ

J

仰

一

阪
サ

ηi

 

i

 

/
 
ー/

 
9

 
n川U

99/ 1 /17 グ ロ } ハ ル コ ン サー ト I n 神 戸 ー 響
け心に感動 を かた ち に

99/ 1 /17-25 1 津高和一氏第 4

99/ 1 /]8 か ん し ん復興支援 コ か ん し ん ホ ー ル

兵f市県教脊会館

兵庫県民小劇場

ザ ン ン ブ オ
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日 | 合iFi : 神戸 市民セ ン タ ー
合目白[t1 対談 : 池辺晋 命
日目 (作 曲 家 ) 、 森村誠… (作
家)

朗読 竹 ド景 r ピ ア ノ
林品彦

続iE孝 (大阪教育大'予教
授 ) 、 マ リ ー ン ウ ォ ン

(LA ffot-�，'デ: 1)( メ ン タ ル
ヘ ル ス & 地 域 危 機 管 理
チ ー ム 防長) 、 朱 \'r新 (張
家 u

発表 r �弘の!þ



事業名 主催者 会場
神 戸 市 消 防背楽隊元気 ア ッ プ コ ン | 神戸 市消f，jj}号 、 j百i実行委員 | 神戸文化ホ -- )" 
サ ー ト ( * ) 会

99/ 1 /22 震災復興支線野間 千 品ハ ー ブ リ サ イ j 宝塚市文化振興財閥
タ ル ー 3 縁類のハー プに よ る ( * )  

宝塚ベガ ホ ー ル

99/ 1 /23 西宮邦楽 コ ン サ ー ト ( * ) lllî宵市教育委員会、 f耳'口 市 | 阿波rtî立 7 レ ン テ ホ ー ル
文化振興財冊、 西宮三 曲 協

備考

t将来工侶

ほ た る 火 コ ン サ ー ト 協会
f也
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10 . く ら し

主主催者
尼崎市 (大庄支所)

会場
リ サ チ ・ イ ン キ
シ ョ ン セ ン タ ー

kた ち で話ろ う 阪神大震災 ウ イ メ ン ス ネ ッ ト こ う べ ! 神) i ílí勤労会館

98/ 2 / 9 市民の す ま い再生懇談会 | 神戸 市

98/ 2 /10 阪神 淡路大渓災 3 i母年記念 シ ン ポ | 兵庫県不動産鍛定 i二協会 | 神戸朝 行 ホ ー ル
ジ ウ ム ( * J

98/ 2 /1 1  ! 神戸仮設住宅 ネ y ト ワ ー ク 交流会 i liiJ ネ ッ ト ワ ク 神戸 市婦人会館

1 98/ 2 / 12 ひ ょ う こソ己気ア ソ プふれあいの集い ドj実行委員会 神 戸 ア ー ト ピ レ y ジ セ ン
( * )  

98/ 2 /11 シ ン ポ ジ ウ ム 「生活者 を 支 え る た め j 兵庫県看護協会 ン タ ー
の '+:i古支援 と ケ ア」

1 98/ 2 /14 | すメJ日ミ、べての被災者の連 日? を 考え る 制 | 県被災者連絡会 | 県民会館

98/ 2 /15 災 復興公常住宅見学会 ・ 事 前交流 ! 神〆復興塾 1 -1ヒ舞 子第 4 同地b、J乙〈
i 98/ 2 /15 第 →[，ìJみ ん な で集 ま ろ う ! 仮設h�f住 | 仮設応住者 実態調官?の 会 | 神戸 YMCA

名 の集い

98/ 2 /1 9  第 6 1iJJ支援者 ネ ソ ト ワ ー ク 会議 <t'l' I 兵庫県J今治復興局
戸地[;{)

1 98/ 2 /20 第 6 1ηj 支援rr ネ ッ ト ワ … ク 会議 <t岳 j 兵W�lr�、 !tilî復興);J
磨地区 〉

98/ 2 /21 集い 「家族つ て な に ワ J

if干日 守川7穴叫=押中 即市
セ ン 夕 一

力II ，'î) 1 1 rlí)1.総合福fjl 会館

シ ー ア ホ ー ル

98/ 2 /22 滋賀在住被災者 に よ る 交流会 生活共同組合 コ ー プ し が ; 洲本公i重i

第 6 1口! 支援者 不 ツ ト ワ ー ク 会議 〈淡 | 兵庫県生活復興財

98/ 3 / 2  

98/ 3 / 3  

98/ 3 / 8  

98/ 3 /1 2  

路地区 〉

! 第 6 1司支援者 ネ ッ ト ワ ク 会議
神地[;{)

ミ �t代交流ひ な 祭 り 大会

フ ェ ニ ッ ク ス ・ さ さ や ま 交流会

フ ェ ニ ッ ク ス ー リ レ ー マ ー ケ ッ ト

被災者支援 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム
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似設人肘1， 、 在ち被災者 を
励 ま す 会

ブ ユ ニ ッ ク ス さ さ や ま

兵庫県

ttfl) if1]職労衛生五点目

洲本市民会館

!己的 i1; 1I 労働{ト'IMI] 会館

福 良ノj、?佼
、l'野会館

篠 山 市民会館

ア ル フ ァ ピ ア 前広場

十I11j-5 TJj勤労会館

テ ー マ 「住 ま い と ま ち の
復 興 に お け る 法 と 法 律
家J、 災後の不動i車 市
場J 、 「骨F 災都 品i!1，;車)jJ の
JJ!i)( と 課題J '1主 宅復興
を め ぐ る 3 {I二 日 の検証」
講演 稲本洋之助 (ゆJ i年
大学教授) パ ネ ル討 議
�'l m孟31， (応住'七f共給公

1 1Il ' 1 ' 成 よ;



実行委只会
J'Z:社1��f�、

オ タ ピ筋向}苫桂i
ウ ェ ル ネ ス パー ク 五色、
矯公法!

ツ 7' 7 エ ス タ 長U1I-":役所 ま ち づ く り 准進 | ピ フ レ ホ ー ルヨ 悶n木
講演 . 妹尾河童 (作家)

県 尼崎水4註高層住 宅集 | お も に高齢被災者が入出
会所 | す る 同校宅でiU己令体の

コ ミ コ ニテ ィ ーづ く り を
め ざす

NPO シ ン フ ォ ニ ー

;}c道筋尚!ι街
「ゆめ ・ J武10億円基金J i也 | こ う べ甲南 「武庫の郷J I 講演 : 永六輔

援支半り
つ 」一

た
.

一
私
は一

、
vと
一

ムマ
こ一

「
る一

マ
す一

一
の一

テ
者一

テ ー マ 「今、 私 た ち 支援
者のする こ と は
テ ー マ 「今、 私 た ち 支援
者のする こ と は ・ り
テ ー マ 「ノト、 私た ち 支援
者のす る こ と は ・ ?J

ァ ト ワ ー ク 会議

支援名 ネ ヅ ト ワ ー ク 会議

��j，外波長p; に よ る交流会

述*';cl決l由îf}�第 9 [II[ 
ヴi1\:J

テ 】 マ 「被災{';コ実態調fを
の 中 間 報告J

こ う べ ま ち づ く り 会館 | 第 A部 ピデオ峡間 「人r�íj
の ま ち 、 野出北部 ・ 鷹取

ワ 】 ク

プ ォ ー ラ ム 「すすめ よ う KlliJ コ レ ク I ' フ レ ッ ク ス ラ イ フ倶楽
テ イ ブJ 部J rt止 、〉 咲備会

復興こ い のぼ り ;;� 1') 付l } ，" ，llJ た す け あ い 不 y ト

兵iれIL被コと1;"一連絡会

灘[ベj車イヤ!trl1人会 な ど
復興 イ ベ ン ト 'NA川 Challcngc 98J げIjI } 1大判fラ ン テ イ アイ1 ム 1 大和公例
阪 神 ー 淡 路 大 災 災 被 災 者 . rIり\: I l'i神 淡路大渓災被災名i ili 1 フ ェ ニ ッ

ム 第 2 1口]勉強会 I l\:フ ォ ー ラ ム
y ト ワ ー ク 集会 I H ネ y ト ワ ー ク

き 不 y ト ワ ー ク J 1色)i.λ I r;ふ-ì(M サ ン ボ ー ホ ー ル
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言書健 司 事業名 主催者 会場 備考
山 /20 開宅 出 向流会 神戸仮設住 宅 ネ y ト ワ ー ク 神 戸市�\'-婦人会館 テ ー マ 「仮設の今、 住宅

問題、 公的支援、 孤独死J

98/ 6 /21 第 2 回す ま し ん げん ま つ り i司実行委員会 (須磨区被災 須磨区役所前 グ ラ ウ ン ド
者交流セ ン タ ー f し んげん
ち」 グ ル } プ)

98/ 6 /21 第 7 向兵庫県和太鼓 と 民舞の ま つ り 問実行委員 会 神戸文化ホ ー ル 太鼓チ ー ム 37[j]体

1， 98/ 6 /25 中 央地区住認の会 と 芦屋市 と の話 し 中央地区住民の会 芦経[p内
合い

98/ 7 / 4  l 被災者懇談会 懇談会事務局 (兵庫区本町 私学会館
公園内)

98/ 7 /10 ふれあ い住宅の伎人のつ どい コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ事 県営片 山住宅
業推進応媛閏

! 98/ 7 /ll 被災者復興支援会議 い と は た 7 ォ ー 被災者復興支援会議事務局 ブ ェ ニ ソ ク ス プ ラ ザ テ
う 子

ー マ
ど も

「地
た

域
ち の

の
た
米

め
米
に
を

J担ラ ム

98/ 7 /18 被災地復興の今 と 明 日 「震災復興街 街づ く り 支援機構 ブ ェ ニ
づ く り 交流会J

98/ 7 /26 つ と い 7 ・ 26神戸 市民交流全市大 rh也氏交流会 こ べ っ こ ホ ー
メé<、

98/ 8 / 2  市外県外避難者 ネ ソ ト ワ ー ク り ん り 事務局の街っ く り 支援協会、 神戸市勤労会館
ん緊急集会 ネ ッ ト ワ ク り ん り ん

98/ 8 / 8  被災者復興支援会議 第 8 回 7 巧 ー 被災者復興支援会議事務局 県立神戸 学宵 プ ラ ザ 小林郁雄 ( コ ー プ ラ ソ )
ラ ム 「 コ ミ ュ ニ テ イ の再構築 に 向 け 111 口 史 ( ラ ジ オ 関 西)
て」 i 円 治 会 関 係 者 ボ ラ ン

テ ィ ア 関係者 ( プ ロ ジ ェ
ク ト 1 - 2 )  

1 98/ 8 /12  移動し、 どばた 会議 被災者復興支援会議 市営問宮浜 4 J 臼 住宅 ; 

98/ 8 /22 

98/ 8 /23 

1 98/ 8 /26 

98/ 8 /28-29 

98/ 9 /1 5  

98/ 9 /15 

98/ 9 /23 

98/ 9 /27 

98/10/ 3 

98/ 10/10 

琵琶町夏 ま つ り 5主管匝I復興住民協議会 先主主m] 公関

“池袋" 夏 ま つ り 実行委員会 神戸市役所前

復興祭 「宝塚 フ ェ ニ ツ ク ス ま つ り J 岡市民フ ェ ス テ イ パル 協会 阪神競潟場
(会長 : 11司泰自11 市長)

神戸の未 来 を 考え よ う ト ク の集い 神 戸 を いの ち 竺 き る ま ち に 兵庫県民会館ほ か
し た い ひ と び と 代表 tlt話人
: 島 田誠

復興ふれあ い祭 り 仮設住宅 自 治会 ボ ラ ン テ イ 神戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド南
ア 、 身体障害者 グ ル ー プ 公 園

火災保険訴訟原告 ら に よ る 交流会 市民右 志 神戸市内

ア ジ ア の文化祭 長m神社前商!占街振興 紹 合 長田神社

シ ン ポ ジ ウ ム 「被災者ー か ら み る 震災 広範な f1ilr"j主合 ー 兵庫 神戸市勤労会館
復興の現状J

ト ア ロ ー ド ク ラ ブ ト ア ー ト フ ェ ア 問実行委員会 ト ア ロ ー ド イ也
'98 

神戸か ら の折 り 東京お ひ ら き 祭 実11 委員会代表 . 鎌田東 一 大異山高徳続
(武蔵丘銀大助教授)

ま つ り だぞ う In 丙宮浜 i 街づ く り 支媛 グ ル ー プ 「プ 西宮浜小学校 グ ラ ウ ン ド
ロ ジ ェ ク ト 結ふJ

新住民歓迎 と 復興 の 早期実現 に 向 l 縮 問問 問 り 協議 会 長 田 区神奈町 4 ' 5 丁 目
か っ て い J 近の道路
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六輔 ( 9 / 9 )

長尾治助、 松本隆行

フ ィ リ ピ ン 伝統 ダ ン ス 、
和太鼓、 イ ン ド風紙芝居
な ど

秋 月 香 ( 神戸 ポ ー ト ア イ
ラ ン ド 第 6 仮設住宅 自 治
会 前 副 会 長) 、 佐々 木康
哲 (阪神 ・ 淡路大震災被
災 者 ・ 市 民 フ ォ ラ ム ) 、
奥野律也 (荷菅原 市場)
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コ 】 ト

'99 がんばる心 | 兵「市 長HJ尽 き がいづ く り i [î�)市以(J寄 11 の T シ ャ ツ j
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! シ ャ y
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阪神 ， 淡路 j
1 .  1 7 lj r 火:'X I
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Vo. 可愛 C1':'�lf搾 ) 

1，，]'人行委J，--!会
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る J C ど う す る れ ら し と
仕 'JìJ 、 : 1(: 池手1 1)よ

りi-(iI) ん'}:Jlj! 宇 部 長 ) 、
イIIJ I I ! JL{ I1{{ (点火防災研究
所 数以) 、 パ ネ ル デ ィ ス

第 :章 @ 手村重 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ イ ベ ン ト 等 641 



1 1 . そ の他

'f'ji，:Xif[ ( イ ラ ス ト 作 家)

姫路 i 業大、
県 ，j:i守護大、 姫路知見j大
の救ほ ら が1足災彼興 に関
する 11片究成来を発火
テ ー マ 災 一 年 を 過 ぎ
て{延lj'�は どこ ま で進んだ
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備考

神 戸 市立中央図帯主1

会 \ 1"1') ;の4J�Jl;場前

*遊漁i地ほか

KOBE  1 _ 17 dî誌のつ どい 叩 な が | 問実行委民 会 (事務応 : ェ | ピ フ レ ホ ル rlíirL場
た 「鎮魂 と復興を灯 り に託 し 、 な が | フ エ ム わいわい)
た か ら 」

99/ 1 /18 全 日 本1M:土 庁年会全[ 1:[大会 「 う つ り ; 全 日 本1M-土協会 神戸ポー ト ピア ホ テ ル
な も の は何

〈資料提供 〉 側21世紀 ひ ょ う ご 創造協会

く参考文献 〉
「震災後興関 連 イ ベ ン ト 等の 事例収集 と 分析 に 関 す る 調査研究」 側21世紀 ひ ょ う ご創造協会 1999年 3 月
「兵庫地域研究 通巻15号」 神戸新聞情報科学研究所 1999年 2 月
「復旧 ・ 復興 ・ 飛務 1 .  1 7  阪神 ・ 淡路大震災 3 周年記念事業」 側阪神 ・ 淡路大震災記念協会 1998:9三
「復!日 - 復興 ・ 飛務 1 .  17 絞神 - 淡路大震災 4 周年記念事業」 制阪神 ・ 淡路大震災記念協会 19991，'ド
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2 . 時期別
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8 月 9 月 I 10月 1 1 月 : 1 2 月

42 30 16 77 34 ← 
5 . 50弘 3 . 93拡 2 ω弘 10 . 08% 4 . 45% 

66 I 86 90 44 

2 Fl 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 Fl 月

(注) 95年 1 月 分 に つ い て は対象期 間 を 揃 え る た め に 除い て い ま す。

(表 2 ) 

1 月 口λ! ニ訂: 
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サ イ ト 名
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http://www.mmjp.or.jp/adí/ 

http://www.pieq.co.jp/jisin.html 

http://www.tokyo-leleport.co.jp/j apanese-sj / 

htlp:! /www l .plala.or.j p/monumcnt/ 

1 I 煩 か ら の心がけ
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と
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第四章

(財〉阪神 ・ 淡路大震
災記念協会の活動



1995年 (平成 7 年) 10月 10 日 に 政府の 「阪神 ・ 淡路復興委員 会」 が rlO カ 年 を 通 じ て復

興の た め に 特 に 重要 と 認め ら れ る 戦略的 プ ロ ジ ェ ク ト 、 あ る い は 、 復興の シ ン ボル と し て

相応 し い施策 ・ 事業J であ る 「復興特定事業」 の う ち 、 「極め て 意義 あ る も の」 と し て 阪神 ・

淡路大震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト を 提言 し た 。

こ の提言 を 受 け て 、 1996年 (平成 8 年) 4 月 26 日 に 由、 兵庫県、 神戸市で構成 さ れ る 「阪

神 ・ 淡路大震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト 検討委員 会」 が設置 さ れて検討が進め ら れ、 1997年 (平

成 9 年) 1 月 10 日 に 阪神 ・ 淡路大震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト 関連の特定復興事業の 中 間 ま と め

が行 わ れ、 そ の 中 で 「仮神 ・ 淡路大震災記念協会 の 設立」 が実施すべ き 事業 と し て位置づ

け ら れ た 。

そ し て 、 上記 中 間 ま と め を 基 に 、 何年 1 月 16 日 に 政府 の 阪神 ・ 淡路復興対 策本部会議 に

お い て 、 本 協 会 を は じ め と す る 復興特定事業が選定 さ れ、 確定す る と と も に 、 政府 と し て

重点的かっ効果的 に 必要 な 支援 を 行 う こ と と さ れた 。

1997年12月 4 日 に 財 団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会設立発起人会が開 催 さ れ理事長 に

は元官爵副長官の石原信雄 ・ 財団法人地方 自 治研究機構理事長が就任 し 、 1 2 月 初 日 財団法

人阪神 ・ 淡路大震災記念協会が設立 さ れ神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 1 1 簡 に 事務所 を 開設 し た 。

1998年 (平成10年) 1 月 17 日 に 第 l 回 理事会 を 開催 し た 。

趣 旨
0阪神 ・ 淡路大震災か ら の毎 回 ・ 復興の状況や震災か ら 得 ら れた 様 々 な 教訓 を 踏 ま え 、

人類 の安全 と 共生 に つ い て 、 総合的 な 調査研究 を 行 い 、 そ れ ら を 広 く 情報発信す る

こ と に よ り 、 全 国 の 災害対策 は も と よ り 、 大都市機能 の改善並 びに 地 方都市及 び農

山 漁村 の 整 備 、 ひ い て は 、 人 と 自 然が共生す る 安全かつ適正 な 国 士 の 形成 に資す る

O 阪神 ・ 淡路大震災の記念 と な る 構想、 の具体化方策の調査研究

0 1 月 17 日 の 「 防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 J 及 び 「週間」 を 広 く 国民 に 啓発す る た め 、

毎年、 震災の教訓 を 共有 し 、 継承す る 事業 を 展 開 す る

事業内容

(1 )  人類の安全 と 共生 に 係 る 総合的 な 調査研究

[研究課題]

①阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 生か し た 災害対策の調査研究

②新 し い社会 シ ス テ ム な と'21世紀文明 の創 造 に 寄与す る 調査研究

(2) 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ 一 等 の震災記念 と な る 長期 的 な復興関連の具体

化方策の 検討

( 3) 阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 既存情報の収集整理 ・ 保存

(4) 阪神 ・ 淡路大震災周年記念事 業 の 実施

654 矧仮神 ・ 淡路大震災協 会 の jfíj!l!J



出揖団体

兵庫県 ・ 神戸市 ・ 尼崎市 ・ 明石市 ・ 西宮市 ・ 洲本市 ・ 芦屋市 ・ 伊丹市 ・ 宝塚市 ・ 三木

市 ・ ) 1 1 酉市 ・ 津名 町 ・ 淡路軒 ・ 北淡町 ・ 一宮町 ・ 五色町 ・ 東浦 町 ・ 緑 町 ・ 西淡 町 ・

三 原 酒J . 南j炎罰I

基本財産 2 億 5 千万 円

(組織図)

Fう
。総務課

O調査第 1 部

理 事 会

理 事 長
副理事長
常務:E1H"葬

専務時三拝

理 事

1 997年度 (平成 9 年度) 事業内容

研究企爾委員 会

1 . 阪神 ・ 淡路大震災 の経験 を生 か し た紡災、 都市構造、 社会シ ス テ ム な ど 人類の安全 と

共生に係 る 諸問題の総合的 な調査研究

1998年 1 月 19 日 に 開催 し た 第 l 回研究企画委員 会 (委員長 : 芹 田健太郎) に お い て 、

「 人類の安全 と 共生 に か か る 総合 的 な 調査研究」 に つ い て

0阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 生か し た災害対策 の説査研究

0新 し い社会 シ ス テ ム な ど21世紀文 明 の 創 造 に 寄与す る 調査研究

の 2 本の 方 向 を 基 に 第 l 回 及 ぴ第 2 凹 の 研究企画委 員 会 に お い て 、 議論 さ れ た 。

こ の結果、 こ れ ら 当協会の研究方 向 を 認識 し そ れ に 沿 っ て 、 1998年度 (平成10年度)

か ら の調査研究 は 、 次の 2 つ の 事項 を 基本方針 と し て 、 当協会の冊究の端緒 と な る も

の か ら 始め る こ と で委員 の意思統ーが図 ら れた 。

(基本方針)

O教訓 を 生 か し た新 し い施策 の提案 21 世紀文 明 の 創 造

。阪神 ・ 淡路大震災の経験 (震災当 時 か ら 復 旧 ・ 復興の過程) の 集積 と 伝承

一 震災 の風化防止
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(研究企画委員 会 開鑑実績)

1998年 1 月 19 日 ( 月 ) 第 1 田研究企画委員 会 議事 : 研究の基本方針 に つ い て

1998年 2 月 13 日 (金) 第 2 回 ク 議事 :

1998年 3 月 23 日 ( 月 ) 第 3 田 ク 議事 : 研究テ ー マ 、 実施方法

1998年震 (平成10年毘) は 、 協 会の研究方 向 の 端緒 と な る テ ー マ を 設定す る こ と と し 、

震災 を 契機 に 問題提起 さ れ な が ら 未 だ に 未着手の も の を 各委 員 か ら おテ ー マ を 提案い た だ

き 、 こ れ ら の 中 か ら 、 上記基本方針 及 び各委員 の 問題意識の 共通項 目 を も と に次の 6 テ ー

マ が選定 さ れ

0教司11 を 生 か し た新 し い施策 の提案 21世紀文明 の創造

自 然 と 社会の破壊 を研究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震 災 を 教訓! と し た 、 災害対策や21世

紀文明 の 都 市 (都心) づ く り を研究す る 。

〔研究 テ ー マ 〕

・ 新 し い地域経済 シ ス テ ム と 都市 コ ミ ュ ニ テ ィ ( リ ー ダ ー : 林 敏彦)

・ 都市 の 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ と 環境形成 ( リ ー ダ ー : 中 瀬 勲)

@ 地盤情報 を 活用 し た 被災分布 の 究明 ( リ ー ダ ー : i中村

・ 国際 セ ミ ナ ー 「近代 文 明 の新次元」

0阪神 ・ 淡路大震災の経験 (震災当 時か ら の復旧 ・ 復興の過程) の 集稽 と 伝承

震災の風化防 止

震災の記録 を 体系 的 に 整理す る た め 、 既存情報の分類整理方法の検討 及 び未来への 註 言

と し て 震 災 当 時 、 復 i 日 ・ 復興過程の対応、者の記'霞の録画化 な ど基礎的 な 調査 を 始め る 。

(研究 テ ー マ 〕

・ 災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の 構築

( リ ー ダ ー : 五百旗真)

- 震災資料 の 分類 ・ 公開基準 ( l) ー ダ ー : 端 信行)

2 . 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企醸 ・ 立案及び調査研究

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興の記念 と な る 「阪神 ・ i淡炎路大震災メ モ リ ア ル セ ン 夕 一構想想、」ム、

「弓20世紀I博専物館群 (仮称) 構想想、J に 関 し て そ の推j進隻方策ミ守等?字; に つ い て兵産県及 ぴ神戸市 と i

報交J換呉す る と と も に 、 特 に '20世紀博物館群 (仮称) 構想、」 に 関 し て は 、 神 戸市が(附千 里

文化財 団 に 設置 ・ 運営委託 し て い る 「基本計画策定検討委員 会 (委員 長 : 梅梓忠夫) J 及
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び 「作業委員 会」 に オ ブザ ー パ ー と し て 参加 し 、 現在の検討状況の把握 に 努 め た 。

3 . 阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 既存情報の収集整理 ・ 保存

国 土 庁 か ら 「防災 関係情報収集 ・ 活用調査 ( 阪神 ・ 淡路地域) J を 受託 し 、 被災地 に 密

着 し た 既存 ロ ー カ ル情報等 の 収集 を 行 う と と も に 、 関係機関の担当 者や現場当 事者 な どか

ら ヒ ア リ ン グ調査等 を 行 う こ と に よ り 、 防災上の 課題や教訓 を 取 り ま と め た 。

[r防災関係情報収集 ・ 活用 調査 (阪神 ・ 淡路地域) J の概要}

く日 的 〉

阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 地元 自 治体 ・ 関係公共機関等が作成 し た 各種調査報告書、

各種提 言集及び実 際 の 活動状況等の 阪神 ・ 淡路地域 に密着 し た ロ ー カ ル情報等の収

集 ・ 整潤 を 行 う と と も に 、 各機関 の担当 者や現場担 当 者 な どか ら ヒ ア リ ン グ調査等

を 行 う 琴 に よ り 、 防災 上の課題等 を 整理 し 、 今後の 中 央 ・ 地域の 防 災対策の推進 に

資す る O

く調査項 目 〉

( 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 既存 ロ ー カ ル情報等の 収集

( 2 )  ヒ ア リ ン グ調査等

(3) デー タ の選別 ・ 分類

〈調査期 間 〉

1998年 1 月 5 日 � 3 月 27 日

4 . 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 共有 し 、 継承す る 阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業啓発及び

実施

( 1 )  3 周年記念事業 (21世紀文明への展望 シ ン ポ ジ ウ ム ) の実施。

( 1 ) 日 時 1998年 (平成10年) 1 月 17 日 13 : 30 � 17 : 30

(2 ) 場 所 兵庫県民会館 9 階ホ ー ル

(3 ) 内 容

①阪神 ・ 淡路大震災 3 周年記念事業総合 フ ォ ー ラ ム 開 会式

・ 開会 あ い さ つ 井戸敏三 (兵庫県副知事)

・ 報告 「阪神 ・ 淡路地域の復興 に 向 け て の 国 の取組みJ

近藤茂夫 ( 国土事務次官 ・ 阪神 ・ 淡路復興対策本部事務局長)

②21世紀文 明 へ の 展望 シ ン ポ ジ ウ ム
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- あ い さ つ 石原信雄 (側阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長)

・ 基調講演 '21世紀 ・ 情報文明 の波 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の変容J

ダ ニ エ ル ・ ベ ル (ハ ー バ ー ド大学名誉教授)

'21世紀情報丈明 と 日 本」

梅梓 忠夫 ( 国立民族学博物館顧問 )

聞 き 手 : 井野瀬久美恵 ( 甲南大学文学部教授)

- パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

'21世紀情報文明 と 世界 ・ ア ジ ア ・ 日 本J

コ ー デ イ ネ ー タ ー

下河辺 淳 (東京海上研究所理事長、 元阪神 ・ 淡路復興委員 会委員 長 )

ノ f ネ リ ス ト

五百旗頭 真 (神戸大学法学部教授)

井野瀬久美恵 ( 甲 南大学文学部教授)

公文 俊平 ( 国 際大学 グ ロ ー パル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ 一 所長 )

月 尾 嘉男 (東京大学大学院工学研究科教授)

貝 原 俊民 (兵庫県知事)

( 2 )  1 .  17宣言策定 に 対す る 支援

' 1 .  17宣言検討懇話会J (座長 : 下河辺 淳) に お い て 第 l 回 1 . 17宣言文 を 検討 し 、

1998年 (平成10年) 1 月 17 日 に 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼式典 に お い て次 の と お り 第 1

回 宣言がな さ れた 。

1 .  17宣言

1 月 17 日 は 忘 れ な い 。

一 瞬 に し て私 た ち の街が崩 壊 し た 。

家族 を 、 友人 を 、 財 産 を 失 っ て は じ め て 、

築 き 上げて き た 近代都市の抱 さ を かみ し め た 。

技術の不足 も 、 社会の不備 も あ っ た だ ろ う 。

し か し 、 そ れ ら を 過信 し 、 危機感 を も て な く な っ て い た 、

私 た ち の 中 の 油 断 を ま ず、 悔や ま な け ればな ら な い 。

明 日 の 安全 は 、 個 人 の 意識 に 始 ま る 。
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そ し て 、 生産 だ け に と ど ま る こ と な く 、

生 み 出 さ れた も の を 有効 に 、 安 全 に 使 い こ な せ る 社会 を 、

皆で模索 し て い か な け れ ばな ら な い 。

過酷 な 現実 の 中 か ら 、

声 を 掛 け 合 い 、 助 け合 い 、 立 ち 上がっ て き た 。

社会の碁盤 を 失 っ た被災地で、 復興の原動力 と な っ た の は 、

家族や、 地域の、 身 近 な 人 々 の つ な が り だ、 っ た 。

瓦燥の 山 を 前 に し た 私 た ち に 、

日 本 中 、 世界中 か ら 届 い た 、 ボ ラ ン テ イ ア の 精神。

再 び前へ と 進 む 勇 気 を も たせ て く れ た 。

地域 も 金業 も 国 を も 越 え た 、 大 き な 力 に気付かせて く れた 。

人 と 人 と がつ な が っ て い る と い う こ と は 、

な ん と 心強 い の だ ろ う O

人 と 人 と がつ な が っ て い る と い う こ と は 、

ど ん な に 大 き な 力 と な る の だ ろ う O

も と の生活 を 取 り 戻 し 、 経済が復興 し で も 、

危機感 だ け は失 わ ぬ よ う 、 た ゆ ま ぬ努力 を 続 け よ う O

六千人 を 超 え る 亡 く な っ た 人 々 への鎮魂の た め に も 、

い ま だ生活の基盤が整 わ な い 人 々 の た め に も 、

忘 れ る わ け に は い か な い。

た だ ひ た す ら に 走 り 続 け る 競争 の 時代 で は な い 。

行政組 織 も 、 営利組織 も 、 非営利組織 も 教訓 を 生 か し て 、

防災性の 高 い ま ち づ く り に 努力 を 続 け な け ればな ら な い 。

現実 を し っ か り と 見つ め 、 生 き て い こ う 。

自 然へ の 畏敬 を 絢 に抱 き 、 人 と し て の生活 を 尊重 し て 、

確 か な 人 の輪 を 、 築 い て い き た い 。

豊 か な 明 日 の た め に 、

今 日 を 真剣 に 生 き て い こ う O
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1998年 1 月 17 B 

私 た ち は 、 1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分、

阪神 ・ 淡路地方 を 襲 っ た 大震災の体験 を 教訓! と し て 、

すべて の都市が、 安心 し て住め る 安全 な 都市 と し て

再生す る こ と に 貢献 し 、

世界に協力 の輪 を 広 げて い き た い。

1 .  17人類の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫会議

1 998年度 (平成1 0年度) 事業内容

1 . 阪神 ・ 淡路大震災の経験を生 か し た 防災 、 都市構造、 社会シ ス テ ム な ど 人類の安全 と

共生に係る 鰭問題の総合的な調査研究

(研究課題)

①阪神 ・ 淡路大震災の 経験 を 生か し た 災害対策の調査研究

②新 し い社会 シ ス テ ム な ど21世紀文 明 の 創造 に 寄 与す る 調査研究

(研究企画委 員 会 開 催実績)

第 1 間 1998年 5 月 12 日 (火) 議事 : 1998年度研究テ ー マ の 選定

( 1 )  杯敏彦委員研究会

(研究 テ ー マ ) 新 し い 地域経済 シ ス テ ム と 都市 コ ミ ュ ニ テ ィ

①内 容

物費文明が も た ら し た大都市 と 大量生産 ・ 大量消費 シ ス テ ム と の相 関 関係 と そ の

脆弱性 を 明 ら か に し 、 情報化 に と も な う 量か ら 質への価値転換や コ ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ

ネ ス な どの 新 し い ア ク タ ー の 出現 に 焦点 を 当 て な が ら 、 新 し い経済 シ ス テ ム と 都市

の あ り 方 を 提言す る O

②研究主体

リ ー ダ ー : 林 敏彦 大板大学大学院国際公共政策研究科教授

メ ン バ ー : 加藤 恵、正 神戸商科大学商経学部教授

橋本 介三 大阪大学大学院田原公共政策研究科教授
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吉 田 JIIl'l- 神戸大学経営学部教授

③研究期 間 : 2 年 時 (1998年 一 1999年)

④1998年度実績

(研究会の 開催)

開 催 日 時 議題 ・ ゲス ト ス ピ ー カ
第 1 1口1 1998年 7 月 13 日 ( 月 ) 「情幸�J を キ ワ ー ド に |問題提起 林 敏彦
第 2 liJ] 8 月 3 F1 ( 月 ) コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス に つ い て 加藤 恵正

第 3 図 8 月 1 8 日 (火) ピ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ テ ィ に つ い て
加護野忠男 (神戸大学経営学部教授)一

( 2 )  中 瀬委員研究会

(研究 テ ー マ ) 都市の新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ と 環境形成

①内 容

環境問題、 ま ち づ く り に 関 し て 、 住民の意思 や参加、 住民組織、 つ ま り 新た な コ

ミ ュ ニ テ ィ 形成 な どが問 わ れて い る 。 環境 ・ 緑 と 地域社会 ・ 住民参加や組織 に 焦点

を あ て て新ー た な ま ち づ く り の あ り 万 を 提言す る 。

②研究主体

リ ー ダ ー : 中 瀬 勲 姫路工業大学 自 然 ・ 環境学科研究所教授

メ ン バー : 加藤 忠正 神戸商科大学揃経学部教授

角 野 幸博 武庫川 女子大学生活環境学部教授

③研究期 間 : 2 年 間 (1998年 一 1999年)

④1998年度実績

(研究会の 開催)

r，司 {佳 日 時 議 題
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( 3) 沖村委員研究会

(研究 テ ー マ ) 地盤情報 を 活用 し た 被災分布 の 究 明

兵産県南部地震の震源波の確定 と 地盤動 的応答解析

①内 容

兵庫県南部地震の震源波 を 実測波及び理論 的 な 解析 に よ り 推定す る と と も に 、 こ

の地震波 を 用 い て 、 建築及 び土木構造物が存在す る 地盤の応答波形 を 求め 、 今 岱 の

地震の分布 の特徴 を 究 明す る 。 そ の結果 を 将来 の 地震危険度マ イ ク ロ ゾー ニ ン グ等

の活用 に 供す る 。

を研究主体

リ ー ダ ー : 沖村 孝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

メ ン バ ー : 佐藤 忠信 京都大学防災研究所教授

南部 光広 応用 地質(林)関西事業本部企画部部長

岸本 英昭 日 本 コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン サ ル タ ン ツ WK)ft表取締役

③研究期 間 : 3 年 間 ( 1998年 � 2000年)

④1998年度実績

ア . 研究会 の 開 催

イ . 断層破壊過程、 地震動推定千法 に つ い て の 丈献調査

ウ . 地盤モ デル の 入力 デー タ 作成

(4) 五百旗委員研究会

(研究 テ ー マ ) 災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の 教訓| の継続的 な 発信方策 の構築

①内 容

阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 災害発生後の対応 の如何が被害軽減 に 大 き な 役割 を 果 た

す こ と が明 ら か に な り 、 災害発生 後 の危機管理体制 に 関 す る 研究 の 必 要性が増 し て

い る 。

従来 に な い未曾有の被害規模 と な っ た 今 回 の 震 災 は 、 災害規模 の 量 的 な 拡大が災

662 第 四 章 @ 旧1)阪神 淡路大12災協会の活動



害対花、の面で も こ れ ま で に な い課題 を 生み 、 災害対応 に 対す る 考 え 方 に つ い て の 質

的 な 転換 を せ ま る も の と な っ た 。 本研究 で は 、 こ う し た新 し い災害対応の課題 を 整

理 し 、 従来の 災害対応 と の 関連性 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 総合的 な 災害対応

プ ロ セ ス の モ デル 化 を 行 う 。

②研究主体

1) ー ダー : 五百旗頭 真 神戸大学法学部教授

メ ン バ ー : 五百旗頭チ ー ム

久米 郁男 神戸大学法学部教授

林春男 チ ー ム

瀬尾 征男 東京海上 リ ス ク コ ン サ ル テ ィ ン グ

重 川希志依 都市防災研究所

田 中 重好 弘前大学人文学部教授

柳原 良造 ハ イ パ ー リ サ ー チ(株)

室崎チ ー ム

鐘江伊三夫 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

太 田 祐 山 口大学工学部教授

大西 一嘉 神戸大学工学部教授

を研究期 間 : 3 年 間 ( 1998年 一2000年)

④1998年度研究実績

ア . 行政関係者 に 対 す る 震災当 H の事象 と 対応状況 に つ い て の イ ン タ ビ、 ユ ー

l 件

イ . 中央院 に お い て 震災復興 に 従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダ一 、 行政関係者、 地元企

業支庖長等 と 研究 メ ン バー に よ る グ ル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン

6 件

ウ . 長 田 区 の 中小企業の経営者等 に 対す る イ ン タ ピ ュ ー

1 1 件

エ 震 災 で 亡 く な っ た 人 の 家族等 に 対 す る イ ン タ ピ ュ ー

70件

( 5) 端委員研究会

(研究 テ ー マ) 震災資料の分類 ・ 公開 の基準
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①内 容

阪神 ・ 淡路大震災 に 関連す る 報告書や体験記 な どの資料 ・ 記録は 、 未曾有の大都

市直下型地震の経験 を 記す も の であ り 、 震災か ら 学 ん だ貴重 な 教訓 と し て 、 広 く 地

域や時代 を 超 え て生 か し て い か な け れ ばな ら な い 。

こ の た め 、 現在 、 制阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 に お い て 収集 ・ 保管 し て い る 阪神 ・

淡路大震災 関 連資料 に つ い て 、 そ の 整備 ・ 分類方法や公開基準 を 検討 す る 。

②研究主体

リ ー ダ ー : 端 信行 国立民族学博物館教授

メ ン バ ー : 芝村 篤樹 桃 山 学院大学経済学部教授

稲葉 洋子 神戸 大学付属 図 書館情報管理課情報管理 第 一掛長

洲脇 一郎 神戸 市立博物館学芸課長

宮本 1専 兵庫県立図書館司書

山 崎 土今 兵庫県教育委員 会事務局社会教育 ・ 丈化財課主査

③研究期 間 : 3 年 間 (1998年 � 2000年)

④1998年度実績

(研究会の 開催)

- 務理の現状 と 課題
お け る 震災資料 - 丈舎の保存 に つ

辻 J l I 敦 (尼崎市 立 地域研究史料館係長)
「 フ ラ ー フ を 活用 し た震災資料 の 分類 に つ い て」

fH 中 聡 (京都大学防災研究所助手)
資料の分類方法

月 27 日 (令) I 資料の分類方法
市民参加型 イ ベ ン ト の あ り 方

Jj 5 日 (金) I 資料の分類方法
資料の公開基準

3 月 16 日 (火) I 中 間 ま と め

(6 ) 国 際セ ミ ナ ー

①テ ー マ 近代文 明 の 新次元 一 情報革命の進展 に よ る 「交流 と 多様性」 に つ い て
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②内 容

情報の伝達 は 、 情報 ・ 通信機器の技術革新 に よ っ て 国家や民族 の枠組み を 越 え 、

瞬 時 に 拡が り 、 近代文 明 の 新 た な 局 面 を 生み 出 し て い る O

情報革命が も た ら す 「交流 と 多様化」 の サ イ バ 一 社会が 「経済 シ ス テ ム ム 「エ コ

ロ ジ ー (生態、環境) J 、 「都市空間」 に 与 え る イ ン パ ク ト に つ い て 考 察 し 、 21世紀文

明 を 展望す る O

③ メ ン バ ー

セ ッ シ ョ ン 1 I束手i斉 シ ス テ ム 」

林 敏彦 大i阪大学大学院 国 際公共政策研究科教授

加藤 恵正 神戸商科大学商経学部教授

M in-shyong L in 鮒)工業技術院副委員長

セ ッ シ ョ ン 2 Iエ コ ロ ジ ー (生態環境) J

中 瀬 勲 姫路工業大 自 然 ・ 環境科学研究所教援

服部 保 姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授

小浦 久 子 大波大学大学院工学研究科教授

セ ッ シ ョ ン 3 I都市空間」

橋本 介三 大阪大学大学 院 国 際公共政策研究科教授

Andrzej Wojtczak WHO 神 戸 セ ン タ 一 所長

舟橋 間男 大阪大学大学院工学研究科教授

セ ッ シ ョ ン 4 'm辻舌J

④実施時期 : 1998年 9 月 30 日 � 10月 1 日

⑤参加人数 (研究者 を 対象)

各 セ ッ シ ョ ン 30名程度

延べ105名

2 . 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企画 ・ 立案及び調査研究

( 1 )  阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想

阪神 ・ 淡路大震災の体験 と 貴重 な 教訓 を被災地 の み で な く 全世界の共通財産 と し
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て次代 に継承す る た め 、 震災の メ モ リ ア ル被災地復興 に 向 け た シ ン ボ ル と し て 、 「阪

神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー J を 整備す る 。

(1998年度実績)

メ モ リ ア ル セ ン タ ー に 関連す る 既存の施設や計画の概要 (機能 ・ 課題) を 調査す

る と と も に 、 有識者、 民 間 団体代表者、 行政関係 者 ら で構成 す る 基本構想検討委員

会 (座長 : 新野幸次郎(目前都市問題研究所長) を 設置 し 、 セ ン タ ー の 「基本構想、J (基

本的考 え 方) を と り ま と め て い る 。

〈基本構想、検討委員 会 〉

第 1 伺 1999年 2 月 17 日 (jJ�)

第 2 回 3 月 27 口 (土)

メ モ リ ア ル セ ン タ ー の基本理念、 基本構成

基本構想 (碁本的考え方) 素案

(2)  神戸文明博物館群 (20世紀博物館群) 構想、

20世紀の め ざま し い 科学技術 や 発展 の足跡 を 振 り 返 り 、 そ れ を 形あ る も の と し て

総合的 ・ 体系 的 に21世紀 に椴承す る と と も に 、 青少年は じ め市民が科学技術や文化

に つ い て 理解 と 関心 を 深 め る こ と に よ り 、 科学技術の水準 の 向 上 、 経 済社会の発展、

新 し い 文化 の 創造 な ど に 資す る た め 、 人 々 が学 び、 楽 し め る 参加体験機能、 研究機

能、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ複数の 博物館群 を 国営明石海峡公 爵 (神戸 地 区 )

の 隣接地 に お い て 整備す る O

( 1998年度実績)

学識経験者で構成す る 基本計画 策定委員 会 (委員長 : 梅悼忠夫国立民族学博物館

顧 問 ) を 設置 し 、 整備方針、 管理運営計画、 博物館の 誘致方策 な ど を 含め た 「基本

計画」 の 策定作業 を 行 っ て い る O ま た 、 民 間活力導入 (PFI) 等、 構 想 の 具体化 に

向 け た 方 策 の調査 ・ 研究 を 進め て い る 。

〈基本計両策定委員 会 〉

第 I 回 1 998年 1 0 月 29 日 (木)

第 2 間 12月 18 F:I (金)

く同作業委員 会 〉

第 1 @] 1 998年10月 12 日 ( 月 )

第 2 田 11 月 12 日 (木)

第 3 間 12月 7 日 ( 月 )

666 \1'1 回 章 e (i!J)阪和fJ . 淡路大震災協会の活動

目 指すべ き 方向 、 整備方針

博物館づ く り の 具体方策

博物館の誘致方策

構想、の推進方策

実現の た め の 事業計画



第 4 回 1999年 1 月 8 日 (金)

第 5 出 3 月 16 日 ( 火)

実現 に 向 け た行動

基本計画 (案)

3 . 阪神 ・ 淡路大震災 に係る 既存情報の収集整理 ・ 保存

( 1 )  資料収集整理 ・ 課存

阪神 ・ 淡路大震災及び復興 に 関す る 資料の散逸 を 防 ぎ 、 国 内害 に お い て災害が発

生 し た場合の複興モ デ ル と し て 災害妨止対策 に 生 かす た め 、 阪神 ・ 淡路大震 災 に 係

る 資料の収集整理 ・ 保存 を 行 っ て い る O

1997年度 ま で は 、 兵庫県が慣れ21 世紀 ひ ょ う ご創造協 会 に委託 し 実施 し て い た が、

1998年度 よ り 同協会 に お い て 収集 ・ 保存 し て い た資料 を 引 き 継 ぎ 、 当 協会の事業 と

し て本格的 に事業 を 実施 し て い る 。

〔公開資料点数 日 ， 390点 (書籍、 雑誌、 ビ デ オ 、 CD-ROM 等) ( 1999年 3 月 末) J 

( 1 998年度実績)

1998年 4 月

6 月

7 月

10月

慢す)21 世紀 ひ ょ う ご創造協会 よ り 資料引継 ぎ

「震災資料の分類 ・ 公開 の基準研究会J を 設置

資料室 を 設置

ホ ー ム ペ ー ジ に資料 目 録 を 掲載

1999年 l 月 企画展 ( r忘 れ な い 、 あ の 日 を 」 展) に 収集資料の 一部 を 展示

( 2 )  阪神 ・ 淡路大震災復興誌の編集

1998年度 よ り 当協会の事業 と し て 、 震災か ら の復興 に 関 す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録

等 を 基 に 、 長期 的 な 復興の過程 を 総合的 に 記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 を

作成 し た 。

(1998年度実績)

1998年 6 月 5 日 震災復興誌編集委員 会 ( 第 l 回 )

7 月 8 8 ・ 23 日 執筆者会議

9 月 17 日 震災復興誌編集委員 会 ( 第 2 出 )

1 1 月 30 日 震災復興誌編集委員 会 ( 第 3 回 )

1999年 3 月 12 日 震災復興誌編集委員 会 ( 第 4 回 )

3 月 31 日 復興誌完成

( 3) 街の復興 カ ル テ の作成
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1998年度 よ り 当協会の事業 と し て 、 あ ら か じ め定め た街 ( 8 地 区 ) の復興状況 を

毎年継続的 に 定点観測 調査、 そ の復興 プ ロ セ ス に 対す る 課題 を 抽 出 記録 と し て残 し 、

長期 的 な 街づ く り の プ ロ セ ス の研究資料 と す る 「街の復興 カ ル テ」 を 作成 し た 。

(1998年度実績)

1998年 6 月 5 日 震災復興誌編集委員 会 に て編集方針決定

1999年 1 月 11 日 街の復興 カ ル テ研究発表会

3 月 31 日 告の復興 カ ル テ完成

4 . 阪神 ・ 淡路大震災毘年記念事業の啓発 ・ 実施

( 1 )  阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業

「総合 フ ォ ー ラ ム J 21 世紀丈明への展望 シ ン ポ ジ ウ ム

① 日 時 1999年 1 月 四 日 14 : 00� 17 : 30

②場 所 兵庫県民会館 9 階ホ ー ル

③内 容

( l 部 研究報告)

「新 し い 地域経済 シ ス テ ム と 都市 コ ミ ュ ニ テ イ J

報告者 : 林 敏彦 (大阪大大学院学国際公共政策研究科教授)

「都市の新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ と 環境形成」

報告者 : 中 瀬 勲 (姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学排究所教授 )

( 2 部 シ ン ポ ジ ウ ム )

ア . テ ー マ

近代文明 の新次元 一 情報革命の進展 に よ る 「交流 と 多様↑生」 を 求 め て

イ . 内 容

( ア ) 碁調講演

['1吉報文明 の 彼 方J

月 尾 嘉男 (東京大学大学院工学系研究科教授)

( イ ) パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

コ ー デ、 イ ネ ー タ

林 敏彦 (大阪大大学院学国際公共政策研究科教授)

ノ f ネ リ ス ト

加藤 恵正 (神戸商科大学商経学部教授)

陳 来幸 (神戸商科大学商経学部助教授)

，jこi 瀬 勲 (姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授 )
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橋本 介三 (大阪大学大学院国際公共政策研 究科教授)

( 2 )  阪神 ・ 淡路大震災 4 周年記念事業の推進

阪神 ・ 淡路大震災の 悲 し みや教訓 を 、 い つ ま で も 風化 さ せ る こ と な く 、 人類社会

の安全 と 安心 に 生かす た め 、 住 ま い 、 生活、 産 業 な どの復興 に 向 け た様 々 な 叡 り 組

み や被災地の体験 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト 等の周 年記念事業 を 実施す る こ と に よ

り 、 国 内 害 に '1吉報発信 し て い る 。

( 1998年震実績)

( 1998年 7 月 � )

理念 に 沿 っ た 4 暦年記念事業の実施 を 、 行設、 学界、 各種団体等 に 対 し 、 文

書、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ り 広 く 呼び

か け た 。

( 1 1 月 一 )

呼びかけ に 賛 同 し た 行政、 民 間 団体等の69事業 を と り ま と め 、 4 間年記念事

業 と し て 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 広報誌等 に よ り 、 一体的 に広 く PR し

た 。

( 1999年 2 月 )

各事業実施団体 に 対 し 、

作成 に つ い て協力 を 求 め た 。

un 3 周年記念事業総合記録書の作成

に よ り 、 実施結果の記録の保存、 総合記録書の

震災か ら の復興 に 向 け た 取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後世 に 伝 え て い く た め 、

1998年 1 月 17 日 を 中 心 と し た 時期 に 実施 さ れた シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等阪神 ・

淡路大震災 3 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。

( 1998年度実績)

1998年 6 月 5 日 震災復興誌編集委員 会 に て編集方針決定

9 月 12 日 特別企画 ・ 座談会の 実施

9 月 17 日 震災復興誌編集委員 会 に て 内容構成決定

12月 完成

(4)  r 防災 と ボ ラ ン テ イ ア の El J 及 び 「週開」 啓発事業
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阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 災害時 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 及 び 自 主 的

な 防災活動 に つ い て の 関 心 は 、 時 間 の 経過 と と も に 薄 れ る 恐れがあ る 。 そ こ で、 そ

れ ら の認識 を よ り 深 め 、 災害への 備 え の充実強化 を 図 る た め 、 1995 年 1 2 月 15 日 に 閣

議了解 さ れた 「防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 (毎年 1 月 17 日 ) J 及 び 「防災 と ボ ラ ン テ イ

ア 週 寵 (毎年 l 月 15 B か ら 21 日 ) J を 広 く PR し て い る O

(1998年度実績)

(1998年 11 月 )

行政 (兵庫県) と 連携 し 、 関係機関 (各市町、 県民局等) に 対 し 、 関連事業

の 実施 を 直接呼びか け る と と も に 、 リ ー フ レ ッ ト の 配布 に よ り 、 広 く a般 に 啓

発 を 行 っ た 。

(1999年 l 月 )

「 防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 臼 J ( 1 月 17 日 ) に お い て 、 新聞紙面広告等 に よ り 、

広 く 一般 に啓発 を 行 っ た 。

( 5) 1 .  17宣言策定 に 対ーす る 支援

被災地 の 責務 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 を 風化 さ せ る こ と な く 次 世

代 に継承 し て い く た め に は 、 1 . 17宣言の策定、 発信並 び に 啓発活動 を 毎年継続 し

て 実施 し て い く こ と が必 要 で、 あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r 1 .  1 7人類 の安全 と 共

生 を J考 え る 兵庫 会議」 が行 う こ れ ら の活動 を 支援 し て い る O

(1998年度実績)

( 1998年 4 月 一 6 月 )

兵庫会議の代表 メ ン バー (元設立発起人) に 、 第 2 凹 宣 言 の 進 め 方 に つ い て

意見聴取 し た 。

( 8 月 1 1 日 )

兵産会議代 表 メ ン バ ー に よ る 1 ・ 17宣言 (第 2 回) 検討懇話会 を 開催 し 、 宣

言 の 内 容 、 起草者等 に つ い て検討 を 行 っ た 。

( 8 月 下旬 � 10月 )

宣言文の起草

(11 月 � 12 月 )
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í 1 .  17人類の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫 会議」 構成員 に 対 し 、 賛 同 の 呼びか

け を 行 っ た 。

( 1999年 1 月 17 日 )

1 .  17宣言の発表

①場 所 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼式会場 (兵庫県公館)

②発表者 新野幸次郎 ( 1 .  17宣言検討懇話会座長 ・ 神戸大名誉教授)

( l 月 17 日 � )

1 .  17宣言の啓発

①記者発表

②新聞紙面広告 に よ る 宣言文 の PR

③ イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言文 を 和文 、 英文 に よ り 掲載

(URL:http ://www.remus.dti.ne.jp/-sengen/index.html)  

④各種広報誌等への宣言文の掲載

⑤宣言丈 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全 国 関係機関等 あ て に配布

1 .  17宣 言 ( 第 2 回 )

1 月 1 7 日 は忘 れ な い

あ の光景 は

過 去 の 一場面で は な い

わ た し た ち の 身体 に 刻 み込 ま れ た 現実 な の だ

わ た し た ち は証人 と し て

警鐘 を 打 ち 鳴 ら し続 け よ う

世界中 の 人々 が

二度 と 同 じ 悲 し み を 味 わ う こ と の な い よ う に

今 日 の 生活の た め

未 だ 困 難 を 抱 え る 人 々 と

一 つ の煉瓦 を 積み 、 一本の木 を 植 え な が ら

共 に復興 を 続 け よ う
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1999年 1 月 17 日

よ り よ い 明 日 の た め

21世紀 を 担 う こ ど も た ち を

お 互 い に 声 を 掛け 合 っ て

皆で育 て て い こ う

地域が協力 し 、 様 々 な 組織が協力 し

心、 の 杵 を 強 め る こ と が

災害時の大 き な 力 と な る

や が て 人 々 の紳は創造の礎 と な り

新 し い市民社会 を つ く り 出 す

そ の 第一 歩 は

一人一人が手 を 携 え て 、 身 近 な 何 か を

共 に 育 て る こ と

今 も 復興 は 続い て い る

あ の 海 と 緑 に 囲 ま れ た 豊 か な 街 を

再生す る 共同作業 を 通 じ て

県民 も 、 行政 も

対話の場 を つ く り 、 交流の機会 を つ く り

地域社会 を

育 て て い か な け れ ばな ら な い

1 .  17人類の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫会議
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震災護興誌編集委員会名簿

{委員]

itド 村 孝 神戸大学都 市安全研究セ ン タ ー 教授

ネ主 正 孝 大阪市立大学文学部教授

小 間 康 生 神 戸大学経済経営研究所教綬

小 林 郁 雄 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 代 表 世話 人

高 田 至 郎 神戸大学工学部教授

11鳥 海 邦 碩 大阪大学工学部教授

立高 信 行 国立民族学博物館教授 (委員長)

林 敏 彦 大阪大学大学院 国際公共政策研究科教授 (副委員 長)

松 原 郎 関西大学社会学部教授

松 本 誠 神戸新聞情報科学研究所副所長

丸 川 征四郎 兵庫医科大学教授

{顧問]
新 野 幸次郎 (財) 神戸都市問題研究所長

一 木 信 一 前神戸商科大学長


	1
	2
	3
	4
	5
	6

